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0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

7121

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

81 27 27 27 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

足関節捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

－

危険個所
の見直し
と対策を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

－ －

引き続き
定期的に
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

坂道とコ
ンクリー
トの境目
に段差が
あったた
めに起き
た。

鬼ごっこ
など走り
回るもの
は園庭の
ような広
い場所で
行うよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が
走ってい
る時、足
をくねら
せた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

足をく
ねった瞬
間は職員
はそばに
いなかっ
たので、
本児が伝
えに来る
まで気付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他児と
別の遊び
をしてい
たので見
ていな
かった。

－

その後の様
子を見てい
たが、いつ
も通り動い
ていたので
骨折に気付
かなかっ
た。以前も
怪我をした
箇所だった
ので、こま
めに経過を
見るなどの
対策をす
る。

7122

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 6 4 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

雪面は状
況が変わ
りやす
く、ま
た、場所
によって
も違う。
事故当時
もところ
どころが
凍結して
滑りやす
く、気を
付けてい
ても転倒
すること
がある、
という意
識が不十
分だっ
た。

気温や降
雪による
積雪や雪
面の状況
につい
て、ま
た、子ど
もたちの
遊びの内
容につい
て保育教
諭間で情
報交換を
し、安全
面に関す
ることは
迅速に共
通理解を
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 －

やぐらに
破損等は
なく、今
回の事故
原因では
ないた
め、改善
策は無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

やぐら下
の空間を
生かした
遊びを楽
しむ最中
に、やぐ
ら下に置
いたバケ
ツを取り
に行こう
とし、足
元に気を
付けてい
たもの
の、凍結
した雪面
にて足を
滑らせ
た。

陽が当
たってザ
ラメ雪に
なってい
る場所と
日陰で
凍ってい
る部分が
あること
などを保
育教諭間
で確認す
ると共
に、そう
した場所
による違
いやそれ
に伴う危
険性につ
いて子ど
もたちに
知らせ
る。
また、
コーンを
設置して
注意を促
すなど、
子どもが
安全に遊
べるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雪遊びを
楽しんだ
り、寒さ
で水が氷
る様に興
味をも
ち、戸外
遊びを満
喫してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の姿
は確認し
ていたも
のの、転
倒時は他
児と関
わってお
り見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちと
共に園庭
に出る準
備をして
いた。

園庭担
当者2名
のうち1
名が、
他児の
援助を
してい
たこと
で予定
より少
し遅れ
て戸外
へ出
た。

・自由遊び
時の園庭は
保育教諭2名
を配置して
おり、担当
者は必ず定
刻に出るこ
ととする。
・子どもへ
の援助等で
定刻で出る
ことが難し
い場合は、
他の保育教
諭へ依頼す
る。

7123

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

50 15 15 20 3 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部
後頭部に
ヒビ

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

０～１
2.基
準配
置

ひもの扱
いに関す
る指導
を、日ご
ろから
しっかり
すべき
だった

各クラス
でひもの
扱いにつ
いて周知
し、遊び
の中で
ひっぱる
ことがな
いよう目
を配ると
共に、子
ども自身
がそうし
た遊び方
はしない
よう意識
していけ
るよう援
助してい
く

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

各遊びの
コーナー
の間隔が
もう少し
広いとよ
かった

遊ぶ環境
をより広
くとれる
ような遊
具の置き
場所や
コーナー
設置に配
慮して点
検する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

縄跳びひ
ものコー
ナー近く
に、平均
台があっ
たこと
も、ケガ
につなが
る要因
だった。

平均台を
使用しな
い時は、
壁側に寄
せて設置
し、遊ぶ
環境をよ
り広く安
全に保て
るように
するこ
と。ま
た、平均
台付近は
静的遊び
のコー
ナーにす
るよう配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、好き
な遊びを
見つけ、
友達と楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちの様子
を気にか
けなが
ら、周囲
の子ども
たちと一
緒に遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の様
子を気に
かけなが
ら、他の
遊びをし
ている子
どもたち
と遊んで
した。

危険な
遊び方
や、状
況に
なって
いない
か、よ
り目を
配ると
良かっ
た。

危険な状況
がないか目
を配り、気
づいた時に
は、すぐに
環境を変更
するなど、
迅速な対応
を日頃から
していける
よう職員間
で改めて共
通理解す
る。

7124

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12

絵本棚の
置き位置
が子ども
の動線上
にあり、
つまづき
やすい状
況になっ
てしまっ
た。

絵本棚の
置き位置
を変え、
転倒防止
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

少し慌て
て鞄を取
りに行く
姿が見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

先に集
まってい
る園児の
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他業務の
ため、職
員室にい
た。

特にな
し

改めて慌て
て鞄を取り
に行かない
ように伝え
る。（室内
での過ごし
方）

7125

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 3 9 9 7 7 7 16 13
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1、2
2.基
準配
置

保育者が
畑や、砂
場などそ
れぞれの
場所にい
た為、遊
具に目が
届く保育
者がいな
かった。

子ども達
の動きに
合わせて
職員を配
置し全体
に目が届
くように
するこ
と。事前
に職員間
で動きを
確認して
おくこ
と。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭での
自由遊び
を楽しん
でいた。
利用人数
も保育者
の人数も
少なく、
好きな遊
具で思い
切り遊べ
る環境
だった。
近くに本
児の行動
をとめる
保育者も
いなかっ
たため好
奇心旺盛
な性格の
本児は高
いところ
に上り柵
を越え、
自ら飛び
降りた。

正しい遊
具の使い
方を日ご
ろから子
どもたち
へ伝えて
いき、保
育者間で
も共通理
解をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者も
声をかけ
ていた
が、収穫
した野菜
を職員室
へ運んで
いる途中
だったた
め目が行
き届いて
いない状
況だっ
た。

常に動き
を確認し
バランス
よく職員
を配置す
るよう声
を掛け合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で遊
ぶことを
喜び、野
菜を収穫
したり遊
具に乗っ
て遊んだ
り楽しそ
うに遊ぶ
姿があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋へ入
るよう全
体へ声を
かけ歩い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
も４名で
室内で給
食配膳し
ていた職
員と園庭
に出てい
た職員と
で分かれ
ていた。

全体に
指示を
出して
いたた
め個々
への配
慮が手
薄に
なって
しまっ
た。

保育者同士
で声を掛け
合い常に子
どもから目
を離さない
ようにす
る。

　　　　　　　　　　特定教育・保育施設等における事故情報データベース【令和６年３月４日更新】

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7126

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 20 14 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

ホールでの遊びに対

する担当職員の配置

に工夫が必要であっ

た。年中組がホール

に行ったとき、ホー

ルでは既に年少組

(２１名）が３つの

遊びを展開してい

た。３つの遊びはト

ランポリン、大型積

み木、木製●●遊び

である。２名の年少

担当は大型積み木と

●●遊びについてお

り、トランポリンに

担当はついていな

かった。そこに、年

中組（１５名）が遊

びに加わった（年中

担当職員は１名）。

年中担当職員はトラ

ンポリンに担当がつ

いていないため、そ

こを担当することと

した。　事故は大型

積み木で起こった

が、そこには年少・

年中園児の半数以上

(２０名弱）の園児

が集まっており、ま

たその場を監督して

いたのは保育経験１

年目の職員だった。

経験の浅い職員が大

勢を担当したこと

も、事故発生の要因

の１つとして考えら

れる。

積み木は積み上げて

造形活動を楽しむも

のであり、飛び降り

たりするものではな

いことを確認する。

アスレチックごっこ

などで積み木の上を

歩かせたり飛び降り

たりさせる必要があ

るときには、必ず職

員の監督のもとに行

わせるように確認す

る。職員の監督体制

の向上を図る必要が

ある。今回のような

事故については必ず

全職員で情報共有を

図る。担当職員が一

人で自分のクラスの

子ども達の遊びを監

督しないようにす

る。これまで給食

後、担任一人が清掃

を担当し残る担任が

遊びを担当してい

た。事故の起こった

年中組は担任が２名

だったため15名の子

ども達を1人の担任

が監督せざるを得な

い状況となった。子

どもを見守る職員を

確保するため今後は

給食後の清掃は担任

外が担うこととす

る。異年齢での遊び

を展開する際は、そ

れぞれの組の担任同

士が打合せをし、ど

のように子ども達の

遊びを見守るか相談

することとする。事

故の発生を受け、看

護師や管理職への情

報伝達はうまく行わ

れたが保護者への連

絡が遅れた。受診を

する病院については

保護者との相談のう

え決定する必要があ

る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― 特になし

事故を防
ぐため、
ホール内
の注意す
べきポイ
ントにつ
いて、定
期的に話
し合う機
会を持

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以前にも大
型積み木を
２段重ねて
（20㎝×
2）遊んだ
ことが何度
かあり、子
ども達には
ある程度の
「慣れ」の
気持ちが
あった可能
性がある。
その「慣
れ」のた
め、当該児
が積み重ね
た積み木の
上に立ち上
がる行為を
したとも考
えられる。

子どもは経
験を糧に
し、さらな
る難しい課
題に挑戦し
成長してい
くものであ
るが、その
際も職員は
常に危険を
予見し注意
を怠らない
ようにす
る。今回の
ような場
合、（以前
に経験した
遊具で遊ぶ
とき）、遊
びを始める
前には必ず
「ルール」
を子ども達
に確認し、
そのルール
のもとに活
動を行うよ
う徹底をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大型積み
木を積み
重ねた上
にのって
遊んでい
た。（こ
れまでは
禁止行為
ではな
かっ
た。）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年中担任
は、見守
りのつい
ていない
別の遊び
（トラン
ポリン）
を見守っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の起
きた、大
型積み木
遊びにつ
いていた
年少担任
は、他の
子どもを
見てい
て、対象
児の動き
を見られ
なかっ
た。もう
１人の年
少担任
も、別の
遊び（●
●）につ
いてい
て、対象
児を見ら
れなかっ
た。

特にな
し

危険を察知す
る「職員の意
識の向上」を
図る必要があ
る。これまで
慣習的に許さ
れていたこと
でも、「ヒヤ
リ」「ハッ
ト」した事例
を定期的に出
し合い、話し
合う機会を設
けたい。その
中から、曖昧
にされてきた
ルールを職員
全体で話し合
い、よりよい
ルールを作る
ようにしてい
く。経験が浅
い職員が不安
なく保育がで
きるよう、先
輩職員は要所
要所でアドバ
イスを与える
よう、配慮す
る。

7127

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 8 10 10 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

鉄棒を２
名で同時
利用して
いた

２名同時
に鉄棒を
使用しな
いよう指
導する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 ―

落下場所
の衝撃吸
収マット
の安全点
検の徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

日頃か
ら、鉄棒
に限らず
危険と思
われる遊
具の使い
方の見直
し、園児
及び職員
の指導の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の保育活
動中で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転落場所
の目の前
で、見守
りを行っ
ていた
が、一瞬
だった
為、落下
を見過ご
した事に
よる事故

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ園庭
内にいた
が、他の
園児を見
守ってい
た

立ち位
置確認
を含め
た児童
の見守
りが不
足して
いた

見守りの徹
底

7128

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

1 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

電気ス
イッチの
下に椅子
がおいて
あった
為、登る
かもしれ
ないと予
測する事
が足りな
かった。

会議、打
ち合わせ
で危険の
予測を話
し合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
破損個所
はなかっ
た

破損個所
はなかっ
た

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
違う場所
に椅子が
置いて
あった
事。

使った椅
子はきち
んと片付
ける。保
育室を使
用する際
に電気ス
イッチな
どの下に
椅子が置
いていな
いか安全
確認をし
てから使
用する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り楽し
く、保育
教諭と絵
本を見て
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

絵本を片付
けている間
に園児が椅
子に登って
しまった事
には気がつ
かなかった
が電気のス
イッチを点
けたり消し
たりした事
に気付き振
り返った瞬
間に本児が
転倒したと
ころは至近
距離で目撃
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった。

本児は保
育教諭に
常に気に
かけて欲
しい気持
ちから突
発的に椅
子に登り
電気を点
けたり消
したりし
たと思わ
れる。保
育教諭は
突発的な
行動をす
るかもし
れないと
いう想定
が不足し
ていた。

日頃のお子
さんの様子
から次の行
動を予測し
一緒に椅子
を片付けて
から絵本を
読むように
するべき
だった。

7129

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

17 0 0 17 0 0 0 0 0 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

１人ひと
りの子ど
もの状況
観察が楽
しさに紛
れて予測
できてい
なかっ
た。

職員会で
子どもの
育ちの報
告を密に
行い、研
修が生か
されるよ
う意識を
高める。

1.定期的
に実施

１～１２
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

園庭は砂
などが散
らばり、
滑りやす
くなって
いる。遊
具の点検
だけでな
く、はき
掃除を丁
寧に行い
園庭の整
備も兼ね
る。

目に見え
る所の点
検に気を
取られが
ちになる
が、園庭
整備、環
境面（白
線の引き
方・ト
ラックの
幅）も丁
寧に行う
習慣を保
育教諭自
身が身に
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２才児一
クラス１
７人が一
斉に走り
出し、子
ども同士
が込み
合ってい
た。又、
対象児も
走ること
が好きで
競争心も
重なりス
ピードが
上がり
コーナー
付近で転
倒した。

一斉に１
７人を走
らせるの
ではな
く、２
チームに
分けて競
り合わな
いように
余裕を持
たせるべ
きであっ
た。又、
マラソン
前に体操
は行った
が、手足
のスト
レッチ遊
びも取り
入れ、体
ほぐしを
行うこと
で骨折を
回避でき
たのでは
ないかと
分析す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
好きで走
るのが得
意なた
め、マラ
ソンに意
欲的に参
加し先頭
を好んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スタート
の合図
で、保育
教諭２人
が子ども
の間で一
緒に走っ
ていた
が、転倒
する時、
とっさの
動きが取
れず対象
児の立ち
起こしが
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コーナー
部分はバ
ランスを
崩しやす
い場所で
あるとい
う予測不
足から、
コーナー
場所で見
守る職員
がいな
かった事
が原因と
考える。
スピード
落とすこ
との声掛
けも子ど
もたちに
出来てい
なかっ
た。

保育教
諭間の
保育の
組み立
ての打
ち合わ
せが出
来てい
なかっ
た。

危険を少し
でも回避で
きるよう
に、一緒に
走る者、転
びやすい場
所で待機す
る者、全体
を観察する
者と役割分
担化する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7130

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 9 6 8 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折
（右腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
安全マッ
トを全面
に敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

5歳児が
遊んでい
たところ
に、本児
も加わっ
た。保育
教諭は補
助につい
ていな
かった

・登り棒
で遊ぶと
きには必
ず保育教
諭が補助
に付く
・合同保
育中、保
護者対応
や職員体
制が整わ
ない場合
は、登り
棒で遊ば
せない。
遊ばない
時の目印
として、
ポールを
設置し子
ども、職
員が認識
できるよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登り棒で
遊んでい
る５歳児
がいたの
で、保育
教諭に声
をかけず
に遊びに
加わった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

5歳児に
登り棒の
使用を許
可した
が、補助
に付かず
遊ばせた
ので、他
の児童が
遊びに加
わった事
に気が付
かなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応と子ど
もと一緒
に遊んで
いた為

登り棒
の補助
に付か
なかっ
た事や
危険な
状況が
ないか
全体の
状況を
見る職
員がい
なかっ
た

・全保育教
諭にマニュ
アルの周知
徹底を図る
・全体をみ
る職員を配
置する。そ
して、その
業務に専念
し、他から
みても担当
者が分かる
ように、ビ
ブスを着用
する

7131

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 11 13 13 5 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右側橈骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
3.基
準以
下

―

職員体
制、配置
の見直し
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

195
1.定期的
に実施

195
溝蓋に段
差ができ
ている。

・段差が
あること
を全園児
に周知す
る。・担
当課に修
繕依頼を
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊びを見
つけ、楽
しめるよ
う声かけ
や環境づ
くりを見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・朝いつ
も通り元
気な様子
で登園し
てきた。
・室内か
ら、上靴
のまま友
達の所へ
小走りで
走ってい
た際に、
インター
ロックで
転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・室内で
本児と他
の園児ら
と遊んで
いた。本
児が室内
から出て
いくとこ
ろを見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・他児と
インター
ロック付
近で話し
合いをし
ていた所
に本児
が、走っ
てきたた
め、転倒
する姿を
至近で見
た。

本児は
他の園
児らが
集まっ
て話を
してい
るのが
気にな
り、上
靴のま
ま走っ
ていっ
た。

外に行くと
きは必ず靴
に履き替
え、落ち着
いて行動で
きるよう声
かけをす
る。

7132

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 16 15 16 4 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

職員数に
余裕が出
たら、基
準以上の
配置にす
る。

職員数に
余裕が出
たら、基
準以上の
配置にす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

園庭の中
央付近、
何もない
平な場所
だったた
め、問題
ない

安全な場
所である
からと過
信せず、
常に子ど
もの動き
に気を配
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
目が行き
届かな
かった

職員の強
化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
だちと鬼
ごっこし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と別
の場所で
遊んでい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と別
の場所で
遊んでい
た

―
注意して子
どもの様子
をみる

7133

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

29 6 6
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

―

職員に対
してマ
ニュアル
の周知・
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

引き続き
定期的な
点検を行
い、安全
に使用で
きるよう
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

年齢発達
における
子どもの
動きを改
めて理解
し、一人
ひとりを
視野に入
れていく
よう心掛
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

様々なこ
とに興味
があり、
通過中の
テラスに
あった木
の家に何
気なく入
ろうとし
たところ
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外から
室内への
移動中で
あったた
め、子ど
もたち全
体の把握
はしてい
たもの
の、すぐ
近くには
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の子ど
もたちと
順次移動
している
ところ
だった。

―

年齢発達に
おける、興
味や身体発
達をより理
解し、子ど
もたちの行
動を近くで
見守れるよ
うにする。

7134

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

39 2 2
17.５
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首の
靭帯損傷
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎日

1.基
準以
上配
置

慌てて移
動をした
ため、バ
ランスを
崩し足首
を捻って
しまっ
た。

階段は手
すりを持
ち降りる
こと、落
ち着いて
降りるこ
とを徹底
して指導
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

引き続き
安全点検
を行い、
危険が無
いように
確認す
る。

7.その
他

職員の配
置

これまで
以上に全
体を見渡
せるよう
に職員の
配置を改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

預かり保
育の部屋
へ歩いて
移動して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の幼児
の移動を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
の移動を
見てい
た。

―

これまで以
上に全体を
見渡せるよ
うに職員の
配置を改善
する。

7135

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 3 4 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

・左側下
唇裂傷　　
　・左側
上顎歯肉
裂傷　　
・外傷性
歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

子どもの
特異な動
きに対す
る危険度
を改めて
職員間で
確認、周
知。

室内の環
境の再点
検。箱椅
子を踏み
台として
使わない
こととす
る。踏み
台を使う
目安は、
５歳児の
目の高さ
に達した
時、使え
るのは５
歳児のみ
とした。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

ヒヤリ
ハットの
有効活用
と分析。

室内にお
いての細
やかな点
検と危険
の周知。
箱椅子の
利用を限
定し、５
歳児の食
事以外は
使えない
ようにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子を踏
み台に使
おうとし
た時に、
対応でき
れば良
かった。

以上児、
３クラス
で子ども
の転倒を
防ぐ室内
と園庭の
環境設定
について
統一し、
誰の見守
りであっ
ても同じ
対応がで
きるよう
に周知。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積み木遊
びに集中
していた
が、先に
踏み台
(コンテ
ナ)に上
がった本
児の兄に
誘発され
踏み台を
使おうと
したよう
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は他
児の対応
を.して
いたが、
近くで本
児の遊び
の様子は
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応につい
て、もう
一人の同
室にいた
職員は.
担任から
話をきい
ていた。

箱椅子
を踏み
台に使
うこと
を、も
う少し
慎重に
考えれ
ばよ
かっ
た。

踏み台を使
うタイミン
グや踏み台
に使える椅
子、年齢な
どを子ども
と細かく話
しあい、
ルールの定
着を図る。

7136

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 21 51 6 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

発生時、
遊ぶ前に
子ども達
との安全
な遊び方
の確認・
指導を
行ってい
たが、そ
の場にふ
さわしい
遊び方を
再確認し
ていく必
要があ
る。

子ども達
の動きを
予測し、
どのよう
な場面が
考えられ
るか話し
合い、援
助・安全
確認をし
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

日常的に
利用して
いる小学
校運動場
横の場所
である
が、安全
点検・そ
の場での
活動の内
容を確認
する。

安全点検
の項目を
見直し、
子どもの
行動を予
測して安
全点検を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全クラス
の園児が
その場に
いる状態
の時間
で、走り
まわって
いる子ど
もの動き
が見えな
い場面が
できてし
まった。

自然環境
の中での
危険個所
（樹木・
根の張り
具合等）
きちんと
把握して
安全指導
をする。
活動の時
間帯・利
用人数の
再確認を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ともだち
6人で一
緒に鬼
ごっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その場に
一緒にい
たが、転
んだ瞬間
は見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い場所
で、全体
の動きを
見ていた
ため、対
象児が転
んだ瞬間
を見てい
なかっ
た。

広い場
所で遊
ぶ際の
立ち位
置、転
びやす
い場所
の確認
をす
る。

日常的に広
い場所、目
が届きにく
い場所での
子ども達の
活発な動き
に、どう対
応するか、
職員の立ち
位置・分担
を再確認し
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7137

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 1 2 1 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12/12

1.基
準以
上配
置

３名の内
２名と一
緒に玩具
の片付け
をしてお
り背後に
いた本児
の行動を
見過ごし
た。

保育中は
全員が視
野に入る
体勢と常
に一人一
人の行動
を把握し
ておく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

大型ブ
ロックと
段ボウル
を組み立
てた手作
り遊具
だったた
め油断
し、安全
の点検を
怠った。

特に手作
りの遊具
や場の設
定の場
合、リス
クが高い
ことを認
識し細部
にわたっ
ての安全
点検を怠
らないこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型ブ
ロックに
段ボウル
を組み合
わせた滑
り台であ
るが、よ
く見ると
土台にな
るブロッ
クから２
～３㎝ほ
ど段ボー
ルがはみ
出てお
り、そこ
に足をか
けてバラ
ンスを崩
したと考
えられ
る。

安全策の
ため床に
マットは
敷いてい
た。バラ
ンスを崩
すと、ど
んな低い
ところか
ら落ちて
も事故に
つながる
ことの危
険性を共
通理解す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はこ
の滑り台
が好き
で、よく
ここで遊
んでい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は至近距
離にいた
ものの、
目を離
し、本児
の動きを
把握でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

怪我の確
認、原因が
分からない
ときはビデ
オカメラで
確認するこ
と。　　　　
　　　子ど
もの観察を
十分にする
こと。

7138

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 3 3 6 14 19 22 17 13
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

延長保育
時間で対
象児の担
任ではな
い職員が
保育を担
当してい
て対象児
の行動を
予想でき
なかった
ことと、
保育経験
年数が浅
く予見す
ることも
難しかっ
た。

保育教諭
は全体が
見える場
で危険を
想定しな
がら子ど
もの行動
を見なけ
ればなら
ない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

鉄棒に破
損や欠陥
は見られ
ない

気温も低
く冷たく
なってい
るので冬
季の夕方
延長保育
時間は使
用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気温も低
く柔軟な
動きが出
来にくい
状態だっ
た。

保育内容
を見直
す。報連
相の仕方
を統一す
る。子ど
もたちの
話し合い
の場を設
ける。保
育者の立
ち位置は
全体が把
握できる
場所でな
ければな
らない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒に乗
り不安定
な状況に
ある時に
友達に押
されバラ
ンスを崩
して転落
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころで対
象児を見
ていた
が、転落
を予想で
きず転落
を阻止す
ることが
できな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日は昼
寝をして
いなかっ
た。

当日は
昼寝を
してい
なかっ
た。

夕方延長保
育時間には
疲れも出て
来ているの
で個々の状
態にあった
遊びをする
ようにす
る。

7139

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 3 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

順番に並
び、自分
の番がき
たらライ
ンに沿っ
てS字に
走り、折
返し地点
のコーン
をタッチ
する際に
対象児が
倒したた
め、その
コーンを
立て直し
ていると
きに次の
順番の他
児が本児
を抜いて
走ったた
め、対象
児が慌て
て抜き返
そうと
し、二人
が並走し
接触した
際に本児
が転倒し
事故と
なった。

順番と
ルールを
整理し、
子どもに
もルール
を理解さ
せる。ス
タート地
点、折返
し地点に
職員を配
置し、プ
レイをし
ている子
どもにト
ラブル等
があった
場合、次
の順番の
子どもを
プレイさ
せない、
同じコー
ス内で二
人以上プ
レイしな
いように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
今回の事
故には該
当しない

今回の事
故では特
に該当し
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

折返し地
点に準備
したコー
ンに子ど
もがタッ
チする
際、コー
ンが倒れ
やすかっ
たため
に、対象
児にコー
ンに戻っ
て立て直
す作業を
させてし
まい、次
の順番の
他児が追
い抜くと
いう状況
を発生さ
せてし
まった。

スタート
地点、折
返し地点
に職員を
配置し、
プレイを
している
子どもに
トラブル
等があっ
た場合、
次の順番
の他児を
プレイさ
せない、
同じコー
ス内で二
人以上プ
レイしな
いように
する。ま
た、倒れ
にくい
コーンを
用意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

倒れた
コーンを
元の位置
に戻し、
他児に追
い抜かさ
れそうに
なた為抜
かそうと
身体が少
し接触し
てバラン
スを崩し
転倒した

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで他
児のトラ
ブルが
あってい
た為対応
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

反対側の
グループ
の対応
（指導）
を行って
いた

事故発
生前に
順番待
ちの所
で「抜
いた、
抜かさ
れた」
のトラ
ブルが
あって
おり、
プレイ
中もそ
の様な
雰囲気
があっ
たのか
もしれ
ない。

・職員は全
体が見える
位置に立
ち、他の職
員としっか
り連携をと
る（他職員
が個別対応
している時
は必ず一人
は全体を見
る）・トラ
ブルが多い
と感じた時
や子どもの
落ち着きが
ないと感じ
た際には、
一時活動を
止めるなど
して落ち着
く時間を作
る。
・プレイ中
に何かあれ
ば、次の子
どもがプレ
イしないよ
うにする。

7140

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

30 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

中手骨々
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

職員で点
検計画を
見直す。
事故が起
こった際
の対応に
ついて話
し合って
おく、事
故予防に
ついても
話し合う
機会を設
けてみる

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4 ―

園内の危
険個所の
見直しを
行うとと
もに危険
と思われ
る箇所は
速やかに
何らかの
対応をす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守り体
制に問題
がなかっ
たか職員
会議で話
し合う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
走って元
気に遊ん
でいる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ソリを
もって雪
の上を他
の子と歩
いて転ぶ
瞬間を見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もと遊ん
でいて対
象児、担
当者の動
きを見て
いなかっ
た

―

遊びの見守
りの仕方等
を見直す、
雪遊びを仕
方の見直し

7141

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折
（全治３
週間）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

職員配置
は満たし
ていたも
のの、体
育指導の
際、跳び
箱に１台
につき職
員が１名
だった
為、手厚
い配慮が
必要だっ
たと思わ
れる。

跳び箱１
台につき
職員配置
を２名に
する。

1.定期的
に実施

296
1.定期的
に実施

296
1.定期的
に実施

52

こども達
が成長し
ている姿
をふまえ
て跳び
箱、ロイ
ター板等
の準備を
していた
が、本児
が強く踏
み込んで
しまい勢
いがつき
過ぎてし
まった。

子どもの
育ちに
あった
マット、
跳び箱、
ロイター
板などを
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全面か
ら前と左
右にマッ
トを敷い
ていた
が、跳び
箱に慣れ
てきてい
たことと
跳べるよ
うになっ
たことで
張り切っ
て取り組
んでい
た。

子どもの
育ちに
あった
マット、
跳び箱、
ロイター
板などを
使用す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

跳び箱が
跳べるよ
うにな
り、張り
切って練
習に参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

安全確保
のため職
員の立ち
位置、取
り組み、
援助の仕
方を方を
職員間で
確認。事
故発生時
も確認し
た位置で
安全確
認・指導
をしなが
ら跳び箱
を見守る
が、対象
児が着地
して前に
1回転し
てしまう
のを救う
のに間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当の跳び
箱で園児
を見守っ
ていたた
め、対象
児の行動
把握まで
は難し
かった。

こども
達の次
の行動
や動き
を予測
して指
導、援
助をす
る必要
性を感
じる。

・体育指導
の安全確認
を再度徹底
する。
・体育指導
時の職員配
置の再確認
を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7142

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

34 18 　 16 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈尺骨
遠位部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

子どもの
特性に合
わせて、
側につい
て安全面
の見守り
を実施し
ている
が、引き
続き注意
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

不備・不
具合はな
かった
が、再度
危険な箇
所がない
か確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も活
動の見守
りに注意
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

散歩に出
かけよう
と出発し
たところ
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

散歩に出
かける園
児の列の
一番前で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

散歩に出
かける園
児の列の
一番後ろ
で見守っ
ていた。

特にな
し

児童の特性
や身体能力
などに留意
した上で見
守りを行
う。

7143

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

20 5 5
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

安全面に
は注意を
しながら
保育して
いるが、
子どもの
思いがけ
ない動き
を予期す
ることが
不十分で
あった。

子ども達
の様子を
注意して
みながら
関わって
いくよう
にする。
特に抱っ
こしたり
体を支え
たりして
いる時等
子ども達
の動きに
は十分注
意してい
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

テラスか
ら保育室
に入る際
に少し段
差があ
る。

気をつけ
て通るよ
うに知ら
せ、必ず
保育者が
側で見守
るように
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育室に
入ること
を拒んで
いたが、
本児の後
ろから体
を支え一
緒に保育
室へ入ろ
うとして
いたとこ
ろ、支え
きれずに
本児の体
を放して
しまった
ため、本
児は顔か
ら転倒し
口を床に
ぶつけ
た。

子どもの
動きを予
期し、特
に抱っこ
している
時や体を
支えてい
る際は気
を緩めず
にかかわ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の思
いを表す
ことが増
えてきた
時期であ
り、行動
で表そう
とした。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

予期せぬ
動きをし
たため、
咄嗟に体
を支えら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

着替えや
トイレな
どで他の
子どもに
関わって
いた為対
象児に関
わること
ができな
かった。

子ども
の機嫌
や情緒
面など
を共通
理解し
ておく
必要が
あっ
た。

子どもの様
子を共通理
解し、気持
ちを受けと
める等の関
わりをする
ことで納得
して次の活
動に移れる
ようにす
る。

7144

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 2 3 5 4 4 4 5 5
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

職員配置
について
職員間で
確認して
おき、園
児の動き
をしっか
り把握し
ておく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
日々の点
検を強化
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

自由時間
の職員の
連携をそ
の都度
行ってお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
足を滑ら
せてし
まった
が、手を
差し伸べ
るには間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自由遊び
中で、他
児と他の
場所で一
緒に遊ん
でいたた
め、見て
いなかっ
た。

長椅子
に立っ
てい
た。

椅子の上に
立つと危な
いことを具
体的に伝え
る。

7145

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

122 19 15 26 20 42 30 24
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

安全保育
について
職員間で
共有して
いく

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

― なし

今後も点
検をしっ
かり行っ
ていく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし
職員間で
共有して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊び
へ送り出
した直
後、走っ
てベンチ
に乗ろう
としたた
め、ベン
チにしっ
かり足を
置くこと
ができて
おらず、
踏み外し
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
子どもた
ちを園庭
に送り出
し、それ
ぞれの配
置につこ
うとした
時に本児
が落下。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
も、点呼
をし、園
児を園庭
遊びに送
り出して
いたとこ
ろ。

なし

子どもの特
性を考慮し
て言葉をか
けていく

7146

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

121 1 17 17 25 21 40 31 25
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

安全保育
について
今後も情
報共有を
する

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

―

本児は、
背もたれ
を超えて
滑り落ち
たと話す
が、どの
ように乗
り越えて
落下した
かは不
明。

園庭での
安全確認
の際の職
員の立ち
位置を再
度確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手袋をつ
けたまま
だったた
め、手す
りにつか
まってし
がみつこ
うとした
際も滑り
落ちてし
まった。

手袋をつ
けたまま
での遊具
使用はし
ないよう
に徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

背もたれ
に寄りか
かって
座ってい
たら後ろ
にひっく
り返り、
落下して
しまっ
た。落ち
ないよう
手すりを
掴んだ
が、手袋
を着用し
ていたた
め滑って
落ちてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落下音を
聞き園児
の元へ行
く。泣い
ているた
め、痛が
る患部
(左肘）
の状態を
確認。保
護者に連
絡。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭遊び
は、交代
で職員が
安全確認
に入って
いる。遊
具、加配
が必要な
園児を中
心に安全
確認を
行ってい
た

なし

今後も安全
確認をしな
がら保育を
進めていく

7147

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

200 60 70 70 15 15
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎日

1.基
準以
上配
置

慌てて滑
り降りた
ため、着
地時にバ
ランスを
崩した。

山型の遊
具の側面
から滑り
降りる際
には、お
腹をつけ
て滑ると
いうこと
を徹底し
て指導す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

引き続き
安全点検
を行うと
ともに、
使用前に
も必ず確
認してか
ら使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

これまで
以上に全
体を見渡
せるよう
に職員の
配置を改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動が得
意で、自
分の能力
に自信を
もってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児に声
を掛けら
れ、少し
離れたと
ころにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見えると
ころには
いたが、
少し離れ
たところ
にいた。

―

職員が十分
に指導でき
るよう、職
員間で遊具
の遊び方や
職員の配置
の確認を徹
底する。

7148

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

30 4 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
靭帯損
傷・骨の
ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

毎日同じ
場所に、
水筒を片
付けるだ
けだから
大丈夫と
いう誤っ
た甘い認
識があっ
たのでは
ないか。

子どもの
日常の動
きの分析
を全職員
で行うと
共に、水
筒の片付
け場所を
もう一度
安全面を
含め検討
し変更す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

水筒の片
付け場所
をかごに
入れて床
の上に置
いていた
ので、足
元となり
転びやす
かったの
ではない
か。

水筒を片
付けるか
ごを机の
上に置
き、足元
が見やす
いように
環境構成
を変更す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体活動
中の間の
休憩の取
り方や、
落ち着い
て静かに
過ごす環
境構成が
必要だっ
たのでは
ないか。

休憩後の
活動の見
直しを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもど
り元気が
あり、朝
から落ち
着きがな
い様子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもの
ように、
子どもた
ちが水筒
を片付け
ている様
子を見
守ってい
た。本児
が慌ただ
しく水筒
を片付け
に来た時
に事故が
発生し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
他の園児
の保育を
行ってい
た為。

本児の
動きが
朝から
活発で
あった
ので、
落ち着
ける言
葉掛け
が必要
だった
のでは
ない
か。

本児の動き
を見守りな
がら、落ち
着いて行動
できるよ
う、言葉を
掛けるよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7149

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

18 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

年1回程度
2.基
準配
置

小さめの
低い滑り
台だから
大丈夫と
いう誤っ
た甘い認
識があっ
たのでは
ないか。

滑り台等
遊具の構
造、子ど
もの動き
の分析を
全職員で
行う、遊
具使用時
の安全確
認を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

毎日

移動式の
滑り台で
あるた
め、職員
が子ども
を把握で
きないの
であれば
しまって
おくこと
もできた
のではな
いか。

一日の保
育の流れ
を全職員
が細かく
把握し、
遊具の位
置を配置
するこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後は子
どもの動
きが多少
鈍くなる
ため、静
かに過ご
す環境構
成が必要
だったと
考えられ
る。

おやつの
後の活動
の見直し
を全クラ
ス行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの元気
な男の子
であり、
午前中も
普段通り
過ごし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑り台は
遊戯室前
の広いス
ペースに
設置して
いるが、
遊戯室で
遊んでい
る園児が
1名いた
ため、両
方見れて
いなく
て、一瞬
目を離し
た際に事
故が発生
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
他の園児
の保育を
行ってい
たため。

子ども
の遊ぶ
範囲が
広く、
職員の
目が行
き届か
なかっ
たので
はない
か。

滑り台を外
しておく
か、保育室
等1か所で活
動するよう
にする。

7150

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

108 18 30 30 30 6 6
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

危険箇所
の気づき
に対す
る、日々
の職員間
での情報
共有がで
きていな
かった。
（職員会
議等での
確認）

「ひやり
はっと」
ノートを
作成し、
気づいた
ことを皆
で記入
し、全職
員が毎日
目を通
す。職員
会議で配
置と見守
りについ
て再度周
知し、確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6

遊具周り
の土が固
いと、落
下時の衝
撃が大き
い。

園庭前面
および遊
具下にや
わらかい
砂を補充
した。
（３/
●）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

個人活動
（自由あ
そび）中
は、異年
齢児がお
り、動き
が更に活
発にな
る。（人
数が多い
状況で確
認しにく
い状況に
なる）

異年齢児
と遊んで
いる場合
は、園児
の身体能
力や理解
度の違い
などが発
生するた
め、遊び
の様子を
確認しつ
つ臨機応
変に配置
の工夫を
行う。ま
た、職員
のみだけ
ではな
く、年長
児が下級
生の安全
に注意を
はらうな
ど、異年
齢児との
遊び方等
の教育も
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慣れ親し
んだ遊具
で、怖が
る様子も
無く、い
つもどお
り活発に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

視界に入
る範囲に
は立って
いたが、
落下の瞬
間は視線
をはずし
て見逃し
ており、
落下直後
の泣き声
で気づ
き、救助
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他にも視
界に入る
位置に
立ってい
た職員も
いたが、
落下の瞬
間を見て
いた者は
いなかっ
た。

職員配
置の位
置に問
題があ
り、遊
具など
による
死角が
あっ
た。

立ち位置を
決め、職員
が重複しな
いように園
庭全般を見
守るように
した。

7151

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 20 20
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

手に羽子
板を持っ
て木登り
をしてい
た

物を持っ
て木に登
ると危険
なことを
再度子ど
も達に伝
え職員間
でも共有
した

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
地面が硬
かった

マットを
敷いた

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

木から離
れた場所
から見
守ってい
た為、左
手で持っ
ている羽
子板に気
付かな
かった

木に登っ
ている子
どもがい
る時には
手に何も
持ってい
ないか確
認をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

羽根つき
とと木登
りが本児
にとって
夢中に
なってい
る遊びで
あったた
め、同時
にやりた
いと考え
やろうと
した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

木の斜め
右後ろの
少し離れ
た場所か
ら見守っ
ており、
木から落
ちる瞬間
は見てい
なかった
がその後
本児が痛
がる様子
にすぐに
気が付き
対応した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
5歳児ク
ラスしか
出ていな
かったた
め、担任
職員以外
はいな
かった

本児は
いつも
木登り
は安全
に登る
ことが
できて
いた
為、遠
くから
見守っ
ていた
が、本
児がや
ろうと
するこ
とを予
測しな
がら見
守って
いく必
要が
あった

子どもと危
険なことを
確認しなが
ら、子ども
の動きを予
測して見
守っていく

7152

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

36 6 6
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕前腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもの
行動につ
いて予測
ができな
かった。

子どもの
行動パ
ターンに
よる危険
性を職員
間で共有
し対応策
を検討す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

特にな
し。
鉄棒等確
認した
が、不備
が見られ
なかっ
た。

子ども達
の安全を
考え、危
険な箇所
があった
ら直ぐに
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周りの子
が、鉄棒
をしてい
る状況を
見て、ぼ
くもやっ
てみよ
う、とい
う気持ち
になっ
た。

周りの子
につられ
て、遊び
始める子
がいるの
で注意し
て見る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鉄棒に飛
び乗り、
勢いがつ
いてバラ
ンスを崩
したの
か、前方
に回ると
同時に手
を放して
転落し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・鉄棒か
ら少し離
れた所で
見ていた
・他の遊
具の介助
をしてい
た
・ぶら下
がって遊
んでいる
様子をみ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

固定遊具
に５人　　
　子ども
とかけっ
こ１人　　
　給食の
配膳に１
人

危険度
の高い
遊具の
方に介
助に行
けな
かっ
た。

鉄棒等、危
険度が高い
と思われる
遊具には、
できるだけ
保育士を配
置する。

7153

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

16 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

現時点で
報告なし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

防犯カメ
ラの映像
から、滑
り台周辺
の見守り
について
話し合っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

310 ―

開園当初
から設置
されてい
る固定の
滑り台で
起きた初
の事故で
あり、事
実を共通
理解し、
危険が潜
んでいる
ことを再
認識し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

滑り台に
手をかけ
ることに
ついての
危険につ
いて話し
合った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

多動傾向
がある児
で、いつ
も通り落
ち着かな
い様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

防犯カメ
ラの映像
から、事
故直前ま
では、見
ていた
が、事故
の瞬間
は、他児
と関わっ
ていたた
め見てい
ない状態
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
もいつも
気にかけ
て見てい
る児では
あるが、
防犯カメ
ラの映像
から、事
故直前ま
では、見
ていた
が、事故
の瞬間
は、他児
と関わっ
ていたた
め見てい
ない状態
であっ
た。

―

人的面での
配置や配慮
等を見直
し、よりき
めの細やか
な保育を遂
行していく
話し合いを
行った。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7154

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

113 6 16 23 25 24 19 16 16
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
検討が足
りない。

屋外活動
などの
際、必要
に応じ職
員室職員
などが担
任の補佐
をし、安
全確保を
図る。
ヒヤリ
ハットの
検討内容
等の充実
と検討回
数を多く
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240 ―

保育終了
後、固定
遊具や死
角になり
やすい場
の確認と
翌日の活
動への留
意点など
朝礼にて
周知。
毎週環境
整備の日
を設定
し、園内
の危険個
所の改善
や消毒、
掃除、整
理・整頓
などを行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

リレー
ごっこの
活動直後
で疲れが
あった。

毎日、体
を動かす
ような活
動の前に
は、ラジ
オ体操な
ど準備運
動をして
体をほぐ
す。
個々の運
動能力を
見極め、
体力の消
耗具合・
汗のかき
方や表情
などから
判断し、
活動を打
ち切る等
も考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

熱もな
く、元気
な様子で
登園。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故直前
のリレー
ごっこに
ついては
対象児ら
の動きを
見ていた
が、リ
レー終了
後には、
動きのあ
る他児の
方に目を
やる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きの見守
りをして
いた。

全般が
見られ
ていな
かっ
た。

状況に応
じ、クラス
間で活動す
る場所の
ゾーニング
を図り、職
員間・園児
とも遊ぶエ
リア―の認
識及び危な
い事・危な
くない事の
意識を共有
し活動に入
る。
活動内容に
疑問や感じ
たこと等は
声に出して
職員間の連
絡を密に取
る。

7155

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 4 2 7 2 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨幹
部不全骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故の要
因となっ
た遊具近
辺に職員
を配置す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

トランポ
リンから
降りたと
きの衝撃
を緩和す
るため
マットを
敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

日常的に
子どもた
ちと遊具
の安全な
遊び方に
ついて確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児に折
り紙を教
えてい
た。室内
全体が見
える場所
に配置し
ていた
が、当該
児の事故
発生時は
気付かな
かった。
当該児の
泣き声で
事故に気
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
ラブルに
対応して
いたた
め、見て
いなかっ
た。

事故発
生まで
は年長
児と一
緒に遊
んでい
たが子
ども同
士のト
ラブル
が起
こった
ため遊
びが中
断され
ていた
時に事
故が起
こっ
た。

こどものト
ラブルが起
きたときは
預かり保育
担当職員以
外の職員が
対応する。

7156

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

27 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ関
節内骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

安全面に
は十分留
意してい
たが、想
定外の事
故が起こ
る可能性
を常に考
えておく
必要が
あった。

今回の事
故内容を
共通理解
し、子ど
もの想定
外の動き
にも対応
できるよ
うに努力
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎日

遊具に不
具合はな
く、定期
的な点検
も行って
いた。地
面は人工
芝であ
り、クッ
ション性
がある。

今後も遊
具の定期
点検を続
けてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育を担
当してい
た人数、
園庭に出
ていた園
児数共に
適切で
あった。

園児の予
想外の動
きを想定
しながら
保育に当
たり、怪
我の際に
は状況を
確認し、
怪我の見
落としな
どないよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おにごっ
こ中で、
早く逃げ
ようと
焦ってい
たため、
注意散漫
になっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

おにごっ
この様子
を見守っ
ていた
が、対象
児の動き
が速く、
転倒時に
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児と関
わって遊
んでいた
ため。

担当職
員は全
体を見
守りな
がらも
対象児
を動き
を把握
してい
た。

今後も全体
把握、個別
配慮が必要
な子どもの
見守りを徹
底してい
く。

7157

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外踝剥離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

0

1.基
準以
上配
置

園庭で遊
んでいる
際、タイ
ヤ付近に
保育教諭
は配置し
ていた
が、当該
児の乗っ
ているタ
イヤの後
に並んで
いた園児
がバラン
スを崩
し、その
拍子に当
該園児を
押すかた
ちとなっ
た

タイヤの
上で遊ぶ
際は、間
隔をあけ
て、ゆっ
くり渡る
ように事
前に話す

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

タイヤの
上での遊
びだった
ので、落
下リスク
を配慮し
て遊ぶ必
要がある

落下の仕
方によっ
ては、骨
折のリス
クも考慮
して遊ば
せる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の落
下後の確
認をする
が、本人
の訴えも
異常もな
く発見で
きなかっ
た

落下の仕
方によっ
ては重大
事故にな
るので、
十分な確
認が必要
である

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に楽
しく遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

周囲の遊
具で遊ぶ
園児に対
応してい
た

園児の
落下後
の確認
をする
が、本
人の訴
えも異
常もな
く発見
できな
かった

落下後は、
これまで以
上に園児の
様子を確認
する必要が
ある

7158

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

35 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

危険な箇
所を確認
する。遊
べる箇所
を職員で
確認し、
園児へ伝
える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

日々危険
な箇所を
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

危険な箇
所に近づ
かないよ
う徹底し
て声掛け
をし、見
守りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら普段と
様子は変
わらな
い、いつ
も通りの
動きの中
で、遊び
に夢中に
なり、声
掛け・注
意からそ
れてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員が注
意しなけ
ればいけ
ない箇所
が複数
あったた
め、注意
が散漫に
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員が注
意しなけ
ればいけ
ない箇所
が複数
あったた
め、注意
が散漫に
なってし
まった。

―

声掛け・注
意からそれ
てしまい、
気が付いた
時には落下
していたの
で、遊ぶ範
囲を縮小す
る。

7159

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 15 15 4 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨折 
全治4週
間

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

研修内容
の見直
し。

日常保育
の中で事
故につな
がる可能
性がある
状況を常
に話し
合ってい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

職員が安
全に関す
る意識を
高く持
つ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活発に遊
びたい時
間帯で
あった。

年齢に応
じた遊び
の更なる
工夫。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
好きで、
いつも通
り園庭に
飛び出し
て遊んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児と共
に遊んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子を
見守りつ
つ、本児
も視野に
入ってい
た。

―

本児の運動
能力等も配
慮した遊び
方等。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7160

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 20 22 18 9 6
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ範囲
が見守り
できる範
囲を超え
ていた。

ジャング
ルジムは
３面あり
全体を見
るには人
数が必
要。職員
の立ち位
置とその
時使用す
る面を決
めて十分
に見れる
範囲を設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と
ジャング
ルジムで
いつも通
り元気に
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
の登って
いる面の
近くにい
たが、他
児が泣い
たので、
その児童
の対応を
していた
ため落下
の瞬間を
目撃して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊具
のロー
ラー滑り
台に1名　
ブランコ
に1名　
ジャング
ルジム1
名の配置
で見守り
を行って
いた。

見守り
の不十
分。

園庭に出る
子どもの人
数、職員数
を職員間で
確認し、遊
ぶ範囲や配
置をする。

7161

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

76 22 24 30 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

園庭が広
く、基準
配置の３
人では園
庭すべて
に目を配
るのは難
しい。

学年や時
期に応じ
て、クラ
ス担任が
使用でき
る遊具を
決め指導
を行って
いるが、
確認の意
味で遊具
指導の回
数を増や
すこと。
また、職
員全体で
使用可能
な遊具や
使い方等
の共通理
解を図る
こと。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 特になし

遊具の安
全点検を
引き続き
行う。ま
た、落下
した場合
を想定し
て、遊具
下の砂の
量を日常
的に気を
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

異年齢児
の戸外あ
そびで
は、遊び
の幅が大
きいし、
年長児の
真似をし
て能力以
上の動き
に挑戦し
てしまう
年少児も
いるた
め、遊具
遊びに注
意するこ
と。ま
た、職員
の目が離
れがちな
状態の時
は、使用
遊具の制
限もする
こと。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり活発
に園庭を
走り回り
遊具にも
登ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一番近く
にいた職
員は、他
の園児の
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
に離れた
場所で、
別の園児
と遊んだ
り対応し
たりして
いた。

特にな
し

担当職員同
士の動きに
も気を配
り、ひとり
は全体を見
るようにす
る。

7162

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

47 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左11肋骨
骨折  全
治3週間

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故の
あった遊
具には人
員配置は
していた
が、他児
の対応を
していた
ため、事
故の瞬間
は見るこ
とができ
なかっ
た。

遊具の危
険個所の
園児への
周知のた
めの子ど
も用注意
表示の掲
示と人員
の配置個
所の見直
しを行う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

遊具の注
意個所の
把握が十
分でな
かった。

注意個所
での安全
使用方法
の改善　
(遊具で
は走らな
い 複数
からの出
入口を制
限する　
鎖やコー
ンポスト
の設置　　
遊具では
走らない　
とまれ　
登らない　
飛び降り
ない等
カーや
シールを
直接張り　
園児が目
に見える
方法で知
らせるこ
とにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の姿
が死角に
ならない
ような見
守りの位
置を考え
る

遊具の安
全な使用
方法を園
児へわか
りやすく
周知し徹
底する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

全体が遊
び始める
前に保育
者Yが地
面がぬか
るんでい
て転びや
すくなっ
ている事
を伝え、
走ること
を禁止し
ていた
が、Aく
んは衝動
的に走っ
てしまう
ので個別
で保育者
Zが注意
を何度か
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者X
は遊具の
階段付近
でずっと
子どもの
遊びを見
守っては
いたが、
向かいの
木のお家
で遊んで
いた子ど
もたちに
声を掛け
られ、振
り向き対
応してい
た。その
最中、A
くんと当
該児は追
いかけっ
こをして
いたと思
われる

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時の
職員配
置：保育
教諭Y→
ピロティ
付近にて
他児の怪
我の手当
て中
　　　　　
　　　　　
保育教諭
Z→園舎
裏側から
遊具の方
にかけて
見回り中
　　　　　
　　　　　
保育教諭
X→ピロ
ティから
園舎正
面、遊具
の方にか
けて見回
り中

危険行
動の予
測と園
児への
注意を
徹底す
る

園児の見守
り専用係を
決め、見守
りだけに専
念する

7163

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 15 18 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

保育場面
での留意
がされて
おらずマ
ニュアル
の周知が
不十分
だった。

リスクマ
ネジメン
トにて検
討を行
い、職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

36 なし

床面にお
ける欠陥
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達と前
後の間隔
が十分に
取れてい
なかっ
た。

走る際に
友達との
距離を十
分に取り
ながら走
ることを
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マラソン
をしてい
る際に前
を走って
いる子が
転倒。転
んだ子の
足につま
ずき転
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・異年齢で
マラソンを
行っている
ため、走ら
ない時は輪
になって子
ども達と
座って見て
いた　・も
う1人は先
頭を走って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危険な箇
所の近く
に立ち、
ぶつから
ないよう
に注意を
払ってい
た。

走って
いる子
の様子
を見る
担当者
が曖昧
で転ぶ
瞬間を
止める
ことが
出来な
かっ
た。

危険な箇所
の近くに立
つだけでな
く、走って
いる子ども
の様子を見
て危険を回
避する。

7164

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

慌てて上
履きを履
き、履き
ながら歩
きだして
躓いた。

落ち着い
た生活を
するよう
全体に呼
び掛け
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

転んでぶ
つけた部
分に緩衝
材をつけ
た

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―
分担監視
体制を再
確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

次の遊び
に気を取
られてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―
保育体制の
再確認

7165

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 6 12 13 3 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨
折、右手
関節褥瘡

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の立
ち位置を
こどもが
全員目に
はいるよ
うに注意
する

職員同士
声を掛け
合い、立
ち位置を
確認。ま
た、子供
に背を向
けない

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

3

遊具事態
は安全。
使い方を
子どもた
ちに伝え
る

各学年に
あった伝
え方で、
遊具の使
い方を再
確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の立
ち位置を
考える

職員同士
声を掛け
合う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大好きな
滑り台を
楽しんで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつも、
滑り台を
楽しんで
いるの
で、大丈
夫だと
思った

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の周
りの子の
保育をし
ていた

大丈夫
だろう
という
思考に
なって
いた

大丈夫だろ
うではな
く、危ない
かもしれな
いと考える

7166

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

27 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特に無し

職員間で
の事故発
生対応研
修や、事
故後の周
知徹底を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特に無し

これから
も定期的
な施設の
安全点検
を行い事
故防止に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し

すぐに駆
け寄る事
ができる
ように職
員の立ち
位置場所
を決めど
こで誰が
遊んでい
るか把握
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
渡って遊
んでいる
丸太でバ
ランスを
崩し転落
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１メート
ル離れた
所で周辺
一帯の見
守りをし
ながら、
他児の対
応を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の職
員の立ち
位置場所
で子ども
の見守り
と関りを
行ってい
た。

特に無
し

職員の立ち
位置を十分
確認すると
ともに、園
児の転倒、
転落が発生
する場面を
予期し、可
能な限り事
故が防げる
ように注意
を払う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7167

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 　 28 19 26 5 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外側靭帯
損傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

自由保育
中で、●
組、●
組、●組
の園児、
各クラス
の職員が
園庭に出
ていた。

今回の場
合は、障
害物等と
の接触は
なく、園
児自身の
要因のた
め特にな
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
特にな
し。

今回の場
合は、障
害物等と
の接触は
なく、園
児自身の
要因のた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の自由
保育の時
間であっ
たため、
多くの園
児が園庭
に出てい
た。各ク
ラスの担
当職員が
園庭に出
ていたも
のの、事
故発生を
防止する
のは難し
い状況で
あった。

・転倒防
止のた
め、靴を
正確に履
けている
かなどを
確認す
る。
・職員は
分散して
子どもの
行動に目
を配る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、友人
たちと楽
しく鬼
ごっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児以
外にも園
児が園庭
に出てお
り、他の
園児の対
応中で
あったた
め、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外にも園
児が園庭
に出てお
り、他の
園児の対
応中で
あったた
め、見て
いなかっ
た。

特にな
し。

今回の場合
は、障害物
等との接触
はなく、園
児自身の要
因のため。

7168

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

32 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員の配
置は決
まってい
るが、子
どもの行
動によっ
て、臨機
応変に配
置は変わ
るように
しなくて
はいけな
かった。

園庭での
遊び方、
ルールを
再度確認
し、全職
員に周知
した後、
子どもた
ちにも伝
えた。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

点検は毎
日実施し
ていた
が、より
丁寧に点
検をしな
くてはい
けなかっ
た。

園庭での
職員の配
置、子ど
も達の見
守り方を
全職員で
再度検討
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

よそ見を
して走っ
た為。

園庭を走
る時は
しっかり
前を向い
て走るよ
うに伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員の近
くで遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで様
子を見て
いて、声
を掛けた
が出合い
頭にぶつ
かった
為、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わってい
たため、
様子を見
ていな
かった。

園庭に
いる職
員は、
自分の
配置だ
けでは
なく全
体も常
に気に
してい
ないと
いけな
かっ
た。

園庭での過
ごし方を事
故防止の係
と再度検討
し、全職員
に周知し改
善した。

7169

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

32 5 27 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育者が
危険個所
を見てい
る意識が
なかった
として
も、児童
から見れ
ば「いる
から大丈
夫」との
意識が働
いてしま
うことを
考慮して
いなかっ
た。

児童がど
のように
考えるか
を意識
し、職員
の立つ位
置および
気を配る
べき点な
どを考
え、職員
の共通認
識として
周知す
る。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

日頃利用
する公園
だったた
め、本来
であれば
危険だと
感じる場
所で遊ば
せてし
まってい
た。

事故発生
場所で遊
ぶことが
できる年
齢を定め
園内で共
有すると
ともに、
子どもた
ちへの注
意喚起を
園外保育
の度に行
うことと
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちに対し
て保育士
がいれば
滑り台で
滑ってよ
いと説明
していた
が、保育
士がその
場面を見
ていな
かった。

滑り台の
下で、滑
り台等を
専門に見
る保育士
がいない
ときは遊
ばないと
いうルー
ルを作
り、保育
士と子ど
もたちと
に周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に病気
やケガ等
もなく、
健康であ
り、また
多事とト
ラブルが
あった様
子もな
く、精神
的にも安
定してい
る状態で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

●●公園
の広場で
他児を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台の
上にはい
たが、他
児を見
守ってお
り対象児
が滑り台
で遊んで
いること
は認識し
ていな
かった。

保育者が
いる場合
は滑り台
で遊んで
よいとし
ていた
が、滑り
台の上に
いる保育
者は滑り
台を見る
という意
識はな
く、上部
の砂場で
遊んでい
る児童を
見守って
いた。し
かし対象
児から見
れば、近
くに保育
者がいる
から遊ん
でよいと
考えてし
まう位置
であっ
た。 

滑り台の下
に保育士が
いる場合の
み滑り台で
遊んでよい
ということ
を、保育士
及び児童に
対して周知
徹底する。

7170

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕　
尺骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット
マップの
見直しを
年1回
行ってい
るが、活
用が薄
かった。

職員会議
や幼児会
議等で、
その都度
ヒヤリ
ハットの
事例を報
告し合い
ながら事
故防止に
努めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

逆上がり
補助器具
の設置場
所が他の
遊具と近
く、その
周辺が狭
かった。

危険個所
に対する
環境の見
直しを行
い、逆上
がり補助
器具の設
置場所が
不適切と
判断し器
具を撤去
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
を急いで
走り抜け
ようとし
たため事
故につな
がった。

クラスで
園庭での
遊び方を
考える機
会を設
け、安全
に遊べる
よう指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
追いか
けっこを
して遊ぶ
ことを好
み、当日
も友達と
一緒に遊
び始めて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で追い
かけっこを
して遊んで
いる姿を把
握していた
が、大型ブ
ロックで遊
ぶ幼児を見
ていたた
め、対象児
が逆上がり
補助器具に
躓いた瞬間
を見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ジャング
ルジム付
近にいる
加配児の
動きを見
守ってい
たため、
本児の動
きを見て
いなかっ
た

担任で
はなく
ても、
周りの
幼児が
安全に
遊べて
いる
か、職
員全体
で幼児
を見れ
ると良
かっ
た。危
機管理
意識が
薄かっ
たので
はない
か。

園庭で遊ぶ
際に、保育
者の立ち位
置や職員間
の連携も密
に図れるよ
う、再度ク
ラスや学年
で動きを整
理してい
く。

7171

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

新しい靴
を履いて
おり、履
き慣れて
いなかっ
た。

子ども達
の体調や
卒園前の
高ぶった
気持ちを
受け止
め、遊ぶ
時間や場
所に配慮
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
園庭に溝
ができや
すい。

引き続
き、定期
的に安全
点検を
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

危険性を
考え、保
育内容や
場所を考
える必要
があっ
た。

子どもの
体調を把
握し、遊
ぶ場所や
時間に配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
中に他児
が走って
いるとこ
ろに立ち
尽くして
いる姿が
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片付けの
時間を知
らせるた
めに、離
れたとこ
ろにいた
子どもの
基から本
児の所へ
向かって
いる途中
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育教諭
1名で保
育してい
たため、
他保育教
諭はいな
かった。

保育教
諭一人
に対
し、遊
ぶ範囲
が広
かっ
た。

子どもの体
調や活動に
よって、保
育に入る職
員の人数を
調整してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7172

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 6 20 5 5
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨顆上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員配置
は基準を
満たして
いるが、
4月に進
級して環
境にまだ
慣れてい
ない園児
が多いこ
とを考
え、園児
を見守る
保育教諭
の立ち位
置が適切
でなけれ
ばならな
い。危な
いと思わ
れる場所
ではより
注意深く
見守り関
わる必要
がある。

園内の危
険箇所を
見直し、
危ないと
思われる
ところは
事故が起
きないよ
うに改善
するとと
もに、職
員間で共
有し危機
意識を持
つ。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

普段から
窓下のベ
ンチでは
座って絵
本を見た
り、ベン
チの上に
立ち外を
眺めたり
していた
が、15cm
という段
差がある
ため足を
踏み外し
転倒する
ことがあ
り状況に
よっては
骨折する
こともあ
る。

座って遊
ぶことを
徹底でき
ればよい
が、窓下
にある為
立って外
を眺めた
くなるの
で上れる
ものは置
かず撤去
して、各
コーナー
ごとに仕
切りを設
け玩具は
そのコー
ナーで遊
び持ち歩
かないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級して
間もない
頃であ
り、遊び
方なども
分からな
い園児が
ほとんど
である。

新年度の
始まりで
慣れない
環境の中
では、特
に一人一
人の園児
に丁寧に
関わり援
助する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
両手に玩
具を持ち
遊んでい
て、窓辺
のベンチ
に立ち外
を眺めて
向き直っ
たとき足
を踏み外
して転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
様子を見
ていた
が、対象
児が外を
眺めてこ
ちらに振
り返った
と同時に
足を踏み
外したの
で手を差
し伸べる
間もな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見てい
て、対象
児が転倒
するとこ
ろは見て
いなかっ
た。

窓辺の
ベンチ
に園児
が立っ
たり
上った
りする
行動を
予測し
保育教
諭が手
を差し
伸べら
れる位
置に付
かなけ
ればな
らな
かっ
た。

段差があっ
たり危険だ
と思われる
箇所ではそ
の近くに必
ず保育教諭
が付き、園
児に対して
も注意喚起
するような
声がけをす
る。また普
段から、園
内の環境に
おいて危な
いと思われ
る箇所があ
る場合は意
見を出し、
職員間で検
討し事故発
生防止につ
なげてい
く。

7173

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

36 7 5
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎の打
撲による
左前歯の
陥入、右
前歯の脱
落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

当日の出
席人数の
下に、グ
ループ分
けをし、
教育・保
育にあ
たってい
た。

危機管理
振り返り
シートを
用いて
コーナー
会議にて
話し合い
をしてい
る。日々
の危険箇
所への意
識を共有
出来るよ
うにして
いる。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

頻

保育室か
らランチ
ルームへ
向かう狭
い通路付
近に設置
していた
本棚にぶ
つかった
こと。

設置場所
の再検討
や怪我の
あった
棚・他に
危険だと
思われる
箇所に
コーナー
クッショ
ンを貼り
対策し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ランチ
ルーム入
り口付近
に本棚を
置いてい
たことや
その場所
には職員
がついて
いなかっ
たこと。

入口付近
の棚の角
にコー
ナークッ
ションを
貼ってお
くべき
だったと
反省し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
すことが
好きで、
歩いたり
走ったり
している
時に、足
元に物が
なくても
つまずい
て転ぶこ
とが多
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

部屋の移
動をしよ
うとし
て、何も
ないとこ
ろで躓
き、静止
を声掛け
する間も
ない出来
事であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体へ目
を向け子
供の様子
を確認し
ていたが
危険予測
が出来
ず、とっ
さの転倒
に対応出
来なかっ
たため。

出入口
の狭い
場所に
おける
転倒、
衝突な
どの危
険予測
が出来
ず、子
供の動
きを静
止出来
なかっ
たこ
と。

全体把握す
る職員の他
に、狭い場
所である入
り口付近に
も職員を配
置し、声を
掛け合い適
切な安全保
育に努める
こと。

7174

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯
（乳歯）
2本の骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

この集団
遊びにお
いて、事
前の子ど
もへの働
きかけが
充分でな
かった。
また、子
どもの唐
突な行動
に対する
職員の危
険予測が
充分では
なかっ
た。

遊び始め
る前に子
どもたち
へ安全に
遊ぶため
のルール
について
担任から
しっかり
と伝え、
子どもた
ちが安全
に活動で
きるよう
にする。
また、職
員の打合
せなどで
様々な遊
びのルー
ルについ
て確認を
行い、担
任が遊び
の危険予
測と安全
対策を充
分できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし
引き続き
点検を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの中
で気持ち
が高揚し
走り出す
子がいる
状況で活
動を継続
してし
まった。

高揚・興
奮してい
る子がい
たり、担
当職員が
個別対応
していた
りする際
には、活
動を一時
中断し安
全に活動
できるよ
う内容を
見直しな
がら保育
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りルール
を守って
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス全
体を見て
走る児童
に声掛け
をしてい
たが、事
故発生直
前に気持
ちが崩れ
た他児の
対応をし
ていたた
め、対象
児を見て
いなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ピアノを
弾きなが
ら、クラ
ス全体を
見て遊び
のリード
をしてい
た。

走り出
した子
どもを
すぐに
制止で
きるよ
うな見
守り体
制では
なかっ
た。

状況に合わ
せて、ピア
ノではなく
音源を使用
するなど
し、安全に
活動できる
よう人的配
置を行うと
ともに、複
数名で担当
する場合は
各々の役割
を明確にし
て安全に活
動を進めら
れるよう連
携する。

7175

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 20 26 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足膝下
けい骨に
ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

なし

マニュア
ルの周
知、職員
の危険予
測強化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 なし

これまで
通りの環
境整備点
検を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び慣れ
た環境、
遊具で
あったた
め危険予
測が不十
分であっ
た

職員で危
険行動、
危険を予
測し対
応。職
員、園児
と約束
事、遊具
の遊び方
の再確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒した
様子で泣
いていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

泣いてい
る本児に
気づき対
応

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児、対
応職員を
把握し全
体園児の
様子を見
守る

職員で
連携を
図り、
園児一
人一人
の遊び
の様子
を把握
できて
いな
かった

園児と同じ
環境にいる
職員は、全
体の遊びの
様子を把握
し、連携を
図る

7176

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 15 17 13 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足の脛
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

－

今回の
ケースに
ついて職
員に周知
し、個々
の体の動
かし方等
に配慮し
た遊びの
提供を行
う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4 －

遊ぶ場所
について
周囲の状
況を確認
する（石
等障害物
の除
去）。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊ぶ場所
について
周囲の安
全を確認
した上で
必要に応
じ提供す
る遊びを
見直して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
すことが
好きで、
普段から
活発に遊
んでい
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

初めは他
児と追い
かけっこ
をしてい
たが、本
児が参加
したこと
で他児が
離れた場
所へ移
動。保育
者は本児
を「待て
待て」と
追いかけ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、鉄
棒、砂場
で遊ぶ子
どもの見
守りや支
援が必要
な児の対
応をして
いた。

－

職員が都度
声を掛け合
い子どもの
遊び方や安
全について
確認する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7177

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

70 5 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

着座し、
足を入れ
手すりを
つかんで
揺らす
ルール
だった
が、発達
に即した
遊び方に
ついて、
遊び方の
変化（地
面に付く
ほど大き
く揺ら
す）に対
応ができ
ていな
かった。

マニュア
ルだけで
なく、職
員間で遊
び方の変
化を読み
取り、情
報交換を
行い、適
切に対応
する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし

職員の情
報共有は
もちろ
ん、保護
者を含
め、危険
箇所を日
常的に
チェック
し改善す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールの
審判をし
ている背
後で事故
が起きた
ため、担
任が見ら
れていな
かった。

それぞれ
の遊びを
する子を
見られる
よう、視
野を広
げ、死角
にならな
いような
立ち位置
をとる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ウサギの
遊具を勢
いよく揺
らしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は、
ドッジ
ボールの
審判をし
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場とウ
サギの遊
具の中間
で見守っ
ていた。

ドッジ
ボール
の審判
をして
いる背
後で事
故が起
きたた
め、担
任が見
られて
いな
かっ
た。

足を入れて
乗る、揺ら
す加減を調
整するなど
の声かけが
必要であっ
た。
保育者がそ
れぞれの遊
びをしてい
る子への見
守りの意識
を高める。

7178

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

25 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

本児が最
近サッ
カー遊び
に興味を
持ち、気
持ちが先
走り行動
が伴わな
かった

ボールを
蹴るとき
は、落ち
着いて蹴
るよう声
をかける

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

遊びの状
況によ
り、空間
を確保す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

子どもの
遊び方に
ついて、
安全であ
るかの確
認を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭の中
央に立
ち、子ど
もたち全
体の遊び
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に
は、担当
職員一人
が子ども
の様子を
見ていた

3歳児の
担当職
員は、
通常2名
の配置
である
が全員4
歳の誕
生日を
迎えて
おり、
子ども
達も落
ち着い
て遊ん
でいた
ため、1
人で見
守って
いた。

子ども・保
育者の状況
によって
は、もう一
人職員を配
置する

7179

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

日々の
ミーティ
ング等で
安全管理
について
共通確認
を行うよ
う努めて
いるが、
全職員に
対しての
周知が不
十分で
あった面
がある。

全職員で
安全な遊
具の遊び
方を再度
確認し、
園児にも
再度指導
を行う。
戸外遊び
時には、
危険な遊
び方をし
ている子
にはその
都度、丁
寧に遊び
方を指導
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

（数）回/
年

遊具に破
損等は見
られな
い。パイ
プが滑り
やすいこ
とも無
かった。
園児の動
きを見
て、配慮
する必要
があっ
た。

園児が事
故を起こ
しそうな
場所、状
況におい
ては、職
員を配置
し安全管
理を徹底
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他のクラ
スとの交
流はな
く、広場
の見通し
はよく全
体を見る
ことは出
来た。し
かし、園
児が落ち
着かない
等の様子
が見られ
た際に
は、見守
り担当者
の人数を
調整する
必要が
あった。

園児の動
きを見
て、見守
り担当者
の人数を
調整す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は、
雲梯がで
きるよう
になった
ばかりで
楽しくな
り、太鼓
橋の下で
も雲梯の
ように棒
から棒へ
渡ること
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばで対
象児の動
きを見て
いたが、
本児が落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
ていたた
め、担当
者と対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

園児の
そばに
いた担
当教諭
はフ
リー保
育教諭
で、日
頃の本
児の様
子を把
握でき
ていな
い面も
あっ
た。

フリー保育
教諭に引き
継ぐ際、園
児の様子を
伝える必要
がある。ま
た、対象園
児の動きを
見て、遊び
方の注意喚
起を再度行
う必要が
あった。

7180

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 26 22 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4～5

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに載っ
ているよ
うな遊具
の事故の
可能性だ
けでな
く、園が
有する遊
具でどの
ような事
故が起こ
りやすい
かの検討
も必要。

職員会議
等で定期
的に事故
防止マ
ニュアル
について
読み合わ
せを行
う。自園
で起きた
ヒヤリ
ハットや
事故につ
いて、職
員会議で
共有す
る。外部
講師によ
る研修を
増やし、
専門的な
知識を身
につけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

該当遊具
は、懸垂
運動系遊
具であ
る。遊具
下にラ
バーマッ
トを引い
ている。

ラバー
マットの
厚さが適
している
か再度確
認し、劣
化が認め
られる際
は交換す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新学期初
めであっ
たが、対
象日まで
に全園児
向けに園
庭の遊具
の遊び方
に関する
お話を
行ってい
なかっ
た。

新学期始
まってす
ぐ全園児
向けにお
話と、ク
ラス毎に
外遊びへ
行く前に
遊び方の
注意や確
認事項の
お話を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
園庭で友
達と元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象遊具
のうんて
い付近で
クラスの
子と関
わってい
た。対象
児が落下
する瞬間
も見てい
たもの
の、対象
児が静か
に手を離
して降り
たように
見えたた
め、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場や滑
り台付近
で各担当
クラスの
園児の様
子を見
守ってい
たため、
見ていな
かった。

－

遊具には必
ず職員を配
置した上
で、転倒や
転落に備え
た位置に立
つ。

7181

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 3 5 10 11 8 13 12 11
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

新年度初
めの保育
であるこ
ともあ
り、今年
度の研修
等実施は
できてい
なかっ
た。

・保育を
する際
は、常に
全体を見
渡せるよ
う職員を
配置す
る。
・研修以
外でも、
定期的に
ミーティ
ング等で
安全確認
について
共有す
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

約３
2.不定期
に実施

約３

ある程度
高さのあ
る遊具で
あるた
め、見守
りの職員
を配置す
るべき
だった。

遊具の撤
去は現在
検討して
いないた
め、子ど
もたちの
状況を見
ながら職
員配置を
徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

進級当時
の子ども
たちの状
況や体力
を把握し
きれてい
ないまま
外遊びを
してし
まってい
た。

・遊具付
近に砂を
盛り、落
下の衝撃
を和らげ
る。
・状況に
より子ど
もの様子
が変化す
ることを
念頭に置
いて子ど
もの観察
を注意深
く行い、
その子に
合った遊
びを提供
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調等い
つもどお
りの様子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落下した
はしごの
近くで対
象児含め
活動中の
園児の見
守りをし
ていた
が、別の
遊具で遊
ぶ園児の
見守りを
していた
際に対象
児が落下
し、手を
差し伸べ
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊具
で遊んで
いる園児
の見守り
をしてお
り、対象
児の動き
を見切れ
なかっ
た。

対象児
に遊具
で遊ぶ
際の注
意喚起
(声掛
け)をし
きれて
いな
かっ
た。

遊ぶ前と遊
んでいる最
中に、遊具
の使い方や
遊び方を
しっかりと
伝え、安全
面に考慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7182

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

0 0
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

保育時間
以外だっ
たため、
シューズ
を履くよ
う配慮で
きなかっ
た。

保育時間
以外も園
舎内では
シューズ
を履くよ
う指導す
る。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

待ち時間
があった
ためお遊
戯室に
入って遊
んでし
まった。

保育者が
配置でき
ない場合
は、使用
しないよ
うにす
る。

7.その
他

保育時間
外だった
ため、保
護者任せ
してい
た。

園内での
子どもの
安全な過
ごし方を
保護者に
周知する
ととも
に、子ど
もにも
シューズ
を履く・
お遊戯室
等、靴下
で走らな
いなど指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者、
姉と一緒
に個人懇
談の順番
を待つ
間、お遊
戯室で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

個人懇談
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

個人懇談
や保育の
準備等を
してい
た。

保護者
が一緒
にいた
ため、
職員を
配置し
ていな
かっ
た。

お遊戯室を
使用する場
合は、職員
を配置す
る。

7183

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 15 23 16 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員は配
置してい
ても降り
口から飛
び降りる
場面を阻
止できな
い

遊具を開
放する場
合降り口
に担当職
員を配置
し、声か
け見守
り、飛び
降り前に
止める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

パーテー
ションを
設置して
いなかっ
た

パーテー
ションを
登り口と
降り口に
置くこと
で、走っ
て降り口
に近づい
たり、飛
び降りた
りする機
会を無く
す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

飛び降り
るかもし
れない状
況を予想
できな
かった

・職員間
で安全に
使用でき
るルール
を確認す
る
・遊具の
使い方を
改めて子
どもたち
と確認
し、降り
口から飛
び降りて
怪我をす
る事故を
予防する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達がい
なかった
ので、一
人で遊ん
でいる認
識だった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

入り口側
で見てい
たが、降
り口側に
は職員が
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う場所
の担当を
していた

遊具を
開放し
た職員
が、降
り口側
の職員
に声を
かけな
かった

遊具を開放
する場合、
必ず声を掛
け合う

7184

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第５指
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

―

園庭に異
常はな
かった。
ボールも
日頃使用
している
もので特
に異常は
なかっ
た。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
ボールを
投げあう
ことを担
当職員
（担任）
に提案し
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児が
ボールを
受け取り
やすいよ
うに、担
当職員
（担任）
は意識し
てゆっく
りとボー
ルを投げ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時
に、４歳
児担当職
員が同じ
第１園庭
で4歳児
と靴取り
ゲームを
していた
が、担当
職員（担
任）と対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

担当職
員（担
任）は
対象児
のボー
ルの扱
い方な
どを
知って
おり、
配慮し
ながら
ボール
を投げ
あって
いた。

比較的やわ
らかい幼児
用ボールを
使用し、対
象児に対し
て取りやす
いように
ゆっくり下
からボール
を投げてお
り特にな
し。

7185

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 12 12 1 1
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

乳歯外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

マットを
出す時も
子ども達
に注意事
項等の声
掛けをす
る

全体に目
を配り、
子ども達
の行動を
把握する

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

マットは
2枚しか
なかった
為せまい

マットを
増やす

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マットで
ジャンプ
をしてい
る時、転
んで顔を
打つ

遊ぶ前に
注意点を
話し、保
育者も全
体把握を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マットで
ジャンプ
をした

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体把握
をしなが
ら、子ど
も達の活
動にも目
を配る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1人て保
育を行っ
ていた

子ども
達の活
動によ
り職員
の配置
を行う

職員の人数
を増やす

7186

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

なし

マニアル
の確認を
行い、事
故防止に
つなげ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

安全点検
を全職員
で確認
し、園庭
環境を整
備する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

遊びの場
所の確保
など、再
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
園してい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころから
対象児の
遊びの様
子をみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を把
握しなが
らの保育
で、本児
が転んだ
時点で
は、本児
の動きを
見ていな
い。

園庭の
安全点
検を毎
日、こ
れから
も引き
続き
行って
行きた
い。

何もない所
で、歩いて
いての怪我
なので、今
後も怪我を
しないよう
な体つくり
の環境や指
導の工夫を
行ってい
く。

7187

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 24 23 17 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右第5指
基節骨骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員が
ドッジ
ボールを
行う準備
をする際
に、園児
が手持無
沙汰にな
りボール
遊びが始
まったと
考えられ
る為、待
ち方の工
夫が必要
だった。

座って待
たせる。
ボールを
先に持た
せない。
周りをよ
く見て行
動するよ
うに指
導。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

（園庭に
出る都
度）

1.定期的
に実施

12

遊び始め
てボール
が転が
り、プラ
ンター付
近まで二
人で追い
かけて行
き衝突し
てしまっ
た為。

幼児の特
性を理解
していく
必要があ
る。ま
た、二人
で慌てて
プラン
ター近く
に行かな
いように
気をつけ
るよう指
導する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が準
備してい
る際、手
持無沙汰
になる
と、別の
ことで遊
び出すこ
どもの特
性に配慮
していな
かった面
がある。

待ってい
る園児に
対して的
確な指示
を出す
事。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常と特
に変わっ
た様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近距離
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ園庭
に他の職
員が２名
いたが、
他の園児
の対応を
していた
為、事故
を見てい
なかっ
た。

全体を
見なが
ら他児
を見て
いた
が、職
員が分
散して
配置し
ていた
為、事
故現場
付近に
は１名
の職員
のみと
なっ
た。

全体を見な
がら、近く
の園児と関
わるように
していくこ
とで、遠く
にいる園児
の危険も察
知できるよ
うにする。

7188

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左手親指
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

220
1.定期的
に実施

220
1.定期的
に実施

220 なし

タオル掛
けの転倒
防止およ
び交換を
検討す
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

給食の片
付けを
行ってい
る為、見
ているこ
とは困難
である。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の片
付けなど
を行って
いる為、
見ている
ことは困
難であ
る。

なし なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7189

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

39 11 15 13 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
状骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

上腕骨顆
状骨折
（ぶつけ
た場所と
折れた場
所が違
う）のよ
うな骨折
について
の知識が
浅かっ
た。

研修につ
いて、子
どものけ
がについ
ての内容
を増や
し、様々
な可能性
を考え
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
歩道での
事故

歩道を現
場検証し
たが、突
起物等見
受けられ
なかっ
た。
また、ス
ペース的
にも十分
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・友だちの
足がひっ
かった、歩
道のちょっ
としたくぼ
みにつまず
いたなどの
要因が挙げ
られるが、
特定出来て
いない。・
友だちと手
をつないで
いたため、
転倒時にう
まくバラン
スをとるこ
とが出来な
かったのか
もしれな
い。・上腕
骨顆状骨折
は骨が未発
達の乳幼児
に多い骨折
であると医
師からの説
明があっ
た。

・様々な
可能性を
考え、出
来る限り
のリスク
を減らせ
るよう、
今後も散
歩コース
の下見や
研修を行
う。
・危ない
ときには
つないだ
手を放し
て受け身
を取るな
ど、子ど
も達にも
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

散歩から
の帰り
道、友達
と手をつ
ないで歩
道を歩い
ていた。
体調・機
嫌など普
段と変わ
りなし。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもが
列になっ
て歩道を
歩いてお
り、担任
は列の先
頭付近で
引率して
いた。
職員が５
名で間隔
を取って
子ども達
の列に付
き添って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒の瞬
間は見て
いない
が、すぐ
に転倒し
たことに
気が付い
て様子を
見に行っ
た。自分
で起き上
がった
が、腕を
痛そうに
していた
ため声を
掛けた。

腕に外
傷がな
かった
ため、
肘内障
や脱臼
を疑っ
た。

上腕顆上骨
折のような
骨折もある
という事を
知り、様々
な可能性を
考えて対応
する。

7190

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

117 22 33 32 30 41 29
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8

1.基
準以
上配
置

―

事故が起
きないよ
うに、危
険なとこ
ろがあっ
た場合は
すぐに職
員間で把
握し、日
頃から子
どもの遊
ぶ姿を予
測し、事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12 ―

施設や遊
具、玩具
の安全点
検は必ず
行ってい
るので、
今後も実
施してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ジャング
ルジムで
遊んでい
る時に手
が滑っ
た。肘で
ジャング
ルジムを
掴んだ
が、顎部
を打ち、
出血し、
切り傷が
できた。
危険なこ
とはして
いなかっ
たが、手
が滑り、
怪我をし
た。

遊具の遊
び方を改
めて確認
し、遊具
で遊んで
いる時は
手を離し
たり、危
険なこと
をしたり
しないこ
とを改め
て伝え
た。ま
た、保育
者も子ど
もが遊ん
でいる様
子を把握
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃と変
わらず、
元気に過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ジャング
ルジムで
遊んでい
る様子を
離れたと
ころから
見ていた
ため、手
が滑った
時の状況
は確認す
ることは
できた。
手を差し
出す距離
ではな
かったが
すぐに駆
け寄り、
対応がで
きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で職
員で見回
る箇所が
重ならな
いよう
行ってい
るため、
他の遊具
で遊ぶ、
他児の様
子を見回
りしてい
た。

―

遊具の遊び
方や約束事
を確認し
て、子ども
達が怪我を
せずに遊べ
るように見
守る必要が
ある。

7191

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 3 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―
職員会議
で再度確
認をする

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

裏山での
危機管理
について
職員間で
確認し振
り返り
ノートに
危険場所
を記入

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慌ててし
まった。

慌てない
ように声
掛けをす
る。靴の
サイズを
確認、足
腰を鍛え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集合の呼
びかけで
あわてて
しまい転
んでし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集合場所
に一人、
全体を見
渡せる場
所に一人
下に一人

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

裏山には
3人他の
職員は園
庭、園内
にいた。

―

裏山での危
機管理につ
いて職員間
で確認して
いる

7192

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

6 4 4
9.８
か月

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
右後頭部
陥没骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故防止
に関する
研修内容
の充実を
図る必要
性がある
と考察す
る。（新
年度、新
体制時等
に見合っ
た内容に
する等）

ヒヤリ
ハット、
軽度事故
報告、
日々の振
り返り等
で現状を
常時把握
し、職員
間で共有
する。ま
た、事故
防止にお
いて、日
常の様々
な場面や
その時期
ならでは
の危険を
想定し、
対応策を
検討する
機会を作
る等、研
修内容の
充実を図
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

０歳児ク
ラスは、
発達過程
上、転倒
や衝突の
多いクラ
スである
と考察す
る。ま
た、入園
して間も
ない児童
は、行動
の予測が
つきにく
い為、保
護者から
の聞き取
りを丁寧
に行う
等、児童
の発達や
癖、特徴
をより注
意深く認
識してお
く必要性
がある。

子どもの
発達に
あった環
境及び安
心安全な
環境に
なってい
るか物品
等を常に
見直し、
改善がで
きる体制
を整え
る。ま
た、常に
子ども一
人ひとり
の発達・
成長過程
について
理解を深
め、職員
間で共有
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

慣らし保
育期間中
の入園し
て間もな
い８か月
の児童で
あった
為、危険
や突発的
な行動を
予測して
より慎重
に抱き上
げる必要
性がある
と分析す
る。

子どもを
抱き上げ
る際や抱
き上げて
移動する
際は、周
囲の状況
を注意深
く確認し
たり、危
険や突発
的な行動
を予測し
て安全に
抱き上げ
ることを
意識す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

翌日から
家庭保育
で経過観
察中。嘔
吐や食欲
不振等も
特にな
く、あま
り変わっ
た様子は
ないとの
報告を受
けてい
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児と
マンツー
マンの状
態で接し
ており、
転落後す
ぐに対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の保
育にあ
たってい
た。

入園直
後の児
童はよ
り一層
の配慮
が必要
である
と同時
に、常
に危険
が伴う
ことを
認識し
ておく
必要性
があっ
たと分
析す
る。

入園前に保
護者から児
童の様子を
詳しく聞き
取る等情報
を共有し、
新入園児に
対する危険
事項を再確
認する。ま
た、職員間
の連携や子
どもの発達
状況を把握
するため、
日々の振り
返り等を大
切にし、安
全意識を高
めていく。

7193

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 16 14 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

マニュア
ルや研修
を定期的
に職員で
確認し周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

事故再発
防止のた
め、事故
が起きた
場所の確
認、職員
への周
知。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもた
ちにとっ
て一日を
過ごした
疲れが出
る時間帯
であり、
特に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず活
発に戸外
を走って
遊ぶが、
遊びに夢
中になり
周りが見
えなくな
ることも
あるた
め、注意
が必要
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守るほ
か、衝突
などの危
険が予想
される場
合は、状
況に応じ
て声かけ
や制止が
必要だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

普段の様
子から怪
我などの
リスクが
起こりや
すい子に
対して
は、職員
間で連携
をとり、
担当を決
めるなど
して見守
ることが
必要。

人数基
準の範
囲では
あった
が、年
度最終
日の夕
方で
あった
ため、
卒園
児、保
護者へ
の挨拶
や次年
度準備
で落ち
着かな
かっ

子どもの安
全対策を最
優先にし、
特に夕方の
気忙しい時
間帯の安全
への配慮に
ついて職員
一人ひとり
に周知す
る。

7194

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

33 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
足小指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの整備
および周
知・徹底
の必要
性。

職員に対
してマ
ニュアル
の周知・
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

定期的な
点検を
しっかり
と行う。

引き続き
定期的な
点検を行
い、安全
に使用で
きるよう
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午睡後の
本児の状
態。

午睡後、
完全に目
覚めてい
るか等本
人の状態
の確認を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

寝起きに
ぼーっと
すること
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

布団から
出て歩
き、足を
ぶつける
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

着替え
等、それ
ぞれの場
所で子ど
もたちと
関わって
いた。

職員間
の連携
の確
認。

子どもたち
の様子が全
体的に視野
に入るよう
な職員同士
の声掛けを
行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7195

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 3 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

担任保育
教諭2名
のうち1
名が振替
休日のた
め、他保
育教諭と
保育補助
の3名で
保育して
いた。

・担任保
育教諭同
士だけで
なく、他
保育教諭
間でも連
絡を密に
する。
・ヒヤリ
ハット研
修の回数
を増やし
て、職員
間で事故
予防への
共通理解
を図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ロッカー
の縁が角
張ってい
た。

ロッカー
の縁角
に、クッ
ション性
のある保
護材を装
着する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児テー
ブルの置
く場所が
ロッカー
近くにあ
り、遊ぶ
場所が狭
い状況に
あった。

テーブル
の数を少
なくし、
置き場所
をロッ
カーから
離して遊
び場所の
スペース
を広くす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝、登園
して準備
物整理を
し、遊び
始めてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は他
園児の準
備物整理
の見守り
や連絡帳
の確認を
しなが
ら、本児
の様子も
見ていた
が、他園
児との衝
突を回避
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育教諭
1名は、
本児や他
園児の遊
びの状況
を見守り
ながら、
遊びの環
境を整備
してい
た。

なし

担任、他保
育教諭、保
育補助と連
携を密に
し、部屋全
体の園児の
動向を把握
し危険回避
に努める。

7196

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 14 15 25 11 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

どのよう
な状況で
あれば危
険を伴う
のか、予
想する職
員の経験
値やヒ
ヤッとし
た場面の
的確な検
証が足り
なかっ
た。

固定遊具
はもちろ
ん、子ど
もと関
わって遊
びに夢中
になって
いたとし
ても、周
りを見渡
し、子ど
もの様子
を確認で
きる立ち
位置で保
育するよ
うにす
る。マ
ニュアル
整備は今
のところ
予定はな
いが、職
員で検討
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故当日
雨上がり
で芝が少
し濡れて
いたこと
で、滑っ
て転ぶ可
能性があ
る。

芝が乾い
ていて滑
らないこ
とを確認
し、職員
同士安全
を確認し
た上で、
園庭で遊
ばせるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員は基
準配置し
ていた
が、一人
一人への
目配りが
足りな
かった。

職員の立
ち位置の
確認や目
配りが行
き届いて
いなかっ
たため、
会議で遊
び方を共
通理解し
たうえで
職員で声
をかけ合
いなが
ら、一人
一人が安
全に遊ぶ
ことがで
きるよう
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
と遊んで
いて、気
をとられ
ていたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

気付いた
ときに
は、うつ
ぶせで転
んでいた
ところを
見つけ
た。

誰か見
ている
だろう
という
安全に
対する
意識の
低さ。

どんな場
所、遊びで
もけがや事
故につなが
る可能性が
あることを
頭に入れ
て、職員間
で声をかけ
合いなが
ら、立ち位
置を考えて
子どもと向
き合うよう
にする。

7197

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 17 18 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

―

一対一の
関わりの
中でも重
大な事故
が起こる
というこ
とを再確
認し、保
育者が起
こりうる
事故の想
定の範囲
をよりふ
くらまし
対応がで
きるよ
う、園内
研修で危
険個所や
危険につ
ながる行
為を職員
間で共有
する。
（ヒヤ
リ・ハッ
とメモの
活用な
ど）

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

―

さまざま
な木登り
の楽しみ
方を経験
できるよ
うに立木
にロープ
などの補
助具を装
着してい
た。今回
はこの
ロープが
要因と
なってい
る。

木登りの
補助とな
る物の設
置位置、
形状を変
え、子ど
もの育ち
に必要な
経験がで
きる設定
を損なわ
せずに、
安全な活
動が行え
る遊具設
置をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもを
次の活動
に誘導す
る際も、
さまざま
な状況に
留意し場
面やかか
わりを把
握できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

２・３日
前から鼻
水は出て
いたが、
元気がな
いという
ほどの体
調不良で
はなかっ
た。前日
は母が休
暇の為、
欠席して
いる。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

自分で木か
ら降りたい
という意欲
を大切に
し、本児の
タイミング
で降りられ
るように声
をかけなが
ら隣で見
守ってい
た。ロープ
の存在は確
認していた
が、他の女
児がそばを
通る時に
ロープにふ
れ、本児が
立木から降
りようとし
た瞬間に
ロープが足
に絡まって
しまったた
めうまく受
け止めるこ
とができず
ケガにつな
がった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の
為、他児
を園舎内
に誘導
し、給食
準備に活
動を移行
しようと
いてい
た。

―

そばで子ど
もと一対一
の関わりを
していたが
起こってし
まった事故
なので、子
どもの意欲
を大切にし
つつ、手を
取る・他児
の動きを把
握するなど
の身体的な
接触による
安全確保を
する。

7198

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 3 26 22 23 6 6
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12回以上

1.基
準以
上配
置

足がかけ
られる鉄
棒は普段
は出さな
いと周知
していな
かった。

足がかけ
られる鉄
棒は普段
は出さな
いと周知
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

体育遊び
サーキッ
トの時間
以外に、
足がかけ
られる鉄
棒を出し
てしまっ
た。

移動式の
鉄棒は、
足がかけ
られるの
で体育遊
びサー
キットの
時間以外
は出さな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭遊び
は異年齢
なので特
に注意が
必要なの
で、研修
をした。
しかし事
故が防げ
なかった
のは、非
常に残念
である。

前回り禁
止。を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒と雲
梯で遊ん
でいる子
どもの様
子を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

安全に子ど
も達が遊べ
るように、
それぞれが
違う位置で
見ることに
しており、
当時は、園
庭中央にい
たD教諭が
鉄棒と雲梯
の間にいた
と子どもを
目の中に入
れていた
が、他児の
対応をして
いたため、
落下した瞬
間はみてい
ない。落下
直後は見て
いる。

全ての
職員
が、3秒
～5秒に
1回周囲
を見渡
せれ
ば、未
然に事
故を防
げたと
反省
し、研
修が活
かせて
いな
かった
と分
析。反
省し
た。

3秒～5秒に1
回は園庭全
体を見回す
視野の広さ
の保育者を
目指す。

7199

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

51 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

特になし

高さのあ
る遊具の
周りに保
育者が配
置できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 特になし

事故の
あった
ポールか
ら離れた
位置に遊
具を移動
し、接触
が発生し
ない配置
に変更し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具など
の高い場
所からの
飛び降り
は危ない
ため、禁
止行為と
していた
が、徹底
していな
かった。

遊具での使
い方、あそ
び方を改め
て考察し、
禁止事項に
ついて子ど
もたちに伝
えて、徹底
を図る。遊
具で遊ぶ際
は視察と声
かけを徹底
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走った
り、跳ん
だり体を
動かすこ
とを積極
的にして
いる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもたち
のあそびに
関わりなが
らも全体を
みまもって
いたが、事
故発生時は
対象児の近
くにいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見守
りながら子
供たちと関
わってお
り、対象児
の動きも見
ていたが、
事故発生時
に子どもを
止めるのが
間に合わな
かった。

特にな
し

様々な場所
を意識しな
がら全体を
見守れるよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7200

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 4 6 19 3 2
16.４
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯牙脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

園児数に
対して、
職員配置
数は不足
ではない
が、職員
の危機管
理の甘さ
や階段す
ぐの場所
で待機す
るなど配
置意識を
もっと考
慮するべ
きだっ
た。

危機管理
に対する
職員の意
識をより
高められ
るよう、
職員全員
でマニュ
アルの見
直しを月
に１～2
回行い、
職員間で
の認識や
共通理解
を図る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 なし

ステージ
上や遊戯
室等に危
険個所は
なかった
ため、改
善策は無
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園や各ク
ラスな
ど、遊び
方の約束
は日々、
伝え促し
ていた
が、ス
テージ上
での遊び
の際に落
下を想定
した配慮
が欠けて
いた。

ステージ
下にマッ
トを敷く
など,子
ども達の
様々な遊
びを想定
した対応
ができる
よう配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常と変
わらず、
食欲もあ
り明るく
元気な様
子が見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ステージ
上で、他
児と一緒
に遊んで
いたが、
後ろ向き
に体勢を
崩すこと
は想定で
きず、落
下するこ
とを止め
られな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員はそ
れぞれの
遊具で子
どもたち
と遊んで
いた。

ステージ
上の登り
降りの際
は、階段
を使用す
るようそ
の都度
ルール
は、遊び
の状況に
応じて伝
えてい
た。しか
し、考え
られる要
因として
子どもた
ちへの
ルールな
どの周知
徹底が足
りなかっ
たことが
考えられ
る。

遊戯室での
安全な遊び
方を写真や
手作り紙芝
居などの視
覚的要素を
用いて子ど
もたちに分
かりやすく
周知徹底す
る。子ども
達の遊びの
様子を踏ま
え、一人一
人の行動を
しっかりと
把握し遊び
の状況に応
じてその都
度危険であ
る場所や行
動について
子どもたち
にも伝えて
いくよう努
める。

7201

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 20 15 25 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨
折・左手
首上

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

常に危険
（事故）
が起こり
えること
を想定
し、事故
予防策の
徹底を図
る

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―

今回は園
児同士の
接触によ
る事故で
あること
から、
ハード面
の改善は
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児全体
の見守り
が不十分
であった

常に周囲
の状況を
把握し、
保育者同
士の連携
を緊密に
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
に対応し
ていたた
め、対象
児まで見
守ること
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
に対応し
ていたた
め、対象
児まで見
守ること
ができな
かった

園児を
見守る
のに、
保育者
同士の
連携が
不十分
であっ
た

集団活動中
は担当クラ
ス以外にも
全体の状況
を把握して
見守る

7202

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 12 7 7 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肘頭骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

職員配置
数は基準
を満たし
ていた
が、全体
を見渡す
職員が他
児のトラ
ブル対応
をしてい
たため、
全体に目
が行き届
いていな
かった。

急なトラ
ブル等の
際は、他
の職員と
臨機応変
に役割を
スイッチ
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒の下
にクッ
ションカ
バーマッ
トを設置
済み

より衝撃
吸収性の
高いマッ
ト等の設
置を検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員配置
数は基準
を満たし
ていた
が、全体
を見渡す
職員が他
児のトラ
ブル対応
をしてい
たため、
全体に目
が行き届
いていな
かった。

急なトラ
ブル等の
際は、他
の職員と
臨機応変
に役割を
スイッチ
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
く、普段
通りの様
子で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
渡す職員
が他児の
トラブル
対応をし
ていたた
め、全体
に目が行
き届いて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭用玩
具を他児
と片付け
ていた。

職員配
置数は
基準を
満たし
ていた
が、全
体を見
渡す職
員が他
児のト
ラブル
対応を
してい
たた
め、全
体に目
が行き
届いて
いな
かっ
た。

急なトラブ
ル等の際
は、他の職
員と臨機応
変に役割を
変わった
り、他の職
員の応援を
頼む。

7203

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

9 3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

保育室内
の環境構
成につい
て検討す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 なし

保育室内
で走るこ
とができ
ない環境
を整える

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし
職員間で
共有して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

虫などを
見つける
と気にな
り、近づ
いて行
く。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ハエを追
いかけだ
したのや
めるよう
に声をか
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋には
担当者以
外はいな
かった

子ども
が夢中
になっ
た時の
対応を
検討す
る

特に室内で
走り出すと
きなど注意
する。

7204

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

112 6 22 33 29 22 30 24
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5足
趾基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

子どもに
ブランコ
をこいで
いる時の
注意事項
を伝え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 なし

ブランコ
の地面に
ついて検
討する

4.個人
活動
中・子
どもの
み

なし
職員間で
共有して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り喜ん
で、乗っ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

固定遊具
の近くで
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
を見てい
たため、
見ていな
かった

子ども
の乗り
方につ
いて保
育者が
注意を
払うこ
と。

固定遊具に
は保育者が
必ずそばに
つくこと。

7205

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

82 17 27 38 7 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

職員配置
は基準以
上であり
問題ない
と思われ
る。事故
予防に対
する研修
や、日々
のリスク
アセスメ
ントが未
実施で、
職員の危
機意識が
薄かった
可能性が
ある。

職員全員
が危険予
測ができ
るよう、
定期的に
研修やリ
スク検討
会を行う
必要があ
る。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

250

施設・遊
具の点検
について
は月１回
であり頻
度が少な
かった。
安全点検
のみで、
こども目
線に立っ
たリスク
アセスメ
ント不足
であっ
た。

安全点検
の頻度を
見直す。
保育の中
でヒヤリ
とした場
面につい
ての情報
共有や、
リスク検
討会を日
頃より実
施する必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢の
園児が一
緒に活動
する時間
帯であ
り、上の
学齢の園
児を真似
て、やっ
てみたい
という好
奇心が芽
生える可
能性あ
り。身体
能力と合
わない遊
びをして
いた。

異年齢児
が同じ環
境で遊ぶ
ことでの
リスクも
考慮し、
しっかり
と見守れ
る体制を
つくる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃より
雲梯にぶ
ら下がり
下りると
いうこと
を好み遊
んでいる
様子が見
られてお
り、当日
も同様の
行動が見
られてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯付近
で対象児
と周囲の
園児を同
時に見て
おり、対
象児のそ
ばで園児
同士のト
ラブルが
あり、そ
ちらに目
を移して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭には
７名の職
員がお
り、雲梯
で遊ぶ対
象児の様
子は複数
の職員が
目撃して
いた。

複数名
の職員
が園庭
で園児
のこと
を見て
いた
が、園
児とと
もに職
員の動
きも流
動的で
あり、
役割や
持ち場
の範囲
が不明
瞭で
あっ
た。

園庭で子供
を見ている
職員の中で
も、転落リ
スクのある
遊具に関し
ては、少な
くとも一人
は継続して
園児を見て
いるという
体制を検討
する。

15 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7206

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 2 1 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
は基準に
沿ってい
たが、ひ
とりが園
児の至近
距離にい
れば走り
出しを防
止するこ
とが可能
であった
かもしれ
ない。

園児が屋
内を走ら
ないよう
指導を徹
底する。
そのよう
な状況に
なった場
合には、
職員が間
に入って
止めるな
ど防止に
努める。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

残ってい
る園児の
人数に対
して、保
育室が広
い状況
だった。

今回は物
にぶつ
かったり
滑ったわ
けではな
かった
が、今後
も園児の
活動の支
障になっ
たり事故
につなが
りやすい
物品を置
かないな
ど、安全
な環境作
りに努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

残ってい
る園児の
人数に対
して、保
育室が広
い状況
だった。
そのため
ふざけて
走り出す
ことが誘
発された
可能性は
ある。

今回は物に
ぶつかった
り滑ったわ
けではな
かったが、
今後も園児
の活動の支
障になった
り事故につ
ながりやす
い物品を置
かないな
ど、安全な
環境作りに
努める。ま
た、人数や
時間帯に
よっては、
２部屋の間
の仕切りを
閉めて、面
積を区切る
（適切な範
囲で、狭く
する）こと
で落ち着い
た環境を作
るようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
屋内、屋
外ともに
活発であ
り、この
時もそう
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児3人
の動きを
視界に入
れ、把握
をしてい
たが、距
離が数
メートル
あり、走
り出しを
止めるこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児3人
の動きを
視界に入
れ、把握
をしてい
たが、視
界を手元
に落とし
た瞬間に
転倒し
た。

園児に
さらに
近い位
置にい
れば、
走り出
しを止
められ
た可能
性はあ
る。

今回は物に
ぶつかった
り滑ったわ
けではな
かったが、
今後も園児
の活動の支
障になった
り事故につ
ながりやす
い物品を置
かないな
ど、安全な
環境作りに
努める。

7207

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

240 3 8 10 71 76 72 19 19
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

現在、研
修の頻度
が少な
く、学期
内で起き
た事故内
容を取り
上げて研
修を行っ
ているた
め、事前
に予想さ
れる事故
を想定す
る機会を
設けるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

平坦な道
（コンク
リート）
や園庭等
の障害物
がない場
所も子ど
もが転倒
した時に
どのよう
な怪我に
繋がるか
予想して
点検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもが
遊ぶ場所
だけでな
く、移動
する道、
子どもの
動線を見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で過
ごす子ど
もたちを
見守って
いたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭での
自由遊び
を見守っ
ていたた
め。

―

子どもの姿
を予想しな
がら常に全
体把握を心
掛けて見守
る。また、
必ず複数の
目で見守る
ようにす
る。

7208

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

240 3 8 10 71 76 72 19 19
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

現在、研
修の頻度
が少な
く、学期
内で起き
た事故内
容を取り
上げて研
修を行っ
ているた
め、事前
に予想さ
れる事故
を想定す
る機会を
設けるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

平坦な道
（コンク
リート）
や園庭等
の障害物
がない場
所も子ど
もが転倒
した時に
どのよう
な怪我に
繋がるか
予想して
点検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭で見
守る職員
の立ち位
置を細か
く決めて
おき、職
員間で連
携を取り
ながらそ
の日の状
況に合わ
せて見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で過
ごす子ど
もたちを
見守って
いたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
いたが、
他の子供
の対応を
していた
ため。

―

子どもの姿
を予想しな
がら常に全
体把握を心
掛けて見守
る。また、
必ず複数の
目で見守る
ようにす
る。

7209

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 4 4
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯牙打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

園内に緩
みがな
かったか
考察する
必要性を
感じた

園内での
事故予防
に関し
て、職員
間での共
有を図っ
ていきた
い

2.不定期
に実施

2～4
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2～3 ―
改善策な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
ある中で
の活動と
いうこと
で、事故
の予測を
遅らせて
しまった
可能性が
考えられ
る

より適切
な見守り
を考慮す
る意識を
持てるよ
うにして
いきたい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故発生
時、子ど
も達全体
を見てい
たため、
対象児童
の細かな
動きまで
は把握で
きていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

保育活
動中、
対象児
の行動
を十分
に把握
できて
いな
かった
可能性
がある

職員の配置
等、常に事
故の危険性
を考慮しな
がら保育に
あたるよう
にしていき
たい

7210

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

16 3 3
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首と
う骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きは
ゆっくり
でマイ
ペースで
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園準備
の全体の
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児への
対応をし
ていた

特にな
し

慌ただしい
時間ではあ
るが、子ど
もの様子を
しっかり見
守り、連携
をとりなが
ら対応して
いく。

7211

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 17 19 20 20
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

保育中に
気が付い
たこと
や、子ど
も達の動
きから予
測できる
事故につ
いて話し
合う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

定期的に
環境整備
を行い、
十分なス
ペースの
ある園庭
なので環
境的な改
善は必要
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と園
庭や築山
にて追い
かけっこ
をしてい
た。築山
奥に設置
してある
タイヤか
ら飛び降
りた際、
他児の足
の甲の上
に乗って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児が安
全に遊べ
るように
見ていた
が、対象
児と距離
があり見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数の園
児が園庭
で遊んで
いるのを
見てお
り、対象
児は見て
いなかっ
た。

築山は
園庭の
奥の方
にあ
り、保
育士か
らは見
えにく
い場所
にある
ため、
対象児
の動き
が把握
しにく
かっ
た。

保育士は、
子どもたち
の安全確認
をしっかり
行う。本児
には、周囲
に目を向け
られるよう
声をかける
とともに、
全体にも遊
びの約束を
確認する。

7212

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕　
橈骨・尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

今後も子
供の運動
発達に応
じた運動
遊具の設
定、介助
について
の研修、
職員配置
を継続す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし
今後も安
全点検を
継続する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も子
供の運動
発達に応
じた運動
遊具の設
定を実施
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱３
段が跳べ
るように
なり、事
故当日も
意欲的に
取り組ん
でいた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱着
地点すぐ
横に位置
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の跳び
箱を跳ん
でいる子
供の介助
を担当し
ていた

特にな
し

子供の動き
から目を離
さないこと
を今後も周
知、徹底す
る

16 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7213

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

16 3 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右瞼裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

全職員
に、子ど
もの動き
を予測し
対応する
ことを周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊びの前
に危険が
ないか安
全確認を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育室や
使用する
物に危険
がないか
安全確認
を行う。
椅子の扱
い方を子
どもに知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

椅子に座
る際、他
児の椅子
を移動さ
せようと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見ていた
が、本児
の転倒を
予測でき
ず防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ後
のため手
洗い場に
1人、混
雑防止の
ためトイ
レに1人
と分かれ
ており、
本児の至
近にいな
かった。

―

子どもは予
測できない
動きをする
為、普段か
ら気を付け
て見守り、
怪我や事故
の防止に努
める。椅子
の正しい扱
い方を知ら
せる。

7214

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

顔面外傷
性瘢痕

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

クラス内
と園内で
のヒヤリ
ハット・
危険予測
の共有不
足。
各自の危
機意識に
任せて保
育が行わ
れている
部分が
あった。

全職員危機
管理研修を
行う。6月
からヒヤリ
ハット記録
を各クラス
にて実施す
る。記録用
のボードは
クラスに常
設し、誰も
が記入、誰
もが過去の
記録を見ら
れるように
する。
ヒヤリハッ
ト記録をも
とにクラス
では話し合
いを行い、
安全に関す
る統一事項
（保育者の
立ち位置や
玩具の使い
方等）を決
めて実践す
る。また毎
月安全係に
よりヒヤリ
ハット分析
し、結果を
園全体で共
有する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

毎回

室内の安
全点検、
玩具の安
全点検が
クラス任
せになっ
ていた。

事故防止ガ
イドライン
のチェック
リストをも
とに、毎月
クラスの室
内安全点検
を実施す
る。チェッ
クの観点を
理解するた
め点検は指
導者と共に
行い、改善
策を確実に
実施する。
玩具の点検
について
は、日常的
に職員が点
検をするに
当たっての
留意点を明
確に指導
し、特に事
故要因と
なった牛乳
パックブ
ロックは手
作り玩具の
為、汚れだ
けでなく、
へこみ、柔
らかさなど
劣化の点検
を必須とす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内には木製
の棚やテーブ
ルが配置さ
れ、コーナー
ごとに玩具が
設置されてい
る。その中で
牛乳パックブ
ロックは、保
育者がブロッ
クコーナーに
て一本橋を
作って渡る等
の遊びに使用
し、日頃から
子ども自身も
保育者の模倣
をしながら運
ぶ、並べる、
積むなどの遊
びをしてい
た。その為、
遊びが展開で
きるだけの量
のブロックが
棚に用意され
ていた。しか
し、事故発生
時は、保育教
諭は棚の側
で、子どもが
無造作に出し
た状態で使用
するのを見
守っていた。

2歳児保育室のレ
イアウトを変更
し、ブロック遊
びに十分な空間
を作る。
ブロックで遊ぶ
際は、棚から離
れた場所（コー
ナー中央から壁
側）までブロッ
クを運んでから
行う。
ブロックの上に
乗って遊ぶ場合
には、保育者が
足場となる面の
凹凸や安定性が2
歳児の発達に適
切であるよう環
境設定し、また
周囲の安全を確
認してから行
う。具体的に
は、安定性を確
保する場合は、
幅が14㎝以上の
物を使用する。
高さは、2歳児ク
ラスのバランス
感覚に鑑みて、
子どもが大人の
介助なく上に立
つ場合は1段まで
とし、2段以上は
必ず保育者が介
助する。
その際、保育者
は棚への衝突を
防げるよう棚側
につき、また棚
を背にしてコー
ナーで遊ぶ子ど
も全体の動きを
把握する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃よ
り、バラ
ンスをと
りながら
体を動か
す遊びを
好む。こ
の時も、
無造作に
積み重
なった牛
乳パック
ブロック
の上に立
つ遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びを見
守ろう
と、すぐ
側にはつ
いてい
た。しか
し、棚側
ではな
く、棚か
ら離れた
方から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

主幹は部
屋の反対
側の位置
から、全
体を見る
立ち位置
であっ
た。当該
児のすぐ
側で見
守ってい
る担当職
員の様子
を遠くか
ら見てお
り、その
際に見守
るのは棚
側からの
方が良い
という思
い付きは
しなかっ
た。もう
1名の援
助者（妊
娠中）は
座って、
周囲で遊
ぶ子ども
達の保育
に従事し
ていた。

事故発生
時に側に
いた担当
職員はク
ラス担任
ではある
が、入職2
年目で経
験は浅
く、また2
歳児クラ
スを受け
持つのは
初めてで
ある。対
象児のす
ぐ側で、
何かあれ
ば手が伸
びる距離
で見守っ
ていた
為、全体
を見てい
た主幹は
担当職員
が棚側に
立ち位置
を変える
べきだと
までは思
わなかっ
た。

全体を見る
職員は、子
どもの動き
だけでな
く、特に新
人や普段と
は違う援助
者が配置に
含まれてい
る場合に
は、職員の
動きまでも
把握し、立
ち位置を指
示する等の
安全に配慮
した環境構
成を行う。

7215

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 9 11 12 14 10 11 18 15
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

合同保育
（３・４
才）での
過ごし
方、室外
から室内
への場面
変化への
注意点の
整備不
足。

事故防止
マニュア
ルの整備
と職員へ
の確認・
周知を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

園児数に
対し、遊
びの場が
広すぎで
あった。

適した広
さを考慮
し、安全
に過ごせ
る範囲の
見極めが
必要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の１
日の活
動・休息
が適して
いなかっ
た。園庭
遊びから
片付け・
入室へ促
す場合の
配慮不
足。

長時間過
ごす園児
への活
動。休息
の見直
し。
遊びか
ら、片付
け・入室
への切り
替え場面
での注意
点の見直
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

標準時間
保育内　
合同保育
時間　　
園庭遊び
から片づ
け・入室
へ促がし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒と遊
具を行き
来してい
る本児と
友だち３
名をみて
いたが、
落下する
瞬間はみ
ていな
い。泣い
ている本
児に駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
をみてい
たため。

遊びか
ら、片
付け・
入室へ
の切り
替え場
面の注
意が不
足して
いた。

子どもへの
言葉がけ、
見守りの強
化。遊具に
て遊んでい
る園児への
援助・配慮
の徹底。

7216

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 4 5 6 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

毎月、季
節に合わ
せて玩
具・固定
遊具につ
いての話
し合いを
していな
い。

毎月、季
節に合わ
せて玩
具・固定
遊具につ
いての話
し合いを
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ここから
上には登
らないと
いうこと
を職員に
徹底的な
理解を得
てなかっ
た。

ここまで
は登って
いいとい
う印を付
け、保育
者も理解
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ここから
上には、
登らない
というわ
かりやす
い印を付
けず、な
ぜ危険な
のか知ら
せること
が確実に
できてい
なかっ
た。

ここまで
は登って
いいとい
う印を付
け、園児
にも理解
させる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達と遊
んで一緒
に登って
いて、降
りる時に
競い合っ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見ていた
が、急に
本児が飛
び降りて
しまった
ため、手
立てが無
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んでい
た。

職員同
士声を
かけあ
い、危
険を感
じ傍に
いて、
安全に
見守れ
てな
かっ
た。

職員同士声
をかけあ
い、危険を
感じ傍にい
て、安全に
見守る。

7217

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 15 22 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘　ひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

遊び方に
ついての
理解

座って
シーソー
で遊ぶ

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250

大型積木
の設置場
所、遊び
方

安全に遊
べる場所
及び設置
の仕方を
考えてい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段遊び
慣れてい
ない大型
積木で遊
んでい
て、ルー
ルがまだ
伝わって
いなかっ
た

使い方を
子ども達
と考え、
約束を守
るように
していっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊び慣れ
ていない
シーソー
作って遊
ぼうとし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者対
応をして
いた為本
児の動き
に気がつ
かなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来た子ど
ものカバ
ンの
チェック
と、おも
らしした
子どもの
処理をお
こなって
いた

全体を
見届け
る人が
いな
かった
為

全体を見届
ける人を必
ず一人つけ
る

7218

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

腹部打撲
による脾
臓からの
出血

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

水筒を
持って園
庭へ移動
する経験
が初めて
の日で
あった。

・事故発
生後に主
任会議を
行い、事
故の概要
と対策方
法につい
て話し合
いを実施
した。
・園庭で
の水分補
給のため
に水筒が
必要なの
で、園児
が運ぶの
ではな
く、職員
がかごな
どに入れ
て持ち運
ぶ

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

・ログハ
ウス内に
水筒を置
くと密に
なりやす
く、また
水筒の紐
部分につ
まずく原
因ともな
りかねな
いため、
園庭に出
るテラス
近くの廊
下に机を
設置し水
筒を置
き、適時
水分補給
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭での
活動は現
行通り実
施する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

負傷前は
いつも通
りの様子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
所で対象
児を見て
いたが、
他児に対
応した
り、他児
の動きを
観察した
りしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内に
は複数の
保育教諭
がいた
が、各々
の担当児
を観察し
たり、保
育してい
たため、
対象児の
動きをみ
ていな
かった。

―

4歳児26人に
対し、保育
教諭3名の配
置があり、
現状維持に
て対応す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7219

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 21 24 5 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

事故の状
況を共有
し、危険
を察知で
きる意識
付けを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ほぼ毎日

鉄棒下の
ゴムマッ
トだけで
は怪我を
を防ぎき
れない。

ゴムマッ
トの下
に、砂を
多く敷く
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友達の真
似をした
いという
本児の心
の動きが
あった。

一人一人
の心の動
きにも目
配りして
活動に関
わること
を徹底す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児が出
来たこと
を自分も
同じよう
にやって
みたいと
いう気持
ちが強
かったの
で、片付
けを呼び
かけられ
ても活動
を止めな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片づけて
園内に入
る時間と
なり、周
りの子ど
も達に声
を掛けて
いたの
で、気持
ちが本児
に集中し
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一番近く
にいた職
員は、道
具の片づ
けを行っ
ていた。

―

先に園内に
入った複数
担任クラス
から一人、
外の片づけ
の見取りを
行う。

7220

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95 32 33 30 9 9
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨幹
部骨折及
び左橈骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

禁止して
いる遊び
や、ルー
ル等を定
期的に見
直してマ
ニュアル
に盛り込
み、職員
全体研修
にて再度
共有徹底
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

付近にあ
る踏み台
になるよ
うなもの
を撤去す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

塀に登ら
ないとい
うルール
が転園後
まもな
く、当該
園児にも
周知され
ていな
かった。

遊べる場
所遊べな
い場所、
危険な場
所等明確
にルール
を決め、
園児に共
有する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活発な性
格であ
り、4月
より園庭
のある当
園に転園
されたこ
とから、
朝から活
動的で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守りの
配置職員
は満たし
ていた
が、塀に
乗ってい
ることを
確認後、
下りるよ
う呼びか
けたが実
際に近
寄って抱
き下ろす
には間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りの
配置職員
はいた
が、他の
場所をみ
ており、
怪我の現
場を見て
いなかっ
た。

―

呼びかけに
留まらず、
必ずそばに
行って抱き
下ろす。職
員同士でも
こまめに声
をかけあ
う。

7221

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 3 10 2 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5中
足骨骨
折、右母
趾(第
１）中足
骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもた
ち・職員
間ともに
土間は遊
ぶ場所で
は無いと
ころだと
いう周知
徹底が不
足してお
り、遊ん
でいる子
がいた場
合はどの
ように関
わるか、
職員間で
も話し合
いが足り
なかっ
た。

職員間で
話し合
い、遊ぶ
場所では
ないとい
うことを
共通認識
し、マ
ニュアル
を改善し
た。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

本来、外
（園庭）
と中（室
内）をつ
なぐ通路
として使
用中であ
り、自由
に行き来
が出来る
状況で
あった。

本来遊ぶ
場所では
ないが通
路として
も使用し
ているこ
とで、不
意の転倒
に配慮
し、柔ら
かい素材
のマット
を敷い
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
主体性を
尊重しつ
つも、環
境面の配
慮が出来
ていな
かった。

遊んでい
た場所は
通路とし
て子ども
が出入り
できる場
所ではあ
るが、遊
ぶための
場所では
ないとい
う共通認
識を教職
員に周知
し、今後
この場所
で遊び始
めた場合
は声掛け
し、環境
を整えて
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ごっこ遊
びをして
押される
前にも本
児が作っ
た玩具の
取り合い
が起こっ
ており、
その後の
トラブル
が発生し
やすい状
況だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児を
見取れる
環境では
あった
が、他の
子どもの
様子も合
わせてみ
ていたた
め、その
瞬間は背
を向け、
目を離し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの対応
をしてい
たため、
対象児は
見ていな
かった。

子ども
の前後
の言動
から次
の行動
を予測
した
り、子
どもの
興味関
心や土
間での
遊び方
を見取
ること
が不足
してい
た。

遊び方等の
見取りに関
して、現場
に関わる保
育教諭で共
有できるよ
うに話し合
う。
危険が予想
される子ど
もに声掛け
するタイミ
ングや危険
な場面の共
通認識をも
てるよう配
慮する。

7222

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

研修も職
員配置も
十分に
行ってい
た為改善
点なし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12
特記事項
なし

点検は十
分に行っ
ているた
め改善策
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が遠
くを見て
いたた
め、足元
を見てい
なかった
可能性が
ある

遊びに夢
中になっ
ていても
立つ位置
などに気
を付けら
れるよう
に声を掛
け、自分
自身でも
気を付け
られるよ
うに指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、普段
と変わら
ない様子
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場全
体を見て
いた為、
園児が落
下する瞬
間が見れ
ず、補助
に間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場で
他児の対
応を行っ
ていた

見守る
園児の
優先順
位の見
極めが
出来て
いな
かっ
た。

年長児だか
ら大丈夫と
思わず、遊
具などの危
険が伴う場
所を重視し
て見れるよ
うにする。

7223

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

10 2 1
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左拇趾／
第２足趾
間裂創　　
左母趾剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

園で発生
した事故
内容を振
り返り、
事例に基
づいた研
修を取り
入れてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

　安全点
検内容を
再検討
し、必要
箇所等を
追加して
いく。
　（今回
の事故現
場は安全
点検箇所
に含まれ
ていた）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

活動に入
る前の環
境の確認
や、職員
の配置箇
所など、
事前確認
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おとなし
い性格
で、ブ
ロックあ
そびは集
中して遊
ぶ。歌っ
たり、指
遊びでの
模倣を楽
しむ。一
人おしゃ
べりが止
まらなく
なる一
方、聞き
返すと小
さな声に
なったり
黙ってし
まう事も
多い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
走ってく
るのを
待ってい
た。転倒
箇所が
ちょうど
カーブに
なってお
り、死角
となる場
所だった
が、立ち
位置から
は約１～
２メート
ルの範囲
内だった
為、泣い
ているこ
とに気づ
くことが
出来た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
者の視界
から死角
になる場
所での転
倒だった
為、見え
なかっ
た。

―

活動内容に
応じて、靴
を履かせる
などの対応
をしてい
く。

18 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7224

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 26 25 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折
（全治2
か月との
診断）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数

1.基
準以
上配
置

ジャング
ルジム様
の大型遊
具からの
転落事
故。
これまで
も当該遊
具を「近
くにいる
職員が監
視担当を
すること
と」とし
ていた
が、誰が
担当か、
あいまい
な部分が
あった。

・今回の事
故を受け、
大型遊具専
門の担当者
を配置。担
当者はビブ
スを着用
し、誰にで
も一目で分
かるように
する。
・子どもに
も「ビブス
の先生がい
ない時は大
型遊具は使
えない」こ
とを徹底、
子どもと大
人の両面か
ら安全対策
を図る。
・上記の件
を安全管理
マニュアル
に追記、職
員に周知す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

1

事故後、
大型遊具
自体を点
検してみ
たが、安
定性・ゆ
がみ等、
不具合は
見当たら
なかっ
た。

大型遊具
担当職員
は、遊具
使用直前
にも遊具
自体の安
全確認
（雨で濡
れてない
か・安定
している
か等）を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故当
時、多く
の子ど
も・保育
者が園庭
に出てい
たが、明
確な担当
者がいな
かった。

・大型遊
具には必
ず担当職
員をつけ
る。
・すべて
の人から
担当者が
誰かわか
るよう、
専用ビブ
スを着用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
園庭で元
気に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大型遊具
周辺にい
たが、他
の子ども
の所に行
き、少し
（数メー
トル）離
れた際に
落下事故
が起きて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
ごとに園
児を見て
おり、担
当者・対
象児を見
てはいな
かった。

それま
で特段
問題が
なかっ
たこと
から、
職員全
体に大
型遊具
の危険
性への
認識が
低かっ
たこと
が考え
られ
る。

事故後、各
種会議（以
上児職員会
議・責任者
会議・全体
職員会議）
で事故を検
証。
対策案（大
型遊具担当
職員の配置
等）を講じ
た。

7225

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

34 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

職員間の
連携を密
にし、安
全面に見
落しのな
いよう職
員配置に
配慮す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

園庭に出
る階段付
近に障害
物や破損
等がない
か毎日点
検する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後の時
間帯は集
中が切れ
やすく、
足元の階
段に注意
が向か
ず、ぼん
やりして
いた可能
性。

注意散漫
になりや
すい時間
帯の戸外
遊びが事
故につな
がりやす
いことを
確認した
うえで、
戸外での
職員配
置・活動
内容を考
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

下足置き
場で長靴
に履き替
え、戸外
に出る階
段を降り
ようとす
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

（担任が
先に園庭
に出て）
階段下で
本児が階
段を下り
てくるの
を見守っ
ていた
が、本児
が階段を
降り始め
た時、一
瞬で転倒
し手を出
したが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で遊
んでいる
子全体を
見守って
いた。本
児が階段
を下りて
くる様子
も見えた
が、一瞬
で転倒
し、すぐ
本児に駆
け寄る。

本児が
長靴を
しっか
り履い
ていた
かどう
か。
（靴の
中が不
安定
だった
可能
性）

下足置き場
周辺で声掛
け指導・安
全確認をす
る。

7226

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

34 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故予防
マニュア
ルを作成
し、職員
への周知
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

丸太遊具
の高さを
半分に切
る。(約
100㎝➡
50㎝)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員を丸
太遊具な
どの段差
のある遊
具周辺に
配置し、
安全指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも自
分で丸太
遊具に
登ったり
降りたり
して遊ん
でいたの
で、特に
変わった
行動はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が丸
太の上に
座ってい
る姿を見
守ってい
た。降り
る際も立
ち上がら
ずに足か
ら降りた
が、着地
の際バラ
ンスを崩
した瞬間
すぐに手
を伸ばし
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
を見守っ
ていて、
本児が丸
太に座っ
ている姿
も確認し
ていた
が、降り
る瞬間気
づかな
かった。

本児が
足元を
見ずに
降りた
可能
性。

戸外に出る
前の安全点
検。園児に
安全な遊び
方を指導。

7227

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 1 8 4 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

足腰を鍛
えていく
ことが必
要なた
め、教諭
も体操等
に興味関
心をもつ
ことが必
要と感じ
る

いろいろ
な体操、
足腰を鍛
える運動
を当園の
体育講師
に助言を
いただく
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

障害物等
ない場所
であるた
め原因と
なるもの
がない。

ハード面
での改善
策はない
と考えま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日、入
園式で
あった。
この日よ
り前日ま
で行って
いたお昼
寝を終了
していた
ので、疲
れが残っ
ていたと
思われ
る。

お昼寝が
とれない
日は、活
動の内容
を考え、
室内にも
ゆっくり
と休める
ような場
所をつく
り、身体
を休ませ
ることが
できるよ
うにす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

前日、休
みで病院
に通って
いたた
め、万全
の体調で
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当日保育
した子ど
もたちと
一緒に過
ごしてい
たが、ト
イレに行
きたい
子、お迎
えに来た
方への対
応を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4月7日当
日は、入
園式のた
め、入園
式を行
い、片付
け、次の
日の準備
にあたっ
ていた。

体調不
良・疲
れが
残って
いたか
もしれ
ない。
疲れ等
なかっ
たか、
もっと
確認す
べきで
あっ
た。

体調不良で
欠席の次の
日、長時間
預かりの子
どもには、
15：30頃体
調をもう一
度確認する
ようにす
る。

7228

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

マニュア
ルにのっ
とり、
日々リス
クを認識
しながら
業務に臨
んでいる
が、より
意識づけ
が重要で
あると考
える。

今回の事
故を参考
に、より
充実した
研修を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

鉄棒の下
は土で比
較的柔ら
かいと認
識してい
たが、落
下の仕方
や部位に
よっては
危険であ
ると再認
識してい
る。

土ではな
く、ゴム
チップや
芝生を敷
き、鉄棒
からの不
慮の落下
の際にも
より安全
対応でき
るように
する。業
者と検討
中。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面に
関しては
特にな
し。

活動内容
や活動環
境は適切
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に変
わりなく
登園して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の遊具
の近くに
ポジショ
ンをと
り、全体
を見てい
たため、
鉄棒の近
くにはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年中クラ
スを担当
職員が一
人で見て
いた。

鉄棒が
好きな
児が多
く、瞬
間的に
児が鉄
棒にた
くさん
集まる
ことも
多くあ
る。

鉄棒遊びの
ルール（一
人ずつ、鉄
棒の上に座
るために登
らない。）
を明確に
し、園児も
理解しやす
いように保
育教諭から
伝える。

7229

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 3 3 3 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

送迎時で
出入りが
激しかっ
た。

送迎時の
人事体制
を見直
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
おもちゃ
箱の配置

箱の撤去

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の置
き場所

遊具の撤
去と環境
設定の見
直し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

―

子ども
が背後
にいて
しまっ
た。

子どもが背
後にならな
いような人
的配置を行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7230

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

A  AB 外
傷性亜脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

こども達
の活動移
行の際の
職員の動
きの見直
しと、こ
ども達へ
の廊下の
歩き方を
再度伝え
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

長い直線
の廊下は
心理的
に、こど
も達の走
りたいと
いう気持
ちを生む

廊下の中
央にマー
カーコー
ンを置く
等走りに
くい環境
を検討。
また、翌
年度の教
室配置の
変更も視
野に入れ
て考えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

15：00頃
おやつを
食べ終わ
り、うが
いへでか
けた。う
がいが終
わり、教
室へ戻る
為、廊下
を歩いて
いる時
に、後ろ
向きに歩
いていた
子と衝突
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつ後
の清掃・
片付けを
行ってお
り、本児
の怪我を
した瞬間
を見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当クラス
は一人担
任であっ
た為、他
の職員は
いなかっ
た

進級間
もない
時期で
もある
為、う
がいや
排泄に
向かう
際の、
廊下の
歩き方
の伝え
方の不
足や保
育教諭
の配慮
の不足

日頃より、
全職員が廊
下を前を向
いて歩くこ
とや走らな
いことを徹
底して伝え
ていくと共
に、保育教
諭も十分配
慮する。

7231

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 18 20 21 5 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

大型遊具
の職員配
置１名の
マニュア
ルの内容
が不十分
だったと
考えられ
る。

大型遊具
の職員配
置を１名
→２名に
見直し、
マニュア
ルに記載
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

特になし

遊具提供
会社とケ
ガの情報
を共有し
て、対応
を仰い
だ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員間で
対象遊具
に起こり
うる危険
性につい
て再度検
討し、共
通理解し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の危険
個所（ト
リックラ
ダー）を
見てお
り、対象
児の動き
を見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の個所
を担当し
ていた。

大型遊
具に職
員を１
人配置
してい
たが、
別の危
険個所
（ト
リック
ラ
ダー）
を見て
いた。

大型遊具使
用の際は、
職員を２名
配置し、ク
ライミング
ウォールと
トリックラ
ダーの危険
個所２箇所
を見るよう
にする。

7232

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

63 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故発生
時転倒の
瞬間を見
ていな
かった。

職員間で
連携し、
子どもの
活動の把
握を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12回以上
特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

転倒しや
すい場所
や怪我に
つながり
やすい場
面を子ど
もたちと
確認し合
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は近
くにいた
ものの、
他の園児
の対応し
ていたた
め、本児
が転倒し
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配担当
者は加配
児を見て
いた。

対象児
が転倒
する瞬
間を見
ていな
かっ
た。

他の職員と
連携し、園
児の細やか
な観察を行
う。

7233

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

101 42 59 9 9
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕尺骨
骨折、橈
骨脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

本児が他
児の様子
を見て、
鉄棒を
やってみ
たいとい
う気持ち
が高ぶっ
ていた。

やってみ
たい気持
ちを受け
止めなが
らも、気
持ちを落
ち着ける
ように言
葉をかけ
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

本児に対
して鉄棒
の高さが
高かっ
た。

固定遊具
を使う際
は、園児
の発達や
体の大き
さに合っ
たものか
確認す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

危険性を
考慮し、
保育内容
を考えた
り使う固
定遊具を
制限する
必要が
あった。

子どもの
発達をよ
く把握
し、発達
に合った
遊び方を
提案して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が鉄
棒をして
いる様子
を見て、
興味を
もってい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

保育教諭
が本児の
脇を支え
て、前回
りをさせ
るため鉄
棒に乗せ
た。
回ろうと
している
際にも、
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のクラス
の園児の
遊びを見
ていた。

保育教
諭1人に
対し
て、3人
の園児
が鉄棒
で遊ん
でお
り、他
児も見
てい
た。

鉄棒の内容
によって、
個別に見れ
るように、
園児の人数
を制限す
る。

7234

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 26 26 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首ひ
び（全治
1か月程
度との診
断）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

 数回

1.基
準以
上配
置

ジャング
ルジム様
の大型遊
具からの
転落事
故。
これま
で、当該
遊具の近
くにいる
職員が安
全確認す
ることと
していた
が、誰が
担当か曖
昧な部分
があっ
た。

・この事故
を受け、大
型遊具専任
担当者を配
置。担当者
はビブスを
着用、だれ
でも存在の
有無を確認
できるよう
にする。
・子どもに
も「ビブス
の先生がい
ない時は大
型遊具で遊
べない」こ
とを徹底。
子どもと大
人の両面か
ら安全対策
を図る。
・上記の件
を安全管理
マニュアル
に追記し、
全職員へ周
知する。

1.定期的
に実施

576
1.定期的
に実施

576
2.不定期
に実施

288

事故後、
大型遊具
自体を点
検してみ
たが、安
定性・ゆ
がみ等、
不具合は
なかっ
た。

大型遊具
担当職員
は、遊具
使用直前
に遊具自
体の安全
確認（雨
で濡れて
いない
か・安定
している
か等）を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故当
時、大型
遊具周辺
に明確な
担当者が
いなかっ
た。

・大型遊
具使用時
は必ず専
任職員を
配置す
る。
・専任職
員の有無
をすべて
の人が確
認できる
よう、当
該職員は
専用ビブ
スを着用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気な様
子であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大型遊具
の近くに
はいた
が、大型
遊具だけ
に注目し
てはいな
かった。
（園庭全
体を見て
いた）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
もまた、
自分の周
辺または
園庭全体
を見てお
り、大型
遊具だけ
を注視す
る職員は
いなかっ
た。

前年度
まで、
特に問
題がな
かった
ことか
ら、職
員全体
に大型
遊具の
危険性
への認
識が低
かっ
た。

事故後、各
種会議（以
上児会議・
責任者会
議・全体職
員会議）で
事故を検
証。
対応策とし
て、大型遊
具使用時は
必ず担当職
員を配置す
ることとし
た。

7235

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 3 2 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘亀裂
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

勉強会や
安全委員
会を通し
て事故の
検証を行
い改善・
予防に努
めている
ため、特
になし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
特にな
し。

破損等今
回の怪我
につなが
る原因は
なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

待つこと
に飽きて
遊び始め
てしまっ
た園児へ
注意の声
掛けが不
足してお
り、近く
で立って
待ってい
た本児に
衝突する
という危
険予知が
できてい
なかった
こと。

待ってい
る時間が
長くなる
ことが予
想される
ときは、
座って待
つ声掛け
をするな
ど、園児
が落ち着
いて待て
るように
言葉掛け
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身支度を
終え他の
園児の身
支度が終
わるのを
待ってい
る時間
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を含
め当時5
名の園児
の降園準
備の様子
を見守っ
ていた。

他の職員
はいな
かった。

ほかの
園児が
身支度
を終え
るまで
並んで
待つこ
とに
なって
いた
が、お
んぶを
して遊
んでい
る園児
への注
意の声
掛けが
できて
いな
かっ
た。

遊ぶ時間、
準備時間、
待ち時間な
どその時々
のルールを
子どもたち
へ伝え、け
じめある態
度がとれる
ように指導
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7236

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

転倒に
よる事
故で防
ぐこと
はでき
なかっ
たが、
担任が
本児の
様子に
気づい
ていた
ら、
もっと
早い対
応が取
れたと
考え
る。

園児の様子
にもっと気
を配る、ま
た何でも話
せる関係づ
くりに努め
る。

7237

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 10 10 10 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2
2.基
準配
置

―

全職員に
事故の報
告をし、
状況や検
証内容も
伝え、危
機意識を
高めて
いった。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

鬼ごっこ
をする安
全なス
ペースの
保証。

今回は
走ってき
た三輪車
との衝突
であった
が、乗っ
ていない
三輪車に
つまずく
ケースも
あるの
で、速や
かに片付
けるよ
う、職員
同士で徹
底した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をしてい
るところ
に三輪車
の通り道
があっ
た。

いろいろ
なあそび
がそこか
しこで行
われてい
るので、
三輪車の
通り道で
の鬼ごっ
こなど
は、職員
の配置を
変更した
り、よく
見ていら
れるよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

しっぽ取
り鬼ごっ
こで、鬼
に追いか
けられて
必死で逃
げてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころか
ら、見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
の職員が
衝突の現
場を見て
いた。

―

あそびの見
守りと危険
の察知につ
いて職員の
配置を見直
す。

7238

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 20 30 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

人工呼吸
器ユニッ
ト１１８
番を設置
し、定期
的に園内
研修。

園内研修
にて全職
員で事故
防止マ
ニュア
ル、事故
発生時の
対応の再
確認をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

玩具の破
損は、そ
の都度、
修理して
いる。

全職員
で、子ど
も達の安
心、安全
について
考慮し、
連携して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園内研
修、職員
会議にて
子ども達
一人ひと
りの発育
や発達状
況を把握
し共通理
解を深め
る。全職
員の見守
りの意識
改革に取
り組む。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日頃は、
虫探しや
砂場遊び
を好んで
してい
た。３歳
児クラス
時は、一
歩橋に興
味を示し
手前に座
ることを
繰り返し
楽しんで
いたが,
４歳児ク
ラスに
なってか
ら挑戦す
姿は見ら
れなかっ
た。今
回、関心
を示し一
歩橋の途
中から
座った
が、転倒
して今回
のけがに
なる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

Ａ職員：
１５時30
分頃から
の園庭遊
びは、お
迎え保護
者の対応
もしつ
つ、全体
的な見守
りを行っ
ていた。
また、対
象児が一
歩橋に挑
戦してい
る姿も把
握してお
り、離れ
たところ
から見
守ってい
た。Ｂ職
員：園児
の着替え
で、園庭
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

Ｃ職員、
Ｄ職員は
園庭全体
の子ども
達を、見
守ってい
たが、Ａ
職員の位
置は、対
象児が見
えたが、
他の職員
からは見
えていな
かった。

―

保育教諭が
子ども達一
人ひとりの
日常の言
動、生活な
どの状態や
家庭との連
携を通し
て、発育や
発達状況を
把握共有
し、園内外
活動を見守
り、場合に
よっては制
止する。

7239

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

116 38 34 44 13 9
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上上腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

木登りを
行う際、
落下防止
の為、1
対1で対
応をして
いく。そ
の体制が
難しい時
は木登り
を禁止す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

引き続き
点検を
行ってい
く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭が広
い為、見
通しが更
に良くな
るように
園庭整備
を進めて
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に過
ごしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くに居
たが、転
落時駆け
寄ったが
間に合わ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

木登りを
行う際、
落下防止
の為、1
対1で対
応をして
いく。そ
の体制が
難しい時
は木登り
を禁止す
る。

木登り
を行う
際、落
下防止
の為、1
対1で対
応をし
てい
く。そ
の体制
が難し
い時は
木登り
を禁止
する。

園庭で活動
時の職員の
人数により
使える範囲
を決めてい
く。

7240

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

今年度、
職員会議
等で危機
管理マ
ニュアル
の共通理
解ができ
ていな
かったた
め、職員
の危機管
理に対す
る意識が
薄くなっ
ていた。

危機管理
マニュア
ルをもと
に園の危
機管理に
ついて会
議を行い
共通理解
をする。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の
サーキッ
ト遊びの
経験の差
があるこ
とから、
保育教諭
は全体に
も目を向
けていた
ため、本
児が巧技
台から飛
び降りま
だマット
から降り
ないうち
にすぐ次
の児が飛
び降りる
と危険と
いうこと
の指導、
援助がで
きなかっ
た。

保育者の
補助が必
要であっ
たはしご
や平均台
を保育教
諭が付か
なくても
遊べる遊
具に組み
替え、全
体を見て
対応する
保育教諭
を増やす
ことで巧
技台に付
く保育教
諭は巧技
台ジャン
プの指導
と安全に
集中す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サーキッ
ト遊びを
繰り返し
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

巧技台の
近くには
いたが全
体の園児
の様子を
見ていて
巧技台を
する本児
に注目し
て見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

はしごと
平均台の
ところで
1名ずつ
補助を行
い、１名
は危険な
遊び方を
していた
り、走り
回る児を
遊びに
誘ったり
していた
ため見て
いなかっ
た。

巧技台
に付い
ていた
保育教
諭は、
サー
キット
遊びに
慣れて
いない
園児の
ことが
気にな
り、安
全に巧
技台
ジャン
プがで
きるよ
う園児
を指
導、援
助でき
ていな
い時間
があっ
た。

保育教諭は
担当してい
る巧技台で
安全に遊ぶ
補助を行う
とともに、
かつ全体に
目を向ける
意識を持
つ。また複
数の保育者
のそれぞれ
の役割を見
直し、必要
であれば
サーキット
遊びの組み
合わせ内容
を見直す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7241

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 3 18 8 8
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

上口唇部
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

予測しき
れない事
態への対
応を心が
ける必要
がある

子どもの
発達に応
じた動き
を職員間
で確認
し、危険
性を事前
に共有す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

床が滑り
やすい場
所でな
かった
か、事前
に確認す
る必要が
ある

滑りやす
い部分に
は、処置
を施す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人一人
の歩行の
発達状況
にあわせ
た動きを
予想でき
ていな
かった

一人一人
の見守り
方を周知
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が好
きなとこ
ろへ行
き、探索
を楽しん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

各所に配
置してい
た遊具に
保育教諭
は配置し
ていた
が、本児
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れた場
所の遊具
について
いたの
で、手を
差し伸べ
られな
かった

保育教
諭の人
数は
揃って
いた
が、事
故が発
生して
しまっ
たので
見直し
が必要
と考え
る

子どもたち
の行動や事
故予測に対
し、日頃か
ら職員間で
話し合い安
全に遊べる
ように心が
ける

7242

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

93 10 10
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環小指
中手骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

園外保育
はいつも
以上に子
どもの様
子を見て
いく必要
があると
いう意識
が低かっ
た。

公園下見
の際、予
測出来る
行動を詳
細に割り
出してい
く。
遊具に付
くだけで
はなく、
危険な箇
所を把握
して重点
的に見て
いく。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
特にな
し。

遊ぶ前に
点検をし
たが異常
なく、遊
具に問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもよ
り興奮気
味の子ど
も達を落
ち着かせ
る声掛け
が不足し
ていた。

事前に子
ども達全
員へ向け
て、約束
事の確認
を行い安
全に遊べ
るように
見守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園外保育
でいつも
と違う環
境に少し
興奮して
おり急ぐ
ような行
動が見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

滑り台で
遊んでい
たことは
認識して
おり、本
児がいつ
もより興
奮気味
で、急い
で滑り台
を登った
ことは見
ていた
が、転倒
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具には
最低1人
の保育教
諭がつ
き、その
他の保育
教諭は公
園の中を
それぞれ
見回って
いが、転
倒の瞬間
は見てい
ない。

2方向の
すべり
台に対
して1名
の配置
だっ
た。1名
では死
角があ
り見守
りとし
ては不
十分で
あっ
た。

2方向、それ
ぞれに付く
よう2名の配
置にする。
遊具に適し
た人員配置
にする。

7243

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 7 5 7 4 4
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の事
例をマ
ニュアル
に明記す
るととも
に全職員
にも周知
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

戸口付近
に遊具を
置かな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

気温や園
児の状況
を見て、
早めに扉
を閉めて
冷房を入
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
元気に遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでお
り、これ
までに事
故は全く
なかった
ので、今
回の事故
の予測が
つかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の組
の園児を
中心に見
守りを
行ってい
た。

特にな
し

高い所等危
ない場面に
なりそうな
子どもへは
早め早めの
声掛けを行
う。

7244

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

5 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故発生
の場所、
時間など
を記録
し、共有
化する

職員環境
（場の配
置人数）
を整える

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
人数確
認、保育
教諭の配
置

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
元気に登
園してき
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

隣にある
鉄棒を
使ってい
る園児が
いたの
で、そち
らの補助
と見守り
をしてい
たため、
該当児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他にも園
庭で遊ん
でいる園
児がいた
ため、そ
ちらを見
ていて該
当園児は
見ていな
かった。

特にな
し

雲梯を利用
するときに
は必ず保育
教諭がその
場につくよ
うにする。
滑りやすく
ないか点検
する。

7245

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

27 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

園庭での
過ごし方
を再度検
討し、職
員にも伝
えた。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

園庭が滑
りやすい
箇所が
あった。

園庭の砂
の部分は
小石が
あったり
して、滑
りやすく
なってい
る所もあ
るので、
日々の点
検でも注
意するよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭での
子どもた
ちの見守
り方も再
度検討し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に園庭で
遊んでい
た。友達
を追いか
けていき
転んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で遊
んでいた
ので、他
の子ども
達をみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

園庭での過
ごし方など
も話し合い
をし、改善
した。

7246

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95 32 31 32 9 9
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

保育教諭
が片付け
などを子
どもたち
と一緒に
している
が、他の
箇所まで
目を配ら
せていな
かった。

総合遊具
等怪我を
するリス
クがある
箇所で遊
んでいる
場合は、
保育教諭
が見守
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

雲梯の使
用時の落
下を考
え、地面
にはマッ
トを敷い
ている。
本児の発
達状況も
運動面も
特に問題
はなく、
好んで日
頃より雲
梯遊びを
してい
る。雲梯
使用時に
ぶりがつ
いていた
為と落下
時に体の
コント
ロールが
うまくい
かず肘を
ついた形
で落下し
てしまっ
た。

園児の落
下を考
え、地面
にマット
を敷いて
おり、
ハード面
では特に
問題はな
いと考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
ながらで
はある
が、各
コーナー
に保育教
諭が分散
してい
た。

子どもた
ちがそれ
ぞれの部
屋へ入る
までは、
全体を見
る保育教
諭を配置
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯で２
本とばし
をしよう
とぶりを
つけてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

各コー
ナーの片
付けを子
ども達と
していた
ため、雲
梯をして
いた本児
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各コー
ナーの片
付けを子
ども達と
していた
ため、雲
梯をして
いた本児
を見てい
なかっ
た。

各コー
ナーの
片づけ
をして
いたた
め、総
合遊具
などで
遊んで
いる子
を見て
いな
かった
ため。

子どもたち
がそれぞれ
の部屋へ入
るまでは、
全体を見る
保育教諭を
配置する。
また、雲梯
遊びの方法
について
も、子ども
の力量に
あった活動
かどうか確
認し、危険
なようであ
れば声掛け
をして行動
を抑止をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7247

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 20 29 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

園庭で遊
ぶ子ども
の監視、
保育者の
配置を改
善する 
（危険な
遊び方に
気付ける
配置）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具から
隣にある
砂場テン
トの梁を
目掛けて
高くジャ
ンプする
遊びをし
ようとし
ていた。
ジャンプ
した際、
体勢を崩
し、左腕
から着地
する状態
になっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・本児か
らは離れ
た場所の
遊具で遊
んでいる
園児の見
守りをし
ていた
・他の職
員に呼ば
れ、本児
のケガを
確認した
・保護者
に連絡し
受診を依
頼した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・本児が
転倒した
音に反応
し、すぐ
に状況把
握に努め
た
・担当職
員を呼ん
だ

―

子どもたち
が死角に入
らない位
置、全体を
見渡せる位
置に職員を
配置し、監
視をする

7248

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 52 53 8 8
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
中の遊具
の監視に
おける危
険察知の
甘さが要
因である
と思われ
る。

職員の立
ち位置、
見守りの
方法を再
確認

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

戸外遊び
の際、園
児の年齢
や配置職
員の状況
により危
険が予測
される遊
具には、
使用を禁
止の掲示
を行い注
意を喚起
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外遊び
の時間と
給食配膳
の時間が
重なり、
園庭配置
の職員が
午前11時
30分より
2名減っ
ていた。

午前11時
30分から
は危険が
予測され
る遊具の
使用を取
りやめ、
ブランコ
も取り外
すことと
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●●によ
じ登り、
滑り降り
ようとし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ジャング
ルジムと
●●の2
か所を見
守ってい
たが、他
の遊びを
している
園児に気
を取られ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が側にい
る園児を
見てお
り、該当
遊具を見
ていな
かった。

比較的
低い遊
具で事
故の事
例がな
かった
ことか
ら、危
険性の
認知度
が低
かっ
た。

不自然な動
きをしてい
る園児をす
ぐに見つけ
ることが出
来るよう
に、少し離
れた位置よ
り全体を見
渡す役目の
職員を配置
する。ヒヤ
リハット
マップの内
容をさらに
精査する。

7249

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 39 24 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
幹部骨折　
らせん骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

研修も職
員配置も
十分に
行ってい
た為改善
点なし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
特記事項
なし

点検は十
分に行っ
ているた
め改善点
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢的に
まだ危険
かどうか
判断でき
ない部分
があり今
回の行動
をとって
しまった

どのよう
なことが
危険行為
になるの
かその都
度伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はなく
普段と変
わらない
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
いる場所
は把握し
ていた
が、全体
の見守り
も行って
いた為、
落ちる瞬
間には気
付かず落
ちた後の
声気が付
き間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場で
他児を見
守ってい
た為気付
かなかっ
た。

全体を
見なが
らも、
個々の
動作で
危険要
素がな
いか確
認でき
ていな
かった

危険行為だ
と分からず
に行動する
ことがある
ので十分に
気を付けな
がら見守り
や声かけを
する

7250

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

事故発生
時の職員
配置は十
分に配置
されてい
た。担任
全員が本
児の走っ
ている状
況を確認
してい
た。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 ―

ホールの
柱などの
危険個所
にはマッ
トを置き
衝突しな
いように
環境構成
を行って
いた。
ホールの
広さもあ
り、十分
なスペー
スでリ
レーを
行ってい
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

担任全員
で運動会
練習を見
守り、転
倒の際は
すぐに駆
け寄っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの練習
が行われ
ていた際
転倒し手
を床にぶ
つけた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リレー競
技練習中
だったの
でフィー
ルド内で
子ども達
の様子を
みていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

リレー競
技練習中
だったの
でフィー
ルド内で
子ども達
の様子を
みていた

―

担任がすぐ
に駆け寄
り、負傷部
分を確認。
その際手の
動き、痛み
を確認し、
在中の看護
師にも負傷
個所を見せ
に行き、手
の動き、痛
みなどを再
確認した。

7251

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 1 20 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2～3
2.基
準配
置

園児が自
由に好き
な遊びを
するのを
見守るの
も大切だ
が、安全
面にもっ
と配慮が
必要だっ
た。

園児の遊
びの行動
範囲や職
員配置を
常日頃か
ら決めて
おく。

2.不定期
に実施

数回
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

未満児に
は危険と
思われる
高い方の
雲梯のス
テップに
園児が自
由に登れ
る状況で
あり、園
児の予想
される危
険な行動
が認識不
足だっ
た。

高い方の
雲梯のス
テップに
小さい園
児が登れ
ないよう
な工夫を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以上児向
けの高さ
のある雲
梯の側
で、園児
だけで遊
んでい
た。

固定遊具
の側には
必ず職員
がつき、
以上児向
けの遊具
には、小
さな園児
は行かな
いような
配慮・工
夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
片づけが
始まり、
担任に声
をかけら
れたが、
姉（年長
児）と一
緒に遊ん
でおり、
そのまま
姉と一緒
に大きい
方の雲梯
の側で遊
び続け
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片づけと
同時にグ
ループご
とに園児
を入室さ
せるた
め、順番
に数名ず
つテラス
へと誘導
してい
た。ほと
んどの園
児が入室
をした
為、職員
1名を残
し、他の
担任はク
ラス内へ
と入って
おり、事
故が起き
た時間
は、園庭
には担当
職員は1
人だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの園児
たちも園
庭遊びを
していた
ので、園
庭には数
名の職員
がおり、
雲梯から
数Ｍ離れ
た滑り台
の場所に
は年長の
担任がい
た。その
際、雲梯
の側で2
名が遊ん
でいるの
は、視界
に入って
いたが、
本児が雲
梯のス
テップか
ら足を踏
み外した
瞬間に
は、間に
合わな
かった。

片づけ
からの
入室の
時間
で、グ
ループ
ごとに
園児を
入室さ
せてお
り、ほ
とんど
の職員
が園児
と一緒
に園舎
内に
入って
しま
い、園
庭には
十分な
人数の
保育教
諭がい
なかっ
た。

入室の際
は、クラス
の園児をグ
ループごと
に入室させ
るのではな
く、全員を
テラスに集
め、揃った
ことを確認
し、みんな
で入室す
る。

23 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7252

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部

後頭部打
撲傷　　
後頭骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24
2.基
準配
置

寝起きの
児を背
負った状
態から降
ろすとき
の配慮が
十分では
なかった
のではな
いかと考
えられ
る。

危険事項
につい
て、何が
危険なの
か具体的
に見直し
をして、
保育の中
で生かせ
るように
する。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36

事故が
あった場
所の床面
が固いこ
とから、
２歳児が
使用する
幼児便所
として、
もし転倒
した場合
を考える
と、マッ
トの敷き
方が不十
分であっ
た。

床面全体
に屋内用
マットを
敷き詰
め、危険
と思われ
る場所を
覆う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午睡後、
子どもを
起こした
り排泄を
促したり
する中
で、少し
注意を
怠った。

排泄指導
時の職員
連携や他
学年との
便所利用
方法他再
検討す
る。
職員連携
や危機管
理につい
て、全職
員に周知
を図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

自分から
背負われ
ることを
好む子ど
もであっ
たため、
午睡後背
負って便
所に連れ
て行き、
排泄を促
そうとし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人は同
じ便所内
にいたが
他児の排
泄指導を
していた
ため、見
ていな
かった。
もう一人
は、午睡
の部屋で
ござを巻
いたりす
るなど、
午睡後の
片付けを
してい
た。

完全に
目が覚
めてい
ない子
ども
は、後
から誘
いに行
くな
ど、職
員同士
声を掛
けなが
ら個々
の状態
に合わ
せて対
応をす
ること
が必要
だっ
た。

午睡後、い
ろいろな状
態の子ども
達がいるの
で、背負う
のではな
く、完全に
目が覚める
まで待つな
どの対応を
する。

7253

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

スター
ト、ゴー
ル地点に
職員を配
置した
が、子ど
もの状態
について
職員間で
声掛けが
不十分
だった。

ゴール地
点での子
供の動き
を予測
し、声を
かけ、安
全にゴー
ルできる
走る速さ
を伝える
必要性が
ある。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
地面が乾
燥してい
た。

地面が乾
燥してい
た場合
は、適量
の水をま
き、地面
の様子を
確かめ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゴール地
点で足が
もつれ転
倒につな
がった。

安全に
ゴールす
るため、
スピード
を下げな
がら走る
ことを伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4人1組で
ランニン
グしてい
た。3番
手で走っ
ていて、
前にいた
児童の後
ろをつい
ていくよ
うに走っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
はランニ
ング出発
地点に1
名、ラン
ニング終
了地点付
近に１名
がいて、
走ってい
る子ども
たちを見
守ってい
た。終了
地点にい
た保育教
諭を通り
過ぎたと
ころで転
倒した。
あまりに
も急だっ
たので支
えるなど
の対応が
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児ク
ラスの職
員がテラ
スにいた
が、４歳
児の行動
の見守り
を行って
いたの
で、対象
時の動き
は見てい
なかっ
た。

ゴール
直前で
バラン
スを崩
し、足
がもつ
れて転
倒し
た。

その日の子
どもの気持
ちの高揚の
度合いを把
握し、早め
に声掛け
し、無理な
く取り組め
るよう配慮
していく。

7254

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 3 7 5 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊び自体
に極端に
危険な要
素はな
かった。

遊戯室の
環境、遊
び方を再
度検討す
る。

2.不定期
に実施

２～３
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

木製の長
椅子に破
損部分は
見られな
かった。

無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ベンチ型
の木製長
椅子は、
普段から
子どもが
遊びの中
で使用し
ていた。

環境の構
成、椅子
の使用方
法の見直
しを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人は、日
頃から活発
で小さなけ
がが多い傾
向にある。6
月●日に
は、鉄棒遊
びをしてい
る最中、
ピョンピョ
ンと跳び上
がり前歯を
強打。前歯
は、指で押
すと揺れる
状態だった
ので、●●
歯科を受
診。レント
ゲンの結
果、永久歯
が乳歯の下
にみられた
ため、ぶつ
けた衝撃で
少し揺れ
た。生え変
わる時期に
重なっただ
けで問題は
ないとのこ
とだった。
処置は無
し。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
近くで全
体を見て
いた。対
象児が警
察ごっこ
をしてい
ることは
認識して
いたが、
けがにつ
ながる様
子はない
と判断し
特に注意
する状況
はなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

けが当時
は人数も
少なく一
人で担当
してい
た。

普段か
らけが
の多い
対象児
の行動
をもっ
と観察
すべき
だっ
た。

今以上に対
象児の行
動、遊びの
内容等を注
意深く観察
する。遊ぶ
場所・保育
士の配置等
を見直す。

7255

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 17 21 20 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折(左
肘）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

太鼓橋に
ついての
記載な
し。

事故防止
マニュア
ルに、太
鼓橋につ
いて追加
記載。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故が起
きた場所
（太鼓
橋）が、
コンク
リートと
石で出来
ている。

太鼓橋で
転ぶと危
険なた
め、「走
らない、
気を付け
て渡る」
というこ
とを伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちは、砂
遊び、虫
探し、ま
まごと遊
び、集団
遊び(か
くれん
ぼ)等、
思い思い
に遊ぶ。
職員の人
数の少な
い時の遊
びとし
て、かく
れんぼは
適さな
い。

かくれん
ぼは、職
員も隠れ
てしまう
ので、子
どもの把
握ができ
ないの
で、やら
ない。　　
子どもた
ちに、太
鼓橋では
走らない
で渡る事
を約束す
る。安全
教育。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担任と10
名ほどの
園児とか
くれんぼ
をしてい
たが、抜
けてしま
う。一人
で走り回
ることが
多い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は、
園児らと
一緒にか
くれんぼ
を楽しん
でいた
が、本児
が遊びか
ら抜けた
直前で視
野から抜
けてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名、●
●川付近
で虫探
し。1名
はおまま
ごとをし
ていて本
児に気が
付かな
かった。

時差出
勤であ
り、こ
の日の
休暇の
職員が
いたた
め、職
員の人
数が少
なかっ
た。そ
の人数
での連
携が取
れてい
なかっ
た。

園庭での配
置、役割
等、職員間
での連携を
取る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7256

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

48 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～5
2.基
準配
置

遊具の遊
び方の
ルールの
徹底の不
足、目を
向ける職
員の立ち
位置の配
置不足

教育・保
育施設等
における
事故防止
及び事故
発生時の
対応のた
めのガイ
ドライ
ン・園児
を事故・
災害から
守る安全
対策手引
き

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

220
2.不定期
に実施

12

滑り台の
着地地点
と中間地
点には衝
撃を和ら
げる素材
にはなっ
ていた
が、転落
した場所
には、衝
撃緩和が
出来る地
面には
なってい
なかった

遊具の安
全マット
を滑り台
の両サイ
ドに敷
き、転落
時の衝撃
の緩和が
出来るよ
うに改善
した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コーナー
全体に職
員の目が
向けられ
るように
していた
が転倒を
防げるよ
うな立ち
位置には
職員はい
なかった

遊びの
ルールが
定着する
までは、
滑り台の
傍には見
守り職員
を配置す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

9時から
通常保育

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
える位置
のはいた
が、他の
遊具につ
いていた
ため、そ
ばについ
ているこ
とができ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ園庭
にいた
が、他児
に目を向
けていた

園児に遊
ぶ時の約
束を周知
徹底出来
ていな
かった
事、鬼
ごっこの
直後に遊
具を使用
した事
で、他児
に押され
たことに
より転落
してし
まった。
活動の切
り替えが
出来てい
なかっ
た。

違う活動に
移る際に
は、活動を
一度止めて
ルールにつ
いて園児に
伝える。
ルールが定
着するまで
はすぐそば
で職員が目
を向け見守
りを行い、
その都度、
繰り返し
ルールを伝
えていく事
で、ルール
の定着させ
る。

7257

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

3名保育
者がいた
が、担当
の列しか
見れてい
なかった

全体を把
握したう
えで担当
の列の補
助を行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

マットの
上で行っ
ていた
が、勢い
がついて
しまっ
た。

エバー
マットを
使用しや
わらかい
マットの
上で練習
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担当列の
保育士が
普段関わ
りのない
こども
だったの
で、子供
の状況判
断が適切
に行えな
かった。

こどもの
言葉だけ
ではな
く、担任
の保育士
に補助方
法を聞
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人でで
きるとい
う自信が
あり、保
育士の補
助を本人
が拒否し
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

態勢が崩
れそうに
なった時
などに補
助しよう
としてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児以
外の園児
をみてい
た

態勢が
崩れた
時に
とっさ
に補助
の手が
出な
かっ
た。

こどもの言
葉を信じき
らずにこど
ものレベル
を見て判断
する

7258

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 9 4 6 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

発生当時
迎えが相
次いだこ
とや園児
のトイレ
対応が
あった
が、職員
同士のお
互いの動
きが十分
把握でき
ていな
かった。

迎え等の
対応が
あって離
れる場合
は必ず声
をかけあ
う、フ
リーの職
員にヘル
プを求め
る等職員
同士の連
携を密に
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

おもちゃ
の取り合
いが事故
発生の前
段階に起
きていた
ため、お
もちゃの
種類や数
も検討す
べき。

おもちゃ
の取り合
いが事故
発生の前
段階に起
きていた
ため、お
もちゃの
種類や数
を適切に
なるよう
配慮す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内に
コーナー
を設け自
由遊びを
行ってい
たが、必
ずしも職
員が目を
通しやす
いコー
ナー配置
となって
いなかっ
たと思わ
れる。

コーナー
配置につ
いて、職
員が目を
通しやす
いように
改善す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった
が、最近
自己の主
張が強く
なりつつ
あり、他
児とのト
ラブルも
見受けら
れるよう
になって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

複数名で
担当して
いたが、
発生当時
迎えが相
次いだこ
とや園児
のトイレ
対応が重
なった中
で、職員
同士のお
互いの動
きが十分
把握でき
おらず、
結果室内
の子ども
全体の動
きを十分
に見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者以
外の職員
は隣の職
員室等で
作業をし
ており、
見ていな
かった。

目の前
の対応
に気を
とら
れ、常
に子ど
もの動
きに注
意を払
うこと
が必ず
しも十
分では
なかっ
たこと
が考え
られ
る。

担当職員同
士の声か
け・指示を
徹底してお
互いの動き
を把握して
園児管理を
徹底するこ
とともに、
園児全体の
動きを見る
ように努
め、トラブ
ルが起こり
そうな遊び
等が見られ
る場合には
事前に注意
を促す等、
園児への声
かけも徹底
する。

7259

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

ひだり上
腕骨顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～２
2.基
準配
置

―

今後もヒ
ヤリハッ
トはその
都度提出
し、当月
には対
策、翌月
には検証
の会議を
実施して
いく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

280

雲梯の掴
む鉄の棒
の部分が
滑りやす
い状態に
あったの
ではない
か。

公共施設
にある遊
具で遊ぶ
際には保
育教諭が
先に使用
し、安全
性を確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

よく遊ん
でいる複
合遊具で
あり、園
児たちも
遊び慣れ
ていた。
遊び方の
ルールな
ども伝え
ていた
が、楽し
い気持ち
が高ぶっ
ていたの
ではない
か。

落ち着い
て遊ぶこ
とが出来
るよう小
休止を設
けたり、
他の子が
遊ぶ様子
を具体的
に見なが
ら、危険
のないよ
うな遊び
方を園児
たち自身
で確認し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児自身
雲梯が出
来る事が
得意であ
る。雲梯
の棒に右
手でつか
まり左腕
を勢いを
つけて後
ろに振り
上げた時
につかん
でいた右
手がその
勢いで離
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児は雲
梯が出来
る事が得
意であ
り、保育
教諭が補
助するの
を嫌がる
ため傍で
見守って
いたが、
落下する
瞬間手を
伸ばし受
け止めよ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

反対側の
遊具で遊
ぶ園児た
ちについ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

本児が
雲梯が
得意な
ことも
あり、
保育教
諭自身
“出来
るだろ
う”と
いう過
信が
あっ
た。

本児自身の
やりたい気
持ちを認め
つつもどの
子に対して
も危険な事
が起こりう
るという事
を常に考え
ていく。

7260

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手拇指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

都度
2.基
準配
置

―

事故予防
等の研修
を受講す
る

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

靴箱の角
辺りを斜
めから強
い力で押
すと不安
定になる

並列に3
台並べて
ある靴箱
を留め具
でぐらつ
かないよ
うに固定

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保護者が
保育室前
テラスに
迎えにく
るまで保
育室内で
待つこと
を徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

迎え時間
が時間が
近づいて
きたため
落ち着か
ず保育室
と廊下を
行ったり
来たりし
ていた。
また、母
がいつも
より少し
早めに来
た姿を確
認したた
め気持ち
が高揚し
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室内
で待って
いる他の
園児の対
応に追わ
れていた
ため廊下
に出てい
た児に気
付くこと
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で他児の
トラブル
の対応を
していた
ため

―
保育室内で
迎えを待つ
ことを徹底
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7261

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 17 14 17 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
部骨折
(上腕骨
下部骨
折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

子ども達
には、安
全指導の
中で鉄棒
の遊び方
について
の指導を
行ってい
るが、鉄
棒を目の
前にした
具体的な
指導は
行ってい
なかっ
た。

・どこま
での遊び
を可能と
するの
か、遊具
毎に職員
間で取り
決めし、
共通理解
を図る。
・子ども
の遊んで
いる状況
に応じ、
その時に
必要だと
思う遊び
方の指導
を具体的
に行って
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒の下
に安全
マットは
敷いてい
たが、劣
化が進み
固くなっ
ていた。

マットを
より安全
性の高い
ものに変
更する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの興
味や関心に
よる主体的
な活動を
行ってい
た。鉄棒の
上に座って
遊ぶ姿は、
年長組の子
ども達に以
前から見ら
れていて、
運動機能の
発達に伴
い、そのよ
うな遊びに
も挑戦した
いという気
持ちに共感
してあげた
い反面、危
険が伴うの
ではと感じ
てもいて、
子どもにど
こまでの遊
びを保障し
てあげたら
よいのか悩
むという段
階での事故
だった。

色々な固
定遊具が
あるが、
子ども達
に年齢に
よってど
の段階ま
での遊び
方をさせ
るのか、
させると
したらど
のような
点に気を
つけるの
かを職員
間で話し
合い、共
通理解を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外に出
て友達と
一緒に繰
り返し鉄
棒で遊ん
でいた。
鉄棒で
ずっと遊
んていた
中での出
来事で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
の全体の
様子が見
られるよ
うな位置
に立ち、
見守って
いたが、
鉄棒から
落ちる瞬
間には気
づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども達
の様子を
見守りつ
つ、登園
してきた
子どもの
対応や、
環境を整
えてい
た。

ずっと
遊んで
いたの
で鉄棒
を握る
力も、
転落へ
の注意
力も落
ちてき
ていた
と思わ
れる
が、そ
れに気
づくこ
とが出
来てい
なかっ
た。

運動機能の
発達と共
に、色々な
遊び方へ
チャレンジ
する意欲を
大切にしな
がら遊び方
に応じ、子
どもに適切
な働きかけ
ができるよ
うにしてい
く。

7262

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

都度
2.基
準配
置

―

事故予防
等の研修
を受講す
る

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

安全な遊
具の使い
方につい
て子ども
たちと話
し合うと
共に職員
間でも共
通理解す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

芝生の上
に設置し
てあり、
環境的に
は問題な
しのため

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達と2
人で鉄棒
に腰掛け
おしゃべ
りをして
いたが、
鉄棒を
握ってい
た手を離
したため
バランス
を崩し鉄
棒から落
下してし
まった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒をし
ている園
児の安全
を確保し
ていた
が、他児
の補助を
していた
ため咄嗟
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の遊び
を見守っ
ていた。

―

遊具を使う
際の約束事
を子どもに
再度確認
し、職員間
でも周知す
る。

7263

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 3 2 1 6 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

乳児用遊
具という
ことで、
本児と共
に保育教
諭も無条
件に安全
であると
いう心理
が働いて
いたので
はない
か。

園庭での
活動の
際、全体
を把握す
る職員を
一人確保
すること
とした。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

落下防止
マットを
敷いてい
るが、こ
のことに
より段差
ができ、
その箇所
で手をつ
いた可能
性がある

落下防止
マットが
必要な高
さではな
いが、設
置してい
ことで段
差が生ま
れてい
る。
地面に埋
め込む形
にするこ
とで段差
の軽減を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の切
り替えの
タイミン
グであ
り、同時
に保護者
の方の迎
えの時間
と重なる
ので、人
の動きが
活発にな
る状況で
あった。

時間に余
裕を持
ち、早目
に園庭に
出ること
で保護者
の方の迎
えの時間
と少しタ
イミング
をずら
し、落ち
着いた雰
囲気の中
で活動の
切り替え
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中の
遊び、給
食もいつ
も通り活
発に過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に出
てすぐの
ことであ
り、他児
の靴の着
脱や衣服
のチェッ
クを行っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も自クラ
スの児童
の靴の着
脱をみて
いたり、
迎えの時
間という
こともあ
り保護者
対応にあ
たってい
た。

園庭に
出るタ
イミン
グと保
護者の
方の迎
えのタ
イミン
グが重
なるこ
との多
い時間
帯であ
ること

出来るだけ
時間をずら
すこと、ま
た全体を見
る職員を確
保すること
の2つを行っ
ていく。

7264

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

今回、クラ
スの中でも
運動神経の
良いこども
の事故でも
あり、友達
とぶつかっ
たことで骨
折してしま
うというこ
とは、クラ
ス全体の運
動の方法や
乳児からの
転倒時の受
け身の仕方
等、身に着
けていない
ことが考え
られる。ま
た、職員２
名がたまた
ま、衝突時
を見ていな
いというこ
とは、職員
の外遊びで
の立ち位置
や子どもの
様子を見守
る点など職
員同士で話
し合わなけ
ればならな
いと思う

職員の外
遊び時の
配置の
ルールを
決め、マ
ニュアル
を作る。
また、乳
児期から
受け身の
仕方身に
着け、運
動量を増
やす

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

子ども同
士での死
角の事故
のため
ハード面
での改善
策はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育士の
立ち位置
により死
角を作ら
ないよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
元気で活
発的に遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコ
の見守り
をしてい
たため本
児に対し
て視界に
入ってい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

門扉を開
けるため
視界から
外れたた
め

―

園庭での外
遊び時の保
育士の立ち
位置を考え
る

7265

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎挫創　
　皮膚感
染症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

予測しき
れない事
態への対
応を心が
ける必要
がある

子どもの
発達に応
じた動き
を職員間
で確認
し、危険
性を事前
に共有す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

床が滑り
やすい場
所でな
かった
か、事前
に確認す
る必要が
ある。

滑りやす
い部分に
は、処置
を施す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室で
の遊び方
につい
て、約束
や言葉か
けが十分
でなかっ
た。

園児に危
険な遊び
方につい
て指導を
行ってい
く。ま
た、床に
玩具等が
散らばっ
ていない
か、足元
の安全を
確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の好
きな遊び
を楽しん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児に手
を差し伸
べること
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
教諭はい
なかった

言葉か
けはし
ていた
もの
の、事
故を予
測する
ことが
できな
かった
ので危
険予知
が十分
ではな
かった
と思わ
れる。

保育室での
遊び方を園
児と再度確
認し、保育
教諭の見守
りも徹底し
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7266

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

本児にも
先生離れ
るから一
旦雲梯は
しない
よ！と伝
えていた
がきちん
と伝わっ
ていな
かった。

全職員の
ルールの
徹底、理
解確認が
出来尚且
つ園児の
遊具扱い
の安全理
解が確認
出来るま
で雲梯の
使用を禁
止致しま
す。
また、全
職員ハイ
ンリッヒ
の法則の
アンケー
トをとっ
ており、
取れ次第
文章化し
再度安全
研修を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

本児にも
先生離れ
るから一
旦雲梯は
しない
よ！と伝
えていた
がきちん
と伝わっ
ていな
かった。
ただ、職
員がいな
い場合は
使用禁止
と本児も
理解は日
ごろ出来
ている。

園児に再
度雲梯を
する際の
ルールの
徹底を実
施した。
（●日本
児は欠
席）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

テンショ
ンが上が
りいつも
なら守れ
ていた
ルールが
守れな
かった。

何度も何
度も戸外
に出る前
に約束の
徹底をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

給食も完
食、体温
も平熱で
元気いっ
ぱいだっ
た。いつ
も以上に
活発と記
したの
は、本来
なら職員
がいない
時には雲
梯はしな
いことは
理解出来
ている。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お茶休憩
を促す
為、テラ
スに20名
の集合を
かけ声掛
けをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

この時は
1クラス
20名が園
庭に出て
いた為

5歳20名
の戸外
遊びの
際でも
職員室
スタッ
フにも
巡視を
お願い
する。

5歳20名の戸
外遊びの際
でも職員室
スタッフに
も巡視をお
願いする。

7267

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

16 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２
2.基
準配
置

特にな
し。

園庭遊び
に関する
怪我予防
マニュア
ルがな
かったた
め、●●
_怪我発
生時マ
ニュアル
を「事故
対応・防
止マニュ
アル」と
して改訂
した。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

特に遊具
自体の問
題はな
かったと
思われる
が、「人
的面」に
記載して
いるよう
に、年齢
に応じて
使いにく
い配置に
なってい
た。

これを機
に低年齢
児が使い
にくい、
危険があ
る遊具の
設置場所
を、高年
齢児が遊
ぶスペー
スへ移動
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故が発
生した瞬
間は、活
動の合間
で園児が
移動中で
あった。
園庭の園
児14名
で、基準
2.3名の
ところに
2名配置
と、通常
よりは目
が届きに
くい状態
になって
いた。

今以上の
職員配置
は現実的
ではない
ため、事
例を共有
して、合
間の時間
の危険度
が高いこ
とを自覚
して動く
ように職
員へ周知
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調はい
つもどお
りで、問
題なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故の場
所から3
ｍほど離
れた場所
から対象
児を見て
いたが、
落下の瞬
間の補助
には間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の受け持
ち場所
で、他の
園児を見
ていた。

園児は、太
鼓橋の頂上
付近で、
（平坦部分
に入ったと
判断して）
手を離した
が、まだ斜
度があった
ため、バラ
ンスを崩し
て落下し
た。
年度当初は
慣れていな
かったた
め、職員が
傍について
利用させて
いたが、慣
れてきたた
めに、傍に
つかないよ
うになって
きていた。
そのように
変更した際
の、園児の
判断力、注
意力の見極
めができて
いなかっ
た。

対象遊具を2
歳児以下は
使わせない
ように職員
のルールを
変更した。
併せて、
「ハード
面」に記載
したよう
に、他の遊
具について
も配置等の
見直しを
行った。

7268

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

17 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折　左ひ
じ骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

―

子どもの
特性を十
分に理解
したうえ
で、起こ
りうるリ
スクを検
討し、職
員一人ひ
とりが事
故予防に
心がけ、
事故に発
展する可
能性のあ
る問題点
を把握し
て、事故
予防に取
り組んで
いく。マ
ニュアル
は整備し
てある
が、遊具
利用時の
注意点に
ついて見
直しを行
い、園内
研修を実
施してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具自体
に問題は
見られな
かった。
他の遊具
について
も、より
詳細な安
全点検を
行った。
引き続き
チェック
リストを
用いて安
全点検を
実施して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
人数に
よって遊
ぶ場所、
遊具、職
員配置を
熟慮して
保育にあ
たる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方、中
庭で他の
3歳児と
一緒に遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにい
たが、瞬
間は目が
離れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

中庭には
いたが他
の場所で
遊ぶ3歳
児をみて
いた。

―

落下すると
危険である
という危機
意識を常に
持ち、予め
危険を予測
して、職員
の立ち位
置、取り組
む時間帯、
保育内容等
を考え安全
に取り組め
るようにす
る。また、
教職員全員
が保育につ
いて情報を
共有する。

7269

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 24 31 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

転倒等の
子どもの
動きは常
に予測さ
れ、転倒
したピロ
ティ付近
は死角も
ある為、
職員が意
識的にピ
ロティ付
近に配置
となるよ
うにす
る。

転倒時の
処置や、
連絡・報
告の仕方
などにつ
いて共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

転倒した
場所は、
軒下の柱
があり、
死角が多
く、出会
い頭にぶ
つかりそ
うになっ
たりつま
づいて転
倒する危
険があ
る。

危険が予
想される
場所につ
いて、掲
示物など
を通して
子どもた
ちに知ら
せたり、
どのよう
に行動す
ればよい
か、日ご
ろから確
認したり
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭の砂
が風によ
り、ピロ
ティに流
され、床
のレンガ
素材が少
し滑りや
すくなる
可能性が
ある。毎
日、職員
が掃いて
いるもの
の、今後
新しい職
員とも連
携して継
続して
行ってい
きたい。

園庭の環
境にも慣
れてきて
いる時期
だが、危
険な場所
や行動に
ついて、
適宜話し
合った
り、掲示
物などで
注意を促
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
だち数名
と保育教
諭一名と
一緒に鬼
ごっこを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と一
緒に鬼
ごっこを
してい
た。たま
たま本児
の近くに
いたた
め、事故
発生直
後、ぶつ
けた箇所
をすぐに
確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で子
どもたち
と一緒に
砂場で遊
んだり、
固定遊具
の傍で見
守りなど
をしてい
た。

子ども
に起こ
りがち
な行動
を予測
して、
安全面
の点検
を引き
続き
行って
いく。

危険が予想
される場所
では、こま
めに声掛け
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7270

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

31 5 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

（1）左
脛骨骨折　
（2）左
足打撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―
ヒヤリ
ハット予
防を徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
安全点検
簿にて、
毎月確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

集団活動
中は、全
職員で全
園児の安
全を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リズム室
で避難訓
練後、排
泄をする
ため順番
を待って
いた際、
走って転
倒してし
まい左足
を痛め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
至近で見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

補助の職
員も配置
しており
至近で、
見守って
いた。

―

園児が走っ
たりしない
よう呼びか
け、ケガの
防止に努め
る。

7271

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 2 7 8 7 6 6 15 15
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

ままごと
道具やぬ
いぐるみ
が床に落
ちている
ことが多
い。

職員も整
理するよ
う気をつ
けるほ
か、遊び
方につい
ての話し
合いや問
いかけを
子どもた
ちに行
う。子ど
もたちと
も日ごろ
から約束
事を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

5

ままごと
道具やぬ
いぐるみ
が床に落
ちている
ことが多
い。

ままごと
道具など
が床に落
ちた状態
にならな
いよう、
テーブル
を準備す
るなど対
応する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
説明や
ルールに
おいての
指導不
足。

その日の
状況に合
わせて、
見守り教
諭の人数
を増やし
たり責任
者を決め
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ままごと
セットや
ぬいぐる
みを使っ
て大好き
なままご
と遊びを
友達と一
緒に楽し
んでい
た。時々
走り回る
様子が見
られた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を把
握するよ
う見守り
を行って
いたた
め、マン
ツーマン
の状況で
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を把
握、また
事務作業
中であっ
た。

特質を
もった
子ども
である
と認識
が欠け
てお
り、
とっさ
の行動
に対応
できな
かっ
た。

保育教諭で
特質をもっ
た子どもで
あるとの認
識を共有
し、行動に
注意する。

7272

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

110 4 9 19 25 19 34 17 16
16.４
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指中
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

子どもた
ちと遊具
の使い方
を再確認
しながら
も、常に
保育者が
見守れる
環境づく
りや、職
員配置を
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

子どもの
動きや遊
び方を見
ながら安
全である
か、ま
た、遊具
が危険で
はないか
の確認を
常にして
いく必要
がある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具を回
すことで
遠心力が
つき、子
どもが飛
ばされて
しまうこ
とがあ
る。

遊具を回
しすぎな
いよう、
子どもた
ちにも伝
えながら
も、保育
者が分散
して、子
どもを見
守るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り本児は
活発に友
だちと会
話しなが
ら遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の近
くにはい
たが、
ちょうど
保護者の
お迎え時
と重な
り、保護
者との連
絡や報告
時で、本
児から目
を離して
いた際に
事故が起
こってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

泣き声と
ともに、
数名の保
育者が駆
け寄り、
すぐに手
当、病院
へ受診し
た。

保護者
対応に
気を取
られす
ぎてし
まっ
た。

保護者対応
の際、他の
職員が全体
に目を向け
対応してい
く。また
は、職員の
人数を増や
す必要があ
る。

7273

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 3 2 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右親指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ル、研
修、職員
配置等の
状況は適
切だった

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

施設、設
備等の状
況は適切
だった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まだ運動
機能が未
熟な年齢
でカウプ
指数上太
り気味
だったた
め、気を
付けて見
る必要が
あった。

運動機能
を高める
遊びを取
り入れ体
を鍛え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホール内
を一方向
にぐるぐ
ると回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体を動か
している
園児全体
の見守り
を行って
いたが、
転ぶのは
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の職員は
他児の対
応をして
いた。

― 特になし

7274

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

47 3 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

保育教諭
の役割と
配置につ
いて、配
置基準上
は満たし
ていたも
のの、子
どもたち
の特性に
合わせた
役割が明
確になっ
ていな
かった。

再度KYT
研修の実
施とマ
ニュアル
の周知、
保育教諭
の役割分
担と配置
について
の検討、
登園後の
保育内容
を検討し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365 特になし

ハード面
に起因す
る事故で
はないた
め、記入
事項なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
等の配置
場所と役
割分担が
不十分で
あった。

KYT研修
をもと
に、保育
教諭等の
配置場所
と役割分
担を徹底
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に状態
の変化も
なく、普
段通りで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
死角にな
る場所で
保育して
おり、他
の保育教
諭が連絡
帳の確認
をしてい
ることに
気が付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園時の
保護者の
対応や連
絡帳の確
認をして
おり、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

保育教
諭等の
役割や
配置に
ついて
不明確
であっ
た。

保育教諭等
の役割や配
置を明確化
する。ま
た、配置か
ら離れる場
合には、他
の保育教諭
へ伝わるよ
う声をかけ
るよう徹底
した。

7275

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

11 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

特になし

これまで
の事故記
録につい
て再検
討、事故
発生の多
い場所等
を確認し
園庭での
死角部分
を作らな
いよう
に、立ち
位置等を
検討し
た。又、
事故記録
には小さ
な事故も
記録する
ことを申
し合わせ
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

特になし

9月新園
舎に移っ
たばかり
で、特に
遊具に不
備はな
かったと
思われ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭が広
くなり、
遊具と遊
具の間隔
も広がっ
た為、職
員の目の
届かない
部分が生
じてき
た。

職員・各
クラスの
連携を
しっかり
取り合っ
て、外遊
びには必
ず２名以
上の職員
がついて
実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年中にな
り同年齢
の園児た
ちの動き
が活発に
なり、つ
られて同
じ活動を
するが体
力的に追
いつけて
いない所
がある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡してい
た。それ
まで何回
か飛び降
りて遊ん
でいるの
を確認
し、その
後反対側
で遊んで
いた子ど
もに目を
移した
時、ボ
キッとい
う音と泣
き声で落
下したこ
とに気付
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの児
童たちを
見てい
た。その
前まで
は、本児
が上手に
ジャンプ
して降り
る所を確
認してい
た。

年中組
になり
本児の
活動域
が広く
なって
きた。
しか
し、同
年齢の
子ども
と比べ
ると運
動能
力、体
力共に
追いつ
いてい
ない事
への配
慮が足
りな
かった
と思わ
れる。

年齢や個々
の成長に合
わせた固定
遊具の安全
な遊び方の
指導を各ク
ラスにおい
て実施し
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7276

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

161 5 9 15 45 39 48 23 20
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

体操指導
のマニュ
アルがあ
るが、
もっと子
供たちに
やり方を
細かく指
導してい
く必要が
ある。間
違ったや
り方をし
てしまっ
ている子
もいる。
徹底する
必要があ
る。

体操の指
導方法な
ど、より
詳しく指
導できる
よう定期
的な研修
や情報交
換などを
通じてス
キルアッ
プが必要
である。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

体育用品
の置き場
や、危険
がないか
の確認を
すると同
時に、危
険なもの
は排除し
たりカ
バーする
などの安
全管理の
工夫が必
要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

より安全
に活動で
きるよう
環境構成
の工夫が
必要。

環境構成
の工夫を
職員間で
共有して
いくこ
と。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体操終了
後も、楽
しさか
ら、まだ
止めずに
挑戦しよ
うとして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児のや
る気を尊
重してい
たが、本
児の活動
をすぐに
止めるこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の動
きを確認
できてい
たが、他
の子ども
たちとも
関わって
いた。

―

子どもたち
にも、活動
と終わりの
メリハリを
つけられる
よう、工夫
した声掛け
が必要であ
る。

7277

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

5 2 2
13.１
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
の尺骨と
橈骨の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

滑り台の
階段の最
下段と地
面との差
が大き
い。

滑り台の
階段の最
下段と地
面との間
に、補助
段を追加
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
園内に戻
る時間だ
と告げた
時、いつ
もは降り
ない階段
を慌てて
降りた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
至近距離
で対象園
児を見て
いたが、
対象児が
転倒する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を園内に
誘導して
いたた
め、見て
いなかっ
た。

担当職
員に園
内に戻
る時間
だと告
げら
れ、他
児に遅
れを取
らない
ように
慌てて
降りて
しまっ
た。

園児が慌て
ずゆっくり
行動できる
ように、保
育者が声掛
けをする。

7278

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

前日の天
気（雨）
当日の朝
の天気等
で遊具が
濡れてい
る場合が
ある。

目視した
職員が他
の職員へ
連絡をし
て、濡れ
たところ
を拭き、
滑らない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
園庭で遊
んでいた
が、遊具
に慣れて
きていた
のか注意
が散漫に
なったと
考えられ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児同士
が、少し
離れたと
ころでト
ラブルに
なってい
たため、
保育教諭
はそちら
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外には
出ていな
かった。

本児
は、普
段から
遊具に
登るこ
とがで
きてい
たため
保育教
諭が大
丈夫だ
と思っ
てし
まっ
た。

慣れてきて
いる時が一
番危ないた
め、年齢に
関係なく目
を離さない
ようにす
る。

7279

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

54 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

経験が不
足な子に
対して身
近でのサ
ポートが
足りてい
なかった

経験が不
足な子に
対して身
近でのサ
ポートを
強化して
いく

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

●●ポン
プを使う
のに踏み
台（ベン
チ）が必
要であっ
た

器具が必
要に応じ
て設置さ
れている
か確認す
る

7.その
他

異年齢の
園児が園
庭にて自
由に遊ん
でいる時
間である
ため起こ
りうる要
因が多岐
にわたる

起こりう
る要因を
考え見回
りをする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と追
いかけっ
こをして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見てはい
たが、職
員の手の
届く距離
にいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見てはい
たが、職
員の手の
届く距離
にいな
かった

注意力
が散漫
になり
がちな
時間帯
活動や
時間帯
によっ
て注意
深く見
ていな
ければ
ならな
い

園児が取り
組んでいる
こと、目の
前の状況を
見ることを
教えていく

7280

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

45 2 7 7 9 7 13 13 9
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左右橈骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

50

1.基
準以
上配
置

今回の事故の発
生時間帯におけ
る廊下の仕切り
扉は通常は閉
まっていて、
残っている園児
達は動き回れる
場所・スペース
が限定され、保
護者のお迎えま
で、限られたス
ペース（扉の内
側）以外へは自
由に出入り出来
ず、担当保育者
等の見守り等も
機能するよう、
保護者や教職員
の出入りの際も
“扉の施錠・開
錠”を徹底する
“仕組み”とし
ていたが、たま
たまスペースに
入ろうとして開
いたタイミング
に対象児たちが
エリア外に出て
しまい、同時に3
名が走って戻っ
て来たときに起
こってしまった
もので、結果的
には“仕組み”
の機能が十分に
働かなかった
ケースと考えら
れる。

預かり保
育の時間
帯だけで
はなく、
廊下に設
置してい
る“仕切
り扉を閉
めてい
る”場合
の目的や
使用方法
等につい
て、今一
度、教職
員に対し
て確認・
共有する
ととも
に、お迎
えの保護
者等へも
告知し、
事故の再
発防止を
図る。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

特段なし

仕切り扉
の使用方
法を徹
底。

7.その
他

保護者の
お迎えが
集中する
時間帯の
見守り等
の不徹
底。

仕切り扉
を閉めて
いる場合
の見守り
等の強
化。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

対象児及
び一緒に
遊んでい
た園児は
年長児で
あり、活
発に動き
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

閉めてい
た“観音
開き”の
扉が半分
開いてい
て、対象
児たちが
出て行っ
たことに
気付いて
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時の半分
開いてい
た扉の内
側に対象
児たち3
名が走っ
て入って
きて、対
象児が転
倒した場
所の傍に
は担当保
育士がい
たが、転
倒するま
で対象児
たちの動
きに気付
いていな
い。

特段な
し

保護者のお
迎えが集中
する時間帯
は、これま
で以上に見
守り等を徹
底する。

7281

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左拇指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

担当保育
教諭が周
りの事に
気を取ら
れ、机の
脚を折り
曲げるの
に困って
いた子ど
も達に対
し、注意
喚起の声
をかける
ことや援
助するこ
とができ
なかっ
た。

事故が起
こった要
因や予防
策につい
て職員間
で共有
し、それ
ぞれのク
ラスで予
想できる
危険因子
について
認識を高
く持ち、
対応して
いけるよ
うにす
る。クラ
ス全体を
見守る意
識を持
つ。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日

折りたた
み式机の
脚のバネ
が硬く
なってい
ることに
対し、子
どもの事
故につな
がるとは
予想でき
ず、対策
ができて
いなかっ
た。

机の脚の
バネの固
いものは
子どもが
片づける
ことのな
いよう、
職員が机
を片づけ
る年齢の
クラスの
ものと交
換した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机を片づ
ける前に
本児は絵
本を読ん
でいたた
め、遊び
に戻りた
い気持ち
から片付
けに集中
できてい
なかった
のではな
いか。

子どもが
遊び始め
る前に机
を片付け
ることが
できるよ
うに活動
を見直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面に
問題もな
く、情緒
も安定し
ておりい
つも通り
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

机を拭い
たのち、
他児に話
しかけら
れ応答し
ていた。
視線の端
に本児の
姿は入っ
ていた
が、十分
に見るこ
とができ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ室内
の少し離
れていた
ところに
いたが、
支援の必
要な子の
対応を
行ってい
たため、
本児の事
は視界に
入ってい
なかっ
た。

机を片
付けて
いる時
子ども
の動き
に注意
を向け
る意識
が薄く
なり、
両手で
支える
ことが
望まし
い机を
本児が
片手で
支えて
いたこ
とに気
づかな
かっ
た。

机の片付け
方をクラス
全員に丁寧
に指導し、
確認をす
る。
片付けてい
る時は、常
に見守り、
危ない様子
が見られた
ら、すぐに
注意するよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7282

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

20 4 4
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

―

職員配置
は基準を
満たして
いたが、
職員は常
に事故が
おこるか
もしれな
いという
意識で子
どもの動
きを見て
いくよ
う、職員
研修を強
化してい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

毎日

今回ぶら
下がって
いたバー
はジャン
プすれば
足がすぐ
つく高さ
ではあっ
たが、
バーの太
さがあり
親指をか
けて握れ
ないため
滑りやす
かったと
も考えら
れる。

遊具の点
検は毎日
行なって
おり破損
箇所など
はなかっ
たが、遊
び方に
よっては
危険も伴
うという
ことを全
職員が意
識して使
用するよ
う改めて
確認して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

安全なよ
うに思え
ても危険
が伴うと
いうこと
を念頭に
置くこと
が必要で
あると職
員間で周
知してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な本
児で運動
神経もよ
く遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
におり本
児の遊び
も見守っ
ていた。
本児なら
大丈夫と
いう思い
で見てし
まってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ遊具
内に別の
職員がい
たが、す
ぐ近くで
はなかっ
たため担
当者・対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

立体的
な遊具
のため
それぞ
れの職
員が離
れて近
くの子
どもを
見合っ
ていた

職員同士で
連携をとり
ながら全体
の動きはど
うか、危険
はないか確
認しあうこ
とが必要。
園内で事故
を検証し遊
具で遊ぶ際
の見守りに
ついて確認
した。

7283

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 2 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具が何
種類も出
ていた
為、床に
散らばっ
たブロッ
クで足を
とられた
のではな
いか。

遊びの種
類を考え
て出し、
室内を広
く使用す
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

床に座っ
て一人で
ブロック
で遊んで
いた。他
児とのト
ラブルも
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の近
くで見て
いたが、
事故発生
時は他の
子どもと
手遊びを
したり話
をして遊
んでいた
為見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員は、
他の子ど
もとまま
ごとや絵
本で遊ん
でいた為
見ていな
い。

子ども
たちが
それぞ
れに落
ち着い
て好き
な遊び
をして
いた
為、大
丈夫だ
と思っ
ていた
こと。

落ち着いて
遊んでいて
も全体に目
を配り、一
人一人が何
をして遊ん
でいるかを
常に把握し
ておくよう
にする。

7284

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 6 6 4 1 1
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし
7.その
他

日頃から
保育の中
で降園の
挨拶後は
園庭で遊
ばずに降
園すると
いう園の
約束をし
ている
が、当日
はしてい
なかっ
た。

降園挨拶
後は遊ば
ないこと
を重要事
項説明書
（入園の
しおり）
に掲載し
ている
が、より
保護者に
わかりや
すく掲示
板等に掲
示し、園
児の安全
への意識
が持てる
ようにす
るととも
に、園児
への指導
も行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に過ご
し、保護
者の迎え
が来たの
で担当の
職員と挨
拶をして
降園しよ
うとして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
降園前の
児童の保
育をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の保育室
で保育を
行ってい
た。

特にな
し

特になし

7285

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

56 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２
2.基
準配
置

遊具その
ものには
問題はな
かった

雨等で遊
具が滑り
やすい時
の使用に
ついて
は、職員
が見守り
時のみ使
用させた
り、使用
制限をす
る。併せ
て、子ど
もに使用
の仕方を
指導して
いく。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

雨上がり
の状態で
遊具が濡
れていて
滑りやす
かった。

遊具が濡
れている
時は、こ
まめに遊
具の水滴
を拭き取
り、長靴
を履いて
いる園児
は使用し
ないよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭が芝
生育成中
で使用で
きず、遊
具に集中
してし
まった。

混雑して
いる場合
は、他の
遊びに
誘った
り、順番
に使用す
るように
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
自由遊び
中。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鎖の遊具
を登って
いる対象
児の近く
で見守っ
ていた
が、足を
滑らせた
瞬間は鎖
を挟んで
反対側に
いたた
め、手を
さし伸べ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ遊具
にもう一
人職員が
いたが、
別の園児
の動きが
気にな
り、目で
追ってい
たため対
象児が地
面で横に
なってい
る状態で
気が付い
た。

高い所
に登る
遊びを
してい
たため
近くで
見守っ
ていた
が、落
ちるこ
とを想
定して
見守る
ことを
意識し
ていな
かっ
た。

雨上がりで
遊具を使用
する時は、
滑りやすい
ことから、
上っている
側の近くで
職員が見守
りをする。

7286

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 5 7 9 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし

室内で直
線に走り
出すス
ペースに
机を配置
し、子ど
もの動線
に配慮し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

落ち着い
て遊べる
環境作り
を行う。
制作コー
ナー、ブ
ロック
コーナー
等子ども
が分散し
て遊べる
ようにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広く走っ
てしまう
スペース
があっ
た。

直線的に
走ること
のないよ
うに、保
育玩具等
を配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３日前に
も園庭に
て転ぶ

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室に
いたが、
他児をみ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が急
に走り出
し机に激
突したと
ころを見
て、その
直前はみ
ていな
かった

3歳児同
士でふ
ざけた
りつつ
いたり
するこ
とが多
い.

室内では静
かに遊ぶよ
うに声をか
けていく。

7287

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

27 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕の骨
折（骨の
中に血液
が入っ
た）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

園庭の少
し離れた
場所には
職員がい
たが、発
生場所付
近に職員
の配置は
無く、視
野に入る
程度で、
対応でき
る位置で
はなかっ
た。

事故発生
場所（築
山）に子
どもがい
る時は見
守りがで
きるよう
に、近く
に職員が
配置でき
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

12 特になし
不具合等
は無かっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本来登る
べき場所
ではない
所を登ろ
うとし
た。

約束事等
として知
らせてい
くととも
に、危険
行為を発
見できる
ように職
員の配置
をしてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本来、登
るべきと
ころでは
ない所を
登ろうと
した。本
児は約束
事に対す
る理解が
難しい部
分があ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

異年齢で
の合同活
動中であ
り、他児
と別の場
所での活
動の見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

付近での
活動の見
守り中で
あった
が、事故
発生場所
での本児
の動きに
は気が付
かなかっ
た。

近くに
職員が
いな
かっ
た。本
児に理
解が難
しい部
分があ
る。

事故発生場
所（築山）
に子どもが
いる時は見
守りができ
るように、
近くに職員
が配置でき
るようにす
る。子ども
達には築山
で遊ぶ際は
階段を使っ
て登るな
ど、遊び方
について伝
えていく。
また、本児
には繰り返
しその都度
伝えてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7288

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨々
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

看護師の
観察が不
十分で
あった。
時間をか
けて左上
肢挙上で
きるかど
うかの観
察を行う
べきで
あった。

けが発生
時は、そ
の時外見
上異常が
ないよう
でも時間
をかけ、
複数回観
察を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

水拭き後
の乾拭き
であった
ため、床
が滑りや
すくなっ
ていた可
能性があ
る。

水拭きの
雑巾は、
子どもた
ちで絞っ
た後担任
が絞り直
してから
使用する
ため、今
後も徹底
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

真面目に
取り組ん
でいた。

このよう
なけがが
起こりう
る、とい
うことを
子どもた
ちに伝
え、ふざ
けたり、
走ったり
しながら
の活動は
やめるよ
う指導し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

真面目に
清掃活動
に取り組
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホール
で、全体
を見渡せ
る場所に
立ち、清
掃活動を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員１名
のみで清
掃活動を
見守って
いた。

5歳児１
２名と
多い人
数では
なかっ
たの
で、ぶ
つかり
合うリ
スクも
少な
く、清
掃活動
を行え
てい
た。

今後も職員
１人がけが
のないよう
しっかり見
守ってい
く。

7289

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 4 2
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

子ども
が、「で
きた」と
いう気持
ちもとら
えなが
ら、勢い
をコント
ロールす
るための
指導が必
要であっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

290 特になし

適正に運
動用具の
配置、人
的配置を
してい
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園児一人
一人の
フォロー
の距離を
検証す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故当
日、本児
は、跳び
箱を飛べ
たメダル
をもらっ
ていた。
そのため
何度も
チャレン
ジしてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

スター
ト・着地
地点へ.
職員を配
置し、危
険予知及
び安全確
保に努め
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児の
遊びの見
守り。

特にな
し

適正に人的
配置を行っ
ていたが、
跳び箱の
フォローの
タイミング
などを検証
していく。

7290

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折の疑
い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故を未
然に防ぐ
ための園
児に対す
る指導不
足。

職員間で
発生時の
状況を把
握し再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園児自ら
の転倒に
よる事故
であり、
その他考
えられる
要因はな
い。

園児自ら
の転倒に
よる事故
であり、
ハード面
での改善
策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何もない
ところで
の転倒で
あり、環
境的には
不足はな
かった。

園児に対
しての注
意喚起。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

上履きを
取りに行
く際に転
倒。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他園児の
身支度等
の世話を
してお
り、視界
に入らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児の
身支度等
の世話を
してお
り、視界
に入らな
かった。

職員配
置・環
境面に
おいて
も不足
はな
かった
が、登
園後の
身支度
等に集
中し、
他園児
への配
慮が不
足し
た。

園児の身支
度等をして
いても、他
園児への目
配りを行う
よう改善す
る。

7291

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

24 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

最初に転
んだ時
に、「手
を動かす
ことがで
きるから
大丈夫だ
ろう」と
様子をみ
てしまっ
た。

転倒や落
下などで
怪我を
負ったと
きは軽視
すること
なく、医
療機関を
受診し、
医師の判
断を仰ぐ
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

怪我の報
告の際、
慌てて靴
を脱いで
しまい、
二段の段
差につま
づいて手
をついて
しまっ
た。

二段のあ
まり高さ
のない段
差であ
り、修繕
する対象
ではない
と思うの
で、声掛
けで対応
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ごっこ遊
びなどの
室内遊び
のため床
の上にご
ざが敷い
てあった
ので滑り
やすく
なってい
た

フローリ
ングの上
にござを
敷くこと
で滑りや
すくなっ
てしまう
ので、ご
ざを敷い
ての活動
はしない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

フローリ
ングの上
に敷いた
ござの上
を歩いた
り走った
りしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の近
くにはいた
が、他の園
児を見てい
たので、ど
のようにし
て転倒した
かは見てい
ない。対象
児が痛みを
訴えてきた
時に、指を
動かすこと
ができた
為、すぐに
対応せず様
子を見てし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の2名
の保育教
諭とも
に、他の
園児の活
動を見て
いたた
め、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

フローリ
ングの上
に敷いた
ござの上
を走った
りしてい
るときに
すぐに制
止させな
かった。
最初の転
倒の際、
様子を見
てしまっ
た上、再
度段差に
つまづき
手をつい
てしまっ
た。

転倒する前
に、ござの
上では走ら
ないことや
慌てずゆっ
くり靴を脱
ぐことな
ど、声掛け
をするべき
であった。

7292

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

25 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

着地した
所にマッ
トを敷く
べきだっ
た

着地した
所にマッ
トを敷く

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

毎月１回
安全点検
を行って
いる。改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３歳児の
為、自分
の思いが
相手に上
手く伝え
られず、
トラブル
になるこ
とが予想
された

遊戯室で
の遊び
コーナー
を何ヶ所
か設け、
子どもた
ちを分散
して少人
数でゆっ
たりと遊
べる環境
にするべ
きだった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
走り回っ
たり、
サーキッ
ト遊びを
する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の場所
で他児の
トラブル
に対応し
ていたた
め、見て
いなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
落下する
瞬間、至
近距離で
はなかっ
たため間
に合わな
かった。

担任間
での連
携が取
れてい
なかっ
たこと
が考え
られる

担任間で連
携をとる

7293

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 1 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特にな
し。

特にな
し。全園
児が見渡
せる場所
に職員が
配置して
いた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

特にな
し。毎日
点検を
行ってお
り、子供
が遊んで
いた遊具
に異常は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気温が高
く子供が
汗をかき
やすい環
境だっ
た。

手拭きタ
オルやロ
ジンバッ
クを準備
してお
く。日中
の暑い時
間を避け
て遊ばせ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

参観日が
近く、本
児も活発
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
落下する
際に手を
差し伸べ
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭では
4歳児ク
ラスのみ
しか遊ん
でいな
かった。

対象児
がいつ
もより
興奮状
態で
あっ
た。

子供が興奮
状態の時に
は一度遊び
を中断させ
落ち着かせ
てから遊ば
せる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7294

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

9 1 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左尺骨骨
折・左上
肢打撲傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

事故防
止、危険
予測に対
してグ
ループ
ワークを
行った。
（8月）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故に関し
ては、施
設や設備
が原因で
はないた
め特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏休み初
日という
ことで、
普段と違
う保育の
環境(異
年齢保育
中心とな
り、活動
のみクラ
ス単位と
なるな
ど）で
あった。

普段と違
う環境の
ため、1
日の流れ
を丁寧に
話した
り、夏休
みの生活
に馴染め
ていない
子を見極
め声掛け
や援助を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールに
園児9名
だったた
め他の職
員はつい
ていな
かった

走る子
がいる
中で他
児が
しゃが
みこん
でいる
ことに
気が付
き、危
険を感
じたが
移動さ
せるこ
とが出
来な
かっ
た。

危険な動き
をしている
子を見つけ
たら、止め
る。止めら
れない場合
は、周りの
子の動きを
止める。

7295

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

29 4 4
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左眼瞼裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

―

全職員に
事故報告
を周知し
室内環境
の安全徹
底を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12

教室内の
遊具の位
置や子供
たちの動
きを観察
し、常に
危険のな
いように
してい
く。

点検結果
に応じ、
修繕を
行ってい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

教室の
コーナー
の配置を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慣れた環
境の中で
起きた不
注意によ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

教室内で
の動きに
注意を促
したもの
の、一瞬
の出来事
で間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応を行っ
ていた。

教室内
で遊ん
でいる
子供た
ちの状
況に常
に気を
配って
いく。

子ども達に
教室内での
遊び方や動
きについ
て、再注意
を促す。

7296

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

―

全職員に
事故報告
を周知。
遅番対応
におけ
る、子ど
もの位置
確認の徹
底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12 ―

点検結果
に応じ、
修繕を
行ってい
る。

7.その
他

―

子ども
と、遅番
での過ご
し方の約
束を再確
認、職員
へも周知
徹底を
図った。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

環境が変
わること
で落ち着
きのなさ
が見られ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

切り替え
の時間で
他児の対
応を行っ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の対
応を行っ
ていた。

遅番へ
の移動
時間で
あり、
職員数
も減り
子供た
ちへの
気配り
が足り
なかっ
た。

遅番での過
ごし方の約
束を再度徹
底した。

7297

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 6 9 10 12 8 7 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特にな
し。

外部の事
故防止の
ための研
修への参
加などを
積極的に
取り入れ
ていく。

2.不定期
に実施

不定期
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

不定期
特にな
し。

遊具の安
全性につ
いて、職
員内で話
し合い、
情報を共
有してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方、幼
児クラス
合同の時
間帯だっ
たため、
本児にも
一日の疲
れがあっ
たのか、
油断で手
が離れて
しまっ
た。

合同の時
間は特
に、保育
者同士で
声を掛け
合い、怪
我の起こ
りうる場
面につい
て予測を
立てなが
ら対応し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に興奮
していた
わけでは
なく、い
つも通り
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

隣につい
てみてい
たが、落
下の瞬間
に手が間
に合わ
ず、落ち
るのを受
け止めき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
につくな
どして、
その他の
園児をみ
ていた。

特にな
し。

改めて事故
防止の意識
を高めるた
め、職員内
で注意喚起
を行う。鉄
棒に関して
は、「手を
離さない」
などの約束
事を改め
て、子ども
たちに伝え
る。

7298

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

職員の研
修を定期
的に行っ
ていく。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1
特にな
し。

点検を継
続して行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

玩具の使
い方や置
き方につ
いて再度
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動中に
子どもが
持って来
て置いて
いた手押
し車に足
が引っ掛
かり転倒
した。
（対象児
の状況説
明によ
る）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は近
くにいた
が、対象
児がどの
ように転
倒したか
は見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に1
人（室内
にいた子
どもの登
園後の荷
物の片付
けについ
ていたた
め）

特にな
し。

子どもの遊
びや活動を
予測しなが
ら、職員の
配置（立ち
位置）や動
きを変化さ
せ、職員同
士で声を掛
け合ってい
く。

7299

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 8 6 3 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕上腕
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～
2.基
準配
置

職員間の
連携不足
及び怪我
発生時の
対応知識
不足

事故の振
り返りを
行い、分
析・研修
を行う
サーキッ
ト遊びに
おける怪
我防止マ
ニュアル
作成を行
う

1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数

●●、
サーキッ
トの周囲
には運動
用マット
が敷かれ
た状態で
あった。

保育提供
前に事前
に保育環
境の安全
確認の徹
底を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの内
容やサー
キットの
環境構成
を考慮す
ると、保
育教諭1
名で保育
を行うこ
とが難し
い状態で
あった。
しかし、
現場の職
員がその
判断をす
ることが
できな
かった。

サーキッ
トなどの
使用前に
複数の職
員で環境
を確認
し、必要
に応じて
環境の再
構成を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童では
いつもと
変わらな
い様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活動全体
を見守っ
ており、
本児童に
注視でき
ていない
タイミン
グでの事
故であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う部屋
（1Fホー
ル）にて
次の保育
環境を準
備してお
り、事故
が起こっ
た部屋で
は担当職
員一人で
の見守り
中であっ
た。

保育教
諭1名で
保育を
行うこ
とが難
しいと
感じて
いたに
も関わ
らず、
10分程
度の遊
びの
為、大
丈夫で
あるだ
ろうと
考えて
しまっ
たこ
と。

職員間での
報連相を密
に行うこと
で事故の可
能性の低減
に努める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7300

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事前に下
見し、安
全確認を
行ってい
たが、活
動内容に
合わせて
安全遊べ
る範囲や
周りの環
境（危険
なものは
ないか
等）に対
しての意
識がもて
るような
内容が不
十分でし
た。

活動の内
容に対し
て、どの
ような事
故が想定
されるか
を複数で
検討し、
安全に活
動できる
範囲や職
員の配
置、配慮
する点に
ついて
しっかり
と事前に
話し合い
を行える
よう、事
故に関す
るフロー
チャート
の改善を
行う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎日

施設、遊
具、玩具
の安全点
検はしっ
かりと
行ってい
ます。破
損してい
る分もす
ぐに破棄
すると
いった対
応を行っ
ています
が、投げ
たり、物
で叩くと
いった姿
も見られ
るので、
園児との
ルールや
約束事へ
の意識を
高めるこ
とが大切
だと感じ
る。

園児と一
緒に、ど
んな行動
や使用の
仕方が安
全である
かを話し
合いなが
ら確認し
合う機会
を多くも
てるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走って回
る遊びな
ので、広
い場所を
使用する
配慮まで
はしっか
りと行う
ことがで
きました
が、その
中で園児
一人一人
の予測さ
れる行動
や事故に
対応する
安全対策
の検討が
不十分で
した。

園外活動
の場合
は、事前
に安全確
認等のた
めに下見
を行い、
確認
チェック
表の準備
はされて
いました
が、活動
の内容に
よって
は、危険
を回避す
る環境設
定につい
て事前に
数名の視
点で検討
する体制
をとるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園外活動
を楽しみ
にしてい
たので、
いつもよ
りも笑顔
も多く、
張りきっ
て活発に
動く姿が
見られま
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

水鉄砲で
の遊びを
行ってい
たので、
動き回る
園児の全
体の姿を
見守る状
態であっ
たため、
対象児の
怪我の瞬
間は見れ
ていませ
んでし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

写真撮影
を行う職
員、水を
準備しな
がら園児
に対応す
る職員、
全体を見
守る職員
それぞれ
事故の前
の対象児
の姿を見
守ること
ができた
ものの、
ケガする
瞬間は目
が向いて
いません
でした。

園児が
動き回
る中
で、怪
我が発
生した
場所に
意識が
なかっ
たた
め、職
員が近
くにお
らず、
動き回
る園児
全体を
見守る
形で
あった
ので回
避がで
きませ
んでし
た。

走ったりす
る活動で、
園児が皆で
楽しんでい
る中での一
対一は難し
いので、危
険個所を事
前に抽出し
ておき、そ
の場所に職
員がつける
ようにす
る。

7301

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 4 4 6 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由に
ボールで
遊んだた
め、投げ
る子、蹴
る子が入
り乱れて
しまっ
た。

人数が少
ないとい
うこと
で、自由
にボール
で遊ばせ
てしまっ
たが、
サッカー
ゴールを
設置した
り、投げ
る子、蹴
る子、と
スペース
を分けた
り集中し
て遊べる
工夫があ
ればよ
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
蹴ろうと
して失敗
してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつも活
発に動き
回ってい
る子なの
で、安心
して見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

いつも活
発に動き
回ってい
る子なの
で、安心
して見て
いた。

特にな
し

特になし

7302

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 7 8 13 4 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首剥
離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

本児と友
だちとの
トラブル
があった
わけでな
いが、遊
びの中で
の鬼ごっ
こがエス
カレート
したのか
もしれな
い。

鬼ごっこ
は捕まえ
る側と捕
まえられ
る側に分
かれる。
追いかけ
る側（捕
まえた時
の捕まえ
方、手を
掴む・
タッチす
る）など
ルールづ
くりをク
ラスで話
し合うこ
とで、抱
き着いて
押し倒さ
れること
がなくな
るのでは
ないか。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

相手の男
児は捕ま
えられて
抱き着か
れたこと
で手が腹
部にあた
り痛く、
抱き着か
れたこと
が嫌だっ
たため、
本児を押
してし
まった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ホール内
は園児同
士のトラ
ブルなど
はなく落
ち着いて
興味のあ
る遊びを
してい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

父と一緒
に登園
し、健康
状態は良
好。友だ
ちとのか
かわりも
増えてき
て動きが
活発に
なってき
ている。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールと
部屋を
行ったり
来たりし
ている本
児の姿を
見てい
る。警察
泥棒の鬼
ごっこを
友だちと
楽しんで
いる姿が
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホール内
で泣いた
りする姿
はなかっ
た。転倒
してから
自分で部
屋に行き
年中組の
担任に
「手が痛
い」と訴
えた。

本児は仲
良しの友
だちと今
ブームに
なってい
る遊びに
夢中にな
り、捕ま
えること
に集中し
ていた。
逃げる役
になった
男児の足
が早く捕
まえられ
なかった
がやっと
捕まえる
ことがで
きたの
で、思わ
ず抱き着
いてし
まったの
ではない
か。

ようやく捕
まえること
ができたと
いう嬉しい
気持ちが
あったこと
や日頃から
遊んでいる
友だちなの
で親しみを
感じていた
と思われ
る。抱き着
くのではな
くタッチす
るなど方法
を伝えてい
く。

7303

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

55 15 25 15 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
第2関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

ソフト積
み木（19
㎝四角
柱）を床
面に並べ
歩いてい
た。ぐら
ついたブ
ロックに
指が床に
落ちた。
積み木上
を歩いて
いるとき
の集中力
に欠けて
いたのか
もしれな
い。

●月より
●月まで
子どもの
足裏の成
長を促す
ため、裸
足保育を
実施して
いる。積
み木の上
を歩く時
に注意す
ることな
ど学年で
話し遊ぶ
前に身体
を十分に
動かすよ
うに配慮
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

登園後、
30分経過
後に起き
た事故で
あること
から、体
が思うよ
うに動か
ずバラン
スを崩し
たのでは
ないかと
思われ
る。

積み木の
上を歩く
際には子
どもへの
注意喚起
の声掛け
を行うよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

9時10分
頃には全
員でホー
ルのお片
付けの声
がかか
り、片付
けようと
する時に
起きたと
思われ
る。

子どもた
ちと積み
木で遊び
際のルー
ルを再確
認した。
使い方に
よって危
険に繋が
ることが
あるため
その場面
を見たら
保育者は
側に行き
注意を促
し、見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自ら活発
に身体を
動かす遊
びより、
じっと考
えたり、
虫を捕ま
えたりす
ることが
大好きで
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員の立
ち位置は
各コー
ナーにつ
き、子ど
もたちの
姿を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒する
ようなこ
とがあれ
ばすぐに
駆け付け
られる所
にいた。

保育者
の見守
りは
あった
が、積
み木の
所で泣
いたり
するこ
とがな
かった
ことか
ら本児
から
「痛
い」と
訴える
まで気
づかな
かっ
た。保
育者は
危険を
察知で
きな
かった
のでは
ない
か。

ソフト積み
木の上を歩
いている子
どもがいた
ら、目を離
さないこと
と注意を促
して安全に
渡れるよう
に側につき
手を添える
など補助が
必要であ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7304

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4～5
2.基
準配
置

想定外の
色々なパ
ターンで
の対応策
を考えて
おくこ
と。

身体的な
部分で発
達の遅れ
がある本
児なので
整列の際
は他児と
の接触を
防ぐ為、
必ず保育
者が常に
側につき
安全の確
保を保
つ。十分
間隔をと
る。

1.定期的
に実施

580
1.定期的
に実施

580
1.定期的
に実施

290

広い遊戯
室の真ん
中で集
まったこ
とで子ど
も達がか
えって解
放感を感
じと活発
に動きや
すくなっ
てしまっ
た可能性
有り。

活動に入
る前に一
度全体的
に座って
説明する
など落ち
着かせて
行うべき
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後のお
やつ後で
気持ちが
緩み、そ
のまま
ホールに
集まった
こと

子どもの
状態を十
分に把握
し、もう
少し広く
スペース
をとって
行うべき
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯は好
きなので
始まる前
はご機嫌
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の側
について
いたが、
ぶつかっ
た他児の
行動予測
や周りと
の間隔の
取り方な
ど十分で
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
の職員は
盆踊りを
前で教え
る、又は
全体的に
園児を見
ていた。

各クラ
ス担任
は各ク
ラスの
園児の
行動は
よく把
握して
いたが
他クラ
スの子
の把握
は十分
ではな
かっ
た。

遊戯室での
集会の際
は、クラス
同士で連携
をとりなが
ら職員全員
で本児の安
全確保に努
める。

7305

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 2 8 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部

前額部打
撲傷　眼
球運動障
害　右滑
車神経麻
痺　脳挫
傷疑い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

年度初め
だけの研
修ではな
くて定期
的な研修
の実施が
必要だっ
た。

危機管理
意識（リ
スクマネ
ジメン
ト）をも
つことを
全職員で
園内研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

毎月１回
の安全点
検にて安
全を確認
済み

毎月１回
の安全点
検にて安
全を全職
員で確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
がそれぞ
れの活動
から合流
し、全員
での片付
けの時間
になり、
園児の動
きが活発
になる時
間帯にお
ける職員
同士の声
かけが不
十分で
あった。

活動の場
所の移動
がある場
合は、職
員同士で
必ず声を
かけ合い
職員の立
ち位置と
園児の動
きを確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、気
の合う友
達と一緒
にソフト
マット
（61.5cm
×
61.5cm）
を床に敷
いたり箱
型にして
家に見立
てて中に
入って遊
んだりし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その場に
いた職員
が園児と
一緒にソ
フトマッ
ト収納の
箱にマッ
トを入れ
ながら、
園児の様
子見てい
た。その
時、園児
の様子を
見ていな
い瞬間が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園する
園児の対
応のため
遊戯室で
はなく、
すぐ横の
廊下にい
た。

活動
が、遊
びから
片付け
へと切
り替わ
る時間
帯で、
絵本の
部屋へ
行って
いた職
員と園
児が遊
戯室へ
戻って
きた時
で、園
児の人
数も増
えてい
た。ま
た、そ
の時に
降園す
る園児
もいた
ため、
職員が
園児一
人一人
の動き
を把握
しにく

職員は、活
動が切り替
わる時間帯
は、子ども
達から目を
離さないよ
うにする。
また、お互
いの立ち位
置が変わる
ときは必ず
声掛けし、
園児の安全
を確認をす
るようにす
る。

7306

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

4 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足中指
先にひび
がはい
る。テー
ピングを
して、2
週間ごと
に診察。
●月●日
に完治。

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

遊びに夢
中になる
と、早く
進みたい
というは
やる気持
ちから、
間隔が狭
まってし
まった。

サーッ
キット遊
びを楽し
むには、
前の子が
やり終え
てから進
むという
ルール
を、子ど
もたちに
改めて伝
える。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

業者年1回
1.定期的
に実施

毎日

常設では
ない
サーッ
キットあ
そびで
は、遊ん
でいるう
ちに物が
移動しが
ちであ
る。

物と物と
の間隔が
十分にと
れている
ように、
適切な位
置に常に
戻す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスに
戻り始め
ている4
才児を見
送りなが
らだった
ため、5
才児の動
きに十分
注意を払
えなかっ
た。

子どもた
ちの活動
が終る頃
に別のク
ラスの子
たちが
入ってき
た場合
は、一度
その活動
を止め
て、別の
クラスの
大人に活
動を引き
継ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分のク
ラスや廊
下で遊
び、遊戯
室を覗い
て友達と
一緒に、
4歳児の
遊びに加
わってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

4才児の
担任は、
活動を終
えようと
して、少
しずつク
ラスへ促
している
ところ
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5才児の
担任は、
クラスや
廊下に居
て、遊戯
室には付
いて行か
なかっ
た。

別のク
ラスが
使用し
ている
ときに
入室し
てし
まった
ら（異
年齢で
活動す
る状況
になっ
たら、
動きが
違うの
で）担
当教諭
も付き
添うべ
きで
あっ
た。

遊戯室を時
間帯で利用
するクラス
が決まって
いるので、
利用するク
ラス以外は
入室しない
ように決め
る。

7307

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 8 7 7 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

園児への
遊び方の
周知が出
来ていな
かった。

遊び始め
るとき、
必ず約束
事の確認
を行い、
危険な遊
びをして
いる際は
すぐに呼
びかけ、
危険だと
知らせ
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

滑り台を
登ること
を想定し
ていたの
で、階段
部分から
の飛び降
りを考慮
しなかっ
た。

基本、滑
り台等で
遊ぶ際
は、補助
員が監視
しながら
指導す
る。

7.その
他

年中児な
ので室内
遊具は、
年少児向
けのもの
が多いの
で、物足
りなさを
感じる。

雨の天候
だったの
で、もう
少し発散
できる活
動を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発なこ
どもなの
で、普段
通り遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

隣でみて
いたが、
違う園児
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

降園時の
対応で、
見ていな
い。

降園時
の忙し
さで、
遊びの
見守り
が1人に
なり、
注意不
足だっ
た。

降園時は、
見守りを特
に注意して
園児を指導
する。

7308

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

24 3 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

他の子ど
もに寄り
添う必要
があるた
め、職員
間の連携
不足して
いた。

事故防止
と事故対
応のヒヤ
リハット
や事例を
参考にし
ながら研
修を行な
い、再確
認する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎回

点検後に
確認はし
ている
が、今回
は遊具に
問題はな
いため、
今まで通
り点検し
確認す
る。

今まで同
様、安全
点検は担
任が行な
い、不具
合の箇所
とうある
場合は主
任や運転
手、事務
長に報告
をし、点
検しても
らう。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

交代のタ
イミング
で出口に
移動する
のが勢い
がつきす
ぎたと思
われる

ジャンプ
をストッ
プする指
示を出し
た後に出
口への移
動を促す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

交代する
ため出口
でジャン
プしなが
ら移動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具出口
で手を差
し出し、
ひとりず
つ外へ誘
導

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホール内
の他の遊
具でそれ
ぞれ活動
を見守る

他の子
どもに
寄り添
う必要
がある
ため、
職員間
の連携
不足し
てい
た。

終了の合図
とともに静
止させ、
ジャンプせ
ず移動する
よう指導

7309

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

14 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

中足骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見直しを
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きは
ゆっくり
でマイ
ペースで
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児への
対応をし
ていた

特にな
し

職員間で連
携を とりな
がら子ども
の様子を
しっかり見
守り対応し
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7310

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

久しぶり
の雪遊び
で気持ち
が高揚し
ていたの
と、友だ
ちと一緒
にすべる
ことで危
険が伴う
ことを配
慮して、
滑るコー
スを変更
するべき
であっ
た。

子どもた
ちと安全
確認して
から滑る
とか、全
体に目を
向ける保
育士の立
ち位置を
決める。
また、雪
質なども
考慮して
行う。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎

園外での
安全点検
は、出か
けた時
で、事前
に場所の
確認はし
てない。

園外も、
安全点検
を兼ねて
下見に行
く職員を
つけ、対
応する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと
一緒に、
滑り方を
考え滑っ
ていたこ
ともあ
り、危険
につなが
るかもと
いう危険
予測をも
たせな
かった。

滑る前
に、子ど
もたちと
遊び方の
ルールを
確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

楽しみな
気持ちが
先走り、
興奮状態
ではあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側で見
守ってい
たが、本
人が泣い
て痛みを
訴えて、
ぶつけた
ことがわ
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じく泣
き声で、
ぶつけた
ことを知
るが、そ
の後も泣
き止みあ
そんでい
たので、
あまり気
にとめな
かった。

子ども
によっ
て腕が
外れや
すかっ
たりす
る事例
もある
ので、
骨が弱
いこと
を把握
し、注
意して
無理の
ない滑
り方を
促すべ
きで
あっ
た。

子どもの状
態と、雪の
状態をみな
がら無理の
ない遊び方
をする。

7311

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 15 20 9 9
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

左下Bの
歯の根元
が折れた

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

死角にな
る立ち位
置ではな
く、見え
る場所に
たつべき
だった。

保育者の
立ち位置
を事前に
声掛け合
い、立
つ。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎

丁度背丈
の位置
が、口元
のあたり
であった
ことと、
まだ、足
元がしっ
かりせず
不安定な
ところが
ある子な
ので、予
測して見
守るべき
であっ
た。

その子の
バランス
の不安定
さを予測
して、
しっかり
ついて遊
ばせるよ
うにして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まだ入園
して間も
ないの
で、あそ
び方を知
らせてい
くべき
だった。

保育者が
ついて、
あそび方
を知らせ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

すべり台
で遊ぶ友
だちもい
なかった
からか、
積極的に
遊ぶ姿が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

死角に
なってい
て、本児
の動きに
気づくこ
とが出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で、見守
りをして
いたた
め、気付
くことが
出来な
かった。

暑くな
るの
で、大
人の人
数がそ
ろった
から
と、テ
ントの
作業に
ついて
しまっ
たが、
園児の
いない
ところ
でやる
べき
だっ
た。

作業は、園
児のいない
ところで行
い、入園し
て間もない
子にしっか
りつくこと
で、大型遊
具の遊び方
を知らせて
いく。

7312

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 14 12 13 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肩骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

落下した
瞬間を誰
も見てい
なかっ
た。

片づけ班
と子ども
の遊びを
見守る職
員に分か
れて死角
を作らな
いよう人
員を配置
する。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

登り棒の
下（地
面）に人
工芝があ
りクッ
ションが
わりに
なってい
た。

必要に応
じて体育
マットを
敷く。

7.その
他

砂場の片
づけに夢
中にな
り、登り
棒で遊ぶ
姿を見
守ってい
なかっ
た。

園児に今
一度、登
り棒の正
しい登り
方や降り
方を徹底
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登り棒の
上まで
登った
後、降り
る途中で
落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
落下した
後に職員
が気づき
対応す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員室に
連れてき
て怪我の
状態を確
認する。

落下す
る瞬間
を見て
いな
かった
ため怪
我の把
握がで
きな
かっ
た。

細かく人員
配置を徹底
し、見てい
ない空白の
時間を作ら
ない。

7313

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

226 9 12 60 72 73 30 29
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙脱臼
（A｜A）
および歯
槽骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２～３

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルの適切
な運用が
行われて
いなかっ
た。

・全職員
が事故予
防マニュ
アルを再
度把握す
る。
・事故予
防に限ら
ず事故発
生後の職
員の動き
や連携に
ついて再
度が把握
し,改善
点を見つ
けマニュ
アルを刷
新する。

1.定期的
に実施

１～２
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

施設とし
てのホー
ルに問題
はなく、
保育者が
配置され
ていな
かったこ
とに大き
な問題が
あった。

・保育者
の配置を
適切に行
う。
・防犯カ
メラを
ホール内
に設置す
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

・子ども
たちが、
様々な場
所で遊ん
でいる状
況があっ
た。
・保育者
がその場
に配置さ
れていな
かった。

・本園の
保育内容
におい
て、子ど
もたちが
思い思い
の場にお
いて遊ぶ
状況は日
常的なと
ころでは
あるが、
怪我事故
防止の観
点から保
育者の目
が届く配
置を適切
に行うの
と同時に
園児へ遊
び方、過
ごし方の
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

異学年の
友だちと
の約束を
して、事
故発生場
所（ホー
ル）に向
かった
が、約束
をした友
だちが現
れる前に
その場所
にいた子
どもたち
と前触れ
なく、あ
そびがは
じまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室に
て子ども
たちの受
け入れを
行い、保
育室内の
子どもた
ちの様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・事故発
生場所
（ホール
内）に職
員が配置
されてい
なかっ
た。
・事故発
生場所周
辺の園庭
には職員
が配置さ
れていた
が、子ど
もの見守
りや保育
環境整備
を行って
いたため
当該事故
を目撃す
ることが
できな
かった。

・共有
スペー
スであ
る事故
発生場
所
（ホー
ル）に
おい
て、見
守り体
制が徹
底され
ていな
かっ
た。
・自由
遊びの
時間帯
におけ
る教職
員の配
置が適
切では
なかっ
た。

・集会や食事
の場として使
用する際は職
員の配置が適
切にされてい
るが、自由遊
びの際には子
どもたちの動
きに合わせて
流動的になっ
ている部分が
あった。今
後、自由遊び
の時間におい
ては子どもた
ちの状況に応
じた人員配置
を行ってい
く。雨天時な
ど子どもたち
の数が増える
ときには人数
に応じた職員
配置を行う。
・ホールとい
う場において
の過ごし方、
遊び方につい
て危険がない
ように指導が
できるよう共
通見解を持
ち、保育を行
う。

7314

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 19 21 5 1
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨　
ひび（左
尺骨遠位
端骨折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

普段は保
育教諭等
と一緒に
遊んでい
るが、本
日に限り
本児一人
で雲梯に
登り、発
見に遅れ
補助が出
来なかっ
た。

急に手を
離さない
ように繰
り返し声
掛けを
し、そば
で見守
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

毎日 ―
雲ていの
下に人工
芝を敷く

7.その
他

周りをよ
く観察
し、固定
遊具に保
育教諭等
が必ずつ
く。

職員の意
識を上げ
る。怠慢
にならな
いよう常
に緊張感
を持ち子
ども一人
一人を見
てあげ
る。（声
掛け、行
動）雲梯
の下に
マットを
敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から通
常通りの
様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2クラス
一緒に園
庭で遊ん
でいた
為、いろ
いろな場
所へ行き
子どもと
過ごした
ことで目
が行き届
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2クラス
一緒に園
庭遊びを
楽しんで
いた為、
雲梯に一
人で登っ
ているこ
とに気が
付かな
かった。

職員が
子ども
達に対
する意
識が低
かった
と考え
られ
る。

いつどんな
時も子ども
達を一人に
する状態を
つくらな
い。必ずつ
いていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7315

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

10 1 1
15.３
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

指挫滅創
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

演奏後、
ピアノ鍵
盤の蓋を
閉めない
事がもた
らす結果
を推察で
きなかっ
た。特に
支援の必
要な園児
であるこ
とは認識
していた
が、行動
を予測す
るところ
までは至
らなかっ
た。

職員会議
におい
て、事故
の状況を
説明し、
対応策を
話し合
い、共有
を行なっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

アップラ
イトピア
ノの構造
と重量な
どの認識
が足りな
かった。

アップラ
イトピア
ノをやめ
て、蓋の
ないキー
ボードに
交換をし
た。
存在する
他のピア
ノ鍵盤に
ダンパー
を取り付
けて、
ゆっくり
閉じるよ
う衝撃を
緩和する
処置をし
た。

6.食事
(おや
つ)中

支援の必
要な園児
に対し
て、一対
一で付く
など出来
るだけ手
厚い支援
を行い、
かつ、事
故防止に
つなげて
いく。

現在も補
助者を配
置してい
るが、時
間に制限
があるの
で加配の
保育士を
配置でき
るように
申請を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

発達支援
センター
に保護者
が相談し
ていて、
発達に1
年の遅れ
があると
保護者よ
り連絡を
受けてい
た。対象
児は皆と
同一の行
動を取る
のが難し
いところ
までは認
識してい
たが、行
動までは
予測でき
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３時のお
やつの時
間で、他
の園児に
対応して
いて、背
を後ろに
していた
ため対象
児を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時は部屋
の中で、
１０名の
人数でも
あり一人
であっ
た。悲鳴
を聞き、
他の保育
士が駆け
付け、止
血、応急
処置を
行った。

直接の
きっか
けと
なった
鍵盤の
蓋を閉
めない
ことに
より起
こり得
る事態
等を推
察する
力を身
につけ
るため
の研修
を行う
ととも
に、保
育環境
の危険
な場所
につい
て改め
て見直
した。

配慮の必要
な園児に対
し、手厚い
支援が出来
るように加
配の保育士
等の配置を
申請する。

7316

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部 脳出血
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今年度４月
からは頭痛
があった
（昨年度は
時々）。身
体検査の結
果で令和３
年２月で保
護者に肥満
指導面で伝
える。当日
水分補給を
促す声かけ
を担任がし
ていたが、
本児に適切
な摂取量で
あったのか
は不明であ
る。令和３
年度春、定
期健康診断
事前調査票
で頭痛あり
の記録をす
る。

頭痛が
あった時
には保護
者には伝
えていた
が、受診
はしても
らってい
なかっ
た。個々
の水分量
の適切な
量を確実
に摂取し
ているか
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
当該事項
に関連無

当該事項
に関連無

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の登園時
受け入れ時
に保護者か
ら家庭での
様子につい
ての連絡は
なく、当日
の情報がな
かった。
プール可の
保護者から
の記録
（プール
可）あり。
登園時での
検温は平熱
であった。
※登園
時・・・園
児の検温、
消毒、保護
者からの申
し送り事項
確認を実
施。

毎朝登園
時での検
温と体調
確認の視
診はして
いるもの
の、何か
変わった
様子があ
る時の些
細な点に
ついても
連携を
とってい
けるよう
に保護者
にも、も
う一度周
知してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら食事時
まで普段
通り、元
気いっぱ
いの様子
であり、
頭痛を伝
えから検
温と水分
摂取を確
認を行っ
た。食事
時に机を
叩く、体
調悪化の
変化まで
が短時間
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝登園時からの
特に変わった様
子の引継ぎはな
く、普段通りの
保育を行うが、
プール内での様
子には個々の姿
を注意深く見て
過ごし、プール
の中にも一緒に
入っていた。監
視員はプールサ
イドにて監視。
保育室内では担
任の他に加配対
象児もいたた
め、加配保育者
と二人での保育
を行っていた。
保育室内で頭痛
を伝えてきた時
に検温と水分補
給の摂取確認を
行う。食事の量
も本児に食べら
れる量を聞き様
子を診ていた。
様態変化に気が
付き、職員室に
内線を入れる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

加配対象
児の保育
にあたっ
ている保
育者も一
緒に保育
を行って
いた。本
児が担任
とのやり
取りを行
い、検温
と水分補
給時を
知ってい
た。

園児・
子ども
の頭痛
を伝え
に対し
て季節
上、熱
中症を
すぐに
思い浮
かべて
対応し
がちで
ある。

園児・子ども
の頭痛の訴え
に対して季節
上、熱中症を
すぐに思い浮
かべて対応し
がちである
が、体調変化
の確認の中で
いびきをかく
様子や唾液を
たらす様子の
他、日頃から
の本児の頭痛
の訴えがあっ
たことから他
の病状の予測
を瞬時に判断
し、いち早く
救急車の要請
をする事の大
切さを感じた
事から、頭痛
を訴えていた
時に保護者に
病院への受診
をお願いする
事を改善策と
する。

7317

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
幹部・尺
骨骨幹部
骨折（観
血的整復
固定術）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

十分な見
守りの中
で、運動
遊びを
行ってい
た。

引き続
き、十分
な職員配
置と個々
の子供の
様子を確
認し、
必要に応
じてその
都度やり
方などを
確認し、
見守りを
担当間で
徹底して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

運動用
マットの
固さは適
切であ
り、状態
も良かっ
た。

遊びの前
後で運動
用具の状
態を確認
し、安全
に使える
ようにし
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事前の準
備体操を
行い、対
象児も
しっかり
と行って
いたこと
を確認済
である。

準備体操
をしっか
りと行
い、子供
や職員間
で遊び方
の確認を
し、引き
続き安全
に遊べる
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当日は、
保育参観
で母が参
観してお
り、いつ
もより気
持ちが高
まってい
たと同時
に恥ずか
しさも
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
動きを見
ていてバ
ランスを
崩したこ
とに気が
付いた
が、補助
が間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のグ
ループの
子供の運
動遊びを
側で見て
いたた
め、別グ
ループに
いた対象
児と担当
は見てい
なかった

母親の
保育参
観中で
あり、
気持ち
の高ま
りと恥
ずかし
さがあ
り、い
つもよ
り手足
が上が
らずバ
ランス
を崩し
た。

対象児の気
持ちの変化
をくみ取
り、普段と
比べて高揚
している時
には、一旦
落ち着かせ
てから取り
組むように
する。

7318

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第５
趾骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

不定期
2.基
準配
置

―

午後の子
どもの動
きについ
てヒヤリ
ハットの
回数を増
やし、予
測がたて
られるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

複数

やわらか
いマット
の上で同
じ姿勢を
とってい
た事で姿
勢が変
わった時
にバラン
スを崩し
た可能性
がある。

今回の怪
我をうけ
て、マッ
トでの子
どもの様
子を十分
に観察
し、裸足
で過ごす
時には、
予測をた
てた声掛
けを行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

裸足でい
たため、
バランス
を崩した
時、小指
に体重が
かかった
可能性が
ある。

子ども達
に裸足で
いる時の
安全な過
ごし方を
指導する
と同時
に、保育
士が裸足
の危険性
を意識し
て過ご
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の子ど
もと同様
静かに過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じマッ
トの空間
にいて子
ども達を
見たり、
話したり
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じマッ
トの空間
にいて子
ども達を
見たり、
話したり
してい
た。

―

個々の対応
に集中せ
ず、全体監
視を意識す
る。

7319

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折　　
右上腕外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

適正な基
準で配置
し、保育
を行って
いた。

職員の見
守りの仕
方や、体
制を手厚
くするよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

遊戯室の
広さも適
切であり
面積基準
も満たし
ており問
題ないと
考える。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋の広
さと人数
を考え、
混雑をさ
けるため
間隔を開
け裸足で
かけっこ
を行った
が、始ま
る前に十
分な準備
運動を
行ってい
れば防げ
たのでは
ないか。

活動前に
身体をほ
ぐすため
の運動
や、走り
方の説明
を行うよ
う改善し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長期雨天
のため、
家庭でも
園でも室
内遊びが
続いてい
たため、
遊戯室で
の活動を
喜んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

かけっこ
を行う
際、子ど
もたちと
同じ方向
にたち、
声掛けを
行う。子
ども同士
の間隔や
人数に配
慮してい
たが、対
象児が転
ぶことを
防ぐこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数担任
ではある
が、遅番
だったた
め活動終
わりから
の出勤で
あった。

―

活動内容に
応じ、危険
を伴う場合
には複数配
置で園児を
見守るよう
改善する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7320

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 10 18 20 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

保育教諭
に園児の
危険な行
動に対す
る予測が
不十分
だった。

個々の園
児の特性
を知り、
子どもの
行動に対
しての予
測を深め
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 特になし

遊具の破
損や故障
はなかっ
たため、
今回の事
故に関し
ての要因
にはなら
ないと考
えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

身近な遊
具で子ど
もがとる
危険な行
動に対し
ての危機
知識が足
りなかっ
た。

いつも通
りの動き
や行動で
も、大き
な怪我に
つながる
場合があ
ることを
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●●の雲
梯で遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

●●で遊
んでいる
子ども達
に声を掛
けながら
見守って
いた。雲
梯にぶら
下がって
いる状態
から降り
る様子を
見ていた
が、着地
に失敗し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

●●に園
児4名が
いたのに
対し、職
員１人が
見守って
いたた
め、近く
に他の職
員はいな
かった。

普段の
子ども
の行動
から、
危険に
つなが
る場合
がある
という
予測が
不十分
だっ
た。

遊具内で
も、危険が
予測される
箇所の近く
で見守るよ
うにする。

7321

令和
3年
12月
17日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 10 7 2 2
15.３
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
後頭部創
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

降園する
こども
と、まだ
お迎えに
来ていな
い子ども
が入交、
人が多
かった。

入口近く
は人が多
くならな
いように
見通しを
よくす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

雨上がり
の為、靴
についた
土が滑り
やすかっ
た。

円柱はし
ご使用禁
止

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夕方は滑
り台なし
で、園庭
で遊ぶ約
束だった
が、迎え
が来てい
ても遊ん
でしまっ
た。

遊ばない
ように声
をかけ
る。円柱
はしご使
用禁止

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

お迎えが
きて、喜
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
の様子を
見てい
た。対象
児はお迎
えが来て
いた為、
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢児
の活動
だったた
め、担当
クラスを
見てい
た。

―

降園後は遊
ばないよう
に声掛けを
徹底

7322

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

361 22 114 118 107 30 28
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

自由時
間・カリ
キュラム
設定時そ
れぞれに
応じて職
員を配置

怪我の
あった場
所で監視
する職員
を増や
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

デッキの
角が滑ら
かであれ
ば、傷が
浅く済ん
だと思わ
れる。

ぶつけた
と思われ
るところ
のデッキ
の角を削
り滑らか
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

転んでも
しっかり
と手を付
けるよう
に、受け
身を上手
にとれる
運動遊び
を多く行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園
し、元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

怪我の瞬
間は他に
目を向け
ていた
為、転ん
で泣いた
声で気が
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我をし
た場所の
担当職員
は1名
だった
為、見て
いない。

特にな
し。

職員は配置
していたが
怪我の瞬間
を見ていな
かったので
人数を増や
し、あらゆ
る所に目を
向け、徹底
して監視す
る。

7323

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 6 5 2 3 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
頸部骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故発生
時の連絡
経路に共
通の認識
がなく、
危機対応
の判断基
準が現場
任せに
なってい
た。外遊
びの保育
者配置位
置、及び
お迎え対
応につい
てのルー
ルが曖昧
であっ
た。

・第三者
を含めた
本事故の
評価・改
善策指導
委員会の
立ち上げ
・安全管
理の専門
家による
研修を定
期的に実
施し、園
の危機管
理体制の
評価を依
頼
・ヒヤリ
ハット・
ハザード
マップを
管理する
ICTソフ
トの導入

3.未実施
1.定期的
に実施

12 3.未実施

高所遊具
であっ
た。手す
りが片側
のみで
あった。
階段板の
角に緩衝
材はな
く、木材
のむき出
しであっ
た。

・遊具に
手すりを
新設、階
段マット
の取り付
け/取替
・当該遊
具撤去の
可能性を
含めて、
専門業者
に点検を
依頼
・5/●転
落箇所に
ある階段
を撤去す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

預かり保
育の降園
時間であ
り、ラン
ダムな保
護者対応
により保
育者の意
識が拡散
してい
た。砂場
にいた保
育者、手
洗い場に
いた保育
者から事
故現場は
死角と
なってい
た。

・預かり
外遊び中
の保護者
対応は園
舎内の職
員が行う
・園庭見
守りカメ
ラ導入の
検討

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故直
前、本児
を含める
数名が平
地で揉め
ていた。
保育者が
声掛けを
したが、
園児同士
にわだか
まりを残
したまま
高所遊具
に向かわ
せてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育者の
一人は砂
場に集
まってい
た園児を
注視、一
人は手洗
い場での
付き添
い、一人
は保護者
対応のた
め当該遊
具に背を
向けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任を含
めた多く
の保育者
が教師会
に出席し
ており、
最低限の
人員で事
故対応を
しようと
した。

怪我の
程度を
判断す
る基準
が保育
者個人
の感覚
に依存
してい
た。保
護者呼
び出
し・緊
急搬送
等の重
要な判
断に、
役職者
や養護
教員が
即座に
関わる
仕組み
が形骸
化して
いた。

・園児との
遊び・保護
者対応を行
わない監視
役を配置
・危機対応
マニュアル
を細分化し
周知徹底

7324

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

77 8 20 26 23 13 11
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

事故当時
は全クラ
ス園庭に
出てい
た。運動
会のリ
ハーサル
中の職員
配置につ
いて、全
体を見渡
す職員の
配置につ
いて共通
理解をし
ていな
かった。

全体を見
渡す位置
の職員配
置の共通
理解を図
り、見守
りのすき
を作らな
いように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3

園庭での
活動に際
し、園庭
の状況を
しっかり
と把握す
るべきで
あった。

園庭での
転倒を防
ぐため
に、土を
平らにな
らした
り、小石
の除去を
行ったり
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭にト
ラックを
作ってお
り、カー
ブが狭
かった
が、競争
意識が強
く、勢い
があった
ことか
ら、前
もって練
習である
ことや気
をつけて
走ること
などを伝
えるべき
であっ
た。

活動の内
容と環境
が適して
いるかを
きちんと
確認し
て、予想
される園
児の行動
を把握し
たうえで
約束を行
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレーで
勝ちたい
という気
持ちが大
きく、興
奮気味で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

次に走る
園児を並
ばせてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

応援して
いた他の
園児の世
話や、対
象園児を
見守りな
がら応援
をしてい
た。

リハー
サルと
いう状
況のな
かで、
園児の
競争心
を考え
て、声
掛けや
援助を
行うべ
きで
あっ
た。

打ち合わせ
の際に、職
員の配置ま
で細かく設
定する。

7325

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 6 4 8 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

園庭での
ヒヤリ
ハット事
例を集約
し，マ
ニュアル
に付け加
えた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子どもが
起こすで
あろう危
険行為の
想定が不
十分だっ
た。

慣れてき
ている子
どもたち
への安全
指導の徹
底（遊具
の使い方
等）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数が少
なかった
ことで，
スピード
を出しや
すい環境
になって
いた。

人数が少
ない時に
も事故が
発生する
可能性が
あること
の認識

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

人数が少
なかった
ので，特
に危険を
意識して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に２
人いた
が，他児
の動きを
見ていた
ため，当
該園児の
動きを見
ていな
かった。

三輪車
の扱い
に慣れ
てお
り，ス
ピード
を出し
たまま
足を離
してし
まっ
た。ま
た，教
諭側の
遊び方
の指導
が不十
分だっ
た。

外遊びに入
る前の指導
の徹底
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7326

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 30 30 25 6 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左モンテ
ジア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

園庭での
ヒヤリ
ハット事
例を集約
し，マ
ニュアル
に付け加
えた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

日頃の
個々の遊
びの状況
把握の不
足

子どもへ
の安全指
導の徹底
（遊具の
使い方
等）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

大勢の子
どもたち
が遊んで
いたこと
で目が届
かない部
分があっ
た。

職員の配
置を意識
して分散
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

危険な行
動をする
子どもで
はないの
で，注視
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭では
多くの子
どもたち
が遊んで
いたこと
から，担
任は全体
的に見守
りをして
いたの
で，該当
児の動き
を追って
いなかっ
た。

キック
ボード
に慣れ
ていな
かった
ので，
スピー
ドを出
してし
まっ
た。怪
我をす
ること
を想定
できな
かっ
た。

用具を使っ
ている子ど
もの動きに
は，特に気
を付けて見
守る。

7327

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 20 19 20 6 6
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
第２関節
剝離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールが
大好き
で、楽し
く取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判をし
ながら見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の遊具
で遊んで
いる園児
を見守り
ながら全
体を見
守ってい
た。

全体に
ルール
やボー
ルの受
け方の
話をし
たが理
解でき
ていな
いよう
だっ
た。

外遊びや
ドッチボー
ルをする前
に全体にき
ちんと話を
してけがを
しない、安
全に気をつ
けるように
する。

7328

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 2 6 7 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘の剥離
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

マニュア
ルの見直
し、周知
徹底

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

設備面で
のケガで
はない為
改善策は
必要なし
と判断し
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一斉保育
ではなく
自由保育
の為、同
じ場所で
違う遊び
が混在す
る状況で
あった。

異年齢で
活動する
際の指導
計画作成

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この日は
午前中に
遠足に
行ってお
り、もし
かしたら
いつもよ
りも疲れ
はあった
かもしれ
ないが、
元気でい
つも通り
の様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5～6メー
トル離れ
たところ
で対象児
ともう一
人の児童
を見てお
り、それ
ぞれに注
意を促し
たが、対
象児が落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い遊戯
室を見守
るため
に、2人
の職員が
それぞれ
違う所を
見守って
いた。

子どもと遊
びながらで
も広い視野
で子どもを
見守る保育
を心がける

7329

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 3 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体操教室
に参加し
跳び箱に
跳び乗る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

専任講師
の指導の
もと、跳
び箱の横
で補助を
行う

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

順番を待
つ園児の
見守りを
行う

補助の
仕方に
ついて
の専任
講師と
の打ち
合わせ
が不十
分で
あった

事前にその
日に取り組
む種目の注
意点につい
ての打ち合
わせを十分
に行う

7330

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 12 18 3 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
をしてお
り、職員
の指導は
行ってい
る。
職員配置
にも問題
はない。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
違った部
屋で服を
脱いで、
多少通常
とは異な
る雰囲気
にはなっ
ていた。
（下着の
み着用）

慣れてい
る保育室
で受けら
れるので
あればそ
のように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

服を脱い
で開放感
があり、
やや注意
力に欠け
てしまっ
たため、
転んだ時
うまく手
をつけな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
子達は一
旦並ばせ
座ってい
たため、
他のクラ
スの子が
着替えて
いる方が
大変にな
りかけて
いて中間
で目配せ
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任より
も対象児
の近くに
はいた
が、別の
子どもの
対応をし
ていた。

通常か
ら動き
が多い
子ども
ではあ
るため
気がけ
て見守
る必要
があっ
た。

声掛けは
行っていた
が、更に気
がけて見守
る必要があ
る。

7331

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 11 16 18 9 9
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修を不
定期に実
施してい
たため、
今後はヒ
ヤリハッ
トを用い
ての事故
防止検討
会議を定
期的に行
う。学期
ごとに園
内の傷病
発生状況
を集計
し、職員
に報告し
た上で、
事故防止
意識を高
める。

1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

53

点検方法
について
教職員で
確認し、
必要に応
じて見直
しをし
た。ま
た、事故
防止マ
ニュアル
に沿って
全職員で
危機管理
について
再確認し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天気が良
く、気温
も高かっ
ため、日
陰で遊ん
だり、水
分補給を
したり、
園児は思
い思いの
場所で過
ごしてい
た。園児
の居場所
が分散し
ていたた
め、職員
も全体の
把握をし
ようとし
ていた
が、全て
の遊具の
傍に付い
ている状
況ではな
かった。

園児が使
用する遊
具には、
必ず職員
が付く。
園庭で遊
ぶ前に、
職員同士
で遊具使
用につい
て確認
し、園児
には職員
が傍に付
いている
遊具のみ
で遊ぶこ
とを知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
落ち着い
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員4名
のうち2
名は遊具
から離れ
た位置に
いた。全
体を把握
しよう
と、園児
のいる場
所を行き
来してい
たが、
立ってい
た位置か
ら園児が
転倒する
のを見か
けたの
で、すぐ
に駆け付
けた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その他の
2名は園
児の遊び
に関わっ
ていたた
め、泣き
声で事故
に気付い
た。ま
た、園庭
にいた4
名の職員
とは別
に、園庭
を気にし
ながら廊
下を移動
していた
職員も泣
き声を聞
いて駆け
付けた。

ブラン
コや鉄
棒など
には必
ず職員
が付い
ていた
が、つ
り橋は
危険の
認識が
不足し
てお
り、必
ずしも
つり橋
に付い
ていな
かっ
た。

どの遊具に
も必ず職員
が付く。職
員会議を行
い、どんな
事故の可能
性がある
か、どのよ
うな付き方
をするかな
どを職員全
員で共通理
解し、安全
面について
危機管理意
識を高め
る。

38 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7332

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 13 0 7 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

普段は登
り棒には
職員を配
置してい
たが、
プール活
動等で園
庭の職員
が手薄に
なったこ
と、ま
た、全体
把握の位
置からは
見えづら
い場所で
あったた
め。

引き続き
高さのあ
る遊具に
は必ず職
員を配置
し、年齢
相応の遊
び方がで
きるよう
声をかけ
ていく

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

職員がい
なくても
自由に登
り降りで
きる環境
であった
ため。

職員がい
ない場合
には遊べ
ないよう
に囲いを
設置し、
子どもだ
けで遊ぶ
状況にな
らないよ
う徹底す
る。（現
在、すで
に設置
済）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の自由な
活動中で
あったた
め、年長
児の姿に
触発され
て、自分
の力以上
のことに
も挑戦し
てしまっ
た。

年少組を
中心に子
ども達と
もう一度
遊具の遊
び方・約
束を確認
し、担任
だけでな
く、その
他の職員
とも朝礼
などで子
どもの情
報を共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の預か
り保育
や、部屋
で過ごし
た時間は
いつも通
り落ち着
いた様子
であっ
た。※時
系列は表
面「発生
状況」参
照

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

異年齢で
の自由活
動中で
あったた
め、個人
に担当は
ついてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3名の職
員は全体
把握はし
ていた
が、それ
ぞれが他
の園児へ
の対応を
していた
り、見え
づらい位
置にいた
時間も
あった。

園庭で
遊んで
いた園
児は20
人程度
では
あった
が、割
合とし
ては年
少が多
く、よ
り危険
な行動
への危
機意識
を持っ
て全体
把握を
できな
かった
為。

マンツーマ
ンで見る事
ができる状
況を設定
し、それ以
外の時には
封鎖してお
くようにす
る。

7333

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

60 20 21 19 7 5
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指末
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り、職員
の指導は
行ってい
る。職員
配置にも
問題はな
い。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児の見
守り、声
かけが不
足してい
た。

園児の見
守り、声
かけを徹
底し再発
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスで
のお始ま
り前の自
由遊び時
間で廊下
で紙を
使って遊
んだり、
走り回っ
たりして
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

廊下や保
育室な
ど、行き
来しなが
ら、子ど
も達を見
ていた。
お始まり
前にクラ
スに対象
児がいな
かったの
で、対象
児を探し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下で
は、他の
クラスの
子の担当
見守り、
対象児が
立ってい
たドアの
保育室で
は、その
クラスの
子どもの
見守りを
してい
た。

廊下は
走らな
い、ド
アでは
遊ばな
いとい
う声か
け不
足。

自由遊び時
間の子ども
の見守りを
強化する。

7334

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 3 7 4 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ル（園内
で事故が
予想され
る物、遊
び）につ
いて配慮
が足りな
かったと
考える。

子どもの
運動能力
や予想で
きる子ど
もの行
動、怪我
について
職員間で
共通理解
し合える
場を設け
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1

低い位置
からの落
下でも骨
折をする
という職
員の配慮
が足りな
かったと
考える。

遊具の点
検をして
いても使
い方で怪
我をする
ため、教
師も子ど
もも安全
な遊具の
遊び方を
日々確認
していく
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢別に
遊んでい
たり、異
年齢児が
遊んでい
る場面で
も遊びが
続かずト
ラブルに
なるな
ど、場面
に応じて
遊びや関
わりがさ
まざまで
ある。

合同保育
というこ
とで、一
人ひとり
の特性を
理解した
保育が必
要になっ
てくる。
また、通
常とは違
う様子に
注意して
見守って
いくよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

担任の話
によると
午前中通
常保育の
時とは違
い、気持
ちが高
ぶってい
たとのこ
とだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の遊
びにかか
わり、遊
びのルー
ルを理解
できずに
泣いてい
た子に援
助してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びにかか
わってい
た。

2名の職
員で担
当して
いた
が、事
故発生
時は他
の園児
を世話
してお
り、対
象児に
対して
背を向
けてい
た。危
険を察
知でき
ていた
ら事前
に声を
かける
ことが
できた
と思
う。

広い遊戯場
など子ども
の活動が活
発になる場
所では、全
体が見渡せ
る場所で他
児とかかわ
るようにす
る。対象児
が通常とは
違う様子に
注意して見
守っていく
ようにす
る。

7335

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

22 2 2
16.４
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

前歯2本
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

職員が給
食中も広
い視野を
持つよう
にする。
また、給
食中の離
席や教室
での過ご
しかたに
ついて指
導してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

今回の件
は、施設
の設備の
不具合か
ら起こっ
たもので
はない
が、これ
からも変
わらず安
全面の徹
底に努め
ていく。

6.食事
(おや
つ)中

万が一転
んだとき
の為にも
子どもが
ティッ
シュを取
りに行く
などの動
線には子
どもの席
を作らな
いように
する。ま
た、つま
ずきそう
な物がな
いか常時
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩いて
ティッ
シュを取
りに行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

教室の前
方に他の
職員と一
緒に座っ
て給食を
食べなが
ら子ども
たちを見
ている状
態だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じく
座って給
食を食べ
ながら子
どもたち
を見てい
た。

給食を食べ
ながらも子
どもたちの
状況を把握
できるよう
に座る位置
などを工夫
して連携を
図り見守っ
ていく。

7336

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

3 25 22
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左側上顎
乳切歯;
歯根破
折･外傷
性亜脱臼
右側上顎
乳切歯･
乳側切
歯;外傷
性亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
登園後の
身支度へ
の取り組
み方への
言葉かけ
不足

巡視の徹
底・園児
への言葉
かけの強
化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 特になし 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

登園後の
身支度中
遊んでい
る子ども
に対して
の言葉か
け不足

約束事の
再確認を
クラスや
園全体で
しっかり
と伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園して
から15分
間友達と
戯れて遊
び楽しん
でハイテ
ンション
になって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭・園
児の迎え
入れ・園
バス・園
内巡視等
に分かれ
て保育に
当たって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭・園
児の迎え
入れ・園
バス・園
内巡視等
に分かれ
て保育に
当たって
いた。

巡視時
危険に
関して
把握や
言葉か
けがで
きな
かっ
た。

「水筒は
座って飲
む」「ウッ
ドデッキは
走らない」
「ウッド
デッキで水
筒を飲まな
い」などを
全園児での
朝礼で園長
から、また
各クラスで
担任から子
ども達に促
し、再発防
止の徹底に
務めた。

7337

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌・表
情・動き
等普段と
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
危険な遊
びをして
いなかっ
たため、
離れた場
所から全
体の園児
の把握を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と関わっ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

なし

子どもの遊
びに応じた
配置場所に
ついて、職
員間で声を
掛け合い、
連携を取り
合い進めて
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7338

令和
3年
12月
17日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 13 12 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左頸椎骨
遠位骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

春季休業
中で異年
齢構成の
保育で
あったた
め、通常
保育とは
異なって
いた。

長期休業
期間中や
教育時間
後の預か
り保育で
は、保育
の進め方
や危機管
理につい
て再度共
通理解を
図ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌・表
情・動き
等普段と
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
危険な遊
びをして
いなかっ
たため、
離れた場
所から園
児の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と関わっ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

なし なし

7339

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

51 16 14
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ケガの応
急処置の
再確認。
園内のヒ
ヤリハッ
ト確認。
もっと気
軽に救急
車を呼ぶ
など受診
時の確
認。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

鉄棒下
に、クッ
ションと
なるもの
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具での
遊び方
を、今以
上に丁寧
に見てい
く。高い
ところに
いる子が
危なくな
いか、何
かあった
らすぐに
駆け付け
られるよ
うに、心
づもりを
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの健康
状態で、
最近特に
興味を
もった鉄
棒をして
いて、担
任の先生
に見ても
らおうと
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の
「鉄棒を
見てて」
「逆上が
りやりた
い」とい
う言葉に
寄り添
い、傍で
援助して
いた。本
児が手を
放してし
まった時
に、受け
止めるこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児と関
わりなが
ら、庭全
体を監視
してい
た。本児
が落ちた
のを見
て、すぐ
に駆け寄
る。ケガ
の状況の
確認と観
察、職員
室へ連
絡。

今回は、
とっさに体
を受け止め
て助けるこ
とが出来な
かったの
で、落下す
るかもしれ
ないという
危機感を常
に持つよう
にし、保育
者自身の立
ち位置も気
を付ける。

7340

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

8 2 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

-

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼に捕ま
りたくな
いため、
慌てて逃
げてバラ
ンスを崩
して右肘
から転倒
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
一緒に遊
びに入り
ながら他
の園児の
動きを見
守りなが
ら対象児
も見てい
たが、対
象児が転
んだ瞬間
に手を差
し伸べる
等の対応
は間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員
は、支援
が必要な
子につい
ていたた
め、転倒
時の様子
は見てい
なかっ
た。

転倒時
に手を
つくこ
とがで
きな
かっ
た。

転んだとき
には手を地
面につくよ
うに活動内
容を工夫し
指導をす
る。

7341

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

54 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

研修等、
年度初め
に行う。
園内のど
の場所で
事故が起
きやすい
か、予想
されるか
（すべり
台、三角
タワー、
地球ジャ
ングルな
ど）の確
認が足り
なかっ
た。

この場所
ではどん
なことが
予想され
るのか、
どんな配
慮が必要
なのか、
子どもに
伝える遊
び方の
ルールを
改めて全
職員で確
認。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

雨あがり
はぬれて
滑りやす
いこと、
木の下に
はマン
ホールが
あり固い
ため、落
ちた際の
危険性が
高くなる
こと、後
ろから
登って来
た人の振
動が伝わ
りやすい
ため揺れ
やすくな
ること。

雨あがり
は十分注
意して見
ること、
場合に
よっては
止めるこ
と。マン
ホールの
上には落
ち葉を積
み上げる
こと。先
に登って
いる人の
ことも考
え、「わ
ざと揺ら
すのは無
し、ゆっ
くり進む
ことを子
どもたち
に再度伝
えた。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちも遊び
に夢中な
ので、ど
れくらい
高いとこ
ろが危険
か、どん
なルール
であった
か、意識
が薄れて
しまって
いる可能
性もあっ
た。

今一度、
子どもた
ちに「木
を登る際
は必ず大
人を呼び
見てもら
うこと」
「登る
際、降り
る際は焦
らずゆっ
くり動く
こと」
「木の上
で押した
りけんか
しないこ
と」の
ルールを
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木に登
り、途中
まで登る
と少し高
さのある
ところか
ら飛び降
りる遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側でぬか
るんだ地
面の手入
れをしな
がら声を
かけて児
童を見て
いた。対
象児が落
下する瞬
間に間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋外の弁
当の片付
けの声か
けや他児
のトラブ
ルに対応
していた
ため、見
られな
かった。

今回は
合同で
あった
ため子
どもの
人数も
多く注
意して
見る範
囲が広
がっ
た。よ
り、職
員同士
の連携
が必要
となる
場面で
あっ
た。

保育中、職
員同士誰が
どこについ
ているか認
識できるよ
う「木登り
している人
たちのとこ
ろにつきま
す！」「私
は～の場所
を見ます」
「よろしく
お願いいし
ます」のや
りとりを口
頭で必ず行
う。これは
どの活動に
おいても重
要なことな
ので、今一
度他の職員
にも共有再
確認した。

7342

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 2 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

担任が、
園児が怪
我をして
いること
に気付か
なかっ
た。

今までの
経験や、
園医から
の指導記
録を研修
資料とし
ている
が、年１
回の研修
に今回の
事例も取
り上げ
て、最悪
の事態に
備えて複
数の目で
確認する
必要があ
ることを
伝えた。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

傾斜地に
石畳が配
置されて
いるた
め、ス
ピードが
調節しに
くい。

石畳の角
が鋭角で
あるた
め、土で
角を保護
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

石畳など
の段差を
乗り越え
たり、飛
び越える
経験が少
ない。

足・腰を
たくさん
使う遊び
を活動へ
入れてい
く。子ど
もが慌て
ずに付い
て来れる
ようゆっ
くり見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は園
舎裏の石
畳付近で
枝拾いを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くで枝拾
いをして
いた。ま
た、本児
が転倒し
ていると
ころを見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３～４
メートル
離れたと
ころで枝
拾いをし
ていた。

当該事
故につ
いて保
育後に
保護者
の方へ
連絡し
なかっ
た。ま
た保育
後、電
話にて
病状の
確認の
連絡を
怠って
しまっ
た。

痛みが治
まっている
状態であっ
ても、その
場ですぐに
連絡をする
こと。担
任・補助だ
けの目で確
認するだけ
でなく、何
人かの大人
の目で負傷
した部分を
見る。

7343

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

118 16 27 33 42 6 6
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

丸太の遊
具の近く
に職員の
配置が無
かった

職員の配
置を拡大
する

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

12

遊具は園
庭に総合
遊具が一
つ・雲
梯・砂
場・固定
された動
物の遊
具。家型
の固定さ
れた遊具
二つ・ク
ライミン
グ・丸太
の集合体
の遊具が
園庭の周
りに設置
されてい
る。

複数人数
で遊んで
いる際
は、人数
の制限を
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ほぼ全員
の子供た
ちが遊ん
でいたた
めに個別
の対応が
できな
かった

全体の確
認が不足
していた
のでエリ
アの確認
を怠らな
い

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同年齢の
友達と丸
太に遊ん
でいたが
複数で一
か所に
乗ったた
めに、は
ずみで落
下する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

丸太遊具
で遊んで
いたこと
は確認し
ていた
が、落ち
た瞬間に
間に合わ
ず援助が
できな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

泣いてい
る園児に
気付き、
泥を払っ
たり、顔
を拭いた
りする

当該遊
具の高
さがあ
まりな
いた
め、ほ
かの遊
具に比
べて危
険度の
認識が
足りな
かっ
た。

遊具の利用
時には職員
を配置する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7344

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨幹部骨
折の再発

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

同じ保育
室内にい
たが、転
んだ瞬間
を見てい
なかっ
た。

常に全体
を見渡
し、危機
管理に努
めながら
保育を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200
特にな
し。

今後も危
険のない
ようあそ
ぶ前に、
安全点検
を確実に
行うよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

２つの教
室を利用
して保育
を実施し
たことに
より、園
児が自由
に行き来
できるこ
とで解放
感に繫
がってし
まった。
また、職
員の目が
届きにく
くなる環
境を作っ
てしまっ
たことも
要因の１
つと考え
られる。

事故予防
マニュア
ルを職員
全体で見
直す。ま
た、日常
の保育の
中でヒヤ
リハット
体験等を
ヒントと
して話し
あい事故
を起こさ
ない仕組
みづく
り、組織
づくりを
心掛けて
いく中
で、環境
設定の在
り方につ
いて再度
考えて見
直してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後、
仲のいい
友達と一
緒に誘い
合って遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

教師は同
室で保育
していた
が、転ん
だ瞬間は
確認でき
ず、泣き
声で気が
付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の保育
室に１名
配置し、
他の幼児
の遊びを
見守って
いた。

子ども
たちの
遊びの
状態に
応じた
声かけ
を日頃
から心
がけて
はいた
ものの
今回の
ケース
のよう
に仲の
良い友
達との
じゃれ
あいの
中でも
転び方
によっ
ては、
骨折し
てし
まった
ケース
であ
る。

ちょっとし
た場面でも
いろいろな
要因が重な
り事故に繋
がるケース
も考えるた
め普段の行
動であって
も、常に子
どもたちの
動きから危
険を察知
し、注意喚
起を怠らな
いよう努め
る。職員の
危機管理意
識を高める
とともに、
子どもたち
にも、危険
を予知・回
避できる力
が育むよう
に声掛けを
していく。

7345

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

13 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児の状
況を危険
がないか
全体的に
目を配り
ながら保
育する。

幼児の行
動を多方
面から予
測して、
見守るこ
とが必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

固定遊具
や、滑り
台で意欲
的に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の遊
ぶ場所か
ら、3
メートル
ほど離れ
た場所
で、他児
の滑り台
を滑る様
子を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の近
くで、他
児と関わ
りなが
ら、本児
の様子を
確認して
いた。

入園間も
ない年少
児のた
め、体幹
がしっか
りしてお
らず不安
定な面が
ある。
しっかり
と前を見
ていない
で走り出
したり、
ぶつかっ
てしまう
ことによ
る、衝突
の危険は
考えられ
る。

危険を察知
して行動す
るよう、危
機管理につ
いて幼児と
日ごろから
話し合うよ
うにする。
また、危険
な行動に
は、あらか
じめ声を掛
けられるよ
う、全体を
見ていくよ
うにする。

7346

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

25 3 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

前歯強打
による破
損

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

安全教育
の全体毛
画・年間
指導計画
に基づく
計画・実
践・評
価・改善
のサイク
ルによる
見直し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

15 特になし

定期的な
点検に加
え、施
設・遊
具・玩具
など保育
活動で使
用する前
には必ず
点検する
ようにし
ている
が、今後
一層の徹
底を図
る。

7.その
他

男児Aが
初めての
お誕生会
に参加し
て気持ち
が高ぶ
り、周り
の状況を
考えずに
自分の場
所に座ろ
うとして
勢いよく
滑り込ん
だことが
要因と考
えられ
る。

園児に、
室内での
過ごし方
や集合の
仕方など
を定期的
又は随意
に指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児（女
児）は、
自分のこ
とは自分
でできる
子であ
り、誕生
会後も早
めに着替
えを済ま
せて自分
の場所に
座り、み
んなの着
替えが終
わるのを
待ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

入園当初
は衣服の
着脱など
未熟なた
め、個々
に制服か
ら運動服
に着替え
の支援を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と同様、
それぞれ
が個別に
衣服の着
脱の支援
をしてい
た。

３人の
職員が
それぞ
れ個別
に支援
をし、
全体の
園児の
把握が
不十分
であっ
た。

個別指導者
や全体指導
者など、担
任と補助教
諭との役割
分担を明確
にする。

7347

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

8 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折外顆亀
裂骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

担任２名
のうち１
名は新任
というこ
とで、見
守りや危
険を察知
して声が
けするな
どの対応
が不足
だった可
能性も考
えられ
る。

事故防止
マニュア
ルを令和
３年度中
に見直
し、再作
成すると
ともに、
職員間で
様々なケ
ガ事例や
危険な状
況を想定
した共通
理解を図
る為の研
修を重
ね、ケ
ガ・事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

240

今回は環
境におけ
る要因は
挙げられ
ず、あく
までも人
的環境か
ら発生し
たケガで
あるた
め、特に
なし。

ハード面
について
は特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び環境
における
玩具など
の配置が
適切で
あったか
が要因と
考えられ
る。

遊び環境
における
静と動の
遊びの配
置、子ど
もの動線
を意識し
た環境作
り。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

床に座
り、レゴ
ブロック
で遊ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園児の
受け入
れ、視診
などを兼
ねなが
ら、自由
遊びの姿
を見守
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園後の
うがい、
手洗いを
促しなが
ら、自由
遊びの姿
を見守
る。

保育者
の見守
りの位
置取り
につい
て適切
ではな
いと考
える。
ケガに
繋がり
そうな
行動を
予測ま
たは察
知でき
るよう
に見守
る必要
があっ
た。

発達状況や
自由な遊び
空間等にお
ける見守り
の視点や適
切な位置
等、経験・
担当に関わ
らず全職員
が同様の意
識で共有を
図る為、学
期末の振り
返りを基本
とした研修
を実施し、
改善に努め
たい。
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死亡
0
歳
1
歳
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歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7348

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左こめか
み部の裂
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

ケガを予
測した子
どもへの
声掛け
（注意喚
起）の不
足

令和３年
度中にケ
ガ・事故
防止マ
ニュアル
の見直し
及び作成
し、室内
外におけ
る遊びの
種類や内
容につい
て話し合
い、指導
について
も予め子
どもに注
意を促す
等の声が
けの必要
性や保育
者の配慮
について
共有して
いく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

240

丸太の上
部が固
く、完全
に角が無
い状態で
はないこ
とから、
今回の様
なケガに
繋がると
考えられ
る。

園児のぶ
つかった
丸太の支
柱につい
て、業者
による春
の点検で
は危険な
状態とは
判断され
なかった
が、丸太
の上部に
ゴム製の
カバーを
かぶせて
ケガ防止
の対策を
図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

様々な遊
びが入り
混じり十
分なス
ペースが
無かっ
た、他の
遊びをす
る子ども
が障害と
なってい
たか等話
し合った
が、１ク
ラスのみ
であった
ことやそ
の場に見
ていた保
育者がい
たことか
ら状況確
認がで
き、要因
となる状
況は考え
にくいと
いう結論
に至る。

保育者が
子どもの
行動やケ
ガを想定
した状況
を考慮
し、関わ
りや遊び
を展開す
る上での
見守りの
仕方が課
題であ
り、様々
な子ども
の姿から
共有し注
意してい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
を友だち
と行い、
追いかけ
られる側
となり園
庭中を走
り回る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１名は鬼
ごっこを
共に行
う。１名
は遊具で
遊ぶ子の
見守り。
１名は砂
場で園児
と共に遊
ぶ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいた
のはケガ
をした園
児の学年
のみで
あったた
め、他の
職員は室
内（クラ
ス）にお
いて園児
と遊びの
時間であ
る。

ケガを
予測し
た子ど
もへの
声掛け
（注意
喚起）
の不足

今回のケガ
を受け、外
環境におけ
る遊びの種
類や内容に
ついて話し
合い、指導
についても
予め子ども
に注意を促
す等の声が
けの必要性
や保育者の
配慮につい
て共有し
た。

7349

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

10 2 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足向う
脛骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

子ども同
士関わる
時は、状
況を見て
安全への
支援を行
う。

保育者、
子どもと
もに安全
への意識
付けとそ
の都度安
全確認を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想して
いない状
況での事
故であっ
た。

人数的に
限界はあ
るが、
様々な想
定をし
て、連携
して見守
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は、
一人で気
に入った
ことをし
て遊んで
いること
が多い。
この時
は、他児
と関わろ
うと自ら
だっこし
て、バラ
ンスを崩
し転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ保育
室にい
て、園児
の様子は
把握して
いたが、
他の活動
をしてい
て、転倒
があっと
いう間
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の活動を
支援して
おり、状
況は見て
いなかっ
た。

想定し
ていな
い事故
であっ
たが、
今後に
活かし
てい
く。

可能な限り
保育者が見
守る。

7350

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

『教育・
保育施設
等におけ
る事故防
止及び事
故発生時
の対応の
ためのガ
イドライ
ン』を本
務教諭全
員が読み
直した。

2.不定期
に実施

46
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

4

総合遊具
のはしご
部分に、
滑り止め
になるよ
うな加工
を検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段であ
れば、当
該遊具か
ら足を踏
み外すこ
とはな
かったか
もしれな
いが、移
動の声か
けを聞い
て、急ぐ
あまり足
元を確認
せずに転
落したと
考えられ
る。

自由遊び
の際の移
動や集合
などの声
かけは園
児の状況
を把握し
てから行
う。遊具
の高い所
に園児が
いる場合
は「集ま
る」など
の声かけ
の前に
「ゆっく
り降り
る」など
の声かけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段か
ら、総合
遊具で遊
ぶことが
多く、高
いところ
を好み、
垂直はし
ごの上り
下りも危
なげなく
一人でで
きてい
た。当日
は、数人
で氷鬼を
してい
て、垂直
はしご部
分に一人
で登って
いた。担
任が次の
活動を知
らせたた
め、いつ
もより
焦っては
しごを降
りようと
したかも
しれな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近く（１
m以内）
におり、
視野には
入ってい
たが、総
合遊具の
別の場所
で遊んで
いる他児
に注視し
ていた。
次の活動
のため
に、対象
児と反対
の方をむ
き、別の
場所に移
動するよ
う全体に
知らせ
た。すぐ
対象児側
に振り向
いたが、
すでに垂
直はしご
から落ち
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が園
庭から離
れたた
め、一緒
に園舎内
（ホー
ル）で過
ごしてい
た。

通常で
あれ
ば、２
４名の
園児に
対して
担任１
名、補
助２名
の体制
だが、
事故当
日は12
時で補
助１名
が早退
してい
たた
め、担
任１
名、補
助１名
だっ
た。

職員が通常
より１名少
なかったた
め、範囲を
限定して遊
んでいた。
今後は、職
員配置に応
じて、範囲
と遊び方を
限定する。
次の活動を
知らせる前
に、園児の
状況を確認
し、高いと
ころに登っ
ている場合
は、降りて
から次の指
示を出すよ
うにする。

7351

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨
折、右橈
骨頭脱
臼、右モ
ンテジア
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨が続い
た中での
晴れ間は
全体的に
気持ちが
高ぶり、
集中力が
低下す
る。

教師が危
険性を再
確認し、
気持ちを
落ち着か
せてから
戸外へ遊
びに出
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り友達と
元気に遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
離れたと
ころで、
他児と接
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
離れたと
ころで、
他児と接
してい
た。

7352

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 13 12 4 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

喜んで集
団遊びに
参加して
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
のBGMを
担当しな
がら全体
を把握し
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団遊び
の様子を
近くで見
ていた

友達と
手をつ
ないで
いたた
め、転
んだ瞬
間に手
が出な
かっ
た。

手をつない
で行う集団
遊びの場合
には、転倒
への注意を
伝え、十分
に配慮して
行う。

7353

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

89 34 29 26 7 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

複合遊具
の下で職
員の配置
が一人
で、後ろ
の登り棒
のところ
に目が行
き届かな
かった。

事故防止
マニュア
ルを策定
し、それ
に沿った
保育実施
を職員に
徹底させ
る。

1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200

遊具の高
さ、様式
等が20年
前の基準
でつくら
れてお
り、近年
の遊具よ
り、危険
度が高
い。

撤去（12
月中旬に
実施）。
3歳児が
安全に遊
べる高さ
の複合遊
具を令和
3年4月に
設置。そ
の他玩具
は職員に
より毎日
破損・不
具合がな
いか点検
を実施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

満三歳か
らの入園
が増える
中、園の
遊具は年
少以上向
けにつく
られてい
るので、
小さい月
齢の対応
には無理
があっ
た。

満三歳、
年少の遊
べる部分
を決め職
員を2人
かならず
配置して
遊ばせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後年
長児達と
複合遊具
へ走って
いって、
遊具から
手が離れ
て落ち
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落下の瞬
間は見て
いなかっ
たが、離
れたとこ
ろから全
体を見渡
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児落下
後に気づ
いた。

外遊び
の時、
外遊び
を見守
る当番
の幼稚
園教諭
（保育
士）の
見守り
が十分
ではな
かっ
た。

高さ（1.5～
2.5メートル
程）のある
遊具（総合
遊具、登り
棒、ジャン
グルジム
等）には、
職員を必ず1
名配置させ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7354

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2
17.５
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

末節骨骨
折・左中
指不全切
断

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

意識を改
革し、危
険がない
か見守り
を強化す
る。再発
防止に備
え、事故
発生に備
えた体制
を改めて
確認し、
確立させ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

机の取扱
説明書を
熟読して
おらず、
子どもに
机の片づ
けをさせ
たこと。

今後、折
り畳みの
机は一切
使用せ
ず、固定
式の机を
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人で見
れる人数
と思い、
保育室に
は保育者
が一人し
かいな
かった。
また子ど
もが片づ
けられる
という職
員の認識
の甘さが
事故につ
ながっ
た。

子どもが
片づけて
いるとき
には他の
ことをせ
ずに危険
がないか
注意を払
い、援助
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

横にあっ
た机を拭
いている
最中に事
故が発生
し、近く
にはいた
ものの本
児が机に
指を挟む
瞬間を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋を分
けて食事
をしてい
たため、
各部屋の
片づけを
見守って
いたり、
支援の子
どもにつ
いていた
ため事故
が発生し
た部屋に
は一人し
かいない
かった。

子ども
たちが
普段通
りに机
を片付
けてお
り、全
職員に
危険な
ものを
扱って
いると
いう認
識が薄
れてい
た。

子どもたち
が扱ってい
る物に常に
留意し、危
険がないか
注意を払
い、責任を
もって援助
する。

7355

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 10 9 17 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右すね骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

今までも
行ってい
たが、確
認する頻
度を増や
していく

遊具一つ
ひとつの
約束事を
全職員で
再確認す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

高さがあ
る所だけ
ではなく
着地する
地点での
確認を行
う

グライ
ダーの着
地地点に
厚めの
マットを
置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各クラス
月１回遊
具の使い
方の確認
をおこな
う

滑り方、
降り方に
ついて園
児と再度
確認をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はじめて
のことに
対しては
慎重であ
る。外の
遊びで
は、友達
と走った
り砂場で
のごっこ
遊びや鉄
棒を行う
ことが多
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児たち
は砂場・
遊具・お
にごっこ
で遊んで
いた。担
当職員は
全体を見
ながら
サッカー
を行って
いた。該
当児がグ
ライダー
から降り
てくるの
は視界に
入ってい
た。グラ
イダーの
滑りだし
の位置に
は担任が
いて、降
りる様子
は見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

上記職員
以外の2
名につい
ては、１
名は砂場
での遊び
を展開、
他1名は
該当児の
場所とは
反対方向
を向き遊
びを展開
してい
た。

至近に
職員は
いた
が、着
地地点
に職員
がいな
かった

グライダー
を降りてく
る場所に職
員を配置す
る

7356

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

306 98 104 104 28 22
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

 左上腕
骨顆上骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

担任が交
代で欠席
確認など
を行い、
職員が不
在になる
場面や時
間を無く
す体制を
作りを行
なった

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

159

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
元気に登
園し、朝
の自由遊
びを楽し
く過ごし
ていた。
その後保
育開始後
も、いつ
も通り絵
本を読み
ながら静
かに待
ち、絵本
の出し入
れも歩い
て行えて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子ども達
に絵本で
待つよう
に指示を
だし、待
ち方や安
全面への
注意点を
確認して
から保育
室を離れ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

順次各部
屋を回っ
て安全確
認を行
なってい
た

欠席連絡の
確認など交
代で行な
い、見回り
の職員と入
れ替わるな
ど職員が不
在の時間を
作らないよ
うな体制を
強化する。
また、声を
掛け合いな
がら全体で
取り組み
日々実践の
中で改善・
見直しを行
ないながら
こまめに検
証してい
く。

7357

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

日ごろ、
ちょっと
したヒヤ
リハット
の事項を
安易に考
え、見過
ごしてし
まうこと
がある。

小さな事
故、ヒヤ
リハット
の事項も
見過ごさ
ず、職員
で共通理
解を図
り、日ご
ろ起こり
うる事故
を未然に
防ぐ。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

施設、遊
具、おも
ちゃの点
検を的確
に行う必
要があ
る。

点検の機
会を増や
し、活動
前にも使
用する物
のチェッ
クをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動内容
を把握
し、ま
た、もし
事故が起
こった時
スムーズ
に対応で
きるかど
うかを考
慮した人
員配置で
あった
か？

その日の
活動内容
を、事前
に把握、
吟味し適
切な人員
配置を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は跳
び箱に自
信があ
り、家庭
（体操教
室）・園
で何度か
経験した
ことがあ
る内容
だった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

担当職員
（外部体
操講師）
が対象児
とマン
ツーマン
で跳び箱
運動を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

二人体制
での運動
の時間。
二つの
コーナー
に分かれ
て活動し
ていたた
め、担当
職員（外
部体操講
師）以外
対象児を
見ていな
かった。

通常は
もう一
人補助
教諭が
保育サ
ポート
にあ
たって
いる
が、当
日はサ
ポート
にあ
たって
いな
かっ
た。

状況により
活動時の人
員を考慮
し、見守り
の目を増や
す。

7358

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

57 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

外遊び後
入室時、
子どもの
移動とお
漏らしの
対応など
で事故現
場が手薄
になって
しまっ
た。

子どもた
ちにも正
しい遊具
の使用方
法を教え
ると共に
職員にも
改めて周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

120

当該園児
が太鼓橋
遊具の上
で、鉄棒
のように
前回りを
して手を
離してし
まい、転
落した。

子どもた
ちにも正
しい遊具
の使用方
法を教え
ると共に
職員にも
改めて周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び後
入室時、
子どもの
移動とお
漏らしの
対応など
で事故現
場が手薄
になって
しまっ
た。

子どもた
ちにも正
しい遊具
の使用方
法を教え
ると共に
職員にも
改めて周
知する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

複数人の
お友だち
と一緒に
太鼓橋で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

様々な遊
具がある
場所なの
で、見通
しの良い
ところか
ら職員が
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員が見
ていたが
至近距離
にはいな
かった。

太鼓橋
遊具の
上で、
鉄棒の
ように
前回り
をして
いたこ
と。

子どもたち
にも正しい
遊具の使用
方法を教え
ると共に職
員にも改め
て周知す
る。

7359

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし
7.その
他

遊戯室に
は職員が
いない状
態であっ
たため、
クラスの
幼児の様
子を他の
職員と連
携し確認
するべき
だった。

活動と活
動の合間
の時間帯
は、職員
間で連携
し、一人
一人の幼
児の様子
を把握す
るよう努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら落ち着
いて過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

弁当準備
のため、
保育室で
他の幼児
とかか
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スで保育
をしてい
た。

本児の
様子を
気にし
た職員
がいた
が、思
い込み
により
担任に
報告せ
ず、担
任との
連携が
十分と
はいえ
なかっ
た。

思い込みを
なくし、少
しでも知っ
ていること
や気になっ
たことは、
すぐ担任と
情報を共有
するように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7360

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 16 19 18 7 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の遊
び方の見
直しと、
園児への
指導を行
う。

1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

5

近年の幼
児全般の
体力低下
にもかか
わらず、
遊具が古
いため幼
児個人の
危険回避
が難し
かった可
能性があ
る。

8/● 遊
具業者B
により安
全確保の
ための改
修等の提
案を受け
る
9/● 遊
具業者A
（事故遊
具設置業
者）より
遊び方指
導を受け
る
9/▲  理
事会にて
安全確保
策のため
安全チッ
プの埋
入、遊具
の改良の
ため
\2,000,0
00程度の
支出を決
定、業者
に工事を
依頼した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象園児
を見てい
る職員が
一名だけ
だった。

定期的な
職員研修
で改めて
事故回避
の指導を
行う。特
に園庭遊
びでは園
庭中央で
遊ぶ園児
を、複数
の職員が
園庭側面
から見て
いる体制
を基本を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に積
極的に遊
具で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭にて
他の園児
に対応し
ながら、
対象児の
動きに注
意を払っ
ていた。
遊具の最
上段に
登ってい
たことか
ら、危険
回避の指
導をする
ために園
児に近づ
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にて
他の園児
に対応し
ていた。

保育者
は対象
児に近
づいた
もの
の、対
象児が
背を向
けてい
たため
表情が
見え
ず、緊
急性を
把握で
きな
かっ
た。

遊具の使用
法について
見直す他、
異常時に園
児からも容
易に声出し
が出来るよ
う指導す
る。

7361

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上B外
傷性歯亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

40

床に支度
をしてい
る子たち
が座って
いたり、
身支度し
たものが
各所に置
いてある
ことが要
因として
考えられ
る。

片付けの
際に、支
度をする
場所を定
位置とし
て決め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手助けし
ている
際、個々
にかか
わってい
るため、
全体を見
渡せてい
ない時も
ある。

一人が個
に関わる
際は、も
う一人の
職員は全
体を見渡
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に帰り
支度の際
も、ぶつ
けたり痛
みを訴え
てきたり
する様子
は見られ
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園時、
全員が帰
り支度を
している
ため、他
に助けを
必要とし
ていた支
援を要す
る園児に
ついてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援の必
要な園児
が多数い
るため、
それぞれ
に対応し
ていた。

担任に
言いづ
らい状
況に
あった
ことも
予想さ
れる。

困ったこと
や痛かった
ことなど
は、すぐそ
の場で伝え
ることや、
職員が帰り
の際に、
個々とやり
とりして怪
我などの状
況を確認し
て帰るこ
と。

7362

令和
3年
12月
17日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

26 5 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

巧技台の
周囲に
マットを
敷いてい
なかっ
た。

落下の可
能性があ
ることを
考え、周
囲にマッ
トを敷
き、安全
面に配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と共
に楽しん
で活動に
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

巧技台の
場所で安
全にのぼ
れるよう
見届けた
り、順番
を待つよ
う指導し
ていた。
対象児の
体勢が崩
れて落下
した時、
他の職員
と場を交
代しよう
としてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

巧技台の
担当職員
と交代し
ようとし
ていた。

職員が
交代す
る時
に、対
象児
や、次
にのぼ
る子を
制止し
なかっ
た。

職員が交代
する時に
は、職員が
交代するま
で子供に待
つよう指
示・指導す
る。

7363

令和
3年
12月
17日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 6 3 6 4
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3回/年
2.基
準配
置

職員の立
ち位置、
役割分担
の確認不
足

全体が見
渡せる位
置を考
え、怪我
につなが
らないよ
うそれぞ
れが立
ち、声掛
けをしな
がら園児
の安全を
見守る

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

毎日

複数の遊
具を出し
てしまい
子どもの
行動範囲
が広がっ
てしまっ
た

目が行き
届く遊具
を限定
し、遊ぶ
前に遊具
の使い方
などを皆
で確認、
約束をし
て遊び始
める。日
頃から環
境整備は
勿論、危
険と思わ
れる個所
は対策し
年齢や発
達を踏ま
えて、保
育環境を
安全に整
える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・集団遊
びでの自
由遊び中
でそれぞ
れが遊ぶ
中、近く
で見守っ
ていた
・安全に
遊べてい
ると過
信、他児
に気を取
られてい
た

常に人数
把握をし
その日の
子どもの
様子など
報告し合
い危険防
止の確認
をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な子
どもで、
室内で元
気に歩き
回ってい
た。園庭
に出ると
落ち着い
た様子で
座って皆
の遊ぶ様
子を見た
りしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
ステップ
につかま
り立ちを
している
のを確
認。近く
で遊んで
いた子に
気を取ら
れ目を離
した間に
その場か
ら転倒。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が泣
いて立ち
上がらな
いため近
くにいた
もう一人
の職員が
抱き抱え
ウッド
デッキに
もたれな
がら、抱
きあやし
ていた

他児の
行動に
目が行
き、本
児の傍
で見守
ること
が出来
なかっ
た

子どもの特
性の理解と
周囲の環境
整備により
事故防止で
きるため、
少しの変化
でも伝え合
い対応でき
るようにす
る。そのた
め遊具の使
い方なども
指導する必
要がある

7364

令和
3年
12月
17日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 5 4 3 11 4 10 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

新しく開
園し、子
どもたち
も気持ち
が高まっ
た。見慣
れない遊
具に興味
があっ
た。

事故予防
マニュア
ルの作
成。研修
に参加す
る。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
開園直後
の為

トンネル
の上から
飛び降り
ないよう
に両脇に
柵を付け
た。定期
的に安全
点検をす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園前の
戸外活動
中

トンネル
の頂上か
らジャン
プすると
ケガをす
る、下の
トンネル
をくぐっ
たお友達
にもぶつ
かること
を子ども
たちに説
明し、ト
ンネル出
入り口で
はジャン
プしない
約束をす
る。柵に
は鍵を付
けた。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

見慣れな
い遊具に
興味があ
り、いつ
もより気
持ちが舞
い上がっ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鍵がつい
ていない
柵でお友
達が開閉
する姿が
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応してい
た為、見
ていな
かった

トラブル対
応の際もこ
まめに様子
をみる。保
育士同士、
声を掛け合
い連携して
いく。

44 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7365

令和
3年
12月
17日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 7 11 9 11 4 3 11 9
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
右撓尺骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3回/年
2.基
準配
置

職員の立
ち位置を
考え、視
野を広げ
て遊び
（活動）
を見守
る。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年

危険個所
はない
か、遊び
（活動）
の前にも
常に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故の直接
要因では
ないが、
転倒した
場所近く
にブロッ
ク壁があ
るため、
事故防止
予防策と
して、角
にスポン
ジクッ
ションを
設置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内に
片寄らな
いように
立ち、園
児の遊び
を見守っ
ていた

対象児
がやせ
型。日
頃から
転びや
すく、
わざと
転んで
遊ぶ様
子も
あっ
た。

表情や泣き
声等で見え
ない傷に、
いち早く気
付けるよう
に対応す
る。

7366

令和
3年
12月
17日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

10 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

下前歯破
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12回/年

1.基
準以
上配
置

テーブル
が隅に寄
せられ配
慮した環
境では
あった。
しかしク
ラスルー
ムについ
ては、ス
トレッチ
だとして
も幼児ク
ラスの運
動遊びに
対して狭
い環境
だった。

クラス
ルームの
使用方
法、対象
年齢を見
直し、そ
れに合っ
たマニュ
アルを作
成する。

1.定期的
に実施

1回/月
1.定期的
に実施

30回/月
1.定期的
に実施

30回/月

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を把
握する意
識を持て
る様にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きが活
発な幼児
Aが、保
育者から
の指示が
出される
前に動き
出し、そ
れにつら
れた本児
が立ち上
がった後
フラフラ
と動き出
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お子様か
ら目を離
さない様
に、必ず
1人以上
配置して
いる。発
なお子様
と、気持
ちが不安
定なお子
様へ保育
者の意識
が集中し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

気持ちが
不安定な
お子様
が、他の
お友だち
に手をだ
してしま
う為、そ
のお子様
を中心に
みてい
た。また
事が起き
た際は、
気持ちが
不安定な
お子様に
留意しな
がら、髪
の毛を踏
まれた幼
児の話を
聞いてい
た。

担任と
もう一
人の保
育者
が、連
携を
取って
全体を
みる意
識が足
りな
かっ
た。

状況を見て
自身の役割
を確認し、
保育者同士
が声に出し
て連携を行
う。

7367

令和
3年
12月
17日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 9 8 5 4 4
16.４
歳

1.男
児

発達面や持
病等は、特
にない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折　
左足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2回/年

1.基
準以
上配
置

施設環境
の安全面
を確認す
る資料が
ない、ケ
ガ対応の
際の流れ
を園全体
でできて
いない状
況があ
る。

施設環境
の安全面
や注意
点、
チェック
箇所の確
認できる
ものを作
成し、園
全体で確
認をする
必要があ
る。

2.不定期
に実施

約12回/年
2.不定期
に実施

約12回/年
1.定期的
に実施

週1回程度

屋上の日
除け
（ター
プ）が、
段差の上
に立ち子
どもたち
が手を伸
ばすと触
れられる
高さだっ
た。子ど
もたちと
ぶら下が
らない約
束をして
いた。

日除け
（ター
プ）の高
さを高く
し、ター
プに触れ
られない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋上の全
体の様子
を把握が
できる位
置で保育
士は見
守ってい
た。人工
芝部分
は、小さ
な空間や
空調設備
を囲う柵
があり、
死角や見
えにくい
部分があ
る。

子どもた
ちの人数
により、
屋上の遊
ぶスペー
スを制限
する（環
境調整）
や玩具や
遊びの提
案をして
保育環境
を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、友だ
ち4，5名
と一緒に
人工芝部
分で身体
を動か
し、ま
ねっこ遊
びをして
いた。ぐ
るぐると
円を描き
ながら走
り、20㎝
程度の段
差をジャ
ンプして
飛び越え
る遊びを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は、屋上
の中央に
ある遊具
付近で、
屋上全体
を見守っ
ていた。
対象児
は、屋上
の奥（人
工芝部
分）で遊
んでお
り、走り
回ってい
る様子は
把握して
いたが、
転倒した
瞬間は目
視できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋上に
は、保育
士1名で
対応をし
ていたた
め、他の
職員は対
象児の様
子は見て
いない。
屋上から
連絡を受
け、対象
児のケガ
の状況確
認、ケガ
の処置の
対応をし
た。

夕方の
過ごし
方。保
育士の
体制に
ついて
再度確
認をす
る。

子どもの人
数、遊びの
様子等を考
え保育士を2
人体制が必
要となる場
合は、屋上
の体制を2人
体制にす
る。

7368

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

雨天の為
室内遊び
が続いて
いたこと
で発散さ
れていな
かった。
普段から
使用して
いるもの
ではな
かった
為、気持
ちが高揚
してい
た。

粗大運動
の前は準
備運動と
ルールの
確認を行
い、一度
落ち着い
た状態で
スタート
をするよ
うに声を
掛ける。

1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

12

テンポよ
く飛んで
いた事で
勢いがつ
いてし
まってい
た。

気持ちが
高揚した
際、ダイ
ナミック
な動きに
なる事を
想定し、
一度気持
ちを落ち
着かせて
のスター
トをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りを
する保育
教諭が１
人だった

粗大運動
の際は、
見守り・
補助を含
め、2人
で対応す
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段身体
を動かす
遊びには
参加する
ことは少
ないが、
この日は
時々使う
跳び箱に
興味をそ
そられ、
友だちの
誘いを受
けて意欲
的に挑戦
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱の
横につ
き、走行
方向の右
側につい
ていた。
着地まで
は見てい
るが、左
手側は死
角になっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
１人、
ホールに
１人の体
制のた
め、対象
者を見て
いない。
本児から
訴えが
あったの
は、保育
室にいた
保育教
諭。

若木骨
折は子
どもに
多い骨
折であ
る。生
活習慣
も関係
してい
る。

バランスの
いい食事と
健康な身体
作り。

7369

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

園全体で
もう一度
マニュア
ルの確認
を行う。

1.定期的
に実施

252
1.定期的
に実施

252
1.定期的
に実施

252 特になし

室内の環
境の見直
しをし、
動線を考
えた環境
設定に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

室内では
走らない
ように声
を掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
所持品の
始末をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登園時間
だったた
め、園児
の所持品
の始末を
している
様子を見
ながら、
運時の受
け入れを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園時の
ため、保
護者対応
をしてい
た。

特にな
し

室内でもい
つどんな時
でも怪我を
することが
あることを
念頭に置
き、保育に
努める。室
内では走ら
ないように
園児に伝え
る。

7370

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 11 9 10 4 4
16.４
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊び方の
見極めや
その日の
様子など
各園児の
状態の把
握。

園児の状
態の見極
めを確実
にし、適
切な補助
体制と環
境整備を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
遊具には
不備はな
かった。

遊具自体
には不備
はなかっ
たが、使
用してい
る安全
マットを
より効果
の高いも
のに変え
るなどす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

使用頻度
の高い雲
梯であ
り、マッ
トも敷い
てあるこ
とから大
きな危険
性を認知
していな
かった。

ソフト・
ハードで
の対応に
加え、児
童に対し
ても遊び
方の指導
などを行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び
中、複数
の園児と
一緒に複
合遊具の
雲梯部分
で遊んで
いる時、
うまくつ
かめず落
下。手を
着いた時
に肘辺り
を骨折し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の対
応をして
いた為、
すぐそば
には居れ
なかった
が、近く
にいて全
体を見る
ようにし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応するな
どし、全
体を見る
ようにし
ていた。

降園前
の外遊
びで
あった
ので疲
れなど
体力面
の不安
や、園
児の様
子等の
状況把
握

今後は当該
遊具での遊
びの際は職
員を近くに
配置するな
どし、他の
複合遊具の
ような高さ
のある場所
での遊びで
も特に配慮
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7371

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

31 12 9 10 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
付け根　
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

遊びの活
動自体に
は危険な
要素はな
かった
が、片付
けの際、
注意事項
は伝えた
が、その
後の見守
りに対す
る配慮が
足りな
かった。

平均台等
の運動器
具を使用
した際の
片づけ方
の再検討
を行い、
子どもた
ちには平
均台等金
属製や重
さのある
器具は運
ばせない
等、事故
防止策の
取り組み
を行う

2.不定期
に実施

2・3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故発生
時に片付
けようと
しいた平
均台は金
属製で重
さがあっ
た。

活動後の
後片づけ
の際に金
属製の器
具は絶対
に子ども
たちに運
ばせない
ことと、
子どもた
ちから目
を離さな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の自由
遊びの活
動で使用
する遊具
等は予め
担当職員
が決めて
いて、こ
の日は玩
具や平均
台等の運
動器具を
使用して
いた。

自由遊び
の活動内
容の再検
討及び金
属製の運
動器具を
使用した
際の片付
け方法の
見直しを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の遊び活
動終了後に
担当職員が
ぬいぐるみ
とブロック
だけ片付け
るよう指示
をしたが、
何故か本児
だけが平均
台を片付け
ようとして
誤って平均
台を左足親
指付近に倒
してしまっ
た。「ガ
ン」という
音で気が付
き、振り
返ってみた
ら、本児が
平均台中央
付近で小さ
な声で泣い
ていた。足
の指を確認
したが、特
に痛がる様
子はなく、
その後は普
通に歩行し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
２名とも
子どもた
ちの片付
けと一緒
に跳び箱
等の重く
大きな運
動器具の
片付けを
行ってい
て、まさ
か平均台
を片付け
る子ども
がいると
は思って
いなかっ
たことも
あり、全
体をよく
見回す余
裕がな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の遊び
活動は担
当職員２
人のた
め、他の
職員は其
の場にい
ない。

普段か
ら子ど
もたち
の行動
に対し
て先入
観や思
い込み
を持た
ないよ
う観察
する。

今後の遊び
の内容・片
付けの仕方
等を再検討
するととも
に職員の配
置等も検討
する。

7372

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

66 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

螺旋骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

●●ごっ
こ遊びが
エスカ
レートし
てしま
い、遊び
が激しく
なりケガ
につな
がったの
ではない
か。

子ども達
に対する
安全教育
を見直
し、子ど
も達自ら
が安全に
遊びを展
開できる
ように支
援や声掛
けを行う
ようにす
る。ま
た、職員
も事故防
止に対す
る定期的
な研修へ
の参加を
実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

人工芝の
広場では
４歳児●
組の園児
のみが遊
んでいて
広さは充
分であっ
たと思う
が、雨上
がりで滑
りやす
かったこ
とに対す
る職員の
配慮がか
けてい
た。

戸外遊び
を行う際
は、気象
状況によ
る遊具や
地面の変
化に気を
配り、安
全に遊べ
るかを検
討してか
ら遊ぶよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨上がり
で芝が少
し濡れて
いて滑り
やすかっ
た。ま
た、本児
が長靴を
履いてい
たことを
担任は把
握をして
いなかっ
た。

長靴は足
元が靴に
比べ不安
定なので
注意して
遊ぶな
ど、注意
深く見る
必要があ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達と●
●ごっこ
で遊んで
いる時に
勢いよく
芝山の反
対側に行
こうとト
ンネルを
くぐろう
とし、頭
をトンネ
ルの淵に
ぶつけて
しまう。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トンネル
の反対側
にいた
為、本児
と一緒に
遊んでい
た友達が
報告にき
てくれ様
子を見に
行った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラス担
任は一人
が戸外、
他2人は
室内で給
食準備、
発表会準
備をして
いた。

４歳児Aの
担任が２
名のうち
１名、B組
の担任が
３名のう
ち１名、
計２名し
か園庭に
出ていな
かった。
また、長
靴で遊ん
でいたこ
とを把握
していな
かった。
雨上がり
であった
ので濡れ
ていた為
滑りやす
かった。

職員の配置
は、可能な限
り子ども中心
にし、戸外
（子ども担
当）は３名の
うち2名、準備
等は1人にし園
庭に複数出る
ようにする。
職員が複数出
られない場合
は他のクラス
の先生に頼ん
だりして協力
を仰ぐように
する。また、
長靴で遊ぶ場
合は滑りやす
いので注意を
し必要に応じ
て裸足になっ
たりするなど
注意深く見る
ようにしてい
く。

7373

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

5 3 2
13.１
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
遠位端骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

エリアを
分けてい
る仕切り
が牛乳
パックで
作ったも
のだった
ので使い
込むうち
に傾いて
いた。

ぐらつき
をなくす
為配置の
仕方を変
え、新し
いものに
交換し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

点検の時
点で不備
があり業
者に発注
したが、
届いてい
なかった
為取り替
えていな
かった。

不備を見
つけた場
合は速や
かに代替
となるも
のに交換
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

仕切り
(排泄と
遊びのエ
リアを仕
切るも
の）が不
安定だっ
た。

しっかり
した安定
性のある
ものに取
り替え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者に
抱き上げ
られた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

オムツ交
換をしよ
うと対象
児を抱き
あげた
所、足元
が仕切り
に触れ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児以
外の子ど
もの保育

オムツ
交換の
際の職
員配置

各々がサ
ポートでき
るよう声を
掛け合い配
置につく。

7374

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

55 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

その時間
の学年の
職員人数
や職員配
置に問題
はなかっ
たが、そ
れぞれ子
どもへ対
応してい
たため、
目の行き
届かない
場面を
作ってし
まった。

園庭全体
を見守る
役割の職
員は見守
ることに
専念す
る。

1.定期的
に実施

41
1.定期的
に実施

205
1.定期的
に実施

3

雲梯下の
地面等
は、定期
的に耕運
機で土を
柔らかく
している
が、雨に
より土が
硬くなっ
てしまっ
ていた。

ただちに
雲梯等、
転落の恐
れのある
遊具の下
にゴム
マットを
敷いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後とい
う時間で
体が疲れ
ていたた
め、いつ
もだった
らできる
ことが上
手くでき
ず落下し
てしまっ
た可能性
も考えら
れる。

午前中や
体が元気
な時間に
運動遊び
の時間を
計画する
ようにす
る。
雲梯をし
ている時
に疲れた
り難しさ
を感じた
ら、無理
せず途中
でやめる
ことも、
けが防止
には大事
だという
ことを子
ども達と
話し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

主担任
は、園庭
の芝生の
上で他の
園児と鬼
ごっこを
していた
ため、そ
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
3名も、
それぞれ
に配置し
ていた
が、丁度
他の子ど
もの対応
をしたり
してお
り、その
瞬間は見
ていな
かった。

雲梯を
してい
ること
は把握
してい
たが、
落下す
るかも
しれな
いとい
う危機
感が足
りな
かっ
た。

雲梯をする
子どもがい
る時には、
近くで職員
が見守るよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7375

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

10 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

（右脚）
脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

クラス
リーダー
が欠勤で
不在だっ
た為、保
育に主幹
保育教諭
を代理で
配置して
いた。

配置人数
に問題は
なかった
が、こど
も及び職
員の個々
の状況把
握も必
要。
新しい遊
具を使用
する場合
は、正し
い使い
方、留意
点、設定
の仕方を
全職員に
周知、理
解してか
ら実施す
ることと
する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12

今回使用
したマッ
トは乳児
用のマッ
トでは
あった
が、使用
方法に理
解不足な
点があっ
た為検討
し、今後
は這い這
いマット
として使
うように
職員に徹
底した。

事前に保
育教諭が
体験、問
題点はな
いかの検
討を行っ
たうえで
遊びの提
供を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

山型マッ
トを使っ
ての遊び
は初めて
の活動で
あった。
成長段階
に合わせ
た環境設
定をより
細かく
個々に合
わせて検
討する必
要があっ
た。

初めて体
験する活
動につい
ては事前
に設定
し、職員
間で成長
段階に問
題はない
か、危険
な箇所は
ないか、
職員の配
置等しっ
かりと検
討したう
えで行う
ことにし
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

広い場
所、初め
ての体験
に興奮し
た様子が
少し見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
は対象児
の近くに
いたが、
一瞬他の
子に気を
とられて
目をはな
した。　　
密を避け
るため広
い場所で
遊ばせた
ので、他
の子が広
がり目が
いった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具を多
く設定
し、グ
ループに
なってい
たので全
体の把握
はできて
いなかっ
た。

多くの遊
具や広い
場所を子
どもや職
員の状況
把握をし
ないまま
安易に提
供した。
初めのグ
ループ(8
人)は遊び
方や約束
を伝えて
から遊び
始めた
が、後か
ら参加し
た本児と
もう一名
の子は楽
しそう、
やりたい
という気
持ちです
ぐに遊び
始めてし
まった。
誘導の方
法に問題
があっ
た。

個々の子ど
もの心身状
況を的確に
把握し、ま
た職員の状
況等も考慮
し計画性を
もって提供
する。
今回、後か
ら加わった
二人は使い
方や約束を
聞かないで
遊び始めて
しまったの
で、一人ひ
とりが活動
を始める前
に、落ち着
いて話をし
てから活動
を始められ
るようにす
る。また、
後から加
わった二人
を引率した
職員が、職
員の安全に
引き渡しを
行う。

7376

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

59 20 19 20 6 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3
2.基
準配
置

本園では
「戦い
ごっこ」
は暴力に
繋がる危
険な遊び
と捉え、
園内では
誰が見か
けても叱
るのでは
なく別の
遊びに誘
うように
してい
る。4・5
歳児にな
ると「戦
いごっ
こ」は危
ない遊び
と認識す
るように
なってい
る。

４・５歳児
になると
「戦いごっ
こ」はルー
ル違反だと
自覚してい
る為、遊び
の中で擦り
傷や痛い所
があっても
先生や親に
黙っている
場合があ
る。原因が
何であれ子
供達には異
常がある時
は必ず先生
に知らせる
ように指導
する。ま
た、見守っ
ている職員
同士は連携
や声かけを
密にし大き
な事故に繋
がらないよ
うにする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

固定遊具
について
は職員配
置ができ
ない場合
は使用禁
止にして
いるが、
園庭での
自由遊び
も職員が
見通せる
範囲を決
め危険が
ないよう
にしてい
る。

その日の
職員配置
で死角に
なってい
る所はな
いか常に
確認しな
がら見落
としのな
いとうに
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

帰りの会
の後は室
内、園
庭、保護
者対応な
ど広範囲
の見守り
が必要な
為、職員
間で役割
分担をし
て見守っ
ている
が、突発
的な事が
起きた場
合は職員
間で常に
連携を意
識し安全
な見守る
必要があ
る。

突発的な
事が起き
た場合は
職員間で
声を掛け
合ってい
るが、お
互いに状
況を確認
安全な見
守り体制
が取れて
から動く
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
の怪我の
手当てを
するため
に室内に
入ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来た保護
者の対応
をした
り、遊具
付近の見
守りをし
ていた

広い範
囲で遊
んでい
た

遊びの場所
の制限をし
て、見落と
しや死角に
なるような
場所は職員
が注意をし
ておく。

7377

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 1 5 5 5 5
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
脱臼骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

保育教諭
の役割と
配置につ
いて、受
け入れ時
間帯、ま
たは職員
数に見
合った遊
具の選定
が必要
だった。

受け入れ
時間帯の
遊具を選
定し、安
全に活動
が実施で
きる体制
になって
からは遊
具の設置
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365 特になし

引き続
き、鉄棒
使用時
は、落下
時のケガ
予防のた
めに、鉄
棒下に
マットを
敷き、見
守りが出
来る環境
で実施し
ていく。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

受け入れ
業務と重
なり、本
児の見守
りが不十
分であっ
た

保育活動
の実施に
あたり、
現状の環
境で可能
な活動か
不可能な
活動か具
体化して
判断でき
る環境を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園児の
受け入れ
やお便り
帳の確認
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園児の
受け入れ
やお便り
帳の確
認、他児
を見てい
た。

異年齢
での受
け入れ
を実施
してい
る時間
帯であ
り、役
割分担
や保育
内容の
判断が
不十分
であっ
た。

安全に配慮
した環境の
設定と役割
の明確化を
徹底する。
怪我のリス
クが高い遊
具などを分
類できるよ
う、可視化
に努める。

7378

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 4 7 5 3 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

事故の要
因となっ
た遊び
に、必ず
職員を配
置する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

ジャンプ
した時の
衝撃を穏
和する
マットを
徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

マットを
敷いて、
職員１名
の配置を
して見守
りしてい
た。

日常的
に、子ど
もたちと
遊具の安
全な遊び
方につい
て確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後の遊
びの時間
で、本児
も落ち着
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャンプ
の遊びを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
に配置

特にな
し。

ジャンプす
る時に、落
ち着いて着
地できるよ
うに声をか
ける。

7379

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハットの
事例を出
し合い、
その都度
確認し、
改善策を
考える

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

日々の点
検を確実
に行い、
その都度
問題点の
共通理解
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
役割確認
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊具
の鉄棒で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

砂場付近
で他児と
かかわっ
ていた。
園庭全体
を見てい
たため、
本児の動
きを側で
確認でき
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
ぶ子ども
たち全体
を見てい
たため、
本児の動
きは側で
確認でき
ていな
かった。

特にな
し

役割確認の
徹底

47 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7380

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 13 18 23 11 10
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕両
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

複数クラ
スでの活
動のため
他クラス
の職員の
援助があ
ると見方
が甘くな
る。

職員一人
ひとりが
全体を見
る意識と
配置基準
より多い
場合は、
全体を総
括する職
員を配置
する。ま
た、声の
掛け合い
を行い、
死角をな
くすよう
意識す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1

ハード面
に関して
は、安全
点検を実
施し遊具
と着地面
の整備を
引き続き
行ってい
く。

固定遊具
を使用す
る遊びの
時は、必
ず職員が
その場所
で見守
り、安全
管理をし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動と活
動の間の
時間は、
子どもの
集中力が
なくなり
また、開
放的にも
なるため
注意散漫
になりや
すい。

活動の合
間など子
どもたち
の気持ち
が落ち着
かないと
考えられ
るときに
は、全体
で落ち着
かせたり
普段より
長めに休
息をとる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団活動
から好き
な遊びへ
移行。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちが分散
して遊ん
でいたた
め、全体
を見渡せ
る場所に
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

運動会練
習をして
いる方に
目が行き
過ぎてい
た。

遊具で
遊ぶ子
どもが
いる場
合は、
怪我の
リスク
も上が
るた
め、運
動会練
習を見
ながら
も遊具
の方も
意識し
て目を
向けた
り気持
ちを
持って
いくこ
とにか
けてい
た。

いつ・どこ
で・何が起
こるかわか
らないこと
をそれぞれ
が再認識す
る。また、
行事の取り
組みと普段
の自由遊び
の子どもた
ちの心理状
態を考え、
行動を縮小
したり休息
の取り方に
も気を配
る。

7381

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎歯肉
挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

正規職員
が、降園
時保護者
対応をし
ていて他
の職員が
園児対応
中に起き
た為に丁
度見てい
ない瞬間
の事故で
あった。

今回の様
な場面
は、あり
得る事な
ので園児
に予め声
をかける
又他の対
応中で
あっても
すぐに動
けるよう
にする。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1

不備な場
所があっ
た場合
は、直ぐ
に対応。
及びヒヤ
リハット
などの声
を聞いた
所は、園
全体で注
意喚起及
び周知を
してい
く。

今回転ん
でしまっ
た遊具の
網の所
は、引っ
かかりに
くい目の
細かい物
に変えま
した。又
そこで
は、走る
と危ない
ので注意
喚起をし
ていま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少し興奮
状態に
あった園
児が遊具
の網目の
所を走り
転んでし
まった。

疲れてく
る時間帯
でも、あ
るので遊
ぶ前に注
意喚起を
更にして
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊具の網
目状の橋
の所で転
んでしま
い、口元
を遊具に
ぶつけて
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園時、
保護者対
応中で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応中
で本児か
らは、目
が離れて
いた。

保護者
対応中
であっ
ても、
目を離
さない
工夫が
必要で
あっ
た。

活発な所が
あるお子さ
んなので、
更に注意喚
起が必要
だった。

7382

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

16 4 4
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

本児は●
月にも自
宅で転ん
で足を骨
折してお
り、1歳
児が転ん
で骨を折
ることは
あまりな
いので、
十分な配
慮が必要
であった
と思われ
る。

月齢の高
い子ども
たちと同
じように
遊んでい
るが、●
月生まれ
で他児よ
り小さ
く、また
骨が折れ
やすいと
思われる
ので、今
以上に見
守りが必
要であ
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

48

事故時1名
の職員が4
名ずつの子
どもを連れ
園庭に出て
いた。本児
は1番初め
に園庭に出
て、遊び始
めて間もな
く転んでし
まった。園
庭に出た
時、すぐに
遊びだせる
ように三輪
車等用意し
ておくのだ
が、職員が
複数になる
までは、三
輪車は出さ
ない方がよ
かったので
はと話し
合った。ま
た●月にも
転んで足の
骨を折って
いることか
ら、本児に
対して十分
な見守りが
必要であっ
た。

子どもを
待たせな
いように
少人数ず
つで行動
すること
が多い
が、目が
届いてい
るつもり
でもとっ
さに助け
られない
こともあ
るので、
戸外遊び
の際、準
備する遊
具を検討
した。本
児は骨が
折れやす
いと思わ
れるため
十分配慮
が必要で
あると園
職員全員
で周知し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

すぐ遊び
始められ
るように
遊具を出
して準備
しておい
た。

職員全員
が園庭に
出るまで
は全員が
遊ぶ分の
遊具を出
しておか
ない方が
よかっ
た。三輪
車は乳児
用の小さ
なものを
使用して
いるが、
遊び中十
分な見守
りをした
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように、
またがっ
て動かせ
るように
なった三
輪車に乗
ることを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一番初め
に一緒に
外に出た
子どもた
ちがそれ
ぞれ遊び
始めたの
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少人数ず
つ子ども
たちを戸
外に連れ
て出てい
た.2番目
の職員が
次の4人
を連れ出
す時に本
児が転ん
でしまっ
た。

安全観
察が不
十分で
あっ
た。

遊びを見守
る際常に危
険がないか
十分な観察
をしたい。

7383

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

30 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

個人の運
動能力の
面からの
個別の声
がけが必
要であっ
た

ケガをし
ないため
に、なぜ
ルールが
必要か、
裏側にあ
る意味や
危険性も
一緒に子
どもに伝
える

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

勾配の斜
度に注意
を向ける
ことも必
要であっ
た

勾配の緩
やかな場
所を進め
る等、
個々に応
じた場所
の提案

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
体を動か
して遊ん
だり、遊
具で体を
使った遊
びが苦手
な児だっ
たことも
ありバラ
ンスを崩
した際へ
の対処法
が不十分
だった

子どもの
個人差が
あるの
で、苦手
に思われ
る子・気
になる子
に細心の
注意を払
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食時も
変わった
様子もな
かった。
昼食後の
自由遊び
時も友だ
ちを誘っ
て遊びは
じめたり
と本児は
いつも通
りの様子
であった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ソリ滑り
をする土
手の上と
下に配
置。本児
の動きも
全て目視
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の集
まってい
る場所か
ら見てい
た

声がけ
をしつ
つ遊び
を開始
する子
に対応
してい
たが、
恐怖は
ないか
という
心的な
面にも
配慮が
必要で
あった

恐怖心を
持ってしま
う声がけを
しない事を
意識しなが
らも、心的
なアプロー
チをする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7384

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

33 7 7
17.５
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕　上
腕骨顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

基準以上
の職員を
配置はし
ているが
食事の片
づけや
個々の対
応等で一
時的に人
員が割か
れてしま
うことが
ある

出来うる
ことなら
さらに多
くの職員
を雇用し
たいとこ
ろだが、
現在の予
算規模で
はそれも
困難であ
る。資金
面での改
善が必要

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

逐次

手すりな
どに構造
上の破損
等もな
く、当該
児も手す
りを持っ
て降りて
いたこと
から、安
全を確保
する構造
が仇と
なった可
能性もあ
る。

手すりを
外すなど
の案もあ
るが、そ
れによる
リスクが
想定でき
ない。
また床に
マットを
敷いて
も、動線
の廊下で
あること
から躓き
転ぶリス
クが新た
に発生す
る。対策
が難しい
ところで
ある

7.その
他

基準以上
の職員を
配置はし
ているが
食事の片
づけや
個々の対
応等で一
時的に人
員が割か
れてしま
うことが
ある

出来うる
ことなら
さらに多
くの職員
を雇用し
たいとこ
ろだが、
現在の予
算規模で
はそれも
困難であ
る。資金
面での改
善が必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食後、室
内の搭状
遊具で遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

食後の片
づけ及び
ランチ
ルームの
清掃を、
子どもた
ち（当
番）とし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の子ども
と職員は
午睡のた
め2階に
いた

昼食終
了から
午睡ま
での接
続時間
という
ことも
あり、
子供た
ちも
各々で
行動し
ている
上、大
人は食
事の片
づけや
個々の
対応等
で一時
的に人
員が割
かれて
しまう
ことが
ある。

出来うるこ
とならさら
に多くの職
員を雇用し
たいところ
だが、現在
の予算規模
ではそれも
困難であ
る。資金面
での改善が
必要

7385

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

25 5 5
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足前足
部趾骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

― 該当なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
遊んでい
る様子を
見て数を
調整した
り、遊び
込めるよ
うな環境
を設定で
きていな
かった
為、間
違った遊
び方をし
怪我に繋
がった。

怪我に繋
がるよう
な遊びを
しないよ
う安全に
配慮し環
境を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園から
昼食後ま
で変わっ
た様子は
なく、普
段と変わ
らず歩い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
見ながら
他児の着
替えを援
助してお
り、すぐ
に本児の
異変に気
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

泣いてい
る子の対
応、給食
の援助
や、かた
ずけ、お
むつが脱
げてし
まった子
の対応を
行ってい
た。

遊びを
見なが
ら、他
児の着
替えを
行って
いたた
め、す
ぐに動
けな
かった

子どもと一
緒に遊ぶ職
員は着替え
を他の職員
に任せて遊
びに専念す
る

7386

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 8 4 7 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

思いがけ
ないこと
が起きる

関連の記
事を読む
など研修
を重ね、
職員間で
事故を未
然に防ぐ
よう周知
徹底をは
かる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

施設や設
備の状況
は適切
だったた
め改善点
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転ぶ

子どもに
慌てずに
落ち着い
て行動す
るよう園
児に指導
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

水を飲み
に外水道
に走って
行った際
に転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

泣いて痛
みを訴え
たので、
職員がか
けよっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

水道の
場所ま
で走っ
ていっ
てし
まった

慌てて行か
ないことを
事前に子ど
もに伝え
る。全職員
が同じ対応
をする。

7387

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

39 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左柵骨患
部骨折・
左モンペ
ジア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見直しを
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きは
ゆっくり
でマイ
ペースで
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児への
対応をし
ていた

特にな
し

職員間で連
携を とりな
がら子ども
の様子を
しっかり見
守り対応し
ていく。

7388

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

144 10 42 32 29 31 19 19
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

リスク会
議の内容
を全職員
に周知
し、危機
管理意識
を高める

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

落下位置
の地面に
安全対策
を施す

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもへ
の安全指
導を繰り
返し実施
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

子どもの動
きを予測し
て、危険な
箇所への見
守りについ
て職員間で
連携を徹底
する

7389

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

2 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

職員間で
のマニュ
アルの確
認を怠っ
ていた。

職員間で
マニュア
ル確認を
定期的に
行い、遊
具の安全
な使い方
が意識で
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

240 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の
階段を上
から降り
てきたこ
とで、バ
ランスを
崩し転落
してし
まった。

滑り台の
使い方を
クラスご
と話をし
てもら
い、安全
に遊べる
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に滑り
台の階段
を上から
下ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本日関わ
りたい遊
びにかか
わってい
たため、
遊具で遊
んでいる
子どもの
様子を把
握してい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援を要
する子に
かかわっ
ていたた
め見てい
なかっ
た。

遊具で
遊んで
いる子
どもの
周りに
職員が
配置さ
れてい
なかっ
た。

職員間で連
携を図り、
遊具周辺で
子どもの様
子を見る職
員を配置す
る。

7390

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

34 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

脊髄梗塞

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

落下の危
険もある
という意
識の欠如
があっ
た。

落下時の
ことも考
慮に入れ
た補助を
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

使用して
いた運動
用具　鉄
棒・マッ
ト 製造
元●●

使用して
いた運動
用具に破
損・不具
合はな
かった。
落下対策
のため
マットを
2枚重ね
て使用し
ていた。
特に改善
策なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒を2
カ所設置
し、担任
と講師が
1人ずつ
補助につ
いてい
た。

鉄棒の設
置を1カ
所にし、
講師は落
下時にも
対応でき
るように
補助に専
念する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の活
動も経験
を重ね、
自信がつ
いてきた
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の側
で指導し
ていた
が、対象
児が落下
する瞬
間、補助
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の鉄
棒の補助
について
いた。
（2カ所
鉄棒設
置）

補助が
出来る
位置に
着いて
いた
が、指
導の声
掛けと
出来な
い子へ
の援助
を重点
にして
いた
為、落
下時の
配慮が
足りな
かっ
た。

手が離れて
落下しても
支えられる
よう常に手
を添えた補
助の仕方を
考え、職員
と講師とで
共通理解す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7391

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

21 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

特になし

公園など
園以外の
場所で
は、職員
の人数に
応じた範
囲の設定
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

●●に付
属してい
る公園の
ため、園
が改善を
行うこと
はできな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

松の木の
下は、砂
地であ
り、高さ
もなかっ
たため事
故につな
がると考
えること
ができな
かった。

どのよう
な場所で
あって
も、事故
が起こる
可能性が
あること
を職員間
でもう一
度共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
友達が松
の木に
登ってい
たので、
自分も
やってみ
ようと
思った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

松の木に
は2名が
登ってお
り、上部
の1名を
抱いて降
ろそうと
した時、
下にいた
本児は、
四肢を使
い松の木
につかっ
まてい
た。本児
が落下す
るときに
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

そのほか
の場所で
遊んでい
る子ども
たちに対
応してい
たため、
そこで遊
んでいる
ことは認
識してい
たが、動
きをずっ
と見てい
ることで
はなかっ
た。

特にな
し

園庭以外の
場所で遊ぶ
際には、職
員同士が声
をかけやす
い位置であ
そびを展開
することが
できるよ
う、職員間
で確認する

7392

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ軟
骨の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

そり遊び
について
のマニュ
アルや特
別の研修
を設けて
いない

本事例を
会議の中
で共有
し、そり
遊びの危
険につい
てKYTを
行う

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

自作の遊
具を用い
て遊んで
いたが、
その安全
性を確認
していな
かった

自作遊具
につい
て、遊ぶ
前には必
ず安全確
認を行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自作遊具
を用いて
遊んでい
た

自作遊具
を用いて
遊ぶ前に
は大人が
その安全
性を確認
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自作そり
を用いて
遊ぶこと
に意欲的
ではあっ
たが、興
奮状態に
はなかっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りは
していた
が、安全
性への気
づきはな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食後の
時間なの
で、担当
職員以外
は食維持
の解除や
片づけを
行ってい
た

―

児童の遊び
は時にダイ
ナミックに
なることが
あるため、
常に頭の中
で危険予知
を行えるよ
う、職員に
対して周知
を行う

7393

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 19 16 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

単純骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故防止
に対し
て、職員
全員に対
しての周
知が足り
なかっ
た。

事故防止
マニュア
ルの一部
は正職員
に配布し
ていた
が、改め
て職員全
員に配布
し再発防
止に努め
る。研修
も順番に
正職員は
受けるよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

6
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

老朽化の
ため、遊
戯室の床
面に硬い
ところ
や、少し
盛り上
がってい
るところ
がある。

施設、玩
具の安全
点検表の
作成。
不備が
あった時
や、すぐ
に修繕な
どできな
い場合は
職員に周
知し使用
しない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びで
体を動か
していた
後に、遊
戯室へ行
き、また
体を動か
して遊
び、動の
活動が続
いてい
た。

遊戯室も
広いた
め、目が
届かない
と感じた
ら、保育
室に場所
を変え
る。
外遊びか
ら室内遊
びへ移る
場合は、
保育室内
で遊ぶ
等、動の
遊びから
静の遊び
に移るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積み木で
遊ぶこと
はなく、
走ったり
体を動か
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３歳児担
任は私用
のため年
休。４歳
児担任は
個別配慮
の必要な
子がス
テージに
あった運
動会の道
具を触ろ
うとした
ため抱っ
こでおろ
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

未満児職
員が補助
に来てい
たが、手
を出し
合ってい
た子ども
を止めに
入ってい
た。もう
一人の職
員は、排
便で服を
汚した子
どもの片
付けをト
イレでし
ていた。

運動会
の練習
の補
助、急
な担任
の年休
等で、
職員の
人数は
余裕は
なかっ
た。
３人が
それぞ
れ個別
の対応
をして
いたた
め、ケ
ガをし
た時見
ていな
かっ
た。

全体を見て
いる職員が
必ず必要。
トラブルの
対応の時も
周りをみな
がら対応す
る。職員が
足りない時
は、園長や
事務職員に
も声をかけ
誰かを呼
ぶ。遊ぶ前
に役割分担
を決める。
場を離れる
時は声をか
け、その場
を離れても
大丈夫か確
認する。離
れられない
時は、汚れ
物の片付け
は後にす
る。

7394

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

40 8 9 5 5 10 3 17 8
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
第一中足
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの見直
しを行
う。

事故予防
の研修回
数を増や
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

月に１度
は安全点
検を行っ
ているの
で継続し
て行って
いく。

継続して
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもも
職員も朝
の受け入
れで落ち
着いた状
態ではな
かった。

受け入れ
職員と見
守る職員
の分担を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前日休ん
でおり、
いつもよ
り気持ち
が高ぶっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
遊ぶ様子
を見てい
たが、け
んかを止
めるのに
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を抱いて
いた為気
づかな
かった。

対象児
と会話
やスキ
ンシッ
プを増
やし気
持ちを
落ち着
かせる
べきで
あっ
た。

園児の特性
を再確認
し、発育、
発達の段階
等を配慮し
た指導を行
う。

7395

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

32 32 3 3
17.５
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 頭部割創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

室内での
安全な過
ごし方や
子どもが
事故を起
こしがち
な状況に
ついて検
討し，ど
のような
指導を
行ったら
よいかを
研修す
る。

発達段階
に応じた
安全指
導，室内
での安全
な過ごし
方の指導
の徹底。
事故事例
を基にし
た具体的
な事故防
止策の検
討

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11

保育室へ
の出入り
や廊下の
安全な歩
行の仕方
等につい
て検討
し，どの
ような指
導を行っ
たらよい
かを研修
する。

発達段階
に応じた
安全指
導，保育
室への出
入りや廊
下の安全
な歩行の
仕方等の
指導の徹
底。事故
事例を基
にした具
体的な事
故防止策
の検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歯磨きの
ため手洗
い場付近
が混雑し
たり，保
育室内や
廊下を
走ったり
する園児
がいる。

保育室内
や廊下で
は，走ら
ないよう
にするこ
とや，混
雑する場
面では譲
り合うこ
とを指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食後歯
磨きをす
るため
に，廊下
の手洗い
場に向
かってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

給食指導
を行いな
がら，子
どもを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

給食指導
を行いな
がら，子
どもを見
守ってい
た。

園内の
事故が
発生し
やすい
所の理
解や安
全に行
動しよ
うとす
る意識
が低
い。

室内での安
全な過ごし
方や事故を
想定しての
指導・支援
の在り方に
ついて具体
的に研修す
る。

7396

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 4 9 11 6 5
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

転倒しや
すい年齢
でもある
ので常に
気を配る
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

子どもた
ちにとっ
て危険箇
所がある
場合はす
ぐに報告
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

動き回ら
ず遊びに
集中でき
る環境を
つくる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り部屋を
歩いてい
たので見
守りをお
こなって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児と関
わりなが
ら見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と関
わりなが
ら見守っ
ていた。

―

転倒や他児
とぶつかる
ことも多い
ので常に声
をかけなが
ら見守って
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7397

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 13 11 9 1 1
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

声をかけ
園児たち
が集まっ
てきてい
れば「来
るであろ
う」では
なく「来
ない子が
いるかも
しれな
い」とい
う意識を
持つこと
が必要で
あった。
最後の園
児が遊び
を終えて
いること
を確認す
るための
職員配置
が不足し
ていた。

園内にお
ける保育
安全マ
ニュアル
の周知徹
底と見直
し、安全
教育や応
急手当に
係る研修
の受講を
実施す
る。
常時、配
置基準を
下回るこ
とがない
よう園内
における
職員配置
の見直し
を実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 なし

落下の恐
れがある
遊具や建
物の箇所
を点検
し、全学
年担当職
員での安
全対策会
議を行っ
た。結果
として、
落下の危
険性があ
る遊具を
撤去し、
年齢に
添った遊
び方を再
度確認す
るととも
に遊具に
頼らない
戸外保育
の内容と
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学年混合
の時間に
おいて
は、年上
の子の真
似をした
がり「で
きる」と
いう錯覚
で思いも
よらない
行動をす
ることが
ある。

園内にお
ける保育
安全マ
ニュアル
の周知徹
底と見直
し、安全
教育や応
急手当に
係る研修
の受講を
実施す
る。
時間的に
子どもも
気が緩む
時間帯な
ので、定
数の保育
教諭では
なくやや
増して勤
務にあた
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この遊具
を使うの
は本児に
とって
3ヶ月ぶ
りであっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児に対
し一度
「この遊
具は使わ
ない」と
下ろし
た。
再度の
ぼってい
たことに
は気づい
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お帰り前
の遊びか
ら帰りの
支度に活
動を移行
する間で
あったた
め注意に
隙が生じ
た。

声をかけ
園児たち
が集まっ
てきてい
れば「来
るであろ
う」では
なく「来
ない子が
いるかも
しれな
い」とい
う意識を
持つこと
が必要で
あった。
最後の園
児が遊び
を終えて
いること
を確認す
るための
職員配置
が不足し
ていた。
但し、事
故発生の
瞬間にお
いては配
置基準を
下回る結
果となっ
た。

落下の危険
性がある遊
具を使う場
合は保育教
諭が手を出
せる位置で
見守る。
遊びを終わ
らせるとき
は全員が遊
具から降り
ていること
を必ず確認
する。
保育教諭を
増員させ、
各園児の状
況を情報共
有し、保育
教諭間の立
ち位置を決
める。
常時、配置
基準を下回
ることがな
いよう園内
における職
員配置の見
直しを実施
する。

7398

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

38 3 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

不完全脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

保育者が
研修のた
め、一人
不在で
あった。

普段に比
べて保育
者の数が
たりない
ときは、
学年間で
保育補助
の先生を
配置する
など人数
を確保す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ― なし
7.その
他

保育者が
いつもよ
り一人足
りない状
況で広い
ホールに
行き、追
いかけっ
こをして
遊んだ。

保育者の
人数がい
つもより
足りない
ときは、
保育室な
ど目が届
く範囲で
遊ぶこと
ができる
ような場
で過ご
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広いホー
ルに行
き、先生
や友達と
追いか
けっこを
して遊ん
でいた
が，楽し
さからテ
ンション
も上が
り、周り
がよく見
ずに走り
回ってい
たため、
同じく側
を走って
いた男児
に気付か
ず、ぶつ
かってし
まう。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児や子
どもたち
が担当職
員を追い
かける形
で走って
遊んでい
たため、
走ってい
た本児や
側を走っ
ていた男
児に前を
見て走る
ように声
をかける
のが遅れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の近
くにいる
子を中心
に見守っ
たり、一
緒に走っ
て遊んで
いたた
め、見て
いなかっ
た。

ホール
で自由
に走ら
せるに
は人数
が多
かった
ことと
保育者
が事前
に遊ぶ
約束事
を確認
しな
かった
ため子
どもた
ちは
様々な
方向に
走って
遊んで
しまっ
たこと

事前に遊ぶ
ときの約束
をし、走る
方向を決め
たり、人数
制限をした
りする。保
育者の位置
を再考し、
役割分担を
して全体の
様子を見た
り、子ども
たちと一緒
に遊んだり
しながらも
子どもたち
の様子を見
守る。

7399

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

14 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
遠位端骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

なし

マニアル
確認を行
い、事故
防止につ
なげる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

安全点検
を全職員
で確認
し、施設
や園庭環
境を整備
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋で
は、暴れ
ない。よ
く見て歩
くなどの
指導を行
う。

通常の保
育の中で
も、場所
が狭くな
いかなど
の確保を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気で登
園してい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テラスか
ら対象児
の様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児がカ
バンを取
りにロッ
カーに歩
いている
場面を見
守りはし
ていた
が、ロッ
カーにあ
たる動き
は、見て
いない。

怪我の
ないよ
うに教
室の環
境や指
導の工
夫を
行って
いく。

狭い教室で
は、よく見
て歩くよ
う、暴れな
いよう指導
する。痛い
ことや困っ
ていること
があれば、
すぐ先生に
話すように
指導をす
る。

7400

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

56 17 15
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

予想を上
回る暑さ
となっ
た。

柔軟に、
プログラ
ムを変更
し短縮す
る等の対
応をす
る。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

園児席、
待機場
所、給水
場などに
テントを
設置して
いたが、
待機する
時間が十
分ではな
かった。

テントの
位置、
数、時間
配分等状
況に合わ
せて配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気温や日
差しの強
さによ
り、念入
りに健康
観察を行
い子ども
の状態を
把握すべ
きだっ
た。

子どもの
状態を把
握した上
で、時間
短縮等の
措置を検
討する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

活動はい
つも通り
できてい
たが、怪
我をする
数分前よ
り表情が
少しかた
くなって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

閉会式に
他の子ど
も達と一
緒に整列
している
対象児
を、少し
離れたと
ころから
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

閉会式に
参加し、
子ども達
と一緒に
整列し、
全体を見
ていた。

閉会式
で保護
者から
子ども
が見え
るよ
う、職
員の多
くが子
どもの
後方に
配置し
てい
た。

子どもの様
子が見える
位置に職員
を配置する
など配慮す
る。

7401

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

18 3 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足の脛
のひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

高さから
考え、手
を取る等
の介助し
て行う運
動メ
ニューの
実施等、
体格や情
緒面で必
要な園児
がいない
か、より
慎重に介
助の必要
性を（園
児毎に）
判断す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

怪我の原
因となっ
た運動遊
びを中止
すること
は、遊び
のメ
ニューの
減少につ
ながる。
また、高
さも特別
高すぎた
とも考え
にくい。

怪我に繋
がった点
を考慮
し、より
低い高さ
から初め
ることと
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホール内
で複数の
遊びが平
行してい
たが、遊
びごとに
区画を決
めていた
ので、種
類の違う
遊びがぶ
つかりあ
うといっ
たことは
無かっ
た。

運動量が
減少して
も、運動
遊びのメ
ニューを
減らすこ
とも現場
で慎重に
判断をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

高揚して
いた点も
見受けら
れたが、
順番や遊
び方が守
れない状
況では無
かった。
高揚して
受け身が
失敗した
可能性も
多少考え
られる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで園
児を見れ
る位置に
いた。手
が届く範
囲では無
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の保育教
諭は他の
遊びを見
守ってい
たので、
対象の園
児を見れ
ていな
かった
が、問題
は無いと
考える。
もう一人
の保育従
事者は全
体を見
守ってい
た。

保育従
事者が
もう一
人いる
と見守
りによ
り余裕
があっ
た可能
性があ
る。

保育教諭採
用を努力し
ている。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7402

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 1 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

個々の発
達の違い
の認識不
足

事前に園
児に予想
できる危
険な行動
やけがを
伝える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

積み木設
置の環境
において
その子に
合った高
低と広さ
を考慮す
る必要が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ウレタン
積み木を
重ねたも
のに高さ
があった
こと、１
５㎝の段
差に手を
付いたこ
とにより
バランス
を崩した
こと、保
育者と反
対側に落
下したこ
とが要因
である。

準備運動
を徹底す
ること、
保育者と
反対側に
さらに
マットを
敷く等環
境設定の
見直しを
行う。ま
た、日頃
から会談
の上り下
りに慣れ
る等運動
能力の向
上に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
に問題は
無かった
が、初め
て設定し
た環境
だったた
め、高さ
や階段の
上り下り
に慣れて
いない様
子が見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

最上段の
すぐ横に
付き、必
要な場合
は手を取
り援助で
きる位置
にいた
が、保育
者と反対
方向に落
下したた
め、手を
伸ばして
も受け止
めること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3人の保
育者のう
ち1人は
クラスで
昼食を終
えていな
い子の様
子を見て
いた。も
う一人は
食器の片
付けに行
き、事故
直後にゆ
うぎ室に
入室、そ
の後のゆ
うぎ室で
の子ども
達の様子
を見る。
ゆうぎ室
は20名の
園児を1
人で見て
いた。

―

周知されて
いるはずの
準備運動を
怠ってい
た。

7403

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 26 25 22 7 7
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４
2.基
準配
置

遊具指導
について
は、園児
への指導
を行って
いたが、
ジャンプ
をしては
いけない
場所がき
ちんと伝
わってい
なかっ
た。

事故予防に
関する研修
について
は、正規職
員が受講内
容を短時間
職員等に伝
達するだけ
でなく、同
様の研修を
時間調整な
ど工夫しな
がら全員参
加できるよ
う行う。ま
た、発生の
次の日に
は、全職員
でハイン
リッヒの法
則の話し合
いを行い、
事故予防の
意識を高め
たが、全職
員の意見を
文章化し再
度安全研修
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具指導
について
は、園児
への指導
を行って
いたが、
ジャンプ
をしては
いけない
場所がき
ちんと伝
わってい
なかっ
た。

遊具設置業
者にも●月
●日に現地
へ来てもら
い、ジャン
プした箇所
について
は、今後も
同じように
園児がジャ
ンプしてし
まわないよ
うな仕組み
を設置でき
ないかどう
か検討中で
す。●●遊
具設置業者
による遊具
点検内容
は、口頭報
告だけでな
く、書面で
の安全点検
の報告書の
提出を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が遊
具遊びの
ルールを
理解して
いたと思
うが、今
回ジャン
プした場
所から
は、以前
にも仲の
良い友達
とジャン
プをして
降りたこ
とがあっ
たようで
す。

●月●日
幼児クラ
ス全園児
に、各担
任より発
生内容を
伝え、遊
具遊びの
お約束の
確認を園
児と行う
（本児欠
席）。
遊具遊び
をする前
には、何
度も何度
も約束を
伝え徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
遊んでい
た。この
遊具での
遊びも得
意として
おり、仲
の良い友
達と遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児が遊
んでいる
後ろで本
児が順番
待ちをし
ており、
至近距離
にいた保
育教諭が
「待って
てね」と
声をかけ
ていた
が、本児
は待ちき
れずにそ
の場所か
らジャン
プで飛び
降りてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の園児も
同時間に
遊具を使
用して遊
んでいた
が、他の
保育教諭
１名は別
の場所で
遊具遊び
の見守り
をしてい
た。

複合遊
具の見
守るべ
き範囲
が広い
為、保
育教諭
が一人
の場合
には、
遊具の
使用規
制を
行った
り、他
クラス
と同時
に遊ぶ
ことで
見守る
保育教
諭の人
数を確
保す
る。

複合遊具の
見守るべき
範囲が広い
為、保育教
諭が一人の
場合には、
遊具の使用
規制を行っ
たり、他ク
ラスと同時
に遊ぶこと
で見守る保
育教諭の人
数を確保す
る。

7404

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

53 7 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足すね
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４
2.基
準配
置

職員は園
児の遊具
を使用す
る適応年
齢や発達
状況の把
握をさら
に深め、
遊具の使
用可否を
見極め
る。

全職員のルー
ルの徹底・理
解確認がで
き、尚且つ園
児の遊具扱い
の安全理解が
確認できるま
でジャンピン
グ遊具の使用
を禁止致しま
す。
事故予防に関
する研修につ
いては、正規
職員が受講内
容を短時間職
員等に伝達す
るだけでな
く、同様の研
修を時間調整
など工夫しな
がら全員が参
加できるよう
行う。
また、発生の
次の日には、
全職員（短時
間職員含め）
でハインリッ
ヒの法則の話
し合いを行
い、事故予防
の意識を高め
たが、全職員
の意見を文章
化し再度安全
研修を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

職員は園
児の遊具
を使用す
る適応年
齢や発達
状況の把
握をさら
に深め、
遊具の使
用可否を
見極め
る。

遊具設置
業者にも
●月●日
に現地へ
来てもら
い発生状
況を共有
する。
●●遊具
設置業者
による遊
具点検内
容は、口
頭報告だ
けでな
く、書面
での安全
点検の報
告書の提
出を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の
「やってみ
よう」の気
持ちが高ま
り初めての
チャレンジ
だったが、
着地のバラ
ンスをとる
経験値が初
めての体験
であり不足
していた。
また、見
守っていた
職員の目視
では着地時
に両足で着
地できてい
たが、医師
の診断から
着地時、微
妙に片足へ
の体重負荷
があったこ
とも考えら
れる。

職員は園
児が遊具
を使用す
る適応年
齢や発達
状況の把
握をさら
に深め
る。
また、
サーキッ
ト遊びや
体操教室
の活動の
中で、遊
具の高さ
よりも低
い跳び箱
などから
の飛び降
りる活動
を取り入
れ、子ど
も達が両
足着地を
できる力
を育む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに複合
遊具にも
あがり、
前日には
ジャンプ
すること
をため
らってい
たが、当
日は他児
のジャン
プする姿
に続き、
初めて
ジャンプ
で飛び降
りた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の
ジャンプ
するタイ
ミングや
着地する
姿をずっ
と見守り
続けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の園児も
同時間に
遊具遊び
をしてい
たが、遊
具各所で
の見守り
を行って
いた。

遊具の
ある園
庭につ
いて
は、複
数クラ
スで使
用し園
児を見
守る職
員の人
数を確
保す
る。ま
た、職
員１名
で見守
る範囲
に限界
がある
場合に
は、子
ども達
に遊具
の使用
制限を
する。

遊具のある
園庭につい
ては、複数
クラスで使
用し園児を
見守る職員
の人数を確
保する。ま
た、職員１
名で見守る
範囲に限界
がある場合
には、子ど
も達に遊具
の使用制限
をする。

7405

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

膝蓋骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２，３
2.基
準配
置

・園児へ
の指導　　
・職員の
配置場所
と連携。

職員の危
険予知と
対応力

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

園内環境
の危険個
所の点
検・及び
危険予測
をし、改
修・改善

ビオトー
プの危険
個所の改
修・改善　
ビオトー
プ内に入
らないよ
う掲示
し、職員
は指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の遊
びの範囲
や遊び方
の把握が
曖昧だっ
た

遊び方や
遊びの範
囲の把握
をし、危
険が予測
されるこ
とに対し
ての指導
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

勢いよく
橋の上か
らビオ
トープへ
飛び降り
ようとし
て、石で
膝を打
つ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れた場
で他児の
遊びを見
ていたた
め、止め
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
で他児の
遊びを見
ていたた
め、　対
象児が飛
び降りる
のを見て
いなかっ
た。

規定通
りの人
数で保
育に当
たって
いた
が、子
どもの
行動に
ついて
の把握
ができ
ていな
い部分
があっ
た。

クラス間、
学年間で連
携を取り、
協力体制を
とって保育
にあたる。
また、子ど
もの行動を
把握する意
識を高め
る。

7406

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 20 18 19 3 0
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手腕付
近の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

３歳児が
鉄棒を触
れている
時、鉄棒
だけじゃ
なく、他
の範囲も
見てい
た。

３歳児が
遊具で遊
ぶ際に
は、側に
職員を配
置する。
定期的に
遊具の正
しい遊び
方を職員
及び子ど
もに周知
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

290 ―

芝生の上
に鉄棒を
設置して
おり、設
備面での
問題はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

３歳児
は、年長
児の真似
をして前
回りや足
掛けなど
で遊ぶの
で注意す
る

以上児の
合同での
園庭遊び
では、3
歳児や個
人差を考
えて対
応。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

現在鉄棒
に興味を
持ち、保
育教諭
や、お迎
えの際保
護者に見
せること
を喜んで
いる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
その付近
の子を近
くで見て
いたが、
対象児が
鉄棒から
落下した
瞬間、手
を差しの
べたが、
受け止め
に間にあ
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいた
対象児以
外の子を
見てい
た。

児童の
動作を
分析
し、鉄
棒のに
ぎり方
や鉄棒
のルー
ルを指
導し、
職員間
で共有
する。

園庭遊びの
際は、鉄棒
やうんてい
棒などの遊
び方を子ど
も達に指導
することを
徹底する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7407

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

様々な場
面での、
事例検討
をしてい
く

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園外活動
の際に遊
具を使用
する際
は、園児
が使う前
に職員で
瑕疵等が
ないか確
認してい
る。

気が付い
た時に遊
具の確認
を行い、
その都度
報告しあ
うこと
で、事故
の発生抑
止に努め
る。園外
活動の際
に遊具を
使用する
際は、職
員で瑕疵
等がない
か確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園の広
さ、遊び
の想定を
考慮し、
職員の人
数を配置
する

状況によ
り、遊具
での遊び
を制限す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に活発に
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具のそ
ばで、他
児と順番
を守って
遊具で遊
ぶ姿を見
ていた。
ぶら下が
り・降り
るを繰り
返してい
た。降り
た時にバ
ランスを
崩したの
か、転ん
だ。すぐ
に駆け
寄った
が、既に
怪我をし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で、鬼
ごっこな
どで遊ぶ
子たちを
見ていた

他児と
笑いあ
いなが
ら遊
び、楽
しくて
集中力
に欠け
ていた
かもし
れない

遊具で遊ぶ
時は場合に
より、気を
付けるよう
声かけをか
ける

7408

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

76 10 10
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

48 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱に
挑戦中、
いつもよ
り助走の
スピード
が速かっ
たため、
勢いがつ
きすぎて
しまっ
た。

跳び箱に
手をつく
と良い場
所に印を
つけ、手
をつくこ
とを意識
できるよ
う子ども
たちに話
をし、保
育者は助
走のス
ピードに
気を付け
るよう周
知した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもよ
り助走の
スピード
が速く、
手をつく
時手が滑
りにバラ
ンスを崩
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たが、ス
ピードが
速く、
マット上
に落下す
る習慣に
手を出し
たが、間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
た場所に
いたた
め、見て
いたが間
に合わな
かった。

なし

保育者は、
園児の助走
スピードが
速いと思っ
たら跳ぶ前
に止める。

7409

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 6 6 8 9 9
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頸
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

鉄棒の使
い方につ
いて再度
指導・確
認をす
る。（手
を離さな
い）

特になし
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒本来
の遊び方
とは違う
遊びを
行ってい
たこと。

鉄棒の遊
び方や、
やっては
いけない
遊び方の
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
普段から
鉄棒でも
前回りや
足掛け回
りをして
楽しんで
いる子ど
もであ
り、鉄棒
の保育も
行ってい
たことか
ら、十分
に能力を
有してい
た。　し
かし鉄棒
の上でバ
ランスを
とるとい
う本来の
使用方法
と違う遊
び方を始
めてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室で
は３名の
保育士が
見守りの
担当をし
ていた。
そのうち
１名は降
園子ども
の対応を
し、また
１名は保
育室の子
どもの様
子を見に
行ってお
り、遊戯
室の見守
り体制が
１名に
なった瞬
間の出来
事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
にいる子
どもの見
守りを
行ってい
た。

事故の
要因は
子ども
が鉄棒
本来の
遊び方
とは違
う遊び
を展開
したた
めだ
が、見
守り保
育士が
遊びの
変化に
気づか
なかっ
た。

見守り保育
士が見守り
以外の業務
に気を取ら
れ、子ども
達から目を
離さないよ
うな配置や
仕組みを見
直す。

7410

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 0 0 0 18 20 19 6 6
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
ひび

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

砂場には
数名の園
児がお
り、落ち
着いて過
ごしてい
た。少し
離れた場
所に保育
教諭がい
たため事
故の瞬間
は見え
ず、砂場
で倒れて
いる状態
で気付い
た。

幼児の職
員5名が
おり、保
育教諭の
配置数や
配置箇所
にについ
ては問題
ないと考
える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
砂場の枠
が見にく
かった。

砂場の枠
がしっか
り見える
ように整
備を行な
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場には
数名の園
児がいた
が、危険
な遊び方
はしてい
なかっ
た。ぶつ
かった園
児は本児
よりも年
齢が高く
体格も大
きかった
ためぶつ
かった衝
撃に本児
が耐えら
れなかっ
た。

園児全て
が自分の
周りの状
況などを
気に掛け
ながら遊
んだり、
周りと適
切な距離
を保って
遊んだり
すること
を意識で
きるよう
日頃から
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂場の傍
に立って
いた。砂
遊びや他
の遊びを
行なって
いる様子
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児が走
りまわっ
ているな
ど危険な
状況では
なかった
ため、職
員はそば
にはいた
が転んだ
瞬間は見
れなかっ
た。転ん
だことに
気付きす
ぐに駆け
寄り状況
の確認を
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
幼児の職
員（5
名）がお
り、それ
ぞれが園
庭の危険
な箇所に
ついた
り、必要
な引き継
ぎを行
なったり
してい
た。

特にな
し。

同じ遊びを
行なってい
ても子供に
よって怪我
に繋がる可
能性がある
ため、遊ん
でいる子供
に合わせて
職員配置を
変える。

7411

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 5 10 12 6 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上　歯
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

階段の上
り下りの
際は近く
で職員が
見守り、
ゆっくり
上り下り
できてい
るか確認
する必要
があった

階段は慌
てず落ち
着いて上
り下りす
るよう声
を掛け、
職員が階
段のそば
について
見守るよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

階段でつ
まずいた
瞬間を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にはいな
かった
が、様子
を見守っ
ていた

園庭を
走り、
そのま
まの勢
いで階
段を駆
け上ろ
うとし
ていた

階段の上り
下りはゆっ
くり行うこ
とを再度子
ども達に指
導し、ま
た、慌てる
と怪我につ
ながること
を知らせる
ようにする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7412

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 14 15 13 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

看護研修
内容につ
いて、看
護師と再
度検討

看護研修
にて、改
めて事故
発生状況
の状況見
直しを行
なう（年
間事故案
件）。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

水絵台が
登ること
に適した
形状では
なかっ
た。

上に登ら
ないとい
うルール
を再設定

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

考えられ
る事故要
因として
は、事前
活動で使
用してい
た、玉入
れ用のカ
ゴが出た
ままに
なってい
た。ま
た、水絵
台のルー
ルに曖昧
さがあっ
た為か、
その上に
乗って遊
ぶ子ども
がいた為

・水絵台
のルール
を職員で
再度話し
合い、検
討する
（現在、
園庭裏に
収納済
み）。
・活動後
の備品片
づけを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭にあ
る、玉入
れ用のカ
ゴに、玉
が入れた
くなり、
その場に
あった台
に登った
為

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・全体を
俯瞰的に
見るため
に、少し
離れたと
ころから
遊びを見
守ってい
たため
・その場
の近くに
いた幼児
担任が職
員室に直
接連れて
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス全
体を見守
ること
と、保護
者対応を
する必要
があった
為

各クラ
ス担任
がどの
ように
見守っ
ている
のかを
把握で
きてい
なかっ
た

延長クラス
担任が、も
う一度子ど
もの見守り
方について
話し合い、
子どもたち
にも遊び方
を再度話を
する。

7413

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

37 15 22 6 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

自らの転
倒による
事故であ
る事を踏
まえる
と、身体
のバラン
スを上手
く調整出
来ず、全
体重が左
腕にか
かってし
まったと
思われ
る。コロ
ナ禍にお
いて身体
を動かす
機会が
減った事
も一因と
捉える。

運動能力の
低下や自己
調整力の低
下を懸念し
て、毎週1
回の運動遊
びの計画を
練り直し、
運動場を活
用した走り
競争や、運
動遊びゲー
ムを工夫し
たり、運動
チャレンジ
に毎日挑戦
する等、身
体が自由に
動かせるよ
うになる活
動を取り入
れている。
保護者に
は、園便り
で運動遊び
の重要性を
伝えてい
る。

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

18
1.定期的
に実施

18

転倒した
箇所は、
固定遊具
の側の
カーブを
曲がり
切った場
所である
事から、
カーブの
際に、ス
ピードを
緩める事
が難し
かった事
も想定さ
れる。

固定遊具
の側で
は、ス
ピードを
出して走
らない・
おにごっ
こなどは
園庭中央
を利用す
る事等を
園全体で
共有し、
園児にも
共通理解
出来るよ
うに説明
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

要因とし
て、夕方
の時間は
園児の疲
労もた
まってい
る事や、
午前の遊
びに比べ
ると異年
齢との交
流も多く
なるの
で、おに
ごっこ一
つにして
も、行動
範囲が広
くなる割
に、ルー
ル的な遊
びが開放
的になり
すぎてい
る事も想
定され
る。

自粛明け
でもある
事から、
当面の間
は、おに
ごっこ
は、クラ
ス単位で
午前中に
行うよう
にする事
を全体で
把握す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、友達
とのおに
ごっこを
楽しんで
いた。特
に変わっ
た様子は
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・担当職
員がおに
ごっこの
様子を見
ていて、
こども達
の動きを
把握して
いた。特
に問題な
いと思っ
た瞬間に
転倒。危
険を感じ
るような
状態では
なかっ
た・（現
場を見て
いた職員　
2名）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員　
1名も対
象児の動
きをみて
いた。危
険な行動
はないと
把握して
いた。

おに
ごっこ
の人数
が増え
てきた
事で、
楽しさ
からは
しゃぐ
面も増
え、い
つもと
違った
動きを
したこ
とが怪
我の要
因に
なった
かもし
れな
い。

今回の事故
を振り返
り、様々な
面から事故
を分析す
る。全職員
が危険な遊
び方になっ
ていないか
を察知する
力をつける
と共に、一
人一人のそ
の日の状態
を把握する
事が必要と
捉える。

7414

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

67 3 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左目眼底
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

0

1.基
準以
上配
置

特になし

教師の配
置等を考
え、子ど
も達が遊
んでいて
も危険が
ない様に
見守る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

園外活動
の際は、
職員で安
全性に不
安がない
か確認し
てから園
児を遊ば
せるよう
にしてい
る。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

教師の配
置等を考
え、子ど
も達が遊
んでいて
も危険が
ない様に
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
をしてい
て、子ど
もの突然
の行動を
予測でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども達
と食事し
ていて見
ていな
かった。

特にな
し

特になし

7415

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 8 11 11 4 4
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故現場の
“●●”及
び雲梯の場
所は、普段
は園児に
とって人気
のスポット
であるが、
事故当時は
当該園児を
含めて３名
程度と少な
く、その場
には、職員
がついてい
ない状況で
あった。こ
れまで同所
で活動させ
る場合は少
なくとも1
名の職員を
配置する申
し合せをし
ていたもの
の、少人数
であったこ
とから、他
の園児につ
きながらの
見守りとし
たことで、
事故発生の
予見ができ
なかった。

上記の要因
から、当該
場所につい
て職員が対
応できない
場合は、活
動を見合わ
せるか、活
動する園児
がいる場合
には、必ず
１名の職員
がつくこと
を再確認し
た。また、
「事故防
止・安全マ
ニュアル」
の事故防止
に向けての
取り組みの
項目を再確
認するとと
もに職員間
で自由遊び
に対する体
制について
話し合っ
た。

2.不定期
に実施

12回以上
2.不定期
に実施

12回以上
2.不定期
に実施

12回以上 特になし

当該場所
について
は、設備
的な要因
は見られ
ないが、
今後も劣
化等の不
備がない
か確認を
行い、そ
の状況を
職員間で
共有す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

約３０名
が多面的
な遊びの
中で、人
数の多い
活動に職
員を配置
し、雲梯
など高位
置からの
落下の可
能性があ
る活動に
対して職
員がつい
ていな
かったこ
とが要因
と考え
る。

多面的な
活動をさ
せる場合
には、園
児の人数
に対する
職員数に
見合う活
動内容に
制限する
か時間な
どで区切
る。ま
た、●●
や雲梯な
ど高位置
から落下
の恐れが
あるとこ
ろでの活
動にはか
ならず職
員がつく
こととし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この日も
元気に登
園してい
る。普段
から活発
な子であ
り、大好
きな“●
●”や雲
梯で遊ん
でいるこ
とが多
い。今回
も自分で
は大丈夫
と思って
“●●”
から雲梯
に移ろう
と鉄の棒
に捕まっ
たタイミ
ングで失
敗して落
下した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故現場
からやや
離れてい
る場所で
長縄跳び
の対応を
していた
職員がす
ぐに気づ
き、その
近くで別
の子に付
き添って
いた職員
に大声で
伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒ブラ
ンコに１
名、大型
ブロック
遊びに１
名がつい
ていて事
故を目撃
してはい
なかっ
た。ま
た、別の
子に付き
添ってい
た職員が
現場近く
に居合せ
たが、後
ろ向きの
状態で
あったこ
とから気
付くのが
遅れた
が、直ち
に園児の
下に駆け
寄って対
応した。

当該園
児は、
●●や
雲梯の
遊びが
大好き
であ
り、普
段から
活発な
園児で
あるこ
とや通
常より
も少な
い人数
だった
ことも
あり、
職員の
中で若
干の油
断が
あった
ものと
思われ
る。

ソフト面・
環境面と同
様に、●●
や雲梯付近
で活動させ
る場合に
は、必ず１
名の職員が
付き、落下
することが
ないように
遊び方の安
全指導を行
う。また、
職員間の連
携により、
多面的な活
動をする際
は、互いに
どこを見守
るのかや声
を掛け合う
などして事
故防止に努
める。

7416

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

37 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

雲梯の使
用年齢を
安全面か
ら4.5歳
児のみ使
用という
決まりを
設けてい
たが、興
味を持ち
始めた３
歳児の行
動や、そ
の危険性
について
予測が不
足してい
た。

日々変化
していく
児の状況
をしっか
りと把握
し、行動
を予測し
たうえで
対応や対
策ができ
るように
保育者の
安全に対
する意識
を高める
話し合い
を行う。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

興味を
持った3
歳児が雲
梯で遊ば
ないよう
にする環
境が整っ
ていな
かった。

子ども達
が遊具使
用の決ま
り等を常
に意識で
きるよう
に青いラ
インを引
いたり、
コーンや
バー、表
示などを
置いたり
して、視
覚的にわ
かりやす
くした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
達と楽し
く遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けに
気を取ら
れ、全体
の様子を
把握して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びの片
付けや障
害児の対
応等をし
ていた。

使用を
禁止し
ている
雲梯で
遊ぶ3歳
児の姿
に気づ
かな
かっ
た。

複数の職員
で戸外遊び
の保育を行
う場合、遊
び中や片づ
け中など、
常に全体を
把握する職
員を決めて
おき、全体
を見渡せる
場に立つ。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7417

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 20 19 26 6 6
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

職員間で
の事故発
生対応研
修や、事
故後の周
知徹底を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

丸太が太
い為子ど
もの手で
はつかみ
きれな
い。

丸太の隙
間をなく
す柵をす
ることで
そこでの
跳ぶ遊び
をなく
し、これ
からも定
期的な施
設の安全
点検を行
い事故防
止に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

すぐに駆
け寄る事
ができる
ように職
員の立ち
位置場所
を決めど
こで誰が
遊んでい
るか把握
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友だちと
日頃から
遊んでい
るアスレ
チックで
順番を守
りながら
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

アスレ
チックの
２階で遊
んでいる
子ども達
を下から
全体を見
渡し見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の受け
入れを
行ってい
た。

特にな
し

アスレチッ
クの２階に
職員を配置
する

7418

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

56 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

特に本児
は、活動
中は集中
している
が、活動
のあい間
は気が緩
み、待つ
ことが苦
手でもあ
る。

勝負のあ
い間の休
憩中であ
る時間の
過ごし方
に気を配
り、走っ
てしまい
そうな本
児には事
前に声を
かけて注
意をす
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

園庭が芝
生である
ため、つ
まづきや
すかった
ことも考
えられる

常に短く
刈って管
理はして
いるが、
今後も定
期的に管
理してい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児２
クラス合
同で鬼
ごっこを
行い、混
雑した状
態だった

クラスご
とに行う
等、人数
を制限し
て行う。
遊戯室を
使用する
クラスを
決めた
り、活動
を分散し
て行うよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日の健
康状態に
問題はな
かった。
鬼ごっこ
の２回戦
を行う説
明を担任
がしてい
る間に本
児は話を
聞かず
走ってし
まってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体に目
を向けて
説明をす
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一方
のクラス
の担任
(説明す
る教師の
横に立っ
てい
た。）が
走ってい
る園児に
対して注
意を向け
るべきで
あった。

２回戦
目の笛
の合図
より先
に走っ
てし
まって
いる子
がいる
ことを
把握し
ていた
がその
まま説
明を進
めてし
まっ
た。

全体を落ち
着かせてか
ら次の活動
に移るよう
に、メリハ
リをつけた
指導をす
る。
その後園庭
で毎回、遊
び方や走る
時のルール
を確認して
いる。

7419

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指　
亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

競技練習
が終わっ
た後に、
痛い所が
ないかこ
どもの体
を確認す
る。

その都度
使い方を
伝え、使
用中は
しっかり
見る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

落ち着い
て練習で
きるよう
な配置を
考える。

運動具を
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱が
跳べるよ
うになっ
た子が、
油断も出
てきて、
跳び方が
雑になっ
ていたの
で、こど
もたちに
注意喚起
する必要
があっ
た。

怪我に繋
がる事を
再度こど
もたちに
伝えると
ともに、
運動具の
使い方を
もう一度
丁寧に教
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

勢いよく
跳んでい
たが転倒
や落下は
しなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マット・
鉄棒・跳
び箱のす
ぐ横で危
険がない
よう見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任は待
機中のこ
どもの所
に付き、
他の保育
者がマッ
ト、鉄
棒、跳び
箱を至近
距離で見
ていた。

練習中
から跳
び方が
雑に
なって
いる子
には危
険な事
を伝え
る。

運動具を使
用する前に
その都度使
い方を確認
する。

7420

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 8 7 9 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数
2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュア
ルの点検
と職員へ
の周知徹
底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭に
は、2名
の職員が
出て、見
守りをし
ていた
が、雲梯
のすぐそ
ばにはい
なかっ
た。

雲梯を使
用すると
きには、
できるだ
けそばに
つくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
に変わっ
た感じは
なかっ
た。時間
的に少し
疲れてき
ていたの
かもしれ
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2名の担
当職員
は、対象
児から
は、少し
離れたと
ころで、
様子をう
かがいな
がら、そ
れぞれ他
児の対応
をしてい
た。（喧
嘩・お迎
え）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

部屋の中
で掃除
や、翌日
の保育の
準備を行
いなが
ら、部屋
にくる子
への対応
を行って
いた。

ひとりで
雲梯がで
きるよう
になり、
得意に
なってき
ており、
緊張感が
薄れてき
たのかも
しれな
い。ま
た、でき
ることが
嬉しく
て、何度
も繰り返
すうち
に、腕が
疲労し、
力が入ら
なくなっ
てきたの
ではない
かと考え
られる。

常に声をか
け、注意を
促す。

7421

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の損傷
（前歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

マットの
上以外は
シューズ
を履くこ
との指導
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

座って遊
ぶように
しっかり
と約束を
し細目に
声掛けを
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マット以
外の場所
で遊んで
いる時に
シューズ
を履いて
いなかっ
た為。

マットに
座って遊
ぶか、
シューズ
を履いて
遊ぶかを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

子ども一人
一人の行動
に目を配
り、声掛け
を行ってい
く。

7422

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

88 34 27 27 9 9
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

―

遊具の使
い方や職
員配置の
見直しと
対策をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

引き続き
定期的に
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

●●から
飛び降り
ることに
まだ慣れ
ていな
かったた
め。

戸外での
職員配置
を見直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
練習に他
児も●●
から飛び
降りるこ
とをして
いたの
で、本児
もそこに
向かって
いった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が着
地に失敗
した瞬間
は職員は
そばにい
なかった
ので、本
児が泣く
まで気づ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他児と
別の道具
を使って
運動遊び
をしてい
たため見
ていな
かった。

―

子どもが道
具を用いて
遊ぶ場合は
そこに職員
が見守るよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7423

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

54 3 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

安全管理
マニュア
ルにのっ
とり職員
の危機意
識をもっ
て関わっ
ていた。

引き続き
安全管理
マニュア
ルにのっ
とって関
わってい
きたい。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

遊具の設
定の際に
床及び遊
具の確認
をしたが
劣化・破
損等はな
かった。

安全に遊
ぶための
安全点検
を今後も
徹底して
いきた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

十分な空
間をもう
け、遊び
が安全に
展開でき
る工夫を
してい
た。

走り回っ
て衝突が
無いよう
遊具等で
空間を仕
切った
り、遊び
が混在し
ない工夫
をしてい
たので、
今後も環
境や空間
を配慮し
た保育を
心掛けた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

「はい！
どうぞ」
の保育者
の声掛け
で一斉に
自分の好
きな玩具
の元へ
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の子
ども達の
動きを確
認してお
り、目の
前で倒れ
た子ども
に追随し
た子ども
が覆いか
ぶさる形
になるの
を見てい
たが止め
られな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児のト
ラブルに
対応して
いたが、
話をしな
がら本児
が怪我を
する状況
を見てい
た。
ジャング
ルジムの
子ども達
を見てい
た職員も
本児の動
きの不自
然さに気
付き注目
してい
た。

子ども
達が焦
らず落
ち着い
て、遊
具の場
所まで
向かえ
るよう
な言葉
掛けが
不十分
であっ
た。

子どもが落
ち着いて移
動し、安全
に遊びだせ
るように、
子どもの気
持ちをクー
ルダウンし
たり、少人
数で区切っ
て移動出来
るよう促す
など、子ど
もへの声掛
けの工夫を
していく。

7424

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

7 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
の関節部
「基節
骨」の骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

「危機管
理マニュ
アル」に
ある安全
管理につ
いて、
「状況に
応じて遊
ぶ範囲や
使う道具
などを調
整する」
ことへの
配慮に対
し、今回
は改善の
余地が
あった。

全職員対
象で園内
研修を持
ち、「危
機管理マ
ニュア
ル」につ
いて再確
認し、事
故再発防
止の徹底
を図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
蹴ってい
た子が、
本児へパ
スを送る
際に近距
離から
蹴ってし
まった。

安全な遊
び方や
ルールに
ついての
約束事を
子ども達
と確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
を７人の
友達同士
で楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
遊びが見
える位置
で、他児
の運動遊
びの対応
をしてお
り、ボー
ルが当
たった場
面は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の運動
遊びの対
応をして
おり、
ボールが
当たった
場面は見
ていな
かった。

園庭に
て数種
類の運
動遊び
が活発
に広
がって
おり、
フリー
保育教
諭１名
もサ
ポート
に入り
安全管
理をし
ながら
保育を
行って
いた
が、
サッ
カー遊
びは子
ども達
だけで
行って
いた。

職員の立ち
位置や活動
の整理につ
いて、職員
間で確認や
見直しを行
いながら連
携して安全
管理に努め
ていく。

7425

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 23 23 21 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

スクー
ターの正
しい使用
法を園児
に伝え
る。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

245
1.定期的
に実施

245 特になし

点検には
一層の注
意を払っ
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

降園時
は、気持
ちが緩み
やすいの
で見守り
強化する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と楽
しそうに
スクー
ターを走
らせてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

足を滑ら
せ転倒す
るのがわ
かり、直
ぐに駆け
寄るが防
ぐことは
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒した
園児の周
りに集
まってく
る園児に
安心させ
る様、声
を掛け遊
びを続け
るように
促した。

特にな
し

いつものよ
うに遊んで
いても、滑
ることもあ
るので今一
度、園児に
気を付ける
ようにお話
をした。降
園児の見守
りを強化す
る。

7426

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

15.３
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

階段から
は飛び降
りない
（ジャン
プ）しな
いよう園
児に声を
かける。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

245
1.定期的
に実施

245 特になし

今後も
しっかり
と点検を
続けてい
く

7.その
他

手すりを
持つ又
は、母親
の手を繋
いで階段
を下りる
べきだっ
た。

手すりを
持つ又
は、母親
の手を繋
いで階段
を下りる
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2階の保
育室でい
つものよ
うに遊ん
ですごす

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
た後でし
た。階段
付近には
保育者は
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

泣き声に
気付き、
近寄った

特にな
し

階段からは
飛び降りな
い（ジャン
プ）しない
よう園児に
声をかけ
る。階段で
は、手を繋
ぎ下りるよ
う保護者に
伝える

7427

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

活動の
後、走っ
てもどる
際に滑っ
てバラン
スを崩し
て転倒

たいそう
教室の外
部講師に
は状況を
説明し、
注意喚起
をお願い
した

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

12

園庭の環
境として
若干の傾
斜がある
ため。

活動以外
の園庭あ
そびの際
など、十
分気をつ
けて遊ぶ
ように注
意喚起を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

若干傾斜
がある園
庭を走っ
ていて足
を滑らし
て転倒し
た。

活動以外
の園庭あ
そびの際
など、十
分気をつ
けて遊ぶ
ように注
意喚起を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

たいそう
教室の活
動中。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　逆上が
りの練習
を順番に
行ってい
る時、自
分の順番
が来て演
技を行
い、元の
場所へ戻
る時に転
倒。すぐ
に事務室
に来て様
子を見た
が、本児
との話の
中で様子
を見るこ
とになっ
た。昼食
を普通に
取り、午
睡入眠し
たが、午
睡明け、
再度痛み
を訴えた
ため、通
院するこ
とにし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外部講師
の活動中
であった
ため、園
庭には、
外部講師
と担任の
2名だけ
であっ
た。

―

本児とも話
をして、し
ばらく様子
を見ること
にしたが、
体の中につ
いては、見
えないの
で、気にな
る時には、
早目の通院
判断をする
必要があ
る。

56 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7428

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 7 7 7 31 24
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨断
裂骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

走ってい
る際に園
庭にある
植樹用
アーチに
掛けて
あった
ネットに
足を取ら
れた。

ネットは
取り除い
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240

子どもを
取り巻く
環境がい
つも安全
であるか
の確認不
足

特に園庭
において
は箇所ご
とに管理
責任を決
め、管理
を実施し
ている。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

植樹用
アーチに
掛けて
あった
ネットの
たるみに
気づか
ず、対処
が遅れ
た。

日々危険
がない
か、意識
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

9：00　園
庭で転んで
泣いている
本児を発見
し、声を掛
ける。本児
は、泣いて
いて「腿が
痛い」と言
い、立てな
いとの事。
事務室に報
告し、保健
室にて様子
を見る。
（保冷剤で
冷やす。）
安静に過ご
し、遊ぶ
が、右手を
使うのを痛
がり、横に
なったた
め、保護者
へ連絡を入
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

６名中３
名各グ
ループ室
内へ入
室。残り
の３名は
園庭にい
た。

転んだ
際に、
大人が
把握で
きてい
なかっ
た。

大人の配
置、役割を
明確にし
た。（全体
を把握する
人・個別対
応する人）

7429

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

103 16 28 41 18 12 12
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨内
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
かわりな
く過ご
し、総合
遊具に連
結してい
るネット
式太鼓橋
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

通常の活
動であ
り、担任
はクラス
の子ども
の様子を
見なが
ら、砂場
で子ども
と遊んで
いたが、
他の子ど
も同士が
トラブル
になり、
個別に対
応してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ていた他
クラスの
担任は、
担当クラ
スの子ど
もたちの
遊びを見
守ってい
た。

担任が
他児の
トラブ
ル対応
を行っ
てお
り、ク
ラス全
体の様
子に目
が届か
なかっ
た。

担任が個別
対応を行う
ときは、周
りの職員に
声をかけ連
携を図り、
子ども全体
の様子を常
に確認する
ようにす
る。

7430

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨末端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～5
2.基
準配
置

目を向け
る職員の
立ち位置
の配置不
足

教育・保
育施設等
における
事故防止
及び事故
発生時の
対応のた
めのガイ
ドライ
ン・園児
を事故・
災害から
守る安全
対策手引
き

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

220
2.不定期
に実施

12

子どもが
密集する
状況があ
り、適正
な人数で
の活動で
はなかっ
たことが
考えられ
る

グラウン
ドでのマ
ラソン時
は、走る
子どもの
人数を8
名までと
し活動を
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体に目
を向けな
がら活動
を行って
いたが、
一瞬背を
向ける状
況があっ
た

子ども全
体が視界
に入る立
ち位置で
の活動の
見守りを
行ってい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

9時から
通常保育

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
える位置
にはいた
が、背面
へ子ども
が移動し
た際に死
角となっ
てしまっ
たため、
転倒時に
目を向け
ることが
できな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グラウン
ドとホー
ルで分か
れて活動
をしてい
たため、
ホールで
他児の活
動の見守
りを行っ
ていた

全体が
見える
位置に
で見
守って
いた
が、グ
ラウン
ド内で
見守る
こと
で、背
面に子
どもが
移動し
た際
に、死
角と
なって
しまい
一瞬目
を話す
ことに
なって
しまっ
た。

グラウンド
でのマラソ
ン時の職員
の立ち位置
は、フィー
ルド外に立
ち、死角を
作らない立
ち位置で子
どもの見守
りを行う事
を職員周知
し徹底して
いく。

7431

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

8 3 3
13.１
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

子どもの
行動予測
が不十分
であっ
た。

職員相互
の連携を
図るとと
もに、子
どもの動
きを予想
して対応
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

危険な箇
所や障害
物となる
ものがな
いか常に
確認す
る。

5.睡眠
(午睡)
中

本児への
見守りが
不十分
だった。

危険を回
避できる
ような保
育者の立
ち位置を
常に意識
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の衣
服の着脱
補助をし
ていて本
児の動き
から目を
離してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の排
泄補助、
食事の片
づけ等を
してい
た。

―

常に全体の
様子を見な
がら、危険
な時には声
掛け、注意
をしていく
ことを心が
ける。

7432

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

14 4 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

低年齢児
はバラン
スを崩す
と大きな
事故につ
ながる。

今回の事
例を周知
し、危険
予知及び
安全管理
に対する
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

12

幼児用の
サッカー
ボールを
使用して
いたが、
2歳児に
は大き
かったの
かもしれ
ない。

ボールの
大きさを
検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員（保
育者）が
お迎えの
時間帯に
保護者対
応をする
場合､子
どもを見
守る職員
が手薄と
なる｡

職員全員
の目が届
く場所で
活動する
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール蹴
りが好き
で保育者
を誘って
ボールの
蹴りあい
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者の
蹴った
ボールを
本児が右
足で思い
切りキッ
クをしよ
うとした
が蹴りそ
こない、
その足
（右足）
がボール
の上に
乗ったた
めバラン
スを崩し
て左に転
倒した。
本児に
「もっと
離れて」
と言わ
れ、５
メートル
くらい離
れた場所
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
の背中側
にいた子
たちと関
わったり
遊んだり
してい
た。お迎
えに来た
保護者や
園児への
対応をし
ていた。

職員
（保育
者）が
お迎え
の時間
帯に保
護者対
応をす
る場合､
子ども
を見守
る職員
が手薄
となる｡

子ども全体
の動きを見
る保育者が
一人必要で
ある。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7433

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 1
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

特になし

職員同士
の連携や
あそびか
たの工夫
について
クラス
ミーティ
ングで話
し合いを
行った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

ミニカー
など硬い
ものを
持ってい
る時に
は、より
注意して
見守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床には何
も落ちて
おらず、
本人は歩
いている
状態であ
り転倒す
るとは考
えていな
かった。

どのよう
な状態で
あって
も、事故
が起こる
可能性が
あること
を、職員
間でもう
一度共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

両手にミ
ニカーを
持ち、円
を描くよ
うにゆっ
くり歩い
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
きた瞬間
は、3人
の職員の
うち対象
児以外の
子と遊び
を展開し
ていたの
が2名、
降園の準
備をして
いた職員
が1名で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故が起
きた瞬間
は、3人
の職員の
うち対象
児以外の
子と遊び
を展開し
ていたの
が2名、
降園の準
備をして
いた職員
が1名で
あった。

特にな
し

子どもの遊
びは常に変
化していく
ので、その
都度声を掛
け合い、動
きを見てい
ないことが
ないように
気を付けて
いく。

7434

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

23 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

BA┘外傷
性歯の脱
臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

他児が遊
んでいる
間を走り
回らない
様、静か
な遊びの
設定を取
り入れる
べきだっ
た。

遊び始め
に絵本の
読み聞か
せ等を行
い落ち着
いて遊び
始められ
る様設定
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

毎月一回
安全点検
を行って
いる。改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

楽しい気
持ちから
遊具の間
を走り回
る等予想
された。

ホールへ
移動し遊
び始めら
れる時は
絵本の読
み聞かせ
等から始
め、落ち
着いて遊
び始めら
れるよう
設定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールで
滑り台・
絵本で遊
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
マットを
直してい
たので、
対象児の
近くにい
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で他児の
トラブル
に対応し
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

担任間
での連
携が取
れてい
なかっ
たこと
が考え
られ
る。

担任間で連
携を取る

7435

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 29 27 29 9 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの再認
識が出来
ていな
かった。

危機管理
マニュア
ルを再確
認。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

子どもの
安全を考
え、危険
な状況を
予測して
保育をす
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

異年齢で
の集団遊
びは、遊
び方が異
なる。

園庭で子
どもの人
数が多い
ときに
は、担当
職員が子
どもの安
全を考え
遊び方を
考えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
おりに遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体的に
は見てい
たが、そ
のクラス
の女児に
声をかけ
られ対応
をしてい
たので、
その瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場で、
加配の子
どもを含
め、クラ
スの子ど
もと遊ん
でいたの
で、本児
の様子を
みていな
かった。

視診が
園庭で
遊んで
いる子
ども達
の全体
を見る
ことに
なって
いる
が、保
護者対
応に重
きが置
かれ全
体を見
ること
が難し
い状況
があっ
た。

視診の保育
教諭以外
に、９時１
５分勤務の
職員が全体
を見て子ど
もの遊んで
いる状況を
見る（危険
な状況が無
いか把握す
る）

7436

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

109 32 39 38 13 10
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

8

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から気
分がやや
高揚して
いた。友
達の刺激
を受けて
鉄棒で前
回りがで
きるよう
になって
うれしく
なり何度
もしてい
た。次の
遊具に移
動する
際、人工
芝で足を
滑らせ転
倒したが
手が出ず
肘から落
ちてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見守っ
ており、
すぐに駆
け付け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の活
動は見て
いなかっ
たが、す
ぐに駆け
付けられ
る距離に
いた。

特にな
し

気分を落ち
着かせるた
め、必要に
応じて休息
をとらせ
る。咄嗟の
時に対応で
きるよう、
日ごろから
体を動かす
遊びを積極
的に取り入
れる。

7437

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 17 19 20 9 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折の疑
い（レン
トゲンの
所見はな
し、痛み
がなくな
るまで固
定）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

―

職員会
議、各種
ミーティ
ングで検
討を加え
る

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10 ―

遊具や物
の配置・
管理を改
善する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

安全確認
と子ども
たちの見
守りを強
化する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊具
（雲梯）
の下の
バー（地
上40cm）
の上に
立ってい
て友達と
接触しバ
ランスを
崩し落下
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもと
関わら
ず、園庭
全体の見
守りをす
る役目を
担ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の子
ども達と
関わり、
共に遊
ぶ。

―
周囲をよく
見て遊ぶよ
うに促す

7438

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

62 19 20 23 5 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘尺骨
肘頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２～３
2.基
準配
置

死角を作
らないよ
うにしな
がら、全
体が把握
できる体
制で見
守ってい
たが、対
象児がお
にごっこ
してい
て、単独
で転倒し
てしまい
補助がで
きなかっ
た

子どもた
ちとおに
ごっこや
かけっこ
をする時
の注意点
について
話し合っ
た

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

石や枝葉
など怪我
の要因に
なる物が
落ちてな
かったか
見直す

再度安全
点検をし
その都度
危険な物
や不衛生
な物は取
り除くよ
うにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の遊
具や砂場
のある付
近でおに
ごっこを
していた

走った
り、体を
動かして
遊んだり
する時は
運動場な
ど広い場
所で遊ぶ
ように配
慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
おにごっ
こをして
いて走り
回ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

死角を作
らないよ
うに、子
どもの動
きを見て
移動した
りしなが
ら見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭も広
く、子ど
もの人数
も多かっ
たので離
れて見
守ってい
た

対象児
も普段
からあ
まり活
発な方
ではな
いが、
その時
はおに
ごっこ
という
ことも
あって
気持ち
が高
ぶって
いた

子どもの特
性を理解し
ながら成長
に伴って子
ども自身が
安全や危険
を認識でき
るように伝
えていく

7439

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 1 1 1 3 1 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

―

職員配置
に問題は
なく、園
全体で事
故の研修
を行って
いる為。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

全職員で
安全点検
を定期的
に行って
いる為。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

自ら練習
できる環
境を作っ
ている
為。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
遊具の使
い方を指
導してお
り、事故
発生時も
いつも通
り遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員が滑
り台の上
と下から
見守って
おり、遊
具の使い
方の指導
もしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り台を
滑る園児
を一人ず
つ見守っ
ていた。

―

職員は近く
で見守って
おり、遊具
の使い方も
指導してい
た為。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7440

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

24 5 5
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨わ
けぎ骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

遊具での
安全な遊
び方や子
どもが事
故を起こ
しがちな
状況につ
いて検討
し，どの
ような指
導を行っ
たらよい
かを研修
する。

発達段階
に応じた
遊具での
安全な遊
び方の指
導を徹底
する。事
故事例を
基にした
保育士の
見守りや
支援のあ
り方等を
検討す
る。

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11

発達段階
に応じた
遊具の安
全な使い
方等につ
いて検討
し，どの
ような遊
具をどの
ように使
わせたら
よいかを
研修す
る。

発達段階
に応じて
使える遊
具を選定
し，安全
な遊び方
の例や予
想される
事故事例
等につい
て示す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具での
活動技能
が未熟
で，個人
差が大き
いため，
転んだり
落下した
りするな
ど，重大
事故につ
ながりや
すい。

園児の技
能を考慮
して使え
る遊具を
限定した
り，園児
一人一人
に目を配
り，危険
な時はす
ぐに援
助・支援
したりす
る体制を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台の
階段を
上ったり
下りたり
して，一
人で活動
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くには
いたが，
対象児か
ら目を離
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
とともに
活動し，
他の園児
を見守っ
ていた。

遊具で
発生し
やすい
事故事
例や発
達段階
に即し
た安全
な遊具
の利用
のさせ
方，保
育士同
士の連
携・分
担した
指導の
あり方
等につ
いての
理解が
不十分
であ
る。

遊具で発生
しやすい事
故事例や発
達段階に即
した安全な
遊具の利用
のさせ方，
保育士同士
の連携・分
担した指導
のあり方等
について具
体的に研修
する。

7441

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部

急性硬膜
外血腫   
頭頂骨骨
折   左
鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

遊具での
遊び方を
園児に指
導

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 ―

遊具周り
にゴム
チップ製
のイン
ターロッ
キングで
厚み5㎝
を敷設し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具での
遊び方を
園児に指
導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に遊
んでお
り、突発
の事で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で遊
ぶ園児を
安全を確
認する
為、職員
を配置し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び全
体を見て
いたが、
事故の瞬
間は、見
られな
かった。

―

保育教諭が
戸外遊びを
見守り、遊
具で遊ぶ際
には、子ど
もの動き、
行動を予想
し、危険な
事をしてい
る場合は、
注意して止
める。

7442

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

67 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第４指
爪下血
腫、受傷
後の化膿

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

『入室時
間は事故
が起きや
すい時
間』とい
う認識
で、改善
や大人の
目を増や
すなどの
対策をし
ていた。
大人の目
が届かな
い場所の
コント
ロールな
ど、引き
続き改善
に取り組
む。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭改造
により、
夏は虫探
しコー
ナーで石
を動かす
とすぐに
虫が見つ
かる環境
になって
いた。季
節が秋に
なり、虫
がいない
ことで、
石を動か
す遊びに
変わった
可能性が
ある。

子どもが
一人で持
ち上げて
動かす事
が危険な
岩は、土
を掘って
埋め、動
かせない
ような状
態にし
て、虫を
探せる環
境で動か
せるもの
は厳選す
る。

7.その
他

入室に伴
い、大人
も固定し
た位置か
らの見守
りになら
ず、2人
の場所は
死角に
なってい
た。

見守りが
難しい場
所は入室
時間より
前に使用
を終了
し、大人
の目が届
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入室時間で
あり、他の
園児は遊び
を終了して
自分の水筒
を持って並
び、2階保
育室に移動
を始めてい
る。当該児
は、隣のク
ラスの園児
とともに、
虫探しコー
ナーに残っ
ていた。け
がの発生直
後は、泣い
ていて状況
をうまく説
明できな
かった。そ
のため応急
手当てを優
先。繰り返
し発生状況
を聞かれる
うちに、記
憶が曖昧に
なってい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

入室の時間
のため、当
該児の担任
は先に外階
段から２階
保育室にあ
がってい
た。また、
関わった園
児は隣のク
ラスで、担
任は泣いて
いるところ
を気付き看
護師のとこ
ろに見せた
後、そのま
ま先にクラ
スにあが
る。看護師
は応急処置
後、通常で
あれば発生
現場で状況
の確認をす
るが、寄ら
ずにそのま
まクラスへ
つれて上が
り、担任に
処置の状況
を伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

けがの発
生現場
は、入室
の時間以
外にも大
人の目が
届きにく
い場所
だった。
遠目でい
ることに
気付いて
も、何を
している
かは把握
していな
かった。

受傷当
日は、
降園後
サッ
カー教
室に参
加して
いる。

・入室時間
の前に、死
角になりそ
うな場所の
使用を終了
し、切り替
えの準備を
する。
・発生後時
間が経つと
記憶が曖昧
になるた
め、可能な
限り発生直
後に現場を
見る、担任
が話を聞く
などして、
事実を確認
する。

7443

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

・活動前
に学年で
設定や見
守り方法
の打ち合
わせが行
われな
かった。
・『跳び
箱』は事
故発生リ
スクの高
い活動と
いう認識
が共有さ
れなかっ
た。

・跳び
箱・鉄棒
など、転
落の事故
の発生リ
スクが高
い活動を
する時に
は、大人
が１名固
定でつい
て見守れ
る方法を
とる（職
員手配ま
たは優先
順位をつ
けて順番
に行うな
ど。）マ
ニュア
ル・安全
マップに
事故発生
リスクの
高い活動
を追記し
改定予
定。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

跳び箱の
周囲に敷
くマット
が、簡易
的なもの
となって
いた。

体育用品
の安全な
使用方
法・配置
は、活動
実施前の
学年の打
ち合わせ
で、経験
のある職
員が意
味・方法
などを情
報共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

参観に合
わせて、
鉄棒・巧
技台・跳
び箱・縄
跳びの４
種を設定
して選ぶ
方法を
とった。
しかし、
担任1名
で初めて
の活動を
安全に見
守る事が
難しい設
定。

複数の活
動がある
時、特に
初めての
内容があ
る時は、
活動の優
先度をつ
け、子ど
も達と安
全な遊び
方の約束
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

設定され
たものか
らやりた
い運動を
積極的に
選んで取
り組んで
いる。週
末に習い
事の体操
教室で発
表会をひ
かえてお
り、跳び
箱の発表
も予定し
ていた。
担任が指
示した内
容とは違
う方法
で、飛べ
る経験が
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故が
あった跳
び箱の他
に、巧技
台・鉄棒
が設定さ
れてい
る。担任
は巧技
台・鉄棒
の方につ
いてい
た。離れ
たところ
から、
時々跳び
箱に行く
園児の様
子を見
守ってい
る状態で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配担当
の非常勤
職員1名
が同じ場
所で活動
に参加し
ていた
が、加配
児につい
ていたた
め全体の
見守りは
行ってお
らず、当
該児の様
子を見て
はいな
かった。

職員に
より
『跳び
箱』の
活動に
対する
危険度
と安全
対策の
認識が
異な
る。

体育用品の
安全な使用
方法・配置
は、活動実
施前の学年
の打ち合わ
せで、経験
のある職員
が意味・方
法などを情
報共有す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7444

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 1 2 2 2
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

特になし

事故防止
マニュア
ルを再度
確認・徹
底する

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

開閉園時
間間際の
園児数が
少ないう
ちは、事
務室でテ
レビ視聴
をして過
ごしてい
る。

常時保育
室で過ご
すように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の受
け入れに
あたって
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
行ってい
た

事務室
で受け
入れを
したこ
とで、
園児か
ら目が
離れる
時間が
できて
しまっ
てい
た。

常時保育室
で過ごすこ
とで、受け
入れ時等も
目が行き届
くようにす
る。

7445

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

35 3 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

●への連
絡は診断
終了が17
時以降
だったた
め、翌日
の昼に書
類を持参
し報告し
た。報告
が遅かっ
た。

安全管理
ができる
ようにヒ
ヤリハッ
トを共有
し、怪我
対応の園
内研修を
行う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

園庭にあ
るジャン
グルジム
（●●鉄
製、高さ
240㎝）
の下から
３段目
(120cm)
から転
落。地面
にマット
などの
クッショ
ン材は使
用してい
ない。

ジャング
ルジムの
底面に砂
を多く敷
き、落下
時の安全
性を確保
する。
必要に応
じて安全
マットや
人工芝の
設置につ
いても検
討する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

部屋に入
ろうとし
て上靴に
変えたと
たん、走
り出した
一瞬の出
来事。
（今まで
したこと
がない予
想外の行
動）　天
気は曇
り。

子どもの
行動を予
見しなが
ら業務を
遂行す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から気
持ちの切り
替えが難し
く、活動が
変わる時は
個別対応が
必要で、気
持ちに寄り
添いながら
支援をして
いる。今回
も戸外遊び
から部屋に
戻れなかっ
た。保育士
の声掛けで
部屋の前ま
できて、外
靴から上靴
にかえた途
端に走り出
し、ジャン
グルジムに
上靴のまま
登り、滑っ
て落ちる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児の近く
で個別対
応で支援
していた
が、素早
い行動に
対応しき
れなかっ
た。急い
で追いか
けたが、
追いつく
前にジャ
グンルジ
ムに登り
落ちた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児、担
当保育士
以外園庭
にはいな
かった。

普段よ
り本児
のクラ
スを補
佐して
いる保
育士が
付き添
いをし
てい
た。

担当保育士
は子どもの
行動を予測
し、危険行
為をさせな
いことを徹
底する。

7446

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

53 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部　
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

遊びの危
険性を再
認識する
研修が今
年度は
行ってい
なかっ
た。
令和３年
11月●日
に園職員
で事故防
止等につ
いて研修
会を行
う。

園内研修
を行う。
園庭で遊
ぶ人数を
制限する
ルールを
作り、職
員体制を
見直す。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

遊具には
問題はな
いと思わ
れる

滑り台の
スロープ
が、近く
にあるク
ヌギの木
の樹液で
滑りにく
くなって
いる場合
があり、
朝、雑巾
でふいて
いる。最
近は樹液
も少なく
確認を
怠ってい
たので、
続けてい
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最近は、
滑り台の
スロープ
を下から
登らない
ことが徹
底できて
いなかっ
た。

新学期が
始まる時
に学年ご
とに遊具
の使い方
を指導し
ている
が、時間
がたち
ルールを
忘れたり
守れない
状況が
あったた
め、気に
なる遊び
方があっ
た場合
は、常時
指導す
る。改め
て指導の
場を設け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後の
自由遊び
の時間。
追いか
けっこを
して遊ん
でいる延
長で滑り
台を使
い、いつ
もよりテ
ンション
が高めで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭の鉄
棒とうん
ていの近
くに職員
がいて落
下の瞬間
を見てい
ない状況
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
て遊んで
いるのが
年中クラ
スだけで
あったた
め、他の
職員は、
保育室内
にいた。

園庭で
遊ぶ際
は、フ
リー保
育士が
サポー
トに出
て視野
を広く
見守る
べき
だっ
た。

落下が考え
られる遊具
には近くに
職員が必ず
付き、正し
い使い方で
遊んでいる
かを確認す
る。フリー
保育士が付
き添うよう
に配置す
る。

7447

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首外
側　くる
ぶしの骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
身体につ
いての認
識かつ確
認不足の
ため

遊び始め
る前に自
分で危険
予測が意
識できる
よう呼び
掛けてい
く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

遊びの環
境を整
え、十分
な見守り
の中で体
を動かし
て遊べる
ようにす
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

登園後、
遊び出そ
うとして
慣れた場
所での
ジャンプ
をしたが
着地がう
まくいか
ず、足に
負荷がか
かったた
めではな
いか。

人工芝の
マットを
敷いてい
たが、さ
らに安全
面を強化
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バスで登
園後、身
の回りの
始末をし
てから単
独で遊び
を探して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
登園児の
受け入れ
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
登園児の
受け入れ
をしなが
ら他児と
かかわっ
ていた。

いつも
通りの
本児の
姿で
あった
ため、
その時
は特に
気に留
めてい
なかっ
た。

複数の職員
がいる場合
の保育者の
配置に留意
する。

7448

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24
2.基
準配
置

年度当初
にソフト
積木を使
用する時
の約束を
決め子ど
もに知ら
せていた
が、繰り
返しの周
知が十分
でなかっ
た。

ソフト積
木の使い
方につい
て、職員
の共通理
解のも
と、子ど
も達に繰
り返し伝
え、安全
な使い方
が定着す
るように
する。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びの設
定をしな
がら全体
を見てい
たが、急
な本児の
動きを予
測でき
ず、対応
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ保育
室にいた
が、降園
する子ど
もの対応
をしてい
た。

いつも
使って
いる遊
具なの
で、使
い方は
理解で
きてい
るだろ
うと思
い込
み、遊
び始め
る前に
使用時
の約束
を確認
し意識
づける
ことを
怠っ
た。

使用時の約
束を繰り返
し子ども達
に伝え、安
全に対する
意識を育て
るよう職員
間で共通理
解する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7449

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

事故予防
のマニュ
アルにつ
いて、全
職員に周
知する必
要があ
る。

全職員が
周知でき
るよう、
定期的に
最低年2
回は行
う。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12

園庭が狭
く大きな
柱が3か
所に立っ
ていて死
角になり
やすい作
りであ
る。

狭い場所
には、園
児が走り
抜けない
よう遊具
や水筒か
けなどを
置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭には
大きな柱
があり、
柱側に隠
れていた
子と本児
がぶつ
かってし
まった。
近隣の工
事等もあ
り、現在
は、思い
切り走れ
るスペー
スが限ら
れている
環境であ
るため、
全職員と
園児でこ
の場所で
の遊び方
や約束ご
とは共通
理解して
いる。し
かし、改
めて再確
認する必
要がある
と考え
る。

園庭で
は、保育
教諭は常
に子ども
全体が見
える位置
に立ち、
安全を確
保する。
園庭での
過ごし方
について
子どもた
ちも一緒
に再確認
し安全に
過ごせる
よう援助
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつの
後、園庭
に出て鬼
ごっこを
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
を見守り
していた
が、柱の
陰から出
てくるの
を瞬間的
に止める
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
に対応を
してい
た。

園庭で
遊ぶ場
合、保
育者が2
人以上
いる
が、立
ち位置
につい
て確認
が必要
であっ
た。

個の幼児に
関わり、そ
の他の幼児
に背中を向
けることが
あるのでな
るべく大勢
を背にする
のを避けな
ければなら
ない。

7450

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

お迎え後
におきた
事故であ
るが、職
員に周知
する。
園庭開放
のルール
を保護者
に周知す
る。

1.定期的
に実施

数
1.定期的
に実施

数
1.定期的
に実施

数 ―
注意喚起
の張り紙
をする。

7.その
他

―

遊具で危
険な行動
をしない
ように遊
び方の指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎え後
におきた
事故のた
め、対象
児を保護
者がみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎え後
におきた
事故のた
め、対象
児を保護
者がみて
いた。

―

園庭開放の
ルールを保
護者に周知
する。

7451

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

①左手関
節捻挫　
②左橈骨
頭骨折　　
③左橈骨
近位骨端
線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

５歳児で
遊具に慣
れてい
て、少し
の油断が
大きな事
故につな
がる。

今回の事
例を周知
し、危険
予知及び
安全管理
に対する
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

鬼ごっこ
をしなが
ら、遊具
で遊んで
いた。

遊具での
安全な遊
び方を知
らせてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭で
３.４.５
歳児が遊
んでい
て、子ど
もの行動
範囲が広
く目が届
きにく
い。

常に子ど
も全体を
見る保育
者がいる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこを
しながら
走って来
て、遊具
に登った
り、ぶら
下がった
りしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
ら約２
メートル
のところ
にいた
が、別の
園児の竹
馬の補助
をしてい
て、その
時は対象
児に背を
向けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の職員２
名も園庭
にいた
が、違う
場所にい
る園児と
遊んでい
た。

担任１
名のた
め、す
べての
子ども
の様子
を把握
できな
いこと
があ
る。

他クラスの
職員と連携
していく。

7452

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 1 1 2 3 2 3 16 15
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

園庭に職
員は２人
おり、鉄
棒で遊ん
でいるこ
とを把握
していた
が、そば
について
いなかっ
た。

鉄棒や遊
具で遊ぶ
ときは、
必ず職員
が傍につ
くことを
徹底す
る。子ど
もたちに
も遊具で
遊ぶとき
は必ず職
員に声を
かけて職
員がそば
で見てい
る状態で
遊ぶよう
話をす
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

鉄棒の周
りの骨組
みにクッ
ション材
をまいた
り、鉄棒
の下に
マットを
敷くなど
転倒転落
防止の対
策をとっ
ていな
かった。

鉄棒の周
りの骨組
みにクッ
ション材
をまき、
ぶつかっ
た際の衝
撃を和ら
げるよう
にした。
鉄棒の下
に転倒転
落防止の
ための
マットを
敷いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

異年齢児
で活動す
る時は、
同年齢児
だけで活
動する時
とは想定
していな
い動きを
する可能
性がある
ことを意
識して見
守りを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段の保育
中では、鉄
棒を積極的
に行ったり
する姿はみ
られなかっ
たが、異年
齢の園児が
鉄棒で遊ん
でいるのを
見て、いつ
もより活動
的になった
と考えられ
る。鉄棒で
一人でま
わったこと
はなかった
が、異年齢
の他児から
刺激を受
け、前回り
に挑戦した
ところ、初
めて行った
ため驚いて
しまい、鉄
棒から手が
離れて転落
してしまっ
たと考えら
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒で遊
んでいる
対象児を
含む園児
たちを目
視で確認
していた
が、砂場
で遊んで
いた他児
に対応し
ていたた
め、対象
児のいる
鉄棒のと
ころには
ついてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と同じ
く、鉄棒
で遊んで
いる対象
児たちを
目視で確
認してい
たが、園
庭の小高
い丘のと
ころで他
児の対応
をしてい
たため、
鉄棒のと
ころには
ついてい
なかっ
た。

降園後
でバス
に乗る
職員、
お迎え
に来た
保護者
に対応
する職
員と、
職員の
動線が
大き
く、園
庭での
外遊び
に対応
する職
員の人
数が少
なかっ
た。

園庭での遊
びに対応で
きる職員の
数が少ない
ときには、
遊ぶものを
決めて、職
員が見られ
る範囲の中
で遊ぶよう
にする。

7453

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

194 10 25 32 35 45 47 23 21
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

人中部挫
創（診療
明細書に
記載な
く、負傷
部位等か
ら記載）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

これまで
のヒヤリ
ハット事
案を見直
し、各事
例におい
て職員が
とるべき
行動を認
識する研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

数 ―

引き続き
安全点検
を定期的
に行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

特別な支
援を要す
る園児へ
の目配り
の度合い
を高める
必要があ
るため、
グループ
職員で対
応策を協
議し実行
してい
る。あわ
せて、保
護者に療
育機関の
利用を勧
め、●月
中旬に第
１回受診
の予定。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

加害行為
の1分前
に当該グ
ループの
机に近づ
いて声掛
けしてい
るが、そ
の時点で
異変はな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の職員
が近くに
いたが、
他のトラ
ブルに対
応してい
たため当
該事案へ
の関与は
困難だっ
た。

―

特別な支援
を要する園
児への目配
りの度合い
を高める必
要があるた
め、グルー
プ職員で対
応策を協議
し実行して
いる。あわ
せて、保護
者に療育機
関の利用を
勧め、●月
中旬に第１
回受診の予
定。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7454

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

21 6 4
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

今後もマ
ニュアル
に沿った
研修や話
し合いを
通して職
員の知
識・判断
力を高め
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

・子ども
たち全員
が密接に
ならない
ような環
境構成を
行う。
・気持ち
が昂って
いる子ど
もの側に
保育者が
必ずつ
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・リズム
感のある
DVDだと
跳んだり
踊ったり
する。1
歳児で身
体のバラ
ンスが未
熟である
ため速や
かに見守
る体制を
とる。

走ったり
立ち歩く
子どもが
いたらす
ぐに座ら
せたり落
ち着かせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リズムに
合わせて
いるうち
に気持ち
が昂り
ジャンプ
を始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

離れた場
所にいた
ため本児
の気持ち
を落ち着
かせるこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ジャンプ
をしてい
た子ども
を見てい
た職員が
速やかに
側に行っ
て対応す
ることが
出来な
かった。

保育教
諭がス
ペース
から出
る際、
保育補
助が入
る前に
出てし
まった
ため子
どもか
ら目が
離れ
た。

保育者間で
声掛けをし
連携を取り
ながら行動
する。

7455

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右親指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

毎日使うタ
オル掛けに
対し、いつ
もと違った
掛け方をし
ようとした
ことが今回
のケガにつ
ながってい
る。
園生活に慣
れ、様々な
経験を積み
重ねる中で
自信を得て
いく一方
で、過信か
ら慎重さに
欠ける姿が
多く見られ
る時期（園
全体が）
だったた
め、毎日の
打ち合わせ
で子どもの
遊び方や行
動に気をつ
けていこう
と話し合っ
てはいた
が、防げな
かった。

子どもた
ちの園生
活への
“慣れ”
が、集団
生活にお
ける規範
意識の低
下や、自
身の育ち
を過信し
た行動に
なってし
まうこと
がある、
というこ
とを改め
て保育教
諭間で共
通理解す
る。特に
毎日繰り
返し行う
行動につ
いてこそ
注意する
ことを改
めて意識
する。

2.不定期
に実施

使用時
2.不定期
に実施

使用時
2.不定期
に実施

使用時 無し

タオル掛
けに破損
等はな
く、今回
の事故原
因ではな
いため、
改善策は
無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し

タオル掛け
は可動式
で、自由遊
びや設定保
育中は保育
室の端の方
（水飲み場
近く）に置
いたり、登
降園時はタ
オルを掛け
外しがしや
すいよう保
育室の中央
付近に置く
など、子ど
もたちの動
線を考慮し
て設置して
いたもの
で、環境構
成に問題は
なかったと
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すでに登
園してい
たが、登
園時に出
し忘れた
タオルを
タオル掛
けにかけ
ようとし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
から戻っ
てきた
子、排泄
に向かう
子、朝の
身支度を
行う子な
どへ目を
配りつ
つ、登園
してきた
子へ対応
をしてい
たため見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室以
外の場所
で遊ぶ園
児と片付
けを済ま
せ、保育
室に戻る
途中だっ
た為見て
いなかっ
た。

子どもた
ちの園生
活への
“慣れ”
や自身の
育ちを過
信した行
動が目立
つように
なる時期
であるこ
とを意識
して保育
にあたっ
ていた
が、タオ
ルを掛け
る際の行
動につい
ては大丈
夫だろう
と子ども
を信じ、
特別な注
意をして
いなかっ
た。

園生活の中で
繰り返し行う
ものに対し、
子どもは違っ
たやり方を試
そうとするこ
とがある。し
かし、違った
行動（扱いを
変えるなど）
をとること
で、危険が生
じ、思わぬケ
ガにつながる
ことがあるこ
とを繰り返し
伝え、子ども
たちの危機管
理能力を育ん
でいく。
また、タオル
掛けのような
扱い方によっ
ては思わぬケ
ガにつながる
物について
は、子どもた
ちの様子（慎
重さに欠ける
行動が目立つ
など）に応じ
て注意を払う
ようにする。

7456

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

58 4 7 7 10 9 16 5 13 10
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

歯槽骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数
2.基
準配
置

―

日頃から
部屋では
走らない
ことの習
慣化。

1.定期的
に実施

遊ぶたび
1.定期的
に実施

遊ぶたび
1.定期的
に実施

毎日 ―

今後も床
にものが
散乱する
ことのな
いよう部
屋の状態
を整え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

怪我はど
んな時で
も起こり
得ること
を再認識
し、常に
一人ひと
りの子ど
もの様子
に目配り
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担任から
もう少し
で片付け
をする声
掛けが
あった
為、塗り
絵をすす
めようと
急いで席
を立ち、
ケースに
入った色
鉛筆を
持って色
を替えに
席を立っ
た。（共
用の色鉛
筆を使用
してお
り、ケー
スには3
本までと
いうきま
りがあ
る。）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特定の子
どもにつ
くことな
く全体を
見回って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
ながら他
児に関
わってい
た。
備考：対
象児の動
きをみて
いたが、
担当職員
同様離れ
たところ
に座って
いた。

片付け
の声掛
けによ
り本児
が急い
でし
まった
可能
性。当
日上靴
はしっ
かり履
いてい
た。

職員の立ち
位置・連携
仕方の再確
認。

7457

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

遊び初め
は１グ
ループ
だった鬼
ごっこが
２グルー
プに分か
れたとき
に、職員
から全体
への声か
け・安全
対策を
とってい
なかっ
た。

遊びが変
化してい
く場合、
予測され
る危険が
増えた場
合は必ず
対策を講
じた上で
あらため
て子ども
たちに遊
びのルー
ルを知ら
せる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

特になし
(遊戯室
に異常は
なかっ
た)

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
が２グ
ループに
分かれた
ときに遊
戯室内を
区切らな
かったた
め。

鬼ごっこ
は１ス
ペース１
グループ
にし、２
グループ
に分かれ
るときに
は平均台
等でス
ペースを
区切るな
ど、視
覚・障害
物ではっ
きり分か
る区切り
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ステージ
近くで、
お手玉を
している
子たちと
関わりな
がら、全
体を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援が必
要なお友
だちを中
心に、ミ
ニボルダ
リング付
近で遊戯
室全体を
見てい
た。

鬼ごっ
こが２
グルー
プに分
かれた
ときに
一旦止
めて、
遊びの
約束を
してい
なかっ
た。

遊び初めの
安全確認だ
けでなく、
遊びの様子
の変化に対
して必要な
安全対策を
とるよう、
日頃から危
険予測を職
員間で共有
し、情報を
更新してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7458

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

18 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折　・右
足関節捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

特にな
し。遊ぶ
前、草の
上には、
特に危険
な石ころ
や枝等も
ないこと
や、外靴
のサイズ
があって
いるか、
反対に履
いていな
いか等、
確認して
おり、遊
んでいる
時も、す
ぐ傍で職
員は見
守ってい
た。

1.定期的
に実施

52
2.不定期
に実施

80
1.定期的
に実施

1
特にな
し。

特にな
し。園の
隣の短い
草に覆わ
れている
公園で、
定期的に
草刈りが
行われて
おり、町
でしっか
り管理さ
れてい
る。赤
ちゃんた
ち（0歳
～2歳）
も、毎日
のように
遊び、安
全性が高
い。遊ぶ
前には、
草が濡れ
ていない
か、石こ
ろや枝等
ないか点
検も行っ
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

特にな
し。職員
の見守り
中、特に
危険な箇
所や危険
な遊びを
する子も
なく、ど
の子も好
きな遊び
を自由に
のびのび
と行える
環境だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気にい
つものよ
うに、お
友だちと
かけっこ
等をして
遊び。そ
の後、築
山に登っ
て、お友
だちの後
に続い
て、駆け
下りて行
き、それ
程スピー
ドが出て
いたわけ
でもな
かった
が、駆け
下りたと
ころで、
足が絡ま
るように
転んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数人の子
どもたち
と一緒に
登って、
築山の上
から次々
に駆け下
りるのを
送り出し
ては、登
りしてい
た。通常
ころんだ
として
も、大き
な怪我に
つながる
ことはな
く楽しく
遊んでい
たので、
本児の転
倒が大き
な怪我に
つながる
予測は、
難しかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児と
一緒にい
た職員の
他に、2
名の職員
が、同じ
公園内で
見守って
いた。1
名は、大
型遊具の
ところ
で、1名
は、築山
の下少し
離れたあ
たりにい
たが、本
児の降り
てくるス
ピード
が、それ
程早くな
かったた
め、本児
の転倒が
大きな怪
我につな
がる予測
は、難し
かった。

特にな
し。

今回、この
ような怪我
が発生した
ことによ
り、そのよ
うなことが
この場所で
起こりうる
ことが分
かったの
で、出来る
限り、危な
い転び方を
する瞬間、
手を差し伸
べられるよ
う、職員の
見守る位置
を工夫し、
検証して行
く。

7459

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

降園後な
ので、保
護者の監
視の元で
あった。

保護者に
降園後の
遊び方
（しっか
りと見て
もらう）
を伝え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒の設
置場所の
安全領域
（柵が近
い）がな
かった。

鉄棒を撤
去した。

7.その
他

迎えの多
い時間帯
だったの
で、園庭
で遊んで
いる園児
が多かっ
た。

迎え後の
園庭遊び
の時間を
短縮す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

降園後、
保護者に
鉄棒がで
きるのを
見てもら
いたく
て、気持
ちは高揚
していた
様子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後な
ので、職
員は配置
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

掃除をし
ていた職
員が異変
に気付
く。

特にな
し

特になし

7460

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

56 4 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右腕側鎖
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

本児は立
ち歩きが
多く落ち
着いて行
動するこ
とが難し
い。午睡
がなくな
り、疲れ
もあった
のかもし
れない。

室内の静
的活動で
あり走っ
たりする
こともな
かった。
本児が椅
子と机の
狭い所を
通ろうと
したこと
で椅子の
脚に引っ
掛かり絡
まる。広
いところ
を歩くよ
うに伝え
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

本児は静
的な活動
の場面で
立ち歩き
が多い。
静的な活
動でも怪
我が起き
ることを
知る。

活動が始
まる前に
子どもた
ちには足
元に十分
気をつけ
て活動す
るように
声掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育クラ
ブで楽し
んできた
子どもた
ちが加
わったこ
とで、に
ぎやかに
なり本児
の気持ち
が更に落
ち着かな
くなった
のかもし
れない。

本児が疲
れたと感
じている
ことを保
育者は察
知して、
本児が落
ち着ける
場所はど
こなのか
声をかけ
ることも
必要で
あったか
もしれな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登園時か
ら、気持
ちが落ち
着かない
様子で
あった。
お遊戯会
のリハー
サル中も
集中力が
なく勝手
な行動を
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の行
動から、
常に「ど
うすれば
いいの
か」を本
児に問い
かけてい
た。「疲
れている
のだろう
か」「家
庭で何か
あったの
だろう
か」など
思いなが
ら声をか
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
もまた、
常日頃の
本児の状
況を把握
している
ので気に
留めて声
をかけ見
守り続け
ていた。

本児の
体は疲
れてい
たので
はない
か。ま
た、体
重が増
加して
いるこ
ともあ
り機敏
な動き
ができ
なかっ
たので
はない
か。

前日が祝日
だったこと
もあり、ど
のような休
日を過ごし
ていたのか
不明である
が、保護者
には本児の
体調や様子
を伝えても
らえるよう
にした方が
よい。保護
者との連携
を強化す
る。

7461

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 5 3 4 2 2 2 14 12
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A歯
根破折、
右上B歯
根破折、
右上更新
裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
マニュア
ルは現在
作成中で
ある。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

コンテナ
が椅子代
わりにで
きるよう
な位置に
置いてあ
り、ちょ
うど中身
が空の状
態だっ
た。ま
た、近く
にテーブ
ルがあっ
た。

コンテナ
を保育室
の床には
置かない
ようにす
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

一人ひと
りが好き
な遊びに
取り組む
自由遊び
中であっ
たが、園
児が自然
と集中し
て落ち着
いて取り
組めるよ
うな遊び
（室内の
保育環
境）がな
かったの
かもしれ
ない。

一人ひと
りの興味
関心に基
づいて、
室内では
落ち着い
て集中で
きる保育
環境を工
夫する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で外
遊びをし
ている園
児も並行
している
時間帯
で、担任
一名は園
庭に出て
いた。担
任一名は
室内にい
たが、
ちょうど
事故発生
直前に、
室内にい
た他児か
らお茶を
飲みたい
と言われ
外にある
水筒を取
りに室内
から出て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

保育者
が目を
離して
いた時
間に起
きた事
故だっ
た。こ
の事故
状況に
おいて
は、保
育教諭
が水筒
を取り
に行く
必要は
なく、
見守り
の空白
時間を
作るべ
きでは
なかっ
た。

保育者の目
が届かない
時間帯・場
所がないよ
うにする。

7462

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

33 1 7 12 13 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第４指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

親子で遊
ぶ3．4．
5歳児
に、保育
教諭4名
で、安全
確保をし
ていた
が、慣れ
ない環境
で気分が
高揚して
いたため
走ってし
まった。

保育教諭
の立ち位
置をしっ
かりと確
認し合
う。移動
する際に
は、走ら
ないよう
にするこ
とを親子
で確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

下見をし
て安全確
認をして
いたが、
子どもの
動きを把
握しきれ
なかっ
た。

安全確認
を行い、
危険な箇
所等を把
握し、保
育教諭を
配置し注
意を促
す。

7.その
他

慣れない
環境で、
友達の所
に急いで
行こうと
して転倒
してしま
う。通路
のアス
ファルト
で、表面
がざらつ
いており
予期せぬ
動きにな
り転倒し
たとき手
が付けな
かった。

公園内で
の遊び
方、移動
の仕方な
どについ
て指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

親子遠足
で父親や
友達と遊
ぶこと
が、嬉し
くて気分
が高揚し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

周りに有
資格保育
教諭がい
たが、気
付いた時
には、遅
く、対応
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育教諭
が配置さ
れて見て
いたが
が、対応
が間に合
わなかっ
た。

―

保育教諭の
配置を確認
し合い、適
切な援助が
できる環境
の下で園児
が遊べるよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7463

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 20 18 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

職員配置
基準は満
たしてい
るが、子
どもの降
園に伴う
保護者対
応のため
保育者が
動くこと
が多いの
で、可能
な範囲で
職員が配
置できる
よう配慮
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

定期以外
でも危険
認識を持
ち、気づ
いたとき
に報告し
迅速な対
応をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

日頃よ
り、運動
遊びを通
じて子ど
もの運動
能力や柔
軟性、体
幹を鍛
え、転倒
時にうま
く手をつ
くなどし
て怪我を
最小限に
とどめる
ことが出
来るよう
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段のと
おりであ
り、特記
事項なし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段のと
おりであ
り、特記
事項なし

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

普段のと
おりであ
り、特記
事項なし

―

子どもたち
をよく見
て、遊びに
集中してい
る子どもの
動きを予測
し早めに声
をかける。

7464

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 9 13 13 17 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

転倒する
ことも多
いので常
に気を
配ったり
声かけを
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

子どもた
ちにとっ
て危険箇
所がある
場合はす
ぐに報告
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

滑りやす
いなど注
意が必要
な箇所の
確認を行
い、気を
つけなが
らあそぶ
ように声
かけ・見
守りを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り遊んで
いた（走
り回って
いた）の
で見守り
をおこ
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児と関
わりなが
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各場所に
分かれ、
他児と関
わった
り、見守
りを行っ
ていた。

―

転倒や他児
とぶつかる
こともある
ので声をか
けながら見
守ってい
く。

7465

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

戸外活動
の遊び方
におけ
る、事故
予防マ
ニュアル
がない。

事故予防
マニュア
ルを作成
し、定期
的な研
修。ま
た、園外
活動の際
は活動内
容によ
り、保育
士複数名
配置とす
る。

2.不定期
に実施

数
1.定期的
に実施

数
2.不定期
に実施

数 なし

施設・設
備に関し
て改善点
は認めら
れない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個人の活
動量や技
量を想定
した鉄棒
の取り組
みが必要
であっ
た。ま
た、怪我
のリスク
を回避す
るため、
園外活動
の際は保
育士複数
名配置を
する必要
性があっ
た。

鉄棒や雲
梯などの
活動場所
によって
は、保育
士１名ま
たは複数
名による
見守りを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段鉄棒
を飛び越
えるよう
な指導は
していな
いが、本
児の好奇
心から鉄
棒を飛び
越えてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士２
名とも、
本児と距
離があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士１
名は本児
を背に向
けており
動きを目
視でき
ず。また
もう１名
は本児が
視界に入
る状態で
はあった
ものの他
児へ声か
け等をお
こなって
いた。

―

個人の活動
量や技量を
想定した鉄
棒の取り組
みが必要で
あった。ま
た、怪我の
リスクを回
避するた
め、鉄棒や
雲梯など、
園外活動の
中でも特定
の場所は保
育士１名ま
たは保育士
複数名配置
をする必要
性があっ
た。

7466

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

22 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

適正な基
準で配置
し、保育
を行って
いた。

職員の見
守りの仕
方や、体
制を手厚
くするよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

固定遊具
の下は
クッショ
ンマット
や人工芝
があり、
問題ない
と考え
る。

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の遊
び方や遊
び方を約
束しての
自由遊び
だった
が、遊ん
でいる時
の声かけ
をもっと
行ってい
れば、防
げたかも
しれな
い。

子ども同
士の遊び
で夢中に
なると、
気づかず
転倒など
があるの
で、落ち
着いて遊
ぶように
見守りつ
つ、声か
けを増や
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友達と仲
良くごっ
こ遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具の反
対側にい
たため、
対象児の
転落を防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外を複
数人で見
ていた
が、対象
児ではな
い児を見
ていた。

―

活動内容に
応じ、危険
を伴う場合
には複数配
置で園児を
見守るよう
にする。

7467

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故(防
災)防止
委員会を
開催し、
事故につ
いての職
員の意識
を高める

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

240 特になし
施設・設
備には問
題は無し

7.その
他

通路の歩
き方

通路の歩
き方を見
直し、園
児に走っ
ても良い
ところと
走っては
いけない
ところが
あること
を伝え職
員全体
で、危険
箇所を把
握する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お支度を
する時間
に外へ出
て走って
遊んでい
た。その
際、躓い
てしまい
手が出せ
ず全体重
乗ってし
まう形で
転んでし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お部屋で
他の園児
のお支度
を手伝っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別のクラ
スで保護
者対応を
してい
た。

他の園
児の受
け入れ
を行っ
てお
り、保
育者の
目がい
きわ
たって
いな
かった

受け入れ時
等、保育者
の目が偏り
がちな場面
での配置を
見直す

7468

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 6 3 4 4
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

机の配置
等子ども
の人数等
を考慮し
て考える
方がよ
かった

今後合同
保育に
なった時
は、机の
位置等を
考えて移
動する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
の人数は
いたの
に、目が
行き届い
ていな
かった

保育教諭
の人数が
いるから
ではな
く、しっ
かり子ど
もの様子
を見るよ
うに気を
付ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

別段通常
の様子と
変わりは
なかった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
ものこと
に気をと
られ、
ちょうど
本児を見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
ものこと
に気をと
られ、
ちょうど
本児を見
ていな
かった

保育教
諭の人
数がい
るから
ではな
く、
しっか
り子ど
もの様
子を見
ていな
かっ
た。

保育教諭の
人数がいる
からではな
く、しっか
り子どもの
様子を見る
ように気を
付ける

7469

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

12 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

てんかん
の疑い

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は同
室にいた
が、片付
け等をし
ていて、
クラスの
子の声で
倒れ掛
かってい
た本児に
気付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助の職
員は清掃
等をして
おり、同
室に居な
かった。

― 特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7470

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

11 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

てんかん
の疑い

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助の職
員は同室
に居な
かった。

― 特になし

7471

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

12 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

てんかん
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は同
室にいた
が、倒れ
た音で気
が付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助の職
員は同室
に居な
かった。

― 特になし

7472

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 17 14 19 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

 2～3
2.基
準配
置

行事（保育
参観）にお
いて、園庭
担当の職員
2名で、保
護者対応と
他の危険が
予測される
遊びへの見
守りに気を
取られ、全
体への注意
が不足して
いた。ま
た、遊ぶ時
のルール
（鬼ごっこ
等スピード
が出る遊び
の際はすべ
り台には登
らない）が
守られてい
ないことに
職員が気付
けなかっ
た。

職員は、
研修や会
議を通し
危機管理
意識を高
める。行
事の際は
職員配置
に余裕を
もたせ、
常に職員
間での情
報共有の
上で配置
を検討す
る。遊び
のルール
を職員間
で共通理
解し、子
どもたち
とルール
の再確認
を行う。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

適宜

すべり台
の高さや
滑るス
ピードに
注意し、
見守る必
要があっ
た。

引き続
き、点検
を怠ら
ず、複数
の職員で
多くの視
点をもっ
て遊具・
設備の管
理を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者対
応をする
必要があ
り、普段
と異なる
環境だっ
たため、
見えてい
ないとこ
ろがあっ
た。

職員の立
ち位置、
見る視点
を考え、
意識して
子どもを
見守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
などス
ピードが
出る遊び
はすべり
台に登ら
ないよう
にに子ど
もたちと
約束して
いたが、
しっぽと
りという
別のあそ
びだった
ためすべ
り台に
登ってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭には
二人の保
育者がい
たが、そ
れぞれが
別の対応
をしてい
たため目
を向けら
れず対応
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

令和２年度
はコロナ禍
のため、行
事が出来
ず、当日は
ようやく開
催した保育
参観日で、
密にならな
いように、
日程を分け
て実施して
いたため、
いつもより
保護者対応
に時間がか
かり、保育
室担当に３
名で、園庭
担当に２名
配置とな
り、園庭担
当が少な
かった。

環境が
かわる
と、事
故が起
きる可
能性が
ある。

環境の変化
により、児
童が予想外
の行動をと
ることがあ
る。また、
「しっぽと
り」など動
きにスピー
ドが出る遊
びは児童が
興奮するこ
ともあり、
危険につな
がる可能性
もある。そ
の点を、再
度職員間で
共通理解を
する。ま
た、子ども
たちが何の
遊びに興味
を持ち、何
の遊びが流
行っている
かを職員間
で情報共有
をする。

7473

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 12 16 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

―
改善点な
し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

乗り物
（三輪車
等）の動
作確認を
含め安全
点検を実
施する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転倒時に
受け身を
取れるよ
う、運動
機能を高
める活動
を検討す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児との
遊びの輪
に入り、
他児の遊
びを見
守ってお
り、本児
が転倒す
る瞬間を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児数
名とサッ
カーを
行ってい
たため、
本児が転
倒する瞬
間をみて
いなかっ
た。

―

遊びのルー
ル確認や動
作確認をク
ラス全体で
行う。現場
での全体の
見守り強化
を行う。

7474

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

・体育教
室の講師
に補助の
仕方を教
わってい
たが、保
育教諭も
積極的に
研修など
に参加し
て正しい
補助を学
んでおく
べきで
あった
・手首を
回すなど
の基本的
なウォー
ミング
アップは
していた
が、時間
が不十分
だったの
かもしれ
ない

・跳び箱
の安全な
補助の仕
方を研修
などで習
得する。
補助の仕
方が分か
らない時
は経験の
ある保育
教諭や体
育教室講
師に、教
わり正し
い補助を
できるよ
うにする
・しっか
りと
ウォーミ
ングアッ
プができ
るように
広いス
ペースで
十分な時
間を設け
て行って
いく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
十分に設
定してあ
る

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に問題
はなし

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

２台跳び
箱を出し
ていてそ
れぞれ保
育教諭が
補助につ
いていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一台
で跳び箱
の補助を
していた
ため見て
いなかっ
た

・運動会
の発表を
想定し
て、普段
の補助の
向きと逆
側からの
補助と
なってし
まった。
　すぐに
手を差し
伸べたが
支えるま
での力が
入りきら
なかった
・子ども
たちも慣
れてきた
ことで気
が緩んで
いたのも
原因にあ
げられる

・補助の利
き手がある
ので、職員
間でよく話
し合いなが
ら補助の仕
方や担当を
考えていく
・子どもた
ちにも緊張
感をもって
取り組める
ような言葉
がけを繰り
返ししてい
く

7475

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

9 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故予防
の意識を
職員で統
一する。

事故予防
に関する
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の対
象年齢が
幼児用
だったの
で、転落
した上り
梯子は２
歳児が遊
ぶのには
危険性が
あった。

転落した
箇所の上
り梯子を
撤去し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前日の雨
上がり
だったの
で、滑り
やすい状
況であっ
た。

雨上がり
時での遊
具は滑り
やすいの
で使用し
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、園庭
遊びをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで見
守ってい
たが、他
の園児の
対応をし
ていて、
転落に間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
らは離れ
た場所で
他の園児
に対応し
ていて、
対象児が
転落して
周囲の様
子があわ
ただしく
なって気
付く。

職員配
置は適
正で
あった
が、こ
ういう
事故が
起きる
であろ
う意識
がな
かっ
た。

遊具は危険
箇所を改修
したが、園
庭内に危険
箇所が他に
ないか見回
り、対応す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7476

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 5 10 4 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

毎月の職
員会議で
「ヒヤ
リ・ハッ
ト」や
「リスク
マネジメ
ント」の
報告の際
に、保育
の具体的
な場面に
ついて、
全員で確
認して改
善する機
会を持つ
ことを徹
底する。

1.定期的
に実施

313
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

313 ―

引き続き
点検を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・高い段
を跳べる
子ども
は、跳べ
る段に近
い段数の
跳び箱か
ら跳ぶよ
うにす
る。　　　
　　　・
子ども達
い低い段
のジャン
プや着地
の足の踏
ん張りや
勢いがつ
きすぎる
ことのな
いように
等話をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で特に変
わりはな
い。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

適切で
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

適切で
あった。

―

日常的に体
操教諭が、
子ども達へ
向けて指導
を行ってい
る。保育者
へも合わせ
て指導の仕
方、補助の
仕方を指導
している。
その中で、
着地まで幅
広く補助で
きるよう
に、また朝
の子ども達
の気持ちや
体の動き等
も考慮する
等、朝の雰
囲気づくり
も改めて見
直してい
く。

7477

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 3 11 4 4
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顔面擦過
創

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

保育教諭
同士が連
携をとり
死角のな
いように
立ち位置
を考え
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

引き続
き、怪我
につなが
る恐れが
ないか十
分に確認
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

安全に過
ごせるよ
う、環境
構成を見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
良好。ひ
とり遊び
をする。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

すぐに声
をかけら
れるよう
見守って
いたが、
手の届く
ところに
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐに声
をかけら
れるよう
見守って
いたが、
他児と遊
んでお
り、手の
届くとこ
ろにいな
かった。

―

保育教諭同
士が十分に
連携をと
り、咄嗟の
時にも止め
られるよう
にする。

7478

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 17 16 17 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

再発防止
に向け
て、今後
の安全管
理の役割
について
話し合
い、職員
間で共通
確認をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

乳児用の
滑り台の
配置を見
直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

前方を見
ていない
時は特に
注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
らずいつ
も通り
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

幼児組3
クラスが
遊んでい
て、園児
全体を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
固定遊具
についた
り、全体
を見守っ
ていた
り、登園
児を受け
入れたり
するなど
役割分担
をして配
置してい
た

―
人的には特
に問題な
かった。

7479

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 15 16 16 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上上腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

再発防止
に向け
て、今後
の安全管
理の役割
について
話し合
い、職員
間で共通
確認をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊びごと
に空間を
分けてい
なかっ
た。

ボール遊
びのス
ペースや
時間を決
めたり、
大型遊具
で遊ぶな
ど、遊び
が分散す
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

登園児を
受け入れ
ている時
間は、遊
ぶ内容を
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
らずいつ
も通り
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

幼児組3
クラスが
遊んでい
て、園児
全体を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
固定遊具
についた
り、全体
を見守っ
ていた
り、登園
児を受け
入れたり
するなど
役割分担
をして配
置してい
た

―

担任もその
場にいたの
で人的には
特に問題は
なかった。

7480

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

36 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハットを
作成し、
職員会に
て全職員
に周知。
園内外の
危険な箇
所につい
て話し合
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

48 ―

危険箇所
について
は、職員
間で共通
理解をす
る。修繕
について
は●に相
談する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
危険を予
測する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

片付け中
でダン
ボールの
仕切りを
運んでい
たため、
大きな動
きではな
かった。
ゆっくり
歩いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室に
は2名の
担任が居
た。片付
け中で全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

大きなもの
を片付ける
時には必ず
保育者が付
き添う。

7481

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

66 21 23 22 7 7
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

高所で遊
ぶ児童に
対しての
監視位置
の改善

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

渡りロー
プから踊
り場へ危
険な体制
で移動し
ようとし
たことが
原因

落下の可
能性のあ
る地面部
分にさら
に5ｃｍ
（合計10
ｃｍ）の
厚さでゴ
ムチップ
舗装を施
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
が遊具の
至近距離
にいた
が、事故
発生時は
他児の体
を支える
補助対応
をしてお
り両手が
ふさがっ
ていた。

特に配慮
が必要な
児童の保
育体制に
ついてで
きるだけ
1対1の環
境をつく
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

指示を聞
き入れ
ず、自身
の興味優
先の傾向
が顕著に
表れてい
る時間帯
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の至
近距離に
いたが、
他児の補
助をして
いる最中
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
へ移動し
た児の対
応をして
いた。

保育教
諭が減
る段階
で危険
を予見
し、遊
具遊び
を止め
させる
べきで
あっ
た。

高所で事故
に繋がる危
険が多い事
を再認識す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7482

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

31 3 5 14 9 8 8
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

第４指の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

研修会報
告は全体
会議の時
に行って
いるが、
会議に参
加してい
ない職員
への周知
が不十分
であるた
め、伝達
や会議録
の確認を
確実に
行ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

なし（安
全な設備
環境を保
つための
点検は確
実に実施
されてい
るため）

4.個人
活動
中・子
どもの
み

５歳児ク
ラスは遠
足の日
だった。
当該園児
も遠足に
行って、
３時半ご
ろ帰園し
た。

時々廊下
で追いか
けっこを
している
姿があ
り、その
都度子ど
もに話し
ている
が、止め
切れてい
なかった
ので役割
を決め、
事前に防
ぐ。また
子どもた
ちに話を
して約束
事とす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育を
行ってい
たクラス
ではな
く、廊下
で他児と
追いかけ
ごっこに
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２名の職
員が保育
実施中の
クラスで
複数の子
どもを見
ていたた
め、受傷
時は誰も
見ていな
かった。
一緒に追
いかけ
ごっこを
していた
子が『泣
いてる』
と報告に
来て、ケ
ガが判明
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児クラ
スの担当
職員は、
この時間
帯は３
名。他の
１名は別
の幼児ク
ラスの最
終清掃を
してい
た。ま
た、５時
に勤務が
終わった
職員も１
名、まだ
残ってお
り幼児ク
ラスを
回って残
務をして
いた。

危険予
測が甘
く、周
りを
見、他
の事に
気付く
視野に
なって
いな
かっ
た。

保護者に連
絡する担当
の者が、子
ども全体も
見て、危険
を感じたり
視野に入ら
なくなりそ
うなときに
他の職員に
言葉を掛
け、子ども
のそばにつ
く。

7483

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 32 28 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

脾臓出血

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

正しい遊
具の使い
方や遊び
方の徹底
した指導
が不足

正しい遊
具の使い
方や遊び
方の徹底
した指導
と監視職
員の増員
強化

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

今回遊具
そのもに
欠陥や不
備があっ
たもので
はないと
考えてい
ます。

遊具全体
では落下
防止策は
講じてい
るが、ゴ
ムマット
をさらに
厚いもの
へ変更す
ることを
メーカー
へ要望し
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具も多
く、広範
囲にわ
たってい
る中、注
意するべ
き視点が
定まりに
くい点

時間帯に
よる使用
遊具や場
所（環境
を限定）
を決め、
見守り視
点を集中
させる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具のう
えで体制
を変えよ
うとして
バランス
を崩して
転落し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の瞬
間は他児
童の手当
（擦り
傷）にあ
たってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年齢毎に
活動も分
かれてい
るので、
園庭や保
育室など
に職員は
分散して
いる。

対象エ
リアが
広範囲
であ
り、見
守る視
点が分
散して
いたこ
と。

児童の活動
エリアを見
守り人数に
よって調節
する

7484

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
足　脛
部）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

４～５
2.基
準配
置

日々の保
育の中で
も活動内
容や遊び
の環境に
ついて評
価・反省
を行って
いるが、
危険の予
測・安全
管理につ
いての具
体的な配
慮・指導
に不十分
なところ
があっ
た。

個々の子
どもの姿
から力量
を見極
め、行動
を予測し
ながら、
活動内容
と具体的
な配慮・
指導を考
えてい
く。ま
た、日々
の保育の
中で見直
しを図
り、職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

遊具に破
損はな
く、滑り
下り口か
ら地面ま
での高さ
はない
が、カー
ブしてい
ることも
あり、滑
ることは
ある。

定期的な
安全管理
を行うと
ともに、
子どもの
姿から遊
具の遊び
方や使い
方の指導
や安全の
見守りな
ど安全に
配慮する
必要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び場所
を限定し
ていな
かったこ
と、他学
年が他の
場へ移動
したこと
で、子ど
もの活動
範囲が広
くなりす
ぎてしま
い、安全
に遊べる
環境では
なかっ
た。

個々の発
達や力量
から子ど
もの行動
や危険を
予測し、
安全な範
囲で活動
できる内
容や指導
を検討す
る。ま
た、活動
の合間に
は危険が
増しやす
いことも
自覚し対
応する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を
走った
り、築山
を上り下
りした
り、池周
辺を歩い
たり、総
合遊具で
遊んだり
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2歳児クラスの
保育者3名は子
どもたちの動
きに合わせて
砂場・築山・
総合遊具等を
見回ってい
た。総合遊具
で遊びを見
守っていた保
育者が子ども
が誰もいなく
なったため、
その場を離れ
違う場所へと
移動した。し
かし、その
後、本児が別
の場所から
走って遊具の
方に向かう姿
を確認した
が、5歳児の砂
場で他の園児
の見守り中で
あったため、
すぐには動け
なかった。隣
の4歳児の砂場
で遊んでいた
同クラスの保
育者が他の場
に移動した時
にうつぶせに
転んでいる本
児に気づいて
駆け寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
他学年の
職員もい
たが、片
付け中
で、本児
の動きに
気づく職
員はいな
かった。

遊びの回
数を重ね
ること
で、慣れ
による危
険性も出
てくる。
子どもの
動きに対
する理解
が不足し
ていた。
また、ク
ラス担任
同士の声
掛け、遊
びの見守
り場所等
の連携も
不十分で
あった。
さらに他
学年への
安全配慮
に対する
声掛けな
どの連携
も必要で
あった。

戸外で遊ぶ
際の見守り
の仕方や全
体把握する
ための連携
の仕方を十
分に検討す
る。
戸外活動の
怖さや危険
性について
具体的に把
握し、自分
が対応でき
ない時の対
処（応援・
協力要請
等）子ども
の動きや危
険を予測し
た具体的な
対応方法を
考え、共有
する。

7485

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 17 11 11 11 7 7
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

粉砕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

子どもの
異変を重
要視しな
かった。
速やかな
報告がな
かった。

どんな小
さなこと
でもまず
報告す
る。大人
の全体把
握。（子
どもの異
変に気づ
けるよう
に）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 ―

環境整備
は毎日怠
りなく行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大人の園
庭の見守
り、報告
が不十分

園庭あそ
び中の子
どもの怪
我への大
人の意識
向上。速
やかな報
告。子ど
ものあそ
び、動き
を把握す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
追いか
けっこを
して走っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

出入り口
にいた。
保護者対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

７名園庭 
遊びの見
守り、お
もちゃ片
づけ等　
１名事務
仕事

くじい
た時に
大人が
そのこ
とを把
握でき
ていな
かっ
た。

大人の配
置、子ども
の見守り
等、連携を
する

7486

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折、左焼
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

環境設定

子どもが
設定した
場合、今
後も必ず
確認の徹
底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―
環境設定
時の確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境設定

子どもが
設定した
場合、今
後も必ず
確認の徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スポンジ
積み木で
迷路を作
りその上
を歩いて
あそんで
る時に転
倒、手を
ついた時
に痛がり
泣いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

直ちに
ナースに
連絡、冷
やし様子
をみる
が、涙が
収まらず
母親に連
絡その後
病院受
診。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

補佐の職
員も見届
けてい
た。

―
環境設定時
の確認。

7487

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脚くる
ぶし骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特に考え
られない

子どもた
ちへの注
意喚起。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―
床の確
認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

床の確認
と、子ど
もたちへ
の注意喚
起。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任も園
庭にでて
行動を
待ってい
たが、転
倒のタイ
ミングは
確認出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスで
の移動で
あった
為、対象
児のうご
きを確認
できた職
員はいな
かった。

― 床の確認
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7488

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 5 10 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

遊具で遊
ぶ際の園
児に対す
る指導不
足

職員間で
発生時の
状況を把
握し再発
防止に努
める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園児自ら
の誤った
手のつき
方による
事故であ
り、その
他考えら
れる要因
はない

園児自ら
の誤った
手のつき
方による
事故であ
り、遊具
にも危険
な箇所は
なくハー
ド面での
改善策は
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児自ら
の誤った
手のつき
方による
事故であ
り、環境
的には不
足はな
かった

園児に対
しての注
意喚起

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台を
滑る際に
誤った手
のつき方
をした

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他園児の
活動と関
わってお
り、視界
に入らな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

事故発
生時の
園児数
から職
員配
置・環
境面に
おいて
不足は
なかっ
たが、
活動終
了時に
園児の
怪我の
有無を
確認す
る等の
配慮が
必要で
あった

遊具で遊ぶ
際の注意事
項を改めて
園児に指導
し、活動後
の園児の怪
我の有無を
確認する

7489

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 21 14 11 7 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊ぶ前に
子ども達
と鉄棒の
使い方を
確認して
いなかっ
た。また
今まで大
きな事故
はなかっ
た為保育
者が近く
にいな
かったた
め

保育者の
配置など
を改めて
確認する
とともに
再発防止
に努める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特に無し

鉄棒の下
に安全
マットは
設置して
あるた
め、特に
無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちに遊具
の使い方
や約束事
をこまか
く伝えき
れていな
かった

遊具の使
い方を保
育者間で
確認をす
る。遊ぶ
前には、
子どもた
ちに使い
方・約束
事をその
都度伝
え、保育
者の配置
も改めて
話し合
い、遊具
には必ず
保育者が
つくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向けて本
児も鉄棒
に対し興
味を示
し、熱心
に練習に
取組んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びと
いうこと
もあり、
全体を把
握するた
め、鉄棒
の傍を離
れて保育
に当たっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びと
いうこと
もあり、
全体を把
握するた
め、鉄棒
の傍を離
れて保育
に当たっ
ていた。

運動会
が近く
子ども
の興味
関心が
鉄棒に
行って
いた

運動会が近
く子どもの
興味関心が
鉄棒に行っ
ていた

7490

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

98 74 24 7 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折、左肘
関節打撲
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が側
で見守っ
ていた
が、担任
ではな
かったた
め、本児
がどれぐ
らいうん
ていで遊
んだ経験
があるか
を十分把
握してい
なかった
ことが要
因と考え
られる。

職員を配
置するだ
けでな
く、一人
一人の園
児の実態
を十分伝
えてお
き、実態
に応じた
援助が行
えるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達がう
んていで
遊んでい
る様子か
ら刺激を
受け、数
日前から
うんてい
に挑戦し
始めてい
た。いつ
もは担任
に体を支
えても
らってい
たが、こ
の日は担
任が他の
場所にい
たため、
担任以外
の職員に
見守られ
ながらう
んていに
挑戦して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

うんてい
で遊んで
いること
は把握し
ていた。
他の職員
がついて
いたため
他児の様
子を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児がう
んていに
挑戦する
姿を見
守ってい
たが、落
下の際に
すぐには
手が出せ
なかっ
た。

園児の
すぐ側
で職員
が見
守って
いた
が、本
児がま
だうん
ていの
経験が
十分で
なかっ
たたた
め、体
を支え
る等の
援助が
必要で
あった
と考え
られ
る。

園児一人一
人の経験を
踏まえ、必
要な援助を
行うよう、
職員間の連
携をしっか
りとるよう
にする。

7491

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 11 6 9 17 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数

1.基
準以
上配
置

学童の子
どもたち
に園児の
いるとき
の遊び方
を再度伝
える。

今後はヒ
ヤリハッ
ト報告書
をつくり
事故予防
につなげ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

運動場が
広いので
学童と園
児と一緒
に遊んで
いた。

運動場と
芝生の園
庭で遊ぶ
日を交互
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

学童も遊
びに夢中
になると
まわりが
見えない
事があ
る。

夕方の運
動場使用　
学童
(月・
水・金)　
園児
(火・木)　
　　　　　
　　　芝
の園庭　
学童
(火・木)　
園児
(月・
水・金)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園生活が
楽しくて
お迎えを
しぶるよ
うにな
り、いつ
もより遅
いお迎え
となって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

後ろ下が
りにボー
ルを追い
かけてき
た学童の
子が、歩
いていた
対象児に
ぶつかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危ないと
思った時
にはぶつ
かってい
た。

お迎え
の時間
等も重
なり職
員の見
守りが
十分で
はな
かっ
た。

複数名が運
動場で遊ん
でいる際は
見守りの目
を強化し、
子ども同士
の距離感に
充分配慮す
る。

7492

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員の事
故防止に
対する認
識の甘さ

必ず職員
が遊具の
近くに配
置し見守
ることの
徹底

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 なし

職員が配
置できな
いときは
使用禁止

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯に興
味があっ
た為

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ていた為

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

障害児が
おり、そ
の園児に
ついてい
た為

付いて
いない
時に
行って
しまっ
た為

雲梯のやり
方やルール
を園児に伝
える。

7493

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 4 5 3 3
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

A歯の脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

危機意識
の不足

反省検討
会・乳児
救急研修

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24

たわんだ
マットを
敷いてい
たこと

たわんだ
マットを
廃棄し、
クッショ
ンマット
を敷き詰
めた　保
育室の環
境改善

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室の
マットに
たゆみが
あったこ
と　抜け
た歯をみ
つけるの
に時間が
かかった

躓くよう
なものを
なくすこ
と

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
中に外か
らの声掛
けにドア
側に移動　
移動中に
たわんだ
マットに
躓き転倒

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の傍
に居た
が、止め
られな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

たわんだ
マットに
躓くこと
を予測で
きなかっ
た

本児の
動きや
保育室
の環境
に、
もっと
注意を
払う必
要が
あった
職員が
抜けた
歯を保
存液や
牛乳に
浸して
歯科に
持って
いく知
識がな
かった

躓きにくい
環境作り
（保育室の
整理整頓、
凹凸を少な
くする、子
どもの行動
を予測し、
危険を察知
する力を付
ける）
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7494

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 11 11 19 1 1
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

0
2.基
準配
置

―

異年齢に
よる体力
差を鑑み
て活動の
内容を配
慮する必
要があっ
た

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

向かい、
両手繋ぎ
でサイド
ステップ
での競走
を提案を
していた

年齢差の
ある中で　
同じ活動
や競走を
取り入れ
るべきで
はない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園し
て来て　
グランド
遊びに参
加してい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園人数
増加のた
め自由遊
びより目
の届きや
すい集団
遊びに変
更し、ス
タートと
コーン間
の競走を
して保育
者一人で
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていて本
児のみ見
ていたわ
けではな
いが、転
ぶ様子は
目に入り
見ること
はできた

活動の
様子は
確認で
きてい
て保育
者は特
に危険
を感じ
てはい
なかっ
た

異年齢によ
る体力差を
鑑みて活動
の内容を配
慮する必要
があった

7495

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左鼻骨骨
折・眼底
出血

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットの
報告書や
事故報告
書が上
がってき
たら、職
員会議に
て状況を
報告し改
善策につ
いて検討
している

今回の事
故につい
ても、職
員間で情
報を共有
し、改善
策につい
て話し合
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

園児２６
人に対し
て、机は
５台、椅
子は２９
脚設置。
机同士の
間隔も広
くとって
あった。

机の配置
や部屋の
環境には
問題は見
られず、
椅子も
しっかり
机に入っ
ていた。
椅子の数
も適切
だった。

7.その
他

―

荷物を置
いた子も
廊下で待
ち一緒に
部屋に入
ればよ
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋の移
動で遊び
を見つけ
るまでの
間飛び跳
ねてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋の移
動の時間
だった
為、移動
している
子の様子
を廊下で
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児に目
の充血が
みられた
ので連絡
を入れる
為事務室
へ行って
いた。

―

本児の普段
の行動を理
解していな
がら、飛び
跳ねている
ことを止め
ることが出
来なかっ
た。いつも
以上に声掛
けをすれば
よかった。
通常であれ
ば２人体制
のところ、
他児の対応
で保育士が
部屋を離れ
ており、一
人で対応し
ている状況
だったが、
通常どおり
の動きをし
てしまっ
た。状況を
見極め、子
ども達から
目を離さな
い動きを行
うべきで
あった。

7496

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 6 12 11 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

遊具周辺
の狭い場
所を走ら
ないこと
や走って
遊具の乗
り降りを
しないこ
とを全職
員で周知
徹底して
いく。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

―

引き続き
毎日安全
確認・点
検を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児に対
し、遊具
周辺の狭
い場所を
走らない
ことや
走って遊
具の乗り
降りをし
ないこと
を普段の
保育や自
由遊びの
前に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

事故が発生
したことの
ある遊具の
近くに職員
や監視員を
配置する。

7497

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 6 5
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右瞼部裂
創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

事故発生
を予測で
きず、発
生の可能
性に対す
る意識と
配慮が足
りなかっ
た。

職員間の
連携を図
り、子ど
もの行動
を予測
し、思い
もよらな
い事故が
起こって
しまうか
もしれな
いことを
念頭にお
き、意識
して保育
にあた
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

遊戯室で
30人の園
児に加え
て数人の
消防士が
一緒に
なって遊
び、遊び
の場の十
分な安全
が確保さ
れていな
かった。
（遊びの
場が狭
かった。
遊びの場
の動線が
重なって
いた。）

場所の使
い方や動
線が重な
らないよ
うに考
え、場所
を区切る
などし安
全が確保
されるよ
うにして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

直前の防
災教育の
学びの時
間が終了
し、自由
に体を動
かして遊
べる解放
感から活
発な動き
が見られ
た。衝動
的な動き
を予測で
きなく、
安全への
声かけが
不足して
いた。

遊びの前
の約束事
を確認
し、落ち
着ける時
間をつ
くった
り、活動
と活動の
間に休憩
できる時
間をつ
くったり
して安全
確保に努
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

直前の防
災教育の
時間に積
極的に参
加し、
様々な場
をめぐり
ながらい
つもと変
わらず体
験を重ね
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びが始ま
る時間で、
遊びの場の
設定をしな
がら子ども
の動きを見
守ってい
た。リレー
のコーナー
を設置し
て、スター
ト地点で子
どもにバト
ンを渡し、
ゴールの場
所を示すた
めにその場
に向かい目
を離してい
る間の出来
事である。
スタート地
点を確認し
たときに
は、既に子
どもが走り
出してい
て、その子
どもに斜め
から対象児
が走り込み
衝突したと
ころを確認
している。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒遊び
の場所、
野球遊び
の場所、
絵本の
コーナー
に向かう
など、そ
れぞれの
場所を見
守ってい
た。ま
た、追い
かけっこ
をしてい
る子ども
もいたた
め、ぶつ
からない
ように声
をかけて
いた職員
もいた。
十分な数
の職員が
その場に
いた。

衝動的
に動き
出す対
象児の
動きを
予測で
きな
かっ
た。大
勢の人
がいて
衝突す
る可能
性があ
ること
を対象
児に伝
えるこ
とがで
きな
かっ
た。

常に、事故
が発生する
可能性があ
ることを意
識して声を
かけ見守っ
ていくこ
と。また、
場の設定の
際は、動き
を予想した
設定を行い
安全面に留
意してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7498

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

14 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

舌の裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～
2.基
準配
置

―

職員間で
今回の事
故の情報
を共有
し、事故
の分析を
行い、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数 ―

今回の事
故に関し
ては、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

段ボール
が固定さ
れていな
かったこ
と/周囲
にも段
ボールが
設置され
ていたこ
と
段ボール
に高さが
あり、転
倒した際
に手をつ
くことが
出来ない
高さで
あったこ
と

段ボール
を床面に
固定する
/転倒を
想定し、
周囲のも
のとの距
離をあけ
る
高さの低
い段ボー
ルを使用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

もともと
活発な姿
がみられ
る　積極
的に遊び
に関わる
姿

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１m離れ
た箇所か
ら、他児
と関わり
ながら、
本児も視
界に入っ
ている状
況であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わってい
た

段ボー
ルが転
倒する
ことを
予測で
きてい
なかっ
た。そ
れに
よっ
て、段
ボール
のすぐ
近くに
職員を
配置で
きてい
なかっ
た。も
しく
は、段
ボール
が転倒
しない
ような
環境を
用意で
きてい
なかっ
た。

危険を予測
した保育環
境の設定。
職員の配置
位置の確認
を行う。

7499

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

不詳

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

具体的に
事例によ
り検討す
ること
が、今後
必要であ
る

今回のケ
ガについ
て職員連
絡会で話
し合いを
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

定期的に
安全点検
を実施し
ている
が、活動
前に改め
て運動場
の安全点
検を実施
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１つの
ボールに
対しゲー
ムを行う
人数は
合ってい
たか

当日の流
れ、補助
の仕方に
ついて、
丁寧に打
ち合わせ
を行う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ドリブル
や講師の
話に意欲
があり、
ミニゲー
ムでは積
極的に
ボールを
追いかけ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

人数が集
まりボー
ルを追い
かける時
には声か
けし、広
い場所へ
誘導する
ようにし
ていた。
接近し友
達の足が
すねに当
たった時
には、止
めること
が出来な
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

友達と接
触し転倒
した時、
すぐに駆
け寄り対
応した

職員の
配置人
数に
は、問
題がな
かった

ゲーム中の
立ち位置、
人が密集す
る場合の配
慮の仕方に
ついて、
サッカー指
導者と密に
打ち合わせ
を行う

7500

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 16 18 3 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

当日看護
師が欠席
していた
こと、処
置後に本
人の「部
屋（保育
室）で遊
びたい」
という申
出があっ
たことや
お迎えま
で1時間
ほどだっ
たことで
病院に連
れて行か
なかっ
た。

・園庭遊び
の際は全体
見渡しの職
員を配置す
る。
・職員会
（月1開
催）時にそ
の月のヒヤ
リハット報
告と共に安
全ハンド
ブックの読
み合わせを
行う。
・16:12時
点で保護者
への連絡を
すべきで
あった。今
後はすぐに
保護者への
連絡を取
り、本人が
大丈夫そう
であっても
念のために
受診をお願
いする。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― 3.未実施 ―

滑り台が
死角にな
るところ
があるの
で職員で
共有理解
しておく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・午前に身
体を動かし
て遊び、午
後には制作
等落ち着い
た活動を取
り入れる
等、遊びの
内容を変え
るよう対応
している
が、遊びが
マンネリす
る事で集中
できずふら
ふらしてい
る子も出て
くる。
・現在では
外遊びに関
しては子ど
も達の遊び
たいものを
そのまま
行ってい
る。例えば
鬼ごっこ、
縄跳びや
ボール遊び
などが一斉
に行われて
いるので、
園庭の広さ
も鑑みて遊
びを選択し
て行えるよ
うにする。

・玩具や
遊具の入
れ替えを
行うな
ど、午前
と午睡後
の遊びの
環境を変
える。
・園庭で
のコー
ナー保育
を実施し
て、活動
内容によ
るゾーン
分けを検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

もともと
活発で、
走り回る
ことを好
む傾向に
ある

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故寸前
までは対
象児も視
界に入っ
ていた
が、他児
と関わっ
ている数
分の間で
起こって
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故寸前
までは対
象児も視
界に入っ
ていた
が、他児
と関わっ
ている数
分の間で
起こって
しまった

―

子どもの動
きや職員の
配置に偏り
がないよう
監視する職
員を1名配置
する。

7501

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

51 8 8
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

発表会の
衣装を着
用して、
子どもた
ちの気分
が高まっ
ていた

落ち着い
た雰囲気
で過ごせ
るよう、
注意喚起
や声かけ
を行う

3.未実施
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2～3 ―

今回ハー
ド面では
改善策は
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

実際に衣
装を着用
したこと
で、子ど
もたちの
気分が高
まってい
た

落ち着い
た雰囲気
で過ごせ
るよう、
注意喚起
や声かけ
を行う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段より
も動きが
ダイナ
ミック
で、多少
落ち着き
がないよ
うに見ら
れた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

衣装の乱
れがない
か、ス
テージ下
で全体を
見ていた
為、転倒
の際に助
けに入る
ことは出
来なかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の衣
装の着付
けや
チェック
をしてい
た為、ス
テージに
目を向け
ていな
かった

―

衣装を着け
ていつもよ
り張り切っ
ていた様子
だったの
で、落ち着
いて踊れる
よう声をか
けるべき
だった

7502

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 10 4 10 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

配置基準
は満たし
ていた
が、異年
齢の状況
に1人の
保育者で
は難度が
上がるこ
とをふま
えて改善
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52 ―

危険個所
に対する
チェック
だけでな
く改善案
と時期を
明確にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

人数と面
積と活動
内容が適
切であっ
たのかを
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

遊びを展開
するときに
は周囲の状
況をふま
え、危険性
を判断でき
るように研
修を重ね
る。

7503

令和
4年3
月16
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

思いがけ
ない場面
でも骨折
につなが
ることを
周知し、
安全につ
いて再確
認してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52 ―

危険個所
に対する
チェック
だけでな
く改善案
と時期を
明確にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ステージ
を上り下
りすると
きには
マットを
設置する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

階段など段
差のある場
所を移動す
るときには
子どもが焦
ることのな
いように特
に気を付け
て保育を行
う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7504

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

2 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

キャス
ター付き
のサイド
ボードと
その横に
座ってい
た友だち
の間をす
り抜けよ
うと通っ
た。

キャス
ター付き
のサイド
ボードや
ピアノの
場所を保
育室の出
入口に移
動し、子
どもの通
り道にな
らないよ
うに改善
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別教室
終了後の
降園準備
をしてい
る時で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

特別教室
終了後の
降園準備
をしてい
る園児２
名を見
守ってい
たところ
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来られて
いる保護
者の対応
をしてい
る保育教
諭と送迎
に出てい
る保育教
諭がい
た。

特にな
し

特になし

7505

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 10 15 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の配
置設定の
不備。
（滑り台
から壁面
までの距
離）

ドアや壁
面にぶつ
からない
様な遊具
配置。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の配
置設定の
不備。
（滑り台
から壁面
までの距
離）見守
る職員が
同じ方向
を見てい
た。事故
発生場所
に背を向
けてい
た。

ドアや壁
面にぶつ
からない
様な遊具
配置。滑
り台の周
り（床
面）には
マットを
敷き転
落・転倒
防止を
行ってい
たが、滑
り台の配
置が壁面
との距離
が不十分
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

開放自由
遊び中で
あったが
数人の園
児とごっ
こ遊び
（家族
ごっこ）
をし、落
ち着いて
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

開放自由
遊び中、
ホール
（２
名）、保
育室（２
名）、広
場・廊下
（2名）
見守り中
であっ
た。ホー
ルでは全
体を見な
がら２名
が見守り
中であっ
たが、２
名とも事
故発生場
所に背を
向ける形
で全体を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守りなが
ら園児と
遊んでい
たが、事
故発生場
所に背を
向けてい
た。

特にな
し。

先の見通し
を持って危
機管理を行
う。遊び方
に危険がな
いか常に配
慮し、少し
でも危険要
素がある場
合は対応す
る。遊びを
見守る職員
の配置。

7506

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

53 22 31 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

7
2.基
準配
置

特になし

その子に
応じて、
ボールを
もってト
ンネルを
くぐる際
は、注意
をした
り、職員
の配置に
気をつけ
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

295
2.不定期
に実施

295 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その子に
応じて、
危険な遊
びではな
いか確認
する

アスレ
チックで
遊ぶ場合
は、十分
気をつけ
るよう指
導し、保
育者も更
に気をつ
けて見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

録画して
いたカメ
ラで確認
したが、
いつも通
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでい
る様子を
みていた
が、事故
があった
際、その
後も、特
に痛みを
訴えるこ
とがな
かった
為、特に
声をかけ
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お遊戯室
全体を3
人で見
守ってい
たが、死
角の部分
もあっ
た。

特にな
し

アスレチッ
クで遊ぶ場
合は、十分
気をつける
よう指導
し、保育者
も更に気を
つけて見守
る。

7507

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

12 1 1
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

A｜A外傷
性歯の脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

全教職員
の危機管
理マニュ
アルの周
知・徹底
（研修に
よるアッ
プデー
ト）、保
育者個々
の経験年
数による
課題（保
育のあり
方や安全
意識・環
境設定
等）を会
議・園内
研修等に
より共通
認識し取
り組んで
いく

教職員に
危機管理
マニュア
ルの研修
必要、事
故予防す
る環境設
定や保育
の取り組
みを検
討。会
議・打ち
合わせを
定期的に
実施。危
機管理マ
ニュル・
環境等の
研修実
施。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

点検状
況・課
題・問題
の全職員
の周知と
検討、研
修実施

定期的点
検頻度の
回数を毎
月定めた
日に行
う・園長
と点検集
約リー
ダーの確
認・検討
→園長・
用務員・
バス運転
手による
月末安全
点検実
施、教員
による直
視点検実
施

7.その
他

外遊びか
ら保育室
に戻って
きた際の
流動的な
保育の流
れでの安
全確認と
指導の徹
底→事故
発生後か
ら保育環
境に見直
し（とく
に机の配
置）

保育中の
怪我・事
故防止の
研修、園
内研修を
繰り返
し、安
全・安心
の実施に
ついて周
知・徹底
を行う
（事故を
未然に防
ぐ保育の
あり方の
検証）→
研修実
施、各ク
ラス担任
によるク
ラスでの
園児との
遊び方等
の安全確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びか
ら保育室
に入って
きた際、
指定され
ている自
分の机に
座らず、
別の園児
の机の間
でぶら下
がり遊
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
事故発生
場所（保
育室後
ろ）から
離れた保
育室の黒
板の正面
入口近く
でお帳面
を確認し
ていた。
他の園児
が対象児
が泣いて
いること
を伝えて
きて気づ
く。事故
発生の様
子は見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
クラスは
３人体制
であった
が、発生
時の１３
時は、担
任：保育
室（12名
程）、フ
リー①：
トイレ・
着替え、
フリー
②：外遊
びと役割
分担で場
所が分か
れてい
た。事故
発生後、
職員室で
他の職員
が確認。

保育者
が園児
の動き
に気づ
き、注
意喚
起・指
導する
必要な
環境構
成に気
づく→
事故発
生後～
人員配
置・教
職員同
士の声
かけな
ど園長
が指導

その日の子
どもの動き
だけでな
く、日頃の
様子から危
険回避でき
るよう、保
護者にも日
常を伝える
方法を検討
し、教職員
で共通認
識・理解・
周知徹底し
ていく。担
任からのヒ
ヤリハット
を周知し対
策してい
く。検討
チーム構築
→毎日園
長・主任に
よる人的配
置・保育の
方法の指
示・教職員
の実行の確
認

7508

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 5 3 5 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第３趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

預かり保
育の担当
は２名の
配置だっ
たが、事
故発生
時、他の
１名が別
のクラス
に行って
いて担当
保育士が
１名しか
いなかっ
た。

預かり保
育時の保
育士の配
置人数の
改善。園
児の導線
にじゃま
にならな
いように
机、椅子
を配置す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
配置が１
名であっ
た。

預かり保
育は必ず
２人の保
育士で担
当し、保
育士が園
児の様子
をくまな
くみるよ
う注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
至近距離
にはいた
が、様子
を見切れ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士
の配置
の人数
不足

園児の人数
にかかわら
ず、預り保
育の担当は
２人配置に
する。

7509

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎皮膚
欠損層真
皮

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

段差があ
る近くに
置く玩具
の確認不
足

保育環境
の見直
し、段
差、角の
ある玩具
について
子どもと
一緒に確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

マットと
カプラの
箱の配置
に危険箇
所があっ
た。

環境を見
直し、配
置替え、
子どもと
一緒に危
険箇所の
確認をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

機嫌がよ
く、いつ
もより活
動的で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ると危
ないと、
声掛けを
していた
が、マッ
トにつま
ずくこと
まで想定
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児に声
掛けをし
ていたた
め、みま
もるしか
なかっ
た。

普段か
ら機嫌
がよく
なり気
持ちが
高ぶる
と行動
が激し
くなる
ので、
危険を
具体的
に伝え
ておけ
ばよ
かっ
た。

該当園児を
含め全園児
と危険個所
について日
頃から話さ
なければな
らない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7510

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

127 64 63 6 6
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじの
骨にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

当日事前
の約束が
されてい
なかっ
た。

園児の約
束事など
は掲示さ
れていた
が、この
事故を
きっかけ
に事前の
約束がで
きるよう
心がけて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雨で土が
流れて、
根っこ、
石などが
むき出し
になって
いる個所
が多い。

雨で土が
流れてき
ているこ
とから、
もう一度
土を入れ
る工事を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員は配
置されて
ていた
が、ドン
グリがた
くさん落
ちていた
ため、人
数が2学
年と多
く、落ち
着いた気
持ちで過
ごせてい
なかった
かもしれ
ない。

なるべく
3か所の
遊び場に
分散でき
るよう、
職員で周
知。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

どんぐり
集めを楽
しんでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもと
一緒にど
んぐり集
めをしな
がら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

池（ザリ
ガニ）、
ままご
と、色水
遊び、各
場所（3
か所）。
時々広く
汚れて着
替えに付
き添う職
員もい
た。

両手に
ドング
リを
持って
いたた
め、転
倒した
際に手
をつく
ことが
出来な
かっ
た。

どんぐり、
落ち葉等を
採集する際
には観察
カップなど
の道具を使
用すること
を知らせて
いくことを
職員間でも
周知。

7511

令和
4年3
月16
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 3 7 8 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

該当なし

廊下での
危険な行
為があっ
た場合
は、指導
をする。
病院の受
診を勧め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 該当なし

施設・設
備の不備
ではない
ため。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園時、
保護者が
迎えにき
て興奮し
急いでい
た。

落ち着い
て行動す
るように
声掛けを
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちと
跳び箱を
跳べる話
をしてい
たとこ
ろ、自分
も跳べる
ところを
見せた
かったた
め、かえ
る跳びを
し、着地
で失敗し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玄関で他
児の対応
をしてい
た死角で
の事故に
より、見
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の担当の
持ち場に
ついてい
たため、
見ていな
かった。

該当な
し

玄関先は、
お迎えの混
雑が起こる
と目が届き
にくいこと
もあるの
で、必ず、
プレールー
ムの担当の
先生が帰り
の支度をし
てくるよう
にする。

7512

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 33 41 6 6 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性　
歯の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
６～８　)
回/年

2.基
準配
置

子どもの
動きか
ら、事故
を想定で
きなかっ
た

今回の事
故を含
め、以前
の事故事
例を再確
認し、子
どもの動
きから、
危険個所
になりそ
うな場所
を予測し
事故防止
に努める

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

遊具の破
損等では
ないが、
設置され
ている遊
具の場
所、空間
から事故
の想定が
できてい
なかった

狭い場所
や遊具の
周りな
ど、三角
コーン等
の目印を
置いてわ
かりやす
くしてお
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

けがをし
た場所
は、フェ
ンスと遊
具の間で
狭くなっ
ているた
め園児同
士の衝突
を回避し
づらい場
所だった

狭い場所
や遊具の
周りな
ど、三角
コーンな
どの目印
を置き園
児にもわ
かりやす
くし、危
険が無い
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこ中
に、鬼役
の子の動
きを見な
がら走っ
てにげて
いた.

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
が鬼ごっ
こをして
いること
を確認し
つつ、全
体を見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 それぞ
れの持ち
場で、園
児の見守
りや一緒
に遊ぶな
どしてい
た

園児が
走って
きた
ら、衝
突の回
避をし
ずらい
場所と
いう想
定がで
きてい
なかっ
たた
め、両
方向か
ら園児
が走っ
ていく
姿に職
員が間
に合わ
ずぶつ
かって
しまっ
た

職員間で園
庭での危険
箇所の周
知。子ども
の動きから
危険となり
うる事や場
所を想定し
て保育をす
る。園児に
も、狭い場
所や遊具の
上などは走
らない、
走ってる時
は前を見て
走るなどの
約束事を伝
える。

7513

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 5歳
1.男
児

持病・アレ
ルギーなし　
発育良好　
天気晴れ

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右モンテ
ジア脱臼
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3 )回/年

2.基
準配
置

職員は、
１人では
なく複数
で対応す
るべきで
あった。

園庭遊び
は必ず複
数で対応
する。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
 　毎日 )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
  毎日 )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
  毎日 )
回/年

手や足の
滑りやす
い場所が
ないか再
確認して
注意して
いく

普段安全
に利用で
きている
ものでも
年齢に
よって違
う危険が
潜んでい
るかもし
れないと
いつも使
い方に注
意してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭では鬼
ごっこ・虫
探し・総合
遊具など遊
び方は様々
であった。
本児はトン
ボを追いか
けるのに夢
中になり総
合遊具クラ
イミング部
分に登っ
た。おりる
時に落ちる
ことは予想
できなかっ
たためにそ
ばではなく
離れたとこ
ろから見
守ってい
た。

どの子ど
もも予想
できない
行動をし
てしまう
という事
を常に考
え全体を
見守るよ
うにす
る。その
時の職員
で見守り
が不可能
な時は園
庭では遊
ばないこ
とを再確
認する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園庭で遊
んでいて
トンボを
見つけて
追いかけ
遊具に
登ったが
とんぼを
追い続け
ようとし
て遊具か
ら手を滑
らせて落
下

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
も達もい
たので全
体を見守
れる位置
に立って
いた。本
児が落下
する瞬間
に近づい
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
は違う部
屋にい
た。

普段は
複数職
員配置
でいる
が、子
どもが
半数
だった
ことに
より複
数でな
くても
いつも
のよう
に安全
確保が
できる
と思い
園庭へ
出たこ
とが事
故への
要因に
なった
と考え
られ
る。

こどもの人
数がいつも
の半数であ
ろうが園庭
で遊ぶとき
は複数職員
配置にし、
総合遊具を
利用する際
は必ずそば
に職員を配
置する。

7514

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

巧技台か
ら飛び降
りる際の
台の高さ
や着地点
のマット
の高さの
見直し

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

定期的に
点検し、
安全を確
かめてい
る遊具で
ある。使
用法にも
問題は無
いが、園
児に合っ
た段数を
再検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

飛び降り
る着地点
でのマッ
トの枚数
の確認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

巧技台か
ら下の
マット上
にジャン
プした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

巧技台の
左右に２
名の職員
がいた
が、飛び
終えるの
確認し他
児の様子
を見るた
め視線を
次の園児
に注い
だ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

順調な
ジャンプ
が出来た
と思い、
次の園児
を見てい
た。

特にな
し

巧技台の周
りでのこど
も達の様子
に合わせ
て、見守り
の在り方を
考える。飛
び降りた園
児の様子も
確認する。

7515

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 6歳
2.女
児

シーネ固
定、ジャン
プ禁止

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首捻
挫（骨折
疑い）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
 1  )回/
年

2.基
準配
置

事故報告
書を記入
し、職員
で共有し
ている。

階段の上
り下りは
急がず、
ゆっくり
歩行する
よう伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

―

階段に危
険物が無
いか、普
段から確
認する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

階段を小
走りで掛
け下りた
事が原因
だと考え
られる。

階段の上
り下りは
急がず、
ゆっくり
歩行する
よう伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１階の部
屋に弟が
過ごして
いたた
め、会え
る嬉しさ
から気持
ちが高
ぶってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お当番活
動で、１
階まで下
りる事
は、子ど
も達に任
せていた
為、担当
保育士は
現場では
なく、ク
ラスの部
屋に居
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１階の部
屋で足を
引きずっ
ている様
子に看護
師が気付
き、患部
を確認
し、状況
を本児か
ら聞く。

―

お当番活動
中の行動の
仕方を子ど
も達と繰り
返し確認し
合う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7516

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

36 4 3 4歳
1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

ー

これまで
以上に、
事故予防
マニュア
ルに沿っ
て危機管
理を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　１２)回
/年

-
実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

－

今後も、
毎日の点
検・消毒
を行なっ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外活
動、大好
きなリ
レーの練
習、週明
けも重な
り子ども
達の気持
ちが高
ぶってい
たのでは
ないかと
思う。

一つ一つ
の動き、
行動を子
供たちと
一緒に確
認しあ
い、もっ
と落ち着
いて進め
ることを
意識して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレーの
練習中
で、走る
順番で座
り、お友
達と一緒
に待機中
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

リレーの
練習中
で、全体
の列を整
えさせる
ため一人
ひとり順
番に詰め
させてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故が起
こったグ
ループの
もう一人
の担任
は、加配
時の子を
個別に対
応中で
あった。
別のグ
ループの
担任は、
離れた場
所で別の
グループ
の対応し
ていた。

リレー
直前と
いうこ
とで、
全体的
に気持
ちが高
ぶって
いた。

担任だけの
判断ではな
く、主任に
状況を説明
し対応を相
談すべきで
あった。

7517

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘不全
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

今回予想
しなかっ
たけがで
あった
が、ヒヤ
リハット
の検証を
通して職
員一人ひ
とりの危
険予知
力、安全
感覚を磨
いていく
研修を続
けていく

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

3歳以上
児は上靴
を履いて
生活をし
ており、
転倒しな
いよう気
をつけて
いた。足
に合った
ものをき
ちんと履
けるよう
声掛けを
今後も続
けていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

家庭生活
でも、園
生活の中
でも歩く
走るなど
体を使っ
た遊びが
少なく
なってい
るので、
今後も十
分気をつ
けてリズ
ム遊び等
取り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに過ご
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リズム遊
びをして
いたた
め、ピア
ノと園児
を両方見
ながらの
活動で
あった。
子ども同
士での衝
突を避け
るため人
数も制限
して
（チーム
分けをし
て）活動
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス別
の活動で
あったた
め、担任
一人で一
クラスで
の活動中
だった。

運動遊びな
どは、でき
るだけ複数
の職員を配
置して、今
後も体幹を
鍛えれるよ
うな遊びを
取り入れて
いきたいと
思う。

7518

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

9 3 2 4 2 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

鉄棒遊び
のルール
が明確に
定められ
ていな
かった

鉄棒は1
人ずつ順
番に遊
ぶ、鉄棒
に職員を
配置でき
ない場合
は鉄棒遊
びは禁止
等のルー
ルを明確
に定める

1.定期的
に実施

実施頻度( 
3 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用前)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

破損や劣
化は見ら
れなかっ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒遊び
のルール
が明確に
定められ
ていな
かったた
め、複数
の園児が
同時に鉄
棒で遊ん
でいた

複数の園
児を同時
に介助す
るのは難
しいの
で、鉄棒
は1人ず
つ順番に
遊ぶ等の
ルールを
定め確実
に介助で
きる状態
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、いつ
もと同じ
ように鉄
棒で遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
鉄棒で遊
んでいる
横につい
て見守り
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が対象児
を見てい
たため、
その他の
児童の様
子を見て
いた

鉄棒の
横に職
員を1人
配置し
てお
り、鉄
棒から
落ちる
と危険
という
認識は
あった
が、鉄
棒の高
さが低
かった
ことも
あり油
断して
いた

園児が鉄棒
から落ちそ
うになった
時に支える
ことができ
るよう、園
児1人に職員
1人を配置
し、しっか
りと介助し
ながら鉄棒
遊びを行う

7519

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

44 6 5 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

職員同士
の立ち位
置や援助
の仕方を
確認し合
う。
子どもの
発達を理
解し、発
達に合わ
せて保育
者が側で
見守った
り手伝っ
たりする
などの関
わりをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

平坦な場
所で転ん
だため、
ハード面
での改善
策は特に
なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びを担
当する保
育者の人
数に合わ
せた自転
車の数
や、順番
を待つベ
ンチの数
について
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で自
転車遊び
を楽しん
でいた。
本児が
乗ってい
る自転車
の前かご
を１名の
友達が支
え、後ろ
にも１名
の友達が
支え、３
人で活動
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭東の
方で子ど
も達と鬼
ごっこを
しなが
ら、園庭
で遊んで
いる子ど
も達の姿
を全体的
に見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自転車に
乗ってい
る子が、
園庭のト
ラック上
を一回り
したら交
替し、順
番に乗れ
るように
援助して
いた。

遊具で遊ぶ
中、自分の
力だけで難
しいと思わ
れる時は、
子ども同士
での援助は
危険なの
で、保育者
が関わるよ
うにしてい
く。

7520

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2 5歳
2.女
児

8.その他
1.意識不
明

てんかん
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

5.睡眠
(午睡)
中

午睡中
だった
為、当該
園児の変
化に気づ
いている
人数が少
なかっ
た。また
以前にも
同様の事
故が発生
していた
為、当該
園児をみ
て動揺し
たり、騒
ぎ驚く様
子がな
かったの
だと考え
られる

職員の目が
届きにくい
場所（屋外
など）での
活動中に、
発作をおこ
してしまう
と危険が高
まること
（大型遊具
使用中に落
下など）を
意識した対
応が必要で
ある。ま
た、意識が
消失した状
態の当該園
児を他園児
が動揺し
て、体や頭
を揺さぶっ
てしまうな
どの二次災
害が起こら
ないよう
に、速やか
に職員以外
は近づかせ
ない声かけ
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

てんか
ん

睡眠時の嘔吐の
際は、吐物で窒
息しないよう
に、体幹ごと横
に向け用手的に
口腔内の吐物を
除去する。
診察時に医師よ
りてんかん発生
時の動画撮影依
頼と発作時にど
のような動きが
どのくらいの時
間続いたかの記
録をして、大き
な声で呼びかけ
たり、頭や体を
揺さぶったりし
ないよう指示が
あり、対応する
こととなる。低
量内服治療から
薬を増量して、
2週間後に治療
結果を報告する
との事。
てんかんが原因
で当該園児や家
族が周りから差
別や偏見を受け
ないよう、職員
はてんかんに対
して正しい知識
を理解し、対応
することが重要
である。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7521

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 20 19 19 5 4 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
2 )回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

今回の場
合は、障
害物等と
の接触は
なく、園
児自身の
要因のた
め。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特にな
し。

今回の場
合は、障
害物等と
の接触は
なく、園
児自身の
要因のた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
の時間
で、対象
児童も含
め、砂場
や築山、
土管、虫
探し等を
それぞれ
楽しんで
いた中で
の事故
だった。
職員の配
置も配慮
はしてい
たが、他
の園児も
多く、今
回の事故
を未然に
防ぐのは
難しかっ
た

遊具や障
害物等で
の衝突で
はなかっ
たが、ケ
ガにつな
がる行動
等がある
際はその
都度声掛
けをして
いく。遊
ぶ時間の
前に危険
なことな
どは伝え
ていくこ
とが必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友達と
走り回っ
てあそん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児以
外にも園
児がい
て、全的
的に子ど
もをみて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外にも園
児がい
て、全的
的に子ど
もをみて
いた

特にな
し。

今回の場合
は、障害物
等との接触
はなく、園
児自身の要
因のため。

7522

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

15 10 8 1歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

1.意識不
明

2.顔面
(口腔内
含む)

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

対象児
（職員右
側）と他
１名（職
員左側）
計２名を
職員１名
がおやつ
対応。職
員の両サ
イドに園
児が座
り、左側
の園児へ
の援助を
要した
為、対象
児には背
を向けた
状態で
あった。

食事・お
やつの際
は、職員
間で連携
を取りな
がら、援
助する園
児に対し
て、可能
な限り集
中できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

机を囲む
形での椅
子の配
置、その
椅子の間
に職員が
付く、と
いう援助
の仕方が
慣習と
なってい
た。

園児と職
員が常に
対面にな
る配置に
変更す
る。

6.食事
(おや
つ)中

銀紙包装
を取り去
り、対象
児にベ
ビーチー
ズその物
の大きさ
のまま手
渡した
為。

給食室と
連携し、
食べ物に
よって
は、一口
大に切
る、大き
さや食べ
やすさ、
提供の仕
方、食材
の入れ替
えなどを
考慮し、
園児の発
達に応じ
た個別対
応を行う
ようにす
る。また
事前に献
立表を確
認し、気
になる食
材につい
ては、そ
の都度検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で
チーズを
食べ、お
かわりを
催促する
ような表
情が見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
咀嚼の様
子や口の
中を確認
したとこ
ろ、普段
の様子か
ら「チー
ズを食べ
終えるだ
ろう」と
いう思い
込みが
あった。
その後も
職員の左
側の園児
の援助を
行ってい
た。お茶
を取りに
立ち上が
ろうとし
たとこ
ろ、対象
児の異変
に気付い
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も対象児
がチーズ
を口の中
に入れて
いる様子
を見てい
たが、そ
れぞれ役
割分担を
していた
為、対象
児を継続
して見る
ことが難
しかっ
た。

８月３
日に幼
児食に
移行
し、好
き嫌い
なく食
欲旺盛
な対象
児で
あった
ことか
ら、
「チー
ズも普
通通り
食べら
れるだ
ろう」
という
意識が
あっ
た。

思い込みせ
ず、常に、
咀嚼や表情
など食べる
様子を確認
しながら援
助を行うよ
うにする。

7523

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 0 0 0 13 6 7 0 0 4 4 5歳
2.女
児

特になし
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左５趾基
節骨骨折　
左足挫創
(全治2か
月)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

研修の実
施頻度が
低く、職
員間での
知識や情
報の共有
が今一つ
徹底され
ていな
い。

園内研修
において
マニュア
ル、フ
ロー
チャート
の周知や
事故発生
時のシ
ミュレー
ションを
行う、
日々の活
動の中で
危険と思
われる箇
所等の情
報共有を
密に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

水道場の
排水部分
が全面グ
レーチン
グ構造
で、水道
を使用す
る際、裸
足であが
ると危険
であると
いう認識
が低かっ
た。

グレーチ
ング部分
にクッ
ション材
を敷く、
足元の囲
いに緩衝
材をつけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋上の水
道場があ
る側の近
隣住民よ
り子ども
の声がう
るさいと
苦情が
あったた
め、水遊
び場を別
のスペー
スに設置
したこと
により、
水道場ま
での距離
が長くな
り、水汲
みの際、
当該児童
が早く汲
みたくて
走ってし
まった。

水道場に
は３㎝程
段差があ
り、これ
まで躓く
ことはな
かった
が、それ
も踏まえ
て水道場
付近を走
ることの
危険性を
子どもた
ちに伝え
る。水汲
みには
ホースを
使用して
水遊び場
に近いと
ころで行
う。水道
場を使用
する際は
職員が至
近で見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

水を汲む
ために遊
んでいた
場所から
離れた水
道場へ向
かう際、
走って
行ったた
め勢いが
ついて止
まらな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋上のほ
ぼ中央、
ビニール
プール付
近の全体
を見渡せ
る位置で
対象児の
動きを見
ていた
が、水道
場からは
離れてい
たため事
故の瞬間
は把握で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員①屋
上出入口
付近で水
遊びを終
えた児の
体を拭く
のを手
伝ってい
た　職員
②ビニー
ルプール
脇に就い
て水遊び
の見守り
をしてい
た　職員
③固定遊
具で遊ん
でいる児
の見守り
をしてい
たが、水
道場から
は死角と
なる位置
だった。

適当と
思われ
るポジ
ション
に職員
を配置
してい
たが、
それぞ
れ動き
が異な
り死角
となる
瞬間が
重なっ
てし
まっ
た。

本件も含め
過去の事例
を振り返
り、活動内
容に応じた
安全面の配
慮を職員会
議等で共有
する。　職
員同士声を
掛け合い、
児の動きに
合わせ臨機
応変に対応
する。

7524

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 1 1 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

基準はみ
たしてい
るが、特
別支援を
必要とし
ている子
どももい
るので、
十分保育
が行き届
かない時
がある。

特別支援
保育士の
配置が欲
しい。探
している
が、保育
士がいな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

子どもが
登ってみ
たくなっ
た。

棚の上に
飾りを置
くなど
し、見て
楽しめる
環境を整
える。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

手足を洗
う、遊具
を出し入
れするな
どの準備
や片付け
があり、
一人一人
で子ども
が室内へ
入ったす
ぐの出来
事だっ
た。

足を洗う
場所を保
育室すぐ
側に設置
し、室内
の様子か
らも目を
離さない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　開放的
な気分に
なり、つ
い高い所
からとん
でみたく
なって、
実行して
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　テラス
でどろん
こ遊びを
終えた子
どもの手
足を順番
にシャ
ワーを
使って
洗ってい
た。（最
初に終
わった本
児は着替
えのため
室内に
入った）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　各クラ
スの保育
にあた
る。

棚の上
がスッ
キリし
てい
た。

高い所に
登ってみた
い
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7525

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 2 4 6 2 2 5歳
1.男
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

これま
で、はし
ごで怪我
をした子
がいな
かったた
め、事前
の園内研
修でも、
特に“は
しごを使
わない”
という共
通認識を
していな
かった。
個別に
「使わな
いで」と
声はかけ
ていたも
のの、全
体へ“使
わないよ
うに”と
いう声が
けをして
いなかっ
た。

マニュア
ルの見直
しや、園
内研修で
の内容の
見直し、
子どもた
ちへの
プール時
の約束に
加える。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

子どもた
ちがはし
ごを使う
ことはほ
とんどな
く、はし
ごで怪我
をした
ケースが
なかった
ため、口
頭で使わ
ないよう
に言うこ
とはあっ
ても、実
際に塞い
だり、使
えないよ
うにして
いなかっ
た。

はしご部
分4カ所
に×印を
つけ、使
えないよ
うにひも
でくく
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プールサ
イドに水
鉄砲や
ビート板
を置いて
いたた
め、手を
伸ばせば
すぐに
取って遊
べたの
で、プー
ルからあ
がって取
りに行く
必要はな
かった状
況にあ
る。勝手
にあがる
ことのな
いように
話をして
おけばよ
かったの
ではない
か。

特に用事
がない限
りは、勝
手に出た
り入った
りしない
ように決
めてお
き、トイ
レに行き
たくなっ
たり、何
かある場
合のみ、
職員に伝
えた上で
あがるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プールに
入って遊
んでいた
が、プー
ルサイド
に置いて
ある水鉄
砲を取り
に行くた
め、プー
ルの中を
移動する
より、あ
がって歩
いた方が
早いと
思ったか
ら一度あ
がった様
子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ールに
入ってい
たため、
本児があ
がったと
ころは見
たが、
プールに
入ってい
る子ども
たちの方
を優先的
に見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者の
方は見て
いなかっ
たが、本
児があ
がってき
て、プー
ルサイド
を歩いて
近くに来
た所まで
は見てい
る。だ
が、その
すぐ後に
プール内
に目を向
けたの
で、一瞬
本児には
背を向け
見ていな
い状況に
なった。

補助職員は
プール内だ
けでなく、
全体を見渡
せるところ
で見ている
必要があっ
た。

7526

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

79 40 39 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

保育士同
士で声を
掛け合
い、遊具
のある場
所など各
自が役割
分担をし
て子ども
の見守り
をするよ
うにして
いたが、
鬼ごっこ
の中で起
こった事
故だった
ため予見
すること
ができな
かった。

事故の予
測・リス
クなどを
考えて保
育できる
ように事
故予防に
ついての
研修・子
どもの行
動の読み
取り・声
がけなど
の資質向
上の徹底
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　５２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　５２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

今回の事
故につい
ては、
ハード面
に対する
改善点は
ないと考
えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故につい
ては、環
境面に対
する改善
点はない
と考えら
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友だちと
鬼ごっこ
をして楽
しんでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
鬼ごっこ
をして遊
んでいた
ことは承
知してい
たが、他
の児童の
遊びの様
子なども
見守って
おり、事
故発生時
の瞬間は
対象児の
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の職員が
配置場所
で遊んで
いる他の
児童を見
守ってい
た。

日頃より遊
具の使い
方・遊び方
に関する話
を子ども達
と話をして
「危険」に
ついて理解
を深められ
るよう指導
するととも
に、あらゆ
る危険性を
予知し保育
できるよう
にする。

7527

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右第一足
上打撲

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
研修を定
期的に行
い、事故
の状況・
対策を全
員で共有
する

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

ハード面
に問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机の運び
方を子ど
もたちと
確認し、
必ず職員
が一人見
守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に体調
不良はな
く、元気
に運動を
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士2
人で縄を
持って近
くで園児
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員配置と
職員間の連
携を見直す

7528

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 6 6 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２　　)
回/年

1.基
準以
上配
置

園庭にて
「あぶく
たった」
の鬼ごっ
こをした
際に逃
げ、階段
で転び、
右目尻横
を切って
しまっ
た。

逃げる範
囲を指定
し、階段
へは行か
ないよう
注意す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　
)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　
)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　
)

階段では
走らない

階段の淵
に安全な
ゴムのす
べり止め
をつける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
が四方に
一斉に逃
げた為、
担任が全
員を一度
に見守る
ことがで
きなかっ
た。

外あそび
では担任
以外でも
全員が見
守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気で遊
びに夢中
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全
体をみて
遊びの中
心にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にて
各担当園
児の見守
りをして
いた。

他の園
児と違
う方向
（階
段）に
走った
ので、
職員が
いない
場所で
怪我を
してし
まっ
た。

分散して見
守りを行う

7529

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 8 7 4 4 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左右上前
歯急性外
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３～６)
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
３００　)
回/年

3歳児の
クラスの
環境配置
にしてい
たが長時
間の子ど
もの環境
設定では
なかっ
た。

室内の棚
の配置を
その都度
長時間仕
様にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
にあう遊
びを用意
しきれな
かった。

気持ちが
落ち着く
遊びや、
好きな遊
びを用意
しすぐに
対応でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
の様子は
見ていた
が、止め
られる場
所にはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
イレの援
助や保護
者対応を
してい
た。

遊びに
集中で
きなく
なった
時に近
くに
行って
言葉を
かけた
り、そ
の都度
室内あ
そびの
ルール
を確認
する必
要が
あった
ができ
ていな
かっ
た。

リーダーの
保育者が全
体把握しな
がら、他の
保育者の配
置を指示
し、連携を
密にする。
また、他の
保育士も
個々にかか
わりながら
も全体の子
どもの様子
を気にかけ
て対応す
る。長時間
の対応につ
いて会議で
話し合いを
持つように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7530

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 19 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

【診断
名】

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

行事が
あったた
めウオー
ムアップ
をしない
でそのま
ま園庭で
運動遊び
をしてし
まった。

運動遊び
をする前
には必ず
ウオーム
アップを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（年１３
回）

1.定期的
に実施

実施頻度
(年１２
回）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

当日は気
温が低
かったた
めに体の
動きも硬
かったと
考えられ
る。

気温が低
い日はよ
りウォー
ムアップ
を十分に
行い体を
ほぐして
から運動
遊びを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動遊び
をする前
には必ず
ウオーム
アップを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

。
縄を足に
かけて回
す遊びを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の遊びを
見守てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台の
整備をし
ていた。

本児が
「足を
捻っ
た」と
言った
ので、
担任が
確認し
たが異
常は認
められ
なっ
かっ
た。
「くる
ぶしが
ちょっ
と痛
い」と
いうの
で冷や
して様
子をみ
た。

見た目は異
常がなくて
も、本人が
痛いと言っ
た時はすぐ
に受診す
る。

7531

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 　   0 28 25 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

前額部打
撲・挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
チェック
リスト等
を活用し
て職員間
で検証、
安全面で
の意識を
強化す
る。
また、異
動した職
員がいる
ので早急
に園内点
検や確認
を実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

年度末に
ポーチの
安全点検
を行って
いたが、
陶器製の
植木鉢を
除去して
いなかっ
た。

ポーチに
陶器製の
植木鉢が
あり危険
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

陶器製の
植木鉢を
使用して
おり、そ
の把握が
できてい
なかっ
た。

活動の切
り替え時
は事故が
起きやす
いので、
安全に移
動できる
よう子ど
もに指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

進級して
間もな
く、やや
気持ちが
高揚して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内から
ポーチへ
移動する
ときで、
十分に子
どもの状
況を把握
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内での
保育（制
作活動）
を実施し
ていた。

活動の
切り替
え時で
事故が
起きや
すい状
況だっ
た。

安全に移動
できるよう
子どもに指
導してい
く。保育士
同士が声を
掛け合う。

7532

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上右中切
歯歯髄失
活

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故当日
は担任1
名が週休
のため、
1名で保
育を実施
してい
た。（基
準配置）

職員会議
にて、事
故の問題
点・改善
策につい
て意見交
換を行
う。全職
員で確認
すること
により、
安全面で
の周知徹
底を図
り、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

引き続
き、活動
前に必ず
点検を行
い、発達
年齢にふ
さわしい
扱い方に
ついて、
職員全体
で確認す
る。不備
があった
場合、使
用可否の
判断と修
理等の対
応を行
い、全体
周知す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

既に友だ
ちと丸太
を2つ運
んでお
り、３つ
目を本児
一人で運
ぶことは
できた
が、地面
に置く動
作は当該
園児ひと
りの力で
は扱えな
い重さで
あったと
考えられ
る。

普段から
可動遊具
は子ども
達で持ち
運び自由
に使って
いたた
め、過信
して子ど
も任せに
なってい
た。今後
は無理が
ないかそ
ばで見守
るととも
に、扱い
方を子ど
もと再確
認し、全
職員へ周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　当該園
児はひと
りで遊ん
でいた
が、他児
が至近で
同様に可
動遊具を
使った見
立てあそ
びを楽し
んでお
り、男児
数名で遊
びを共有
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　園庭遊
びを始め
て10分程
度経過し
ていた。
可動遊具
で遊ぶ様
子を確認
しなが
ら、鬼
ごっこや
栽培物の
観察して
いる他児
の様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
園庭にい
ない

どの遊びに
保育者の援
助が必要か
見極め、必
要な子のそ
ばにつく。
特に可動遊
具類を扱う
際は、子ど
も達の力を
過信せず無
理がないよ
うそばで見
守ったり、
援助したり
する。

7533

令和
4年3
月16
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 0 1 5 12 9 5 0 9 9 4歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

雲梯で遊
んでいる
児に対
し、職員
がつい
て、手が
離れたと
きなど
とっさの
対応がと
れる位置
に職員の
配置がな
かったこ
と。危機
管理の甘
さがあっ
た。

こどもの
遊びと、
職員の人
数、立ち
位置等、
様々な状
況を想定
し、危機
管理を持
ち、職員
が共通理
解と連携
を取って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　12)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　毎日)回
/年

雲梯・滑
り台・ク
ライミン
グの総合
遊具であ
り､職員
の立ち位
置によっ
ては死角
となる場
所ができ
てしまっ
た｡

遊具､玩
具等の安
全点検を
今後も実
施してい
く。高さ
のある遊
具、落下
の危険が
ある遊具
の下に引
くマット
につい
て、厚さ
のある物
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育者
は、それ
ぞれ自分
の担当す
る年齢の
園児を見
ていたの
で､全体
に目が向
いていな
かった。

園全体で
の見守り
が必要な
ので、常
に周囲に
目と意識
をむけて
いくと共
に､職員
間で声を
掛け合
い､誰が
どこで遊
んでいる
のかを把
握してい
く｡

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
好んで遊
んでいる
雲梯をし
ていた｡

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

 担任保
育士も直
前まで一
緒に遊ん
でいた
が､「や
める」と
本児がそ
の場を離
れたの
で､担任
保育士も
離れ､他
児の遊び
に対応し
ていた｡
本児が雲
梯に戻っ
たことに
気がつか
なかっ
た｡

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各保育士
は､自分
の担当す
る年齢の
こどもに
対応して
いたた
め､見て
いなかっ
た｡

園児を
園の職
員全員
で見て
いく
事、危
機意識
が薄
かった｡

園児の動き
を確認し､落
下の危険が
ある遊具使
用の場合に
は､職員間で
声を掛け合
い共有し､園
児から目を
離さないよ
うにする｡

7534

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

136 10 10
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

移動の際
バランス
を崩して
転倒して
しまっ
た。

周りをよ
く見て気
を付けて
歩くよう
指導す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

引き続き
安全点検
を行い、
危険がな
いように
確認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の行
動を観察
し危険予
知に充分
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩行中バ
ランスを
崩した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た場所で
他の園児
の世話を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の水筒
の片付け
を手伝っ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

練習を
再開す
るため
に慌た
だしい
雰囲気
になっ
てい
た。

園児に対し
て必要以上
に急がせる
言葉がけや
雰囲気をつ
くらない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7535

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 8 12 4 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

45 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ぶつかる
ことを想
定した上
での見守
りやアク
シデント
が発生す
ることへ
の意識不
足

ぶつかる
ことを想
定した上
での見守
り強化。
幼児自身
が危険を
察知でき
る力を育
ててい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に登園し
意欲的に
活動に参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お祭り
ごっこの
活動を楽
しんでい
るので、
至近で本
児の姿を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も同ス
ペースで
本児の動
きを観察
してお
り、ぶつ
かりそう
になった
ことに気
づき、声
をかけ
た。

園庭を
走って
いてぶ
つかり
そうに
なり、
互いに
安全回
避はし
たもの
の、後
方を
走って
いた幼
児がい
てぶつ
かって
しまう
とい
う、ア
クシデ
ントが
発生し
た。

本児への見
守り関わり
を強化す
る。職員間
で、今一度
安全強化に
ついて、共
通理解を図
る。

7536

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 3 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

対象児の
特性と危
険箇所に
ついて、
職員間の
共通理解
が十分で
なかっ
た。

対象児の
特性と危
険箇所に
ついて共
通理解を
図った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

240
段差があ
る。滑り
やすい。

走ったま
ま、昇降
口に走り
込まない
ように見
届けと呼
びかけを
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

次の活動
が控えて
おり、急
いで室内
に戻る必
要があっ
た。

ゆとりの
ある日課
の設定を
考えると
共に、対
象児の特
性を考慮
し、片付
けの予告
を効果的
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気持ちの
切り替え
がうまく
できず、
戸外遊び
を終える
ことを
渋ってい
た。支援
者の「よ
ういど
ん」の言
葉に反応
し、走っ
てそのま
ま昇降口
に走り込
もうとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の園児
に関わり
ながら、
室内に戻
ろうとし
ている対
象児の様
子を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

気持ちを
切り替
え、友達
と一緒に
戻れるよ
うに「よ
ういど
ん」と声
を掛け
て、後ろ
から見守
りなが
ら、昇降
口に向
かってい
た。

昇降口
前は段
差があ
り、砂
利も他
に比べ
て多
く、滑
りやす
いが、
昇降口
手前で
止まる
よう見
届けら
れる位
置に職
員がい
なかっ
た。

子供が戸外
遊びを終え
て室内に入
る時は、昇
降口手前に
職員を配置
し、昇降口
に走り込ま
ず、一旦、
止まるよう
見届ける。

7537

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

24 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

水筒の入
れ物を多
人数で使
用するよ
うになっ
ていたた
め、人数
が集中し
た。

人数が分
散するよ
う、入れ
物を複数
用意し、
間を空け
ておくな
ど人数が
分散する
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
練習が終
わり水筒
の置き場
所まで
走ってい
き、友達
と接触し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

年長児全
員に指示
をして子
どもの後
ろから追
う形で見
守った。
対象児が
転んだの
で、すぐ
に駆け寄
り、怪我
の様子を
確認し
た。年長
児全員に
指示をす
るのでは
なく、グ
ループや
少人数で
動くよう
に配慮が
必要で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ年長
組は先に
入室して
おり、
ちょうど
担任教諭
が一人の
ときに怪
我をし
た。近く
にいる職
員に報告
や相談を
しなかっ
た。

7538

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 6 11 4 6 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

金曜日の
午後であ
り、幼児
の集中力
や注意力
の散漫な
ども考え
られるこ
とから、
普段以上
に保育者
の見守り
の位置や
幼児の様
子の把握
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

幼児が遊
ぶ環境に
おいて、
滑りやす
い場所や
危険な箇
所、物な
どがない
か再度確
認するこ
と。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

金曜日の
午後であ
り、一週
間の疲れ
などが転
倒の要因
にも考え
られる。

幼児の体
調など考
慮し、遊
び方の工
夫をする
必要が
あった。
（個々の
ペースで
取り組め
る砂遊び
やごっこ
遊びな
ど）また
は、早め
に室内に
戻りゆっ
たりと過
ごしなが
ら迎えを
待つなど
の配慮を
考えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長時間保
育児の友
達とおに
ごっこを
して遊ん
でいた。
転んだ際
に手をつ
き、骨折
したと思
われる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の見通し
の良いと
ころを幼
児の動き
に合わせ
て移動し
ながら見
守りをし
ていた。
本児がす
ぐに立ち
上がり、
痛みを訴
えること
もないま
ま遊びを
続行して
いたため
気付かな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3歳児と
一緒に過
ごし、砂
遊びの見
守りやほ
かに離れ
た場所で
遊具を
使って遊
ぶ幼児の
見守りを
してい
た。

幼児の見守
りをする人
数や位置、
担当引継ぎ
事項を再確
認し、幼児
の様子に変
化があった
場合はその
状況把握や
経過観察に
努める。

7539

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

273 89 96 88 15 15
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
頭頂部裂
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

今まで以
上に児童
の入れそ
うな場所
を想定す
る等隅ず
みにまで
意識を　
持つこと
をマニュ
アルや研
修等に補
足してい
く。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

遊具に関
しては数
年前に業
者による
補修およ
びリペイ
ントを施
工済みで
あったが
経年によ
る劣化で
裏側にさ
さくれが
数箇所確
認され
た。

ささくれ
を補修
後、児童
が低い姿
勢で入り
込まない
高さまで
滑り台部
分　の下
をパネル
で塞ぐ。
その角の
部分には
緩衝材を
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団あそ
び中には
児童たち
も夢中に
なり他児
を含め周
囲が見え
なくなる
ことがあ
る。

鬼ごっこ
等の集団
あそびに
おいて
は、その
範囲を限
定するな
どその日
の園全体
の活動状
況によっ
て変えて
いく必要
性があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な児
童であり
いつも通
り。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任はい
つでも声
掛けを行
いながら
児童たち
と一緒に
あそぶ
が、この
日は保育
室内の児
童に対応
してい
て、他の
職員の一
報で駆け
つける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にお
いて他児
に対応し
ていたた
め。

集団で
一斉に
あそぶ
際には
実際に
はひと
りひと
りを
追って
見てい
ること　
は不可
能に近
い。

集団遊び等
ではできる
だけ直前に
児童たちに
安全面及び
危険回避に
ついて伝
え、他の職
員もその話
を聞き周知
し、遊び中
にも声を掛
ける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7540

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 15 21 25 7 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折　
　右橈骨
遠位端骨
折の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
な様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
けがをす
る直前ま
での動き
（走り出
すとこ
ろ）を見
ていた。
転倒する
瞬間は見
ていな
かった

特にな
し

特になし

7541

令和
4年3
月16
日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

240
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
引き続き
安全確認
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

机の間隔
が狭く
なってい
た。

これまで
以上に全
体を見渡
せるよう
職員の配
置を改善
し、こま
めに机の
整頓をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児に注
意が向い
た状態で
歩いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

シール帳
の確認を
していて
少し目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

こまめに
子供たち
の様子を
見ていた
が、少し
目を離し
ていた時
もあっ
た。

周りを
見なが
ら歩く
よう声
をかけ
なかっ
た。

机の金具の
危険性を伝
え、狭い場
所はなるべ
く通らない
よう指示す
る。

7542

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 2 19 21 20 23 10 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
５　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園児が対
象遊具を
離れたの
で、他の
遊具の対
応してし
まった

職員が遊
具につく
ことが出
来ない場
合には、
使用しな
いことに
する　　　
　　　　　
ヒヤリ
ハット報
告書を作
成、気付
いた事は
その都
度、報
告・話し
合いをす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

遊具の設
置場所を
考え移動
した。使
用しない
遊具はカ
ラーコー
ン・バー
を置き、
全員が目
で見ても
分かるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以上児と
未満児が
合同で遊
んでいた
為

遊ぶ時間
帯を分け
たり、遊
ぶ人数を
制限す
る。遊具
は交替で
使用し、
遊具の使
い方を園
児にも説
明する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

二回程、
対象遊具
で一緒に
遊んでい
たが、他
の子供の
対応の為
に、その
場を離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が別の遊
具、子供
の対応を
していた
為

保育士
の連携
不足の
為、全
体を把
握出来
ていな
かっ
た。

今以上に連
携を徹底
し、子供の
行動を常に
把握する。
園庭、園内
の安全確認
を全職員で
徹底する。
活動前後、
保育士同士
も園児の動
きを予測し
危険な事な
どを確認す
る。

7543

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
 8　)回/
年

2.基
準配
置

全職員
が、事故
防止マ
ニュアル
の周知徹
底と再確
認を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

教室やテ
ラスなど
は走らな
いことを
徹底す
る。子ど
も達の行
動を予知
して対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
保育士の
声掛けや
指示に注
意が向け
られな
い。

今まで以
上の声掛
けを行っ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　
　数名の
友だちと
教室を走
り回って
いたの
で、声掛
けしたが
教室から
飛び出し
転倒す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
　声掛け
に応じた
園児に注
意を促し
ている間
に転倒

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
　自分の
クラスの
子ども達
への対応
を行って
いた。

教室での過
ごし方やテ
ラスでの行
動など、そ
の都度子ど
も達と一緒
に考える機
会を多くす
ること。

7544

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

45 3 5 6 7 11 13 0 9 7 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員１名
が鬼ごっ
この様子
を見守っ
ていた。

走るなど
の大きな
移動のあ
る活動は
職員の配
置にも配
慮し、子
どもの動
きを確実
に見渡せ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４　回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

延長保育
の子ども
が多いた
め、４，
５歳児は
一定時間
遊戯室も
使い、２
～３種の
遊びを
コーナー
で区切っ
て遊んで
いた。

十分に走
れるス
ペースの
確保（人
数・空間
に見合っ
た遊びの
選択）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
時間で、
体が疲れ
ており、
怪我等に
つながり
やすい。

状況を見
て、危険
と感じた
ら、早め
に切り上
げるな
ど、職員
間で声を
出し合っ
て判断す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達一緒
に鬼ごっ
こで走っ
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
をしてい
る園児全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
遊びコー
ナーで園
児の見守
りをして
いた。

担当職
員は鬼
ごっこ
をして
いる園
児２名
がトラ
ブルに
なりそ
うなた
め、そ
ちらに
目が行
きがち
だっ
た。

危険が予測
されるとき
は遊びを一
旦やめるな
どの対応を
取る。

7545

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 1 7 5 5 2 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

安全管理
について
のマニュ
アルはあ
るが、事
故防止マ
ニュアル
は整備さ
れていな
い。

事故防止
マニュア
ルを整備
し、研修
の実施に
より職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

他にパー
テーショ
ンがな
く、段
ボール製
の仕切り
を使用し
ていた。

ダンボー
ル製の仕
切りは使
用しな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ダンボー
ル製の仕
切りを使
用してい
たが、先
が見えず
倒す可能
性があっ
た。

園児の状
況を見な
がら人数
の多い時
には0，1
歳児と2
歳児を分
けて保育
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トンネル
遊びの所
にいたが
段ボール
製の仕切
りの近く
でボール
遊びを見
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者か
らダン
ボール仕
切りの付
近がよく
見えず、
全体の様
子把握が
十分では
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ボール遊
びをして
いる園児
を見てい
て、仕切
りの反対
側に対象
児がいる
事に気づ
いていな
かった。

それぞ
れの場
所に職
員はつ
いてい
たが全
体の様
子を把
握して
いる職
員はい
なかっ
た。

延長保育担
当保育士は
必ず全体の
様子を把握
し一人一人
が安全に遊
んでいるか
見届け必要
に応じて対
応する。

7546

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

27 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性亜
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

定期的に
事故防止
マニュア
ルの確認
や、事故
事例につ
いて、職
員間で共
有し、対
策を検討
する。ま
た、子ど
もの個々
の活動
や、行動
の特性を
把握し、
職員間で
共有して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

施設内の
点検を継
続し、危
険箇所を
発見した
場合は速
やかに報
告・共有
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
注意が当
該園児に
伝わりや
すい状況
でなかっ
た。

園児個人
だけでな
く、クラ
ス全体に
向けて落
ち着いて
行動する
ように伝
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

事故直前
も廊下を
走ってお
り気持ち
を落ち着
かせる必
要があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

絵カード
を使って
廊下を走
らないこ
とを伝え
た。気持
ちを落ち
着かせた
ため列に
並んで待
機させて
いたが、
順番が来
ると勢い
よく飛び
出してし
まい制止
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

気持ち
が落ち
着いた
と判断
して列
に座ら
せた
が、突
発的な
行動が
出てし
まっ
た。

特に注意が
必要な園児
には行動の
仕方を繰り
返し伝え
る。園児の
様子は職員
全員で観察
し、必要に
応じて共有
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7547

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
足指付け
根）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
後、「見
る」「触
る」「動
きの確認
をする」
「休ませ
る」と
いった対
応・処置
等につい
て再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動内
容・人数
による活
動スペー
スの適切
さを検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ感
染症によ
り活動内
容が今ま
でと変
わってき
ている。

十分に体
を動かす
遊びを新
たに取り
入れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　ハンカ
チ落とし
をしてい
る際に
走ってい
る友だち
を追いか
けてい
た。その
友だちが
座ったの
で本児も
止まろう
として転
んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊び全体
の進行を
見てい
た。

危ない動
きがない
か、遊び
に楽しく
参加でき
ているか
を見てい
た。

・一度に遊
ぶ人数の制
限
・場を離れ
ての処置

7548

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 3 3 11 11 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆状骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

事故予防
について
職員研修
を行い、
共通理解
を深め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/使
用時

点検時以
外でも、
職員間で
気づいた
ことは共
有してい
るが、今
後も徹底
を図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外での
安全確認
を保育士
間で連携
し、徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

水遊び,
砂遊びを
していた
が、２歳
児が先に
船型の滑
り台に
上ってい
たため、
自分も上
ろうと滑
り台途中
35㎝くら
いの高さ
から足を
かけた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が遊
んでいた
砂遊びの
様子を見
守ってい
たが、入
室時間の
確認を担
任間です
る際目を
離した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

乳児園庭
で０．
１．２歳
児が遊ん
でおり、
本児の落
下後、２
歳児クラ
ス担任が
先に気づ
き抱き起
した。

子どもが見
える立ち位
置を常に意
識し、保育
士間の連携
に努め、目
を離さない
ようにす
る。

7549

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

29 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手上腕
の骨格骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

会議で事
故の様子
と支援が
必要な本
児の様子
について
伝える。
本児が興
奮してい
るときは
特に注意
し、突発
的に危険
な行動を
とらない
よう見守
ることを
全職員に
周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

落下した
鉄棒の高
さは
（105
㎝）　下
は人工芝
が敷かれ
ている。

高い方の
鉄棒を意
識して補
助するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

固定遊具
で遊ぶ時
には保育
士がそば
につくよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鉄棒に来
る直前ま
で友達と
鬼ごっこ
をして園
庭を走っ
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２か所あ
る鉄棒の
うち低い
ほうの鉄
棒で遊ん
でいる子
の補助を
していた
ため、被
災児が鉄
棒の所に
きてすぐ
に飛び乗
り回ろう
とする様
子が見え
たが、低
い鉄棒に
いること
もあり補
助が間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の起
伏の反対
側で子ど
もたちの
遊ぶ様子
を見守っ
ていた。

直前ま
で鬼
ごっこ
をして
走って
いたの
で、そ
の勢い
のまま
鉄棒を
しよう
として
いたと
考えら
れる。
また、
高い方
に子ど
もが来
た時に
はそち
らの補
助に素
早くつ
く必要
があっ
た。

鉄棒など固
定遊具を使
用するとき
は保育士が
そばにつく
ようにする
とともに、
子どもたち
とも鉄棒を
含めた固定
遊具の約束
を確認す
る。より危
険が予測さ
れる、高い
方に注意を
向けるよう
にしたい。

7550

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
10　)回/
年

2.基
準配
置

職員が担
任一人
だった。

個別対応
が必要な
時は全体
を見る職
員も配置
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

ハード面
について
は事故発
生要因/
改善策は
ないと考
えられ
る。

安全点検
を行って
いて、特
に問題は
ない。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

15名が一
斉に大き
く走り
回ってい
た。

大きな動
きが予想
される活
動の時は
人数を制
限した
り、時間
を短縮す
る等の配
慮をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

「周囲の
様子を見
ながら」
と「鬼か
ら逃げ
る」とい
う動きを
同時に行
うことが
難しかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

危険な動
きをする
他児に注
意をする
ため個別
に話をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故当
時、職員
が担任一
人であっ
た。

担任が
個別対
応中で
あっ
た。

保育士が一
人の場合は
鬼ごっこの
動きを中断
して、個別
に対応す
る。

7551

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

57 30 27 6 6 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

特にな
し。４．
５歳児に
新入児は
おらず、
保育士も
新規採用
ではな
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12～)回/
年

天気良
く、公園
の遊具は
濡れてお
らず、破
損も無
かった。
遊具下は
常に砂や
雑草が生
い茂って
いるた
め、砂で
スニー
カーが滑
る可能性
もある。

公園遊具
が破損等
していた
場合は管
理自治体
に連絡
し、濡れ
た遊具に
は登らな
い。登る
遊具に砂
をのせた
りかけた
りさせな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園の遊
具に３
名、広場
に３名保
育士が配
置されて
いた。園
児は全員
保育士の
目が届く
範囲にい
たが、
とっさに
助けられ
る位置に
はいな
かった。

登る遊具
には２名
の保育士
を配置
し、人手
が足りな
いときは
一部の遊
具を制限
するよう
にした。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

進級して
初めての
戸外活動
で、クラ
ス全体が
はしゃい
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が遊
ぶ遊具の
すぐそば
にいた
が、手が
届く位置
ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場や、
ブランコ
や滑り台
等危険な
遊具のそ
ばに立
ち、全体
を見守
る。

公園の
遊具に
３名、
広場に
３名保
育士が
配置さ
れてい
た。全
園児が
保育士
の目が
届く範
囲にい
たが、
とっさ
に助け
られる
位置に
はいな
かっ
た。

登る遊具に
は２名の保
育士を配置
し、人手が
足りないと
きは一部の
遊具を制限
するように
した。

7552

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 11 5 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位部若木
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

無し

できる限
り転ばな
いように
気をつけ
る様に声
掛けして
周知する

1.定期的
に実施

実施頻度(　
年２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
週１　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
週１　)回
/年

園庭がコ
ンクリー
トの為

転ばない
様に声掛
けする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り強
化する
（３人態
勢であっ
た。）

遊びの最
中も声が
けする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
１メート
ル以内で
の出来事

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児と
１メート
ル以内に
いた

転んだ
時の転
び方が
悪かっ
た

活動前に怪
我のない様
に話し合い
をする

7553

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 1 2 6 9 8 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6 )回/年

1.基
準以
上配
置

定期的に
園内研修
として実
施してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

点検を定
期的に
行ってい
るが、危
険個所に
ついては
周知して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室で
の提供す
る遊びの
見直しを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
機嫌も悪
くなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
すぐ近く
で一緒に
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んでい
た。

子どもたち
の普段の遊
びから動き
を想定し、
必要な遊具
のみ提供す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7554

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

10  1 1 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左側足関
節捻挫　
右側足関
節挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

2.基
準配
置

ホールで
遊ぶ際
は、ス
テージに
駆け上が
らない事
を園児に
約束をす
る。全体
を把握し
て見落と
しのない
ように保
育をす
る。

全職員に
周知し、
安全対策
の徹底を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
約280　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
約280　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
約280　)
回/年

ホールの
ステージ
は30㎝高
さがある
ので、登
降の際は
注意が必
要である
が、その
周知にか
けてい
た。

環境設定
した遊び
（ままご
と等）は
ステージ
上で遊ん
で良いこ
とにする
が、走っ
て遊ぶと
きは、ス
テージへ
の登降は
しないこ
とにす
る。遊び
によって
上がらな
い約束を
事前に知
らせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ステージ
への登降
は、急い
でいると
どのくら
い足を上
げたら良
いか判断
が鈍る。

追いか
けっこに
夢中にな
り、転ん
でも遊び
続けたこ
とから、
転んだ
り、怪我
をしたら
必ず職員
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
友達と楽
しく遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任が
ホールで
遊ぶ子ど
も達の様
子を見て
いたが、
別な事を
して遊ん
でいる園
児と関
わってい
たときそ
の現場を
見落とし
てしまっ
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者の
もう一人
は、保育
室にて加
配の子の
保育につ
いてい
た。

夕方、
自由遊
びの際
は動き
や注意
が散漫
になる
ので、
注意し
て保育
するこ
とが大
事であ
る。

自由遊びの
後、リズム
運動をする
ことにして
いたので、
リズム運動
に向けた柔
軟体操等、
導入を大事
にし落ち着
いて過ごせ
るような過
ごし方の工
夫や注意が
必要だっ
た。

7555

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育室か
ら園庭に
向かうと
き、玄関
から園庭
に向かう
時に友達
と先を
競ったこ
と

移動時の
保育士の
声掛けと
職員配置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

各年齢に
おける事
故防止
チェック
の活用

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玄関から
園庭まで
の園児の
行動を把
握する

園児が移
動する
際、見守
りと声掛
けをする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も変
わりなく
朝、登園
時から元
気に活動
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

給食終了
後、食べ
終わった
園児が一
度揃って
保育士と
共に園庭
に行っ
た。その
後、給食
を食べ終
えた園児
２人が急
ぎ競い
合って走
り、身体
がぶつ
かったた
め保育室
テラス前
で2人共
転倒し
た。（本
児は両手
足、友達
は片足に
傷あり）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で遊
んでいる
園児と後
から来た
数人が見
える園舎
の角に職
員が１
名。
見守りと
声掛けを
行ってい
た。

先を急いで
しまう園児
に対して、
危険が無い
よう声掛け
し落ち着い
て行動でき
るよう促
す。

7556

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 5 13 3 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2)回/年

1.基
準以
上配
置

・担任が
2部屋(静
的遊び、
動的遊
び)を行
き来しな
がら保育
を行って
いた。動
的部屋に
は補助
(保育士
以外)職
員を配置
してい
た。　　　
　　・職
員間での
声掛け、
情報の共
有が不十
分だっ
た。

・担任が
動的部屋
にて活動
を見守る
配置を
し、遊び
方につい
て園児に
声をかけ
ながら行
う。職員
間での声
掛け、情
報共有を
行いなが
ら行う。
普段の活
動ではな
い事も考
え職員配
置数を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

・遊び方
の安全性
について
の確認。
ソフト積
み木であ
るためバ
ランスを
崩しやす
い物であ
ることの
把握が不
十分だっ
た。

・子ども
達と保育
士とが遊
ぶ際に気
を付ける
べきこ
と、意識
するべき
ことを共
有・確認
する。ま
た、遊び
の発展の
流れに気
を配る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段、遊
び慣れて
いないも
のを使っ
て遊んで
いた。 
雨天時の
安全を考
えた遠足
の計画が
不十分
だった。

遊び方の
確認(落
ち着いて
渡る、足
元を見な
がらバラ
ンスを
取ってわ
たる等)　
実際渡っ
て見せな
がら危険
な部分を
知らせ
る。　計
画を全体
の流れを
把握しな
がら立て
る。
(ホール
の活動の
時間を区
切る等)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しい気
持ちか
ら、渡る
スピード
が出てい
た(早歩
きの状態
だっ
た)。バ
ランスを
崩した後
の転倒の
仕方が悪
く、肘に
全体重が
かかる状
態となっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２部屋を
使用して
遊んでお
り、別な
部屋の子
の様子を
見ていた
為、転倒
の場面を
見ていな
かった。
(泣き声
が聞こ
え、何か
あった事
に気付い
た)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

●トイレ
に行った
子が戻っ
て来な
く、入口
から様子
を伺って
いた為、
転倒の場
面を見て
いなかっ
た。(振
り向いた
ら転倒後
で床に
座ってい
た)　
●他の子
の様子
(３歳児)
を見てお
り転倒の
場面を見
ていな
かった。　

遊びの
見守り
がおろ
そか
だっ
た。転
倒する
かもし
れない
という
意識、
事故に
つなが
るかも
という
意識が
欠けて
いた。
担任が
動的活
動の場
所にい
て子ど
もにす
ぐ手を
差し伸
べられ
るよう
にすべ
きだっ
た。

事故につな
がるかもし
れないとい
う意識を
持って保育
を行う。子
どもの動き
に気を配
る。声をか
け合いなが
ら全体が見
渡せるよう
にする。危
険な場合に
すぐに手を
差し伸べら
れるような
場所で見守
る。

7557

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 13 13 4 4 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

事故当
時、４歳
児担当保
育士１名
の他にも
保育士が
３名、実
習生１名
園庭にお
り、配置
基準は満
たしてい
たが、遊
具の側に
職員がつ
いていな
かった。

園庭に出
た際は、
遊具に必
ず職員が
つくよう
にする。
又は、見
守りが出
来ない状
況であれ
ば、遊具
を使用せ
ず遊ぶよ
う設定す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

登り棒の
下に敷い
ている人
工芝は、
園庭専用
のものを
敷いてい
る

園庭の遊
具全体の
安全性に
ついて、
再度検討
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

直前まで
本児は園
庭を走っ
ており、
そのまま
遊具に登
り始め
た。他の
子も走り
ながら遊
具に登っ
たり降り
たりして
いたが、
保育士は
長縄跳び
を補助し
ながら全
体を見
守ってい
たため、
遊具の側
にはつい
ていな
かった

園庭遊び
をする際
は、保育
士が安全
を見守れ
る範囲を
定めて設
定する。
一人で見
守る際は
遊具で遊
ぶ時間を
定める、
側につい
てから他
の遊びを
行うな
ど、遊び
の設定を
工夫して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発で、
この日も
元気に園
庭を走り
ながら滑
り台や登
り棒に登
るなど活
発に動い
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体的に
子どもた
ちが走っ
たり、遊
具に乗っ
て遊んで
いること
は把握し
ていた
が、長縄
跳びの対
応をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２歳児は
砂場を中
心に遊ん
でおり、
２歳児担
当職員は
遊具から
離れた場
所で見守
りを行っ
ていた。

全体を
見守っ
てはい
たが、
遊具に
見守り
がつい
ていな
かっ
た。ま
た、他
の保育
士も自
分の担
当クラ
スにつ
いてお
り、遊
具の側
には誰
もいな
かっ
た。

職員は全員
で全園児を
見守るよう
その都度確
認し、見守
り箇所を分
担する。

7558

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 0 0 13 20 20 0 5 5 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

近くにい
た保育者
が声を掛
けたり危
険予測を
しながら
見守る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

段差をな
くし安全
マット上
の砂等を
取り除
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個別の様
子をよく
見て危険
予測が必
要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の近
くで遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

固定遊具
周辺で他
児を含め
て数名の
動きを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
以外で遊
んでいた
児（砂場
等）の動
きを見
守ってい
た。

疲れや体力
など、子ど
もの姿を予
測しながら
関わりを見
る必要が
あった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7559

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 18 19 2 2 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左側肘関
節骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保育者の
気付き、
遊びへの
配慮が欠
けている
部分が
あったと
考えられ
る。

子どもた
ちの状態
を把握し
たうえで
遊びを考
え、環境
を整えて
いく必要
があるこ
とを職員
間で共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

折り畳み
式鉄棒
(約８０
ｃｍ）に
マットを
敷いた。
保育者も
側に位置
付いてい
たが、援
助、配慮
に欠けて
いた部分
があった
と考えら
れる。

子どもの
状態を把
握すると
ともに安
全面に十
分配慮
し、遊び
を考えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の他
にもス
クーター
等で遊ん
でおり、
他にも目
を向けな
ければい
けない遊
びの設定
だった。
遊びの組
み合わせ
の考慮が
必要が
あった。

遊びの組
み合わせ
の考慮、
時間帯、
子どもの
人数など
を考えて
遊びの設
定をして
いく。安
全面に配
慮した遊
びの工夫
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒がで
きるよう
になって
きて、意
欲的に遊
ぶ姿が
あった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

ホール全
体を見な
がら、鉄
棒の側に
位置付い
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホール全
体を見な
がら、他
の遊具の
所に位置
付いてい
た。

鉄棒の
側に位
置付い
ていた
が、他
にも目
を向け
なけれ
ばなら
ない遊
びの設
定、状
況に
なって
しまっ
た。遊
びの組
み合わ
せを考
慮する
必要が
あっ

危険を防ぐ
ための保育
者の援助、
配慮、言葉
かけをして
いく。遊び
の組み合わ
せ、遊具の
出す時間帯
を考慮す
る。

7560

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

19 1 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
内顕軟骨
不全損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

担任は、
４時３０
分までの
勤務。４
時３０分
からは、
補助の常
勤保育士
が保育を
してい
た。

事故防止
マニュア
ルの整備
をし職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

本児が転
倒した場
所は、水
道前の床
材を一部
張り替え
た所で
あった。

転倒時、
床は濡れ
たり滑り
やすい状
態ではな
かった
が、水道
前での遊
びの設定
について
は、十分
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当園幼児
は６月か
ら８月ま
で中ズッ
クから
せったに
移行し履
いてい
る。ござ
の上での
遊びは
せったを
脱ぎ、裸
足となる
ため、脱
ぐ、履く
の動作が
ある。ご
ざを敷く
場所、通
路確保が
不十分で
あった。

危険箇所
を職員間
で把握
し、遊び
や移動ス
ペースを
十分確保
する環境
設定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けま
ではいつ
も通りの
様子で
あった。
転倒時、
両手に玩
具を持ち
ながら泣
いて立っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士は全体
をみてい
たが、片
付け中の
本児の転
倒の瞬間
場面は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
にある保
育士室で
保育記録
業務を
行ってい
た。

担当保
育士の
見守り
が不十
分で
あっ
た。日
頃から
職員間
で声掛
け、情
報共有
が十分
でな
かっ
た。

活動中の予
想される危
険な要因を
再認識しな
がら見守り
をする。

7561

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 1 4 8 3 10 9 12 9 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

夕方の遊
具遊びは
危険と思
い追いか
けっこ等
は良いと
思ってい
ました。

毎日の夕
方の職員
配置票が
あります
が、その
日の園児
数で未満
児クラス
からもう
１人職員
をプラス
したり、
遊びの種
類ももっ
と考慮し
た方が良
かったと
思いまし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

園庭全面
を使用し
ていまし
た。

一部分の
みの使用
にした方
が良いと
思いまし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの種
類を変え
たり、注
意事項を
話す。

遊びの種
類を変え
たり、事
前に注意
事項を園
児に分か
りやすく
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おとなし
い、他児
にいじわ
るをされ
ることが
多い

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いた。遊
具の死角
で見えな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

押す姿を
見てそば
に行き状
況を聞い
た。

夕方の
遊具遊
びは危
険と思
い追い
かけっ
こ等は
良いと
思って
いまし
た。

毎日の夕方
の職員配置
票がありま
すが、その
日の園児数
で未満児ク
ラスからも
う１人職員
をプラスし
ても良かっ
たのかもと
思いまし
た。

7562

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
折、右橈
骨頸部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

遊具の正
しい使い
方を説明
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　
)回/年

　
遊具の点
検を常に
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くにい
る他クラ
スの保育
士にも協
力して見
守る体制
を作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒に足
をかけ上
に座ろう
とした
が、バラ
ンスを崩
し転倒し
手を地面
につい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士も
対象時の
様子は見
ていた
が、少し
離れた所
にいたた
め転倒を
止めれな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のクラ
スの保育
士も近く
で遊んで
いて様子
も見てい
たので、
転倒した
とき、対
象児に近
寄より様
子を聞い
たりして
いた。

担当保育士
は鉄棒のす
ぐ近くにい
るようにす
る。

7563

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

20 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

園外保育
での、子
どもの動
きに対し
ての保育
士の安全
管理の意
識チェッ
クがな
かった

施設設備
の安全点
検のほか
に、保育
にあたる
時の安全
意識をも
てるよう
なチェッ
ク項目を
作って、
職員で確
認してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当なし 該当なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

散歩の列
の先頭と
最後尾に
一名ずつ
職員がお
り、監視
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園外保育
のため、
他の職員
は園内に
いた。

該当な
し

散歩では子
どもが急に
走り出さな
いよう子ど
もの位置に
配慮して保
育士が進
む。また、
手にものを
持ったり、
手をつない
で走らない
よう子ども
達に話しを
し、保育士
も気を付け
て見てい
く。

7564

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 3 3 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯根破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
の人数は
十分だっ
たが、立
ち位置や
担任同士
の連携を
図るべき
であっ
た。

子どもの
動きを予
測しなが
ら、担任
同士の連
携を図る
必要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

子ども達
が安全に
過ごせる
ように、
園内の怪
我が起こ
りやすい
場所を再
確認し、
職員間で
共通理解
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

安全面の
約束につ
いて、ま
だ徹底で
きていな
かった。

廊下は走
らないこ
となど、
安全に生
活するた
めのルー
ルを理由
と合わせ
て分かり
やすく子
どもたち
に伝える
と共に、
廊下にそ
の上を歩
きたくな
るような
足型など
を貼っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はりきっ
て登園
し、かば
んの用意
をしてい
るところ
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

朝の用意
をする時
間で、子
ども達一
人一人の
様子に合
わせ援助
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の用意
をする時
間で、子
ども達一
人一人の
様子に合
わせ援助
していた
ため、そ
の瞬間の
動きを把
握できて
いなかっ
た。

進級し
て間も
なく、
子ども
達もま
だ生活
に慣れ
ていな
いこと
を踏ま
えて配
慮する
必要が
あっ
た。

子どもが廊
下に出た時
には、職員
が保育室の
入り口付近
に立った
り、保育者
も一緒に出
たりする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7565

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 2 2 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
裂傷
（額）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

転倒しや
すい月齢
の動きと
して予測
される危
険性につ
いて。安
全面の配
慮に欠け
ていた。

子どもの
動きを予
測し、危
険個所を
保護して
おく。職
員間での
危険個所
の確認、
保護する
などの安
全配慮。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1歳3カ月
でありま
だ歩行が
安定して
いない
為、転倒
すること
を予測し
保育する
必要が
あった。

転倒を予
測し、角
には保護
するもの
を設置し
ておく。
また、手
に玩具を
持って歩
かないよ
うに注意
していく
必要が
あった。

7.その
他

職員2人
配置では
あるが、
排泄の片
付けや子
ども用の
帽子を取
りに行き
1人抜け
ていたこ
とや、角
を保護し
ていな
かったこ
とが要因
としてあ
げられ
る。

排泄の片
付けは後
にし子ど
もを優先
に保育に
あたる。
転倒しや
すい事も
予測して
傍につい
ておく。
当日の設
定遊びに
必要な準
備を事前
にしてお
くべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手に玩具
を持って
小走りし
ていた時
に足がか
らまり転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒しや
すい為近
くで見て
いたが止
めること
は難し
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄後の
片付けと
園庭へ出
る為に保
育室へ帽
子を取り
に職員が
1人出て
いた為見
ていな
かった。

排泄の
片付
け、帽
子の準
備は事
前にし
ておく
こと、
転倒し
やすい
事を把
握し保
育者が
近くで
見てお
く必要
があっ
た。対
象児と
一緒に
片付け
や帽子
の準備
をする
等の対
応も考
えられ
た。

保育者が抜
けることが
あれば座っ
て遊べる玩
具を出し、
落ち着いて
過ごせるよ
うな環境を
作ることも
方法として
考えられ
た。

7566

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

・2歳児
の保育室
内で保育
をしてい
たが、数
人がテラ
スに出か
けて行っ
たので、
見守って
いたとこ
ろ、縁側
の方まで
出かけて
いった。

・テラス
に移動し
たとき
に、担任
もついて
行くよう
にする。
この時間
は縁側の
方にはい
かないよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・保育室
からテラ
スに出
て、縁側
の方に
行った時
に事故が
起こっ
た。

・保育室
と保育室
前のテラ
スのみで
過ごすよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・外の方
に興味を
持って、
出かけて
いった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・いつも
過ごし
て、通っ
ていると
ころだっ
たので、
見守って
いくこと
で、保育
室に帰っ
てくると
思ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

縁側のほ
うへ行っ
たのはみ
ていた
が、落ち
る場面は
見ていな
かった。

・縁側
まで
行って
しまっ
たこと
で見守
る範囲
が広が
りすぎ
た。
・小走
りをし
ていっ
たの
で、バ
ランス
を崩し
てし
まった
と思わ
れる。

・この時間
に過ごす場
所は部屋と
テラスにし
ていく。
・日頃か
ら、縁側は
走らないよ
う、危険な
く通れるよ
うに指導し
ていく。

7567

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1 5歳
1.男
児

身長：
117.1cm    
  体重：
24.4kg
3月1日天気
は晴れ

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもの
瞬間的に
起きる事
故を予想
して、未
然に防ぐ
ための対
策に努め
ていたが
不十分
だった。

危機管理
マニュア
ル、事故
防止マ
ニュアル
を十分に
活用し保
育従事者
の安全配
慮意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

下に設置
されてい
た台の位
置や高さ
が、ポー
ルへ飛び
乗ってみ
たくなる
ような配
置であっ
た

ポール下
に設置さ
れていた
台を移動
し、飛び
乗ったり
すること
のないよ
うにした

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

不慮の事
故とは言
え、本来
の遊び方
でない事
への事前
の注意喚
起が必要

本来の
ポールの
あり方を
伝え、大
きなけが
に繋がる
ような遊
びを見直
し、全体
周知

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝に友だ
ちとトラ
ブルが
あったも
のの、体
調等変化
なく、い
つも通り
過ごして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が遊
んでいる
所が見え
る、保育
室で他の
子どもと
違う遊び
をしなが
ら全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼寝中に
つき他の
職員の配
置はない

子ども
の遊び
状況で
万が一
の予測
と配慮
が必要
だっ
た。

危険な遊び
に関する繰
り返しの注
意喚起。保
育士間の申
し送り体制
の確立

7568

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 6 13 2 2 5歳
2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上B外
傷性歯牙
脱落

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

－

事故報告
書を全職
員に回覧
し、また
会議でも
怪我の報
告とそれ
ぞれ気を
つけて保
育してい
く意識を
持たせて
いった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(288 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（288）回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（288）回
/年

－

コーナー
ごとの間
隔をしっ
かりと
り、保育
者の目が
行き届く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

しっかり
片づけら
れている
か職員間
で確認し
ていな
かった。

片付け場
所をしっ
かり子ど
もたちと
確認・約
束をして
いくとと
もに職員
間でも安
全面の再
確認をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びたい
気持ちが
先に出て
しまい、
足元に置
いた縄の
存在を忘
れていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒しす
ぐに対
応。流水
ですすぎ
止血。本
児を落ち
着かせな
がら事務
室へ移
動。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

周囲の子
が動揺し
ないよう
に声掛け
し落ち着
かせる。
保護者へ
の連絡と
歯医者受
診の体制
をとりな
がら本児
を対応し
ている職
員の補助
をする。

別の遊
びコー
ナーに
移動す
る時
は、
ちゃん
と片付
けを済
ませて
いるか
保育者
の確認
不足で
あっ
た。

縄あそびを
含め、玩具
全般の取り
扱いに注意
する。ま
た、職員同
士密に声を
掛け合い、
安全面を十
分考慮し環
境を整えて
いく。

7569

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

13 2 2 2歳
2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左側　前
腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

園庭での
遊びを終
え、室内
に誘導し
ている時
監視が途
切れてし
まった。
「本児は
戻ってく
る」「声
は届いて
いる」と
思い、目
を離し
た。

主任、
リーダー
の声掛
け、管理
はどう
だったか
を振り返
る。園庭
の危険ポ
イントは
最後まで
目を離し
てはいけ
ない。園
児の側に
行って伝
え、気づ
かせ、安
全な場所
まで一緒
に誘導し
なければ
ならな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

造山はケ
ガの多い
場所であ
ることを
認識す
る。子ど
もの行動
を予測す
ることで
けがを防
ぐことが
できる。

危険ポイ
ントから
目を離し
たことが
一番の要
因と考え
られる。
安全面を
確保した
ら園児の
前に行く
のではな
く、後ろ
から誘導
すること
が重要で
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全が確
保された
保育の流
れや活動
を念頭に
入れなけ
ればなら
ない。環
境が整わ
ない時は
職員同士
声かけあ
い、安全
面を先ず
第一に確
保する
事。

全職員が
時々全体
に目をや
り安全面
を確認、
確保する
事。園児
の人数や
行動を把
握し、職
員同士声
かけあ
い、個々
に応じた
対応を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発では
なかった
が、一人
だけいつ
ものよう
に歩いて
造山に向
かってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体的に
手足を
洗って室
内に入る
よう誘導
や声掛け
をしてい
た。同時
に他園児
の手足
洗ったり
補助をし
始めたた
め、造山
に向かう
本児をみ
ていた
が、個別
に声かけ
ることを
怠り、目
も離して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場（逆
方向）で
活動して
いる園児
に声掛
け、室内
に誘導し
ている最
中で、担
当職員と
の声の掛
け合いを
せず、造
山から落
下してケ
ガをして
しまった
ことに気
づくのが
遅れた。

お互い
に目の
前の園
児を担
当して
しまっ
た。具
体的に
声かけ
あうこ
とを
怠っ
た。

常に安全面
を確保し、
園児から目
を離しては
いけない。
行動を予測
することも
大切。また
目を離すと
きは周りの
職員同士声
かけあうこ
と。

7570

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

9 2 2 4歳
1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
1 )回/年

2.基
準配
置

－

早急に事
故防止マ
ニュアル
を作成
し、職員
間での共
有を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

草が長め
の人工芝
の為、走
るのには
適してい
なかった
可能性が
ある。

人工芝で
の活動の
際は島草
履ではな
く運動靴
を着用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動靴で
はなく島
草履だっ
たため、
転びやす
かった可
能性があ
る。

動きが多
い活動の
場合は運
動靴の着
用。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

健康面等
問題な
かったが
久しぶり
の外活動
で、気持
ちも高
ぶってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

コーナー
など、危
険がある
場所に立
ち対象児
ほか園児
を見守り
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同様にク
ラス全体
の動きを
見持って
いた。

登園自
粛明け
の活動
のた
め、子
ども達
の動き
などに
配慮が
必要
だっ
た。
（体力
や筋力
の低下
など）

久しぶりの
活動のため
子ども達の
気持ちを落
ち着かせる
声掛け等を
増やす。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7571

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 5歳
1.男
児

・ギプスで
の固定
・3歳の
頃、右腕骨
折歴有り

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
 1  )回/
年

2.基
準配
置

事故報告
書を記入
し、職員
で共有し
ている。

怪我や事
故があっ
た時はす
ぐに報告
し、処置
ができる
ように連
携する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

施設内外
に危険物
が無い
か、遊ぶ
前に普段
から確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が他
児をよけ
られな
かった。

普段から
前や回り
をしっか
り見なが
ら歩行す
るよう指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッヂ
ボールに
参加する
事を喜
び、楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士は、
ドッヂ
ボールの
審判とし
て、全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ピロティ
（地下広
場）には
担当保育
士以外の
職員はお
らず、施
設内に居
た。

－

怪我や事故
があった時
はすぐに報
告ができる
体制をつく
る。

7572

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

10 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

13 2 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭に４
名の保育
士がいた
が事故が
起きた瞬
間を誰も
見ていな
かった。

危険個所
には職員
を配置す
る。タイ
ヤ山から
とびおり
は未満児
はさせな
い。

実施頻度(　
12　)回/
年

実施頻度(　
12　)回/
年

実施頻度(　
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
発達に応
じた遊び
であった
か。

危険な行
動をしよ
うとして
いる時は
すぐに止
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
以前もと
びおりて
捻挫をし
たにもか
かわら
ず、２回
とびおり
て２回目
に骨折す
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

　
とびおり
たとき
は、振り
向いて他
児を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
ままごと
ハウス付
近の子ど
ものトラ
ブルに対
応してい
た。

保育士
に誰か
がみて
いるで
あろう
という
気持ち
があ
り、
しっか
りと見
ていな
かっ
た。

保育士はお
互いに確認
をし、持ち
場を離れる
場合は必ず
声をかけ
る。

7573

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 2.5 2 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘内症　
橈骨頭軟
骨損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

トイレ誘
導衣服の
着脱トイ
レ動作手
洗い手拭
きの流れ
を職員一
人でして
いた。

トイレ側
で見守れ
る職員配
置にす
る。もし
くは職員
一人で対
応すると
きは園児
２人ずつ
誘導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

便座の前
に洗面台
があり便
器横から
またがっ
て座って
いる。手
すりがな
い。トイ
レの高さ
が身長に
対して高
め。

足台をお
きトイレ
に座りや
すくす
る。

7.その
他

床や便器
はぬれて
いなかっ
た。急が
せるよう
な声かけ
もしてい
ない。

便器の横
からでは
なく前か
ら座るよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分で便
座に手を
ついてま
たがろう
としてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任はト
イレ以外
の園児を
みていた
ためその
場にいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トイレ動
作は自立
している
ため見守
る程度で
他の園児
の衣服の
着脱を手
つだって
いた。

複数人
同時に
トイレ
誘導し
ており
衣服着
脱トイ
レ動作
手洗い
動作一
人の職
員でみ
てい
た。

衣服着脱の
職員とトイ
レ内で見守
る職員が必
要園児２人
につき職員
一人の割合
でトイレ誘
導する。

7574

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

25 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
尺骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落ち着い
て遊べて
いなかっ
たことに
よるもの

落ち着い
て遊ぶよ
う再度声
かけ徹底
し、毎回
約束事を
し、動と
静を大切
にしてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
支援をし
ていた。

落ち着いて
遊ぶよう再
度声かけ徹
底し、毎回
約束事を
し、動と静
を大切にし
ていく。

7575

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 0 0 0 12 9 7 2 2 4歳
2.女
児

現在の歯
（乳歯）に
ついては神
経に損傷が
あった可能
性があり黒
くなってし
まってい
る。このこ
とについて
は保護者か
らも了承を
いただいて
いるが、今
後生え変わ
る永久歯に
ついても神
経に損傷が
ある可能性
があり生え
変わりまで
経緯観察を
要する。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯の打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

逃げる際
に遊具の
狭いス
ペースを
通ってい
こうとし
たため、
コント
ロールが
効かなく
なりその
まま転倒
する。

遊具等の
狭いス
ペースに
はいかな
いよう、
事前に声
掛けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年少児に
追いかけ
られ逃げ
ていたと
ころ、そ
のまま前
に転倒す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
園児と一
緒に遊び
の提供を
しなが
ら、一緒
に遊んで
いた為、
見てはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
全園児を
見守って
いたり、
登園時の
園児の受
け入れを
行った
り、園児
と一緒に
遊び保育
していた
こともあ
り見てい
なかっ
た。

衝動的
に行動
する園
児への
目配り
がなさ
れてい
なかっ
た為、
起こっ
てしま
う。

保育士間で
連携を取
り、注意が
必要な園児
への目配り
を更に徹底
して今後は
行ってい
く。また、
保育士は、
園庭全体を
見渡せる立
ち位置を更
に意識して
いく。

7576

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 5 4 10 13 12 11 9 9 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

登園後の
自由遊び
の時間帯
で、それ
ぞれが好
きな場所
で遊んで
おり、危
険な行動
へ危険の
予知が甘
くなっ
た。

予想され
る危険行
動を職員
で共有し
合い、近
くで遊ん
でいる子
どもの行
動をしっ
かり見
て、危険
予知をし
ながら安
全に遊べ
るよう見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

ブランコ
周辺の地
面が少し
へこんで
いるとこ
ろがあっ
た。

朝の庭掃
除の際は
凹凸がな
いように
整地をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
をこい
で、勢い
をつけて
ジャンプ
して降り
たことに
より、バ
ランスを
崩し転倒
につな
がった。

ブランコ
から降り
るとき
は、必ず
ブランコ
が静止し
てから降
りる事を
子供達に
も知らせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達とま
まごとと
ブランコ
を交代で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は園
庭・室内
どちらも
見渡せる
場所で製
作活動の
子どもを
見てい
た。しか
し、事故
の瞬間は
見ていな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くの砂
場で異年
齢の子ど
ものまま
ごとの相
手をしな
がら、ブ
ランコの
交代を促
したり、
危険のな
いよう見
守ったり
していた
が、危な
い乗り方
をするこ
ともな
く、事故
の瞬間
は、痛
がった
り、泣い
たりする
ことがな
かった
為、気が
付かな
かった。

近くに
保育士
はいた
がブラ
ンコの
ところ
にはい
なかっ
た。

ブランコを
出すときは
危険のない
ようしっか
り見守りで
きる職員が
いるときの
み設置する
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7577

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 23 14 23 5 5 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

本児の行
動の特徴
をしっか
り把握
し、遊ん
でいる時
に個別の
対応が必
要だっ
た。

ヒヤリ
ハット等
を活用し
職員間で
情報の共
有を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

低年齢児
対象の高
さの低い
滑り台で
はある
が、年齢
が高い子
が遊ぶ時
にも職員
を配置す
ることが
必要だっ
た。

遊具の安
全な使い
方につい
て、子ど
も達と
いっしょ
に再確認
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

新年度の
初日とい
うこと
で、子ど
も達の気
持ちも安
定してい
ないこと
を配慮
し、いつ
も以上に
気をつけ
て見てお
くことが
必要だっ
た。

いつもと
は違う、
新年度で
の子ども
の行動を
予測し、
職員間の
連携を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園して
母親と離
れたばか
りの時間
で、友達
と一緒に
遊ぶこと
が嬉しそ
うであっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
いた滑り
台の下で
職員が見
ていた
が、滑り
台の上で
対象児が
腕をぶつ
けた瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
が遊んで
いる近く
で子ども
の安全を
見守った
り、登園
時の母親
から子ど
もの受け
取りをし
ていた。

滑り台
の昇降
口、滑
り下り
てくる
位置の
近くに
職員が
いな
かった
ので危
険な行
為を止
めるこ
とがで
きな
かっ
た。

滑り台で子
どもが安全
に遊ぶため
の見守る位
置を再確認
し、職員全
体で情報の
共有を図り
事故防止に
努める。

7578

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 6 3 4 2 2 3歳
1.男
児

・当日の本
児の体調は
いつもと変
わらず安定
していた。

8.その他
1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左側頭部
挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

・ヒヤリ
ハットや
事故報告
の資料を
基に、全
職員でけ
がに至る
までの過
程を分析
する。

・保育士
同士の声
かけや、
発達に応
じて付き
添う。ま
たクラス
で階段の
上り下り
時の危険
について
改めて話
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

・普段の
保育の中
で危険予
知し、小
さなこと
から記録
して研修
等につな
げる。

・保育士
同士の声
かけや、
発達に応
じて付き
添う。ま
たクラス
で階段の
上り下り
時の危険
について
改めて話
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・子ども
たちの気
持ちがた
かぶると
行動が大
きくなる
ことが予
想される
ので、落
ち着かせ
て行動で
きるよう
にする。

・階段の
手すりを
握り、
ゆっくり
一段ずつ
歩くこと
を日々伝
えてい
く。また
大人がそ
の見本を
見せてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・普段と
変わらず
元気だっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・他児の
足を洗い
ながら、
階段を上
がってい
く姿を見
守り、本
児の先に
保育士が
いる姿も
みえた。
見守って
いたが他
児とお
しゃべり
しながら
上ってい
くのが見
えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・ほかの
職員も他
児と手を
つなぎ階
段を上っ
ていた。
階段でつ
まずいた
のが一瞬
だったた
め、助け
ることが
できな
かった。

・普段
と変わ
らない
様子で
あって
も危険
を予知
するこ
とが大
切であ
る

・危険予知
は日ごろの
研修等でも
しているが
年度初めに
は特に子ど
もたちが進
級した喜び
があること
も踏まえ意
識する。

7579

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 12 13 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルを再確
認し、事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

引き続き
施設や遊
具等の安
全管理に
努める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

戸外には
２クラス
だけで人
数的には
それ程多
くはなく
見守りは
できてい
た。

今後一
層、園児
の見守り
の強化に
努める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

５歳児担
任が休み
で代替職
員という
ことで少
しはめを
はずして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

代替の５
歳児担当
職員は本
児に対
し、すべ
り台の手
すり部分
に乗らな
いよう注
意は促し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３歳児担
任は少し
離れた場
所で他児
の見守り
をしてい
て2人の
動きは気
にならな
かった様
子であ
る。

本児(５
歳児)男
児の遊
びに加
わりた
くて、
他児(３
歳男
児）が
ふざけ
半分で
突発的
に本児
を押し
てし
まっ
た。

園児へ遊具
の使い方の
指導をしっ
かり行う
気になる危
険な行動が
みられた場
合は、近く
で見守り注
意を行い、
安全に遊ぶ
よう指導す
る。
代替職員の
場合の見守
りについ
て、他職員
との協力体
制をとって
いく。

7580

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

84 1 12 20 20 19 12 15 12 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

 児童の
各箇所で
の動きの
想定が
もっと必
要であっ
た。、危
険が伴う
動きへの
事前の言
葉がけが
必要で
あった。

園庭での
遊びを始
める前
に、注意
が必要な
場所や動
きの確認
や言葉が
けを徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

固定遊具
のある場
所での児
童の動き
の予測を
立てる。

固定遊具
のある場
所での児
童の動き
の予測を
たてる。
園庭のく
ぼみや石
ころ等危
険箇所の
排除。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ジャング
ルジムの
間の狭い
場所を
走って通
り抜けよ
うとした
ため。

遊ぶ場所
には，危
険が伴わ
ないか，
安全確認
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走って転
んだ後
は，特に
痛みを訴
えてくる
ことはな
かった
が，追い
かけごっ
こを途中
でやめ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走って転
んだ際，
「大丈
夫？」の
保育士の
声掛けに
「大丈
夫」と返
事し，特
に痛がる
様子もな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
児の活動
に対応し
ていたた
め，見て
いなかっ
た。

見守り
体制　　
危険と
安全の
意識

多方面で活
動する子ど
もたちの全
体の動きが
確認できる
よう，保育
士の見守る
位置や，一
人一人の子
どもの行動
が把握でき
るよう保育
士間の連携
を図る

7581

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 0 8 13 0 0 0 0 4 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

室内で、
靴下を履
いたまま
遊んでい
て、滑り
やすかっ
た。

室内で
は、靴下
を脱ぎ、
滑らない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

靴下を履
いている
と、歩い
ていても
滑りやす
いことが
ある。

室内では
靴下を脱
ぎ、滑ら
ないよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走っては
いなかっ
たが、靴
下を履い
ていて、
滑りやす
かった。

靴下を室
内では必
ず脱ぐよ
うにし、
滑らない
ようにす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

普段と変
わらない
様子で友
達と一緒
に遊ぶ様
子が見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちと関わ
りながら
見守って
いて、転
倒後に気
付き、対
応をし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

お迎えに
対応して
いる保育
者もいた
が、他の
保育者
は、全体
が見える
ようそれ
ぞれ配置
し、子ど
もたちと
関わりな
がら見
守ってい
た。

気の緩
みやす
い時間
帯

安全な環境
を整え、子
どもたちを
見守る。

7582

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 27 4 3 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

子ども同
士の接触
をできる
だけ少な
くなるよ
うな工夫

ケガ等に
配慮した
人数の運
動遊びと
見守る位
置の確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

使用前の
事前の点
検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分の安
全ととも
にお友達
の安全に
も心がけ
る。遊び
の中でも
ケガをし
たときの
報告をす
る習慣付
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

足を踏ま
れた。夕
方も跳び
箱遊びを
してい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

足を踏ま
れた時
は、園児
は痛がら
なかっ
た。夕方
の跳び箱
遊び後、
足の痛み
を訴えた
ので、冷
やすなど
の対応を
行う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

足を踏ま
れたこと
は気づか
なかっ
た。夕方
跳び箱遊
びをする
ときに足
の痛みを
訴えたの
で、すぐ
に対応を
する。

園児により
近い場所で
の見守りと
ケガ防止の
指導
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7583

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 27 2 2 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

子ども同
士の衝突
ができる
だけ少な
くなるよ
うな工夫

けが等に
配慮した
人数の運
動遊びと
見守る位
置の確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

使用前の
事前の点
検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分の安
全ととも
にお友達
の安全に
も心がけ
る。けが
をしたと
きの報告
を習慣付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
走り回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２人が衝
突したこ
とに気づ
き、２人
の様子を
尋ね、冷
やすなど
の処置を
行う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

衝突した
ことに気
づき、様
子を尋ね
る。他の
園児も同
様なこと
にならな
いように
注意を喚
起する。

園児により
近い場所で
の見守りと
けが防止の
指導

7584

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 11 9 12 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
を充分満
たしてい
るので、
改善策は
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

ホッピン
グの劣化
等による
事故では
なく、改
善策はな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ホッピン
グなどの
遊具を
使った遊
びは、遊
ぶ場所を
決めるな
どして安
全に配慮
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホッピン
グで遊ん
でいる５
歳児の様
子を止
まって見
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
が把握で
きる場所
で、子ど
もたちの
遊びを見
守り、転
んだ瞬間
に本児に
駆け寄る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内の
他の園児
の遊びを
見守る。
事故には
すぐに気
づく。

職員の危険
予測に繋が
るように、
今回の事故
を職員で共
有する。

7585

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 16 4 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨・
腓骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
２ )回/年

1.基
準以
上配
置

前回，川
遊びの際
に親子体
験で実施
していま
したが，
当該園児
は休みで
その園児
の為に再
度，園児
職員で川
遊びを実
施してい
た。

前回休ん
でいた事
もあり園
児のテン
ションは
上がって
おり，い
つも以上
に動きが
落ち着い
ていな
かったの
で一旦落
ち着かせ
るべきで
あったと
思いま
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前回，川
遊びの際
に親子体
験で実施
していま
したが，
当該園児
は休みで
その園児
の為に再
度，園児
職員で川
遊びを実
施してい
た。

前回休ん
でいた事
もあり園
児のテン
ションは
上がって
おり，い
つも以上
に動きが
落ち着い
ていな
かったの
で一旦落
ち着かせ
るべきで
あったと
思いま
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前回休み
だった為
に，川か
ら飛び込
む等を何
回も繰り
返しとて
も楽しそ
うにして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

川の飛び
込みの際
上り下り
をしてい
る所を確
認してい
たが，バ
ランスを
崩した際
に足で踏
ん張って
いる状況
が分かり
難かっ
た。急に
足が痛い
と言い出
したが外
傷，腫れ
がなく，
事故発生
時は足が
折れてい
ると判断
しずらい
状況でし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は１名は
川に入り
１名は全
体状況を
確認，も
う１名は
別の場所
にいる子
ども達の
状況を観
察してい
ました。

川での
上り下
りの
際，靴
が濡れ
ていて
滑りや
すく
なって
いた為
に上り
ではな
く下る
際に起
こって
しまい
ました
ので慌
てずに
園児一
人一人
の状況
確認を
するべ
きだと
思いま
す。

子ども達に
事前に滑り
やすい場所
を説明し，
上り下りの
際には手を
使うように
促していく
べきだと思
います。

7586

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 0 0 0 0 17 8 0 3 3 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外上顆骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

研修機会
が少な
い。

積極的に
参加し、
繰り返し
研修を実
施するこ
とが大切
である。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

園庭が狭
く、伸び
伸びと
サッカー
遊びが出
来ない。

サッカー
遊びな
ど、広い
空間が必
要な遊び
は、4.5
歳児のみ
で外遊び
が楽しめ
る午後の
時間に、
遊びに必
要な広さ
を確保し
た場所を
コートと
みなし、
保育士の
見守りの
中で遊
ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足元がコ
ンクリー
トで、ま
た砂がた
くさん
あったた
め足を滑
らせた。

こまめに
砂をのけ
る。コン
クリート
の所で
は、ボー
ルを蹴ら
ないこと
を子ども
に伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
サッカー
を楽しん
でいて、
気になる
点はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
サッカー
はしてい
なかった
が、様子
が見える
位置で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と関
わりなが
らも、本
児の様子
を見守っ
ていた。

非常階
段下で
はいつ
も遊ば
ない
が、た
またま
ボール
が転
がって
しま
い、
ボール
を追っ
たこ
と。

非常階段下
に柵を置
き、ボール
が入らない
ようにす
る。子ども
たちには、
別の広い場
所でボール
を蹴るよう
声をかけ
る。

7587

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

14 4 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨
折・右手
関節捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

排泄後
座って待
つよう声
掛けだけ
でなく、
一緒に待
つ保育士
の役割が
必要で
あった。

場所移動
する場合
は、保育
士の関わ
る位置や
役割を明
確にし、
子どもの
危険な行
動に即対
応ができ
るように
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

事故発生
時は、玩
具等は片
付けをし
室内は整
理されて
いた。本
児は普段
からじっ
とするこ
とができ
にくいこ
とを十分
配慮でき
ていな
かった。

動き回る
ことを十
分予測
し、静か
に座って
待つ環境
や保育士
の配慮が
必要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室で
は椅子に
座ること
で静かに
待つこと
ができる
ので、畳
の上で待
つにはま
だ保育士
の関りが
必要であ
る。

保育士が
座るお手
本になっ
たり、排
泄後の子
どもたち
を受け止
めたりす
る配慮が
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排泄を一
番に済ま
せて保育
室に戻っ
た。保育
室に戻っ
た時は誰
もいなく
て、うろ
うろ動き
回れる環
境であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室の
隣がトイ
レで、ト
イレの出
入り口で
排泄を済
ませた本
児に畳に
座って待
つよう声
掛けをす
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレの
中で、他
の子ども
たちの排
泄の支援
をしてい
た。

5時頃一
斉にト
イレや
おむつ
交換を
するの
で、保
育士の
手も目
も取ら
れてい
た。

排泄の時間
をずらした
り、保育士
の役割を明
確にしたり
して、子ど
もたちの様
子をしっか
りと見て、
必要な対応
が取れるよ
うにする。

7588

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 0 0 0 8 8 5 0 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

　右けい
骨亀裂骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

外での遊
びの時に
は職員の
人数をも
う一人増
やすよう
にする。

園庭では
いつもよ
り広くの
びのびと
遊べる環
境だっ
た。子ど
もと一緒
に遊んで
いたが、
今まで以
上に見守
りを強化
すること
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭で
は、玩具
が散ら
かってい
ることは
なく、玩
具に足を
とられて
転倒した
のではな
いが、そ
ういうこ
とになら
ないよう
気を付け
る。

園庭に出
る前には
子どもた
ちに注意
事項を話
して遊ぶ
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
での遊び
なので、
走るス
ピードも
違ったの
ではない
だろう
か。

異年齢児
での遊び
の時は遊
びを制限
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り母親と
妹と一緒
に登園す
る。天気
も良く未
満児クラ
スの子ど
もたちが
保育室に
入ったの
で幼児ク
ラスも園
庭に出て
遊び始め
た時だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭の全
体が見守
れる場所
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
で遊ぶ子
どもたち
の見守り
をしてい
た。

固定遊
具（パ
ネルハ
ウス）
の遊び
は異年
齢児保
育の時
は制限
した方
が良
かった
のでな
いか。

土曜日であ
りいつもと
違う友達と
の遊びにな
るので、遊
び方を十分
話し合うよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7589

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 1 7 2 3 3 1歳
2.女
児

無
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12)回/年

1.基
準以
上配
置

研修等を
充実し、
職員の個
人の意識
を高め
る。

その都度
確認して
いるヒヤ
リハッ
ト、けが
（事故）
報告を職
員会議な
どで再確
認し、判
断力・行
動力・連
携の意識
を高め職
員の資質
向上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

滑りやす
くならな
いように
細目に環
境を整
え、滑り
にくい素
材も考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

声を掛け
合い、常
に子ども
の動きを
把握す
る。

片付けの
際には、
職員も一
緒に行動
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士に
読んでも
らった絵
本を片付
けに行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

仰向けに
転んだの
ですぐに
頭を確認
したが、
足を痛
がった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転んだ所
を見てい
たので、
頭を心配
したが、
痛がる足
を確認し
た。腫れ
打ち身は
見られな
かった。

子ども
を見守
ると共
に、安
全への
気づき
を考え
る。

転びそうに
なったら手
を差し伸べ
る等行動に
移し、怪我
を防ぎ、痛
みが軽減で
きるように
する。

7590

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

1 1 1 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

担任保育
士が週休
で、代替
の保育士
が保育に
携わっ
た。

これまで
も、チー
ム間で話
し合いを
持ち個別
対応やク
ラス保育
について
理解・共
有してい
たが、一
層の強化
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

片付けの
箱はダン
ボールで
作られ、
何度か貼
り重ねた
ため角が
硬くなっ
ていた。

角に軟ら
かい素材
の物を詰
め、クッ
ション性
があるよ
うにし
た。

7.その
他

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発・
活動的
であっ
た

保護者の
お迎え前
で気分が
高揚して
いたと思
われる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全園児が
見える場
所に位置
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

いなかっ
た

特にな
し

特になし

7591

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員全員
が危機意
識を高め
ていける
よう研修
を深めて
いきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

職員間で
意識統一
を図り、
危険個所
を見逃す
ことのな
いよう努
めたい。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

赤土山
は、乾燥
すると滑
りやすく
なるた
め、その
上を走ら
ないよう
子ども達
に伝え、
事故や怪
我のない
よう気を
付けてい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

9：00過
ぎから運
動場に出
て遊んで
いた。普
段と変
わった様
子は特に
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5歳児ク
ラスで
は、朝の
支度の終
わった子
から順次
外に出て
遊んでい
た。クラ
ス担任と
加配保育
士1名
は、運動
場に出て
子どもの
様子を見
守ったり
一緒に遊
んだりし
ていた。
また、加
配保育士
１名は、
保育室
で、朝の
支度をし
ている子
の見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　保育室
で自分の
担当の子
ども達の
朝の受け
入れをし
たり見
守ったり
してい
た。

担任をして
いる子ども
のみなら
ず、全職員
で全園児の
安全を見守
るよう連携
をとるとと
もに、危険
個所につい
ては全職員
で共通理解
していきた
い。

7592

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

32 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（足
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１)回/年

1.基
準以
上配
置

本児が痛
がらな
かったた
め、特に
けがはな
いと考
え、処置
をしな
かった。

子どもが
痛がって
いなくて
も患部の
状態を確
認し、変
化に気づ
くべき
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

足の洗い
方、足洗
い場の設
備状況

今のホー
スが少し
長めだっ
たため、
足が引っ
掛かった
ことが要
因の一つ
であり、
安全に洗
えるよう
に改善す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足洗い場
が狭く
て、子ど
もたちが
密集して
しまうと
つい慌て
てしまう
子どもも
いる。

今後は、
もう一箇
所の足洗
い場も使
い、分散
して洗う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者引
渡し時は
少し、歩
き方に変
化があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児の様
子を安全
に見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園時
に少し
歩き方
に変化
があっ
た。そ
の事を
問題視
するべ
きだっ
た。

朝の状態と
変化がない
か確認す
る。

7593

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
部分骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
時におい
て、「転
倒して骨
折する」
という事
態を想定
できず、
子どもた
ちの主体
性の中で
「遊び」
を選ばせ
ていた。

安全管理
マニュア
ルの改訂
（ボール
遊びの危
険性につ
いて付
記）

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊戯室内
で、「跳
び箱」
「鉄棒」
「ボー
ル」を設
定中で
あった。
担任保育
士2名
は、跳び
箱と鉄棒
の安全見
守りを実
施しなが
ら室内を
監視して
いた。

遊び環境
の多様性
を可能な
限り排除
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

可能な限
り、見守
りの保育
士数を増
員する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

より危険
性が高い
遊具の近
くで安全
を見守
り、本児
の遊びは
遠方より
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室内
には、他
クラスの
児童・担
任はいな
かった。

保育士
は「こ
の遊び
方に
よって
転倒
し、骨
折する
かもし
れな
い」と
いう見
通し・
予測を
持てて
いな
かっ
た。

遊具をあそ
びの環境と
して与える
場合の、児
童に対する
「安全な使
い方」のレ
クチャーの
マニュアル
化とその実
施の徹底

7594

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 13 11 8 3 3 5歳
2.女
児

天候　曇り
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
行動を予
測し、事
故を未然
に防ぐ保
育力の強
化

KYT研
修,4S活
動（整
理・整
頓・清
掃・清
潔）など
を通じ、
安心・安
全の意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

約50回/年
1.定期的
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児
は、3歳
児の時
に、ドア
に手を置
いていた
ために指
を挟み、
受診した
ことも
あった。
排泄の自
立なども
含め、行
動の先読
みの弱さ
がある。

対象児の
危険回避
がしにく
い面を、
保育者が
予測し、
細やかな
声掛けを
行い支援
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  　土曜
日保育利
用が少な
く、かつ
当日のお
迎えが早
い事か
ら、いつ
もより気
持ちが高
揚してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　話し声
を聞いて
おり、保
育室から
廊下へ向
かおうと
している
ことを確
認してい
たが、行
動は凝視
してはい
ない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　対象児
と保育者
との距離
は、約3m
であっ
た。

年に2回
実施し
ている
体力テ
ストに
おい
て、筋
持久
力・バ
ランス
能力が
非常に
弱い面
が数値
化さ
れ、保
護者も
危惧さ
れてい
た。

体幹など、
運動能力を
アップでき
るような活
動を、保育
の中でも取
り組む。保
育者一人一
人の意識が
資質の向上
につなが
り、その保
育の質の向
上により、
子どもの安
全が補完さ
れていると
いう図式を
保育者が目
にする場所
に掲示す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7595

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

10 10 1 1 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折 剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３~４)回
/年

2.基
準配
置

特になし

問題はな
いと考え
られる
が、再度
マニュア
ル等確認
をして事
故予防に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

床面に突
起や段差
などな
く、特に
ハード面
での要因
は無し。

ハード面
に特に問
題はない
と考えら
れる。今
後も点検
等を丁寧
に行って
いきたい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

各部屋の
年齢構成
や人数、
活動内容
などを担
当保育士
間でよく
共有して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
使って一
人でつく
などして
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室の
入り口付
近から全
体を見え
る位置に
立ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は隣の部
屋で机上
遊びの子
どもを見
たり、お
迎えの保
護者の対
応をして
いた。

足元に
予期せ
ずボー
ルが転
がって
きた
為、よ
けるこ
とが難
しかっ
たと推
測され
る。

日頃から運
動面を発達
させる遊び
の工夫や、
様々な体験
を積極的に
取り入れて
子どもの感
覚的な発達
も目指す。

7596

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

9 9 2 2 5歳
2.女
児

左目（遠
視・弱視・
外斜視）
右目（近
視・乱視）　
　　　　　　
　　　　眼
鏡使用（平
成30年5月
～）

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第３趾
基節骨
(若木)骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３~４)回
/年

2.基
準配
置

特になし

問題はな
いと考え
られる
が、再度
マニュア
ル等確認
をして事
故予防に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

床面に突
起や段差
などな
く、特に
ハード面
での要因
は無し。

ハード面
に特に問
題はない
と考えら
れる。今
後も点検
等を丁寧
に行って
いきたい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

教育研究
所の職員
3名が発
達支援児
の様子を
見に来て
いた。

部屋の広
さに対し
ての活動
内容等を
担任保育
士間で共
有してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

しっぽ取
りゲーム
で走って
逃げ回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ゲームの
進行をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもの
様子が見
渡せる位
置に立っ
ていた。

本児が
逃げる
ことに
夢中に
なり興
奮して　
周りの
状況の
把握が
難し
かっ
た。

興奮しやす
いゲームは
屋外で実
施、または
少人数で行
う。

7597

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 2 2 2歳
2.女
児

特記事項な
し

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

年度当
初、新職
員も含め
て全員で
事故対応
マニュア
ル、安全
チェック
リストの
内容等を
確認す
る。園外
の事故予
防研修に
参加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

特になし

ホール内
で走って
いるとき
何もない
所で突然
転んだ。
施設・設
備に関し
ては特別
改善はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

身体は大
きいが走
り方がス
ムーズさ
に欠ける
のでス
ピードを
抑えたり
至近距離
で見守る
べきだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

後ろから
追いかけ
てくる保
育士を見
ようと振
り返った
時足が絡
まり転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

何もない
所で突然
転んだの
で止める
ことはで
きなかっ
た。対象
児は頬を
押さえて
泣いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

先頭で転
ぶのを見
た。

午前の
保育活
動とし
ては、
リズム
遊びの
あと、
続けて
おいか
け遊び
をした
ので時
間が長
すぎ
た。

保育活動の
前に必ずタ
イムスケ
ジュールを
確認する。

7598

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 11 13 14 4 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右の鎖骨
の骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

園全体で
はマニュ
アルで周
知し職員
間での報
告作業を
忘れずに
行う事に
なってい
たが、対
応がその
場の職員
だけの判
断になっ
てしま
い、上司
への報告
が漏れて
しまっ
た。

どんなに
小さな事
でも必ず
上司への
報告を行
うように
し、その
場だけの
判断や対
応になら
ないよ
う、マ
ニュアル
を周知し
直したり
会議で確
認をする
ようにし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

転倒に繋
がるよう
な凸凹は
当日は無
かった。

毎日遊ぶ
前に園庭
全体を必
ず点検を
し、つま
ずいたり
する要因
になるよ
うな凸凹
等が無い
か等これ
からも定
期的に安
全の確認
を行って
行く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

色々な遊
びが展開
していた
中で、鬼
ごっこを
している
危険性を
感じてい
ながら、
安全に遊
ぶ為の働
き掛けが
足りてい
なかっ
た。

園庭での
遊びの
ルールを
根気よく
子ども達
にも伝え
ていく。
鬼ごっこ
の際は慌
てたりし
て通常の
動きでは
無い動き
になる事
が考えら
れる。山
を使って
走ってい
る子ども
達にも注
意を促す
ような働
き掛け
や、声掛
けを行っ
て行く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
達と鬼
ごっこを
していた
際に山に
逃げ、中
腹から駆
け下りた
時にふも
とでつま
ずいて転
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒した
瞬間は目
撃できな
かった
が、転ん
だ直後に
気が付い
て駆け寄
り対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は他
児の排泄
援助の為
トイレに
つき、２
名の保育
士は他児
と関わっ
ていた
為、転倒
した際に
確認が出
来なかっ
た。

保育士1名
は、園庭
全体の遊
びを把握
し、他の
職員はそ
れぞれ危
険と思わ
れる遊び
や場所に
流動的に
動くよう
にしてい
たが、子
ども達の
遊びの展
開が広が
る事に
よっての
対応や見
守りが不
足し、そ
れぞれの
持ち場の
把握が不
十分に
なってし
まった。

目の前の子
ども達との
関わりだけ
にならない
ように、一
人ひとりの
保育士が意
識して自分
の責任範囲
を広げ、安
全に遊びが
展開される
様に見守り
をする。ま
た、子ども
達の遊びの
危険予測も
徹底し、保
育士間でも
危険個所、
危険予測の
声掛けを
行ってい
く。

7599

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 4 4 9 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～５)
回/年

1.基
準以
上配
置

遊びを設
定する際
のマニュ
アルに職
員が持ち
場を離れ
る際の内
容が不足
してい
た。

職員交代
の際、代
わりの職
員が来る
まで持ち
場を離れ
ないとい
うことを
マニュア
ルに盛り
込んだ。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度/
毎日

なし

危険個所
はなく、
ハード面
での改善
策なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級して
から初め
て使う遊
具だった
が使い方
の周知が
徹底され
ていな
かった。

４月は、
新職員も
入ること
から、職
員・子ど
もに向け
て戸板の
使い方を
事前に伝
えてい
く。子ど
もに遊び
方を周知
してから
遊び始め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他のお部
屋での遊
びを終
え、サー
キット遊
びを見て
いたが、
保育士が
離れた間
に戸板に
上ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

常時戸板
の介助に
はついて
いたが、
事故発生
時サー
キットの
中の子ど
も同士の
トラブル
に対応し
ていたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応や職員
間の入れ
替えの時
間で伝達
を行って
いたた
め、ホー
ル内には
いなく、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

９：３
０で担
任が揃
う時間
帯のた
め、職
員の動
きが繫
雑だっ
た

・戸板の介助
の場から保育
士が離れると
きは、子ども
だけで遊具を
使用しないよ
う、待っても
らう声掛けを
徹底し、マッ
トをたてかけ
る等して目視
でも使用でき
ないことがわ
かるようにす
る。
・伝達等は部
屋・ホール全
体を見渡せる
場所で実施す
ることとし、
手短に行う。
・子どもの対
応等により、
部屋を飛び出
してしまった
子への対応
や、排泄失敗
の子への対応
等で一時的に
保育士が手薄
になる場合
は、職員室に
ヘルプを出
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7600

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 2 3 4 4 4 0 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1　　)回
/年

2.基
準配
置

遊びに夢
中になり
捕まえた
い一心で
力加減せ
ずに押し
てしまっ
た。

普段の生
活場面で
も叩いた
り、押し
たり、
キックし
ないよう
に注意喚
起をしっ
かりとす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早帰りが
多く、い
つも出て
いない、
1歳児が
出ていた
ことで、
小さい子
に目が
いってい
た。

おしっこ
の失敗
や、保護
者のお迎
え時の対
応は室内
の職員に
対応を任
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
で走って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎え時
の保護者
対応と保
育士の連
絡で、目
を離し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１歳児を
見てい
た。

戸外に
出ると
きには
必ず３
人いっ
ぺんに
保育士
が出
る。

夕方の戸外
遊びは子ど
もをしっか
り見るた
め、０．１
歳児は戸外
に出ずに室
内で遊ぶ。

7601

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

1 1 1 5歳
2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

保護者へ
引き渡し
た後油断
をし保護
者任せに
してし
まった。

保護者に
子どもを
引き渡し
た後も油
断せず
しっかり
見守り保
護者任せ
にしない
ことを職
員に周知
した。子
ども達に
も迎えが
来た時は
速やかに
帰りの準
備をする
ことや靴
下を履い
たまま走
らないこ
との約束
をした。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

転倒した
ホールに
は破損個
所や特に
滑りやす
い所はな
く問題は
なかっ
た。

ホールに
は破損個
所がな
く、特に
滑りやす
い箇所も
なかった
ので
改善点は
なかっ
た。

7.その
他

ホール
は、靴下
をはいた
ままだと
滑りやす
く
転びやす
くなる。

送迎時に
は靴下を
履いたま
ま走って
いないか
など、子
どもの行
動に気を
付け滑り
やすい事
に気をつ
けるよう
保護者に
も声がけ
をし注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者の
お迎えを
喜び、興
奮状態に
なり靴下
のまま走
りまわ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者へ
本児を引
き渡した
後だった
ので本児
からは離
れたが靴
下のまま
走ってい
たのに気
が付き危
ないよと
声をかけ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児ク
ラスに入
り、対象
児を見て
いなかっ
た。

本児に
靴下を
履いた
まま
走った
ら危な
い事へ
の声が
けのみ
だっ
た。

保護者と保
育士が危な
いと声をか
けていたが
実際に手で
制止して落
ち着かせる
などの対応
が必要だっ
た。後日子
ども達に保
護者の迎え
時はすぐに
帰りの準備
をし更に
ホールは靴
下を履いた
まま走らな
いことを約
束する。

7602

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

25 3 8 4 10 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨
折疑い、
脳震盪

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2)回/年

2.基
準配
置

固定遊具
から離れ
る際の危
機意識が
薄れてい
た。

園外の公
園で鉄棒
を使用す
る時は、
必ず大人
が付き添
い、離れ
る時は一
度使用を
止め他の
遊具で遊
ぶように
する。ま
た子ども
には、一
人では遊
ばない事
を必ず伝
えること
を全職員
に周知す
る

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用前
後)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用前
後)回/年

公園では
使用前に
遊具に問
題がない
か確認す
るが、特
には問題
なかっ
た。

公園では
今後も使
用前に遊
具に問題
がないか
確認して
から遊ぶ
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒下の
地面は、
芝生もな
く、踏み
固まった
硬い状態
であっ
た。

公園に行
く際、鉄
棒の下に
敷くマッ
トを持っ
ていき、
他の方に
迷惑のか
からない
範囲で使
用す
る.。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の近
くで、鬼
ごっこを
しなが
ら、時々
鉄棒にぶ
ら下がっ
たりして
遊んでい
た。当日
禁止して
いた高い
方の鉄棒
で遊ぼう
としたり
していた
ので声を
掛けてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　保育士
は、もう
1名の保
育士にケ
ガの処置
について
聞かれ一
度鉄棒か
ら離れ
3.5mほど
の至近距
離にいた
が、そち
らに気を
取られた
瞬間に落
下したた
め見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　転んで
膝をすり
むいた園
児の怪我
の処理を
していた
ため見て
いなかっ
た。

本児は鬼
ごっこを
する中
で、時々
鉄棒の所
に来て遊
んでいた
が、座ろ
うとした
り、高い
方の鉄棒
（禁止し
ていた）
で遊ぼう
とする姿
があり、
その場を
離れる時
点まで何
度も同じ
ように声
を掛けて
いた。そ
の場を離
れる瞬間
には本児
はいな
かったが
離れた後
に来てし
まったよ
うだ。

日頃から鉄
棒には座ら
ない事、高
い方の鉄棒
は使わない
事、鉄棒は
必ず大人と
一緒の時だ
け遊ぶ事の
約束事を話
し保育士が
遊具から離
れる場合は
見える範囲
であって
も、鉄棒は
使わず他の
物で遊ぶよ
うに子ども
達を移動さ
せる。又、
その場に子
どもがいな
い場合にも
広く声をか
けて知ら
せ、必ず1名
は全体を見
るよう職員
に周知す
る。

7603

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

66 0 0 17 16 16 17 0 4 4 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上切歯
完全脱臼
再植術

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

遊戯室内
の目印と
して枠線
のライン
テープを
貼ってい
たが、そ
のライン
を園児が
はみだし
たときに
制止する
ことが遅
れたた
め。

遊戯室の
枠線のラ
インをは
み出さな
いように
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

当該児が
ブロック
で車を
作ったこ
とによ
り、走ら
せて遊
び、勢い
がついて
しまい思
わぬ方向
に動いた
こと。

今後は動
きが出る
遊びをし
ている園
児に対し
てはさら
に注意を
し、保育
士がそば
につき、
遊ばせる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分で作
りあげた
ものを
使って、
遊び方を
本児なり
に工夫す
ることで
動きが出
てしまっ
た。

子どもた
ちに、遊
びの中で
の創造性
を見出す
ことも大
切なこと
なので作
り上げた
ものによ
り、園児
の動きを
予測し、
保育士が
重点的に
見守るよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもは
約束を
守って、
座って活
動をして
いたとこ
ろ、ブ
ロック遊
びで偶然
に出来上
がった車
で最初は
自分の周
りを走ら
せていた
が不意に
立ち上
がってス
テージ方
向にその
車を走ら
せた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児とは
３メート
ルほど離
れた場所
で、ス
テージ側
の園児た
ちを重点
的に見
守ってい
たとこ
ろ、即座
に園児の
動きを見
つけ、駆
け寄り制
止しよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
の動きに
より、事
故に気付
き、近く
にいた職
員１名と
通りか
かった職
員１名で
当該園児
の対応
（園児へ
の応急処
置、確
認、保護
者への連
絡）にあ
たった。

遊戯室
内の目
印であ
る枠線
からは
み出さ
ない
ルール
の徹底
がなさ
れてい
なかっ
た。

今後はさら
に園児の安
全管理（遊
びのルール
の順守）を
徹底し、適
切な声掛け
を行う。

7604

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 0 0 9 15 12 16 0 6 6 5歳
2.女
児

昨年も一度
在園してい
た際に園庭
で転倒し足
首を捻挫し
ている。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

事故を未
然に防ぐ
環境を整
える必要
性を見過
ごしてい
た。

定期的に
園庭の安
全性や点
検を職員
同士で確
認し合う
ことにし
た。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
必要に応
じて　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
必要に応
じて　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

園庭に出
る前の安
全確認の
見極めが
足りな
かった。

職員間で
なぜ怪我
が起きた
か整理
し、安全
に遊べる
環境を整
えるため
の話し合
いを行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土の斜面
が踏み固
められ、
斜面が急
になって
おり滑り
やすい状
態になっ
ていた。

土を削っ
て段差を
作り、階
段状にし
て滑りに
くい状態
にした。
また、土
が乾いて
いる日は
水まきを
して土を
湿らせる
ことにし
た。土の
固まり度
合により
必要に応
じて土を
掘り起こ
し柔らか
くするよ
うにし
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちと
鬼ごっこ
をして園
庭を走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

玄関につ
いていた
保育士が
見ていた
が、離れ
た場所に
いたため
防ぐこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
保育士が
つく必要
がある場
所につい
ており、
玄関前に
ついてい
た保育士
のみが対
象児を見
ていた。

事故発
生時は
腫れな
どは一
見見ら
れず歩
行や動
的な活
動も出
来てい
た為、
病院へ
の受診
は行わ
ず保護
者がお
迎えに
来てか
ら伝え
る手段
をとっ
てし
まっ
た。

足首を捻っ
た可能性の
ある子は看
護師に状態
を診せてか
ら病院受診
の必要性を
判断するよ
うにする。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7605

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 0 0 2 2 4 2 0 4 4 4歳
2.女
児

4月17日・
24日受診し
経過を見
る。5月8日
完治。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１０　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

子ども達
全体を把
握できる
位置に職
員を配置
する

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

クライミ
ングを使
う際の事
前の配
慮・危険
箇所の確
認が足り
なかっ
た。

予想され
る子ども
の動きを
考え、何
が危険な
のかを把
握する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
変わらな
い遊び方
だったた
め、保育
士の油断
があっ
た。

保育士一
人ひとり
が遊んで
いる子ど
もの状況
を把握す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い遊び方
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室に
いた別の
子ども達
と遊んだ
り、見
守ってい
たので対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
いた別の
子ども達
と遊んだ
り、見
守ってい
たので対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

年長児
が跳び
降り、
遊んで
いる姿
を見て
いたの
で年少
児も跳
び降り
て遊ぶ
ように
なって
いた。

年長児も含
め、遊具の
使い方（跳
び降りない
こと）を指
導した。

7606

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38 2 5 9 7 6 9 5 4 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

小児創傷
（7針縫
合）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

遊戯室に
移動した
直後だっ
たため、
本児がカ
バンをス
テージに
置いたあ
と、再び
ブロック
を手に
持って
戻ってき
て、四つ
ん這いに
なってい
たので職
員のそば
に戻るよ
うに一度
声をかけ
たが反応
が薄く、
再び声を
かけよう
としたと
ころ職員
の目の前
でバラン
スを崩し
た。

ステージ
には上が
らないよ
うに声を
かけ、徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

普段から
四つん這
いの体勢
を好み、
一度体勢
をとった
ら自ら動
くことが
少なく、
今までバ
ランスを
崩すこと
もなかっ
たので、
その場は
急いで修
正しな
かった。

ステージ
は遊ぶ場
所ではな
いことを
園児達に
意識づ
け、目を
行き届か
せるとと
もにその
都度注意
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の受け
入れが活
発になる
時間帯
だったの
で、他の
泣いてい
る児の対
応をして
いたた
め、落ち
着いて四
つん這い
になって
いた本児
への声掛
けを後回
しにして
しまっ
た。

無理な体
勢や危険
な体勢を
とってい
るときは
速やかに
修正す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
四つん這
いの体勢
をとり、
一度その
体勢に
なったら
気が済む
まで4，5
分ほど、
そのまま
の状態で
いること
が多い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を含
め、園児
のカバン
の片付け
の手伝い
やステー
ジ付近に
いる園児
たちを重
点的に見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
た場所に
いた担任
保育士が
即座に異
変に気付
き、速や
かに職員
3名程で
手分けし
て園児へ
の応急処
置、確
認、保護
者への連
絡を行っ
た。

ステー
ジには
上がら
ないよ
うに徹
底して
いな
かっ
た。

今後はさら
に園児の安
全管理
（ルールの
順守）を徹
底し、適切
な声掛けを
行う。

7607

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

34 7 6 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷基節骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

机上でパ
ズルをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１人で静
かに遊ん
でいた
為、少し
離れた所
から本児
の様子を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士は
他の遊び
を見守っ
たり、食
後の片付
けや排
泄、服を
汚した子
の着替え
をしてい
た為、本
児の様子
に気付か
なかっ
た。

本児の
足が椅
子の脚
に踏ま
れてい
る状態
になっ
ていた
ことに
気付か
なかっ
た。

食事後の片
付け中に
は、保育士
がテーブル
に付いて見
守れない
為、机上遊
びは行わな
いようにす
る。

7608

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 3 5 3 1 1 1 14 13 3歳
1.男
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

子どもを
一人で移
動させた
こと及び
保育士が
つかない
状況で移
動させて
いたこと

翌日か
ら、複数
の子ども
を保育士
が引率し
て移動す
る方法に
変更済み

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

プールと
保育所の
間に砂場
があり、
着替え場
所までの
歩行距離
が長くな
る。その
ため子ど
もは走っ
てしまう
こともあ
る。

施設の配
置は変え
られない
ので、ソ
フト面で
対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

短い距離
ではある
が、子ど
もを単独
で歩行さ
せていた
こと。

保育士が
複数の子
どもを引
率し移動
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

移動経路
のマット
上を小走
りで移動
している
のを、離
れた場所
で作業中
の保育士
が視認し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故時
は、3人
の保育士
を配置し
ていた
が、当該
児は一番
最後に
プールを
出て移動
中であ
り、一番
近くにい
た保育士
は当該児
が歩き出
したのを
確認し、
他の業務
を行うた
めに移動
いている
こともあ
り、保育
士の視野
から外れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
士も着替
えや室内
にいる子
どもの対
応をして
おり、当
該児は視
野から外
れてい
た。

全ての
子ども
を保育
士の視
野の中
に入れ
ていな
かっ
た。

必ず、保育
士の視野の
中で活動さ
せる。

7609

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 0 0 15 19 16 17 11 9 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

・左股関
節捻挫　　
・左脛骨
遠位端若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

斜面に
うっすら
乾いた砂
があると
滑りやす
くなると
いう認識
不足だっ
た。

自然現象
により、
日々園庭
の土の状
況が変化
している
ことを再
認識し、
安全点検
をしっか
り行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(必要に応
じて)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(必要に応
じて)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

強風が続
いたこと
で斜面に
砂があり
滑りやす
くなって
いること
を見過ご
してい
た。

転倒する
恐れがあ
る箇所
を、保育
士自身が
しっかり
認識し、
事前に声
掛けする
ことで子
ども自身
にも危機
認識を
持っても
らう。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

斜面は転
倒の恐れ
があるこ
とから特
に注意深
く見守る
必要が
あった。

斜面が滑
りやすく
なってい
る時には
スコップ
で掘り起
こして滑
らない工
夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ままごと
コーナー
で土あそ
びをして
いたが、
一旦砂場
道具を片
付けて皆
の所に集
まろうと
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

皆が集
まってい
る事を伝
え、本児
と一緒に
玩具の片
づけを
行った後
手を差し
伸べた
が、本児
が立ち上
がった時
に不意に
足を取ら
れた状態
となった
為防ぎ切
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の合同
保育で異
年齢で園
庭遊びを
行ってい
たが、次
の活動に
移る為に
お集まり
をしてい
る状態
で、他10
人の保育
士はそれ
ぞれ本児
以外の子
どもたち
について
いた。

特にな
し。

安全点検を
行う際、斜
面にも目を
配り、状況
を確認す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7610

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 3 3 4 5 0 3 3 5歳
2.女
児

なし。
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾
基節骨々
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4～5)回/
年

1.基
準以
上配
置

危険な場
面がな
かったた
め、予測
できな
かった。

合同保育
中や組の
活動等、
様々な場
面で予測
できない
ケガや事
故がある
ことを職
員間で周
知し、職
員の配
置・見方
を再度確
認し、事
故予防に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

床やマッ
トに破損
箇所がな
かった。

改善すべ
き点がな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし。

滑り込ん
で座らな
い。静か
に落ち着
いて座る
ことを園
児に指導
している
が今後も
周知して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

足の痛み
について
は、保育
士には伝
えていな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

各遊びの
コーナー
と全体の
様子をみ
ていたが
ケガをし
た瞬間は
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各遊びの
コーナー
と全体の
様子をみ
ていたが
ケガをし
た瞬間は
みていな
かった。

園児か
ら痛み
などの
申し出
がな
かった
こと
と、普
段と変
わりな
い様子
だった
ため、
ケガを
したこ
とに気
付けな
かっ
た。

ケガをした
ときや痛み
があるとき
は、そばに
いる大人に
伝えること
を指導す
る。

7611

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 3 2 5歳
1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

事前の
コース確
認不足が
考えられ
る。

事前確認
及び、危
険箇所の
共有を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

転倒箇所
には路面
状況等の
破損や小
石等の障
害は特に
無かっ
た。

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
練習の初
日のた
め、長い
距離を走
ることに
不慣れな
状況で
あった。
また、転
倒後、後
方の園児
が覆いか
ぶさる状
態で当該
園児と接
触があっ
た。

長い距離
を走らせ
る際に
は、距離
を段階的
に増やす
などの配
慮をする
ようにす
る。また
並走の際
には、園
児同士の
間隔を空
けること
を周知及
び徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気分が高
揚してい
る等の変
わった様
子は特に
無かっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該園児
の前方の
離れたと
ころで他
児ととも
に並走し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該園児
の後方で
他児とと
もに並走
しながら
様子を見
ていた
（後方の
保育士）　
当該園児
の前方で
走行の様
子を見て
いた（園
長）

要所要
所で園
児の様
子の確
認が不
足して
いた。

担当の保育
士はそれぞ
れ前方・後
方の様子を
随時確認し
合い、子ど
もの疲労度
や様子に合
わせ、必要
に応じて声
掛けをした
り、ペース
を落とす等
の配慮をす
る。

7612

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

重大事故
につなが
らないよ
うにする
ために、
毎月の職
員会議
（研修
会）にお
いてヒヤ
リハット
を確認
し、職員
の意識付
けを図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/日

戸が完全
に閉まら
ないよう
にするス
トッパー
がなかっ
た。

ストッ
パーを用
意する。

7.その
他

保育室ベ
ランダの
戸の近く
に保育士
がいな
かった。

戸の開閉
時は保育
士が戸の
そばに立
ち、目配
りを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童の健
康状態は
いつもと
変わら
ず、活動
等に特異
な点は見
られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室内
の職員
は、対象
児童から
離れたと
ころで、
他児が屋
外（園
庭）へ出
るための
誘導を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ていた職
員は、園
庭にいる
児童を見
守ってい
た。

特にな
し

特になし

7613

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 0 0 0 13 7 10 0 2 2 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(都度)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

今後も、
ヒヤリ
ハット等
を活用
し、事故
予防に関
する研修
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(都度)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(都度)回/
年

地面が滑
りやす
かった
り、つま
ずいたり
する凹凸
はなかっ
た。

使用前に
は、地面
に凹凸が
ないかな
どの点
検、環境
整備を継
続して
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

保育状況
に問題は
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り戸外遊
びを楽し
んでいた
が、日頃
から転び
やすく、
遊びに夢
中になる
と危険を
回避でき
ない姿が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

４、５歳
児10名で
鬼ごっこ
を楽しむ
園児を見
守ってい
たが、本
児が転倒
すること
を止める
ことはで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場遊び
の見守り
をしてい
た。離れ
ていたた
め転倒を
防げな
かった。

本児
は、逃
げるこ
とに夢
中にな
り、周
りが見
えなく
なって
いたと
考えら
れる。

本児の遊び
の様子を把
握し、危険
が予測され
る場合は声
をかけてい
く。

7614

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 4 6 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年　

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルの見直
し・改善
を行う。
研修の充
実、リス
ク管理に
ついての
意識や情
報の共有
をより強
化する。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

床から３
０ｃｍ程
の高さの
壁面に段
差があ
り、転倒
時に打ち
付けたと
考えられ
る。

普段か
ら、子ど
もたちに
屋内では
走らない
ように指
導を行
い、事故
や怪我の
起りやす
い場所を
教え、注
意をうな
がす。
また、活
動を行う
際には、
子どもの
動きを予
測し、事
故やケガ
のリスク
等を職員
間で確認
し、安全
面に配慮
しながら
活動を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床に新聞
紙が散乱
してい
た。

床の上に
物がある
ことに
よって、
子どもが
躓いた
り、転倒
したする
事を予測
した上
で、活動
の内容を
工夫し、
安全面に
配慮した
活動を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

周囲にも
気を配り
ながら、
子ども達
と活動を
行ってい
た。

それぞ
れの保
育士
が、子
どもと
の関わ
りや、
新聞紙
等での
作業で
目線が
下が
り、視
野が狭
くなっ
てお
り、全
体を見
守り、
把握す
ること
ができ
ていな
かっ
た。

子どもとの
触れ合い、
関わりを大
切にしなが
らも、視野
を広く持
ち、常に全
体を把握で
きるように
意識する。
保育士間の
連携を意識
し、活動を
始める前
に、注意点
等を共有
し、お互い
をフォロー
できるよう
にしてお
く。

7615

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

11 1 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

遊ぶ前に
走らない
こと、
座って遊
ぶことを
約束して
いなかっ
た。

遊ぶ前に
走らない
こと、
座って遊
ぶことを
毎回約束
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

手洗い場
前のマッ
トが固定
されてい
なかっ
た。滑り
止め付き
マットで
あったが
砂が付着
し滑りや
すくなっ
ていた。

手洗い場
前のマッ
トを両面
テープ等
で固定す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

これまで
安全に活
動できて
きた内容
と変わり
ない。

KYTを実
施し危険
な箇所を
洗い出し
事故の未
然防止に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の園児
を見てい
た

これま
で安全
に活動
できて
きた内
容と変
わりな
く安全
に活動
できる
と考え
てい
た。

それぞれの
活動内容の
危険性を検
討し、保育
者は全体を
見て直ぐに
対応できる
様にする。

7616

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 2 2 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
上腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

雲梯（ぶ
ら下がり
遊具）を
使用させ
る園児の
年齢等を
検討す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

検討中

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

検討中

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

検討中
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7617

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 4 2 4 2 4 3 5 5 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園内研修
の回数を
増やす

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

全職員が
安全対策
をより意
識できる
ようにす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

大人の近
くで遊ぶ
ように声
をかける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が保
育室横の
廊下にあ
るマット
で遊んで
いた。保
育室から
遊びの様
子を見て
いた。

廊下で遊ん
でいる園児
がいる時
は、廊下に
も職員を配
置する

7618

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 13 13 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折
(●/●受
診で判
明）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
動きの先
にある危
険性につ
いて意識
し、常日
頃から職
員間で連
携を持
つ。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

着地する
部分の
シートを
衝撃吸収
型のシー
トに入れ
替える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども自
ら危険に
対する意
識が持て
るように
常日頃か
ら伝えて
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
戸外遊び
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
職員は雲
梯の近く
にいた
が、他児
のトラブ
ルの対応
をしてお
り本児の
落下時に
手を添え
ることが
できな
かった。　

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で遊んで
いる子も
含め全体
を見てお
り、対象
児の近く
にはいな
かった。　
　　
　　
　　
　　
　　
　

待つよ
うに指
示した
が行動
を止め
切れな
かっ
た。

その都度遊
べる範囲を
子どもたち
に伝え守れ
るように働
きかけてい
く

7619

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

28 13 15 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（ヒ
ビ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

高い所か
ら飛び降
りる際に
は十分気
を付けて
降りる事
を事前に
園児に話
してお
く。飛び
降りる際
に保育士
が目を離
さないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
２人引率
していた
ので、保
育士１人
が園児が
１人ずつ
飛び降り
る場所に
ついた
り、手を
添えたり
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
いつも通
りの様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児１人
ずつ壁か
ら飛び降
りる際に
保育士１
人が側に
つき、状
況を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

引率の保
育士が２
人だった
ため、も
う１人の
保育士は
他児を見
ていた。

高い所から
飛び降りる
際には十分
気を付けて
降りる事を
事前に園児
に話してお
く。飛び降
りる際に保
育士が目を
離さないよ
うにする。

7620

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 11 13 7 7 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎左右
A（A　
A）歯牙
打撲、上
顎左右A
（A　A）
部歯肉外
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルの遵
守、事故
予防研修
を年４回
実施、軽
微な事故
（怪我）
もその都
度話し合
いを行
い、検証
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ベンチ前
に設置し
てあった
滑り止め
シートの
撤去

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

使える遊
具を限定
し、行動
範囲を決
めて遊ぶ
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

歩行が
やや不
安定
だった

歩行が不安
定な児には
可能な限り
マンツーマ
ン対応　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　見守
り保育者の
立ち位置の
確認

7621

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 4 4 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

職員全員
で今回の
ケガを共
有、要因
と思われ
ることや
改善策を
話し合
い、危険
性の認識
を再確
認。
子どもた
ちへ安全
意識が育
つよう指
導してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

夢中に
なって遊
ぶうちに
おもちゃ
が床に散
らばって
いたこと

おもちゃ
が室内に
広がりす
ぎること
を防ぐよ
う、マッ
トやゴザ
などを使
用する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

給食への
移行で保
育士の声
かけに、
急いで片
付けをし
ようとし
た可能性
も考えら
れる

活動内容
や活動時
間を考慮
し、イス
に座って
のあそび
や玩具を
取り入れ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

不測の事態
に備え、常
に子どもた
ちの様子か
ら目を離さ
ないよう細
心の注意を
図る

7622

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

44 3 3 5歳
2.女
児

脱臼癖のあ
る園児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(複数)回/
年

1.基
準以
上配
置

気温の推
移、準備
体操の徹
底

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児一人
ひとりの
体調把握

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

跳び箱の
補助をし
ていた
が、着地
の瞬間に
手を出す
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の跳び箱
補助をし
ていた

運動の苦手
な子、骨が
弱い子、怪
我をしやす
い子に注意
していく

7623

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 2 2 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

これまで
以上に遊
具・おも
ちゃ等の
安全な遊
び方を指
導し、子
ども達の
位置・行
動等を注
意・確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭の雲
梯使く
で、他児
が押して
いた手押
し車に乗
りたく何
も言わず
乗ろうと
足をかけ
たとこ
ろ、手押
し車を押
していた
他児が自
分の方に
手押し車
を引き本
児がバラ
ンスを崩
して転倒
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭の雲
梯横のブ
ランコで
補助をし
ており、
対象児が
他児の押
す手押し
車に足を
かけると
同時に他
児が自分
のほうに
引いたの
で、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の様子
を見てい
た為。

普段は
他児が
押す手
押し車
に乗る
ことは
なかっ
たが、
その時
は乗っ
てみた
いと
思っ
た。

子ども達の
予測不可能
な行動にこ
れまで以上
気を付け、
遊具の使い
方・遊び
方・友達が
遊んでいる
際に「一緒
にしよう・
遊ぼう」の
言葉かけ等
の指導を徹
底してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7624

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

28 28 2 2 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘上腕
骨外顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

配置され
た職員
が、子ど
も同士の
競り合う
ような遊
びには声
をかけて
注意を促
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

地面の状
態によっ
てはクッ
ションを
設置す
る、体を
ガードす
る用品を
装着す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ボール遊
びなど、
ゆっくり
した動き
で慣れさ
せてから
遊ばせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児との距
離が離れな
いように注
意する。

7625

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
月

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ル・ヒヤ
リハット
等の確認

保育活動
等の職員
の配置を
しっかり
と行う

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

ヒヤリ
ハットの
確認

園庭の確
認等を怠
らない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの活
動内容の
認識

ひとりひ
とり園児
の活動の
様子を把
握するこ
と

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
の関わり
を楽しみ
ながら追
いかけっ
こをして
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の動
きを見な
がら声掛
けをして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

戸外遊び
中（自由
遊び）の
活動で鉄
棒・滑り
台・虫探
し・追い
かけっこ
等で遊ぶ
中、危険
を伴う鉄
棒に付き
ながら全
体の園児
に声掛け
をし、動
きを見
守ってい
た

本児が
走って
いての
足のも
つれな
のか、
園庭の
砂によ
る滑り
なのか
転んだ
時，
しっか
りと手
がつけ
たのか

園児の動き
を見て転倒
した際も怪
我に繋がら
ないよう指
導する

7626

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 0 3 10 9 0 0 0 0 4 4 1歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
（年６回
以上）
研修会　
（年３回
以上）

1.基
準以
上配
置

1・2・3
歳児の異
年齢児を
合同で活
動した。

1歳児は
危険回避
行動をと
りにくい
ことに配
慮し、事
前に活動
内容を決
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１ 　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１ 　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

雨天のた
め、体育
活動を行
う場所と
して、３
階保育室
での活動
となっ
た。
1.2.3歳
児の合同
保育を行
うには無
理があっ
た。

交代で、
保育室の
活用がで
きるよ
う、事前
に話し合
い体育活
動は安全
を確保で
きないの
でなけれ
ば行わな
い。
クラスご
との施設
の利用場
所・時間
を事前に
決めてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士同士
が、体育活
動をさせる
上での注意
事項を確認
し合わな
かった。
2歳児の数
名がフロア
の外周を
走ってお
り、1歳児
はよける行
動が取れな
いことを想
定すると、
危険であっ
た。
全体把握を
する保育士
がいなかっ
た。
合同保育す
る前に、綿
密な打合せ
が行えてい
なかった。

異年齢児
は危険を
伴うこと
を十分理
解し、時
間や場所
を分ける
必要が
あった。
異年齢児
が合同保
育する時
は、安全
が確保で
きる保育
内容かを
綿密に話
し合いを
行い、活
動を開始
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1歳児と
いう年齢
から危険
回避行動
はとるこ
とが難し
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育士
は3名中2名
が滑り台に
向かったた
め、本児か
ら目をはな
したが、他
の保育士へ
観察を依頼
するなどの
声かけを行
わなかっ
た。
1歳児が
２・3歳児
に加わるこ
とに対し、
危険を意識
して園児の
動きを見て
いなかっ
た。
4つの活動
に一人ずつ
の保育士が
担当はして
いたが、園
児の動きに
目を向けら
れておら
ず、どのよ
うに転倒し
たかが不明
であった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の近
くにいた
保育士
は、園児
の行動を
見ておら
ず、巧技
台での活
動援助に
集中して
いた。

子供の
動きを
見たう
えで
の、声
掛けが
不足し
てい
た。

全体を観察
する保育士
を決め、園
児の行動や
集団の活動
状況を調節
する。

7627

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

31 0 0 0 15 0 16 0 0 3 3 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

手のつき
方が悪
かったと
思われ
る。

腕で体を
支える遊
びや雑巾
がけを取
り入れ
て、腕の
力をつけ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

鉄格子の
ような排
水口の所
で転んで
いた。前
日に雨が
降ってい
たため、
少し滑り
やすく
なってい
たと思わ
れる。

雨が降っ
た翌日は
滑りやす
くなって
いるの
で、その
ような場
所は避け
て通るよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数が多
い状況で
走り出し
てしまっ
た。

走りたい
ときは広
がってか
ら走るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

A公園沿
いの歩道
を丘に向
かって
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

異年齢の
合同保育
中、散歩
の列の最
後尾を
走ってい
た。
対象児と
離れてい
たため、
転ぶ瞬間
は確認出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭に1
人と、中
間に１
人、(後
方に担
当)子ど
もたちと
一緒に散
歩をして
いた。対
象児の一
番近い所
にいた保
育士は、
転んだ瞬
間は見て
いない
が、倒れ
ている姿
を見て後
ろから本
児のとこ
ろに駆け
付けた

7628

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨顆上骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
月

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ル・ヒヤ
リハット
等の確認

保育活動
等の職員
の配置を
しっかり
と行う

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

ヒヤリ
ハットの
確認

園庭・園
庭遊具の
確認を怠
らない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの活
動内容の
認識

一人一人
の園児の
活動の様
子を把握
し見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だち・
担任との
関わりを
楽しみな
がら，木
製大型遊
具で遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児も含
めて、近
くで遊ん
でいた園
児達の動
きを見な
がら、声
を掛けな
がら一緒
に遊んで
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

戸外遊び
中（自由
遊び）の
活動で
は、鉄
棒・ブラ
ンコ・滑
り台・大
型遊具
『スカイ
タ
ワー』・
虫探し・
ごっこ遊
び等で遊
ぶ中、危
険の無い
ように見
守りなが
ら園児に
声を掛け
たり、一
緒に遊ぶ
等をして
いた

遊具の
はしご
を乗降
する際
に、気
を付け
るよう
にとの
声かけ
や下か
ら見守
る職員
の配置
も必要
であっ
た

園児の動き
や運動能力
面にも考慮
し、声掛け
や補助など
をしてケガ
に繋がらな
いように指
導する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7629

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 27 4 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

今回の事
故を受け
て、原因
と対策を
職員会議
で話し合
い、職員
間で共有
すること
で再発防
止に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スペース
を広く
とって、
普段より
多い人数
で鬼ごっ
こをして
いた。

遊べる人
数に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普通に鬼
ごっこを
してお
り、特に
危険は見
受けられ
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
の場所に
付き子供
たちを見
ていた
が、転ん
だ瞬間に
手を差し
伸べるこ
とは難し
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の怪
我の対応
する保育
士1名、
体育遊び
につく保
育士1
名、砂場
遊びにつ
く保育１
名で各々
の場所に
配置して
いた。

事故発
生時
は、職
員の配
置基準
は満た
してい
るもの
の、日
中と職
員構成
が異な
る時間
帯だっ
た。

児童数や職
員数、時間
帯に応じて
鬼ごっこの
人数や遊び
方を対応す
るなどの工
夫が必要で
ある。

7630

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 12 4 4 1歳
2.女
児

当日は朝か
ら大雨警報
が発令して
いて戸外遊
びができな
かったの
で、休園と
なっていた
隣接してい
る幼稚園の
ホールで、
身体を動か
して遊んで
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

1歳児２
クラスの
合同保育
中で経験
年数の少
ない保育
士とパー
ト保育士
の配置に
なってい
た。

その場で
正しい判
断ができ
るよう、
経験のあ
る保育士
と配置を
組んだ
り、繰り
返しの研
修によ
り、経験
年数が少
ない保育
士も適切
な判断が
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

エアー
マットで
遊んだ
後、保管
場所とし
てホール
の壁に立
て掛けて
いた状態
だったの
で、使用
後も同じ
状態に戻
そうとし
た。

大きな
マットで
保管場所
が立て掛
けるしか
なかった
ようだ
が、すぐ
に幼稚園
に連絡し
て改善し
てもらっ
た。平置
きにす
る、又は
立て掛け
た前に倒
れないよ
うに鉄棒
を置く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気象警報
発令によ
り幼稚園
が休園と
なり、幼
稚園の
ホールや
遊具を借
りて遊ん
でいた。
エアー
マットが
立て掛け
ているこ
とは知っ
ていた。

１年間同
じ場所で
保管され
ていて怪
我もな
かったこ
とで、危
険を見通
す気持ち
が薄れて
いたと思
う。ヒヤ
リハット
としてそ
の感覚を
改めて持
つように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元々活発
に行動す
るタイプ
ではない
ので、広
いホール
でも走り
回っては
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
見えると
ころには
いたが、
倒れると
思ってい
ないマッ
トが倒れ
たこと
で、気づ
きが遅く
間に合わ
なかった
と思われ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

消灯、泣
いている
子の対応
など、同
じ場所に
居なが
ら、違う
ことをし
ていたた
め気づけ
なかっ
た。

職員間
での役
割分担
や声か
けなど
の連携
ができ
ていな
かっ
た。子
どもが
いると
ころで
準備や
片付け
をし
た。立
て掛け
たマッ
トを触
りにい
く子ど
ももい
た。

子ども達を
安全なとこ
ろに集めて
まとめる
人、保育室
に連れて帰
る人など、
それぞれの
役割を決め
て、活動片
付けは子ど
もがいない
状況で行
う。

7631

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 8 6 1 1 1
異年
齢構
成

1.男
児

異年齢保育
の為、被害
園児を抱き
かかえた園
児は５歳児
で被害園児
より体格が
大きかった

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右けい骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

新園で子
ども同士
のかかわ
り方がま
だうまく
わから
ず、力加
減や友達
の行動の
予測も難
しかっ
た。

保護者対
応中で
あっても
まずは園
児の遊び
の見守り
を第１に
考え、保
護者対応
が長びき
そうな時
は、他の
保育士に
声をかけ
るように
する。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

保育室に
は玩具も
片付いて
いたし、
床面も
クッショ
ンフロア
で柔らか
い素材で
あった
が、着地
の仕方が
悪かっ
た。

ハード面
において
は特に事
故の要因
は見つか
らない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室内
での適切
な遊びを
見つけら
れなかっ
た。

個々の遊
びを行っ
ているう
えで、遊
びが見つ
けられな
かった
り、保育
室で活発
に動きだ
す園児に
ついては
しっかり
と把握
し、遊び
に導ける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室の
出入り口
付近で保
育の様子
を見なが
ら、保護
者対応を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
は、保育
士１人し
かいな
かった。

園児の
行動の
予測が
ついて
いな
かっ
た。

保育士が１
人の場合
は、全体が
見渡せる位
置につき、
保護者対応
を行う。

7632

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

9 9 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12)回/年

1.基
準以
上配
置

先生は注
意をした
が、危険
な行為を
したため

人数制
限、遊具
に異常が
あれば使
用を禁止
し、業者
に点検・
修理を依
頼

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎朝　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎朝　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）
回/年】

遊具の大
きさに対
し、園児
の人数が
多い

人数制
限、遊具
に異常が
あれば使
用を禁止
し、業者
に点検・
修理を依
頼

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達がう
んていに
足をかけ
てぶら下
がってい
るのを見
てまね、
他園児と
競いなが
ら遊んで
いた。

利用人数
制限をす
る。競争
をさせな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達がう
んていに
足をかけ
てぶら下
がってい
るのをま
ね、他園
児と競い
ながら遊
んでい
た。

園児全体
の動きが
見られる
ような場
所にいた
が、対象
園児が落
下する瞬
間、他園
児の陰で
見えな
かった。

担当職員
が1人で
あった。

園児の
動きが
早く、
全員の
動きが
把握で
きな
かっ
た。

遊戯私用人
数の制限、
職員配置の
増加

7633

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

49 0 0 0 18 18 13 4 4 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯（乳
歯）損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12回/年

1.基
準以
上配
置

隙間時間
に室内を
走った
り、友達
とじゃれ
合って遊
ぶ子の姿
は認識し
ていた
が、静止
や具体的
な過ごし
方の提示
と見守り
方が不十
分だった
ことが要
因と考え
られる。

食後や午
睡後の時
間（活動
と活動の
間の隙間
時間）を
自主的に
過ごすこ
とが困難
な子や苦
手とする
子に対し
ては、具
体的な過
ごし方の
提示を行
い、職員
の見守り
を強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
において
問題はな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午睡を選
択しない
5歳児の
おやつ開
始時間が
早く、帰
りの会が
始まるま
での隙間
時間が長
いこと
で、手持
ち無沙汰
になる子
同士の
じゃれ合
い行動が
増えてし
まってい
た。

おやつの
配膳開始
時間を遅
くし、隙
間時間を
短くす
る。ま
た、過ご
す場所と
遊びの選
択を（提
示）を具
体的に
し、職員
の配置も
見直し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

常にフラフ
ラしている
ことが多い
が、この日
は友達から
注意を受け
た言葉や静
止行動が刺
激となった
と見受けら
れ、追いか
け合った
り、じゃれ
合ったりす
る行動へと
つながった
と考えられ
る。また、
倒れ込んだ
場所がゴミ
箱という不
安定な場所
だったた
め、手は出
たがうまく
体を支えき
れなかった
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くを
通った際
に声をか
け一度は
静止をし
たが、他
児の身支
度援助に
入ってい
た為、行
動を追う
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4名の職
員がそれ
ぞれの配
置（午睡
後の着替
え、おや
つの配膳
下膳、ア
レルギー
除去食対
応、身支
度援助）
について
いた。１
名の職員
は休憩時
間で職員
室にい
た。

いつも
より午
睡の目
覚めが
悪い子
がお
り、着
替えに
時間が
かかっ
ていた
為、お
やつを
食べ終
わった
子への
見守り
の目が
不十分
となっ
てし
まっ
た。

職員1名の休
憩時間をず
らし、午睡
後の着替え
に時間がか
かるしばら
くの間は、5
名体制での
見守りを行
うこととす
る。

7634

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

土手のぼ
りの際の
危険性を
職員間で
共有し遊
びを経験
させられ
るように
する

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

園外では
年齢発達
にあった
経験がで
きる場所
選びを行
う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
に危険に
繋がる事
を遊びの
前に具体
的に知ら
せる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふざけて
いる様子
もなく土
手の登り
降りを楽
しんでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

土手下部
にて子ど
もの動き
を見守り
声かけ

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

土手上部
より子ど
もの動き
を見守り
声かけ

子ども達の
動きを予想
して見守
り、声掛け
ができる配
置を心がけ
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7635

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
１２回/年

2.基
準配
置

遊具の使
い方にお
ける危険
性の認
識、こど
もの体調
面の視診
の判断の
甘さが
あったと
考えられ
る。

遊具の使
い方、安
全性を職
員間でま
ず再度見
直すと共
に、友だ
ちへの関
わり方等
保育の中
で伝えて
いく。ま
た怪我に
対する視
診、判
断、連絡
を速やか
に行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年　
毎日

ハード面
の問題は
特にな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面の
問題は特
になかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
会話をし
ながら遊
具で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士は他児
の鬼ごっ
この姿
等、全体
が見られ
る場所か
ら把握し
ていた。
本児が遊
具の柱に
またがっ
た様子は
見てお
り、声掛
けの前に
他児が背
中を押し
転落し、
すぐに側
にいっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
ス職員は
園庭に出
ておら
ず、状況
を確認で
きていな
かった。

遊具の
安全な
使い方
の提示
が統一
されて
いな
かっ
た。

遊具の使い
方を明確に
し、危険な
く楽しめる
ように職
員、園児に
周知徹底し
ていく。

7636

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 2 4 5 4 5 3 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

中指先端
剝離骨折　
　擦傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人の動き
に敏感な
本児が落
ち着いて
遊べる環
境設定や
働きかけ
が必要で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄　　　
声掛けを
したり、
加配児と
部屋を分
けるなど
対応を
行った
が、受け
入れや健
康観察
カードの
確認等が
あり職員
も動いて
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

7637

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手第3
指中節骨
不全骨
折、左第
３指中節
骨骨瑞線
損傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

卒園式を
終えて気
持ちが解
放し、事
故につな
がりやす
い時期で
あること
を認識し
て保育す
る必要が
あった。

職員間で
子どもた
ちの遊び
方、様子
をみんな
の目で見
守ること
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

見通しの
良い園庭
であるが
職員一人
一人の意
識が大切
であると
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方に
ついて子
ども達に
も周囲の
状況で気
を付けて
いくこと
を伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で鬼
ごっこを
たのしん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1名の担
任は、近
くにいて
様子をみ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は、全体
の様子を
見守って
いた

担任だけで
なく職員み
んなで全体
を見る意識
をもつよう
に改めて確
認する。

7638

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

卒園期で
練習など
緊張感を
持った活
動のある
時期のた
め、自由
遊び中の
解放感か
ら事故に
つながら
ないよう
に留意す
る必要が
あった。

職員間で
子どもた
ちの遊び
方、様子
をみんな
の目で見
守ること
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

見通しの
良い園庭
であるが
職員一人
一人の意
識が大切
であると
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方に
ついて子
ども達に
も周囲の
状況で気
を付けて
いくこと
を伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で鬼
ごっこを
たのしん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1名の担
任は、近
くにいて
様子をみ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は、全体
の様子を
見守って
いた

担任だけで
なく職員み
んなで全体
を見る意識
をもつよう
に改めて確
認する。

7639

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 10 10 10 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

・想定外
の事もあ
るため、
事故予防
について
再度確認
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

・施設の
点検も定
期的に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児のク
ラスで身
支度でき
たら、5
歳児クラ
スで遊ぶ
ことに
なってい
るが、
同じクラ
スの他児
が登園し
てくる
と、クラ
スに行っ
て遊ぶ傾
向があ
る。

職員の目
が届くよ
うに改善
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　本児の
クラスに
お茶を飲
みに行っ
て戻る際
に、朝の
支度をし
ていた他
児の足に
　つまず
き転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　本児が
クラスに
お茶を飲
みに行っ
たところ
はみてい
たが、転
倒したと
ころは
　見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　担当職
員は正面
の子ども
達の様子
を見てい
たため。

・登園
後の身
支度
は、職
員がそ
ろって
から行
う。
・部屋
から出
る時
は、必
ず職員
に声を
掛ける
ことを
徹底す
る。

・クラス活
動が開始し
てから、身
支度を一斉
に行う。
・水分補給
のための水
筒は、目の
届く所で行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7640

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

15 4 4 1歳
2.女
児

身長81㎝　
体重13.1㎏　
アレル
ギー・鶏
卵、甲殻類

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回は園
庭で走っ
ていての
転倒。他
児との接
触や玩具
を持って
走るとい
うことも
なかった
ので改善
点はあり
ませんで
した。今
後の事故
防止とし
て靴のサ
イズをよ
り丁寧に
チェック
したり、
より丁寧
に履かせ
ることで
事故防止
につなげ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特になし

今回は園
庭で走っ
ていての
転倒。遊
具との接
触や段差
もなかっ
たので改
善点はあ
りません
でした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も事
故防止と
して靴の
サイズを
より丁寧
にチェッ
クした
り、より
丁寧に履
かせる。
遊ぶ前に
今一度子
どもたち
と約束の
確認をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

受け入れ
から機嫌
もよく、
食欲も旺
盛。いつ
も通りに
活発に活
動してい
た。本児
は体を動
かすこと
が好きで
園庭では
基本的に
走ってい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お友達と
園庭で
走って遊
んでいた
為、気を
付けるよ
う声掛け
しながら
保育。本
児が転倒
したため
すぐにそ
の場に駆
けつけ様
子の確認
をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も園庭の
子どもた
ちを注意
深く観察
すると同
時に、必
要な声掛
けをしな
がら保育
にあたっ
ていた。
本児が転
んだのを
みて担当
職員が駆
け付けた
後、本児
の様子に
違和感を
感じ、も
う一人の
職員も対
応に入
る。

特にな
し

今回は園庭
で走ってい
ての転倒。
他児との接
触や玩具を
持って走る
ということ
もなかった
ので改善点
はありませ
んでした。
今後も事故
防止として
靴のサイズ
をより丁寧
にチェック
したり、よ
り丁寧に履
かせる。遊
ぶ前に今一
度子どもた
ちと約束の
確認をして
いく。

7641

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 1 6 4 1 2 1 0 2 2 2歳
1.男
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

額（右）
の裂傷　
２針縫合

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
 1～2　)
回/年

1.基
準以
上配
置

早朝保育
に関して
保育士の
準備のマ
ニュアル
はあるが
事故防止
に関して
のマニュ
アルはな
い

早朝保育
に関して
話しあい
を行う

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
240　)回/
年

ロッカー
に衝突す
ると、か
なりの衝
撃になる
ので緩衝
材を付け
ていたが
勢いがあ
り、ケガ
になって
しまっ
た。

緩衝材の
素材を
もっと
クッショ
ン性のあ
るものに
付け替え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以前は
様々な玩
具を子ど
もが選べ
るように
棚に沢山
の玩具が
置いて
あった
が、感染
症対策
で消毒の
できたも
ののみを
その都度
出してい
た

感染症対
策と保育
環境とで
難しい
が、室内
に置いて
おく玩具
の種類を
増やす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも、
玩具で遊
ぶより走
りまわる
事が多
く、この
時も保育
室を走り
回ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ると危
ないため
声掛けを
していた
が、泣い
ている乳
児を抱い
ていたた
め動けな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じく泣
いている
乳児を抱
いていた

早朝保
育の受
け入れ
で担当
保育士
でない
事から
泣く子
が多
かった

一名は早朝
保育担当の
保育士なの
で、慣れる
よう触れ合
いを増やす

7642

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 0 0 0 18 16 21 0 6 6 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

不明

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士人
数は基準
を満たし
ていた
が、園庭
の隅まで
保育士の
目が行き
届いてい
なかっ
た。

園庭遊び
の際の保
育士人数
を増やし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

・開園以
来初めて
の出来事
であり、
これまで
園児1人
で本件排
水溝の蓋
を開ける
ことが出
来るとい
う認識が
なかっ
た。

事故発生
後すぐに
業者に見
てもら
い、蓋を
金網で覆
い、子ど
もには開
けられな
いように
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の大
型遊具が
あったた
め、当該
遊具の裏
側の様子
が見通し
づらかっ
た。

園庭全体
の視界を
広げるた
め、遊具
を移動し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭の隅
で側溝付
近で友達
と遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
が見渡せ
るような
位置で、
全体を見
守ってい
た。しか
し、本件
事故現場
は、大型
遊具があ
る裏側
だったた
め、対象
児の動き
がよく見
えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
が見渡せ
るような
位置で、
全体を見
守ってい
た。

今まで
起こっ
たこと
がな
かった
という
ことは
考え
ず、何
が起こ
るか分
からな
いとい
う思い
で子ど
もたち
を見守
らなけ
ればな
らない
と改め
て保育
の大切
さ、重
要さを
知っ
た。

子どもの言
動等は予測
不可能だと
いうことが
改めて分
かった。今
後は、い
つ、なにが
起こるか分
からないと
意識して、
子どもたち
を見守るよ
うにする。

7643

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

10 2 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

2.基
準配
置

職員の意
識向上に
向け研修
への参加
及び職員
会議での
共通理解
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

固定遊具
の下には
全面セー
フティー
マットを
敷き詰め
てある
が、正し
く遊んで
いても、
着地の仕
方によっ
ては怪我
に繋がる
ことを職
員全体で
共通理解
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任間だ
けではな
く、職員
間での共
有を図り
意識を高
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の動
きに対し
て回転時
までの補
助をした
が、着地
後に本児
がよろけ
てしまっ
たため、
すぐに手
を差し伸
べ様子を
見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台の
補助につ
いていた
ため、対
象児の様
子は見え
ていな
かった。

園児の行動
をよく観察
し、適切な
行動がとれ
るよう声を
かける。固
定遊具の危
険な事例を
把握し、十
分注意を払
う。

7644

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 1 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

・職員配
置は基準
を満たし
ていた
・職員の
連携が取
れ、すぐ
にアイシ
ング等の
対応がと
れた

・親しみ
がある遊
びや活動
前にルー
ルや約束
事を確認
し、安全
への意識
を高め
る。・
日々丈夫
な体づく
りや安全
な体の動
かし方を
知らせて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(365)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(365)回/
年

・ボール
は子ども
が持ちや
すい大き
さであっ
た
・面積基
準は満た
していた

今回の場
合該当な
し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特に問題
なし

今回の場
合該当な
し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・ゲーム
を進める
ため、本
児がボー
ルを投げ
るところ
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は現場に
いなかっ
た。

・親しみの
ある遊びで
も遊び始め
る前には
ルール、約
束事を確認
し安全への
意識を高め
ていけるよ
うにする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7645

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 4 2 2 1 1 1 1 13 13 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首　
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　２)回/
年

2.基
準配
置

特記事項
なし

行事を前
に、自信
を持ち、
張り切っ
ている子
ども達に
対して、
励ましの
声掛けを
すると共
に、高揚
する気持
ちを落ち
着かせる
ための声
掛け等は
していた
が、今後
より一層
配慮をし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

環境的
に、大き
な問題は
なかった
と思われ
る

行事を前
に、自信
を持ち、
張り切っ
ている子
ども達に
対して、
励ましの
声掛けを
すると共
に、高揚
する気持
ちを落ち
着かせる
ための声
掛け等は
していた
が、今後
より一層
配慮をし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お気に入
りのダン
スで、仕
上がりも
良く、本
児も楽し
そうに
踊ってお
り、特に
何かに大
きな原因
があった
とは思わ
れない。

行事を前
に、自信
を持ち、
張り切っ
ている子
ども達に
対して、
励ましの
声掛けを
すると共
に、高揚
する気持
ちを落ち
着かせる
ための声
掛け等は
していた
が、今後
より一層
配慮をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
す事や体
操が大好
きなの
で、練習
も喜んで
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

舞台練習
をしてい
る子ども
達の正面
の位置
で、最終
確認をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のグ
ループの
子ども達
が練習を
見ている
見守りを
しながら
一緒に見
ている職
員がい
た。

人的に
大きな
要因は
なかっ
たと思
われ
る。

人的配置に
ゆとりがあ
ると良いと
思われる
が、基準内
なので限ら
れた人数
で、協力体
制を整えて
いく

7646

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 1 5歳
2.女
児

2歳半健診
で右足の動
きが気にな
るため、療
育センター
を受診した
ところ異常
なしだった
が、何もな
いところで
転ぶことが
多い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右薬指　
亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

全職員で
の情報共
有及び注
意喚起を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０～５
０)回/年

走り込み
やすい動
線にコー
ン等の目
印を置
き、視覚
的に園児
に理解し
やすい工
夫を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三輪車置
き場の床
はセメン
ト塗装に
なってお
り、砂が
上がって
いると滑
りやすい
ので、砂
を掃き出
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

移動のた
め、三輪
車置き場
を通過し
ていたと
思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭へ出
ており、
他園児と
関わって
いた。

個別対応案
件が起こっ
た場合、必
ず他の職員
に声をか
け、他児の
全体の見守
りを強化す
る。

7647

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1 5歳
1.男
児

事故発生当
日は、園行
事の為、田
植えを行っ
た。田植え
も終わり、
着替えなど
も済ませ活
動もひと段
落ついて、
みんなで稲
を植えた田
んぼを見に
行き、その
帰りの園庭
にて転倒。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

教室へ戻
る際走っ
て行って
しまっ
た。

慌てずに
行くよう
指導、見
守りを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎月　)

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大きな行
事を終
え、保育
士も子ど
ももほっ
と一息し
た気の緩
みも原因
の一つと
考えられ
る。

行事等の
際は嬉し
さ等で子
ども達も
テンショ
ン等高く
浮き足
立ってい
ることが
多いので
行事中は
もちろ
ん、終
わった後
の活動も
気を緩め
ないで指
導・見守
りを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
活発な子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児以
外も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の準
備。

特にな
し

保育室に入
るまでは複
数の保育士
で確認を行
う。

7648

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

26 3 23

2(サ
ッ

カー
教室

講師1
を除
く)

5歳
2.女
児

R3.6.15受
診開始　　
R3.7.17受
診にて完治

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶし下じ
ん帯損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

支援の必
要な子ど
もの補助
に担任が
ついてい
た。

担任保育
士のうち
の１名は
競技補助
ではな
く、活動
全体を見
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

広場での
位置取り
範囲が活
動に夢中
になって
狭くなっ
てしまっ
た。

全体を見
守る保育
士は子ど
もの動き
を見なが
ら危険を
防ぐとい
う事を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足が痛い
と訴えて
え来た
が、冷や
して少し
休むと
「良く
なった。
サッカー
がした
い」と活
動にも
どった。
活動にも
どさず、
安静にし
ておけば
ひどくな
らなかっ
たかもし
れない。

更に痛め
る場合が
あるの
で、必ず
安静にさ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
教室が好
きなので
朝から楽
しみにし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児とは
少し離れ
たところ
にいる子
どもと一
緒にボー
ルを蹴っ
たり走っ
たりして
いた。そ
の際、違
うグルー
プの蹴っ
たボール
の方向と
重なって
しまい
ボールを
追ってい
た友達と
ぶつかっ
て転んで
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の所に
いた子ど
もが泣い
ていたの
で声をか
けてい
た。

競技に
夢中に
なる
と、あ
ちらこ
ちら
で、小
さなト
ラブル
が起こ
りその
都度対
応が必
要にな
る。

今後、サッ
カー教室の
際は職員配
置を１人増
やすように
する。

7649

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 1 0 2 1 3 2 0 0 4 3 2歳
1.男
児

延長保育時
間中のた
め、異年齢
合同保育中
であった。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

予測しが
たい案件
にも感度
が必要

園の事故
防止マ
ニュアル
による職
員研修、
応急手当
研修

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

マットの
高さ
15cm、購
入して　
年　経年
劣化など
はみられ
ない。
マットか
ら降りた
先の床材
はフロー
リング。
玩具は散
乱してい
なかっ
た。水濡
れ等もな
し。

段差を降
りること
ができな
い子ども
もいるの
で、異年
齢保育で
ある延長
保育時間
中はマッ
トを撤去
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

比較的広
いスペー
スがある
ため、動
きが活発
になりや
すい

異年齢保
育中の環
境設定
（コー
ナー遊び
を増や
す）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は同
年齢で遊
ぶことが
多いが、
異年齢保
育中の室
内であっ
たため、
いつもよ
り活発に
自由遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

異年齢保
育中であ
り、見守
り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
守り

当該児は
ジャンプ
はできな
いため、
15cmの段
差から片
足ずつ降
りた。し
かし、い
つもより
慎重さに
欠けて上
手く降り
ることが
出来な
かった。
ジャンプ
が出来な
い事から
も、段差
を降りる
ことが難
しい身体
能力で
あった。

保育士がそ
ばにつき見
守り声掛け
を行う。該
当児には少
しの段差で
あっても手
を添える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
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歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7650

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度　
( １ )　
回/年

2.基
準配
置

ロフトの
段差を背
中にし
座ってい
た為、リ
スクが高
かった

本児の危
険予測へ
の意識も
考慮しな
がら、危
険性があ
る場所に
いるとき
は、こま
めに声を
かけてい
く必要が
ある

1.定期的
に実施

実施頻度　
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(１)　回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(１２)　
回/年

特になし

活動場所
や内容、
使用する
遊具が、
年齢や状
況に対し
て不適切
なことは
なかった
と考える

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

自由あそ
びの中で
保育士が
全体を把
握するこ
とはして
いたが、
ずっと本
児を見続
けること
は難し
く、年齢
的には適
切な環境
づくり
だったと
考える
が、本児
の危険へ
の意識の
薄さを考
慮して危
険に対す
る声掛け
をしてい
く必要が
ある

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わりな
い様子
だった
が、本児
の危険に
対する意
識が普段
から少し
薄かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児がロ
フト付近
で遊んで
いたこと
は把握し
ていた
が、本児
とは違う
遊びをし
ていた子
どもと関
わってい
た為、転
落した瞬
間は見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
子どもの
様子が落
ち着いて
いた為、
他の保育
士は保育
準備にあ
たってい
た

特にな
し

本児の危険
に対する意
識の薄さを
考慮し、こ
まめに声掛
けをし伝え
ていく

7651

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

園内を利
用するに
あたり、
気を付け
て欲しい
ポイント
の周知が
甘かっ
た。

保護者へ
引き渡し
た後の園
内外の利
用の仕方
を再確認
する。危
険が予測
される場
所は特に
具体的に
周知をし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

駐輪ス
ペース
は、完全
にフラッ
トな環境
でない
為、安定
していな
い。

駐輪ス
ペースは
不便であ
る為、予
測できる
事故や怪
我のパ
ターンを
伝え、注
意を促
す。

7.その
他

送迎時は
自転車を
園の敷地
内に入れ
る必要が
あり、利
用する側
からは開
閉の手間
があり、
子どもを
自転車に
乗せたま
ま門扉の
開閉を行
う姿が見
受けられ
る。
掲示やお
便り等
で、注意
喚起を
行ってい
たが、油
断があっ
たと考え
られる。

保護者に
対して予
測できる
事故の具
体例を挙
げながら
注意を促
し、園内
を安全に
利用して
もらう様
にする。
自転車の
乗り降り
のタイミ
ングで危
険なポイ
ントを周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親が自
転車から
離れ、門
扉を開け
た際、自
転車が倒
れた。本
児は自転
車の後部
座席に
座ってい
て、倒れ
た自転車
とコンク
リートに
腕を挟ま
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

玄関内
に、送迎
に訪れた
保護者の
受け入れ
を行う職
員が1名
いた。事
故現場の
周辺にい
たため、
母親から
助けを求
められ、
用務員と
共にすぐ
にそれに
応じた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

用務員は
事故現場
の周辺で
園舎周辺
を清掃し
ていた。
母親から
助けを求
められ、
玄関にい
た職員と
共にすぐ
にそれに
応じた。

送迎時
の余裕
の無い
時間帯
で、保
護者の
安全に
対する
意識が
薄かっ
た。

お便り、掲
示等での注
意喚起と共
に、懇談会
等でも周知
し保護者に
意識をもっ
てもらう。

7652

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘軟骨
損傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
12 )回/年

2.基
準配
置

見守りが
不十分
だった

子どもの
行動を全
体で見る
ことが出
来る位置
にいるよ
うにする

1.定期的
に実施

実施頻度( 
4 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士の遊び
方に任せ
きりだっ
た

子ども同
士の遊び
方の確
認、危険
な行為の
確認をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

換わった
様子なし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別室で内
科健診前
の身体測
定中

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自由遊び
見守り中

内科健
診もあ
り、見
守りの
職員が
少な
かった

行事の時な
どはいつも
より多く保
育士を配置
する

7653

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 0 0 0 5 6 4 0 0 2 2 5歳
1.男
児

当該児童は
平均よりも
体重が重
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
付根骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

・3歳以
上児15名
を常勤保
育士2名
で担当し
ており、
人員配置
は適正で
あったと
考える。
・園児の
けが予防
に関する
研修をお
こなって
いない。

・水の事
故・心肺
蘇生に関
する研修
以外に、
園児のけ
が防止の
研修を企
画する。
・体幹に
関しては
リトミッ
クを取り
入れてい
るが、け
が予防に
つながる
動きがな
いか再度
見直しを
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
年

転倒して
も受傷し
ないよ
う、園庭
にゴム
チップを
施工して
いる。

点検は定
期的に実
施してお
り、ハー
ド面は十
分な配慮
を行って
いるもの
と考えて
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒する
直前に長
縄をまた
ぐ遊びを
行ってい
たが、縄
を持って
いるのは
5歳児で
あった。

長縄を使
用する際
には、保
育士が縄
を持つよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動き始め
る時に
ツース
テップを
入れる傾
向があ
る。この
時もいつ
もと同様
に動き始
めたとこ
ろで足が
もつれて
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2ｍくら
い離れた
場所から
対象児の
方向に目
を向けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

三輪車等
に乗って
る3歳児
を主に担
当してい
た。

普段か
ら靴や
上履き
のかか
とを踏
む癖が
あり、
その都
度注意
を促し
てい
た。

靴、上履き
の正しい履
き方の指導
を行う。そ
の際には正
しく履く理
由（けがの
防止、運動
能力の向
上、物を大
切にするこ
となど）を
含めながら
伝える。ま
た、『健康
と安全だよ
り』にて家
庭へもお知
らせする。

7654

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 0 0 12 15 14 15 0 0 12 10 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

外遊びの
ルールな
ど遊ぶ前
にも確認
し合う。

職員の配
置につい
て声をか
けあう。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎）回/
年

2歳児ク
ラスから
5歳児ク
ラスまで
園庭で一
緒に遊ん
でいた。
氷鬼など
鬼ごっこ
の遊びの
スペース
が狭かっ
た。

氷鬼など
鬼ごっこ
で走り回
るとき
は、他の
遊びの場
所と分け
て実施す
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面に
しゃがん
で遊ぶ子
と鬼ごっ
こで走り
回る子の
動線が入
り混じっ
ていた。

園庭で
しゃがん
で遊ぶ子
と鬼ごっ
こで走り
回る子の
スペース
を分ける
べきだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

氷鬼ごっ
こを楽し
み、張り
切って氷
鬼に参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5歳児担
任が氷鬼
ごっこを
近くで見
守り、動
きが激し
いときや
危険が伴
いそうな
ときに
は、注意
したりし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各クラス
担任が、
自分のク
ラスの子
どもと遊
び、対象
児や担当
者の動き
を見なが
ら保育し
ていた。

担任間
で遊び
の内容
など相
談しス
ペース
を決め
るよう
にす
る。

氷鬼ごっこ
の動線上に
いる子ども
を他に異動
させるべき
だった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7655

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　右上腕
骨外顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(毎)回/年

2.基
準配
置

久しぶり
の屋上あ
そびに興
奮してい
る様子が
あった。
年度始め
であるこ
とも考慮
した環境
設定や配
慮が必要
だったよ
うに感じ
る。
また、日
常的な保
育の中で
の体力づ
くりにも
課題があ
ると感じ
た。

子どもであ
れば誰でも
遊具により
怪我をする
可能性があ
ることを踏
まえ、
・子ども自
身が安全に
遊ぶことが
できるよ
う、遊具の
危険性と安
全に楽しむ
ための方法
を教える。
・遊具その
ものではな
く遊び方に
注意する。
・保育者が
目を離さな
いことで防
げる事故も
多いことを
再認識しな
がら関わ
る。
・進級時は
勿論、定期
的に、遊具
を実際に見
ながら遊び
方やルール
の再確認を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
１２ )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度( 
２４ )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度( 
２４ )回/
年

落下を想
定した備
品の準備
や保護

現在のゴ
ムチップ
より更に
クッショ
ン性のあ
る怪我防
止安全
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具使用
時のルー
ル徹底、
及び、児
童への安
全指導不
足。

児童の動
きを想定
した環境
設定の見
直し。児
童への安
全指導徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
の遊具あ
そびを楽
しんでい
たが、特
に大きな
興奮を見
せること
もなく、
通常どお
りの動き
であった
と認識し
ている。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１４名の
児童全員
を見渡す
ことがで
きる位置
におり、
対象児か
らも比較
的近い位
置で見
守ってい
たが、瞬
間的出来
事であ
り、落下
する対象
児に手を
添える時
間的余裕
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くに職
員がいな
かった

特にな
し

ソフト面、
環境面改善
策同様。

7656

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 0 0 0 5 5 9 0 0 3 2 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は適切
だった。

職員の立
ち位置の
見直し　
危険予測
と優先順
位付けの
園内研修
を行う予
定

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎）回/
年

足もとに
囲いとし
てBブ
ロックが
つながっ
ていて咄
嗟の動作
の妨げと
なった可
能性があ
る。

玩具の種
類分けを
明確にす
る。おま
まごとと
ブロック
が混在し
ていた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
ていたが
自由遊び
で　個別
対応、他
グループ
に目が
行ってい
た。

全体を見
る時の立
ち位置
と、個々
への声か
け

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分で選
んだ好き
な遊びを
他児と一
緒に楽し
んでいた
が　自分
も他児が
使ってい
る玩具が
使いた
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

朝の受け
入れ、全
体を見な
がら個別
に対応　
トラブル
の予見

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
ながら、
他児と一
緒に、折
り紙で街
づくりを
し、個別
対応して
いた。

登園時
の分離
で、ス
ムーズ
にいか
なかっ
たこと
も考え
られ
る。

数に限りが
あるものに
は交互に使
用していく
ように更に
伝えていく
本児の解消
されていな
い気持ちも
行動予測に
入れてい
く。

7657

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小指基節
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

ボール遊
びをする
時の留意
事項はあ
るが、使
用する
ボールに
よる扱い
方は記さ
れていな
い。

サッカー
ボールの
扱いにつ
いて知ら
せていく
という内
容を留意
事項に追
加する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

思い切り
ボールを
蹴るには
スペース
が十分で
はなかっ
た。

スペース
は変えら
れないが
子ども同
士の距離
は十分
とって遊
ぶように
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

５歳児の
みであっ
たため、
いつもよ
り少人数
であり、
思い切り
ボールを
蹴ること
ができる
という児
童の気持
ちがあっ
たと考え
られる。

いつもよ
り少人数
ではある
が、思い
切りボー
ルを蹴る
ときは、
距離を
とって遊
ぶよう促
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

8：30頃
登園し、
視診でも
異常な
し。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
を行って
いる子ど
もとその
他の遊び
をしてい
る子ども
どちらも
見える位
置で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児ク
ラスの一
部の子ど
もが園庭
で遊んで
いる状況
だったた
め他の職
員は園庭
にはいな
かった。

5歳児ク
ラスに
は新入
児がい
ないた
め、今
まで通
りに活
動を
行って
いた
が、進
級式の
後とい
うこと
で気持
ちの高
揚が
あっ
た。

5歳児のみの
少人数で思
い切りボー
ルを蹴れる
という気持
ちと進級式
後の気持ち
の高揚もあ
るであろう
子どもの気
持ちの状態
も考えてい
く。

7658

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

40 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
2.女
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

５歳児春
に自由に
使用する
遊具とし
ては不適
切であっ
た。

鉄棒とし
て特に不
具合は無
し

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

鉄棒下に
は衝撃を
弱める
マットや
ゴムチッ
プが無
かった。

鉄棒を使
用する際
には外用
マットを
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当鉄
棒、３台
中の１台
に保育士
が見守っ
ていた。

鉄棒を行
う際には
必ず職員
がついた
うえで行
うルール
とした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
開始時か
らすぐに
鉄棒で遊
び始め
た。鉄棒
では数人
で交代し
前回りを
してい
た。
落下した
際も前回
りをして
いた。親
指でも
しっかり
と鉄棒を
握ってい
たが、途
中で手を
離してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒３台
中の１台
に担任保
育士は見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他遊
具（すべ
り台）付
近から全
体の見守
りをして
いた。

本児が
前回り
がとて
も上手
にな
り、落
下の危
険性の
予測を
誤っ
た。

落下の恐れ
がある遊具
の使い方の
再点検と再
確認をし
た。

7659

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 0 12 14 0 15 0 0 0 2 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足外果
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

担任判断
で、小さ
なケガ等
でも報告
すること
が欠けて
いた。

どんなこ
とでも子
どものケ
ガについ
ては報告
すること
を確認。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

階段はコ
ンクリー
ト、降り
たところ
はバリア
フリーの
ゴムマッ
ト

改善策は
無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

あそぶ前
にテラス
では遊ば
ない、飛
ばないこ
とを確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

かくれん
ぼをして
いて、隠
れるとこ
ろを探し
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

かくれん
ぼのオニ
になって
いたの
で、見て
いなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

おにごっ
こをして
いなかっ
た子を見
ていたの
で、見て
いなかっ
た

あそぶ
前に子
どもた
ちにテ
ラスに
は上が
らない
ことを
話して
いる

テラスでは
遊ばないこ
とを日常も
子どもたち
に話をして
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7660

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

22 0 0 6 6 4 6 0 0 3 3 6歳
1.男
児

高さ30ｃｍ
のうんてい
の足掛け台
から落下

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故当日
に事故防
止委員会
を開催
し、事故
の起きた
原因の究
明と再発
防止策を
立てた。
又、散歩
先の公園
のハザー
ドマップ
の見直し
と遊具で
遊ぶこと
が必要な
のか、保
育内容の
見直しを
行った。

遊具がな
くても子
どもが遊
び込める
準備と公
園を環境
と考え、
目的やね
らいに
あった散
歩先の選
択を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

遊具の点
検時異常
はなかっ
た。遊具
の下は砂
に砂利が
混ざって
いるよう
な状態

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の活動で
あるこ
と、対象
児以外に
も危険予
測のしに
くい児童
がおり、
保育者は
個々の配
置で目を
配ってい
た

気持ちの
切りが替
えしにく
い、気持
ちを抑え
るのが難
しい児童
であり、
都度安全
に遊べる
よう配慮
はしてい
たが、気
持ちが高
揚してい
る時は遊
びを止め
てでも安
全配慮の
必要があ
ることを
認識、共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うんてい
が得意な
こともあ
り、くり
返して行
う中では
手本を見
せようと
張り切っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

興奮気味
な様子も
あり、声
を掛け止
めようと
してい
た。又、
端的な言
葉掛けが
伝わりや
すい児童
という事
もあり、
声掛けは
端的でわ
かりやす
く伝えて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児以
外にも配
慮の必要
な児童が
おり、そ
れぞれが
分担して
目を配っ
ていた
為、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

対象児
の様子
から必
要と感
じ、声
を掛け
てい
た。

危険を感じ
るようであ
れば、遊び
を制してで
も止めるべ
きであっ
た。

7661

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
2.女
児

 
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨端線離
断

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
4　)回/年

2.基
準配
置

今年度は
危機管理
に関する
研修を
行ってい
たが、幼
児クラス
は別内容
の研修を
おこなっ
ていた。

乳児クラ
スで行っ
た研修内
容の掲示
はしてい
たが、実
際に幼児
クラスも
危機管理
に関する
研修をす
る時間を
設けてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

園庭で何
かつまず
きそうな
物が落ち
ていたの
かもしれ
ない。

園庭で遊
ぶ際には
事前にき
ちんと担
任が危険
物が落ち
ていない
か確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児曰
く、戸外
で友だち
と一緒に
鬼ごっこ
をしてい
る時に転
んでし
まった。

転んだ場
面が見ら
れたら本
児の足を
見て様子
を見る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で遊
んでいる
際は友だ
ちと一緒
に砂場で
遊ぶ姿が
あり、特
に走った
りしてい
る場面は
見られな
かった。
部屋に入
室する時
にもいつ
ものよう
に歩いて
いる様子
があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に出
ていた
為、全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

基準配置
内の為他
職員はい
なかっ
た。

特にな
し

職員がプラ
スで見守り
ができる時
は、積極的
に人をいれ
複数の目を
増やす。

7662

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 0 0 0 0 16 18 0 0 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨端線
損傷、左
上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの整
備・職員
の研修に
関して
は、適切
に行って
いる。

マニュア
ルの整
備・職員
の研修に
関して
は、適切
に行って
いる。
それぞれ
の改善策
について
は、ミー
ティング
で保育者
全員に周
知した。

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

クライミ
ングの下
はマット
等無。　
地面
（土）や
クライミ
ングは濡
れていな
かった。

該当遊具
の下に
マット
等、転落
した際、
大きなケ
ガに繋が
らないよ
うな備品
の設置。
備品は、
現在業者
との調整
中。施工
が終わる
まで、ク
ライミン
グの使用
を中止し
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日、鬼
ごっこの
際、なぜ
クライミ
ングに逃
げたかは
不明。

鬼ごっこ
をする際
は、砂場
以外の遊
具は使用
せず、遊
具を使用
する際に
は鬼ごっ
こはしな
いよう
に、遊び
方を分け
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けの
時間に
なったの
で、該当
遊具の近
くにはい
たものの
目線を外
してし
まった。
その為、
鬼ごっこ
をしなが
らクライ
ミングに
上る本児
に気付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当箇
所（砂
場・鉄
棒）につ
いてお
り、クラ
イミング
は見てい
なかっ
た。

片付け
の時間
になっ
たの
で、該
当遊具
の近く
にはい
たもの
の目線
を外し
てし
まっ
た。そ
の為、
鬼ごっ
こをし
ながら
クライ
ミング
に上る
本児に
気付か
なかっ
た。

片付けの指
示は、砂場
等危険の少
ない保育士
が指示を出
すように
し、
遊具で遊ん
でいる児か
ら目線を離
さず、全体
を見るよう
にする。

7663

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 0 0 11 11 0 0 0 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左前歯
（乳歯）
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

４歳児ク
ラスの行
動把握と
安全な遊
ばせ方
（園庭の
広さや活
動人数を
踏まえた
ルール）
を保育士
が危険予
測をして
活動する
必要が
あった。

子どもの
行動予測
（事
例）、ヒ
ヤリハッ
トの共
有、保育
日誌に安
全チェッ
ク欄を追
記して書
面の共有
を行う。
配置基準
は満たし
ており、
安全な環
境での遊
びでは
あったが
今後も同
様のけが
が起こら
ないよう
に事例を
職員共有
して危険
予測と再
犯防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)　回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度
(２4)　回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)　回/
日

天候は良
く土も乾
燥してい
て一部凹
凸のある
園庭での
活動
保育園の
リスクマ
ネージメ
ント研修
の内容を
京急キッ
ズランド
マニュア
ル中の安
全な環境
を整備し
ていく中
で地面の
凹凸や土
の状態や
段差のあ
る場所に
注意喚起
掲示等）
の周知が
不足して
いた。

日々活動
前に行っ
ている安
全点検を
園日誌だ
けでなく
保育日誌
に担任が
追記し、
地面の土
の状態や
凹凸よっ
て転倒の
危険性が
無いかを
再確認す
る。
不可抗力
による事
故を含ん
だ事故に
に対する
危険予
知、ヒヤ
リハット
等を保育
事業部会
議にて本
部と園長
で徹底共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で砂
場遊び・
鉄棒・鬼
ごっこと
複数の活
動が行わ
れてい
た。
子ども成
長過程で
活動の規
制を回避
する為
に、年齢
ごとの行
動予測や
安全対策
を事故報
告の事例
を共有し
て職員会
議等で話
し合って
いく。

複数の活動
が行われて
いたので一
つ一つの遊
びの安全な
環境の確認
を他のクラ
スにいた保
育士とも連
携を取るべ
きだった。
事故が起き
た経緯とけ
がに至った
原因と要因
を共有をし
て再発防止
に取り組
む。
＜今後具体
的に行うこ
と＞
・園庭共有
をするクラ
スや年齢を
考えて活動
する。
・複数クラ
スで園庭活
動をする時
の内容を見
直す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
に参加し
ていたの
で鬼の動
きと逃げ
ることに
集中して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

４歳児ク
ラス11名
を保育し
ていた
が、それ
ぞれが好
きな遊び
をしてい
る活動時
間時間
だったた
め、動き
の激しい
鬼ごっこ
を特に至
近距離で
見守りな
がら参加
してい
た。安全
の為、走
らずにス
キップの
鬼ごっこ
を提案し
て遊んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

  
　　
　
3歳児　
１１名と
担任1名
砂場や鉄
棒付近で
活動をし
ていた。

年齢に
応じた
園児の
行動予
測や危
険予知
の情報
共有し
てより
徹底し
て安全
対策に
努める
必要が
あっ
た。

園庭の広さ
動きを園児
の年齢ごと
に考えて遊
び方を工夫
したり、危
険に対する
職員同士の
声掛け等、
危険防止に
努めて保育
活動を実施
していく。

7664

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

6 1 1 1 0 2 1 0 0 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　人
差し指付
け根　亀
裂骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

帰園後、
通常時と
異なる動
きも見ら
れたが、
負傷箇所
を自ら動
かした
り、痛が
らなかっ
たので、
病院の受
診に至ら
なかっ
た。

職員でマ
ニュアル
の再確
認。午前
中の怪我
の赤みが
午後に
なっても
引いてい
ない場合
は、病院
へ受診す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

雲梯の遊
具の対象
年齢は3-
12才で地
面は砂
地。持ち
手部分は
劣化によ
りやや錆
つきあり
だが破損
はなかっ
た。

公園の遊
具の使い
方を職員
間で話し
合い、共
通認識を
図る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当児童
の体格が
重度肥満
であり、
自身で全
体重を支
えること
が難し
かったの
ではない
か。

落下の危
険性があ
る場合、
該当児童
の体格や
様子を見
て腰元を
支えて行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が雲
梯に挑戦
したいと
訴える

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

高さがあ
るため本
児を抱え
雲梯の棒
につかま
らせる。
本児から
手を放す
が、手の
届く距離
（30㎝程
度）で見
守る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢保
育だった
ため、他
児と砂場
で関わっ
ていた。

保育士
の配置
は問題
なかっ
た。

保育士の配
置は問題な
かった。今
回の事故に
ついて職員
間で話し合
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7665

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 2歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

危機管理
意識の向
上

職員間の
連携と危
機意識を
高める

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

施設設
備、備品
の見直し

備品の見
直しと保
育環境の
改善点を
出し合い
共通認識
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

声掛けの
配慮が足
りなかっ
た

声掛けを
工夫し、
子ども自
ら気が付
けるよう
な働きか
けも考え
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

絵本を見
ながら飛
び跳ねる
動作を楽
しんでい
る最中、
本児と他
1名が走
り出し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任1名は
絵本の読み
聞かせ、1
名はおむつ
交換、2名
は子どもた
ちと絵本を
見ながら動
きを見守
る。走り出
した本児を
止めようと
した際、置
き畳につま
ずき転倒す
る。止める
時、担任の
膝の上に一
人ほかの子
どもが座っ
ており、本
児の動きを
安全に止め
ることがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任1名
は絵本の
読み聞か
せ、1名
はおむつ
交換、1
名は他の
子どもた
ちと一緒
に飛び跳
ねる動作
をしてい
た。

保育士
間の声
掛けの
不足

室内の置き
畳を撤去す
る　室内で
の静と動の
活動の工夫　
保育士の連
携の見直し

7666

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 6歳
1.男
児

保育後、体
育クラブで
体育指導を
受けた後、
クラスに戻
り通常通り
保育をした
後の降園と
なりまし
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

今回は園
児自身が
大丈夫と
いう言葉
を信じた
ため残念
な結果に
なりまし
た。

小さい事
故と思わ
ず、その
都度病院
に連れて
行くなど
対応する
ことが必
要と痛感
しまし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

床が柔ら
かいフ
ローリン
グのホー
ルで、体
育クラブ
を行っ
た。広く
こどもた
ちの間隔
も開けて
いた

体操クラ
ブ開始前
に、安全
点検を行
い、異常
がなかっ
たため、
改善点は
特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

5歳児10
名が座り
鬼ごっこ
をしてい
た。

丸い柱に
も、柔ら
かいマッ
トをまい
たりして
対策をし
ていたの
で、特に
改善なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に座
り鬼ごっ
こに参加
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

体育指導
をしてい
る指導
者、補助
者がいた
ので、見
学してい
たこども
たちの様
子を見な
がら、指
導を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

怪我の無
いように
見ていた
つもりだ
が、見る
位置を改
善しまし
た。

床が柔
らかい
フロー
リン
グ。5歳
児なの
で、見
守りが
必要と
あまり
考えて
いな
かっ
た。

多角面から
見守るべき
だった。

7667

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

28 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
2.女
児

日常生活に
支障はない
が、斜視の
ため、視点
を合わせる
ために、顔
を横に向け
たりする姿
が見られ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

急性外傷
歯根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
5　)回/年

2.基
準配
置

保育士の
数は、国
の配置基
準を満た
してい
た。

子どもの
様子を見
ながら、
歩く速度
に配慮
し、焦ら
ないで歩
けるよう
に声の掛
け方に気
を付け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

日々、散
歩をして
いる道で
起きた。
道が狭
く、凸凹
してい
た。

狭い道や
凸凹道で
は、より
一層、歩
く速度に
気を付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日々、散
歩をして
いる道で
慣れてい
るが、転
んでし
まった。

転んだ際
に、手を
付くよう
に、日々
の保育で
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

道が狭
く、対象
児の近く
を並行し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

２人担任
なので、
声を掛け
合い、散
歩をして
いた。

手を繋
いでい
たた
め、転
んだ際
に手を
付けな
かっ
た。

狭い道や凸
凹道では、
一列になっ
て歩くなど
配慮する。

7668

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

11 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎前歯
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

保育士➊
は⑥と⑦
の園児、
保育士➋
は⑨の園
児と手繋
ぎをして
いた。③
と⑧の園
児は歩行
が安定し
ていたの
で➋の保
育士が見
守りなが
ら歩行。
（様式2-
1の活動
状況の頭
参照）

急遽ミー
ティング
を行ない
再度散歩
の仕方の
確認と　
怪我させ
てしまっ
たことの
情報の共
有

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

平坦なコ
ンクリー
トの道

歩行の安
定しない
園児に対
して配慮
し、歩く
順番等に
も気をつ
ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩行が安
定しない
園児と手
つなぎを
しなかっ
たこと

急遽ミー
ティング
を行ない
再度散歩
の仕方の
確認と　
怪我させ
てしまっ
たことの
情報の共
有

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩行に安
定感があ
るわけで
はない。
でも他児
と手を繋
いで歩行
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス責
任者から
「子ども
と手を繋
いでくだ
さい」と
助言が
あったに
も関わら
ず手を繋
がなかっ
た。危な
かったら
つなごう
と思っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児たち
と手を繋
いで歩行
してい
た。

保育士
と手繋
ぎする
のを歩
行に安
定感が
あまり
ない本
児にし
なかっ
たこ
と、ク
ラス責
任者や
他の保
育士の
アドバ
イスを
受け止
めな
かった
こと。

保育に大丈
夫はないこ
とを常に頭
に入れて保
育をするこ
と。今は4月
進級したば
かり。３月
の延長だと
いうことを
全職員で確
認した。

7669

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 0 0 0 4 3 1 0 0 1 1 3歳
1.男
児

日頃は保育
士の問いか
けには、応
じられる事
と応じられ
ない事があ
る。今回
は、一階の
合同保育へ
の移動のた
め片付けま
しょうの声
掛けに強く
拒む反応と
なった。

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

本児に片
付けを促
したこと
に対して
走るとい
う行為が
一瞬にし
て予想で
きなかっ
た。
本児がま
だ遊びた
いという
気持ちに
対して気
が付いて
いたが、
合同保育
に向けて
の行動を
優先して
しまっ
た。

日々のヒ
ヤリハッ
ト等を通
して職員
間で話し
合い、
様々な場
面でどの
職員も対
応できる
ように努
めてい
く。
時間にと
らわれる
ことが無
いような
保育を
し、保育
士に余剰
がある場
合には本
児の遊び
たい気持
ちに寄り
添ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
（300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
300　)回/
年

廊下は基本
的に物を置
かない。避
難経路確保
のためでも
ある。子ど
もにとって
走りたくな
る気持ちを
抑えるには
難しい状況
である。
4，5歳児の
保育室で活
動中、廊下
への扉が解
放されてお
り、子ども
が自由に出
入りできる
状況であっ
た。(扉を
開放して
あったの
は、感染症
対策として
風通しを考
えているこ
ともあっ
た。)

・子ども
の目線に
入る場所
に「廊下
は歩く」
というこ
とを促せ
るイラス
トの掲示
をする。
・2階に
保育士が
一人にな
る状況が
発生する
場合に
は、内線
を近くに
おいてお
くように
し、外部
との連絡
手段を確
保する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・本児の
遊びたい
気持ちを
考慮し、
4，5歳児
保育室と
廊下に分
かれて保
育する状
況となっ
た。その
際、本児
が保育室
にいた
が、保育
室から廊
下へ出る
扉が解放
されてい
おり、子
どもが自
由に出入
りできる
状況で
あった。

・活動が切
り替わると
きに安全を
確保したう
えで次の活
動への声掛
けをしてい
く。
・保育士が
1人で対応
している場
合は子ども
の様子に
よって活動
場所の検討
(子どもの
活動場所を
統一す
る)、保育
士のフォ
ローをお願
いする。
・いままで
は廊下と保
育室の2箇
所に分かれ
て保育をし
ていたが、
保育室内で
掃除と保育
をする場所
を分けて対
応してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はや
りたい遊
び(まま
ごとコー
ナー)を
してい
た。
保育者の
片付けの
声掛けが
あった
が、まだ
遊びたい
気持ちか
ら片付け
をせずに
立ち上が
り、室内
から廊下
へ走って
飛び出し
た。その
後転倒し
た(事故
発生)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

廊下を遊び場に
指定していた
が、本児のまま
ごとコーナーで
の遊びたいとい
う思いを察し、
そのスペースで
の遊びを見守る
ことにしたの
で、廊下で遊ぶ
子と本児が遊ん
でいるスペース
の間に立ち、遊
びを見守った。
合同保育に移行
する為、全体に
声を掛けたが、
ままごとコー
ナーにいた本児
は遊びに夢中で
反応がなかっ
た。その為、ま
まごとコーナー
に近づき、片付
けの声掛けをし
た。本児が室内
から飛び出した
ため、後を追っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下で2
～5歳児
が合同保
育をして
いた。2
歳児は3
～5歳児
より先に
玩具を片
付けを
し、保育
者2名先
導のも
と、合同
保育のた
め1階の
保育室に
移動し
た。

2～5歳児
で合同保
育をして
いたが、2
歳児と3～
5歳児とで
片付けの
タイミン
グが異な
り、活動
が別と
なった。2
階には3～
5歳児が遊
ぶ場所が2
箇所に分
かれてい
るにも関
わらず、
職員が1名
という状
況になっ
てしまっ
た。他の
職員は1階
に降りて
いた為、
本児のま
だ遊びた
いという
気持ちに
寄り添う
ことが難
しかっ
た。

・保育者が
本児に対応
できるよ
う、他の職
員にフォ
ローを頼む
か、本児と
しっかり話
をする時間
を設けて落
ち着いてか
ら移動でき
るようにす
る等の判断
をしてい
く。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7670

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 6歳
1.男
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

時間外保
育者との
引継ぎ時
間、戸締
り分担の
時間で
あったた
め職員の
目が足り
ない時間
であっ
た。

保育士、
交通誘導
警備職員
ともに保
護者へ速
やかな降
園を促す
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

縁石の高
さが低く
子どもが
登りやす
い場所が
ある。

縁石内側
の植え込
み部分に
プラン
ターを置
き張り紙
での注意
喚起。
速やかな
降園の声
掛けをす
る

7.その
他

降園時
だったた
め、事故
現場が保
護者や園
児で混在
していた
ため、保
護者も園
児の様子
を把握し
きれてい
なかっ
た。

保護者、
園児に対
して保育
士が速や
かに降園
できるよ
う促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園から
降園まで
園児はい
つもどお
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園時門
外での出
来事で
あったた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

時間外保
育者との
引継ぎ時
間、戸締
り分担の
時間だっ
た。

降園時
で事故
現場が
保護者
や園児
で混在
してい
たた
め、保
育士や
駐車場
の警備
誘導員
も状況
を把握
しきれ
ていな
かっ
た。

保護者、園
児に対して
保育士が速
やかに降園
できるよう
促す。

7671

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 0 0 0 12 17 0 0 5 5 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭から
担任が離
れるとき
に、配慮
が必要な
児Ａのこ
とを伝え
て離れる
べきだっ
た。

その場を
離れる際
は、必要
なことを
しっかり
伝えてか
ら離れる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
30　)回/
年

簡易滑り
台（移動
式）が子
どもでも
移動しや
すいもの
であるこ
と、大き
な力がか
かれば倒
れる可能
性がある
ことが要
因と考え
られる。

すべり台
は倒れな
いように
固定をし
た。すべ
り台の使
い方、危
険性につ
いて再度
保育士
間、子ど
もたちに
も知ら
せ、危険
のないよ
う注意し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
遊んでい
る状況を
見守って
いた。配
慮の必要
な児Ａを
含め、楽
しそうな
雰囲気
だったこ
とから、
場を離れ
る際、児
Aのこと
を伝えず
に離れて
しまっ
た。

どんな状
況であ
れ、目を
離さない
ように担
任、保育
士間で声
をかけ
あってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

配慮が必
要な児Ａ
を対象児
とする。 
思い通り
にならな
いと癇癪
を起こし
たり、
怒った気
持ちを相
手を叩く
などで表
現するこ
とがある
が、この
日は落ち
着いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転んでケ
ガをした
児がいた
ため、手
当のため
にその場
を離れ
た。園庭
には早番
保育士が
いたた
め、「離
れます」
と声をか
けたが、
具体的に
「配慮が
必要な児
Ａを視野
に入れて
おいてく
ださ
い。」と
伝えるべ
きだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と落
ち葉を集
める作業
を行って
いた。具
体的な配
慮を聞い
ていな
かったた
め、視野
に入れて
なかった
と考えら
れる。

遅れて
登所し
てきた
児、保
護者の
対応の
ため、
園庭か
ら離れ
ていた
担任も
いた。
園庭か
ら担任
が離
れ、配
慮が必
要な児
Ａに対
する配
慮がな
い状況
になっ
てし
まった
ことが
要因の
一つで
もある
と考え
られ
る。

担任が常に
ついていら
れない状況
はあるた
め、その際
の声かけを
しっかりと
その場の保
育士に声を
かけられる
ように注意
していく。

7672

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 0 8 4 6 8 4 0 0 5 5 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

数名の職
員の見て
いた状況
から受診
するほど
ではない
と判断、
本児が痛
がらな
かったこ
とと手が
動かせた
ことで骨
折してい
るかもと
考えられ
なかった

子どもの
発達に
よって変
わってく
るので細
かなルー
ルは決
まってい
ない。過
信せず念
のために
受診をす
る。職員
間で事故
簿内容を
を共有し
押印して
いる。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２) 回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

年に1.2
回園庭の
砂の補充
をしクッ
ション性
を高め、
鉄棒下を
覆うよう
に更に人
工芝を敷
いている

引き続き
職員全体
で安全に
留意して
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土の園庭
なので
クッショ
ン性もあ
り人工芝
を一枚敷
いていた
が、薄
かったの
かもしれ
ない。

鉄棒の下
にもう少
しクッ
ション性
のある
シートを
敷く。人
工芝一枚
(1ｃｍ)
敷いてい
たが、2
枚重ねて
倍の厚み
に改善し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の遊
びと変わ
らず特に
危険な遊
びはして
いない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数名の職
員が近く
で該当児
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
他児の遊
びをみて
いた

複数の
職員が
本児の
様子を
見てい
た。一
番近く
の職員
は鉄棒
から1m
ぐらい
の所に
いて全
体を見
てい
た。

対人数も配
置も特に問
題があった
と考えにく
い

7673

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4歳
2.女
児

身長：●
●.●　㎝　
　体重：●
●㎏　　　
カウプ指数　
●●.●●

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

色々な場
面を想定
しての救
命訓練を
実施して
きたが、
このよう
な教室に
おいても
コーチだ
けに任せ
ることな
く、危険
個所、場
面を考え
ていく必
要があ
る。

安全委員
会を中心
に場所・
場面など
の環境に
おいても
う一度見
直しを行
い、ス
タッフ会
議で研修
を実施し
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

フリース
ペースを
使用して
いるが、
待機また
は観戦し
ている園
児は同じ
フロア―
の端に並
んでいた
ため、い
つでも
ボールが
そばに転
がってく
る状況で
あったた
め、夢中
になって
いる男児
は夢中で
ボールを
追って
走ってく
ることの
認識が十
分ではな
かった。

観戦・待
機してい
る園児
は、サッ
カーをし
ている場
所から離
れた、隣
のクラス
で観戦す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員は、い
つもサッ
カー教室で
事故なく実
施している
というこ
と、今まで
このような
事故が発生
していな
かったた
め、園児は
プレーに集
中して、回
りが見えな
くなって
「飛び込ん
でくる危
険」という
認識が少な
かった。ま
た観戦をし
ている園児
への注意な
どの説明は
十分行って
いなかっ
た。

職員への
スポーツ
教室での
怪我のリ
スクや見
守りの重
要性を再
度周知を
行う。　　
　　また
園児にも
毎回開始
前に注意
事項の説
明を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動的で
はない
が、楽し
んで観戦
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児との
あいだに
3～４人
の子ども
がいた。
ボールが
転がって
きたと
き、すぐ
に対応が
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ4ク
ラスのく
ま組の保
育士2名
は保育室
内で園児
の製作を
行ってい
た。

スポー
ツ教室
の場合
はコー
チ2名が
指導を
おこ
なって
いた
が、怪
我のリ
スクが
高いス
ポーツ
である
こと、
また十
分な見
守りと
その対
応の重
要性と
いう認
識が薄
かった
と考え
る。

スポーツ教
室の場合は
職員1名増員
し、園児の
見守りに専
念する。
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7674

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部 脳挫傷
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

2.基
準配
置

シャワー
を行う際
の細かい
マニュア
ル等は無
いが、
様々な想
定を行い
リスクを
無くす為
に場面や
状況に合
わせて約
束事を確
認しなが
ら活動す
る配慮が
必要だっ
た。シャ
ワーコー
ナーに飛
び降りる
ことが、
危険な事
として子
どもにに
伝わって
いなかっ
た。

子どもの
状況や活
動内容に
合わせて
安全を守
る為の約
束事を決
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

今回の様
に不意な
転倒が起
きた場
合、コン
クリート
仕様の現
場では怪
我になる
要因と
なった。

シャワー
を行う場
所を室内
シャワー
に変更す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コンク
リートか
ら足を守
るために
設置した
バスマッ
トが濡れ
ると転倒
する事故
へと繋
がった。

バスマッ
トの設置
をすぐに
やめた。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

  泥あそ
びの後、
体を洗う
ためベラ
ンダで順
番待ちを
していた
本児が、
足洗い場
に敷かれ
ていた、
バスマッ
ト上に飛
び降り
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

  担任保
育士１名
が足を
洗ってい
る４名を
見守りな
がら、洗
い終わっ
た子の身
体をバス
マット上
で洗う為
「おい
で」と声
をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

  室内で
遊んでい
る６名を
見守りな
がら、
シャワー
が終わっ
た４名の
身体を拭
く援助を
していた
為、本児
の事は見
ていな
かった。

足を
洗って
いる子
に保育
士の意
識が集
中して
おり、
待って
いる子
に注意
が払え
ていな
かっ
た。

保育士は常
に全体把握
を心掛け、
危険を予測
し、子ども
への声掛け
をしてい
く。又、危
険が予測さ
れる時には
応援の職員
を依頼す
る。

7675

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 0 0 0 20 20 20 0 0 4 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外顆剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　１　)回
/年

2.基
準配
置

この園庭
の各所に
おける、
子どもの
動きにつ
いて、職
員ひとり
ひとりの
予測が甘
かった可
能性があ
る。

事故予防
に関する
具体的な
研修会の
実施及び
ヒヤリ
ハットの
周知徹底

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

マットの
位置が適
切な位置
からずれ
ていた可
能性もあ
る。

遊具につ
いて、適
宜配置が
適切かど
うかを考
える。ま
た、子ど
もの些細
な変化に
気づける
保育者の
資質向上
のための
研修会を
実施す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

隣の築山
から降り
てきて、
予想以上
に勢いが
ついて転
んだ可能
性もあ
る。

粗大遊び
のコー
ナーを
しっかり
確保し
て、全身
を使う遊
びを意識
的に取り
入れて、
体力向上
を図って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭遊び
の最中で
怪我をし
た瞬間を
見ていた
職員は誰
もいな
かった。
本人の話
を基に園
庭のカメ
ラの映像
を確認し
て、怪我
をした場
所を確定
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た保育者
がそれぞ
れ別の児
童と関
わってい
た。

職員が
流動的
に動い
てし
まって
いた。

担当エリア
を決めて、
全体をよく
見るように
する。

7676

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

10 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

不全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　１　)回
/年

2.基
準配
置

子ども一
人一人の
体力の認
識がうま
く出来て
いなかっ
た。

事故予防
に関する
具体的な
研修会の
実施及び
ヒヤリ
ハットの
周知徹底

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１2　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

はしごが
低い位置
からある
ことで、
低年齢の
児童も登
れてし
まったこ
とが一因
ではない
か。

はしごの
段数を削
り、下の
方を無く
した。そ
れにより
ある程度
体力があ
る児童で
ないと登
れなくし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

落ちるか
もしれな
いという
予測が出
来ていな
かった可
能性があ
る。

本児の握
力など体
力全般を
高めるよ
うに遊び
の環境を
整えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
元気に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で本児が
はしごを
登るのを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た保育者
はそれぞ
れ別の児
童と関
わってい
た。

担当職
員が本
児の体
力の認
識に甘
い部分
があっ
た可能
性があ
る。

日常的に子
ども一人一
人の体力を
把握する視
点を、ケー
ス記録を記
入する際に
意識する。

7677

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 0 0 0 9 11 0 0 2 2 5歳
1.男
児

　
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕通顆
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

個々の興
味や発達
状況を把
握する。

遊びがエ
スカレー
トしてい
たら声掛
けが必
要。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

乳児向け
のプラス
チック製
の低い滑
り台から
の飛び降
り事故。
飛び降り
を２名で
始めた。

乳児向け
遊具で遊
びがエス
カレー
ト。この
ぐらいは
大丈夫と
の過信が
あったの
ではない
か。早め
の声掛け
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本来滑り
台は滑る
もの。遊
び方の注
意が必
要。

遊びの
ルールを
再確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は静
的な遊び
が多い。
主に室内
では女子
とお人形
遊びをす
ることが
好き。戸
外では気
の合った
男児と同
じ遊びを
してい
る。活発
に動く男
児に「面
白いこと
考えた」
と言わ
れ、飛び
降りの遊
びをす
る。交互
に繰り返
す。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
から様子
を見てい
た。見て
いた子ど
もがそば
に駆け寄
り、「落
ちた」と
知らせに
来た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

４歳児担
当で少し
離れたと
ころから
見てい
た。

本児の
行動は
いつも
以上の
ことを
してい
たた
め、そ
ばに行
き対応
をする
ことが
必要
だっ
た。

個々の行動
をしっかり
とみる。遊
びのルール
を知らせ
る。

7678

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 0 0 0 8 8 10 0 0 3 3 6歳
1.男
児

いつものよ
うに３・
４・５歳児
合同で夕方
の園庭遊び
をしている
途中だった

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

担任はお
迎えの保
護者に対
応をして
おり、子
どもの遊
びの動き
の変わっ
たこと
（ボール
遊びから
かくれん
ぼ）に気
付かず他
の保育者
にゆだね
てしまっ
た。

夕方の保
育につい
ては担任
同士で連
携してお
こない、
起こるで
あろう事
故を予測
して配慮
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

タイヤは
子どもが
主体的に
遊べるよ
うに置い
てあり、
使用して
いないと
きには登
らないよ
うに教育
している
が今回は
遊びの延
長として
咄嗟に
登ってし
まった。

子どもの
動きをよ
く観察し
ていて、
約束が守
れていな
いときや
危険が想
定される
場合の子
どもへの
声掛けや
寄り添い
方を話し
合い共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃の子
どもたち
の動きや
興味関心
などを保
育士間で
共有をし
ておく必
要があっ
た。

その時間
帯は保護
者対応に
追われる
時間なの
で、合同
保育中の
遊び方を
考え、遊
具の使い
方、設置
の仕方を
再度確認
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夕方の
ボールあ
て鬼ごっ
こからか
くれんぼ
に変更し
てさらに
エスカ
レートし
て遊んで
いたよう
に思われ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

夕方の合
同保育で
あり、担
任は他の
保護者の
対応を
行ってい
てその場
から離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任がそ
の場から
離れた時
の子ども
の遊びの
変化に気
付かず、
他の保育
者との連
携が行え
てなかっ
た。子ど
もの動き
は他の子
どもとの
かかわり
をしてい
てちょう
どそのと
きは見て
いなかっ
た。

日頃の
子ども
たちの
動きや
興味関
心など
を保育
士間で
共有を
してお
く必要
があっ
た。保
育士の
立ち位
置につ
いて一
瞬死角
になっ
てい
た。

毎日のミー
テングで子
どもの様子
を伝えあい
合同で保育
するときの
配慮点を明
確にしてお
くようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7679

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

7 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯根出血
（上左１
番）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

玩具の提
供の仕方
の知識不
足
職員間の
連携不足

保育士の
立ち位置
の検討
子どもの
成長、発
達の特
徴、玩
具、遊び
の環境作
りの見直
し

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
年

3.未実施
実施頻度(　
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/毎
日

室内遊び
の環境設
定の誤
り、知識
不足

絵本棚を
玩具の棚
から離し
て配置す
る（事故
発生日は
隣に配
置）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具の提
供の仕
方、環境
設定、保
育士の立
ち位置

絵本の使
用時は子
どもの成
長、発達
を考えて
机上にす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で過
ごし、対
象児は絵
本を見
る。
ブロック
がしたく
なり、絵
本を方付
ける為立
ち上がる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

絵本を見
ている子
の側に1
名
色水ペッ
トボト
ル、ブ
ロックで
遊んでい
る子の側
に１名

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

0.1歳児
クラスの
担任４名
は各クラ
スの保育
を継続
対象児に
担任1名
がついて
いる間、
フリー保
育士が１
名２歳児
クラスに
入る

戸外と
は異な
り室内
で過ご
してい
た為、
子ども
の動き
に対し
ての意
識が薄
かった

どのような
場面でも緊
張感をもっ
て、子ども
の動きに注
意を払う。
また、見通
しをもって
保育（設定
保育）にあ
たる

7680

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

19 0 0 0 4 4 11 0 0 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
12 )回/年

2.基
準配
置

当法人の
保育運営
マニュア
ルには、
『遊具使
用の際に
配置しな
ければな
らない保
育士の人
数』にあ
わせて、
その日に
使用する
遊具を決
めると
なってい
るが、遊
具の対象
年齢確認
を失念し
たことに
加え、事
故のあっ
た遊具の
使用に不
安があり
ながらも
実行して
しまっ
た。

当法人の
保育運営
マニュア
ルを再確
認すると
共に、徹
底を行
う。
園長・主
任が散歩
同行を更
に増や
し、職員
の配置が
適切か確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

事故のあっ
た遊具の対
象年齢が6
～12歳。事
故が起きた
遊具（可動
式雲梯）で
遊んでいた
3名（当該
園児含む）
は、6歳ま
たは5歳。
対象年齢に
達していな
い子もい
た。子ども
を常に補助
ができる距
離に職員を
配置するべ
きだった。
ただし、事
故のあった
遊具は、補
助の職員を
配置しても
危険を防ぐ
ことが難し
いことが予
想される。

ハザード
マップに遊
具の対象年
齢を記載
し、全職員
に周知し、
ハザード
マップの確
認を行う。
園外保育
リーダーが
遊具の対象
年齢を都度
目視確認す
る。本事故
があった遊
具は今年度
は使用しな
い。来年度
は、子ども
たちの身体
発達に応じ
て使用する
かを検討す
る。使用す
る際には、
１対１で関
われるよう
に職員を配
置する。１
対１での配
置ができな
い場合は使
用しない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

場所を移
動する際
に、総合
確認をし
ていな
かった。
子どもが
挑戦した
いという
気持ちと
当該児童
の身体発
達が見
合ってい
なかっ
た。

活動の最
中であっ
ても子ど
もの動き
が変わる
際には職
員同士の
声かけを
徹底す
る。散歩
や戸外活
動に園
長・主任
が同行
し、職員
同士の声
かけの有
無を確認
する。
子どもた
ちの身体
発達を園
全体で見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達の影
響で挑戦
しようと
する姿は
いつもど
おりで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童が
挑戦する姿
を近くで見
守ってい
た。挑戦さ
せて大丈夫
か不安だっ
たが、当該
児童の気持
ちを尊重し
た。落ちた
際に抱えら
れる距離
（雲梯横）
で見守って
いたが、落
下する瞬間
のみ他児に
手を引か
れ、1m程度
雲梯から離
れてしまっ
た。目視は
出来ており
落下の瞬間
も見てい
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該園児
の様子、
周囲の他
児や担当
職員の動
きは把握
していた
が、落下
する瞬間
を目視す
ることは
できてい
ない。

当該園
児の身
体発達
につい
て、問
題ない
だろう
ととい
う過信
があっ
た。職
員が不
安な状
態でも
続けさ
せてし
まっ
た。

挑戦する気
持ちを尊重
するのは、
事故のあっ
た遊具でな
くても養え
ることか
ら、事故の
あった遊具
は今年度使
用をしな
い。

7681

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 10 12 0 0 0 0 0 6 6 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ関
節部骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12)回/年

1.基
準以
上配
置

その時そ
の時に発
生したヒ
ヤリハッ
トの研修
はできる
が過去に
発生した
ヒヤリ
ハットな
どが伝達
されづら
い。

安全
チェック
シートだ
けでなく
マニュア
ル、玩
具・遊具
の点検票
の作成

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
日

園庭が凸
凹してい
る箇所が
あり、修
繕を素早
く行う。

園庭の構
造をよく
知る。修
繕が必要
なところ
は避け、
素早く修
繕を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

傾斜のあ
る園庭
だった為
滑りやす
かった。

滑りやす
いところ
では抱っ
こをせず
手を繋ぐ
などをし
て対応を
するべき
であっ
た。どの
ようなと
ころにど
のような
危険があ
るのか把
握してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面で
は良好で
部屋に戻
ることを
嫌がって
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

部屋に戻
るのを嫌
がって逃
げている
本児に職
員が抱っ
こで対応
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他の園
児の遊び
を見守っ
たり、部
屋へ戻る
よう促し
ていた。

嫌がっ
ている
時は無
理に部
屋へ連
れてい
かず本
児の気
が向く
まで
待って
もよ
かっ
た。

片付けや移
動の際は子
どもたちの
行動もいろ
いろな場所
へ散らばる
ため広い視
野であらゆ
る場所を見
ていく。

7682

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 0 0 0 2 3 1 0 0 2 2 4歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

顎の内出
血と左下
犬歯上部
の欠け　
歯のエナ
メル質の
欠け

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
研修は
行ってい
るが、園
として危
ない箇所
のチェッ
クや子ど
もの予想
される危
険行動の
分析等を
していな
かった。

園内のヒ
ヤリハッ
ト地図を
作成し危
険個所を
職員で共
有し改善
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

保育室内
の机や
ロッカー
の配置
（子ども
が走って
しまう環
境）

部屋の出
入り口ま
での動線
に,机や
視野を妨
げる壁が
あったの
で、部屋
を区切っ
たり机を
配置して
走らない
環境に変
更する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児が降
園するの
を見送ろ
うとし
て、出入
り口まで
走って
いったこ
とが原因
である。

室内では
走らない
よう注意
喚起を徹
底する。
走ってい
る子ども
にはその
都度声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方の降
園までの
自由遊び
の時間
は、いつ
も他児と
一緒に、
おままご
とやブ
ロックを
して遊ん
で過ご
す。怪我
当日もい
つもと変
りなくお
ままごと
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

壁側の
ロッカー
前付近
で、机上
あそびを
している
子ども達
の見守り
をしてい
て、対象
児の動き
は把握し
ていな
かった。

1.対象
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

他児が降
園すると
き、いつ
も対象児
がお見送
りに来る
ので、対
象児がお
ままごと
コーナー
から来る
のを出入
り口から
見守って
いた。

二人の
職員の
立ち位
置や把
握する
子ども
の担当
を決め
ていな
かっ
た。

夕方の自由
遊びの時間
は、職員が
一人降園対
応をするの
で、もう一
人の職員が
立ち位置を
考えて全体
をみるよう
にする。

7683

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾中
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1 )回/年

2.基
準配
置

部屋遊び
中の職員
の配置場
所にも気
を付け
る。

マニュア
ルを読み
把握して
おく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１) 回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(20)回/月

日々の安
全点検実
施を職員
間で共有
し、事故
に繋がら
ないよう
にする。

点検時だ
けでな
く、常に
安全点検
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体が落
ち着いて
過ごして
いる状態
だったの
で怪我が
起こると
思ってい
なかっ
た。

危なくな
るような
ことはな
いか気に
かけ、見
守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周りの事
が気に
なってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見ていた
が、ケガ
を止めら
れなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
ていた

まさか
怪我を
すると
は思わ
なかっ
た。危
険予測
ができ
ていな
かっ
た。

子どもの特
性を理解
し、危なく
ないよう声
掛けし、見
守るように
する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7684

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 0 0 10 10 8 7 0 0 6 5 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指)

左橈骨･
尺骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

異年齢で
の保育中
は、年齢
の小さい
子どもに
手を取ら
れがちに
なるの
で、職員
間でしっ
かりと声
を掛け合
い連携す
る配慮が
不足して
いた。

職員同士
で、危険
個所や、
園庭での
職員配置
など、事
故防止の
ヒヤリ
ハットや
事例を参
考にしな
がら、再
確認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（毎)回/
年

遊具で遊
ぶ際は、
正しい使
い方をし
ていて
も、常に
事故が起
きること
を想定す
る。

遊具の使
い方、遊
び方など
も職員同
士で共有
すると同
時に、子
どもたち
にもわか
りやすく
発信して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年度替わ
りで、子
どもたち
の気落ち
も高揚し
ているこ
となどを
十分に配
慮する。

子ども一
人ひとり
の動きや
予想され
る行動
を、職員
間で共有
しなが
ら、遊び
を見守
り、事故
を未然に
防ぐよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りを
していた
が、転倒
すること
を予測で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の固定
遊具で遊
ぶ子ども
の見守り
をしてい
た。

毎日使
用して
いる遊
具で
あった
が、慣
れから
生じて
しまっ
た結果
であっ
たこと
も考え
られ
る。ま
た、そ
のこと
を職員
も見逃
してし
まっ
た。

園庭遊びで
は、行動範
囲も広いの
で、職員同
士の連携
と、全体を
よく見て、
子どもの動
きを把握す
ることを徹
底する。

7685

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 0 0 0 10 10 0 0 2 2 5歳
1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1 )回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルの読み
合わせ、
事例につ
いて読み
返しを
行ってい
るため、
考えられ
る要因は
なし。

継続して
マニュア
ルの読み
合わせ、
系列園で
アクシデ
ントが起
こった時
等事例の
読み合わ
せは今後
も継続し
て続けて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

園庭遊具
や玩具に
ついて毎
朝チェッ
クリスト
をもとに
確認をし
ているた
め、その
他の要因
は特にな
し。

園庭遊具
や玩具に
ついて、
毎朝確認
をチェッ
クリスト
をもとに
行ってい
るため、
今後も継
続して行
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で
ボール遊
び・鬼
ごっこと
注意する
必要があ
る活動が
重なって
いたため
対人数+
１の配置
を行って
いたが、
活動に対
しては不
足してい
た。

複数の活
動を行う
際には、
対人数+
１で配置
を行って
いるが、
場合に
よっては
活動を選
定するか
更に活動
時に人を
補充す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
行ってい
たため、
鬼を気に
していて
あちこち
余所見を
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場付近
で遊ぶ子
ども達と
遊んでい
た。他職
員から入
室につい
て声を掛
けられた
が、自身
の持ち場
は離れて
いないた
め、該当
児が園庭
右側にて
転倒する
姿は見え
ていたが
手が届く
位置では
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭中央
にて、
サッカー
をするグ
ループと
鬼ごっこ
をするグ
ループを
見守って
いた。入
室の流れ
について
担当職員
と話を行
うため、
持ち場を
離れ、職
員がいる
砂場の方
へ移動し
た。(職
員同士の
距離は1
ｍ程)

事故発
生時、
職員同
士が次
の流れ
につい
て話し
合いを
行って
いた。

子どもの動
きの流れに
ついて、子
どもの活動
中に話し合
うのではな
く、活動が
始まる前に
決めてお
き、活動中
は子どもの
近くで見守
りを行う。

7686

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 0 0 0 9 10 8 0 0 3 3 3歳
1.男
児

普段から3
～5歳児ｸﾗｽ
で戸外遊び
をしてい
る｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

保育士が
１人、５
歳児と水
やりをし
ていて園
庭は３～
４歳児と
保育士２
人がい
た。
1人は全
体を見て
いて、1
人は一緒
に遊んで
いたので
転倒を防
げなかっ
た

園庭にあ
る固いも
のは埋め
るかなく
すかその
付近で遊
ばせない
かする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/月

点検はし
ているも
のの転倒
する場所
を特定し
て点検は
しない

点検をし
ている際
にもここ
で転倒し
たらと考
えるよう
に点検す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３歳児か
ら５歳児
の保育中
でほぼ自
由に園児
だけで遊
べるよう
している

サッカー
をする場
所や自転
車を乗る
場所を決
めていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児より
活発で動
きが多い

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
と花に水
を上げて
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１人は全
体を見て
いて1人
は園児と
一緒に遊
んでいた

異年齢
児保育
を行っ
ている
が水あ
げは担
当保育
士がす
るべき
だった

普段から動
きが多いた
め、担当保
育士がより
注意深く見
る。遊ぶ場
所を決めて
安全に遊べ
られるよう
にする。

7687

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

25 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨
折、打
撲、切り
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

　進級に
向けて大
きくなっ
た自信と
探求心か
ら大きな
石を持っ
てみたの
だと思
う。

　子ども
のやって
みたいと
気持ちを
受け入れ
「一緒に
やろう
ね」と促
す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

　大きく
なった喜
びと自信
と探求心
からの行
動、実際
に砂場の
中では上
手く歩け
なかっ
た。

　公園内
の安全点
検。危険
物を撤去
できない
時は子ど
も達に伝
え、保育
士がその
場所に立
ち子ども
達から目
を離さな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　砂場が
柔らか
だった
か、本児
の歩き方
が不安定
だった。

　危険物
の撤去。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　探求心
たっぷり
で活動的
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

 本児が
砂場で遊
んでいた
ので様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　公園の
固定遊具
や他児を
見てい
た。

　本児
が大き
くなっ
た喜び
と自信
と探求
心から
行動を
とった
のだ
が、砂
場の中
では上
手く歩
けず石
を手か
ら離す
ことが
できな
かっ
た。

　危険と思
われる場に
留まり、声
がけをす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7688

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

17 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3歳
1.男
児

特に無し
5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一趾
中足骨基
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

全体を見
渡せる所
に保育士
等が配置
してお
り、配置
人数等に
おいては
特に問題
はなかっ
た。

明明後日、園
長、総主任、主
任のミーテイン
グにて事故につ
いて共有し、直
後に主任が各ク
ラスへ報告伝達
し注意喚起し
た。同日、リー
ダー会議にて詳
細を伝達共有
後、事故検証を
園長、総主任、
主任、看護師、
担任とで行い、
その内容を職員
に紙面にて周知
徹底した。●日
乳児会議にて、
事故の詳細やそ
の後の本児への
対応などを伝達
共有し、乳児全
体での協力体制
を整えることが
出来た。また、
改善策を具体的
に伝えた事で、
乳児全体で再発
防止策を共有す
ることが出来
た。●日の職員
会議にて、再度
園全体への周知
を行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

施設、設
備の状況
として
は、破損
個所は見
られず特
に問題は
なかっ
た。

引き続
き、遊ぶ
前に点検
を行い安
全対策に
努めてい
く。

6.食事
(おや
つ)中

対象児
は、一番
になる事
に対して
嬉しいと
いう気持
ちの高ぶ
りがあっ
た為、小
走りに
なったの
ではない
かと推測
される。

日頃より室
内ではゆっ
くり歩く事
を伝えてい
る為、継続
した声掛け
を行ってい
く。また、
広いスペー
スがある事
により走り
やすい状況
を防ぐ為、
①子どもの
動きに合わ
せて職員を
配置し落ち
着いて過ご
す事が出来
るような時
間を作る。
②レジャー
シートを
使ってピク
ニックを想
定した保育
などいつも
と違う環境
設定をした
際には、保
育室の半面
にテーブル
を配置する
などして気
持ちの昂り
を抑えるよ
うな工夫を
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

受け入れ
の際の視
診や保護
者からの
引継ぎに
おいて、
特に健康
面および
精神面で
変わった
点は見ら
れなかっ
た。活動
中も変化
は見られ
ず、落ち
着いて過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3名の内の1
名の職員
は、他の子
どもの検温
を行ってい
た為、少し
離れた所か
ら全体を見
守ってい
た。もう1名
は、手や口
拭きの援助
を行いなが
ら、対象児
が見える位
置に立ち全
体に目を
配ってい
た。また、
もう1名は、
床のモップ
掛けを行い
ながら、子
ども達の様
子に気を
配ってい
た。職員間
で声を掛け
合い、子ど
も達の流れ
に合わせた
対応を行お
うとしてい
た矢先で
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員3名
は対象児
に対して
上記の通
りの立ち
位置で対
象児の動
きや全体
を見守っ
ていた。
付近には
実習生が
1名お
り、おや
つの介助
をしてい
た。

当時の
状況に
おいて
保育士
等は全
体の見
渡せる
位置に
配置は
してい
たが、
検温や
拭き掃
除など
他の業
務も同
時に
行って
いた。

落ち着いて
おやつを食
べていた事
によって、
そのような
業務も並行
して行って
いたが、お
やつを食べ
終わった子
どもが移動
した際には
子どもの動
きに合わせ
職員を１名
配置する。
検温はおや
つの摂取時
間と同時進
行で行う事
がないよう
にし、拭き
掃除につい
ては職員の
人数に応じ
て行う。

7689

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 5 10 0 0 0 0 0 0 5 4 2歳
2.女
児

水遊び前の
準備で1歳
児保育室で
0歳児ｸﾗｽと
合同で体操
を行ってい
た｡

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創･裂
傷等)

2.顔面
(口腔内
含む)

顔面挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12 )回/
年

2.基
準配
置

なし

職員配置
は問題な
く、事故
予防につ
いての認
識もあっ
たが、さ
らに認識
を強く持
ち、理解
を深める
ために
「事故防
止と事故
対応」資
料、また
は過去の
事例を参
考に園内
研修を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

体操をし
ている場
所の広さ
は問題な
く、つま
づきそう
な物や遊
具の散乱
等もな
かった。
ぶつかっ
た建付け
のロッ
カーは角
は丸かっ
たが、転
んだ際の
勢いがあ
りロッ
カーへの
衝撃も大
きくなっ
た。

転んだ際
など、
ロッカー
に直接ぶ
つからな
いように
段ボール
の仕切り
等を利用
してカ
バーす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

A→見学予
定の子ども
と水遊びを
行う子ども
と分かれる
時間に考慮
が必要で
あった。
B→0歳児が
一緒に体操
に参加した
が年齢差で
動きも違う
ため一緒に
行う活動に
は適さな
かった。
C→0歳児が
睡眠をとる
には適さな
い空間だっ
た。
D→体操に
飽きる子ど
ももおり、
水遊び前の
体操として
の時間が長
かった。

A→見学予定の子
どもが少ない場
合は水遊びを始
める時に別空間
に移動する。ま
た見学予定の子
どもが多い場合
には体操前に別
部屋に移動する
等、それぞれの
活動を落ち着い
て行える空間を
作る。
B・C→0歳児は発
達や行動・動き
が1歳児と違うた
め、体操などで
個別に見守るこ
とが難しい時は
合同の活動はし
ない。
D→水遊び前の準
備体操の必要性
を考え、最低限
の体操にするな
ど子どもが飽き
ない活動を取り
入れていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

今年度初
めて水遊
びが
「可」に
なり、体
操開始前
から喜ん
で気持ち
が高ぶっ
ている様
子が伺え
ていた。
体操中、
普段より
も動きが
大きく、
小走りや
ジャンプ
も多かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

0，1歳児
10名を囲
むように
してス
タッフが
配置され
ていた
が、担当
保育士は
子ども全
体が見え
る位置に
いたた
め、すぐ
に対象児
の動きを
止められ
る位置に
はいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当1名
は子ども
の動きが
大きく
なってい
たため、
他児の対
応をして
おり、全
員を見守
る状況で
はなかっ
た。
0歳児担
任は子ど
もを抱っ
こしなが
らの見守
りであっ
たため、
転んだ瞬
間に手を
差し伸べ
ることが
出来な
かった。

A子ども
が飽き
始めて
いる様
子を感
じてい
たが、
「この
曲が終
わるま
で」と
いう気
持ちで
体操を
続けて
いた。
B子ども
を抱っ
こしな
がらの
見守り
ではい
ざとい
う時の
保育士
動きが
十分で
はな
かっ
た。

A→子どもの
様子や状況
を考えて、
体操を中断
する、子ど
もが落ち着
ける活動に
するなどの
判断を行
う。
B→抱っこが
必要な状況
の子どもが
いる場合は
活動を分け
る。

7690

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

104 18 26 29 31 11 11 3歳
2.女
児

身長、体重
など発達は
良好。持病
なし。当日
の天気は晴
れてよい気
候だった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

腕骨遠位
端骨折
(左）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

見守りの
保育士を
多く配置
する。

戸外に出
た場合
に、連携
を取り全
体の子ど
もの把握
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４７　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

子どもの
数に対し
て園庭が
狭い。砂
場が２つ
あり活動
が制限さ
れる

子どもた
ちが、遊
びやすい
空間と動
線を考え
遊具を配
置する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
数が多
かったた
め、遊ん
でいる様
子の全体
把握が難
しかっ
た。

ダイナ
ミックな
遊びをす
るとき
は、年齢
により遊
びの時間
をずらす
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子で
あった
が、前方
に気を取
られ、足
元に注意
がなかっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス園
児の排泄
介助につ
いていた
ため。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

戸外で子
どもと過
ごしてい
た

他児も
本児も
お互い
に動き
が視界
に入っ
ておら
ず、他
児の手
押し車
につま
ずい
た。

全職員が、
きめ細やか
な情報交換
をすること
で、共通理
解をはかり
保育に当た
るようにす
る。

7691

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

19 5 5 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A歯
の陥入

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度3
～5回/年

1.基
準以
上配
置

全職員で
共有して
いる事故
予防マ
ニュアル
を改めて
見直し、
保育の安
全管理に
対する意
識を高め
る。職員
一人ひと
りが事故
防止
チェック
リストを
活用し、
適切な対
応が出来
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
280　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
280　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(280　　)
回/年

平均台が
木製で、
安定感が
ある分、
堅い素材
であっ
た。

平均台の
角に衝撃
緩和の
クッショ
ン材を貼
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平均台が
現時点で
の一人ひ
とりの子
どもの月
齢や発達
段階に
合ってい
るか見極
める。１
つの遊び
に保育士
の見守り
の範囲を
超えて子
どもが集
中しない
よう、他
のコー
ナーも
もっと子
どもが興
味を持て
るよう充
実させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

平均台
を、保育
士と片手
をつない
でいる状
態で渡っ
ていたと
ころ、あ
と少しで
渡り終わ
るところ
に来てバ
ランスを
崩し、保
育士の手
を持った
まま体を
ひねるよ
うに反転
して落
ち、平均
台の端に
右の前歯
をぶつけ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

平均台を
渡る対象
児と他児
の手を片
手ずつつ
なぎ、つ
いて前へ
進んでい
た。対象
児が渡り
終わる寸
前に手を
つないだ
ままバラ
ンスを崩
した際、
何とか立
て直そう
とした
が、対象
児は平均
台の端に
右の前歯
をぶつけ
てしま
う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1歳児クラ
ス室内には
4名、屋外
に1名の保
育士がい
た。平均台
には、対象
児と他児の
手をつない
でいた保育
士の後ろか
ら、もう1
名保育士が
他児2名の
手をつない
だ状態でつ
いてきてい
た。あとの
保育士は
マット山に
1名、ミニ
カーに1名
ついてい
た。屋外の
保育士は戸
外遊びの片
付けをして
いた。

保育士
が対象
児と他
児の手
を片手
ずつつ
ないで
いたこ
とで、
対象児
がバラ
ンスを
崩した
時に
フォ
ローし
きれな
かっ
た。

対象児は新
入園児で、
平均台に慣
れていな
かった。平
均台を渡る
にあたって
は、子ども1
人に保育士
が1人手をつ
なぎ、ゆと
りを持って
つく。

7692

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 8 15 17 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
1 )回/年

2.基
準配
置

子どもの
動きを先
読みし、
予測して
行動す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

壊れてい
る等が要
因でな
かったの
で改善策
としては
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
色々な行
動を予測
し、子ど
もの様子
に一層の
注意をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び
中、ス
テージへ
向かって
走ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら至近で
対象児を
みていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
みではな
く全体を
見てい
た。

子どものい
ろんな行動
を予測して
保育士が子
どもの姿を
しっかりと
把握する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7693

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 10 19 3 3 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

活動の為
の準備中
であって
も子ども
たちの様
子を注意
して見守
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(56)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

室内設備
から離れ
た場所
だったの
で改善策
としては
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

離席して
いた

活動の為
の準備中
であって
も子ども
たちの様
子を注意
して見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

離席して
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

次の活動
の机を片
付け・掃
除

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保育中

特にな
し

活動の準備
に1人と見守
りに1人の配
置

7694

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

頭部打撲
傷・顔面
裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

事故報告
書にて職
員に周知
し、全体
把握を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

再度遊具
等に不
備・破損
等、ない
かの点検
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配
置を直し
全体が把
握できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
ゲーム
（追いか
けっこ）
をしてお
り前を向
いておら
ず遊具に
ぶつかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いた為、
動きを見
る事が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
みではな
く全体を
見てい
た。

職員の配置
を直し全体
が把握でき
るようにす
る。

7695

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

急性単純
性歯髄
炎・外傷
性歯の打
撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

今後も、
園内研修
等を開
き、改善
点があれ
ばその都
度マニュ
アルを見
直してい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

日頃から
危険な箇
所がない
かを点検
時以外に
も意識を
して確認
し、危険
個所が見
つかった
場合に
は、報
告・改善
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の椅
子の両側
に園児が
居たた
め、おも
わず後方
より座ろ
うとし
た。

生活や遊
びのﾏﾅｰ
を身につ
け、危険
な行動を
しないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところで
対象児を
みていた

椅子の座り
方を再度ク
ラスで確認
しあい、危
険な行動を
しないよう
その都度声
掛けをして
いく。

7696

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

18 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

創傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

今一度、
研修等で
職員間で
周知し、
危険個所
を把握す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

今回は壊
れている
等はな
かった
が、低い
段差でも
怪我につ
ながる事
を認識
し、今後
気をつけ
ていくよ
う心掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体把握
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールの
階段をの
ぼってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転んだ瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いたため
見ていな
かった。

他児の対応
をしながら
も全体を把
握できるよ
うにしてい
く。

7697

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

19   4 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右目瞼切
創・皮脂
欠乏性湿
疹・細菌
性結膜
炎・擦過
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

特に活動
が切り替
わる時
は、子ど
もの動き
を先読み
し予測し
て行動す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時　)
回/年

特になし

ロッカー
のふちに
ぶつかり
防止クッ
ションを
つけた

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊びから
片付けな
ど、活動
が切り替
わるとき
は、特に
気を配り
子どもの
動きを見
守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
ままごと
遊びを終
え、玩具
のを片付
けを行っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と一
緒に玩具
の片づけ
をしてい
たため、
つまずい
て倒れた
時に間に
合わず危
険回避が
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒に玩具
を片付け
たり、ト
イレ介助
を行って
いたため
動きを見
ていな
かった。

特にな
し

遊びから片
付けなど、
活動が切り
替わるとき
は、特に気
を配り子ど
もの動きを
見守り、職
員の立ち位
置等を見直
す。

7698

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 13 10 14 0 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨
折、右有
頭骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

鬼ごっこ
にて総合
遊具を利
用した。

総合遊具
の遊び方
を、こど
もと共に
再度確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

劣化や破
損だけで
なく、滑
りやすさ
等の確認
も行い、
情報を共
有する。

点検内容
以外の部
分も目視
だけでな
く、手足
で触れて
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天候等の
遊具への
影響も把
握する。

定期以外
で、天候
不良後等
も点検を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子
で、他の
園児と総
合遊具で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鬼ごっこ
をしてい
ることは
把握して
いたが、
園庭内の
他の園児
の対応を
していた
ので、事
故発生時
の様子は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
動きは把
握してい
たが、園
庭内の他
の遊具に
て園児の
対応をし
ていたの
で、事故
発生時の
姿は見て
いなかっ
た。

可能な
限り、
配置基
準以上
の状況
に応じ
た職員
配置に
努め
る。

個々の特性
に応じた配
置の確認を
再度行う。

7699

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 10 17 22 24 7 6 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

保育士が
子どもの
様子を
しっかり
と把握す
るように
再度、確
認する。
また、鉄
棒などで
は保育士
が側にい
ない時は
遊ばない
ように子
ども達に
知らせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度( 
25 )回/年

遊具など
の点検、
また遊具
で遊んで
いる様子
が見えに
くくない
か等気を
つける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
色々な行
動を予測
し、子ど
もの様子
に一層の
注意をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りで好き
な遊具で
あそんで
いた。こ
の時は５
才児の兄
のあとを
ついて
いってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
も達の方
の様子を
みてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当クラ
スの子ど
もを中心
に見てい
た。

子どものい
ろんな行動
を予測して
保育士が子
どもの姿を
しっかりと
把握する。

7700

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

対象遊具
の最上部
横棒には
ぶら下が
らない事
のルール
を決め園
児・保育
士への周
知、確認
の徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

最上部に
はぶら下
がらない
ように指
導

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
色々な行
動を予測
し、子ど
もの様子
に一層の
注意をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

オリン
ピックの
鉄棒競技
をみて真
似をした

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象者を
みていた
が、一瞬
目が離れ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

うんてい
で遊んで
いた園児
は１人
で、他の
園児を見
ていた。

撤去も考え
たが、上り
棒遊具は子
供の体発達
に効果があ
るので、遊
ぶ際のルー
ルの徹底及
び見守りの
徹底を指示
する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7701

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 3 6 2 2 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘部骨
折疑い　
右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

なし

転倒やケ
ガについ
て起こり
やすい場
所、時間
帯の把握

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

なし

環境での
危険個所
を再度
チェック
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

子ども達
にも行動
面におい
て危険が
少なくな
るよう伝
えていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂場で遊
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭内で
他の子と
関わりな
がら見守
りを行っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

仕事分担
の為、他
児の入室
の声掛け
をしてい
た

なし

人員を増や
す、急がず
行動出来る
時間配分を
心がける

7702

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

19   4 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右目瞼切
創・皮脂
欠乏性湿
疹・細菌
性結膜
炎・擦過
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

特に活動
が切り替
わる時
は、子ど
もの動き
を先読み
し予測し
て行動す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時　)
回/年

特になし

ロッカー
のふちに
ぶつかり
防止クッ
ションを
つけた

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊びから
片付けな
ど、活動
が切り替
わるとき
は、特に
気を配り
子どもの
動きを見
守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
ままごと
遊びを終
え、玩具
のを片付
けを行っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と一
緒に玩具
の片づけ
をしてい
たため、
つまずい
て倒れた
時に間に
合わず危
険回避が
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒に玩具
を片付け
たり、ト
イレ介助
を行って
いたため
動きを見
ていな
かった。

特にな
し

遊びから片
付けなど、
活動が切り
替わるとき
は、特に気
を配り子ど
もの動きを
見守り、職
員の立ち位
置等を見直
す。

7703

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

14 7 7 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

トンネル
がつぶれ
やすい状
態であっ
た。

補強予定
であっ
た。補強
するまで
外してお
くなどの
対処をす
るべきで
あった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・普段か
ら気に
入った場
所であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・トンネ
ルの側に
居たが、
走ってき
た子に気
付かず対
応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・それぞ
れ近くに
いた子ど
もに対応
してい
た。

走って
いた子
どもが
トンネ
ルにぶ
つかる
と思わ
なかっ
た。

子どもの性
格等把握し
たうえで行
動を予測し
保育をする
必要があ
る。

7704

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 2 5 3 3 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルや研修
について
職員と共
通理解を
図る。

マニュア
ルや研修
について
職員と共
通理解を
図り、
日々意識
しながら
保育す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

怪我をし
た時の応
急処置に
ついてマ
ニュアル
を参考に
した。

安全な環
境構成の
工夫。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児がワ
イドパン
ツの裾に
つまずい
て転ん
だ。
両手に玩
具を持っ
ていた。

子どもが
動きにく
い服を着
ていた場
合は着替
える。
両手に玩
具を持っ
ていた場
合、声か
けをし、
危険のな
いように
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味、関
心のある
ままごと
遊びをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人一人
の姿をよ
く見てい
たが他児
を抱っこ
していて
転んだ時
にすぐ防
ぐことが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

０歳児、
１歳児と
の混合保
育をして
いたこと
と、他児
を抱っこ
していて
すぐに防
ぐことが
できな
かった。

混合保
育なの
で、低
年齢に
意識が
向いて
しまっ
た。

子どもの動
きをよく見
て、連携を
深める。

7705

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 5 13 7 4 4 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
10　)回/
年

2.基
準配
置

片付けに
気を取ら
れて、目
くばりが
足りな
かった

片付け時
の保育者
の位置配
慮の確認

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

落下した
箇所には
マットを
敷いてい
なかった

危険と思
われる場
所には
マット等
敷くよう
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢合
同で片づ
けや手の
かかる子
に目が
行ってい
た

遊戯室で
は常に子
どもの動
きに対応
できるよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けと
聞き急い
で大型ブ
ロックか
ら跳び下
りようと
した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片付けを
子ども達
に呼びか
けなが
ら、目を
向けてた
が、離れ
ていたた
め間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
保護者の
周辺の子
ども達と
一緒に片
付けをし
ていて全
体には目
を向けて
いなかっ
た

片付け
の時間
になり
保育者
も大型
ブロッ
クから
離れて
しまっ
た

片付けの時
間は大型ブ
ロックに乗
らない事を
約束し、子
どもがいな
くなるまで
側につくよ
うにする

7706

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 8 6 2 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

遊具に立
ち上がら
ない約束
を常にし
ており、
遊び慣れ
ている遊
具だった
ため、こ
のような
怪我や事
故につな
がること
を予測し
ていな
かった。

子どもの
発達や遊
び方につ
いて職員
間でしっ
かり把握
し、常に
怪我や事
故につな
がること
を想定し
て職員の
立ち位置
や環境を
整えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

遊具は点
検、修繕
済みで安
全だった
が、遊び
方の把握
ができて
いなかっ
た。

普段遊び
慣れてい
る場所で
も大きな
事故につ
ながる可
能性があ
ることを
常に意識
して保育
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴を履き
替えてか
ら再び園
庭で遊ぼ
うとし
て、一番
になろう
と急いで
駆け出
し、遊具
に向かっ
た。一番
になった
気持ちの
高ぶりが
遊具に立
ちあがる
行為に
なってし
まった。

日々の活
動の中で
行動を予
測して、
遊び方に
ついて子
ども達に
事前に知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後のお
やつ後、
野菜や花
の水やり
をした
後、運動
靴に履き
替えてか
ら、再び
園庭に出
た。一番
先に動物
の遊具に
行こうと
して急い
でしま
う。遊具
にまた
がって遊
んでいた
が、気持
ちの高ぶ
りから、
普段は立
ち上がっ
たりしな
い遊具に
立ち上
がってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者１
は玄関先
で水やり
のジョー
ロを片づ
けたり、
運動靴に
履き替え
る子ども
に付き
添ってい
た。対象
児が走っ
て遊具に
向かって
いく姿を
見て、声
をかけて
いたが、
遊具に立
ち上がり
転落する
瞬間は見
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育者２
は、先に
園庭に出
ていた子
ども（４
人）につ
いてい
た。対象
児の近く
にいた
が、他の
遊具で遊
ぶ子ども
に声をか
けてい
て、遊具
に立ち上
がり、転
落した瞬
間は見て
いなかっ
たが、地
面に転ん
で泣いて
いるのに
気づき、
園庭に他
の子ども
達と来た
保育者１
に知らせ
た。

職員配
置は十
分で
あった
が、予
測でき
なかっ
た。

活動前に心
の余裕を持
たせるため
にも、一旦
子ども達を
集めて約束
事項を確認
する。

7707

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 10 13 4 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指基
節骨々折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもた
ち一人一
人の活動
を、今ま
で以上に
責任を
持って見
守ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

十分な広
さの活動
スペース
を確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戦いごっ
こをして
いる時は
目を離さ
ず、危険
な場面を
想定して
早めに声
がけをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールで
同年齢の
女児と遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホールで
別の遊び
をしてい
た子ども
たちをみ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

女児を
抱っこし
ながら、
対象児が
５歳児男
児と戦い
ごっこを
している
ところを
見てい
た。一緒
に遊んで
いた女児
が、対象
児と男児
とのトラ
ブルを伝
えに来
た。

土曜日の保
育は、平常
保育と異な
る人員配置
となるた
め、子ども
の情報提供
をより密に
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7708

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

30 4 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

安全委員
会で園外
の危険に
ついて確
認してい
たがマ
ニュアル
化してい
ない。

園外マ
ニュアル
を追加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

足場の悪
い場所で
かけっこ
をした。

足場の悪
い場所で
はかけっ
こしない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭では
なく公園
の野原
（砂地）
でのか
けっこの
ため走り
にくかっ
た。

運動会練
習は園庭
で行うよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

応援され
たこと
で、頑張
ろうとい
う気持ち
になった
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

かけっこ
の練習中
でスター
ト地点で
スタート
の合図を
出し、
走ってい
る姿を応
援してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴールし
た子ども
や、ス
タート地
点にいた
子どもと
一緒に応
援してい
た。

園児の動き
に注視し、
ケガをした
場合は適切
に対応でき
るようにす
る。

7709

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48)回/年

新入園児
であり、
まだ遊具
の使い方
に慣れて
いなかっ
たかと思
われる。
また、見
ていた保
育士の立
ち位置が
適切で
あったか
というこ
ともあ
る。

保育士は
全体が見
渡せる位
置にいる
よう連携
を取りな
がら見守
ること、
また、遊
具の使い
方の確認
を子ども
たちとし
たいと思
います。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

入園して
以来の動
きを考え
ると、活
発なので
担任が、
見守りの
保育士に
特に注意
してみて
もらうよ
う声をか
けていた
らよかっ
た。

見守りの
保育士の
立ち位
置・目線
を考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新入児で
あり、ま
だ遊具の
使い方に
慣れてい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育
士は職員
朝礼に出
るためそ
の場を他
の保育士
にまかせ
て離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守って
いる保育
士は遊具
側ではな
く園舎側
を向いて
いた時の
事であっ
た。もう
１名の保
育士は他
の子ども
の様子を
見てい
た。

見守り
の保育
士の立
ち位
置・目
線を見
直すこ
とが必
要。

遊具の使い
方の確認、
子どもたち
の遊んでい
る様子を見
て、危険な
遊び方をし
ていないか
見直す。

7710

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 2 2 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫、左
腓骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

地面が乾
いてい
て、園庭
の砂で
滑った可
能性があ
る。

園庭の地
面が乾い
ている状
態なら、
しっかり
と水を撒
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に走り
回ってい
た。１
６：３０
からの担
任保育士
以外が保
育する当
番保育の
時間にお
いても元
気でいつ
も通りで
あった。
母親が迎
えに来る
まで、誰
にも足の
痛みのこ
とを伝え
ていな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が鬼
ごっこを
していた
ことは
知ってい
たが、足
をひねっ
たところ
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の降
園準備の
対応をし
ていて、
本児の動
きを見て
いなかっ
た。

遊びを
見守る
保育士
と降園
準備を
補助す
る保育
士との
連携が
不十分
な面が
あっ
た。

複数の保育
士が連携し
て視野を広
げ児の動き
を細かく把
握するよう
に努めると
ともに、当
番保育に移
行する前
に、児の様
子を把握で
きるようク
ラスで集い
をしたり
個々に声を
かけたりし
担当保育士
に児から発
信できる場
を設ける。

7711

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 3 9 10 13 13 13 0 8 8 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨近
位端亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

個々の発
達に応じ
た実践が
出来てい
なかっ
た。人工
芝に慣れ
ていな
かった。

個々の発
達に応じ
て運動等
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

人工芝に
慣れてい
なかっ
た。

人工芝に
慣れるよ
う、外遊
びの機会
を増やし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個々の状
態を把握
し、子ど
もから目
を離さな
いように
見守り、
危険なこ
とは声掛
け等を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、機嫌
もよく好
きな遊び
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具や、
築山、砂
場等、危
険が予測
される場
所で遊ん
でいる子
どもを見
たり、危
険な行為
が見られ
た際に
は、声か
け等をし
ていた。

予想外のこ
とが起こる
ことを想定
しながら保
育を行う。

7712

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 4 11 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右膝脛骨
遠位部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭で遊
ぶ11名の
4，5歳児
に３名の
有資格保
育教諭を
配置して
いた。ブ
ランコを
「止め
て」と
言った対
象児は、
実習生が
止める前
に飛び降
りてしま
い、勢い
がついた
まま着地
し、足を
捻った。

実習生に
任せず、
保育教諭
の立ち位
置をしっ
かりと確
認し合
う。また
ブランコ
の乗り降
りの注意
事項（動
いている
時には、
乗り降り
しない、
飛び降り
ない等）
を園児と
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

本児が
乗ってい
た遊具に
ついて
は、安全
が確認で
きてい
る。今後
は、遊具
の使い
方、保育
教諭の援
助の仕方
を再確認
し合うこ
とが必要
である。

7.その
他

動いてい
るブラン
コから飛
び降りて
しまっ
た。

しっかり
と遊具の
安全確認
を行い、
遊具の使
い方、降
り方など
について
指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

実習生を
独り占め
できたこ
とが、嬉
しくて気
分が高揚
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

周りに有
資格保育
教諭がい
たが、気
付いた時
には、遅
く、対応
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

十分な人
数の保育
教諭が配
置されて
いたが、
他の園児
の遊びを
見ていた
ため、実
習生に任
せ対象児
と実習生
の動きを
見ていな
かった。

実習生
は、保
育経験
不足
で、十
分な補
助、対
応がで
きな
かっ
た。

実習生に任
せるのでは
なく、保育
教諭の配置
を確認し合
い、適切な
援助ができ
る環境の下
で園児が遊
べるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7713

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 4 4 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

降園前で
園児が落
ち着かな
中、棒雑
巾での掃
除をした
ことと、
衝動的な
行動をす
る子も多
い中で、
今回の姿
を予測で
きなかっ
たことが
事故の要
因。

園児がい
る中では
棒雑巾を
使っての
掃除はし
ない。衝
動的な行
動しやす
い園児に
対して、
様々な行
動パター
ンを考え
対応して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

掃除の時
間を危険
のない時
間帯にす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　本児
は興味が
あるもの
に対して
は危険だ
と分かっ
ていても
動きを止
めること
ができな
いといっ
た衝動性
が日頃か
ら強い。
本児がお
やつ前の
手洗いを
するため
のタオル
をロッ
カーに取
りに行こ
うとした
ところ、
掃除中の
棒を見つ
け衝動的
に飛んで
しまった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

掃除をし
ている時
は本児の
走ってく
る姿が目
にはいら
ず。担当
職員の視
界に本児
がはいっ
てきた時
には間近
にせまっ
ていたの
で本児の
動きも自
分の動き
も止める
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　保育室
内は担当職
員以外の保
育士が3人
いた。１人
降園前の準
備ができた
子の確認と
おやつの
コーナーを
見ていた。
1人は寝起
きで期限が
悪い子の対
応を廊下で
していた。
1人は降園
準備が終
わった子を
見ながら、
降園準備が
遅れている
子に個別に
声掛けをし
ていたた
め、本児の
動きを見て
いなかっ
た。

・掃除の時
間を園児が
降園したあ
とにする
・降園準備
ができた園
児が集う場
にはゴザを
敷くなど視
覚で分かり
やすいよう
にする。

7714

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 9 12 21 16 22 0 2 1 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上骨腕
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

園内全体
での既往
の怪我や
ヒヤリ
ハットに
ついて話
し合った
が、各ク
ラス内で
の怪我や
対応の仕
方につい
ても話し
合う機会
を持つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

毎月の点
検の点検
と共に、
危険か所
や必要な
修繕等に
ついても
職員間で
共通理解
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
状態や
個々の性
質に沿っ
た遊び方
の工夫や
制限等を
話し合
う。

3.いつ
もより
活発・
活動的
であっ
た

勝負性の
ある遊び
（ドッジ
ボール）
をしてい
たので、
体もよく
動き、
ボールや
人の動き
にも敏感
になって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

年長児22
名のう
ち、10名
が2チー
ムに分か
れて、
ドッジ
ボールを
してお
り、近距
離で保育
士も声を
かけなが
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

上記以外
の子ども
と遊んで
いた。

子どもの気
持ちの状態
にも苦慮
し、遊びの
制限やボー
ルを取りに
行った際の
対応を工夫
するとよ
い。

7715

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 1 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

 骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

定期的に
遊びから
繋がる事
故につい
ての話合
いをして
いく。

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが駆け
回るには
十分なス
ペース
だったと
思うの
で、環境
的な改善
は必要は
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールで
他児と一
緒に走り
回り、鬼
ごっこを
楽しんで
いた。駆
け回る
際、勢い
よく走る
互いの姿
が目に止
まらず衝
突した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ていたも
のの、対
象園児か
ら離れた
距離で見
守ってい
た為、子
どもたち
の行動を
止めるこ
とができ
なかっ
た。

子ども
たちが
走る
際、危
険意識
が薄れ
ていた

保育者が遊
びの中で危
険を事前に
回避してい
けるよう声
掛けをして
いく

7716

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１５)回/
年

2.基
準配
置

発達・年齢
を踏まえる
と、活動量
が増え動き
も活発にな
り、転倒や
衝突をする
と大きな怪
我に繋がる
ことが考え
られるた
め、子ども
達にも活動
前に十分注
意喚起を
し、約束事
項を確認す
べきであっ
た。また、
大きな行事
前で子ども
達も落ち着
かなかった
り、興奮し
ている様子
も見られ、
特に本児は
そういった
傾向の強い
子でもあっ
たので、よ
り注意すべ
きだった。

活動前に
子ども達
と注意点
を確認す
ること、
子ども達
一人ひと
りの特性
を踏ま
え、行動
を予測し
それに合
わせて全
体を見て
いくよう
にする。
また、子
ども達の
様子を踏
まえて活
動内容を
考えた
り、行い
方を考慮
するよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢・発
達段階も
高く、活
動が活発
になるこ
とが考え
られるた
め、活動
の場所の
広さに合
わせて人
数を調整
すること
も必要で
あった。

今後は子
ども達の
状況に合
わせて活
動を安全
に行える
よう環境
を整えて
いく。ま
た、子ど
も達自身
にも危険
に繋がる
行動を避
けること
ができる
よう働き
掛けを促
し、習慣
付けられ
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に活発
な子ども
であり、
突発的、
衝動的な
行動が多
く見られ
ていた
(ADHＤと
の診断あ
り)。家
庭とも共
通認識し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故が起
こる瞬間
を見てい
たが、勢
いが早す
ぎて止め
ることは
できな
かった。

特にな
し

特になし

7717

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 10 14 5 5 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

職員配置
数につい
ては、基
準通りで
特に問題
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(240)回/
年

施設整備
等、環境
面には特
に問題な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具点検
等も行っ
ており、
園庭の環
境面には
問題な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、元気
いっぱい
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児が危
険な行為
を行って
いるとこ
ろに気を
取られ
て、本児
に背を向
けてしま
い、本児
の動きを
見落とし
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員
は、他児
と関わっ
ていて、
本児の動
きを見落
としてい
た。

職員間で声
を掛け合い
ながら、連
携を図って
配慮する必
要があった
ので、今後
は子どもに
背を向ける
ことなく、
見落としの
ないよう見
守ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7718

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 16 17 17 8 6 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕　肘
の骨折・
脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

ガチャポン
プ遊具の周
りに柔らか
い砂を入
れ、衝撃を
吸収できる
よう環境を
整えた。ま
た、園全体
で今回の怪
我について
周知し、戸
外遊びを安
全に楽しむ
ために、保
育者の立ち
位置や子ど
もの発達や
育ちに見
合った遊び
方の提案等
が出来るよ
うにしてい
くことを話
し合い、保
育を実践し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
年

引き続き
２カ月に
１回施設
内・遊具
の安全点
検チェッ
クリスト
で点検を
行い、遊
具の周り
に危険な
物を置か
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭には
死角が多
いため、
無線を使
い保育者
の立ち位
置を工夫
するよう
にしてい
るが、事
故当時は
ガチャポ
ンプ遊具
からの転
落に至る
までのト
ラブルを
止めるこ
とができ
なかっ
た。

引き続き
無線を使
用し、保
育者の立
ち位置を
工夫し、
子どもの
遊びや姿
を情報共
有しなが
ら保育を
行ってい
く。今回
の怪我に
ついて話
し合い、
どのよう
な環境で
も大怪我
に繋がる
意識を
持って保
育し、環
境への配
慮に十分
気を付け
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で気
の合う友
達と海賊
ごっこを
して遊ん
でいた。
ガチャポ
ンプ遊具
の上から
ジャンプ
すること
はできる
が、他児
に押され
転落す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外遊び
には子ど
もの人数
に応じて
2人の保
育者がつ
いていた
（他子ど
も園、小
規模保育
園、学童
保育職員
も戸外に
ついてい
た）。新
しくオー
プンした
砂場環境
があり、
その砂場
について
いたため
死角とな
り、子ど
もの姿を
把握でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
戸外遊び
について
おり、ガ
チャポン
プ遊具の
上で遊ぶ
子どもの
姿を把握
できてい
なかっ
た。

保育者の中
でも「年長
児だから遊
び方が分
かっている
だろう」と
いう意識が
あり、遊び
に介入しな
いことも多
いが、子ど
もの遊ぶ姿
や動きを保
育者間で必
ず把握でき
るような連
携を図って
いく。

7719

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

16 3 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
１回程度/
年

2.基
準配
置

今後も継
続して保
育環境を
整え、保
育にあた
る。

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床におも
ちゃの散
乱がない
ように今
後とも気
を付けて
みてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内を歩
いていて
自分の足
がもつれ
て転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の遊
んでいる
様子を見
守り、転
倒した時
にすぐに
駆け寄
り、左腕
を痛がる
姿があっ
た為、看
護師に診
てもら
う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラス全
体を見な
がら保育
してい
た。

子どもの遊
ぶ姿を把握
し、職員が
その都度、
安全確認を
する。

7720

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 11 18 11 3 3 4歳
1.男
児

利き手が骨
折のため、
生活面（食
事や着脱
等）で保育
士の介助を
要する。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首橈
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

年齢に
よって運
動機能が
異なるこ
とへの理
解を職員
ができて
いたか。
新生活に
馴染んで
きた子ど
もの過信
や不安を
職員が感
じ取るこ
とができ
ていた
か。

定期的に
職員間で
安全管理
マニュア
ルを読み
合わせ、
再発防止
に向けて
職員間で
検証、周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５０　)回
/年

手を滑ら
せる以外
にも転落
の可能性
があるか
の検証が
できてい
なかっ
た。

子供が手
に触れる
前に保育
士が雲梯
のバーや
掴んだ感
触等を確
認してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつを
食べ終え
た児から
園庭で遊
ぶので、
園庭にい
る保育士
全員がク
ラスや子
供の把握
ができて
いたか。

園児の在
籍が一目
でわかり
やすい登
降園児
チェック
表を必ず
常備す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　この
日の対象
児の体調
は良好。
最近、固
定遊具を
好んで遊
ぶことも
多くな
り、この
日も同じ
ように雲
梯で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
雲梯で遊
んでいた
ことは確
認してお
り、落下
した直後
に対象児
の異変に
気付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３名で遅
番保育を
している
ため、担
当職員と
異なる子
どもの姿
や場面に
目を向け
ていた。

対象児
の事故
を事前
に予測
できる
保育士
の配置
になっ
ていた
か。

保育士が全
体へ目を向
けられるよ
うな配置、
見守り方を
考える。

7721

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 9 9 7 2 2 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕　
尺骨及び
橈骨の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

夕方の合
同保育と
なり、職
員の人数
も減った
際の声掛
けの配慮
不足

日中保育
よりも職
員数が減
ることを
理解し、
職員同士
の動きや
役割を把
握し合う

1.定期的
に実施

実施頻度( 
 4  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
 4  )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

事故発生
時、保育
園の設備
に不備は
なかった
と考える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
は異なる
部屋での
合同保育
で好きな
遊びが見
付から
ず、立ち
歩きなが
ら遊んで
いた。対
象児の好
む、体を
動かす活
動の選択
肢がな
かった

保育室内
の使い方
や遊び
方、約束
を確認
し、丁寧
に伝えて
いく。
又、保育
室内を分
けて、好
きな遊び
や静と動
の遊びを
子どもた
ちが選べ
るように
環境を整
えるよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味を
持って集
中して遊
べる玩具
がなく、
立ち歩き
ながら遊
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊び全体
を見守る
為に対象
児とは離
れた位置
にいた。
全体を把
握しなけ
ればなら
なかった
が、近く
の子ども
たちの遊
びに入り
込んでし
まい、対
象児の動
きに気付
くのが遅
くなって
しまった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
ながら遊
びの準備
をしてい
た為、動
きを止め
ることが
できな
かった。
全体を見
る保育士
の近くに
いたこと
で、子ど
もを見る
範囲が狭
まった

職員同
士の立
ち位置
に対し
て配慮
が不足
してい
た。そ
の為
に、お
互いに
声を掛
け合わ
なかっ
たこと
も1つの
要因と
考える

子どもの動
きを把握し
た上で、声
を掛け合い
ながら、互
いの動きや
職員の立ち
位置を注視
し合う

7722

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 9 4 4 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

鬼ごっこ
の時には
遊具や砂
場には逃
げ込まな
いという
ルールで
あった
が、エス
カレート
して入っ
てしまっ
た。

一緒に遊
びながら
も子ども
たちの動
きを把握
し、動き
がエスカ
レートし
てきたこ
とを察知
するよう
意識し、
再度ルー
ル確認を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

砂場の枠
が高く、
つまづき
が大きく
なってし
まった。

砂場の枠
を改善す
ること。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一緒に遊
びながら
も子ども
たちの動
きを把握
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

足の速い
職員や他
児との鬼
ごっこ
で、周り
を見るこ
となく、
逃げるこ
とに必死
になって
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊びの中
には入っ
ていた
が、他の
転んだ子
の対応を
してい
て、全体
から目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼ごっこ
を行って
いること
は認識し
ていた
が、職員
も入って
いたこと
で、意識
して見る
ことはし
ていな
かった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7723

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 0 0 0 3 6 6 0 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１０　)回
/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭の大
型遊具の
上（地面
から約１
８０セン
チの高
さ）から
飛ぶこと
に挑戦し
ようとし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の対
応をして
いたた
め、大型
遊具の上
からジャ
ンプしよ
うとして
いた本児
の状況に
気付くの
が遅く
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
る職員の
役割分担
として、
大型遊具
から離れ
た場所に
いる園児
をみてい
た

大型遊具
の下に
マットが
敷いてあ
り、ジャ
ンプをし
ても安全
な場所も
あるが、
今回はそ
こではな
い場所で
ジャンプ
してし
まった。
５歳児年
長という
ことか
ら、挑戦
しようと
した意欲
的な心情
もあった
が、普段
から遊具
での安全
な遊び方
を伝える
方法や園
児自身で
考える機
会をもつ
ことが必
要だっ
た。

その時々の状
況に合わせ
て、職員間で
声を掛合い、
大型遊具のま
わりを巡回す
るなど意識し
ていくように
する。また、
園児全体にも
裸足で地面に
飛ぶことの怪
我のリスクや
どのくらいの
高さから飛ぶ
と危険である
かを意識でき
るような声掛
け、伝え方を
していくよう
にする。４・
５歳児は、午
睡前に話し合
いの場を設け
ているので、
その際に話題
にできるよう
にしていく。

7724

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 26 24 24 7 6 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の活
動場所が
建物の裏
になり見
えにく
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

7725

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 3 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5～6)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの中
で気持ち
が崩れて
いる子が
数人い
て、クラ
ス全体的
に落ち着
かない雰
囲気もあ
り、その
中で担任
間の情報
共有が十
分にでき
なかっ
た。

どのよう
な状況で
あって
も、子ど
ものいつ
もと違う
様子が見
られた時
には担任
間で伝え
合い、状
況を把握
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールで
他児と一
緒に走っ
て鬼ごっ
こをして
いた。他
児に足を
踏まれた
と訴え
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
も一緒に
鬼ごっこ
をしてい
て、本児
は足を踏
まれた時
は泣くこ
とも転倒
すること
もなかっ
たため、
踏まれた
瞬間には
気付くこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちと一緒
に鬼ごっ
こをして
いて、対
象児から
の訴えを
聞いて足
の状態を
確認した
が、腫れ
などの症
状がな
かったた
め様子を
見た。

外傷が
なかっ
たため
担任間
で確認
せずに
一人の
職員の
判断で
対応し
てし
まっ
た。

外見で傷や
腫れがなく
ても安易に
大丈夫だと
判断せず、
担任間で情
報を共有
し、所長と
看護師にも
必ず報告を
し、複数人
で対応方法
を考えてい
く。

7726

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

120 0 0 0 38 46 36 9 9 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

開放骨折
に準する
左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

他児が砂
遊びをし
ている、
不安定な
砂場の中
で走った
ためと考
える

園庭での
遊び方に
ついて、
再度こど
も達に指
導する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数のク
ラスの子
どもたち
が過ごす
中であっ
た為、子
どもの動
きの予測
がが不足
していた
と考え
る。

園庭での
遊び方に
ついて、
再度こど
も達に指
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

怪我をす
る少し前
には本児
の側にい
たが、他
児とかか
わるため
砂場から
離れたた
め、事故
の瞬間の
動きを見
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
にかか
わってい
た。

園児に対す
る職員の人
数は十分で
あったと思
われるが、
一人一人の
動きを十分
予測し保育
にあたる。

7727

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 0 0 0 27 29 0 0 10 10 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
（尺骨）
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

年齢発達
に応じた
運動遊具
を使った
遊び方の
確認・共
通理解を
職員間で
行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

今後も今
までどお
り点検を
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

５月の３
歳児の戸
外遊びの
方法、３
歳児の鉄
棒の使い
方を検討
し共通理
解する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

個々の力量
を把握して
いる保育士
が傍らで介
助する。

7728

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 0 0 0 0 0 0 0 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.基
準配
置

・床材な
ども見
て、新た
に考えら
れる危険
を見つけ
て対策を
丁寧に考
え、子ど
もたちに
保育の中
で伝えた
り、危険
が及ぶこ
とが予想
できると
きは必ず
職員がつ
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

・床材な
ども見
て、新た
に考えら
れる危険
を見つけ
て対策を
丁寧に考
える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・トイレ
に行った
り、廊下
に出たり
している
子どもた
ちの姿を
しっかり
見守る

・日常の
中で子ど
もの行動
を丁寧に
見守り、
危険な行
動がない
かしっか
り見てい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・友だち
と一緒に
トイレに
行こうと
して廊下
にいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　・戸外
から園の
中に入っ
てきてい
る状況
で、トイ
レに行こ
うとして
いる子ど
もの様子
は遠くか
らのみ把
握してい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
・重度の
支援の必
要な子ど
もについ
ていた
り、戸外
にまだ遊
んでいる
子どもの
保育にあ
たってい
た

・保育
の中で
時間差
がで
き、保
育者の
見守り
が充分
ではな
い場面
が出来
る

・担任以外
の保育者も
子どもの動
きを丁寧に
把握し、保
育者間の子
どもの姿の
共有を行
う。（ヒヤ
リハットも
含めて）
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7729

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

24 3 3 3歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中足
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

研修など
を実施し
ており、
子どもの
特性も把
握してい
たが、危
機予測が
不十分で
あった。

常に危機
管理意識
をもち、
子どもへ
の関わ
り、事故
や怪我へ
の対応の
仕方を職
員で共通
にし、確
実に対応
できるよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

容易に
ロッカー
に上るこ
とができ
ないよ
う、足場
になるよ
うなもの
は排除し
ておく。

日頃か
ら、危険
個所がな
いか複数
の目で確
認する。

6.食事
(おや
つ)中

日頃の環
境や保育
内容と変
わりない
状況であ
り、本児
も食事を
していた
ため、怪
我が起こ
るという
危機意識
をもてて
いなかっ
た。

職員同士
で声をか
け合い、
本児の動
きを予測
し、常に
危機意識
がもてる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

椅子に座
り食事を
してい
た。食事
の途中で
あった
が、走っ
てロッ
カーまで
行き上に
登った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児がい
つもより
落ち着い
て食事を
していた
ため、職
員は他児
の食事指
導をして
いた。
ロッカー
に登った
際に声を
かける
が、本児
が飛び降
り、泣い
て痛みを
訴えたた
め、異変
に気付い
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の食
事指導、
食事をし
ながらク
ラス全体
を見守っ
ていた。

危険な
行動が
あった
とき
は、し
てはい
けない
ことを
その都
度本児
に分か
りやす
く伝え
ていた
が、不
十分で
あっ
た。

危機管理意
識を常に持
ち、日常の
些細な動き
や行動で
も、時には
事故や怪我
につながる
ことを常に
念頭にお
く。

7730

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 0 2 1 3 3 3 0 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
10)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルを基本
にしつ
つ、異年
齢児が集
まっての
保育な
ど、実際
的な想定
をして研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２５　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２５　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒のし
たに簡易
な敷物を
敷いてい
たが、
しっかり
したマッ
トを敷く
などす
る。その
環境を見
て、子ど
も自身も
危険があ
るかもし
れないこ
とを予測
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒遊び
を安全に
出来るよ
うに遊び
方を子ど
もと共に
再確認
し、より
安全面を
意識しな
がら遊ぶ
ようにす
る。普段
の様子を
クラスを
越えて保
育者が共
有し、配
慮点を明
らかにし
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
たが、普
段には鉄
棒に座る
ことはま
だ不安定
なことが
あった。
土曜保育
で、園庭
でゆった
りと遊べ
る時間に
友達とや
りたいこ
とに挑戦
しようと
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

３歳以上
児複数人
を見守っ
ていた。
複数の固
定遊具で
子どもが
遊んでお
り、すべ
り台に付
きなが
ら、他の
様子も見
守ってい
た。鉄棒
で遊んで
いる本児
が落下す
る姿を見
て、すぐ
に様子を
確かめ、
他の職員
に様子を
伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭では
３歳以上
児と未満
児が分か
れて遊ん
でいた。
未満児は
砂場で遊
んでお
り、保育
者が１人
ついてい
た。もう
１人は全
体を見守
り、合間
に園庭の
片付けも
してい
た。

複数の固定
遊具で遊ぶ
際には、子
どもの状況
に合わせて
リスクの高
い遊具を見
極めて付く
か、それぞ
れの遊具に
保育者が１
人ずつ付け
る様に配慮
する。

7731

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

7 2 3 2 1 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

職員の危
機管理に
対する認
識が不足
した為、
活動前に
十分な下
見を行な
えず、安
全確認が
足りな
かった。

引き続き
活動前に
は十分な
下見を行
い、安全
確認を行
うように
する。

1.定期的
に実施

月1回実施
1.定期的
に実施

月1回実施
1.定期的
に実施

月1回実施

園外活動
の事前安
全確認が
不十分
だった。

園外活動
において
の事前
チェック
を行い職
員内で共
有を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足元が砂
で滑りや
すく、転
ぶ危険性
があると
いう認識
がなかっ
たこと。

下見を行
い、危険
箇所を確
認し、そ
の近くで
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友達と
楽しそう
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

帰園の準
備中で
あったた
め、他の
園児を見
ながらの
対応だっ
た。

少人数
によ
り、近
隣でも
あった
為、一
人で見
守って
いたの
で対応
が遅れ
た。

今後は、少
人数の園外
活動におい
ても複数の
保育士が見
守る。

7732

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 1 5 3 3 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部 　不明

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2)回/年

2.基
準配
置

子どもの
行動につ
いての観
察の重
視、普段
の様子の
把握

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

子どもが
転倒した
際の危険
物の撤
去、棚等
の角の
ガード

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机等出て
いない状
態で、自
由に体を
動かせる
広さは
あった。
その中
で、走っ
て遊んで
いて転
倒。すべ
らないよ
うに靴下
は履いて
おらず裸
足だっ
た。

保育士の
見守りの
中で、遊
び方、危
険な行為
ではない
か確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
友だちと
追いかけ
あそび等
は好き
で、楽し
んでい
た。当日
も同様に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
時にすぐ
に近寄っ
たが、お
でこをぶ
つけ、泣
いていた
ので、抱
き上げて
ベットに
横にす
る。意識
が飛ぶ、
眠ると
いった異
変に気付
き、近く
にいた職
員を呼
ぶ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の別
コーナー
で他の子
どもと遊
んでいた
ので、そ
の場面は
見ていな
かった。

歩き方や転
びやすさな
ど家庭での
様子も含
め、気にな
ることはな
かったか確
認をする。
保育士の立
ち位置はど
うであった
か再確認す
る。

7733

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 7 3 3 3 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに沿っ
た研修や
基準に
合った保
育士の数
を配置し
ていた。
今回のよ
うな事故
が起こる
ことも考
え、研修
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５０　)回
/年

定期的
に、ま
た、不良
か所が
あった場
合はその
都度修
理・改善
を行って
いる。今
回はどこ
で骨折し
たのか不
明であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転びやす
いので足
元にある
玩具に気
を付け
る。こど
もの動き
が確認で
きる保育
士の位置
に留意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩きまわ
ることが
好きで、
転びやす
い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

長時間保
育時は保
育士3人
で保育を
担当して
いた。保
護者の迎
えがある
ときは、
保育士１
人が対応
し、2人
の保育士
は保育を
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

長時間保
育時は保
育士3人
で保育を
担当して
いた。保
護者の迎
えがある
ときは、
保育士１
人が対応
し、2人
の保育士
は保育を
行ってい
た。

言葉で伝え
ることがで
きない子に
普段と違っ
た様子があ
れば、どこ
か異常がな
いか全身の
視診を行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7734

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足人差
し指骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

・裸足保
育の時
は、ＫＹ
Ｔをして
安全な遊
ばせ方を
職員で共
通理解す
る。
・家庭用
ミニワゴ
ンを使用
する時
は、ズッ
クを履く
ようにす
る。
・移動す
る時は、
ぶつかる
ことなど
避けるた
めに保育
士がつい
て声をか
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48 　)回/
年

・家庭用
ミニワゴ
ンは子ど
もが安全
に使える
サイズと
思い作り
や素材、
硬さなど
子どもが
ぶつかっ
た時の危
険予知が
できな
かった。

・移動時
は、骨組
みにクッ
ションを
巻いて衝
撃を和ら
げて使用
する。
・家庭用
品を園児
が遊びに
使う時
は、職員
間で扱い
方を確認
し子ども
に安全な
使い方を
知らせ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

移動販売
ごっこに
保育士等
がついて
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

移動販売
ごっこは
何回か経
験してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

これまで
何回移動
販売をし
ていたの
で、側に
ついてい
なくても
大丈夫と
いう思い
込みが
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
折り紙
コーナー
で遊んで
いる子の
遊びを見
ていた。

どんな活動
をしていて
も大丈夫と
いう思い込
みをなく
し、起こり
うる危険を
予測して対
応できるよ
うにする。

7735

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 0 1 2 1 1 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折　
　尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度　
（4）回/
年

2.基
準配
置

保育士1
名で保育
してい
た。

保育士配
置を複数
体制にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
随時

汗をかく
時期で、
滑り面が
滑りやす
くなって
いた。

遊具の状
態を確認
し、必要
に応じて
すべり面
等をタオ
ルで拭く
等する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マルチプ
レイジム
周辺に部
分的に
マットを
敷いてい
た。

年齢や子
どもの発
達の適し
た遊具を
準備し、
危険が予
測される
箇所全て
にマット
を敷いて
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マルチプ
レイジム
の階段が
上手に登
れず、い
つも遊ん
でいたよ
うに滑り
面の下方
から四つ
ん這いで
登り始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
横で対象
児ともう
一人の園
児を見て
いて、対
象児が落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

滑り面
下方か
ら登る
遊びを
容認し
てい
た。

担任してい
る中で一番
年齢が低い
対象児に
合った遊具
や安全面へ
の配慮を十
分行い、常
に保育士が
瞬時に対応
できる位置
で見守る。

7736

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

・ヒヤリ
ハットの
報告を細
かく行
い、職員
間で共有
し、危機
管理意識
を高め
る。
・転倒か
ら身を守
ることに
つながる
ような運
動遊び
を、日頃
から意識
して取り
入れる。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

点検を確
実に行
い、異常
があれば
速やかに
対応す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・棚や机
の角は
クッショ
ンでガー
ドする。
・午睡布
団は、食
事が終
わってか
ら準備す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・保育室で
は衝突しや
すいので走
らないよう
に声をか
け、見守
る。
・子どもが
遊んでいる
位置や人数
を確認し、
安全な遊び
方を知らせ
る。

7737

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

12 3 3 3歳
1.男
児

・多動、衝
動的、注意
欠陥等の特
性がみられ
るので、危
険が予測で
きない。

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯　破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

・給食
後、各自
片付けを
しトイレ
に向かう
流れに
なってい
た。走っ
て移動す
る子が多
く、危険
だと感じ
ていたが
トイレに
職員がい
ることか
ら声掛け
をしな
かった。

・給食後
→ズッ
ク、靴下
を脱ぐ→
各自トイ
レへ行く
という動
きを、給
食後→着
替え→絵
本タイム
とし、給
食後の子
どもの動
きを変え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８　)
回/年

・机の脚
が出っ
張ってお
り、そこ
に躓いた
のではな
いかと予
想され
る。

・机の
出っ張っ
ている脚
は壁側に
寄せる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・配膳台
や子ども
の机等が
入り口付
近に密集
してい
た。

・机の配
置や、着
替えや本
棚の場所
を変え、
食事後の
子どもの
動線を整
理する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・落ち着
きがな
く、保育
士の声掛
けも耳に
入らず、
衝動的に
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・副担任
が欠席の
ため、い
つもの職
員体制で
はなかっ
たが、大
丈夫だろ
うという
迷いと思
い込みが
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・本児が
トイレに
行ったこ
とに気付
いていな
かった。

・お互
いに分
担して
いたの
で、大
丈夫と
いう思
い込み
があっ
た。

・代替えの
職員が保育
に入ったと
きは、職員
配置を主担
任が指示を
的確に出
し、役割を
確認する。

7738

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 4 3 4 2 2 2 31 19 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

危険を回
避できる
位置で見
守る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

鉄棒の正
しい使い
方を確認
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

高い場所
を好んで
遊ぶこと
が多い

子ども達
と鉄棒の
正しい使
い方を再
確認し、
ルールを
決めて使
用する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日ごろか
ら高いと
ころを好
んで飛ん
だり飛び
降りたり
するスリ
ルを楽し
んでい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊び方と
しては制
限をして
いないの
で見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
も達と遊
んだり見
守ったり
している

本児の特性
を把握し、
すぐに危険
を回避でき
る場所で見
守る、また
は制止させ
る

7739

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

鉄棒など
の遊具を
使用する
際には、
職員が必
ず側につ
き安全確
保に努め
る。事故
後の対応
等につい
て、職員
間で情報
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1　)回/
日

安全点検
は定期的
に実施で
きている
ので、継
続して行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員は安
全確保の
ため、子
どもたち
をより一
層注意深
く見守る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒に意
欲的に取
り組んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒を2
台出して
おり、職
員は一つ
向こう側
の鉄棒で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年長組
（11人）
で、職員
は一人体
制で保育
してい
た。

鉄棒を2台出
すときは、
職員は間に
立って見守
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7740

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 1 1 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
内骨折・
右肘関節
血腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1)回/年

2.基
準配
置

リトミッ
クなどで
幼児二人
が手をつ
ないで歩
いたり、
走ったり
している
時は注意
して見守
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まだまだ
足元が不
安定な2
歳児が、
手をつな
いで走
り、相手
のペース
に合わせ
られずに
バランス
を崩して
しまい転
倒した。

友だちと
手をつな
いで歩い
たり走っ
ていると
きは、注
意深く見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リトミッ
クの時間
で、二人
組になり
手をつな
いで音楽
に合わせ
て歩いた
り走った
りを楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろで見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろで見て
いた。

まだま
だ足元
が不安
定な2歳
児が、
手をつ
ないで
走り、
相手の
ペース
に合わ
せられ
ずにバ
ランス
を崩し
てしま
い転倒
した。

友だちと手
をつないで
歩いたり
走っている
ときは、注
意深く見守
るようにす
る。

7741

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 12 9 2 2 5歳
1.男
児

天候は良
かったが、
朝の気温は
低く雪面は
固い状態で
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　１　)回
/年

2.基
準配
置

雪山から
すべり下
りてくる
様子が見
える位置
に保育者
がついて
いた。

雪の高
さ、角度
を鑑みて
雪山の
上、下に
保育者が
つくよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2M位の高
さと急傾
斜のある
雪山だっ
た。

転落する
危険があ
るところ
には、
コーンを
置いたが
安全に楽
しむため
には、滑
る範囲を
決める、
人的配置
を考慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おいかけ
ごっこに
夢中にな
り、雪山
の上のほ
うまで
走ってき
たことが
高さのあ
るところ
から滑り
落ちた原
因だと思
われる。

雪山の上
での約束
を再度確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達に追
いかけら
れた事で
慌てて滑
り落ちた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
雪面を滑
り落ちる
瞬間は見
えたが手
を差し伸
べられる
距離には
いなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
雪面を滑
り落ちる
瞬間は見
えたが手
を差し伸
べられる
距離には
いなかっ
た

雪山か
らバラ
ンスを
崩して
滑り落
ちる危
険予知
不足。

危険個所
（雪山上
下）の職員
の見守り強
化。

7742

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２０　)回
/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

これまで
以上に安
全面の配
慮を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で走
り回ると
きは、周
りをよく
見るよう
に声をか
けて注意
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

卒園式前
日と言う
ことも
あって、
気持ちが
浮かれて
いる感じ
があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
2名が、
間隔をあ
けて子ど
も達の様
子を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員間の連
携や立ち位
置を見直
し、安全保
育に努め
る。

7743

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 1 5 4 9 10 9 6 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

予測が難
しいけが
等につい
ては、ど
の年齢で
も起こっ
てしまう
可能性が
あるた
め、担任
だけでな
く、従事
する職員
全体で注
意して保
育を行っ
ていくこ
とを確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年

当保育所
は、より
快適な環
境での保
育、発達
に応じた
保育のた
め、令和
元年度に
大規模改
修を実施
した。廊
下も全て
張替え
し、保育
時はうち
履きを着
用してい
るが、内
履きなし
では滑り
やすい状
況だとす
れば、今
回のよう
な移動時
もうち履
きを着用
すること
として声
掛けを行
うことと
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

継続して
施設内の
安全点検
を実施
し、職員
間で情報
共有を行
い、安全
対策を図
ることを
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

本児と午
睡室に向
かってい
た。向こ
う側から
は年中児
が来てい
たため子
どもたち
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

発生時、
廊下の向
こう側に
他のクラ
スの担任
がいて、
見てはい
たが突然
の転倒
だったた
め予防や
声掛けは
できな
かった。

職員会議で
話し合い、
また、施設
の安全点検
も継続して
実施し、職
員全体で見
守りながら
保育をして
いくことを
確認した。

7744

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

106 2 12 24 22 20 26 28 25 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第２，
３，４中
足骨頚部
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

園庭での
遊び方を
クラスの
園児と確
認が必
要。

その日の
以上児ク
ラスで、
園庭での
遊び方を
園児と話
し合う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭の遊
具の点検
強化（ぐ
らつき
等）が必
要。

その日の
午後に、
可動遊具
の底を少
し地面に
埋めて、
ぐらつき
をなくし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の遊
具の配置
について
職員で検
討するこ
とが必要

可動可能
遊具は設
置場所の
安全性に
ついて全
職員で確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭にい
た保育士
が離れた
ところか
ら、遊び
方を見
守ってい
た。
可動遊具
が転倒し
た時にす
ぐに駆け
付けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たが他の
園児の遊
びを見
守ってい
た。

園庭で
の遊び
方をク
ラスの
園児と
確認が
必要。

園庭の遊び
方で、可動
遊具の屋根
の上に昇る
姿の配慮に
ついて会議
で改善策を
話し合う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7745

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

159 12 22 24 27 39 35 28 22 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関する
マニュア
ルの未整
備とリス
ク管理が
充分でな
かった。

マニュア
ル整備と
ヒヤリ
ハット事
例の分析
を毎月実
施してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

今回の事
故につい
ては、遊
具の不具
合等特に
ない。

現状の状
態を維持
し、不具
合が生じ
た際は速
やかに修
理を実施
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由保育
中であっ
たため、
園庭や遊
戯室に分
散して遊
んでい
た。

降園前
は、遊戯
室内で自
由に遊ん
でいるた
め、その
際のルー
ル等を子
どもたち
に伝える
ととも
に、職員
による行
動観察も
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室内
で他の園
児と一緒
に遊んで
おり、遊
戯室内を
歩いてい
た。そこ
に、後方
の保育室
から勢い
良く走っ
て来た他
児が対象
児に衝突
する。対
象児は、
左手を下
にして床
に転倒す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は他の園
児の降園
に携わっ
ており、
転倒の様
子は確認
できな
かった。
対象児に
確認する
と、左の
肘付近が
痛いと話
す。その
ことを母
親（さく
らの保育
園保育
士）に伝
えると、
直ぐ帰宅
するので
様子を診
ると話
し、帰宅
する。夜
間、救急
外来を受
診し、骨
折が判明
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、乳児
や三歳未
満児、他
の居残り
園児に対
応してい
た。遊戯
室内には
２名の職
員が居た
が、他児
への関わ
りで直接
は事故を
確認して
いない。
（翌日、
遊戯室内
の監視カ
メラで、
事故状況
を確認し
た。

自由保
育中で
あった
ため、
全ての
園児の
行動観
察が手
薄に
なっ
た。

職員の役割
分担や配置
等を明確に
し、事故防
止に努め
る。

7746

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 6 9 2 2 4歳
1.男
児

3・4・5歳
児の混合ク
ラスで生活
している。
この時は
4・5歳児の
活動をして
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

3・4・5歳児の混
合クラスであ
る。異年齢で一
緒にかかわって
遊ぶ活動や年齢
毎に発達を押さ
えて活動する時
間を設けながら
保育している
が、この時は
４・５歳児が異
年齢で一緒にか
かわって遊んで
おり、普段して
いる鬼ごっこを
していてのでき
ごとだった。鬼
ごっこの内容が
異年齢でするに
は高度になって
いないのか、ど
の年齢の体力面
からも楽しめる
ものであるか振
り返り、子ども
たちと一緒に改
善をしていく
等、子どもの遊
びの特徴や遊び
の質について学
びを深め、異年
齢でも安全に楽
しめる遊びを提
供できるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１３　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

築山の付
近で転倒
したとい
うこと
だったの
で、追い
詰められ
てその付
近に行っ
たのかも
しれない
が、狭い
エリアを
使って遊
んでいた
とした
ら、広い
エリアで
広く使っ
て遊べる
ように始
めに確認
させる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び始め
る時に、
遊ぶエリ
アを確認
させ、一
緒に遊ん
でいる子
同士の動
きがお互
い把握し
やすいよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が中
心になっ
て始める
ほど、遊
びたい気
持ちがあ
まりにも
強く、周
囲の状況
へ気持ち
が行か
ず、舞い
上がって
いたかも
しれな
い。気持
ちが優先
し、多動
傾向では
ある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１名の職
員がテラ
スで水遊
びを始め
る子の介
助をしな
がら、脇
で本児が
中心に
なってハ
ンター
ごっこを
始めるの
を見てい
た。もう
１名の職
員は、ま
だ中にい
た最後の
子につい
ており、
１人の職
員が二つ
の遊びを
両方見な
がら進め
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

最後の子
が、着替
えの所で
手こずっ
ていたの
で、介助
してい
た。

保育の進め
方として
は、普段と
変わりな
く、二人の
担任は必要
なかかわり
をしていた
と思う。
改善策とし
ては、もう
一人の職員
が出てきて
から、水遊
びの方に関
り、動きの
あるある鬼
遊びの方へ
重きをおい
て関わるよ
うにしたら
良かったの
ではないか
と思う。

7747

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 3 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
２回/年

2.基
準配
置

報連相の
徹底が
なってい
なかっ
た、判断
の基準確
認が必要

毎月の職
員会議な
どでの検
討会を随
時おこな
い意識づ
けの強化
を図る。
また、保
護者の方
への初め
の受傷時
間の報告
を誤って
告げて不
安を与え
たため、
しっかり
と状況確
認をして
から報告
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
１２回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
１２回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
１２回/年

ゆうぎ室
の見通し
も良く障
害物など
の要因は
考えにく
い

　この度
は設備的
なものの
要因の検
討はない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り回る
人数が多
く、見守
る対象も
増えぶつ
かる危険
性が強
まった

走り回る
遊びに対
し、人数
を分ける
など分散
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

別紙現場
状況報告
書のとお
り

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別紙現場
状況報告
書のとお
り

報連相
の意識
不足、
ゲーム
に参加
する人
数が多
かった

報連相の強
化、判断す
る人数を増
やす。早急
な判断をお
こなうため

7748

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 0 0 0 5 2 1 0 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
（３）回/
年

2.基
準配
置

各年齢毎
に確認し
たことを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

安全点検
を引き続
き行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具（ブ
ロック）
を使用す
る時は、
走らずに
遊ぶこと
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
園児の様
子を見て
いた。

玩具（ブ
ロック）を
持って走ら
ないよう
に、職員の
声掛けを徹
底する。

7749

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 16 26 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１2　)回/
年

2.基
準配
置

事故は保
育士の予
期しない
様々な状
況下で起
こること
への認識
を持っ
て、一層
危機意識
を強く、
注意深く
見守る必
要があ
る。

痛みを長
く訴える
場合は、
最悪のこ
とを考え
早めに保
護者に連
絡し、受
診しても
らう。必
要ならば
救急車を
呼ぶなど
対応して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

天候や気
温・風の
強さ等自
然環境に
よる状況
の変化

さらに、
状況の変
化による
危険発生
の項目を
設け、安
全を図っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天気が続
き、土が
乾いてい
ていつも
より滑り
やすく
なってい
た。

その日の
状況を把
握すると
ともに事
故を予測
し、その
状況に
あった注
意を事前
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友達とい
つもどお
り活発に
活動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

楽しそう
に手をつ
ないで跳
ねていた
のを見て
いたそば
で転倒し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の組
に子ども
をお部屋
に入れる
ため支援
してい
た。

友達と
手をつ
なぎ楽
しいそ
うに跳
ねてい
たが、
本人も
一緒に
いた子
どもた
ちも予
期せず
転倒し
てし
まっ
た。

落ち着かせ
て行動する
よう、日常
的に指導・
訓練をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7750

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 1 1 5歳
2.女
児

鎖骨固定帯
の装具を着
けて治療全
治1ヶ月は
静かに過ご
すよう、医
師より指示
を受ける。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
幹部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

保育士の
配置基準
が国基準
を下回る
ことがな
い保育体
制で今後
も保育を
行う。ま
た、遊び
への導入
方法や子
どもの保
育環境に
十分配慮
する。

休み明け
の事故に
繋がっ
た。活動
前の導入
や方法は
子どもた
ちと丁寧
におこな
い、未然
に防ぐ配
慮が必要
だと感じ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(-)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

園庭に遊
具は無

引続き、
取組前に
危険な物
がないか
点検、目
視を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
の遊びの
邪魔にな
らないよ
うに、園
庭の端の
狭いス
ペースで
ドッチ
ボールを
行ったた
め安全な
環境では
なかっ
た。

運動遊び
集団遊び
を行う場
合は、十
分な保育
環境ス
ペースが
改めて必
要だと感
じた

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

（具体的
内容記載
爛）
転がし
ドッチ
ボール最
中、ボー
ルのある
方を見な
がらコー
トのなか
を逃げて
いる時に
友だちと
ぶつかり
転倒。地
面に左肩
を打ちつ
ける。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
保育士も
一緒に集
団遊びを
行ってい
た。全体
の子ども
の動きや
遊ぶ様子
を見てい
たので、
本児が友
だちとぶ
つかり倒
れそうに
なった
時、手を
差し伸べ
ようとし
たが間に
合わず倒
れてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
無

思いも
よらな
い行動
や動き
に対応
できる
ように
常に子
どもた
ちの動
きや声
掛けに
配慮す
る。

園庭に出て
遊んでいる
クラスの保
育士同士
が、お互い
の活動や保
育環境に関
心を寄せ声
を掛け合う
ことが大切
だというこ
とを改めて
感じた。

7751

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 12 1 1 5歳
1.男
児

体重２９．
８㎏　身長
１１７．６
㎝
両親外国籍
の為、日本
語の理解力
が不十分

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨　
尺骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２　)回/
年

2.基
準配
置

午睡に入
る保育室
に5歳児
が全員入
り、4歳
児の誘導
をする
際、職員
1人で対
応してい
たこと。
該当児の
転倒を把
握してい
た職員
の、過
信、自己
判断、そ
の後の報
告、連
絡、相談
に至らな
かったこ
と。

４，５歳
児が一緒
に午睡を
行ってい
る状況か
ら、４，
５歳児ク
ラス職員
でお互い
にクラス
の現状を
伝え合い
連携を取
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
日々　)回
/年

コットの
両脇の部
分の強度
が強く硬
い。該当
児は外国
籍。

コットの
素材につ
いて職員
全員で、
体感を通
して把握
する。

7.その
他

職員の体
制につい
て、4歳
児職員と
の連携を
取り、保
育室内を
把握する
職員と誘
導する職
員との体
制を取れ
ていな
かった。

４，５歳
児が一緒
に午睡を
行ってい
る状況か
ら、４，
５歳児ク
ラスの職
員で声を
掛け合い
連携を取
る。
大丈夫だ
ろうと自
己判断を
するので
はなく、
もしかし
たら〇〇
になって
いるかも
しれない
という思
いで視診
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の
コットか
ら離れて
た場所に
いること
を、5歳
児担任に
戻るよう
に声をか
けられ
た。戻ろ
うとし転
倒した際
にコット
の横枠に
右腕をつ
くように
倒れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

5歳児が
午睡室に
入り終わ
り、保育
室の出入
り口で4
歳児を
コットへ
と誘導し
ていた
為、該当
児が転倒
するとき
にすぐと
行くこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡に入
る前に4
歳児を廊
下からト
イレに行
くように
促してい
た。

午睡に
入る時
の流れ
につい
て４歳
児の職
員と連
携をと
る。

5歳児、4歳
児のトイレ
からの午睡
に行く動線
について職
員の位置も
含めて見直
す。

7752

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 0 1 2 1 1 0 0 2 2 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右親指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
（１２）
回／年

1.基
準以
上配
置

ボールが
沢山あり
足場が不
安定で
あった。

遊びの内
容を見直
し、転倒
した際手
がすぐつ
くように
体操など
の活動に
力を入れ
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
最低6　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
最低６　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

危機管理
をいつも
持ってい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

場所に
あった遊
びの内容
をふまえ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しくな
りすぎて
興奮状態
であった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

（具体的
内容記載
爛）
周りにい
た子とも
関わって
いたので
すぐに手
を添える
ことがで
きなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びなが
らボール
が多いと
片づけな
がら見て
いたので
すぐに手
を添える
ことがで
きなかっ
た

遊びの内容
を確認をし
転倒した際
手がすぐつ
くように体
操などの活
動に力を入
れる

7753

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 15 17 19 0 7 7 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈尺骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12 )回/
年

2.基
準配
置

・個別対応
を行う際、
声掛けがな
かったた
め、お互い
にその状況
を知らずに
保育が行わ
れており、
全体把握を
する職員が
いなかっ
た。
・その遊び
方がどのよ
うな状況に
つながるか
を想像する
ことができ
なかった。
また、職員
の人数が多
いことに安
心し、「誰
かが見てい
るのでは
…」という
心の隙が
あった。
・固定遊具
で遊んでい
る子を見て
も「年長だ
から大丈
夫」と介助
につかない
ことがあっ
た。

・お互いに
声を掛け合
い、全体把
握、保護者
対応など役
割分担を明
確にする。
・個別対応
をする際
は、必ずそ
の旨を周り
の職員に伝
える。
・年齢で対
応を区切る
のではな
く、一人一
人の発達、
その日の状
態、遊びの
様子に合わ
せて介助に
つく。
・子どもた
ちが自分た
ちでどのよ
うにしたら
固定遊具で
楽しく遊べ
るかを考え
る機会を持
つ。（安全
教育）

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(291)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(291)回/
年

・滑り台
の斜面の
枠が１５
ｃｍと浅
めのた
め、体格
の良い年
長児が使
用する場
合は落ち
やすいこ
とを職員
全員が十
分理解し
た上で使
用する。

・各固定
遊具の危
険性を職
員一人一
人がが把
握した状
態で使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・TVの
「逃走
中」を真
似た追い
かけっこ
が子ども
たちの中
で盛り上
がってい
て、最近
では固定
遊具に駆
け上った
り下りた
りする姿
が見られ
ていた。
その都度
個別に危
険なこと
を伝えて
はいた
が、その
様子を職
員全体に
周知しな
かった。

・気づい
たことは
小さな事
でも全職
員に周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

耳鼻科受
診のため
１１時に
登所し
た。すぐ
に年長児
の活動遊
具や木に
隠した文
字を探
し、文章
を作る
ゲームに
参加し、
いつもと
違う活動
に興奮し
た様子が
見られ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・それぞ
れが個別
対応を
行ってい
たが、お
互いに声
をかけあ
わなかっ
たため、
その状況
に気づか
ず、全体
把握をす
る職員が
いなかっ
た。ま
た、職員
配置が所
庭の片側
に偏って
いたた
め、落下
に気づい
たが、固
定遊具に
すぐにつ
くことが
できず、
落下を防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・それぞ
れが個別
対応を
行ってい
たが、お
互いに声
をかけあ
わなかっ
たため、
その状況
に気づか
ず、全体
把握をす
る職員が
いなかっ
た。ま
た、職員
配置が所
庭の片側
に偏って
いたた
め、落下
に気づい
たが、固
定遊具に
すぐにつ
くことが
できず、
落下を防
ぐことが
できな
かった。

・一人
一人の
子ども
の動き
を把握
してい
る職員
が誰も
いな
かっ
た。
・職員
の人数
が多い
ことに
安心し
「誰か
が見て
いるの
では
…」と
いう心
の隙が
あっ
た。

・一人一人
の子が何を
していたの
か保護者に
きちんと様
子を伝えら
れるように
丁寧に見守
り、動きを
把握するよ
う心掛け
る。
・お互いに
声を掛け合
い役割分担
を明確にす
る。（全体
把握、保護
者対応な
ど）

7754

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕橈骨
と尺骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年1回

1.基
準以
上配
置

年齢に即
した体育
遊びを選
定し、そ
れに伴う
危険を予
測し、環
境設定を
整える。
特に保育
士の配置
（人数）
には重点
をおくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５２　)回
/年

跳び箱の
段数が年
齢にそぐ
わなかっ
たことと
事前の計
画に多少
の無理が
あった。
体育遊び
などの場
合、保育
士同士で
計画の見
直し、環
境整備を
徹底させ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児を
見守って
いたが、
感情面の
起伏（普
段よりも
テンショ
ンが高
かった）
に気づか
なかっ
た。

色々な場
面の危険
予測を事
前に保育
士同士で
話し合
い、留
意、見守
りが必要
な子ども
を把握
し、保育
士の配
置、安全
面を徹底
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

跳び箱か
らジャン
プして着
地すると
ころ、バ
ランスを
くずし、
手が先に
マットに
ついた
為、左腕
を負傷し
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばで見
守ってい
たが、危
険的行動
を予測す
ることに
欠けてい
た。また
子どもの
テンショ
ンの高さ
に気づく
べきだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていた。

跳び箱の使
用時に対し
てのマニュ
アル（危険
予測、環境
整備、人員
配置、年齢
に見合って
いるか）を
作成し、職
員全体で共
有し、周知
する。
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0
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7755

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 3 3 3歳
2.女
児

発育及び発
達状況は良
好で、アレ
ルギー等も
ない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(約１５)
回/年

1.基
準以
上配
置

職員が近
くで見守
りをして
おり、特
に園児に
無理のあ
る活動も
行ってい
なかっ
た。

子どもの
体調や年
齢、個々
の体力等
を考えな
がら遊び
を提供し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
（５５）
回/年

3.未実施
実施頻度(　
０　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

事故の
際、長縄
の破損等
はなかっ
た。ま
た、周囲
に障害物
は無く、
安全領域
は確保さ
れてい
た。

今後も安
全点検を
継続して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他園児も
遊びに参
加はして
いたが、
順番に１
人ずつ長
縄を跳ん
でおり、
跳ぶこと
を阻害す
るほど近
い位置に
もいな
かった。

体調や体
力、月齢
に合わせ
た遊びの
内容等を
考慮しな
がら活動
を提供す
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

体調不良
で欠席
（5日
間）して
いての久
しぶりの
登園初日
であっ
た。ま
た、登園
前２日間
は体調が
回復した
ため家族
で外出を
したとの
ことで、
受傷日は
疲れてい
る様子が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士１
名が、対
象児が跳
んでいた
長縄の端
を握り、
横に揺ら
してい
た。至近
距離で様
子が見守
れる位置
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は長
縄を実施
していた
位置から
約４ｍの
位置に立
ち、全体
を見守っ
ていた。
もう１名
は、園庭
遊び後に
実施予定
であった
シャワー
浴の準備
を行って
いた。

子どもへの
声かけ、職
員間での声
かけを徹底
し、安全な
保育環境を
整える。

7756

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 16 16 19 13 10 10 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

ハザード
マップを
作成し、
リスク管
理してい
たが、子
どもの活
動に対し
て保育士
の危険予
測が甘
かった。

マニュア
ルのみに
頼らず、
自園、
個々の成
長発達に
応じた遊
具の使い
方を考え
ること、
安全点検
確認・共
有をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　実
施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

クライミ
ングロー
プに関し
ては、
日々、点
検を行っ
ており、
安全面を
考慮して
制作した
遊具で
あった。
使い方に
対しての
危険予測
が足りな
かった。

遊具の安
全確認・
使用方法
の再確
認・保育
士のポジ
ション・
年齢と
個々の発
達に応じ
た関わり
を見直し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
配置はさ
れていた
が、本児
の状況把
握や危険
予測が足
りなかっ
た。

遊びの見
守り等、
視野を広
く持ち、
いざとい
うときに
動けるよ
うな体制
をとるこ
と。遊具
の扱い方
等ヒヤリ
ハットな
どで共有
し適年齢
の判断や
危険予測
の共有を
し高めて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
この遊具
で遊ぶ姿
が見られ
ており
「足が地
面につく
んだ」と
自信を
持ってい
る発言も
あり、過
信してい
たことが
考えられ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士が
そばにい
たが、高
いほうを
使用して
いる子に
目を向け
ていたた
め、使用
方法を
しっかり
確認でき
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くにい
たが、ほ
かの遊び
を見守っ
ていた。

保育士
がそば
にいた
が、高
いほう
を使用
してい
る子に
目を向
けてい
たた
め、使
用方法
をしっ
かり確
認でき
ていな
かっ
た。本
人より1
本の
ロープ
を持ち
足掛け
周りの
ような
ことを
しよう
として
いたと
聞く。
危険予
測が足
りな

保育士一人
一人の危険
予測の質を
高めるため
に事故の手
前のヒヤリ
ハットに気
付き職員間
で共有し改
善策や様々
な危険予測
を行えるよ
うにしてい
く。

7757

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 9 14 2 2 6歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度( 
 )回/年

2.基
準配
置

・使用に
際して正
式なルー
ルがな
かった。
・正しい
使用方
法、教え
方を職員
が把握し
ていな
かった。
・使用方
法や教え
方が人に
より異
なってい
た。
・発達段
階表の
フォー
マット
に、鉄
棒・巧技
台等の項
目がな
かった。

・鉄棒や
マット、
巧技台に
関する
ルールを
決め、共
有する。
・発達段
階表の項
目を、発
達に合わ
せて定め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
（ 300 )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
300  )回/
年

なし

設備の点
検は毎日
実施して
おり、鉄
棒自体に
不備はな
かった。
今回の事
故の直接
的な
原因とは
考えられ
ないた
め、ハー
ド面での
改善策は
なし。安
全点検は
継続す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・”前回
り”はそ
の日の活
動計画に
はなかっ
たにも関
わらず、
子どもた
ちからの
要望も
あって、
保育者が
1人補助
につくと
いう条件
の元、急
遽組み込
んでし
まった。
・前回り
を行う上
で、段階
があるこ
とを把握
しておら
ず、出来
そうだと
安易に判
断してし
まった。

・発達段
階表を確
認しなが
ら、子ど
もへの教
え方、声
の掛け
方、保育
者の付き
方、援助
の
  仕方を
共有す
る。
・その日
の活動内
容に予定
していな
かった項
目は行わ
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で、当
初計画して
いた、手で
ぶら下がる
動作を10～
20秒行い、
続いて手と
足をかけて
ぶらさがる
動作を10～
20秒行っ
た。その
後、前回り
もやりたい
と要望があ
り、保育者
が手を添え
ながら実施
した。一回
目の前回り
に成功し、
本児の希望
で2回目を実
施。まわり
きったとこ
ろで、本児
は両手を鉄
棒から放し
てしまっ
た。足がま
だ地面につ
いていない
状況であっ
たため、背
部からマッ
ト上に落下
した。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

本児の右
側に付
き、本児
の体に手
を添えな
がら前回
りを援助
してい
た。2回
目の前回
りの際に
も同様に
手を添え
ていた
が、本児
が回り
きったた
タイミン
グで手を
放したた
め、転落
を防げな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同室にい
たもう1
名の保育
者は、巧
技台につ
いてお
り、鉄棒
の方にも
目を配っ
てはい
た。

なし

園児が安全
な状況で活
動を行える
よう、保育
者は対象児
の発達段階
に応じた補
助をする。
鉄棒で前回
りを行う際
は、足をつ
いて鉄棒か
ら手を放す
まで、保育
者は補助し
ている手を
離さない。
日常の保育
の中で危険
を予測する
練習を積ん
でいく。
鉄棒や巧技
台を使用す
る際のルー
ルを、保育
者全員が同
様の動きが
できるよう
に共有す
る。
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死亡
0
歳
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7758

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 12 11 12 13 6 6 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

進級した
ばかり
だったこ
と、戸外
遊びから
入室とな
る活動の
切り替
え、お迎
え等で、
落ち着き
がなかっ
た。

3歳児と5歳
児では身
体、運動面
においても
活動量に差
がある、進
級当初は情
緒面におい
て落着かな
かったり、
不安に思う
お子さんが
いるので、
個別に対応
し、手を繋
いだり、椅
子に座る、
早めの入室
等をしてい
く。送迎時
には子ども
から目が離
れないよう
に保護者の
方に側まで
来てもら
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
36　)回/
年

周囲に遊
具等はな
かった。

今後も遊
具配置場
所を確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の区
切りであ
り、お迎
え時間と
も重なっ
ていた。

お迎え対
応してい
る最中に
他の子の
保育に支
障が出る
ことが予
想され
る。お迎
えの際は
速やかに
対応でき
るよう今
後も保護
者、職員
と協力を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

進級した
ばかりで
あったの
で、少し
周囲の雰
囲気や子
ども達の
気持ちも
落ち着き
がなかっ
たのでは
ないか。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

保育者の
側にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

周囲の様
子を見な
がら、片
付けやお
迎えの対
応をして
いた。

雨が降
り始め
たこと
で、全
体がい
つもよ
り落ち
着きが
なかっ
たかも
しれな
い。

天候や活動
の区切りは
特に子ども
の動きに注
意してい
く。

7759

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 11 11 16 8 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

普段は大
人しく活
発なお子
さんでは
なく、集
団遊びに
慣れてい
なかっ
た。

保育記録
等を確認
し、どの
ようなお
子さんか
把握す
る。集団
で遊ぶ際
は広い場
所や危険
物がない
か確認
し、人数
などを考
慮したう
えで発達
に合わせ
た遊びを
楽しませ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
36 )回/年

集団遊び
をしてい
た園庭に
は固定遊
具等はな
い。

今後も危
険物がな
いか確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個別や集
団の発達
に応じた
遊びの提
供。

参加人数
や周囲の
人数にも
配慮しな
がら楽し
ませてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は割
とおとな
しく、2
～3人で
鉄棒など
の活動を
好んでい
た。当日
は仲の良
いお友だ
ちや4・5
歳児一緒
になって
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に保
育者も当
該園児と
走って遊
んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団遊び
に参加し
ていない
保育者も
周囲にお
り、見
守ってい
た。

普段そ
のよう
な集団
遊びに
参加し
ていな
いた
め、動
く止ま
る等の
運動面
におい
てまだ
うまく
運動で
きな
い。

生活や遊び
の中で運動
面の発達を
促し、見極
める。

7760

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 11 12 13 4 3 6歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折(左
肘)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
2 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
に関して
は問題は
なかった
ものの、
事故予防
マニュア
ルの整備
がされて
いなかっ
たこと、
また事故
予防に関
する研修
内容をも
う少し深
く学ぶ必
要があっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
（ 6 )回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

要因とし
て挙げら
れること
は、通常
の木より
も百日紅
が滑りや
すい性質
であっ
た。

園庭に植
えてある
木である
ことから
改善策は
特にな
し。た
だ、性質
上滑りや
すい木で
あった
為、子ど
もが木に
登る時は
より気を
付けて見
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

毎日の日
課の中で
起きた事
故であ
り、職員
配置も
しっかり
となさ
れ、環境
面も危険
がないよ
うに整備
されてい
たことか
ら、改善
策は特に
ありませ
ん。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児と保
育士が色
水遊びを
してお
り、百日
紅の花を
取って色
水を作っ
てみよう
というこ
とにな
り、百日
紅の木に
登り、降
りようと
した際に
足を滑ら
せて転倒
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

木から降
りる姿を
見守って
いた保育
士が、本
児が足を
滑らせた
際、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。
本児は左
肘を押さ
え、なか
なか起き
上がれな
い状態
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が百
日紅の木
に登って
いること
は知って
いたが、
近くに保
育士がつ
いていた
為、他の
子どもた
ちと一緒
に遊んで
いて見て
いなかっ
た。

本児が
日頃か
ら木登
りを楽
しんで
いたこ
ともあ
り、
「大丈
夫だろ
う」と
思う気
持ちが
あっ
た。

滑りやすい
木であった
ことから、
保育士が気
を付けて見
守るだけで
はなく、本
児にも滑り
やすいこ
と、気を付
けて降りる
ことを伝え
るべきで
あった。

7761

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

88 4 7 19 17 19 22 12 10 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

所定の配
置に職員
がいた
が、週明
けでの子
どもの受
け入れに
時間がか
かること
や水分補
給の準備
等、動き
ながら様
子を見て
いたこと
もあり、
本件の事
故を未然
に防ぐこ
とができ
なかっ
た。

子どもへ
の遊びの
提供方
法、開始
のタイミ
ングを図
るほか、
受け入れ
態勢を見
直し、立
ち位置な
どの注意
点も洗い
出す。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

使用して
いない遊
具には子
どもが触
れないよ
うに囲い
をし、立
ち入らな
いよう配
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の固
定遊具使
用時、順
番の待ち
方や触れ
て良いと
ころとそ
うでない
ところ等
ルールの
徹底を再
度確認す
る。

基本的に
受け入れ
担当が子
どもの登
所対応を
するが、
園庭に保
護者や子
どもがい
れば対応
が必要と
なる場合
もある。
それも想
定したう
えで子ど
もの動き
の作り方
や保護者
対応箇所
の一本化
を徹底
し、改善
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
には問題
なく、注
意散漫な
様子もな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブランコ
横のス
ペースで
他児に虫
よけ剤を
塗布しな
がら全体
を見てい
た。本児
の位置は
確認して
いたもの
の、注意
喚起が足
りていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園舎側か
ら全体を
目視して
いたもの
の、室内
や保護者
対応など
と一緒に
おこなっ
ていた。

普段は
戸外へ
出る準
備を済
ませた
子から
テラス
で座っ
て待
ち、虫
よけス
プレー
を塗布
してか
ら遊び
を始め
ていた
が、日
差しを
考慮し
木陰で
行って
しまっ
たこと
で全体
を把握
しづら
い状況
が生ま
れてし
まっ
た。

遊びの提供
の流れを作
るうえで、
全体をしっ
かりと把握
したうえで
職員が改め
て声を掛け
合って遊び
始めること
を徹底す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7762

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

73 23 26 24 11 11 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

問題なし

引き続き
研修を行
い、職員
全体で確
認してい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

問題なし

引き続き
点検を行
い危険が
ないよう
にしてい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

道が農道
で平坦で
は無かっ
た為

道の形状
になれる
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

準備体操
もきちん
とおこな
い、いつ
もと変わ
らずに動
けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

。子ども
達と一緒
に走る。
対象児は　
大きな転
倒もな
く、お友
達とぶつ
かること
もなく、
自分の
ペースで
走れてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

何かあれ
ば直ぐに
対応に向
かう為の
職員。間
隔ごとに
安全を見
守る職員
と分担を
して見守
りながら
行った。

痛みを
感じた
が本人
が最後
まで走
りたい
との思
いが強
かった
為

痛みがある
時は必ず止
まる事を全
体的に知ら
せておく。

7763

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

25 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故の情報
を職員間
で共有し
再発防止
に努める

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

凹凸がな
いよう園
庭の整備
を心がけ
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故の情報
を職員間
で共有し
再発防止
に努める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
走ってい
るのを確
認してい
たが、転
んだ瞬間
は間に合
わなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転んだと
ころは確
認してい
た

今回の事故
の情報を職
員間で共有
し再発防止
に努める

7764

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

1 1 2歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙亜脱
臼・外傷
性歯牙打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５　)回/
年

2.基
準配
置

安全管理
が不十分
だった。

子どもた
ち慌てず
行動する
ことを確
認し、子
どもの行
動の予測
し、ゆっ
くり移動
すること
を園児に
促してい
くことを
認識し、
確認して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年　　　　
　　園内
（１）回/
週

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１　)回/
都度

危険箇所
を細かく
確認をす
る。

子どもの
行動には
想定以外
の事が起
こること
を改めて
認識する
ようあら
ゆる角度
から安全
対策を行
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者に
も十分気
を付けて
もらうよ
うに、注
意喚起を
する。

子どもの
様子を把
握し、危
険を想定
し、声か
けや見守
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慌てて行
動してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

朝の受け
入れ前の
ため、職
員は子ど
もを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
なし。

保護者
との登
園時
だった
ため、
多少落
ち着き
がな
かっ
た。

落ち着いて
行動できる
ように、常
に声をかけ
ていく。

7765

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

  左足首
の捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1～２　)
回/年

1.基
準以
上配
置

戸外で遊
んでいる
際の職員
の配置の
確認を行
う。

適宜、子
ども達へ
の声掛け
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

施設的に
は問題な
いと思わ
れる。

引き続
き、安全
点検を定
期的に行
い、保育
中も危険
な場所が
無いか見
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周囲の確
認が必要
であっ
た。

周囲を確
認し、危
険のない
ように伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が園
庭のテラ
スの段差
を歩いて
いた際、
転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児とそ
の周囲の
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもと
関わりな
がらクラ
ス全体の
様子を見
ていた。

十分に
目を配
り、子
ども達
の様子
を見守
りなが
ら、怪
我を未
然に防
ぐよう
に努め
る。

怪我に繋が
る箇所を常
に確認し、
迅速な対応
が出来るよ
うに努め
る。

7766

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

30 2 2 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

 左足首
の捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1～２　)
回/年

1.基
準以
上配
置

戸外で遊
んでいる
際の職員
の配置の
確認を行
う。

適宜、子
ども達へ
の声掛け
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

施設的に
は問題は
ないと思
われる。

引き続
き、安全
点検を定
期的に行
い、保育
中も危険
な場所が
ないか見
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周囲の確
認が必要
であっ
た。

周囲を確
認し、危
険のない
ように伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が園
庭を歩い
ていた
際、転倒
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児とそ
の周囲の
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもと
関わりな
がらクラ
ス全体の
様子を見
ていた。

十分に
目を配
り、子
どもの
達の様
子を見
守りな
がら、
怪我を
未然に
防ぐよ
うに努
める。

怪我に繋が
る箇所を常
に確認し、
迅速な対応
ができるよ
うに努め
る。

7767

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 0 7 7 9 10 17 4 4 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折 左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし
今回の事
故は要因
なし

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし
今回の事
故は要因
なし

7.その
他

母親のお
迎えの際
にふざけ
てしまう
ことがあ
り、今回
は突発的
な怪我に
繋がって
しまっ
た。

本児も含
め、他園
児にも安
全な登降
園の仕方
を伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

母親に本
児を引き
渡し、さ
ようなら
の挨拶を
交わした
後に走り
出し、転
倒した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

挨拶を交
わした職
員以外
は、他の
園児を保
育室で見
守りを行
なってい
た。

なし
今回の事故
は要因なし

7768

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

92 48 44 4 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕橈
骨・尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
時は、遊
具等が
あっても
死角が出
来ないよ
うに職員
を配置し
ていた
が、転落
するまで
が急だっ
た為、間
に合わな
かった。

今回の事
故に関す
る内容の
検証を行
い、職員
へ周知徹
底した。
又、再発
防止及
び、安全
保育に十
分配慮す
るように
努め、危
険性の高
い及び高
さのある
遊具には
定期的に
巡回しな
るべく近
く配置し
安全を確
保する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

遊具の安
全点検は
毎日行
い、遊具
に不備は
ない。

引き続
き、日々
の安全点
検を行
い、安全
保育に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

定期的に
遊具の使
い方につ
いて指導
を行って
いる。
又、今年
度の初め
にもいろ
んな事例
を上げ、
園児たち
に指導を
行った。

今回の事
故の内容
を子ども
達に伝
え、再度
遊具の使
い方につ
いて指導
をしてい
く。又階
段等で乗
降する遊
具は、
ゆっくり
と行うよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
遊んでい
たが、不
意に手が
滑って落
下した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数の担
当職員で
死角の無
い様に、
子ども達
を全体的
に見守っ
ていた。

子ども達を
見守る際、
危険性の高
い及び高さ
のある遊具
には定期的
に巡回しな
るべく近く
配置し、事
故やトラブ
ルが無い様
にしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7769

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
2.女
児

身長103.4
ｃｍ　体重
15.3ｋｇ。　
既往歴、持
病、アレル
ギーなし。
発育・発達
状況問題な
し。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

転倒時の
打撲によ
り上顎前
歯がぐら
つく

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回程度
/年

1.基
準以
上配
置

「全体を
見渡せる
位置で保
育する」
等を、会
議等を通
してしっ
かりと共
有し、取
り組んで
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

これまで
以上にク
ラス内を
見渡せる
よう、家
具（園児
用のロッ
カー等）
の配置を
工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の皆
さんに
は、異動
（歩行
等）の際
は、
「ゆっく
りと落ち
着いて動
く事と、
足元に気
をつけて
行動する
事」を、
適宜伝え
ていき、
職員は園
児を見渡
せる位置
で保育す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
比べ大き
な環境の
変化は無
く、普段
通りに過
ごした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士が
対象児の
比較的近
くに居た
が、対象
児の転倒
を防ぐの
に間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
クラスは
職員２人
で保育。
１人の保
育者は、
対象児の
近くで保
育してい
た。もう
一人の保
育者は、
同じく保
育室に居
たが、対
象児から
離れた場
所で他児
の保育を
してい
た。

対象児
の比較
的近く
にて保
育して
いた
が、対
象児で
はない
他児の
対応を
してい
た事も
あり、
対象児
の転倒
を防げ
なかっ
た。

これまで以
上に、全体
を見渡せる
ポジション
で保育す
る。

7770

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

1 23 18 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手ひじ
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3)回/年

2.基
準配
置

お迎え
後、母親
にしっか
り見守る
よう、園
だより等
でお知ら
せを再度
行う。

日頃か
ら、しっ
かり鉄棒
を握る指
導も強化
すべき
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

子ども自
身が遊び
に夢中で
慎重さに
かけてい
た事も原
因と考え
られる

お迎えの
前に子供
たちに十
分気を付
けること
厳しく指
導すべき
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

母親が
もっと間
近で見守
るようた
びたび声
をかける
必要が
あった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鉄棒遊び
を男児２
人で楽し
んでいた
との事。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍にいた
職員と実
習生がす
ぐかけつ
け、看護
師を呼
び、すぐ
に水で冷
やし楽な
姿勢を保
ち、母親
に連絡を
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士２
名で、見
守りをし
ていた。

遊びを
開始す
る前に
落ち着
いた行
動がと
れるよ
うに声
掛けを
すべき
であっ
た。

保育士が、
日頃から、
お迎え後の
諸注意の声
かけを十分
すべきで
あった。

7771

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 5 10 5 5 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顔面切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は見
守ってい
たが、子
どもは咄
嗟に予期
せぬ行動
をとるこ
ともある
ため、特
に不安定
な場所で
は、そば
で最後ま
で見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

フェンス
付近のタ
イヤを撤
去した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具や不
整地等の
不安定な
場所で
は、子ど
ものそば
について
最後まで
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

フェンス
付近のタ
イヤに
登った
り、外の
景色を楽
しんだり
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
を含め、
同じ付近
で遊んで
いる子供
たちの様
子を全体
的に見
守ってい
たが、転
倒した瞬
間は他の
子どもの
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
のグルー
プとは違
うグルー
プの子ど
も達を見
守ってい
た。

遊具や不安
定な場所で
遊んでいる
子どもは、
手が届く場
所から見守
りを行う。

7772

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 0 0 0 2 2 2 2 2
3、
4、5
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

1/28　左
4趾打撲
傷(こば
やし整
形）　４
/28　左
第４趾中
節骨骨折
（さいた
整形）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

なし

痛みを訴
えた際は
すぐに手
当をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日)回
/年

なし

事故状況
に準じて
検討の結
果見当た
らない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

事故状況
に準じて
検討の結
果見当た
らない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外に行
く準備中
担任は廊
下にいた
が、水筒
を落とす
ところは
見ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で戸
外に行く
準備をし
ている子
を見守る

職員は
できる
限り全
体を見
守るよ
う心掛
ける

子どもが痛
みを訴えて
きたときは
すぐに対応
する

7773

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

39 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

右上左上
右下左下
下顎骨折
の疑い、
右下CB外
傷性歯の
打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

　　他の
箇所に
立ってい
たため、
事故が起
きたこと
に気づけ
なかっ
た。

　　何か
あればす
ぐに保育
者に伝え
るように
声かけを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

事前に遊
び方を知
らせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

数個ある
丸太を跳
びながら
進んでい
た。

丸太の遊
び方を見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりなく
他児と別
行動して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

総合遊具
付近を見
ていたた
め、対象
児が落下
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒付近
で他児を
見ていた
ため、丸
太の方は
見ていな
かった。

丸太付
近に保
育者が
いなく
て遊び
方を伝
えてな
かっ
た。

丸太付近に
も保育者が
必要であ
り、その都
度遊び方を
伝えてい
く。

7774

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

6 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
)回/年

1.基
準以
上配
置

周りに危
険なもの
がなかっ
た為、安
心してし
まった

日常の活
動の中
で、柔軟
性を養う
遊びを取
り入れて
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

古い園舎
の為、手
洗い場・
トイレが
廊下に出
なくては
ならず、
目が行き
届かな
かった

新園舎で
は、未満
児クラス
はすべて
部屋内に
手洗い
場・トイ
レを設置
し、保育
士の目が
行き届く
ように設
計された

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレを
済ませた
子から順
番に保育
室へ入れ
ていた
が、トイ
レや手洗
いに手が
かかる子
が多く、
室内が手
薄になっ
ていた

トイレを
済ませた
子も、
しっかり
保育士が
把握し、
室内へと
連れて行
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きも活
発にな
り、ジャ
ンプをす
ることが
楽しく、
繰り返し
遊んでい
たようす

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス全
体の様子
は見てい
たが、本
児がジャ
ンプして
いる様子
には気づ
くことが
出来な
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子が
カバンに
タオルを
片づける
のを手
伝ってい
て、近く
にはいた
が本児が
ジャンプ
している
事には気
づかな
かった

保育士
の役割
分担が
できて
いな
かった

保育士間で
声を掛け合
いながら、
子どもたち
一人ひとり
の行動を
しっかり見
守っていく

7775

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 5 16 13 15 8 10 16 14 6歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

外遊び
（園庭）
の時の職
員の配置
の再確認
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

園庭の見
直し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活発な園
児の為、
動きが早
い

園児にも
園庭での
危険等を
周知し危
険察知等
もできる
ように日
頃より指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活発な活
動の為、
見落とし
てしまう
こともあ
る。

園児が
走ってい
たために
転ぶのを
防ぐこと
が出来な
かった。

外遊び（園
庭）の時の
職員の配置
を職員間で
確認する

7776

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

8 2 2 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙亜脱臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マスクを
必要とす
る状況下
での、体
調・異変
に特に気
を付けて
見守るよ
う研修で
周知

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

マスクを
必要とす
る状況下
での、体
調・異変
に特に気
を付けて
見守るよ
う周知

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気にス
クーター
で遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任2名
で8名の
子どもた
ちを見て
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任2名
で8名の
子どもた
ちを見て
いた

特にな
し

怪我が起こ
りそうな状
況が少しで
も見られた
ら、園児の
状態を確認
する

7777

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 12 18 4 4 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

日頃から
マニュア
ルを確認
する状況
を作って
いなかっ
た。

マニュア
ルを全職
員いつで
も閲覧で
きるよう
に、各ク
ラス1冊
＋事務室
に準備す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

落下によ
る怪我を
防ぐため
の対策を
とってな
かった。

落下によ
る怪我を
防ぐた
め、鉄棒
の下に
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士同
士の連携
が足り
ず、目が
届かな
かった。

安全が確
認できる
環境の中
で、遊び
を提供す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前回りが
出来るよ
うにな
り、友達
に嬉しそ
うに見せ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のお
迎えの対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
（至近距
離では
あった
が）で、
他の子ど
も達の見
守りをし
ていた。

鉄棒か
ら保育
士の目
が離れ
た。

遊びを見守
る立ち位置
について
は、保育士
同士で確認
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7778

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 3 2 6歳
1.男
児

保護者との
野外活動は
あまりない
ように感じ
られる

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
10　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故防止
委員会に
再度取り
上げ、報
告し、共
有するこ
とによ
り、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
10　)回/
年

遊具の劣
化

使用する
先には、
遊具の劣
化がない
か確認す
ること
で、再発
防止に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境に慣
れていな
い・新し
い場所で
の感情の
高まり

環境に慣
れるため
遊び方の
説明や準
備体操を
すること
で、再発
防止に努
める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園外で真
新しいも
のも多
かったの
で、テン
ション高
めで遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　遊具の
ゴール地
点（ゴー
ル地点に
は、タイ
ヤでの停
がある）
で、「手
を絶対
に、はな
さいで」
と言葉が
けしなが
ら見てい
る。実
際、ゴー
ル付近に
くると、
遊具の反
動もあっ
て、手を
放して落
ちてし
まった。　
すぐに、
子どもに
かけよ
り、子ど
もの様
子、身体
の状態を
検診す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　スター
ト地点、
中間地点
にいる。
担当職員
と同様こ
とばがけ
をする。
　何事も
なく通過
すること
を見届け
る。
  

今まで
に公園
等での
（アス
レチッ
ク関
係）遊
ぶこと
が、未
経験な
為、遊
び方を
知らな
いのが
要因と
して考
えられ
る

子どもの様
子を見極
め、個別的
対応をする
必要があっ
た。

7779

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

29 3 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　1)回/年

1.基
準以
上配
置

職員全員
で、事故
防止のマ
ニュアル
を再確認

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特に、
ハード面
での改善
はありま
せん

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭での
職員配置
位置見守
りの改
善、危な
い行動に
早く気付
くよう改
善

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児に縄跳
びをしては
いけない場
所を指導

7780

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 2 2 4歳
1.男
児

・抜ける前
から数本ぐ
らついてい
る歯があっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

AB急性外
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

担任にも
伝えてい
くべきだ
が、パー
ト保育士
が見てい
たので、
子どもに
注意を早
くすべき
だった。

トイレ前
で、見
守ってい
たが、声
かけ、援
助を充分
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

なし

検討した
が、トイ
レは部屋
の前にあ
りハード
面の改善
点はな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ポケット
に手を入
れる、飛
び跳ねる
の行為
を、「安
全指導」
の中でし
ている
が、その
都度身に
付くま
で、繰り
返し言葉
かけが必
要であ
る。

クラスや
全体の安
全指導の
中で、危
険な行為
につい
て、話を
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ポケット
に手を入
れて、飛
び跳ねて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数人トイ
レに行っ
ているの
で、近く
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
中で他の
子を見て
いた。

本児へ
の行動
に対す
る注意
が遅
かっ
た。

危険な行為
を見逃さな
いようよう
にする。

7781

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 0 12 13 6 9 6 8 8 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員間で
事故予防
マニュア
ルを再検
討し、危
険防止の
確認を行
う

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(312)回/
年

クッショ
ン材の
チップは
元々敷き
詰めてい
るが、更
にチップ
を増やし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

状況に
合った遊
び方を選
び、安全
な遊び方
を指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気で活発
な園児で
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

平均的に
園児たち
の見守り
ができる
場所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他の場
所の見守
りをして
いた。

対象児はい
つも動きの
ある園児な
ので、なる
べく近くで
見守るよう
に心掛け
る。さらに
危険な行動
のないよう
に声掛けを
していく。

7782

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

20 4 4 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

月曜日の
朝の荷物
整理な
ど、大人
の作業が
複数あ
り、保育
室の配置
としては
十分であ
るが、ど
の職員も
作業優先
となり園
児より目
が離れて
いる状況
があった

大人の作
業スケ
ジュール
作成によ
り園児の
活動中の
大人の作
業につい
て整理す
る。と同
時に大人
の役割分
担を明確
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

ホール等
の広い場
所に移動
して体操
などは行
う

毎日の日
課となる
活動をも
う一度整
理し、タ
イムスケ
ジュール
を担当者
にて確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
が大人の
作業を
待ってい
る状況が
あり、目
的がない
時間にマ
イペース
な遊びと
なり、ケ
ガに至っ
た。

不要な待
ち時間が
無いよ
う、具体
的な計画
と職員間
の連携が
必要。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日頃よ
り、動き
が多く活
発であっ
た。待ち
時間に音
楽をかけ
ていたた
め、音楽
に合わせ
て体を動
かし、エ
スカレー
トしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

横で、他
職員と話
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わってい
たり、荷
物整理を
行ってい
た。

日頃か
ら、対
象児の
行動は
多いと
気づい
ていた
が、ケ
ガにつ
ながる
という
意識が
薄かっ
た。

園児の活動
が中断した
り、待ち時
間が必要以
上に発生し
ない様、事
前に計画し
ておく。

7783

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

112 14 24 20 21 15 18 18 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

2.死
亡

6.その
他

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

3.基
準以
下

園児が降
りた後に
再度バス
内を確認
していな
かったこ
と、休ん
でいた本
児のこと
を確認し
ていな
かったこ
と

園児の人
数確認を
常に行い
見回りを
するこ
と、休み
の園児に
は職員間
で共通の
認識をす
ること

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

7.その
他

送迎バス
で園児を
降ろした
後に確認
ができな
かったこ
と、お休
みをして
いた情報
を共有し
ていな
かったこ
と

園児の最
終確認を
していな
かったの
で、人数
確認と室
内の確認
をしてお
くべき
だった。
無断で休
んでいた
園児には
保護者へ
職員が共
通把握す
るべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園し
ていた
が、バス
の中で寝
て体が
シートに
横たわっ
ていたと
思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が
シートに
横たわっ
て降りて
きていな
かったこ
とを近く
にまでい
き確認が
できてい
なかっ
た。また
他の子が
泣いてお
り対応を
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児をバ
スから降
ろす際、
本児が乗
車して寝
ていたこ
とを確認
できてお
らず、他
の子をバ
スから降
ろすこと
をしてい
た。

出席の
確認を
とり、
無断欠
席だと
判断し
連絡を
してお
らず、
確認不
足だっ
た。

バスの乗車
と下車の確
認をその都
度行い、さ
らにバス中
を目視点検
をする。無
断欠席かも
しれない子
には職員間
で共通把握
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7784

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

30 33 23 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

今回のケ
ガで考え
られる要
因は無い

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

園庭は滑
る可能性
もあるの
で気を付
けるよう
に注意を
促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの前
には、気
を付けて
遊ぶよう
に注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事前に注意
を促す。

7785

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

　 11 12 10 32 20 5歳
1.男
児

3回/週療育
に通ってい
る園児。保
育士の指示
が通る場合
と通らない
場合があ
る。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第1趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

定期的に
職員で話
し合いを
行い、室
内環境の
見直しを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

テーブル
とテーブ
ルの間
は、十分
な歩行ス
ペースは
確保され
ている。

テーブ
ル・遊具
等の配置
の見直し
やいすや
物が収納
されてい
るかの確
認を適宜
行ってい
く。

7.その
他

お集まり
が終わり
外遊びに
行く時
で、さら
に嘔吐の
園児がお
り入口付
近に保育
士の目が
集中して
いた。

他の園児
より、行
動把握を
しっかり
行ってい
く。
室内での
過ごし方
でけがの
リスクが
ある場合
は、その
都度注意
を促すよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内を小
走りして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びと
室内に分
かれて保
育してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

入口で嘔
吐の対応
をしてい
た。

教室内
の保育
士の目
が、本
児に向
いてい
なかっ
た。

日頃より他
園児より多
く声掛けを
行い、本児
に目が向き
にくい場合
も他園児よ
り声をかけ
ていくよう
にする。

7786

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

　 12 12 10 40 27 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

定期的に
話し合い
を行い、
外遊びで
の職員の
配置や遊
具を使用
する際の
園児への
注意の促
し方法等
の見直し
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

雲梯の下
にはマッ
トが敷い
てある
が、周り
には敷い
ていな
い。

雲梯の周
りにも
マットを
設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
際は、保
育士が常
に同じ場
所を観察
していな
い状態で
ある。

遊具を使
用してい
る園児
は、定期
的に観察
するよう
にし注意
を促して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯の手
すりに座
り、園庭
を見てい
た。。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の遊具
の見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の園児
の見守り
を行って
いた。

雲梯の
手すり
に座っ
てお
り、後
方に転
落する
という
予測が
出来て
いな
かっ
た。

事例検討を
行い、遊具
を適切に使
用できてい
ない場合は
適宜園児に
注意を促
し、遊具の
使い方の周
知を行って
いく。

7787

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

35 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯（左
上）の根
元が折れ
ている。
（右上）
根元にひ
びが入っ
ている。

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
の対応は
マニュア
ル通りで
きてい
た。

再度、職
員間でマ
ニュアル
確認や研
修など細
やかに行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

遊んでい
る時にも
周りを見
るように
声掛けを
する。

ホールで
走る際
は、しっ
かり前方
を確認す
るよう約
束する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊んでい
る雰囲気
がいつも
と違って
いたの
で、声掛
けをし注
意する事
で意識さ
せる。

子ども達
の行動を
見守り、
しっかり
と声掛け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 
ホールで
運動会の
練習から
の自由遊
びでテン
ションが
上がって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

 
ホールの
中央で全
体が見渡
せる場所
にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
渡してい
たが、防
ぐことが
できな
かった。

怪我が起き
た後は、マ
ニュアル通
り素早く出
来ていたの
で、このよ
うな対応策
は常に、職
員全体が把
握するよう
にしてお
く。

7788

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５　)回/
年

2.基
準配
置

リズム運
動の動き
が変わる
とき、時
間をおい
て間隔を
開けて行
えばよ
かった。

子どもた
ち慌てず
行動する
ことを確
認し、子
どもの行
動の予測
し、ゆっ
くり移動
すること
を園児に
促してい
くことを
認識し、
確認して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年　　　　
　　園内
（１）回/
週

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１　)回/
都度

危険箇所
を細かく
確認をす
る。

子どもの
行動には
想定以外
の事が起
こること
を改めて
認識する
ようあら
ゆる角度
から安全
対策を行
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
子どもの
動きを予
測し、注
意する。

子どもの
様子を把
握し、危
険を想定
し、声か
けや見守
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と変
わらな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもの
動きと変
わらな
かったた
め、離れ
た場所で
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
なし。

活動内
容が多
かった
ため落
ち着か
なかっ
た。

落ち着いて
行動できる
ように、常
に声をかけ
ていく。

7789

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

103 33 37 33 12 12 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５　)回/
年

2.基
準配
置

自由遊び
中の約束
が不十分
だった。

子どもた
ち慌てず
行動する
ことを確
認し、子
どもの行
動の予測
し、ゆっ
くり移動
すること
を園児に
促してい
くことを
認識し、
確認して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年　　　　
　　園内
（１）回/
週

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１　)回/
都度

危険箇所
を細かく
確認をす
る。

子どもの
行動には
想定以外
の事が起
こること
を改めて
認識する
ようあら
ゆる角度
から安全
対策を行
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
子どもの
動きを予
測し、注
意する。

子どもの
様子を把
握し、危
険を想定
し、声か
けや見守
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

得意な雲
梯をして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遅く登園
した子の
対応のた
め、職員
の役割分
担が不十
分だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の職員が
近くで見
守ってい
た。

遅く登
園した
他児の
保護者
の対応
のた
め、多
少落ち
着きが
なかっ
た。

落ち着いて
行動できる
ように、常
に声をかけ
ていく。

7790

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

24  24    5 5 1歳
2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の打撲・
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

そんなに
強く倒れ
顔面は
打ってい
ないのに
歯が抜け
てしまっ
た

倒れた時
に歯を食
いしばり
の原因か
とも考え
られる。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

椅子での
転倒のた
め施設備
改善の余
地がない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

顔面は直
接打撲し
ていない
ので不明

保育士が
最後まで
手助けす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食器のか
たづけの
ため立ち
上がる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
で机ふき
片づけて
いた。気
が付き駆
け寄った
が間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
していた

まだ園
児の動
きが不
安定で
あった
為

保育士の見
守りを徹底
させる

7791

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 21 15 21 21 18 17 16 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨
折、左手
首脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
６)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事
案を園内
研修にて
職員同士
で共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１2　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭や園
内の安全
点検を今
一度丁寧
に行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが特段
興奮して
いる様子
はなかっ
たが、興
奮してい
たら改め
て声をか
けながら
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友達と
シャボン
玉をして
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２人の職
員が園庭
全体が見
渡せる位
置で複数
の園児が
園庭で遊
んでいる
様子を見
守ってい
たが、転
倒した瞬
間は見れ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は保育室
で他児の
保育を
行ってい
た。

突然、
虫を見
せられ
て驚
き、逃
げよう
とした
際に転
倒し
た。

虫が好きな
お友達も嫌
いなお友達
もいること
を子供たち
に伝えてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7792

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

11 11 4 4 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

　右前歯
根破折　
左前歯亜
脱臼　上
唇小帯裂
傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

タオル掛
けに足を
かけ転倒
する

保育室に
倒れやす
いものが
置いて
あった。
今後はタ
オル掛け
は置かず
に対応。
毎日転倒
防止がさ
れている
かを確認
をしてか
ら保育を
する。
（安全確
認の徹
底）

1.定期的
に実施

実施頻度(　
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
365　)回/
年

ストッ
パーはつ
いている
が、体重
がかかっ
た場合の
ことを想
定すべき
であっ
た。

乳幼児の
安全面を
考え、今
後タオル
掛けは使
わない。
衛生面も
考慮し
ペーパー
タオル等
で対応す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

歩き出
し、タオ
ル掛けに
足をかけ
たことに
気づき駆
け寄った
が間に合
わなかっ
た。

乳幼児が
遊ぶス
ペースに
は転倒防
止を確実
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お昼寝か
ら起き、
いつも通
りに遊ん
でいる。
歩けるよ
うにな
り、室内
を歩いて
移動して
いるとこ
ろ、タオ
ル掛けに
足をかけ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の園児
は午睡中
であり、
本児を見
守ってい
た。タオ
ル掛けに
足をかけ
たことに
気が付き
駆け寄っ
たが間に
合わず、
転倒して
しまう。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児の泣
き声を聞
き、様子
を見に行
く。出血
等があ
り、すぐ
に職員室
の職員に
報告をす
る。

タオル掛け
は全クラス
撤去する。
転倒するも
の、ケガの
要因となる
ものがない
か、保育室
の危険な場
所などを再
度見直しを
する。事故
防止のた
め、年齢別
の安全点検
を見直し、
個々の危機
管理能力を
高める研修
を行う。

7793

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

9 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の変色

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

部屋を移
動した後
で、まだ
落ち着い
ていな
かった。
発達が気
になるお
子さん
だった
が、行動
を予測し
て見守り
をする必
要があっ
た

遊びが落
ち着くま
で見守り
を丁寧に
する

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

絨毯や
マットを
遊びの中
で効果的
に利用す
る

整理整頓
をし玩具
の配置を
見直す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りが
不十分で
あった

遊びを見
守りなが
ら必要な
声掛けや
サポート
を丁寧に
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人で活
動してい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
ていた
が、手を
滑らせる
場面で支
えること
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

最近、
行動に
落ちつ
きがな
いこと
を感じ
ていた
ものの
それ以
上の配
慮が足
りな
かった

保育士間で
声を掛け合
い、丁寧な
見守りと配
慮が必要

7794

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 3 3 2歳
2.女
児

約４か月後
に受診した
が完治とは
ならず、今
後歯が変色
する可能性
がある為経
過観察とな
り、再度３
か月後に受
診すること
になった。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

椅子や
テーブル
が出てい
る室内を
走った。

職員が、
子どもが
走って危
ない環境
の時は、
走らない
ように声
をかけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用する
時等）

ぶつかっ
て怪我を
すること
が想定さ
れる状況
なら、子
どもの動
きをかえ
るか、物
を移動さ
せるかす
る。

7.その
他

おやつ後
で、テー
ブルと椅
子が出た
ままに
なってい
たので、
椅子を端
に寄せる
等してい
なかっ
た。

早めに椅
子を端に
寄せた
り、室外
へ出す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレに
行った
後、椅子
のあった
方に走っ
て行って
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テーブル
付きの椅
子に座っ
ている子
を、椅子
から降ろ
そうとし
ていた。
その椅子
の脚に本
児が引っ
掛かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2人の保
育士は、
トイレに
行った子
ども達の
おむつ交
換をして
いた。

おやつ
後の机
の片づ
けやお
むつ替
えで子
どもの
動きを
しっか
り把握
できて
いな
かっ
た。

おむつ替え
や片づけを
していて
も、子ども
の動きを把
握する。ま
た、職員は
役割分担を
して子ども
に読み聞か
せをしたり
手遊びをし
たりして、
走り回って
事故になる
事がないよ
うにする。

7795

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2 6歳
2.女
児

数か月前に
自宅で遊ん
でいた時に
転んで左足
首を骨折し
た。
（直近1か
月間で1.4
㎏増加）

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

体の成長
に比べる
と筋力の
弱さがみ
られる。

・職員間
で事故防
止マニュ
アルの周
知を徹底
してい
く。
・職員配
置は配置
基準を満
たすた
め、特に
改善点は
無し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　1)回/年

定期的な
施設点検
の実施を
してお
り、また
遊具や玩
具での事
故ではな
いため、
特に改善
点は無
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育内容
に体を
使った遊
びをさら
に取り入
れるよう
検討す
る。

子どもの
危険の伴
う動きを
十分に予
測して気
をつけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・少し高
さのある
所から
ジャンプ
したこと
により、
着地の際
にバラン
スを崩し
左足首に
負担がか
かってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・固定遊
具に付く
などし
て、子ど
もたちの
遊びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・視野に
は入って
いたが、
少し離れ
た場所で
他児と関
わってい
た。

数か月
前に骨
折した
ことを
考慮し
た対応
が必要
だっ
た。

平地でない
不安定な場
所で遊ぶと
きは、動き
に十分気を
つけるよう
にする。

7796

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

気温の低
い時には
準備体操
など体を
温めて活
動をする
必要が
あった。

・職員間
で事故防
止マニュ
アルの周
知を徹底
してい
く。
・職員配
置は配置
基準を満
たすた
め、特に
改善点は
無し。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　12)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　1)回/年

定期的な
施設点検
の実施を
してお
り、また
遊具や玩
具での事
故ではな
いため、
特に改善
点は無
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
危険の伴
う動きを
十分に予
測して気
をつけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・ドッチ
ボールを
仲間と共
に楽しん
でいる時
に、本児
は夢中で
逃げてい
た。自分
の足につ
まずき転
倒。手が
出なかっ
たこと
で、左肘
に体重が
かかり怪
我につな
がってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・一緒
に、ドッ
ジボール
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・すぐ近
くで、他
児のトイ
レに付き
添ってい
た。

普段と
違う園
外での
活動
は、行
動がよ
り活発
になる
ことを
予測し
て職員
配置す
ること
を確認
する。

転ぶときは
手を出すよ
うに声掛け
をし、動き
に十分気を
つけるよう
にする。

7797

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

27 0 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
にひび

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

事例検討
が生かさ
れていな
い

検討内容
の充実を
図る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

職員が近
くにいな
くて、引
き戸の開
閉を止め
られな
かった

戸に隙間
カバ-や
ストッ
パーの取
り付けを
検討する

4.個人
活動
中・子
どもの
み

トイレの
中にいる
友達が廊
下に出な
いよう
に、遊び
で戸を閉
めたた
め、挟ん
だ。

子ども達
に戸の開
閉につい
て話をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　　　　
　　　　　
　体調に
変わりな
く元気に
登園

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　先にト
イレに
行った園
児より遅
れてトイ
レに行っ
た為、け
がの場面
を見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　　　　
　　　　　
　　　　　
部屋で保
育をして
いた

職員の
位置、
目配り

常に子ども
の動きを把
握し、声を
掛け合う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7798

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 4 6 1 1 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

転倒時に
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
10　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭で遊
んでい
て、5時
から4，5
歳児合同
保育の時
間帯だっ
た。保育
室に戻ろ
うと声を
かけなが
らすべり
台の上に
いる本児
を確認は
していた
が、歯が
抜けた園
児の対応
をしてい
る最中
だった。

個別対応
が必要な
場合は、
事務所や
他クラス
に連絡
し、複数
での対応
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

普段使っ
ていない
発泡スチ
ロールの
箱が午前
保育に使
用したま
ま、園庭
に出てい
た。

園庭の環
境整備を
見直し、
危険のな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歯の対応
をしてい
たため、
滑り台の
上の本児
を確認は
していた
が、対応
ができな
かった

個別対応
が必要な
場合は、
事務所や
他クラス
に連絡
し、複数
での対応
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

   発泡
スチロー
ルの箱に
入ってす
べり台を
滑る他児
の姿を見
て本児も
同じよう
にやって
みて着地
と同時に
バランス
を崩し、
箱ごと転
倒した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が滑
り台の上
にいるこ
とは確認
していた
が、歯が
抜けた園
児の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園舎内で
他年齢の
子どもを
保育して
いた。

本児が
滑り台
の上に
いるこ
とは確
認して
いた
が、歯
が抜け
た園児
の対応
をして
いたた
め、滑
り台の
至近距
離には
保育士
がいな
かっ
た。

個別対応が
必要な場合
は、事務所
や他クラス
に連絡し、
複数での対
応をしてい
く。

7799

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2歳
1.男
児

特になし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

玄関から
駐車場に
向かう通
路は、保
護者と手
をつなぐ
等、子ど
もの安全
に配慮し
ていただ
くよう保
護者へお
願いをし
ている
が、いつ
もの送迎
者とは違
う祖母の
送迎で
あった。

いつもと
違う送迎
者の場合
は、安全
に降園で
きるよう
送迎者へ
の丁寧な
声掛けが
必要であ
る。年齢
によって
は子ども
への指導
も行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

通路の広
さ、複数
の人が通
過する場
合の決ま
りなど

通路に危
険物がな
いか毎日
目視点検
をする。

7.その
他

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者に
引き渡し
た後で
あったた
め、職員
はついて
いなかっ
た。

保護者に
引き渡し
た後で
あったた
め、職員
はついて
いなかっ
た。

特になし

7800

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 18 18 17 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

総合遊具
の遊び方
は理解で
きている
が、慣れ
から遊び
方が激し
くなって
いた。見
守り側も
安全な遊
び方をし
ているか
より注意
が必要で
あった

総合遊具
での遊び
方を再指
導。職員
への危険
性の周知

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
240　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
240　)回/
年

年齢によ
る遊び方
の変化。

年齢によ
り遊び方
がダイナ
ミックに
なった
り、好む
遊具が変
化する
為、職員
が年齢に
よる遊び
方の変化
を認識す
ると共に
子ども達
への再指
導

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
も戸外遊
び

全て自由
にするの
ではな
く、クラ
スで遊ぶ
場所を決
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
ではある
が、お迎
え前は情
緒的に落
ち着かな
い時間で
あったと
考えられ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

総合遊具
は大きい
為、子ど
もの動き
をコント
ロールす
る必要が
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の担任の
為、それ
ぞれのク
ラスを見
守ってい
たため

お迎え
の時間
で子ど
も達が
情緒的
に落ち
着かな
い時間
である

全て自由に
するのでは
なくクラス
で遊ぶ場所
を決める。
全体をみる
職員を配置
する

7801

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 21 22 11 6 6 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

足指のひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

朝、夕の
職員配置
が換わる
時間帯の
安全確認
が薄く
なってい
た為。

夕方は送
迎時で人
の出入り
もある
為、子ど
もの遊び
場所や時
間をより
制限し、
職員が安
全を把握
できる範
囲の環境
を設定す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　毎日　
）/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　毎日　
）/年

階段裏を
雲梯のよ
うにして
遊んでい
た為。

階段裏は
雲梯にし
ないこと
をルール
とし、雲
梯遊びに
代わる遊
びを提示
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び場所
の範囲が
広かった
為。

遊ぶ場所
を限定
し、職員
が安全を
把握でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にかわ
りはな
く、いつ
も通り元
気であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

廊下全体
を見守っ
ていたた
め、対象
児の至近
で見守る
ことはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内と屋
外に職員
が分かれ
ていたた
め、室内
では対象
児を見て
いる職員
は１名で
あった。

屋外と
室内に
活動が
分かれ
ていた
ため、
複数の
職員で
見守る
ことが
できて
いな
かった
為。

活動箇所を
１つに限定
し、複数の
職員で見守
ることがで
きる配置に
する。

7802

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左耳挫創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　1)回/年

2.基
準配
置

強い力で
ぶつかる
と裂傷に
なるとい
うことを
職員が認
識し、室
内活動の
際、ぶつ
かる可能
性がある
場合は、
子ども達
に事故の
危険性に
ついて知
らせ、怪
我のない
行動がで
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用する
時等）

机の縁や
角は鋭角
ではな
かった
が、ぶつ
かって切
れてし
まったの
で机の縁
と角が丸
みを帯び
ているも
のか、
クッショ
ン性のあ
るものに
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

コロナ前
は、幾つ
かの机を
つけてグ
ループに
して座っ
ていたの
で、室内
の空間は
現在より
も広くと
れたが、
現在は感
染予防対
策で、机
を一つ一
つ離して
置いてい
る為机の
間が狭く
なってい
た。

子どもの
動きを考
慮した並
びにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ロッカー
にかばん
を置き、
自分の席
の方向に
行ったが
すぐに椅
子に戻ら
ず、かば
んを戻し
て自分の
席に戻ろ
うとした
他児とぶ
つかって
しまい、
転んだ時
に机にぶ
つかって
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
こった時
にいたフ
リー職員
は、担任
と交代し
ピアノの
所から掃
除機をか
け始めた
時で後ろ
向きだっ
た。

掃除をする
など子ども
の動きが全
部見きれな
い時も、始
める前に全
体の様子を
確認した
り、子ども
達に声をか
ける等注意
喚起をす
る。

7803

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 1 1 4歳
1.男
児

今回の意識
消失との関
係は不明だ
が、０歳児
で入園して
きた際には
卵アレル
ギーがあっ
た。２年間
園では除去
対応した
が、H.30.4
月（２歳児
進級時）に
解除になっ
た。その
後、摂取し
ても異常な
どはなく、
普通に摂取
している

8.その他
1.負
傷

1.意識不
明

なし
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

原因がわ
からない
ままなの
で、次に
あった場
合の対応
法を保護
者に確認
し、単数
担任のク
ラスだっ
たので、
配置でき
る時はも
う一人保
育士を配
置し、も
しもの場
合に備え
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回以
上/毎日

原因がわ
からない
ので、次
にあった
場合を想
定し、室
内に不要
なものや
危険なも
のがない
か再度確
認をし
た。遊具
からの落
下時の衝
撃防止
マットの
不備がな
いかの確
認も行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

原因がわ
からない
ので、次
にあった
場合を想
定し、近
くに危険
なものが
ないか再
度確認を
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子もな
く、普段
通り元気
に遊び、
会話して
いた。保
護者から
も特段申
し送りは
なかった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食の配
膳をして
いる最中
だった
が、意識
喪失の瞬
間は視界
に入って
いたた
め、即座
に本児の
元にかけ
つけるこ
とがで
き、すぐ
に対応
し、大声
で他の職
員に応援
を求め
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人担任
のため、
発生時は
担任１人
だった

全職員に状
況報告を
し、本児を
含め、園児
の体調変化
にすぐ気づ
けるよう普
段からの子
どもの見方
などを再確
認した。今
回のような
重度の病人
が出た場合
や救急車を
呼ぶ状況に
なった時の
職員の行動
マニュアル
も再度確認
した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7804

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 3 3 3歳
1.男
児

右目が遠視
気味であっ
たことか
ら、柱の存
在が見えず
らかったか
もしれな
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 眼瞼裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
時、どの
職員でも
瞬時に対
応できる
ようフ
ロー
チャート
を張り紙
し、職員
会議で説
明、周知
してもら
うように
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

鉄柱に凹
凸部分が
ないか確
認。目線
にはいり
やすいよ
う色テー
プで柱の
存在が目
立つよう
にした。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

前方不注
意と右目
が遠視気
味とのこ
とが判
明。見に
くさが
あったの
かもしれ
ない。

園児に滑
り台の下
には入ら
ない事の
約束と怪
我につい
ての話を
クラスで
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

まだ目的
をもって
遊ぶこと
よりも、
友達の動
きに興味
をもって
楽しんで
いる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

滑り台す
ぐ横の砂
場、園庭
中央、総
合遊具の
3か所に
職員は配
置してお
り、本児
が滑り台
付近を
行ったり
来たりし
ているこ
とを把握
はしてい
たが衝突
時は目で
おってい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同上

進級し
たばか
りで職
員体制
が十分
でな
かった
かもし
れな
い。

５月中旬よ
り、遠視用
の眼鏡を着
用すること
となったた
め、戸外活
動や着用無
しの時の取
り扱いにも
十分配慮で
きるよう全
職員に伝達
した。職員
の配置や新
入児への配
慮ができる
よう職員
フォロー体
制を見直し
た。

7805

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 3 5 8 12 6 9 6 6 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨　
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

発生時1
名の保育
士は、他
の固定遊
具に付
き、もう
1名はお
迎えに来
た子の対
応中で少
し離れて
しまった
が、担当
保育士以
外の保育
士に声を
かけ補助
を要請す
べきで
あった。

次の日に
すぐに職
員で遅番
時の職員
の対応や
約束の確
認など遅
番体制に
ついて検
討会議を
開き、普
通保育か
ら遅番へ
の切り替
えの時間
は、もう
一人つく
こと、固
定遊具の
約束を確
認すると
ともに遅
番時に遊
べる遊具
おもちゃ
を再検討
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/日

バーをよ
りしっか
り安全に
掴めるよ
うに、雲
梯の始ま
りの所
に、階段
を設置し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遅番時間
に遊べる
固定遊具
の数をも
う一度確
認する。

遅番時間
に約束を
もう一
度、確認
するとと
もに、遊
べる固定
遊具をさ
らに制限
し別の遊
びを検討
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の受け
入れ時
は、熱は
平熱で保
護者から
特に変
わった様
子の報告
はなく顔
色もよ
かった、
またクラ
スでも、
給食
もよく食
べ元気に
過ごす。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遅番の時
間にな
り、幼児
担当職員
2名は、
点呼・戸
外の約束
の確認な
どを行っ
た後、戸
外で自由
遊びを見
守る。
1名が、
ジャング
ルジムに
つきもう
1名は、
迎えの保
護者に対
応してい
たため目
が離れて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう1名
は、少し
離れた
ジャヤン
グルにい
た子ども
達を主に
見ていて
見ていな
かった。

雲梯に
職員が
つくこ
とがで
きない
状況に
なった
場合、
一時的
に補助
職員を
要請す
るなど
の配慮
が必要
だっ
た。

切り替えの
時間は、職
員一人補助
に入る。

7806

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折・裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1.2　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

・遊具の
使い方等
につい
て、危険
な遊び方
等につい
て、クラ
ス全体で
も話す機
会を持
つ。（年
齢的に理
解できる
年齢でも
あるた
め）

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

当日は特
に問題は
なかっ
た。

・早番の
職員が、
点検して
不具合が
あった場
合には、
速やかに
対処して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段と変
わらない
状況で
あった。

・5歳児
の人数的
には、保
育士一人
でも保育
できるの
だが、支
援の必要
な子がい
るため、
常に保育
士二人で
保育する
ことを徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・対象児
から、
2.3メー
トル離れ
たところ
に、一人
の職員は
いたが、
本児が滑
るところ
は、見て
いなかっ
た。滑り
台の下に
いた子ど
も達と会
話をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・もう一
人の職員
は、滑り
台から少
し離れた
ところ
で、他の
子ども達
を見てい
た。

普段と
変わら
ない状
況で
あっ
た。

・どんぐり
山の中で
は、滑り台
のところ
が、一番、
けががある
かもしれな
い所なの
で、いつも
大丈夫だか
らと過信せ
ず、職員一
人は必ず、
そばに付き
目を離さな
いようにす
る。危険な
時には声掛
けをする。

7807

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 11 9 1 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

頸椎亜脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1．2　)回
/年

2.基
準配
置

・特にな
し

・園児
が、予期
せぬ行動
をとるこ
ともある
ことを、
部会・職
員会議等
で全職員
が周知す
る。（特
に、支援
が必要な
園児につ
いて）

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

・特にな
し

・保育室
内の机と
椅子を増
やし、全
員が椅子
に座って
活動でき
るように
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・特にな
し

・怪我を
させてし
まった男
児につい
ての保育
のあり方
等も、め
ばえや保
護者と密
に連絡を
とりなが
ら対処し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・生活リ
ズムが
整ってい
ないこと
もあった
り、4月
になって
環境が変
わったこ
ともあ
り、全体
的に覇気
がない様
子が続い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・保育士
一人は、
本児から
2メート
ルくらい
離れたと
ころに
座ってい
て、絵を
描き終
わった子
の名前等
を書いて
いた。視
野の中に
本児は
入ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・もう一
人の保育
士は、給
食の準備
のため、
室内には
いなかっ
た。

・特に
なし

・めばえに
並行通園し
ている男児
について
は、予期せ
ぬ行動を起
こすことも
あるため、
必ず一人職
員がつくよ
うにする。

7808

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 3 4 3 2 4歳
1.男
児

ガゼルの森
児童発達セ
ンター利用
児(二重
籍)。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯の
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
0 )回/年

1.基
準以
上配
置

なし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

なし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士が密集
してい
た。

あらゆる
危険を想
定した上
で、プロ
グラムを
組み立て
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

バランス
ボールが
好きで気
持ちが高
まり、い
つもより
落ち着き
がなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児童と
関わりな
がら全体
を見てい
た。転ん
だ瞬間に
咄嗟に駆
け寄った
が、間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児童と
関わりな
がら全体
を見てい
た。

本児の
動き
（飛び
つくこ
と）を
含むリ
スクを
想定し
ていな
かっ
た。

遊ぶ前に約
束事や遊び
方を確認
し、合間に
は声掛けを
行い、注意
を促す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7809

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 13 2 1 3歳
1.男
児

ガゼルの森
並行通園利
用児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯と
口唇打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
0　)回/年

2.基
準配
置

なし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

なし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室の
中で、自
由に走っ
たりバラ
ンスボー
ルを使っ
て遊んで
いた。

遊びの中
での危険
や、遊具
の正しい
使い方を
事前に伝
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊戯室で
バランス
ボールを
出したこ
とで、い
つもより
気持ちが
高まって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児童と
関わりな
がら全体
を見てい
た。転ん
だ瞬間に
咄嗟に駆
け寄ろう
とした
が、間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児童と
関わりな
がら全体
を見てい
た。

本児の
動き
（突然
走り出
す）か
ら考え
られる
リスク
を想定
してい
なかっ
た。
ボール
を持っ
て走り
出した
ため、
転んだ
際に手
をつけ
なかっ
た。

気持ちが高
ぶって遊び
が激しく
なってきて
いる様子が
見られた
ら、個々に
声掛けを行
い注意を促
すようにし
ていく。

7810

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 23 17 23 5 4 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

下の前歯
の打撲、
ひび割れ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

なし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

なし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
が分散し
ており、
様々な場
所で遊び
が展開さ
れてい
た。

遊びの前
に、使用
しても良
い場所を
決めて知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

次の遊び
に早く移
りたく
て、急い
で三輪車
から降り
ようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で他
児と関わ
りながら
全体を見
ていた。
事故が起
きた際
に、すぐ
に駆け
寄った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児童と
関わりな
がら全体
を見てい
た。

・三輪
車での
遊び方
につい
て、保
育者が
危険を
想定し
ていな
かっ
た。

・遊び方に
ついて、職
員と園児で
再確認す
る。
・状況に
よって遊具
の制限を
し、危険の
ないように
見守る。

7811

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

17 4 4 2歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回以
上/年

1.基
準以
上配
置

本児が遊
ぶ前に他
学年が遊
んでいた
為、コン
クリート
上には、
砂が上
がってい
た。

ハザード
マップの
見直し、
内容検
討、周知
の確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

本児が遊
ぶ前に他
学年が遊
んでいた
為、コン
クリート
上には、
砂が上
がってい
た。

砂がある
と転倒の
リスクが
上がると
いう認識
を持ち、
遊び終わ
る時、遊
ぶ前に砂
の有無を
確認し砂
を片付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は乗
り物に上
手に乗れ
ない理由
から集中
せず乗り
物に乗っ
たり降り
たりを繰
り返して
いた。乗
り物に乗
らない園
児は、他
児が乗り
物に乗っ
ているの
を見たり
してして
いる子も
いた。

乗り物で
遊べない
園児に対
して、
座って遊
ぶ砂遊び
などの遊
びを用意
しても良
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの元気
な状態で
あった。
性格は、
ふざけや
すく注意
力が散漫
しやすい
為、転倒
やケガの
多い子で
ある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

狭い範囲
で乗り物
（キック
スクー
ター・プ
ラスチッ
ク製車）
で遊んで
いる子が
多くいた
為、乗り
物に乗っ
ている子
どもの近
くにいる
職員が多
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

人数分の
乗り物が
準備され
ていた
が、一つ
の乗り物
に複数人
子どもが
集まり、
対応して
いる職員
もいた。

今年度
になり
初めて
の乗り
物遊び
であ
り、初
めて乗
用玩具
で遊ぶ
新入児
もい
た。

見守り専属
の職員を配
置する。園
庭に設置し
ている防犯
カメラを有
効に使う。

7812

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 0 0 0 6 7 6 0 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手　尺
骨　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
４)回/年

1.基
準以
上配
置

施設内の
事故防止
委員会で
定期的に
話し合い
を行うと
ともに、
クラス内
ではヒヤ
リハット
等を使い
考えられ
る事故対
策を行っ
ている
が、子ど
もの想定
外の動き
にすばや
く判断が
できな
かった。
職員配置
は適正で
あった。

定期的な
話し合い
以外に
も、ミー
ティング
や職員会
議で職員
全体にマ
ニュアル
や遊んで
いる時の
職員配置
を再度確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

施設、整
備は整っ
ていて、
遊具の着
地面に
クッショ
ンマット
を敷いて
いた。

定期的に
安全点検
を引き続
き実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
どの状況
にもすぐ
に対応で
きるよう
配置の適
正化が必
要であ
る。

遊具の使
い方や遊
びのルー
ル等、再
度子ども
と確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
遊具で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見つ
つ、遊具
やその他
の危険箇
所を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭全体
を見つ
つ、遊具
やその他
の危険箇
所を見て
いた。

職員の
配置は
十分
で、人
数が不
足とい
うこと
はな
かっ
た。。

今後も予想
される子ど
もの姿を考
慮して、職
員配置を見
直してい
く。

7813

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

なし

事故発生
時の経緯
と事故後
の対応の
共有、危
険予測の
意識向上

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
226)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

なし

職員間で
危険予測
を共有
し、園内
外の環境
を定期的
に見直
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

段差や階
段がある
ところで
は、注意
して歩く
ことを指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で植
物に水か
けをして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

竹馬や鬼
ごっこで
遊んでい
る子とも
かかわり
ながら近
くで対象
児の姿を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当の
子どもた
ちの様子
を見てい
たので事
故の様子
は見てい
ない。

なし

危険が予想
されそうな
箇所では、
子どもの動
きに合わせ
職員配置を
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7814

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折・右
前距腓靭
帯損傷・
右足関節
皮膚炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２２４　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

体を動か
す場面に
おいて
は、目を
離さずど
んな遊び
方をして
いるのか
を把握す
る必要が
ある。
縄跳びエ
リアを決
めてお
き、ライ
ンやコー
ン等で示
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達が
やってい
た斜面で
の縄跳び
に興味を
示し、
やってみ
ようとし
た。体の
バランス
が保て
ず、捻挫
につな
がった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は休
憩時間で
あり、保
育から外
れてい
た。助勤
にあたっ
た職員は
園児の動
きや状況
を把握し
きれてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児の
もう一人
の担当者
は支援を
要する園
児と行動
をともに
していた
ことか
ら、対象
児の見届
けはでき
なかっ
た。
他クラス
の職員に
おいても
自分のク
ラスの保
育をして
いたこと
から見届
けできな
かった。

特にな
し

2名での保育
であったこ
とから、把
握する範囲
を決めて見
届けていく
必要があ
る。

7815

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

22 4 4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

構造物の
近くでの
遊び方に
気を配っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

点検結果
を踏まえ
れば、施
設・設備
に問題は
ないと思
われる。

毎日の目
視と業者
による点
検等の確
実な実施
の継続。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順次、お
迎えの時
間が近く
なり、開
放感から
注意力も
散漫に
なってい
た。

構造物の
間隔の狭
いところ
では、特
に走らな
いよう声
掛けが必
要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

小走りで
移動す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の上
にいる子
から声を
かけられ
たりして
いたの
で、転ん
だ瞬間は
目にして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

”痛い”
という声
で主担任
とともに
くつ下を
脱がせ、
足の先を
確認し
た。

日頃の子ど
もの様子も
考慮しなが
ら保育士の
配置が臨機
応変に行え
るようにす
る。

7816

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 4 5 10 0 0 0 0 5 4 2歳
1.男
児

　発育・発
達状況問題
なし（活
発）　　発
生時の天候
（晴れ）

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

　前歯の
神経損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員会議
で怪我や
事故の内
容を共通
理解し、
その際の
対応方法
を知るこ
とで万一
の怪我に
備えるよ
う確認し
た

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

障害物と
なる物を
置かない
よう毎日
点検し、
更に、危
険につな
がる遊び
方に対し
指導する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育者間
で連携を
とりなが
ら見守り
体制を整
えていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　いつも
通り活発
に遊んで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　遅番保
育担当の
5名が、
保育室全
体を見廻
りながら
園児と遊
んだり、
遊ぶ様子
を見守っ
ていた
が、衝突
の瞬間は
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　なし

危険の無い
ような見守
りと、複数
で担当して
いる時には
特に、落ち
が無いよう
立ち位置等
に十分配慮
する

7817

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯の動
揺

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
に関して
は問題な
しと思わ
れる。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

面積値も
規定以上
あり、　
器具の使
用方法も
問題なし
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に環境
に問題は
ないと思
われる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

左側前歯
はぐらつ
き始めて
いたの
で、
7/10(土
）にかか
りつけ歯
科で受診
予定でい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　　ス
タートの
合図を送
るため、
８人全員
が見渡せ
るよう3
ｍほど離
れたとこ
ろに立っ
ており、
転んだ瞬
間には間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　集団遊
びの補助
として全
体を見渡
せる位置
に立って
おり、本
児の近く
にはいな
かった。

集団遊びを
繰り返す中
で、気持ち
が高ぶって
しまうの
で、特にス
タート前な
ど落ち着か
せる言葉が
けをする。

7818

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

保護者へ
安全面に
対する周
知徹底が
されてい
ない。

保護者へ
安全面に
対する周
知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

通路等に
少しだが
段差があ
る。

段差があ
るところ
等目印を
つける。

7.その
他

引き渡し
後の子ど
もの様子
を把握で
きていな
かった。

引き渡し
後は、速
やかに帰
園するよ
う促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鞄を背
負ったま
ま友達を
追いかけ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

引き渡し
後だった
ため様子
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

引き渡し
後だった
ため様子
を見てい
なかっ
た。

降園後
は、遊
ばずに
帰るこ
とを子
どもや
保護者
に周知
徹底さ
れてい
ない。

降園後は、
遊ばずに帰
ることを子
どもや保護
者に引き続
き周知徹底
する。

7819

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 9 9 5 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

大型ブ
ロックの
扱いにつ
いて検討　
・あそび
の検討幼
児の保育
者配置と
乳児の配
置検討を
行う。

1歳からの
使用の見直
し（跨いで
電車ごっこ
にするや椅
子にするな
どブロック
自体上って
使用しない
ことで乳児
保育より遊
びの使用方
法を伝えて
いく。積ん
で組み立て
て遊ぶなど
ルールを
守ってあそ
ぶ）この日
は乳児の子
どもがすで
に少人数に
なっていた
ので保育者
が幼児の方
に回るのも
方法だった
人員配置を
より手厚く
するなど声
を掛け合う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者は
保育を子
どもとあ
そびこむ
ことと考
え周りが
見えてい
ない

子どもの
主体性を
伸ばす保
育、子ど
もが集中
してあそ
びこむ保
育であっ
て保育者
がマン
ツーマン
で子ども
とあそぶ
ものでは
なく見守
る保育に
変えるて
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　夕方姉
と一緒に
なって気
持ちが高
揚

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　本児の
様子を見
ていた
が、他児
に話しか
けられ他
児の背の
高さで本
児のあそ
びが一瞬
妨げられ
た時の出
来事だっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　一人は
当初傍で
見ていた
が別の場
所に移
動、本児
を見てい
る保育者
が居たの
で移動し
てしまっ
た。また
もう一人
は見守り
の必要な
子がおり
そのこと
マンツー
マンに
なってし
まった。

保育を
行う際
常に周
りに気
をかけ
ながら
保育を
行う。

マンツーマ
ン（集中し
てしまうこ
とのない
様）から全
体を見る保
育
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7820

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

担任以外
の保育士
が側にい
たが、他
児に声を
かけら
れ、その
対応をし
ていた。

体育用具
の側にい
る保育士
はとく
に、他児
に対応す
る時も使
用してい
る子から
目を離さ
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

点検結果
を踏まえ
れば、施
設・設備
には問題
がないと
思われ
る。

毎日の目
視と業者
による点
検等の確
実な実施
の継続。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒、平
均台には
毎日取り
組むよう
にしてい
る。

使用して
いる子が
いる時
は、目を
離さない
ことを再
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

頑張って
取り組も
うとして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

知らせを
聞き、子
どもの様
子の確認
に行っ
た。子ど
もから話
を聞き、
少し座っ
ているよ
う声をか
け、様子
を見るよ
うにし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

落ちた
音・声を
聴いてす
ぐに子ど
もに声を
かけ、担
任にも知
らせた。

かまっ
て欲し
い気持
ちが強
く、大
げさに
言う傾
向が
あった
為、い
つも通
りの対
応で見
守っ
た。

本人からの
訴えがなく
ても、こち
らからまめ
に声をか
け、様子の
確認をす
る。

7821

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

22 4 4 3歳
2.女
児

入園前の家
庭で保育し
ていた時か
ら肘内障に
なりやすい
と聞いてい
る。また、
疲労骨折を
起こしやす
いと診断さ
れた。

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
都度　)回
/年

2.基
準配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

着替え
に入
る・給
食片付
けをす
る・ト
イレの
排泄に
つく・
布団の
上で午
睡をす
るなど
子ども
の動き
が分散
するた
め子ど
もの動
きを見
切れて
いない

片づけを後
にして保育
に携わる事
の徹底

7822

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 3 3 2歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４０　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方は、
子どもは
一日の疲
れがあ
り、集中
も切れや
すいため
怪我をし
やすかっ
たと思わ
れる

走った
り、跳ん
だりする
など激し
い動きの
ある活動
は、子ど
もの状況
に合わせ
て午前中
に行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達や保
育士と一
緒に、音
楽に合わ
せ体を動
かして遊
んでいる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児や他
の園児と
共に、ダ
ンスに参
加してい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学級全体
の様子を
見守りな
がら、他
の園児と
関わって
いた

特にな
し

特になし

7823

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 1 1 3 6 5 5 5 5 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

朝の打ち
合わせで
死角や、
気づかな
いことな
どを話を
して、職
員同士で
声を掛け
合う

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

定期的な
点検を続
ける

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

人数が少
なくなる
と、子ど
もたちも
立ち上
がったり
する事が
多くなる
ので、更
に注意す
る様、声
を掛ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室に
マットを
敷いて、
ブロック
遊びをす
る際、正
座をして
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が足
が痛いと
伝えてき
たが、様
子をみて
いると、
腫れもな
く、その
後も普通
に歩いた
りしてい
たので、
そのまま
様子をみ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

正座をした
り、座り方
や、遊び方
が気になる
子には、そ
の都度声掛
けをする

7824

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

62 32 30 4 4 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもに
体の使い
方を知ら
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日)回/
年

特になし

園児自ら
の転倒事
故なの
で、園と
して改善
する要因
は見つか
らなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特に危険
個所はな
く、日常
遊んでい
る環境な
ので、改
善する点
はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て、鉄棒
の下をく
ぐり、バ
ランスを
崩したよ
うだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見てい
たが、く
ぐって転
倒するこ
とは予想
していな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特にな
し

園側の改善
策は特に見
当たらな
かった。

7825

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右前歯の
破折及び
歯茎の炎
症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

自由遊び
中の見守
りについ
て、立ち
位置、分
担等に明
確なルー
ルが定め
られてい
ない

自由遊び
中の見守
り方法に
ついて、
立ち位
置、分担
を定め職
員間で共
有する

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に鉄棒
で遊んで
いた。仲
の良い友
達が11月
末に逆上
がりが出
来るよう
になった
事に感化
され、以
後、熱心
に練習を
続け、1
月末に自
分も出来
るように
なった事
をとても
嬉しがっ
ており、
鉄棒で遊
ぶ姿が頻
繁に見ら
れてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
守り中と
の認識で
あるが、
目を配っ
ていない
箇所が
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守り中と
の認識で
あるが、
目を配っ
ていない
箇所が
あった

遊びの
性質、
遊び方
によっ
てや、
個々の
子ども
が持っ
ている
力に
よっ
て、け
がにつ
ながる
可能性
の大小
が変
わって
来る事
への意
識が低
く、見
守りが
一様に
なって
いる。

3名の保育士
で、見てい
ない領域が
ないよう、
見守り箇所
を明確に分
担する。
一様に見守
るだけでな
く、よりけ
がにつなが
る可能性の
高い遊び、
高い子ども
を見極め、
効率的な見
守りが出来
るよう熟慮
し、共有し
合う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7826

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 2 2 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
急な動き
に対して
の危険予
測が不十
分だっ
た。

子どもの
気になる
姿は職員
間で共
有・周知
をし、ど
の職員も
意識が出
来るよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
200　)回/
年

周囲に危
険物はな
かった
が、急い
で部屋を
飛び出し
た行為の
把握が不
十分だっ
た。

子どもの
動きが多
い場で
は、引き
続き物の
配置に気
を付けて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具の片
付けに数
人残って
いた。

次の活動
に移る前
に全体で
の確認を
行い、落
ち着いて
行動でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　いつ
もと特に
変わった
様子は見
られな
かった
が、早く
準備をし
たいとい
う思いか
ら急いで
部屋から
出ること
が度々
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

上記のよ
うな行動
の把握が
あったに
もかかわ
らず、危
険予測が
不十分
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

次の活動
に向かう
ための片
付けを他
児と一緒
に行って
いたた
め、本児
の動きの
把握が不
十分だっ
た。

活動の
区切り
の時間
で落ち
着かな
かった
ことも
あり、
職員間
の連携
が不十
分だっ
た。

活動に向か
う職員と補
助職員を明
確にし、子
どもの動き
を把握して
いく。

7827

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 0 2 1 2 3 2 4 4 3歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

日頃から
子どもた
ちが繰り
返し遊ん
でいたも
のである
が、当時
危険防止
の為、定
員を２名
にして遊
んでいた

慣れた遊
びでも足
場が不安
定な遊び
の為、、
リスクを
最小限に
抑えられ
るよう、
今回の事
故を全職
員共有し
見守りの
体制を整
える

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

なし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
心身の発
達、運動
能力の発
達、思考
力等伸ば
していき
たい面を
見守って
いた

怪我が
あったの
でこの遊
びはやめ
る、と短
絡的に結
論は出さ
ず、危険
予知や子
どもの不
測の行動
を念頭に
置き、子
どもの育
ちを伸ば
していき
たい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康で精
神的にも
通常通り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら1ｍも
離れてい
ない所で
見守って
いたが、
降園する
子どもの
対応もし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

週末の子
どもの持
ち帰りの
荷物が多
い日であ
り、幼児
と乳児の
合流時
間、お迎
えのピー
クで、人
の出入り
が多く、
一時も目
を離さず
に見守る
ところま
ではでき
なかっ
た。

なし

保育者が子
どもの発達
の特徴を再
認識し、見
守りを怠ら
ないよう配
慮する。

7828

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

15 4 4 1歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

擦り傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

クラス担
任全員が
タイマー
を持ち、
一定時間
ごとにク
ラス内の
子どもの
状況を把
握する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

遊具の撤
去を検討
したが、
保護者の
意向も考
慮し撤去
は行わな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

今回事故
の発生し
た遊具よ
り、高い
位置に登
れる遊具
について
は利用制
限をして
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別危険
に感じる
動きはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の園児
が転倒し
そちらの
介助に向
かってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の遊びの
補助をし
ていた。

転落する可
能性がある
遊具に子供
がいる時
は、その遊
具に職員が1
人以上付
く。

7829

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 18 18 27 8 8 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

保育士
は、基準
配置で
あった
が、３歳
児・４歳
児も戸外
にいたの
で、目が
行き届い
てなかっ
たかもし
れない。

他の学年
の職員と
声掛けを
し、保育
士の立ち
位置の再
確認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭に
レーキを
かけるな
ど、園庭
の整備は
行ってい
た。

引き続き
園庭に
レーキを
かけるな
ど、定期
的に園庭
の整備を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他の子ど
もの対応
をしてい
たので、
様子を把
握できて
いなかっ
た。

片付けを
する時
は、走ら
ないよう
にするこ
とを周知
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お皿を
持ったま
ま走って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もの対応
をしてい
たため様
子を見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見てはい
たが、少
し離れた
ところに
いたた
め、声が
届かな
かった。

片付け
の際
に、走
らない
という
こと
が、子
どもに
周知徹
底され
ていな
い。

片付け方法
の再確認を
したり、全
体に目を向
けられるよ
うにする。

7830

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

1 6 16 23 24 26 23 6 3 3 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨幹
部骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

本児の保育
場所は基本
は0歳児保
育室である
が0歳児の
午睡時に職
員室で過ご
している。
保育補助が
本児と一緒
に職員室に
移動した
が、保育者
がトイレに
行く間、本
児の保育を
職員室の職
員に引き継
いだ。職員
室には3名
の職員が在
中していた
が、保育者
の特定がさ
れて居な
かった為　
本児の行動
から目を離
しその際事
故になる。

常に本児
に付く特
定の職員
を配置す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１　
)回/年

職員室で
過ごす
際、本児
が動いて
当たると
危険な所
は把握し
ていた
が、コ
ピー機の
隙間に足
が入る予
測は出来
ていな
かった。

職員室で
保育する
時は、ベ
ビーサー
クルの中
で過ごし
安全を確
保する

7.その
他

コピー機
の隙間に
足を入れ
るという
行動が予
測出来
ず、事故
が起こっ
た。

周りの環
境を見直
し、職員
室で過ご
す時はベ
ビーサー
クルを設
置し、安
全を確保
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は床
に寝転が
り移動す
ることが
多い。当
日も横転
して移動
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員室3
名で本児
の動きを
見ていた
が、特定
の担当者
は決めて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の動
きから目
を離した

本児の
近くに
居た職
員が他
の職員
の対応
で本児
の行動
から目
を離し
た際、
事故が
起こっ
た。

本児の行動
に対する予
測をし、安
全な環境を
作り過ご
す。特定の
担当者を決
める。

7831

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

担任と支
援員の連
携不足

保育体制
の見直し　
一日の活
動の流れ
と保育者
の位置の
確認

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年　
職員によ
る点検は
毎日実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年　
職員によ
る点検は
毎日実施

園児が約
束を理解
している
という思
い込み　
想定外の
行動をと
ることへ
の認識不
足

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担任と支
援員で間
で連携を
とり、見
守り体制
を整えて
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
やや落ち
着きに欠
け、注意
散漫な様
子が見ら
れること
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は園
庭にいる
園児の活
動を援助
し、時
折、室内
の園児の
活動の様
子を確認
していた
が、事故
発生時に
は不在と
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援を必
要とする
園児とと
もに園庭
にいた。

保育者が危
険性を再認
識し、見守
りを怠らな
いよう配慮
する。

7832

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

5 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12　)回/
年

2.基
準配
置

本児の体
づかいの
不器用
さ・体幹
の弱さが
ある。

体を使っ
た遊びを
より多く
体験させ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(261)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(265)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(211)回/
年

戸（サッ
シ）の
レールや
廊下の落
差などで
つまずく
ことがあ
る。

室内・廊
下の点
検・整備
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
ほとんど
の園児が
戸外あそ
びをして
いたた
め、戸外
に出よう
としてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

担任が本
児と一緒
に戸外に
出よう
と、本児
の傍を歩
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭であ
そんでい
る園児の
保育。

職員間で連
携をし園児
たちの状況
を把握す
る。（どこ
で遊んでい
るか）
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7833

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
動きに対
して危険
予測が不
十分だっ
た。

子どもの
姿や遊び
を職員間
で共有・
周知し、
どの職員
も意識で
きるよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

遊びがさ
らに楽し
めるよう
に滑り台
の降り口
の砂場に
掘った穴
が逆にバ
ランスを
崩しやす
くした。

危険予測
を充分に
考えた上
であそび
を提供し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

楽しい遊
びではあ
るが、危
険予測を
充分に行
い遊び方
が適切で
あるか判
断する必
要があっ
た。

危険予測
を充分に
行い、あ
そびを提
供してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わった
様子は見
られず、
元気に過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険も伴
うと予想
があった
ため、滑
り台から
離れずに
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの
人数が少
なかった
ため、担
任一人が
外あそび
について
いた。

楽しい
遊びで
はある
が、危
険予測
を充分
に行い
場合に
よって
は補助
職員に
入って
もらう
必要が
あっ
た。

活動の内容
によっては
職員配置を
考えてい
く。

7834

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.基
準以
上配
置

保育室で
は走らな
い、平均
台などを
行う時
は、職員
がいる時
に行うこ
とを子ど
も達に伝
え、みん
なで確認
しあう。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

次の活動
に移る前
に歩いて
移動する
ことを伝
えてから
行動す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

次の活動
に移る際
全員一度
に呼んで
しまっ
た。

朝の受け
入れの時
間だった
ので、平
均台など
は、みん
なが来て
担任が見
れる状態
で出す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他の子が
平均台の
周りでふ
ざけてい
たので、
それにつ
られその
勢いで平
均台を
渡ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走りだし
たので、
止めよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

野菜の収
穫と水く
れに担任
と当番が
行ってい
た。

全員を
見渡せ
た保育
士が1名
しかい
なかっ
た。走
り出す
かもと
予測は
してい
たが、
声掛け
が間に
合わな
かっ
た。

運動遊び用
具は、担任
がいる知己
に指導しな
がら行う。

7835

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

9 3 3 1歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む)

2.死
亡

2.窒息
8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

2.基
準配
置

・離乳食
のメ
ニューが
1種類し
かなく完
了期のメ
ニューは
作成され
ていな
かっ
た。・離
乳食の進
め方につ
いては、
保護者と
の相談は
口頭確認
のみで行
い、書面
で記録を
残してい
なかっ
た。

・離乳食メ
ニュー（初期・
中期・後期）及
び完了期のメ
ニューを増やし
て作成。・離乳
食の進め方『喫
食状態聞き取
り』書を作成
し、家庭と連携
しながら進め
る。離乳食児
に、食札（名
前・月齢、献立
の配慮したもの
等を記載）を使
用し、毎日担任
と給食室及び園
長で確認しなが
ら進める。・保
護者には『離乳
食の進め方の目
安』や『1回あた
りの目安量』の
プリント文書を
配布し、園と保
護者の認識とく
い違いのないよ
うに進める。
『離乳食の進め
方マニュアル』
を作成し、マ
ニュアルに沿っ
て離乳食を進め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

特になし 特になし
6.食事
(おや
つ)中

給食メ
ニューの
中の汁物
で水分補
給をして
いたが、
さらにお
茶での水
分補給も
加えると
よりよ
かった可
能性があ
る。

食前、食
中、食後
にさらに
よくお茶
を飲ま
せ、水分
補給を充
分するよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事をし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3人の園
児を担当
し、対象
児に対面
で食べさ
せていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当の子
どもを食
べさせて
いた

苦手な
食材を
少しで
も食べ
られる
ように
なって
もらい
たいた
め、好
きな食
材と交
互に与
えてい
た。

苦手な食材
を少しでも
嫌がった時
は、よく噛
まずに飲み
込むリスク
を避けるた
め、その食
材は残すよ
うにした。

7836

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

6 3 3 1歳
1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上第1
歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

食事の時
の職員の
動き、マ
ニュアル
をクラス
内で周知
できてい
なかった

食事の時
の職員の
動きや、
介助の仕
方、その
子に応じ
た関わり
方をクラ
ス内で話
し合い、
周知して
おく

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

椅子が後
ろにすべ
りやす
い。

椅子を動
かすこと
ができな
いように
壁を背に
してお
く。椅子
と机の高
さがあっ
ているか
もう一度
確認する

6.食事
(おや
つ)中

２人食べ
をするに
は早い時
期の児を
２人食べ
にしてい
たために
起こっ
た。２人
食べをし
ていて、
向かい側
にいる児
の介助を
していた
時目が離
れた

壁を背に
しておく
ようにす
る。１人
食べをす
る。目が
離れない
ようにし
ばらくの
間完食す
るまで１
人食べに
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士の
ひざに
座ったり
椅子に
座ったり
行き来し
ているこ
とがあ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

他児と一
緒に２人
で１つの
机に座っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児の
遊びの見
守り、他
児の食事
介助をし
ていた。

座って
食べた
り、保
育士の
ひざに
移動し
て食べ
たり普
段から
してい
た

椅子で食べ
ることがで
きるように
「椅子に
座ってたべ
ようね。」
などと声を
かけながら
子どもの様
子を確認し
つつ食事介
助をする

7837

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

22 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足首骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

腫れがな
かったこ
とと、普
段通りに
生活して
いたの
で、お迎
えの時に
そのこと
を伝え、
夜に担任
から電話
を入れ
る。休み
に入るた
め、何か
あれば知
らせてほ
しいこと
も伝えて
いた。

週末だっ
たので、
念のため
受診をす
るべき
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

園庭で
走ってい
る時の、
様子など
見守りが
必要。ど
のように
転んだの
かを把握
する。

園庭の整
地を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと
手を繋い
で走った
りしてい
ないかの
見守りは
してい
た。

日頃の保
育の中
で、遊び
のルール
を子ども
たちと確
認してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃の遊
びと変わ
りはな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

友だちと
遊んでい
たのは把
握してい
たが、転
んだ瞬間
は見切れ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転んだこ
とを伝え
に来たの
で、医務
室に連れ
ていき、
状況を聞
いて、複
数で確認
し、処置
をする。

子ども
からの
聞き取
りと
なった
ため、
イメー
ジがバ
ラバラ
だった
ことが
考えら
れる。

保護者に伝
えて、様子
を見ても
らったが、
月曜日腫れ
があったた
め受診をす
る。

7838

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 27 3 3 6歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剝離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員は全
ての子ど
もが視界
に入る様
な配置場
所を常に
考え行動
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
随時)回/
年

特になし
園庭の見
回りの強
化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

鬼ごっこ
をする前
に、鬼は
やさしく
他児に
タッチす
る事を子
ども達と
約束す
る。ソフ
トタッチ
をする理
由を子ど
も達と考
える等。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
る時、鬼
にタッチ
をされ左
足をひね
る様に倒
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
見ていた
が距離が
あり倒れ
るのを防
ぐ事が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
のグルー
プの遊び
を見てい
たので対
象児が倒
れる瞬間
を見る事
が出来な
かった。

特にな
し

コーナー遊
びをしてい
る時も、職
員一人一人
が出来るだ
け全体を見
る事を意識
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7839

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 3 4 1 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中
指、薬指
のひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

実施頻度
(随時)回
/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の合同
保育の時
に跳び箱
を出して
いた

朝の異年
齢児がい
る時間
は,保育
士が一人
でも安全
確保が出
来る遊び
の環境を
準備す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の対
応をして
いたた
め、跳び
箱のそば
から少し
離れてい
た

1人で見
ていた
為、他の
職員はい
なかった

全体を
把握で
きる場
所に職
員がい
なかっ
た

跳び箱など
運動遊びの
固定遊具に
は、保育士
が必ず側で
見守るよう
にする。

7840

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

26 　 　 　 26 　 　 　 2 2 3歳
1.男
児

特記なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

遊具の事
故予防に
関する職
員の意識
統一がで
きていな
い

事故予防
に関する
意識を高
めるため
に外部の
研修に参
加した
り、園内
でも事例
をもとに
話し合っ
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

公園内に
ある遊具
が、子ど
もの遊具
ではなく
健康遊具
であった

散歩先や
公園の遊
具が、遊
ばせる子
どもの年
齢に適正
なものか
の確認を
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも遊
んでいる
公園であ
り、遊具
の制限を
かけてい
なかった

子どもた
ちへ遊具
の使い方
の指導を
徹底する
ととも
に、散歩
に付き添
う職員間
でも遊具
の付き
方・遊ば
せ方など
意思統一
しておく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

公園とい
うことも
あり、保
育所内で
の遊びよ
り活発で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の側
につき、
子どもた
ちが遊ぶ
のを見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
につき、
子どもた
ちが遊ぶ
のを見
守ってい
た

遊具の
側には
ついて
見守っ
ていた
が、子
どもた
ちの行
動が予
測でき
ず事故
つな
がって
しまっ
た

散歩先での
危険なこと
を具体的に
予測し、職
員間で意思
統一してお
く

7841

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 8 8 8 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剝
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
複数　)回
/年

築山の斜
面が急で
ある

滑りやす
く転倒す
る事があ
る為、子
どもたち
と危険個
所を確認
し、気を
つけてあ
そぶよう
に声をか
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

築山での
かけっ
こ、跳び
下り、駆
け下り

築山での
かけっ
こ、跳び
下り、駆
け下りを
禁止ルー
ルとし、
子どもた
ちとも共
通認識と
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
と一緒に
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1名の保
育士が他
の園児の
対応中で
あった

事故当時
1人で
あった

職員人
数に応
じた活
動が出
来てい
なかっ
た

配置職員数
に応じた活
動を行う

7842

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 13 15 12 5 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手　前
腕2本　　
若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

砂場のお
もちゃの
棚の横に
本児が取
ろうとし
たおも
ちゃを掛
けてい
た。

遊ぶ前に
必ず保育
士は日常
点検を行
う。おも
ちゃ置き
場の動線
を考え
て、片づ
ける場所
や方法に
ついて子
どもたち
と相談し
て危険の
ないよう
見直す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友だち同
士であそ
んでいる
子どもに
ぶつから
れて転倒
した。

おもちゃ
棚の近く
で遊ばな
いように
常に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おもちゃ
のぽっく
りをおも
ちゃの棚
の横から
取ろうと
していた
ときにぶ
つかられ
て転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は担
当保育士
に引継ぎ
中で当該
児童を見
てなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

役割分担
はしてい
たもの
の、他職
員は児童
のトラブ
ルに対応
していた
り、トイ
レに付き
添ってい
たので怪
我の状況
は見てい
なかっ
た。

担任は
おも
ちゃ棚
の近く
で遊ん
でいる
子ども
に気付
いてい
なかっ
た。

長時間での
遊び方を再
確認し、広
い場所を見
つけて遊ぶ
ように引き
続き伝え
る。

7843

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

25 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
亀裂骨折
（ひび）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回
/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
全体の様
子を見て
いたが、
状況を把
握しきれ
ていない
部分も
あった

子ども達
の状況を
把握し、
保育の工
夫をして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り友だち
と元気に
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ながら他
の子ども
の対応を
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人で保
育してい
た

子ども
たちも
興奮気
味で集
中が切
れたタ
イミン
グだっ
た

落ち着いて
遊べるよう
な環境を用
意しなけれ
ばいけな
かった

7844

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 2 5 4 7 9 7 　 4歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
先剥離骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

ホール内
トイレ使
用時、室
内の職員
の見守り
なかっ
た。

子どもが
複数で室
内へ入っ
た際は、
遊びやト
ラブルが
ないよう
見守りす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２～２
４　)回/
年

トイレ入
り口の扉
の内側に
指挟み防
止対策が
なかっ
た。

扉内側に
指挟み防
止ガード
を設置
し、子ど
も同士で
扉の開閉
が出来な
いようド
アストッ
パーも設
置した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの途
中でトイ
レに行
き、ドア
のところ
で友だち
と遊びの
延長でふ
ざけて、
ドアを開
閉してし
まった。

トイレ入
り口のド
アを遊び
で開閉し
ないよう
ドアス
トッパー
をつけ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友だちと
一緒にト
イレに行
き、トイ
レの入り
口で遊び
になっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭から
見守りは
していた
が、ドア
を動かし
ている動
作は見え
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちの
見守りや
門前の対
応にあ
たってい
た。

園庭で
あそん
でいる
際、室
内に
入った
児の把
握を行
い、必
要であ
れば一
緒に室
内に入
り見守
る。

トイレで遊
びになって
いないか職
員が見守
り、把握す
る。

7845

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 13 6 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指基
節骨骨端
線損傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
数　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
頻　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に元気に
過ごし、
元気に遊
ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守ってい
たが、事
故発生
時、他児
と会話し
ていたた
め、対象
児の報告
を受け
て、事故
発生に気
づく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

時間外保
育中であ
り、保育
士一人で
あった

保育士
が全体
を把握
できる
場所に
おら
ず、対
象児に
適切な
声掛け
が出来
ていな
かっ
た。

保育士は全
体を把握で
きるよう位
置を適宜確
認し、心配
な場合は応
援を呼べる
ような体制
を整えてお
く。また、
場合によっ
て、遊びの
内容を考え
る。
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死亡
0
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上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7846

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

23 　 　 　 4 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(８～９)
回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

円の大き
さに対し
て人数を
制限して
いなかっ
ため、円
の上を走
る子ども
の数が増
えてしま
い、子ど
も同士の
適度な間
隔が保て
なくな
り、突然
止まった
児童に対
して後ろ
から走っ
てきた児
童が止ま
り切れな
かった。

あらかじ
め参加人
数を決め
ておく、
など担任
間で遊び
方を共有
してから
活動に入
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所時間
もいつも
と変りな
く日中も
元気だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

所庭に描
いた円の
上を走っ
ていたの
で、近づ
いたり遠
のいたり
してい
た。事故
があった
時は、少
し離れた
場所だっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

咄嗟に駆
け寄った
が、ぶつ
かること
を防げな
かった。

経験さ
せたい
事の活
動の裏
にある
リスク
を考え
て対応
できて
いな
かっ
た。
（想定
外に人
数が増
えたこ
とに対
応でき
なかっ
た）

想定外に人
数が増えた
時点で、人
数を制限す
るなどの的
確な判断が
できるよう
にする。事
故やヒヤリ
ハットの事
例を職場内
で共有し、
起りうるリ
スクへの対
応策につい
て学習する
機会を持
つ。

7847

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

38 21 17 3 3 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団遊び
で走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を含
め児童を
見てお
り、ぶつ
かった瞬
間にかけ
つけた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一人は別
の角度か
ら全体を
見守って
いた。も
う一人は
他の子ど
もと活動
してい
た。

保育士
の配
置、立
ち位置
を再考
するこ
とが必
要。

こどもたち
が夢中に
なっている
場合は特に
声掛けを頻
繁にし、ぶ
つからない
ように気を
付ける。

7848

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 1 1 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・午後の
おやつの
後、少し
落ち着い
てから外
遊びに移
行した
が、所庭
に出て、
すぐに鬼
ごっこを
始めてし
まった

・鬼ごっ
こ等、身
体を動か
す遊びの
前には、
準備運動
等の体な
らしを行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
を友だち
と共に、
楽しんで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の動
きや表情
に目を配
り、活動
を観察し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人担任
であるた
め、担任
以外に当
該児童の
動きを見
ていた職
員はいな
かった

特にな
し

特になし

7849

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 24 21 3 3 4歳
2.女
児

本児の身長
106.8㎝　
ぶつかった
相手の身長
102.4㎝　
身長差4,4
㎝あり

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

右顔面打
撲傷、右
眼窩内側
壁骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

特にな
し。

登園時間
が様々な
ので、当
番時間帯
を超えて
も全員が
登園する
まで自由
遊びをし
ていた。
しかし9
時からは
より安全
面を考慮
して自由
遊びはや
めて設定
保育に変
更した。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

園庭の構
造上、U
ターンを
し走り続
けること
により、
鉄棒前あ
たりは加
速しやす
い状況に
なってい
る。

鉄棒前に
外用机の
配置換え
をし、園
児の動線
を整理す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全員が登
園するま
での間、
園児が自
由に遊
び、園庭
の色々な
場所を
走ってい
る。

朝、複数
クラスが
出ている
時は走ら
ないこと
等職員間
で再度確
認し、そ
のルール
について
4，5才児
クラス園
児に伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、砂場
に向かっ
て直線に
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

具体的内
容記載
欄)
他児が走
り、U
ターンを
して対象
児と衝突
したのは
見ていた
が、距離
が離れて
いたので
止めるこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場前に
机をだし
て他児と
砂遊びを
してい
た。追い
かけっこ
をしてい
る子供が
Uターン
をして走
る向きを
かえ、対
象児と衝
突したと
ころをみ
た。

職員３
人で園
庭の様
子はみ
ていた
が、衝
突は止
められ
ない状
況だっ
た。

保育内容の
見直しをし
た。9時まで
の当番保育
の時間帯で
複数クラス
が同時に園
庭で遊んで
いる時は、
走る遊びを
しないよう
にを指導し
た。９時か
らの設定保
育では、リ
ズム遊びな
ど体を動か
す遊びを
し、発散で
きるように
する。

7850

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

充分に広
さが確保
できない
ところや
道が悪い
場所で
は、転倒
や怪我に
つながる
ことなど
が予想さ
れた

歩く時、
走る時な
ど場所に
よって配
慮し、子
ども達も
意識でき
るように
声をかけ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝は元気
に登園
し、散歩
中も機嫌
よく遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ながら、
対象児を
離れたと
ころで見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子を
個別に対
応してい
た。

保育者
一人が
他の子
どもの
対応を
してい
た為、2
人で全
体の様
子を見
ること
が出来
なかっ
た。

保育士同士
で声を掛け
合い、子ど
もたちの位
置や状況な
ど把握し、
一人が対応
している時
は待つなど
連携を図
り、保育を
進めてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7851

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 4 4 5歳
1.男
児

発達障害と
診断あり、
療育への通
所もされて
いる。個別
支援計画あ
り。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯打
撲・下唇
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１４　)回
/年

2.基
準配
置

・自由に
動く子ど
も5人を
保育士1
人で対応
していた
・子ども
たちの動
きの全体
把握がで
きていな
かった

・活動内
容によっ
て、子ど
もの人数
に関係な
く、複数
の職員で
対応する
・上記の
ことを、
活動前に
検討して
職員の体
制を整え
る
・保育の
体制が整
わない場
合は、活
動内容を
再検討ま
たは変更
する

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

・保育室
の環境は
広さや床
の材質を
含め、風
船遊びに
は適して
いなかっ
た

・保育室
ではな
く、遊戯
室で行う 
 
（ソフト
マット等
の使用）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・保育室
の環境
（広さや
床の材質
等）が風
船遊びに
適してい
るかどう
かの検討
ができて
いなかっ
た
・事前に
風船（動
きの予測
がつかな
いもの）
を使用す
るときの
イメージ
や遊び
方、約束
事を子ど
もたちと
確認でき
ていな
かったた
め、子ど
もが思う
ままに動
いてし
まった

・活動に
適した場
所かどう
かについ
ても検討
しておく
・事前に
風船遊び
のイメー
ジや、、
遊び方の
ルールを
子ども達
と確認す
る（風船
が思うよ
うに動か
ないこ
と、２～
３人ずつ
順番に遊
ぶなど）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児の希
望の活動
だったた
め、風船
に意識が
行き周り
が見えな
い状況

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の動
きに注目
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

所庭で他
１１名の
活動を見
守る

・少人
数なの
で、担
任一人
で見守
ること
ができ
ると
思った
・本児
を含
め、そ
れぞれ
の子ど
もがこ
の活動
時にど
のよう
な動き
になる
か（そ
れぞれ
が自由
に移動
する、
転倒す
る等）
を予測
できて
いな
かった

・担任間でどの
ように遊ぶのか
（動きのある活
動をする際は全
体を一人で見る
ことが難しくな
るため、２名で
保育する、活動
場所、保育体制
が整わない場合
等）詳細をしっ
かり確認、検
討、共有してお
く
・日頃の様子か
ら、危険につな
がるような子ど
もたちが苦手な
動きや気持ちが
高揚する場面等
を読み取り予測
して対応してい
く
・今回のような
ことは誰にで
も、どのような
場面でも起こり
得ることなの
で、どのような
活動において
も、担任間やフ
リー職員で遊び
方や準備など、
環境設定を確認
し共有したうえ
で行っていくこ
とを職員間で再
確認しあう

7852

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

12 4 4 2歳
1.男
児

軽度の発達
障がいがあ
り、療育に
通ってい
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
近位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

対象児を
含めて、
遊具を使
用してい
たが、使
用回数は
少なかっ
た。

遊具の使
用年齢の
確認と、
遊具を使
用する際
の保育者
の立ち位
置の見直
しを行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢的に
危険と思
われる遊
具を使用
してし
まった。

当該遊具
の使用に
ついて職
員間で検
討し、子
どもたち
の発達に
応じてあ
そびを進
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
発達障が
いがあ
り、療育
へ通って
いる。普
段より急
な方向転
換などの
突発的な
動きをす
ることが
あったた
め、当時
も個別に
見守りを
していた
が、遊具
を使用し
ている時
に突発的
に方向転
換したと
思われ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

個別対応
をしてい
たが、職
員が対象
児から一
瞬目を離
してしま
い、他の
職員に対
象児の動
きを伝達
出来てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の援
助を行っ
ていたた
め、対象
児の突発
的な動き
に対応出
来なかっ
た。

本児の
特性を
把握し
て個別
対応を
してい
たが、
連携が
うまく
いって
いな
かっ
た。

個別対応を
徹底すると
ともに突発
的な動きに
対応する事
が難しい場
合は職員間
での声掛け
を徹底す
る。

7853

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位部骨
折（全治
3か月）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度( 
10)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

・所庭の
3連鉄棒
は、2年
に1回の
割合で修
繕を繰り
返してい
る固定遊
具であ
る。
　今回は
遊具自体
の不具合
はなかっ
たが、鉄
棒の下に
敷いてい
たマット
がウレタ
ンマット
だった。

・今後、
鉄棒遊び
の際は、
体育マッ
トを使用
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・片付け
の時間に
なったこ
とで、気
持ちに焦
りがある
中、最後
の前回り
をしよう
とした。

・児童に
片づけの
時間を知
らせる際
は、鉄棒
遊びを終
了させて
から行
う。
　途中で
片付けの
時間に
なった場
合は、焦
る必要は
ないこと
を知ら
せ、落ち
着いた状
況で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・所庭で
10時から
の集会に
参加し体
操を2曲
行ったあ
と、砂遊
びを中心
に活動
し、11時
前から鉄
棒遊びを
始めた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

・当該児
童のすぐ
傍で指
導・対応
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・複数の
クラスが
所庭での
外遊び活
動中だっ
たが、他
の保育士
は落下す
る状態を
誰も見て
いなかっ
た。

・固定
遊具の
使用方
法や
ルール
の確認
は保育
士・児
童とも
に行っ
ていた
が、児
童の咄
嗟の行
動に対
して落
下を防
ぐこと
が難し
かっ
た。

・児童一人
ひとりの運
動発達を見
極め、一人
ひとりに
合った運動
遊びを段階
的に楽しめ
るようにす
る。
・思いがけ
ない児童の
行動にも対
応できるよ
うにする。
・所庭にて
固定遊具を
使用する前
には、担任
間で対応方
法の確認を
し、意思統
一する。

7854

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 11 9 0 0 0 0 4 4 1歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3～4)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭遊び
で、ジャ
ングラミ
ングで園
児が遊ん
でいると
きは職員
が必ず見
守ってい
るが、園
児がジャ
ングラミ
ング以外
の場所で
遊んでい
たので、
その場所
で職員が
見守り保
育してい
た。

園児が突
発的に
登っても
対応でき
るように
ジャング
ラミング
の周囲に
は必ず最
低1名職
員がいる
ようにす
る。「私
が見ま
す。」
「離れる
ので誰か
お願いし
ます。」
など声を
かけ合い
役割を明
確にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭遊び
の時に転
落の危険
性があ
り、大き
な事故や
ケガに繋
がるジャ
ングラミ
ングの近
くに職員
がいな
かった。

園児が
ジャング
ラミング
に急に上
がり出す
こともあ
るので、
必ずジャ
ングラミ
ングの監
視ができ
る位置に
1名いる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は最
近ジャン
グラミン
グに登れ
るように
なった。
また、前
日もジャ
ングラミ
ングの踊
り場で
ジャンプ
をした
り、踊っ
ている様
子が見ら
れてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
時、少し
離れた場
所にいた
職員が本
児がジャ
ングラミ
ングに上
り、踊り
場の上で
ジャンプ
や踊って
いる様子
が見られ
たため
「危ない
よ。」と
いう声掛
けをしな
がら園児
の方に向
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
たちの見
守りをし
ていた
り、離れ
た場所で
本児が死
角にお
り、ジャ
ングラミ
ングに上
がってい
ることに
気が付か
なかっ
た。

前日の
本児の
行動か
ら危険
を予測
できて
いな
かっ
た。園
庭にい
る職員
全員が
園児が
ジャン
グラミ
ングに
登って
いるこ
とに気
が付け
ていな
かっ
た。

前日の様子
などから、
危険性を予
測し職員が
行動する。
園庭にいる
職員は常に
広範囲に視
野を広げ、
園児がジャ
ングラミン
グに登る時
に見守りが
できるよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7855

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 5 2 2歳
1.男
児

左半身まひ
の為、療育
手帳あり

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足根骨ひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年　
程度

1.基
準以
上配
置

職員間の
連携不足

園児から
目を離す
ときは必
ず他の職
員に声か
けし状況
を共有す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

オムツ台
にバケツ
が置かれ
ていた

物品の置
き場所に
関して改
善する
朝・昼食
後・おや
つ後館内
チェック
を行い物
品の置き
場所、破
損を
チェック

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本来、置
くべきで
ないとこ
ろに物品
を置いて
いたこと

まず物品
の置き場
所の徹底
と管理を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日は元
気に登園
し機嫌よ
く過ごし
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

当該児童
は配慮が
必要な児
童であり
専属の職
員が就い
ていた状
態

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他児の
保育をし
ていたた
め気付か
なかった

目を離
すとき
に他の
職員に
声かけ
ができ
ていな
かった

園児からは
目を離さな
いことを基
本とし、イ
レギュラー
なことが
あった場合
は必ず他の
職員に声を
かけること
を徹底す
る。

7856

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 0 0 0 0 0 0 0 2 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕頸
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

年1回以上
2.基
準配
置

特になし

園の状況
に応じた
園独自の
マニュア
ルの作
成・マ
ニュアル
に基づく
対応の徹
底。

1.定期的
に実施

実施頻度1
回/月

1.定期的
に実施

実施頻度1
回/月

1.定期的
に実施

実施頻度1
回/月

特になし

机の上に
は乗らな
い・もた
れないな
ど常日頃
から部屋
での危険
な行動を
予測し、
子どもに
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室の
中は子ど
もの動き
が流動的
になり、
トラブル
も発生し
ている状
態であっ
た。全体
を見る職
員体制が
取れてい
ないタイ
ミングで
子どもの
危険を察
知し止め
ることが
できてい
なかっ
た。

トラブル
や雑務は
常に起こ
るが、必
ず1人は
全体把握
できるよ
うな体制
を取り、
子どもの
危険な動
作に早く
気づき事
故を防
ぐ。机や
椅子が出
ている室
内環境は
事故が起
こりやす
いと認識
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

机と机に
手を置い
て、足を
宙に浮か
せてブラ
ブラとし
ていた
時、バラ
ンスを崩
して後方
に転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任Ａは
雑巾を洗
うために
3歳児室
前のテラ
スに出て
いた。担
任Ｂは子
ども同士
のトラブ
ルを対応
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雨天のた
め、それ
ぞれの担
任クラス
で保育を
行ってい
た。

特にな
し

雑務とトラ
ブル対応で
全体を見て
いる人がい
ない時間帯
が出来てし
まった。ト
ラブルが起
こった時に
は、他の職
員は雑務を
止めて全体
把握をする
か応援を要
請して全体
把握を怠ら
ないかを意
識して判断
していくよ
うにし、必
ず1人は全体
把握できる
ような動き
に留意して
おく。

7857

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

42 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
300)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り自由に
戸外で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外遊び
中という
事で、視
野を広げ
危険がな
いか見守
りながら
子どもと
おにごっ
こをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じく、
視野を広
げ死角に
ならない
よう見
守ってい
た。

日頃よ
り保育
士がそ
ばに付
いてい
ない時
には雲
梯はし
ないと
いう約
束をし
ていた
が、う
んてい
がした
いとい
う気持
ちが止
められ
ず、遊
んでし
まっ
た。

うんていの
下には、ソ
フトマット
を引いてい
た。日頃か
らうんてい
をする際は
保育士がつ
いていると
きの約束を
しているた
め、再度子
ども達に約
束をし再確
認し合う。

7858

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折(左
足首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
随時　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

回転した
ときにバ
ランスを
崩し、体
を支え切
れなかっ
た様子。

保育の中
で体幹を
鍛え転ば
ぬ体を作
る活動を
取り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋を片
付けてい
たので、
当該児童
がテラス
へ出たの
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋を片
付けてい
た。

午睡
後、担
任は部
屋を片
付けて
いて、
本児が
一人で
テラス
に出た
ときに
おこっ
たの
で、気
づくの
が遅く
なっ
た。

一人ひとり
の位置や動
きを把握す
ると共に、
いつでも痛
みがある場
合はすぐに
伝えるよう
に子どもた
ちに話をし
ていく。

7859

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
近位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

適宜な事
故予防研
修が必
要。

全職員で
定期的に
マニュア
ルの見直
しをす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
300　)回/
年

職員の手
作りの遊
具の為、
安全面が
弱かっ
た。

新しい遊
びの時は
シュミ
レーショ
ンを行
う。危機
の予測を
立てる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの内
容と見守
りのバラ
ンスが悪
かった。

職員が連
携して遊
びの内容
を理解
し、あそ
びに応じ
た職員配
置を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児を見
つつ当該
児童を見
ていた
が、目を
離す事も
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と同じよ
うに当該
児童から
目を離す
事があっ
た。

遊びの
内容と
見守り
のバラ
ンスが
悪かっ
た。

職員が連携
して遊びの
内容を理解
し、あそび
に応じた職
員配置を行
う。

7860

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員に対
して、鉄
棒の指導
法の周知
が完全で
はなかっ
た。

職員間で
鉄棒の指
導法につ
いて話し
合い、共
有し指導
にあた
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
３００　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒を始
めようと
している
当該児童
に気づ
き、補助
につくべ
きであっ
た。

鉄棒を始
める際
は、保育
者に声を
掛けるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段か
ら、鉄棒
に意欲的
に取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の近
くにはい
たが、一
瞬の出来
事で落下
する当該
児童に対
応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

次の活動
の準備を
するため
に、当該
児童から
目を離し
ていた。

当該児
童は鉄
棒の取
り組み
を始め
たばか
りであ
ること
から、
もっと
傍で見
守るべ
きで
あっ
た。

担任保育士
２名が、連
携して鉄棒
遊びを見守
る。事前に
子どもたち
に鉄棒遊び
のルールを
伝える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7861

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

9 1 1 6歳
1.男
児

前日夜、自
宅にてベッ
ドから落下
し、右上腕
部外側に打
撲と裂傷を
受傷してき
ており、登
園時に保護
者から
その旨の引
き継ぎがあ
り、当該児
童も少し元
気のない様
子だった。
負傷した腕
を気にして
いる様子が
うかがえ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内で走
るっ行為
を取り入
れた集団
遊びを
行ってし
まった

室内とい
う環境に
適した集
団遊びを
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前日の家
庭でのケ
ガがあっ
たもの
の、対象
児が熱望
して始め
た遊び
だったの
で、いつ
も通り元
気な様子
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りな
がら、速
く走らな
いように
などと声
かけをし
つつ見
守ってい
た。

事故の際
保育士は
1名だっ
た

前日に
家庭で
負傷し
てきて
いる状
況で
あった
が、本
児が熱
望した
ので、
あそび
をして
しまっ
た。

子どもの希
望を受け止
めることよ
りも事故の
防止を考え
て、今後は
遊びの内容
を配慮す
る。

7862

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2-3)回/
年

2.基
準配
置

特に無し

予測不能
の事故が
起こる事
や状況の
把握、確
認をする
習慣の周
知徹底。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
  )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
 )回/年

おもちゃ
を入れて
いるかご
が、マッ
トや机の
上ではな
く、動線
上にあっ
たため
（安心カ
メラで確
認す
る。）。

物の整理
整頓、及
び室内で
は走らな
い事を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足元が確
認出来な
い状態で
走りだし
た。

環境整備

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ほぼ1対1
の関わり
で、落ち
着いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

抱っこか
ら降りた
いとの事
で、降ろ
した際に
走り出し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の対
応及び送
迎の対応
をしてい
た。

特に無
し

室内は走ら
ず歩くこと
をこれまで
通り伝えて
いくと同時
に、躓く原
因等になり
うるものは
動線に置か
ないように
する。

7863

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

9 3 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット報
告を継続
し事故を
未然に防
げるよう
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

園外施設
のため
ハード面
を改善す
ることは
できない
が、戸外
活動時に
現在も
行ってい
る活動前
の安全点
検を継続
し事故の
再発防止
に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日々の保
育の中で
危険予測
の力が身
につくよ
う、身近
な危険に
ついて話
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木登りを
してお
り、さら
に上に登
ろうとし
木の節に
右足をか
けたとこ
ろ滑って
しまい落
下。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

木登りを
しようと
していた
対象児に
手を貸
し、両足
をかけた
所で自分
で木をつ
かむよう
に促し、
実際掴ん
だのを確
認してか
ら手を離
した
その後近
くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は加
配児につ
いてい
た。もう
１名は全
体を見て
いた。

危険が伴う
遊びでは、
より強く怪
我や事故を
防ぐ意識を
持ち見守る
ようにして
いく。

7864

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 4 4 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手人差
し指　末
節骨折、
挫創

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１．２)
回/年

1.基
準以
上配
置

配置基準
は満たし
ている
が、人数
だけでな
く、移動
の際や子
どもたち
の様子を
見て、人
数配置を
考えてい
く必要が
あった。

子どもの
人数や様
子、移動
など人数
配置を考
えてい
く。移動
は、子ど
もの人数
が減って
から行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１．２)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

柵の蝶番
の部分
は、カ
バーなど
なく手や
指が入る
状態だっ
た。

柵の蝶番
部分にカ
バーを取
り付け手
や指が入
らないよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの気持
ちが落ち
着いてい
ない状態
だった。

移動や階
段使用の
際は、子
どもたち
を落ち着
かせ、階
段を降り
ることに
集中でき
るように
する。階
段や柵の
危険性を
子どもた
ちに伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
突発的な
行動が多
く、危険
行動も見
られてい
たので、
事故や怪
我につな
がらない
ように気
を付けて
いた。活
発で好奇
心旺盛な
児であ
り、事故
の際も柵
の蝶番部
分に興味
を示し、
指を入
れ、自分
で柵を閉
めてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児が階
段を下り
ている最
中で、他
児に目を
向けて、
本児から
目を離し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
列の先頭
について
おり、全
体を見て
いたが、
一番後方
にいる本
児の様子
に気が付
かなかっ
た。

普段の
突発的
な行動
を起こ
す本児
の状況
を把握
してい
たにも
関わら
ず、階
段で目
を離し
てし
まっ
た。

子どもたち
から目を離
さず、突発
的な行動の
見られる本
児の様子を
考慮し列の
先頭にする
など対応し
ていく。

7865

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 2 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
（7～8)回
/年

2.基
準配
置

普段から
戦いごっ
こ様の動
きが好き
で、危険
な動きを
する事が
多い。危
険予知能
力が未熟
である事
は保育者
も理解し
ていた
が、加配
レベルで
はない。

どのよう
な動きを
すると、
骨や筋
肉、関節
に異常を
きたす危
険がある
かを、体
のしくみ
のお話を
通し繰返
し伝えて
いく。危
険な時に
自ら体を
守れる動
きが取れ
るよう、
普段から
様々な動
きのある
遊びを実
施し、経
験を通し
継続的に
学べる保
育の提供
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故に関し
ては、ﾊｰ
ﾄﾞ面での
要因は考
えにく
い。

人工芝で
足がひっ
かかり転
倒する様
な場所が
できてい
ないか
等、今後
も定期的
な点検を
継続す
る。（今
回の事例
では、つ
まずいて
いない）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

晴天の屋
上園庭、
広く障害
物の無い
場所なの
で、開放
的な気持
ちにな
り、大き
な動きを
とりたく
なる誘引
となった
可能性が
考えられ
る。

広く障害
物が無い
場所で走
る時は、
最後まで
気を抜か
ず、走り
ながら危
ない動き
をしない
よう事前
に注意喚
起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調はいつ
もと変わら
ない。この
日はプレイ
ランド（室
内遊技場）
で遊びた
かったが、
別の用途で
準備中に
て、ｽｶｲｶﾞｰ
ﾃﾞﾝで遊ぶ事
になった。
走るまでは
いつも通り
だったが、
走りきるま
でにジャン
プした事だ
けはいつも
と違ってい
た。
（準備運動
後に走るの
はいつもの
流れで、本
児もいつも
は最後まで
走り抜けて
いた。）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ゴール地
点で待機
中の他児
と一緒に
担当保育
者がい
て、本児
が走って
来るのを
見てい
た。保育
者から3
～4ｍの
距離で本
児が走り
ながら
ジャンプ
し着地に
失敗す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう１名
の保育者
はスター
トの位置
で次の遊
び（シャ
ボン玉）
の準備を
しながら
見てい
た。（反
対側にて
至近距離
ではな
い）

本児はウル
トラマンや
仮面ライ
ダーの動き
をしてなり
きり遊びを
するのが好
きだった。
皆はゴール
まで普通に
走り抜けて
いたが、本
児は何故か
ゴール付近
で回転する
ようにｼﾞｬﾝ
ﾌﾟしたく
なったのだ
と思われ
る。（かっ
こよくゴー
ルしたかっ
た）
普段しない
慣れない動
きだったた
め、ケガに
つながった
と思われ
る。

走りなが
ら、なりき
り遊びを行
うと、バラ
ンスを崩し
て転倒やケ
ガの危険が
ある事を繰
返し伝え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7866

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 0 0 0 22 23 15 0 3 3 6歳
2.女
児

天候：晴れ
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

左足関節
捻挫・左
足関節外
顆骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
1 )回/年

2.基
準配
置

転倒やケ
ガを起こ
しやすい
場所につ
いて、職
員への周
知が不十
分であっ
た。

乳児部
会・幼児
部会で月
1回危険
個所の確
認等を
し、注意
喚起して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

大型遊具
周囲に敷
き詰めて
いた人工
芝を2月5
日～6日
に張り替
えをした
ばかりで
あった。
園児たち
へ人工芝
張り替え
後の注意
喚起が欠
けてい
た。

鬼ごっこ
などする
場合は、
人工芝内
まで侵入
しないよ
う注意喚
起する。
侵入の無
いよう保
育士が注
視するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

この日は
本児クラ
スの懇談
会があ
り、担任
保育士は
園庭に出
ていな
かった。

担任保育
士が関わ
ることが
出来ない
場合は、
ケガ等し
やすい子
について
事前に担
当になる
保育士に
情報を伝
え、注視
してもら
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

もともと運
動活動は得
意ではな
い。おまま
ごとや砂場
遊びを主に
するような
子である。
年長児であ
り、2月下
旬から午睡
時間が短縮
された。休
息時間はあ
るものの、
今までほど
睡眠しなく
なったこと
で身体疲労
をしていた
可能性があ
る。最近活
動的なお友
だちと仲が
良くなり、
この日は一
緒にこおり
鬼を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

A保育士：
六角ジムと
雲梯側にお
り、遊具を
使用する子
を主にみて
いた。こお
り鬼をして
遊んでいる
子について
把握してい
たが、ずっ
と注視する
ことは出来
なかった。
本児が足を
捻り転倒し
たことには
気づかず、
本児の周り
に他の園児
が集まり、
「だいじょ
うぶ？」と
声をかけて
いる様子に
気付き、本
児のところ
へ駆け寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

B保育士：
鉄棒側にお
り、主に鉄
棒を遊ぶ子
をみなが
ら、園庭周
囲を確認し
ていた。こ
おり鬼をし
て遊んでい
る子につい
て把握して
いたが、
ずっと注視
することは
出来なかっ
た。C保育
士：雲梯側
におり、
ボール遊び
をする子と
関わりなが
ら一緒に遊
んだりして
いた。
時々、全体
を確認して
いたが、こ
おり鬼をし
ている子に
ついて注視
することは
出来なかっ
た。

人工芝
を張り
替えて
から、
芝を踏
む感覚
も以前
とは異
なる
為、園
児たち
に転倒
など注
意する
よう注
意喚起
するこ
とが出
来てい
なかっ
た。

この時期は
年長児の生
活状況の変
化もあり、
午後は心身
共に疲れや
すかったり
するため、
激しい遊び
をする時は
柔軟体操を
しっかりと
実施し、事
故が起きや
すい場所は
遊ぶ前に園
児達と確認
をし、遊び
方に注意し
ていく。

7867

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 4 4 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/週

1.基
準以
上配
置

毎週のヒ
ヤリハッ
ト検討を
行ってい
たが、は
だし保育
によるリ
スクにつ
いての検
討はされ
たことが
無かっ
た。

各クラス
ではだし
保育によ
る机・椅
子等のリ
スクを出
し合い検
討を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

園児たち
の椅子の
間隔が狭
く、容易
に隣の児
の椅子に
接触する
状況だっ
た。

椅子の間
隔を広く
する。保
育室内の
広さを考
慮した椅
子の配置
を検討す
るべきで
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事の練
習中であ
り、子ど
も、職員
も通常と
違う動き
をしてい
た。

いつもと
違う動き
で子ども
達が環境
に慣れて
いない事
を職員が
意識した
上で注意
して子ど
もに目を
配ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集中力が
切れてお
り椅子を
動かした
り隣の児
とお喋り
をしてい
る様子が
見られて
いたが、
他の卒園
児と共に
椅子に
座ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は17
人の園児
の端に立
ち、次の
活動の説
明をしよ
うとして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

副主任は
卒業証書
授与をし
ていた。
副担任は
配慮児に
ついてい
た。主任
は一部練
習の様子
を見に来
ていた。

職員は
それぞ
れの役
割につ
いてお
り、全
体を観
察する
職員が
いな
かっ
た。

全体を観察
し危険な場
所等に注意
をしていく
役割の職員
を配置して
いく。

7868

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
３,４　)
回/年

2.基
準配
置

職員がそ
ばで対応
していた
ら、、支
えられた
かもしれ
ない。

起こりう
る事故を
予測しな
がら見守
りをして
いく。ま
た、活動
をする前
に準備体
操など
行ってい
き、体を
ほぐす。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員がす
ぐに手が
出せない
位置にい
た。体が
十分ほぐ
れ切れて
なかっ
た。

始める前
にスト
レッチ運
動などし
て身体を
ほぐして
から外遊
びを始め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝、母親
から
ちょっと
鼻水が出
ていてと
申し送り
があっ
た。受け
入れ後へ
やでトラ
ンプなど
していつ
ものよう
に遊ぶ。
対象児自
身がボー
ルを追い
かけてい
たが、他
児に比べ
て落ち着
いて追い
かけてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・対象児
が途中で
ボールを
追いかけ
る速度を
少しゆる
めたこと
もあり担
任は審判
をしてい
た場所で
見守って
しまっ
た。バラ
ンスを崩
したとき
にすぐに
支えてあ
げること
のできる
位置では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
他の職員
は園庭に
いなかっ
た、

職員の
見通し
が甘
かっ
た。

活動に子ど
もたちが夢
中になって
いるときの
保育者の立
つ位置など
常にシュミ
レーション
をし、咄嗟
の時に判断
できるよう
にする。

7869

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 0 0 0 0 20 10 0 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

前距腓靭
帯損傷　
腓骨骨折
（ひび）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルの中に
準備体操
項目も作
り　常に
確認して
いく

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

朝、保育
の始まり
に、園庭
の環境の
確認をし
てから遊
び始める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任間で
確認しあ
い、保育
士の立ち
位置に気
を配り一
人ひとり
の様子を
把握して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に４
歳児２０
名　　砂
遊び、鬼
ごっこ、
縄跳びを
して遊ん
でいた。
担当保育
士１名と
非常勤１
名で子ど
もたちを
見守り時
には　一
緒に遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

５歳児１
０名　
ドッヂ
ボールを
行って遊
んでい
た。

登園が
遅く
なった
為　準
備体操
をせず
に遊び
始めて
しまっ
た

準備体操を
必ず行える
よう、担任
だけでなく
非常勤とも
時間をずら
して行った
りして、全
員が体を温
めてから遊
び始めるよ
うにする

7870

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 18 2 2 4歳
2.女
児

発育、発達
状況良好。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

担任が１
人休み
だった
が、２人
とも同じ
方向にむ
いて立っ
ていた。

保育者の
立ち位置
や遊べる
範囲を決
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

重い石を
遊びで使
うのは危
険だっ
た。

重い石は
子どもの
遊びで使
わないよ
うにす
る。撤去
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者も
子ども達
も、重い
石の危険
性を感じ
ていな
かった。

重い石の
危なさ
を、お集
まりで子
ども達に
伝えた。
ルール確
認をその
都度行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りのよう
すであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児のグ
ループの
見守りも
していた
が、人数
の多い方
に２人い
た。

本児のグ
ループの
見守りを
していた
が、人数
の多い方
にいた。

遊び方
の危険
性を感
じてい
なかっ
た。

重い石を
使っての遊
びはやめる
事を園全体
で共有す
る。また石
は撤去し
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7871

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 7 11 9 9 2歳
1.男
児

在胎週数３６
週、双生児、
出生時体重２
３０２ｇ。先
天性の遠視・
乱視あり。右
の内斜視強く
１歳８ヶ月で
手術、矯正眼
鏡かけ始め
る。視力以外
の発育・発達
で遅れを指摘
されたことは
ないとのこと
で今年度入園
してきている
が、入園後不
注意や身のこ
なしの不安定
さから転倒や
打撲など怪我
が多く、園全
体で要配慮児
に挙げ関わっ
ていた。（移
動時は大人が
付く）

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第３・
４中足部
の若木骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

例年はリスクマネ

ジメント委員会を

設けていたのだ

が、今年度は設け

ることが出来てい

なかった。（必要

性は感じていたが

今年度園長・主任

が新任に変わり、

新型コロナウイル

スの感染症等の対

応に追われ新体制

が整っていなかっ

た）そのため、事

故防止対策マニュ

アルチェックリス

トを職員に配布は

したものの、その

後の確認をした

り、その結果を受

けての再周知など

は出来ていなかっ

た。今年度、１・

２歳児クラスには

本児を含め要配慮

児が複数人おり、

職員は基準以上の

配置となっている

が、要配慮児を抱

えながらの保育そ

れでも現場のマン

パワーが不足を感

じていた。要配慮

児の対応について

は区の巡回訪問で

相談したいと考え

ていたが、新型コ

ロナウイルスの影

響で延期となって

おり、相談ができ

ず基準以上の職員

配置をするまでの

決断には至らな

かった。複数の要

配慮児を抱えなが

らの保育体制の構

築を模索中。

･リスク
マネジメ
ント委員
会を設け
て機能さ
せ、発達
年齢毎の
基本的な
事故予防
に関する
知識をつ
ける。
・適切な
職員配置
や保育体
制の検
討。
・要配慮
児の保育
について
の知識と
保育技術
の向上を
図る（研
修や療育
機関など
への相
談）

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大人に付
き添われ
落ち着い
て移動し
ているよ
うに見え
たが、園
庭で遊び
たいとい
う気持ち
が先走っ
たり、室
内から出
て視野が
広がった
ことで注
意散漫に
なってい
た状況が
あるかも
しれな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児含め４
人の児と移
動。途中ま
では本児の
隣について
いたが、靴
下を取るの
は近距離だ
から大丈夫
だろうと思
い、後方か
ら見守って
いた。また
そのタイミ
ングで他児
から声をか
けられたた
め、視野に
は入れてい
たが注視は
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ている職
員は園庭
で遊んで
いる子ど
もの安全
を守るた
め、その
子どもた
ちを見て
おり、テ
ラスの子
どもは担
当職員に
任せてい
た。室内
にいる職
員も、自
分の周辺
にいる子
どもの対
応をして
おり、本
児は担当
職員に任
せてい
た。

本児の
体の使
い方や
バラン
スの悪
さ、不
注意な
どの特
性につ
いての
理解が
足り
ず、適
切な関
わりが
できて
いな
かっ
た。

・本児の特性を理解
し、適切な関わり方
をする（身体のバラ
ンス力や体の使い方
が苦手なため、物を
持った状態で歩いた
り体を屈ませたりす
る動きなどは他児よ
りも転倒につながる
リスクが高いため、
大人が手を伸ばして
支えられる距離につ
いて見守る。視覚・
聴覚など環境の刺激
を受けやすく周りに
気がとられて不注意
になってしまうた
め、環境の調整や大
人が丁寧に言葉がけ
をすることで、本児
が取り組むことに注
意を向けることがで
きるような関わりを
していく。）
・発達に関する専門
機関に本児に対する
よりよい支援方法に
ついて相談し、日々
の保育に生かしてい
く。
・日々の遊びを通し
て、本児の身体機能
や運動発達を促して
いく。

7872

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

20 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

普段から
遊んでい
る公園で
本児も慣
れている
遊び

見守るこ
とができ
る位置に
保育士保
配置

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ぶら下が
るための
ものでは
ない遊具
でぶら下
がって遊
んでいた

ぶら下が
ることを
禁止する
ことはな
いが、気
を付けて
遊ぶよう
促す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公演の遊
具にぶら
下がろう
として
ジャンプ
するが、
手が遊具
にかから
ず転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の真
横の位置
関係だっ
たので、
痛がり泣
いた直後
に駆け寄
りけがの
状態を把
握、患部
を冷却す
るなど応
急処置を
行い保育
所に連絡
しすぐに
戻った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

各遊びの
箇所につ
き、子ど
もたちを
見守って
いた（公
園　アス
レチッ
ク）

子どもたち
の遊び方を
見直し、ど
のように遊
べばよいの
かを一緒に
考える。

7873

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 8 8 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘亀裂
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

特にな
し。

事故が
あった場
合は速や
かに職員
間で情報
共有し、
再発防止
に努め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以前年長
児と交流
した際
に、平均
台をジャ
ンプして
遊んでい
た。本児
にやって
みたいと
いう気持
ちがあっ
た。

年齢が下
のクラス
との交流
なので、
遊具の使
い方を丁
寧に伝え
ていた
が、思わ
ぬ行動に
出ること
も考慮に
入れ、遊
具の配置
等考えて
いく必要
がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と並
んでルー
ル通り平
均台をま
たいで乗
り越えた
後、逆に
向き直り
飛び越え
ようと
ジャンプ
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

平均台を
またいだ
後、急に
向きを変
え平均台
につまづ
き転倒し
た姿を確
認しすぐ
に近寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のコー
ナーで遊
ぶ児童の
様子を見
守ってい
た。

平均台
はまた
ぐかく
ぐると
伝え、
大人が
離れて
見守っ
ていた
が、思
わぬ動
きで怪
我につ
ながっ
た。

大人が付か
ないのであ
れば、平均
台での遊び
は適当では
なかった。
平面のケン
パなどを取
り入れるな
ど、遊びの
設定に配慮
する。平均
台使用の場
合はかなら
ず大人が付
き、危険を
回避できる
ようにす
る。

7874

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

4 2 1 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘　上
腕骨外顆
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
5～6　)回
/年

2.基
準配
置

実施頻度(　
月に数回　
)回/年

実施頻度(　
その都度　
)回/年

実施頻度
(毎日　　
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨上がり
で活動場
所が限ら
れたが、
１歳児と
いう年齢
を考える
と無理に
戸外に出
ず、室内
活動でも
よかった
のではな
いかと思
う。

資料館で
の戸外活
動という
点では、
室内活動
の配慮を
確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　普段か
ら元気に
活動する
子だがそ
の日は外
とは違う
環境に嬉
しくなり
ついつい
走った感
が否めな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
の至近距
離にはい
たが、他
児の様子
も見なが
らで走り
出したの
を止める
間がな
かった。

他の子ど
もの動き
を注視し
ていた。

園外の
活動と
はい
え、資
料館と
いう
種々の
資料を
展示し
ている
場所だ
し室内
なので
その中
の活動
を考え
るべき
だっ
た。

園内外を含
めは、走る
活動は外
（広場な
ど）で行う
よう子ども
達に簡単な
言葉で伝え
る。

7875

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２)回/年

1.基
準以
上配
置

危険物が
ないかの
点検をし
ていた、
遊ぶ前に
準備運動
してから
遊んでい
たため改
善点はな
い

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
常時)回/
年

地面の段
差や石な
どもな
く、つま
づくもの
はなかっ
たため改
善点はな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慌てる様
子もなく
1人で移
動するた
めに走っ
たので改
善点はな
い

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

休みがち
で家にい
ることが
多く担任
が遊びに
誘うこと
が多い。
他児と話
している
最中に担
任の側を
離れた
後、怪我
をした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

（具体的
内容記載
９
全体を見
守ってい
たが、他
児に話し
かけられ
答えてい
たため本
児から目
を離して
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の子ども
をみてい
た

担任が
他児と
話して
いる最
中に本
児が側
を離れ
たの
で、目
を離し
てしま
い状況
の把握
が不十
分に
なって
しまっ
た

子ども達が
見える位置
に体勢を変
え全体を見
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7876

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

24 　   2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A外
傷性打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　　)回/
年

1.基
準以
上配
置

落ち着か
ない園児
の行動を
予測しき
れていな
い。

保育士の
立ち位置
を考え、
園児の些
細な衝突
や転倒も
見逃さな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

保育士の
視界から
死角をつ
くらず、
園児一人
一人が把
握できる
保育環境
を設定す
る。

少人数で
遊べる
コーナー
設定を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びが展
開してい
く中で、
活動が広
がって
いった。

単数担任
になった
時の活動
の展開を
予測し、
計画を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・母親が
育児休暇
期間であ
ることや
登園の支
度準備に
時間がか
かるとの
ことで、
10時30分
以降、は
しゃぐよ
うに登園
すること
が日常に
なってい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・登園後
の支度
は、保育
士の働き
かけに応
じながら
行う。ブ
ロック遊
び、プ
フォーミ
ングでの
基地ごっ
こを転々
とし20分
程度遊ぶ
姿を見守
り、片付
けを促す
と当該児
も他の園
児と一緒
に片付け
を行う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・同学年
の他クラ
スの保育
士が、9
時30分頃
に保育室
へ入り様
子を見
る。園児
は、落ち
着いて遊
んでいた
ため担任
保育士と
活動内容
を確認
し、食事
前の活動
の切り替
えから、
複数体制
で保育を
行う。

・他園
児との
衝突に
確認が
取れな
い。転
倒によ
るもの
の可能
があ
る。

・園児の些
細な行動も
見逃さない
ようにす
る。

7877

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 10 12 13 12 5 4 4歳
1.男
児

固定ベルト
装着　　転
んだりしな
いよう激し
い運動は控
える

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１)回/年

2.基
準配
置

危機管理
に対する
職員意識
の薄さ

園内書式
による事
故報告書
の作成・
再発防止
に向け職
員への周
知

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２）回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
遊びの中
で、逃げ
場として
アスレ
チックに
登ってい
た

鬼ごっこ
遊びの中
では、ア
スレチッ
クに登ら
ない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くに居て
本児の動
きを目で
追ってい
たが、鬼
ごっごを
している
他児へ目
を移した
時に転落
してし
まった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼ごっこ
をしてい
ない子ど
もの遊び
を見てい
た

見守り
の大人
に鬼
ごっこ
をして
いる
時、ア
スレ
チック
に登る
事が危
険とい
う意識
がな
かった

アスレチッ
クでの遊び
方を再度、
職員内で押
さえ、契約
職員とも共
有していく

7878

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
６　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故が
あった場
合は速や
かに職員
間で情報
共有し、
再発防止
に努め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

水で石が
濡れてい
た。

水に濡れ
て滑りや
すくなっ
ていない
か、保育
士が実際
に渡って
みるなり
して確認
が必要
だった。
滑りやす
いものな
らば避け
るか、注
意を促す
のか検討
が必要
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

不揃い
石・コン
クリー
ト・水が
濡れて滑
りやすい
ので、ど
の子にも
危険があ
ることを
ふまえ対
応してい
く。

石が濡れ
て滑りや
すい場所
であるこ
とを子ど
もたちに
も周知
し、年齢
にあった
遊び方
(その石
を避け
る、滑る
か可能性
があるの
でゆっく
り歩くな
ど)を指
導する必
要があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
声を掛け
合いなが
ら石の間
をジャン
プしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くにいた
子の対応
をしてい
た。本児
は視界に
入ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
るため、
池の周囲
に立って
いた。

本児は
運動神
経が良
いた
め、安
心して
見守っ
てし
まっ
た。

保育士３名
は全体が見
守れるよう
に見守って
いた。ただ
し水で石が
濡れて滑り
やすい状況
を考える
と、遊びの
範囲が広す
ぎ適切でな
かった。
個々の児童
の発達段階
と力量に
合った保育
及び保育士
の見守り方
法を含め、
安全な保育
の環境設定
をしてい
く。

7879

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

11 3 3 2歳
1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

転倒や衝
突の際ぶ
つけた箇
所の腫
れ、傷の
症状のみ
の視診に
なってし
まった

転倒や衝
突の際ぶ
つけた箇
所以外全
身の視診
や様子を
観察をす
る。3/16
職員会議
にてケガ
について
とマニュ
アルを確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

園庭遊具
（固定遊
具含）の
点検は
行ってい
るが、公
園の固定
遊具の高
さや使用
年齢・遊
び方、注
意点を全
職員での
周知が徹
底されて
いなかっ
た

散歩マッ
プに基づ
いて再度
固定遊具
の再確認
と経路の
危険個所
の再確認
と共有を
計画中4
月末まで
に実行予
定。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の対
象年齢が
合ってい
なかっ
た。

年齢に
あった遊
具で遊
ぶ。
乳児向け
の遊具を
使用した
いが周辺
公園には
ない為、
公園では
遊具以外
で遊ぶ保
育内容に
変更し、
室内用滑
り台を活
用する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は、
活発で
走ったり
動くこと
が好きな
子であ
り、この
日もいつ
もと変わ
らない様
子で遊具
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台周
辺で本児
とその他
の子ども
を見てい
た。本児
が勢いが
つき前方
に転倒し
た場面を
見てすぐ
に駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は別の場
所で他の
子どもた
ちを見て
いた。

滑り台
の近く
にいた
が手を
差し出
すまで
近くで
はな
かっ
た。

滑り台使用
時は保育者
が必ずそば
につく。
保育者の人
数によって
遊具の使え
る範囲を制
限する。

7880

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発表会直
前で、緊
張感を
持って練
習に臨ん
でいた。

緊張の中
でも平常
と変わら
ず、基本
を忠実に
行うよう
に、ま
た、普段
は想定し
ていない
事故が起
きる可能
性を念頭
において
指導にあ
たる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状況
に問題な
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
際に瞬時
に手の届
く距離で
はなかっ
たが、す
ぐに駆け
寄り、怪
我の部
位・程度
を確認；
応急処置
ができ
た。声掛
けも忘れ
ず、児の
不安軽減
にも務め
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
ていたた
め、転倒
を防ぐこ
とが出来
るような
距離では
なかっ
た。担当
職員が対
応してい
る間は、
他の子ど
も達の指
導に入っ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7881

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

31 10 10 11 4 4 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1-2　)回
/年

本児の泣
き方がい
つもと違
うと感じ
て、すぐ
に保育園
に連絡を
したの
で、迅速
で適切な
対応に繋
がった。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

階段等、
高低差が
ある公園
で、職員
の死角と
なりやす
い環境で
あった。

公園とし
ては特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段は注
意事項を
守れて
も、小学
生が入っ
ているの
を見た
り、気に
なる物が
あった
り、誘惑
となる物
があれば
容易に
入ってし
まう年齢
である事

小学生
等、他に
人がいる
場合はそ
の動きに
も注意
し、状況
に応じて
子どもの
声掛けを
増やすよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

尿失禁の
子どもの
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

気になる
ごと物対
応に一
人、残り
2人で全
体を見て
いたがね
本児が転
んだ様子
は見てい
なかった
る

普段は
注意す
れば柵
の中に
入らな
いが、
小学生
が入っ
ている
のを見
て気に
なる物
があ
り、真
似をし
て柵の
中に
入った
と思わ
れる。

職員配置
は、進入禁
止エリア
等、リスク
の高い箇所
を中心に配
置し、突発
の対応で職
員が減る場
合は、お互
いに声をか
け合う。

7882

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

保育園全
体で事故
の危険性
や予防に
ついて話
し合い、
安全に過
ごせるよ
うに努め
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約40)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用前・
毎回)回/
年

子どもが
走り回っ
ても、つ
まづいた
りしない
ように引
き続き園
庭の整備
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常に子ど
もから目
を離さな
いように
努めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
友人と楽
しく追い
かけっこ
をして楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄追いか
けっこを
してお
り、園児
全体を見
ていたの
で、ぶつ
かった時
にそばま
でいった
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

直前まで
側にいた
が、離れ
た場所に
移動した
為、転倒
を防げな
かった。

園庭の
端の方
で追い
かけっ
こを
行って
おり、
スペー
スが十
分にな
く接触
し怪我
につな
がって
しまっ
た。

追いかけっ
こなど大勢
で走る遊び
をする際
は、まわり
をよく見て
行動するよ
うにする。
又、広いス
ペースを確
保して行う
よう気をつ
けていく。

7883

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 17 18 6 6 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

脱臼、歯
根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

新年度、
こどもも
大人も落
ち着かな
い状況で
あった。
合同保育
に切り替
えるタイ
ミングで
保育士の
見守りが
全体に行
き届かな
かった。

職員の立
ち位置や
動き、連
携の在り
方を確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(280　　)
回/年

床で滑り
転倒し
た。

清掃時の
ワックス
を滑りに
くいもの
に変更

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス保
育より移
行し、人
数が増え
たためこ
どもたち
に落ち着
きがなく
なった

職員の立
ち位置を
確認。こ
どもの動
きに合わ
せて見守
るポイン
トを配慮

3.いつ
もより
活発・
活動的
であっ
た

2～3人で
構成遊び
をした
後、違う
場所に移
動しよう
としたと
ころ転
倒。棚に
口元を打
ち付け
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
渡しなが
ら本児た
ちの遊ん
でいる様
子を見
守ってい
た。本児
が立ち上
がったの
で移動し
ようとし
たことに
気づいた
直後転
倒。棚に
口元をぶ
つけたの
で、すぐ
に本児の
もとへ行
き、受傷
箇所を確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児室
から5歳
児室へ移
動する他
児の誘導
に担任1
名、他の
コーナー
で遊ぶこ
どものそ
ばについ
ていた担
任・非常
勤職員３
名、夕方
の水分補
給のため
麦茶を提
供する非
常勤職員
1名。そ
れぞれ、
コーナー
に分かれ
て子ども
の見守り
体制を
とった。

外遊び
から
戻って
きた子
もお
り、室
内活動
の動き
に気持
ちの切
り替
わって
いない
子もお
り、室
内の雰
囲気が
興奮気
味に
なって
しまっ
た

外遊びから
戻り、一呼
吸おいてか
ら合同保育
に移る。ま
た、合同保
育の開始時
間を遅らせ
る。

7884

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 10 7 11 12 4 4 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折(上部
BAAB下部
BAA)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

子ども本
人が大丈
夫だとい
う言葉が
あった
が、患部
の状態を
観察した
際には発
赤、腫脹
が見られ
なかった
ため、様
子を見る
こととし
た。

怪我の状
態を詳し
く観察
し、すぐ
に、看護
師、管理
職に報告
し判断し
ていく。
また、時
間を追っ
て継続
し、様子
を見てい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

鉄製の梯
子に足を
かける時
には、靴
底に砂が
付くこと
で滑りや
すくなる
可能性が
ある

高さのあ
る固定遊
具には常
に付き添
い、声掛
けをして
いく。ま
た、足元
など注意
深く観察
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面に落
下するこ
とはな
かった
が、途中
で身体と
体がぶつ
かった

至近距離
で見守る
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具に興
味を持
ち、遊ぶ
意欲がみ
られた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
傍に付き
添いなが
ら、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

他児を見
守りなが
ら全体を
見てい
た。

園児が
はんと
う棒を
使用す
る際に
は、さ
らなる
集中を
促すこ
とが必
要だと
思われ
る。併
せて、
遊具使
用の際
の注意
点・遊
び方指
導を重
ねてい
く必要
がある

全員が、全
体を見渡
し、常に園
児を見守っ
ていく。リ
スクマネジ
メント研修
に参加

7885

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 9 4 7 0 3 3 5歳
2.女
児

特筆すべき
ことなし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(5)回/年

1.基
準以
上配
置

リスクマ
ネジメン
ト委員が
受けた研
修をわか
りやすく
他のス
タッフに
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭の地
面の材
質、砂を
かぶせて
あり滑っ
たのかも
しれな
い。

乾燥で滑
りそうな
ら水をか
けるなど
してすべ
りにくく
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

毎朝早番
が園庭の
安全確認
をしてい
るが、使
う直前に
再び確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もにも関
わりなが
ら対象児
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ている役
割をして
いる。

身体を鍛え
る運動遊び
をカリキュ
ラムに取り
入れていく

139 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7886

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

9 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

当日や活
動時の配
置人数は
十分に足
りてい
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
多数　)回
/年

いつもと
違った施
設での活
動のた
め、本児
の気持ち
が高まっ
ていた部
分があっ
たかもし
れない。

今回の事
故は園に
隣接する
フィット
ネスジム
の室内で
発生した
ため、な
しとす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は４
～５段の
跳び箱も
跳べる
が、この
時は他の
児達に合
わせて２
段の設定
になって
いた。４
～５段を
跳ぶ勢い
で、助走
等をして
いたと思
われる。

普段と設
定が変わ
るため事
前に声を
かけては
いたが、
より丁寧
に伝えて
いく。ま
た、本児
も勢いを
調整でき
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱が
得意で、
活動を楽
しみにし
ていた様
子が見ら
れ、活動
中も意欲
的に取り
組んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

跳び箱の
介助をす
るため、
スポーツ
教室の
コーチが
近くに付
き添って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じフロ
ア内で違
う活動
（手付き
開脚ジャ
ンプの練
習）をし
ている子
ども達を
見守って
いた

活動が
二手に
分かれ
ていた
ため、
コーチ
や職員
がそれ
ぞれ子
どもを
一人で
見てい
たため
見切れ
なかっ
た可能
性があ
る。

２グループ
に分かれて
おこなう際
の職員の立
ち位置や子
どもの様子
に応じた活
動内容は一
度検討す
る。

7887

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 23 19 21 6 6 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

下唇貫通
創及び下
顎部挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

担任だけ
でなく、
他の職員
も含む立
ち位置。

声の掛け
合いを
し、それ
ぞれの立
ち位置を
確認し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(都度)回/
年

玩具の損
傷はな
かった
が、フラ
フープの
数が不適
切だっ
た。

子どもの
人数によ
り、玩具
の数を調
整する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3クラス
が一緒に
園庭で遊
んでいた
ことで、
使用して
いない玩
具が地面
に
落ちてい
た。

3クラス
が一緒に
遊ぶ時は
使用する
玩具を職
員同士が
確認をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭の端
から遠く
にいる友
だちのと
ころに
走って行
こうとし
て、友だ
ちしか目
に入って
おらず、
地面に落
ちていた
フラフー
プに気が
付かな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
通せるよ
うにと立
ち見守っ
ていた
が、砂場
横にいた
本時が視
界に入っ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの担
当児を見
ていて、
本児は見
ていな
かった。

誰も使
用して
いない
フラ
フープ
が地面
に落ち
ていた
こと
に、職
員が誰
も気付
けな
かった
こと。

子どもだけ
でなく、常
に危険はな
いか意識し
ながら保育
を行うこと
を検証会議
で確認し
た。

7888

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 2 9 4 3 3歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙打撲・
神経壊死

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(８)回/年

2.基
準配
置

特記無し 特記無し
1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

特記無し 特記無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記無し

夕方子ど
もたちが
心理的に
も身体的
にも疲れ
がでてく
る時間帯
での集団
移動とい
う点で
は、子ど
も達が危
険に繋が
る動きを
取らない
よう、児
の行動を
注意深く
見て保育
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
の活動の
時にも１
番になり
たい気持
ちが強め
の児であ
り、当日
も、扉の
ところに
１番に並
び、扉が
開いてす
ぐに階段
を降りよ
うとして
足が滑っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当は、
本児の横
について
いたが、
後続の児
を階段へ
送る為に
目線は廊
下のほう
に向いて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

０歳児ク
ラスと同
じタイミ
ングで階
段を下り
ており、
パート職
員が本児
の目の前
にいて
滑った状
況を見た
が、一瞬
の事で手
を差し伸
べられる
状況では
なかっ
た。

本児の気持
ちが先走り
やすいこと
を考慮し
て、落ち着
いて行動出
来るよう事
前に声をか
けていくと
ともに、危
険が予測さ
れる場面で
は、保育者
が順番を指
定し待つこ
とができる
ようにして
いく。

7889

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

9 3 3 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

上前歯脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
（2)回/年

1.基
準以
上配
置

職員数は
基準以上
である
が、個々
の保育士
としての
スキルの
向上。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任だか
ら大丈
夫、担任
ではない
から問題
があると
いうもの
ではな
く、保育
に携わず
職員間で
共有や連
絡、指示
や協力し
合うこと
が不十分
だったた
め、強化
する必要
がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と手
をつない
でいた児
が転倒、
それにつ
られて転
倒してし
まった。
転倒しそ
うな時は
手を離す
など判断
（対応）
も子ども
達へ知ら
せていく
必要もあ
るのかと
感じる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特になし

室内外
に関わ
らず、
クラス
や子ど
も達に
関わる
職員は
活動や
活動の
切り替
え時
に、注
意すべ
きこと
や気を
付けて
欲しい
ことな
どを共
有し、
リー
ダーは
適宜指
示を出
せるこ
と必要
があ
る。

メンバー
は、リー
ダーに頼り
すぎるので
はなく、自
分自身も保
育者の一人
として危険
や不安があ
れば共有
し、全体で
子ども達を
見ていくと
いう意識が
欠けてい
る。

7890

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 1 1 6歳
1.男
児

在胎週数23
週　703ℊに
て出生（出
生児仮死状
態）ＮＩＣ
Ｕに5か月
入院する。
療育にて作
業療法等継
続中。平成
31年4月
（本人4歳
時）転倒に
よる歯牙打
撲にて左上
Ａ乳歯亜脱
臼にて加
療。現在治
癒。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１回/月
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

少人数で
スペース
にゆとり
を持って
遊ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゲーム中
の衝突を
防止する
ためコー
トを広く
とった
分、外野
のスペー
スが狭く
なってし
まったこ
とを子ど
もたちに
知らせ、
ボールを
取りに行
く際の注
意喚起を
した。

ボールを
取りに行
く際の注
意を子ど
もたちに
再認識さ
せた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りゲーム
に意欲的
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ゲームの
審判をし
ながら当
該児を視
野に入れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任が1
名のみ。

活動前
の準備
運動及
びルー
ル説明
の不
足。

ゲーム前の
準備体操を
より確実に
行い定着化
させていく
（子どもた
ちにも意識
化するよう
に）　　全
体にだけで
はなくルー
ルなどは個
人の理解力
に応じ丁寧
に伝えてい
く
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7891

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

21 15 13 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

月に１回
研修を
行ってい
たが、職
員の安全
管理に対
する意識
が薄れて
いた。

研修に加
えて、会
議を活用
して事例
を踏まえ
て安全管
理につい
て注意喚
起を行い
各職員の
意識の向
上に務め
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

傾斜面で
子どもが
走り出し
た時に止
まりにく
く、芝生
が生い
茂ってい
たため、
子供が転
倒しやす
い環境
だった。

子どもの
予測でき
る行動を
考慮して
公園で活
動する際
は、危険
予測し安
全な場所
を選択す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ってく
る本児を
目の前で
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グループ
に分かれ
て遊びを
行ってい
た。

傾斜面
で子供
が転倒
しやす
い環境
であ
り、保
育士の
配置と
しても
子供を
すぐ支
えられ
る位置
にいな
かっ
た。

傾斜面で子
供が転倒し
やすい環境
で遊ぶ場
合、すぐに
子供を受け
止められる
位置に保育
士がいる必
要がある。
配置が難し
いようであ
れば、傾斜
面を選ばず
安全な場所
を選ぶ。

7892

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

7 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
必要時　)
回/年

1.基
準以
上配
置

他児が遊
んだシャ
ベルを排
水溝の穴
に刺した
ままその
場を離れ
ていたこ
とに気づ
かなかっ
た。

死角に
なってい
る場所へ
目を向け
ることが
必要だっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　12)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

運動会
（〇/
〇）のた
め、遊具
（太鼓
橋）を移
動してい
た。
遊びに支
障はな
かった
が、普段
と違う配
置だった
ことも要
因の一つ
になった
と考えら
れる。

遊具の場
所につい
て検討し
移動す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

排水溝の
穴にシャ
ベルを刺
して遊ん
でいた子
どもがい
たが、
シャベル
をそのま
まにして
その場を
離れてい
た。

シャベル
（玩具）
の使い方
や片づけ
を徹底す
る。
排水溝ま
でも遊び
に使うこ
とがある
ため、戸
外遊び中
は排水溝
にシート
を敷き、
穴をふさ
いでお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を
走ってい
た。狭い
ところを
通り抜け
たかった
ようで、
遊具と木
の間をす
り抜けよ
うとして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が
走ってい
るのを見
ていた。
足元に
シャベル
が刺さっ
ているこ
とには気
づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たのが7
名だった
ため、ほ
かの職員
は残りの
園児を連
れて、園
内に入
り、食事
の準備
や、子ど
もたちに
向けての
話をして
いた。

年長児
なので
保育士1
人で7名
を見れ
ていた
が防げ
なかっ
た。

園庭の死角
の安全確認
が必要だっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7893

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

5 5 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
場所が、
新型コロ
ナウイル
ス感染症
対策の為
に登園し
てから、
保育室へ
移動する
間に過ご
すために
設けた場
所であっ
た。

保育室以
外の設定
したコー
ナーで過
ごす時の
注意点を
職員一
同、再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
集中して
遊べる保
育を行え
ていな
かった
為、玩具
を変える
等、落ち
着いて過
ごせる保
育環境を
提供する
べきで
あった。

1．事故
発生場所
にコー
ナーガー
ドを設置
2．座っ
て遊ぶ場
所である
ことを伝
える絵を
掲示し再
認識する
よう促
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
本来なら
座って遊
ぶ場所で
あるが、
職員に伝
えたいこ
とがあっ
て職員を
呼びなが
ら走り出
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら約2
メートル
の場所で
「登園
簿」を記
入してい
たため、
事故発生
時に背を
向けてい
た。園児
から呼ば
れた際、
直ぐに反
応してい
なかっ
た。

3歳児5名
に職員1
名の配置
であった
ため同室
には他の
職員は居
なかっ
た。

職員配置
は適切で
あったが
入職した
ばかりの
新卒者で
あった
為、不慣
れであっ
た。子ど
もたちに
背を向け
て文字を
書き、目
を離した
ため、対
象児の動
きを視野
に入れて
いなかっ
た。

「登園簿」
を記入する
際、子ども
たちが静か
に座って遊
んでいる状
況であるこ
とを確認
し、なおか
つ、記入す
る際は子ど
もたちに背
を向けずに
ボードを手
に持って記
入する。

7894

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 0 5 5 4 6 6 0 4 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

引き続き
職員の安
全に対す
る共通理
解を図
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

引き続き
施設、遊
具、玩具
の管理、
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続き
安全に考
慮し保育
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の保育
中、年少
児の弟と
追いか
けっこし
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

安全に留
意し、活
動を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体が見
えるよ
う、また
目を配り
ながら、
個々の園
児の動き
を見守っ
ていた。

追いか
けっこ
をして
いて、
咄嗟に
転倒を
した。

引き続き安
全に活動が
出来るよう
に配慮し見
守る。

7895

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1 5歳
2.女
児

事故誘因の
その他は
「自損・不
慮の事故」
とする

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指不
全骨折 
⇒　右小
指骨折
（令和2
年12月28
日　病名
確定）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１回/月
2.基
準配
置

職員配置
配、遊ば
せ方は問
題ないと
思ってい
たが事故
が起きた
ので詳細
を見直し
ていく

全職員に
怪我が起
こった経
緯と対応
策を周知
し情報共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭や環
境等につ
いてはな
し、園庭
のコン
ディショ
ンも良好
であった

今後は想
定外のケ
ガや事故
が起こる
かもしれ
ないとい
うことを
考えなが
ら、環境
を整え安
全に配慮
した保育
をしてい
く．ボー
ルに空気
が適正に
保たれて
いるか事
前に点検
をする。
やわらか
いものに
変更す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１．ドッ
ジボール
前の準備
体操を徹
底してい
く。　　
2. ボー
ルを取る
ときは指
先ではな
く胸でと
るように
子どもた
ちに指導
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゲームを
理解し遊
んでい
た。常に
ふわふわ
とした動
きで、他
児に比べ
ると反射
神経や俊
敏性に欠
ける部分
がある。
腕の力が
弱く、日
ごろから
ぶら下が
り・鉄
棒・四つ
這い等の
動きのあ
そびを積
極的に
行ってき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判をし
ていた担
任が事故
の状況を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

研修にい
くため、
先に休憩
を取りそ
の場には
いなかっ
た

・ボールに
当たるとけ
がをすると
いうことを
子どもに知
らせてい
く。　　　　
・けがをし
ないように
するために
は準備体操
等が必要で
あることを
知らせ習慣
づけてい
く。

7896

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

13 8

卒
園
児
5
名
（
小
1
）

2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首下
部剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２)回/年

2.基
準配
置

なし

職員の基
準配置内
であるた
め

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

3.未実施
実施頻度(　
　　)回/
年

なし
公共施設
のため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

すべり台
自体が大
きなすべ
り台であ
る為、職
員の見守
る位置を
普段より
近くに
し、子ど
もへの安
全への声
がけ頻度
も普段よ
り高める
べきで
あった

滑る位置
で見守
り、危険
行動がな
いか近く
で確認す
べきだっ
た

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
に会う友
達との交
流活動で
興奮して
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊び慣れ
ている固
定遊具で
あること
と小学生
がいたこ
とで安全
への認識
を普段の
状況より
甘く見て
しまった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記同
様、遊び
慣れてい
る遊具で
あったた
め認識が
甘くなっ
てしまっ
た

自分も
はやく
すべり
たい、
一緒に
すべり
たいと
いう気
持ちが
強く
なった

どの遊びで
も順番や
ルールの確
認の徹底を
する

7897

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 4 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

怪我が発
生した場
所が危険
箇所とマ
ニュアル
に具体的
に明記さ
れていな
いことか
ら、職員
に認識さ
れていな
かった

園庭での
遊び方や
危険箇所
や遊具の
使い方等
を具体的
に記載し
た「園庭
での遊び
方」マ
ニュアル
を5月末
までに作
成する。
作成後は
職員へ周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭は砂
混じりの
土になっ
ている。
事故発生
場所の正
門の前は
コンク
リート
で、園舎
に向かっ
て軽度の
傾斜があ
る。正門
前と園庭
との境に
は側溝が
あり、段
差もある
ため、こ
の辺りは
つまず
き、滑り
やすい状
態であっ
た。

怪我を起
した場所
に園児が
侵入出来
ないよい
うに、
コーンポ
スト・
コーン
バーを設
置する。
（4月30
日設置)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
ぶ約束の
中に、正
門前が滑
りやすい
と保育士
が認識し
ていな
かったこ
とから、
危険な箇
所として
園児に知
らせてい
なかっ
た。

園庭遊び
のきまり
のひとつ
に正門前
が危険箇
所である
ことを園
児に知ら
せ、園児
自身も気
を付ける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親と元
気に登園
する。機
嫌よく過
ごす。園
庭に出る
と、仲の
良い他児
と一緒に
鬼ごっこ
を始め、
楽しそう
に走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任①：
鬼ごっこ
をしてい
るグルー
プと庭で
砂遊びを
している
グループ
がいたた
め、子ど
も達が遊
ぶ全体を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任②：
園庭で担
当職員と
共に園児
を見てい
たが、他
の園児の
擦過傷の
手当をし
ていたた
めテラス
にいた。
担任③：
事務仕事
をしてい
た。
パート職
員：テラ
スで玩具
の消毒を
してい
た。

対象児が転倒後

担任①が駆け寄

り声をかける。

左腕の動きを確

認すると手指が

動いていたので

大丈夫と思いテ

ラスで休ませる

だけにしてし

まった。担任②

も対象児を引き

継いだ後に左腕

の動きを確認

し、流水で冷や

したところ痛み

が引いた様子

だったので、打

身だろうと思っ

た。その後保育

室に戻り着脱動

作が出来ず、対

象児も「痛い」

と訴えたことで

初めて打身では

ないと気づき看

護師・園長に報

告する。担任

①・②は自己判

断したことから

受診するまでに

時間が経過して

しまった。担任

②が他児の怪我

の手当に追わ

れ、担任①だけ

で保育する時間

が出来てしまい

担任③やパート

職員へ状況を知

らせ保育の交代

を頼むことをし

なかった。

・園児の怪我は自己
判断せず、重症化す
ることも想定して看
護師・園長に報告す
る。
・園庭活動の際に、
他クラスと重なる場
合は、クラス間で話
し合い安全に園児が
遊べる活動の場を確
保する。
・園庭を見守る職員
が、その場から離れ
る場合は、他の職員
へ声をかけ交代し、
見守り職員を確保
し、園児の遊ぶ位置
に死角がないように
する。
・園児には事故発生
場所で遊ばないこと
を、コーンポスト・
コーンバーを設置
し、視覚で知らせる
とともに、なぜ遊ん
ではいけないのか理
由はっきりさせ、き
まりごとの1つとして
知らせていく。
◎5月10日主任がリー
ダーとなり、クラス
会議で改善策を話し
合う。
◎5月14日会議にて職
員へ報告し他職員へ
周知する。
◎園長は重大な事故
が発生した時は、速
やかに法人及び私立
保育園係へ報告を怠
らないこと。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7898

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

30 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

アスレ
チック上
部の木製
床面の老
化により
ササクレ
が発生し
ていた。
しかし、
床面は滑
り止めの
ため溝切
り加工が
されてお
り、ササ
クレを発
見しにく
い仕様で
あった。

戸外活動
で利用す
る公園の
遊具等に
ついて、
利用前に
状態を注
意深く観
察する。
状態に
よっては
利用を中
止する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アスレ
チック上
部の狭い
場所に複
数の園児
が遊んで
いた。保
育士から
の帰園の
声掛けを
聞いて方
向転換し
た他児と
接触して
膝をつい
た。

アスレ
チックで
遊ぶ際、
遊び始め
る前に遊
具の確認
を行って
いく。ま
た、アス
レチック
上部に複
数の児童
が集まる
ことのな
いよう、
職員が言
葉をかけ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

アスレ
チック上
部で他児
と接触
し、床に
膝をつい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

帰園時間
が迫り、
アスレ
チック上
部にいる
複数の園
児に降り
るようう
ながして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰園のた
め、集
合・整列
した園児
のそばに
1名。水
分補給の
ため水筒
から給水
している
園児のそ
ばに1
名。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7899

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

13 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘不全
骨折（上
腕骨外側
上顆のひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.基
準以
上配
置

前年度は
年齢的に
小さいこ
とから、
ケガが発
生した石
段の箇所
では遊ば
ないこと
としてお
り、4月
に進級し
てから遊
ぶように
なった場
所だっ
た。

これまで
の活動状
況（本事
象が発生
した箇所
は前年度
は使用し
ていな
かった）
を踏ま
え、成長
に応じた
使用方法
を定め
る。
初めて遊
ぶ場所に
おいては
職員の立
ち位置を
あらかじ
め確認し
ておく。

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨上がり
でぬかる
んでいる
場所もあ
り、靴に
泥が付い
ていて滑
りやすい
状況だっ
た。

雨上がり
等いつも
と異なる
状況のと
きには、
高さのあ
る場所や
滑りやす
い場所で
は遊ばな
い等、天
候による
影響を考
慮し、活
動場所を
設定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園の木
の周りに
設置され
ている石
段の上
で、他児
2名と虫
を探して
遊んでい
た時、本
児は足を
踏み外
し、約50
㎝の高さ
から転
倒。横向
きで落ち
てしまっ
たため、
右腕を強
く打撲。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体をみ
る役割の
保育士
が、目の
前のトラ
ブルで泣
いていた
児の対応
にあたっ
ていたた
め、近い
ところで
動きを把
握できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
職員1名
は、公園
から出て
いきたが
る多動傾
向がある
児の対応
を行い、
もう1人
の職員は
配慮が必
要な児と
前の石段
で遊ぶ3
名に目を
配ってい
たため、
木の反対
側にいた
当該児に
は気を配
れなかっ
た。

全体を
みる役
割で
あった
職員が
その他
の子ど
もの対
応をし
ていた
状況で
あった
が、本
来は他
の職員
に声を
かけ、
全体を
見守る
体制を
維持す
べきで
あっ
た。

①高さのあ
る場所は、
手を差し伸
べられる位
置に保育者
を配置でき
る場合に使
用する。配
置できない
場合には中
止する。
②特定の子
どもが集団
から外れる
時のパター
ンを予め想
定し、声を
掛け合いな
がら配置や
全体を見守
る役割への
切り替えに
ついて共有
する。

7900

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

21 5 4 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯の脱
臼・亜脱
臼・歯根
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
6　)回/年

1.基
準以
上配
置

担任が変
わり、新
入園児が
入ったこ
とで、ま
だ子ども
の特性や
注意点が
つかみき
れていな
かったよ
うに思わ
れる。

職員配置は十分
されているが、
列の間が空いた
り、道路を横断
するときに
あわてさせたり
しないように引
率する余裕を持
つ。職員会議で
事故の報告を行
い、情報の共有
を行う。新年度
は新入園児も迎
えるので
子どもの様子
や、子どもが環
境に十分慣れる
まで活動内容を
検討していく。
年度の初めに散
歩先の選択につ
いて、散歩時の
注意事項を再確
認する。
今までの研修の
ほか、事故予防
に関する研修を
計画する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

まだ子供
それぞれ
の身体能
力に差の
ある時期
なので、
考慮し、
活動を考
える。

年齢に応
じた散歩
先を確認
する。
（各クラ
スで目安
になる散
歩先の一
覧表を作
成す
る。）年
度初めに
職員間で
確認して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転ぶとき
に手が出
ず、顔面
を道路に
打ち付け
てしまっ
た。

転んだ時
に手が出
るように
月２回の
体育遊び
で運動機
能を養っ
ていく。
遊びの中
でも散歩
の距離を
少しづづ
伸ばした
り、集団
で歩く練
習を引き
続き行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　散歩時
は、嫌が
る様子も
なくいつ
もと変わ
らずに歩
いてい
た。先頭
の列の子
達が先に
行ったの
を見て慌
てたのか
もしれな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

誘導のた
め、左
右、前方
の確認を
するため
子どもか
ら目を離
したすき
に転んで
しまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　道路を
渡る子供
の列をみ
ていて転
ぶ様子を
見ていた
が、瞬時
の出来事
で、防ぐ
ことは出
来なかっ
た。

集団で
の散歩
になれ
ていな
かった
こと、
散歩先
から帰
園中、
もうす
ぐ園に
つくと
ころで
あり、
疲れも
あった
ことも
考えら
れる。

４月当初は
園庭遊び中
心で、園外
散歩はして
いなかっ
た。園外散
歩も近い場
所を選んで
いたが、新
入園児に対
しては、子
ども同士の
手つなぎの
開始時期・
散歩先の選
択等子ども
の様子を見
て慎重に検
討する。
新入園児は
慣れるまで
大人と手を
つなぐ

7901

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一中
足骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は適切で
あった
が、遊具
の扱いの
詳細まで
確認して
いなかっ
た。

事故に繋
がる遊具
の扱い方
について
検証し、
園児の遊
び方に留
意してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

日々の安
全点検は
実施し不
備はな
かった
が、遊具
の構造や
園児の扱
いについ
て改めて
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見た目で
はわから
ないアク
シデント
に気づけ
るよう、
注意して
園児の動
きを見る
ように職
員間で周
知徹底し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・コンビ
カーに乗
ることは
それまで
も経験し
ていて、
本児も普
段と変わ
りなく
乗って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・遊戯室
全体で遊
んでいた
ので、本
児が目に
入るよう
に近くで
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・3名の
保育士が
それぞれ
遊戯室内
に分散し
て園児を
見守って
いた。

本児が
「足が
痛い」
と何度
か訴え
ていた
が、担
当3名が
そのこ
とを共
有でき
ないま
ま過ご
してし
まった
ため、
異常に
気付く
のが遅
れてし
まっ
た。

園児に変化
があった場
合は小さな
ことでも情
報共有し
て、対処す
る。

7902

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

9 5 5 0歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
皮下血
種、右測
頭部ヒビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

事例など
をもとに
クラスで
話し合い
をして自
分のクラ
スならど
う対応す
るか意見
を出し合
いながら
安全への
意識を高
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

マットを
遊ぶ場所
全面に敷
き詰めて
おらず、
マットの
ない床に
転倒し、
強打した
為、重傷
を負っ
た。

マットを
敷き詰め
ることで
安全に遊
べる環境
作り。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

調乳と排
泄で一人
ずつ保育
室外にい
た為保育
室にいる
職員の人
数が少な
かった。

保育室外
に出る職
員は一人
にする
か、他の
職員を呼
ぶなどし
て園児を
みる職員
を確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児を
見てはい
たが、入
眠中の子
の様子も
見ていた
為当該児
の見守り
に集中で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の入眠
中の子の
見守り1
名、オム
ツ替え1
名、調乳
1名、低
月齢児を
抱っこす
る保育者
1名

入眠中
の園児
がいた
ため当
該児へ
の補助
に集中
できな
かった
ため手
を添え
るのが
遅れ
た。又
立膝で
はな
かった
ため間
に合わ
ずにい
た。

入眠中の子
の場所を分
散せず一か
所にするこ
とで遊び中
の子への補
助、見守り
へ集中でき
るようにす
る。又保育
者はすぐに
動けるよう
に体制を整
えていく。

7903

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

17 4 4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

職員の人
数、配置
に問題は
なかっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

遊具が使
用する児
に対して
適切な年
齢や能力
が合って
いるか、
使用前に
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

動きが大
きい園児
で慎重さ
に欠ける
ところが
あった
が、何度
か経験し
ているの
で大丈夫
と思っ
た。

咄嗟の動
きにも対
応できる
よう、本
児の傾向
も踏まえ
て側につ
いてい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慌ててふ
ざけたり
する様子
もなく
登ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ステップ
の内側に
立ち、見
ていたが
外側に転
落してし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

走る場
所、すべ
る側、
原っぱの
所など、
それぞれ
ポイント
となる場
所につい
ていた。

人員配
置は問
題な
かった
と思う
が、ポ
イント
とし
て、ら
せん階
段の外
側に付
いてい
たら良
かった
かもし
れな
い。

配慮が必要
な子という
意識を持っ
た対応が必
要だった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7904

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆状骨
折・左尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

引き続き
研修を受
講するな
どして、
危機管理
意識を高
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(280)回/
年

定期点検
は実施し
ている
が、日常
の保育の
中でも危
険個所が
ないか常
に注意を
払ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目印とし
て三角錐
のお手玉
を使用し
ていた。
これま
で、お手
玉を使用
して転倒
する事例
がなかっ
たので、
お手玉を
踏んで転
倒するこ
とを予測
すること
が出来な
かった事
が要因と
考える。

目印とし
て置くも
のは、踏
んでも滑
らないも
のとし
て、ソフ
トなコー
ナーポス
トを使用
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日々の保
育で、音
楽に合わ
せた表現
活動を
行ってい
た。当日
も、音楽
に合わせ
て三角錐
のお手玉
の周りを
スキップ
で2回
周ってい
た。3回
目に行っ
た際にお
手玉を踏
んで転倒
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ピアノの
そばに
立って全
体の様子
を観てい
た。　

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

保育士１
名：ピア
ノを弾い
ていた。　
保育士１
名：待機
している
子どもと
一緒に
座って見
守ってい
た。

引き続き担
任間で役割
分担を明確
にし、子ど
もの動きを
把握できる
ようにして
いく。

7905

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 0 0 0 17 6 0 0 2 2 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右前歯破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(不明)回/
年

2.基
準配
置

なし

現在の問
題点を洗
い出した
上で、事
故予防マ
ニュアル
を参考に
保育現場
に合わせ
た怪我対
策を再度
考え実施
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

引き続き
点検を継
続し、気
付いたこ
と・改善
が必要な
ことは全
職員に周
知してい
く。

7.その
他

午睡明け
の一人ひ
とり子ど
もの身支
度の行動
が多様で
あったた
め、保育
士がクラ
ス全体を
見渡せて
いなかっ
た。

身支度を
終えたら
一旦着席
するよう
促し、落
ち着いて
次の行動
へ移せる
ようにす
る。保育
士も全体
を見渡し
安全に過
ごせるよ
うに見守
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育室内
の園児の
行動が多
様であ
り、落ち
着いた雰
囲気では
なかった
ため一時
的に気分
が高揚し
ダンスを
踊った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くにい
たが、背
を向けて
いたため
対象児の
危険な動
きに気付
くことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレ前
に立ち、
排泄をし
ている園
児の対応
をしてい
たため、
対象児を
見れてい
なかっ
た。

トイレを
見守る保
育士、保
育室内で
個別対応
をしてい
る保育士
がいた
が、互い
に園児を
見ている
と思い込
み園児か
ら目を離
していた
時間が
あった。
身支度を
終えた園
児は着席
する声掛
けができ
ていな
かった。

保育士は園
児全員を見
渡せる位置
に立つ。園
児から目を
離す際は、
他の保育士
に声をかけ
子ども一人
ひとりの行
動を把握す
る。身支度
が終了した
園児には必
ず着席を促
す声掛けを
し、視野に
入れながら
最後まで行
動を確認す
る。

7906

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

22 9 7 6 4 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右前歯破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

なし
2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

無し。 
多摩市の
公園の整
備に問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し。　
保育に問
題はな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は普
段通りで
あり、普
段から散
歩に行く
公園内に
ある石段
を上ろう
とした.

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもの様
子を見る
ため本児
と離れた
位置、本
児の背中
側にい
た、転倒
している
姿が見ら
れ駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

常勤保育
士は年長
児の集合
写真を
撮ってい
た。又非
常勤職員
は配慮が
必要な子
どもにつ
いて一緒
に遊んで
いた。

石段などの
ケガが起き
やすい場所
の近くに保
育者がいる
ようにす
る。

7907

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

朝日町第
二公園へ
遊びに行
くのは３
回目くら
いであ
り、比較
的大人も
子どもも
慣れてい
ない場所
であっ
た。

定期的に
会議にて
振り返
り・共有
をしてい
るが、あ
まり行き
慣れてい
ない公園
について
は、より
担当間で
危険個所
の確認を
したり、
会議等で
共有して
いく。ま
た、危険
個所の確
認事項に
ついても
会議で確
認し、共
通の視点
で見られ
るように
してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

砂場の縁
にコンク
リート製
の段差が
２段あ
り、他の
公園には
あまり見
られない
ような構
造にも
なってい
た。

通い慣れ
ていない
公園や、
普段とは
異なる状
況、今回
のように
見慣れな
い構造に
なってい
る物につ
いては、
安全確認
をより
行ってい
き、子ど
もとも注
意点を確
認してか
ら遊び始
めるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもの
ように遊
ぶ姿を見
守り、適
宜声を掛
けていた
が、砂場
内にて
走ってい
た児に対
して、危
険予測を
して子ど
もにも伝
える事が
必要だっ
た。

今回のよ
うに見慣
れない構
造になっ
ている物
について
は、遊ぶ
前子ども
達に対し
て「砂場
に段差が
あるか
ら、通る
時には気
を付けて
ね」等声
を掛け
て、注意
喚起をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらぬ
様子で、
元気に体
を動かし
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

砂場に隣
接してい
るベンチ
でも遊ん
でいる児
がいたた
め、砂場
も目を向
けられる
立ち位置
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り台に
て滑って
遊ぶ児、
滑り台下
で見立て
遊びをし
ている児
がいたた
め、滑り
台付近で
見守って
いた。今
回怪我を
した児も
滑り台下
の見立て
遊びに
入ってい
た為、本
児が砂場
に移動す
る姿も見
ていた。

担当間での
連携をより
行ってい
く。その場
での声掛け
合いはもち
ろん、危険
予測の共有
や事前の確
認も行って
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7908

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 5 5 0 0 0 0 0 3 3 1歳
2.女
児

今回の事象
の発生理由
とは考えに
くいが、卵
アレルギー
あり。発生
の1週間程
前に反復性
耳下腺炎と
の診断され
た経緯あ
り。

8.その他
1.負
傷

1.意識不
明

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

7.その
他

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室の
手前のお
支度コー
ナーに入
るまでは
いつも通
り活気も
あり会話
も可能で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

非常勤保
育士が母
と本児の
様子を最
初にみ
る。その
後常勤保
育士が状
況確認
し、園長
へ報告。
救急車の
手配と園
医への協
力依頼の
電話をか
け、園
長・母・
女児で園
医のクリ
ニックへ
向かう。

対応に当
たらな
かった常
勤保育
士、非常
勤保育士
は他の子
どもの対
応をす
る。保育
室外での
事象のた
め直接関
わること
はなかっ
た。

7909

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 1 1 4歳
1.男
児

特記なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

事故防止
に対する
マニュア
ルや研修
は実施さ
れていた

骨折事例
の周知　
園内ハ
ザード
マップの
作成

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

定期的に
点検が行
われてい
た。床の
乾燥対策
の実施。

安全点検
の継続、
事故予防
策の継続　
転倒箇所
に滑り止
めの設置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

過去に同
一個所に
於いて転
倒事例は
なかった

滑り止め
の設置

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

帰りの会
を実施
中、トイ
レから
走って
戻ってく
るのを確
認した。
日頃、走
らないよ
うに伝え
ているた
め注意し
ようとし
た矢先に
転倒して
しまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任
は、ク
ラス全
体を
リード
する中
で起
こった
事故で
あり身
体補助
で助け
ること
は難し
かっ
た。

廊下は走ら
ないなどの
お約束を徹
底していく

7910

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 14 12 4 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士3
名で声を
掛け合い
ながら全
体を把握
していな
いといけ
ない状況
の中、誰
も該当園
児の動き
を把握せ
ずにいた
ため。

職員3名
で声を掛
け合い、
常に3名
で27名の
動きが視
野に入る
位置で遊
びを見守
る。ま
た、そり
をする場
合はすべ
る範囲を
約束事と
して決
め、必ず
すべる場
所の近く
に職員を
配置する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの登園

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士3
名にて
４・５歳
児２７名
の戸外活
動してい
た。3名
とも該当
園児の動
きを
見れてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士3
名にて
４・５歳
児２７名
の戸外活
動してい
た。3名
とも該当
園児の動
きを
見れてい
なかった

公園内
山で走
り回る
子、そ
り滑り
をする
子に分
かれて
遊んで
いた。
そりを
する子
はすべ
る場所
と登る
場所は
自由だ
が、す
べる際
は下に
誰もい
ないこ
とを確
認して
から滑
るルー
ルとし
て遊ん
でい
た。

職員3名で声
を掛け合
い、常に3名
で27名の動
きが視野に
入る位置で
遊びを見守
る

7911

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 0 0 8 6 5 5 0 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左前歯の
外傷性歯
打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

会社全体
としての
マニュア
ルはある
が、当園
としての
遊具の使
用方法の
ルールが
決められ
ていな
かった。

当園にあ
る遊具に
合わせた
ルールを
決める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の使
用方法の
統一がな
されてい
ない状況
があっ
た。

遊び方の
ルールを
決めた。
（・お
にっごの
際には固
定遊具は
使用しな
い事・物
を持って
固定遊具
を使用し
ない事・
固定遊具
の側面登
りは行わ
ない事・
すべり台
をさかさ
まから登
ることは
しない
事）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者が
鬼ごっこ
中に遊具
を使わな
いように
声かけを
する時も
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２人の職
員で子ど
も達を見
ていた
が、場所
の配置が
死角の出
来るもの
になって
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具の後
ろ側に気
付いてい
ない様子
があり、
声をかけ
合って対
応をし
た。

夕方の
合同保
育を行
う際、
職員が
どこで
何を行
うべき
かとい
うルー
ルを決
めてい
なかっ
た。

．夕方合同
保育の際、
職員配置が
２名だった
場合の立つ
べき場所
（死角を作
らない場所
２箇所）を
確認した。
・夕方の合
同保育の時
間は子ども
の帰園時間
であり動き
が流動的と
なる。その
為保育者は
遊びには入
らず見守り
に徹するよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7912

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 0 6 1 5 1 0 2 2 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭に出
ていた大
人の人
数、保育
士の経
験、立ち
位置につ
いても特
に問題点
は見つか
らない

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

太鼓橋の
下にひい
ている
マットに
砂があっ
た状態で
使ってい
た為、着
地の際滑
りやすい
状態だっ
た。

使用する
際には必
ず砂を払
う事を全
職員と共
有した。
またすぐ
に砂を払
えるよう
に遊具の
側にほう
きを常設
する事に
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
人数に対
して大人
の配置、
立ち位置
にも問題
は無かっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に受け
入れ時に
も変わっ
た様子は
なく、視
診の際も
気になる
点は無
かった。
太鼓橋で
あそぶの
も本児に
とっては
日常であ
り、気に
なる姿は
感じられ
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

太鼓橋に
いたほか
の子ども
につきな
がら本児
の様子を
見ていた
が、着地
で滑るこ
とが予想
できず手
を出した
時には尻
もちをつ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

太鼓橋以
外であそ
んでいる
子ども
（砂場、
鬼ごっ
こ、ボー
ル投げ）
を見てい
た為、太
鼓橋へ意
識は向け
られてい
なかった

太鼓橋
を登ろ
うとし
ている
子ども
に職員
がつい
ていた
為、ま
た本児
がいつ
も安定
した動
きで太
鼓橋で
あそん
でいる
為、本
児に1対
1で付い
ていな
かった
為、し
りもち
をつく
前に対
応が出
来な
かっ
た。

太鼓橋に子
どもがいる
場合は、す
ぐに手が出
せる範囲で
見守る事を
徹底する。

7913

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 0 0 0 10 10 9 0 5 5 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第5指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児があ
えてス
ペースが
狭いほう
を通ろう
とした際
に、積み
木の上や
その間を
歩きつま
ずいて転
倒

さらに十
分な場所
の確保や
スペース
にあった
積み木の
数にする
こと、時
間に
余裕を持
たせて片
付けがで
きるよう
にするな
ど改善す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
の様子で
登園し、
積み木の
コーナー
で遊びを
楽しんで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士の
周囲半径
1メート
ル以内の
スペース
に本児を
含め３～
4人遊ん
でいた
が、まだ
クラスの
職員が全
員揃って
いない時
間帯で全
体を見守
りながら
一緒に遊
んだり片
付けをし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の時間
のため、
お部屋全
体の半面
づつで子
どもたち
のあそび
に寄り添
い、見
守ってい
た

本児が
積み木
の上を
歩いた
りなど
して起
こった
ケガだ
が、事
故直後
に痛が
る素振
りや訴
えるこ
とがな
かった

保育士がい
つも子ども
の小さな変
化に気づけ
るようにす
ることや、
ケガを
した際には
保育士にす
ぐ教えて欲
しいことを
子どもにも
伝えていく

7914

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44    11 17 16 3 3 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
8)回/年

2.基
準配
置

事故発生
後に、対
応した職
員で話し
合いを
し、全職
員に職員
会議等で
周知し、
事故防止
マニュア
ルに沿っ
ての対策
を確認し
ていた
が、マ
ニュアル
の活用、
事故予防
に関する
研修を実
施してい
なかっ
た。

〇事故発生後
の検証だけで
なく、日頃よ
り事故予防に
関する研修を
計画的に実施
する・事故予
防マニュアル
の読み合わせ
を行い、職員
間で共有す
る。・事例等
をもとに保育
士の位置や連
携の取り方な
どの確認や職
員同士で意見
を出し
合い改善策等
共有する。
〇事故が発生
した際は、担
任や関係者で
現場確認や原
因の検証を行
い改善策を考
え、事故報告
書やヒヤリ
ハット記録を
作成する。・
報告書をもと
に、職員会議
等で全職員に
周知し事故予
防、再発防止
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(211)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(211)回/
年

本児が転
んだ場所
は固定遊
具の横で
狭く段差
もあった

柵などの
設置が出
来ないの
で、子ど
もたちが
通らない
ように目
印として
カラー
コーンを
設置し
た。ま
た、この
場所は狭
く危ない
場所であ
ることを
子どもた
ちに伝え
一緒に確
認した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・それぞれ
の遊びを楽
しみ、園庭
を自由に走
れる環境で
あったが、
子どもたち
の遊びの状
況により一
か所に子ど
もたちが集
まって遊ぶ
所ができ保
育士が見守
りづらい場
所ができて
いた
・園庭で自
由に走り回
れる環境で
あったが、
固定遊具の
後ろや横
は、狭く段
差もあっ
た。躓くだ
けでなく他
児との衝突
にもつなが
る恐れがあ
る。

・過度に
子どもの
遊び方を
制限する
のではな
く、園庭
を子ども
たちが安
全に楽し
く自由に
走り回れ
 るよう
に、固定
遊具の後
ろや横な
ど狭い場
所の方は
追いか
けっこな
どで行か
ないよう
にルール
を決め
た。
・保育士
同士連携
をとり、
立ち位置
に気をつ
ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後の園
庭遊びで
友達と普
通通りに
元気に友
達と一緒
に走り
回って遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同クラス
の数名の
園児が鉄
棒を始め
た。担当
保育士は
見守り場
所を離れ
鉄棒をし
ている園
児の補助
について
いたた
め、本児
の動きや
転んだ場
面などは
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

残り2名
で園庭遊
びを見
守ってい
たが、自
分の担当
クラス中
心の見守
りとなっ
ていたた
め,本児
の遊んで
いる様子
や転んだ
場面など
は見てい
なかった

・職員の位
置や場所を
離れるとき
の声掛けな
どは、当日
していな
かった。
・保育士
は、3方向
から園庭全
体を見てい
たが、自分
のクラス中
心の見守り
になってい
たので、死
角になった
場所があっ
た。
・保育士は
子どもの動
きに合わせ
てそれぞれ
が移動して
いいたた
め、園庭全
体をみてい
る保育士が
いなかっ
た。

・職員が自
分の持ち場
を離れると
きは、必ず
他の保育士
に声かけを
し、見守り
作業の継続
を依頼す
る。
・依頼され
た保育士
は、頼まれ
たクラスの
子どもたち
も一緒に見
守る。
・園庭にい
る保育士が
自分の位置
から、死角
になる場所
を作らない
ようにする
ためには、
担任の他に
園全体を見
渡せる保育
士を配置す
る。

7915

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40    14 13 13 3 3 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

　園庭か
らの入室
時、３ク
ラスがほ
ぼ同時に
入室し、
着替えや
排泄など
も同時で
あったた
め、保育
士の見守
り箇所、
役割分担
が曖昧
で、見守
りが行き
届いてい
ない場所
があっ
た。

園庭から
の入室を
クラスご
とに時間
差で行う
ように見
直す。ま
た、全員
入室して
から着替
えや排泄
に向かう
流れにす
ること
で、室内
と戸外と
をそれぞ
れ１名ず
つで見守
るという
役割分担
を明確に
した。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
　１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６０　)回
/年

下駄箱前
の簀子の
組み合わ
せに不具
合があ
り、段差
のある箇
所があっ
た。

すぐに組
み直し、
高さを均
等に調整
する。園
庭に出る
際の安全
確認箇所
として周
知し、日
に一度は
必ず点検
するよう
にする。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

現場付近
に保育者
がおら
ず、声掛
けなど事
故を防止
する対策
をとるこ
とができ
なかっ
た。

クラスの
子ども全
員が入室
するまで
下駄箱付
近からも
目を離さ
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入室、着
替時、そ
の後の室
内遊びの
場面など
をそれぞ
れ把握は
していた
が、痛み
を訴える
までは本
児の様子
の変化に
は気づく
ことがで
きなかっ
た。着替
え遊びも
自立して
行ってい
たとのこ
と。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１名は室
内から園
庭を見
守ってお
り、１名
は廊下の
ロッカー
前で着替
えについ
ており、
もう１名
はその奥
のトイレ
にて見守
りをして
いた。簀
子前で過
ごしてい
た本児
は、室内
から見
守ってい
た大人の
死角に
なってい
たと思わ
れる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は廊
下のロッ
カー前で
着替えに
ついてお
り、もう
１名はそ
の奥のト
イレにて
見守りを
してい
た。本児
は簀子に
いたた
め、動き
は把握し
ていな
い。

見守り
が手薄
な箇所
（入室
時の下
駄箱付
近）が
できて
しまっ
た。

クラスの子
ども全員が
入室するま
で下駄箱付
近からも目
を離さない
ように意識
し、確認も
する。ま
た、室内、
園庭等、各
役割で見守
りをしてい
る大人同士
が声を掛け
合い、子ど
もの状況を
見落とさな
いように連
携していく
ことをリス
クマネジメ
ント会議や
クラス打合
せで共通理
解する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7916

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

1 1 1 5歳
1.男
児

本児は体幹
が未熟で不
安定な動き
をしたり、
急に倒れこ
むなど予想
外の行動を
したりする
ことがある
ので、保育
士は日頃か
ら本児の様
子を見守っ
ている。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上唇裂
創、左側
上顎　乳
切臼と乳
側切歯の
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

本児は縄
跳びに興
味を持ち
始めてい
たが、ま
だ縄を回
すことが
難しかっ
た。

子どもが
運動的な
遊びする
にあた
り、研修
等で段階
を捉えた
方法を学
んでい
く。
ヒヤリ
ハットを
活用し、
普段から
安全・危
機管理に
ついて職
員間で共
有してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

栽培物の
プラン
ターがク
ラス前の
水道の所
に前後2
列に置い
てあっ
た。

子どもの
動線を考
え、プラ
ンターを
置く場所
や配置の
方法を見
直す。水
道の壁に
寄せ1列
に並べ
る。プラ
ンターの
淵縁に
クッショ
ン材を付
ける。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児は左
右に倒れ
こむなど
日常の動
作が不安
定で身体
の動きを
コント
ロールす
ることが
苦手であ
る。

本児の姿
を踏まえ
て、活動
内容や場
所、方
法、時間
を考慮し
ていく。
普段と違
う状況下
で園庭に
出ること
の危険性
を再認識
し、子ど
もの様子
に適した
保育の方
法を考え
ていく。
保育の中
で体幹が
身につく
ような遊
びを工夫
する。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

本児は咳
が出るた
めに小児
科受診後
の登園
だった。
いつもと
違う生活
リズムに
本児も気
持ちの切
り替えや
置かれて
いる状況
に対応で
きない様
子があっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

本児が登園をし
た時は、すでに
遊びが終了し、
他児は着席して
いた。本児は
「あそびたかっ
た」と残念そう
な表情を浮かべ
ていたので、気
分転換をするた
めに園庭へと誘
う。縄跳びが少
し跳べるように
なって嬉しく感
じている本児は
「縄跳びをやり
たい」と言い、
保育士は回し方
のコツがつかめ
るようにと半分
に結んだ縄を本
児に渡す。保育
士の近くにあっ
た紙が飛び、視
線をずらした瞬
間、本児が右手
の縄を回しなが
ら走り出しバラ
ンスを崩して転
倒する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日は非
常食訓練
実施日で
あり、保
育室で担
任が他児
に非常食
ついて説
明をして
いる最中
の出来事
で、至近
距離には
いなかっ
た。

保育士
は急に
動き出
した本
児の動
きを予
測する
ことが
難し
かっ
た。

職員間で一
人ひとりの
子どもの様
子を共有
し、その子
にあった対
応をしてい
く。

7917

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20     20   4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

研修やマ
ニュア
ル、職員
会議で事
故防止対
策等につ
いて共通
理解して
いたが、
危険防止
について
過信して
いたため
配置職員
同士の事
前の声掛
けを行わ
なかっ
た。実際
の場面で
は園児へ
の声掛け
をせず見
守ってし
まい、事
故を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

子どもの
発達や特
性を再確
認し、危
険に対す
る具体的
な対応に
ついて園
内研修で
学びなお
し、現場
に潜む危
険を予測
するため
の危険予
知力を高
め、解決
する力を
身につけ
事故を防
いでい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ 　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

60㎝の
フープを
4歳児の
子ども
が、片付
けること
について
危ないと
いう認識
がなかっ
た。

子どもが
片づけを
行う際、
安全に片
付けるこ
とが出来
る玩具を
把握し、
子どもを
見守る環
境を作
る。４歳
児の子ど
もが60㎝
のフープ
等玩具を
持ち移動
して片付
けること
が危ない
時には、
保育士が
側につき
安全に片
付けるま
で見届け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が
フープを
持って片
付け始め
た姿を一
名の保育
士は見て
いたが、
危険とい
う認識せ
ず本児か
ら目を離
してし
まった。
全体を見
る役割の
保育士は
いたが、
事故は起
きないと
いう思い
込みがあ
り、一瞬
他児の対
応を行い
全体に目
を向けて
いなかっ
た。

子ども自
身で片付
けられる
玩具が年
齢に適し
ているか
確認をす
る。片付
けを促す
際は、複
数担任で
役割分担
をし同じ
動きはせ
ず、全体
を見守る
保育士を
明確にし
安全に見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士に
片づけを
促された
ことで、
本児はそ
れまで遊
んでいた
フープを
持ち、走
りだし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

これまで
事故もな
く片付け
を行って
いたため
フープを
持って移
動するこ
とが危険
に繋がる
という認
識が薄
かった。
保育士は
本児に片
付けを促
したが、
他児の様
子を見る
ために本
児から目
を離して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士1
名は全体
を見てい
たが、本
児の動き
は把握し
ていな
かった。
保育士1
名は少し
離れた位
置で他児
と片づけ
をしてい
た。

全体を
把握す
る保育
士が、
子ども
たちの
行動を
予測で
きず、
近くに
いる他
児に目
を向け
てし
まっ
た。

全体を把握
する保育士
は片づけ等
子どもたち
の行動が流
動的になる
ことを予測
して、全体
を見守るこ
とに徹す
る。

7918

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 12 12 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足中指
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

担任や保
育環境が
変わる新
年度だか
らこそ、
職員会議
を頻繁に
行うべき
にもかか
わらず、
事故防止
や保育環
境につい
ての会議
を行うこ
とが出来
ていな
かった。

マニュア
ルを活用
し、定期
的に研修
を行う。
(職員間
で保育室
の使い
方、リス
ク回避の
ための保
育用品の
配置、時
間帯に応
じた職員
の配置等
リスク要
因を含め
て話し合
う)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

事故防止
チェック
リストで
保育室の
危険箇所
を確認し
ていた
が、子ど
も達の行
動を予測
した上で
環境改善
が不十分
であっ
た。

自由遊び
時の保育
室の使用
方法を日
常的に子
ども達に
その都度
伝え、子
ども達の
行動を考
慮したう
えで環境
改善を行
う。(例)
コーナー
遊びの活
用、机等
の配置の
工夫、職
員の立ち
位置な
ど。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
行動を把
握し、危
険予測を
していな
かった。

普段から室
内は歩くよ
う伝えてい
るが、移動
距離が長い
と小走りに
なってしま
う様子がク
ラス全体で
見られるの
で、声掛け
の際に移動
は必ず歩く
ことを引き
続き伝えて
いくこと
と、保育室
に死角のあ
る部分があ
ることを再
度伝え、園
児の中でも
共通認識を
持ち安心安
全に過ごせ
るよう保育
士が声掛け
を行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マスクを
着け終
え、自由
遊びス
ペースま
で小走り
で移動し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

日課活動
(歌唱や
机上活
動)の際
に使用し
ていた机
を片付け
ようと子
ども達の
様子を見
ながら離
れたとこ
ろで片付
けを行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任から
の指示を
受け、机
を片付け
始めた時
であっ
た。

机を片
付ける
際に非
常勤職
員に全
てお願
いせず
非常勤
保育者
が来る
まで担
任が片
付けに
入った
ことで
子ども
達から
距離が
離れす
ぐに対
応でき
なかっ
た。ま
た、保
育中の
優先順
位を考
慮し行
動して
いな
かっ
た。

保育中の優
先順位を常
に頭に入れ
行動する。
他のフロア
の職員と連
携し、掃除
のタイミン
グや掃除に
当たる職員
などを話し
合う。他フ
ロアの職員
が補助に
入った場合
も事故のリ
スクを認
識・回避で
きるよう情
報共有を徹
底する。

7919

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

8 2 2 5歳
2.女
児

特記なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨、尺
骨　骨折　
（未確
定）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

7920

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 14 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(毎回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらぬ様
子で園舎
下にて遊
んでい
た。他児
が走った
際、側に
居てぶつ
かり転倒
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園舎下に
て他児の
仲立ちを
してい
た。全体
が見える
位置に居
たため、
本児が転
倒すると
ころを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配職員
が２名居
たが、そ
れぞれ担
当児を見
守ってい
た為、本
児の動き
は見てい
なかっ
た。

特にな
し

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7921

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 8 6 8 2 2 3歳
1.男
児

特に無し。
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘　骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

特に問題
なし。

特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特に問題
なし。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

着地の際
にバラン
スを崩
し、怪我
をした。

着地の際
にバラン
スを崩
し、怪我
をしてし
まう可能
性がある
ことを保
育士も頭
に入れ、
見守る際
の注意点
を職員に
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　
雲梯の一
番低い所
につか
まってい
る。下に
降りよう
と手を離
し、地面
に降り
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の側
で見守っ
ていた
（右斜め
前）。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　
汽車の遊
具側で他
児を見
守ってい
た。

特に問
題な
し。

特になし。

7922

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 0 0 0 0 0 21 0 0 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足関節骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2,3)回/
年

1.基
準以
上配
置

担任１人
（他担任
職員２名
休み）で
ドッジ
ボール中
の子ども
全員を見
られる体
制が確保
できてい
なかっ
た。

職員の立
ち位置等
その都度
検討をし
て、保育
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

安全面で
は問題が
ない。

他児を避
けようと
したとこ
ろ、転倒
してし
まったの
でハード
面につい
て、問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが好き
な遊びと
して普段
から楽し
んでい
た。

ドッジ
ボールの
ルール説
明を改め
て行うと
ともに、
進行の妨
げとなる
動きをし
ないなど
の確認も
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り意欲的
にドッジ
ボールに
参加して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外野にい
た対象児
と横並び
で全体を
見渡せる
ような位
置にお
り、ドッ
ジボール
の審判し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任の職
員１名の
みであっ
たため、
他職員は
いなかっ
た。

担任１
人（他
担任職
員２名
休み）
でドッ
ジボー
ル中の
子ども
全員を
見られ
る体制
が確保
できて
いな
かっ
た。

ドッジボー
ルなどの運
動活動を行
う際は、な
にかあった
らすぐに対
応できるよ
う最低でも
職員２名の
体制で運動
活動を行
う。

7923

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

8 2 2 2歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
6 )回以上
/年

2.基
準配
置

シーソー
にスタッ
フがつい
ていたも
のの、降
りる際に
補助がな
かった。

遊具に乗
り降りす
る際には
必ずス
タッフが
補助につ
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日朝
夕)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

遊具を含
む公園内
の危険箇
所の点検
は徹底し
て行って
いるた
め、問題
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

見守りと
いう意味
では、児
童4名に1
名の保育
士が見
守ってい
たため、
問題な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体温およ
び食欲な
ど生理的
な面は問
題なく、
シーソー
をやりた
いという
気持ちが
あるほど
活気あっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
他児の間
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
4名にお
茶を飲ま
せてい
た。

なし

二つのグ
ループに児
童が分かれ
ていたが、
保育士1名ず
つ付いて、
それぞれの
活動を行
なっていた
ため、問題
はなし。

7924

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

23 10 7 6 3 2 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
靱帯損
傷、左足
関節外果
骨端線損
傷疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
6 )回以上
/年

2.基
準配
置

子ども同
士の間隔
や幅が狭
かったた
め、逃げ
る際に切
り返しが
多くあっ
た。

①準備体
操を行
う。②遊
ぶ際の環
境配置を
決める。
③遊び
コーナー
の配置、
スタッフ
配置を決
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日朝
夕)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

地面の危
険物等の
確認の徹
底して
行ってい
るため、
問題な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

本児ケガ
時、すぐ
に発見で
きたた
め、見守
り体勢に
は問題な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体温、食
欲などの
生理的面
は問題な
く、氷鬼
ができる
ほど活気
もあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者の
1名は、
対象児の
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育者1
名は、他
児の転倒
対応をし
ており、
1名は残
りの児童
の見守り
を行なっ
ていた。

なし

転倒児に対
応していた
保育者は、
対応してい
ることを他
の保育者に
伝えてお
り、見守り
に支障が生
じる状況で
はなかった
ため、問題
なし。

7925

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 12 11 14 13 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修は、
けがが起
きたとき
の初期対
応や手当
方法も含
まれてい
る。園内
研修等
で、子ど
もの身体
のつくり
や特性、
子どもが
怪我しや
すい動き
などにつ
いても学
んでいく
必要があ
ると考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

今回使用
の子ども
用トラン
ポリンに
関して
は、目視
で安全点
検をした
うえで使
用してい
た。コイ
ルやひも
が緩んで
いると着
地のネッ
トの箇所
が不安定
になる可
能性もあ
る。

使用する
際には、
目視だけ
でなくコ
イルが緩
んでいな
いか等を
触って確
認をする

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びが集
中出きる
ように、
遊びに
よって
は、パー
テーショ
ンや扉を
閉めて遊
んでい
る。トラ
ンポリン
で飛んで
いるとき
に、他の
子どもが
急に入っ
てこない
ように扉
を閉めて
この遊び
を選んだ
子どもだ
けがその
場にい
た。

扉を開け
ること
で、他の
職員の目
に入るこ
ともでき
た可能性
がある

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
に遊んだ
トランポ
リンで
あったた
め、本児
の身体の
使い方や
着地予測
が経験不
足等から
難しかっ
た可能性
がある

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

久しぶりだ
という事も
あり、担当
職員が手を
つないで支
える形で飛
んでいた。
職員が保育
士資格では
なく保育補
助の職員で
あった。い
つも加配が
必要な子ど
もと接して
おり、その
子どもとは
よくトラン
ポリンで遊
んでいた。
しかし、今
回の女児に
関してはひ
さしぶりに
トランポリ
ンで飛んだ
という事も
あり、本児
が体の動き
が機敏では
ないことや
運動が得手
ではないと
いう子ども
の情報が職
員にきちん
と伝わって
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トランポ
リンを遊
んでいる
場との間
に扉が
あったた
め、他の
職員は見
ていな
かった。
また、配
基基準は
守られて
いたが、
担任はお
迎えの対
応もあっ
た。

本児が
担任に
痛いこ
とを伝
えた
際、本
児がい
つも状
況を誇
張や演
出をし
て言う
ことも
多いた
め、担
任がす
ぐに患
部を冷
やした
が、骨
折をし
ている
とまで
は思わ
なかっ
た。

お迎え等が
ある時間帯
では、扉を
開けて多く
の職員の目
があるよう
にして遊ん
でいく。ま
た、今回の
トランポリ
ンに関して
は、子ども
の特性や身
体の動き方
などを知っ
ている担任
や保育士が
見守って遊
んでいく。
また、お迎
え等の対応
があるなど
の際は、ト
ランポリン
に保育士が
つくのは難
しいので、
遊び時間帯
を考えて出
していく。

7926

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

41 1 9 10 7 7 7 12 9 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

みぎ鎖骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

合同保育
終了間際
の保育士
一人一人
の動き　
玩具等の
片づけ方

保育者一
人一人の
動きや立
ち位置の
確認　お
互いへの
声のかけ
方の確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/日

玩具事態
に問題は
ないが、
保育者の
片づけ方
に問題が
あった。

状況に応
じた片づ
け方法を
常に考え
て一人一
人が確認
し合う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具の
ケースが
3つ有
り、重ね
て持ち運
ぼうとし
たことを
他の保育
者が見て
いなかっ
た。

玩具の
ケースは
1つず
つ、周囲
の安全を
確認して
運搬す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担当職員
を追いか
けてい
き、職員
の足元に
抱き着こ
うとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
追いかけ
てきてい
ることに
気が付か
ず、玩具
のケース
で足元が
見えてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

合同での
朝の会の
実施の為
に、園児
と共に活
動してい
たため、
担当者・
対象児の
動きを見
ていな
かった。

担任が
登園人
数を把
握して
いな
かっ
た。

早番の保育
士から登園
人数の引継
ぎを確実に
行い、担任
が人数確認
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7927

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 9 11 4 4 2歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
左耳介の
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

上記ガイ
ドライン
が職員の
だれでも
見られる
事務所に
設置して
あるが確
認は各職
員による

上記ガイ
ドライン
（p35～
３７、４
１、５０
～５３）
を1，2歳
児担任で
再読
(7/27)

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

廊下がラ
ンチルー
ムを兼ね
ているの
で、食事
用テーブ
ルが常に
設置して
ある。
食事用
テーブル
は高さ調
節機能が
ありプラ
スチック
で保護さ
れたネジ
が机の脚
外側にあ
る。本児
が転倒し
た時に足
のネジに
ぶつけた
可能性あ
り。（当
該児の説
明）

テーブル
のネジプ
ラスチッ
クハンド
ルに布製
のカバー
を取り付
けた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

荷物を運
ぶ距離が
クラス室
内からラ
ンチルー
ム所定荷
物置き場
まで７m
７０㎝で
あった。

荷物の置
き場を変
更し、改
善後２
m80㎝と
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担任保育
士よりお
手伝い好
きで荷物
をしっか
り運ぶこ
とができ
る当該児
を含む園
児2名に
荷物運び
のお手伝
いをお願
いした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一緒に荷
物(鞄）
を運んで
いたが、
担任保育
士はクラ
ス室内に
他の荷物
を取りに
戻って当
該児の転
倒を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス室
内で環境
を整えて
いた。

荷物は
クラス
室内に
まとめ
てあ
り、運
び終わ
る度に
次の荷
物を取
りに室
内に入
る必要
があっ
た。

・荷物を運
ぶ置き場を
クラス室に
いても目が
届くクラス
室前に変更
し、園児が
運ぶ場合で
も職員は園
児から目を
離さない。

7928

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

1 0 0 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨肘
頭骨折　
左橈骨頭
脱臼

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

靴箱に足
をかけて
上がる事
が危険で
あること
は2021年
5月に
行った各
クラス保
護者会で
周知して
いた。ま
た、登降
園パネル
の操作は
保護者が
行うよう
に声掛け
していた
が、注意
喚起を
もっと積
極的に行
うべき
だった。

送迎時の
見送りに
ついて保
護者への
協力を再
度声掛け
してい
き、事故
の未然防
止をより
意識でき
るように
働きかけ
る。幼児
クラスに
関して
は、今回
の事故に
ついて状
況を説明
し、危険
行動につ
いて認識
を持つよ
うに徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用の都
度)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

登降園パ
ネルの操
作を保護
者が行う
事を徹底
すべきで
あった。

登降園パ
ネルの操
作を保護
者が行う
事を徹底
し、子ど
もたちに
も自分の
行動を考
え、危機
意識を
持った行
動をすべ
きことを
知らせて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども自
身が常に
靴箱を上
り、登降
園パネル
の操作を
行う事が
日常に
なってい
た。

登降園パ
ネルの操
作につい
て、」危
険個所に
ついて周
知しても
らえるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
登降園パ
ネルの操
作に慣れ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保護者に
引き渡し
を行って
いたた
め、特に
注意は
行ってい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も各クラ
スで保育
を行って
いた。

日頃か
ら、そ
のよう
な行
動、行
為を見
かけた
際は注
意して
いた。
子ども
達に対
しても
指導し
ていた
が、や
はり慣
れが起
きてい
た。

危機管理を
常に持ち、
危険個所を
把握し、改
善し、認識
を職員全員
に周知、徹
底する。

7929

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 19 3 3 5歳
1.男
児

卒園遠足で
利用した公
園は通常利
用している
公園とは
違って初見
の遊具だっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕不完
全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

休憩など
入れて活
動を考え
ていたが
子どもの
動きが想
定と異な
り、遊び
こむ姿が
見られて
いた。子
どもの体
力を考慮
した声掛
けが適切
に行われ
ていな
かった。
また職員
間での遊
びに入る
までの導
入（遊具
の適切な
使い方）
が共有で
きていな
かった。

活動を見守る
際に想定され
ることとは異
なる動きを子
どもが行った
時には職員間
で体制を立て
なおし、その
際に考えられ
る危険性を共
有してから見
守る。また活
動を開始する
前には、保育
者は遊具の扱
い方や危険性
を子どもが理
解するまでは
活動を始めな
い。激しく体
力を消耗する
活動を行う際
には疲労を考
え、活動時
間、気温、そ
の日の子ども
の体調など把
握した上で、
活動を妨げな
いように適切
に声掛けを
行っていく。
見守り者が交
代する場合に
は、その前の
子どもの様子
を具体的に伝
えてから交代
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

園外の遊
具のた
め、当該
児は慣れ
ていな
かった。

活動の開
始前に保
育者は扱
い方と危
険性を伝
える。必
要に応じ
て手本を
見せる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外の遊
具のた
め、本児
は慣れて
いなかっ
た。たく
さん遊
び、疲労
してい
た。

活動の開
始前に保
育者は扱
い方と危
険性を伝
える。必
要に応じ
て手本を
見せる。
適宜、休
憩を挟む
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

意欲的に
挑戦する
姿が見ら
れた。頂
上まで
登って喜
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員２
名で遊具の
２箇所ABを
見ていた。
保育士①は
カメラを
持って子ど
もを追って
いた。撮影
を終えAにい
る職員へカ
メラを渡そ
うと向かっ
た。そのま
まAの見守り
をした。保
育士②はカ
メラを受け
取ったもう
一人の職員
は、Aの場所
から子ども
たちの活動
をカメラで
撮影しなが
らＢに近づ
き、カメラ
越しに本児
がいること
を確認して
そのまま上
にいた子ど
もの姿を撮
影しようと
レンズを向
けていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士③
は、遊具
がある所
で荷物の
見守りを
していた
が、予想
外に子ど
もがあち
らこちら
へ散ら
ばって
行ったた
め、それ
らの子ど
もに付い
て行っ
た。

予想外の子
どもの動き
に対し、打
ち合わせが
できていな
く、職員間
の思い込み
での連携不
足が起き
た。後から
遊具の場所
へ来た保育
士①は、先
に見守って
いた保育士
③がいたた
め、自分は
撮影担当だ
と思ってい
た。遊具の
所で荷物の
見守りをし
ていた保育
士③は、自
分は荷物と
全体見守り
の為、その
場所の見守
り者が来た
と思い込ん
でいた。

その場所の
見守りは誰
なのか、口
頭で確認し
合う。先に
いた職員は
その場の子
どもの様子
がどのよう
な状態なの
か子どもの
体力の消耗
具合などを
共有する。

7930

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 0 1 0 4 2 2 5 4 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(不定期)
回/年

1.基
準以
上配
置

年齢や児
童の様子
に適した
環境や行
動を多面
的にとら
えた安全
対策を職
員全体で
考えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

常に設置
してある
遊具では
ない。

天候に関
わらず、
様々な遊
びが展開
できる環
境を考え
ていくこ
とで、運
動面の発
達を促す
ととも
に、考え
ながら遊
んだり、
自ら危険
な行動を
抑制した
りするこ
とに繋げ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常に設置
してある
遊具では
ない。ま
た、5歳
児には容
易に遊べ
る遊具で
あったた
め、興奮
とともに
ケガに対
する危機
感が薄れ
ていた。

不定期、
もしくは
長期的に
使用して
いない遊
具の場
合、遊び
方を見守
るほか、
年齢に
よって設
置方法を
変えて緊
張感を持
たせた
り、反対
に制限を
する必要
があった
と考えら
れる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

通常、土
曜日に登
園しない
同じクラ
スの活発
な一番仲
の良い児
が登園し
たこと
で、興奮
気味に遊
ぶ姿が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

巧技台の
ほかに、
絵本コー
ナーで過
ごしてい
る児がい
たため、
全体に視
線が向く
ような位
置で巧技
台のそば
にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

乳児用に
設置した
滑り台の
近くで、
全体に視
線が行く
向きで主
に1歳児
を見守る
形でそば
について
いた。

興奮し
たまま
で遊び
を続け
てい
た。

興奮してい
る様子から
何度か声を
かけていた
が、状況が
変わらなけ
れば落ち着
くよう場所
を変えて話
をするなど
の対策が必
要だったと
考えられ
る。

150 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7931

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

20 7 6 7 2 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

事故防止
に関する
研修を定
期的に受
け、保育
士の危機
管理能力
を高め
る。

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

特にな
し。

発生場所
での危険
物等の確
認、点検
は行った
ので、こ
れ以上の
改善策は
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広場と遊
具のある
場所の2
か所に分
かれてい
たので、
保育士が
１人しか
いなかっ
た。

・走る
コースが
わかるよ
うに、ラ
インを引
く。
・遊びを
分けず、
広場で遊
ぶ時間と
遊具で遊
ぶ時間に
分け、常
に保育士
2人で見
守る事が
できる状
況にす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

リレーの
1回戦で
本児の
チームが
負けたの
で、2回
戦目は本
児の気持
ちが高
ぶってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

異年齢で
のリレー
だったた
め、年少
児への配
慮に気を
取られて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具の
コーナー
で遊んで
いる子ど
も達を見
ていた。

リレー
を2チー
ムに分
けて
行った
が、
チーム
の間隔
が狭す
ぎて相
手チー
ムの子
どもが
それて
入って
きてし
まっ
た。

・2チームの
間に保育士
が立ち、他
チームの方
に入ってし
まう子ども
を他児とぶ
つからない
ように防ぐ
ことの出来
る位置に付
く。
・バトンを
繋ぐ時に、
子ども同士
で接触が起
きないため
の方法や
ルールを事
前に伝え
る。

7932

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

8 0 0 0 0 0 8 0 1 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

事故当日
レントゲ
ン検査診
断　右上
腕骨通顆
骨折、7
月5日レ
ントゲン
検査結果
診断　上
腕骨顆上
骨折とな
る。

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

体育遊具
の使い
方、補助
の仕方の
徹底不
足。本児
の左側で
担任保育
士が補助
をしてい
たが、園
児が体勢
を変えよ
うとした
ときは体
を支えや
すい後ろ
わきの近
い場所で
補助が出
来ていな
かった。
ればよ
かった。

体育遊具
の指導マ
ニュアル
の作成を
し、職員
間で実技
研修を行
い、事故
の予測が
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

連続使用
により、
汗で鉄棒
が滑りや
すくなる
こともあ
り、毎
回、鉄棒
拭き用タ
オルで拭
くように
していた
が、本児
が行う前
はタオル
で鉄棒を
拭いてい
なかっ
た。

運動遊び
が集中し
てできる
スペース
の確保を
行う。運
藤遊具の
点検は、
使用前、
使用後に
確実に行
う。鉄棒
拭きのタ
オルも準
備してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日は、
午前中よ
り近隣の
学校との
交流行事
があり、
また、5
歳の新入
園児が当
日より登
園し、担
任含め園
全体も落
ち着かな
い様子が
あった。

クラスの
状態を見
ながら、
落ち着い
た環境の
中で集中
して出来
るように
し、自由
遊びと混
在した集
中できな
いような
場合は、
取りやめ
ほかの活
動に切り
替える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　雨天の
為、室内
遊びで、
本児が鉄
棒をやり
たいと希
望し、前
回り、逆
上がり、
足掛け周
りを楽し
んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

マンツー
マン指導
であった
が、危険
の予測が
足りず、
しっかり
と補助で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　4歳児
クラス
は、隣の
部屋でま
まごとや
ブロッ
ク、折り
紙などで
遊び、4
歳児担当
が保育し
ており、
5歳児の
クラスは
見ていな
かった。

いつも
指導し
ている
担任と
いうこ
ともあ
り、過
信が
あっ
た。

こどもの様
子は日々変
化するの
で、無理な
ことはさせ
ないように
していく。

7933

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 6歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
薬指第二
関節　若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

2.基
準配
置

運動遊び
の研修に
参加し、
跳び箱の
補助の仕
方を学ん
でいた。
子ども達
にも跳び
箱での体
の使い方
等、事前
に安全教
育を行っ
ていた。

個々の運
動発達の
状態を把
握した上
で、発達
に合った
遊具の提
供と職員
の補助に
ついて改
めて職員
に周知す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(その都度
確認　)

2.不定期
に実施

実施頻度
(その都度
確認)

2.不定期
に実施

実施頻度
(その都度
確認)

対象児の
体の大き
さや運動
能力と遊
具（巧技
台の跳び
箱）が適
正だった
か検証す
る。

巧技台の
跳び箱を
する際、
いくつか
段差の異
なる台を
設定した
り、個々
の能力に
応じた調
節ができ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱に
は、両手
をつく位
置が視覚
で分かる
ように大
きな目印
をつけて
いた。対
象児もそ
の位置に
両手をつ
き、跳び
越えたよ
うに見え
たが体を
支えきれ
なかっ
た。

事故の検
証を行
い、危険
と思われ
る運動遊
びの補助
には保育
士がしっ
かり援助
できるよ
う職員間
で周知し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 担任２
名と５歳
児１７名
が遊戯室
に設定さ
れた巧技
台を使っ
て運動遊
びを行っ
ていた。
本児も一
緒に運動
遊びに参
加してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

保育士１
名が跳び
箱のそば
で補助に
ついてい
た。対象
児は、一
人で跳び
箱を跳び
越えた
が、太も
もに右手
が当たっ
た様子を
目視し
た。　

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
設定され
た遊具
（鉄棒）
のそばで
他児の補
助を行っ
ていた。

補助が
必要と
思われ
る遊具
を実施
してい
る時に
は、
個々の
発達に
応じた
援助を
行うよ
うに心
がけて
いた
が、今
回は手
の付き
方がう
まくい
かず事
故につ
ながっ
てし
まっ
た。

保育中の保
育士の位置
や声掛けの
仕方につい
て、園全体
で考え危険
回避の意識
を高めてい
く。子ども
達の運動能
力向上と安
全教育に取
り組んでい
く。

7934

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 7 11 10 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3～4)回/
年

2.基
準配
置

保護者の
迎えの時
間が重な
り、保育
士の関心
が保護者
へ向かっ
ていた。

保護者対
応時間で
もあり、
合同保育
時におけ
る保育士
の役割分
担を明確
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

改善点は
特にあり
ません。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育環境の
内、コー
ナー分けを
すること
で、落ち着
いて遊べる
ようにして
いるが、
コーナーで
の遊び方を
子どもたち
と再確認
し、ジャン
プしたり回
転して遊ぶ
ことのない
ように話し
合い、危険
のないよう
にする。ま
た、保育士
間で連携
し、見過ご
しのないよ
うに見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

座って他
児と遊ん
でいた
が、立ち
上がり、
左足だけ
で回転し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のお
迎えが重
なり、対
象児が視
界に入っ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外を見て
いて、気
づかな
かった。

保育士
同士、
他の子
どもの
動きに
気をと
られ、
視野が
狭く
なって
いた。

保育士で役
割分担し、
絶えず声を
掛けあい、
子どもに目
を配る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7935

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 2 2 5歳
1.男
児

右肘の神経
が小指を
通っている
為、小指が
びりびりと
感じる場合
はすぐに病
院を受診す
ること

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
内骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

先に並ぼ
うとした
際競争心
と、クラ
ス全体で
の子ども
達の気分
の高揚の
興奮状態
での集合
の声のか
け方等が
整ってな
かった
分、動き
より気持
ちが先と
なり足が
縺れ転
倒。勢い
よく倒
れ、右肘
を負傷へ
と繋がっ
てしまっ
た。

集合の掛け
声の際、そ
の日の子ど
も達の心情
や高揚感な
どの判断を
しっかりと
見極める力
を培い、子
ども達に競
争ではない
事を知らせ
た上で落ち
着いて並ぶ
事を再度習
慣化できる
ように子ど
も達に説明
する。又、
友達に対し
て譲り合い
の気持ちを
持って関わ
る事が出来
るよう日々
知らせてい
く事とす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児の注
意散漫な
行動によ
るもの
又、保育
者の子ど
もの状態
の見極め
方。

子ども達
の高揚状
態を見極
める力を
培い、競
争ではな
い事を知
らせ、落
ち着いて
集まるこ
とができ
るように
導いてい
けるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内に入
る為入り
口方向に
向かっ
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内に帰
る為、入
口の方を
見ていた
が、遊具
の方を振
り返ると
対象児が
入口付近
で座り込
んで泣い
ていた。
別の子が
対象児の
腕と足が
当たって
しまった
と報告に
来た。対
象児を安
全な場所
に座ら
せ、話を
聞き、痛
い部位を
タオルで
冷やして
様子を見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午後おや
つが食べ
終わって
ない子が
いた為、
その子が
食べ終わ
るのを見
届けてか
ら下に連
れて行
き、、片
づけを
行ってい
た。その
後下に降
りた。

保育者
１名で
の戸外
遊びで
あった
こと

保育者２名
で必ず監視
する事

7936

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 8 3 9 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折
（剥離骨
折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3）回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12　)回/
年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で前
周りがで
きるよう
になった
ばかりで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

17：40頃
は園児数
も減り、
全員が鉄
棒周囲で
遊んでい
た為、鉄
棒の周囲
に当番担
当が2名
で見守っ
ていた。
１名が本
児の近く
で鉄棒を
している
のを見
守ってい
た。本児
が落下す
るのを見
たが、手
を差し伸
べて助け
られる距
離ではな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

17：40頃
は園児数
も減り、
全員が鉄
棒周囲で
遊んでい
た為、鉄
棒の周囲
に当番担
当が2名
で見守っ
ていた。
お互い全
体を見れ
る場所に
いた。

本児は
当日の
午前
中、鉄
棒で前
周りが
できる
ように
なった
ばかり
であっ
た。そ
の為、
鉄棒で
の前周
りが慣
れてい
なかっ
たので
手を放
してし
まった
と考え
られ
る。

17:00以降は
疲れも出て
きて握力や
集中力がな
くなるの
で、鉄棒と
雲梯はやら
ないように
取り決めを
改善。17時
まではクラ
ス担当もい
て子どもの
状況も良く
把握できて
いることも
あるため。

7937

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

21   21  4 4 3歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

火傷
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

避難訓練
を実施す
る意味に
ついての
理解不足
や職員同
士の考え
方の相違
があり、
全体的な
すり合わ
せができ
ておら
ず、安全
に子ども
を避難さ
せること
ができな
かった。
非常階段
が混み合
うことを
想定し、
別箇所か
らの２方
向避難の
検討がで
きていな
かった。

園全体で
避難訓練
のあり
方、ねら
いについ
て再設定
し、誘導
方法の手
順を見直
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
)回/年

建物点検
が冬季に
毎年実施
していた
こともあ
り、金属
部分の危
険性につ
いての認
識が欠け
ていた。

火傷の原
因となっ
た金属の
つなぎ目
は翌日人
工芝を敷
き、肌が
触れない
ように環
境改善を
行なっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

定期的な
読み合わ
せや災害
時におけ
るシミュ
レーショ
ンが不足
してい
た。非常
階段が混
み合うこ
とを想定
し、別箇
所からの
２方向避
難の検討
ができて
いなかっ
た。

事前にク
ラス毎や
他クラス
との連携
によるシ
ミュレー
ションを
行い、安
全に避難
するため
の避難経
路の確保
を想定す
る。ま
た、それ
ぞれに設
定された
各クラス
の避難
ルートを
共有し、
混雑を回
避する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
午睡時間
というこ
ともあ
り、本児
自身も覚
醒してお
らず、ク
ラス担任
職員に促
されるま
ま移動す
る状況で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
各職員が
担当クラ
スの児童
の避難誘
導に集中
し、全体
を把握す
る職員の
配置（役
割分担）
ができて
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他職員が担
当職員及び
対象児童の
動きの確認
はできたも
のの、全体
を見ながら
指示を出す
という役割
分担が不明
確であっ
た。「誰か
が見てくれ
ているだろ
う」という
意識から職
員それぞれ
が流動的な
配置とな
り、危険箇
所や子ども
の様子を常
時見守れる
職員の固定
配置ができ
なかった。

各担当職
員が避難
誘導時に
他クラス
の避難状
況の把握
意識や、
ゆとりが
持てず、
また状況
伝達や誘
導指示の
職員がい
ないな
ど、役割
分担が不
明確でも
あり、声
を掛け合
うなどの
連携（コ
ミュニ
ケーショ
ン）が不
足してい
た。

避難誘導に
ついては、
子どもたち
が慌てず落
ち着いて避
難できるよ
うな声掛け
や、全体を
把握した誘
導係の設置
を行い、混
雑が起きな
いよう職員
間で声を掛
け合う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7938

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

8 3 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯の亜
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

子どもに
対する行
動の予測
の配慮が
足りな
かった。

ヒヤリ
ハットの
会議の
際、子ど
もの行動
からどの
ような事
故が予測
されるか
を話し合
い、様々
な状況を
想定でき
るよう学
びを深め
られるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎回)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操教室
を楽しみ
にしてい
るあまり
に、興奮
して走り
回ってい
る子が多
く見られ
た。

活動が始
まる前に
は、子ど
も達を落
ち着かせ
る様に話
をする。
また、準
備が終
わった子
は、どの
ように
待ってい
るかを伝
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児に
とっては
登園した
直後の活
動であ
り、クラ
スの友達
に会った
ことで、
興奮し、
走り回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

水筒置き
場の近く
で、子ど
も達に一
旦座る
様、声を
掛けてい
たが、子
ども達に
は伝わっ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その日
の、体操
教室の様
子をビデ
オ撮影す
る為に、
セッティ
ングを
行ってい
た為、子
ども達の
様子は注
意深く見
ていな
かった。

体操教
室が始
まる時
には、
保育士
２名、
体操イ
ンスト
ラク
ター１
名が配
置され
ていた
が、そ
れぞれ
の役割
がはっ
きりし
ていな
かった
為、子
ども達
に的確
な指示
が伝わ
らな
かっ
た。

出入口付近
に付く職員
がいなかっ
た為、全員
が玄関から
出るまで、
職員が付く
ようにす
る。職員同
士声を掛け
合い、役割
を明確にす
る。

7939

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 9 12 8 5 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

ボールを
久しぶり
に使用す
るにあた
り、提供
の仕方や
ルールな
ど、職員
間の情報
共有が不
十分で
あった。

遊びを提
供する際
（特に初
回や久々
の提供）
には、提
供の仕方
やルール
について
事前に職
員間で話
し合い、
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボール遊
びとそれ
以外の遊
びが同じ
範囲の中
で混在し
ていた。

遊びに合
わせて空
間分けを
行い、子
ども達に
も丁寧に
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
のボール
遊びで、
約束事の
確認をせ
ず、自由
にボール
を扱って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員の勤
務交替の
タイミン
グであ
り、引継
ぎの為職
員が３人
とも集
まってい
た。その
ため、転
倒の場面
を見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

なし

実習生
が２名
いたこ
とで、
大人の
人数は
多く、
安心感
から
か、職
員の意
識が弱
くなっ
てい
た。

引継ぎの間
も、子ども
全体に目を
配り、職員
が見ていな
いという状
況をなく
す。また、
久々に使う
玩具はルー
ル確認を
行ってから
提供する。

7940

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

7 3 3 2歳
2.女
児

2021/7/11　
保育園で、
受診しレン
トゲンを撮
影せずに肘
内障の診断
で整復す
る。降園後
も気にする
様子あり、
救急外来受
診するが泣
いてしまい
レントゲン
うまく撮影
できずその
時点では骨
折否定され
る。翌日も
右腕を気に
する様子あ
り、保護者
の方で東京
医科大学病
院受診し、
右肘骨頭骨
折の診断と
なる。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2021/7/1
1　右肘
肘内障　
2021/7/1
2　右肘
骨頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1歳児保
育室に
て、体操
用のマッ
トを２枚
使用し、
寝転がっ
たり、下
にクッ
ションを
入れて坂
道にした
りして遊
んでい
た。

マット周
辺の空間
を、落ち
着いて移
動出来る
ような遊
びを展
開・工夫
する。一
度終わっ
たら座っ
て待つ。
保育士が
事前に見
本を見せ
ながら約
束事を分
かりやす
く伝える
など配慮
が必要
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り出し
た際に足
を滑ら
せ、右肘
が下にな
り状態で
転倒し
た。

普段の保
育の中で
ハイハイ
や体幹を
鍛える動
きを取り
入れ、転
倒した際
に手をつ
けるよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

マット遊
びを楽し
んでいた
が、移動
の際に急
ごうとし
た事で、
転倒して
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

マットに
つき、登
り降りし
ている他
の園児を
みていた
為、本児
が転倒し
た際に受
け止める
ことが出
来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
とマット
を挟んで
反対側で
登り降り
している
園児を見
ており、
本児が転
倒した
際、咄嗟
に手を出
すことが
出来な
かった。

園児数
が少な
かった
為、待
ち場所
等作ら
ずどち
らから
進むか
は決め
ていた
もの
の、自
由に遊
べるよ
うにし
てい
た。

終えた後は
１度落ち着
いてから、
順番に行っ
ていく。

7941

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 2 1 2 0 2 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

事故の内
容を職員
で共有
し、マ
ニュアル
の読み合
わせと確
認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

クラス設
置の玩具
が年齢に
適してい
るか、危
険がなく
安全に使
用できる
かの確認
を各クラ
スにて行
い、職員
会議や
ミーティ
ングで周
知を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ウレタン
ブロック
も使い慣
れた玩具
である
が、使用
する際は
使い方に
ついて、
子供たち
と一緒に
確認を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怪我の発
生直前は
他児と一
緒に座っ
てやり取
りを楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が遊
んでいる
場所、内
容は確認
していた
が、バラ
ンスを崩
して床に
手を付い
た瞬間は
合同保育
の乳児の
相手をし
ていたた
め見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が遊
んでいる
場所、内
容は確認
していた
が、バラ
ンスを崩
して床に
手を付い
た瞬間は
合同保育
の乳児の
相手をし
ていたた
め見てい
ない。

本児の遊ん
でいる内容
は、ほぼ危
険性がない
と判断し、
転倒した瞬
間は乳児に
注視してい
まい、目を
離してし
まってい
た。全体が
見渡せるよ
うな立ち位
置にしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7942

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

11 6 5 1歳
1.男
児

ミルク、バ
ナナのアレ
ルギーは対
応していた
が、卵によ
るアレル
ギーはな
かった。給
食で厚焼き
玉子約2×3
センチ大を
2/3程度摂
取したとこ
ろ卵による
アレルギー
反応が出
た。

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

1.意識不
明

卵アレル
ギー（疑
い）によ
るアナ
フィラキ
シー
ショック

6.アナ
フィラ
キシー
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1～2　)回
/年

1.基
準以
上配
置

「食物ア
レルギー
マニュア
ル」を作
成し、各
クラスに
設置。
事故防止
及び緊急
対応に備
えて講習
会は積極
的に行っ
ていた。

〇/〇職
員会議に
て事故再
発防止に
対し、全
職員で要
因分析を
実施し
た。
今後も定
期的に講
習会を実
施し、全
職員への
事故防止
及び危機
管理に対
する意識
向上に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

安全対策
において
園内でマ
ニュアル
化し実施
してい
る。

全職員に
引き続
き、周知
徹底し安
全対策及
び事故防
止に努め
ていく。

6.食事
(おや
つ)中

アレル
ギー科を
受診した
が、診察
後も状態
があまり
改善せ
ず、結果
的に救急
搬送と
なった。
子どもは
急激に悪
化する可
能性が高
く、救急
搬送を第
一選択と
するべき
であっ
た。

救急対応につい
てアレルギーマ
ニュアルの症状
チェックリスト
の再確認を行
う。
日頃より保護者
との連携をまめ
に行い、アレル
ゲンとなる食材
は少量ずつ慎重
に与える。
子どもの状態を
注意深く観察
し、少しでも判
断に迷う場合は
救急搬送をす
る。
お試しの食材は
給食で提供する
量を明確に提示
し、自宅で問題
ないかを確認し
てもらう。
現在、卵のメ
ニューは月に1回
程度の提供（25
ｇ以内）だが、
今後提供を継続
するかを栄養士
含めて検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園
（8：
00）時よ
り著変な
く、室内
遊びにて
いつも通
りに過ご
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

アレルギー
があるため
個別テーブ
ルで専用エ
プロンを着
用し、マン
ツーマンで
の食事介助
をしてい
た。異変
後、病院受
診はクラス
主任保育
士・看護師
が同行し
た。病院で
母親と合流
し、帰宅の
許可あり、
姉のお迎え
もあり一旦
帰園とし
た。その
後、救急搬
送の際は母
親のみの同
乗となっ
た。救急隊
へは時系列
で詳細な報
告を行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

受診及び
救急搬送
するま
で、園児
の側には
看護師ま
たは担当
主任保育
士が必ず
付き添い
状態確認
を行っ
た。

受診の
際、母親
と合流
し、状況
説明を
行った
が、受診
後も母親
の不安が
強く、園
児の状態
も安定し
ないため
救急搬送
の選択を
した。搬
送時にコ
ロナ禍の
人数制限
もあり、
看護師の
同乗はし
なかった
が、経過
を把握し
ている職
員が可能
であれば
付き添い
精神的な
フォロー
をする必
要があっ
た。

急変時は子
どもだけで
なく親の不
安も強いた
め、具体的
な経過説明
や労いの声
掛けなど精
神的なサ
ポートを十
分に行って
いく。ま
た、アレル
ギー児の食
事介助は普
段の様子の
変化に早く
気づきやす
いクラス担
任が引き続
き介助す
る。

7943

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

22 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

運動遊び
に関する
マニュア
ルが無い

運動遊び
について
職員会議
を行い、
共通認識
をもつ

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

使用した
マットが
ソフトタ
イプで
あった事
で着地が
不安定に
なった事
が要因と
も考えら
れる

着地が安
定するよ
うなマッ
トを使用
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃、体
操教室で
行ってい
た高さで
あった
が、それ
が要因と
も考えら
れる

不測の事
態をさら
に考慮
し、設定
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

繰り返し
行ってい
た活動で
あった
が、３回
目にバラ
ンスを崩
し、前方
へ手をつ
いて着地
した。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

側にい
て、対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見
守ってい
た。

慣れた
活動で
あった
為、出
来ると
過信し
ていた

慣れた遊び
であって
も、様々な
事態を想定
した補助を
していく

7944

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

78 25 27 26 8 8 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(適宜　)
回/年

1.基
準以
上配
置

今回事故
があった
場所が危
険な場所
であった
こと、事
故が起こ
るような
遊び方だ
というこ
とが認識
できてい
なかっ
た。

ヒヤリ・
ハットへ
の意識不
足、それ
に伴い検
討が不十
分である
ことが考
えられ
る。職員
のヒヤ
リ・ハッ
トへの意
識を高め
ていく。
また、必
要に応じ
てマニュ
アルなど
の見直し
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　12　)
回/年
　　毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

今回の遊
具は世界
で最も権
威のある
「EN-
1176｝に
準拠して
設計・生
産されて
いるが、
目の前に
いる子ど
もたちの
能力に即
している
か日々更
新してい
かなけれ
ばならな
いと感じ
た。

ヒヤリ
ハットを
積み重ね
ていくこ
とで危険
個所を把
握し、施
設面で改
善できる
かどう
か、また
は撤去し
なくては
いけない
かを職員
会議など
で検討し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外で体
を動か
し、いろ
いろな体
の使いか
たが経験
ができる
時間や場
所の確保
を引き続
き行って
いく。ま
た、少し
先のチャ
レンジに
挑み続け
られるよ
うな環境
を整え見
守ってい
く。

園内研修
（OJT）
や職員会
議など園
庭の環境
について
リスクア
セスメン
トを行
い、子ど
も自らが
危険を察
知できる
力を培う
環境を話
し合い整
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

今回、怪
我に繋
がってし
まった遊
びは今年
になって
友だちと
一緒に何
度か行っ
ている姿
を見てい
た。
特に目新
しい遊び
方ではな
く、毎
年、年
中・年長
児ぐらい
の子ども
が挑戦し
ている遊
びであっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

発生現場
の近くで
見守って
いたが、
高所の場
所ではな
いこと、
これまで
の経験や
本児の育
ち（年長
児で身の
こなしも
悪くな
い)を鑑
み、すぐ
に手の届
くところ
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3．4．5
歳児の合
同保育中
で、3，
4，5歳児
の保育者
が高所の
垂直落下
があるな
ど危険度
の高い場
所に配置
し、それ
以外の職
員は全体
を見なが
ら子ども
たちを見
守ってい
た。

足がは
しご部
分に
ひっか
かり着
地でバ
ランス
を崩し
てし
まった
こと、
手をつ
いた跳
ね返り
によっ
て腕に
大きな
負担が
かかっ
てし
まっ
た。

定期的に大
型遊具での
遊び方の
ルールを伝
えたり、子
どもの性格
やその時の
様子によっ
て、危険に
対して意識
できるよう
な声かけを
していく。

7945

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 　 1 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
の骨折と
右足首の
捻挫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
 ３～４　
)回/年

1.基
準以
上配
置

夕方の人
手の少な
い時間帯
で担任も
一人だっ
た。それ
まではア
スレチッ
クについ
ていた
が、親の
対応で丁
度抜けて
しまった
ときに事
故が起き
てしまっ
た。

アスレ
チック遊
びは担任
がしっか
り見れる
ときに行
う。見ら
れなく
なった
ら、終わ
りにして
用具も片
付けるよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
5　　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
5　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
10　)回/
年

日頃より
事故防止
について
研修を
もっと行
い施設や
遊具の点
検をしっ
かり行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任がつ
いてアス
レチック
遊びを
行ってい
たが夕方
になり親
がお迎え
に来始
め、その
対応でそ
の場を離
れてし
まった。
お迎えの
時間帯に
は遊びの
活動を終
了する。

夕方の人
手の少な
い時間帯
ではクラ
スを越え
て職員み
んなで子
どもたち
を見守っ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気で大好
きな友達
といつも
一緒に遊
んでいる
が、この
時もたま
たま担任
がその場
を離れた
時に友だ
ちと一緒
に高さの
ある所か
ら跳んで
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

コロナ対
策の為、
玄関に親
のお迎え
があり、
その為
ちょっと
その場を
離れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ガラス戸
越しの隣
のホール
に他の職
員はいた
が担当
者･対象
児の動き
に目が
行ってい
なかっ
た。

保育体
制が二
人から
一人に
なる時
の遊び
の内容
につい
て安全
面に気
を付け
ながら
行って
いく。

アスレチッ
ク遊びを
行っている
時は必ず子
どもから離
れない。ど
うしても離
れる場合は
アスレチッ
ク遊びを終
了し片付け
てから動く
ようにす
る。

7946

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
 ３～４　
)回/年

1.基
準以
上配
置

土曜日で
子どもの
人数が少
なく机と
椅子で陣
取り遊び
を行って
いたが、
競争に
なってし
まい気持
ちが急い
てしまっ
て机から
落ちてし
まった。

遊びや保
育活動で
は落ちた
り転ぶな
ど危険を
想定し
て、でき
る限り危
なくない
ように内
容を考え
て遊んだ
り生活し
ていく。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
5　　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
5　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
10　)回/
年

子ども一
人一人の
運動発達
の状況や
その日の
健康状態
をよく観
察し遊び
の内容を
検討して
行ってい
く。

事故防止
について
これから
も度々研
修を行
い、施設
や遊具の
点検を
しっかり
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

この日は
お天気が
良かった
が室内で
遊んでい
た。子ど
もたちと
椅子や机
を一緒に
並べた
が、その
状況を見
ながら危
なくない
か点検を
もう一度
行うべき
であっ
た。

天気の良
い日に
は、室内
遊びでは
なく外で
遊んでい
く。常に
子どもた
ちの状況
を見なが
ら怪我の
ないよう
に気を
配って活
動してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気で、い
つもとか
わりな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児は
元気にみ
んなと遊
んでいた
が、競争
のように
なって気
が急いて
しまい慌
てて机か
ら落ちた
時に手の
付き方が
悪かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ空間
にはいた
が、違う
遊びのと
ころを見
ていた。

該当児は
クラスの
中でも月
齢の低い
子である
ため、遊
びの中に
無理な所
はなかっ
たか、高
さや距離
など常に
気を付け
て遊んで
いくこ
と、また
競争で行
うことで
起こりう
る危険に
も気を
配ってい
く。

遊びを組織
するに当
たって子ど
もの発達段
階やその日
の体調、遊
びの内容に
よって起こ
りうる危険
について先
に考えて事
故防止に努
めていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7947

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

外果剥離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

走って遊
んでいる
と周りが
見えなく
なってし
まうた
め、声か
けなど行
い怪我の
ないよう
注意す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

定期的に
点検や整
備は行っ
ているが
より一層
の園庭整
備を行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
活動全体
を見守れ
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夕方の降
園間近の
時間帯で
ぞう組だ
けが園庭
で遊んで
おり、い
つもより
活発で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児は広
範囲に活
動してお
り、担当
保育士も
移動しな
がら全体
を見なが
ら対応し
ていた。
本児が友
だちにぶ
つかった
様子は見
ていな
かったが
周りの子
どもが
「転んだ
よ」と知
らせに来
てすぐに
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士から連
絡を受け
た看護師
が本児の
怪我の状
態を確認
し応急処
置（シッ
プを貼
る）をし
た。

全体の子ど
もの行動を
把握し、危
険な行動を
予防できる
スキルを身
につける。

7948

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 5 3 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員に安
全対策マ
ニュアル
の周知徹
底されて
いなかっ
た。

安全対策
マニュア
ル周知徹
底を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後３時
前で、一
日に疲れ
が出やす
い時間帯
だった。
片付けを
終えた子
がやるこ
とがな
かった。

子どもの
状態に合
わせた、
動と静の
活動のバ
ランスを
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもよ
り、登園
時は落ち
着きがな
い面がみ
られた
が、徐々
に落ち着
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

こども同
士で協力
して、お
もちゃを
片づけて
いる様子
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

間食準
備、排せ
つの補助
などを
行ってい
た。

片付け
を終え
た子ど
もたち
への声
掛けが
なかっ
た。

予測される
こどもの動
きと声掛け
について確
認し合う。

7949

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 0 0 5 4 5 2 0 4 4 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

混合保育
のため、
小さい子
と遊び、
対象児か
らは気が
それてい
た。

混合保育
の場合は
全体の安
全を確認
する保育
士も必要

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

裸足で遊
んでいた
が、床の
湿気でバ
ランスを
崩し前へ
倒れた。

転びやす
いことな
ど、声を
かけて注
意を促す

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

小さい子
の相手を
して遊ん
でいたの
で、全体
を把握で
きていな
かった

一緒に遊
びながら
も全体の
安全確認
が必要、
できなけ
れば、保
育士を追
加する。

3.いつ
もより
活発・
活動的
であっ
た

同じ年齢
の３人で
追いか
けっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児で
はない子
と遊んで
いて、バ
ランスを
崩して倒
れた瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

追いか
けっこに
は参加せ
ず他の子
と遊んで
いた。

特別保
育で、
学年の
担任が
その場
にはい
なかっ
たの
で、対
象児の
普段の
様子
（走る
ことが
大好
き）を
十分に
把握で
きてい
なかっ
た。

保育士は学
年の担任を
配置する。

7950

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
動きに対
する危険
予防が十
分にでき
なかっ
た。本児
から保育
者が見え
る位置で
鬼ごっこ
をしてい
たが転倒
した場面
を保育者
は確認し
ていな
かった。

鬼ごっこ
など後方
に気を取
られ、前
方が不注
意になり
やすい遊
びの場合
は、保育
者はその
動きを注
視する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

園庭全面
芝生が生
えている
が、その
中で転倒
した付近
を中心に
凹凸部が
無いかを
確認し、
あれば整
備を行
う。

園庭での
安全な保
育活動に
ついて見
直しを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス単
独での活
動であ
り、全身
を使って
思い切り
動き遊ん
でいた。

集団で活
動的に遊
んでいる
時の安全
確認、危
険予測を
十分に行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内活動
から戸外
遊びに移
行した時
であり開
放感を味
わうよう
に活動的
にのびの
びと遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の様
子を見て
いたた
め、本児
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外遊び
の事故の
際、担当
職員は一
人だった

普段戸
外遊び
で転ん
だとし
ても地
面が芝
であり
大きな
事故に
なりに
くかっ
たため
予測で
きな
かっ
た。

戸外遊び
等、活動の
終わりや切
り替わり時
にその都度
体の異変
や、体調に
変わりがな
いか子ども
に声をかけ
確認をす
る。子ども
が異常を訴
えた時は、
いつから、
どのような
場所で異変
があったか
など丁寧に
聞き取りを
し、痛みを
訴える部位
など複数人
で確認をす
る。

7951

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

　右頬の
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

危険を予
知して遊
びの環境
を整える
ことの重
要性が、
職員一人
ひとりに
周知徹底
できてい
なかっ
た。

危険予
知・事故
防止等研
修を常勤
職員全員
で受け、
危険に対
する感度
を高めて
いく。前
年度のヒ
ヤリハッ
ト事例を
見直し検
討し、危
険予知ト
レーニン
グの園内
研修を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
)回/年

遊戯室で
年長児が
フリス
ビーをす
るにあ
たって衝
突防止に
ピアノの
ガードは
していた
が、可動
式ステー
ジは、毎
月誕生会
で使用し
ていたた
め、ほぼ
常設と
なってい
た為、片
づけてフ
ロアを広
げるとい
う発想が
なく、危
険予知が
できな
かった。

遊戯室で
は走り
回ったり
する活動
もあるた
め、今後
は誕生会
もフロア
で行うこ
ととし、
ステージ
は収納
し、行事
で使用し
た後は必
ず収納す
ることと
した。

降園時間
が近づ
き、一日
の疲れか
ら集中力
が欠けや
すくなっ
てくる時
間帯に、
激しい動
きと興奮
しやすい
遊びをさ
せた。

夕方の時
間には、
子どもた
ちが興奮
したり、
ケガにつ
ながるリ
スクが高
い遊びは
しない。
また、活
動の前に
落ちつか
せ、遊び
のルール
を確認す
る時間を
設ける。

友だちが
投げたフ
リスビー
をキャッ
チしよう
と急いで
走り、前
のめりに
転んでし
まった。
そして勢
い余って
そのまま
滑って高
さ27㎝の
ステージ
の角に頬
をぶつけ
てしまっ
た。

全体を見渡
しやすく、
また、子ど
もがぶつか
らないよう
ピアノの手
前に立って
いた。フリ
スビーがス
テージ手前
に落ちたの
で危険性は
ないと思
い、フリス
ビーを追い
かけて走っ
ていく姿を
見守ってい
たが、障害
物のない床
で転び滑っ
てしまうこ
とを予想し
ていなかっ
たため、ス
テージにぶ
つかること
を防ぐこと
ができな
かった。

もう一人
の担任
は、普段
から度々
していた
遊びだっ
た為、保
育士一人
でも大丈
夫だろう
と、保育
室の消
毒・清掃
をしてい
た。事故
が起きた
瞬間は、
配膳用に
使用した
エプロン
を1階の
洗濯機に
入れに
行ってい
た。

障がい加
配保育士
を含む２
名体制で
通常の保
育は行っ
ている
が、遊び
なれた活
動だった
為保育士
一人でも
大丈夫だ
ろうとい
う見通し
の甘さか
ら、一名
が保育室
の掃除・
消毒の作
業にあ
たってい
る際に、
一人で動
きの激し
いフリス
ビーの遊
びを始め
てしまっ
た。

楽しくて興
奮したり、
勝ち負けで
むきになっ
たりしやす
い子どもの
特性をしっ
かり考慮
し、集中力
が欠けるこ
とが予想さ
れる時間帯
の活動は、
落ち着いて
遊べるもの
にする。遊
びを始める
前には、危
険がないよ
うに約束に
ついて子ど
も達と確認
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7952

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 13 10 11 3 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
随時 )回/
年

1.基
準以
上配
置

朝の登園
時間帯で
あり、子
どもが随
時外あそ
びに加
わってく
る状況で
あった。
1人目の
保育士が
鉄棒から
離れ、2
人目の保
育士が変
わって鉄
棒わきに
移動して
きた時に
事故が起
きた。

3年齢の
子どもた
ちが合同
で遊び、
動きが活
発なの
で、特に
朝の時
間・夕方
の合同保
育時に
は、一定
のルール
を作り、
遊び方を
子どもた
ちに知ら
せてい
く。（使
う時間な
ど）職員
会にて、
全職員で
安全対策
について
の共通理
解を深め
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　随時)回
/年

鉄棒下に
マットを
敷くよう
に指導さ
れてお
り、サイ
ズや材質
の検討は
していた
ものの、
6月中旬
から遊具
の塗装と
新遊具の
設置予定
があった
ため、整
備できて
いない状
況にあっ
た。

厚さや広
さの合う
マット
を、でき
るだけ早
く調達す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

好きな遊
びを選ぶ
時間帯で
あり、子
どもたち
が次々と
遊びを変
えて楽し
んでいる
姿が多く
ある。日
によって
遊びの内
容も違っ
ている。

鉄棒をす
る時間帯
を決め、
決められ
た人数ご
とに遊ぶ
ことを徹
底する
（2人ず
つ）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　最
近、年長
児が鉄棒
をしてい
るのを見
て興味が
湧いてお
り、自分
もやりた
いという
思いが強
くなって
いる。休
日に従妹
と公園で
鉄棒をし
たことも
あり、休
み明けか
ら鉄棒に
ぶら下
がってい
ることが
多くなっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

もう一人
の友だち
（3歳
児）と鉄
棒にいた
ため、す
ぐ近くで
見守って
いたが隣
に目をっ
やってい
る少しの
間にドス
ンと音が
し、見る
と本児が
尻もちを
ついてい
た後だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

   雲梯
などの固
定遊具
や、年長
児の竹馬
練習の補
佐をして
いた。

7953

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 4 3 3歳
1.男
児

当該園児
は、7月1日
に右足内反
足の手術で
入院し、翌
日退院。手
術前から長
期間（6月
17日～7月
21日まで）
は、膝下部
分のギブス
を装着して
過ごしてお
り、右足を
あまり動か
していな
かったた
め、骨が弱
くなってい
た。退院後
は家庭でし
ばらく静養
し、保育園
には7月26
日から登園
していた。

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

　　　右
足大腿部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
時に、泣
き方が通
常と違う
ことに気
づくのが
遅れたた
め、保護
者への連
絡も遅く
なり、そ
の後の対
応も遅れ
てしまっ
た。

園児一人
一人の普
段の姿や
留意点を
十分に把
握し、保
育を行う
中で異変
があった
時には、
園長に速
やかに報
告し、す
ぐに保護
者へ連絡
するなど
迅速な対
応を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

砂場の砂
が少なく
なって段
差ができ
ており、
その上か
らブルー
シートを
敷いたた
め、段差
がわかり
にくく、
安全な環
境設定が
できてい
なかっ
た。

砂の補充
をする。
砂場のブ
ルーシー
トは取り
外し、水
遊びの時
は、ブ
ルーシー
トは使用
せず、人
工芝を敷
くかテラ
スを使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

右足内反
足の手術
のために
１か月以
上のギブ
ス着用が
あり、足
の骨も
弱ってい
る状態
だった。

活動内容
が子ども
の健康状
態に合っ
ている
か、環境
設定や保
育士の配
置をどう
するか、
職員間で
十分な話
し合いを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者か
らは家庭
でも走っ
たりして
いると聞
いてお
り、いつ
もどおり
の元気な
様子だっ
た。ま
た、水遊
びが久し
ぶりで、
興奮気味
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育
士は、遊
びの片づ
けを促し
ていて、
当該園児
が負傷し
た瞬間を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊び
の見守り
に１名の
保育補助
職員。加
配児に保
育士が１
名（遊び
の片づけ
時で保育
室に入ろ
うとして
いた）。
保育士１
名は、担
任保育士
と周りの
子と片づ
けをしよ
うとして
いたた
め、当該
園児が負
傷した瞬
間を見て
いなかっ
た。

該当園
児は普
段から
泣き出
すと泣
き止む
のに時
間がか
かるこ
とがあ
り、落
ち着く
までし
ばらく
様子を
見てお
り異変
に気付
くこと
が遅
れ、園
長への
報告が
遅く
なっ
た。

朝礼時に、
園児の健康
状態につい
て共有をす
る。また、
事故当時の
活動内容に
ついて環境
設定や当該
園児の遊び
の内容等、
どうしたら
防げたかな
どを全職員
で数回に分
けて話し合
い、検証し
再発防止に
努める。

7954

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

19 6 2 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
６　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
　２４)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８)回以
上/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・保育士
がそれぞ
れ子ども
を集めた
り、並ば
せたりし
ていて全
体の状況
を把握す
る
　保育士
がいな
かった。
・ステー
ジの上に
対象児が
座ってい
ることに
気付いて
いたが降
りるよう
に声を
　かけな
かった。

・保育士
の一人は
全体の子
どもの動
きや状況
を把握で
きるよう
にする。
・子ども
だけでス
テージに
上がらな
いという
ことを子
どもと確
認をした
り、ス
テージの
使い方に
ついて再
度保育士
間で確認
をしたり
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・気の合
う友だち
と会話を
楽しんだ
後、自分
でステー
ジから降
りる。
・ステー
ジから降
りた時に
泣いた
が、入所
したばか
りで園や
保育士に
慣れてお
らず
　痛みを
訴えるこ
とができ
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・本児が
泣いた
後、痛が
ることも
なく普段
通リに過
ごしてい
た為、ケ
ガを見逃
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・担任が
そろわな
い状況で
活動をし
てしまい
全体を見
る職員が
いなかっ
た。

・６月
２５日
より入
所で担
任との
信頼関
係を十
分に築
くこと
ができ
ておら
ず、自
分から
　痛み
や思い
を伝え
ようと
する姿
がな
かっ
た。

・痛みや何
かを感じた
時には泣い
たり、伝え
たりできる
ように保育
者との信頼
関係を深め
る。
・思いが伝
えれない子
どもには思
いをくんだ
り声をかけ
をしたりし
て配慮して
いく。
・全体を見
る保育士を
必ず配置す
る。
・保育者同
士がこまめ
に声をかけ
あい一人一
人の子ども
の様子が把
握できるよ
うにする。

7955

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

10 2 2 5歳
1.男
児

特記事項無
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12)回/年

各遊具で
の事故を
想定し
て、研
修・話し
合いを持
つ機会が
少なかっ
た。

研修・話
し合いの
機会を持
ち、職員
間で共通
理解し安
全保育を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

実施頻度(　
12)回/年

実施頻度
(毎日)回/
年

登り棒の
下は砂地
のため硬
かったの
で、着地
地点の安
全性を深
く考える
必要が
あった。

登り棒の
下にクッ
ション性
のマット
を敷き、
着地、転
落時の衝
撃緩和に
繋げる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故に対
する予測
が足りな
かった。

繰り返し
の活動の
際は休息
を取り、
安全に活
動出来る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

総合遊具
の上側か
ら数回登
り棒を降
り、次に
下側から
登り棒を
数回登
り、その
際左手を
離し支え
きれず地
上約1
メートル
の所から
地面に落
下する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登り棒が
２本あ
り、その
間で園児
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊具
の滑り台
を滑って
いる子ど
もや離れ
た所にあ
る渡橋を
登ってい
る子ども
など、園
庭で遊ぶ
全体的な
様子を
見守って
いた。

子ども
の動き
や事故
に対す
る予測
が足り
なかっ
た。

子どもの遊
び方や動き
のイメージ
を把握し、
保育士の立
ち位置に配
慮したり、
事故を予測
し未然に防
ぐことが出
来るよう、
職員で共通
理解してい
く。

7956

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

複数クラ
ス（1・
2・4歳
児）が同
時刻に園
庭に出て
遊んでい
た。

複数のク
ラスで園
庭を使用
する場合
には、遊
びの内容
を考え
る。職員
間の連携
をとる。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

それぞれ
の安全点
検は行っ
ていた
が、遊具
や玩具を
用いない
遊びの安
全への配
慮が足り
なかっ
た。

園庭使用
が集中す
る場合時
間割を決
める。第
2園庭の
利用。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数クラ
スが園庭
に出てい
る状態
で、遊び
の内容が
適切では
なかっ
た。

集団あそ
び、動き
の激しい
あそびを
する場
合、クラ
スの使用
時間を決
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、鬼
ごっこに
参加して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちと一緒
に鬼ごっ
こに参加
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちと一緒
に鬼ごっ
こに参加
してい
た。

担当職
員、加
配保育
士とも
一緒に
遊びの
中に
入って
いた。

集団あそび
をする場
合、1人は遊
び全体を把
握できる位
置にいて見
守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7957

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 0 0 3 2 1 4 0 4 4 2歳
1.男
児

なし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第2中
足骨骨折　
　　　　
左第３・
第4中足
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし

どんな場
面におい
て事故に
つながる
ことを職
員間で話
し合い、
子どもの
様子をき
め細やか
に観てい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

畳とクッ
ションフ
ロアを仕
切る木枠
（２５㎝
に高さ）
をまたぐ
際に、左
足に何ら
かの衝撃
がかかっ
たと思わ
れる。

畳とクッ
ションフ
ロアを仕
切る木枠
（２５㎝
に高さ）
の周りに
クッショ
ン材を貼
る。

7.その
他

なし

子どもが
畳とクッ
ションフ
ロアを仕
切る木枠
（２５㎝
に高さ）
をまたぐ
際には、
保育士が
傍に付き
一人一人
の手を添
えてゆっ
くりとま
たげるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に左足
を痛がる
様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

患部を確
認後、本
児の足の
動きに細
心の注意
を払い観
察してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
同様、本
児の足の
動きに細
心の注意
を払い観
察してい
た。

なし

子どもの動
きなど、気
を付けて観
察し、状況
に応じた言
葉かけや対
応を行う。

7958

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 1 4 3 4 8 5 4 3歳
1.男
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

日頃の子
どもの行
動から、
常に予測
するよう
にする。
危険個所
等、話し
合ってお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

テラスと
園庭の高
低差があ
ること

花壇に登
り、歩か
ないよう
に花壇の
上面に子
ども達の
絵を貼っ
た。

7.その
他

なし

子どもの
様子を見
て、声を
掛けるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な本
児で、常
日頃から
保護者の
前では飛
び降りて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見ていた
のは門で
の受け入
れをして
いる職員
であり、
本児は保
護者と一
緒に保育
士室の方
に歩いて
いたの
で、その
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の保
育をして
いたた
め。

本児は
保護者
の注意
を聞か
ないこ
とが多
いが、
保護者
もきち
んと対
応して
いな
い。

改善策とし
て、弟の準
備中は保護
者と一緒に
入室し、一
人で戸外に
いることが
ないように
することを
本児や保護
者に伝え約
束し、職員
間でも共通
理解し周知
した。

7959

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 2 11 8 20 19 10 0 11 11 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆外骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　１８)回
/年

2.基
準配
置

特になし

担任の他
に加配保
育士を配
置し、出
勤状況に
よりフ
リーの保
育士を配
置してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２９３)
回/年

特になし

園庭の凹
凸がない
か等点検
し、地面
をなら
す。
点検マ
ニュアル
項目をも
とに
チェック
したり、
不具合が
あれば処
分し解決
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども
は、鬼
ごっこに
夢中にな
ると、周
りの子ど
もとの距
離間は把
握しにく
い。

職員間
で、子ど
もの動き
や空間ス
ペースに
目を配
り、安全
の配慮を
行うよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て足がも
つれた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
を一緒に
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場遊び
をしてい
た。トラ
ブルの
あった園
児への仲
介をして
いた。

鬼ごっ
こは、
ぶつか
ること
や転ぶ
ことが
あるこ
とを認
識す
る。

子どもが転
びそうに
なったら、
手をつくよ
うに指導す
る。

7960

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

28 28 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

なし

基準値内
の職員配
置であっ
たが、よ
り目を届
かせるた
め、午後
の戸外遊
びの時
は、担任
以外の職
員を1名
配置す
る。遊具
のすぐそ
ばにつけ
ないとき
は、遊具
の使用を
中止する
などルー
ルの再確
認をし
た。担任
以外の保
育士が保
育する場
合も周知
徹底をす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
日

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具で遊
ぶ子、長
縄とびを
する子、
園庭で追
いかけっ
こをする
子など、
遊びが分
かれてい
た。一人
の保育士
は個別の
対応をし
ていたこ
と、一人
の保育士
は、滑り
台の近く
にはいた
が、長縄
とびにつ
いていた
ため、階
段の下り
側に向き
を変えた
児に瞬時
の声掛け
ができな
かった。

滑り台を
使用する
ときに
は、専属
でそばに
つく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に活発
な園児で
あり、
様々なと
ころから
飛びおり
ることを
好む児で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台近
くで長縄
とびを回
していた
が、児が
階段の上
り向きか
ら下り向
きに変え
ると同時
に階段か
ら降りよ
うと落下
したた
め、未然
の声掛け
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で個
別に対応
が必要な
子がいた
ため、滑
り台で遊
んでいる
子の把握
ができて
いなかっ
た。

なし なし

7961

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

41 41 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

近くに保
育者はい
たが、次
の子が間
隔を開け
ていくよ
うその位
置につい
ていたた
め、うん
ていを
行ってい
る本児に
は、付い
ていな
かった。

子どもの
人数が多
い場合
は、職員
で声をか
け合い、
応援を頼
む。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０８)
回/年

体を大き
く揺すり
ながら次
のところ
へ進んで
いく本児
であるた
め、下に
は、マッ
トを敷い
てあった
が、尻と
肘から落
ちてし
まった。

体を大き
く揺する
ので、保
育士が近
くに付く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも遊
んでいる
ので大丈
夫だと
思ってし
まった。

常に落ち
るかもし
れないこ
とを想定
して保育
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭での
戸外遊び

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
の始める
場所で、
次の子に
声を掛け
ながら対
象児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で、
他の場所
で子ども
たちと関
わってい
た。

体を揺
すり過
ぎると
落ちる
可能性
がある
ことを
子ども
にしっ
かり伝
えきれ
ていな
かっ
た。

落ちる可能
性があるこ
とを子ども
たちに伝え
る。

7962

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 0 0 0 0 25 25 4 4 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

自損の為
特にな
し。（多
動の行動
が目立つ
為、本児
の動きに
目を配
る）

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特になし

園庭内の
安全管理
をしっか
り行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

戸外遊び
のルール
の周知を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡しなが
ら、子ど
もたちと
の遊びの
やり取り
を見守
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

直近の場
所には、
届かな
かった。

特にな
し

子どもの動
きに注意を
払い、危険
予測ができ
るようにす
る

157 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7963

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 1 1 4歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

担任が、
電子ピア
ノの椅子
を子ども
の手の届
く場所に
置いてし
まった。

安全な場
所への椅
子の収
納。室内
遊びの
ルールの
徹底。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊びの
コーナー
の近くに
椅子があ
り、それ
を利用し
て遊ぼう
としてし
まった。

椅子は、
子どもが
入らない
場所に固
定する。
保育室内
で危険が
予測され
る遊びは
しない。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
室内遊び
のルール
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食を食
べ終え、
ままごと
コーナー
で遊び始
めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡しなが
ら、子ど
もたちと
の遊びの
やり取り
をたのし
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
担任1人
で対応し
ていたた
め、他の
職員はい
なかっ
た。

特にな
し

怪我につな
がる危険性
を考えなが
ら部屋の環
境づくりを
行うように
する

7964

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

68 24 24 20 5 5 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首わ
かき骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

危機管理
マニュア
ルを再度
見直す。

1.定期的
に実施

実施頻度 　
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年　
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年　毎日

子どもの
発達状況
を職員間
で検討
し、安全
面での配
慮を確認
し取り組
む。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室で
リズム遊
びをする
時は、子
どもの人
数や動き
に配慮
し、安全
に行える
ようにす
る。ま
た、子ど
も達にも
活動する
際は集中
して取り
組むこと
を再確認
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は張
り切って
リズム遊
びを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
と一緒に
リズム遊
びをして
動いた
り、見
守ったり
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各担当ク
ラスに入
り子ども
達と一緒
にリズム
遊びをし
て動いた
り、見
守ったり
してい
た。

リズム遊び
を行う際に
は、動く人
数や安全面
に十分配慮
し取り組
む。

7965

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

26 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

クッショ
ン材を取
り外した
あとに保
育士が誰
も気づか
ずにい
た。

扉に手を
挟む可能
性がある
ことや子
どもが出
入りする
ときに
は、注意
して見て
いくよう
に再確認
をして
いった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

扉にクッ
ション材
は、つけ
ていた
が、2歳
児が午睡
のため利
用した後
に付け忘
れ、担任
もついて
いないこ
とを確認
していな
かった。

クッショ
ン材を柱
に固定し
て指が挟
まれない
ようにし
た。テラ
スのサッ
シにも
クッショ
ン材をつ
けていく
が、固定
できない
ため、開
けたら、
クッショ
ン材をつ
ける表示
をつけて
意識付け
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつ後
に隣の保
育室に移
動してい
る時だっ
たので、
保育士か
らは子ど
もの姿が
見えない
時があっ
た。

保育士同
士が声を
掛け合っ
て子ども
の姿を常
に確認し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入園から
1か月半
だが、園
の生活に
慣れてき
て、不安
な様子は
見られな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が部
屋に入っ
てきた時
に扉を閉
めた子ど
ものそば
に保育士
がついて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人は隣
の保育室
でおやつ
の片付け
をしてい
て、1人
は帰りの
支度の援
助をして
いた。

保育士
が全体
を見ま
わすこ
とがで
きる位
置にい
なかっ
た。

子どもに背
中を向けな
い位置に立
ち、全体を
見まわして
いくように
する。

7966

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 2 2歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

いつもと
違う様子
が見られ
たので、
その時点
で保護者
に連絡し
て受診す
るとよ
かった

動く、動
かないの
判断では
なく、い
つもと様
子が違う
時は、素
人判断を
せず、受
診する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし なし
7.その
他

なし

職員の立
ち位置や
役割分担
を確認す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児の真
似をし
て、枠か
ら降りた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近では
あった
が、背後
から見守
る状態で
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄、配
膳を担当
していた
ため

なし

遊びの状況
等を見極
め、危険性
が察知され
る場合は、
児童に声が
けをした
り、見守り
を強化する

7967

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

4 1 2 1 1 1 5歳
2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
６　)回/
年

2.基
準配
置

4月1日は
年度始め
であり、
職員の異
動があ
り、新し
い体制に
なったば
かりで
あった。

年度始め
である
が、降園
の際の遊
びは危険
につなが
りやすい
ので保護
者だけで
なく保育
士も目を
離さずよ
く見て、
声をかけ
る必要が
ある。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

降園時は
太鼓橋は
マットも
なく表示
をかけて
使用しな
いと知ら
せている
が、小学
生が遊び
始めてま
ねして遊
び始め
た。保育
士も母親
も止める
ことがで
きなかっ
た。

表示だけ
では遊ぶ
ことがで
きる状態
なので
シートで
太鼓橋を
覆う。

7.その
他

降園後は
保育士は
遊具の側
につけな
いので遊
具に合わ
せた遊び
方を働き
かける配
慮が足り
なかっ
た。

今後は、
保育時間
内に保育
士の側
で、安全
に太鼓橋
をつかっ
て遊ぶよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で園庭を
走ってい
たが、小
学校の児
童が太鼓
橋に登る
姿を見て
使用して
いけない
ことを忘
れ登って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園長は保
護者会の
資料を受
け渡しを
しながら
保護者対
応を行っ
ており、
太鼓橋で
遊んで被
災した場
面を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任はお
迎えにみ
えた保護
者より園
児を引き
渡してい
たが太鼓
橋で遊ん
で被災し
た場面は
見ていな
かった。

降園時
は保護
者の前
で緊張
感も解
け、一
日の疲
れも出
やすい
ので普
段の気
持ちや
動きと
違うこ
とが予
想され
る。

降園時の遊
び方を子ど
もに周知
し、保育士
や保護者が
子どもの動
きを常に見
ていくよう
にする。

7968

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 16 10 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児に
あった跳
び箱の高
さではな
かった。

一人一人
の発達段
階を把握
し遊びに
連続性を
持ち環境
構成をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に戸外遊
びを楽し
んでお
り、３段
の跳び箱
が出され
ると、自
分から飛
びにいっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横につい
ていたも
のの、す
ぐに補助
し助けら
れる状態
ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外で離
れていた
ところで
見ていた
職員が他
に２人い
たが助け
られな
かった。

以前は
跳び箱
が飛べ
ていた
ので、
担当職
員は大
丈夫と
過信し
てい
た。

子どもの発
達状態や精
神状態を把
握し、過信
せず適切な
補助、援助
をする。

7969

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 12 12 1 1 4歳
2.女
児

特になし。
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
に関する
研修に職
員全員が
参加でき
る機会が
少ない。

事故防止
に関する
園内研修
を月に1
回程度行
い、職員
の意識を
向上させ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

雲梯の下
には安全
マットが
敷いてあ
り、衝撃
を弱める
ことはで
きたが、
落下時の
手のつき
方によっ
ては骨折
の可能性
もあり、
安全面で
十分とは
言えな
かった。

雲梯に慣
れていな
い子が行
う時に
は、安全
マットの
上にさら
に運動用
マットも
敷くよう
にした。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

特にな
し。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中に
初めて雲
梯を渡る
ことがで
き、何度
も意欲的
に取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯で遊
んでいる
子が数人
いたの
で、担当
職員はす
ぐそばで
見てはい
たが、落
下時に咄
嗟に手が
出なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４．５歳
児担任の
あと二人
は、ドッ
ジボール
あそび、
砂場あそ
びをして
いる子を
見てい
た。

特にな
し。

常に落下の
可能性を考
えながら、
落下しそう
になったら
すぐに抱き
かかえるな
どの対応が
できるよう
な体勢でそ
ばについて
補助してい
くようにす
る。
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童
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7970

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右小指中
節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.基
準配
置

本児が
ボールを
キャッチ
する構え
ができて
いなかっ
たのでは
ないか。

個別対応
が必要で
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　　)
回/年

特になし

ボールあ
そびをす
る広いエ
リアを意
図的に作
る。個別
対応が必
要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ボールあ
そびをす
る広いエ
リアを意
図的に作
る。個別
対応が必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
やや落ち
着きがな
い様子が
みられ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

投げた
ボールを
受けるこ
とができ
ると思っ
ていたの
で、普通
に投げ返
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４歳児ク
ラスも遊
んでいた
が、担任
はクラス
対応をし
ていた。

特にな
し

個別対応が
必要であっ
た。

7971

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

83 32 51 6 6 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位裂離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
４　　)回
/年

2.基
準配
置

新年度に
なり、職
員間で園
庭や遊具
の使い方
について
の周知が
できてい
なかっ
た。

早急に、
職員間で
園庭や遊
具の使い
方の見直
し、確認
をする。
全職員に
周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

テラスコ
ンクリー
ト部分を
走ること
は禁止に
なってい
たが、保
育士も子
どもたち
も意識が
低下して
いた。

子ども、
職員全員
と安全な
遊び方や
園庭での
約束を再
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
で遊ぶ際
は、必ず
保育士が
そばで見
守ってい
るが、
走って遊
んでいる
子への配
慮が足り
なかっ
た。

戸外では
全体へ目
を向ける
ように
し、保育
士同士が
連携を
とって
（立ち位
置など）
危険がな
いように
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・年長に
なったこ
とがうれ
しく、気
持ちが高
ぶってい
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・当該園
児が走っ
ていたこ
とは把握
していた
が、担当
職員は固
定遊具で
援助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他の保
育士の動
き、立ち
位置を把
握しつ
つ、固定
遊具で子
どもを援
助してい
た。

コンク
リート
部分は
走らな
いこと
になっ
ていた
が、徹
底され
ていな
かっ
た。

・再度、職
員間や子ど
もたちと約
束を確認
し、徹底す
る。
・鬼ごっこ
をする場所
を確保し、
保育士の立
ち位置を再
検討する。

7972

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

33 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
にひびが
入る

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハット報
告書で職
員が情報
共有し、
自分の行
動を顧み
る機会を
持つ

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特になし

砂で滑っ
た可能性
や窪みが
あったか
もしれな
いので地
面の状態
を確認す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

体幹を鍛
えて、転
んでも
さっと手
が付ける
ような運
動や遊び
を取り入
れる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　戸外遊
びの後の
体操終了
後、担任
が部屋へ
入るよう
に声をか
け　　た
ところ、
慌ててし
まったの
か転倒し
て肘を打
ち付けて
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

戸外遊び
終了のた
め部屋に
入るよう
に声をか
けてい
た。対象
児が転倒
した時、
咄嗟に支
えようと
手を伸ば
したが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　園庭で
他児の保
育をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

クラス
全体に
声をか
けてい
たの
で、焦
りが
あっ
た。

移動時は慌
てず動くよ
うに声をか
ける。見守
りを強化す
る。

7973

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 20 16 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具や遊
びに保育
士がつい
ている
が、配置
が十分で
なかった
か

鉄棒につ
いている
保育士
は、子ど
もの様子
を見て立
ち位置を
見直す

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

鉄棒下に
はゴム製
のマット
が敷いて
あるが、
肘から落
下したた
め骨折し
た

鉄棒や
マットの
安全点検
をしっか
り行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

近くで見
守ってい
た保育士
と、手に
汗をかい
ていると
いう話を
していた

少し休憩
するよう
に声をか
ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒が好
きなの
で、普段
通りよく
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の近
くで、遊
びを見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の様
子を見て
いたが、
咄嗟に受
け止める
ことはで
きなかっ
た

ずっと
鉄棒で
遊んで
いたの
で、手
足が疲
れてい
たのか
もしれ
ない

近くで見守
ること。長
時間遊んで
いる子に
は、休息時
間を作るこ
と

7974

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 1 4 4 7 4 3 3歳
1.男
児

特になし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

頭蓋骨骨
折、急性
硬膜下血
腫

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者と
別れがう
まくでき
ず、気持
ちを切り
替えられ
るように
保護者が
かかわっ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保護者と
の別れが
うまくい
くよう
に、様子
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちを
保育して
いた

受け入れ
の時には
職員一人
が対応を
してい
る。別れ
際の方法
（かかわ
り方）で
事故が起
こりそう
な行動を
している
場合には
危ないこ
とを伝え
る必要が
あった。

親子のやり
とりを大切
にしなが
ら、事故を
防ぐために
は、危険を
回避する為
に伝えてい
く。

7975

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 1 1 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

1.頭部
歯牙不完
全脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
10)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

トイレは
扉が多
く,手な
ど挟みや
すい。場
所も狭く
通路をす
れ違う際
に体や開
けた扉に
ぶつか
る。手洗
い場の水
が零れ落
ち、濡れ
ていると
滑る危険
がある。

扉には手
はさみ防
止をつ
け、開
けっ放し
にしな
い。床が
濡れてい
ないか常
に点検
し、濡れ
ていると
きには速
やかに拭
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ぶつかっ
た年長児
は担任保
育士に
黙ってト
イレに
行ってい
る間の事
故であっ
た。

園児がト
イレに行
く際は保
育士が必
ず付き添
い、危険
性を予知
し声をか
けながら
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育活動
中であっ
たが、ト
イレに行
きたい旨
を保育士
に伝え、
急いでト
イレに駆
け込ん
だ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年中担任
保育士は
本児から
のトイレ
の申し出
に応えな
がら、お
むつ替え
をしてい
る年少保
育士が見
えたため
付き添わ
ず、また
本児がト
イレに行
くことや
見守りを
お願いす
る旨を連
携してい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年少保育
士はトイ
レにいた
が年少児
のおむつ
替えを
行ってお
り、トイ
レに来た
本児の姿
を確実に
目で追っ
ていたわ
けではな
かった。

年中担当保
育士が1名
園外保育に
出かけたた
め、担任保
育士のほか
に部屋にい
たのはフ
リーの保育
士であり自
身が本児に
付き添えな
いにもかか
わらず、付
き添いをお
願いするな
どの連携が
取れなかっ
た。また、
ぶつかった
年長の担任
は当日休み
であったた
めフリーの
保育士で連
携がうまく
いかず、園
児も保育士
に知らせず
にトイレに
行ってし
まったと考
えられる。

いつもと違
う保育士が
保育に入る
ときには園
長か主査が
様子を定期
的に確認し
に行くよう
にしたり、
園児にも
困ったこと
がある時に
はなんでも
声をかける
ように伝え
ていく。

159 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7976

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルがある
ことを職
員に周知
し、いつ
でも見ら
れるよう
にしてい
く。
臨時職員
に定期的
に安全な
保育や子
どもへの
関わりに
ついて話
をする機
会をつく
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12）回/
年
実施頻度
（3）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(96)回/年
実施頻度
（48）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

鉄棒の下
には、
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の遊
び方を子
どもと再
確認し、
バランス
を崩した
際は、落
下しても
怪我を防
止できる
ように鉄
棒の下に
マットを
敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と一
緒に鉄棒
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
ていた場
所で他児
と遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒で遊
んでいる
ことは確
認してい
たが、少
し離れた
場所で見
ていた。

鉄棒で遊ん
でいる際
は、そばに
つき見守
る。

7977

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

43 4 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修を続
け、危険
予知の能
力を高
め、危険
を回避で
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特になし

引き続
き、施
設、遊
具、玩具
の安全点
検は毎日
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒をし
ていると
きに、他
児が側に
よって体
を支える
ような動
きをし
た。

他児が鉄
棒をして
いるとき
は、離れ
ることを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きでよ
く遊ぶ鉄
棒遊びに
友達を
誘ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士
は、すぐ
後ろで2
人の様子
をみてい
たが、咄
嗟のこと
で被災を
防ぐこと
はできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内
で、他児
と遊んで
いたた
め、被災
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

本児は
鉄棒で
手を離
すこと
が時々
ある
が、保
育士が
手を添
えた
り、本
児の体
を支え
たりし
ていな
かっ
た。

保育士は、
危険を予知
して手を添
えるなど危
険にすぐ対
処できると
ころに位置
する。

7978

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 0 0 0 3 2 1 0 2 2 3歳
2.女
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし

どんな場
面におい
ても事故
につなが
ることを
職員間で
話し合
い、子ど
もの様子
をきめ細
やかに観
ていくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

なし

雲梯の下
に敷いて
ある風呂
マットを
しっかり
と固定す
るように
した。

7.その
他

なし

スムーズ
な降園を
意識して
もらうよ
うに全保
護者に周
知した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

なし

子どもの動
きなど、気
を付けて観
察し、状況
に応じた言
葉かけや対
応を行う。

7979

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 0 0 0 9 9 15 0 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

慌てて
登ってし
まう。

鬼ごっこ
などで逃
げ場所と
して遊ぶ
と慌てて
登るの
で、逃げ
場所とし
て他の場
所を案内
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クライミ
ングを
やってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
のブラン
コの補助
について
いたが、
目視はし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

長時間保
育士が3
名がいた
が、それ
ぞれ分か
れてべつ
の遊具の
補助に付
いたり、
保護者対
応をして
いた。

特にな
し

けがをする
かもしれな
いと予測し
て、必要な
ら声をかけ
る。

7980

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 17 20 25 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯根破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

遊んでい
る園児の
発達状況
に応じた
声掛けや
見守りを
していく

鎖の部分
から飛び
降りない
よう指導
していき
たい

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

無し 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故は身体
能力とい
う点から
各個人の
発達状況
によって
は危険な
場合があ
る

個々の発
達状況に
応じての
対応に注
意してい
きたい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に遊
んでいる
時、遊具
から降り
る際に鎖
に片足を
のせたま
まジャン
プした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含めた児
童を見
守ってい
た時、対
象児が地
面に飛び
降り泣い
ていたの
に気づ
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭や他
の遊具で
他児の対
応をして
いたため
見ていな
かった。

６２名
の園児
に対し
ての配
置は適
切であ
る

特になし

7981

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

40 0 4 4 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第1中
足骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故のリ
スクやヒ
ヤリハッ
トについ
て定期的
に共通理
解し把握
し合う

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

特になし

遊具につ
いては、
定期点検
でも問題
箇所はな
く設置に
おいては
支障はな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊ぶ前に
子どもと
遊び方を
確認し合
い、危な
い行動は
大きな怪
我につな
がること
を伝える
事故が発
生しない
ような遊
び方や遊
びの内容
を工夫す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
友だちと
追いか
けっこを
していた
が、走り
疲れ、テ
ラスにあ
るベンチ
に座り身
体を休め
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
様子は見
える位置
で遊びを
見守って
いたが、
少し離れ
ていたた
め友だち
が勢いよ
く抱きつ
くのを止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
は離れた
場所で園
庭で遊ぶ
他の子ど
もを見
守ってい
たため、
事故発生
の瞬間は
見ていな
かった。

特にな
し

一人ひとり
の遊びの状
況を把握で
きるような
体制で遊び
を見守る

7982

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

視界が良
く、遊具
自体は低
めである
ため、今
までその
場でのけ
がはかす
り傷程度
の軽傷な
ものがほ
とんど
だったた
め、あま
り意識を
していな
かった

斜め後ろ
の他児を
見て走っ
ていたた
め、前を
向いて周
りを確認
しながら
歩くこと
を伝えた

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

近くで
（50メー
トル程
先）泥ん
こ遊びを
してお
り、本児
も衣服が
濡れてい
た

遊具を動
かしたり
加工した
りはでき
ないの
で、現状
維持

4.個人
活動
中・子
どもの
み

クラス担
任は、泥
んこ遊び
後まだ靴
を履いて
いない子
らの援助
をしてい
た。本児
の居場所
を確認し
ており、
半タイヤ
にぶつ
かって転
んだ様子
を見てい
た。

転ぶ瞬間
は見てい
たが、咄
嗟のこと
だったの
で、対応
できな
かった。
クラスへ
戻る子ら
の歩く
ルートを
知らせて
いくよう
にする。

戸外で、
泥んこ遊
び後、靴
を履いて
部屋に戻
る際、他
児と一緒
に半タイ
ヤ周辺を
走ってい
た

(具体的
内容記載
欄
泥んこ遊
びを終
え、片付
けや、足
を洗って
靴を履く
子らの援
助をして
いた。

同年齢の
他クラス
の職員も
戸外で、
それぞれ
の水遊び
に分かれ
て、子ど
ものした
い遊びに
寄り添っ
ていた

その日
は、ク
ラスの
子が5人
休みの
ため、
加配対
象児も
居な
かった
ため、
担任が
一人で
ゆった
りと保
育をし
ていた

泥んこ遊び
後の片づけ
や体を洗っ
たり、着替
えたりする
場面で、保
育者の目が
一か所に向
きがちなの
で、手が必
要な時は、
フリー保育
士らが補助
に入るよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7983

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

前額部挫
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１０　)回
/年

2.基
準配
置

子どもの
待つ場所
をサッシ
の近くに
したこ
と。

子どもが
集まる場
所は、窓
やサッシ
から離れ
た場所に
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

特になし

設備には
問題がな
かったか
ら。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　集団遊
びの準備
ができ、
待つ場所
へ移動し
ていた
が、楽し
みから気
持ちが浮
ついてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
移動した
ことを確
認した
が、他児
がうまく
準備がで
きず手間
取ってい
たので援
助をして
いた。援
助をし、
本児の方
に目を向
けると転
んでサッ
シに額を
ぶつけて
跪くのが
見えてす
ぐに駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　担当の
障害児と
次の行動
をするた
めの話を
していた
ため、見
ていな
かった。

特にな
し

保育士の配
置人数に問
題はなく、
子どものい
る場所から
離れてはい
ないから。

7984

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

93 0 0 0 41 0 44 0 8 7 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
近位部骨
折、左肘
挫傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

鉄棒で遊
ぶ時の
ルールの
確認、補
助の仕方
の周知

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特になし

遊具使用
時の安全
管理を
しっかり
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具使用
時の安全
管理を
しっかり
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒をす
る様子
を、傍で
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をする子
供たちを
見守って
いた

特にな
し

鉄棒の補助
につく時
は、鉄棒か
ら落ちるこ
とも想定し
ながら補助
につく

7985

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

84 0 0 0 25 28 31 0 5 3 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

鬼ごっこ
をすると
きのルー
ルの確認
をする

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特になし

園庭の安
全確認を
しっかり
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危ない遊
び方を見
かけたら
止める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に出
て、友だ
ちと鬼
ごっこを
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
を一緒に
していた
が遊びか
ら抜け
て、他の
遊びをす
る子のと
ころに行
き、鬼
ごっこの
動きも見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をする子
どもたち
を見守っ
ていた

特にな
し

園庭での子
どもたちの
動きをしっ
かり確認し
ていく

7986

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 1 1 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

なし なし
2.不定期
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
遊びに参
加しつつ
も全体が
見える立
ち位置を
意識し、
常に全体
の姿を把
握してい
く。

腫れや変
色など見
た目の異
常がなく
ても、被
災後の経
過観察を
丁寧に行
い、少し
でも気に
なること
があれば
受診をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼にタッ
チされる
と思い、
すばやく
身をかわ
して逃げ
ようとし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士も
遊びに参
加してお
り、２～
３ｍ離れ
た場所か
ら本児の
姿は見て
いたもの
の、咄嗟
のことで
被災がお
きたこと
がわから
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で本
児の遊ぶ
様子をみ
ていたた
が、瞬時
の本児の
動きに危
険を感じ
なかっ
た。

なし なし

7987

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2 4歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎・６)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

登園時の
園児受け
入れをし
ながらの
保育とい
うこと
で、事故
を未然に
防ぐ個別
配慮がか
けてい
た。

園児の受
け入れを
行いなが
らも、危
険が予測
される個
別行動に
対する配
慮を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士2名体
制で保育し
ている際、
お互いに声
を掛け合
い、保育士
が園児の様
子を見守り
対応しやす
い位置で保
育する。

7988

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 7 11 1 1 4歳
1.男
児

A整形外科
受診後、B
病院へ移動
し、処置を
行う。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

遊具近辺
に職員が
配置され
ていな
かった。

職員配置
の見直
し、遊具
使用時に
は必ずそ
ばに保育
士がつ
く。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

2.不定期
に実施

実施頻度　
毎日

特になし

すべり台
にガード
を設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
他ごとに
気をとら
れてお
り、子ど
もたちの
動きを把
握してい
なかっ
た。

保育士の
立ち位置
を考えた
り、子ど
もたちの
遊びを見
守ったり
する中
で、危険
な行動を
している
場合に
は、声か
けや制止
をし事故
を未然に
防いでい
けるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以前から
すべり台
を逆走す
る姿がみ
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

数人の子
どもと一
緒に園庭
の植栽に
生き物の
死骸を植
えていた
り、玄関
にお茶を
とりに
行ってい
たりと、
子どもた
ちの動き
に目を配
れていな
かった。

園庭に他
の職員は
いなかっ
た。

特にな
し

遊んでいる
子どもが危
険な行動を
していた
ら、制止が
できるよう
子どもの動
きに気を配
る。また、
遊ぶ前には
遊具の使い
方や園庭で
の遊び方等
再確認する
機会を設け
る。

7989

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

37 2 2 5歳
2.女
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手人指
し指（ひ
びが入っ
た）7/19 
→ 骨折
7/27診断

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
３ )回/年

2.基
準配
置

廊下は歩
いて行動
してい
く。

子ども達
に移動す
る時には
急がず周
りを見
て、行動
すること
を伝え
た。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
3 )回/年

特になし

子どもの
移動中は
保育士が
しっかり
と見てい
く。

7.その
他

特になし

移動前に
子どもに
伝える
（走らな
い、急が
ない）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日々、ど
ちらかと
言えば周
りを見て
いない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

時々、怪
我等につ
ながるこ
とがある
為、日々
気を付け
ていたが
ぶつかっ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人の職
員は近く
にはお
り、もう
一人は離
れたとこ
ろにい
た。

移動中
はぶつ
かって
しまう
ことも
ある。

保育士は一
人一人の動
きをよく見
ていくよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7990

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

114 0 61 53 10 10 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折　
左肘頭部
挫傷　左
尺骨骨幹
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

園児に遊
び方を確
認し、気
をつけて
遊ぶよう
指導した

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

特になし

遊具（雲
梯）自体
に問題は
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

保育士の
立ち位置
を工夫す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように雲
梯で遊ん
でいた　
遊具にも
慣れてお
り特に不
安な様子
はなかっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の遊
びを見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見て
いた

特にな
し

保育士が連
携を取りな
がら全体を
見る

7991

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 1 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指挫
創

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

保育士が
子どもの
気持ちの
内面にも
配慮し行
動予測す
る力がつ
いていな
かった。

慌てやす
い・気が
他に移り
やすいな
どその子
の特性を
把握した
対応をし
ていくこ
との必要
性につい
て再確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

はさみ
（刃先）
を人に向
ける危険
性が理解
できてい
なかった

友だちが
持ってい
るものを
切ろうと
するとど
んな危険
性がある
か実際見
せ、子ど
も自身が
考えるこ
とができ
るよう問
いかけな
がら確認
し、気を
付けて扱
えるよう
指導し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

はさみの
扱い方
が、身に
ついてい
なかっ
た。

日頃よ
り、はさ
みの扱い
方・片づ
け方など
細かく継
続的に伝
えていく
ことで、
身につい
ていくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児の
同意なく
他児が対
象児の
持ってい
たロープ
を切ろう
としてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士は
他児がは
さみを
扱ってい
たことは
把握して
おり見
守ってい
たが、被
災した瞬
間は2.5
ｍ離れた
ところに
いて他児
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
いなかっ
た。

はさみ
使用時
に保育
士が子
どもの
そばか
ら離れ
てしま
い子ど
もの姿
が把握
できて
いな
かっ
た。

必ずそばで
見守るよう
にし、保育
士が離れる
際は子ども
の姿が把握
できるよう
な保育士の
位置を意識
する。姿が
把握できな
いときは、
はさみの使
用を中止す
る。

7992

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2 5歳
2.女
児

筋ジストロ
フィーの子
どもで、歩
行に介助を
必要とす
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

特になし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

・職員間
での共通
認識

・個別計
画案に介
助方法を
織り込む

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

・特にな
し

・特にな
し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雨の日
で、朝か
ら室内で
過ごして
いたた
め、他児
の動きも
活発にな
りはじ
め、やや
騒がしい
状況で
あった。
本児が歩
いている
すぐそば
で、子ど
も達が遊
んだり、
動き回っ
ていた。

他児の動
きが大き
くなって
いたり、
騒がしい
時、込み
合った場
所は自力
歩行しな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分で
作ったも
のを自分
でロッ
カーにし
まいたい
というこ
とで、自
力歩行し
ていたと
ころ、近
くで立っ
ていた友
達の足に
本児の足
が当たっ
た時にバ
ランスを
崩した。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

後ろか
ら、本児
の作った
作品を持
ちながら
見守って
いた。す
ぐに手の
届く距離
におり、
転倒時に
脇を支え
たが、支
え切れな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

こども用
机2台分
隔てたと
ころで、
全体を見
ながら、
本児の動
きも視界
に入れて
いたが、
他児の対
応をして
いた。

・児童
は筋ジ
ストロ
フィー
という
持病が
あるた
め状況
により
歩行等
に介助
が必要

・介助位置
を児童の後
方ではなく
主に横側、
前方につく
ようにし
た。

7993

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 9 16 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨端
線離開

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.基
準配
置

　久しぶ
りの戸外
遊びだっ
たため、
周りの様
子を見る
ことなく
夢中で走
り、友だ
ちとぶつ
かってし
まった。

　子ども
の動き、
遊びの様
子を把握
する。必
要に応じ
て声をか
けたり、
子どもた
ちと話し
合ったり
して安全
な遊び方
が身につ
くように
する。ま
た、全職
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

　石や
マットな
ど、つま
づいて転
ぶ原因に
なる物は
なかった
か、園庭
の整備は
できてい
たか。

　遊具の
安全点検
はしてい
るが、園
庭の状態
までは把
握できて
いなかっ
たので毎
週月曜日
に遊具の
点検に加
え、園庭
の状態を
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　固定遊
具での見
守りに集
中してい
て、走っ
ている子
への配慮
が足りな
かった。

　戸外遊
びの際
は、園庭
全体に目
を向ける
ように
し、保育
士同士が
お互いの
動きを見
ながら
（把握し
ながら）
連携をと
るように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　特に気
になる様
子はな
かった
が、久し
ぶりの戸
外遊びを
喜んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　別の遊
び（固定
遊具）の
見守りを
していた
ため、対
象児の遊
びを離れ
た場所か
ら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の保
育士の動
き、立ち
位置を把
握しつ
つ、固定
遊具で子
どもの援
助をして
いた。

　保育
士が、
固定遊
具以外
の遊び
（鬼
ごっ
こ）
は、大
きな怪
我につ
ながら
ないだ
ろうと
いう気
持ちに
なって
いた。

　どんな遊
びにも怪我
をする可能
性があると
いうことを
認識し、ヒ
ヤリハット
などを職員
間で共有し
ていく。

7994

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 5歳
1.男
児

事故発生の
5カ月前、　
お休み中に
家庭にて右
腕を骨折。
1カ月後か
ら登園

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折
（骨の場
所は不
明）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

朝の視診
問診を
しっかり
行わず、
右腕が少
し曲がっ
ているこ
とに気が
付かな
かった。
防犯カメ
ラにて検
証

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園の
際、右腕
が少し曲
がってい
る様子を
防犯カメ
ラで気づ
いた。
(事故発
生の5カ
月前に骨
折してお
り、完治
してから
もやや右
腕を曲げ
て過ごし
ているよ
うに感じ
た。)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雑巾がけ
のスター
ト地点と
反対側の
全体が見
える場所
に待機
し、号令
をかけて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士補
助は子ど
もたちの
近くに待
機してい
た。

遊戯室
で雑巾
がけを
行って
いた。
少し止
まりな
がら一
往復行
い、終
了後に
保育補
助に声
を掛
け、担
任保育
士に
「痛い
からや
めてお
く」と
伝えに
来た。
過去に
骨折し
ていた
ことか
ら負担
がかか
り痛め
たと予
想され
る。

朝の視診問
診をしっか
り行わず、
右腕が少し
曲がってい
ることに気
が付かな
かった。防
犯カメラに
て検証
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

7995

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 2 2 5歳
1.男
児

はしゃぎ出
すと、気持
ちが高ぶ
り、落ち着
くまでに時
間のかかる
こともあ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
48 )回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットを
出し合っ
てはいる
が、全体
の職員が
意識を持
つことが
いきわ
たってい
なかっ
た。

ヒヤリ
ハットを
出し合う
だけでは
なく、月
に１回危
険予知ト
レーニン
グを行う
よう改善
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

使用した
経験が少
なかっ
た。

子どもの
発達の状
況に合わ
せて、経
験を増や
すように
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任保育
士が遅番
出勤のた
め、他の
保育士が
変わって
保育をし
ていた。
丁度、入
れ替わり
時間だっ
たため、
引継ぎを
してい
た。ジャ
ングルジ
ムに、子
どもが集
まり、危
険を感じ
たため、
２人の保
育士が
ジャング
ルジムの
方に動い
た。

引継ぎ時
にも子ど
もから目
を離さ
ず、手短
に行うこ
と、引継
ぎ時、誰
が責任を
もって保
育にあた
るのかを
明確にす
ることを
話し合っ
た。ま
た、危な
いと感じ
た時、お
互いに声
を掛け合
いその場
から離れ
たり、か
かわった
りするよ
う話し合
い周知し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

かまぼこ
型のマッ
トで、ふ
らふらし
ながらバ
ランスを
取ろうと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

不安定さ
はあった
ものの、
そのスリ
ルを味
わってい
るような
様子だっ
たため、
視界に入
るような
位置で、
見守って
いたが、
ジャング
ルジムに
子どもが
集中した
ため、移
動した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児がか
まぼこ型
のマット
で遊んで
いること
は承知し
ながら、
ジャング
ルジムの
方に気を
取られ、
転倒の瞬
間は見て
いなかっ
た。

朝の自由遊
びに設定す
る玩具は、
その時の担
当によって
異なる。こ
の日も、通
常使ってい
るであろう
という事
で、代わり
に入ってい
た保育士は
設定をした
が、実際に
は、担任保
育士は、あ
まり使用し
ていなかっ
た状況だっ
た。また、
一瞬では
あったが２
人の保育士
の視線が、
同時にジャ
ングルジム
にむいてし
まった。

担任保育士
は、代わり
の保育士に
遊びの設定
内容を伝え
たり、子ど
もの様子を
伝え、共通
理解を図っ
たり、クラ
スの状況が
わかるもう
一人の保育
士が設定を
確認したり
するように
した。ま
た、２人の
保育士でそ
の場から離
れるときに
は、声を掛
け合い、連
携を図る事
を周知し
た。

7996

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

39 2 2 6歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
３ )回/年

2.基
準配
置

特になし

職員全体
で怪我の
経緯を共
有し、園
児の動き
に注意を
払うよう
話をした

1.定期的
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
3 )回/年

特になし

ハード面
での改善
策はない
と考えま
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ子は
マットの
上で遊ぶ
ルールに
なってい
たが、守
れていな
いところ
があっ
た。

マットの
上で遊ぶ
ルールを
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児に比
べよく動
くため、
怪我につ
ながりそ
うなこと
もある

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

踏まれた
時には、
怪我まで
の様子で
はなく、
指も動い
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人の職
員は近く
におり、
もう一人
は離れた
ところに
いた

特にな
し

クラスの部
屋以外で過
ごしている
ときは一人
一人の行動
把握をして
いく

7997

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 11 7 9 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし

園内での
ヒヤリ
ハットや
事故防止
策につい
て、定期
的に話し
合いの場
を設け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特になし

園内の安
全点検等
は毎日
行ってい
るが、さ
らに注意
し、引き
続き行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨が続
き、全面
芝生の園
庭の芝
が、いつ
もより伸
びていた
ため足を
取られた
のではな
いか。

園庭の芝
刈りを定
期的に
行ってい
るが、生
育状態に
より、よ
りまめに
芝刈りを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変化
はなし。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　遊具等
から離れ
た場所
で、危険
物等のな
い、広い
場所にお
り、まわ
りにも人
がいな
かったた
め、離れ
た場所か
ら見守
り、他の
園児の対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　室内に
いた園児
の対応を
していた
ため、対
象児の様
子を確認
できな
かった。

長時間
利用の
園児に
対し、
保育士
は定説
な人数
を配置
してい
たが、
園庭
と、室
内と園
児が分
散して
いたこ
とで、
見守り
も分散
してい
たこと
が要因
の一つ
と考え
られ
る。

園児の動き
を分散させ
ず、保育士
の対応がで
きるように
する。ま
た、動きが
分散するよ
うな状態の
場合は、手
の空いた保
育士が、サ
ポートして
いくる体勢
を取る。

7998

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

10 2 2 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A左
上A歯の
脱臼 及
び下唇裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎・６)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

7999

令和
4年3
月16
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

57 4 4 6歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頸
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

運動遊び
は危険を
伴う遊び
である
が、専門
の講師か
らの研修
機会が少
ない。補
助の方法
が曖昧な
保育士も
いる。

年度早々
に年長担
任は講習
を受け、
全職員に
知識を共
有できる
機会がも
てるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

すぐ側で
見守って
いたが、
いつもは
跳べる子
だったの
で油断し
ており、
手を差し
出すタイ
ミングが
遅れた。

今度は失
敗するか
もしれな
いと常に
緊張感を
持って補
助態勢を
とる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康確認
表にも特
記事項は
なく〇が
打たれて
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

跳び箱は
危険な遊
びだと認
識してい
たが、本
児は既に
5段を何
度も跳ん
でいたの
で、今度
も跳べる
だろうと
油断して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士が
付いてい
たので、
任せてい
た。

いつも
は、助
走せず
に踏切
板のと
ころで
トント
ンとリ
ズムを
つけて
腕の力
で飛び
越えて
いた
が、こ
の日
は、助
走をつ
けて挑
戦して
おり、
自分の
思う以
上に踏
み切り
板の所
で力が
加わり
バラン
スを崩
した。

側について
いた保育士
が担任でな
かったの
で、普段の
跳び方を把
握していな
かった。危
険を伴う遊
びであるこ
とを常に意
識し即動け
る態勢でい
る
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の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8000

令和
4年3
月16
日

1.認可
7.小規模
保育事業

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 3 3 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度6
回/年

2.基
準配
置

この度の
骨折は、
室内にて
本人が転
んだと思
われ、骨
折に至り
ました。
発生時刻
が夕方で
あるこ
と、転倒
前に体を
動かして
遊んでい
たことか
ら、足元
にふらつ
きや、疲
れがあっ
たと考え
られま
す。その
ためつま
ずいて転
んでし
まったと
推測され
ます。

夕方の疲
れが出て
くる時間
帯には、
特に子ど
もの動き
を把握
し、無理
のないカ
リキュラ
ムを行う
ことに致
します。
また、室
内の危険
個所を見
直し、安
全に過ご
せる環境
づくりを
行いま
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
公園へ行
く度

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/週

この度の
事故は、
ちょうど
1つのカ
リキュラ
ムが終わ
り、玩具
を片付け
た後床面
には、玩
具がない
状態での
骨折でし
た。夕方
の時間
で、保護
者のお迎
えなどが
重なり、
バタバタ
していた
時の怪我
でした。

夕方の職
員が少な
くなり、
お迎えの
時間が重
なる時間
は特に,
子どもの
行動に気
を配り
座って遊
ぶなど配
慮を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
1名玄関
対応の
為、室内
が数人の
園児と保
育士とな
る。少し
の間手薄
になって
いた。

手薄にな
る時間帯
は特に見
守りを強
化する。
また、施
設長がい
る場合は
保育室に
出てき
て、より
安全に過
ごせるよ
うにして
いく。

3.いつ
もより
活発・
活動的
であっ
た

事故が起
こる前に
体を使っ
て遊ぶ遊
びを行っ
ていた。
また、日
中外遊び
をするな
ど活動的
に過ごし
ていた。
普段より
対象児は
走り回っ
たりジャ
ンプする
など激し
い行動を
好んでい
たため、
当日も同
じように
夕方の時
間も過ご
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児が数
人保育室
にいた
為、ちょ
うど中間
あたり
で、子ど
もたちの
動きを見
守ってい
た。対象
児の場所
を把握し
ていた
が、少し
視線を対
象児から
外した時
に怪我が
起こっ
た。対象
園児は1
人でその
場所にい
て、足を
おさえ座
り込んで
いた為、
すぐに近
寄り声を
かけた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

夕方の保
護者対応
のため、
玄関へ出
たため、
担当者及
び対象児
の動きは
見ていな
い。その
時間は、
施設長も
保育室で
作業を
行ってい
たが、対
象児の動
きは把握
していな
かった。

玩具を
片付け
対象児
のまわ
りにも
誰もい
なかっ
たた
め、事
故が起
こると
予測で
きず少
しの間
視線を
そらし
たため
起こっ
たと考
えられ
ます。

常に事故が
起こること
を考え子ど
もの行動を
しっかりと
見守る事、
又職員間で
の声がけを
徹底するこ
とを、職員
間でもう1度
確認しま
す。

8001

令和
4年3
月16
日

1.認可
7.小規模
保育事業

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

6 2 2 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
２年もし
くは不定
期

1.基
準以
上配
置

・園外保
育での危
険個所の
把握　・
安全面へ
の配慮の
共通理解

・園外保
育におけ
る危機管
理の把握
と共通理
解

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

・園外保
育中の事
故のため
記載なし

・園外保
育中の事
故のため
記載なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・子ども
をの発達
に合わせ
た遊びの
選択、場
の選定

・子ども
の発達に
合わせた
活動の見
極め、動
きを想定
した保育
内容

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園と団
地の境の
段差のと
ころを他
児と一緒
に歩いて
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・対象児
のそばに
いたが、
他児の行
動を追っ
て移動し
た直後に
保育士の
背後で、
対象児が
落下して
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・公園内
の離れた
箇所で、
数名の子
どもの動
きに対応
していた
ため目視
できな
かった

・他児
の動き
に気を
取られ
対象児
のそば
を離れ
てし
まった

・子どもの
流動的な動
きを全体的
に見渡せる
配置につく
こと、活動
場所での危
険個所の見
極めと、子
どもの動き
に合わせた
援助や支援
の方法や対
応の把握

8002

令和
4年3
月16
日

1.認可
7.小規模
保育事業

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

13 2 8 3 0 0 0 0 0 5 5 １歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左前歯一
部欠損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園内研修
は翌日実
施し、発
達段階に
応じたお
散歩コー
スの確認
をする。
マニュア
ル、お散
歩マップ
について
も反映済
み。

発達段階
を踏ま
え、お散
歩場所を
決定す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

対象児が
歩いた個
所は傾斜
がほぼな
かった。
落ち葉は
多少落ち
ていた。
丸太等は
腐食など
は特にな
かった
が、対象
児が歩い
ている箇
所が石や
丸太
など多少
凸凹して
いた。

地面をよ
く確認す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
手を離そ
うとして
も離さな
いで繋い
だまま進
んだ方が
良かっ
た。

地面が凸
凹してい
るところ
では手を
離さない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

階段は手
をついて
登った
り、抱っ
こされた
りしなが
ら進む。
斜面が緩
やかなこ
とろでド
ングリや
葉っぱを
手に取り
遊ぶ。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

対象児は
一人で階
段を降り
るときは
介助が必
要と判断
したた
め。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
が階段を
降りるの
を子ども
達の動き
に合わ
せ、見守
りながら
対象児の
動きも見
ていた。

対象児
が手を
離そう
として
も離さ
ないで
繋いだ
まま進
んだ方
が良
かっ
た。

地面が凸凹
していると
ころでは手
を離さない
ようにす
る。

8003

令和
4年3
月16
日

1.認可
7.小規模
保育事業

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

17 0 8 9 0 0 0 0 0 4 4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上乳中
切歯、乳
側切歯陥
入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

・危険予
測をして
いなかっ
た。
・役割分
担が認識
されてい
なかっ
た。

・危険の
予測や察
知につい
て研修を
行い、安
全意識の
向上を図
る。
・職員間
での役割
を明確に
し、連携
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(毎)回/年

・前日に
雨が降っ
たこと、
ほかの保
育園児が
遊んでい
たこと
で、いつ
もは遊ば
ない場所
で遊んだ
こと。

・遊ぶ場
所の安全
点検を十
分に行
う。
・遊ぶ場
所の見直
しをし、
発達に
合った場
所を提供
するよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・遊ぶ場
所を広く
とってし
まったた
め、走る
スペース
を多く
作ってし
まった。

・遊ぶ範
囲の制限
を行い、
児童の状
況を見て
遊びの提
供をして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・受け入
れ時、散
歩中、と
もに変
わった様
子は見ら
れず、保
護者から
も特に変
わった様
子も見ら
れないと
のこと
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・別の危
険箇所を
見守りつ
つ該当児
を見た
が、該当
児が走っ
て移動し
たさい、
別の保育
士が死角
にはいっ
てしま
い、見
失ってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・該当児
が転倒し
た場所の
危険箇所
で見守り
をしてい
たが、該
当児が保
育士の後
ろを通っ
て行った
ので見て
いなかっ
た。

・児童
の身体
発達、
運動能
力の把
握が不
十分で
あっ
た。

・児童の発
達状況、身
体能力、
日々の様子
を職員間で
共有する。

8004

令和
4年3
月16
日

1.認可
7.小規模
保育事業

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

5 3 3 1歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)　回/
年

2.基
準配
置

職員間で
の危険・
安全への
認識不
足・怪我
に対して
の判断不
足

職員間で
のリスク
に対して
の認識を
マニュア
ルで再度
共有し、
常に予想
される行
動の声掛
けを行っ
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

階段とス
ロープの
間に手す
り等が無
く、その
まま転倒
してし
まった

手すりの
設置を調
整中

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士間
での危
険・安全
への認識
不足・怪
我に対し
ての判断
不足

戸外活動前
は子ども達
の気分が高
まり危険が
伴う為、子
ども達が落
ち着いて行
動できる様
に一斉に戸
外に出るの
ではなく順
番にカート
に乗せる
等、少人数
で行動す
る。また、
スロープで
遊んでいる
姿を見た場
合は、連れ
戻すだけで
なく、すぐ
にカートに
乗せスロー
プでは遊ば
ないように
保育士は援
助をする。
保育士間で
戸外でのリ
スクを再度
共有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・本児は
いつもと
変わらな
い様子で
あった。
昨年度か
らの進級
でもあ
り、慣ら
し保育の
子どもに
比べると
安心感は
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・保育士
が3名保
育に入っ
ていた
が、1名
はカート
内の子ど
もを見て
いた。1
名はカー
トに子ど
もを乗せ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は園
のカギ閉
めを行っ
ていた。

優先順
位は子
どもで
あった
が、各
保育士
との連
携がと
れてい
なく
「みて
てくれ
てい
る」と
思って
行動し
てい
た。

保育士間の
連携をしっ
かり行い、
鍵しめは子
どもがすべ
てカートに
のってか
ら、遊んで
いる子ども
がいた場合
はカートに
乗せる等、
対応を行っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8005

令和
4年3
月16
日

1.認可
7.小規模
保育事業

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 1 1 2 2 1歳
2.女
児

歩行中に転
倒して骨折

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

対象児が
転倒した
ときの危
険性を予
見できな
かったた
めに適切
な対応が
できな
かった。

子どもの
動きをよ
く見て、
その先の
動きに気
を付ける
ために
も、歩行
に関する
リスクマ
ネジメン
トの研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

床面が滑
りやすい
部分があ
る可能性
を見落と
してい
た。

毎月の点
検項目に
床面の
チェック
項目を追
加、点検
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
人数等に
配慮しな
がら、引
き続き見
守りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わりな
く過ご
す。食欲
あり、発
熱なし、
午睡あ
り、

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
歩いてい
る近くで
座ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務室へ
書類を片
付けに行
き戻って
くる途
中。

職員が一人
になる時間
をできるだ
け短くでき
るように動
きの確認を
する。

8006

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

10.事業
所内保育
事業

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 4 0 3 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

石足、脛
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

保育室内
で走るこ
とについ
てはその
都度注意
していた
が、徹底
されてい
なかった
ことが事
故の要因
と考え
る。

児童が室
内で走り
回ること
を防止
（厳重に
注意）す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

室内に
あったお
もちゃの
消火器を
踏んで転
倒。

保育室内
のおも
ちゃ等の
整理・整
頓を徹底
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

口頭で注
意するだ
けでな
く、そば
に行き、
制止すべ
きであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士複
数人体制
で常時児
童の動き
を監視。
危険な行
動があれ
ば即座に
制止す
る。

負傷し
た児童
は普段
から活
発な児
童で、
保育室
内を走
り回っ
てい
た。

保育士複数
人体制で常
に児童の動
きを監視。
危険な行動
等があれば
即座に注意
（防止）す
る。

8007

令和
4年3
月16
日

1.認可
10.事業
所内保育
事業

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

5 1 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

広い廊下
にて、交
通標識等
の工夫も
してある
環境で
あった。
ハード面
おいては
安全対策
も出来て
いたた
め、
ヒューマ
ンエラー
に係る要
因が大き
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走らせる
行為は、
移動距離
感もあっ
たため、
保育士が
5名すべ
ての子ど
もに即動
ける位置
にいない
といけな
かった

保育士1
名のみで
はなく、
保育補助
人員の見
守りも必
要であっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

コンビ
カーに
乗って保
育室の扉
取っ手を
触りたい
という行
動であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守って
いたが、
防止でき
る距離で
はなかっ
た

2歳児ク
ラスは、
半分に分
かれての
活動で
あったた
め、1名
の保育士
体制で
あった

コンビ
カーに
立った
際に、
どのよ
うな理
由で
立った
のか、
手を伸
ばした
くなる
環境で
あった
こと

予想される
姿を察知し
てすぐ動け
る体制を作
る

8008

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

41
（う
ち当
園園
児1

名）

0 0 11 15 10 5 0 5 4
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6回/年
2.基
準配
置

特になし

110㎝の
バーに89
㎝の子ど
もがぶら
下がった
ら足がつ
く程の高
さだった
と推察さ
れる。転
落に限ら
ず、転倒
時に骨折
すること
を職員・
保護者に
伝え今後
も発生時
に適切な
対応をと
れるよう
にした。

1.定期的
に実施

週に1度の
点検及び
使用時の
確認

1.定期的
に実施

週に1度の
点検及び
使用時の
確認

1.定期的
に実施

週に1度の
点検・消
毒及び使
用時の確
認

特になし

雲梯に問
題点な
く、改善
点無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低い高さ
からの転
落・転倒
であるた
め真横に
いても防
ぐことは
困難で
あったと
考えられ
る。

一時的に
ではある
が目を離
していた
ので手当
やケンカ
の仲裁を
する際も
全体が見
える位置
で行うこ
とを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯にも
駆け寄っ
ておりい
つも通り
の様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他事のケ
ンカの仲
裁に入り
近くにい
たが一時
的に雲梯
に背を向
けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他事の擦
り傷の手
当のため
離れたと
ころにい
た。

既往
歴：9/7
右足痛
がり早
退レン
トゲン
撮った
が異常
なし

一時的にで
はあるが目
を離してい
たので手当
をする際も
全体が見え
る位置で行
うことを徹
底する。

8009

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

3 1 2 2 2
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5回/年
2.基
準配
置

マニュア
ルに記載
された事
項を遵守
していな
かったと
言わざる
を得ませ
ん。

➀マニュ
アルの記
載事項を
再度確
認・徹底
します。
（内容の
見直しを
行ないま
す。）
②毎月等
定期的に
マニュア
ルの勉強
会を実施
します。

2.不定期
に実施

随時実施
2.不定期
に実施

随時実施
2.不定期
に実施

随時実施

各安全点
検の
チェック
シートを
作成し、
毎週等漏
れなく、
各日に定
期的に実
施しま
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保護者対
応等する
とき（園
児から目
を離すと
き等）
は、他の
保育士に
その旨声
かけし
て、園児
から注意
をそらさ
ない体制
をとりま
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園児は保
育室内で
走り回っ
ている状
況でし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児に背
を向けて
作業をし
ていまし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児に背
を向けて
お迎えの
保護者応
対をして
いまし
た。

➀配置人数
の少ない、
延長保育で
は、「体
操」は行な
わないこと
とします。
②保護者対
応等すると
き（園児か
ら目を離す
とき等）
は、他の保
育士にその
旨声かけし
て、園児か
ら注意をそ
らさない体
制をとりま
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8010

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

13 6 6 1 3 1
16.４
歳

1.男
児

急性弛緩性
麻痺後遺症
（右上
肢）。左下
肢も弱さあ
り。身体障
害者手帳：
上肢3級、
下肢2級、
総合で1
級。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨幹部骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2回/年

1.基
準以
上配
置

子ども同
士のかか
わりの中
でのケガ
も事例を
出しなが
ら、検討
する。引
き続き、
クラスの
様子、友
達との関
係性も会
議の中で
共有して
おく。

2.不定期
に実施

1回/年
1.定期的
に実施

2回/年
1.定期的
に実施

2回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故後の
両親との
話の中で
「慣れな
い場所で
はこける
回数が多
くなる」
とのこ
と。

保護者か
ら、家で
の様子
や、注意
点をもっ
と細かく
聞き取
り、保育
園の生活
の中でも
気を付け
られるよ
うにす
る。職員
と共有す
る。リス
クのある
場合、園
外に出る
時には、
園内で他
のクラス
と遊んで
待ってい
るという
ことも検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ること
も楽しく
なり、追
いかけっ
こを自分
から誘っ
てするこ
ともあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見守り
はしてい
たが、こ
ける瞬間
は見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近い距離
で、他の
子たちの
保育、対
応をして
いた。

お弁当
を持っ
て行っ
て、食
べた後
だった
ので、
ただ遊
びに
行った
時と
は、動
きが
違っ
た。

支援のいる
子ももちろ
んだが、集
団の動きが
大きくなっ
てきたり、
関わりの中
でのトラブ
ルも予測し
ながら保育
をする。子
どもが落ち
着かない状
況の時は、
動きの少な
い遊びをし
て待ってお
く。

8011

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8 3 6 7 4 4 7 5
15.３
歳

1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

眼窩底骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修や職
員配置に
問題はな
いと考え
る。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

公園内の
遊ぶエリ
アと植栽
エリアの
間に20セ
ンチ程度
の高低差
あり

市管理公
園の為物
理的リス
ク排除は
困難であ
り、近づ
かないよ
う線など
で明確に
分かるよ
うに工夫
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

必要と判
断される
戸外活動
中であっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

掛けっこ
をしてお
りいつも
以上に活
動的で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者
は、ブラ
ンコ周
辺・砂場
周辺・か
けっこエ
リア周辺
とばらけ
て配置を
していた
が、各保
育者が
違った園
児に気を
取られて
しまって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当エリア
の園児の
動きを見
ていた
為、当該
園児の動
きは見て
いなかっ
た。

担当保
育者
は、他
園時の
他のリ
スク回
避のた
めの動
きをし
てお
り、そ
の瞬間
当該園
児の動
きから
目を離
してし
まっ
た。

特定の園児
に気を取ら
れ過ぎるこ
となく全体
を見渡せる
ように対応
をする。ま
た、必要以
上の対応が
必要な際
は、別の保
育者に声を
掛けてから
目を離すよ
うに徹底す
る。

8012

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6 8 14 9 11 6 15 13
16.４
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2回/年
2.基
準配
置

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段通り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
階段を下
りてくる
のを踊り
場で見て
いたが、
階段を踏
み外し落
下した時
には手が
出せな
かった。

階段を下り
る前に、子
どもたちと
気をつける
ことを確認
する。保育
士は落下を
想定し、手
が届く位置
で見守る。

8013

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2 1 3 1 1
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.基
準配
置

新入園児
が入園し
た際は、
その都
度、職員
間で共通
理解を行
えるよ
う、研修
時間を設
ける。

1.定期的
に実施

12回/年
遊ぶ前に
職員が目
視で確認

1.定期的
に実施

週に一度
玩具の消
毒を行い
つつ安全
点検も同
時に実施

公園の地
面の状況
等、遊ぶ
前に職員
が点検す
ること

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

丘の途中
で声をか
けたこと
により、
園児がバ
ランスを
崩して転
倒した。

坂のよう
に不安定
なところ
を歩く場
合は、園
児同士の
手をつな
がせない
ことや、
保育者が
ついて1
人ずつ登
らせるよ
うにす
る。園児
が歩く前
に地面の
状況の確
認を行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段、丘
の上り下
りを一人
で行って
おり、当
日は公園
内を仲の
良い友達
と手を繋
いで散策
し、丘を
登ろうと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段は丘
を登る子
どもと手
を繋いだ
り、すぐ
後ろにい
て手で支
えられる
ようにし
ている
が、新入
園児の対
応で少し
離れた場
所にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の対
応で離れ
た場所に
いた。

在園児
と新入
園児と
の活動
範囲、
活動量
の違い
を予測
できて
いな
かっ
た。

新入園児の
歩行状況、
精神状態な
どを把握し
たうえで、
園外保育を
実施する。
新入園児と
在園児の活
動を区切り
する。

8014

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 2 3 1 2 2 4 3
15.３
歳

1.男
児

入園前、発
達検査を受
けていま
す。新版K
式発達検査
2001　結
果：発達指
数(DQ)72入
園後、気持
ちのコント
ロールが難
しいことが
時々あり。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2回/年
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

48回/年
2.不定期
に実施

48回/年
1.定期的
に実施

48回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児を誘
導しなが
ら、対象
児の側に
いた。こ
けた瞬
間、手を
差し伸べ
ようとし
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

次の活動
の為の用
具の出し
入れ、設
置を行っ
ていたた
め。

マット
を出た
状態で
子ども
を移動
させる
時の動
線の指
示を出
せてい
なかっ
た。

子どもが動
くときに
は、必ず安
全な場所を
確保する。
動線を子ど
もに伝え、
理解させて
から動か
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8015

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

10 1 3 3 2 0 1 0 5 5
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
数は基準
以上では
あった
が、怪我
をした児
のそばに
職員はい
なかった
ため怪我
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

異年齢で
過ごす際
の怪我や
事故発生
の事例や
リスクマ
ネジメン
トについ
て話し合
いや研修
に取り組
む。

1.定期的
に実施

48回/年
1.定期的
に実施

144回/年
1.定期的
に実施

144回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外の環
境は日ご
ろ変化し
ていくた
め、活動
の際には
都度状況
と安全の
確認を行
う必要が
ある。

職員の立
ち位置や
子どもの
様子の把
握などに
加え、普
段から遊
んでいる
場所では
あるが遊
ぶ場所と
して安全
である
か、適し
ているの
かこれま
で以上の
確認と職
員間での
検討を行
なってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年下児か
らの関わ
りを喜び
抱きつか
れたこと
を拒絶す
る様子も
見られな
かった。
抱きつか
れたこと
で手が思
うように
動かせ
ず、転倒
した際に
は受け身
が取りづ
らい状態
になって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

帰園に向
けて子ど
もたちに
声をかけ
たり他児
と関わっ
ていたた
め近くに
は居らず
転倒を防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰園に向
けて子ど
もたちに
声をかけ
て回った
り荷物の
準備をし
ていた。

0.1歳児
の子ど
もたち
の動き
や状況
を職員
間でき
ちんと
共有・
把握で
きてお
らず、
他児に
対して
抱きつ
く姿が
見られ
ている
ことを
把握で
きてい
なかっ
た。

乳児クラス
と幼児クラ
スが同じ活
動の場所に
なったこと
で職員数が
多かったこ
ともあり、
責任の所在
が曖昧に
なってし
まっていた
部分があっ
たように感
じる。職員
間で声かけ
を行いその
日の子ども
の様子やど
の範囲を見
守ったりど
の子につく
のかなど相
談してい
く。

8016

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

13 0 0 0 6 6 1 2 2
16.４
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
（右）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

転倒時、
手をつけ
なかった
ため

保育の中
で、体の
使い方、
手のつき
方等の指
導。屋外
での活動
の際に転
倒やけが
に繋がる
落下物へ
の注意及
び園児へ
の声かけ
をより一
層徹底し
ていく。

1.定期的
に実施

48回/年 3.未実施
1.定期的
に実施

240回/年

玩具につ
まづき、
転倒した
と考えら
れる。

使用した
玩具、椅
子や机は
指定した
所へ片付
け、安全
に遊べる
環境を作
る。
角のある
設備等に
は保護
テープな
どで対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒時、
手をつけ
なかった
ため

保育の中
で、体の
使い方、
手のつき
方等の指
導。屋外
での活動
の際に転
倒やけが
に繋がる
落下物へ
の注意及
び園児へ
の声かけ
をより一
層徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

かけっこ
の練習に
意欲的に
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

かけっこ
のスター
ト時は園
児同士の
距離を取
り、ス
タートの
合図を出
し、走行
中に転倒
したた
め、本児
にすぐ駆
け寄る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ゴール地
点で走り
終えた園
児の誘導
と見守
り。

転倒
時、手
をつけ
なかっ
たため

保育の中
で、体の使
い方、手の
つき方等の
指導。屋外
での活動の
際に転倒や
けがに繋が
る落下物へ
の注意及び
園児への声
かけをより
一層徹底し
ていく。

8017

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

12 2 6 4 7 7
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折･左手
第3指挫
傷･左眉
弓部擦過
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回/年

1.基
準以
上配
置

当該児に
対しヒヤ
リハット
事例が何
度かあっ
た。

ヒヤリ
ハット事
例が何度
かあり、
活発的な
子なの
で、注意
して見守
るという
意識は職
員には
あったが
事故が起
きてし
まった。
もっとヒ
ヤリハッ
ト事例を
検討し具
体的な対
応を考え
る。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

使用前
1.定期的
に実施

毎日

園から戸
外活動で
行く公園
までの道
に坂道が
多くあ
る。

坂道や階
段等、転
倒の危険
性がある
場所は避
けるか、
難しい場
合は今ま
で以上に
注意をし
て通るよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒した
場所が坂
道になっ
ていた。

坂道や階
段等、転
倒の危険
性がある
場所は避
けるか、
難しい場
合は今ま
で以上に
注意をし
て通るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
な様子も
なく、普
段通り元
気に過ご
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

当該児とも
う一人の園
児を左右の
手をつない
で歩いてい
た。当該児
が急に進行
方向と逆に
走り出し、
転倒しない
ようにした
がこらえき
れず担当職
員当該園児
が転倒。転
倒の際、自
分が踏みと
どまるより
も、当該児
ともう一人
の園児の上
に乗ってし
まわないよ
うにした
為、担当職
員も勢いよ
く転倒して
しまった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
の前後に
他の職員
も一緒に
歩いてい
たが、バ
ギーを押
したり、
他の園児
と両手を
繫いで歩
いていた
ため、支
えたりす
ることは
できな
かった。

園児の
急な行
動を予
想した
対応で
きな
かった

活発的な児
童に対して
は出来るだ
け職員と園
児が一対一
で対応し、
様々な状況
に対応出来
るようにす
る。

8018

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

17.地方
単独保育
施設

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 0 0 0 0 2 9 0 0 1 1 4歳
1.男
児

身体的発達
に合った活
動の為、活
動内容によ
り起因は考
えらえない
動作習得の
為、より習
熟度を意識
した練習内
容を検討

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第五趾末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

その他考
えられる
起因なし

事故発生
状況を整
理し、発
生状況を
取りまと
め発生時
状況の理
解に努め
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
150　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
150　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
300　)回/
年

用具によ
る起因は
なし

使用用具
の見直し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その他考
えられる
要因無し

危険性の
ある事象
に対して
の発信の
場を設け
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通
り、体操
クラブへ
参加して
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サーキッ
ト指導に
より、危
険性の高
い個所の
補助を行
い、その
他個所は
見守る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

後転して
いる現場
を目撃し
ている。
その後本
児より痛
みの申告
あり

担当職
員の配
置は適
正であ
り、職
員の起
因は考
えづら
い

動作に関し
て、負傷す
る可能性が
ある動作を
事前に伝
え、園児自
ら危険性を
把握できる
ようにす
る。

8019

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

17.地方
単独保育
施設

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
2.女
児

動作の習得
が行えてい
たが、精神
状況の変化
に伴い動作
に支障が生
じ、発生い
たと考えら
れる

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第３趾末
節骨骨折 
及び第２
趾末節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

園児に対
する危機
意識の欠
如
職員が活
動に対す
る危険の
伝達不足

事故状況
を共有
し、園児
職員共に
怪我の起
こりうる
状況を理
解し行動
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
150　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
150　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
300　)回/
年

用具によ
る起因は
なし

使用用具
の見直し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児に成
果を発表
する場面
で、気持
ちが高揚
し普段と
は違う動
作を行う

活動に対
しての危
機意識の
改善と伝
達
危険性の
ある事象
に対して
の発信の
場を設け
る
動作にお
ける適切
な距離と
用具の設
置状況を
見直す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児への
発表とい
う事もあ
り、気持
ちが高揚
し、積極
的に参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱指
導の際、
跳び箱の
横に立ち
補助を
行ってい
た。跳び
箱を飛び
越す前動
作として
踏切を
行った際
に発生

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

発表の場
という事
もあり、
担任も他
児と同様
な場所か
ら、本児
の活動の
様子を見
守ってい
た。

担当職
員の配
置は適
正であ
り、職
員の起
因は考
えづら
い

発表の前に
危険性を伝
える行動を
とることが
望ましい
新年度が始
まり、ヒヤ
リハットを
含め一度園
内研修を行
い、事故発
生状況の周
知と防止策
を講じる
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8020

令和
4年3
月16
日

1.認可
17.地方
単独保育
施設

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 0 0 0 0 0 0 0 4 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

転ばな
い。転ん
でも大け
がにつな
がらない
ような体
作りを保
育の中で
行ってい
く。

安全指導
で、全児
に指導し
た。職員
の見守り
もしっか
り行うこ
とを周知
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

風船のあ
る場所に
他児が集
まってお
り、見守
りをして
いた。本
児は風船
と離れた
場所に
走って
いったた
め見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りをし
ていたが
本児は他
児とは異
なる場所
へ走って
おり、見
えていな
かった。

広く全
体を見
守りを
してい
たが、
他にも
いざこ
ざを起
こしや
すい子
が多
く、そ
ちらに
目が
いって
しまっ
た。

子どもの動
きを注意し
て見なが
ら、個々に
も注意して
見守り、注
意喚起をす
る。

8021

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 2 2 1 7 3 4 2 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
マニュア
ルの整備
を行い、
研修を実
施する。

2.不定期
に実施

実施頻度( 
2 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度( 
1 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度( 
1 )回/年

トイレの
位置につ
いて（園
舎の奥に
あり、年
長児クラ
スからは
一番遠
く、間に
合わない
場合、つ
い走って
いく事も
多い）

机の配置
などを変
えること
で、廊下
を広くと
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

トイレに
行く時
は、一人
ずつ歩い
て行くよ
う子ども
達に指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

年長児３
人を担当
してお
り、職員
が不足し
ているよ
うな状況
ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じク
ラスの
まわり
にADHD
や特性
のある
子ども
が増え
ている
中での
保育の
難しさ
があ
る。

行政にも支
援を求めて
いく。

8022

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

跳び箱を
跳べるよ
うになっ
たことで
うれしく
なり、次
も挑戦し
ようと張
り切る
が、その
思いが、
次の行動
へ慌てる
ことに
出、踵を
返すよう
に振り向
いたこと
がぶつけ
て骨折し
た原因と
思われ
る。

側で見守
りはして
いたが、
児童の安
全を先読
みできる
ようにす
る。一人
一人の状
態に合わ
せ、慌て
ずに行動
できるよ
うに声を
掛けた
り、突発
な時には
なるべく
静止でき
る位置に
つくよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

跳び箱運
動をする
際の跳び
箱やマッ
トを置く
位置に余
裕を持
つ。

跳び箱の
角にぶつ
かり防止
用のクッ
ションを
貼る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長組に
対する安
心感と見
守りの不
十分さ

一人一人
の状態に
合わせた
対応をす
ぐに取れ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳べたこ
とや保育
士等の応
援にうれ
しくな
り、気持
ちが高揚
していた
と思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人ずつ
確認しな
がら器具
の周り等
は点検
し、声を
掛けてい
たが、跳
べたこと
に安心
し、次の
児童の方
に意識が
向いてい
たと思わ
れる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う遊び
をしてい
る他児の
方に行
き、見て
いなかっ
た。

応援や
援助も
成長に
つなが
るため
大事で
はある
が、跳
べたこ
とに安
心をせ
ず、離
れるま
で確認
する必
要が
あっ
た。

跳び終えた
児童がその
場所から離
れたことを
確認してか
ら、次の児
童へ声掛け
をする。

8023

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 3 9 2 2 1 0 0 1 1 0歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

1.意識不
明

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

3.基
準以
下

０歳児の
受入は極
力お断り
し、受け
入れる場
合は人員
の補充を
行い、配
置の見直
しを行い
ます

実施頻度
(12)回/年

実施頻度
(12)回/年

実施頻度
(12)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常に保育
室に職員
２名の配
置を徹底
いたしま
す。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

鼻水が出
てお
り、、病
院を受診
し、薬を
飲んでい
たため。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
のミルク
を温めて
いたため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その場に
１名しか
いなかっ
た。

常に保育室
に職員２名
の配置を徹
底いたしま
す。

8024

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 2 1 2 2 0 2歳
2.女
児

1.負
傷

6.その他
腹部圧迫
による呼
吸停止

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
)回/年

実施頻度(　
)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
)回/年

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

職員２名
が約２分
間保育室
にいな
かった。

職員は確
実に連携
して１名
は幼児を
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

電話をか
けるため
保育室を
出た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

手洗いに
行ってい
た。

職員２
名が約
２分間
保育室
にいな
かっ
た。

職員は確実
に連携して
１名は幼児
を見守る。

8025

令和
4年3
月16
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

24 15 9 5 4 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
１回/年

1.基
準以
上配
置

いつもの
散歩コー
スでは
あった
が、途中
工事中の
ため、少
しコース
を変更し
たことで
側溝の蓋
が確認で
きていな
かった。
側溝の蓋
がなかっ
たが、側
溝の側を
歩かせて
しまっ
た。園児
も職員も
注意が足
りなかっ
た。

途中コー
スを変え
る時は、
園児に注
意するよ
うまめに
声掛けを
する。　
また、先
に行き
コースの
確認もす
ることが
必要。

実施頻度(　
　１)回/
年

実施頻度(　
　１)回/
年

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

途中の
コース変
更によ
り、目新
しいこと
でよそ見
をしてい
た為、蓋
のない側
溝に足を
踏み外
し、転倒
したが手
を離さな
かった
為、本児
も引っ張
られて転
倒した。

急遽の
コース変
更であっ
ても、先
に行って
確認をす
ること。
又、側溝
に蓋を付
けてもら
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手をつな
いでいた
児が、転
倒した際
に本児の
手を離さ
なかった
ことで、
巻き添え
となって
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

車や側
溝、段差
には気を
つけるよ
うに心が
けていた
が、一瞬
の出来事
で防げな
かった。
直ちに転
倒した児
を起こ
し、怪我
の状態の
確認を
行った。
本児が上
口唇から
血が出て
いた為、
園に戻
り、園長
に報告を
し、保護
者に報告
の連絡を
して受診
できるか
の確認を
行いお願
いした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1名の保
育士が、
本児と園
に戻った
為、一緒
に転倒し
た児の怪
我の状態
を確認し
た跡、残
りの園児
全員を園
に連れて
戻った。

総勢２
５名の
園児を
５名の
保育士
で引率
してい
たこと
で、職
員一人
ひとり
の危機
管理が
できて
いな
かった
と考え
られ
る。

今後は、職
員一人一人
が危機管理
能力を身に
つけ、職務
にあたる。

8026

令和
4年
11月
28日

3.その
他

13.子育
て援助活
動支援事
業（ファ
ミリー・
サポー
ト・セン
ター事
業）

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

援助
会員
１名

援助会員
１名

17.５
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

高エネル
ギー外傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１回/年
2.基
準配
置

送迎活動
中運転車
両での事
故であ
り、安全
運転注意
義務があ
る。

もらい事
故である
が、運転
中は周囲
に注意
し、交差
点では進
入車両に
注意す
る。

送迎活動
中運転車
両での事
故であ
り、安全
運転注意
義務があ
る。

もらい事
故である
が、運転
中は周囲
に注意
し、交差
点では進
入車両に
注意す
る。

7.その
他

送迎活動
中運転車
両での事
故であ
り、安全
運転注意
義務があ
る。

もらい事
故である
が、運転
中は周囲
に注意
し、交差
点では進
入車両に
注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

援助会員
の運転す
る車両の
後部座席
に座って
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

後部座席
に児童を
乗せ、運
転してい
た。

送迎活
動中運
転車両
での事
故であ
り、安
全運転
注意義
務があ
る。

もらい事故
であるが、
運転中は周
囲に注意
し、交差点
では進入車
両に注意す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8027

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 47 5 2
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

－ なし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続
き、支援
員が適切
に児童の
遊びを見
守るとと
もに、危
険な遊び
はしない
など、
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラブ内
で走り始
めた当該
児童を注
意すると
ともに、
近くで見
守りを
行ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

クラブ内
で別の児
童の見守
りを行っ
ていた。

特にな
し

見守り体制
については
適切に実施
していた。

8028

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 2 1
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

－ なし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続
き、クラ
ブからの
移動時に
は支援員
が付き添
い、危険
な行動は
しないな
どルール
を守るよ
う指導を
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

特にな
し

見守り体制
については
適切に実施
していた。

8029

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 49 49 7 4
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
基節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回
2.基
準配
置

以前にも
同じよう
なことが
あった。
痛みに鈍
感な子ど
もは結構
いるよう
である。
発達の関
係か？十
分に気を
付ける必
要あり。

児童クラ
ブ入会時
に、アン
ケートな
どで調べ
る必要が
あるよう
だ。アレ
ルギーな
どと同じ
ように対
策を考え
る。

1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 なし

危険箇所
等がない
か日常の
管理・点
検に努め
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児につ
いては、
発達障害
の関係を
視野に入
れて、児
童クラブ
全体で取
り組みた
い。

児童の入
会時に、
アンケー
トなどで
児童の状
態を前
もって
知ってお
く必要を
感じた。
保護者の
協力が必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はい
つもどお
り元気
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

体育館内
には、児
童クラブ
の女児６
名、男児
１名で、
女児は全
員とび
箱、男児
（本児）
は両方を
行き来し
て邪魔を
してい
た。児童
クラブ以
外の小学
生も多く
いて、込
み合って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

当日は、
２年生を
児童セン
ターで遊
ばせてい
た。体育
館が７
名、おも
ちゃで遊
ぶ部屋が
９名だっ
た。支援
員は、体
育館１
名、おも
ちゃ部屋
１名児童
クラブ室
から１名
の支援員
が双方に
加わって
いた。

当日は
かなり
混み
あって
いたの
で、接
触した
り、ぶ
つかっ
たりし
ても気
が付か
なかっ
たかも
しれな
い。

混みあって
いるときは
避け、クラ
ブ室で過ご
す。

8030

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 12 12 4 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕橈
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回

1.基
準以
上配
置

いつもと
違う場所
だったた
め、子ど
もたちも
いつも以
上に楽し
んで周り
が見えな
くなって
いた。
（事前に
声掛けも
し、注意
喚起も
行ってい
た。）

場所が変
わっても
安全な遊
び方がで
きるよう
に、その
都度注意
喚起を行
う。見守
りについ
ても死角
ができて
しまうこ
となど危
機意識に
ついて、
今後ミー
ティング
等を通し
て再確認
を行う。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝すべり
に対して
の安全な
滑り方の
確認が出
来ていな
かった。

学校での
遊び方の
指導とあ
わせて支
援員間で
も共通理
解を図
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

本児は、
発達障害
の診断を
受けて薬
を飲み始
めたばか
りであ
り、少し
落ち着い
て行動が
みられる
ように
なってい
たため、
支援員も
過信して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

正面から
見守りを
行ってい
たが、死
角が出来
てしまっ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各自の場
所で遊び
を行って
いる子ど
もたちの
ところへ
分かれて
見守り支
援を行っ
ていた。
体調不良
のため、
室内で過
ごす子ど
もたちの
見守りを
行ってい
た。

支援員
配置も
問題な
く、子
どもの
見守り
をして
いたと
認識し
てい
る。

支援員一人
ひとりが、
こんな危な
いことをす
るかもしれ
ないと広く
周りを見回
す認識と、
個に関わる
意識の両方
を持ってお
くよう常に
心掛けるべ
きである。

8031

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃

～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 31 31 3 2
19.７

歳
1.男

児
－

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕部
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

数回
2.基
準配
置

放課後支
援員１名
が子ども
たちと一
緒に鬼

ごっこで
遊んでお
り、走っ
ている児
童の転

倒、負傷
の制止が
間に合わ
なかっ
た。

体育館で
の遊びの
際には最
初から２
名以上の
職員で引
率を行う
こと、並
びに、体
を動かす
遊びの際
には転

倒、衝突
といった
事故の危
険に最大
限注視す
ること。

1.定期的
に実施

12
1.定期的

に実施
12

1.定期的
に実施

12

体を動か
す遊びを
行うため
に体育館
での活動
は必要で
あるが、
支援員や
児童の人
数から、
時間帯や
内容を変
えること
も考慮し
なければ
ならな
い。

体育館で
の活動に
際して、
走り回る
遊びは２
名以上の
職員で対
応し、目
が行き届
く範囲を
限定する
などの対
処を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
は体育館
での定番
の遊びで
あるが、
転倒によ
る危険が
あること
を再認識
し児童に
注意喚起
しながら
行わなけ
ればなら
ない。

体育館で
の遊びの
際に、児
童がが興
奮しすぎ
ていない
か見極

め、その
都度声か
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様

子で
あった

鬼ごっこ
に参加

し、興奮
気味で

あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい

た

　職員が
鬼ごっこ
の鬼とな
り一緒に
遊んでい

た。

2.担
当

者・
対象
児の
動き
を見
てい

な
かっ

た

１名の職
員は館内
で児童対
応、もう
１名の職
員は体育
館に向
かってお
り到着直
前であっ
た。

支援員
１名で
の見守
りの際
には走
り回る
運動遊
びを避
け、遊
び方や
種類も
考慮す
るべき
であっ
た。

激しく動き
回る運動を
行う時は２
名以上の職
員が関わ
り、遊ぶ前
には必ず転
倒や衝突に
関して子ど
もたちへの
注意喚起を
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8032

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 4 4
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４
2.基
準配
置

基準配置
の体制に
なってい
たが、主
任支援員
が別児童
のトラブ
ル対応の
為別室で
保護者同
席のもと
話し合い
を行って
おり、主
任支援員
へ怪我の
報告と保
護者へ連
絡するか
どうかの
判断が遅
れた。ま
た、児童
が立ち歩
き回復し
たように
思えた。

主任支援
員がトラ
ブル対応
や会議等
で話して
いる途中
であって
も個人の
判断が難
しい怪我
やトラブ
ル対応は
報告をす
るように
職員への
指導を行
う。判断
が職員で
は難しい
場合は法
人雇用の
看護師職
員へ怪我
報告と対
応の相談
を行う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

フローリ
ングの
ワックス
が剥がれ
てきてい
る可能
性。

滑り止め
の効果の
あるワッ
クスを塗
りなお
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴下をは
いたまま
運動する
と滑りや
すくなり
転倒し怪
我をする
リスクが
高まると
いう認識
が少な
かったの
ではない
か。

支援員も
含め、子
ども達へ
運動ス
ペースで
遊ぶ際に
は靴下を
脱いで遊
ぶように
指導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒した
際はボー
ルは追い
かけてお
らず、単
独で走っ
ていて転
んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童2名
と一緒に
簡易的な
サッカー
をしてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

1名は夕
方のおや
つの準
備、もう
1名は同
じ階の別
の場所で
別の児童
を見てい
た。
主任支援
員は別室
で別の児
童のトラ
ブル対応
を行って
おり見て
いない。

靴下をはい
たまま運動
すると滑り
やすくなり
転倒し怪我
をするリス
クが高まる
という認識
が少なかっ
たのではな
いか。基準
配置の体制
になってい
たが、主任
支援員が別
児童のトラ
ブル対応の
為別室で保
護者同席の
もと話し合
いを行って
おり、主任
支援員へ怪
我の報告と
保護者へ連
絡するかど
うかの判断
が遅れた。
また、児童
が立ち歩き
回復したよ
うに思え
た。

支援員も含
め、子ども
達へ運動ス
ペースで遊
ぶ際には靴
下を脱いで
遊ぶように
指導。主任
支援員がト
ラブル対応
や会議等で
話している
途中であっ
ても個人の
判断が難し
い怪我やト
ラブル対応
は報告をす
るように職
員への指導
を行う。判
断が職員で
は難しい場
合は法人雇
用の看護師
職員へ怪我
報告と対応
の相談を行
う。

8033

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 3 3
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

なし

・施設利
用中のケ
ガにより
児童が病
院を受診
した場
合、なる
べく当日
中に病状
を把握す
る。
・通院治
療が必要
なケガで
あった場
合は、速
やかに東
部小学校
へ情報提
供する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし
改善策な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　児童同
士が遊ん
でいる際
に、口論
となった
後に取っ
組み合い
のけんか
となっ
た。

施設利用
児童の保
護者に対
して、施
設利用上
のルール
（けんか
しない、
指導員の
言うこと
は聞く
等）を児
童に順守
させるよ
うに求め
る内容の
注意喚起
文書を配
布した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童館体
育館で
「フリス
ビードッ
ジ」をし
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童館体
育館で

「フリス
ビードッ
ジ」をし
ていた児
童2名が
口論と
なった

後、取っ
組み合い
のけんか
となった
ため、す
ぐに児童
を引き離
す対応を
行った。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

健全育成
室に残っ
た児童の
見守りを
行ってい
た。

なし

改善策な
し。見守り
の状況（人
員配置数、
担当職員の
動き）は適
正であった
ため。

8034

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 4 4
21.９
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外側側副
靭帯損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は、不
慮の事故
であった
が、見守
りを強化
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今回の事
故に関し
ては、遊
具の不備
ではな
かった
が、日頃
から危険
な箇所が
ないかを
支援員が
点検時以
外にも意
識をして
確認をす
るように
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難の
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びか
ら戻って
きた時、
屋内へ入
る順番待
ちで待つ
間にクラ
ブ前の通
路スロー
プ横を飛
び越えよ
うとした
際に角で
右足を
打った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

至近距離
では、見
守ってい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

屋内へ
入った児
童の見守
りやお迎
えの対応
をしてい
た。

特にな
し

日頃から子
供の様子を
注意深く観
察し、支援
員は、より
一層の注意
をして見守
るようにす
る。

8035

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 29 6 4
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中・
薬指　骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に廊
下でカ
ラーボー
ルサッ
カーをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

邪魔にな
らぬよう
少し離れ
て様子を
見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内で他
の児童を
見てい
た。

特にな
し

雨が降って
いたためい
つもより滑
りやすい点
を考慮し、
注意を促
す。

8036

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 25 25 4 2
22.1
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

両橈骨遠
位骨端線
損傷（骨
折手前） 
　→　
R3.7.14 
骨折して
いたこと
が判明す
る

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

遊びの内
容に危険
因子が
あったと
考えられ
る。

児童の発
達段階に
応じた運
動機能等
を考慮し
た遊び方
を検討
し、児童
へも注意
を呼びか
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃から遊
び方・遊
ぶ際に気
を付ける
ことにつ
いての話
をするな
どして注
意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含み同じ
遊具で遊
んでいる
児童たち
を見守っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

別の遊具
で遊んで
いる児童
を見守り
ながら、
時々、対
象児童の
様子も見
ていたが
事故発生
時は見て
いなかっ
た。

特にな
し

子どもの様
子を注意深
く観察し、
子どもが遊
びに夢中に
なり活発に
行動してい
るときは、
支援員もよ
り一層の注
意を払って
見守りをす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8037

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 33 33 3 2
22.1
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－ 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員の
近くでの
活動だっ
たが、突
然の行動
で制止で
きなかっ
た。

怪我の可
能性が無
い様、遊
びについ
て、事前
に声掛け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木登り
等、普段
からして
はいけな
い遊びだ
が、衝動
的に藤棚
にぶら下
がる行為
を行う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに当
該児童に
かけより
様子を見
るが、本
児が痛み
はある
が、外傷
はなく、
本児の希
望もあ
り、遊び
を継続す
る。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

外遊びを
終え、児
童クラブ
に帰宅し
室内遊び
でも、本
児に目
立った変
化もな
く、見守
りを続け
る。

特にな
し

特になし

8038

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 38 4 4
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手前腕
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故予防
について
定期的に
話し合い
が必要。

日々の出
来事を伝
えること
で、子ど
もたちの
様子を共
有してい
き指導を
徹底す
る。事故
防止の確
認を定期
的に行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

シューズ
を使用し
ているが
床が滑り
やすい。

床ワック
スの種類
を検討す
る。モッ
プが必ず
きれいな
状態を保
つように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床が滑り
やすい。

活動前に
は空拭き
をする。
子どもの
シューズ
も注意し
て滑りそ
うなもの
は、買い
替えをお
願いす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

個別の指
導が必要
な児童
で、動き
が激しく
テンショ
ンが上が
ると自分
でセーブ
すること
ができな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室
（体育
館）にお
いて、放
課後児童
支援員２
名で１４
名の児童
と長縄飛
びで八の
字飛びを
してい
た。飛び
終わって
回る時
滑って転
んだ様子
を目視し
ていた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他の職員
は、図書
室で自由
遊びの見
守りをし
ていた。

長なわ
を飛ぶ
時は、
慌てた
り、急
いだり
しない
ように
声掛け
をす
る。

常に児童の
様子に気を
配り、危険
になる前に
声掛けをす
る。

8039

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 21 21 3 2
19.７
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

帰所後、
荷物を置
いて手洗
いに行く
途中に床
の段差で
転倒

常に走ら
ないよう
に児童に
注意をす
る

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3

各部屋と
通路を出
入りする
際には、
段差があ
るので転
倒する可
能性があ
る

通路、廊
下にジョ
イント
マットを
敷き、転
倒した時
のショッ
クを和ら
げるよう
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に急が
せること
もなく、
走らない
ように児
童全員に
声かけを
しながら
見守って
いたが、
転倒した

走らない
こと、落
ち着いた
行動を心
がけるこ
とを常に
児童に注
意する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

放課後、
誰よりも
先に手洗
いを終わ
ろうとし
て慌てて
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

慌てな
い、走ら
ないよう
に注意し
ていた

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

帰所時の
検温、手
洗い、う
がいの指
導をして
いた

児童の
段差に
よる転
倒の対
策が不
足して
いた

走らないこ
と、段差が
あることを
児童に認識
させるよう
にする

8040

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 99 99 4 3
2.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕上腕
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

屋内活動
中の過ご
し方

・屋内で
の遊び方
や危険に
対する注
意，呼び
かけの徹
底
・あらゆ
る箇所へ
の巡視

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

随時
1.定期的
に実施

毎日

支援員を
満遍なく
配置して
いるが，
隅々まで
の巡視が
手薄だっ
た。

隅々まで
の巡視を
徹底し，
見えにく
い箇所ま
で視野を
広げる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個々が自
由に中遊
びしてい
る中で，
全員への
注視がで
きなかっ
た。

個々への
注視と危
険に対す
る声掛
け。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は落
ち着いて
遊べてい
るが，低
学年との
遊びの中
で気持ち
が高ぶっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

渡り廊下
での事故
であった
ため，職
員の目の
届かない
箇所での
事故で
あった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内で分
散して見
守ってい
たが，廊
下まで巡
視ができ
ていな
かった。

人員不
足

支援員の募
集は継続的
に実施して
いる。

8041

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 3 1
2.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首内
側の骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

より気を
付けて見
守りを行
う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

障害物等
に気を配
り、より
安全に気
を付ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

障害物等
に気を配
り、より
安全に気
を付ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、仲の
良いグ
ループと
建物外園
庭で元気
に遊んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員２名
が近くで
見守りを
していた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

1名は室
内で遊ん
でいる児
童の見守
り、1名
は来客対
応をして
いたた
め、事故
発生の瞬
間は見て
いない

なし
より気を付
けて見守り
を行う

8042

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の骨
にひびが
入った

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

特になし

登録児童
数に合っ
た指導員
の配置で
あった。
今後、
「事故予
防マニュ
アル」に
ついては
作成を検
討してい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 3.未実施 － なし -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

冬休みの
１日開所
にも慣れ
はじめ、
指導員の
中でも気
のゆるみ
がみられ
た。冬季
というこ
とで、部
屋の中で
過ごすこ
とが多
く、密に
なってし
まう場面
もあるの
で、一人
ひとりを
見守り、
声掛けを
していく
ことを再
度クラブ
の支援員
同士で確
認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
等の様子
はなく、
いつもの
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員か
ら５ｍ程
度離れた
場所で、
急に児童
が泣き出
したこと
でけがを
確認し
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内で他
の児童の
保育を実
施してい
た。

特にな
し

夕方は児童
の保護者へ
の引き渡し
もあり、支
援員の見守
りが手薄に
なる場合も
考えられる
ので、職員
の動きにつ
いて、クラ
ブ内での再
確認をし
た。

171 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8043

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 11 11 7 4
2.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

子ども達
の位置を
確認はし
ていた
が、発生
時現場近
くにいた
のはアル
バイト生
で、支援
員ではな
かった。

その時の
状況を見
て適切に
職員の複
数配置を
したり、
遊べる範
囲を決め
たりす
る。職員
同士の位
置が離れ
ている場
合、連絡
が取れる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

3

学校の校
庭を使用
する場合
は、学校
のルール
に基づい
て遊ぶ
（遊具の
利用）こ
とは認識
していた
が、朝礼
台に上る
ことは確
認できて
いなかっ
た。

学校の校
庭を使用
する際の
ルール
を、再度
職員で再
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝礼台に
乗ること
自体禁止
されてい
ることの
把握を職
員全体で
確認でき
ていな
かった。

職員全員
がルール
を確認す
ると同時
に、子ど
も達にも
学校の
ルールに
従って遊
ぶことを
認識させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中も
本人は好
きなぬり
絵や工作
を楽しん
でいた。
その続き
をすると
のこと
で、校庭
に向かっ
た。凧を
作ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本人が朝
礼台に
乗ってい
たところ
を見た職
員はいた
が、落下
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

アルバイ
ト生が近
くにい
た。他の
子どもに
声をかけ
られた時
に、本人
が後ろに
下がり始
めている
のに気づ
くも、間
に合わな
かった。

特にな
し

朝礼台に乗
らないよう
に声かけを
すると同時
に子ども達
自身が学校
のルールの
中で遊べる
よう話をす
る。職員の
危険を予測
する視野
を、話し合
いや研修で
より深めら
れるよう努
力する。

8044

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 5 3
2.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫、右
足関節外
側側副靭
帯損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守ってい
た。足を
痛めたこ
とを聞い
てすぐに
室内に戻
り処置を
した。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

複数の目
で本人を
含め、外
で遊んで
いた児童
の様子を
見守って
いた。

外遊び
での危
険個
所・安
全確認
が不十
分で
あっ
た。

学校に報告
をし、運動
場の整備を
していただ
く。

8045

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 62 62 7 6
2.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
基節骨骨
折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

48
2.基
準配
置

特になし

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.定期的
に実施

44
1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

44 なし

安全点検
に努め危
険箇所を
発見し、
修繕等を
行なって
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
ドッジ
ボールを
し遊んで
いたが右
手小指を
骨折して
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

屋外で見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

クラブ室
や遊戯室
で児童を
見守って
いた。

特にな
し

偶発的な事
故を防止す
るため、日
頃から注意
を徹底す
る。

8046

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 17 17 5 4
24.12
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 特になし

遊具玩具
等での怪
我ではな
かった
為、改善
策は特に
なし。
引き続
き、施設
等の点検
などを
行ってい
く。

7.その
他

運動があ
まり得意
でもない
ことも
あってか
何もない
ところで
つまづ
き、バラ
ンスを崩
して転
倒。

引き続
き、帰宅
時は子供
が落ち着
いた状態
で安全に
帰ること
ができる
よう声か
けをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ひとり帰
りの為、
玄関で挨
拶。職員
とその他
17時帰り
の子供と
一緒に階
段を下り
る。元気
に挨拶し
て帰室。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

17時帰り
の子供達
を玄関に
集め、安
全に帰宅
できるよ
うに声掛
け。その
他17時帰
りの子供
と一緒に
階段を下
りる。
門の前で
再度挨
拶。各自
が正しい
方向に進
むのを確
認後、配
置に戻
る。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

クラブ室
に2名、
遊戯室に
1名、清
掃に1名
が配置さ
れてい
た。

特にな
し

特になし

8047

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 14 2 1
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
内果骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

ソフト面
において
問題はな
い。

児童会の
活動にお
いて配慮
が必要な
場合に
は、随時
児童会の
支援員等
に申し出
てもらう
よう保護
者に周知
を図り、
配慮が必
要なケー
スがあれ
ば、支援
員間で情
報共有を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

施設面に
おいて問
題はな
い。

体育館内
というこ
とで、施
設内に障
害物があ
るわけで
も床面が
凸凹して
いるわけ
でもな
く、施設
面におい
て改善し
なければ
ならない
点は見当
たらな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当初予定
していた
社会見学
がコロナ
の影響で
中止とな
り、活動
が日常と
違ってい
た為、支
援員も児
童も落ち
着きが欠
けていた
可能性が
ある。

活動が日
常と異な
る場合に
は、普段
以上に注
意事項の
徹底を図
り、安全
性が確保
されてい
ると思わ
れる場所
において
も事故の
可能性が
あること
を再認識
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

当該児童
は、日頃
より活動
的な児童
であり、
注意をし
ても興味
のある事
が優先し
てしまう
傾向に
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

体育館全
体を使
い、児童
それぞれ
が自由に
各々が遊
んでお
り、支援
員は全体
を見まわ
していた
ため、児
童の転倒
の様子は
見ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

児童会室
におい
て、体育
館に移動
しなかっ
た児童の
見守りを
行ってい
た。

事故発
生時は
１４人
と児童
は少数
では
あった
が、
２ヵ所
での見
守りで
あった
為、支
援員１
人の見
守りと
なって
いた。

日常とは違
う日であっ
た為、見守
りの人数を
増やすべき
だった。

8048

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 3 2
2.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

今回発生
した状況
等を職員
間で共有
し、今後
児童が気
になる動
きをして
いた場合
は児童へ
の声掛け
を増やす

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
1.定期的
に実施

－ なし

なし（今
回の事故
発生に起
因してい
る点がな
いため）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

利用児童
全員への
周知、啓
発（理由
如何に関
わらず手
を出すこ
との禁
止）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わった様
子は特段
見受けら
れなかっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童たち
が遊んで
いるとこ
ろを少し
離れたと
ころから
見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

－
特にな
し

遊びに参加
したり、途
中で抜けた
りを繰り返
す等気にな
る様子が見
受けられる
時は、保育
中の児童へ
の声掛け頻
度を増やす
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8049

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 9 9 2 1
21.９
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の欠
損、ヒビ

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

分室から
本室への
移動を支
援員1名
で引率し
ていた
が、途中
で転倒し
た児童が
いたた
め、後ろ
からその
児童につ
いていた
ため後方
に回って
しまっ
た。

分室から
本室への
移動を職
員2名で
引率し、
その際、
職員が先
頭に1
名、後ろ
に1名つ
き、2列
に並んで
帰ってく
ることを
確認し
た。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

分室から
本室まで
の移動を
足元が暗
い状態で
帰ってき
ていた。

支援員が
懐中電灯
を携帯し
足元を照
らす。ま
た、施設
側の入り
口にライ
トを設置
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高学年で
あるた
め、並ば
ずに各々
が準備が
できた順
で帰って
きている
ことが日
常化して
しまって
いた。

列を必ず
作り走ら
ずに帰っ
てくるこ
とを子ど
も達と確
認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

分室から
本室への
移動の際
に、本児
に対して
3年生男
児がラン
ドセルを
持ち、前
後に揺さ
ぶったこ
とによ
り、転倒
し花壇に
顎をぶつ
けてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

17時半帰
りの児童
がおり、
急いでい
た。4年
女児が分
室の玄関
付近で転
倒したた
めけがの
対応をし
ていた。
先頭の児
童らが先
に行って
しまい、
支援員が
追いかけ
る形と
なった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

分室の片
づけがで
きておら
ず、1名
が分室に
残り分室
の清掃を
行ってい
た。

特にな
し

分室から本
室へ支援員
が引率する
場合は、子
どもたちを
列に並ばせ
て移動す
る。必ず支
援員を2名
配置し引率
をするこ
と。

8050

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 33 33 5 5
20.８
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

２年間通
学してい
る通学路
なのだ
が、その
日は姉に
置いて行
かれると
思い走っ
た為、転
倒し手を
つかな
かった
為、顔面
をうって
しまっ
た。

集団下校
時に絶対
に走ら
ず、下校
班でまと
まって帰
るよう改
めて児童
全員に注
意確認す
る。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

1

歩道の凸
凹や危険
な物もな
くフラッ
トな路
面。ラン
ドセルの
重さで前
のめりに
転倒して
しまっ
た。

指導員が
下校見守
りをす
る。走ら
ず余裕を
もって帰
る声かけ
をする。

7.その
他

家に早く
帰って遊
びたい
為、走っ
て帰る児
童あり

下校時の
毎日の声
掛けと見
守り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団下校
時、おい
て行かれ
ると思い
走った
為,ラン
ドセルの
重さも加
わり勢い
よく転倒

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童のみ
班で下
校。（４
～５月中
旬の間だ
け指導員
引率）

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

指導員は
児童が下
校した
後、清
掃・消毒
作業

冬休み
前で荷
物が多
く、転
倒時に
勢いが
つい
た、手
をつか
なかっ
た。

荷物は小分
けに持って
帰り、走ら
ないことを
注意声掛け
する。
高学年に見
守り確認し
てもらう。

8051

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 39 39 7 4
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

両足親指
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

準備運動
として足
や足首の
ストレッ
チを行う
ことを習
慣化して
いなかっ
たこと

遊具の使
用法につ
いての確
認、遊び
前の準備
体操の実
施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ＿ ＿

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その子の
ボールの
乗り方や
着地の仕
方等に配
慮しな
かったこ
と

バランス
ボールで
のはじめ
ての遊び
の場合、
職員がし
てみせ

て、乗ら
せてみせ
て、確認
していく

こと

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体格は良
い子だ
が、体幹
が弱く、
着地がう
まくでき
ずに親指
側から着
地した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体的に
子どもた
ちの様子
を見守っ
ていたが
対象児の
動きまで
は観察し
ていな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

迎えに来
た保護者
とその他
の子の対
応をして
いたため
見ていな
かった

＿ ＿

8052

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 47 5 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

歯：右上
À亜脱臼　
　　唇：
下口唇裂
傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

降りる時
に滑って
しまっ
た。

遊具の近
くに職員
を配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雨が降っ
た後で濡
れてい
た。

遊ぶ前に
遊具を拭
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

＿

遊ぶ前に
気を付け
るように
声がけを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具から
降りる時
に、手が
滑ってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の対
応をして
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児の対
応をして
いた。

＿ ＿

8053

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 69 69 9 7
2.８
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

＿

登館前の
事故のた
め改善策
なし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ＿

登館前の
事故のた
め改善策
なし。

7.その
他

＿

登館前の
事故のた
め改善策
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登館前の
ため

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

登館前の
ため

＿
登館前の事
故のため改
善策なし。

8054

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 42 42 1 5
18.６
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

＿

安全管理
に関する
研修を受
講する機
会を積極
的に設け
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

毎日

今年度、
駐車場整
備工事が
完了し使
用開始と
なった。
隣家との
間に側溝
があるの
は、承知
していた
が、危険
認識が甘
かったこ
とと、夜
間の状況
の安全確
認が不足
してい
た。

駐車場と
側溝の仕
切りとし
てフェン
スを設
置。さら
に夜間の
安全を確
保するた
め簡易型
外灯を設
置。

7.その
他

特になし

送り迎え
の際の駐
車場での
児童の安
全につい
て、お便
りで周知
する。

4.具合
が悪
かった
(熱
発・腹
痛・風
邪気味
等理由
を記
載)

右ひじを
骨折して
いて右腕
にギブス
を装着し
ていた。　
　
　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
保護者に
引き渡し
た後の事
故であっ
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

保護者に
引き渡し
た後の事
故であっ

た

特にな
し

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8055

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 61 61 4 4
2.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

それほど
高さがな
い雲梯で
あって
も、使用
方法や着
地の仕方
によって
は今回の
ような想
定外の怪
我につな
がる可能
性につい
て、支援
員の認識
が不足し
ていた。

雲梯をす
る際には
危険な使
用方法を
していな
いか確認
し、児童
が安全に
着地する
まで気を
緩めない
よう改め
て注意喚
起をし、
支援員も
雲梯をし
ている児
童に気を
配る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
遊具自体
に問題は
なし

遊具の高
低に関わ
らず、落
下等の危
険性があ
る遊具を
使用する
際は、子
供たちに
遊具の使
用上の禁
止事項・
注意事項
について
周知・徹
底を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯は一
方通行で
１人ずつ
遊ぶこと
を常に周
知してい
て、どの
児童も皆
約束を

守ってい
る。当該
児童は

元々運動
神経が良
く、雲梯
棒の２つ
とばしも
得意であ
ることは
自他とも
に認めて
おり、今
回見てい
る友達の
前で３つ
とばしを
披露しよ
うとして
失敗して
しまった
と考えら
れる。

友達と一
緒に遊ぶ
際は、普
段より気
持ちが高
ぶること
が多いこ
とを想定
して見守
りを行う
ととも
に、児童
に対して
も事前に
注意喚起
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

当該児童
は普段か
ら活発で
あり、今
回は雲梯
棒の「３
つとば
し」を友
達に見せ
ようと挑
戦したこ
とで失敗
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１人の支
援員が他
の児童達
とドッジ
ボールを
していて
主にそち
らの安全
に気を
配ってい
た。もう
１人の支
援員も全
体の見守
りをして
いて当該
児童の近
くにはい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外遊びを
しない児
童は部屋
で他の支
援員が見
守りをし
ているた
め、外遊
びをして
いるすべ
ての児童
の近くに
支援員が
いること
は難し
い。

外遊び
の支援
員のう
ち、児
童と一
緒に遊
んでい
る支援
員は、
目の前
の児童
が怪我
をしな
いか気
にかけ
やす
い。も
う１人
の支援
員も広
範囲で
の見守
りは目
が行き
届きに
くくな
る。

児童が支援
員に外遊び
を頼むこと
は多く、
ボール遊び
以外にも鬼
ごっこなど
があり、ど
うしても一
緒に遊んで
いる児童に
集中してし
まいがちな
ので、今後
は周囲の状
況も忘れな
いよう心掛
け、もう１
人の支援員
もこれまで
以上に見守
りに気を配
る。

8056

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 64 64 6 6
21.９
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

6 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－

バスケッ
トボール
の空気が
少なく、
跳ねにく
かったた
め転がり
やすかっ
た

ボールに
空気を入
れ危険が
ないよう
にする

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

滅多にし
ないバス
ケット
ボールを
試合形式
でしてた
がルール
がちゃん
とわから
ないまま
転がった
ボールを
数名が取
り合うと
いうこと
がおこっ
た

バスケッ
トボール
のルー
ル、遊び
方を伝え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

取り合い
になった
ところを
見ていた
ので止め
ようと近
づいて
いったが
間に合わ
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
と遊んで
いた

滅多に
しない
バス
ケット
ボール
を試合
形式で
してた
がルー
ルが
ちゃん
とわか
らない
まま転
がった
ボール
を数名
が取り
合うと
いうこ
とがお
こった

バスケット
ボールの
ルール、遊
び方を伝え
る

8057

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 86 86 8 3
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

ケガにつ
いての細
やかな経
過観察お
よび保護
者への早
めの連絡
を心掛け
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

日常的な
遊具等の
点検を継
続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
利用人数
に応じて
安全に活
動できる
環境づく
りを心掛
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分から
足の痛み
を訴える
ことがな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育室で
の活動時
には特段
の変化が
なく、通
常通りの
活動を
行ってい
たため、
ケガが発
生した直
後に気付
くことが
できな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

通常通り
の活動の
見守りを
行ってい
た。

特にな
し

活動中のけ
がの発生に
ついてより
一層目を配
る。

8058

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 7 7 4 3
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中指
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

片付け等
の作業の
際も、役
割を分担
するなど
し児童の
活動の把
握に努め
る。

3.未実施 － 3.未実施 － 3.未実施 － なし

危険箇所
等がない
か日常の
管理・点
検に努め
る

7.その
他

支援員が
掃除に手
をとられ
ていた

室内での
安全な過
ごし方を
指導徹底
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発であ
る。仲の
良い児童
と一緒に
なり、よ
り活発で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

掃除中で
あった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

掃除中で
あった。

じゃれ
あって
遊んで
いた

個人で静か
に過ごさせ
る

8059

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 64 64 7 6
22.1
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

特になし

情報共有
に努め事
故防止に
繋げる。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－

子どもが
腰かけや
すい位置
と高さに
手すりが
ある。

危険な箇
所や間
違った使
用をして
いないか
の点検を
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見かけた
際の注意
喚起の徹
底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
であった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　　
キャッチ
ボールを
一対一で
行ってい
たが、転
がった
ボールを
職員が取
りに行っ
ている際
に起こっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

　　　　
他の児童
の見守り
を行って
いた。

特にな
し

校庭全体の
状況にも注
意して見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8060

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 16 16 4 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

当日の職
員配置に
関しては
問題ない
と考えら
れる。

不測の事
態に対応
ができる
ように、
安全管理
や事故予
防につい
て研修を
実施す
る。

2.不定期
に実施

－ 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－

今回の事
故に関し
ては、
ハード面
の要因は
なし。

多目的広
場の危険
個所の再
確認を行
い、今後
は定期的
に安全点
検を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

多目的広
場の危険
個所の再
確認を行
うと共に
子ども達
と危険個
所につい
て話し合
い危機管
理意識を
養う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

気分が高
揚してい
て、いつ
もより動
きが活発
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
見守り中
だった
が、突然
の出来事
だったた
め対応で
きなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の子ど
もの様子
を見てい
たため、
すぐには
気づかな
かった。

特にな
し

外遊び中の
指導員の配
置の見直し
と子ども達
の遊びの様
子や動きを
確認した上
で、指導員
が声を掛け
合いながら
見守ること
を全員で再
認識した。

8061

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 59 59 6 5
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯牙脱臼

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

室内：２
名　校
庭：３名　
図書室：
１名　で
支援員を
配置

子ども達
の人数に
応じて、
各場所の
配置体制
を改善し
ていく

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－

コロナ禍
の対策
と、施
設・遊
具・玩具
の点検

子ども達
が安心し
て遊べる
よう、除
菌（コロ
ナ禍）と
安全点検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの中
で、接近
しすぎて
いた。

支援員が
子ども達
にいつも
より多く
声掛けを
して見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しそう
に遊んで
いて、た
またま上
から覗い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数人が
遊んでい
るのを見
守ってい
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の支援
員は、分
散して遊
んでいる
子どもを
見守って
いた

楽しく
て周り
の状況
が見え
ていな
かった

子ども達に
声掛けを多
くする

8062

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 51 51 7 2
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

目の横の
打撲及び
裂傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

まだ外遊
びから
帰ってき
たばかり
で、落ち
着かない
児童が多
い。

外から
帰った後
の気持ち
を落ち着
かせる環
境づくり
を考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 なし

設備の不
備ではな
いので特
記事項な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びか
ら戻った
後でまわ
りも少し
活発な状
況はあっ
た。

外遊びか
ら戻った
後の過ご
し方につ
いて、怪
我が起こ
りそうな
箇所の確
認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び後
で少し活
発な部分
はあっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童の動
きは見て
いたが、
勢いよく
動いた
際、足を
滑らせて
転んでし
まう。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

職員は近
くにいた
が、一瞬
で転倒し
てしまっ
た。

活発な
部分の
急な動
きに注
意が必
要だっ
た。

普段から外
遊び後の状
況は室内で
落ち着いて
過ごせるよ
うにするた
め、興奮す
るよう遊び
はさけて。
全体の見守
りの強化が
必要。

8063

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 127 ## 6 3
21.９
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折及び
打撲、擦
過傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

特になし

降所時に
安全に気
を付ける
よう声掛
けをして
いく

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－ なし

保護者了
承のもと
一人帰り
中の出来
事のた
め、該当
なし

7.その
他

特になし

保護者了
承のもと
一人帰り
中の出来
事のた
め、該当
なし

特にな
し

保護者了承
のもと一人
帰り中の出
来事のた
め、該当な
し

8064

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 36 36 4 3
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左膝剥離
骨折

8.そ
の他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

児童が怪
我をした
際の対応
について
周知しき
れていな
い。

マニュア
ルの作
成、職員
間での事
故発生時
の対応に
ついて周
知を徹底
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

数回
1.定期的
に実施

数回

スペ-ス
の使い方
につい
て、安全
面の配慮
が足りな
かった

全体の遊
びを見て
スペース
の使い方
を工夫す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

違う遊び
と遊びの
間には安
全なスぺ
－スを確
保する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

検定の技
をクリア
できるよ
う一生懸
命練習す
るため待
機してい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児だ
けではな
く他の遊
び全体を
見守って
いるた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の遊び
に目がい
き届いて
なかった

特にな
し

その日の子
ども達の様
子、その場
の状況に合
わせた保育
（活動）を
個々の職員
が考えてい
く

8065

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 41 41 6 6
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

意外に芝
生の坂の
傾斜が
あった

個々に様
子を見な
がら無理
に滑らず
に中間か
ら滑るよ
う指導す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

皆に合わ
せようと
急いで滑
る

自分の
ペースで
滑るよう
声掛けを
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り終え
たところ
でバラン
スを崩す
と思わな
かった

思い込み
で見守ら
ず気をつ
けて見守
りを行う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

学年行事
で公園へ
歩いて移
動してい
たため。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑り降り
たところ
で全体を
見ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

子どもの
広場方面
で遊んで
いる児童
もいた
為、見て
いなかっ
た

他の児
童も転
んでい
た為、
そんな
に大き
なケガ
になる
と思わ
なかっ
た

大丈夫だろ
うと思いこ
まず、1人
ひとり注意
して見守る

8066

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 1
22.1
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足人差
し指・中
指骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

特になし

見守りの
際の注意
するポイ
ントをま
とめた、
「安全の
手引き」
を職員全
員でもう
一度確認
しまし
た。

1.定期的
に実施

6 3.未実施 －
1.定期的
に実施

12 なし -

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころで見
守ってい
たので、
一瞬の動
きにに対
応できな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

一人の職
員が体育
館に移動
してきた
ところ
だった。
他の職員
はそれぞ
れのポジ
ションで
見守りを
していた

特にな
し

サッカー等
の事故が起
こりやすい
遊びの際
は、可能な
限り、職員
一人がつく
ように対応
していま
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8067

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 18 18 3 2
2.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第３指
骨　骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

特になし
マニュア
ルを再度
確認する

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
1.定期的
に実施

－ なし

児童との
遊びの中
で点検を
する。児
童が使用
する前に
安全か確
認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

死角がで
きないよ
うに見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　いつも
通り外遊
びに行く

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動場の
全体を見
守る。ブ
ランコは
注意深く
見守り声
かけをし
ていた
が、突然
の出来事
に注意・
対応が間
に合わな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

対象児以
外の児童
の遊ぶ付
近を見
守ってい
た

特にな
し

外遊びにお
ける支援員
の見守る位
置の再検討
を行う。外
遊びでの
ルールの確
認をする。

8068

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 25 25 5 3
2.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫、右
足関節外
側側副靭
帯損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守ってい
た。足を
痛めたこ
とを聞い
てすぐに
室内に戻
り処置を
した。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

複数の目
で本人を
含め、外
で遊んで
いた児童
の様子を
見守って
いた。

外遊び
での危
険個
所・安
全確認
が不十
分で
あっ
た。

学校に報告
をし、運動
場の整備を
していただ
く。

8069

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 8 8 2 2
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５中
足骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

児童が、
怪我をし
た際の対
応につい
て、周知
されてい
ない。
患部の
チェック
をしてい
ない。

マニュア
ルの作
成、職員
間での事
故発生時
の対応に
ついて周
知を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

年数回
1.定期的
に実施

年数回

おやつに
スナック
菓子が
あったた
め、床が
滑りやす
くなって
いる箇所
があった

脂っこい
おやつや
買いおや
つの後
に、床の
状態を
チェック
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

運動遊び
と運動遊
びの間
は、休憩
をしっか
りとり、
少し気持
ちを落ち
着かせて
から、次
の遊びに
移るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びの前
に、少し
ゴロゴロ
し眠そう
な姿が
あった。
遊びを始
めるころ
には、目
が覚めた
様子で、
活発に動
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びに参
加せず、
全体の様
子を見
守ってい
た

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

トイレ掃
除をする
ため、そ
の場を離
れていた

この日
は、日
中に行
事が
あった
ため、
体力も
あま
り、テ
ンショ
ンも高
かっ
た。

その日の子
ども達の様
子、その場
の状況に合
わせた保育
（活動）お
よび保育以
外の業務を
個々の職員
が考えなが
ら指導す
る。

8070

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 16 16 3 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯の打
撲、右手
首の骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

危険な可
能性があ
る場合を
想定した
研修等を
強化す
る。

なし

今回の事
故につい
ては特に
問題な
かったと
考える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
故につい
ては特に
問題な
かったと
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
等を見
守ってい
た。

特にな
し

高い所から
飛び降りな
いように声
掛けを行っ
ていく。

8071

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 3 3
2.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首亀
裂骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の事
故につい
ては特に
問題な
かったと
考える

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

－ なし

今回の事
故につい
ては特に
問題な
かったと
考える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の捻
挫に気付
かなかっ
たので、
見守りを
強化して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
等を見
守ってい
た。

特にな
し

児童の捻挫
に気付かな
かったの
で、見守り
を強化して
いく。

8072

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 95 95 6 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

鬼ごっこ
中、職員
が遊びに
つくよう
にしてい
たが、範
囲も広く
全ての子
どもに目
が届いて
いなかっ
た。

遊びの範
囲を決め
たり、職
員の配置
や安全管
理マニュ
アルの再
確認を行
う。

1.定期的
に実施

6 3.未実施 －
2.不定期
に実施

12 なし

児童との
遊びの中
で点検を
する。児
童が使用
する前に
安全か確
認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

死角がで
きないよ
うに見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
いつも通
り外遊び
に行く

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場の
全体を見
守る。ブ
ランコは
注意深く
見守り声
かけをし
ていた
が、突然
の出来事
に注意・
対応が間
に合わな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

対象児以
外の児童
の遊ぶ付
近を見
守ってい
た

特にな
し

走って遊ぶ
中で転ぶこ
とがあるの
で、気を付
けて遊ぶよ
うに声をか
けていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8073

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 25 25 1 1
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

外果骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

－
3.基
準以
下

なし

遊びの決
まりを見
直しす
る。

1.定期的
に実施

280
1.定期的
に実施

20から30
1.定期的
に実施

約12 なし

引き続き
点検しケ
ガしない
よう防
ぐ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

ケガをす
る恐れが
ある遊び
の場合、
すぐに止
めさせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で
じっとし
ていられ
ない子。
事故発生
日もいつ
もどおり
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児は
動き回っ
ているこ
とが多く
担当職員
も対象児
を気にか
けて注意
したり等
よく見て
いるが、
捻ったと
ころは見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

違うクラ
スを担当
している
ため見て
いない。

なし

対象児のよ
うな活発な
子たちの遊
びの監視を
強化し、ケ
ガしそうな
危ない遊び
をしていた
らすぐに止
めさせる。

8074

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 40 40 5 5
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

職員の配
置人数等
に問題は
なかった
が、より
事故防止
について
職員の意
識を高め
る必要が
あると考
える。

-
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 なし

ハード面
の問題で
発生した
事故では
ないた
め、改善
策はあり
ません。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

目の届か
ない児童
がいない
よう、児
童を集め
る支援員
と見守り
を行う支
援員に分
ける等の
対応を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見えない
児童がい
ないよ
う、指導
員がエリ
アを分け
見守りを
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

見えない
児童がい
ないよ
う、指導
員がエリ
アを分け
見守りを
してい
た。

なし

職員の見守
り状況等に
問題はな
かったが、
安全な遊び
方につい
て、児童へ
の周知徹底
を図る必要
がある。

8075

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 26 26 3 1
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第三四
中足骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

より多く
の児童を
見守るこ
とができ
る場所で
支援を行
う。

2.不定期
に実施

－
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

－ なし

事故誘因
は自らの
落下によ
るもので
あるた
め、ハー
ド面にお
ける特段
の改善策
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員体
制は適正
であり、
特段の改
善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年友
達と外で
遊ぶこと
が多い。
他の児童
とのトラ
ブルは報
告されて
いない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
見守りで
グラウン
ドで支援
を行って
いたが、
別の児童
の見守り
を行って
おり、当
該児童が
落下した
瞬間を見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援室内
で他の児
童の見守
りを行っ
ていた。

特にな
し

より多くの
児童を見守
ることがで
きる場所で
支援を行
う。

8076

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 6 5
23.11
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

事故災害
発生時の
マニュア
ルだけで
なく、予
防のマ
ニュアル
を作成
し、指導
員で共有
する。

2.不定期
に実施

3 3.未実施 －
2.不定期
に実施

3 なし

指導員や
家具の配
置を工夫
し、過度
な活動に
ならない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

指導員や
家具の配
置を工夫
し、過度
な活動に
ならない
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

感染症予
防のため
利用者が
少なく、
施設を広
く使うこ
とがで
き、活動
がより身
体的に
なった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童の活
動に対し
て、声を
かけなが
ら見守っ
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

別室でほ
かの児童
の学習活
動に対応
していた

特にな
し

指導員は、
児童の自由
な意思を尊
重しつつ、
過剰な心身
の活動にな
りすぎない
よう、今ま
で以上に観
察し、言葉
かけなどの
指導を行い
再発防止に
努める。

8077

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 31 31 4 2
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

児童本人
が遊びに
夢中に
なって注
意を怠っ
た

外での冬
休みの遊
び方につ
いて具体
的に声掛
けをする

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
1.定期的
に実施

1 なし -

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鬼に捕ま
らないよ
う必死で
逃げてい
たとこ
ろ、バラ
ンスを崩
して転倒
した。

コンク
リートや
建物周辺
は危険な
ので、走
り回る遊
びをしな
いよう声
掛けが必
要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びで
鬼ごっこ
をしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びを
見守って
いた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

役割分担
をして、
見守りを
行ってい
た

特にな
し

冬休みの遊
び方につい
て、子ども
たちに具体
的に声掛け
をする。日
頃も伝えて
はいるが、
さらに一日
保育を意識
し、声掛け
を行う

8078

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 24 24 3 1
22.1
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

3クラブ
の職員が
より一層
連携を取
り、子ど
も達の安
全を見守
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

グランド
の整備
(木切
れ、石等
を見つけ
たら取り
除く）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

冬場の
ドッジ
ボール等
ボール遊
びについ
ては、体
や指をほ
ぐして行
うように
声掛けを
する。ま
た、ボー
ルの空気
等にも気
を配る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な児
童でボー
ル遊び等
に混ざる
ことも多
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボール以
外の子ど
もの動き
も見なが
らドッジ
ボールを
している
子どもた
ちの動き
も見てい
た

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

グランド
での立ち
番があ
り、そこ
を担当し
ながらそ
の周りの
子の様子
に気を
配ってい
る。離れ
ているが
全体の様
子も確認
できる

特にな
し

今まで以上
に子ども達
の動きに気
を配り、職
員の連携を
とる
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8079

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 20 20 4 4
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

不明 不明
1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－ 不明 不明

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 不明

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守り、
声掛け

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他児童見
守り

特にな
し

特になし

8080

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 20 20 4 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足薬
指ー骨
折、1針
縫う　　
右足小
指ー擦り
傷

8.そ
の他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1回
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 なし

児童が遊
具使用中
の安全確
認の徹底

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ホッピン
グ使用中
の子ども
達の距離
が近かっ
た

安全な距
離を保っ
て遊べる
よう支援
員が見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　いつも
通り外遊
びを楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くにい
たが他児
の様子を
見守りな
がらだっ
た為、目
を離した
隙にケガ
をした。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

見守り
の支援
員に対
して遊
具の数
が多
かった

最初からす
べての遊具
を準備する
のではな
く、支援
員、児童の
数に応じて
遊具を増や
していく

8081

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（ひ
び）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回
2.基
準配
置

屋内での
通常の活
動中にお
いても、
環境面等
の変化に
より想定
外のケガ
をする可
能性があ
ることを
認識して
いなかっ
た可能性
がある。

季節や状
況に応じ
て危険性
が変わる
ことも認
識し、そ
れに応じ
た対応を
すること
により、
ケガのリ
スクを軽
減する。

1.定期的
に実施

年数回
1.定期的
に実施

年数回
1.定期的
に実施

年数回

当日は、
気温が低
いわりに
湿度が高
くなって
おり、体
育館の床
が滑りや
すくなっ
ていた可
能性があ
る。

天候状況
に応じて
安全確認
を行い、
必要に応
じて床を
拭くなど
の対応を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い体育
館内での
ドッチ
ボール活
動のた
め、事故
の可能性
は低いと
支援員が
油断をし
ていた可
能性があ
る。

安全性が確
保されてい
ると思われ
る場所にお
いても、環
境面等の変
化により、
事故の可能
性があるこ
とを認識
し、環境に
応じた視点
で危険性の
確認を行う
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

当該児童
は、日頃
より側転
やジャン
プをする
身軽で元
気活発で
ある。冬
休み明け
で、場所
も体育館
だった
為、は
しゃいで
いたよう
に思え
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
が、ジャ
ンプして
ボールを
よけて転
んだのは
突発的
で、支援
員が転倒
を防ぐこ
とが出来
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員１
名は、児
童会の部
屋に残っ
ていた児
童の見守
りを行っ
ていた。

冬休み明
けで、場
所も体育
館で広々
と遊べる
為、児童
のテン
ションが
高くなる
ことを想
定し、事
前に注意
喚起を行
う必要が
あった。

季節や状況
に応じた危
険性につい
ても考慮し
た上で見守
りのポイン
トを再確認
する。

8082

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 59 59 8 4
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回

1.基
準以
上配
置

ソフト面
において
は特に問
題はなし

外遊びで
想定され
る危険性
について
再確認を
行い、外
遊びにお
けるルー
ルの再構
築を行
い、児童
へも周知
するよう
にする。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

遊具自体
のハード
面には問
題なし。

遊具付近
での鬼
ごっこ
は、遊具
自体が障
害物にな
り、ケガ
の危険性
が高まる
ことか
ら、遊び
における
範囲を限
定する等
の対策を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

校庭が広
いため、
外遊びを
する児童
の人数や
状況に応
じて支援
員の配置
人数を調
整しては
いたが、
３名の配
置でも目
が行き届
かなかっ
た。

支援員の
増員が難
しい時に
は、支援
員の目の
届かない
ところで
児童が遊
ぶことの
ないよう
に児童の
遊ぶ場所
を制限す
る等の対
策を講じ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な男
児である
ため、日
頃から鬼
ごっこな
ど特に好
んで遊ん
でおり、
事故当日
も他の児
童数名と
鬼ごっこ
をして遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
る付近に
は1名支
援員がい
て見守り
を行って
いたが、
全体把握
は出来て
いない。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

広い校庭
で見守り
をするた
め、それ
ぞれが担
当箇所で
の見守り
をしてい
た。

外遊び
をする
児童が
30名以
上いる
中で、
支援員3
名を配
置して
見守っ
ている
が、手
薄にな
る場面
も感じ
られ
る。

広い校庭で
の見守りに
おいては、
外遊びをす
る児童の人
数や状況に
応じて配置
人数を増や
すようにし
ていたが、
支援員が増
員できない
場合には、
児童の遊ぶ
場所を限定
する等の対
策を講じる
ようにす
る。

8083

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 32 32 4 3
22.1
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

特になし

ソフト面
における
改善策は
なし。

1.定期的
に実施

￣ 3.未実施 ￣
1.定期的
に実施

￣ なし

ハード面
における
改善策は
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

環境面に
おける改
善策はな
し。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

とても柔
軟性があ
り、側転
が得意
で、他学
年の子も
いたの
で、馬飛
びに遊び
が変わっ
たところ
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども同
士の接触
や転倒に
は気を付
けるよ
う、声掛
けをして
見守って
いたが、
対象者の
後方にい
たため、
着地失敗
した瞬間
は見てい
ない。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

担当職員
と見守っ
ていた
が、対象
児の後方
にいたた
め、着地
を正面か
ら見てい
なかっ
た。

特にな
し

児童全体の
様子を見渡
せるよう、
職員配置の
場所を検討
する。

8084

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 28 28 5 5
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

唇の下を
2針縫
う、上前
歯(右)抜
ける、下
前歯(4
本)グラ
つく、下
歯茎内側
に上の歯
が貫通

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アスファ
ルトや段
差のある
所を走っ
ていたの
で、注意
をしよう
と思って
いた時
に、転ん
でケガを
した。

早めに声
掛けをし
て、注意
を促せば
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に来
所し、外
遊びで楽
しそうに
鬼ごっこ
をした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
と一緒に
鬼ごっこ
をしてい
た。事故
発生時、
鬼から逃
げていた
ため、対
象児から
離れた所
から見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

固定遊具
で遊んで
いる子ど
も達を見
ていたの
で、事故
に気付か
なかっ
た。

子ども
達が広
範囲に
動いて
いたた
め、1人
1人の行
動を把
握でき
ていな
かっ
た。

滑りやすい
タイルやア
スファルト
や足洗い場
の段差のあ
る所は走ら
ない等、
ルールを事
前に決め、
早めに声掛
けをする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8085

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘の
上の骨の
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/
年

2.基
準配
置

当日急遽
補助員１
名が休み
となり,
普段より
見守り体
制が手薄
となっ
た。

・急遽欠
員ができ
た時の見
守り分担
および見
守り方法
をより細
かく確認
する。
・事故発
生場所の
見守りを
強化す
る。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2

児童が欄
干の横木
に足をか
けたり跳
び上がっ
たりすれ
ば，東屋
欄干の上
に登れる
ことがで
きた。

・児童が
欄干の上
に登らな
いよう手
立てを講
じる。
（掲示
物，転落
防止棒
等）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・当日補
助員１名
がお休み
であり，
またおや
つ後の後
片付けに
支援員１
名があ
たってい
た。従っ
て事故発
生当時は
支援員１
名が園
庭・室内
の両方を
見守る状
況になっ
ていた。

急遽見守
りに欠員
が出た場
合は，児
童迎え担
当者や関
連施設職
員に応援
を頼み，
通常の見
守り体制
を維持す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・普段通
り明るく
友達と関
わってい
た。事故
発生時も
友達と遊
ぶのがう
れしく，
はしゃい
だ状態で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員
は，出入
口付近に
おいてで
室内・園
庭の両方
を見守っ
ていた。
事故発生
時は他の
児童の対
応をして
おり，対
象児童の
動きを見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

・１名は
急遽休
み，１名
はおやつ
後の後片
付けをし
ていたた
め，対象
児童の動
きをみて
いなかっ
た。

担当支
援員に
「全体
がみえ
る場所
にいれ
ば見守
れ
る。」
という
危機管
理意識
の甘さ
があっ
た。

・定期的に
事故防止研
修を行い，
職員の危機
管理意識を
高揚させ
る。
・日頃の見
守り分担を
見直し，手
厚く穴のな
い見守りを
行う。

8086

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 18 18 4 2
2.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

￣

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修の実
施

2.不定期
に実施

￣ 3.未実施 ￣
2.不定期
に実施

￣ なし

問題はな
かった
が、今後
も遊具の
安全確認
を必ず行
う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守りを
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッチ
ボール
だったの
でコート
の端から
全体を見
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ドッチ
ボール
だったの
でコート
の端から
全体を見
ていた

ボール
を取る
時に地
面に指
をつい
てし
まった
時と考
えられ
る

外遊び前や
後に一旦集
めて、怪我
をしている
児童を確認
する

8087

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 30 30 5 4
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足剥離
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が走
行中に転
倒した
り、その
他変わっ
た様子が
見られな
かったた
め、児童
が足を挫
いたこと
に支援員
が気づく
ことが難
しかっ
た。

体育室遊
びの前
に、簡単
な準備運
動やケガ
をした場
合はすぐ
に職員へ
知らせる
よう指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故後も
特に普段
と変わっ
た様子は
なかった
が、事故
者は少し
元気がな
い様子
で、体育
室の壁際
に座り他
の児童の
様子を見
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育室内
の児童全
体の様子
を見てい
たが、特
に事故者
に変わっ
た様子が
なかった
ため、事
故者から
の申し出
まで気が
付くこと
ができな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

館内児童
対応のた
め、各部
屋で対応
してい
た。

特にな
し

遊びに入る
前の注意喚
起や職員体
制の確保を
徹底する。

8088

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 118 ## 17 11
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

尾骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(　５　)
回/年

1.基
準以
上配
置

＿

ヒヤリ
ハットを
常に意識
し事故発
生の予防
に心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300 ＿

室内で、
柔軟体操
等、体を
動かす遊
びはしな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

＿ ＿

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気も
良く、体
調不良は
見られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めグ
ループ全
体を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各部屋や
各スペー
スにス
タッフは
配置され
ていた
為、対象
児を把握
すること
ができな
かった。

口頭で
注意は
したも
のの、
もっと
強く制
止する
べき
だった

離れた位置
の場所で遊
ぶ子ども達
も、できる
だけ見守り
ができるよ
うに心掛け
る。ミー
ティング等
でも子ども
達に伝え、
自己啓発を
促してい
く。

8089

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 9 9 5 2
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首関
節骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3回
2.基
準配
置

- -
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

冬休み中
でさらに
クリスマ
スに友人
と一緒に
来館した
ことで気
持ちが高
まってい
た部分が
あり、い
つもは参
加しない
ドッジ
ボールを
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
審判

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

1名事務
室で事務
作業、1
名クラブ
室で子ど
もの見守
り、他2
名館内外
の掃除を
してい
た。

特にな
し

普段の遊び
で自身の体
の使い方、
バランス感
覚等を養
い、ケガの
リスクを減
らせるよう
努める。

8090

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 159 ## 18 13
2.８
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折、右手
擦過創、
顔面擦過
創

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

＿

登館前の
事故のた
め改善策
なし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 なし

登館前の
事故のた
め改善策
なし。

7.その
他

特になし

登館前の
事故のた
め改善策
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登館前だ
が不審者
対策を兼
ねて通館
路に立っ
ていた。
走ってい
る児童に
は注意等
を行って
いたが、
目の届か
ない範囲
で当該児
童が転倒
した。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

登館前の
ため見て
いない

特にな
し

登館前は慌
てず気を付
けて登館す
るよう帰り
の会等で繰
り返し指導
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8091

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 40 40 9 8
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折
8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/
年

2.基
準配
置

- -
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 なし ￣

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし ￣

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり仲良
しの友だ
ちと元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

グラウン
ドゴルフ
を安心・
安全に遊
べるよう
に、遊び
方や道具
の使い方
など教え
たり、見
守ってい
たりして
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

グラウン
ドゴルフ
以外に
ボール遊
びや鬼
ごっこ、
ブラン
コ、鉄
棒、砂遊
びなどを
見守って
いた。

特にな
し

特になし

8092

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 39 3 3 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3回
2.基
準配
置

職員体制
は見守れ
るほど充
分では
あった
が、こど
もの特性
に合わせ
て声掛け
ができな
かった。

子どもの
特性に合
わせた声
掛けがで
きるよう
な活動を
行うよう
にする。

1.定期的
に実施

￣
1.定期的
に実施

￣
1.定期的
に実施

￣

雲梯の整
備につい
ては特に
問題は感
じられな
かった。

￣

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の特
性を見極
めての対
応ができ
なかっ
た。

児童の特
性にあわ
せた活動
内容を実
施するこ
と。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

雲梯に上
り、鬼
ごっこの
鬼から逃
げる。そ
の日も何
度か雲梯
から飛び
降りてお
り、鬼が
近くへ来
たため飛
び降り
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこに
参加しなが
らも、周り
の様子を見
守る。ほか
のグループ
での鬼ごっ
こも同じ場
所で行われ
ていたた
め、他のグ
ループの児
童の様子も
見ながら一
歩引いて周
りを見なが
ら鬼ごっこ
に参加。そ
のため、当
該児童落ち
た時も目撃
し処置を進
めた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員２
名外遊び
へ出てお
り、他の
児童の遊
びの対応
について
いた。

遊びが
分散さ
れてい
た。

遊びをまと
めて外遊び
担当の支援
員が、把握
できる位置
で遊ぶこと
が望まし
かった。

8093

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 42 42 5 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の破折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルが生か
されてい
たか。
研修内容
が自分事
として捉
えられて
いたか。

マニュア
ルを定期
的に確認
し、すぐ
に活用で
きるよう
にする。
マニュア
ルを自己
事例に合
わせてシ
ミュレー
ションす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

毎日

自らが施
設や遊具
等の点検
をしてい
ない。
遊具や施
設で起こ
りうる事
故を予想
していた
か。

長期休業
前に遊具
や施設の
点検を自
ら実施す
る。
施設や遊
具等で発
生する事
故を様々
な観点か
ら予想
し、その
予防策を
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具等で
起こり得
る事故や
予防策に
ついて児
童に伝達
していた
か。
ミクロ・
マクロの
視点から
児童を観
察してい
たか。

活動の
前、児童
に遊びで
起きる事
故につい
て話し、
注意を喚
起させ
る。
近く、ま
た広域に
子どもの
活動を観
察する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
活動して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
の遊びグ
ループの
近くにい
て見守っ
ていた
が、その
瞬間は見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
の支援員
が運動場
に散ら
ばった近
くのグ
ループを
中心に見
守ってい
た。

遊びの
種類と
それに
よって
起きる
事故が
想起さ
れてい
たか。

研修を生か
して、遊び
の種類によ
る事故防止
をシミュ
レーション
する。
遊びの種類
に応じて適
宜児童に注
意喚起させ
る指導を行
う。

8094

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 1 1 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

￣ 特になし 特になし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 なし ￣

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

バランス
の崩しや
すい遊具
で遊ぶ時
は気を付
けるよう
注意点を
伝えてお
く。特に
うんてい
などの落
ちる危険
がある遊
具で遊ぶ
ときは気
を付け
る。
遊ぶ場所
は広範囲
にならな
いよう気
を付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
渡せる場
所で別の
児童を対
処してい
た。落ち
た時の音
で当該児
童が怪我
したこと
に気づ
く。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

児童２名
とクラブ
に残って
いた。

うんて
いをし
ていた
当該児
童から
少し離
れてい
たの
で、声
掛けが
不十分
だっ
た。

落ちること
も予測でき
るような遊
具での遊び
では特に低
学年であれ
ば傍につい
て声掛けを
しながら遊
ばせるべき
だった。
外遊びに行
く際、必ず
指導員は２
名配置す
る。児童が
広範囲に広
がらないよ
うにして、
すぐ駆け付
けられるよ
うな場所で
見守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8095

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 17 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨 
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/
年

1.基
準以
上配
置

―

こども
目線で
の危険
予知を
行う。

1.定期的
に実施

￣
1.定期的
に実施

￣
1.定期的
に実施

￣

玩具が
入ってい
る箱を児
童が床に
置いたま
ま遊んで
いた為。

玩具遊び
をする際
には，箱
や玩具を
床に放置
すること
なく，机
の上や棚
への収納
等を行う
よう児童
への指導
と支援員
の注意を
向けてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足元を見
ていな
かったこ
ともあ
り、下に
置いて
あった箱
に気が付
かなかっ
た為。

玩具類を
出したら
箱は片付
ける。
(グルー
プ）場所
的にもま
とまって
使うよう
にし移動
するとき
は足元に
も注意す
るよう指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラブ室　
後方から
前方に歩
いて移動
中(足元
を見てい
なかっ
た)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラブ室　
前方に
立って、
本児を含
め児童の
様子を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

教卓横
で、他の
児童と製
作物の作
製をして
いた為、
本児の事
は見てい
なかっ
た。

― ―

8096

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 58 58 8 7
24.12
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指　
骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
年１回

1.基
準以
上配
置

PKで近距
離から蹴
られた
ボールに
より、手
に強い衝
撃を受け
てしまっ
た

支援員等
で何が危
険だった
のかを確
認しあ
い、怪我
をしてし
まったこ
との原因
を児童に
周知した

1.定期的
に実施

￣
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

50

施設や遊
具が直接
起因して
いると思
われない
が、館庭
をサッ
カーや
ドッヂ
ボール、
一輪車、
砂場、複
合遊具な
どがあ
り、一度
に５人程
度の人数
で遊ぶに
は狭いと
思われる

館庭が拡
張される
とよい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

館庭は狭
いがサッ
カーと
ドッヂ
ボール
コートが
とれる。
児童が混
在して遊
んでいる
と支援員
人数や配
置等、注
意が行き
届かない
ことが起
きてしま
うことが
ある

館庭を拡
張するこ
とは難し
いため、
子供たち
にルール
や危険な
行為はし
ないよう
周知する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　
普段から
サッカー
で遊んで
おり、負
傷した時
はゴール
キーパー
をしてい
てPKと
なった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

施設の形
状から、
通常館内
と館外の
２班に分
かれて見
守り等に
あたって
いる。支
援等に１
名の欠員
がある中
で、当日
は指定休
が１名あ
り、支援
員７名の
うち外３
名でサッ
カーや
ドッヂ
ボールな
ど見守り
等してい
たが、見
守りの目
が行き届
かなかっ
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員等
に１名の
欠員があ
り、当日
はクラブ
事業の予
定もあり
館内では
４名が事
業準備と
見守りを
していた
ため、館
外での支
援員等が
３名で対
応してい
た

支援員
等の定
員が１
名欠員
状態
で、当
日は指
定休で
１名休
みだっ
たため
所長を
除き７
名での
見守り
となっ
たため

欠員の補充
が急務であ
る

8097

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 28 28 5 2
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
亀裂骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

￣

1.基
準以
上配
置

特になし

事故当日
より支援
員全員に
事故の内
容を説明
し、この
様な事故
が今後起
きないよ
う指示を
行った。

2.不定期
に実施

実施頻度
( 4  )/
年

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

当日は晴
れてお
り、園庭
の地面も
乾いてい
た。

全力で
走っては
いないと
は言え、
児童はバ
ランスを
崩しやす
いため、
児童に注
意を促し
見守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

全力で
走っては
いないと
は言え、
児童はバ
ランスを
崩しやす
いため、
児童に注
意を促し
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり楽し
く遊んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

痛めた
後、直ち
に、応急
処置を
行った。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

すぐ近く
で見守っ
ていた。

児童が
つまず
いてバ
ランス
を崩し
たと
き、す
ぐ近く
に支援
員が居
たが咄
嗟のこ
とで間
に合わ
なかっ
た。

常に周りの
状況を確認
しながら行
動し、危険
と思われる
場所では児
童に注意を
促す。

8098

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 39 39 3 2
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

永久歯脱
臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

￣

1.基
準以
上配
置

特になし

児童に、
室内で走
り回るな
どの危険
な行動を
しないよ
う呼びか
けを徹底
する。

2.不定期
に実施

￣
2.不定期
に実施

￣
2.不定期
に実施

￣ なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

突発的な
事故

子どもた
ちの行動
を注視
し、建物
の中で走
り回るの
を防止す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

￣

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

￣

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

￣
特にな
し

突発的な事
故のため防
ぐことは難
しいが、職
員は子ども
たち全体の
動きを把握
するよう常
に見守りの
目を向ける
ようにする
とともに、
日々の危険
行動に対す
る教育・呼
びかけを徹
底する。

8099

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

9.学童 44 44 8 7
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第三基
節骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

児童に対
し、外遊
び開始前
にマニュ
アルに
沿った危
険性の説
明が不足
してい
た。

外遊び前
に児童達
へ外遊び
中の注意
事項を
しっかり
と伝え
る。支援
員は、突
発・偶発
的に事故
が起こる
可能性を
常に念頭
に置く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

支援員が
事前に小
学校校庭
の危険個
所の確認
をするべ
きであっ
た。

支援員が
事前に小
学校校庭
の危険個
所を確認
する。安
全確認
後、遊ぶ
範囲を指
定する。
児童へ危
険個所の
説明をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒を予
測出来な
かったた
め。

転倒を予
測した支
援員の見
守りの位
置の配置
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
の遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒を予
測出来な
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
と外遊び
をしてい
て動きの
確認をし
ていな
かった。

支援員
全員が
全体を
観られ
る様な
行動が
とれて
いな
かっ
た。

支援員全員
が全体を観
られる様な
行動がとれ
ていなかっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8100

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 41 41 7 3
2.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫　ク
ラスⅢ

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

廊下の素
材が滑り
にくく
なってい
るため、
上靴を履
いている
とつまづ
きやす
い。

廊下では
上靴を履
かないこ
とを徹底
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育室で
活動後に
上靴を履
いたま
ま、図書
室にいる
友人に話
しかけよ
うと小走
りになっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玄関にて
保護者対
応終了
後、館内
へ戻って
きたとこ
ろであ
り、転び
そうな児
童を支え
ることが
できる位
置ではな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

体育室に
て活動終
了後の片
づけを
行ってい
た職員、
保護者対
応してい
た職員、
他児童と
関わって
いた職員
もおり、
体育室か
ら移動し
ている児
童を見て
いる職員
はいな
かった。

特にな
し

体育室より
退出する際
は、落ち着
かせてから
上靴を脱
ぎ、次の行
動に移るよ
う促す。ま
た、保護者
対応等で職
員数も取ら
れる時間帯
について
は、お互い
の連携を図
る。

8101

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 64 64 6 5
2.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

￣
2.基
準配
置

スロープ
の使用に
ついて、
くぐり抜
け禁止の
みにして
いた。

スロープ
では遊ば
ないとい
う確認を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 なし

スロープ
では遊ば
ないとい
う掲示を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊んでい
る時にス
ロープを
通ること
を禁止し
ていな
かった。

遊びにス
ロープは
使わな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一緒に遊
んでいた
児童が転
んでケガ
をしたば
かりだっ
たため、
走らずに
歩いて遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友だちと
仲良く歩
いていた
ため、走
り回る児
童の方へ
注意が向
いてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

なわとび
を回して
あげなが
ら、もう
一人の職
員の位置
や、他児
の行動を
見てい
た。

特にな
し

特になし

8102

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 127 ## 13 1
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回
2.基
準配
置

特になし

室内で過
ごす時間
にテラス
に出てし
まった際
の事故。
夕方の過
ごし方の
確認と徹
底、及び
職員の配
置の仕方
について
も再度考
えてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

階段に背
を向ける
のは事故
に繋がる
為、注意
を促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員、児
童を含
め、セン
ター全体
で改めて
危険行為
の確認、
約束、
ルールの
確認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　　　　
　活発な
行動が多
く、普段
から危険
な場面が
多い。　
　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラブ室
で過ごす
時間だっ
たため、
大半の児
童が居る
室内の対
応に集中
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
が自分の
担当の部
屋で学童
保育を
行ってい
た為、ク
ラブ室周
辺には居
なかっ
た。

特にな
し

職員の全体
を意識した
見守りの徹
底、危険な
行為に対
し、事故を
予測した声
がけ。

8103

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 34 34 2 2
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

￣

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし ￣

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし ￣

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

いつもよ
り活発に
動きなが
ら、剣道
ごっこを
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体的な
見守りを
しつつ、
他児童の
様子を見
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体的な
見守りを
しつつ、
他児童の
様子を見
ていた。

特にな
し

動きが活発
な遊びをし
ている場
合、児童の
遊びの様子
を注意して
見守るよう
にする。

8104

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

9.学童 35 35 6 3
2.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
来所し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

利用児童
がサッ
カー遊
び・遊具
遊びなど
いくつか
の遊びに
わかれて
遊んでい
たため、
少し離れ
た場所か
ら見守っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

￣
特にな
し

特になし

8105

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 3
2.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左モンテ
ジア骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

￣
2.基
準配
置

室外が女
児3人だ
けだと安
心して、
事故の時
間帯に支
援員1人
の見守り
になっ
た。

支援員同
士の意思
疎通を諮
り、室内
と室外の
配置を考
える

2.不定期
に実施

￣
2.不定期
に実施

￣
2.不定期
に実施

￣ なし

遊具の不
備があっ
た場合、
学校へ知
らせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3人だけ
ではあっ
たが、遊
びが異な
ると支援
員の見守
りが手薄
になる。

遊具の遊
び方、支
援員の見
守り方を
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

￣

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の低学
年の児童
が雲梯を
するのを
補助して
いて、当
該児童が
チャレン
ジネット
で遊んで
いるほう
を見てい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室外で遊
んでいた
のが女児
3人だけ
だったの
で、大丈
夫だと思
い、3人
以外の児
童、支援
員は全員
室内に
入ってい
た。

他の低
学年の
児童1人
に集中
してい
たた
め、当
該児童
の遊び
が見れ
ていな
かっ
た。

児童の安全
指導に努
め、1人の
児童につ
きっきりに
ならずに、
全体が見渡
せる位置で
児童を見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8106

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 30 30 3 2
2.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯欠損

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回
2.基
準配
置

廊下と子
ども会室
には仕切
りがあ
り、見
守ってい
たところ
から死角
になって
いた。

廊下と子
ども会室
の間に必
ず指導員
を配置す
る。

2.不定期
に実施

12 3.未実施 ￣
1.定期的
に実施

毎日 なし
日々注意
深く点検
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めのう
ちは走ら
ない条件
を守って
いたが、
遊びに夢
中になり
慌ててバ
ランスを
崩してし
まった。

注意をし
ても遊ん
でいるう
ちに興奮
し、慌て
るため、
この日以
後はハン
カチ落と
しの遊び
を禁止し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊んでい
るうちに
興奮し、
慌てたた
めバラン
スを崩
し、滑っ
て扉にぶ
つかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2年生5名
でルール
を守りな
がらハン
カチ落と
しをして
いたの
で、手の
かかる1
年生の見
守りと兼
ねてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

当日、他
の受け入
れする子
を確認し
ていた。
また1年
生(支援
級)の子
を担当し
ていた。

廊下は
少し離
れたと
ころで
見守っ
ている
と死角
になり
やす
い。

廊下と子ど
も会室の間
に必ず指導
員を配置す
る。

8107

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

9.学童 127 ## 12 8
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

舟状骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

￣
2.基
準配
置

無し

体育館は
児童館遊
戯室と比
べ広く児
童一人ひ
とりの動
きを把握
するのは
難しい
が、今後
も全体を
見渡せる
位置に立
つ等意識
を持ち、
児童の遊
び方も見
極めてい
く必要は
ある。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

今後も遊
び方を見
極め安全
確保がで
きるよう
見守りと
声かけに
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しさか
ら夢中に
なり周り
が見えず
他児にぶ
つかり、
反動も大
きく、本
児の手の
つき方が
逆手に
なってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

各職員全
体を見渡
せる位置
には立っ
て見守り
を行って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

児童館内
の担当配
置場所の
見守り等
を行って
いた。

無し

とっさに判
断しての動
作になるの
で予防は難
しいが、転
びそうに
なった場合
の手のつき
方を指導す
ることは可
能であり、
伝えていこ
うと思う。

8108

令和
4年
11月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 3 2
2.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨幹部骨
折、左側
頭部挫創

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2回
2.基
準配
置

日頃より危
険個所
（マップ作
成中）の共
有と職員の
配置を行
い、その日
は支援員１
名がおやつ
を提供、支
援員1人が
２階児童を
見ており、
その他４名
の児童と支
援員1名で
プールに来
ていた。事
故当時、児
童２６名を
２名の支援
員で見てい
た。

支援員の
危険行為
に対する
児童への
声掛け・
見守り、
職員間の
連携不足
(トラン
シー
バー)、
支援員の
児童の特
性から行
動面の予
測

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

￣
1.定期的
に実施

12

普段２階柵
にボールの
転落防止
ネットが
はってあっ
たが、事故
当日は張っ
ていなかっ
た。ひとま
とめにして
あり、ジャ
ンプをして
柵に上った
際、勢いあ
まって転
倒・転落し
ようとした
寸前ネット
を掴んでい
たが、手が
滑りそのま
ま下へ転落
した。

転落用
ネットの
検討、ハ
ザード
マップを
作成し支
援員・児
童で共有

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

柵が丁
度、子ど
もたちの
背丈ほど
あり、普
段から柵
に座って
いる児童
を支援員
が注意す
ることが
あった。
本人の行
動の予測
不足

柵から高
さ１メー
トル程の
所に、転
落防止
ネットの
設置。上
りロープ
の撤去。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事後と
いうこと
もあり、
２階で
ゆったり
と数名で
過ごす様
子が見ら
れた。友
だちの中
に入り、
遊びに
誘ってい
る時の出
来事だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本人の様
子と友だ
ちとのや
りとりを
見なが
ら、柵に
座ってい
る姿も危
険な行為
も見られ
なかった
為、他の
児童に誘
われて下
へ降りて
すぐの出
来事だっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

食事を済
ませてい
ない児童
がいた為
見守りを
行ってい
た。職員
から転落
した報告
を受けて
すぐに現
場へ駆け
付け、本
人の様子
をこども
園の看護
師に報告
し、指示
を仰い
だ。

当時、
１人の
職員は
４名の
児童と
プール
あそび
に出か
けてお
り、職
員２名
で子ど
もたち
を見
守って
いた。

配置は十分
ではあった
が、児童が
おやつから
あそびへと
移行する時
間帯の場合
の職員配置
（資格者と
補助）の配
置の連携・
児童への声
掛け・危機
管理意識の
指導徹底

8109

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

55 14 17 11 7 2 4 16 14
16.４
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

－

異年齢が
集まる時
間帯は、
特に見守
りの強化
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 －

実施頻度
を増やし
て、安全
確認に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

夕方はお
迎えの時
間と重な
るため、
職員の配
置に注意
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い

－ － －
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8110

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 5 4 2 8 6
13.１
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右第一指
基節骨骨
折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎月

1.基
準以
上配
置

事故発生
時は、0
歳児クラ
スの高月
齢児、1
歳児クラ
ス、2歳
児クラス
を同サー
クル内で
集団保育
してい
た。登園
児の受け
入れは、
クラス担
任が行う
ようにし
ていた。
事故発生
時は登園
が重なる
時間帯
で、サー
クル内の
保育者の
入れ替わ
りが多く
あった。

登園児の
対応をク
ラス担任
に限定し
ないこと
で、サー
クル内の
保育者の
入れ替わ
りを少な
くし、落
ち着いて
保育でき
る環境を
作る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

サークル
内に敷い
ている
ジョイン
トマット
のつなぎ
目に子ど
もの指が
引っかか
るような
隙間が
あった。

登園児の
対応をク
ラス担任
に限定し
ないこと
で、サー
クル内の
保育者の
入れ替わ
りを少な
くし、落
ち着いて
保育でき
る環境を
作る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登園児の
受け入れ
は、クラ
ス担任が
行うよう
にしてい
た。事故
発生時は
登園が重
なる時間
帯で、
サークル
内の保育
者の入れ
替わりが
多くあっ
た。

登園児の
対応をク
ラス担任
に限定し
ないこと
で、サー
クル内の
保育者の
入れ替わ
りを少な
くし、落
ち着いて
保育でき
る環境を
作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
登園し、
集団保育
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員は普
段、対象児とは
別のクラスを担
当している。事
故発生時は登園
が重なる時間帯
のため担当クラ
ス関係なく保育
をしていた。そ
の中で、テレビ
に近づきすぎて
いた対象児にテ
レビから離れる
よう声掛けをし
ていた。声掛け
では移動しな
かったため、対
象児の両脇を抱
えて移動させ
た。対象児を着
地させる際に、
足を突っ張るよ
うな体制とな
り、ジョイント
マットのつなぎ
目に足が引っか
かっていた。担
当職員は、対象
児の足が引っか
かていることに
気が付かず着地
させた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

保育士1名朝会
議、1名保育ルー
ムに移動中、2名
登園児受け入
れ、保育補助1名
登園児の荷物整
理、保育士2名と
みなし保育士(看
護師)1名が保育
ルーム内で集団
保育。至近距離
にいた保育士は
対象児とは別の
サークルで保育
していた。サー
クル越しに対象
児と担当職員の
動きが見えてい
た。職員が対象
児を移動させる
際に体を突っ張
り、マットが一
部持ち上がった
ことを見てい
た。その後、対
象児が痛いと泣
いたことでサー
クル越しに見て
いた状況から、
着地の際に足を
痛めたのではと
考えた。

声掛け
の仕方
が本児
にあっ
ていな
かっ
た。園
児の移
動を行
う際の
危険予
測が不
足して
いた。

園児の移動
が必要な際
は、本人が
自発的に動
くような声
掛けを工夫
する。園児
の抱え方を
工夫し、着
地させる際
は周囲の安
全に留意す
る。

8111

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

7 4 3 2 2
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

前額部裂
傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

遊具があ
る中遊具
を使用し
ながら鬼
ごっこを
している

だるまさ
んが転ん
だや走る
際は、走
る場所を
区切り、
近くに遊
具が無い
ように環
境を整え
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

椅子の付
近でこけ
た際角に
当たると
怪我をす
る

椅子の角
にけが防
止パット
を貼る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人のス
タッフは
砂場で園
児とお
り、もう
一人のス
タッフは
全体を見
ていた

全体を見
るスタッ
フは遊具
付近にい
ながら見
守るよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場で遊
んでいる
園児のそ
ばで園児
と一緒に
いた

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

遊具側で
はなく園
庭入口側
に居て全
体を見
守ってい
た

－

園児との遊
びの中で
も、遊具エ
リアと走る
エリアを区
切るなどし
て、確実に
動きを身を
賭さないよ
うにする。

8112

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 8 5 6 5 3
17.５
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

十分な保
育士を配
置してい
たが、合
同保育の
時間帯で
あったた
め、すべ
ての保育
士が室内
全体をよ
り注視す
る必要が
あった。

マニュア
ルなどの
再確認を
行い、更
に研修や
ミーティ
ング等を
実施す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

室内は万
一転倒し
ても怪我
をしない
よう障害
物等はな
かった。

室内でス
キップや
小走りな
どを避
け、必ず
歩くよう
に指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3･4･5歳
児合同で
室内遊び
をしてい
る時間
だった。
室内にい
た保育士
から少し
離れた場
所でス
キップを
した。

室内でス
キップや
小走りな
どを避
け、必ず
歩くよう
に指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

事故発生日
当日前の４
日間（土日
も含め
る）、弟の
体調不良に
より、本児
も休んでい
た。久しぶ
りの登園
だったこと
もあり、気
分が向上し
ているよう
に感じてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任と会
話を交わ
した後、
側を離れ
たが、同
室内で
あったた
め、本児
のみの行
動だけを
注視する
ことがで
きなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

合同で室
内遊びを
していた
ため、側
にいる園
児を見な
がら一緒
に遊んで
いた。

本児にスキッ
プ等をしない
よう注意する
間もないほ
ど、スキップ
をした瞬間に
起きた出来事
だった。本児
は前のめりの
転倒を回避し
ようと思い、
右腕で体を支
えようとした
が、支えきれ
ずそのまま転
倒してしまっ
た。

保育士は室
内全体を注
視する。室
内でスキッ
プや小走り
等を避け、
必ず歩くよ
うに指導す
る。

8113

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

3 1 2 2 2
15.３
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
に関する
研修を実
施し、保
育士間で
周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

手をつな
いで歩く
時のルー
ルを子ど
もたちと
再確認し
て、その
都度声掛
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

－ －

日頃の保育を通
し、園児の行動
習慣を把握す
る。そのうえ
で、事前に防げ
ることは回避で
きるよう対策を
行い、偶発的な
事故では、保育
士が咄嗟に動け
るよう常に注視
するようにす
る。

8114

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

13 6 6 1 3 1
16.４
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨幹部骨
折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

－

子ども同士
のかかわり
の中でのケ
ガも事例を
出しなが
ら、検討す
る。引き続
き、クラス
の様子、友
達との関係
性も会議の
中で共有し
ておく。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故後の
両親との
話の中で
「慣れな
い場所で
はこける
回数が多
くなる」
とのこ
と。

保護者から、家
での様子や、注
意点をもっと細
かく聞き取り、
保育園の生活の
中でも気を付け
られるようにす
る。職員と共有
する。リスクの
ある場合、園外
に出る時には、
園内で他のクラ
スと遊んで待っ
ているというこ
とも検討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ること
も楽しく
なり、追
いかけっ
こを自分
から誘っ
てするこ
ともあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見守り
はしてい
たが、こ
ける瞬間
は見てい
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

近い距離
で、他の
子たちの
保育、対
応をして
いた。

お弁当
を持っ
て行っ
て、食
べた後
だった
ので、
ただ遊
びに
行った
時と
は、動
きが
違っ
た。

支援のいる子も
もちろんだが、
集団の動きが大
きくなってきた
り、関わりの中
でのトラブルも
予測しながら保
育をする。子ど
もたちが落ち着
かない状況の時
は、動きの少な
い遊びをして
待っておく。

8115

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

3 1 2 2 2
14.２
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

マニュア
ルに記載
された事
項を遵守
していな
かったと
言わざる
を得ませ
ん。

①マニュア
ルの記載事
項を再度確
認・徹底し
ます。（内
容の見直し
を行いま
す。）
②毎月等定
期的にマ
ニュアルの
勉強会を実
施します。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

各安全点
検を
チェック
シート作
成し、毎
週等もれ
なく、確
実に定期
的に実施
します。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

保護者対応
等するとき
（園児から
目を離すと
き等）は、
他の保育士
にその旨声
かけして、
園児から注
意をそらさ
ない体制を
とります。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

園児は保
育室内で
走り回っ
ている状
況でし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児に背
を向けて
作業をし
ていまし
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園児に背
を向けて
お迎えの
保護者対
応をして
いまし
た。

－

①配置人数の少
ない、延長保育
では、「体操」
は行わないこと
とします。
②保護者対応等
するとき（園児
から目を離すと
き等）は、他の
保育士にその旨
声掛けして、園
児から注意をそ
らさない体制を
とります。

184 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8116

令和
4年
11月
28日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

42 14 9 13 6 8 4
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨下
部骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
活用、ス
タッフ間
の周知。

現在行って
いる、瞬時
に送ってい
るヒヤリ
ハット報告
（LINE）に
てスタッフ
で共有。記
録用に保存
している。
全スタッフ
が確認でき
る保育マ
ニュアルへ
の追加（転
倒時に考え
られる怪我
等）。定期
的にマニュ
アルの見直
し。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

床は土よ
りも固
い、子ど
もたちと
も再度確
認を行
う。

地面の硬
さや衝撃
を子ども
達と確か
め、子ど
もたちの
自衛につ
なげる。
園に合わ
せた点検
リストを
作成し、
日々の点
検状況の
記録をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

転倒時に
起こりや
すい怪我
について
理解を深
める。遊
び方に
よっては
重大な事
故につな
がること
を常に頭
に置き、
子どもの
動きにア
ンテナを
張る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に気に
なる様子
なし。特
段、おん
ぶを頻回
にしてい
ることは
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

廊下の見
守りをし
ながら、
トイレで
更衣して
いる他児
も見てい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

担当職員
の立ち位
置は分
かってい
たが、転
んだ瞬間
は見てい
なかっ
た。（玄
関対応）

担当場所
を離れる
際は、職
員間で声
を掛け合
う。事故
発生時は
数名で確
認する。
本児はバ
ランスを
崩したと
き、背中
にいる子
も落ちて
しまうと
考え、転
ぶ時に踏
ん張った
可能性も
ある。

事故発生時の職
員連携を図る。
声掛けの習慣を
つける。休憩等
でスタッフ配置
が手薄になる時
は、遊ぶ場所を
選択し、見守り
体制が十分とれ
るような配置を
判断する。園児
の泣き方に注意
を払う（普段と
の違いを見
る）。スタッフ
の立ち位置を把
握しておく。

8117

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

361 22 ## ## ## 30 28
16.４
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

切創

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

自由時
間・カリ
キュラム
設定時そ
れぞれに
応じて職
員を配置

怪我の
あった場
所で監視
する職員
を増や
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

デッキの
角が滑ら
かであれ
ば、傷が
浅く済ん
だと思わ
れる。

ぶつけた
と思われ
るところ
のデッキ
の角を削
り滑らか
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

転んでも
しっかり
と手を付
けるよう
に、受け
身を上手
にとれる
運動遊び
を多く行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園
し、元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

怪我の瞬
間は他に
目を向け
ていた
為、転ん
で泣いた
声で気が
付いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

怪我をし
た場所の
担当職員
は1名
だった
為、見て
いない。

特にな
し。

職員は配置
していたが
怪我の瞬間
を見ていな
かったので
人数を増や
し、あらゆ
る所に目を
向け、徹底
して監視す
る。

8118

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 6 5 2 3 2
15.３
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
頸部骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

事故発生
時の連絡
経路に共
通の認識
がなく、
危機対応
の判断基
準が現場
任せに
なってい
た。外遊
びの保育
者配置位
置、及び
お迎え対
応につい
てのルー
ルが曖昧
であっ
た。

・第三者
を含めた
本事故の
評価・改
善策指導
委員会の
立ち上げ
・安全管
理の専門
家による
研修を定
期的に実
施し、園
の危機管
理体制の
評価を依
頼
・ヒヤリ
ハット・
ハザード
マップを
管理する
ICTソフ
トの導入

3.未実施 －
1.定期的
に実施

12 3.未実施 －

高所遊具
であっ
た。手す
りが片側
のみで
あった。
階段板の
角に緩衝
材はな
く、木材
のむき出
しであっ
た。

・遊具に
手すりを
新設、階
段マット
の取り付
け/取替
・当該遊
具撤去の
可能性を
含めて、
専門業者
に点検を
依頼
・5/31転
落箇所に
ある階段
を撤去す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

預かり保
育の降園
時間であ
り、ラン
ダムな保
護者対応
により保
育者の意
識が拡散
してい
た。砂場
にいた保
育者、手
洗い場に
いた保育
者から事
故現場は
死角と
なってい
た。

・預かり
外遊び中
の保護者
対応は園
舎内の職
員が行う
・園庭見
守りカメ
ラ導入の
検討

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故直
前、本児
を含める
数名が平
地で揉め
ていた。
保育者が
声掛けを
したが、
園児同士
にわだか
まりを残
したまま
高所遊具
に向かわ
せてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育者の
一人は砂
場に集
まってい
た園児を
注視、一
人は手洗
い場での
付き添
い、一人
は保護者
対応のた
め当該遊
具に背を
向けてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担任を含
めた多く
の保育者
が教師会
に出席し
ており、
最低限の
人員で事
故対応を
しようと
した。

怪我の
程度を
判断す
る基準
が保育
者個人
の感覚
に依存
してい
た。保
護者呼
び出
し・緊
急搬送
等の重
要な判
断に、
役職者
や養護
教員が
即座に
関わる
仕組み
が形骸
化して
いた。

・園児との
遊び・保護
者対応を行
わない監視
役を配置
・危機対応
マニュアル
を細分化し
周知徹底

8119

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

77 8 20 26 23 13 11
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

事故当時
は全クラ
ス園庭に
出てい
た。運動
会のリ
ハーサル
中の職員
配置につ
いて、全
体を見渡
す職員の
配置につ
いて共通
理解をし
ていな
かった。

全体を見
渡す位置
の職員配
置の共通
理解を図
り、見守
りのすき
を作らな
いように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3

園庭での
活動に際
し、園庭
の状況を
しっかり
と把握す
るべきで
あった。

園庭での
転倒を防
ぐため
に、土を
平らにな
らした
り、小石
の除去を
行ったり
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭にト
ラックを
作ってお
りカーブ
が狭かっ
たが、競
争意識が
強く勢い
があった
ことか
ら、前
もって練
習である
ことや気
をつけて
走ること
等を伝え
るべきで
あった。

活動の内
容と環境
が適して
いるかを
きちんと
確認し
て、予想
される園
児の行動
を把握し
たうえで
約束を行
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレーで
勝ちたい
という気
持ちが大
きく、興
奮気味で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

次に走る
園児を並
ばせてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

応援して
いた他の
園児の世
話や、対
象園児を
見守りな
がら応援
をしてい
た。

リハー
サルと
いう状
況のな
かで、
園児の
競争心
を考え
て、声
掛けや
援助を
行うべ
きで
あっ
た。

打ち合わせ
の際に、職
員の配置ま
で細かく設
定する。

記
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8120

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 6 4 8 3 3
16.４
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

－

園庭での
ヒヤリ
ハット事
例を集約
し，マ
ニュアル
に付け加
えた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子どもが
起こすで
あろう危
険行為の
想定が不
十分だっ
た。

慣れてき
ている子
どもたち
への安全
指導の徹
底（遊具
の使い方
等）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数が少
なかった
ことで，
スピード
を出しや
すい環境
になって
いた。

人数が少
ない時に
も事故が
発生する
可能性が
あること
の認識

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

人数が少
なかった
ので，特
に危険を
意識して
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭に２
人いた
が，他児
の動きを
見ていた
ため，当
該園児の
動きを見
ていな
かった。

三輪車
の扱い
に慣れ
ており
スピー
ドを出
したま
ま足を
離して
しまっ
た。教
諭側の
遊び方
の指導
が不十
分だっ
た。

外遊びに入
る前の指導
の徹底

8121

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 30 30 25 6 6
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左モンテ
ジア骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

－

園庭での
ヒヤリ
ハット事
例を集約
し，マ
ニュアル
に付け加
えた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

日頃の
個々の遊
びの状況
把握の不
足

子どもへ
の安全指
導の徹底
（遊具の
使い方
等）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

大勢の子
どもたち
が遊んで
いたこと
で目が届
かない部
分があっ
た。

職員の配
置を意識
して分散
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

危険な行
動をする
子どもで
はないの
で，注視
していな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭では
多くの子
ども達が
遊んでい
たことか
ら，担任
は全体的
に見守り
をしてお
り，該当
児の動き
を追って
いなかっ
た。

キック
ボード
に慣れ
ていな
かった
ので，
スピー
ドを出
してし
まっ
た。怪
我をす
ること
を想定
できな
かっ
た。

用具を使っ
ている子ど
もの動きに
は，特に気
を付けて見
守る。

8122

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 20 19 20 6 6
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
第２関節
剝離骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールが
大好き
で、楽し
く取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判をし
ながら見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他の遊具
で遊んで
いる園児
を見守り
ながら全
体を見
守ってい
た。

全体に
ルール
やボー
ルの受
け方の
話をし
たが理
解でき
ていな
いよう
だっ
た。

外遊びや
ドッチボー
ルをする前
に全体にき
ちんと話を
してけがを
しない、安
全に気をつ
けるように
する。

8123

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 2 6 7 2 2
17.５
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘の剥離
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－

マニュア
ルの見直
し、周知
徹底

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 －

設備面で
のケガで
はない為
改善策は
必要なし
と判断し
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一斉保育
ではなく
自由保育
の為、同
じ場所で
違う遊び
が混在す
る状況で
あった。

異年齢で
活動する
際の指導
計画作成

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この日は
午前中に
遠足に
行ってお
り、もし
かしたら
いつもよ
りも疲れ
はあった
かもしれ
ないが、
元気でい
つも通り
の様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5～6メー
トル離れ
たところ
で対象児
ともう一
人の児童
を見てお
り、それ
ぞれに注
意を促し
たが、対
象児が落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

広い遊戯
室を見守
るため
に、2人
の職員が
それぞれ
違う所を
見守って
いた。

－

子どもと遊
びながらで
も広い視野
で子どもを
見守る保育
を心がける

8124

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 3 3
16.４
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
の骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体操教室
に参加し
跳び箱に
跳び乗る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

専任講師
の指導の
もと、跳
び箱の横
で補助を
行う

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

順番を待
つ園児の
見守りを
行う

補助の
仕方に
ついて
の専任
講師と
の打合
わせが
不十分
であっ
た

事前にその
日に取り組
む種目の注
意点につい
ての打ち合
わせを十分
に行う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8125

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 12 18 3 2
15.３
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
をしてお
り、職員
の指導は
行ってい
る。
職員配置
にも問題
はない。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
違った部
屋で服を
脱いで、
多少通常
とは異な
る雰囲気
にはなっ
ていた。
（下着の
み着用）

慣れてい
る保育室
で受けら
れるので
あればそ
のように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

服を脱い
で開放感
があり、
やや注意
力に欠け
てしまっ
たため、
転んだ時
うまく手
をつけな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
子達は一
旦並ばせ
座ってい
た為、他
のクラス
の子が着
替えてい
る方が大
変になり
かけてい
て中間で
目配せし
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担任より
も対象児
の近くに
はいた
が、別の
子どもの
対応をし
ていた。

通常か
ら動き
が多い
子ども
ではあ
るため
気がけ
て見守
る必要
があっ
た。

声掛けは
行っていた
が、更に気
がけて見守
る必要があ
る。

8126

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 11 16 18 9 9
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

－

事故予防
に関する
研修を不
定期に実
施してい
たため、
今後はヒ
ヤリハッ
トを用い
ての事故
防止検討
会議を定
期的に行
う。学期
ごとに園
内の傷病
発生状況
を集計
し、職員
に報告し
た上で、
事故防止
意識を高
める。

1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

53 －

点検方法
について
教職員で
確認し、
必要に応
じて見直
しをし
た。ま
た、事故
防止マ
ニュアル
に沿って
全職員で
危機管理
について
再確認し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天気が良
く、気温
も高かっ
ため、日
陰で遊ん
だり、水
分補給を
したり、
園児は思
い思いの
場所で過
ごしてい
た。園児
の居場所
が分散し
ていたた
め、職員
も全体の
把握をし
ようとし
ていた
が、全て
の遊具の
傍に付い
ている状
況ではな
かった。

園児が使
用する遊
具には、
必ず職員
が付く。
園庭で遊
ぶ前に、
職員同士
で遊具使
用につい
て確認
し、園児
には職員
が傍に付
いている
遊具のみ
で遊ぶこ
とを知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
落ち着い
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員4名
のうち2
名は遊具
から離れ
た位置に
いた。全
体を把握
しよう
と、園児
のいる場
所を行き
来してい
たが、
立ってい
た位置か
ら園児が
転倒する
のを見か
けたの
で、すぐ
に駆け付
けた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

その他の
2名は園
児の遊び
に関わっ
ていたた
め、泣き
声で事故
に気付い
た。ま
た、園庭
にいた4
名の職員
とは別
に、園庭
を気にし
ながら廊
下を移動
していた
職員も泣
き声を聞
いて駆け
付けた。

ブラン
コや鉄
棒など
には必
ず職員
が付い
ていた
が、つ
り橋は
危険の
認識が
不足し
てお
り、必
ずしも
つり橋
に付い
ていな
かっ
た。

どの遊具に
も必ず職員
が付く。職
員会議を行
い、どんな
事故の可能
性がある
か、どのよ
うな付き方
をするかな
どを職員全
員で共通理
解し、安全
面について
危機管理意
識を高め
る。

8127

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 13 0 7 3 3
16.４
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

普段は登
り棒には
職員を配
置してい
たが、
プール活
動等で園
庭の職員
が手薄に
なったこ
と、全体
把握の位
置からは
見えづら
い場所で
あった。

引き続き
高さのあ
る遊具に
は必ず職
員を配置
し、年齢
相応の遊
び方がで
きるよう
声をかけ
ていく

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

職員がい
なくても
自由に登
り降りで
きる環境
であった
ため。

職員がい
ない場合
には遊べ
ないよう
に囲いを
設置し、
子どもだ
けで遊ぶ
状況にな
らないよ
う徹底す
る。（現
在、すで
に設置
済）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の自由な
活動中で
あったた
め、年長
児の姿に
触発され
て、自分
の力以上
のことに
も挑戦し
てしまっ
た。

年少組を
中心に子
ども達と
もう一度
遊具の遊
び方・約
束を確認
し、担任
だけでな
く、その
他の職員
とも朝礼
などで子
どもの情
報を共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の預か
り保育
や、部屋
で過ごし
た時間は
いつも通
り落ち着
いた様子
であっ
た。※時
系列は表
面「発生
状況」参
照

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

異年齢で
の自由活
動中で
あったた
め、個人
に担当は
ついてい
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

3名の職
員は全体
把握はし
ていた
が、それ
ぞれが他
の園児へ
の対応を
していた
り、見え
づらい位
置にいた
時間も
あった。

園庭で
遊んで
いた園
児は20
人程で
はあっ
たが、
割合と
しては
年少が
多く、
より危
険な行
動への
危機意
識を
持って
全体把
握をで
きな
かっ
た。

マンツーマ
ンで見る事
ができる状
況を設定
し、それ以
外の時には
封鎖してお
くようにす
る。

8128

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

60 20 21 19 7 5
15.３
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指末
節骨骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り、職員
の指導は
行ってい
る。職員
配置にも
問題はな
い。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児の見
守り、声
かけが不
足してい
た。

園児の見
守り、声
かけを徹
底し再発
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスで
のお始ま
り前の自
由遊び時
間で廊下
で紙を
使って遊
んだり、
走り回っ
たりして
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

廊下や保
育室な
ど、行き
来しなが
ら、子ど
も達を見
ていた。
お始まり
前にクラ
スに対象
児がいな
かったの
で、対象
児を探し
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

廊下で
は、他の
クラスの
子の担当
見守り、
対象児が
立ってい
たドアの
保育室で
は、その
クラスの
子どもの
見守りを
してい
た。

廊下は
走らな
い、ド
アでは
遊ばな
いとい
う声か
け不
足。

自由遊び時
間の子ども
の見守りを
強化する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8129

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 3 7 4 2 2
17.５
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ル（園内
で事故が
予想され
る物、遊
び）につ
いて配慮
が足りな
かったと
考える。

子どもの
運動能力
や予想で
きる子ど
もの行
動、怪我
について
職員間で
共通理解
し合える
場を設け
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1

低い位置
からの落
下でも骨
折をする
という職
員の配慮
が足りな
かったと
考える。

遊具の点
検をして
いても使
い方で怪
我をする
ため、教
師も子ど
もも安全
な遊具の
遊び方を
日々確認
していく
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢別に
遊んでい
たり、異
年齢児が
遊んでい
る場面で
も遊びが
続かずト
ラブルに
なるな
ど、場面
に応じて
遊びや関
わりがさ
まざまで
ある。

合同保育
というこ
とで、一
人ひとり
の特性を
理解した
保育が必
要になっ
てくる。
また、通
常とは違
う様子に
注意して
見守って
いくよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

担任の話
によると
午前中通
常保育の
時とは違
い、気持
ちが高
ぶってい
たとのこ
とだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の遊
びにかか
わり、遊
びのルー
ルを理解
できずに
泣いてい
た子に援
助してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児の遊
びにかか
わってい
た。

2名の職
員で担
当して
いた
が、事
故発生
時は他
の園児
を世話
してお
り、対
象児に
対して
背を向
けてい
た。危
険を察
知でき
ていた
ら事前
に声を
かける
ことが
できた
と思
う。

広い遊戯場
など子ども
の活動が活
発になる場
所では、全
体が見渡せ
る場所で他
児とかかわ
るようにす
る。対象児
が通常とは
違う様子に
注意して見
守っていく
ようにす
る。

8130

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

22 2 2
16.４
歳

1.男
児

－
5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

前歯2本
の脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

－

職員が給
食中も広
い視野を
持つよう
にする。
また、給
食中の離
席や教室
での過ご
しかたに
ついて指
導してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 －

今回の件
は、施設
の設備の
不具合か
ら起こっ
たもので
はない
が、これ
からも変
わらず安
全面の徹
底に努め
ていく。

6.食事
(おや
つ)中

－

万が一転
んだ時の
為にも子
どもが
ティッ
シュを取
りに行く
などの動
線には子
どもの席
を作らな
いように
する。つ
まずきそ
うな物が
ないか常
時確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩いて
ティッ
シュを取
りに行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

教室の前
方に他の
職員と一
緒に座っ
て給食を
食べなが
ら子ども
たちを見
ている状
態だっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

同じく
座って給
食を食べ
ながら子
どもたち
を見てい
た。

－

給食を食べ
ながらも子
どもたちの
状況を把握
できるよう
に座る位置
などを工夫
して連携を
図り見守っ
ていく。

8131

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

3 25 22
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左側上顎
乳切歯;
歯根破
折･外傷
性亜脱臼
右側上顎
乳切歯･
乳側切
歯;外傷
性亜脱臼

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
登園後の
身支度へ
の取り組
み方への
言葉かけ
不足

巡視の徹
底・園児
への言葉
かけの強
化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 特になし 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

登園後の
身支度中
遊んでい
る子ども
に対して
の言葉か
け不足

約束事の
再確認を
クラスや
園全体で
しっかり
と伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園して
から15分
間友達と
戯れて遊
び楽しん
でハイテ
ンション
になって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭・園
児の迎え
入れ・園
バス・園
内巡視等
に分かれ
て保育に
当たって
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭・園
児の迎え
入れ・園
バス・園
内巡視等
に分かれ
て保育に
当たって
いた。

巡視時
危険に
関して
把握や
言葉か
けがで
きな
かっ
た。

「水筒は
座って飲
む」「ウッ
ドデッキは
走らない」
「ウッド
デッキで水
筒を飲まな
い」などを
全園児での
朝礼で園長
から、また
各クラスで
担任から子
ども達に促
し、再発防
止の徹底に
務めた。

8132

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 2 2
16.４
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌・表
情・動き
等普段と
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
危険な遊
びをして
いなかっ
た為、離
れた場所
から全体
の園児の
把握をし
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の園児
と関わっ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

なし

子どもの遊
びに応じた
配置場所に
ついて、職
員間で声を
掛け合い、
連携を取り
合い進めて
いく。

8133

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 13 12 3 3
16.４
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左頸椎骨
遠位骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

春季休業
中で異年
齢構成の
保育で
あったた
め、通常
保育とは
異なって
いた。

長期休業
期間中や
教育時間
後の預か
り保育で
は、保育
の進め方
や危機管
理につい
て再度共
通理解を
図ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌・表
情・動き
等普段と
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
危険な遊
びをして
いなかっ
たため、
離れた場
所から園
児の様子
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の園児
と関わっ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

なし なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8134

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

2 1 1
16.４
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

キャス
ター付き
のサイド
ボードと
その横に
座ってい
た友だち
の間をす
り抜けよ
うと通っ
た。

キャス
ター付き
のサイド
ボードや
ピアノの
場所を保
育室の出
入口に移
動し、子
どもの通
り道にな
らないよ
うに改善
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別教室
終了後の
降園準備
をしてい
る時で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

特別教室
終了後の
降園準備
をしてい
る園児２
名を見
守ってい
たところ
だった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

お迎えに
来られて
いる保護
者の対応
をしてい
る保育教
諭と送迎
に出てい
る保育教
諭がい
た。

特にな
し

特になし

8135

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 10 15 2 2
17.５
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の配
置設定の
不備。
（滑り台
から壁面
までの距
離）

ドアや壁
面にぶつ
からない
様な遊具
配置。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の配
置設定の
不備。
（滑り台
から壁面
までの距
離）見守
る職員が
同じ方向
を見てい
た。事故
発生場所
に背を向
けてい
た。

ドアや壁
面にぶつ
からない
様な遊具
配置。滑
り台の周
り（床
面）には
マットを
敷き転
落・転倒
防止を
行ってい
たが、滑
り台の配
置が壁面
との距離
が不十分
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

開放自由
遊び中で
あったが
数人の園
児とごっ
こ遊び
（家族
ごっこ）
をし、落
ち着いて
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

開放自由
遊び中
ホール
（2名）
保育室
（2名）
広場・廊
下（2
名）見守
り中で
あった。
ホールで
は全体を
見ながら
2名が見
守り中で
あった
が、2名
とも事故
発生場所
に背を向
ける形で
全体を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体を見
守りなが
ら園児と
遊んでい
たが、事
故発生場
所に背を
向けてい
た。

特にな
し。

先の見通し
を持って危
機管理を行
う。遊び方
に危険がな
いか常に配
慮し、少し
でも危険要
素がある場
合は対応す
る。遊びを
見守る職員
の配置。

8136

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

53 22 31 3 3
17.５
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨若
木骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

7
2.基
準配
置

特になし

その子に
応じて、
ボールを
もってト
ンネルを
くぐる際
は、注意
をした
り、職員
の配置に
気をつけ
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

295
2.不定期
に実施

295 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その子に
応じて、
危険な遊
びではな
いか確認
する

アスレ
チックで
遊ぶ場合
は、十分
気をつけ
るよう指
導し、保
育者も更
に気をつ
けて見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

録画して
いたカメ
ラで確認
したが、
いつも通
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでい
る様子を
みていた
が、事故
があった
際、その
後も特に
痛みを訴
えること
がなかっ
た為、特
に声をか
けていな
い。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

お遊戯室
全体を3
人で見
守ってい
たが、死
角の部分
もあっ
た。

特にな
し

アスレチッ
クで遊ぶ場
合は、十分
気をつける
よう指導
し、保育者
も更に気を
つけて見守
る。

8137

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

12 1 1
15.３
歳

2.女
児

－ 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

A｜A外傷
性歯の脱
臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

全教職員
の危機管
理マニュ
アルの周
知・徹底
（研修に
よるアッ
プデー
ト）、保
育者個々
の経験年
数による
課題（保
育のあり
方や安全
意識・環
境設定
等）を会
議・園内
研修等に
より共通
認識し取
り組んで
いく

教職員に
危機管理
マニュア
ルの研修
必要、事
故予防す
る環境設
定や保育
の取り組
みを検
討。会
議・打ち
合わせを
定期的に
実施。危
機管理マ
ニュル・
環境等の
研修実
施。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

点検状
況・課
題・問題
の全職員
の周知と
検討、研
修実施

定期的点
検頻度の
回数を毎
月定めた
日に行
う・園長
と点検集
約リー
ダーの確
認・検討
→園長・
用務員・
バス運転
手による
月末安全
点検実
施、教員
による直
視点検実
施

7.その
他

外遊びか
ら保育室
に戻って
きた際の
流動的な
保育の流
れでの安
全確認と
指導の徹
底→事故
発生後か
ら保育環
境に見直
し（とく
に机の配
置）

保育中の
怪我・事
故防止の
研修、園
内研修を
繰り返
し、安
全・安心
の実施に
ついて周
知・徹底
を行う
（事故を
未然に防
ぐ保育の
あり方の
検証）→
研修実
施、各ク
ラス担任
によるク
ラスでの
園児との
遊び方等
の安全確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びか
ら保育室
に入って
きた際、
指定され
ている自
分の机に
座らず、
別の園児
の机の間
でぶら下
がり遊
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
事故発生
場所（保
育室後
ろ）から
離れた保
育室の黒
板の正面
入口近く
でお帳面
を確認し
ていた。
他の園児
が対象児
が泣いて
いること
を伝えて
きて気づ
く。事故
発生の様
子は見て
いない。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
クラスは
３人体制
であった
が、発生
時の１３
時は、担
任：保育
室（12名
程）、フ
リー①：
トイレ・
着替え、
フリー
②：外遊
びと役割
分担で場
所が分か
れてい
た。事故
発生後、
職員室で
他の職員
が確認。

保育者
が園児
の動き
に気づ
き、注
意喚
起・指
導する
必要な
環境構
成に気
づく→
事故発
生後～
人員配
置・教
職員同
士の声
かけな
ど園長
が指導

その日の子
どもの動き
だけでな
く、日頃の
様子から危
険回避でき
るよう、保
護者にも日
常を伝える
方法を検討
し、教職員
で共通認
識・理解・
周知徹底し
ていく。担
任からのヒ
ヤリハット
を周知し対
策してい
く。検討
チーム構築
→毎日園
長・主任に
よる人的配
置・保育の
方法の指
示・職員の
実行の確認

8138

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 5 3 5 1 1
16.４
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第３趾
基節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

預かり保
育の担当
は2名の
配置だっ
たが、事
故発生時
他の1名
が別のク
ラスに
行ってい
て1名し
かいな
かった。

預かり保
育時の保
育士の配
置人数の
改善。園
児の導線
にじゃま
にならな
いように
机、椅子
を配置す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
配置が１
名であっ
た。

預かり保
育は必ず
２人の保
育士で担
当し、保
育士が園
児の様子
をくまな
くみるよ
う注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
至近距離
にはいた
が、様子
を見切れ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

－

保育士
の配置
の人数
不足

園児の人数
にかかわら
ず、預り保
育の担当は
２人配置に
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8139

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 3 3
17.５
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎皮膚
欠損層真
皮

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

段差があ
る近くに
置く玩具
の確認不
足

保育環境
の見直
し、段
差、角の
ある玩具
について
子どもと
一緒に確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

マットと
カプラの
箱の配置
に危険箇
所があっ
た。

環境を見
直し、配
置替え、
子どもと
一緒に危
険箇所の
確認をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

機嫌がよ
く、いつ
もより活
動的で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ると危
ないと、
声掛けを
していた
が、マッ
トにつま
ずくこと
まで想定
できな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

園児に声
掛けをし
ていたた
め、みま
もるしか
なかっ
た。

普段か
ら機嫌
がよく
なり気
持ちが
高ぶる
と行動
が激し
くなる
ので、
危険を
具体的
に伝え
ておけ
ばよ
かっ
た。

該当園児を
含め全園児
と危険個所
について日
頃から話さ
なければな
らない。

8140

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

127 64 63 6 6
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじの
骨にひび

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

当日事前
の約束が
されてい
なかっ
た。

園児の約
束事など
は掲示さ
れていた
が、この
事故を
きっかけ
に事前の
約束がで
きるよう
心がけて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雨で土が
流れて、
根っこ、
石などが
むき出し
になって
いる個所
が多い。

雨で土が
流れてき
ているこ
とから、
もう一度
土を入れ
る工事を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員は配
置されて
ていた
が、ドン
グリがた
くさん落
ちていた
為、人数
が2学年
と多く、
落ち着い
た気持ち
で過ごせ
ていな
かったか
もしれな
い。

なるべく
3か所の
遊び場に
分散でき
るよう、
職員で周
知。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

どんぐり
集めを楽
しんでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもと
一緒にど
んぐり集
めをしな
がら見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

池（ザリ
ガニ）、
ままご
と、色水
遊び、各
場所（3
か所）。
時々広く
汚れて着
替えに付
き添う職
員もい
た。

両手に
ドング
リを
持って
いたた
め、転
倒した
際に手
をつく
ことが
出来な
かっ
た。

どんぐり、
落ち葉等を
採集する際
には観察
カップなど
の道具を使
用すること
を知らせて
いくことを
職員間でも
周知。

8141

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 3 7 8 3 3
17.５
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

該当なし

廊下での
危険な行
為があっ
た場合
は、指導
をする。
病院の受
診を勧め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 該当なし

施設・設
備の不備
ではない
ため。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園時、
保護者が
迎えにき
て興奮し
急いでい
た。

落ち着い
て行動す
るように
声掛けを
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

友だちと
跳び箱を
跳べる話
をしてい
たとこ
ろ、自分
も跳べる
ところを
見せた
かったた
め、かえ
る跳びを
し、着地
で失敗し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玄関で他
児の対応
をしてい
た死角で
の事故に
より、見
ていな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

それぞれ
の担当の
持ち場に
ついてい
たため、
見ていな
かった。

該当な
し

玄関先は、
お迎えの混
雑が起こる
と目が届き
にくいこと
もあるの
で、必ず、
プレールー
ムの担当の
先生が帰り
の支度をし
てくるよう
にする。

8142

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 1 2 2 3 2
16.４
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

預かり保
育は3名
で対応し
ている
が、子ど
もの見守
り、保護
者への引
き渡しな
ど、係の
分担が当
日、十分
ではな
かったと
思われ
る。

事故当時
の職員配
置の人数
は確保で
きてい
た。子ど
もの突発
的な思い
もかけな
い行動を
予想した
り、即時
対応した
りできる
よう、朝
の職員打
合せ等で
常時確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

預かり保
育室が工
事の為２
階ホール
を使用し
ていた
が、ホー
ルは通常
体育遊び
で使用す
る為、突
発的に
走ってし
まったと
思われ
る。

ホールで
の過ごし
方や室内
と同じよ
うに歩い
て移動す
ることを
話した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は
シューズ
を履いて
いなかっ
た為滑っ
て転倒し
た。

翌日から
は必ず
シューズ
を履いて
過ごすよ
う声掛け
し、徹底
して行う
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親の迎
えを喜
び、駆け
出した際
バランス
を崩して
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保護者対
応で玄関
にいた
が、本児
が転倒し
た為、す
ぐに駆け
寄り外傷
の有無を
確認し
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

１名は居
残り児童
３名の見
守り、１
名はトイ
レ掃除を
してい
た。

毎日預
かり保
育の始
まり
に、室
内での
過ごし
方を子
ども達
と確認
し合っ
ている
が、
走って
いる姿
に気付
くのが
遅れ
た。

常時室内で
の過ごし方
を子どもた
ちと確認し
合うように
した。

8143

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

37 2 2
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕顆
上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

園児の遊
びや行動
をよく観
察して見
守るこ
と。

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転園して
きて２度
目の外あ
そびで、
当園の遊
具に慣れ
ていな
かった。

遊具の遊
び方や
ルールを
伝え、慣
れるまで
よく観察
し見守る
こと。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理
由を記
載)

大型遊具
に興味を
示し遊ん
でいた
が、自分
の気持ち
と運動面
とのバラ
ンスがう
まくとれ
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が落
下した周
囲で園児
を見てい
たが、落
下する瞬
間に受け
止めるこ
とができ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

本児以外
の園児の
誘導。降
園準備。

特にな
し

子どもたち
が遊んでい
る場合、注
意を必要と
する遊具に
手の届く位
置で見守る
こと。子ど
もたちにた
いし，注意
を繰り返し
促していく
こと。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8144

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 3 10 3 14 3 2
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨
折、左尺
骨遠位端
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
に関する
研修も定
期的に行
うことと
する。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

190 －

今回の事
故に直接
起因する
わけでは
ないが、
芝が濡れ
ていて滑
りやす
い、地面
が凹んで
いてつま
ずきやす
いなど転
倒につな
がる要素
がある場
合は園庭
の使用を
慎重に検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

ボールに
乗ると転
ぶ→転ぶ
と怪我を
するとい
う想像が
出来るよ
う、危険
予知能力
を普段の
生活から
周知させ
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
数名と
ボール遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場で遊
んでいる
園児を監
督しなが
ら、同時
に園庭
（中央付
近）で
ボール遊
びをして
いる園児
たちを見
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ブランコ
など他の
遊具で遊
ぶ園児た
ちを中心
に監督し
ていた。

－

園庭で遊ぶ
際、異常や
危険にいち
早く対応で
きるよう職
員一人が必
ず至近にい
る状態にな
るよう遊ぶ
種類、コー
ナーを限定
して保育す
る。

8145

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 3 3 3 3 1
17.５
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

Ⅱ度化学
熱傷

4.玩
具・
遊具
等施
設・
設備
の安
全上
の不
備に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

自由時
間・カリ
キュラム
設定時・
預かり時
それぞれ
に応じて
職員を配
置

園で扱う
薬品につ
いて、事
故があっ
た場合も
含め、安
全対策に
ついて緊
急職員会
議を７月
●日に行
い研修及
び園内の
安全確認
を全職員
で行っ
た。今後
も定期的
に研修を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

薬品の瓶
を園児が
届かない
場所に置
いていた
が、手が
届かない
場所で
あって
も、何か
のきっか
けで、落
としてし
まう可能
性もあっ
たと考え
られる。

今後はク
レゾール
石けん液
は園では
使用しな
い。その
他の洗剤
や消毒液
に関して
は、園児
では絶対
に手の届
かない鍵
のかかる
扉のある
倉庫に保
管するこ
とを徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故は決
してあっ
てはなら
ないが、
万が一起
こってし
まった場
合の対応
に関して
は、不十
分だっ
た。

1時間以
上せっけ
ん水・流
水で洗
い、当日
すぐに救
急で診て
もらって
いれば、
軽症で済
んだ可能
性もあっ
たので、
預かりの
先生を含
め職員全
員で研修
をしっか
りと行
い、最善
の処置を
行うよう
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園
し、元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

怪我の瞬
間は離れ
たところ
にいた
為、見て
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の園児
やお迎え
の保護者
の対応を
してい
た。

薬品に
関する
研修が
不十分
だった
と考え
られ
る。

全職員が薬
品に関する
研修をしっ
かりと行
い、適切な
処置を速や
かに行うよ
うにする。

8146

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

87 13 24 27 23 7 5
16.４
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

職員の配
置位置と
人数

8:30勤務
開始の職
員を1名
増にす
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

滑り台の
滑り降り
た地点の
み、衝撃
防止対策
となるよ
うなマッ
トを敷い
ていた。

遊具周辺
に全体的
に衝撃防
止マット
を敷くな
ど対策を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の
正しい滑
り方や遊
び方を理
解するよ
うその都
度伝える
ことがで
きなかっ
た。

各クラス
や全体集
会等、保
育活動の
中で安全
について
の話を取
り入れる
など行
い、危な
いと感じ
た時に
は、すぐ
に声掛け
するなど
対応をと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達が登
園し、好
きな滑り
台付近で
元気よく
友達と走
り回って
遊んだ。
好きな滑
り台で友
達と何度
も滑って
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

次々と登
園する園
児の中に
は、ぐ
ずって登
園する子
もおり、
その子の
対応をし
たり隣の
遊具で遊
んでいる
園児への
声掛けを
行う中
で、滑り
台が背後
に位置し
死角に
なってし
まった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

別の遊具
で遊んで
いる他の
園児への
声かけを
行ってい
た。

登園児
の対応
をしな
がらの
見守り
で、園
庭全体
に目が
届かな
かっ
た。

持ち場以外
の園庭全体
を意識する
ことを心掛
け、死角に
なる場所や
状況を再確
認する。

8147

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

170 52 64 54 17 17
16.４
歳

1.男
児

小柄で骨が
軟らかい。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

236 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が遠
足先で同
時間帯に
遊ぶこと
を想定し
た安全対
策が不十
分であっ
た。

遠足時の
園児の行
動予測を
広げると
ともに、
園児に対
しても注
意の促し
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遠足時の
昼食後の
遊びの時
間帯で特
段の変化
なし。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体
を複数の
職員が目
視確認並
びに一緒
に遊びな
がら対応
してい
た。担任
は園児と
一緒に遊
ぶ。補助
職員は全
体を見る
体制で
あった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

大勢の園
児に対応
しなけれ
ばなら
ず、至近
距離で対
応するこ
とは困難
であっ
た。

遠足先
で同時
間帯に
一斉に
遊びを
行うこ
とで、
遊びの
エリア
が広範
囲に
なっ
た。

職員には本
件事故を教
訓に、想定
範囲を広げ
て見守るよ
うに努める
とともにあ
そびの時
間、場所等
が適切であ
るのかを職
員間で話し
合い再発防
止に努め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8148

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

84 17 33 34 4 4
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手手首
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

300
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者の
対応と戸
外遊びの
見守りの
両方をし
ていた

4：00に
降園する
園児を集
め　預か
り保育担
当と別に
担当者を
設ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気に遊ぶ
園児であ
るがこの
日は気持
ちが高
ぶってい
たようで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころで見
守り

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

離れたと
ころで別
の園児を
見守って
いた

立ち漕
ぎをし
ていた
のに声
掛けが
できて
いな
かった

危険な遊び
に気づいた
らすぐに声
をかける

8149

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 8 11 10 6 6
16.４
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊ぶ様子
は見守っ
ていた
が、遊び
方の指導
不足で
あった。

遊び方に
危険がな
いか配慮
し、危険
要素があ
る場合は
即座に対
応する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具周り
の環境設
定の不
備。（着
地場所に
マットを
設置して
いなかっ
た）

着地場所
にマット
を設置。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具周り
の環境設
定の不
備。（着
地場所に
マットを
設置して
いなかっ
た）遊び
方の指導
不足。

着地場所
にマット
を設置。
危険要素
がある遊
び方に即
座に対
応。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
の際、気
持ちが昂
る姿も
日々見ら
れる。冬
休み預か
り保育の
少人数で
の自由遊
びであっ
たが、気
持ちが昂
る様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつ後
のホール
での自由
遊びを２
名で見守
り中で
あった。
1名が全
体を見守
る、1名
が事故発
生場所近
くで子ど
もを見て
いたが事
故が発生
した瞬間
を見てい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
場所の
ホール以
外の場所
にいた。

特にな
し。

先の見通し
を持って危
機管理を行
う。危険要
素がある遊
び方に即座
に対応。

8150

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 1 1
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

起こり得
る事故や
怪我に繋
がる事項
を想定し
ての見守
りの工夫
ができて
いなかっ
た

各遊具に
関するマ
ニュアル
を再度作
成しなお
す。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

227
1.定期的
に実施

227

遊具の下
に衝撃を
和らげる
ものがな
かった

予算の関
係もある
が、今後
遊具（雲
梯）の下
にゴム
チップを
敷くこと
も計画し
ていきた
いと思っ
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の見
守りの人
数不足

年度初め
のため、
職員の人
数を増や
す対応が
できれば
よかった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

進級前よ
り雲梯は
自分で行
うことが
できてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体をみ
るよう意
識してお
り、本児
が雲梯を
している
ことはわ
かってい
たが落ち
る瞬間を
みること
ができて
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

１名で担
当してい
て、他の
職員がい
なかっ
た。

年長児
ではあ
るが進
級初日
であっ
たため
固定遊
具の使
用の確
認・制
限をし
たり特
に落ち
るなど
して怪
我に繋
がる可
能性が
ある場
所への
見守り
を意識
するべ
きだっ
た。

・全体を把
握出来る担
任の立ち位
置を意識す
る。
・雲梯な
ど、一人ひ
とりがどの
程度できる
のかを把握
しておく。
・可能な限
り見守りの
職員を増や
すようにし
ていく。

8151

令和
4年
11月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 7 6 11 4 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

午後４時
以降の時
間帯は幼
児の集中
力が切れ
やすい時
間帯であ
る

担任外教
諭も保育
に加わり
多くの職
員で関わ
ることと
する

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

286 特になし

今回の事
故の要因
には当て
はまらな
いと考え
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

接触が予
想される
遊びの中
で、幼児
の動きや
理解に合
わせた具
体的な注
意喚起が
少なかっ
た

危険が予
想される
場面にお
いて、幼
児の動き
や理解に
合わせた
具体的な
注意喚起
を行うこ
とに対す
る意識を
一層もつ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

教育時間
も含め、
気の合う
友達と誘
い合って
遊んだ
り、昼食
やおやつ
の喫食状
況も普段
通りの姿
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員A:ブ
ランコと
鉄棒の間
から対象
児が遊ぶ
芝生内も
見ながら
他児を見
ていた。
職員B:体
育倉庫前
で竹馬や
長縄跳び
で遊ぶ他
児を見な
がら芝生
内で遊ぶ
対象児も
見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

職員C：
ままごと
ハウス付
近で他児
の遊びを
みてい
た。
担任外教
諭：職員
室にて事
務作業を
してい
た。

特にな
し

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8152

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

51 16 14
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

－

ケガの応
急処置の
再確認。
園内のヒ
ヤリハッ
ト確認。
もっと気
軽に救急
車を呼ぶ
など受診
時の確
認。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 －

鉄棒下
に、クッ
ションと
なるもの
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊具での
遊び方を
今以上に
丁寧に見
ていく。
高いとこ
ろにいる
子が危な
くない
か、何か
あったら
すぐに駆
け付けら
れるよう
に、心づ
もりをし
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの健康
状態で、
最近特に
興味を
もった鉄
棒をして
いて、担
任の先生
に見ても
らおうと
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の
「鉄棒を
見てて」
「逆上が
りやりた
い」とい
う言葉に
寄り添
い、傍で
援助して
いた。本
児が手を
放してし
まった時
に受け止
めること
が出来な
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

園児と関
わりなが
ら、庭全
体を監視
してい
た。本児
が落ちた
のを見
て、すぐ
に駆け寄
る。ケガ
の状況の
確認と観
察、職員
室へ連
絡。

今回は、
とっさに体
を受け止め
て助けるこ
とが出来な
かったの
で、落下す
るかもしれ
ないという
危機感を常
に持つよう
にし、保育
者自身の立
ち位置も気
を付ける。

8153

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

8 2 1
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

－ － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼に捕ま
りたくな
いため、
慌てて逃
げてバラ
ンスを崩
して右肘
から転倒
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は一
緒に遊び
に入りな
がら他の
園児の動
きを見守
りながら
対象児も
見ていた
が、対象
児が転ん
だ瞬間に
手を差し
伸べる等
の対応は
間に合わ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員
は、支援
が必要な
子につい
ていたた
め、転倒
時の様子
は見てい
なかっ
た。

転倒時
に手を
つくこ
とがで
きな
かっ
た。

転んだとき
には手を地
面につくよ
うに活動内
容を工夫し
指導をす
る。

8154

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

54 4 4
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

研修等、
年度初め
に行う。
園内のど
の場所で
事故が起
きやすい
か、予想
されるか
（すべり
台、三角
タワー、
地球ジャ
ングルな
ど）の確
認が足り
なかっ
た。

この場所
ではどん
なことが
予想され
るのか、
どんな配
慮が必要
なのか、
子どもに
伝える遊
び方の
ルールを
改めて全
職員で確
認。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

雨あがり
はぬれて
滑りやす
いこと、
木の下に
はマン
ホールが
あり固い
ため、落
ちた際の
危険性が
高くなる
こと、後
ろから
登って来
た人の振
動が伝わ
りやすい
ため揺れ
やすくな
ること。

雨あがり
は十分注
意して見
ること、
場合に
よっては
止めるこ
と。マン
ホールの
上には落
ち葉を積
み上げる
こと。先
に登って
いる人の
ことも考
え、「わ
ざと揺ら
すのは無
し、ゆっ
くり進む
ことを子
どもたち
に再度伝
えた。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちも遊び
に夢中な
ので、ど
れくらい
高いとこ
ろが危険
か、どん
なルール
であった
か、意識
が薄れて
しまって
いる可能
性もあっ
た。

今一度、
子どもた
ちに「木
を登る際
は必ず大
人を呼び
見てもら
うこと」
「登る
際、降り
る際は焦
らずゆっ
くり動く
こと」
「木の上
で押した
りけんか
しないこ
と」の
ルールを
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木に登
り、途中
まで登る
と少し高
さのある
ところか
ら飛び降
りる遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側でぬか
るんだ地
面の手入
れをしな
がら声を
かけて児
童を見て
いた。対
象児が落
下する瞬
間に間に
合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

屋外の弁
当の片付
けの声か
けや他児
のトラブ
ルに対応
していた
ため、見
られな
かった。

今回は
合同で
あった
ため子
どもの
人数も
多く注
意して
見る範
囲が広
がっ
た。よ
り、職
員同士
の連携
が必要
となる
場面で
あっ
た。

保育中、職
員同士誰が
どこについ
ているか認
識できるよ
う「木登り
している人
たちのとこ
ろにつきま
す！」「私
は～の場所
を見ます」
「よろしく
お願いいし
ます」のや
りとりを口
頭で必ず行
う。これは
どの活動に
おいても重
要なことな
ので、今一
度他の職員
にも共有再
確認した。

8155

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 2 1
16.４
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

担任が、
園児が怪
我をして
いること
に気付か
なかっ
た。

今までの
経験や、
園医から
の指導記
録を研修
資料とし
ている
が、年１
回の研修
に今回の
事例も取
り上げ
て、最悪
の事態に
備えて複
数の目で
確認する
必要があ
ることを
伝えた。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

傾斜地に
石畳が配
置されて
いるた
め、ス
ピードが
調節しに
くい。

石畳の角
が鋭角で
あるた
め、土で
角を保護
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

石畳など
の段差を
乗り越え
たり、飛
び越える
経験が少
ない。

足・腰を
たくさん
使う遊び
を活動へ
入れてい
く。子ど
もが慌て
ずに付い
て来れる
ようゆっ
くり見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は園
舎裏の石
畳付近で
枝拾いを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くで枝拾
いをして
いた。ま
た、本児
が転倒し
ていると
ころを見
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

３～４
メートル
離れたと
ころで枝
拾いをし
ていた。

当該事
故につ
いて保
育後に
保護者
の方へ
連絡し
なかっ
た。ま
た保育
後、電
話にて
病状の
確認の
連絡を
怠って
しまっ
た。

痛みが治
まっている
状態であっ
ても、その
場ですぐに
連絡をする
こと。担
任・補助だ
けの目で確
認するだけ
でなく、何
人かの大人
の目で負傷
した部分を
見る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8156

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

118 16 27 33 42 6 6
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

丸太の遊
具の近く
に職員の
配置が無
かった

職員の配
置を拡大
する

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

12

遊具は園
庭に総合
遊具が一
つ・雲
梯・砂
場・固定
された動
物の遊
具。家型
の固定さ
れた遊具
二つ・ク
ライミン
グ・丸太
の集合体
の遊具が
園庭周り
に設置さ
れてい
る。

複数人数
で遊んで
いる際
は、人数
の制限を
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ほぼ全員
の子供た
ちが遊ん
でいたた
めに個別
の対応が
できな
かった

全体の確
認が不足
していた
のでエリ
アの確認
を怠らな
い

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同年齢の
友達と丸
太に遊ん
でいたが
複数で一
か所に
乗ったた
めに、は
ずみで落
下する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

丸太遊具
で遊んで
いたこと
は確認し
ていた
が、落ち
た瞬間に
間に合わ
ず援助が
できな
かった

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

泣いてい
る園児に
気付き、
泥を払っ
たり、顔
を拭いた
りする

当該遊
具の高
さがあ
まりな
いた
め、ほ
かの遊
具に比
べて危
険度の
認識が
足りな
かっ
た。

遊具の利用
時には職員
を配置する

8157

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨幹部骨
折の再発

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

同じ保育
室内にい
たが、転
んだ瞬間
を見てい
なかっ
た。

常に全体
を見渡
し、危機
管理に努
めながら
保育を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200
特にな
し。

今後も危
険のない
ようあそ
ぶ前に、
安全点検
を確実に
行うよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

２つの教
室を利用
して保育
を実施し
たことに
より、園
児が自由
に行き来
できるこ
とで解放
感に繫
がってし
まった。
また、職
員の目が
届きにく
くなる環
境を作っ
てしまっ
たことも
要因の１
つと考え
られる。

事故予防
マニュア
ルを職員
全体で見
直す。ま
た、日常
の保育の
中でヒヤ
リハット
体験等を
ヒントと
して話し
あい事故
を起こさ
ない仕組
みづく
り、組織
づくりを
心掛けて
いく中
で、環境
設定の在
り方につ
いて再度
考えて見
直してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後、
仲のいい
友達と一
緒に誘い
合って遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

教師は同
室で保育
していた
が、転ん
だ瞬間は
確認でき
ず、泣き
声で気が
付く。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

隣の保育
室に１名
配置し、
他の幼児
の遊びを
見守って
いた。

子ども
たちの
遊びの
状態に
応じた
声かけ
を日頃
から心
がけて
はいた
ものの
今回の
ケース
のよう
に仲の
良い友
達との
じゃれ
あいの
中でも
転び方
によっ
ては、
骨折し
てし
まった
ケース
であ
る。

ちょっとし
た場面でも
いろいろな
要因が重な
り事故に繋
がるケース
も考えるた
め普段の行
動であって
も、常に子
どもたちの
動きから危
険を察知
し、注意喚
起を怠らな
いよう努め
る。職員の
危機管理意
識を高める
とともに、
子どもたち
にも、危険
を予知・回
避できる力
が育むよう
に声掛けを
していく。

8158

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

13 2 2
15.３
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指基
節骨骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児の状
況を危険
がないか
全体的に
目を配り
ながら保
育する。

幼児の行
動を多方
面から予
測して、
見守るこ
とが必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

固定遊具
や、滑り
台で意欲
的に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の遊
ぶ場所か
ら、3
メートル
ほど離れ
た場所
で、他児
の滑り台
を滑る様
子を見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

本児の近
くで、他
児と関わ
りなが
ら、本児
の様子を
確認して
いた。

入園間
もない
年少児
のた
め、体
幹が
しっか
りして
おらず
不安定
な面が
ある。
しっか
りと前
を見な
いで走
り出し
たり、
ぶつ
かって
しまう
ことに
よる衝
突の危
険は考
えられ
る。

危険を察知
して行動す
るよう、危
機管理につ
いて幼児と
日ごろから
話し合うよ
うにする。
また、危険
な行動に
は、あらか
じめ声を掛
けられるよ
う、全体を
見ていくよ
うにする。

8159

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

25 3 2
15.３
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

前歯強打
による破
損

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

安全教育
の全体計
画・年間
指導計画
に基づく
計画・実
践・評
価・改善
のサイク
ルによる
見直し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

15 特になし

定期的な
点検に加
え、施
設・遊
具・玩具
など保育
活動で使
用する前
には必ず
点検する
ようにし
ている
が、今後
一層の徹
底を図
る。

7.その
他

男児Aが
初めての
お誕生会
に参加し
て気持ち
が高ぶ
り、周り
の状況を
考えずに
自分の場
所に座ろ
うとして
勢いよく
滑り込ん
だことが
要因と考
えられ
る。

園児に、
室内での
過ごし方
や集合の
仕方など
を定期的
又は随意
に指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
自分のこ
とは自分
でできる
子であ
り、誕生
会後も早
めに着替
えを済ま
せ自分の
場所に座
り、皆の
着替えが
終わるの
を待って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

入園当初
は衣服の
着脱など
未熟なた
め、個々
に制服か
ら運動服
に着替え
の支援を
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当職員
と同様、
それぞれ
が個別に
衣服の着
脱の支援
をしてい
た。

３人の
職員が
それぞ
れ個別
に支援
をし、
全体の
園児の
把握が
不十分
であっ
た。

個別指導者
や全体指導
者など、担
任と補助教
諭との役割
分担を明確
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8160

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

8 2 2
16.４
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折外顆亀
裂骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

担任２名
のうち１
名は新任
というこ
とで、見
守りや危
険を察知
して声が
けするな
どの対応
が不足
だった可
能性も考
えられ
る。

事故防止
マニュア
ルを令和
３年度中
に見直
し、再作
成すると
ともに、
職員間で
様々なケ
ガ事例や
危険な状
況を想定
した共通
理解を図
る為の研
修を重ね
ケガ・事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

240

今回は環
境におけ
る要因は
挙げられ
ず、あく
までも人
的環境か
ら発生し
たケガで
あるた
め、特に
なし。

ハード面
について
は特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び環境
における
玩具など
の配置が
適切で
あったか
が要因と
考えられ
る。

遊び環境
における
静と動の
遊びの配
置、子ど
もの動線
を意識し
た環境作
り。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

床に座
り、レゴ
ブロック
で遊ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園児の
受け入
れ、視診
などを兼
ねなが
ら、自由
遊びの姿
を見守
る。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

登園後の
うがい、
手洗いを
促しなが
ら、自由
遊びの姿
を見守
る。

保育者
の見守
りの位
置取り
につい
て適切
ではな
いと考
える。
ケガに
繋がり
そうな
行動を
予測ま
たは察
知でき
るよう
に見守
る必要
があっ
た。

発達状況や
自由な遊び
空間等にお
ける見守り
の視点や適
切な位置
等、経験・
担当に関わ
らず全職員
が同様の意
識で共有を
図る為、学
期末の振り
返りを基本
とした研修
を実施し、
改善に努め
たい。

8161

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 3 3
16.４
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左こめか
み部の裂
傷

4.玩
具・
遊具
等施
設・
設備
の安
全上
の不
備に
よる
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

ケガを予
測した子
どもへの
声掛け
（注意喚
起）の不
足

令和３年度
中にケガ・
事故防止マ
ニュアルの
見直し及び
作成し、室
内外におけ
る遊びの種
類や内容に
ついて話し
合い、指導
についても
予め子ども
に注意を促
す等の声が
けの必要性
や保育者の
配慮につい
て共有して
いく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

240

丸太の上
部が固
く、完全
に角が無
い状態で
はないこ
とから、
今回の様
なケガに
繋がると
考えられ
る。

園児のぶ
つかった
丸太の支
柱につい
て、業者
による春
の点検で
は危険な
状態とは
判断され
なかった
が、丸太
の上部に
ゴム製の
カバーを
かぶせて
ケガ防止
の対策を
図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

様々な遊び
が入り混じ
り十分なス
ペースが無
かった、他
の遊びをす
る子どもが
障害となっ
ていたか等
話し合った
が、１クラ
スのみで
あったこと
やその場に
見ていた保
育者がいた
ことから状
況確認がで
き、要因と
なる状況は
考えにくい
という結論
に至る。

保育者が
子どもの
行動やケ
ガを想定
した状況
を考慮
し、関わ
りや遊び
を展開す
る上での
見守りの
仕方が課
題であ
り、様々
な子ども
の姿から
共有し注
意してい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
を友だち
と行い、
追いかけ
られる側
となり園
庭中を走
り回る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１名は鬼
ごっこを
共に行
う。１名
は遊具で
遊ぶ子の
見守り。
１名は砂
場で園児
と共に遊
ぶ。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭で遊
んでいた
のはケガ
をした園
児の学年
のみで
あったた
め、他の
職員は室
内（クラ
ス）にお
いて園児
と遊びの
時間であ
る。

ケガを
予測し
た子ど
もへの
声掛け
（注意
喚起）
の不足

今回のケガ
を受け、外
環境におけ
る遊びの種
類や内容に
ついて話し
合い、指導
についても
予め子ども
に注意を促
す等の声が
けの必要性
や保育者の
配慮につい
て共有し
た。

8162

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

10 2 1
16.４
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足向う
脛骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

子ども同
士関わる
時は、状
況を見て
安全への
支援を行
う。

保育者、
子どもと
もに安全
への意識
付けとそ
の都度安
全確認を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想して
いない状
況での事
故であっ
た。

人数的に
限界はあ
るが、
様々な想
定をし
て、連携
して見守
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

普段は一
人で気に
入ったこ
とをして
遊んでい
ることが
多い。こ
の時は、
他児と関
わろうと
自らだっ
こしてバ
ランスを
崩し転倒
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ保育
室にい
て、園児
の様子は
把握して
いたが、
他の活動
をしてい
て、転倒
があっと
いう間
だった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の園児
の活動を
支援して
おり、状
況は見て
いなかっ
た。

想定し
ていな
い事故
であっ
たが、
今後に
活かし
てい
く。

可能な限り
保育者が見
守る。

8163

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 1
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

『教育・
保育施設
等におけ
る事故防
止及び事
故発生時
の対応の
ためのガ
イドライ
ン』を本
務教諭全
員が読み
直した。

2.不定期
に実施

46
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

4 －

総合遊具
のはしご
部分に、
滑り止め
になるよ
うな加工
を検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段であ
れば、当
該遊具か
ら足を踏
み外すこ
とはな
かったか
もしれな
いが、移
動の声か
けを聞い
て、急ぐ
あまり足
元を確認
せずに転
落したと
考えられ
る。

自由遊び
の際の移
動や集合
などの声
かけは園
児の状況
を把握し
てから行
う。遊具
の高い所
に園児が
いる場合
は「集ま
る」など
の声かけ
の前に
「ゆっく
り降り
る」など
の声かけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から、
総合遊具で
遊ぶことが
多く、高い
ところを好
み、垂直は
しごの上り
下りも危な
げなく一人
でできてい
た。
当日は、数
人で氷鬼を
していて、
垂直はしご
部分に一人
で登ってい
た。担任が
次の活動を
知らせたた
め、いつも
より焦って
はしごを降
りようとし
たかもしれ
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の近
く（１m以
内）にお
り、視野に
は入ってい
たが、総合
遊具の別の
場所で遊ん
でいる他児
に注視して
いた。次の
活動のため
に、対象児
と反対の方
をむき、別
の場所に移
動するよう
全体に知ら
せた。すぐ
対象児側に
振り向いた
が、すでに
垂直はしご
から落ちて
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児が園
庭から離
れたた
め、一緒
に園舎内
（ホー
ル）で過
ごしてい
た。

通常で
あれ
ば、２
４名の
園児に
対して
担任１
名、補
助２名
の体制
だが、
事故当
日は12
時で補
助１名
が早退
してい
たた
め、担
任１
名、補
助１名
だっ
た。

職員が通常
より１名少
なかったた
め、範囲を
限定して遊
んでいた。
今後は、職
員配置に応
じて、範囲
と遊び方を
限定する。
次の活動を
知らせる前
に、園児の
状況を確認
し、高いと
ころに登っ
ている場合
は、降りて
から次の指
示を出すよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8164

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 1
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨
折、右橈
骨頭脱
臼、右モ
ンテジア
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨が続い
た中での
晴れ間は
全体的に
気持ちが
高ぶり集
中力が低
下する。

教師が危
険性を再
確認し、
気持ちを
落ち着か
せてから
外へ遊び
に出る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り友達と
元気に遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
離れたと
ころで、
他児と接
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

対象児と
離れたと
ころで、
他児と接
してい
た。

8165

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 13 12 4 2
17.５
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の打撲

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

喜んで集
団遊びに
参加して
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
のBGMを
担当しな
がら全体
を把握し
ていた

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

集団遊び
の様子を
近くで見
ていた

友達と
手をつ
ないで
いたた
め、転
んだ瞬
間に手
が出な
かっ
た。

手をつない
で行う集団
遊びの場合
には、転倒
への注意を
伝え、十分
に配慮して
行う。

8166

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

89 34 29 26 7 7
15.３
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

複合遊具
の下で職
員の配置
が一人
で、後ろ
の登り棒
のところ
に目が行
き届かな
かった。

事故防止
マニュア
ルを策定
し、それ
に沿った
保育実施
を職員に
徹底させ
る。

1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200

遊具の高
さ、様式
等が20年
前の基準
でつくら
れてお
り、近年
の遊具よ
り、危険
度が高
い。

撤去（12
月中旬に
実施）。
3歳児が
安全に遊
べる高さ
の複合遊
具を令和
3年4月に
設置。そ
の他玩具
は職員に
より毎日
破損・不
具合がな
いか点検
を実施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

満三歳か
らの入園
が増える
中、園の
遊具は年
少以上向
けにつく
られてい
るので、
小さい月
齢の対応
には無理
があっ
た。

満三歳、
年少の遊
べる部分
を決め職
員を2人
かならず
配置して
遊ばせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後年
長児達と
複合遊具
へ走って
いって、
遊具から
手が離れ
て落ち
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落下の瞬
間は見て
いなかっ
たが、離
れたとこ
ろから全
体を見渡
してい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

園児落下
後に気づ
いた。

外遊び
の時、
外遊び
を見守
る当番
の幼稚
園教諭
（保育
士）の
見守り
が十分
ではな
かっ
た。

高さ（1.5
～2.5メー
トル程）の
ある遊具
（総合遊
具、登り
棒、ジャン
グルジム
等）には、
職員を必ず
1名配置さ
せる。

8167

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2
17.５
歳

2.女
児

－
5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

末節骨骨
折・左中
指不全切
断

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

－

意識を改
革し、危
険がない
か見守り
を強化す
る。再発
防止に備
え、事故
発生に備
えた体制
を改めて
確認し、
確立させ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

机の取扱
説明書を
熟読して
おらず、
子どもに
机の片づ
けをさせ
たこと。

今後、折
り畳みの
机は一切
使用せ
ず、固定
式の机を
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人で見
れる人数
と思い、
保育室に
は保育者
が一人し
かいな
かった。
子どもが
片づけら
れるとい
う職員の
認識の甘
さが事故
につな
がった。

子どもが
片づけて
いるとき
には他の
ことをせ
ずに危険
がないか
注意を払
い、援助
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

横にあっ
た机を拭
いている
最中に事
故が発生
し、近く
にはいた
ものの本
児が机に
指を挟む
瞬間を見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

部屋を分
けて食事
をしてい
たため、
各部屋の
片づけを
見守って
いたり、
支援の子
どもにつ
いていた
ため事故
が発生し
た部屋に
は一人し
かいない
かった。

子ども
たちが
普段通
りに机
を片付
けてお
り、全
職員に
危険な
ものを
扱って
いると
いう認
識が薄
れてい
た。

子どもたち
が扱ってい
る物に常に
留意し、危
険がないか
注意を払
い、責任を
もって援助
する。

8168

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 10 9 17 4 4
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右すね骨
幹部骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

今までも
行ってい
たが、確
認する頻
度を増や
していく

遊具一つ
ひとつの
約束事を
全職員で
再確認す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

高さがあ
る所だけ
ではなく
着地する
地点での
確認を行
う

グライ
ダーの着
地地点に
厚めの
マットを
置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各クラス
月１回遊
具の使い
方の確認
をおこな
う

滑り方、
降り方に
ついて園
児と再度
確認をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はじめて
のことに
対しては
慎重であ
る。外の
遊びで
は、友達
と走った
り砂場で
のごっこ
遊びや鉄
棒を行う
ことが多
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児達は
砂場・遊
具・鬼
ごっこで
遊んでい
た。担当
職員は全
体を見な
がらサッ
カーを
行ってい
た。該当
児がグラ
イダーか
ら降りて
くるのは
視界に
入ってい
た。グラ
イダーの
滑りだし
の位置か
ら担任が
降りる様
子は見て
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

上記職員
以外の2
名につい
ては、１
名は砂場
での遊び
を展開、
他1名は
該当児の
場所とは
反対方向
を向き遊
びを展開
してい
た。

至近に
職員は
いた
が、着
地地点
に職員
がいな
かった

グライダー
を降りてく
る場所に職
員を配置す
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8169

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

306 98 ## ## 28 22
16.４
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

 左上腕
骨顆上骨
折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

－

担任が交
代で欠席
確認など
を行い、
職員が不
在になる
場面や時
間を無く
す体制を
作りを行
なった

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

159 － －

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
元気に登
園し、朝
の自由遊
びを楽し
く過ごし
ていた。
その後保
育開始後
も、いつ
も通り絵
本を読み
ながら静
かに待
ち、絵本
の出し入
れも歩い
て行えて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子ども達
に絵本で
待つよう
に指示を
だし、待
ち方や安
全面への
注意点を
確認して
から保育
室を離れ
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

順次各部
屋を回っ
て安全確
認を行
なってい
た

－

欠席連絡の
確認など交
代で行な
い、見回り
の職員と入
れ替わるな
ど職員が不
在の時間を
作らないよ
うな体制を
強化する。
また、声を
掛け合いな
がら全体で
取り組み
日々実践の
中で改善・
見直しを行
ないながら
こまめに検
証してい
く。

8170

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 1
17.５
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

日ごろ、
ちょっと
したヒヤ
リハット
の事項を
安易に考
え、見過
ごしてし
まうこと
がある。

小さな事
故、ヒヤ
リハット
の事項も
見過ごさ
ず、職員
で共通理
解を図
り、日ご
ろ起こり
うる事故
を未然に
防ぐ。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

施設、遊
具、おも
ちゃの点
検を的確
に行う必
要があ
る。

点検の機
会を増や
し、活動
前にも使
用する物
のチェッ
クをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動内容
を把握
し、もし
事故が起
こった時
スムーズ
に対応で
きるかど
うかを考
慮した人
員配置で
あった
か？

その日の
活動内容
を、事前
に把握、
吟味し適
切な人員
配置を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は跳
び箱に自
信があ
り、家庭
（体操教
室）・園
で何度か
経験した
ことがあ
る内容
だった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

担当職員
（外部体
操講師）
が対象児
とマン
ツーマン
で跳び箱
運動を
行ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

二人体制
での運動
の時間。
二つの
コーナー
に分かれ
て活動し
ていたた
め、担当
職員（外
部体操講
師）以外
対象児を
見ていな
かった。

通常は
もう一
人補助
教諭が
保育サ
ポート
にあ
たって
いる
が、当
日はサ
ポート
にあ
たって
いな
かっ
た。

状況により
活動時の人
員を考慮
し、見守り
の目を増や
す。

8171

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

57 2 2
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

外遊び後
入室時、
子どもの
移動とお
漏らしの
対応等で
事故現場
が手薄に
なってし
まった。

子どもた
ちにも正
しい遊具
の使用方
法を教え
ると共に
職員にも
改めて周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

120

当該園児
が太鼓橋
遊具の上
で、鉄棒
のように
前回りを
して手を
離してし
まい、転
落した。

子どもた
ちにも正
しい遊具
の使用方
法を教え
ると共に
職員にも
改めて周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び後
入室時、
子どもの
移動とお
漏らしの
対応等で
事故現場
が手薄に
なってし
まった。

子どもた
ちにも正
しい遊具
の使用方
法を教え
ると共に
職員にも
改めて周
知する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

複数人の
お友だち
と一緒に
太鼓橋で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

様々な遊
具がある
場所なの
で、見通
しの良い
ところか
ら職員が
見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

職員が見
ていたが
至近距離
にはいな
かった。

太鼓橋
遊具の
上で、
鉄棒の
ように
前回り
をして
いたこ
と。

子どもたち
にも正しい
遊具の使用
方法を教え
ると共に職
員にも改め
て周知す
る。

8172

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 1 1
17.５
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし
7.その
他

遊戯室に
は職員が
いない状
態であっ
たため、
クラスの
幼児の様
子を他の
職員と連
携し確認
するべき
だった。

活動と活
動の合間
の時間帯
は、職員
間で連携
し、一人
一人の幼
児の様子
を把握す
るよう努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら落ち着
いて過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

弁当準備
のため、
保育室で
他の幼児
とかか
わってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他のクラ
スで保育
をしてい
た。

本児の
様子を
気にし
た職員
がいた
が、思
い込み
により
担任に
報告せ
ず、担
任との
連携が
十分と
はいえ
なかっ
た。

思い込みを
なくし、少
しでも知っ
ていること
や気になっ
たことは、
すぐ担任と
情報を共有
するように
する。

8173

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 16 19 18 7 6
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の遊
び方の見
直しと、
園児への
指導を行
う。

1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

5

近年の幼
児全般の
体力低下
にもかか
わらず、
遊具が古
いため幼
児個人の
危険回避
が難し
かった可
能性があ
る。

8/● 遊
具業者B
により安
全確保の
ための改
修等の提
案を受け
る
9/● 遊
具業者A
（事故遊
具設置業
者）より
遊び方指
導を受け
る
9/▲  理
事会にて
安全確保
策のため
安全チッ
プの埋
入、遊具
の改良の
ため支出
を決定し
業者に工
事を依頼
した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象園児
を見てい
る職員が
一名だけ
だった。

定期的な
職員研修
で改めて
事故回避
の指導を
行う。特
に園庭遊
びでは園
庭中央で
遊ぶ園児
を、複数
の職員が
園庭側面
から見て
いる体制
を基本を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に積
極的に遊
具で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭にて
他の園児
に対応し
ながら、
対象児の
動きに注
意を払っ
ていた。
遊具の最
上段に
登ってい
たことか
ら、危険
回避の指
導をする
ために園
児に近づ
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭にて
他の園児
に対応し
ていた。

保育者
は対象
児に近
づいた
もの
の、対
象児が
背を向
けてい
たため
表情が
見え
ず、緊
急性を
把握で
きな
かっ
た。

遊具の使用
法について
見直す他、
異常時に園
児からも容
易に声出し
が出来るよ
う指導す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8174

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 2 2
16.４
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上B外
傷性歯亜
脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

40

床に支度
をしてい
る子たち
が座って
いたり、
身支度し
たものが
各所に置
いてある
ことが要
因として
考えられ
る。

片付けの
際に、支
度をする
場所を定
位置とし
て決め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手助けし
ている
際、個々
にかか
わってい
るため、
全体を見
渡せてい
ない時も
ある。

一人が個
に関わる
際は、も
う一人の
職員は全
体を見渡
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に帰り
支度の際
も、ぶつ
けたり痛
みを訴え
てきたり
する様子
は見られ
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園時、
全員が帰
り支度を
している
ため、他
に助けを
必要とし
ていた支
援を要す
る園児に
ついてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援の必
要な園児
が多数い
るため、
それぞれ
に対応し
ていた。

担任に
言いづ
らい状
況に
あった
ことも
予想さ
れる。

困ったこと
や痛かった
ことなど
は、すぐそ
の場で伝え
ることや、
職員が帰り
の際に、
個々とやり
とりして怪
我などの状
況を確認し
て帰るこ
と。

8175

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

26 5 3
15.３
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

巧技台の
周囲に
マットを
敷いてい
なかっ
た。

落下の可
能性があ
ることを
考え、周
囲にマッ
トを敷
き、安全
面に配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と共
に楽しん
で活動に
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

巧技台の
場所で安
全に登れ
るよう見
届けた
り、順番
を待つよ
う指導し
ていた。
対象児の
体勢が崩
れて落下
した時、
他職員と
場を交代
しようと
してい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

巧技台の
担当職員
と交代し
ようとし
ていた。

職員が
交代す
る時
に、対
象児
や、次
にのぼ
る子を
制止し
なかっ
た。

職員が交代
する時に
は、職員が
交代するま
で子供に待
つよう指
示・指導す
る。

8176

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

136 10 10
16.４
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

移動の際
バランス
を崩して
転倒して
しまっ
た。

周りをよ
く見て気
を付けて
歩くよう
指導す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

引き続き
安全点検
を行い、
危険がな
いように
確認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

園児の行
動を観察
し危険予
知に充分
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩行中バ
ランスを
崩した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た場所で
他の園児
の世話を
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭で他
児の水筒
の片付け
を手伝っ
ていた為
見ていな
かった。

練習を
再開す
るため
に慌た
だしい
雰囲気
になっ
てい
た。

園児に対し
て必要以上
に急がせる
言葉がけや
雰囲気をつ
くらない。

8177

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 8 12 4 2
16.４
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

45 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ぶつかる
ことを想
定した上
での見守
りやアク
シデント
が発生す
ることへ
の意識不
足

ぶつかる
ことを想
定した上
での見守
り強化。
幼児自身
が危険を
察知でき
る力を育
ててい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に登園し
意欲的に
活動に参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お祭り
ごっこの
活動を楽
しんでい
るので、
至近で本
児の姿を
見守って
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他の職員
も同ス
ペースで
本児の動
きを観察
してお
り、ぶつ
かりそう
になった
ことに気
づき、声
をかけ
た。

園庭を
走って
いてぶ
つかり
そうに
なり、
互いに
安全回
避はし
たもの
の、後
方を
走って
いた幼
児がい
てぶつ
かって
しまう
とい
う、ア
クシデ
ントが
発生し

本児への見
守り関わり
を強化す
る。職員間
で、今一度
安全強化に
ついて、共
通理解を図
る。

8178

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 3 2
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

対象児の
特性と危
険箇所に
ついて、
職員間の
共通理解
が十分で
なかっ
た。

対象児の
特性と危
険箇所に
ついて共
通理解を
図った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

240
段差があ
る。滑り
やすい。

走ったま
ま、昇降
口に走り
込まない
ように見
届けと呼
びかけを
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

次の活動
が控えて
おり、急
いで室内
に戻る必
要があっ
た。

ゆとりの
ある日課
の設定を
考えると
共に、対
象児の特
性を考慮
し、片付
けの予告
を効果的
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気持ちの
切り替え
がうまく
できず、
戸外遊び
を終える
ことを
渋ってい
た。支援
者の「よ
ういど
ん」の言
葉に反応
し、走っ
てそのま
ま昇降口
に走り込
もうとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の園児
に関わり
ながら、
室内に戻
ろうとし
ている対
象児の様
子を見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

気持ちを
切り替
え、友達
と一緒に
戻れるよ
うに「よ
ういど
ん」と声
を掛け
て、後ろ
から見守
りなが
ら、昇降
口に向
かってい
た。

昇降口
前は段
差があ
り、砂
利も他
に比べ
て多
く、滑
りやす
いが、
昇降口
手前で
止まる
よう見
届けら
れる位
置に職
員がい
なかっ
た。

子供が戸外
遊びを終え
て室内に入
る時は、昇
降口手前に
職員を配置
し、昇降口
に走り込ま
ず、一旦、
止まるよう
見届ける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8179

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 1 1
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

24 － －

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

水筒の入
れ物を多
人数で使
用するよ
うになっ
ていたた
め、人数
が集中し
た。

人数が分
散するよ
う、入れ
物を複数
用意し、
間を空け
ておくな
ど人数が
分散する
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
練習が終
わり水筒
の置き場
所まで
走ってい
き、友達
と接触し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

年長児全
員に指示
をして子
どもの後
ろから追
う形で見
守った。
対象児が
転んだの
で、すぐ
に駆け寄
り、怪我
の様子を
確認し
た。年長
児全員に
指示をす
るのでは
なく、グ
ループや
少人数で
動くよう
に配慮が
必要で
あった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

同じ年長
組は先に
入室して
おり、
ちょうど
担任教諭
が一人の
ときに怪
我をし
た。近く
にいる職
員に報告
や相談を
しなかっ
た。

－ －

8180

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 6 11 4 6 2
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

－

金曜日の
午後であ
り、幼児
の集中力
や注意力
の散漫な
ども考え
られるこ
とから、
普段以上
に保育者
の見守り
の位置や
幼児の様
子の把握
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

幼児が遊
ぶ環境に
おいて、
滑りやす
い場所や
危険な箇
所、物な
どがない
か再度確
認するこ
と。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

金曜日の
午後であ
り、一週
間の疲れ
などが転
倒の要因
にも考え
られる。

幼児の体
調など考
慮し、遊
び方の工
夫をする
必要が
あった。
（個々の
ペースで
取り組め
る砂遊び
やごっこ
遊びな
ど）また
は、早め
に室内に
戻りゆっ
たりと過
ごしなが
ら迎えを
待つ等配
慮を考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長時間保
育児の友
達とおに
ごっこを
して遊ん
でいた。
転んだ際
に手をつ
き、骨折
したと思
われる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の見通し
の良いと
ころを幼
児の動き
に合わせ
て移動し
ながら見
守りをし
ていた。
本児がす
ぐに立ち
上がり、
痛みを訴
えること
もないま
ま遊びを
続行して
いたため
気付かな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

3歳児と
一緒に過
ごし、砂
遊びの見
守りやほ
かに離れ
た場所で
遊具を
使って遊
ぶ幼児の
見守りを
してい
た。

－

幼児の見守
りをする人
数や位置、
担当引継ぎ
事項を再確
認し、幼児
の様子に変
化があった
場合はその
状況把握や
経過観察に
努める。

8181

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

273 89 96 88 15 15
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
頭頂部裂
傷

4.玩
具・
遊具
等施
設・
設備
の安
全上
の不
備に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

今まで以
上に児童
の入れそ
うな場所
を想定す
る等隅ず
みにまで
意識を　
持つこと
をマニュ
アルや研
修等に補
足してい
く。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

遊具に関
しては数
年前に業
者による
補修およ
びリペイ
ントを施
工済みで
あったが
経年によ
る劣化で
裏側にさ
さくれが
数箇所確
認され
た。

ささくれ
を補修
後、児童
が低い姿
勢で入り
込まない
高さまで
滑り台部
分　の下
をパネル
で塞ぐ。
その角の
部分には
緩衝材を
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団あそ
び中には
児童たち
も夢中に
なり他児
を含め周
囲が見え
なくなる
ことがあ
る。

鬼ごっこ
等の集団
あそびに
おいて
は、その
範囲を限
定するな
どその日
の園全体
の活動状
況によっ
て変えて
いく必要
性があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な児
童であり
いつも通
り。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任はい
つでも声
掛けを行
いながら
児童たち
と一緒に
あそぶ
が、この
日は保育
室内の児
童に対応
してい
て、他の
職員の一
報で駆け
つける。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭にお
いて他児
に対応し
ていたた
め。

集団で
一斉に
あそぶ
際には
実際に
はひと
りひと
りを
追って
見てい
ること　
は不可
能に近
い。

集団遊び等
ではできる
だけ直前に
児童たちに
安全面及び
危険回避に
ついて伝
え、他の職
員もその話
を聞き周知
し、遊び中
にも声を掛
ける。

8182

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 15 21 25 7 3
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折　
　右橈骨
遠位端骨
折の疑い

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
な様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児が
けがをす
る直前ま
での動き
（走り出
すとこ
ろ）を見
ていた。
転倒する
瞬間は見
ていな
かった

特にな
し

特になし

8183

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 1 1
16.４
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

240
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －
引き続き
安全確認
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

机の間隔
が狭く
なってい
た。

これまで
以上に全
体を見渡
せるよう
職員の配
置を改善
し、こま
めに机の
整頓をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児に注
意が向い
た状態で
歩いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

シール帳
の確認を
していて
少し目を
離してし
まった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

こまめに
子供たち
の様子を
見ていた
が、少し
目を離し
ていた時
もあっ
た。

周りを
見なが
ら歩く
よう声
をかけ
なかっ
た。

机の金具の
危険性を伝
え、狭い場
所はなるべ
く通らない
よう指示す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8184

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 28 13 5 5
16.４
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

無し 無し
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 無し 無し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

テラスで
走り出し
た際、花
壇脇に置
いてある
鉢植えに
つまずき
転倒し、
左腕を
打った。

コンク
リート地
のテラス
で転ぶと
怪我をす
る可能性
が高い
為、走ら
ないよう
声を掛け
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転んだ時
点ではい
つもどお
りの様子
であった
が、30分
後に泣い
て痛みを
訴えた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テラスで
全体の様
子を見て
いた。本
児が鉢植
えにつま
ずき転ん
だため、
痛みがな
いか確認
した。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児の遊
ぶ様子を
見守って
いたた
め、対象
児は見て
いなかっ
た。

無し 無し

8185

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 5 8 6 2 2
17.５
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨鉤
状突起骨
折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

無し 無し
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 無し 無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し 無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 対象児
を含む5
人の園児
と一緒に
サッカー
をしてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

その他の
園児の様
子を見て
いた。

ボール
に対し
て対象
児が手
を出し
たとこ
ろに友
達の足
が当
たっ
た。

サッカーで
遊ぶ際は、
基本的には
足を使い、
手を出さな
いことを園
児に伝え
る。

8186

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12 特になし －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上靴が足
のサイズ
より大き
めであっ
た。

手に物を
もって歩
く時に気
を付ける
よう話し
合った。
上靴が足
のサイズ
に合うよ
うに保護
者に調整
しても
らった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。遊戯
室に移動
するため
に友達と
列になっ
て歩いて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラス全
員が列に
なって歩
いていた
ので、列
の後方に
いて、階
段を下り
る子を中
心に見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

－
特にな
し

－

8187

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 2 1
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
近位端骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちが楽し
みにし、
取り組ん
できたク
リスマス
会の予行
練習の日
であっ
た。

本年度採
用を断念
した看護
師資格保
有者の採
用を進め
る。素早
い対応を
可能とす
るため。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 －

落下地点
等への
クッショ
ン性の
マット等
の設置　
（負傷者
の怪我の
軽減）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
などの連
絡は受け
ていな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

総合遊具
が2基あ
り、各総
合遊具毎
に監督者
1名ずつ
で分担。
他に年少
児も複数
名いてそ
の年少児
たちの対
応にあ
たってい
たが「早
くして」
という声
は直ぐ近
くできい
ていて、
「止め
て」とい
う声を耳
にして振
り向いた
時、落下
する様子
を目撃
し、駆け
寄って対
応にあ
たった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう一人
の担当職
員は、園
庭の反対
側にある
総合遊具
の監視を
してい
て、背後
に担当者
の背後に
あたるた
め目撃し
ていな
い。

人的配
置には
限度が
あり、
また、
対象児
が年長
児で
きっか
けを
作った
のが年
少児で
あった
ことが
今後の
教育の
課題と
言え
る。

園児に対し
て遊びの
ルールや遊
具の使用方
法について
指導を徹底
する。

8188

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 19 28 2 2
16.４
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11
2.基
準配
置

職員の見
守りが不
十分で
あった。

全体を注
意深く見
守る必要
がある。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

固定遊具
の，本来
降りる場
所では無
いところ
から，本
児が降り
ようとし
た。

正しい遊
具の使い
方が出来
るよう，
子ども達
と約束す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

落ち着い
て約束を
守りなが
ら遊ぶこ
とが出来
るよう，
言葉かけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

固定遊具
で遊んで
いた。本
来降りる
場所では
無いとこ
ろから降
りようと
し，バラ
ンスを崩
して転落
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守る職
員は２人
いたが，
２人とも
対象児の
動きを見
ていな
かった。
泣いてい
るのに気
付き，話
を聞くと
「転ん
だ」と訴
えた為，
右ほほの
みを冷や
して様子
を見た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児の見
守りを
行ってい
た。

本児
が，事
実とは
異なる
ことを
言って
いたた
め，当
日は転
落して
いたこ
とに気
付くこ
とが出
来な
かっ
た。

職員の立ち
位置等を配
慮し，全体
を見守るよ
う努める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8189

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 6 18 12 24 14 11
15.３
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

事故予防
マニュア
ルを作成
する。園
内研修で
職員間で
共有す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12 －

園庭でか
けっこを
する時
に、砂で
でこぼこ
になって
いないか
注意

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭がど
ろんこ遊
び等をし
た後で、
凸凹の状
態で固く
なってい
たため、
足場が悪
くつまず
いた。

地面がで
こぼこに
なってい
たら、ト
ンボや
シャベル
で整地す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リレー遊
びを見
守った。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

自由遊び
の時間は
常に複数
の教員が
園庭を見
守る。

－

職員研修で
さらに事故
予防を周知
する。

8190

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

45 7 7
16.４
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
骨折（橈
骨骨折、
尺骨骨
折）

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

210
2.不定期
に実施

12 － －

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日本語の
理解があ
まりでき
ないた
め、他児
と関わっ
て遊ぶこ
とは少な
い。集団
遊びに参
加するこ
とはほと
んどな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
子の大半
が集団遊
びを行っ
ており、
そこにつ
いてい
た。補助
教諭は遊
具付近に
位置して
いたが、
シーソー
のすぐ傍
にある雲
梯に挑戦
する園児
について
いた為、
対象児を
見ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
自由に遊
ぶ子ども
を見守っ
たり、子
どもの遊
びに参加
したりし
ていた。
職員の配
置が重な
らないよ
うに、そ
の時々で
入れ替わ
りなが
ら、園庭
での見守
りを行っ
ている。

シー
ソーで
遊ぶ子
がいる
時は、
職員が
そばに
つく。
この時
の対象
児は一
人で静
かに
座って
いたた
め、職
員の危
険意識
は低
く、
シー
ソーに
はつか
なかっ
た。

雲梯、鉄棒
に挑戦する
子が増え、
その援助に
つくことが
多い時期だ
が、総合遊
具付近の見
守りを今一
度見直し、
強化する。

8191

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 3 2
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

戸外環境
設定につ
いて、朝
の職員間
の情報共
有が不十
分だっ
た。
戸外に出
た時の、
環境の確
認が十分
でなかっ
た。

朝の戸外
活動環境
の準備の
時は、必
ず担任間
で情報を
共有す
る。戸外
で活動す
る時は、
環境の確
認を行
い、安全
な遊び方
と見守り
の必要箇
所につい
て、キッ
ズサポー
ターと共
有する。
不必要な
物は片付
けること
を徹底す
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

240 － －

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年長児の
みの戸外
遊びの時
間であっ
たが、年
少児の
使った巧
技台の環
境がその
まま設置
されてい
た。ま
た、戸外
遊びの時
間が短
く、焦っ
て遊ぼう
としてい
る子供も
いた。

戸外の環
境を出す
とき、担
任間の連
携を十分
に行い、
学年ごと
に必要な
環境を再
設定す
る。不必
要な遊具
の片付け
は誰が行
うのかの
確認を事
前に行っ
ておく。
戸外遊び
の時間を
十分に確
保する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

巧技台と
梯子を組
み合わせ
た遊具
を、本来
の方向と
は逆の方
向から
渡ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応してい
たため、
見ていな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

キッズサ
ポーター
は自分の
判断で安
全の見守
りをして
いたが、
巧技台の
安全な使
い方につ
いて担任
と共有で
きていな
かった。

担任が
トラブ
ルの対
応に集
中し、
周りへ
の見届
けが不
十分
だっ
た。

トラブルに
対応する時
も、周りの
見届けが可
能な配置に
配慮する。
見届けが困
難な場合
は、キッズ
サポーター
と連携をす
る。

8192

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

5 2 1 2 5 5
17.５
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足下腿
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

当日は保
護者参加
の発表会
総練習の
ため、子
ども達が
教室に入
るまでの
間、職員
が全体を
見ていな
かったた
め、事前
にマット
が設置さ
れていな
い遊具に
児童が
登ったこ
とに気が
付かな
かった。

予想でき
ない動き
もある事
を認識
し、常に
全体を見
渡すよう
意識する
ことを職
員間で共
有

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

子ども達
が遊ぶ時
間以外は
安全対策
用のマッ
トを設置
していな
かった

子どもが
登園時間
中はマッ
トを常時
設置して
おく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

入園して
から間も
なかった
ため、子
どもの行
動傾向の
把握がで
きていな
かった

入園して
間もない
子どもに
ついて
は、特に
注視して
見守る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

あまり登
らない太
鼓橋に
登ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

発表会総
練習でも
あり、片
付けてい
ている最
中で、本
人を見て
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

片づけて
ない園児
に気を取
られ全体
を見てな
かった
(至近距
離にはい
た)

－

入園して間
もない子ど
もがいる場
合の見守り
について、
事前に職員
の役割分担
を決めてお
く
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8193

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

29 3 3
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕手首
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

－

幼児の人
数に対す
る職員の
配置は適
切である
と考え
る。

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11 －

日々の清
掃を丁寧
に行い、
定期的に
点検整備
を実施し
ているの
で適切で
あると考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は
ドッジ
ボールが
好きで、
張り切っ
て参加し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス全
員の活動
だったの
で、審判
を兼ねて
全体を見
ていた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

子どもた
ちの様子
をビデオ
で撮影し
ていて
ちょうど
本児が転
倒した場
面も撮っ
ていたの
で、すぐ
に対応で
きた。

－

全体把握及
び個々の動
きを見るな
ど、職員の
役割は臨機
応変に対応
しており、
適切であっ
たと考え
る。

8194

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 6 3 2 3 3
18.６
歳

2.女
児

－ 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

課外授業
中の様子
につい
て、外部
講師との
連絡が不
足してい
た。

課外授業
中の様子
につい
て、外部
講師との
連絡が不
足してい
た。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

12

予期せぬ
ことへの
配慮は
あったの
か

あらゆる
事態を想
定し対策
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操教室
後の確認
が足りな
かった。
加えて午
睡後は
「子育て
支援室」
で静かな
活動が多
く異変に
気付かな
い要因が
ある。

体操教室
の後は
（特に）
異変がな
いか見守
り・観察
と共に本
人にも問
診するよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後から
の希望者
のみの体
操教室に
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本人から
の申し出
がなかっ
たので異
変に気付
けなかっ
た

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

課外であ
るため専
門講師に
教育をゆ
だねてい
る

異年齢
児保育
のため
年齢が
小さい
子に手
がかか
り、年
長であ
る本児
の異変
に気づ
かな
かった
のでは
ないだ
ろうか

午睡後はひ
とりひとり
の検温時に
体調チェッ
クをしてい
るが、体調
だけでなく
体の異変を
更にチェッ
クする

8195

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

9 2 1
16.４
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

15
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

20 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
テラスや
廊下を走
ること、
段差を跳
び下りる
ことにつ
いては危
険を伴う
ためその
都度注意
喚起して
いるが、
徹底がで
きていな
かった。

３歳児の
身のこな
し方を十
分に理解
したうえ
で、集団
だけでな
く個々の
幼児への
働きかけ
を行い事
故予防に
努める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

もうすぐ
ある節分
のために
作った鬼
のお面が
出来上
がったこ
とが嬉し
くて、弁
当後に自
分の作っ
たお面を
かぶり遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は保
育室で他
の幼児と
かかわり
ながら、
本児が嬉
しそうに
廊下から
テラスに
出ていく
様子を見
ていた
が、テラ
スから人
工芝に跳
び下りる
様子は見
ていな
い。泣き
声を聞き
すぐに対
応した。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員
は、人工
芝の上で
支援の必
要な幼児
の対応を
していた
ため、本
児がテラ
スから人
工芝に跳
び下りよ
うとした
瞬間は見
ていな
い。泣き
声を聞き
すぐに対
応した。

テラス
から人
工芝に
下りる
行為は
誰もが
いつも
してい
る動き
である
ため、
担任は
本児が
跳び下
りて転
ぶこと
は想定
してい
なかっ
た。

一人一人の
幼児のすべ
ての行動を
把握するこ
とは難しい
が、様々な
ことを想定
して注意深
く幼児を観
察していく
必要があ
る。

8196

令和
4年
11月
28日

1.認可 5.幼稚園 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 8 13 14 7 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

18
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気温が低
く、体が
温まって
いなく
て、体の
バランス
を崩し
た。

遊びの前
に十分準
備運動を
し、体を
温める必
要があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼に捕ま
らないよ
うよく見
ながら逃
げてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児とと
もに鬼
ごっこ
（増やし
鬼）に参
加してい
たため、
見ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園児とと
もに鬼
ごっこ
（増やし
鬼）に参
加してい
たため、
見ていな
かった。

特にな
し

特になし

8197

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 6 6 20 15 15 7 7
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足下腿
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員の配
置等は適
切だった
が、本児
のとっさ
に取った
間違った
遊び方・
行動に対
して素早
く声かけ
しやめさ
せること
ができな
かった。

園庭の遊
具につい
て、危険
な遊び
方・間
違った遊
び方とは
どのよう
なものか
を具体的
に意識で
き、適切
な声かけ
などの行
動ができ
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中にな
り、間
違った遊
具の遊び
方をして
しまっ
た。

園児に対
して、遊
具の遊び
方・危険
な遊び方
の禁止に
ついて、
指導を徹
底する。
また、職
員は常に
危険な遊
び方をす
れば事故
が起きる
ことを意
識して見
守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

鬼ごっこ
遊びに夢
中になっ
た本児
が、大型
遊具に上
り、上部
鉄柵の外
側につか
まり立ち
をして、
登り棒に
飛び移ろ
うとし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日頃よ
り、特に
大型遊具
の遊び方
について
は危険も
伴うこと
を指導し
ていた
が、とっ
さのこと
にうまく
対応でき
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭の子
どもの動
きについ
ては全員
が全体を
見守るよ
うにして
いるが、
具体的な
行動を取
れる場所
にはいな
かった。

特にな
し

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8198

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24
2.基
準配
置

―

研修も行
い職員配
置も整っ
ていた。
改善策は
考えられ
ない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

年1回
ワックス
がけを
行ってい
るが、グ
リップが
ききすぎ
たりすべ
りやすい
ようなこ
とはな
かった。
不要なも
のも置い
ていない
ので改善
策は考え
られな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ホールの
大きさに
対し園児
17名で、
十分な広
さが確保
できてい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール持ち
1人ずつ順
番に蛇に見
立てた縄跳
びを避けな
がらゴール
に運ぶ運動
遊を行なっ
ている際、
スタート位
置に戻ろう
とした本児
がスピード
を落とさな
いまま壁に
向かって走
り、少しつ
まずいた形
で壁にぶつ
かって転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホール中
心部に縄
跳びをく
くりつけ
た跳び箱
を設置。
縄跳びを
蛇に見立
て、ボー
ルを持っ
てゴール
を目指す
園児の障
害物とな
る。園児
が転倒し
たことに
気付いた
が至近で
助けられ
る状況で
はなかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

並んで待
つ園児の
補助及び
全体の援
助を行
う。動き
は見てい
たが至近
ではな
い。

―

ハード・ソフ
ト面共に充分
配慮されてい
たが、管理者
への報告まで
10分様子視の
時間があった
為、通院まで
に時間を要し
た。最善の判
断ができる様
ケガや病気の
症状について
勉強をする。
怪我の報告を
受け状況を見
た際に脱臼を
疑い整骨院に
受診したが、
その後整形外
科に通院する
ことになった
事から、より
重大な怪我で
あることを想
定し、まずは
整形外科を受
診する。

8199

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

16 3 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
意識が薄
かった。

経験の少
ない職員
も多いた
め、マ
ニュアル
の再確認
と研修
（勉強
会）の実
施を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

240 ―

当日の遊
具点検か
らも安全
上問題は
なかった
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任同士
で、該当
児の遊び
方の変化
を捉えて
いたが、
それを共
有できて
いなかっ
た。それ
に伴う危
険予測を
事前に深
めること
にも欠け
ていた。

個々の成
長を捉
え、それ
に応じた
援助の方
法につい
て、意識
的に共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わったこ
とはな
かったた
め、クラ
スとして
予定して
いた園庭
遊びを楽
しんだ。
総合遊具
のはしご
を昇って
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭でク
ラスの子
らが自由
に遊んで
いた。他
児の方に
気が向
き、対象
児が遊ん
でいる場
所は把握
していた
が、動き
の把握ま
では不十
分だっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他クラス
の職員も
担当職員
同様、対
象児が遊
んでいる
場所は把
握してい
たが、動
きの把握
までは不
十分で
あった。
しかし、
地面で泣
いている
対象児に
初めに気
づいたの
は他クラ
スの職員
だった。

異年齢
が混在
して遊
ぶこと
によ
り、子
どもの
見守り
につい
て、責
任の所
在が不
明瞭に
なりや
すい。

保育の計
画、展開へ
の配慮の
他、職員間
での声の掛
け合い、見
守り場所が
的確である
かの意識向
上が必要。
「子どもが
遊んでいた
ら遊具につ
く」という
ことを再確
認する。

8200

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

70 5 5
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

危険な遊
びを予測
しなが
ら、遊び
を見守る
必要性が
あること
を再確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52

遊戯の配
置、危険
防止の
マット
等、適切
に使用で
きてい
た。

今後も危
険防止に
配慮して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

けがにつ
ながるよ
うな遊び
方をしよ
うとして
いること
に気づか
なかっ
た。

こどもの
遊び方の
質につい
て、さら
に目を配
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

目視にて
本児が鉄
棒で遊ん
でいると
ころまで
は把握し
ていた
が、展示
物に触ろ
うとして
いる様子
に気づけ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

目視にて
本児が鉄
棒で遊ん
でいると
ころまで
は把握し
ていた
が、展示
物に触ろ
うとして
いる様子
に気づけ
なかっ
た。

―

年齢によっ
ては一人だ
けを見てい
ることが難
しい状況で
はあるが、
大きなけが
につながる
遊び方に事
前に気づ
き、未然に
防ぐことが
出来るよう
ミーティン
グ等で研修
していく。

8201

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨幹部骨
折

4.玩
具・
遊具
等施
設・
設備
の安
全上
の不
備に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルの再確
認。職員
の連携の
確認。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

12 ―

事故の原
因の●●
を排除す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員がそ
の場をわ
ずかに離
れた間に
対象児が
予期せぬ
行動が
起った。

子どもか
ら離れる
時は周り
の職員と
連携をと
る。転倒
が考えら
れる遊具
は固定し
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好奇心か
らこれま
ではしな
かった行
動をし
た。畳ん
で片づけ
てある●
●の上部
に手を伸
ばし力が
加わり●
●がバラ
ンスを失
い転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
遊戯室か
ら飛び出
しがない
ことを確
かめた
後、担当
職員は対
象児が発
表会に参
加できる
よう好き
な物を事
務室へ取
りに出
た。すぐ
に戻った
が●●が
倒れた際
間に合わ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

発表会の
練習の準
備をして
いる職
員、クラ
スの園児
を見てい
る職員が
いた。

―

場を離れる
時は、他の
職員と連携
をとる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8202

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
9.夜間・
早朝（泊
り保育）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

32 11 7
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

8/●頭部
打撲、嘔
吐症、脱
水症　8/
●右頭頂
骨骨折、
急性硬膜
外血腫

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員の数
は十分
だった
が、活動
の進め
方・配置
に改善の
余地があ
る

子ども達
がバラバ
ラになら
ないよう
グループ
ごとに動
かす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ほぼ毎日 ―

ハード面
の要因は
考えられ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お泊り保
育という
普段と違
う状況の
中、活動
の合間に
起きた。

興奮気味
の子ども
達の心情
にも配慮
した職員
の見守り
が必要。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

支度が遅
れて、グ
ループに
戻るのが
最後にな
り焦って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
た職員が
走らずに
移動する
よう声か
けしてい
たが、転
倒した瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
の持ち場
にいて、
見えない
場所も
あった。

―

活動の合間
であって
も、グルー
プごとに動
くなど職員
の見守りを
強化する。

8203

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

子ども自
身の危険
回避能力
が不足し
ている。

遊具や運
動用具使
用時に
は、足や
手を置く
位置等を
必ず目視
するよう
に指導す
る旨を職
員間で周
知。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

事故予防
を原則と
し、常日
頃より遊
具の不具
合はすぐ
に修理す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が渡
りきれた
事に安心
し、着地
までの援
助を行え
なかっ
た。

雲梯の
始・終点
は落下以
外のリス
クがある
為、特に
重点を置
いて援助
を行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯を渡
り切った
後、足置
きバーに
足を乗せ
られず右
脛を打
ち、下の
マットへ
落下

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯の中
央辺りに
立ち、子
どもが1
人ずつ順
番に渡っ
てくるの
を見守っ
ており、
対象児が
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

クラスの
半数程
（１３
人）を連
れ、別の
場所で鉄
棒の活動
を行って
いた。

日々遊
んでい
る使い
慣れた
遊具の
ため、
使用し
ている
最中は
常に危
険が伴
うとい
う意識
が少し
薄れて
いたの
かもし
れな
い。

子どもが遊
具をやり終
える最後ま
でしっかり
見届けるこ
とを職員に
周知する。

8204

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも遊
んでいた
遊具であ
り、本児
は慣れた
様子で遊
んでお
り、梯子
に掛けた
足を滑ら
せた拍子
に手が離
れて転落
した。

子どもが
いろいろ
な遊具を
使って体
を動かし
て遊ぶ中
で、安全
面を意識
したり自
分の体を
調整した
りする力
をつけて
いけるよ
うに工夫
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
た様子で
総合遊具
で一人で
遊んでい
た。他児
とのトラ
ブルもな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

離れたと
ころで他
の4歳児
とボール
遊びをし
ていた
為、見て
いない。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
時は、砂
場にいた
園児の対
応をして
いた為見
ていな
い。本児
の「痛
い」とい
う声と泣
き声で気
付き、傍
へ駆け
寄った。

園児が
それぞ
れに落
ち着い
て好き
な遊び
を楽し
んでい
た為、
遊具か
ら転落
すると
は思っ
ていな
かっ
た。

あらゆる可
能性を考え
た上で、
個々の園児
の子どもの
対応をしつ
つも他の園
児や全体に
目を向け把
握する意識
を高めるよ
うにする。

8205

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足の中
指の骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

事故発生
防止の為
の指針が
活かされ
ていな
かった

・保育教
諭の日頃
からのヒ
ヤリハッ
トに対し
ての危機
管理能力
を高める
・事故防
止マニュ
アルに
沿った安
全な教
育・保育
環境を確
保するた
めの配慮
を改めて
行い、職
員間で共
通理解を
図る。

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290

衝突した
場所は、
幅が狭く
子どもが
密集して
いた。

人数や状
況に合わ
せた広さ
を設定
し、これ
まで以上
に職員間
で危険に
対する意
識を高め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険を意
識する声
掛けを、
事前に
もっと具
体的に伝
える必要
があった

遊ぶ場所
の広さや
活動に応
じた人数
を考える
必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
事故当
日、体調
も変わり
なくとて
も活発に
体を動か
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
の内、一
人は全体
が見渡せ
るような
場所に立
ち、子供
たちの様
子を見守
り、1名
は主に
ゲームの
進行役を
行ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各クラス
で保育中
だった
為、●階
ホールに
は担当職
員以外居
なかった

危機管
理の意
識を、
さらに
高める
事が必
要

状況や広さ
に応じて
ゲーム参加
人数の調整
をし、子ど
も達に日頃
から考えて
行動するよ
うな機会や
経験する場
を作る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8206

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 2 6 5 6 9 15 7 7
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

左母趾打
撲傷

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

本児が水
筒と靴を
一緒に持
とうとし
て水筒が
滑り右足
親指に落
ちてし
まった。

以上児ク
ラスの集
会などの
際に、水
筒は両手
でしっか
りと持つ
事を繰り
返し伝え
ていく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 なし なし
7.その
他

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はい
つも通り
の動きで
帽子を被
り水筒を
持ち園庭
に出よう
としてい
る状況で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の受
け入れを
したり、
欠席連絡
の確認を
しながら
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は園庭で
登園した
子の受け
入れをし
ていた。

職員は
登園し
てくる
子、園
庭で遊
び始め
ている
子、欠
席連絡
の確認
等しな
がら、
それぞ
れが子
ども達
に声掛
けや見
守りを
行って
おり対
象児の
近くで
の見守
りが出
来てい
なかっ
た。

少し離れた
場所からの
見守りな
なってしま
う状況で
あっても、
声かけは
しっかりと
する。

8207

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 3 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240

前日や、
当日の朝
の天候に
より、遊
具が濡れ
ていて滑
る場合が
ある。

目視した
職員が他
の職員へ
連絡をし
て、濡れ
たところ
を拭き、
滑らない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
遊んでい
たが遊具
に慣れて
きたの
か、気持
ち的に緩
んだ部分
がある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児が遊
具の別の
部分から
登ってい
たため、
そちらの
園児の側
について
いた。
(この園
児の方
が、本児
より遊具
に慣れて
いなかっ
た）

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

―

本児
は、普
段から
遊具に
登るこ
とがで
きてい
たた
め、保
育教諭
が大丈
夫であ
ろうと
思って
しまっ
た。

遊具に慣れ
てきたころ
が一番危な
いため、保
育教諭の立
ち位置を再
度確認する
ことと、寒
さから手が
かじかむこ
とも考えら
れるため、
その日の気
温等も頭に
入れ、園児
の遊びを見
守る。

8208

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

52 11 11 13 17 4 4
15.３
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

裂傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

ケガの部
位の確認
を複数で
行ってい
なかっ
た。床が
濡れてい
たことに
気づいて
いなかっ
た。

ケガの部
位の確認
を複数人
で行う。
床面が濡
れていた
らすぐに
拭く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

備品の損
傷に気づ
いていな
かった。

備品等の
点検時は
細かい部
分まで
チェック
する。損
傷個所の
修繕。

6.食事
(おや
つ)中

食後のお
昼寝時間
までの間
の時間帯
で職員の
具体的指
示が本児
に通って
いなかっ
た。

身体を動
かしてい
い空間に
誘導す
る。手洗
い場に速
乾性の
マットを
設置。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

―

当該児
童の衝
動性の
高さ

身体を動か
していい空
間に誘導す
る。

8209

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

99 15 22 34 28 8 8
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左
Monteggi
a骨折
（尺骨骨
折＋橈骨
頭脱臼）

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

遊具を使
用しない
遊びの時
間で、危
険予知が
甘かった

子ども達
への安全
指導の再
確認と場
面に応じ
た声掛け
を行う

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

今後も毎
日の点検
と遊ぶ前
の事前確
認を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2～5歳児
が園庭で
遊んでお
り、一人
一人に目
が届いて
いないと
ころが
あった

職員配置
の再度見
直し、子
ども達へ
の安全指
導の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具を使
用してい
ない時間
だったの
で、友達
とかけっ
こをして
遊んでい
る様子
だった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
と鬼ごっ
こをして
いたた
め、対象
児の動き
が確認で
きていな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

周りの職
員も担当
クラスの
園児と遊
んでい
て、対象
児の動き
を把握し
ていな
かった

子ども
同士が
周りを
見ず行
動して
しまっ
た

園庭の遊び
方（広い場
所でも周囲
に気を付け
ながら遊ぶ
ことの大切
さなど）
や、職員同
士の配置や
声掛けをそ
の場に応じ
て行うよう
にする

8210

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 21 24 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

転倒する
ことも多
いので常
に気を
配ったり
声かけを
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

子どもた
ちにとっ
て危険箇
所がある
場合はす
ぐに報告
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

縄跳びの
安全な遊
び方や跳
び方、
ロープの
正しい使
い方を伝
え、気を
つけなが
らあそぶ
よう声か
け・見守
りを行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長縄跳び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

縄跳びを
回しなが
ら見守っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各場所に
分かれ、
他児と関
わった
り、見守
りを行っ
ていた。

縄跳び
を勢い
よく回
してい
たた
め、
ひっか
かりや
すく足
を取ら
れやす
かった
と思わ
れる。

縄跳びを回
すときは、
引っかかっ
ても足を取
られないよ
うゆっくり
と回す。
こども達に
も安全な縄
の回し方を
伝える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8211

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90 45 45 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左眼眼窩
底骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

園の危機
管理マ
ニュアル
で過去の
事例を学
ぶ際に、
今回の事
例を用い
て研修す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

園庭等、
危険な箇
所を点検
し、職員
全員が周
知する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども達
と遊んで
いる時
も、危険
のないよ
う見守
り、個別
に声掛け
などをし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、複数
人の子ど
もと鬼
ごっこを
していた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

給食の時
間を知ら
せるため
に、子ど
も達に声
掛けをし
て回って
いる時
だった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

複数の職
員が園庭
のいろい
ろな場所
に立ち周
囲を見
守ってい
るが、一
瞬の出来
事でその
時に気づ
けなかっ
た。

―

保育者の危
機管理意識
を向上さ
せ、再発防
止に努め
る。

8212

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

33 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の学齢
の子ども
たち大勢
が、園庭
で様々な
遊びをし
ている状
況であっ
たため、
広い場所
が確保で
きず、園
庭の隅
(遊具、
手洗い等
に近い環
境)で
行ってい
た。

広い場所を
確保しドッ
ジボールを
行うように
する。周り
の環境に配
慮しコート
の設定をす
る。(向き、
大きさ等)子
ども達は必
死でボール
を追いかけ
るため周り
が見えてい
ない。遊具
の下、狭い
手洗い場の
通路など危
険な場所で
も追いかけ
てしまう
為、事前に
安全に遊ぶ
為のルール
を確認す
る。必要に
応じて、
ポールを立
てる等危険
と思われる
個所を視覚
で確認しや
すいように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気にい
つも通り
登園

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2ｍくら
いの場所
から見
守ってい
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

一緒に活
動してい
た他の子
を見てい
た

担任保
育教諭2
名の内1
名が遅
番勤務
の為、
代替の
パート
保育者
がドッ
ジボー
ルをし
ている
子ども
たちを
見守っ
てい
た。

代替職員に
ついても安
全面に配慮
事項につい
て、確認、
連携ができ
るように研
修・引継ぎ
等を行う。

8213

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

18 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バランス
を崩した
際に、急
に支える
ことが難
しい状況
がある。

転倒の仕
方を練習
したが、
子どもた
ちが転倒
すること
を、常に
想定しな
がら対応
できる体
制を作っ
ていきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員が見
守る中、
スケート
場内で座
る・転
ぶ・立ち
上がる練
習を繰り
返した
後、場内
から出る
出口に向
かって歩
いている
時にバラ
ンスを崩
し転倒。
氷の床に
肩から体
重がのる
体勢と
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2ｍ程離れ
た場所で転
倒する児童
を目撃す
る。すぐに
駆け寄り場
外へ運ぶ。
椅子に掛
け、児童の
転倒時に
打った個所
の確認をす
る。腫れは
なかった
が、痛みが
強く動かせ
ない状態の
ため園へ連
絡を入れ
る。園の職
員より病
院・保護者
へ連絡を入
れ受診がで
きる体制を
作った。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児に
つく職員
と、活動
中の園児
を見守る
職員とに
分かれ、
園児の安
全を確保
できるよ
うにし
た。　報
告を受け
た職員
は、至
急、病院
や保護者
との連絡
を取っ
た。

特にな
し

特になし

8214

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

46 14 16 16 4 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折
の疑い

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

なし

毎週●曜
日に同じ
時間・グ
ループご
との少人
数で怪我
のないよ
う配慮
し、年間
を通して
取り組ん
でいる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

240

床の状況
を始まる
前に確認
してお
く。

床が滑ら
ないよう
に確認し
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒した
時に手が
出ず、右
手の上に
身体が
乗ってし
まった。

毎週●曜
日に同じ
時間・グ
ループご
との少人
数で行う
環境は変
えず、年
間を通し
て取り組
み身体の
発達を促
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リズム運
動を楽し
みにし、
はりきっ
て取り組
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リズム運
動を一緒
に行って
いた。本
児がピア
ノの音で
動き出す
ところを
見てい
た。転ん
だ時、状
況を見て
すぐに本
児に駆け
寄った。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

本児が動
き出し転
倒する様
子を見て
いた。他
の子ども
たちが不
安になら
ないよう
に対応し
た。

素早く
動き出
すた
め、バ
ランス
を崩し
た。

ピアノの音
を聴き素早
く動き出す
時の注意事
項を集会等
の中で子ど
もたちに伝
える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8215

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯打撲

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

なし

職員会議
に事故報
告し再発
防止に努
める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

なし

教室から
廊下、テ
ラスが見
えないた
め、廊下
に出ると
きは、ク
ラスで
ゆっくり
移動する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広場に行
く際に職
員もつい
て歩いて
行く必要
があった

移動の際
は、一緒
について
いき、歩
くことを
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

音楽が流
れると、
園庭に向
かうこと
はいつも
のことな
ので、予
想はして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもと
同じ行動
だったた
め、こど
もたちと
一緒に園
庭に行く
ことが遅
くなって
しまった

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

―

いつも
のこと
という
考えが
事故を
招い
た。
様々状
況を想
定し、
担任同
士確認
してい
く

歩くことを
必ず伝える

8216

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

186 4 11 16 50 52 53 36 26
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員は乳幼
児がどのよ
うな事故を
起こしやす
いかについ
て学んでい
たが、対象
児が転んだ
ときの状況
や様子から
鎖骨骨折を
していると
いう考えに
至らなかっ
た。受傷し
た時に、骨
折等考えう
るけがの知
識を身につ
けておく必
要があると
感じた。

外傷がな
くても園
児が痛み
を訴える
ときは骨
に異常が
あるかも
しれない
等の考え
をもって
対応して
いく。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

120

事故発生
当日は晴
れていた
ため、芝
生で滑る
とは考え
にくかっ
たが、段
差や転倒
しやすい
箇所等を
事前に把
握してお
くべき
だった。

事前に危
ないとこ
ろを
チェック
し、園児
が立ち入
れないよ
うにす
る。ま
た、注意
すべき点
について
は、園児
に呼びか
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

普段より
集団で遊
んでお
り、いつ
もと変わ
らなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
普段と変
わりな
かった。
最近戸外
で遊ぶこ
とが増
え、事故
発生当日
も他児と
鬼ごっこ
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は体
育館（遊
戯室）前
で他児と
ドッヂ
ボールを
してい
た。遠く
で対象児
が転倒す
るのが見
えた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

近くにい
た保育教
諭は周り
の子ども
達を見
守ってい
たが、対
象児は鬼
ごっこを
してお
り、保育
教諭の背
中側で転
倒した
為、その
時の様子
を見てい
なかっ
た。

対象児
が受傷
する際
の様子
を見る
ことが
できて
いな
かっ
た。

園児の年
齢・月齢に
関わらず、
そばにいる
職員は園児
の動きに注
意して見
守ってい
く。

8217

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 4 16 9 8
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

本児は身
体が利く
という安
易な判断
で傍につ
いていな
かった。
また、バ
ランス
ボードに
またがる
と両足が
地面につ
かないこ
とは把握
できてい
なかっ
た。高さ
４０～５
０ｃｍは
1歳児に
とって無
理があっ
た。

マットを
敷いてい
ても、高
さのある
所には職
員が必ず
付くよう
にする。
職員の立
ち位置な
ど声を掛
け合う。
セッティ
ングバリ
エーショ
ンを職員
間で話し
合ってい
く。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

セッティ
ングに無
理があっ
た。バラ
ンスボー
ドの取扱
について
の確認、
話し合い
が必要。

バランス
ボードの取
扱説明書を
確認し月齢
に合った
セッティン
グをする。
月齢により
発達段階の
差が大きい
1歳児で
は、一枚の
ボード単体
での使用か
ら段々と枚
数を増やし
たり、ブ
ロックの下
から2段目
までのス
リットを
使って高さ
を調節する
等環境構成
の配慮を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・日頃か
らあそん
でおり、
危機感が
なかっ
た。
・バラン
スボード
は揺れて
動きがあ
るが近く
に職員が
いなかっ
た。

楽しくあ
そびつ
つ、バラ
ンスボー
ドの使い
方や特
質、遊び
のねらい
など職員
間で保育
計画を立
ててい
く。ま
た、子ど
も1人1人
の発達段
階を把握
した上で
の環境構
成を整え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を
使ってあ
そぶこと
を好み、
遊具に上
り下りを
よくして
いる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子ども達
全体の把
握はして
いたもの
の、すぐ
近くには
いなかっ
た。本児
は身のこ
なしが上
手く日頃
から安心
して様子
を見てい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他の職員
が落ちた
状況を少
し離れて
いたとこ
ろからみ
ていた。

0.1歳児
の異年
齢児を
動きの
ある
ホール
で見て
いくこ
とのは
難しさ
はある
が、担
当児が
どこで
何をし
てあそ
んでい
るか全
体を見
る必要
があっ
た。

日常的に広
い場所や目
が行きにく
い場所で、
子どもの活
発な動きを
どう対応し
把握してい
くかを話し
合いなが
ら、職員の
立ち位置・
分担を再確
認する。手
薄の所は声
を掛け合っ
ていく。
0.1歳児の異
年齢であそ
ぶ際は、興
味や身体発
達をより理
解し、幅広
い環境設定
や職員の配
置に心がけ
る。

8218

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

56 8 5
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防止
に対する
研修会を
今後増や
す必要が
ある。

事故防止
委員会に
て改善策
をその日
のうちに
検討する
よう改善
した。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1 3.未実施 0

普段とは
違う施設
外の環境
での保育
であった
ため、公
園内の状
況や遊具
について
（年齢に
合わせた
遊び方な
ど）の事
前の情報
収集が不
足してい
た。

事前の下
調べの際
に、園児
が遊ぶ遊
具につい
ても確認
をし、当
日はそれ
をもとに
園児と遊
び方のお
約束をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
の瞬間を
保護者、
担任、職
員が確認
できてい
なかっ
た。

子どもか
ら目を離
さないよ
うにとい
うお願い
を活動前
に保護者
へ向けて
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児の
体調は良
好であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

公園の敷
地が広
く、園児
も保護者
と様々な
遊具で遊
んでいた
ため、担
任は公園
内の見回
りをして
おり、事
故発生の
瞬間を見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担任同
様、副担
任や他の
職員に関
しても、
見回りを
してい
た。

決めら
れた見
守りの
箇所が
なく、
職員
各々が
ばらば
らに動
いてい
た。

各地点に職
員を配置
し、見守り
がされない
箇所がない
ように決め
ておく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8219

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

29 6 6
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折　
正中神経
麻痺

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

体育教室
を毎月専
門講師と
共に行っ
ていた
が、跳び
箱の補助
方法・留
意点を聞
くことを
しなかっ
た。

運動器具を
使った危険
予測、危険
を伴う子ど
もの動き、
補助方法を
体育専門講
師の研修受
講。
事故発生時
マニュアル
の再検討・
作成・改
訂。
リスク管理
の研修受
講。
月１回事故
防止の
チェックリ
ストを用い
て自己点
検・評価・
グループ検
討を行う。
年１回救命
救急講習受
講。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

マットが
薄い。跳
び箱６段
という高
さであっ
た。

着地する
際に使用
するマッ
トを厚さ
のあるウ
レタン
マットに
変更す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育教室
を毎月専
門講師と
共に行っ
ていた
が、跳び
箱の補助
方法・留
意点を聞
くことを
しなかっ
た。事故
当日は、
専門講師
はおら
ず、担任
のみで
あった。

開脚跳びは
専門講師が
不在の時は
行わない。
運動に向か
う気持ち・
態度を育め
る保育者の
関わりをす
る。
補助方法に
少しでも不
安がある場
合はいかな
る運動でも
補助方法の
指導を徹底
的に受け
る。
研修や
チェックリ
スト、職員
間での気付
き合いを通
して、危険
リスクの知
識やその関
わりを習得
し保育にあ
たる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

運動会リ
ハーサル
で多数の
職員が見
ている中
で、子ど
もたち自
身にも意
気込みが
見られ気
持ちが高
ぶってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

跳び箱開
脚跳びの
補助とし
て、保育
教諭は横
にはいた
が、普段
跳べてい
る児であ
ること、
補助をす
る認識が
欠けてい
たこ
と、、開
脚した時
に足が当
たること
を懸念し
少し離れ
たところ
にいた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

リハーサ
ルで、客
観的に見
られる位
置に、園
長・主
任・副主
任を含め
た保育教
諭４人が
見てい
た。

普段の
補助を
担任の
みで
行って
いたた
め、補
助方法
に疑問
を感じ
た時も
あった
が普段
のよう
にやっ
た方が
良いと
思い指
導をし
なかっ
た。

開脚跳びで
の補助は専
門講師のみ
で行う。
補助方法の
研修を全職
員が受講
し、職員で
気付かせ合
いをしてい
く。

8220

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

41 3 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
→烈離骨
折(軟骨)

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

バランス
ボールか
ら逃げる
活動のた
め、夢中
になりす
ぎて他児
とぶつ
かってし
まった

時間を区
切って少
人数で活
動するな
ど、活動
内容の見
直しを行
う

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 ― 特になし
7.その
他

体操教室
で使用す
る用具も
壁際に置
いてあっ
たため、
更に狭く
なってい
た

用具を置
く場所を
確保す
る、活動
内容の見
直しをす
る、少人
数での活
動にする
など

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

体を動か
すことが
好きで、
いつもの
ように積
極的に参
加してい
て、夢中
になって
取り組ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体操教室
の講師が
操作する
バランス
ボールを
視野に入
れなが
ら、子ど
もたちが
ぶつから
ないよう
に見守っ
ていた
が、本児
が転倒し
た瞬間は
目撃でき
ていな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

体操教室
の講師が
操作する
バランス
ボールを
視野に入
れなが
ら、子ど
もたちが
ぶつから
ないよう
に見守っ
ていた
が、本児
が転倒し
た瞬間は
目撃でき
ていな
かった

転倒直後
は痛みや
腫れはな
く、本児
が痛みを
訴えたの
は16:30
だった。
足の様子
を確認し
たが腫れ
がなく、
様子を見
ていた。
17:50父親
が迎えに
来て、腫
れを確認
した。赤
みや腫れ
がなくと
も、冷や
す等の処
置や保護
者連絡を
すべき
だった。

本人が痛み
を訴えた時
点で、いろ
いろな状況
を視野に入
れて看護師
を含め、複
数で確認
し、処置を
行う。

8221

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

48 14 17 17 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

―

園庭危険
マップを
再度確認
し、記載
する。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

遊具に慣
れて遊び
方が大胆
になるこ
とを予測
できな
かった。
また、気
温が冷え
ていたた
め、体が
温まって
いなかっ
たことや
遊具が冷
えていた
ことで手
を離して
しまった
ことも要
因と考え
る。

子どもた
ちのやり
たい気持
ちを大切
にしなが
ら、安全
な遊び方
を一緒に
考え、決
まりを
守って遊
ぶように
する。
体が冷え
ている場
合はマラ
ソンして
からな
ど、体を
温めてか
ら遊ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年少、年
中、年長
クラスが
戸外で遊
んでお
り、各ク
ラスの担
当保育教
諭が園庭
へ出て、
全体を見
ながら少
し離れた
場所にい
たため、
手を差し
伸べるこ
とができ
なかっ
た。

雲梯で遊
んでいる
子どもの
見守りを
徹底す
る。
雲梯に限
らず危険
と思われ
る箇所に
必ず保育
教諭が見
ている状
況をつく
り、園庭
にいる保
育教諭同
士連携し
声をかけ
ながら、
子どもの
様子を見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

徒歩で母
親ととも
にいつも
通りに登
園してき
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の場所
にいて、
他児を見
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の場所
にいて、
他児を見
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

―

いつも通り
遊んでいる
と思って
も、危険個
所に目が届
くよう園庭
にいる職員
同士が声を
掛け合い、
子どもの様
子を見守
る。

8222

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

80 24 27 29 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

余裕のあ
る職員配
置を行
い、怪我
等あれば
速やかに
園に連絡
を取る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

整備され
た公共の
公園にい
くように
している
が、危険
箇所をみ
つけたと
きは、管
理者に連
絡する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園内園外
を問わ
ず、体を
動かす機
会を増や
す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は、特に
問題な
く、歩行
は通常通
りであっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近で、
対象児と
一緒に歩
いてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

至近距離
で、担当
職員、対
象児と一
緒に歩い
ていた。

特にな
し

つまづいて
も転ばない
ように、歩
く活動を増
やすなどし
て、体幹を
鍛える
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8223

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

37 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾骨
折

4.玩
具・
遊具
等施
設・
設備
の安
全上
の不
備に
よる
もの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

職員の配
置は基準
をみたし
ている
が、園庭
が広いた
め職員の
目が行き
届かな
かった。

園庭で遊
んでいる
時も常に
目を配っ
て安全確
認をす
る、マ
ニュアル
の周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

重さのあ
るブロッ
クが園児
の目の届
く所に置
いてあっ
た

危険、事
故につな
がるもの
は、園児
が遊ぶ場
所に置か
ない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふざけた
様子もな
く、情緒
も問題な
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

常に目を
配らせて
園児の様
子を観察
している
が、ウッ
ドデッキ
にいる子
どもの様
子を常に
みている
わけでは
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

常に目を
配らせて
園児の様
子を観察
している
が、ウッ
ドデッキ
にいる子
どもの様
子を常に
みている
わけでは
なかった

特にな
し

園庭遊びの
ときは、
ウッドデッ
キや別の場
所に移動し
て遊んでい
る園児、遊
具の裏側に
いる園児に
も気を配る

8224

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 3 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

職員の配
置は基準
をみたし
ている
が、園庭
が広いた
めサー
キットで
遊んでい
る園児全
てに職員
の目が行
き届かな
かった。

転んだ
り、落ち
たりして
危険な遊
具のそば
には、必
ず保育教
諭がつい
て安全を
確認する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

大丈夫だ
ろうと過
信せず
に、細心
の注意を
払う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にふざ
けた様子
もなかっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
平均台か
らすべっ
た所は発
見した
が、間に
合わな
かった

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児が
平均台か
らすべっ
た所は発
見した
が、間に
合わな
かった

特にな
し

子どもにも
遊具の安全
な使い方を
再度指導す
る

8225

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 10 20 40 7 7
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

定期的に
マニュア
ルを見直
すなど、
けが防止
のための
意識を常
に持つよ
う職員間
でも心が
ける。

1.定期的
に実施

約300
1.定期的
に実施

約300
1.定期的
に実施

約300 ―

設置して
いるボー
ルは突き
指防止の
ためソフ
トなもの
を購入し
ていた。
引き続き
今回のよ
うな事故
を想定し
防止でき
るような
素材のも
のを用意
したい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

周りの遊
びの状況
や、園庭
（地面
等）の状
況など安
全に遊べ
る状況で
あるかを
見極め必
要に応じ
て判断し
対策・実
行してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

1対1の
ボール遊
びであっ
た。

―

1対１の遊
びであった
が、子ども
の様子をよ
く見て必要
に応じて、
ボールの受
け止め方な
どを事前に
指導する必
要がある。

8226

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

27 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

皮膚潰傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

園全体で
もう一度
マニュア
ルの確認
を行う。

1.定期的
に実施

252
1.定期的
に実施

252
1.定期的
に実施

252 特になし

園庭の環
境の見直
しを行
い、広い
場所が確
保できる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

集団遊び
は出来る
だけ広い
場所を確
保して楽
しむ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通
り、母親
と登園。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児と一
緒にしっ
ぽ取りを
しながら
指導。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭で
は、●組
のみが活
動中だっ
たため、
担任、補
助職員2
名で把
握。

特にな
し

しっぽ取り
は、友達と
逃げたり追
いかけたり
することの
楽しさがあ
るが、眼鏡
を着用の園
児には特に
ぶつからな
いよう配慮
する。

8227

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

外傷性陰
茎挫傷・
外傷性左
精巣切迫
破裂・左
精巣委
縮・左精
巣機能低
下

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

お昼ご飯
後の自由
時間につ
いては２
名配置と
した

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 ―

今後も施
設・設備
の点検は
週に１回
以上行っ
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

お昼ご飯
後の自由
時間につ
いては２
名配置と
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

帰宅後、
痛みを訴
えた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ていた
が、その
瞬間を見
ていな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

監視カメ
ラより事
故発生時
と思われ
る時点を
確認した
が、発見
できな
かった

―

事故の発生
について職
員で共有す
るととも
に、大切な
子供を預
かっている
自覚を再度
確認し、子
どもたちか
ら目を離さ
ないよう
に、また普
段と違う様
子に気付け
るように話
し合いを
行った。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8228

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

特にあり
ません

特にあり
ません

1.定期的
に実施

1～2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎
特にあり
ません

特にあり
ません

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児と保
育室内で
動き回り
遊んでい
た際に転
倒し近く
にあった
椅子に口
元をぶつ
け負傷し
た。

使用して
いない椅
子は片付
ける。移
動の際に
はテーブ
ルの足下
に一時し
まうなど
通行の邪
魔になら
ないよう
に、環境
構成に配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と保
育室内で
遊んでい
た際にバ
ランスを
崩して転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

教育時間
終了後の
子どもた
ちの保育
を行って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

・教育時
間から教
育時間外
への移行
に際して
の引継ぎ
を行って
いた。
・隣の保
育室で他
の学年の
2号認定
の子ども
たちの保
育を行っ
ていた。

子ども
たちの
動きや
遊びの
様子は
捉えて
いた
が、動
きや遊
びから
怪我に
つなが
らない
かの予
測が不
十分
だっ
た。

・子どもた
ちの遊び方
を見つつ適
切な声かけ
を行う必要
がある。
・子どもた
ちが自身で
遊び方に気
をつけられ
るような日
頃の指導が
必要であ
る。

8229

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

78 20 20 19 19 4 3
16.４
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

コロナ禍
において
水筒を常
に持って
いる。

水筒を
持って歩
く上では
さらに注
意が必要
である。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎

歩く場所
はゴム
チップが
敷いてあ
り、特に
問題はな
かった。

ゆっくり
歩くよ
う、更に
指導が必
要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

弟が当該
園児の方
に振り
返ったの
がきっか
けで転倒
する。

引き続
き、ゆっ
くり移動
する様、
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バスを降
り、くつ
箱に向
かって歩
いていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

バス担
当、門担
当、園庭
担当それ
ぞれ見
守ってい
た

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

園内、そ
れぞれの
担当場所
で見守っ
ていた

水筒を
持って
いるの
で、転
ぶとぶ
つける
可能性
はあっ
た。

ゆっくり歩
くように指
導する。

8230

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

職員の配
置により
配慮が手
薄になっ
てしまう
場面があ
る。

事故発生
の際には
再発防止
に向けた
職員配
置、ルー
ルの検討
を全職員
で行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭上に
人工芝が
しいてあ
り段差等
で躓きや
すい。

人工芝を
限定的に
敷き直
し、人工
芝の境界
面も埋設
型のペグ
でめくれ
ないよう
にしっか
りと固定
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員によ
る見守り
の不足

水分補給
の場と園
庭それぞ
れに職員
を配置
し、子ど
も達が急
いで園庭
に戻るこ
とのない
ように声
掛けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

水分補給
を行い、
再び園庭
に戻ろう
としてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

水分補給
を見守っ
ていた。
年長児で
あったた
め、水分
補給が終
わり次
第、子ど
も達を集
団で移動
させず、
個々に園
庭に戻し
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭で
戻ってき
た子の戸
外遊びを
見守って
いた。

水分補
給をし
ていた
場と園
庭の中
間には
監視が
いな
かっ
た。

水分補給後
各自では戻
らず、一斉
に園庭に戻
れるよう声
掛けを行
う。また職
員を配置し
危険の無い
ように努め
る。

8231

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故発生
の際には
再発防止
に向けた
検討を全
職員で行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

扉が中途
半端に開
いた状態
になって
いた。

扉は中途
半端に開
けたまま
にせず、
完全に開
けるか、
閉めるか
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏期で裸
足保育を
行ってい
た。

裸足の利
点も考慮
しつつ、
もう一度
裸足保育
が必要か
を検討し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレに
行くた
め、保育
室を出よ
うとして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トイレに
行きたい
という対
象児を送
り出し、
活動中で
あったた
め他児の
活動の指
導を行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

保育室で
の活動で
あったた
め、他の
職員はい
なかっ
た。

対象児
が前を
よく見
ず、歩
きだし
てい
た。

前を見て歩
ける様、声
掛けをし、
他に集中が
削がれない
ように注意
する。

8232

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 4 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左頬骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

配置はし
ていて
も、踏み
外して落
下するこ
とを瞬間
で阻止す
ることは
難しい

・マニュ
アルの再
確認、安
全確認
MAPの作
成をし、
教職員で
情報共有
する。
・職員配
置や見守
りの位置
等を再度
話し合
い、教職
員一人ひ
とりが十
分に配慮
するよう
にした。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

前日に雨
が降って
いて木床
が少し滑
りやすく
なってい
た。

・子ども
が登り降
りをする
場所には
衝撃吸収
マットを
敷く（安
全確認
MAP）。
・細い枝
は払い、
登り降り
しやすい
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつ足を
踏み外す
のか予想
できない

・配慮が
必要な子
への対応
を見直
し、突発
的な事態
が起こら
ないよう
にその時
にできる
最大限の
配置、配
慮を心が
ける。
・他園の
環境や教
職員の連
携方法を
学び参考
とし、取
り入れた
りしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び中
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

学年担当
は室内の
着替え援
助に入っ
ていた

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

事故が起
こった時
は、戸外
には教職
員2名、
保育補助
1名だっ
た

特にな
し。

・見守りの
現場を離れ
ずに、教職
員同士が連
絡を取れる
ようなシス
テムや体制
を整える。
・教職員一
人一人のス
キルアップ
をし、個別
配慮やその
場面で必要
な対応を学
び実践して
いく。
・どのよう
にしたら配
置を増やせ
るか、外部
からもアド
バイスをも
らいながら
考えてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8233

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 20 13 16 5 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

常に広い
視野で見
渡せる保
育教諭、
保育従事
者がいな
かった

日頃のヒ
ヤリハッ
トの見直
しと、事
故防止マ
ニュアル
の見直し
をする

3.未実施
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

295 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想が出
来にくい
行動だっ
た

足首を
引っ張っ
た園児へ
の安全指
導する。
全園児へ
の遊具の
使い方を
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

高い遊具
（すべり
台等)の
見守り等
をしてい
て、対象
児から離
れたとこ
ろで見て
いた為、
転落した
瞬間に間
に合わな
かった

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他児のう
んていの
補助をし
ながら見
ていたた
め、間に
合わな
かった。

ライオ
ンの固
定遊具
のそば
に、保
育教諭
がいな
かっ
た。遊
具での
遊び方
の指導
が充分
にでき
ていな
かっ
た。

園庭で遊ぶ
時の保育教
諭の配置を
考え全体に
目が行き届
くようにす
る

8234

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 10 7 4 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

脾臓損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～
2.基
準配
置

怪我発生
時の対応
知識不
足、及び
職員間の
連携不足

事故の振
り返りを
行い、分
析・研修
を行う

1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数

複数の環
境を提供
したこと
により、
安全面で
の意識の
低下に繋
がった。

保育提供
前に事前
に保育環
境の安全
確認の徹
底を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの内
容や環境
構成を考
慮する
と、保育
教諭1名
で保育を
行うこと
が難しい
状態で
あった。
しかし、
現場の職
員が判断
すること
ができな
かった。

新しい環
境を提供
する前に
複数の職
員で環境
を確認
し、必要
に応じて
環境の再
構成を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活動全体
を見守っ
ており、
本児童に
注視でき
ていない
タイミン
グでの事
故であっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭に職
員を２名
配置して
いたが、
1名は園
庭横のテ
ラスにい
た為、事
故が起
こった
際、気付
けなかっ
た。

保育教
諭が怪
我の程
度を自
己判断
し、す
ぐに報
告に繋
がらな
かった
こと。

職員間での
報連相を密
に行うこと
で事故の可
能性の低減
に努める。

8235

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上肘骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

落下した
時に手が
先に出な
かったの
で、すぐ
手が出た
り、子ど
もの身体
機能を高
めるため
体幹を鍛
えたり、
機敏性を
つけたり
する事が
できる遊
びや活動
を取り入
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

落下した
時に手が
先に出な
かったの
で、すぐ
手が出た
り、子ど
もの身体
機能を高
めるため
体幹を鍛
えたり、
機敏性を
つけたり
する事が
できる遊
びや活動
を取り入
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

５歳児１
７名　保
育者１名　
保育補助
１名　鉄
棒付近に
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の子ど
もたちと
遊んでい
た。

全体を
見る人
がいな
かっ
た。

２人共子ど
もと遊ぶの
ではなく、
２人のうち
１人は全体
を見るよう
にしたい。

8236

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

31 2 2
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

寝つきに
時間がか
かり、布
団に寝転
んでいた
が、起き
上がっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

眠れない
本児に１
時間程度
関わって
いたが、
静かに横
たわって
おくよう
声をかけ
一旦離れ
たとこ
ろ、本児
が起き上
がり窓に
近づいた
ため迎え
に行っ
た。自分
の布団に
帰ってき
た本児が
転倒した
のを見て
すぐに対
応した。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

眠ってい
る他児の
午睡時の
見守りを
してい
た。

いつも
は眠れ
なくて
も布団
で静か
にして
いるこ
とがで
きる本
児が立
ち上が
り移動
するこ
とを予
測でき
なかっ
た。

起きている
子どもは保
育教諭がす
ぐに対応で
きる近い位
置で見守る
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8237

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

17.５
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

すぐに要
因の聞き
取りを行
い、状況
を確認し
適切な判
断を行っ
た。

降園後、
保護者受
け渡し後
の園内で
の事故で
あるた
め、受け
渡し後は
速やかに
降園し、
保護者が
安全確
認、見守
りを行う
ように徹
底、周知
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

37
2.不定期
に実施

遊具につ
いては安
全性は確
認されて
いる。ト
ラブルに
よる誤っ
た使用の
仕方が原
因であ
る。

特になし
7.その
他

教育・保
育終了後
で園児の
気のゆる
みによる
危険認知
が低下し
ていた。

終了後に
おいても
家に帰る
までは危
険個所や
危険なこ
とが生じ
ることも
あること
を、伝
え、安全
に対する
認識を園
児達と再
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり降園
指導を行
い、落ち
着いた気
持ちで保
護者のと
ころに向
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児引き
渡し後の
ため、事
故直前の
動きは見
ていな
かった。
事故後は
周囲の保
護者の声
により、
園児の状
況確認を
行った。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当職員
からの通
報によ
り、他の
職員も怪
我の様子
や事故状
況の確認
を行い、
適切な対
応を行っ
た。

特にな
し

降園後、保
護者受け渡
し後の園内
での事故で
あるため、
受け渡し後
は速やかに
降園し、保
護者が安全
確認、見守
りを行うよ
うに徹底、
周知を行う
必要があ
る。また、
保育教諭も
園児が園を
出るまで、
安全確認を
行うように
する。

8238

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

12 4 4
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右前歯欠
損

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

散歩の際
は園舎に
入るま
で、保育
士は子ど
もと手を
つなぐ　
子ども達
が小走り
にならな
いように
歩くペー
スに気を
つける

3.未実施
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

50 ―

今回、事
故が起き
た学齢の
園舎は●
年竣工で
あり、園
舎の安全
点検は各
クラス担
任が目視
で行って
いる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
散歩での
乳母車の
活用

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

散歩から
の帰り
道、園舎
が近く
なったこ
とに加え
保育士が
手を離し
たことで
子どもが
走り出し
てしまっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

12名の子
ども達を
保育士は
最前列、
中央、最
後尾の3
人で見守
りながら
散歩をし
ていた。
手を離し
た直後の
転倒で
あったの
で間に合
わなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

散歩列前
後の保育
士は自分
が担当す
る子ども
を見てい
たので、
怪我をし
た子ども
の動きを
見ていな
かった

保育士
は自分
が担当
する子
どもだ
けにし
か目を
向けて
いな
かった

引率する保
育士は担当
の子どもだ
けで無く、
全ての子ど
も達に神経
を働かせる

8239

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 9 5 12 9 5 4
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性
Per

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

障害物の
近くを
走って遊
んでいた
ため。

お遊戯場
で遊ぶ際
もコー
ナーで遊
び場所を
区切り、
体を動か
す遊びを
できる場
所を確保
するとと
もに、ス
テージや
ピアノな
ど障害物
の近くを
走ること
は危険で
あるとい
うことを
子どもた
ちに指導
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1日2回

障害物の
近くを
走って遊
んでいた
ため。

お遊戯場
で遊ぶ際
もコー
ナーで遊
び場所を
区切り、
体を動か
す遊びを
できる場
所を確保
するとと
もに、ス
テージや
ピアノな
ど障害物
の近くを
走ること
は危険で
あるとい
うことを
子どもた
ちに指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

障害物の
近くを
走って遊
んでいた
ため。

お遊戯場
で遊ぶ際
もコー
ナーで遊
び場所を
区切り、
体を動か
す遊びを
できる場
所を確保
するとと
もに、ス
テージや
ピアノな
ど障害物
の近くを
走ること
は危険で
あるとい
うことを
子どもた
ちに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちと一緒
に遊びを
展開しな
がら、全
体の見守
りをして
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

子どもた
ちと一緒
に遊びを
展開しな
がら、全
体の見守
りをして
いた。

障害物
の近く
を走っ
て遊ん
でいた
ため。

お遊戯場で
遊ぶ際も、
コーナーで
遊び場所を
区切り、体
を動かす遊
びをできる
場所を確保
するととも
に、ステー
ジやピアノ
など障害物
の近くを走
ることは危
険であると
いうことを
子どもたち
に指導して
いく。

8240

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 5 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

切創

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

5人の配
置はあっ
たもの
の、その
園児に対
する目の
行き届き
が悪かっ
た。

職員全体
で情報を
共有し、
安全対策
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

石碑の鋭
角な部分
が怪我の
要因

石碑の鋭
角な部分
をサン
ダーで削
り、今後
の事故防
止に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
死角を
作ってし
まった

必ず危険
と思われ
る箇所に
ついて保
育士を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●●に
乗って友
達と競争
をしてい
た。その
中で、石
碑の裏の
方へ行っ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

競争して
いること
をわかっ
ていた
が、大丈
夫であろ
うという
思い込み
で、その
園児に目
を向けて
いなかっ
たことが
要因。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

競争して
いること
をわかっ
ていた
が、大丈
夫であろ
うという
思い込み
で、その
園児に目
を向けて
いなかっ
たことが
要因。

”危険
であろ
う”と
いう認
識及び
声掛け
が不足
してい
た

一人ひとり
に目を向
け、大丈夫
であろうで
はなく、”
～かもしれ
ない”とい
う危険認識
を一人ひと
りの職員が
持つように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8241

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

切創

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

保育士を
2名配置
していた
ものの、
その園児
に対する
目の行き
届きがで
きていな
かった。

職員全体
で情報を
共有し、
安全対策
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

天気が悪
く滑る状
態である
事を把握
していな
かった。

一人ひと
りの園児
に目を向
け、何を
しようと
している
かを読み
取る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
目で追っ
ていな
かった。

一人ひと
りの園児
に目を向
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お絵描き
をしてい
たが、本
人が終
わった事
でカバン
に一人で
始末に
行ってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士の
目の行き
届いてい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

机に座っ
ている園
児に目を
傾けてし
まい、被
害者に目
を向けて
いなかっ
た。

”危険
であ
る”と
いう認
識及び
声掛け
が不足
してい
た

園児はどの
様な動きを
するかを把
握して、死
角部分を作
らないよう
に努める。

8242

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

―

必要性が
低い場合
は戸外へ
は水筒を
持ってい
かず、保
育室で飲
んでから
戸外へ行
き、戻っ
てから飲
むように
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2 ―

常に子ど
もの動き
に気を配
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

水筒にひ
もを付
け、肩に
かけて移
動する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外へ出
るために
座って並
んで待っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

電気を消
すため、
２メート
ルほど子
どもと離
れた時
に、鳴き
声で気づ
いて対応
した。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援を必
要とする
子を見て
いたので
その場は
見ていな
かった。

―

子ども達全
員が水筒の
ひもを肩に
かけたか確
認をしてか
ら次の行動
をとる。

8243

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

13 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肩鎖骨
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

保育者の
死角に子
供がいる
時や動い
たときの
対応

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12 ―

駒回しを
行う場所
を広い所
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

駒回しを
行う場所
を広い所
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児と
一緒に遊
んでいた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

同じ保育
室で他児
の保育を
していた

―

保育者の死
角に子供が
いる時や動
いたときの
対応

8244

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

48 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で、
おもちゃ
や製作あ
そびでは
なく 体
を動かし
ていた。
（ジャン
プ）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大きな音
や泣き声
等なく、
対象児が
怪我に至
るような
行動や様
子が見ら
れなかっ
たことも
あり気が
付かな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう一人
の職員は
休憩時間
中で、部
屋にいな
かった。

床材
は、コ
ルクを
採用し
ており 
怪我が
しにく
いもの
となっ
ている
が、不
自然な
体位で
転倒し
たこと
によ
る。

部屋の中で
飛び跳ねな
いように本
児に伝え
た。

8245

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 13 15 8 4 4
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯の脱
臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

3歳児が
進級した
年度初め
は、3歳
児が乗る
時には意
識的に職
員がつく
ようにし
ていた。
子ども達
にもルー
ルが定着
してきて
いた為、
鉄棒・ブ
ランコ周
辺に一人
職員がつ
くように
してい
た。

園庭での
見守り方
につい
て、職員
会で検討
を行っ
た。ブラ
ンコや鉄
棒は大き
なけがを
するリス
クがある
ため、園
庭で見守
る立ち位
置とその
範囲の確
認を共有
した。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

ブランコ
周囲にプ
ランター
で囲いを
し、子ど
も達とも
他児が使
用してい
る最中に
ブランコ
へは近づ
かない
（囲い内
には入ら
ない）よ
うルール
を設けて
いたが、
それでも
立入って
しまっ
た。

ルールの
徹底のた
め、再度
子どもた
ちに伝え
た。プラ
ンターの
数を増や
し、より
入りにく
いように
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

異年齢で
過ごす際
に、年齢
の低い3
歳児がブ
ランコや
鉄棒など
の事故の
リスクの
高い遊具
で遊んで
いる時に
は、注意
を向け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児がど
うしてプ
ランター
内に入っ
ていって
しまった
のかは不
明。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一番近く
にいた保
育士は、
鉄棒の方
について
おり、ブ
ランコの
すぐ近く
にはいな
かった。
ブランコ
は他の職
員が見て
くれると
の認識が
あった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

その時
は、職員
がトイレ
や保護者
対応など
1対1の対
応となっ
ており、
また遊具
について
いた職員
は築山を
挟んで反
対側にい
た為、ブ
ランコに
注意を向
けている
職員がい
なかっ
た。

その場
を離れ
る場合
などは
声をか
けてい
たが、
誰かが
見てい
るだろ
うと思
いこみ
なども
あり、
コミュ
ニケー
ション
不足・
連携不
足が
あっ
た。

園庭で見守
る立ち位置
とその範囲
の確認を共
有し臨機応
変に対応す
ること、離
れる時は声
をかけあい
連携を図る
ことを再度
確認した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8246

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左薬指末
節骨骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特記事項
なし

危機管理
マニュア
ルを見直
し、職員
で確認し
合う

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
特記事項
なし

ヒヤリ・
ハットを
活用し、
情報を共
有して全
職員の危
機管理意
識の向上
を図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

倉庫の扉
を子ども
だけで開
け閉めし
ないとい
う約束の
徹底がで
きていな
かった。

子どもに
約束を徹
底するこ
とと、子
どもたち
の様子を
全職員で
連携をと
りながら
見てい
き、危険
を察知す
る意識を
全職員が
もつよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後、
気の合う
友達と普
段通り元
気に園庭
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

常に全体
を把握し
ながら保
育をして
いるが、
倉庫で扉
を開け閉
めしてい
る状況に
は気付い
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の遊び
に関わっ
ていて至
近で対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

危険が
伴うと
思われ
る倉庫
で遊ん
でいる
子ども
への見
守りが
十分で
はな
かった
面があ
る。

職員間の連
携を図り、
全園児の動
きを全職員
で見ていく
ようにす
る。

8247

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

39 6 9 24 12 12
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

上唇裂傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

まだ園生
活に慣れ
ておら
ず、子ど
もがどん
な動きを
するか職
員が予想
できてい
なかっ
た。

子ども達
の動きを
よく職員
間で伝達
し合い、
突発的な
動きにも
対応でき
るように
配置の工
夫をす
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

柱と窓の
隙間が狭
い構造に
なってい
て柱はコ
ンクリー
トなた
め、ぶつ
かった時
にけがに
つながる
可能性が
ある。

柱に段
ボールと
クッショ
ン材を
槇、衝撃
を少なく
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩行、バ
ランスが
不安定な
年齢であ
り転倒し
やすい。

転倒する
ことを想
定して柱
の側で遊
ばない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児に
も声をか
けたがな
かなか気
持ちの切
り替えが
できず、
ホールで
フラフラ
していた
ので、対
象児との
距離が
あった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

補助教諭
が側で見
ていた。

ホール
全体を
見守り
ながら
対象児
を見て
いた。

いろいろな
子どもの動
きを想定
し、けがや
事故が起こ
りそうな場
所には必ず
職員を配置
し、一人の
職員ではな
く全職員で
共通理解を
し子どもの
動きに対応
できるよう
にする。

8248

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位骨端線
損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

サッカー
コーチが
指導し担
任は見守
る中での
指導であ
り通常通
りだっ
た。

サッカー
コーチ２
人、担任
２人の配
置の中で
行われて
おり特に
問題な
かった。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

いつも使
用してい
る公園で
あり整備
されてい
た。

近くの公
園で行い
特に問題
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
試合中の
けがであ
り、特に
問題な
かった。

サッカー
の試合中
のけがで
あり、特
に問題な
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
コーチが
指導して
いる中で
担任は見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体を見
ていたた
め対象児
のけがに
気がつか
なかっ
た。

足を
捻った
後もそ
のまま
試合を
続け変
わった
様子も
なく、
本人か
らの訴
えもな
かった
ので対
応が遅
れた。

ウオーミン
グアップを
しっかりす
ると共に、
運動後にけ
がをしな
かったか声
をかけ状況
を把握す
る。

8249

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

44 2 9 33 8 8
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

本児は跳
び箱の６
段を跳べ
るように
なり喜ん
でいた
が、嬉し
さのあま
り慎重さ
にかけて
いたこと
を把握で
きてな
かったこ
とが考え
られる。

事故防止
について
実技研修
等を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

跳び箱、
ロイター
板、マッ
トは特に
問題はな
かった
が、これ
からも
しっかり
と確認し
ていく。

各点検に
関して
は、定期
的にしっ
かりと確
認してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3歳以上
のこども
達が自由
に跳ぶ中
で、年齢
や性格、
個々の力
量に合わ
せた個別
の配慮を
常に行う
べきだっ
たが、本
児が6段
を跳べる
ことで
怠ってし
まった。

異年齢が
一緒にあ
そぶ自由
遊びで
は、常に
個別の動
きや一人
ひとりの
発達段階
等をしっ
かりと把
握し指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気な様子
で、跳び
箱を跳ぶ
のを楽し
みにして
おり、母
親にも今
度見せて
あげたい
と頑張っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横につ
き、すぐ
に助ける
ことがで
きるよう
に補助役
としてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

視診、保
護者対応
をしてい
た。ま
た、他の
園児の遊
びについ
ていた。

朝の自
由遊び
の際に
起きた
事故な
ので、
まだ体
がス
ムーズ
に動け
なかっ
たこと
が考え
られ
る。

跳び箱は朝
の自由遊び
では取組ま
ず、午前中
の活動では
クラスでの
活動で行う
こととす
る。異年齢
での自由遊
びでは午後
のみ行うこ
ととする。

8250

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 17 15 14 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7
2.基
準配
置

無し

マニュア
ルを形骸
化させな
いよう、
実例に応
じて職員
に意識付
けする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

頻繁 無し

遊ばせる
前に、再
度遊具の
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外であ
るため、
園児たち
も解放感
があり、
気持ちの
緩みが
あったと
思われ
る。

約束ごと
等、理解
できる年
齢なの
で、事前
に説明を
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒にぶ
ら下がっ
て、後方
にいる友
だちに、
「ゆらし
て」と頼
んだよう
である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒に職
員がつい
ていた
が、少し
距離が
あった
為、走っ
て手を差
し伸べた
が落下す
る瞬間に
間に合わ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の園児
を見守っ
ていたた
め、園児
たちの行
動、会話
に気づか
なかっ
た。

年長児
であっ
ても、
まだま
だ何が
起こる
かわか
らない
こと
等、再
認識す
る。

予想外の言
動、行動を
想定し、注
意すべきこ
と等、再確
認する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8251

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 14 13 13 3 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7
2.基
準配
置

無し

マニュア
ルを形骸
化させな
いよう、
実例に応
じて職員
に意識付
けする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

頻繁 無し。

遊ばせる
前に、再
度遊具の
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外であ
るため、
園児たち
も解放感
があり、
気持ちの
緩みが
あったと
思われ
る。

約束ごと
等、理解
できる年
齢なの
で、屋外
に出る前
に鉄棒を
勝手に使
用しない
よう注意
をしてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の所
に先生が
いない時
には、し
てはいけ
ない約束
だったの
に、つい
してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児達が
鉄棒をし
ているこ
とに気づ
き、注意
をしよう
とした瞬
間に落下
し、手を
差しのべ
るのが間
に合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の園児
2人がも
めていた
ので、そ
の対応に
追われ見
ていな
かった。

予測の
つかな
い行動
で、動
きも素
早く制
止でき
なかっ
た。

 鉄棒の横
には必ず職
員配置を
し、その時
のみ遊ばせ
る。

8252

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

配置以上
の職員が
いても抜
けている
場所があ
ることを
自覚する

研修は
行ってい
るもの
の、常に
事故やケ
ガを予測
し事前回
避するこ
とが必要

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

3

施設・設
備に関す
る不備は
見当たら
なかった

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雪山は冬
場だけし
かできな
い山であ
り、その
時の降雪
や温度に
より雪質
や斜面も
変化す
る。

その時々
の遊び場
の環境を
チェック
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大好きな
雪遊びで
みんなテ
ンション
が多少上
がってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

そり遊び
での衝突
がないよ
うに声が
けしなが
ら見守っ
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

斜面の陰
や離れた
ところで
遊ぶ子を
見守って
いた

複数の
職員で
見守っ
ていた
が止め
られな
かった

遊び始める
前に子ども
たちと安全
に遊ぶため
の約束を確
認する

8253

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首橈
骨若木骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
身体につ
いての確
認不足の
ため

活動する
際に自分
で危険予
測が意識
できるよ
う呼び掛
けたり、
安全に活
動できる
よう見
守ったり
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

活動する
場の環境
を整え、
十分な見
守りの中
で安全に
取り組め
るように
する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

手をつな
いで歩い
ていたた
め、何か
の要因で
躓いた際
にバラン
スが取れ
なかった
のではな
いか。

移動する
時には周
囲の様子
に気をつ
けながら
歩くよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
機嫌よく
元気に登
園した。
掃除に対
しても意
欲的に取
り組んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
掃除をし
ている園
児の指導
をしてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

保育室か
ら玄関へ
移動する
ので、園
児を誘導
する形で
先頭に立
ち歩いて
いた。

―

場所を移動
するときに
は、職員と
一緒に行動
し園児の様
子を見守
る。廊下を
歩く際の約
束などを都
度伝え園児
の意識を高
める。

8254

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

41 19 22 3 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２
2.基
準配
置

―

マニュア
ルや職員
配置など
には問題
がない。
ヒヤリ
ハットを
書くこ
と、それ
を共有す
ることを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

危険個所
の確認を
し、職員
一同で共
有してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

廊下が混
雑してい
るとき
は、少し
待ってか
ら移動す
る。他ク
ラスの状
況も把握
する必要
がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室・
体操遊び
という、
特別な時
間に、気
分が高揚
してい
た。他児
も同様の
感情で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室が
ある2階
階段に続
く廊下
に、2歳1
クラス全
員が集合
してから
移動しよ
うと、先
頭に1人
担任が待
機。その
後ろに1
列に子ど
もが並
ぶ。後方
より数名
の子ども
ととも11
名の担任
が合流す
る。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

後方から
数名の園
児ととも
に合流す
る。

―

園児に廊下
は走らな
い、周りを
よく見るな
ど声掛けを
する。徹底
する。３名
の担任がい
るので、中
間に１名配
置する。

8255

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

3 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12回以上 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園庭で年
少組全体
に雲梯や
その他の
遊具での
遊び方、
気をつけ
る事につ
いて話し
た。ま
た、年少
児は雲梯
と太鼓橋
は遊ぶ前
に保育者
に伝えて
許可を得
てから遊
ぶ事を約
束した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

雲梯の高
い所から
スタート
し、二番
目の棒を
掴もうと
した際に
上手く掴
めず左手
でぶら下
がりその
まま手を
離してし
まった。
落ちた際
に右肘が
下となり
体を受け
止めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

多くの園
児が外で
活動して
いたの
で、全体
を見渡し
ながら指
導をして
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

多くの園
児が外で
活動して
いたの
で、全体
を見渡し
ながら指
導をして
いた。

特にな
し

特になし

8256

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

19 9 10 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨々
幹部骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―
職員会等
で職員に
周知する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― 特になし
7.その
他

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3人一緒
に段ボー
ルに乗っ
て滑った

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は堤防の
上にい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の園児
もいたた
め見てい
なかっ
た。

今まで
も複数
人で一
緒に乗
り滑る
事が
あった
が、大
きな怪
我など
起こっ
ていな
かった
為、大
丈夫だ
ろうと
いう保
育教諭
の過信
があっ
た。

1人で滑っ
ても危険は
伴うが、複
数人で滑る
事の危険性
を認識し、
子ども達に
も伝える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8257

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

7 1 1
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの姿で
あった
が、保護
者の姿が
見え、少
し急いで
保護者の
もとに向
かおうと
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の降
園挨拶を
行ってい
たたが、
本児が近
くにいた
為、つま
ずく瞬間
を見てい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

補助教諭
は自転車
で迎えに
来る保護
者の誘導
をしてい
た。

保護者
が迎え
に来た
時に
焦って
走って
転倒し
た。

保護者が迎
えに来た時
に焦って走
ると転倒す
る恐れがあ
るので、落
ち着いて歩
いて保護者
のもとに行
くように子
どもたちに
声をかけ
る。

8258

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

122 27 57 38 7 6
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折・右
肘頭骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

36
2.基
準配
置

運動面で
気になる
子の園児
の特性に
見合った
目標設定
の把握。

研修によ
り、運動
面で気に
なる子の
園児の特
性も周知
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

鉄棒は
しっかり
と固定さ
れてお
り、地面
にはクッ
ション性
のある芝
が敷いて
あるため
改善の必
要はない
と思われ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

運動が得
意ではな
く、握力
等もまだ
弱く、転
倒した際
などよく
ケガする
園児だっ
た。

本人の体
力向上・
また、当
児の場合
は、更に
注意深く
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友達の
影響も
あって、
積極的に
取り組ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側で見
守ってい
たが、手
をさしの
べた際に
は、間に
合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
の担当の
場所につ
き、他児
見守りや
遊びへの
参加

一番小
さい鉄
棒であ
るとい
う安心
感から
生まれ
た職員
の意識

練習の際に
は更に注意
深く見守
る。

8259

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

40 5 5
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指 
基節骨骨
端線の骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

開催通
知、内容
を文書で
受け取
り、口頭
ではコロ
ナに対す
る対策を
中心に確
認した
が、実際
のゲーム
に関して
は例年
行ってい
る為、細
密な打ち
合わせは
実施しな
かった

高校教諭
との事前
打ち合わ
せで、今
年度の経
験を活か
して危険
予測をよ
り細かく
した上で
交流行事
を実施す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保幼園で
使用して
いるボー
ルよりも
硬いボー
ルだっ
た。

サッカー
教室開始
前にボー
ルに触れ
る時間を
設けるこ
とで、子
どもたち
が硬さを
認識し危
険予測が
できるよ
うにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃保幼
園で使用
するボー
ルより
も、サッ
カーボー
ルが硬い
ことへの
受け身の
演習が無
かった

次年度の
交流企画
の際、硬
いボール
に直接手
を触れる
ときの注
意喚起を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が
蹴った
ボールを
取りに
走って向
かってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ステージ
上で、子
どもたち
の補助を
しながら
グループ
の子ども
たちの様
子を見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児の
近くには
1名の
み。5つ
のグルー
プに分か
れての活
動だった
為、他の
4人の保
育者はそ
れぞれの
グループ
の子ども
達の援助
をしなが
ら自分の
担当する
グループ
を見守っ
ていた。

特にな
し

特になし

8260

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

―

全職員が
危機感を
持って事
故防止に
努める。
事故対応
マニュア
ルの見直
し、事故
防止につ
いて再度
共通理解
してお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

手に物を
持ってい
たこと
で、体の
バランス
を崩し、
転倒する
要因に
なったと
も考えら
れる。

事故防止
のための
取り組み
の「事故
防止
チェック
リスト」
をもとに
再確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分で必
要な物を
用意し、
意欲的な
姿が見ら
れ、出か
けること
を楽しみ
にしてい
る姿が伺
えた。早
く行きた
い気持ち
から走り
出したと
考える。

いつも
使ってい
る玄関で
はないと
ころから
の出入り
や手に物
を持って
いるとき
の対応な
ど、何が
起こるか
わからな
いので十
分に注意
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり意欲
的な姿や
活発に遊
ぶ姿が見
られてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
も子ども
たちと同
じような
動線で動
いていた
ので、対
象児の転
倒にすぐ
に気づき
駆け寄っ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

クラス全
員が保育
室から出
るのを確
認した
後、対象
児の鳴き
声で転倒
している
ことに気
づき、周
りの子ど
も達の配
慮を行っ
た。

対象児
は、●
月に不
注意に
よる怪
我が多
くあっ
たこと
から、
落ち着
いて行
動する
ことが
課題と
なって
いた。

子どもの状
況に合わせ
必要に応じ
て、慌てず
立ち止ま
り、気持ち
を落ち着け
て行動でき
るように関
わるように
する。

8261

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

32 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
剥離骨折
の疑い

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

特になし

遊びの中
で安全に
気を付け
ていける
ような啓
発の仕方
をもう一
度見直
し、研修
を進め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 特になし

ドッジ
ボールは
コートを
作る場
所、コー
トの広
さ、人数
も適正
だったと
思われる
ので、改
善策は特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危険な遊
び方をし
ていると
思われる
ときは、
子ども達
とルール
の確認を
しながら
安全な遊
び方を伝
えるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
ドッジ
ボールを
している
場所で
ゲームを
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

自分のク
ラスの園
児を中心
に見てい
たので、
対象児の
動きは把
握してい
なかっ
た。

特にな
し

ドッジボー
ルをしてい
た場所で見
守りをしな
がら声もか
けていたの
で、改善策
は特にな
し。

8262

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 10 10 10 3 3
18.６
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

ヒヤッと
した経験
を職員間
で共有す
る。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240 特になし

配慮事項
等を職員
間で共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り方が
不安定、
突然足を
痛めるよ
うな走り
方をして
しまう。

遊びの中
に体幹を
強くする
動きを取
り入れて
みる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一日元気
に過ご
す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育
教諭も加
わってこ
おり鬼で
遊んでい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至

降園時間
なので、
3歳児4歳
児クラス
の降園を
待つ

特にな
し

いつものよ
うに遊んで
いても、走
り方によっ
ては、痛み
を伴う怪我
があること
を共通理解
する。

8263

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 8 12 7 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性中
耳道炎

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

留意する
必要のあ
る本児で
あったた
め、もう
少し見守
りが必要
であっ
た。

事故防止
マニュア
ルを再確
認し、研
修の実施
により職
員に周知
を行う。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240

施設整備
について
は特に問
題はな
い。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机と机の
間の通路
が狭かっ
た。

机と机の
間隔をあ
け、人が
通るのに
余裕を持
たせる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
りの登園
で、いつ
も通り昼
食を終え
午後の活
動に入っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児から
離れたと
ころで見
守りをし
ていたが
本児の粘
土ベラを
入れてい
る行為に
気づけ
ず、本児
が泣いた
ため気が
付いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

本児の近
くにいた
が背中を
向けてい
たため、
本児の行
為に気づ
くことが
出来な
かった。

異年齢
保育で
普段の
担任と
は違う
保育士
が担当
をして
いる。

他クラス園
児の性格や
行動パター
ンを把握す
る。2名以
上が担当す
る場合、役
割分担を話
し合い保育
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8264

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

7 1 1
16.４
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折
8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

事故時、
担当者
(新任保
育教諭）
が、「子
どもの行
動」の予
見、観察
を的確に
していな
かった。

新任保育
教諭の安
全に対す
る対応・
技術の研
修を行
う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

4

トイレの出
入口の扉は
引戸で、子
どもが手を
挟まないよ
うに扉(引
手下部)に
隙間がある
仕様になっ
ている。引
手から上部
は隙間がな
い為手を挟
んだ。ま
た、トイレ
内の子ども
の様子が見
えるように
窓が上下に
はめ込んで
ある仕様。
(●製・木
製)

扉の開閉
は、常日
頃より丁
寧に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
が閉めか
けた扉に
子どもが
慌てて手
をかけた
一瞬の出
来事。

子どもの
行動を予
見しなが
ら業務を
遂行す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排泄後、部
屋には戻ら
ずトイレか
ら隣の保育
室へ行き、
年少児の遊
ぶ様子を見
ていた。保
育教諭が戻
るよう声を
かけたが戻
る様子がな
かったの
で、トイレ
の入口扉を
閉めようと
すると、閉
めかけてい
る扉に本児
が慌てて手
をかけた。
その際、扉
で左手の薬
指を挟んで
しまった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室に
て、朝の
準備をし
ている子
ども、準
備が終わ
り机で遊
んでいる
子ども、
トイレに
行った子
ども等全
体を見な
がら、本
児に声掛
けを行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当保育
士以外保
育室にい
なかっ
た。

子ども
の姿を
見なが
らドア
をゆっ
くり閉
めた
が、子
どもの
とっさ
の行動
に対応
しきれ
なかっ
た。

担当保育士
はドアの開
閉に子ども
の行動や危
険を予測し
て行動する
ことを徹底
する。

8265

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

14 1 1
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の脱臼

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

全体的に
見ていく
保育者の
位置や、
各年齢で
の発達を
把握し安
全に努め
ていた。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

安全には
心がけて
おり、掃
除の水拭
き後に転
倒しない
ように子
どもに声
をかけた
り、落ち
ている玩
具はすぐ
に拾うよ
うにして
注意を
払ってい
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手洗い場
付近の空
間は開け
ていたた
め、数名
の子ども
たちは走
り回る
等、落ち
ついた環
境ではな
かった。

クラスの
机の配置
を見直
し、椅子
に座って
落ち着い
た遊びが
できるよ
うに整え
る。（集
中して遊
べるよう
に遊びこ
める玩具
を増やし
ていく）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

手洗い場
で鏡を見
ながら踊
りをお
どってい
た。楽し
い気持ち
から興奮
気味だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のト
ラブルの
対応をし
ていたた
め、転ん
だ物音と
泣き声で
気づい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

夕方の
17:30頃
の保育の
為、担当
職員1名
の職員で
の保育
だった。

興奮気
味な両
者（本
児、友
達A）を
見て怪
我につ
ながる
可能性
を考え
声をか
けてい
たが、
他児の
トラブ
ルの対
応に気
をとら
れすぎ
てい
た。

全体的に
しっかりと
遊びの見守
りをできる
よう落ち着
いた遊び
（構成遊び
等集中しや
すい物）の
誘いかけを
していく。
また、全体
的に見れる
よう職員配
置の工夫を
していく。
落ち着かな
い雰囲気が
あった場合
はすぐに他
の職員に声
をかけ見守
りを手厚く
する。

8266

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 7 8 1 0
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頭
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

ケガにつ
ながる指
導がない
か外部講
師の監督
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

遊具等の
異常での
発生では
ないが、
遊具や教
材等につ
いて問題
がないか
は定期的
にチェッ
クを行う
ことを継
続し予防
に努める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

外部講師
の指導中
も、どの
ような内
容を行っ
ているの
か園とし
て確認を
行い、ケ
ガにつな
がる指導
がないか
監督を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り習い事
に送り出
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

該当児に
つき、跳
び箱の補
助を行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外部講師
の指導時
間であっ
たため、
園の職員
は配置さ
れていな
かった。

―

跳び箱への
練習の段階
をそれぞれ
の児にあっ
た段階であ
るのか見直
しを行う。

8267

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

48 25 22
18.６
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―
ヒヤリ
ハット予
防の徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
安全点検
簿にて、
毎月確認

7.その
他

―

登園の際
も、全職
員で園児
の安全を
見守るよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時、
2階の教
室に行く
途中階段
で転び、
膝と胸を
階段の角
で打つ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
至近で見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

非常勤職
員も配置
してお
り、見
守ってい
た。

―

階段で転ば
ないよう
に、職員が
近くで見守
り、事故防
止に気をつ
けるように
する

8268

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

81 13 11
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨肘
頭骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―
ヒヤリ
ハット予
防の徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
安全点検
簿にて、
毎月確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

集団活動
中は、全
職員で全
園児の安
全を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

預かり保
育中、
ロープが
ある固定
遊具で遊
んでいた
ところ、
手を放し
てしまい
右側にあ
る手すり
に肘をぶ
つけ地面
に落下。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
至近で見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

― ―

固定遊具は
特に注意し
て園児の動
きを確認す
るようにす
る。

8269

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

89 28 32 29 3 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨開
放骨折・
左肘脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

当該事故
に関連す
る要因と
して遊具
の置き場
が離れて
いたこと
があげら
れる

事故防止
について
各学級で
検討しそ
の結果を
まとめ、
職員間で
協議。改
善策とし
て遊具を
置く場所
が死角に
ならない
場に移動
し、さら
に職員配
置を改善
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

今回は
走って急
いで遊具
を取りた
いという
ことが大
きな要因
なので、
歩いて遊
具を取り
に行くこ
との約束
化を徹底
する。

歩いて取
りに行く
こと・職
員配置の
考慮・遊
具を置く
場所の検
討を図
り、職員
の死角を
なくす。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午睡後、
おやつ終
了後で園
庭での活
動に興
味・関心
が集中し
ていた。

歩いて取
りに行
く・職員
配置を考
え危険を
避ける・
遊具を置
く場所の
移動。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡後お
やつを食
べ、午後
の活動が
開始され
たので急
いで遊具
を取りた
いとした
ことが要
因

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

活動開始
前に一斉
指導をし
てから自
由活動に
入ったの
で、個別
対応にス
キがあっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

年少・年
長児も園
庭で活動
中だった
が、学年
の園児の
指導にあ
たってい
た。

遊具設
置場所
が一定
で、遊
具の取
り出し
が同一
方向に
なり集
中しや
すいこ
と。

職員配置場
所・遊具設
置場所など
改善する。
走らない
(歩きま
しょう）の
指導。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8270

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

132 3 6 10 39 38 36 19 19
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

引き続
き、研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

358
1.定期的
に実施

358 ―
引き続
き、点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

その時の
状況に合
わせて、
臨機応変
に職員が
見守った
り、動い
たりす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

外遊びの
時間が終
わりにな
り、あと
もう１回
総合遊具
ですべり
台を滑り
たい気持
ちが強
く、焦っ
て総合遊
具に上っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

総合遊具
の近くの
木の傍
で、木登
りをして
いる他児
を見なが
ら本児を
見ていた
ので、落
下の瞬間
は見れた
が間に合
わなかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

職員が他
にグラウ
ンド側に
1人、総
合遊具の
すべり台
側に1
人、子ど
もたちを
見守って
いた。本
児が落下
した姿は
見えた
が、間に
合わな
かった。

総合遊
具の上
り口に
は職員
がつい
ていな
かっ
た。

総合遊具の
上り口にも
職員がつい
て、子ども
の遊具の使
い方を見守
るようにす
る。

8271

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 10 18 15 15 6 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘のヒ
ビ

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

怪我当時
の状況を
共有し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

転倒が
あった場
合にでも
怪我につ
ながる事
がないよ
う、今後
も充分に
配慮して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

転倒が
あった場
合にでも
怪我のな
いよう環
境を考え
ながら設
定してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で元
気に遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に遊
んでお
り、本人
の遊びを
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

園庭あそ
びでそれ
ぞれの持
ち場で保
育を行っ
ていた。

特にな
し

転倒し怪我
をすること
も十分に考
えながら声
掛けをして
いくことが
必要である
と考える。

8272

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 6 6 6 4 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気にあ
そぶ様子
がみれら
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

選択あそ
び中は、
数名の保
育者でポ
ジショニ
ングして
おり、他
児との関
り中だっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

選択あそ
び中は、
数名の保
育者でポ
ジショニ
ングして
おり、他
児との関
り中だっ
た。

一瞬の
出来事
であっ
たりそ
の場に
いても
ケガを
防ぐこ
とは難
しかっ
たが、
ケガを
軽くす
ること
はでき
たかも
しれな
い。

危険個所へ
の意識向上

8273

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

28 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員1人
で子ども
をみてい
たが鉄棒
が出てい
る状況で
あった。
走ってい
る子ども
もいたこ
とから職
員は遊具
のそばに
ずっと付
き添うの
は難しい
状況だっ
た。

遊んでい
るこども
の様子や
職員の人
数によ
り、遊び
の内容の
変更や遊
具を片づ
け安全に
遊べる配
慮が必要
である

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転落する
前に鉄棒
の上に
座ってい
たため、
担任から
座るのは
危ないと
声を掛け
らていた
が、その
まま座っ
ており転
落する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もの様子
を確認す
るために
当該児童
のことも
見ながら
他児も見
守ってい
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

職員は1
人のみ

遊具付近で
の怪我が最
多である
為、普段よ
り子どもの
人数や状況
により担任
の目が行き
届かないと
判断した場
合は遊具を
片付ける等
の対応をす
るよう指導
していたが
けがが起
こってし
まった。今
回のように
担任が一人
で見守って
おり走って
いる子ども
もいる場合
は遊具で遊
ばないよう
に話をして
おくか片づ
けておく必
要があった
と思われ
る。また、
登園では寒
い時期に骨
折が多いよ
うに感じ
る。

遊んでいる子
どもの様子や
職員の人数に
より遊具の使
用時に確実に
見守りができ
ない場合は、
遊びの内容の
変更や遊具を
片づけ安全に
遊べる配慮が
必要である。
特に鉄棒や雲
梯などの遊具
は少しの油断
が大怪我に繋
がりやすいこ
とを職員1人1
人が再度認識
し確実に見守
りが行えるよ
うにする。ま
た、以前から
行っているが
寒い季節は柔
軟性が低下す
るために大け
がになりやす
いことから今
後も活動前の
準備運動を継
続する。

8274

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 10 4
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

今後もマ
ニュアル
に沿った
研修や話
し合いを
通して職
員の知
識・判断
力を高め
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

・子ども
たち全員
が密接に
ならない
ような環
境構成を
行う。
・クラス
全体を２
つに分
け、保育
教諭と補
助が２人
１組と
なってそ
れぞれの
担当の子
どもたち
を指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
集中力の
途切れ

床にマットを
敷くなど活動
の場所は適切
であり、子ど
もの体調も練
習を安全に行
えることを確
認していた。
準備運動はケ
ガをしないよ
うに柔軟を中
心に十分行っ
ていた。また
疲れていると
判断されてい
た子どもには
適時に休憩を
とらせてい
た。当該園児
は運動がよく
できる子だっ
たが、事故発
生状況はバラ
ンスを崩し、
右手の人差し
指を床に着い
た際体重がか
かり骨折し
た。原因とし
ては、やや集
中力を欠いて
いたと推測さ
れる。落ち着
いて行ってい
るように見え
ても、今回の
ように集中力
に欠けること
があるので集
中力が保てる
よう職員は声
をかけていく
ことにする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

発表会の
体操を流
れで順番
に行って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当場所
で子ども
たちの動
き、様子
を見守っ
ていた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

それぞれ
の担当場
所で子ど
もたちの
動き、様
子を見
守ってい
た。

子ども
の集中
力の途
切れ

・体が十分
に温まるよ
うな準備運
動をする。
・集中力が
続くような
声掛けをす
る。
・いつでも
補助できる
ような位置
に職員を配
置する。

218 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8275

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

30 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

集会等で
子どもた
ちに安全
遊び方に
ついて伝
える機会
を定期的
に持ち、
安全意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

約200 ―

使い始め
て間もな
い遊具
だったの
で、再度
正しい使
用方法や
危険性に
ついて子
どもたち
にしっか
りと伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭で遊
びや園児
が大勢で
活動する
ときは、
担当はも
とより園
長、主幹
保育教
諭、フ
リーの保
育教諭が
安全のた
めに子ど
もたちの
見守りを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児に後
日、事故
後の様子
を伺う
と、ジャ
ンプをし
たら三輪
車を飛び
越えられ
ると思っ
たと話し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は少
し離れた
所で全体
を見てい
たため気
づけな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担任より
更に離れ
た所から
全体を見
ていたの
で気づけ
なかっ
た。

―

全体を見守
りつつも、
目配りだけ
でなく子ど
もたちへの
声掛やボ
ディー
チェックを
行い、異常
にすぐに気
がつけるよ
うにする。

8276

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

12 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯の脱
臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育教諭
による子
どもの行
動の予測
不足。

転倒の恐
れもある
事を踏ま
えなが
ら、安全
面に配慮
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

291
1.定期的
に実施

291

床が少し
滑りやす
い状態
だった。

転倒防止
の為裸足
で活動し
ていた
が、より
転倒を防
ぐ為に足
の裏を濡
れた布巾
で拭くな
どする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒時手
が出な
かった

転倒時手
が出るよ
う訓練を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育教諭
のしっぽ
を取ろう
と追い掛
けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児から
逃げなが
らも動き
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児と
しっぽ取
りをして
いた。

―

見守りなが
ら安全面に
留意してい
く。

8277

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

・園庭遊び
を終えて保
育室に戻る
際、主担保
育教諭では
なく副担保
育教諭が声
をかけた。
副担保育教
諭はその時
点での園児
全体の動き
を把握でき
ていなかっ
た。
・歯が抜け
た際に使用
するべき歯
の保存液が
あることを
職員が思い
出せなかっ
た。

・園児全
体への声
かけは、
１日の流
れを把握
できてい
る主担保
育教諭が
行い、園
児全員が
集まるま
で見守る
ようにす
る。
・こども
園職員に
おいて、
園児の事
故や怪我
に対して
の応急処
置の研修
を定期的
に行って
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・テラス
前側溝の
ふたが赤
茶色であ
り、園庭
の地面の
色と同化
していた
ため側溝
の段差に
気づかな
かった。
・側溝と
園庭地面
に段差が
あったこ
とでつま
づいてし
まった。

・側溝の
ふたの色
を地面と
違う黄色
に塗り替
え、目立
つように
した。
・週１回
の側溝ふ
た掃除に
加え、段
差をなく
すように
園庭の土
をなら
す。段差
がないか
安全点検
の項目を
追加す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

５歳児は
●月から
午睡がな
くなり、
生活リズ
ムに変化
があっ
た。事故
発生時間
は園児の
気持ちが
落ち着き
にくいこ
とや、体
力的に疲
れやすい
時間帯で
あった。

午睡がな
くなって
からの園
での過ご
し方を園
児の様子
に合わせ
て見直し
ていき、
園児一人
一人の状
況を見な
がら個々
に合った
休息が十
分に取れ
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調もよ
く、普段
通り給食
後に室内
遊びを
し、その
後休憩タ
イムをは
さみ、砂
場で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭遊び
を全体が
見えると
ころで見
守ってい
たが、事
故発生時
には該当
児の方向
を見てい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当職員
とともに
全体を見
守ってい
たが、事
故直前に
トラブル
に発展し
そうな園
児たちの
対応をし
ていた。

・事故
発生
時、担
任保育
教諭が
２名と
も該当
児の方
向を見
ていな
かっ
た。
・側溝
付近を
走るこ
とで、
すべっ
たり転
倒する
ことを
予測で
きてい
なかっ
た。

・園児一人
ひとりの状
況を把握
し、転倒す
るリスクの
恐れがある
園児につい
て職員が意
識するよう
に職員会議
で共有を行
う。
・側溝付近
や段差が有
るところで
は走らない
ように日頃
から園児に
安全教育を
行なう。

8278

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 3 1 1 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な男
児で、友
達と関
わって遊
ぶことを
好む子で
ある。当
日は、登
園時から
教育時
間、その
後の預か
り保育と
平常時と
変わりな
く活動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

モップが
けをしな
がら滑り
台で遊ん
でいる４
人の子ど
もの様子
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

保育の反
省・次の
日の準備
とそれぞ
れの活動
をしてお
り，遊戯
室での遊
びの様子
は見てい
ない。

あと数
人しか
残って
いない
という
保育教
諭の心
の緩み
があ
り，子
どもた
ちの様
子を見
ている
よう
で，見
ていな
かっ
た。

年齢が低く
体力のあま
りない年少
児は，夕方
になると気
づかぬうち
に疲れから
注意力・集
中力が低下
することが
考えられ
る。そのた
め，遊びの
種類や遊び
方等細やか
に観察して
言葉がけな
ど配慮して
ていく。

8279

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

25 2 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
幹部骨
折、左モ
ンデジア
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

事故当時
一番最初
に対応し
た職員、
看護師共
にマニュ
アルの動
きに沿っ
て迅速に
対応出来
ており、
病院受診
によって
職員配置
に変更が
出たが、
主幹教諭
の指示に
よって必
要数の職
員の配置
は速やか
に手配出
来てい
た。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 特になし

事故発生
において
施設・遊
具等の不
具合は見
られてお
らず、安
全点検担
当職員に
よって適
正に定期
的な点検
の実施が
なされて
いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以上児ク
ラス（３
クラス）
の園児が
園庭に出
て遊んで
おり、混
雑しては
いないも
のの、人
数が多
く、近く
で駆け回
るなど違
う遊びを
する他児
が行き来
する状況
であっ
た。

追いかけっ
こ等の駆け
回る遊びを
行う園児に
は、園庭の
中でも走り
やすい広い
スペースへ
誘導し、そ
の他の遊び
を行う園児
と空間を分
ける。職員
へも園庭で
の注意事項
を周知徹底
し、園児を
随時適切な
スペースへ
誘導出来る
様にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

段差は高
くなく、
本児自身
も降りれ
ると考え
た為、
ジャンプ
をしてい
る。実際
体操の時
間等で同
様の高さ
からの
ジャンプ
を、難な
く降りる
事が出来
ている。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の体操
を担当して
いる職員が
至近で見て
いた職員で
あった。体
操で難なく
ジャンプす
る高さが
あった為危
険と判断せ
ず、本児が
降りようと
した時に注
意を行わな
かった。ま
た、駆けて
きた他児が
直進してい
た所から急
に曲がった
事もあり、
衝突の瞬間
に手を差し
伸べたが間
に合わな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

園庭で他
の園児の
対応をし
ており、
衝突時は
見ていな
かった。

特にな
し

普段なら危
険のない事
でも、多数
の子どもが
行き交い遊
ぶ状況下で
の危険性を
充分理解
し、判断す
る必要があ
る。様々な
状況の予測
をし行動出
来るよう、
実際の事故
事例を元に
定期的に研
修を行い、
知識・経験
を培う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8280

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 7 3 5 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨にひ
びが入る
（痛みが
出る動き
はしない
ようにと
の指導。
固定な
し、運動
制限な
し）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

きょうだ
い児の
じゃれ合
いについ
て目を配
る

職員会
議、各種
ミーティ
ングで検
討を加え
る

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10 ―
特記事項
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

安全確認
と子ども
たちの見
守りを強
化する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

きょうだ
い児と
じゃれ
合ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内の子
どもを見
守る役目
を担って
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

― ―
周囲をよく
見て遊ぶよ
うに促す

8281

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 8 11 11 2 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

登園して
くる子も
いる中で
走る等動
きのある
遊びをし
ていたの
で、静か
に遊べる
遊びを設
定するべ
きだっ
た。

職員の目
が届きや
すい動き
の少な
い、落ち
着いた遊
びを設定
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

毎月一回
安全点検
を行って
いる。改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと
遊ぶこと
が楽し
く、気持
ちも高揚
し走る遊
び等が予
想され
た。

ブロッ
ク、お絵
描き、ぬ
りえ等
座って落
ち着いて
遊べる遊
びを設定
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
かけっこ
やおに
ごっこを
して遊ぶ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園して
きた子の
人数を確
認しなが
ら対象児
が遊んで
いる様子
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

登園して
くる子の
受け入れ
をしてい
たため見
ていな
かった。

職員間
での連
携が取
れてい
なかっ
たこと
が考え
られ
る。

朝保育は担
任でない職
員が入るこ
ともあるの
で、職員同
士連携をと
るようにす
る。

8282

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 14 15 11 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

3人の職
員が要所
ごとに散
らばり、
園庭の子
ども達を
見守って
いたが、
瞬時の出
来事で防
ぐことが
出来な
かった。

子ども達
に遊具の
使い方や
安全のた
めのルー
ルを再指
導してい
くととも
に、園庭
遊びでの
職員の立
ち位置を
再検討す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雲梯には
問題な
し。園庭
が広くな
いので、
園児が走
り回れる
スペース
を広く取
り、設置
には安全
面を考慮
したつも
りであっ
た。

園庭は全
面砂場で
大きな事
故は無
かった
が、この
度のこと
を受けて
雲梯下に
クッショ
ン性のあ
るものを
考えてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雲梯の位
置が階段
下りてす
ぐ近くに
にあるた
め、下り
てくる子
どもの方
に自然に
視線が向
いてしま
いがちに
なる。

段階を
追って雲
梯に慣れ
ていくた
めに、ぶ
ら下がり
専用の場
所を考慮
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は雲
梯にぶら
下がるこ
としかで
きなかっ
たが、同
クラスの
友達がど
んどん前
に進むの
をみて、
自分もや
りたいの
意欲はと
ても高
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自分のク
ラスの子
ども達が
雲梯に興
味をもっ
てやりた
がってい
ることを
知ってい
たので、
見守りは
クラス担
任がして
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は、担任
が見守っ
ているの
で安心し
て、雲梯
で遊ぶ以
外の子ど
も達を見
守ってい
た。

雲梯の
近くに
いたと
はい
え、職
員が雲
梯ばか
りを注
視して
いたと
はいえ
ない。

雲梯の傍に
いる職員だ
けでなく、
他の場所に
立っている
職員も広く
全体的に目
配りするこ
とを再確認
していく。

8283

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 15 15 15 4 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

当日の遊
具の状態
確認につ
いての確
認が出来
ていない
のではな
いか

毎日の点
検の強化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1～2 ―

固定遊具
における
安全点検
は充分で
あった

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

駆けおり
るかもし
れないの
に　止め
られな
かった

4歳児の
特徴を考
えて遊び
方のルー
ル等　園
児職員で
再確認す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4歳児ク
ラスの中
でも　活
発に動く
園児であ
る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

異年齢が
活動始め
る　朝一
番の時間
であった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

異年齢の
活動が始
まる朝一
番の時間
だった

活動が
落ち着
かない
不安定
な時間
帯で
あった

定期的にマ
ニュアルの
再確認が必
要である。
●職員会議
で職員に周
知する

8284

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

24 4 4
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

予測でき
ない動き
を止める
ことが出
来なかっ
た

リスクマ
ネジメン
トにて検
討を行
い、職員
に周知を
行う

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

36 なし

床面にお
ける欠陥
はなかっ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

イスに座
らない子
に対して
の関わり
が曖昧
だった

集団から
離れた子
がいる場
合傍につ
くか、声
をかけ座
るように
誘いかけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児とス
キンシッ
プをとっ
ていて床
に丸まっ
ていた本
児の上に
他児が
乗っか
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児が本
児の上に
乗った際
に止めに
入る。
本児の様
子を確認
した。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

1人の保
育者は朝
の会を行
いながら
離れた場
所にい
た。
他の2人
は朝の会
の補佐、
もう1人
はトイレ
の介助を
してい
た。

スキン
シップ
をとり
たくて
他児が
本児の
上に
乗って
しまっ
た。

他児に職員
が個別につ
き、関わり
方や遊び方
を伝えてい
く。

8285

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

57 4 8 12 11 11 11 16 12
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左足関節
外果骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遅番児童
や保護者
対応をす
る職員
と、保育
を担当す
る職員の
役割分担
が明確で
なかっ
た。職員
間の連携
が足りな
かった。

遅番保育
時の職員
の役割、
担当の確
認を行い
職員間で
周知をし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大型遊具
の滑り台
から滑り
終わり、
着地し次
の目的場
所に向か
おうとし
た時に左
足首を
捻った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遅番担当職
員は、本児
が5歳児で
あり園児同
士で遊んで
いたことか
ら、常に側
にいた訳で
なく、本児
からの申し
出や痛がる
様子も無
かった為、
本児が怪我
をしたこと
に気付かな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

遅番保育
中で、子
どもの引
き渡しや
保護者対
応をして
いた為、
本児の姿
に気づけ
なかっ
た。

本児は、
日頃から
怪我に繋
がるよう
な行動が
多く見ら
れてい
た。怪我
をした時
や困った
事があっ
た時に本
児から職
員に伝え
る事が少
なく、家
庭で母に
報告をす
る為、す
ぐに怪我
をしたこ
とを気付
くことが
出来な
かった。

他クラス園
児の性格や
行動パター
ンを把握す
る。2名以
上が担当す
る場合、役
割分担を話
し合い保育
する。

8286

令和
4年
11月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

7 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯の
打撲

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

再発防止
に向けて
今後の安
全管理の
役割につ
いて、話
合い共通
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

保育室の
出入り口
付近は、
保育室か
らも廊下
からも見
えにくい
為、気を
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

小人数で
はあった
が、廊下
に出ない
よう声を
掛ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
らずいつ
も通り
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体
を見守っ
ていた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

固定遊具
についた
り、全体
を見守っ
ていたり
分担をし
て配置し
ていた。

―

事故の起
こった室内
には、職員
が１人だっ
たが園児も
少なかった
ので人的面
には問題は
なかった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8287

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

16 2 2 4歳
1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左横骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

固定遊具
の網には
座らない
という思
い込み
で、子ど
もの行動
に対し危
険予測に
欠いてい
た。

危険予測
の共通認
識を再確
認し、徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

無し

事前点検
で遊具に
破損劣化
は無かっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
１F、2F
共に死角
が無いよ
う使用範
囲を制限
し、遊具
使用につ
いて子ど
も達と約
束をし安
全に見れ
るよう連
携を取っ
ていた。
しかし、
部分的に
子どもが
集中する
場所が発
生し、保
育教諭の
視線が子
どもの集
中部に向
きやすい
環境が生
じた。

子どもの
集中を防
ぎ、安全
に見きれ
る範囲で
大型遊具
の使用場
所を制限
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会
後、久し
ぶりの園
外保育で
気持ちが
昂ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

丸太橋付
近の子ど
もたちの
トラブル
対応を行
うため、
本児の安
全を目視
で確認し
た後、視
線を外し
て他児へ
注意喚起
している
間に落下
し事故発
生を見逃
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2Fから1F
の本児が
見える所
で、滑り
台を中心
に子ども
達を見て
いたが、
梯子遊具
の子ども
達が集中
してきた
ため、
1F,2F全
体の安全
を確認し
梯子付近
まで移動
し子ども
達へ声を
かけてい
た為本児
が転落す
るのを見
逃した。

子どもが約
束を守って
遊具を使用
し、落ち着
いて遊べる
ようこまめ
な声掛けを
していく。

8288

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 18 19 7 6 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右関節肘
内障事故

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特段泣く
こともな
く、遊ん
だ後に保
育士に腕
を強く
引っ張ら
れたと訴
えたこと
により、
保育士が
気付く。

普段の手
をつなぐ
ことでも
肘内障に
なること
を確認
し、当面
手をつな
がない遊
びをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

泣くこと
もなく、
女児と仲
良く手を
つないで
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつも通
り、仲良
く遊ぶ姿
を確認

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特に意識
はしてい
なかっ
た。

普段と
変わら
ない状
態の中
で泣く
ことも
なく、
静かに
女児に
手を
引っ張
られた
と訴え
た。

（当面手を
つながない
遊びをす
る）

8289

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

45 9 11 16 9 5 5 3歳
2.女
児

嘱託医よ
り、レント
ゲンの結
果、上顎左
側乳中切歯
は陳旧性の
破折であ
り、今回の
外傷による
破折である
可能性は低
いと説明
有。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎右側
乳中切歯
外傷性歯
の脱臼、
上顎左側
乳中切歯
外傷性歯
破折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(11)回/年

1.基
準以
上配
置

職員一人
ひとり
が、これ
まで以上
に周囲へ
の危険を
察知する
よう注意
を払う。

外部の人が
来園した
際、事前に
園長からこ
ども達との
関わりの中
で危ないと
感じた際は
声掛けさせ
てもらうこ
とを周知す
る。保育者
は外部の方
とこども達
が遊んでい
る様子も視
界に入れ、
危険を感じ
た際はすぐ
に声をかけ
危機回避し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

けがにつ
ながらな
いように
保育者が
より注意
深く、子
どもを見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

理事長と
遊ぶまで
は、担任
の先生と
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで本
児を含む
こどもた
ちと一緒
に過ごし
ていた
が、怪我
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

至近距離
にはいた
が、怪我
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

保育教
諭では
ない大
人が子
どもと
関わ
り、そ
の延長
で起き
た事
故。特
に理事
長はほ
ぼ毎
日、園
に足を
運び、
こども
たちと
のふれ
あいも
大事に
されて
いた
が、危
ないと
感じた
時に直
接伝え

外部の人が
来園した
際、事前に
園長からこ
どもたちと
の関わりの
中で危ない
と保育者が
感じた際は
声を掛けさ
せてもらう
ことを周知
する。保育
者は外部の
方とこども
たちがあそ
んでいる様
子も視界に
入れ、危険
を感じた際
はすぐに声
をかけ危機
回避してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8290

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 7 11 15 5 5 4歳
1.男
児

診断名発達
性協調運動
障害（運動
機能の特異
的発達障
害）で保育
士の加配が
認められて
いる。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨若
木骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

1.基
準以
上配
置

本児の特
性を理解
し、安全
に過ごせ
るように
会議など
で話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
活動して
いた。本
児の動き
を規制し
なければ
ならな
かった。

本児の欲
求を満た
せるよう
な遊びの
空間を工
夫する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の行
動を止め
られ腹を
たてた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が担
当職員を
蹴ろうと
突進して
きたが、
それをか
わすと他
児が危険
と思い抱
えて止め
ようとし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が
怒ってい
るのを見
ていた
が、担当
職員が対
応してい
たので見
守ってい
た。

特になし

8291

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 6 5 6 6 6 4 10 10 5歳
2.女
児

鬼ごっこを
している際
に、鬼の方
に気をとら
れ、半身に
なってバラ
ンスを崩し
転倒した
が、左手を
ついたとき
に体重がか
かったのが
骨折の一因
と考えられ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第五指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

体重の増
加ととも
に機敏な
動きや転
倒時の受
け身がと
りにくく
なってい
ることも
事故の要
因と考え
られる。

遊びのの
ルールや
マナーの
徹底、危
険な行為
の確認等
を随時行
うと共
に、十分
に児童の
様子を観
察しなが
ら必要に
応じて休
憩させる
等の配慮
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

転倒した
原因が施
設の老朽
化や不備
等による
ものでは
ないが、
床面と壁
面で結露
による補
修が必要
なところ
が3カ所
ある。

補修が必
要な箇所
の要望を
上げる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の転
倒事故に
は直接関
わらない
が、遊戯
室周りに
配置して
ある遊具
や収納箱
等が事故
の原因と
なり得る
ので遊ぶ
範囲等で
十分注意
する。

特にホー
ルでの遊
びの際の
見守りに
は、目を
切らさな
いよう十
分に気を
つけてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり楽し
く安全に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら目を離
していた
が、転倒
にすぐに
気づいて
対応し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を常に
見守って
いる。

担当保
育士が
全ての
子供た
ちの安
全確保
が十分
できて
いない
可能性
もあ
る。

担当保育士
が全ての子
供たちの安
全を確保で
きるための
遊びの種類
や範囲を配
慮すること
も必要

8292

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 6 8 2 2 4歳
2.女
児

出生時より
左肋骨5番
目に小さな
瘤があり4
歳になった
のを機に病
院受診をす
る。現時点
で問題はな
いが経過観
察を行って
行く。医師
からは転倒
に気を付け
るよう保護
者に助言が
あり、保育
園でも気を
付けてい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯陥入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

危険な行
為を伝え
る事を優
先してし
まい、他
児から離
された不
安や注意
される事
への抵抗
など本児
の気持ち
への配慮
にかけて
いた。

担当児ひ
とり一人
の行動予
測を行い
安全な状
況下で保
育を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

園内の床は
ウッドフ
ローリング
が殆どで一
部クッショ
ンフロアと
なってい
る。乳児ク
ラスはウッ
ドフローリ
ングの上に
ジョイント
マットを敷
き転倒防止
をしていた
が、廊下や
幼児室は固
くて滑りや
すいウッド
フローリン
グとなって
いる。

ウッドフ
ローリン
グに滑り
止めワッ
クスを施
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

廊下や保育
室の床が滑
りやすく室
内では裸足
で生活をし
ているのだ
が、園外活
動時は靴下
を着用して
いる。園外
活動から
帰ったばか
りで靴下を
着用してい
た為滑るリ
スクが高
かった事に
対しての環
境の見直し
がなされて
いなかっ
た。

幼児クラ
スは園外
活動をす
る際、玄
関内で靴
下を着脱
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
手すりを
使いゆっ
くりと上
るよう声
掛けした
が、本児
は聞き入
れず我先
に階段を
一段飛ば
しで上っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

危険な行為
を伝える為
他児から離
して保育士
の側に移動
させ、他児
がトイレに
行くのを見
守っている
間、本児が
保育士の右
腰を強く押
し足が滑っ
て転倒した
が、転倒し
た瞬間は見
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスご
とに階段
を上るこ
とになっ
ていた
為、園児
8名と階
段下で待
機してい
たので状
況は見え
ていな
かった。

複数人
を担当
してい
る中で
の個別
対応は
他職員
との連
携が必
要とな
るが、
担当人
数が少
なかっ
たこと
や、他
児が落
ち着い
てトイ
レに移
動して
いたこ
とで一
人で対
応がで
きると
思って
いた。

個人対応を
する時、他
の保育士の
サポートを
得ながら行
う。サポー
トが得られ
ない場合
は、落ち着
いた環境の
中で対応を
する。

8293

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

3 13 12 14 3 3 4歳
2.女
児

当所短期間
の通院見込
みだった
が、経過観
察の都合
上、治療に
要する期間
が1ヶ月以
上となっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

斜頸
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故防止
意識向上
の為、職
員が危険
と感じる
場面・解
決策を会
議で話し
合う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

万が一薄
暗くなっ
てから移
動する場
合は、園
舎横門を
使用せ
ず、園庭
から裏口
を使い園
舎へ入
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

狭い通路
は一人ず
つ歩く。
子どもへ
の注意喚
起の声掛
けも行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と手
をつなぎ
列の後方
を歩いて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒して
いない状
況は把握
できた
が、暗が
りの為子
どもの足
元の状況
や、体勢
が不安定
になる事
での危険
予測まで
出来てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の引
率してい
たクラス
に集中し
ていて、
前方にい
た本児達
の動きに
は全く気
が付かな
かった。

狭い通
路を2列
で手を
つなぎ
歩かせ
てい
た。保
育士の
目が行
き届か
ない所
があっ
た。

狭い通路は
一人ずつ歩
く。保育士
が1クラスず
つ目を届か
せるように
する。

8294

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 10 10 6 2 2 3歳
1.男
児

1歳児頃か
ら、家庭で
転んで顔を
ぶつけやす
かったこと
から歯の根
と歯茎が
弱ってお
り、抜けや
すい状態で
あったこと
が、受診し
た際に指摘
される。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の完全脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

鉄棒の見
守りは出
来ていた
が、園児
によって
は補助の
必要性の
把握や配
慮が必要
だった。

職員間で
子どもの
育ちや特
性を共有
し関わり
方の配慮
を深め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

特にな
し。

使用する
前に、鉄
棒とマッ
トを確認
して問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒をす
るにあた
り、動き
次第では
ケガに繋
がること
を周知し
てから行
うべきで
あった
が、周知
が出来て
いなかっ
た。

鉄棒を出
す際に
は、使用
方法等や
注意事項
を伝え、
年齢に
あった声
掛けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

随時登園
してくる
友だちと
仲良く遊
べ、楽し
くすごし
ている。
鉄棒はあ
まり得意
ではない
が周りの
園児たち
と同様に
興味を
持って
チャレン
ジしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の鉄
棒する姿
を見ては
いたが、
斜め後方
にいて、
ぶつけた
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
を見守っ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

２階
ホール
を２人
体制で
見守る
中で、
鉄棒を
出した
際の立
ち位置
などに
配慮が
必要
だっ
た。

鉄棒の見守
り位置を、
逆側にして
視野を広げ
るようにす
る。朝の受
け入れ体制
によって
は、鉄棒を
出さないよ
うにするよ
うな対応に
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8295

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 1 6 3 4 3 4 0 4 4 3歳
1.男
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上前歯
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

様々な状
況下で事
故が発生
すること
を学ぶ機
会を増や
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

床に傷み
はなく材
質には問
題なし

設備等、
問題なし

7.その
他

土曜日
で、かつ
登園時間
のピーク
を過ぎて
いたた
め、廊下
に人がい
ず、自由
な空間
だった。

保護者に
は準備中
も子ども
から目を
離さない
ことや準
備をとも
にするこ
とを周
知。子ど
もには、
廊下は歩
くこと、
荷物の準
備をとも
にするこ
とを話
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発なと
ころがあ
り、保護
者と一緒
でも園内
を走って
いること
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

土曜日、
かつ登園
時間の
ピークを
過ぎてい
たため、
保育士は
保育室の
活動に集
中し、廊
下や保護
者がいた
３歳児室
には職員
がいず、
状況を把
握してい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
保育中で
あった。

登園
後、準
備を済
ませ、
保護者
と保育
室に来
て受託
すると
いう意
識があ
り、周
囲への
注意が
不十分
であっ
た。

保護者と一
緒のときで
あっても、
危険につな
がることが
予測される
場面では、
声をかけ
る。

8296

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 5歳
1.男
児

普段から転
ぶ時、手の
つき方が特
徴的で内側
に巻き込む
ようにして
転ぶことが
多かった。
医師が骨が
曲がってい
ると診断し
た時も、以
前に大きな
怪我をして
いないか確
認する。普
段からよく
転ぶ子なの
で今回のこ
とだけでな
いかもしれ
ないが判断
が難しいと
いい、曲が
りが治るま
ではギブス
で固定する
ことにす
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

園長も同
行し、先
頭と最後
尾で保育
士がつい
ていた。
滑りやす
いから走
らないよ
うに声を
掛けてい
たが友だ
ちに追い
つこうと
走ってし
まった。

走らない
ように声
掛けす
る。中間
地点にも
保育士が
つくよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予定より
早く雨が
降り、足
元が滑り
やすく
なってい
た（午後
１時過ぎ
から雨予
報が出て
いたが、
山登りは
●時４０
分には下
山予定
だったの
で決行し
た）

雨天順延
日も作っ
ていたの
で、天気
が怪しい
時は無理
せず延期
も考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
転びやす
く、手を
内側に織
り込むよ
うに転ぶ
ことが
あった。
友だちに
追いつこ
うと走っ
て転んだ
ときも右
手が下敷
きになっ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雨が降って
滑りやすく
なっている
ことは全体
的に声掛け
し、走る子
には個別に
声掛けをし
ていた。転
んだ時もど
こが痛い？
とすぐに聞
いたが本児
もはっきり
答えること
が出来ず、
泣き止んで
また走って
いったの
で、大丈夫
だと思って
しまった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

列の先頭
を歩いて
いたの
で、その
瞬間は見
ていな
かった。

本児が
泣き止
んだの
で手の
状態を
きちん
と確認
しな
かっ
た。雨
も降っ
ていた
ので、
急いで
下山す
ること
に気を
向けて
しまっ
た。

事前に危険
があること
をもっと伝
えていく。
気持ちが高
まると事前
に話すだけ
では忘れて
しまうので
その都度
しっかり伝
えていく。
転んだ時に
どの部位を
痛がってい
るのか、状
態をきちん
と確認し患
部を冷やす
などの処置
をしてい
く。

8297

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 1 2 6 8 8 4 8 8 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関して
の研修を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ボールに
乗る行為
を止めな
かったこ
と。

ボールに
乗るとど
うなるか
再度確認
注意して
いくこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールに
乗る行為
を止めな
かったこ
と。

ボールに
乗るとど
うなるか
再度確認
注意して
いくこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
を見てお
り、対象
児童を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てお
り、対象
児童を見
ていな
かった。

一瞬の
出来事
では
あった
が全体
様子が
確認で
きてい
なかっ
た。

二人体制で
はあったが
様子を見き
れないので
あれば活動
方法を変え
る。

8298

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

19 7 6 6 2 2 4歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨遠
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

雨天時の
公園内の
危険個所
を職員が
把握して
いなかっ
た

危険個所
の情報を
職員間で
しっかり
と共有す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用前)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

地面に埋
め込まれ
ている木
が濡れて
いて滑り
やすかっ
た

雨天時は
滑りやす
い芝生等
を避け、
砂地に
なってい
る公園を
使用する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児に滑
りやすい
場所の周
知をして
いなかっ
た

遊ぶ前に
雨天時の
危険個所
を周知し
て、その
場所には
近付かな
い等の
ルールを
定める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
等の遊び
には加わ
らず、公
園内を歩
いていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

離れた場
所から対
象児がい
る場所は
把握して
いたが、
転倒した
瞬間は見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
から離れ
た場所に
いる他の
園児を見
ていたた
め対象児
を見てい
なかった

特にな
し

職員間の連
携もとれて
いて、対象
児のいる場
所も把握し
ていたため
問題はな
かった

8299

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手人差
し指第一
関節骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
（２）回

2.基
準配
置

特になし

事故防止
意識向上
の為職員
が危険と
感じる場
面・解決
策を会議
で話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

空間を広
く展開
し、可能
な限り間
を開ける
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつ後
の本児の
活動内容
の認識は
していた
が怪我の
瞬間は把
握してい
なかっ
た。

子どもの
傍で見守
り、危険
への周知
を徹底す
る声掛け
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具の
コーナー
に座り、
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊びや片
付けの動
きは認識
していた
が、怪我
の瞬間は
把握して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
の見守り
活動を
行ってい
た為、本
児の様子
は把握出
来ていな
かった。

遊具設
定の環
境構成
と安全
面への
配慮が
なかっ
た。

空間を広く
展開し、保
育士１名が
必ず子ども
の見守りに
付く。

8300

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右の鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
（2）回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
意識向上
のため、
危険個所
や職員が
危険と感
じる場面
について
解決策や
対応方法
を会議で
話し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

冬期は特
に園庭の
状況を確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもへ
の定期的
な注意喚
起の声か
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

築山で
滑って遊
ぼうとし
ていた。
すべる順
番で本児
が一緒に
居た子を
押し、押
されて転
んだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士１
人は少し
離れた所
で子ども
達を見て
いた。も
う1人は
対象児と
至近の距
離に居た
が対象児
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは園庭
に居な
かったの
で、見て
いない。

他クラ
スが遊
んだ後
で雪の
状態な
どが思
いのほ
か滑っ
た。子
ども達
の動き
を確認
するポ
イント
をもっ
と増や
した方
が良

子どもの動
きを確認す
るポイント
をもっと増
やす。クラ
ス単独で園
庭遊びをし
ない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8301

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

10 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

4歳児の
園庭での
活動時に
担任のみ
で活動し
ていた。
複数で行
うように
改善した
い。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭の木
の根っこ
が少し盛
り上がっ
ている所
に足を踏
みはずし
て転んだ
ので、で
こぼこを
平らにす
る。

園庭の点
検表に
「地面の
でこぼ
こ」と
あったが
気づかず
にいた。
しっかり
と点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

でこぼこ
がなけれ
ば、転ば
なかった
のでは。

地面ので
こぼこを
なくす。
こども達
には気を
付ける事
も教え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児がカ
ブトムシ
に興味が
あり、い
るかと上
を見なが
ら歩いて
いて、
根っこに
引っ掛か
かる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は見
える位置
にいて、
本児が転
んだ瞬間
をみてい
た。転ん
だので本
児に寄添
うと手が
ぶらりと
している
ため事務
所に連れ
てくる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に
は、担任
のみで
あった。

複数見
守りが
あると
よかっ
たので
は。

園庭での活
動は複数で
見守れるよ
うにする。

8302

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 2 6 6 0 1 1 4歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

2度熱傷
（腰、臀
部、右
足）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

衛生安全
のマニュ
アルで身
近に起き
る事故に
ついて事
故予防や
対策の確
認はして
いたが、
火傷につ
いては想
定してお
らず、事
故が起
こってし
まった。

今後は火
傷の事故
予防につ
いても職
員全体に
周知して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(清掃時)
回/年

特になし
改善点は
無かった

6.食事
(おや
つ)中

配膳台を
保育室の
真ん中に
おいてし
まった。
配膳台の
ストッ
パーをか
けていな
かったの
でタイヤ
の向きが
不安定
だった。
配膳中
だったた
め、配膳
台の扉が
開けたま
まになっ
ていて不
安定だっ
た。

配膳台は不
安定になら
ないよう壁
につけて置
き、配膳台
の扉を開け
たままにし
ない、室内
には台を入
れず廊下に
置き、ス
トッパ－を
しっかりか
け事故が起
こらないよ
うにする。
配膳台の周
りに子ども
がいる時は
触らない等
の約束を伝
えていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
昼食の準
備をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

昼食の準
備をして
いた為、
他の子ど
も達等、
全体を見
ながら配
膳してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡準備
のため保
育室を離
れ、2階
でコット
を敷いて
いた。

配膳台
を室内
に入
れ、子
ども達
が食事
の準備
をして
いる中
で熱い
汁物を
盛り付
けてし
まっ
た。

子ども達が
おしぼりを
完全に絞り
おわり、落
ち着いて全
員が着席し
てから配膳
を始める。
厨房では汁
物を保温機
に移す際は
温度設定を
60度にし、
注意して配
膳する。

8303

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 3 3 3歳
1.男
児

元々体幹が
弱く、時々
転倒した
り、転倒時
に手が前に
出ないとき
が多々あ
り。また、
周囲の空間
認知力が弱
く、棚など
に顔を打撲
する場面が
時折みられ
ていた。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎前歯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

本児の運
動能力を
把握はし
ていた
が、個別
性に応じ
た危険予
測が不足
してい
た。安全
管理マ
ニュアル
を十分に
把握する
機会が少
なかっ
た。

安全管理
マニュア
ルを熟読
する機会
を設け
る。研修
頻度を増
やし、危
機管理能
力の技術
向上に努
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(20)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

点検だけ
ではな
く、玩具
の特性を
話し合
い、玩具
の使用時
に起こり
うる危険
予測を培
い、危機
管理能力
の技術向
上に努め
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りが
あった
が、保育
士の配置
が本児か
ら離れて
いた。月
齢にあっ
た大型ソ
フト積み
木を玩具
として何
度も使用
して遊ん
でいた
が、本児
の運動能
力を鑑み
て不測の
事態に対
する予防
環境構成
が不足し
ていた。

本児の運
動能力を
考慮した
上で、玩
具の環境
配置に
よっては
保育士が
傍に付
き、見守
る体制を
とってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故当時は
健康状態、
心理的状態
ともに通常
通り。複数
の友達とい
つものよう
に大型ソフ
ト積み木を
組み合わ
せ、家に見
立て遊んで
いた。同じ
遊びの経験
はあり、大
型ソフト積
み木の構成
も保育士と
友達と一緒
に行い楽し
んでいた。
後半、遊ん
でいた子が
数名別な遊
びへと移動
したが、当
該児は留ま
り遊びを継
続してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールを
走って楽
しむ子ど
もも居
て、衝突
等が起き
ないよう
に、本児
以外の子
どもたち
に付き、
離れた距
離では
あったが
すぐに駆
け付けら
れる距離
には配置
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

大型ソフ
ト積み木
の遊び
を、新た
に展開し
始めた子
どもにつ
きながら
当該児の
見守りを
おこなっ
た。ま
た、ホー
ルを走っ
て楽しむ
子どもが
居たの
で、もう
一人の保
育士が鉄
棒と跳び
箱の片付
けを行っ
ていた。

担任が
リー
ダーと
なっ
て、保
育にあ
たる職
員に、
本児の
個別情
報を
しっか
りと伝
えて保
育に入
る確認
が欠け
てい
た。

打合せの
際、子ども
の運動機能
など話し合
い、共有し
ていく。担
任以外の職
員が保育に
入る際は、
特に細かく
職員に注視
する子ども
を伝えてか
ら保育に
入ってもら
う。

8304

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 0 0 6歳
2.女
児

該当無し

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

降園後の
園庭遊具
の使用に
ついて、
職員が認
識を共有
し、遊ん
でいる場
合は声が
けをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具を使
用しても
良いかど
うかの掲
示を行う
べきで
あった。

保育士の
見守りが
できない
保育活動
以外の時
間帯は、
遊具に使
用禁止の
札をつけ
る。雪が
溶けたら
雲梯の下
にクッ
ションに
なるよう
な敷物を
敷く予定
である。

7.その
他

特になし

送迎の際
は、園庭
の遊具で
遊ばない
ことを保
護者にお
便りで伝
え、掲示
する。園
児には口
頭で伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

祖母が迎
えに来
て、園庭
で祖母と
一緒に遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遅番職員
は園内で
保育中
だったた
め、園庭
の様子は
分からな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遅番職員
は園内で
保育中
だったた
め、園庭
の様子は
分からな
かった。

特にな
し

遅番の職員
が、園児が
遊具を使用
しているの
を見かけた
ら注意を促
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8305

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 1 1 5歳
2.女
児

該当無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

事故の経
緯を職員
間で共有
し、子ど
もを見守
る時の注
意点につ
いて、共
通認識を
もつ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特にな
し。事故
現場のグ
ラウンド
は芝生に
なってい
て、周囲
に障がい
になるも
のも目視
では確認
できな
かった。

遊ぶ前に
危険がな
いかどう
かを職員
があらか
じめ確認
してか
ら、安全
に遊べる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士
は、子ど
も全員が
見える所
にいて遊
ばせてい
たが、手
を引っ
張ったり
転んだり
した瞬間
を確認で
きていな
かった。

遊ぶ前に
友だちを
押さな
い、引っ
張らない
ことを伝
えたり、
押したり
引っ張っ
たりする
と、お友
達はどう
なるのか
を伝えて
たりし
て、遊ぶ
際には必
ず子ども
たちへの
注意・喚
起を促し
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

グラウン
ドで走っ
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任が1
人でクラ
ス全体を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任が2
人いるう
ち、もう
1人のク
ラス担任
は勤務時
間前だっ
たので、
外遊びの
時は、も
う1人の
担任が1
人で様子
を見てい
る状況
だった。

育休明
けの担
任で、
まだ復
職から
の日数
が少な
かった
ため、
クラス
の子ど
もの特
性をま
だ捉え
きるこ
とがで
きず、
気をつ
けてみ
ること
ができ
ていな
かっ
た。

子どもの動
きをよく見
て、少しで
も危ないと
判断した場
合は、個別
に対応した
り、声がけ
をして注意
を促す。

8306

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剝離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

転びやす
い園児も
いるので
配慮して
いく

見守りの
配置人数
を増やす

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

床、柱、
壁等に危
険がない
か見る

見守りの
配置人数
を増やす

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒、衝
突などな
いよう見
守る

見守りの
配置人数
を増やす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自ら走っ
て逃げて
滑って転
倒

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
にいた保
育士がけ
がの様子
を見る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と一
緒にしっ
ぽとり遊
びをして
いた

転倒、
衝突な
どない
よう見
守る

走っていて
転ぶ園児も
いるので転
倒に気をつ
ける

8307

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 18 17 6 6 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左上唇裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

危機管理マ
ニュアルは
整備してお
り、職員の
対応はマ
ニュアルに
沿って行わ
れていた。
保育士は配
置基準を満
たしていた
が、遊び始
めたところ
で遊びが定
まらず、職
員も落ち着
いて見れる
状態でな
かったと考
えられる

配置基準
は満たさ
れていた
が、全体
をよく見
て危険を
予測して
どのよう
な状況で
も応じら
れるよ
う、職員
の動きや
配置場所
等に配慮
をしてい
く。年齢
や発達に
合わせた
環境を整
えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(294)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(294)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(294)回/
年

ステージ
の高さは
30㎝、木
製で角は
丸みが
あった
が、転倒
した先に
ステージ
の角が
あったと
思われる

あそび時
の転倒も
考えられ
る為、ス
テージ近
くには
コーナー
を設定し
ないよう
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ステージ
上、ス
テージ下
それぞれ
にコー
ナーを設
けて遊ん
でいた
が、遊ん
でいない
ボールも
転がって
いた

あそび時
の転倒も
考えられ
る為、遊
んでいな
いおも
ちゃは片
づけてお
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールに
遊びに行
き、ボー
ルで遊び
始めた直
後であっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ステージ
上では遊
戯、ス
テージ下
ではボー
ルと平均
台のコー
ナーで遊
び、本児
がボール
で遊んで
いること
は把握し
ていた
が、事故
時は目を
離してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールに
は6名の
職員がい
たが、他
の子ども
と遊んで
いた

ホール
全体の
子ども
の動き
を確認
してい
る職員
がいな
く、そ
れぞれ
が側に
いる子
どもの
遊びを
見守っ
ていた

全体の遊び
を見守る職
員を置く。
目の前の子
どもだけに
対応しなが
らも、周り
の様子にも
気にかけて
いく

8308

令和
6年3
月4
日

1.認可
7.小規模
保育事業

12 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 6 4 2 2 2歳
2.女
児

4.睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折(左
足小指基
骨骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

布団に横
になる子
供達の対
応に2名
つき、当
該児童の
見守りを
していた
が実際に
側につく
職員を配
置するよ
うに瞬時
に対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

障害物の
無いフ
ローリン
グ部での
転倒。日
頃よりつ
まずき転
倒が多く
歩行が不
安定な時
もあっ
た。

活動し動
いている
時は歩行
時も含め
側で対応
できるよ
うにす
る。

5.睡眠
(午睡)
中

午睡の為
一度横に
なったが
何か思い
ついたら
しく立ち
歩きをし
て保育士
の手の届
く範囲か
らはなれ
た。

立ち歩き
をしてい
る子入眠
準備をし
ている子
に対応す
る役割分
担をし安
全確保出
来る様に
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一度布団
に横に
なったも
ののフ
ローリン
グ部の
テーブル
に置かれ
て物に強
い興味を
持ち確認
したかっ
た様だ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

横になって
いた為他児
対応してい
た際に立ち
歩き始めて
いた。側に
向かおうと
したが他の
子たちも追
いかけよう
と動き出し
たので落ち
着かせてか
ら対応しよ
うと目線を
一度下に向
けた所目を
上げた時に
は転び始め
で間に合わ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

布団に横
になって
いる子と
当該児を
交互に見
守ってい
たが転び
かけの際
は目線を
下にして
いた

声を掛
けて対
応の役
割分担
を明確
にして
いな
かった

子供全体の
動きを瞬時
に確認し声
掛け対応す
る。子供を
明らかにし
配置できる
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8309

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

7 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットや
事故後話
し合いを
持ち、検
証した事
柄の記録
を残し同
じことが
起きない
よう、事
故予防の
共通理解
をする。
研修等で
学んだこ
との
フィード
バックを
したりマ
ニュアル
の確認を
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(頻繁)回/
年

日々の安
全点検を
行い、使
用前には
障害とな
るような
物がない
か再度安
全確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事前の打合せ
をし、役割分
担をしっかり
決め園児から
目を離さな
い。CD操作は
活動前にすぐ
に音が出せる
よう準備し、
スタート操作
後すぐに園児
に目を向け
る。保育士同
士の動きを気
にしながら園
児に目を向け
る。行動を予
測し指示の前
に動き出しそ
うな場合は早
めに声をか
け、動かない
ような工夫を
する。担当者
が一人で安全
確保ができな
い場合は、CD
担当者に声を
かけ助けを求
める。園児に
背を向けるよ
うなポジショ
ンはさける。
日頃からむや
みに走り回ら
ないよう指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体操をす
る際、音
楽が鳴る
前に、他
児が動き
出したた
め、対象
児も走り
出し自分
の足に
ひっか
かった
か、滑っ
てしまっ
たかで、
転倒す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

体操の音
楽を準備
するた
め、CDの
操作をし
ており、
対象児の
姿を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の園児
が動き出
し、手を
出した子
がいたの
で、そち
らの対応
をしてい
た。

体操前
の言葉
かけ
が、不
足して
いた
か、全
員に通
らない
こと
で、園
児が動
き出し
てし
まっ
た。担
任同士
の連携
がうま
くとれ
ていな
かっ
た。

担任同士の
連携をはか
り、準備が
整うまで、
座らせて待
機させる。
園児を待た
せない工夫
をする。

8310

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
切創

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

1.基
準以
上配
置

園児にハ
サミを渡
す前にハ
サミの使
い方や約
束事
(座って
使う、切
る時以外
はキャッ
プを付け
る、人に
向けな
い)を確
認する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハサミを
園児の手
が届かな
い場所に
保管し
て、使用
する時の
み園児に
渡す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体のみ
では無
く、個々
の園児が
どのよう
に遊んで
いるか見
守りを強
化するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
保育士の
指示で片
付けよう
としてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス全
体を見て
いたが、
他の園児
がハサミ
を持ち出
している
ことに気
付いてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の
あったグ
ループ以
外の片付
けが終っ
ていたの
で、そこ
に危険が
あると認
識してい
なかっ
た。

保育士が園
児の近くを
巡回しなが
ら、危険な
点があれば
除去する。

8311

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 3 10 6 8 7 8 8 7 1歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

左足背裂
創

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

１歳児担
任は４人
である
が、９：
３０のク
ラス毎の
活動まで
は少数と
なる。

今回の事
例をもと
に園内研
修を行
い、職員
配置等に
ついて見
直すこと
を話し
合った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/週

未満児用
のスコッ
プの置き
場を検討
する。

未満児用
スコップ
の置き場
所を部屋
に近いと
ころで吊
るさずか
ごに入れ
て置く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の合同
保育の体
制、保育
士の数が
少ない。

クラス毎
の活動に
入るまで
の保育体
制を見直
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士か
ら離れて
いたとこ
ろで遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
の様子を
見ながら
保育して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
で園児を
見てい
た。

これま
でこの
ような
事故は
起きて
いな
かった
ので、
園児の
掴む力
が弱い
かもし
れな
い。

未満児の掴
む力を付け
る為に水遊
び、泥遊
び、自分の
椅子を自分
で持つ等に
意識して取
り組む。

8312

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 8 11 3 3 1歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
末節骨解
放骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

近くに職
員が付い
ていた
が、援助
できる場
所に立っ
ていな
かった
為。

窓、サッ
シに限ら
ず保育室
入り口、
引き戸等
の安全対
策を行
う。テラ
スから出
入りの際
は、受け
入れ側に
も職員が
付くべき
であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

取り外し
可能な
クッショ
ン材を使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども自
ら窓やド
アを閉め
られる年
齢にもな
る為、危
険を未然
に防ぐ事
が出来る
場所に職
員が立つ
べきで
あった。

保育室で
の保育士
の配置を
しっかり
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらずい
つも通り
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士が
他児の入
室を促し
ている際
サッシ付
近にはい
たが、対
象児が自
らサッシ
を閉めよ
うとした
瞬間に気
付いた保
育士が閉
まるサッ
シを止め
ようと手
を伸ばす
も間に合
わず、指
を挟めて
しまう。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

テラス付
近に1
名、保育
室ロッ
カー側に
1名、排
泄対応に
1名職員
の配置を
してい
た。

子ども
の側に
付く際
には子
どもが
自分で
閉めよ
うとす
る行動
を予測
し、受
け入れ
側に付
く職員
がサッ
シを抑
えるよ
う声を
掛け合
う等の
配慮が
不足し
てい
た。

テラスから
の出入りの
際は、受け
入れ側にも
職員が付く
べきであっ
た。子ども
の側に付く
際には、子
どもが自分
で閉めよう
とする行動
を予測し、
受け入れ側
に付く職員
がサッシを
抑えるよう
声を掛け合
う等の配慮
が不足して
いた。

8313

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 17 20 18 6 6 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士は
傍にいた
が、支え
られる距
離感では
なかっ
た。

子供の発
達を正確
に把握し
たうえ
で、固定
遊具での
補助の仕
方を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

３間の鉄
棒を子供
の発達に
より使用
を行って
いるが、
人数制限
等は行っ
ていない
ことも検
討が必要
である。

子供の待
機の位置
をはっき
りとわか
りやすく
すること
や、使用
する前に
子供との
確認を行
うことを
徹底して
いくこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒が3
間のもの
であり、
一つ一つ
に保育士
がついて
の補助が
必要と思
われる。
鉄棒のし
たには安
全マット
もあり。

子供に見
合った鉄
棒を指導
している
が、合同
保育に関
してはも
う少し子
供の姿を
把握して
おく必要
性があ
り、会議
等での情
報共有を
強化する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の前
回りはで
きていた
本児であ
り、いつ
も通りに
行おうと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍で見守
る体制で
あった
が、他の
子どもの
様子に声
をかけた
ことによ
り、補助
する距離
感ではな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員配置
は定数以
上であっ
たが、そ
れぞれ
が、子供
について
いた。

担任保
育士で
はない
保育士
が担当
したこ
とで、
子供の
発達を
しっか
り把握
できて
いない
ことに
も原因
がある
と考え
られ
る。

全職員で子
供の周知を
徹底すると
ともに、固
定遊具の使
用について
も確認の徹
底を行って
いる。
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0
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1
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8314

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

48 0 0 0 16 20 12 0 6 3 4歳
1.男
児

特に無し
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

脾臓損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

特に無し

事故の検
証と職員
への周
知。検討
会議（予
防策検討
～園児へ
の園内の
安全に関
する啓蒙
と新たな
掲示で可
視化す
る。）

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年・随時

特に無し

保育室、
廊下、遊
戯室とつ
ながり広
いスペー
スとなっ
ているの
で、保育
室前や廊
下にス
トップ
マークを
貼り、子
どもの目
の届く位
置に廊下
は走らな
いとわか
る絵や図
で示した
ポスター
を掲示し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

合同保育
室（３歳
児保育
室）から
本児の保
育室（４
歳児保育
室）へ移
動し、戻
る際に走
り出した
ため。
（ステー
ジの上で
遊んでい
る子ども
はいな
かった。
合同保育
は３歳児
保育室・
遊戯室入
口のコー
ナー遊び
スペー
ス。）

「ステージ
の上では遊
ばない、歩
かない」こ
とを日頃か
ら伝えてい
たが、改め
て各クラス
でのルール
の確認をし
合同の保育
の際も再度
確認をす
る。ストッ
プマークの
意味と、廊
下は走らな
いことをク
ラスで再確
認をする。
降園の荷物
準備の際に
ステージに
上らないよ
う、子ども
達の動線を
考え、荷物
の置き場所
をステージ
から離れた
ところ変え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お迎えの時
間が近づく
とそわそわ
して日中よ
りも落ち着
きがなくな
る。お迎え
の時間が近
くなり、他
児が忘れて
いった作品
を気にして
「クラスに
置いてく
る」と言っ
てクラスへ
行き、ス
テージ反対
側の合同保
育室へ戻る
際、ステー
ジ階段を駆
け上がろう
とし、1段
目の階段に
躓き転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

4歳児クラス
でお迎えを
待っている
子ども（3歳
児）のトイ
レに引率
（保育補助
職員）し、
保育室へ戻
ろうとして
いたら本児
が急に保育
室から飛び
出してき
て、声をか
ける間もな
かった。本
児が転倒し
泣いたた
め、ぶつけ
た箇所を確
認し本児を
担任のもと
に連れて
行った。担
任は普段あ
まり泣くこ
とのない本
児の痛がる
様子がいつ
もと違うた
め、事務室
職員へ報告
し母親へ連
絡し様子を
伝えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遅番担
当職員は、
他児の保育
をしてい
た。（玄関
対応3名、3
歳児クラス2
名）3歳児ク
ラスに配置
されていた
職員1名（保
育士）は、
トイレに行
く子どもに
付き添う途
中で4歳児ク
ラスに行く
と言った本
児を見送っ
た。その時
はステージ
に上がらず
下を歩いて
行ったこと
を確認。
ちょうど合
同になる子
ども達が移
動してきた
ため、子ど
も達の荷物
の整理をし
て本児の様
子を見に行
こうとした
時に事故が
起きてい
た。

特に無
し

特に無し

8315

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 3 1 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

鉄棒の安
全な使い
方や注意
点はマ
ニュアル
に記載さ
れていた
が、職員
での徹底
の意識が
低かっ
た。

マニュア
ルの徹底
をする為
に、事故
予防に関
する研修
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

前回りの
途中で手
を放して
しまい、
頭から落
下すると
察知した
本児が咄
嗟に手を
突こうと
したが上
手くつく
ことがで
きず、右
腕から落
ちた。
マットは
敷いてい
たが手を
ついた時
に予想外
の負荷が
かかった
と思われ
る。

遠くから
見守って
いたが、
鉄棒等の
遊具があ
る時は、
必ず保育
士がつく
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

少人数で
楽しそう
に遊んで
いたこと
の安心感
と見守り
の不十分
さ

遊具には
必ず職員
がついて
十分な見
守りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

帰り際、
最後に鉄
棒の前回
りに挑戦
してみた
くなり、
気持ちが
急いでい
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員1名
は、離れ
た所から
見守って
いたが、
楽しく遊
び片付け
もしよう
としてい
たこと
と、普段
より前回
りができ
ることに
安心し、
鉄棒があ
ることへ
の注意の
意識が薄
れていた
と思われ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

現場にい
なかった
職員2名
は、事務
室で日誌
を書いて
いたり保
育室で明
日の保育
の準備を
してい
た。

危険が
あるこ
とは意
識して
いた
が、楽
しそう
に遊ん
でいた
姿を見
てもう
少し見
守って
みよう
とし
た。鉄
棒の側
には、
保育士
が必ず
つく必
要が
あっ
た。

運動器具で
遊ばせると
きは、保育
者が必ず側
にいる。ま
た、運動器
具の側に他
のおもちゃ
等は持ちこ
まない。

8316

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

17 4 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顎の裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットや
軽傷事故
報告の検
討が活か
されてい
ない。職
員の配置
場所に配
慮が必要
だった。

検討内容
の充実を
図る。遊
びの様子
を職員間
で把握す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

子どもの
通る場所
に水筒が
入ったカ
ゴが置か
れてい
た。安全
確認が細
かいとこ
ろまで出
来ていな
かった。

子どもが
通る場所
の環境を
整え、ス
ペースを
確保す
る。水筒
のカゴの
置き場所
を考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつでも
お茶を飲
めるよ
う、水筒
のカゴを
床に置い
ていた。
次の遊び
に早く行
きたく、
小走りで
移動し
た。

水筒をカ
ゴに入れ
ず、自分
のロッ
カーに掛
ける。日
頃から室
内では走
らないよ
う声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発で、
この日も
いつもと
変りない
様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

咄嗟ので
きごとで
防げな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ部屋
の各コー
ナーで見
守りをし
ていた。

全体的
に落ち
着いて
遊んで
いたの
で油断
してい
た。

事故につい
て様々な想
定を考え、
事故防止策
を職員間で
確認し合
う。

8317

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

9 1 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第４・５
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

今回のよ
うなこと
は初めて
だったの
で椅子の
取り扱い
のマニュ
アルは作
成してい
なかっ
た。

事故防止
委員会で
事故発生
の要因分
析を的確
に行い、
椅子を運
び出すと
きは職員
が見守り
補助をす
る等、安
全対策の
重要性を
周知徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

椅子を重
ねての保
管は取り
にくく不
安定。１
脚を取り
出すとき
下の椅子
が引っか
かってし
まう。

椅子を買
い換え
る。椅子
を重ねな
いで保管
するス
ペースを
確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

重ねた状
態の椅子
から１脚
を取り出
し、廊下
から教室
へ運ぶと
いう流れ
で、対象
児に安全
に椅子を
持ち運べ
るような
指導が不
足してい
た。

日頃から
正しい椅
子の扱い
方を指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりなく
活動して
いたが、
他の子よ
り遅れを
とったこ
とで焦っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は５メー
トルほど
離れた教
室から、
廊下にい
る対象児
を心がけ
て目配り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活動区域
を分担し
て保育に
当たって
いた。隣
のクラス
も同様に
朝の会の
準備をし
ていたた
め、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

対象児
が重ね
てある
椅子を
取り出
す際、
他の園
児より
出遅れ
たこと
を気に
掛け、
急いで
いて動
きが雑
になっ
てしま
い椅子
から手
が離れ
てし
まっ

焦らずゆっ
くり活動で
きるような
時間の確保
と、椅子を
運ぶ際は声
かけをしな
がら傍で補
助をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8318

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

78 0 2 16 18 21 21 0 8 8 3歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右恥骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

1歳児2名、
2歳児16名
で保育者3
名、残り5
名は幼児組
担任やフ
リー保育士
であった。
幼児組担任
は幼児組の
子ども達に
ついてお
り、1.2歳
児担当保育
者の一人は
室内に入る
ために子ど
も達の誘導
もしてお
り、十分に
目が届いて
いなかった
ことが考え
られる。

クラスの
枠にとら
われず、
全体で子
どもを見
て保育す
るという
ことを徹
底してい
たが充分
ではない
状況で
あった。
声を掛け
合い、引
き続きこ
のことを
意識して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

砂場の裏
側はとて
も狭いた
め、乗用
玩具は
持ってい
かないよ
うにして
いた。ス
ペースの
改善は難
しいた
め、保育
者がしっ
かり目を
届かせる
べきで
あった。

砂場の裏
側、砂場内
に乗用玩具
を持ってい
かないよう
繰り返し子
ども達に伝
える。ま
た、保育者
が子ども達
の動きを予
測して危険
のないよう
にする。砂
場近くに乗
用玩具置き
場を設け、
そこに置い
て遊ぶこと
ができるよ
うにする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場の裏
側という
状況に
よっては
死角にな
りがちな
場所であ
るため、
意識的に
見守るこ
とが必要
である。

保育者間
の連携を
十分に
取ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会練
習後、園
庭での自
由遊びと
なり、い
つも通り
元気に体
を動かし
て遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人は子
どもたち
を室内に
誘導して
おり、2
名は他児
に関わっ
たり別の
場所で子
どもたち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児組担
任は幼児
組の子ど
もについ
ており、
1，2歳児
担任は室
内に入る
子（テラ
ス）、室
内に入っ
てきた子
（保育
室）に4
名の保育
者がつい
ていた。

園児の
人数か
ら見て
も、保
育士の
配置基
準は充
足され
ていた
が、子
どもの
動きを
予測
し、目
を離さ
ず見守
るとい
うこと
が不足
してい
た。

子どもの様
子から行動
を予測し、
安全面に留
意する必要
があった。

8319

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 1 10 18 3 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
顆間骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

本児の運
動能力に
対する共
通理解不
足

保育者が
園庭で遊
ぶ際の危
険性を再
認識し、
見守りを
怠らない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

満３歳に
はなって
いたが十
分慣れて
いない遊
具だっ
た。

年齢と発
達に応じ
た遊具の
使用方法
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

それまで
雲梯で遊
ぶ経験が
少なかっ
た。

一人ひと
りの発達
を認識し
見守り、
援助を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年長児と
遊んでい
て年長児
に連れら
れるよう
に雲梯に
いった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

両手を雲
梯につか
まり、両
足をはし
ごに掛け
た状態で
手を離し
てしまい
受け止め
る態勢を
取ったが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に
残ってい
る子ども
たちを見
ていた。
その他園
庭で遊ん
でいる子
どもたち
を随所で
見守って
いた。

雲梯を
自力で
進める
ほどの
経験は
なかっ
た。

できない子
や不安定な
子には必ず
すぐ受け止
められるよ
うにする。

8320

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 0 0 6 10 7 12 0 3 3 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾
付け根付
近の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

発生した
事故につ
いて、再
発防止策
を職員間
に周知す
るととも
に、必要
に応じて
保護者と
も共有を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし

随時点検
を行って
いた為、
施設、設
備等に異
常はな
かった。
また、本
児は玩具
を使用し
ていな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は年
中児であ
り、危険
を伴うよ
うな遊び
をしてい
たわけで
はなかっ
た為、注
視して見
守るよう
な状況で
はなかっ
た。

特に危険
な状況で
はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室の
ステージ
付近で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園時の
挨拶を
行った
り、保育
者の近く
で遊ぶ子
どもたち
の様子を
見ていた
りしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児も
見えるよ
うな位置
で遊戯室
全体を見
守りなが
ら保育を
行ってい
た。

特にな
し

状況に合わ
せて職員間
で連携を取
りながら、
子どもの様
子を把握で
きるように
する。

8321

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

49 0 0 0 17 18 14 0 3 3 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足靭帯
損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

広場で職
員一人が
全体が見
える立ち
位置にい
たが、他
の子の対
応をして
いた為そ
の時全体
を見る事
ができな
かった。

他の保育
者の立ち
位置も含
め、全体
に目が届
くよう配
慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

施設、遊
具、玩具
等の安全
について
は問題な
かった。

今後も定
期的な安
全点検を
実施して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大縄、鉄
棒を出し
て遊んで
いたがそ
の周りで
走ってい
る子たち
もいた。
子ども同
士がぶつ
かって怪
我をする
というこ
とを予測
すること
ができな
かった。

子ども達
の遊びを
分けた
り、時間
を分けた
りする工
夫が必要
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
大縄跳び
をして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室で
大縄跳び
と鉄棒の
遊びにつ
いてた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
保育して
いた。

職員が
ついて
いたが
他児に
関わっ
ていた
こと
で、全
体を見
ていな
い時間
があっ
た。

全体を見る
ことが出来
る職員が必
要だった。

8322

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

33 0 0 0 0 14 19 0 2 2 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右踵靭帯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

危険の要
素がある
時は速や
かに状況
を見守れ
る位置に
移動して
配慮する
必要があ
ると思わ
れる。

発生した
事故につ
いて、再
発防止策
を職員間
に周知す
るととも
に、必要
に応じて
保護者と
も共有を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

危険の要
素がある
時は速や
かに状況
を見守れ
る位置に
移動して
配慮する
必要があ
ると思わ
れる。

外部施設
であるた
め特にな
し

7.その
他

スイミング
スクールに
て更衣室で
着替えをし
た後に捻っ
たらしく、
痛いと訴え
るとスイミ
ングができ
ないと思い
保育士に伝
えなかっ
た。その後
夕方になる
まで痛みは
感じなかっ
たかもしれ
ないが、夕
方右踵が腫
れて痛み出
したよう
だ。

特に危険
な状況で
はなかっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

スイミン
グに参加
すること
で気持ち
が高まっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スイミン
グスクー
ルでいつ
も同様の
準備で
あったた
め、安全
であると
判断し全
体を見渡
せる位置
から危険
のないよ
うに見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

着替えた
子どもと
共に更衣
室内の他
のコー
ナーにい
た。

危険の
要素が
ある時
は速や
かに状
況を見
守れる
位置に
移動し
て配慮
する必
要があ
ると思
われ
る。

気持ちの高
まりを沈
め、落ち着
いて行動す
るように促
す。

228 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8323

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

13 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
1.男
児

園内行事前
日というこ
とで園全体
が気忙しい
雰囲気だっ
た。食後、
眠くなって
くるとイラ
イラしがち
で、そのイ
ライラを担
当保育士に
暴れてパ
ニック状態
になり、叩
く蹴るなど
して自分の
イライラを
ぶつけてし
まう。

8.その他
1.負
傷

1.意識不
明

窒息
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特に本児が
パニックを
起こした状
態だと他か
らの刺激
（音・目に
入るもの
等）のない
ように、個
室に担当保
育士と二人
きりになっ
てしまう。
本児と担当
保育士との
関係は自分
をありのま
ま出せる関
係である
が、本児の
特性として
疲れた時眠
い時イヤな
時などうま
く表出でき
ずパニック
状態となっ
てしまう。

パニックが
収まらない
場合（眠く
ても）は、
他の保育士
も対応に
入ったり、
気分転換を
図れるよう
に、部屋か
ら出て外の
空気を吸っ
たり、散歩
へ出かけた
りして対応
していく。
本児の特性
を職員全体
で共有し、
気づいたこ
と、有効な
手立てなど
みんなで考
えていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

自分で床
に頭を打
ちつけた
りもする
ので、午
睡用の毛
布、布団
を敷い
た。

床の上に
クッショ
ンマット
を敷き、
床に頭を
打ちつけ
てもたん
こぶがで
きないよ
うにし
た。

7.その
他

担当保育
士に任
せっきり
であった

状況に
よっては
（パニッ
ク状態の
時など）
他の保育
士と二人
体制で本
児の保育
にあたっ
ていく。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

食後、疲
れと眠
気、ま
た、前日
の午後担
当保育士
が不在
だった、
園内行事
前で園全
体が落ち
着かない
雰囲気で
あるなど
の理由で
イライラ
し、担当
保育士を
叩く、蹴
るなどし
パニック
状態で
あった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

抱いて、
本児の思
いをくみ
取るよう
に代弁し
た。が、
なかなか
パニック
が治まら
ず、担当
保育士を
手で叩
く、足で
蹴る、頭
突きをす
るので本
児を押さ
えて動き
を止めよ
うとし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡準
備、絵本
の読み聞
かせ等各
クラスの
保育室で
行ってい
た。

特に本児がパ
ニックを起こ
した状態だと
他からの刺激
（音・目に入
るもの等）の
ないように、
個室に担当保
育士と二人き
りになってし
まう。本児と
担当保育士と
の関係は自分
をありのまま
出せる関係
で、疲れた
時、眠い時、
嫌な時等うま
く表出でき
ず、パニック
状態となる
が、本児を担
当保育士も抱
きしめ、代弁
し受け止めて
いるものの眠
気も要因とい
うことが担当
保育士にとっ
て理解できた
ため、眠るよ
うにと一人で
頑張って対応
してしまって
いた。

状況によっ
ては（パ
ニック状態
の時など）
他の保育士
と二人体制
で本児の保
育にあたっ
ていく。

8324

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 0 0 0 0 5 8 0 1 1 6歳
1.男
児

発生時間帯
はお迎え待
ちの自由遊
び時間で各
保育室に設
定する遊び
をしたい子
ども達が自
由に移動し
て集まって
遊んでい
た。積み木
遊びを設定
した保育室
にいた子ど
もの人数内
訳は、５歳
児８名・４
歳児５名・
３歳児０名
の計１３名
であった。

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
右側頭部
打撲頭蓋
内出血

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

ソフト面
について
は問題は
無かった
と思われ
る。

自由遊び
や設定遊
び、室内
での遊び
方とその
内容につ
いて、安
全面を再
度見直し
内容をよ
く確認し
て遊びの
環境設定
と人的配
置など含
め全体的
な再設定
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
について
は問題は
無かった
と思われ
る。

玩具遊具
に破損な
どの異常
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの設
定内容や
場所、広
さなどに
ついても
問題は無
かったと
思われ
る。

玩具遊具
の正しい
遊び方使
い方を繰
り返し伝
えること

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りブロッ
ク遊びに
は数人の
子どもが
いて、一
緒に遊ん
でいた。
いつもと
違う様子
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
同じフロ
アにいて
他の子ど
もたちの
遊びの
フォロー
に入りな
がら、同
フロアで
遊んでい
る子ども
たちを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ設
定した遊び
のエリアに
職員がつい
ていて、そ
れぞれにそ
の遊びをし
ている子ど
もたちを見
ている。他
の遊びのエ
リアの子ど
もたちまで
見ることは
無理があ
り、他の職
員は対象児
を見ていな
かったこと
に問題はな
いと思いま
す。

今回の事故
で一番の要
因は、転倒
という瞬間
的な事故
で、その転
倒する瞬間
を見ていな
いことにあ
ると思いま
す。他の子
どもの遊び
のフォロー
に入ってい
ても同フロ
アの子ども
たち全員を
常に観察し
続ける、絶
対に目を離
さない。難
しいことで
はあるが、
その意識が
薄くなって
いたと思わ
れます。

本児から頭を打っ
たとの報告があっ
てわかった事故で
あったため、保育
者は子どもから目
を離さないことを
徹底する必要があ
る。また、危険に
繋がるような遊び
方をしている子ど
もには事故を予測
して注意するなど
の必要があった。
また子どもから報
告があった時点で
速やかに看護師等
を呼び確認して受
診などの手配をす
る必要があった。
特に頭部を打った
場合は必ず受診を
する必要があると
職員間では常に確
認していることで
はあったが、当該
職員は勝手に自分
で甘い判断をした
ことに問題があっ
た。再度全職員に
対し厳重な注意と
安全や予測に対し
ての話し合いを
もった。

8325

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 9 10 16 7 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
近位部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

例年より
雪が多
かったこ
とで落下
による雪
遊び中の
怪我の危
険性を予
測できて
いなかっ
た。園庭
外の環境
を確認し
ていな
かった。

そりすべ
りできる
雪山を園
庭の端で
はなく、
園庭中央
部に作
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

雪山を
フェンス
のギリギ
リに寄せ
て作って
しまった
ため、斜
面の反対
側が危険
な状態に
なってし
まってい
た。

除雪して
雪山を作
る際は、
周囲の状
況も考慮
した安全
な場所に
作り、落
下の危険
がない形
状にす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雪山の上
と下に職
員がいた
ので、ど
ちらも人
任せにし
てしまっ
ていたの
ではない
か

雪山の上
と下で常
に声を掛
け合う。
登る場
所、待機
する場所
を明確に
決めて遊
ぶように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の子が
そり滑る
をしてい
たのを楽
しそうだ
なと思い
自分も参
加しよう
とした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑ってき
た子ども
同士がぶ
つかった
りしない
ように、
また、逆
から登っ
ていこう
とする子
もいて危
なかった
ので、
コースの
整理をし
ながら見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年齢の小
さい子を
見ながら
だったの
で、落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

雪の降
り初め
は低
かった
山だっ
たこと
もあ
り、そ
りすべ
りを楽
しんで
いた。
雪が多
く積
もった
が園庭
側から
見れば
雪山の
高さは
変わっ
ていな
かった
ことも
あり、
後ろ側
への配
慮が甘
かっ
た。

雪遊び時の
安全につい
ての確認を
全職員で
行った。ク
ラスを超え
て職員同士
が声を掛け
合うことも
確認した。

8326

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 0 0 0 3 11 5 0 3 3 3歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

警察ごっ
こをして
いたが、
本児は不
意にやっ
てきた感
じで勢い
で倒れ込
んでし
まったよ
うだっ
た。

子どもた
ちに対し
て遊びの
ルールの
基本的な
ところを
都度確認
しながら
伝えてい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

コーナー
分けの仕
切りは、
全体を見
通すこと
ができな
いところ
も一部
あった。

遊戯室の
遊びの設
定の仕方
を安全に
配慮され
ているか
再考して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの展
開の中で
静と動の
区分けが
曖昧なと
ころがあ
り、たま
たまそこ
にいた本
児との関
わりが急
に始まっ
たところ
がみられ
た。

コーナー
分けを、
安全配慮
の観点か
ら見通し
て設定し
ていくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
し次々と
あそんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

静的遊び
の側にい
て、ごっ
こ遊びの
始まった
ところを
みていた
ものの、
側にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の部屋
にいた。

ごっこ
遊び
が、エ
スカ
レート
してし
まい倒
れるま
でに
なって
しまっ
た。

子どもたち
の様子をみ
ながら、危
険を察知し
止めること
も必要だと
思われる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8327

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右踵骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員各自
のヒヤリ
ハットを
子どもの
状況を想
定し、職
員がどう
対応する
か研修す
る

今回のケ
ガの事例
を職員で
共有しケ
ガの予測
に繋げる

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ホール内
に試合の
コート以
外に机等
が出てい
たため、
その分
コートが
広く取れ
なかった

より広い
コートを
設置し、
ボールが
ら逃げや
すい環境
とする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの気持
ちが、勝
負にこだ
わり、興
奮しすぎ
た姿に気
づき対応
が必要

興奮しす
ぎを沈め
るタイミ
ングを見
極め、関
わる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールで
審判役を
しながら
試合と子
ども達の
姿をを見
守ってい
た。相手
ボールが
本児の足
に当たり
外野へ移
動時、強
く一歩を
踏み出し
た。その
後足を痛
がり歩け
なくな
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が強
く踏み出
した姿は
見ていた
が、見た
目、怒り
が前面に
出ていな
かったた
め、見守
り続け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

試合の様
子を見守
り、個々
の表情や
行動を見
て把握し
ていた。

勝負に
こだわ
りすぎ
ると興
奮に繋
がる。

休憩や作戦
会議等、気
持ちが落ち
着く時間を
取り入れて
いく

8328

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

10 2 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（右
腕関節）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

友達と一
緒にマッ
トを運ぶ
際、本意
ではなく
腕が動か
されたた
め疾病に
至ったと
思われ
る。

保育者も
一緒に
マットを
運ぶよう
にする。
また、大
きく動か
さないこ
とを伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

マットが
軽量で子
ども達の
みでも手
軽に運べ
る重さに
なってい
る。

現在、コ
ロナ感染
対策のた
めマット
は使用し
ていな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
だけで準
備して、
片づけら
れるよう
になって
いる。

現在マッ
トはし
まってあ
るが、遊
べるよう
になった
ら子ども
の動きに
合わせて
声をかけ
たり、援
助する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一緒に運
んでいた
友達が、
力を合わ
せて運ぶ
ことが楽
しくなり
マットを
大きく揺
らしてし
まった。
そのた
め、本意
ではなく
腕が動か
されたこ
とにより
疾病に
至った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

泣いてい
る本児に
気づき声
掛けを
行った。
どこが痛
いのか把
握できず
静養室に
て様子を
見る。傍
で様子を
見ていた
看護師が
泣きの原
因が肘で
はないか
と気づ
き、担任
が母親に
連絡し通
院に至っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールで
子ども達
と鬼ごっ
こをする
など遊び
に関わっ
ていた。

マット
を運ぶ
際に、
骨折に
つなが
る怪我
が起こ
ると予
測でき
なかっ
た。

様々な危険
を予測し関
わってい
く。

8329

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

20 4 2 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

口唇裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

職員会議
等で事故
報告、ヒ
ヤリハッ
トを周知
し、事故
予防に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

水槽を見
る時は保
育士と一
緒に座る
などし
て、安全
な状態で
見る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水槽を低
い位置
（床上65
㎝）に置
き、台等
に登らな
くても見
られるよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

丸積木に
上がって
遊戯室の
魚を見て
いた。降
りようと
してバラ
ンスを崩
し転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手を伸ば
したが間
に合わず
防げな
かった。
子どもの
行動を予
測できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ボールで
遊んでい
る他児を
見てい
た。

子どもの活
動に十分目
を配り行動
を予測し、
けがのない
よう配慮す
る。

8330

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 6 6 4 7 7 1歳
1.男
児

常設してい
るベビー
サークル付
近でのトラ
ブルが目
立ったた
め、サーク
ルを廊下に
出してお
り、固定し
ていたねじ
フックがむ
き出しの状
態だった。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左口角か
ら頬にか
けて２セ
ンチの裂
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

研修に参
加できて
いない職
員も多く
いた。
チェック
シートを
惰性でお
こなって
いた。

チェック
シートの
項目の見
直し、本
部による
安全への
指導強
化。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

危険な位
置への
フックの
取り付け

安全点検
項目の見
直し、本
部や外部
講師によ
る安全管
理教育の
強化

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

音楽をか
け自由に
楽しんで
いたが、
しっかり
と遊びこ
める設定
がされて
いなかっ
た。

子どもが
熱中でき
る保育環
境作りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おむつ交
換を行っ
ており近
くにいた
が、対象
児がどの
うような
動きをし
ていたか
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おむつ交
換、昼食
の準備を
おこなっ
ており近
くにいた
が、対象
児がどの
ような動
きをして
いたか見
ていな
かった。

職員の
危機管
理の不
足、事
故発生
時に
は、全
員が保
育に
入って
しまっ
てい
た。

危険個所に
対して職員
会議などで
意見を出し
あい、危機
管理につい
てしっかり
と意識す
る。声を出
し合い職員
間の連携を
しっかりと
る。

8331

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 8 13 18 23 24 25 0 2 1 5歳
1.男
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
脳梗塞脳
卒中

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員配置
につい
て、子ど
も達全体
を見るこ
とができ
る位置に
つけば、
異常の早
期発見に
つながっ
たのでは
ないかと
考えられ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(53)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故前に
本児が1
度転倒し
ていたこ
とを他児
が担任に
教えた
が、本児
はすぐに
遊びに
戻った。
担任が声
をかけた
が遊びに
夢中で
あったこ
とからそ
のまま様
子をみて
いた。

児からの
サインを
見逃さな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の受入
れ時から
問題な
く、普段
通りに過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
全体を見
ることが
できる場
所で子ど
も達をみ
ていた
が、本児
を特に注
視しては
いなかっ
た。遅番
で来たク
ラス担任
が本児の
様子に気
づいて対
応した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の異
変に気づ
いた担任
が本児を
テラスに
移動し
た。その
後、看護
師を呼び
に行くま
での間フ
リー保育
士が本児
を見てい
た。

子ども
達全体
を見る
ことが
できる
位置に
つくこ
とで、
異常の
早期発
見につ
ながっ
たと考
えられ
る。

子ども達全
体の目とな
れる位置に
つくこと
で、子ども
達の異変に
早急に気づ
けるように
していく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8332

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 7 16 24 22 23 25 0 2 1 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右モンテ
ジア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

職員配置
について
跳び箱の
両側に職
員が付く
ようにす
ること
で、二人
の目で見
守り、素
早く受け
止めるこ
とができ
るのでは
ないかと
考える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎回)回/
年

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの練習
したいと
いう気持
ちを受け
入れ、夕
方という
時間帯の
考慮不足

疲れが出
やすい時
間帯であ
ることか
ら、子ど
もたち一
人一人の
様子を把
握し、や
りたいと
いう子供
たちの気
持ちを組
み込みな
がら危険
を伴う活
動は避け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

何度も繰
り返し跳
び箱を飛
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

失敗せず
何度も挑
戦し跳べ
ていたの
で、大丈
夫だろう
という油
断もあっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

跳び箱以
外の場所
で遊んで
いた子ど
もと一緒
にいたた
め、見て
いなかっ
た。

この子
は大丈
夫とい
う油断

大丈夫であ
ろうと油断
せず、安全
に行えるよ
う全体に話
したりその
場その場で
の跳び方を
細かく声か
けながら進
めていく大
切さがある
と考える。

8333

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

頭蓋骨骨
折・目と
鼻を繋ぐ
骨の骨折
（2か所
の骨折）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(月１)回/
年

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ル・ヒヤ
リハット
等の確認

保育活動
等の職員
の配置を
しっかり
と行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

ヒヤリ
ハットの
確認

園庭の確
認等を怠
らない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの活
動内容の
認識

外部講師
の指導の
下、保育
士は活動
の補助と
なり、ひ
とりひと
り園児の
活動の様
子を把握
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
教室を楽
しみにし
ていた様
子。コー
チ（外部
講師）の
話をよく
聞き、
サッカー
に興味を
持って楽
しみなが
らサッ
カー教室
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
に興味が
持てるよ
う子ども
達に声掛
けや指導
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コーチの
声掛けに
園児の動
きや様子
を見て、
言葉を掛
けたり補
助を行っ
ていた。

ボールを
一生懸命
追いかけ
ること
で、ボー
ルだけし
か見てい
なかっ
た。周り
が見えて
なかった
と感じ
る。試合
の中で
ボールを5
個使った
ことで、
園児の動
きが1個の
ボールよ
り交差す
る事が多
くなり、
衝突が多
くなりケ
ガ等の危
険が起こ
りやすく
なった。

交差する事
で衝突が多
くなる事の
危険性を事
前にしっか
りと理解す
る。

8334

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 7 8 8 4 4 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

鉄棒から
落下した
時に近く
にはいた
が、鉄棒
付近での
見守りが
できてい
なかっ
た。

園児が鉄
棒で遊び
始めた
ら、職員
はすぐに
近くまで
行き見守
る。それ
が出来な
い場合、
使用しな
いよう声
を掛け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具（鉄
棒）で遊
ぶ際に注
意すべき
ことの指
導を行
う。

安全のよ
うに思え
ても、必
ず園児へ
注意事項
の説明を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも鉄
棒で遊ん
でいた
為、安全
だと思い
込んでい
た。

遊具には
必ず職員
が付くよ
うにし、
職員配置
が出来な
い場合は
遊具は使
わない事
を子ども
達に伝え
て、事故
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で、
戸外遊び
を行なっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の隣
のブラン
コで子ど
も同士の
トラブル
があった
為、対応
しながら
視界に入
るよう近
くで見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

どの職員
も遊具で
遊んでい
る子ども
は視界に
入ってい
るので、
落ちた時
に駆けつ
けてい
た。

他の箇
所でト
ラブル
が起き
ていた
ので、
対応に
当たる
時には
遊具か
ら離れ
る旨を
伝え、
他の職
員に引
き継ぐ
ように
する。

遊具には必
ず職員が付
くように
し、職員配
置が出来な
い場合は遊
具は使わな
い事を子ど
も達に伝え
て、事故防
止に務め
る。

8335

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

3 3 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

子どもた
ちが、
サッカー
という競
技を十分
に理解で
きてな
く、ボー
ルを取る
ことに夢
中になっ
てしまっ
た。

サッカー
という競
技につい
てしっか
りと説明
し、子ど
もたちの
理解度に
合った
サッカー
の楽しみ
方を考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年
玩具に
よっては
毎日

園庭に
石、凹凸
等危険物
なし。

定期的に
石や危険
物、凹凸
等点検し
ている。
定期的に
砂を入れ
るなど整
地してい
る。今後
とも続け
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
のゲーム
中、誰も
がボール
を取りた
くて1つ
のボール
に群が
り、転ん
でしまっ
た。

もっと競
技参加の
人数を少
なくし
て、サッ
カー特有
のパスな
どをして
ゴールを
決めるな
ど、ゲー
ムの進め
方を工夫
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの体調
および、
サッカー
教室への
参加対応
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に向
かって、
回廊で応
援してい
た女児た
ちと一緒
に男子た
ちのゲー
ムを見守
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

常勤保育
士担任1
人とサッ
カー協会
の講師2
名、合計
3名が園
庭に出て
おり、他
の職員は
いなかっ
た。

普段の遊
びでも何
もないと
ころで転
んだりす
ることが
多い子ど
も達。群
がったこ
とで動き
が制限さ
れ、転び
やすく
なってい
る状況で
の声かけ
が足りな
かった。

しっかりと
準備運動を
するととも
に、群がり
を避けるた
めの声掛け
をしっかり
とし、転び
やすい状況
にならない
よう努め
る。

8336

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 0 0 12 15 0 17 7 7 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

週１回月
曜日に実
施してい
る「園庭
遊具の安
全点検
票」の項
目に園庭
整備を入
れ，定期
的に園庭
を管理・
整備して
いくこと
とする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今回の事
故を受
け，常勤
保育士全
員で防犯
カメラ映
像を確
認。すぐ
に園庭整
備を行う
と共に，
事故を未
然に防ぐ
策を職員
で話し合
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

避難器具を
覆っている
マットは以
前から敷い
てあり，園
庭整備のた
びにその下
を平らに均
していた。
今回盛り上
がっていた
様子はな
く，直前ま
でその場所
も含めて５
歳児が鬼
ごっこをし
ていたこと
もあり，い
つも通り
だった。

月１回
行ってい
た園庭整
備を月２
回に増や
すように
する。避
難器具の
場所は
もっと大
きなマッ
トで覆
い，マッ
トの上で
は走り回
らないよ
う職員へ
周知し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

七五三を
控え，母
方の実家
へ帰省す
ることも
あり，い
つもより
気持ちが
高揚して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝から本児
の気持ちが
高揚してい
ることを心
配し，その
都度本児に
は声をかけ
気を付けて
遊ぶよう注
意を呼びか
けていた。
転倒した際
も，近くで
蛇鬼をする
子ども達の
様子を見て
いたが，本
児の突然の
行動だった
（横跳びで
列から飛び
出る）ので
対応ができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
に子ども
が遊んい
たため，
保育士も
広範囲に
広がり子
どもの様
子を見て
いた。

子どもたち
が遊ぶ様子
をそばで見
守ってお
り，転倒し
た瞬間担任
が近くには
いたが，手
が届く範囲
にはいな
かったの
で，間に合
わずケガを
してしまっ
た。保育士
の配置・動
きには問題
はなかっ
た。
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8337

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 2 11 8 10 9 17 12 12 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶしの骨
（成長軟
骨）のひ
び

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(50)回/年

2.基
準配
置

年長児同
士で落ち
着いて遊
んでいた
ことか
ら、近く
での見守
りが十分
ではな
かった。

児童に対
しても、
安全に関
する指導
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

けがをし
た付近
は、緩や
かな斜面
になって
いる。ま
た、石や
木の根に
よる突起
が見られ
た。

今までも
砂を入れ
て安全を
確保して
いたが、
今後も続
けてい
く。木の
根がある
部分にベ
ンチを置
き、つま
づかない
よう対策
を取っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

至近距離
での見守
りが不十
分であっ
た。

職員の見
守り位置
の再点検
や児童へ
の安全指
導を実施
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友だち
と、テー
ブルに座
りながら
ままごと
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

固定遊具
のそばで
他児の安
全確認を
しなが
ら、本児
たちの様
子を遠く
から確認
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

庭で遊ん
でいる際
は、自分
の担当の
児童ばか
りでなく
他の児童
にも目を
配ってい
るが、今
回は近く
に保育士
がいな
かった。

保育士
がバケ
ツを
持って
歩く姿
を確認
してい
たら、
注意を
促す言
葉をか
けられ
たかも
しれな
い。

職員がバラ
ンスよく配
置し、見守
りを徹底し
ていく。

8338

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 3 9 11 12 13 16 0 9 9 3歳
2.女
児

事故誘因を
自らの転
倒・衝突と
記入してあ
るが、状況
から判断。
録画等確認
できるもの
はない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

見守りの
体制の不
足

動静把握
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日実
施，業者
点検は１)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

見守りの
体制の不
足

動静把握

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

全体を把
握できて
いない。

動静把握

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

不明

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
動静把握
ができて
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を把
握する職
員を明確
に特定し
ていな
かった。

園庭内そ
れぞれの
コーナー
に職員は
配置して
いた。砂
場付近に
も職員は
見守りを
行ってい
たが、た
またま別
の子の対
応や、保
育者の視
界から外
れたタイ
ミング
だったた
め、本児
の怪我が
いつどう
いった形
で起こっ
たか分か
らなかっ
た。

目の前の子ど
もの対応だけ
でなく全体を
把握すること
も重要。そも
そも何人配置
しても全員の
視界からその
子が外れてし
まう瞬間があ
ることを再認
識し、できる
限り空白の時
間を埋める努
力をする。万
が一事故が起
きた時の検証
ができるよう
園庭の録画
（台数を増や
す）も検討す
る。

8339

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

100 12 13 18 18 22 17 0 33 30 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

研修で学
んだこと
が日々の
保育に活
かされる
ように確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

引き続き
日々の安
全点検を
行い危険
な所は全
職員で共
有して速
やかに改
善してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故では環
境に明ら
かな要因
はなかっ
たが、日
ごろから
安全を第
一に考
え、地面
に転倒に
繋がるよ
うな段差
ができて
いないか
確認し、
あった場
合には速
やかに改
善してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動開始
後園庭で
見つけた
木の実を
大切そう
に手に
握ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
視界に入
る場所で
他児と砂
遊びをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら離れた
場所で他
児の遊び
を見守っ
ていた。

転んだ
際手に
木の実
を握っ
ていた
ため、
とっさ
に手を
つくこ
とがで
きず肘
を地面
にぶつ
けてし
まっ
た。

園庭へ出る
前には、約
束の一つと
して手に木
の実や玩具
等を持った
まま遊具に
乗らないこ
とを伝えて
いく。

8340

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

10.事業
所内保育
事業（認
可）

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 0 0 0 13 7 6 0 3 3 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

再発防止
のための
職員研修
をした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

業者実施
頻度(１)
回/年
職員実施
頻度(１)
回/週

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

園庭整備
に努め
る。

7.その
他

芝生上で
あっても
常に注意
を払い、
走り出す
際は周り
をよく見
るように
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段か
ら、活発
である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
にいて、
対象児が
走り出す
瞬間から
転ぶ瞬間
までを目
視してい
たが、手
を差し伸
べる事が
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転んだ瞬
間は見て
いなかっ
たが、泣
き声です
ぐに気づ
いて対応
した。

職員間で、
普段から活
発な子の情
報共有をし
声掛けを強
化する。

8341

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 18 18 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕両
肩骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

テーブル
には三輪
車を乗せ
ないとい
うこと
を、子ど
もに伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

職員会議
で危険個
所の確認
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

危険個所
には、必
ず職員を
配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも三
輪車でよ
く遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に見
える廊下
でおやつ
の片づけ
をしてい
た。使用
した机椅
子を片付
け、掃き
掃除をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
た職員が
注意を
し、かけ
つけたが
間に合わ
なかっ
た。

5才児
だった
ので、
注意す
れば大
丈夫だ
と思っ
てし
まっ
た。

見守り要員
が増やせる
とよい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8342

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 6 11 8 14 11 8 0 11 10 6歳
1.男
児

追いかけっ
こ時にたま
たま相手の
児童（逃げ
ていた）が
身をかわし
てしまった
ことによ
り、勢いを
抑制できず
にタッチし
ようと手を
伸ばしたそ
のままの姿
勢で転んで
しまった。

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

子ども達の
理解力や発
達・発育状
況、危険認
識力等は月
齢はもとよ
り個人差も
大きいた
め、遊びに
対するルー
ルのみでな
く、ケガ等
に至らない
ためのルー
ルも子ども
達自身で考
えるよう促
すことも大
切。事故予
防や様々な
危険な場面
について子
どもたち自
身が考え危
機回避でき
る力を付け
られるよう
保育の中で
指導してい
く必要があ
る。

職員が継
続的に監
視できな
い時間帯
について
は、その
時間帯に
行っても
よい遊び
を選定す
る。ま
た、園児
を監視す
る際にど
のような
遊びに重
点をおい
て監視す
べきか、
職員全体
で再考、
徹底す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

事故の有
無に関係
なく、常
に子ども
たちの生
活に使わ
れる物、
場所の点
検、整備
が必要で
ある。

今回は
ハード面
に関わる
事案では
なかった
が、運動
場の地面
のコン
ディショ
ン等も点
検し、滑
りや躓き
を引き起
こす可能
性がある
場合には
対処して
いく必要
がある。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

確実に園
児たちが
その遊び
を完了す
るまで見
守りが滞
らないよ
う、職員
の配置
や、ども
たちへの
声掛け、
遊び始め
る前の声
掛けが必
要であっ
た。

個人活動
の見守り
時は、職
員同士
しっかり
と声を掛
け合い、
活動の内
容につい
て必ず監
視が必要
な遊びに
ついては
見守りが
途絶える
ことの無
いように
職員に周
知徹底を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な児
童であ
る。体を
動かすこ
とが好き
であり、
特に駆
けっこは
本児の得
意とする
ところで
ある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故直前
までは追
いかけっ
この中心
部で見守
りをして
いたが、
他の児童
の送り出
し（保護
者対応）
のためそ
の場を離
れた時に
発生し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児童
らの至近
距離にい
た職員は
自らが担
当するク
ラスの子
どもの動
きを見守
りなが
ら、近く
で追いか
けっこを
している
児童が未
満児等に
ぶつかる
ことが無
いよう声
掛けをし
ていた。

見守り
の場を
離れる
ときの
職員の
連携、
コミュ
ニケー
ション
を徹底
する必
要が
あっ
た。

見守りの優
先順位や
ゾーン分け
等、異年齢
児を全体で
見守る場合
においての
留意点や
ルールを職
員全体で再
考し、徹底
する。

8343

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小指基節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット活
用し、保
育士の安
全意識を
高める。
危険を感
じたとき
や見守り
の保育士
がその場
を離れる
とき時に
は必ず声
をかけあ
い、複数
で子ども
を見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

階段の昇
降時には
１列だっ
たが、保
育士の目
が届くよ
うに列の
長さを短
く（2
列）にす
る。落ち
着いて行
動できる
ように昇
降時には
言葉をか
け一呼吸
置くよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境には
起因しな
いため、
未記載。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
ではあっ
たが次の
活動に向
け気持ち
が焦り気
味だった
のかもと
推測され
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

列の真ん
中に位置
し全体を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
各クラス
で保育に
当たって
いて、担
任一人は
遊戯室の
片づけを
行ってい
た。

危険性が高
い場所、子
どもの気持
ちが高まっ
ている時に
は複数で子
どもの様子
を見てい
く。

8344

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

12 8 8 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
折（全治
約４週
間）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

安全管理
やフロー
チャート
の見直し
を定期的
に行う。
怪我や事
故の原因
を再確認
し、今後
の活動に
生かせる
ようにす
る。ヒヤ
リハット
報告書の
作成。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

引き続
き、定期
的に施
設・遊具
の安全を
徹底して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引率職員
全員で所
児の安全
確認、行
動の姿を
捉え、危
険な行動
を想定し
た事前指
導、配慮
に努め
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から散
歩に行く
ことを楽
しみに
し、職員
にも今日
は頑張っ
てお山に
登るんだ
と張り
きってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつもよ
り歩く
ペースが
速く張り
きってい
たため、
職員が至
近で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

異年齢児
一緒の散
歩だった
ため、他
のクラス
の職員も
本児の後
方を歩い
ていた。

所児の行動
をきめ細や
かに確認
し、援助や
配慮が必要
な所児に
は、保育者
が寄り添っ
て行動す
る。

8345

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

2 2 2 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

休暇の職
員が多
く、担任
以外に補
助にまわ
れる職員
がいな
かった。

フリー保
育士の配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし

引き続き
危険箇所
を確認
し、事故
予防を図
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

1つの活
動が終わ
り、担任
２人が片
付け、準
備に入っ
てしまっ
たので、
1人は園
児につく
べきだっ
た。

必ず職員
1人は園
児から目
を離さな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

次の活動
を待つ
間、ブラ
ンコの近
くで待機
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

次の活動
にうつる
ため、片
付け、準
備をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外に出て
いるクラ
スは５歳
児のみ
だった。

担任以
外で補
助でき
る職員
がいな
かっ
た。

片付け、準
備等が必要
な場合は他
の職員を配
置する。

8346

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 27 19 24 8 7 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員の人
数配置に
ついては
問題ない
が、職員
の意識改
革と共に
子ども会
議にて一
人ひとり
の身体的
状況、及
び運動発
達面にお
いて情報
共有を徹
底した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

遊具につ
いては、
月2回安
全点検を
行い異常
がないこ
とを確認
してい
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
について
は必ず職
員が付く
ことに
なってい
るが、会
議におい
てもう一
度周知徹
底した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近雲梯
に興味を
持ち頻繁
に挑戦し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
見ていた
が落下す
る瞬間に
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の固定
遊具に付
いていた
ため、落
下する瞬
間は見て
いなかっ
た。

全職員にお
いて、子ど
もの遊びを
見守る際に
は常に危険
を予測しな
がら見守る
ことを徹底
した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8347

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年
事故後す
ぐにも行
う

2.基
準配
置

急に走り
出すこと
による回
避、危険
性を想定
して配置
できてい
なかっ
た。

事前に急
に走り出
したり体
制がかわ
る遊びを
想定し、
回避した
り助けら
れるよう
な職員配
置や声掛
け、見守
りを今ま
で以上に
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

準備運動
が不十分
だった可
能性もあ
る。

ゲーム遊
びが始
まったこ
とを確認
後、回避
できる体
制をと
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭で他
児のトラ
ブルや、
育成加配
児と一緒
にいたた
め近くに
いられな
かった。

回避がで
きるよう
園児の遊
びを把握
し瞬時に
体制を整
えられる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に
ゲームに
参加しな
がら児童
を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３人の保
育士が園
庭で全員
の動きを
把握でき
るように
分散して
来ていた

他児のトラ
ブルの対応
の際も、他
の職員に声
掛けをし全
体を見て目
を離すこと
のないよう
にしてい
く。

8348

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

14 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

職員配置
基準には
達してい
るが、子
どもの遊
ぶ様子で
配置の確
認をしな
がらが注
意深い保
育をして
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

使用する
遊具の安
全確認
や、使用
する子ど
もの体格
なども考
慮して遊
具を選
び、安全
確認をし
ながら保
育をおこ
なう。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

異年齢ク
ラス（特
に未満児
クラス）
と共に園
庭で遊ぶ
際の遊び
方や気を
付けるべ
きことな
どを、子
供達と一
緒に確
認・周知

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前方不注
意で他児
と衝突し
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

離れた場
所で他児
と関わっ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内を消
毒清掃中
であった

未満児
との身
体や動
きの差
から生
じる危
険の予
測が甘
かっ
た。危
険を予
測した
上で、
遊び方
の工夫
を子供
達に伝
える等
の配慮
に欠け
てい
た。

状況に合わ
せた遊び方
を判断し、
都度子供達
に知らせて
いく。子供
達自身が注
意すべき点
などを自分
で気付き、
行動できる
ように日々
の保育の中
で働きかけ
ていく。

8349

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

17 3 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

運動遊び
が出来る
ように平
均台を出
していた
が、いつ
もより遊
具が1つ
多かった
ため、遊
ぶ範囲も
広くなっ
た。ま
た、平均
台活動を
していた
子どもに
気を取ら
れてい
た。

園児の体
調や状況
を把握
し、園庭
の固定遊
具以外の
遊具の数
や配置を
見直す。
また、事
前に死角
になる場
所を確認
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本日は機
嫌もよ
く、園庭
に出ると
好きな築
山に登っ
て保育者
に手を
振ったり
築山の周
りを走り
回った
り、トン
ネルの中
を通って
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者は築
山を囲むよ
うに子ども
達の見守り
をし、対象
児が築山の
周りを走っ
ていたこと
や築山に
登って手を
振っている
ことに対し
て、手を振
り返し行動
を把握して
いた。トン
ネル内を
走っている
ことは把握
しており近
くにいた
が、手を差
し伸べられ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の担当
者は砂場
を中心に
見守り、
平均台や
鉄棒を中
心に見守
りをして
いた。

築山の
トンネ
ル内
は、保
育者の
立ち位
置に
よって
は死角
になる
ことが
ある。

園庭に出る
前に環境を
見直し、適
切な位置に
保育士を配
置し、子ど
もの動きを
見ながら臨
機応変に角
度を変え、
見守りや援
助をする。
また、築山
の見守りの
際には死角
になる場所
を把握し、
トンネル内
が見える位
置に保育者
が見守りに
つくように
する。

8350

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 1 11 15 13 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

園内研修
で話し合
いはして
いたが、
色々な場
面を想定
しておか
なければ
いけな
かった。

外部の研
修に積極
的に参加
し、一人
一人が意
識して保
育を行っ
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

引き続
き、毎朝
の確認を
継続して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の
上におま
まごとの
玩具を並
べて遊ん
でいた
為、足場
が不安定
であっ
た。

滑り台や
固定遊具
の上には
玩具を置
かないよ
うに徹底
する。滑
り台をコ
ンクリー
トの上に
移動させ
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台を
家に見立
てて遊ん
でおり、
数名の園
児がいる
中にい
た。1歳
児の子の
近くにい
て面倒を
みてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭の砂
場で他児
と遊んで
いた為、
対象児が
転落し激
しく泣い
たことで
気付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭でお
でこを鉄
棒にぶつ
けた他児
の対応を
してい
た。

全員の
子ども
が見え
る位置
にいな
かっ
た。他
児の対
応をし
ていた
為、そ
の場を
離れ
た。

園庭遊びの
際は常時2名
以上で保育
を行う。他
児の対応で
離れる時
は、他の職
員に声をか
け他の職員
に替わって
もらうな
ど、連携を
しっかり取
る。

8351

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2 5歳
1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

－ －
1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

－ －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人ずつ
の走り縄
跳びで、
2/3程
走った時
点で転倒
する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

順番待ち
の他児童
の傍につ
きなが
ら、対象
児が競技
を続行し
たため
ゴールま
で見守っ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
ゴールす
るまでは
見守り、
ゴール後
に患部を
看護師と
共に確認
し、冷や
した

運動会
当日と
いうこ
とで通
常より
も気持
ちが高
ぶって
いた可
能性が
ある

張り切る気
持ちは受け
止めつつ
も、落ち着
けるような
声かけをす
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8352

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 4 4 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

鉄棒等の
際に予測
される事
故につい
て、フル
タイム、
パートタ
イム保育
士の研修
を行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

マットが
古くなっ
てきて
クッショ
ン性が落
ちてきて
しまって
いる物
は、新し
い物と交
換する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前回りが
できるよ
うになっ
た喜びか
らいつも
より勢い
がついて
しまった
のか手が
離れてし
まった。
踏み台が
あった為
対象児が
回るとき
に見えた
ことで不
意にぶつ
かると
思ってし
まったか
と思う。

鉄棒に取
り組む前
に遊びの
中でぶら
下がりや
マットで
の前転等
を繰り返
し行い回
転の感覚
を養う。
子どもの
背の高さ
にや熟練
度に合わ
せた鉄棒
を使用す
る。又は
マットの
高さを挙
げる等す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会で
行う鉄棒
前回りの
練習をし
ていた。
出来るよ
うになっ
てきた本
児は自信
を付けた
せいか、
見守って
いた担任
保育士に
見ててと
言い鉄棒
に向かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
対象児が
鉄棒の手
前で飛び
つく様子
を見守っ
ていた。
しかし、
片手が離
れたこと
に気づき
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ保育
室内で他
児の様子
を全体的
に見てい
た。又
は、跳び
箱をして
いる子ど
もの見守
りをして
いた。

鉄棒を使っ
た活動のケ
ガの予測を
事前に行
い、鉄棒を
する際には
マットを厚
くするなど
落下しても
ケガをしな
いような準
備をする。

8353

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

17 6 11 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肘関節
脱臼、左
鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

散歩先の
公園は市
内の公私
立の保育
園が利用
してい
る。

散歩先の
公園が他
園も利用
して混み
あってい
たら場所
を変える
など工夫
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

事故が発
生したの
は丘の上
ではなく
斜面で
あったた
め、地形
の安全面
も考慮す
る。

予め危険
を予測し
て遊ぶ場
所などを
選択す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他園の園
児とぶつ
かってい
る為(相
手は走っ
ていた)
他園の子
どもの動
きも把握
しておく
必要が
あった。

他園の子
どもも含
め、園児
の動きを
しっかり
観察・把
握する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は特
に体調面
の問題は
なく、公
園でも動
きはおと
なしい方

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

丘の上で
遊び終え
て、丘か
ら斜面を
降りると
ころで声
をかけな
がら先頭
で全体を
見回して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではな
い。もう
一人の職
員は子ど
もたちの
後ろの方
から、遊
びに夢中
になって
いる子に
帰るよと
声をかけ
ながら
降ってい
た。

今回の
事故は
遊び終
えて帰
る自園
の子
と、こ
れから
遊ぶ為
に丘を
上がっ
て来た
他園の
子との
斜面で
のすれ
違い時
に起き
た事故
だった

安全面を優
先して、保
育園同士の
出会いがし
らの事故を
防ぐ為、他
園の子ども
が上がって
くることが
解ったら下
る時間をず
らす。

8354

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

8 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足踝下
の剝離骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット等
を職員で
見直し共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

タイヤを
端に寄せ
たり、活
動の妨げ
にならな
い様に配
慮が必要
だった。

砂場の
シートを
抑えるた
めにタイ
ヤを使用
していた
が撤去を
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

タイヤに
ついては
安全を考
え撤去
し、園庭
の安全確
認を行っ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

1週間休
み、友達と
会った嬉し
さから活動
的だった。
久しぶりの
戸外活動で
あったこと
もあり、体
がついてい
かなかった
り気持ちが
はやり、い
つもなら目
に入るもの
が入らな
かったので
はないかと
考えられ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外遊び
で見守り
は行って
いたが、
砂場から
少し離れ
た他児が
ままごと
をしてい
る場所で
保育して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１クラス
が外にで
ていたの
で、他の
職員は室
内で保育
をしてい
た。

1クラス
のみが
園庭活
動をし
てい
た。

複数のクラ
スで園庭で
遊ぶことに
より大人の
目が増え、
安全への気
配りがより
できたので
はないか。

8355

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

すい臓損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルには予
想される
行動,事
故の欄に
も竹馬で
バランス
を崩して
倒れると
の記載が
あるが、
その点の
意識が十
分ではな
かったか
もしれな
い。

年1回の
見直しだ
けでなく
活動に即
した確認
やヒヤリ
ハット報
告書を利
用して
の、全職
員の情報
共有や
ケースカ
ンファレ
ンスを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回は遊
具や施設
は影響し
ていない
ものの、
園庭の状
態等にも
気を配ら
なければ
危険はあ
ることを
再確認さ
せられ
た。

定期的な
点検と共
に、子ど
も達の使
い方等に
よっても
事故に繋
がるの
で、日常
の様子を
しっかり
見ていく
ことも事
故防止に
つながる
と感じ
た。点検
と合わせ
て確認と
伝達をし
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児のこ
れまでの
竹馬への
取り組み
の経緯、
当日の気
持ち、コ
ロナ禍が
続いてい
る事での
子ども達
へ体力等
へのの影
響等、複
合的な誘
因が重
なってし
まった可
能性も考
えられ
る。

これまで
の保育経
験に捉わ
れず、現
状の環境
を十分理
解し適切
な対応が
取れるよ
う、個々
の子ども
の状況を
職員が
しっかり
理解して
いくこと
を確認し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段乗り
こなして
いるより
も少し高
い竹馬に
挑戦して
いた。い
つもは他
児に先を
越されて
使えな
かったも
のが、こ
の日はま
だ残って
いたため
本児が手
にして挑
戦してみ
ようとい
う気持ち
が強かっ
たのでは
ないか。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児とマ
ンツーマ
ンではな
かったが
至近距離
で様子が
見られる
位置で見
ていた。
本児とは
離れた位
置でも竹
馬をして
いる複数
の他児も
いたた
め、合わ
せて状況
を把握し
ながら見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の職員は
まだ園庭
に出てい
なかった
り遠足に
出かけて
しまって
いたりし
て、担当
者・対象
児を近く
で見てい
るものは
いなかっ
た。

いつもより
高めの竹馬
を使ってい
たことも担
任は把握し
ていたが、
本人の頑張
りを認めて
あげること
はできてい
たが、事故
に繋がるリ
スクが高く
なったこと
は意識して
いなかっ
た。また本
児のみなら
ずコロナ禍
という中で
の子ども達
の体力低下
や、咄嗟の
身のこなし
などが上手
にできない
状況だった
かもしれな
いと思われ
る。

本児に限ら
ず、昨年・
今年と活動
が制約され
たことで、
子ども達の
体力や対応
力等が以前
と比べて
育っていな
かったかも
しれないこ
とを念頭に
置いて保育
すべきだっ
た。今後そ
の点に十分
注意しての
保育計画や
活動の選
択、保育士
の対応を見
直していく
ことが必要
である。

8356

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝の
複雑骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

2.基
準配
置

職員の意
識向上に
向け研修
への参加
及び職員
会議での
共通理解
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

片付けの
際にはゆ
とりを
持った時
間を設定
し、慌て
ることの
ないよう
にしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任間だ
けではな
く、職員
間で三輪
車の扱い
方を再度
確認し、
安全への
配慮を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもの動
きを見て
いた為、
本児から
離れた場
所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
の補助に
ついてい
た為、対
象児の様
子は見え
ていな
かった。

園児の行動
をよく観察
し、適切な
行動が取れ
るよう声を
かける。園
庭遊びでの
危険な事例
を把握し十
分注意を払
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8357

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 1 2 2 6 2 2 6 5 3歳
1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上歯茎
外傷・上
唇帯断裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

配置確認
の確認

外に出る
際の先生
の位置を
確認する

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

水道周り
が濡れて
いた

水回りな
どが滑ら
ないかを
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

カメの水
換え後で
水道の周
りが濡れ
ていた

滑るかも
しれない
事を子ど
もに周知
させてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い姿だっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

固定遊具
で遊ぶ子
を中心に
見ながら
全体を見
守る体制
になって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ゆったり
と数人で
遊んでい
たため、
先生はい
る場所は
把握しつ
つ低年齢
児中心に
ついてい
た。

発生場
所の周
辺は死
角に
なって
いた。

職員の配置
の見直し、
職員間の連
携を確認

8358

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 0 1 0 1 1 0 1 1 4歳
2.女
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右外果剝
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

室内では
走らない
よう引き
続き伝え
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

転倒など
の危険性
に配慮し
傍につく
ようにす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から運
動遊びの前
には準備体
操やスト
レッチ等で
体を解して
怪我防止に
努めてき
た。コロナ
感染症拡大
防止で保育
園自粛中に
運動不足に
なった子ど
もが多いか
らか、体の
バランスが
取り辛かっ
たことが考
えられる。
今後も子ど
も達が動い
たり歩いた
りする際に
は転倒や怪
我の危険性
に配慮し、
保育士等が
傍について
すぐに対応
できるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
と一緒に
ままごと
遊びを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士２
名での保
育体制時
間であ
り、1名
は園の戸
締りと見
回りの実
施、1名
は保育に
従事し当
該園児の
見守りを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園内の見
回りを戸
締りをし
ていた。

夕方に
なり寂
しい気
持ちが
出て保
育士に
甘えよ
うと急
に立ち
上がっ
たと思
われ
る。

安全面には
十分注意を
していた
が、ままご
と等活動の
切り替え前
に約束事を
決めてから
始める。子
ども達の人
数により遊
びの工夫で
集中できる
ようにして
いく。保育
士等が常に
寄り添い声
をかけ、急
な動きにも
対応できる
ようにす
る。

8359

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

1.0歳児
クラス

9 6 6 0歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

頭頂骨骨
折外傷性
帽状腱膜
下出血

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(18)回/年

1.基
準以
上配
置

研修とし
てヒヤリ
ハットの
報告後改
善点を話
し合って
いるが気
を付けま
しょうで
終わって
いること
がある。

気を付け
ましょう
で終わら
ず具体的
な改善策
を話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

東廊下と
下の土の
間に10cm
の隙間が
あった。
園庭、園
庭の遊具
のチエッ
ク表以外
がないの
で個人に
よって
チェック
がまちま
ちにな
る。

隙間に衝
撃吸収材
を貼り付
け挟まら
ないよう
にした。
施設、玩
具につい
てその内
容が含ま
れた
チェック
表を作成
して点検
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児よ
りも動く
歩く子へ
の対応を
優先して
いた。全
員で全員
を見てる
状態で
あった。

声をかけ
あい誰が
誰をみる
かを明ら
かにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ござの上
でずりば
いをして
いた。自
宅で高い
ところか
ら落ちた
と保護者
から聞い
ていたの
でござの
上で遊ば
せてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の着
替えをし
ていたの
で、対象
児が落ち
た際手を
差し伸べ
るのが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の歩く
児童を見
ていた。

対象児
の板に
つかま
ろうと
する動
きを予
測でき
ず、ご
ざの上
であれ
ば落ち
る心配
はない
と思っ
てい
た。

対象児の運
動発達の状
況を把握し
クラス職員
で周知す
る。

8360

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

87 6 14 13 19 16 19 0 12 12 4歳
2.女
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

鉄棒の上
に座って
瞬間的に
拍手をし
て鉄棒を
掴み直す
という行
為は、今
まで鉄棒
の1つの
技として
許可して
いたが、
保育園で
認める行
為ではな
かったか
もしれな
い。

今回の行
為を禁止
とする。
その他の
禁止事項
の確認。
その子の
その時の
レベルに
適してい
るか等の
見極め、
情報を共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(296)回/
年

ハード面
の原因は
特に無し

ハード面
での改善
は不要

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

環境面の
原因は特
に無し

環境面で
の改善は
不要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒を
やってい
る子を専
任で見守
る職員は
いなかっ
たが、離
れたとこ
ろで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の危険
個所（ハ
シゴ）付
近で遊ぶ
子をメイ
ンに見
守ってい
た。

年度も
後半に
なり子
どもの
成長と
ともに
出来る
ことも
増え、
危険行
為の確
認、議
論、見
直し、
が減っ
てい
た。

鉄棒だけで
なくブラン
コ、すべり
台、斜面、
はしご等の
ルール、マ
ニュアルの
見直し、共
有。

8361

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

14 7 7 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 頭部外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

園周辺
マップが
作成され
ており、
周辺の様
子や公園
等の把握
もできて
いた。戸
外活動中
の危機管
理や事故
対応につ
いても研
修が行わ
れていた
為、対応
について
保育士間
で確認で
きてい
た。

事故発生
時の対応
の仕方を
クラス
間、園全
体で確認
し合う。
（常にお
散歩バッ
クの中身
の確認や
緊急連絡
の手順、
事故内容
からの判
断基準の
確認、対
象児、他
児への対
応につい
て等）

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊び始め
る前には
危険物や
破損個所
がないか
確認し、
発見した
場合は遊
ぶ場所を
変更した
り、園内
でも他職
員に共有
し合って
る。

危険個所
を発見し
た場合に
は園長に
報告し、
行政等へ
連絡して
もらうな
ど安全な
環境で遊
ぶ事がで
きるよう
対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び慣れ
ている公
園でもあ
り、当日
は特に地
面がぬか
るんでい
たり危険
個所等の
問題もな
かった。
日頃から
遊び始め
る前に
は、子ど
も達と遊
具の使い
方、危険
個所の確
認など約
束事を交
わしてい
る。

遊び始め
る前に、
口頭だけ
ではなく
危険個所
を子ども
達と共に
直接確認
し合い、
どこの何
がどうす
ると危険
なのか
等、具体
的に伝え
知らせて
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

仲の良い
園児の保
護者が保
育参加で
公園に出
かけ一緒
に鬼ごっ
こを行っ
たこと
で、友だ
ちも本児
もいつも
以上にテ
ンション
が高く
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

何か所かに
分かれて子
ども達の遊
びが行われ
ていた。固
定遊具付近
での追いか
けっこや鬼
ごっこは普
段から危険
であること
を伝えてお
り広場で鬼
ごっこをす
る様子を他
児の遊びも
見える位置
で見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場付近に
保育士が1
名いた為、
少し離れた
砂場で子ど
もたちの様
子を見守っ
ていた。保
育士間で声
を掛け合え
る距離でも
あり、離れ
ていても子
どもたちの
様子は確認
できる範囲
内ではあっ
た。

固定遊具や
アスレチッ
ク側ではな
く比較的安
全な場所で
の活動では
あった。園
児14名に対
し保育士2
名と十分に
見守ること
ができる状
況ではあっ
た。保育参
加保護者が
いたことで
子どもたち
の気持ちが
高揚して怪
我に繋がっ
たのも要因
としてある
と感じる。

子どもの遊
びを見守り
ながら、水
分補給や休
憩タイム等
で一旦個々
の様子や状
況を改めて
確認、把握
するように
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8362

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

22 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶし隆起
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

子どもの特
性を十分に
理解したう
えで職員一
人ひとりが
事故予防に
心がけ、気
配りをして
いくこと
で、起こり
うるリスク
を減らして
いく。所長
とリスクマ
ネージャー
が一体と
なって、事
故に発展す
る可能性の
ある問題点
を把握し事
故予防に取
り組んでい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園外保育
先の安全
確認は、
年度当初
または定
期的に実
施してい
るが、引
き続き実
施してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども自
身が自分
のみを守
る意識が
持てるよ
う、日頃
の保育の
中で取り
組んでい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子ども同
士で鬼
ごっこを
していて
転倒する
が、保育
者に伝え
た後、ま
た走って
参加し
た。その
後もいつ
もと変わ
らず歩い
て帰園し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもの動
きを見
守ってい
た。本児
が痛みを
訴えてき
たので確
認をする
が、腫れ
てくる様
子が無く
すぐに遊
び始めて
いたので
様子をみ
ていた。

１.担
当者・
対象児
の動き
を見て
いた
（至近
距離に
いた）

公園内の
固定遊具
近くにい
て見守っ
ていた。

子どもの特
性、動きに
配慮し、職
員は危険時
にすぐに動
ける立ち位
置につき対
応する。

8363

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

1 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の経
験値・危
険予知不
足

経験値を
補うため
今回の経
験生かし
全職員に
周知。研
修の見直
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

玩具や遊
具の破損
などでは
ないこと
からの油
断。

危険箇所
の見直し
と周知。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

経験値が
ないこと
から、危
険予知が
出来な
かった。

子どもの
年齢や発
達、人数
に合わ
せ、活動
の場を分
けるなど
の対策を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
登園。体
調も良
好。豆ま
きをした
後で、興
奮してい
た様子で
余韻を楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
に夢中に
なり、本
児が転ん
だ後に気
が付い
た。砂場
の木枠の
側で転ん
で泣いて
いたので
すぐに傍
に行き、
木枠に躓
いたと本
児から聞
き取りを
した。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
なし

なし

危険箇所の
見直し、活
動の場所を
考え全体を
把握できる
ようにす
る。

8364

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

17 5 5 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1.2)回/
年

2.基
準配
置

近くに担
任はいた
が、危険
性を把握
していな
かった。

子どもの
遊び場所
として適
している
か担任間
で合意す
る必要が
ある。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

年齢によ
る子ども
の運動発
達面を把
握しきれ
てなかっ
た。

年齢に
よって運
動の発達
面を考慮
して子ど
もの行動
に注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全に見
える環境
の中にも
危険な場
所が潜ん
でいるこ
とがあ
る。

散歩先の
場所をあ
らかじ
め、下見
し危険な
箇所がな
いか点検
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は飛
び降りな
いが、こ
の時は飛
んでし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たが、止
められな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

気になっ
ていた
が、それ
ぞれ他の
子とかか
わってい
た。

危ない
と思っ
ていた
職員も
いたが
担任同
士の連
携がう
まくで
きてな
かっ
た。

担任間で確
認しながら
子どもを見
ていく必要
がある。

8365

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第4指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルなどを
読み合わ
せ年齢ご
との身体
的動きな
どを把握
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

活動前に
目視で安
全点検を
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険箇所
を回避す
るよう声
かけをし
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慣れ親し
んだ公園
でいつも
通り遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで走
り降りる
対象児を
見てい
て、転倒
してし
まったの
ですぐ声
をかけを
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具で遊
ぶ他児を
見ていた
ので対象
児を見て
いなかっ
た

慣れ親しん
だ公園でも
常に環境を
把握し事故
の内容配慮
する

8366

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘脱
臼、左腕
尺骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

遊具を使用
する人数や
時間帯など
子ども達の
様々な状況
を考慮した
うえで安全
に使用す
る。遊具を
使用する際
は子どもの
特性を把握
した保育者
が目を離さ
ず見守り、
危険に繋が
るようなこ
とは未然に
防げるよう
にする。所
長やリスク
マネー
ジャーを中
心として、
事例検討や
改善を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具の点
検や保育
環境の整
備を常に
意識して
行い、安
全を図
る。安全
用のマッ
トは敷い
ていたが
安全性を
さらに考
慮し対応
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方や
ルールを徹
底し、子ど
もの発達に
合わせた使
い方をして
安全指導を
行う。数名
が同時に使
用するので
はなく一人
ずつ順番に
遊ぶように
する。子ど
ものやりた
い気持ちは
十分に受け
止めつつ、
発達に合わ
せた遊び方
が出来るよ
う適切な声
掛けや援助
等の配慮を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の友達
が鉄棒で
遊んでい
るのを見
て、自分
もやりた
くなり始
めたが、
足が引っ
かからず
落ちてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任の一
人が近く
について
見守って
いたが、
落ちる時
は間に合
わなかっ
た。もう
一人の担
任は少し
離れたと
ころで全
体を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒で遊
んでいな
い他の児
童を見て
いた。

常に危険が伴
うことを意識
して、対応で
きる立ち位置
で取り組む。
遊具を使用す
る際は子ども
の特性を把握
した保育者が
目を離さず見
守り、危険に
繋がるような
ことは未然に
防げるように
する。動静把
握を丁寧にし
ながら、職員
の役割分担や
介助の仕方な
どを確認して
いく。

8367

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

23 9 14 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

数多く利
用してい
る公園で
あり、遊
具等の利
用も大丈
夫という
認識が
あった。

ブラン
コ、滑り
台の利用
方法を園
児と保育
者で学ぶ
こととす
る。

3.未実施
園外活動
中だった

2.不定期
に実施

使用前に
保育者が
安全を確
認

2.不定期
に実施

使用前に
保育者が
安全を確
認

特になし

遊具の利
用数を制
限し保育
者が見守
りながら
園児が利
用する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
を大きく
ゆらす
（こぐ）
ことがあ
る

ブランコ
を大きく
ゆらす
（こぐ）
ことのな
いよう注
視する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園児同士
が追いか
けっこで
遊んでい
る勢いで
ブランコ
に乗って
しまった
ので、大
きくゆれ
動いてい
た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

他の園児
より大き
く揺れ動
いていた
ので、小
さくする
よう促す

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の遊具
を利用し
ている園
児や広場
で遊ぶ園
児の見守
りをして
いた

普段か
ら利用
してい
るブラ
ンコで
あった
が、着
用して
いたマ
スクの
ズレを
直そう
と手を
放し転
落に繋
がった

ブランコの
利用中は大
きくゆらさ
ず、手を離
さないよう
指導、見守
りを行う。
思い込みを
なくし、事
故が起こる
かもしれな
いという考
えをもつ。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8368

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1 6歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

特になし
遊び方の
ルールを
見直す

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

特になし

玩具を多
めに準備
し、コー
ナー分け
するなど
工夫する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床にレゴ
ブロック
を置いて
遊んでい
た。

ブロック
製作は
テーブル
上やス
ペースを
決めて行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

レゴブ
ロックで
の製作は
本児の好
きな遊び
であっ
た。ま
た、友だ
ちとのや
りとりも
日常で見
られる光
景だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒の瞬
間は見て
いなかっ
た。

他に職
員はい
なかっ
た

職員1名
で保育の
為、該当
なし

特にな
し

夕方は怪我
が起きやす
い時間帯で
あることを
把握し、全
体を見るよ
うにする。

8369

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

25 9 6 10 4 4 6歳
1.男
児

痛みが続くた
め整形外科を
受診した所、
骨折していた
と母から園へ
連絡が入る。
境目の骨が欠
けているとも
言われたとの
事で、左上部
から手甲まで
ギプス固定し
た。●月●日
病院を受診し
ギプスが取ら
れた。医師か
ら激しい運動
さえしなけれ
ば普段の生活
に徐々に戻っ
てよいとの事
であった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕「上
腕骨骨
折」

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

公園での
遊びの中
で、どの
保育士が
遊んでい
る園児達
をどのよ
うに見守
るかが具
体的に定
められて
いなかっ
た。

戸外遊び
での保育
士の園児
への見守
り方法を
具体的に
定めてお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

公園での
遊びの前
に苔のあ
る場所は
滑りやす
いので気
をつける
ように伝
えたが、
木の周り
に注意し
ながら遊
ぶよう伝
えていな
かった。

遊びの前
に足元が
滑りやす
かったり
躓きやす
い場所を
再度確認
し、転倒
の危険が
ある場所
では遊ば
ないよう
に声掛け
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢保
育とな
り、公園
内での遊
び範囲も
広くそれ
ぞれの保
育士の見
守りが
しっかり
と定まら
なかっ
た。

園児が遊
びを開始
する前
に、具体
的に各保
育士の見
守る立ち
位置や見
守る範
囲、内容
を打ち合
わせて決
めてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の体温
も通常で
あり、公
園での遊
びも普段
通りに元
気よく走
り遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら少し離
れた所か
ら、対象
児や他の
園児と全
体的に見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児達か
ら少し離
れた位置
で全体の
園児を見
守るよう
にしてい
た。

公園で
の遊び
の中
で、ど
の保育
士が遊
んでい
る園児
達をど
のよう
に見守
るかが
具体的
に決め
られて
いな
かっ
た。

遊びの前に
保育士の園
児への見守
り方法を具
体的に決め
ておく。

8370

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

26 1 4 6 4 5 6 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕尺
骨若木骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

配置基準
以上に保
育士配
置。転倒
しても腕
をつくこ
とができ
る子に
育ってい
ると評
価。

バランス
が取れな
い、情緒
が不安定
な子ども
への関り
や保育展
開を共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

子どもが
判断する
ことがで
きない危
険なもの
は排除し
ていま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動に必
要と判断
したもの
を子ども
は選択し
ている。

幼児クラ
ス児に
は、乳児
や下のク
ラスの子
どもがみ
んなの真
似をする
事、真似
てケガを
すること
があるの
で危ない
ことはし
ない事を
その都度
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
活動に参
加し、自
分の意見
や抱いた
イメージ
をこと
ば、身振
り、モノ
を作って
表現して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

痛いと訴え
て来たので
痛い箇所を
尋ねる。顔
色、唇の
色、部位の
表面を見
る。指を
ぐーぱーさ
せ様子確
認。患部の
腫れがなこ
とを目視
し、手の平
で部位に触
れる。どこ
で何をした
ことで痛く
なったのか
尋ね、その
場に行って
みる。他の
先生呼ぶ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の位置に
いて、そ
れぞれが
行動

配置に
不足は
ない

降園を待ち
長時間保育
になってい
たので、注
意力が落ち
ている事を
再認識す
る。

8371

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保育士が
すぐには
つけない
状態だっ
たので遊
ばない約
束をして
いた。

口頭だけ
の約束で
はなく札
をつけて
誰からも
遊ばない
ことがわ
かるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
()回/年

遊び方に
よっては
高さがあ
る。ま
た、落下
面が固
い。

子どもの
色々な遊
び方に耐
えうるよ
うな落下
面の環境
整備
（マット
を敷く）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

やってみ
たい気持
ちがあり
遊んだ。

保育士が
そばにつ
けない時
は札をつ
けてわか
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

男児2，3
人とス
クーター
に乗って
広場を動
き回って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

直前まで
スクー
ターで遊
んでいた
のを確認
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２歳児ク
ラスの職
員がいた
がクラス
の子ども
と遊んで
いた。

遊具を
取りに
行く子
どもに
対応し
てい
た。

常に全体を
見ていくよ
うにする。
他のクラス
職員と声を
掛け合う。
遊びの約束
等は子ども
にわかりや
すく話をし
ていく

8372

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 0 3 5 30 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左中足骨
骨折（第
4）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

築山から
見守る職
員が子ど
もが残っ
ているか
未確認の
まま、移
動してし
まった。

危険場所
の優先順
位を各保
育士が常
に考え、
子どもの
動きに合
わせ立ち
位置を変
化させ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

保育士の
配置はさ
れていた
が、タイ
ヤトンネ
ルに対し
危険意識
が低かっ
た。

ジャンプ
をしてい
る場面を
見たら、
職員がす
ぐに側に
付き介助
できる体
制をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

着地時、
着地場所
が山の傾
斜部分と
なり不安
定であっ
た。

遊具の危
険予測の
確認、共
有。着地
点を平ら
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と戸
外を走り
回り、虫
探しを
し、遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けが始
まっていた
為、築山か
ら下りてい
き他児に片
付けをする
ように促し
ていたこと
で、実際に
着地した様
子を目視す
ることが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
いたが、
他の遊び
を見守っ
ていた。

着地す
る際、
トンネ
ルの上
に立っ
ている
時の危
険予測
が足り
なかっ
た。

最後の一人
が入室する
まで、築山
上で見守る
職員は持ち
場を離れな
いようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8373

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

11.一時
預かり事
業

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

1 1 1 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外側上顆
骨折						
						

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

年1回

1.基
準以
上配
置

児童の所
在を常に
把握する
ことがで
きていな
かった。

保育室内
でも児童
から目を
話すこと
はしては
いけない
が、特に
戸外につ
いては児
童の所在
を常に把
握する体
制を確保
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（300）回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

公園に隣
接する住
宅の石垣
は一部低
くなって
いて、幼
児でも上
がれるが
高さ150
ｃｍを超
える箇所
もある。

子どもの
所在の把
握・大き
なけがに
繋がる危
険が予測
される箇
所は児童
と手をつ
なぐ等の
配慮を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

小学校が休
み中で多く
の小学生が
公園にいた
ため、少し
外れたとこ
ろでで虫を
探しをし
た。石垣は
高いところ
では150㎝
を超えてい
るが、低い
箇所は本児
でも容易に
登ることが
できる高さ
（数10㎝）
のため登る
ことは予想
される。

散歩先の
危険個所
の把握を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2週間ぶ
りの登
園。喜ん
で散歩に
出かけ
た。児童
Aと一緒
に虫を探
すことに
夢中に
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
当日の保
育を報告
するため
に●●を
使用して
おり、掲
載する写
真を撮っ
ていた。
その際本
児から目
を離し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士のみ

2週間ぶり
の登園
だった。
本児の気
持ちが高
ぶること
や活動的
になるこ
とを予想
し、普段
より安全
面に配慮
すること
が必要
だった
が、本児
から目を
話す等安
全に保育
をする対
応が不足
してい
た。

児童の心身
の状態を把
握し、児童
の動きを予
測する。保
育中は常に
児童の所在
を把握する
ことが必要
だが、特に
戸外は徹底
する。

8374

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

26 0 0 0 4 8 14 4 4 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕上腕
骨顆上骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
12回/年

2.基
準配
置

鉄棒に職
員がつい
ていた
が、すぐ
に対応出
来る位置
にはつい
ていな
かった。

子どもが
鉄棒で遊
ぶ際は、
落下に備
えて、必
ず職員が
そばにつ
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
（12)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(291)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(291)回/
年

所外で
あったが
鉄棒の高
さには問
題はな
かった。
所内の際
は下に
マットを
敷いてい
るが、所
外だった
ため敷く
ことがで
きなかっ
た。

所外の場合
は高さが子
どもに合っ
ているか確
認する。鉄
棒で遊ぶ際
は落下に備
えてマット
を敷いた
り、すぐに
対応できる
位置に職員
がつく。鉄
棒に遊びが
集中しない
よう、他の
遊び等準備
したり誘い
かけたりし
て工夫をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高さの違
う鉄棒が
3ヵ所あ
り、3ヵ
所とも子
ども達が
遊んでい
た。

戸外で遊
ぶ際は、
事前に準
備体操を
取り入
れ、体を
ほぐして
から遊び
始める。
腕で支え
る、ぶら
下がる等
支持力を
つける遊
びを多く
取り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者か
らも朝の
登所の際
に、特に
引継ぎは
なく、怪
我が発生
するまで
も、室内
では、粘
土遊びな
ど、じっ
くり遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

隣にある
もう一つ
の鉄棒で
遊んでい
た子ども
について
いた為、
落下を防
ぐことが
できな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒以外
に虫探し
や探索活
動をして
いた子ど
も達につ
いていた
ため、す
ぐにかけ
つけるこ
とが出来
なかっ
た。職員
のうち1
名は落下
した対象
児の様子
を目撃し
たが遠く
にいた
為、間に
合わな
かった。

鉄棒を
行う時
に、親
指をか
けて鉄
棒を握
るよう
に声を
かけて
いた
が、き
ちんと
握って
いるか
の確認
ができ
ていな
かっ
た。

鉄棒の握り
方を子ども
達に知ら
せ、きちん
と握ってい
るかの確認
ができてか
ら行うよう
にする。

8375

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

35 2 2 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

散歩の危
機予測の
不足。散
歩時のマ
ニュアル
の習熟度
が低かっ
た。

散歩時の予
想される危
険に対して
安全対策を
立て熟知し
実行する。
散歩時の園
独自マニュ
アルを作成
し再発防止
を強化す
る。日々の
保育の中で
歩き方、交
通ルールを
子どもたち
に伝えてい
く。法人の
マニュアル
を再確認、
習得する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

散歩中、
周囲の安
全確認を
しながら
歩いてい
たが転ん
だ。危険
予測が足
りなかっ
た。子ど
もたち
ペースに
合わせた
歩き方の
配慮が足
りなかっ
た。

散歩時の
歩き方や
安全確認
について
話し合い
見直し共
有。子ど
もの人数
に対する
保育士の
人数につ
いての確
認と共
有。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの歩き
に合わせ
てスピー
ドをコン
トロール
できてい
なかった
ため、散
歩の列が
長くな
り、子ど
もたちが
走る場面
があっ
た。

園独自の
ルールを
作成し園
外散歩に
出掛ける
人数を上
限20名引
率職員を
3名とす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

会話や景
色を楽し
みながら
歩いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

列の前後
に職員を
配置し、
子どもた
ちの様子
や周辺の
安全確認
を行って
いたが最
後尾の職
員が気付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭を歩
いていた
保育士は
前方の安
全確認を
していた
為、気付
かなかっ
た。

靴が脱
げ、履
こうと
した時
に手を
付き転
んだ可
能性が
高い。

職員が声を
掛け列を止
め負傷した
であろう児
の状況確認
を速やかに
行う。

8376

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

20 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

頭蓋骨骨
折／急性
硬膜下血
腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

園児の履
いていた
靴のサイ
ズが少し
大きめ
だった

保護者皆
様には、
靴のサイ
ズがお子
様の足に
合ってい
るか日々
確認して
頂く

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

Ａ公園内
に少し傾
斜があ
り、園児
が転んだ
所は雨水
が流れた
跡で地面
が削られ
窪みが出
来てい
た。さら
に大き目
な石が無
数転がっ
ており足
場が悪
かった。

市役所へ
連絡し、
整地して
もらう

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びだす
時に、遊
具へ向
かって走
り出した

遊び始め
る時は焦
らず歩い
て遊具へ
向かうよ
う指導し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

早く遊び
たいと気
持ちが
焦ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

公園に到着
後、子ども
を集めいつ
ものように
公園内での
遊び方の確
認や注意事
項を伝え
た。子ども
の様子を全
体的に見
て、子ども
が多く行く
所に見守り
に向かおう
としていた
ところ、対
象児が転ん
だ姿を見た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びだす
前に公園
内の安全
確認。危
険物撤去
を行う。
他の子ど
もが草む
らに移動
したので
対象児と
は別方向
へ移動し
ていた

なし

危険予知の
意識を常に
持ち、危機
管理を怠ら
ない
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8377

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90 0 13 15 21 21 20 15 12 5歳
1.男
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
（肩と腕
のつなぎ
目）骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

夕方の保
育おいて
は、清掃
と重なる
時間やス
タッフの
シフト連
絡の引継
ぎ、降園
のお迎え
時の保護
者への伝
達等、ス
タッフ間
の動き多
く手薄に
なる時間
帯があっ
た。

夕方の保
育内容、
スタッフ
間の動
き、危険
個所の安
全管理配
置の再度
の見直し
等マニュ
アルを改
善し、職
員全員へ
の周知を
徹底して
事故対象
児の保護
者に内容
を開示す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

定期的な
安全点検
は行われ
ていた
が、一時
的であれ
滑り台か
ら離れる
場合の他
のスタッ
フへの声
掛けが出
来ていな
かった。

その場を
職員が離
れる時は
スタッフ
間で声を
掛け合
い、危険
箇所に必
ず人員を
配置をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くにい
た乳児部
スタッフ
が気付い
たが、倒
れ落ちる
場面で危
険を知ら
せる声掛
けや補助
が出来る
距離では
なかっ
た。

大型滑り
台の近く
には常時
必ずス
タッフが
１名つく
ように
し、夕方
の降園時
と重なる
時間帯に
おける園
庭遊具の
職員配置
の人員を
十分に確
保する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児を含
む3名で
滑り台に
て繰り返
し遊ぶ。
最初は上
から滑り
降り遊ん
でいた
が、途中
で降り口
から登ろ
うとし、
バランス
を崩して
横から落
ちる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

下から50
㎝ほどの
位置から
横に落ち
る。近く
にいた乳
児パート
スタッフ
が気付
き、幼児
スタッフ
に報告す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応などで
滑り台の
近くに職
員がつい
ておら
ず、降り
口から
登ってい
ることに
気付かな
かった。

本児を
含む3名
で滑り
台にて
繰り返
し遊
ぶ。最
初は上
から滑
り降り
遊んで
いた
が、途
中で登
ること
に先を
争って
本児は
気持ち
が急ぎ
降り口
から登
りはじ
めた。

滑り台の降
り口から登
らないな
ど、滑り台
の使い方の
ルールを今
一度子ども
たちと確認
をする。

8378

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

42 21 21 5 5 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

普段は園
庭で遊ぶ
ことが多
い為、園
児たちが
公園遊具
に不慣れ
であっ
た。ま
た、保育
士も補助
の仕方な
ど想定が
甘かった
ことが考
えられ
る。

３，４歳児
合同で園外
保育を実施
した為、保
育士が各所
に分散し事
故を防ぎ切
れなかった
事が考えら
れる。今後
は一クラス
毎に園外保
育を実施
し、遊ベる
遊具の範囲
を限定し時
間で遊具を
入れ替える
等対応す
る。下見の
際、道中や
公園内の危
険個所の確
認だけでな
く、子ども
の姿を想像
しどのよう
に安全にサ
ポートすべ
きかも想定
しておく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

園外保育
下見の際
には、使
用予定の
固定遊具
の状態も
確認し、
破損箇所
やゆる
み、ぐら
つきがな
い事も確
認済。

固定遊具
の管理状
態に問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

6段ジャン
グルジム
だった為、
3歳児は2段
目までと事
前に周知し
ていた。皆
そのルール
の中で楽し
んでいた
が、大きな
ジャングル
ジムであっ
た為、下か
ら潜り込ん
で中央付近
から上がっ
ていく子が
いることま
で想定でき
ていなかっ
た。

園外保育
下見の際
に、園児
の想定さ
れる動き
に対して
の対応策
をリスト
アップ
し、保育
士同士で
共有して
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園外保育
というこ
ともあ
り、対象
児の気持
ちもいつ
もより昂
揚してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ルジムに
は2人の
保育士が
対角線上
に配置に
ついてい
たが、中
央付近に
いる対象
児にまで
手が届か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
3か所に
分散して
遊んでい
た。保育
士も必要
箇所に分
かれて対
応してい
た。

慣れてい
ない遊具
の為、保
育士の配
置に余裕
が無かっ
たことが
考えられ
る。大き
いジャン
グルジム
だった
為、中心
付近から
上がる園
児に対し
て保育士
の手が届
かない状
況にあり
すぐにサ
ポートす
ることが
できな
かった。

園児の遊ぶ
エリアを限
定し、保育
士の配置を
厚くする。
ジャングル
ジムの外側
から乗り降
りするよう
に指導して
いく。

8379

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

6 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 該当なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 該当なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 該当なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室の
ロッカー
から荷物
を取ろう
とした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

出入口で
当該児童
を含め、
延長保育
の部屋に
移動する
児童数名
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育室内
で当該児
童を含
め、延長
保育の部
屋に移動
する児童
数名を見
守ってい
た。

児童の
身体や
様子の
変化に
つい
て、注
意が不
足して
いた。

排泄後の身
だしなみを
整える時や
延長保育に
移行する時
等活動が切
り替わる際
は、一層児
童の様子に
注意を向け
るよう職員
間で意識を
共有する。

8380

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

10.事業
所内保育
事業（認
可）

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 2 1 3 3 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

年齢別に
部屋を分
ける

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

マットの
一番高い
部分では
なく傾斜
部分の不
安定な所
に手を着
いてし
まった

手を着い
ても安全
な箇所に
印(カ
ラーテー
プ等)を
付ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マットを
複数枚使
用する際
は、マッ
トの配置
を工夫す
る

マットの
位置は適
切か、安
全に配置
されてい
るかの確
認を十分
に行う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

初めて会
う友だち
を真似
て、いつ
もと違う
無理な跳
び方をし
た(手を
着いてか
ら跳ぶ)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつもよ
り楽しそ
うな様子
で跳ぶ姿
を見守っ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

慣らし保
育中の
子、入所
間もない
子、この
日初めて
登園した
子の対応
をしてい
た

事故発
生時、
他３名
のお子
さまの
方に目
が行く
ことが
多く本
児にあ
まり手
をかけ
てあげ
られな
かった

年齢別で部
屋を分け、
担当職員を
決める

8381

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

12 3 3 3歳
2.女
児

●月●日
（1歳0か
月）に熱性
けいれん

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

2.顔面
(口腔内
含む)

けいれん
重責

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

直前ま
で、Ｂ保
育士と元
気に追い
かけっこ
を行って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

【Ａ保育
士】公園に
到着後、子
どもを集め
いつものよ
うに公園内
での遊び方
の確認や注
意事項を伝
えた。その
後遊具横
で、子ども
たちの見守
りを行って
いた。戻る
時間を確認
しようと携
帯電話で時
間を確認し
たところ、
他職員が慌
ただしくし
ている事に
気が付いた
が、遊具に
子どもたち
が残ってい
たため、そ
の場から離
れる事が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

【Ｂ保育士】本
児含め子ども達
と追いかけっこ
をしていたが、
遊具で遊んでい
た他児に呼ばれ
遊具方面へ向
かった。Ｃ保育
士から呼ばれ、
異変を察知し本
児の状態を確認
し、園へ連絡す
るべくＡ保育士
の持っている救
急バックに入っ
ている携帯電話
を取りに行く。
【Ｃ保育士】遊
びだす前に公園
内の安全確認。
危険物撤去を行
う。その後遊具
横にて子ども達
の見守りを行っ
ていた。遊具で
遊んでいる子ど
もがＢ保育士を
呼んだため、場
所を交換しよう
とＢ保育士の方
へ歩き出す。そ
の直後に本児が
倒れている所を
発見する。

なし

園外活動中
に緊急事態
がおきた場
合、落ち着
いて対処で
きるよう、
マニュアル
の整理・研
修を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8382

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 2 0 24 5 10 0 0 8 7 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルの共有
だけでな
く、園の
環境の実
態に合わ
せた話し
合いが足
りなかっ
た。結果
共有がな
されてな
かった。

園の環境
の実態に
合わせた
話し合い
をし木製
置物(遊
具）の見
直し、安
全点検確
認、共有
をする。
職員の立
ち位置の
話し合い
をし見直
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

保育士の
配置はさ
れていた
が、遊具
の適年齢
の共有が
なされて
いなかっ
たため危
機感が薄
れてい
た。また
危険予測
が足りな
かった。

年齢に適
した安全
性を考慮
した置物
であった
のか確認
と共有。
位置・遊
び方・保
育士配置
とポジ
ションの
確認と共
有。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年齢に適
した遊具
の共有が
されてい
なかっ
た。０歳
児を抱っ
こしてい
る保育士
が見てい
たため手
がふさ
がってい
て防げな
かった。

木製置物
（遊具）
の位置や
使い方の
確認を行
う。それ
ぞれの遊
具の危険
予測の洗
い出しの
共有。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発であ
り、当日
も自分の
関心のあ
る遊びを
見つけて
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くには
いたが０
歳児を
抱っこし
ていたた
め防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くにい
たが、他
の遊びを
見守って
いた。

園庭で遊
んでいる
子ども達
の様子や
保育士の
配置につ
いて全体
を把握し
指示する
担当保育
士が気づ
けなかっ
た。（誰
から見て
も担当者
と分かる
ように●
●●を付
けてい
る）

遊びの見守り
は、いざとい
う時に直ぐに
動けるような
体制でいるこ
と。木製置物
（遊具）の位
置や使い方・
適年齢・危険
予測の共有を
する。園庭で
遊んでいる子
ども達の様子
や保育士の配
置について全
体把握し指示
する担当保育
士を増やす。

8383

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 7 5 1 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士配置
を考慮し室
内に2か所あ
る雲梯を1か
所にして使
用していた
が、他12名
のコーナー
遊びの子ど
も達もお
り、そちら
を視界に入
れながら見
守ってい
た。遊び慣
れていたこ
と、通常に
使い方・お
り方をして
いたので保
育士の危機
感が薄れて
いた。

雲梯遊び
を取り入
れている
ので、保
育士が
様々な事
故パター
ンを想定
しておき
危機感を
もつ。使
用の仕方
を都度子
どもたち
に言葉を
かけてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

床から雲
梯の高さ
まで180
㎝マット
厚さ15㎝
を2枚重
ねて使用
し、年長
児が雲梯
にぶら下
がりマッ
トからま
での差は
30～40㎝
である。
マットを
2枚重ね
た事が要
因と考え
られる。

今回の事
故は普通
の着地で
起きたこ
とである
ことを考
えると、
マットを
2枚重ね
で使用し
たことが
要因と考
えるの
で、マッ
トは1枚
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯の設
置してあ
る保育室
にいる保
育士と誘
導保育士
との活動
の流れの
共有不足
と、設置
保育室に
いた保育
士の言葉
かけ不足
があっ
た。

移動職員
（年長誘
導職員）
と雲梯の
設置され
ている室
内にいる
職員の共
有をしっ
かり行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児
は、次の
活動で保
育室の移
動してい
たが、本
児は一人
雲梯をし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

5歳児誘
導保育士
は集合場
所に全員
揃ってい
なかった
ので雲梯
設置して
ある保育
室に戻り
本児を発
見。保育
室に残っ
ていた保
育士は本
児が雲梯
をしてい
たので見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他保育士
はその場
にはいな
かった。

誘導保
育士
は、5歳
児が全
員移動
してい
る事の
確認が
遅れ
た。

保育士の配
置や立ち位
置として、
遊びスペー
スと雲梯の
場所距離感
の確認。誘
導保育士は5
歳児全員移
動したこと
を確認す
る。

8384

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

33 2 2 6歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

鉄棒をす
る時に手
の届く範
囲で使用
するよう
にしてい
るが、今
回は手の
届く範囲
から外れ
ていたた
め事故発
生時につ
ながっ
た。

鉄棒を使
う時は園
児に手が
届く範囲
に保育士
が付くよ
うにす
る。手が
届く範囲
で配置で
きない際
は他の遊
びを促す
等対策を
取るよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

安全点検
は定期的
に実施
し、異常
がないこ
とを確認
した上で
使用して
いた。他
児の対応
のため一
時的に手
が届く範
囲から外
れてし
まったこ
とが要因
と考えれ
らる。

安全点検
を引き続
き実施
し、園児
が使用す
る際は、
保育士は
園児に手
が届く範
囲で対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児に気
を取られ
ている中
で鉄棒を
してし
まった。

保育士が
鉄棒遊び
をする園
児に付け
ない時は
他の遊び
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の上
に座るよ
うな動作
を他児が
してい
て、同じ
ことを自
分も出来
ると気が
高まって
行動して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒に手
が届く範
囲ではい
たが、本
児に手が
届く範囲
ではな
かった。
近くにい
た他児が
会話を持
ち掛けて
きたた
め、そち
らの対応
をし本児
から気が
離れてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の対応
をしていた
ため、本児
の行動には
気付いてい
なかった。
発生直後は
本児が痛
がっていた
ので看護師
の所に連れ
て行く様子
を見守って
いる。他の
子が怪我を
しないよう
声をかけ
る。安全が
確認できる
まで鉄棒を
使わないよ
うにした。

散歩か
ら帰園
後、園
庭で遊
び始め
たが、
一時的
にもう
一名の
保育士
が室内
に入っ
てし
まっ
た。園
庭遊び
の際
は、他
の作業
はあと
にして
優先順
位をつ
ける。

鉄棒を使用
する際は、
保育士が園
児に手が届
く範囲で使
用する。

8385

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 1 1 6歳
2.女
児

過去に家で
右足首を剥
離骨折をし
たため，足
首のひねり
癖があるの
ではとのこ
とだった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

寒くなる
ので準備
体操を行
い体を温
めてから
遊び始め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
()回/年

安全点検
は定期的
に行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

段差など
ないよう
に地面を
均してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
映画館
ごっこを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友だちと
遊んでい
たので，
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の離れ
た場所に
いたの
で，見て
いなかっ
た。

特にな
し

遊び始める
時は手足，
足首などを
ほぐしてか
ら遊び始め
る。

8386

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 0 0 0 0 9 17 0 1 1 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

準備中
に、体育
館内に園
児を入れ
てしまっ
た事

準備完了
まで、体
育館内に
園児を入
れずに準
備を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

職員の準
備をもう
少し早く
行えばい
い

職員が10
分前行動
を心掛け
る

7.その
他

子ども達
が準備を
手伝おう
と体育館
内にい
た。

準備完了
まで、体
育館内に
園児を入
れずに準
備を行う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

準備を手
伝ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の準備
を行って
おり、対
象園児の
動きを見
てはいた
が、声掛
けを怠っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
準備を
行ってお
り、その
場を見て
いなかっ
た。

子供に
手伝い
を行わ
せてお
り、声
をかけ
ていな
かっ
た。

手伝わせる
なら声をか
ける。無理
だと判断し
た場合、中
には入れな
い
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8387

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 4 4 5 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A歯
根歯折、
右上B亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/2年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

保育士が
前後の両
方に対応
できるよ
うに本児
の横側に
つくよう
に配慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

特にな
し。

外遊びが
安全にで
きるよう
に施設や
遊具の安
全点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が園
児の特性
に配慮し
た環境調
整を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児がイ
メージし
ていた旅
行ごっこ
の続き
で、手押
し車に
ボールを
５個載せ
て後方に
引っ張る
ように斜
面を登っ
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児と少
し距離を
とり、遊
びを見守
るように
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員A
は、園庭
の子ども
達を見る
ために別
の位置に
立ってい
た。

前回の
あそび
の続き
であっ
たた
め、本
児の危
険のな
いよう
側につ
いてい
たが
（以前
は後ろ
に倒れ
ないよ
うに本
児の後
方につ
いてい
た）前
に転倒
する予
測がで
きてい
なかっ
た。

遊びの中で転
倒の予測をし
ていたが、前
に転倒するこ
とが予測でき
なかったた
め、今後は
前・後の両方
に対応できる
よう本児の横
側につき、い
つでも手が出
せるようにし
ていく。本児
の遊びのタイ
ミングを見な
がら、別の遊
びに誘うこと
も視野に入れ
て対応してい
く。

8388

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 0 0 0 7 8 7 0 1 1 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第5
趾基節骨
骨端線損
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(5)回/年

1.基
準以
上配
置

該当児が
担任に伝
えられな
かったこ
と。気づ
きがな
かった。

危険個所
の周知。
ガードを
付けて事
故防止を
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

危険個所
にガード
を付けて
事故防止
を行っ
た。ま
た、棚の
上に植物
を置き視
界に物が
入るよう
にした。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

該当児
は、次に
遊びたい
コーナー
の事に夢
中になっ
て考え、
急いで向
かった。

子ども自
身が体調
や怪我
等、変化
があった
時は職員
に伝える
ように話
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな遊
びを選ん
で自由遊
びをして
いた。次
に遊びた
いコー
ナーの事
を考え、
急いで向
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の動
きを見な
がら、迎
えが来た
時には保
護者対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ部屋
には、他
の職員は
いなかっ
た。

職員周知を
し、子ども
達には集ま
りの時間に
再度遊び方
のルール確
認を行っ
た。体調の
変化があっ
た時や怪我
等をした時
には近くに
いる職員に
伝えること
を話した。

8389

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

14 3 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

上左前歯
及び上唇
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

その日の
子どもの
情緒に
あった関
わりを
し、保育
士が一緒
に手を繋
いで歩く
等の配慮
をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

3.未実施
実施頻度
()回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園内の保
育ででき
ることと
してホー
ル等で体
幹を鍛え
るような
遊びを日
頃から取
り入れる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士で手を
繋いで歩
いていた

手を離し
て列に
なって歩
行する

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園時よ
り機嫌が
悪く、保
育室内で
床に寝転
んでいる
様子が見
られた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くを歩い
ており、
転倒する
際に手を
差し伸べ
ようとし
たが間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の前
方を歩い
ていた
為、本児
の動きは
見ていな
かった

本児の
機嫌が
悪いこ
とを把
握して
いた
が、普
段通り
の対応
をして
しま
い、個
別の配
慮が足
りな
かった

機嫌が悪い
時は子ども
同士で手を
繋いで歩か
せず、個別
に対応し保
育士と手を
繋いで歩く
などの配慮
を行う

8390

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 14 6 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷(右足
首)

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

危機管理に
ついて定期
的に職員全
体での話し
合いをして
こなかっ
た。運動遊
びについて
の事故危機
管理マニュ
アルでの
ルール＝環
境整備・保
育者の立ち
位置・役割
分担・子ど
も一人ひと
りの情報共
有をする。
園でのルー
ル＝安全第
一に子ども
の様子を気
にかけなが
ら運動遊び
をする。こ
のルールが
浸透してい
なかった。

危機管理
マニュア
ル・園で
のルール
を会議な
どで職員
に浸透さ
せる。危
機管理に
ついては
月1回、
職員会議
にて話し
合いをし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(通年)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度）回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(通年)回/
年

子どもの
遊びをよ
く見なが
ら、保育
内容を考
えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋の中
を走るの
に14名で
走らせ
た。中央
に大きな
マットを
置いたの
で部屋の
広さがせ
まくなっ
た。

子どもか
ら目を離
さず危険
予測を絶
えず行
う。今後
はマット
を置かな
いか、も
しくは10
人以下で
走るよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
活発であ
るが、こ
の時は
走ってい
たため、
いつもよ
り活発で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育
士が見守
り・指導
を行って
いた。指
導の内
容・・・
お友達に
あたらな
いようま
わりをみ
てよけて
走る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当保育
士と協力
し、見守
り・指導
を行って
いた。指
導の内
容・・・
お友達に
あたらな
いようま
わりをみ
てよけて
走る。

走る前はそ
の場でジャ
ンプして準
備運動して
いる。この
時はマット
すれすれを
走ってい
て、急な方
向転換で足
を痛めた。
通常は体を
動かす際
に、ふざけ
ない・私語
をしない・
体を動かす
ことに集中
する等指導
をするが、
この時は
走って遊ぶ
だけの活動
だと考え、
しっかりと
した注意喚
起をしな
かった。

マットを大
回りし、急
な方向転換
をしないよ
う走り方の
指導をす
る。体を動
かす前は必
ず、最初に
ふざけな
い・私語を
しない・体
を動かすこ
とに集中す
ると注意喚
起をする。

8391

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

3 3 2 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員は３
名いた
が、夕方
の保護者
対応やオ
ムツ交換
等で一時
的に保育
士が１人
になる状
況が予想
される時
間帯に
行ったこ
と

大型遊具
を使用す
る際は、
職員が十
分な体制
できちん
とついて
いられる
時間帯に
行う（午
前中な
ど）

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

２種類の
大型遊具
を同時に
出してい
た

子どもの
人数が
減ってき
たら１種
類にする
など状況
に合わせ
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全対策
にマット
を敷いて
いたもの
の、マッ
トとマッ
トの間
に、怪我
をした右
肘をぶつ
けていた

隙間がな
いように
するなど
環境設定
に配慮す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しくな
りすぎ
て、喜び
を体で表
現してい
た（体を
ゆらした
り）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

階段下に
も１名園
児がいた
ため、低
い姿勢で
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名はお
迎えの保
護者対
応、もう
１名はオ
ムツ交換
中だった

結果、
職員１
名で遊
具につ
いてお
り、事
故発生
時は一
時的に
保育士
１人で
子ども
５人を
見守る
状況に
なって
いた

保育士が保
護者対応か
ら戻ってく
るまで、本
児を下にお
ろすか、階
段の１面を
壁につけ、
もう片方に
保育士がつ
く、もしく
は、おも
ちゃを減ら
す、変更す
るなど状況
に合わせ臨
機応変に対
応する

242 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8392

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

30 15 15 6 6 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨端部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

急遽、異
年齢保育
となった
場合の職
員間の連
携・情報
共有が曖
昧だっ
た。（園
児の様子
や注意す
べき園児
の共有）

急遽の場
合、職員間
での園児の
情報共有、
活動を見守
る方法（配
置等）を必
ず声を掛け
合い確認を
おこなう。
園舎が離れ
ている為、
職員同士の
面識がない
場合もある
事を考慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用の都
度)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用の都
度)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用の都
度)回/年

木の根っ
こが多い
公園とい
う事は散
歩マニュ
アルで把
握してい
たが、草
に隠れた
切り株ま
で注意が
いかな
かった。

草に隠れ
た木の根
や石等の
障害物を
確認し、
周知し合
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
手を繋い
での歩行
が、体格
差もあり
危険とい
うこと。

異年齢の
際は特に
注意し、
周囲に危
険な個所
がないか
確認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同クラス
の友達の
妹だった
為、顔見
知りで
あった事
から手を
繋いで、
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2歳児と
手を繋い
で遊んで
いる事を
認識し、
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2歳児ク
ラスの担
任も手を
繋いで遊
んでいる
事を認識
してい
た。

担任と
２歳児
クラス
の担任
が注意
を向け
てお
り、事
故に繋
がるか
もしれ
ないと
いう予
測は
あった
が、大
怪我に
繋がる
とは
思って
なかっ
た。

予測を持て
た事に関し
てはリスク
を回避する
ような声掛
け・注意を
行ってい
く。

8393

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 0 0 0 13 12 7 4 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折
全治5週
間

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

体制は組
んでいた
が、迎え
が重なっ
た場合や
危機管理
スキル取
得が未熟
な職員配
置時の対
応等が不
十分で
あった

①降園前の
園庭担当を
増員し5名の
配置を行っ
た②夕方3～
5歳児園庭活
動見守り職
員は常時3名
とし、保護
者への引き
渡し職員1
名、保護者
へ直接報告
が必要な場
合は見守り
職員の人数
を確認し、
引き渡し職
員が見守り
に戻った後
保護者対応
を1名が行う
ことを全職
員に朝礼で
報告し確認
を行った

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭の広
さと活動
内容、園
児の動線
を踏まえ
た状況の
判断不足
であった

園児の自
由遊びの
姿から、
危険個所
の確認と
改善を行
う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

実態に応
じた人員
配置と担
当職員の
役割の確
認不足

園庭見守
り配置職
員の役割
確認の徹
底及び施
設全体の
人員配置
バランス
の工夫を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同年齢児
と鬼ごっ
こをして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児から
ポリ袋を
求められ
後方のカ
バンにと
りに向
かった直
後に泣き
声で気付
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

①保護者
対応中、
②トイレ
へ行きた
い幼児を
集め誘導
中

夕方の
自由保
育見守
り時の
状況を
踏ま
え、優
先すべ
き行動
の選択
ミスで
あった

①各職員が
事故防止の
意識と緊張
感を持ち保
育を行う自
覚を持つこ
とを確認し
た②子ども
の動きを予
測し、子ど
も達へ注意
喚起や活動
の内容の変
更を促すこ
とを職員間
で共有した

8394

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

16 34 27 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腕尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルがある
が、徹底
不足の可
能性があ
る

全職員に
マニュア
ルの徹底
を行う

2.不定期
に実施

実施頻度
(頻)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(頻)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(頻)回/年

木製アスレチッ
クハウスの全体
高さは155㎝であ
るが、壁面に上
り飛び降りるこ
とが出来る遊具
である。一般的
には50~60㎝程度
の高さで飛び降
りることが多
く、今回の事故
の場合も本児が
飛び降りた高さ
は同程度であ
る。事故の要因
とは考えにく
く、本児が飛び
降りた時も地上
には人工芝が敷
いてあった。右
足の脛を骨折し
た要因がわかり
にくい。本児は
飛び降りたと
言っているがそ
の時にアスレ
チックの突起物
に脛を当ててし
まい、骨折した
のではないか。
遊具の使い方が
決まっている
が、子ども独自
の使い方をして
いる場合がある
ので、そのこと
も誘因の一つと
考えられる。

遊具から飛
び降りる場
所の人工芝
の確認を
し、遊具の
壁面の突起
物(子ども
たちが手で
掴み、上る
ための突起
物)の安全
確認を行
い、遊具の
周囲に他の
遊具等が置
いてないこ
とを確認し
た。また子
どもたちに
遊び方の内
容について
改めて指導
を行いた
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

事故を起
こした時
の本児の
遊びの様
子を担任
保育士が
十分に確
認してい
なかった
ことが分
かった。
全体的把
握と共に
個別的把
握の必要
性。

園庭での
園児の自
由遊び中
の見守り
確認の徹
底。全体
的把握と
個別的把
握の両面
につい
て。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園児の健
康状態そ
の他特に
問題点は
なく、園
庭での遊
び中も特
に変わっ
たことは
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
を見てい
たが、本
児がジャ
ンプした
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
なかった
為、本児
の様子は
見ていな
い。

４歳児
全員が
園庭に
出てい
なかっ
た為、
２人の
担任職
員のう
ち１人
のみ園
庭にい
た。

１人での全
体把握が難
しい為、見
る事ができ
る範囲での
遊びとする
べきだっ
た。また、
今後は一人
での見守り
がないよう
にしたい。

8395

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75 0 16 17 12 15 15 10 8 6歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

ガイドラ
インが職
員の誰で
も見られ
る事務所
に設置し
てあるが
確認は各
職員によ
る

ガイドラ
イン
（p35～
37、41、
50～53）
を幼児担
任で再読
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭は花
壇や砂
場、倉庫
の軒下以
外、全面
人工芝が
敷いてあ
る。当該
事故以前
は園児の
転倒で怪
我があっ
ても擦傷
程度で
あったた
め、人工
芝は柔ら
かく安心
という過
信があっ
た。

園庭の安
全チェッ
クを行
う。危険
な場所や
地面の固
い柔らか
い、不安
定な場所
など幼児
担当職員
間で共有
し合っ
た。再発
防止を心
がける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢、
スペース
の関係で
遊べる内
容が限ら
れてい
た。

午後の園
庭での保
育に於い
て、園庭
にコーン
（ライ
ン）を置
き乳児・
幼児クラ
スを区
切った。
また幼児
クラスで
室内遊び
を同時に
行い園庭
に出る園
児数を制
限し、遊
べるス
ペースを
十分に確
保した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

人間関係の
幅を広げた
グループを
作り、主体
的に遊びを
展開してい
た。5歳児
男女10名で
ルールを決
めて鬼ごっ
こ（どろけ
い）を遊ん
でいた。鬼
役の園児か
ら逃げてい
たところ後
方から左肩
を押されて
前方に転倒
した。その
際両手を地
面に着かな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児が
グループ
活動をし
ていたこ
とは把握
し、年少
児にぶつ
からない
かを気に
掛けて見
守りをし
ていた。
しかし担
当保育士
は他の園
児に目を
向けてお
り当該児
の転倒を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児が
グループ
活動をし
ていたこ
とは把握
していた
が、保護
者伝達と
全体に目
を向けて
いたため
当該児の
転倒を見
ていな
かった。

午後の
園庭で
の保育
に於い
て、保
護者伝
達する
職員、
全体を
観る職
員は決
まって
いた
が、普
段と違
う職員
体制
だった
ことで
動きの
連携が
不十分
となっ
てし
まっ
た。

午後の園庭
で保育を行
う職員同
士、役割や
立ち位置を
確認し合う
ようにし
た。またい
つもと違う
様子の園児
がいれば職
員間で共有
し、必要に
応じて介入
するように
することを
担当職員で
確認した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8396

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

2 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆状骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

活発に遊
ぶことは
少なく、
体の使い
方が未熟
なことも
あった。

散歩マ
ニュアル
の定期的
見直しや
振り返り
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４)回/年

久しぶり
に広い公
園で本児
の周囲へ
の安全の
意識が薄
くなって
いた。

日頃から
公園等の
状況把
握、点検
をする。
子どもに
も地面の
傾斜など
丁寧に伝
え気をつ
けるよう
促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園での
遊び方な
ど伝えて
はいた
が、身に
つくまで
はいって
いなかっ
た。

公園内の
起伏など
子どもた
ちと確認
したり、
体の使い
方を学べ
る機会を
意識して
取り入れ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調や機
嫌など普
段と変わ
らず良好
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

公園内全
体を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が
走ってく
るそばに
はいた。

他児と共
に楽しみ
ながら
走ってい
たため足
元への注
意が薄
れ、普段
以上の速
さで走っ
ていたと
思われ
る。久し
ぶりの散
歩だった
ため、子
どもの気
持ちも高
揚してい
た可能性
がある。

地面の様子
（起伏等）
や周囲の状
況を見なが
ら遊ぶなど
子どもへも
注意を促す
とともに、
子どもの全
体の様子を
職員が把握
していく。

8397

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 3 3 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

練習前の準
備体操等を
行い、児童
に対し跳び
箱をする上
での注意喚
起を行った
上で練習開
始したが、
児童の気持
ちの高まり
を抑えきれ
なかった。
児童の実力
の把握が十
分ではな
かったこと
も要因とし
て考えられ
る。

職員業務
マニュア
ル内の
「事故防
止のため
の活動別
配慮事
項」の見
直し・追
記を行う
ととも
に、今回
の事故を
踏まえた
専任講師
による指
導を実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用の都
度)回/年

今回の事
故時に使
用してい
た跳び
箱・踏切
板につい
てはSG
マーク取
得済みの
教具であ
り、破
損・劣化
もなく、
ハード面
として安
全性に問
題となる
箇所は見
当たらな
い。

現在使用
している
マットを
衝撃吸収
するウレ
タンマッ
トに変更
すること
を検討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会を
目前にク
ラスの児
童全員が
意欲的に
なってお
り、ケガ
をした児
童もいつ
も以上に
力が入っ
ていた。

児童への
注意喚起
の方法に
ついて、
工夫を検
討する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

跳び箱へ
の自信を
もちはじ
めていた
ところ、
気持ちと
力が比例
せず、勢
いからの
着地の際
バランス
を崩し転
倒

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

職員1名
が補助に
付き、も
う１名の
職員が補
助の見守
りを行っ
ていた。
園児の手
の付き方
を見守り
の職員が
見て、直
ぐさま看
護師の所
へ連れて
いき、看
護師が観
察・応急
処置を
行った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その場に
いた職員
は至近距
離にいた
が、事故
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

今回の
事故に
よる診
察で、
児童が
側弯症
である
ことが
分かっ
た。

児童の実力
が上がるに
つれて危険
性も増すと
考えられる
ため、再度
職員間で補
助のつき方
や補助方法
についての
見直しを図
る。また、
児童に対し
ては基礎ト
レーニング
を充実させ
るととも
に、腕支持
の強化を図
れる取り組
みを行って
いく。

8398

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 3 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具に付
いていた
職員は、
園児には
遊具から
離れるよ
う伝えて
からその
場を離れ
たが、園
児が再度
遊具で遊
ぶことを
予測でき
なかっ
た。

事故に繋
がる遊具
の扱い方
につい
て、検証
し、園児
の遊び方
に留意し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

日々の安
全点検は
実施し不
備はな
かった
が、遊具
の構造や
園児の扱
いについ
て改めて
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児は遊
具の遊び
方を理解
している
が、自己
の力を過
信して一
人で遊ん
でしまっ
た。

職員が遊
具から離
れるとき
には、今
まで以上
に職員間
で声をか
けて園児
の動きを
確認して
危険回避
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
鉄棒は、
職員が見
守る中で
遊んでい
て、本児
もいつも
通り遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険が無
いよう本
児と他１
名が遊ん
でいた鉄
棒の傍に
ついてい
た。その
場を離れ
る時園児
にも離れ
るように
伝え、離
れたこと
を確認し
てから離
れた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒から
離れるこ
とを告げ
られてい
たので、
本児が鉄
棒から離
れたこと
を目視し
て、他の
遊びをす
る園児に
付きなが
ら園庭全
体を見
守ってい
た。

再度、
ひとり
で鉄棒
で遊ぶ
ことを
予測で
きな
かっ
た。

５歳児だか
ら大丈夫で
あると過信
しすぎず、
固定遊具等
危険を伴う
遊びには充
分に目を向
ける。

8399

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 0 0 8 1 0 0 0 2 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯2
本の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

危機管理
マニュア
ルを普段
見返す時
間を取る
ことが現
実的に難
しい状況
がある。

ヒヤリハッ
トを多くあ
げ定期的に
回覧し事故
防止に繋げ
ている。怪
我や事故報
告書も職員
会で共有
し、事故の
起きた要因
や再発防止
策について
話し合う時
間を設け
る。ヒヤリ
ハットや怪
我の共有を
行うときに
職員会で危
機管理マ
ニュアルを
読み合わせ
する時間を
とるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(多数)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(多数)回/
年

マットの
山、跳び
箱の2か
所で子ど
もが跳び
降りた際
やにけが
をするこ
とが考え
られた。

その場に
つける職
員が一人
の場合に
は転倒や
跳び降り
後の事故
を想定
し、ダイ
ナミック
な危険が
伴う運動
遊具は一
か所にす
るなど運
動遊びを
行う子ど
ものメン
バーの発
達に合わ
せて環境
を作る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども主
体の保育
を実践す
る中で、
本児が希
望して2
歳児クラ
スの運動
遊びに参
加してい
た。本児
も発達課
題はあっ
たが2歳
児と比べ
ても転倒
や怪我を
する可能
性は低い
だろうと
いう過信
があっ
た。

異年齢の
子どもが
運動遊び
に参加す
るときに
は、一人
ひとりの
発達課題
を的確に
捉えて必
要に応じ
た援助が
できるよ
うに職員
会等で共
有してお
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝は母と
バイバイ
が出来な
かったこ
とに対し
て機嫌が
悪かった
が、運動
あそびで
サーキッ
トを楽し
んでいる
うちに興
奮状態に
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マットの山
の先に跳び
箱のジャン
プ台を設置
していたた
め、（跳び
箱からジャ
ンプする子
を援助でき
るように、
またトンネ
ルが倒れな
いように持
つ）そこに
ついて本児
の様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で、サー
キットあ
そび以外
の遊びを
している
子どもた
ちを保育
していた
為その場
にいな
かった。

保育者
のすぐ
そばに
は、子
どもが
いない
状況で
あった
が保育
者はつ
く位置
を変え
ずに子
どもが
いない
場所に
留まっ
て子ど
もの様
子を観
察して
いた。

転倒をした
時を想定
し、すぐに
手を差し伸
べられる場
所へ保育者
が子どもの
サーキット
の進み具合
に合わせて
その都度、
移動する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
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歳
以
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8400

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 9 2 1 2 1 2歳
1.男
児

夕方保育の時
間と週末だっ
たことから、
疲れから注意
力が散漫と
なっていたこ
ととテンショ
ンが上がって
いた可能性が
ある。負傷し
た前歯が虫歯
になってお
り、うち1本
は神経が溶け
ていた。(生
活習慣が原因
であると医師
より)

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/月

2.基
準配
置

その活動
を行う時
に、子ど
もの人数
に対して
体を動か
すスペー
スが適切
かどうか
を考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

今後も現
状通りの
安全点検
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の2
歳児保育
の中に異
年齢児も
加わって
いたた
め、小さ
い子の集
団に対す
る安全対
策を意識
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

音楽をか
けると他
児と一緒
に踊って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が動
き出した
ことや転
倒する瞬
間も見て
いて、す
ぐに抱き
起した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に当
番保育士
1名がい
たが、廊
下での様
子は見て
いなかっ
た。

子どもは疲
れると注意
力が散漫に
なったりテ
ンションが
上がってし
まうため、
子どもの心
身の状態を
把握し、特
に夕方保育
は保育内容
と環境を整
える。

8401

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨・
尺骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

舞台使用
に関する
事故防止
のための
マニュア
ルがな
かった。

舞台使用
に関する
事故防止
マニュア
ルを作成
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

子どもた
ちには発
表会の練
習時以外
舞台には
上がらな
いよう注
意してい
たため、
片付けの
時間に子
どもたち
が舞台上
でケンカ
をすると
は想定外
だった。

柵を置く
などし
て、発表
会の練習
時以外は
舞台に上
がれない
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

発表会に
向けて、
通常はな
い舞台が
長期間、
５歳児保
育室に設
置されて
いた。

柵を置く
などし
て、発表
会の練習
時以外は
舞台に上
がれない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けよ
うと思っ
ていた自
分が作っ
たブロッ
クを友だ
ちが持っ
ていって
しまい、
「僕
の！」と
訴え、取
り返そう
としてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もたちに
片付けを
促してい
たため、
舞台の方
に目が届
いていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

舞台奥に
ある棚
に、子ど
もたちを
背にして
物をし
まってい
たため見
ていな
かった。

特にな
し

職員は、子
どもに対し
て背を向け
ないよう気
を付ける。

8402

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 9 8 4 2 4歳
1.男
児

スライディ
ングが好き
で、時々し
ていた。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上左右乳
中切歯脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

規定の人
数は満た
している
が､怪我
をした時
クラス職
員はベラ
ンダにい
て､本児
に着いて
いる加配
の職員が
周りの年
少児に目
がいって
いた。

加配職員
が本児に
専念出来
るよう､
職員が先
に入り､
他の補助
職員と連
携を取り
ながら気
を付けて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

換気の
為、ドア
が開いて
いて、廊
下へ自由
に出られ
るように
なってい
た。

廊下へ出
られない
ように鍵
をしてお
くべきで
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

帽子が思
いの外､
滑った。

帽子を滑
らせない
ように、
注意して
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

衝動的に
動くこと
が多い。
この頃､
スライ
ディング
のような
動きを好
んでして
いる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

傍にはい
たが､他
の年少児
に目が
いってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス
リーダー
は他クラ
スの手伝
いをし､
もう一人
の担任は
最後尾か
ら戻って
きてベラ
ンダに居
た。補助
職員は子
ども達の
昼食の準
備をして
いた。

この
頃、ス
ライ
ディン
グのよ
うな動
きをす
ること
を好ん
でして
いて今
回もし
ていた
が､帽子
を持っ
ていた
ので､思
いの外､
滑って
しまっ
た。

動きのある
時には､必ず
大人が本児
の傍にい
る。そのた
めに他の子
達を担任や
加配職員以
外の大人が
見れるよう
に､連携を
取ってい
く。

8403

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

1 8 6 0歳
1.男
児

なし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

受け入れ
室を使用
するにあ
たり、施
設の使い
方を丁寧
に説明す
ることが
必要だっ
た。

使い方を
丁寧に説
明する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ベビー
ベッドを
置いてい
て、柵が
できない
ように
なってい
た。

ベビー
ベッドを
撤去し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き渡し
後の保護
者に注意
を向けて
いなかっ
た。

保護者に
引き渡し
た後も、
注意を向
けておく
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
た後だっ
たので、
対象児は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
引き渡し
た後だっ
たので、
対象児は
見ていな
かった。

保護者
が本児
をベッ
ドに乗
せたま
ま目を
離し
た。

子どもから
は常に目を
離さないよ
うに声をか
ける。

8404

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 2 1 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

事故当日
は、欠席
児はおら
ず保育士
１名補助
１名で適
切な配
置。事故
発生の連
絡を受け
園から園
長と主任
が現地に
向かい救
急車の要
請を行
う。

救急車の
要請につ
いて緊急
性が高い
ときは、
加勢人員
を待たず
に必要に
応じて担
任保育士
が行うこ
とを園内
で周知す
ることで
より早く
救急搬送
が可能に
なる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故におい
ては、大
型遊具を
使って鬼
ごっこを
してはい
けない
ルール
が、子ど
もたちに
周知でき
ていな
かった。

今後の改
善点は、
鬼ごっこ
をすると
きには大
型遊具を
使わずに
土の上だ
けで行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前年のクラ
スでは、園
外保育の大
型遊具を
使って鬼
ごっこをし
てはいけな
いルールに
なっていた
が、進級し
ルールの確
認と周知が
できていな
かったこと
が原因。

年度の代
わりで担
任が変わ
るとき
は、必ず
園外保育
のルール
を周知し
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ルール
が、周知
されてい
なかった
ために事
故につな
がってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型遊具
の近くに
担任保育
士が配置
されてい
たが、手
を伸ばせ
る距離で
はなかっ
たために
転落を防
ぐ事がで
きない状
況であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体と対
象児を見
ていた
が、転落
が防げる
距離では
なかっ
た。

対象児
は足腰
の筋力
が弱い
ところ
がある
ので、
踏ん張
ること
ができ
ず滑り
台の不
規則な
階段か
ら転落
してし
まった
ことも
要因と
なる。

日頃より、
体操などの
運動遊びを
取り入れる
際に足腰の
筋力が鍛え
られるよう
な遊びを取
り入れてい
く。
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死亡
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歳
1
歳
2
歳
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歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8405

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

44 9 12 15 15 15 15 0 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕上顆
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

子どもの
状態(健
康状態や
動き)を
良く知る
(把握す
る)保育
士が援
助、補助
する。ヒ
ヤリハッ
ト・怪我
報告書の
検討内容
を多くす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

園児たち
が遊ぶ場
所の下見
を更に重
点的に行
い、遊び
場の確
保、また
ボール遊
び等、集
団で遊べ
る設定を
してい
く。

園外保
育中の
出来事

個々の園児
の運動能力
を十分に見
極め、少し
でも不安
がったり怖
がっていた
らすぐ手を
差に延べた
り、ジャン
プをしたい
子どもには
低い所から
と誘導した
り安全第一
にする。年
齢にあった
遊びを考え
実践してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

そばで見
守ってい
たが、他
児と他の
遊びをし
たり話し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全園児の活
動(行動範
囲)が見える
ように職員
配置をし
て、また高
い所から飛
び降りたり
している際
にはすぐに
止めたり、
活動に合わ
せた援助を
したり職員
間で園児の
危険行動に
ついての
ロールプレ
イングを再
認識してい
く。

8406

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 2 1 2歳
1.男
児

個別対応が
必要な子ど
も

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

前歯骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

手が付け
ないため
顔面を床
にぶつけ
たので、
手をつく
ことが出
来る経験
が出来る
活動を入
れていく

子どもの
得意不得
意を見極
め何が現
在いる子
ども達に
対してい
必要な活
動のなの
かを話し
合い、活
動に組み
込んでい
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

職員の膝
に座らせ
るのでは
なく、着
脱用の椅
子に座ら
せる

着脱用の
椅子に座
らせ後ろ
から介助
をしない

7.その
他

着脱に気
持ちが向
けば行う
ことが出
来るので
途中まで
手伝おう
と職員も
思ってい
たため、
ズボンに
職員の手
もかかっ
ており助
けること
が出来な
かった

本人の気
持ちを落
ち着ける
ことと介
助の仕方
の工夫を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡後、
排泄に促
す為、気
持ちを盛
り上げて
おり、直
前までズ
ボンを揚
げたり下
げたりし
て職員の
膝の上で
ふざけて
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を膝
の上に座
らせてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にいたが
他児の誘
導をして
いた

直前ま
で子ど
もがふ
ざけて
いたた
め気持
ちが高
ぶって
いた。

メリハリを
つけるよう
に促す

8407

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

10 2 2 2歳
2.女
児

活動中転倒
しやすい

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

危険がな
いよう常
に声掛け
を行って
いたが、
転倒しや
すい児で
瞬時に保
育者が手
を出して
受け止め
ることが
出来な
かった。

転倒した
際や危険
な場合
は、保育
者が手を
出して受
け止めた
り差し伸
べたり出
来る距離
で活動を
見守る。

3.未実施
実施頻度
()回/年

3.未実施
実施頻度
()回/年

3.未実施
実施頻度
()回/年

少し凹凸
のある滑
り台があ
る。

対象児の
ような転
倒しやす
い児がい
る場合は
使用する
遊具を考
えてから
活動を始
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少し凹凸
のある滑
り台で遊
んでい
た。

子ども達
が滑り切
る最後ま
で見届
け、危険
な際はす
ぐに手を
差し伸べ
ることが
出来る距
離と態勢
で見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で友だち
と楽しく
活動をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

小さい凹
凸のある
滑り台で
遊んでい
る際、右
側近くで
子ども達
の様子を
見るよう
にしてい
た。

本児を
含めて
滑り台
で滑る
全体の
子ども
の様子
を見て
いた。

他児が滑
る大きい
滑り台右
側近くで
活動様子
を見て、
危険な際
は声を掛
けたり援
助したり
してい
た。

対象児
を見て
いた
が、転
倒する
瞬間に
手を差
し伸べ
ること
が出来
ず間に
合わな
かっ
た。

いつでも手
を差し伸べ
ることが出
来る態勢に
しておく。

8408

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 12 12 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部 急性脳症
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

-

今回の事
例を職員
間で話し
合い、フ
ロー
チャート
を作成。
実際に起
きたこと
を想定し
た研修を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

3.未実施
実施頻度
()回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

- -

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

- -

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

事前に運
動会の練
習を行っ
ていたた
め、疲れ
ている様
子が見ら
れた。担
任が呼び
かけると
反応が
あった
が、座っ
てじっと
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任が退
勤時間
だったた
め、5歳
児クラス
と合同保
育を行っ
ている最
中であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児と5
歳児クラ
スが合同
保育をし
ていたた
め、5歳
児担任1
名で保育
をしてい
た。

- -

8409

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 4 15 2 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

職員配置
について
は問題な
いが、子
供の行動
について
の認識が
薄い。危
機管理マ
ニュアル
は作成し
ているが
事故予防
対応につ
いての周
知がきち
んとでき
ていな
い。

園内での
研修を定
期的に行
い、マ
ニュアル
の作成や
見直しな
ど職員が
話合い決
めること
で周知を
しっかり
していく

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(365)回/
年

環境面の
危険個所
について
は、気付
いた時に
改善して
いるが、
日頃起き
そうもな
い事故に
ついて予
想をして
事故防止
を考えて
いない

事故対応
について
の研修や
話し合
い、確認
を資料を
使い周知
していく
ことが必
要。ヒヤ
リハット
報告書を
活用、事
故後の対
応につい
てきちん
と実施で
きている
かなどの
振り返り
を定期的
に行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4～5歳児の
ため考えて
行動はでき
る年齢だ
が、遊ぶ際
の注意・約
束をしてか
らの活動で
はあるもの
の子供の行
動の意外性
など予測を
せずに保育
をしていた
ことが事故
に繋がった
原因である
と考える。
また、職員
が1名保育室
を離れるこ
とがわかっ
ていたが、
子供たちを
自分の目が
行き届く範
囲に移動さ
せる、注意
を促すなど
対策を取ら
なかった。

職員間の
連絡を
しっかり
行い、対
応につい
て意思を
統一し安
全に過ご
せる環境
を整える
ことを徹
底する。
急な対応
が必要に
なること
もあるた
め他の合
同保育の
担当とも
連絡を取
り合って
行動する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同年齢の
園児と遊
び基本い
つもと代
わらない
様子。事
故直前は
2～3名の
同年齢の
園児と絵
本を読ん
でいた状
況

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

常勤保育士1
名は、保育
室入口にて
園児の様子
を見ながら
保育を行
う。子供の
要望により
絵本コー
ナーの使用
を決め遊び
始めるが、
園児お迎え
連絡を1階エ
ントランス
の職員から
内線にて受
けながらの
保育状況。
他1名（常勤
保育補助）
も同室内で
子供と遊ぶ
などして保
育をしてい
たが一時退
室をする際
において
も、残った
担当常勤保
育士は2名で
保育をして
いるような
体制で子ど
もを見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
既に来て
いた園児
が忘れ物
をしたた
め、1階
エントラ
ンスに荷
物を届け
に部屋を
出てい
く。残る
職員にも
その旨は
伝え保育
室を退出
した。事
故当時の
様子は見
ていな
い。

園児の
人数が
少な
く、子
供たち
が静か
に遊ん
でいた
ため安
心感も
あった
のか事
故の起
きた絵
本コー
ナーを
しっか
りと見
ていな
かった

保育者の人
数が少なく
なる段階
で、自分の
見える範囲
に一時的に
でも子供を
移動させ
る、声掛け
をして注意
を促すなど
の対応を必
ず行う。職
員数がやむ
をえず少な
くなった時
の対応につ
いても研修
や話し合い
を行う際に
周知徹底を
していく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8410

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

20 5 10 5 4 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕全腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保育士の
危機管理
意識の欠
如

マニュア
ルは再度
全職員で
読み直し
を図り、
危険個所
の見直
し、使い
慣れた安
全な遊具
による事
故発生の
可能性の
再認識を
行い、事
故の未然
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
使用の都
度

1.定期的
に実施

実施頻度
使用の都
度

遊具の使
用年齢は
3歳～12
歳用で
あった。

引き続
き、遊具
の使用前
には遊具
本体や周
辺の地面
等も点検
を行い、
怪我につ
ながる箇
所がある
場合は、
排除や中
止を検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
を行って
いる本児
の前に他
児が現れ
ていた。

遊ぶ前にお
話や約束ご
とを伝える
場で、雲梯
をしている
児がいる時
は近寄らな
いことや順
番に行って
いくことを
伝えてい
く。活動中
で怪我に繋
がるような
危険な関わ
りが見られ
る場合に
は、保育士
から声をか
け安全の確
保を図って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自ら遊具
を選び挑
戦を試み
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯に向
かってい
る本児に
ついては
確認でき
ていた
が、他児
の補助や
見守りを
行ってお
り、発生
直前の本
児の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをお
こなって
おり、発
生時点の
本児の動
きを見て
いなかっ
た。

日常的
に遊ん
でいる
遊具で
あり、
危険度
の認識
が薄れ
てい
た。

各所で活動
している児
に対して保
育士の見守
りに死角が
できないよ
う、職員同
士の配置を
互いに共有
し、声をか
け合いなが
ら遊びのサ
ポートを
行ってい
く。

8411

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顔面裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1～２)回
/年

2.基
準配
置

特にな
し。

事故が
あった場
合は速や
かに職員
間で情報
を共有
し、対策
を立てる
など再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

屋上遊技
場が濡れ
ているよ
うなこと
はなかっ
た。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2つの遊
びを設定
するに
は、十分
なスペー
スとは言
えなかっ
た。

氷鬼など集
団遊びをす
る時は十分
な広さを保
ち参加する
人数に留意
すると共
に、職員も
複数で見守
れるような
体制をつく
る。フェン
スがあるこ
とを子ども
が意識でき
るよう、
フェンスの
手前に目印
をつけス
ピードを落
とせるよう
な環境設定
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃の様
子と変わ
りなし。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体把握
しなが
ら、ウエ
イブバラ
ンス平均
台の方に
付いてい
た。ぶつ
かった瞬
間は見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

氷鬼につ
いていた
が、ぶつ
かった瞬
間は見て
いなかっ
た。

特にな
し。

全体把握が
十分に取れ
るような体
制で、適宜
危険がない
か、職員同
士、声をか
け合い確認
する。

8412

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 3 3 2歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

走りまわ
りやすい
導線や転
倒した時
に、怪我
につなが
りやすい
室内環境
になって
いた。

室内の導
線を確認
し、子ど
もに合わ
せた環境
構成に変
える。タ
イルマッ
トを敷
き、転倒
しても怪
我に繋が
りにくい
ような工
夫をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調もよ
くいつも
通りの様
子で過ご
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1人の保育士
は排泄で保
育室から抜
け、1人の保
育士は別の
園児が玩具
の取り合い
でトラブル
になってい
たので、そ
の対応を
行ってい
た。トラブ
ルになって
いた園児は
最近噛みつ
きやひっか
きが多く見
られたため
その園児の
近くに行っ
て対応を
行ってい
た。しかし
怪我をした
対象児が部
屋内を走っ
ている姿は
視界にとら
えており転
倒してすぐ
対応を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員は
造形コー
ナーで他
児童の遊
びを見
守ってい
た。

保育士
がそれ
ぞれほ
かの子
ども同
士のト
ラブル
や排泄
に集中
してお
り視界
にはと
らえて
いたも
のの、
走り
回って
いる子
どもを
注意す
る保育
士がい
なかっ
た。

子どもの動
きを確認し
ながら保育
士同士が声
を掛けあ
い、子ども
全体を把握
する。

8413

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 3 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

なし

本件を全
職員に周
知し、床
面の整理
整頓を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(53)回/年

なし

児童活動
場所の床
面に、転
倒を誘発
するよう
なものが
落下して
いないか
どうか確
認を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机や周り
を片付け
ていた
為、床に
服(衣装)
を置き、
着替えを
してい
た。

児童が踏
まないよ
う机等の
片付けを
終えてか
ら、服を
机の上に
置いて着
替えを行
うことと
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
動きが活
発であ
り、日常
通りで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士2
名が複数
児童を確
認してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士1
名おやつ
の片づけ
をしてい
た。

なし

片付けを終
え職員が
揃ってから
着替えを始
める。当該
児の動きを
予測し、着
替えが終わ
るまで必ず
職員の手が
届く所に付
き、見守り
や声掛けを
行い危険な
く着替えら
れるように
する。
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死亡
0
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1
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2
歳
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以
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8414

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

19 4 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

道路の歩き
方において
列の間延び
やトラブル
が発生した
際の保育者
同士の注意
や声掛けが
できていな
かった。

戸外活動に
関する安全
対策及び職
員同士の役
割につい
て、研修を
今年度中に
実施する。

1.定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

特なし
1.集団活
動中・見
守りあり

園児同士の
ペアリング
と配列、体
格・体力の
差など考慮
する必要が
あった。

担任以外の
先生が保育
に入っても
十分に安全
対策を見据
えた活動計
画を共有す
る。活動後
の子ども達
の体力に合
わせ帰園時
間の見通し
を立てる。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

公園の活動
を十分に楽
しんだ。本
児の気に
入った友達
とペアに
なったこと
で満足して
いて歩いて
いたが緩い
傾斜のつい
た登坂で疲
れが出てし
まい歩く
ペースが落
ちてしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

先頭で園児
を引率し、
安全確認の
ため配列の
修正をした
り自動車の
往来に注意
を払い、補
助に入った
保育士や補
助員に声掛
けを促して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至近
距離に
いた）

他児と手を
繋ぎながら
本児の後ろ
について歩
いていた。
前との距離
が開くたび
に子ども達
に声掛けを
していた
が、先頭で
引率してい
る担任や配
列の中央に
いる補助員
には声掛け
をしなかっ
た。

手伝いに
入る先生
と園児と
の間に信
頼関係が
構築でき
ていな
い。安全
対策に対
する役割
を十分に
果たして
いなかっ
た。

手伝いに入る
先生と一緒に
子ども達へ安
全指導を実施
する。職員同
士が役割を遂
行できるよう
に安全対策・
緊急時の対応
について共有
する。

8415

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 4 3 7 4 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上ＡＡの
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

夕方保育
は異年齢
保育であ
り、体格
や遊びが
違うので
十分な配
慮が必要
である。

年齢に合
わせた遊
びの設
定、保育
する際の
職員の位
置や全体
把握な
ど、各々
で意識し
ながら視
野を広げ
て保育し
ていくこ
とを全体
周知し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

0，1歳児
クラスの
児の遊び
を保障す
ること
で、目の
前のこと
に気を取
られてい
る職員も
多かった
為全体把
握という
点で手薄
になり、
状況を予
測したり
声を掛け
ることが
できな
かったと
考える。

全体の状
況把握と
いう面
で、保育
に当たる
職員一人
ひとりが
意識して
いくこと
を職員間
で確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。他児
とぶつ
かった直
前は歩い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児、他
児の２名
とも視野
に入って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児、他
児とは瞬
間は関わ
りはな
かった
が、視野
には入っ
ていた。

異年齢
保育で
あり、
身長や
体重の
差は
あった
が、歩
き始め
た方向
から、
衝突も
予測す
るべき
であっ
た。

衝突するこ
とを予測
し、事前に
声を掛ける
ようにす
る。

8416

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

9 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指の
中節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故の起
きやすい
時間帯や
状況を保
育士が把
握してい
なかった
可能性が
ある。

事故の起
きやすい
時間帯・
状況等を
話し合い
注意出来
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１／日)
回/年

園児同士
が距離を
保って遊
べるよう
に保育者
が見守
り・声掛
けを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児同士
の遊んで
いる距離
が近かっ
た。

園児同士
が距離を
保って遊
べるよう
に保育者
が見守
り・声掛
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で注
意力が散
漫になり
やすい対
象児で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室に
はいた
が、対象
児が事故
を起こし
た場面を
見てはい
なかっ
た。

他の部
屋にい
てその
場にい
なかっ
た

職員は１
名体制で
あった。

対象児
が活発
に動く
ため注
意が必
要な時
があ
る。

活動的な園
児に対して
は気にかけ
て保育者で
共有し見守
るようにす
る。

8417

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

16 3 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

遊びの展
開から行
動予測が
出来な
かった。

今後は、
事故予防
について
毎月1回
クラス会
議で周知
し合い、
予防に努
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

今後も継
続的に保
育園の事
故防止
表・安全
点検表な
どを続け
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

狭い小屋
の空間、
２歳児と
いう運動
の発達を
考えると
小屋に足
をかけら
れると分
析され
る。登っ
て転倒の
恐れもが
考えられ
る。

子どもたち
が小屋に入
り（逃げ込
み）窓枠に
足をかけた
時点で危険
を察知する
べきであっ
た。危険を
予測した時
点で、子ど
もに声を掛
けるだけで
なく近くに
行き行動を
抑止するこ
とが大切。
日頃から子
ども達に遊
具の使い方
を知らせて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はい
つもと変
わらない
様子で
あった
が、おお
かみごっ
こをした
ことに
よって楽
しさと捕
まりたく
ないと思
いから興
奮してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラスの
子3人と
保育者1
名が園庭
でおおか
みごっこ
をしてい
た。子ど
もが小屋
の中に
入った時
（逃げ込
み）声掛
けの注意
でだけ
で、本児
が窓枠に
足を掛け
るのを止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
違う遊具
の所で複
数の子ど
もたちを
見てい
た。

園庭でおお
かみごっこ
をし、捕ま
らないよう
に小屋の中
に入り（逃
げ込み）２
人が窓枠に
足をかけ跨
ごうとして
いた。２歳
児という年
齢から興奮
をして危険
な行為にな
る可能性が
起こりう
る。危険を
感じ、窓枠
に足をかけ
ていること
を注意する
と子どもの
1人は足を
降ろした
が、本児は
足をかける
のを止めら
れず、危険
を回避する
ことが出来
なかった。

足をかけて
いる時点で
危険を予測
したが、
もっと早い
段階で声を
かけ、すぐ
に子どもの
近くに行き
行動を抑止
する。保育
士の注意す
る声の掛け
方や大きさ
にも気をつ
けていく。
子どもの突
発的な行動
を日頃から
予測するよ
う子どもの
行動をみ
る。会議な
どで職員に
周知してい
く。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8418

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 6 3 3 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

下前歯２
本脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

砂場の遊
びの様子
を見てい
た保育士
が園庭に
残る等、
職員配置
に細かい
配慮が必
要だっ
た。園庭
の使い方
の職員の
共通認識
が曖昧に
なってい
た部分が
あった。

職員配置
を考える
際、遊び
の様子を
見ていた
のか等も
考えて配
置するよ
う改めて
意識す
る。再度
園庭の使
い方の園
全体での
見直しと
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数十)回/
年

当該児の
発達状況
は２歳
０ヶ月、
運動面で
バランス
に不安定
さを感じ
る場面も
ある。
ポールに
ついては
腰かけら
れる高さ
である。

職員間で
危険箇所
の再確認
を行う。
「のらな
い」の表
示をつけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で自
由に好き
な遊びが
できるよ
うに活動
を設定し
ていた
が、当該
児は探索
遊びをし
ていたた
め、砂場
の周りを
歩いてい
た。

一人ひと
りの動き
を細かく
把握す
る。好き
な遊びが
見つけら
れるよう
に環境を
整え、援
助してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面は
変わりな
し。普段
は幼児ク
ラスの姉
が園庭に
出ている
ことが多
く一緒に
遊ぶ姿が
多い。こ
の日は姉
が園庭に
おらず保
育士と砂
場で遊ん
だり周囲
を観察し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児の
所在は確
認してい
たが、砂
場の中に
園児が多
かったた
め、そち
らに付き
砂場の玩
具を片付
けるよう
声を掛け
ており、
当該児か
ら目を離
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他担任は
室内に戻
るために
離れてい
た。

当該児が
数回ポー
ルに乗っ
ていた姿
を担任間
で共有で
きていな
かった。
ポールが
危険であ
るという
認識が薄
くなって
いた。２
階に上が
る子ど
も、園庭
に残る子
どものメ
ンバーの
設定を遊
びの様子
に合わせ
て決める
配慮が足
りていな
かった。

場面の切り
替え時子ど
もの所在と
遊びの様子
を担任同士
で確認す
る。砂場の
ポールは危
険であるこ
とを職員が
常に意識し
子ども達に
繰り返し伝
えていくよ
うにする。
担任が少な
くなる際に
は、周りに
いる職員に
声を掛け協
力してもら
う。

8419

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 18 3 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

特になし

安全に遊
べるよ
う、常に
子どもの
動き、大
人の動き
を意識す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

定期的に
破損など
ないか点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

限られた
スペース
での外遊
びという
ことの意
識付けが
足りな
かった。

子どもた
ちの動き
を見なが
ら、ぶつ
からない
ように注
意して
ボール遊
びを行う
か、状況
によって
は、違う
遊びの提
供を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
友達とと
もに園庭
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
もたちと
関わりな
がら、対
象児を含
めた全体
的に子ど
も達の動
きを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
も達と関
わりなが
ら、対象
児を含め
て全体的
な子ども
達の動き
を見守っ
ていた。

職員が
ボール
を止め
た（押
さえ
た）と
ころへ
本児が
走りこ
んで来
て、
ボール
を蹴っ
たが
ボール
は動か
ず、そ
の衝撃
がすね
に加
わって
しまっ
た。

瞬間的な出
来事ではあ
るが、ボー
ルを抑える
力加減を注
意する。

8420

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 14 2 2 1 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指中
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

ボール遊
びの経験
が全体的
に足りて
いないた
め、ボー
ルの扱い
方が難し
い。本児
に指をぶ
つけた様
子や痛が
る様子が
なかった
ため、事
故当日に
気づけな
かった。

ボール遊び
のリスクを
考えながら
も、関節の
準備体操な
ど行いなが
ら遊びを継
続してい
く。子ども
自身が痛い
ことを伝え
られるよう
にする。痛
がる様子な
どなくても
異変に気付
けるよう活
動の切り替
え時など全
体的な視診
を行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数十)回/
年

遊具の素
材や硬さ
について
検討し
た。多少
の重みが
あるボー
ルのほう
が扱いを
身体で感
じやすい
など、職
員間で確
認する。

・ボール
の素材や
硬さから
起こりう
る事故を
想定して
遊ぶこと
が大切で
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の出
来事で、
気温が下
がってき
たことも
あり身体
の冷えか
ら動きが
硬くなっ
てしまっ
たことも
考えられ
る。

準備体操
に追加し
て指など
間接のス
トレッチ
なども
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・年中児
のボール
転がし遊
びに興味
を持って
一緒に遊
ぶ。遊ん
でいる最
中に痛が
る様子も
なく、最
後まで
ボール遊
びを楽し
んでい
た。遅番
引継ぎ後
も変わら
ず遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・本児を
含む数名
の児と一
緒に安全
に配慮し
ながら
ボールを
転がして
走る遊び
を行って
いたた
め、常に
本児は視
界に入っ
ていた。
転倒や指
をぶつけ
るなどの
動作も確
認してい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・少し離
れた場所
で違う遊
びをして
いた。

・大人
数では
なかっ
たが、
ボール
を転が
してい
る間の
子ども
の様子
はみえ
ずらい
ため、
遊びの
人数が
多いの
ではな
いか、
または
遊び方
に問題
がある
のでは
ない
か。

・ボールの
数を減ら
し、もう少
し少人数で
遊べるほう
が良い。ま
た、キャッ
チボールな
どボール子
どもの動き
がしっかり
見れるよう
な活動を
行ってい
く。

8421

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

30 15 15 3 3 5歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

本児の背
が高かっ
たので、
ついてい
た年長児
と同じと
職員が
思った部
分があっ
た。

固定遊戯
で遊ぶ際
の遊び方
の確認。
使用遊具
の年齢確
認。地面
の硬さ確
認。

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

滑り台の
周りに
チップな
どがまい
てあれば
クッショ
ンにな
る。

地面がカ
チカチで
あるの
で、滑り
台側から
落ちても
同じよう
な怪我が
考えられ
るので、
チップを
敷くのが
良い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人の挑
戦する意
欲を先に
考えたた
め。年長
児以上の
身長が
あったの
で大丈夫
と思って
しまっ
た。

固定遊具
年齢の確
認と使い
方の確認
をきちん
とする。
散歩地で
の混み具
合を確
認。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

自分もで
きると
思ってい
た。年長
児へのあ
こがれが
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員がす
ぐそばに
いた。担
任は反対
側から対
応をして
いた。本
人の姿は
見えてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼ごっこ
をしてい
た。

担当ご
とに子
どもた
ちを見
ていた
が、子
どもの
動きの
予測を
立てら
れな
かっ
た。

手を滑らせ
たら危ない
事を事前に
伝えるべ
き、又は、
静止すべき
だった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8422

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 26 3 2 6歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足母指
基節部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

事例の無
いけがで
あった為
予測しき
れていな
かった。

危険につ
いて事例
を挙げ
て、園児
や職員に
説明、周
知してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(都度)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ホールは
体育館ほ
ど広くは
ないの
で、カ
ラーコー
ンを2つ
並べ、
回ってく
るには狭
かった
が、予期
出来な
かった。

保育者や
講師が、
行う前に
危険かど
うかの判
断(事故
で実践し
てみるな
ど)をす
るととも
に、やり
方の改善
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2チーム
で行った
が幅が狭
く、折り
返しが急
カーブで
あった。

2チーム
で行うの
であれば
列をずら
す等、急
カーブに
ならない
ような配
慮が必要
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別変
わった様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は
カーブに
1名、ス
タートの
後ろに1
名配置。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外部講師
はスター
トの場所
に配置し
ていた。

競争と
いうこ
ともあ
り、あ
わてて
走って
しまっ
た可能
性あ
り。

今後はカー
ブするとき
やその他危
険が予想さ
れる場面で
の注意事項
を事前に伝
えておく必
要あり。ま
た、興奮し
ているよう
な状況では
競争という
形をとらな
いようにす
る。

8423

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 3 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

様々な活
動（運
動）の補
助の仕
方、指導
の仕方、
けがの対
応の知識
不足

保育者も
体育的な
研修を受
けて、多
方面から
子どもを
フォロー
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(8)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

室内で圧
迫感を感
じてし
まった。

室内で行
うときに
は、保育
室のパー
テーショ
ンを取っ
て広々と
した環境
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱５
段を跳べ
ていたの
で、６段
に挑戦す
るよう声
を掛けた
が、もう
少し慣れ
てから取
り組むべ
きだっ
た。

高さやス
ピードに
慣れてか
ら、段階
を踏んで
取り組
む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5段は余
裕をもっ
て跳べて
おり、6
段を勧め
られ意欲
的だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

バランス
を崩した
ので右側
の腕を
もって支
えたが、
スピード
もあり
フォロー
しきれな
かった。

2.担当
者・2
人の職
員が別
の方向
から本
児の取
り組み
を一部
始終見
守って
いた

2人の職
員が別の
方向から
本児の取
り組みを
一部始終
見守って
いた。

本児が
自信を
持って
跳べる
という
ことに
期待を
多く
持って
しまっ
た。

少しでも戸
惑いがある
ようなら、
その心理を
見抜いてい
く。

8424

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

14 4 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員連
携。計画
の甘さ。
危機管理
への個々
の意識レ
ベルの違
い。職員
全員での
散歩マッ
プの見直
し。

職員連携
では再度
声の掛け
合いの徹
底。週案
の見直
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

防犯上立
て替え
（１３年
前）の時
電子錠
に。門前
の道の広
さとの関
係で高い
門の設置
は難し
かった。

電子錠門そ
のものを変
えることは
できない状
況だが、電
子錠の間に
爪挟み防止
のクッショ
ンを付ける
工事。門を
開けた際、
ストッパー
がわりの土
嚢を必ず置
く。（設計
士と検討し
た結果土嚢
が一番安全
という見解
になった）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの姿か
らの計画
（時間配
分等）が
甘かっ
た。室内
の環境つ
くり。そ
の場での
とっさの
判断。

いつもと
違う環境
である時
の保育の
仕方の検
討。職員
の連携。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

散歩車か
ら降りて
歩く

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

先にリー
ドを取っ
ていた職
員が園庭
に入り、
門を閉め
ていな
かったこ
とを認識
していな
かった。
おでこを
ぶつけた
子への対
応のため
に１名の
職員を園
内に行か
せた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

リードを
取って園
庭に戻っ
た時、外
にいる職
員に〇人
入りま
す。「門
を閉めま
す、開け
ておきま
す」の声
を掛けて
いなかっ
た。

おでこ
をぶつ
けたと
き、園
内に声
を掛け
なかっ
た。冷
やすも
のを
持って
いたが
気が付
かな
かっ
た。
とっさ
の対応
がまち
がって
いた。

事前に散歩
バックの確
認。とっさ
の場合の対
応の仕方を
検討し共
有。

8425

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 21 18 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外側靱帯
断裂・左
腓骨剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

靴を履こ
うとした
際に足首
をねじっ
てしまっ
たと考え
られる。
子どもの
様子を把
握し、速
やかに対
応できる
ようにし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

周囲に危
険な物な
どもな
く、一人
で靴を履
こうとし
た時の事
故であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担当保育
士と他保
育士で役
割分担を
し、保育
してい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

急いで園
庭出よう
として、
慌てて靴
を履こう
としたこ
とも考え
られる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭から
入室する
にあたり
子どもた
ちを並ば
せていた
為、テラ
スで靴を
履こうと
していた
本児の様
子は把握
しつつ、
離れた場
所から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児ク
ラスの入
室準備の
ため、4
歳児を見
ていた。

担当保
育士が
他児を
並ばせ
ていた
ため、
本児が
足を痛
めた場
面を見
ていな
かっ
た。

全体の子ど
もの様子を
しっかり把
握できるよ
うにする。

8426

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 0 3 1 2 2 3 0 3 3 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指末
節骨開放
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

水筒の取
り扱い方
について
個別に声
掛けをす
ることは
あった
が、全体
に向けて
伝えてい
く機会が
あまりな
かった。

水筒の取
り扱い方
について
定期的に
3歳児に
分かりや
すく話を
したり確
認してい
き、危険
な取り扱
い方をす
る子ども
がいた時
は個別に
声掛けを
して注意
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

土曜保育
の水筒の
置き場は
決まって
いるが、
週一回利
用の保育
室のため
身支度の
流れが習
慣付いて
いないこ
とも考え
られる。

身支度の
机に移動
する前に
水筒を置
くよう徹
底し、危
険につな
がる要因
がない状
態で身支
度を行う
習慣を身
に付けて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜日は
１歳児ク
ラスで混
合保育を
行うた
め、身支
度の場所
や流れ、
物の置場
が異なる
ことも考
えられ
る。

普段と違
う保育室
のため、
年齢に応
じた事前
の声掛け
や援助を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の身支
度をする
ため、保
育室の水
道前に置
いてある
机に水筒
を置きに
行く。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

身支度を
している
本児の側
に付き、
水筒を置
きに行く
よう声を
掛ける。
本児の近
くにいた
が、転倒
した際に
手を差し
伸べるの
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３人の保
育士で保
育をして
いて、一
名は登園
時の受け
入れを
し、もう
一名は身
支度が済
んだ子ど
もの保育
をしてい
た。

幼児は
保育室
では
ルーム
シュー
ズを履
くが、
本児は
履き忘
れて靴
下で身
支度を
してい
た。

ベランダで
挨拶後、入
室前にルー
ムシューズ
を履くよう
指示し、身
支度は個別
について落
ち着いて行
うよう見守
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8427

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

46 4 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上顆骨
折疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3-4)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
研修に十
分な時間
をとるこ
とができ
たのは入
職時の研
修のみで
あった。
その後ブ
ラッシュ
アップす
る機会に
欠けてい
たことが
事故発生
の要因の
一つと考
えられ
る。

職員会議
後にマ
ニュアル
を読み合
わせる機
会を設け
るなど、
事故予防
の意識を
高める機
会を増や
してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度
(4-5)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4-5)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4-5)回/
年

ジャング
ルジムな
どの固定
遊具で児
童を遊ば
せる際
は、職員
の配置な
ど見守り
の体制が
整った状
態にす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭では数
名ずつ鬼
ごっこ、縄
跳び、固定
遊具遊び、
虫探しなど
を行ってお
り、縄跳び
をする園児
が多く広い
場所を要す
ることから
縄跳びが視
野に入るよ
う見守って
いたが、動
きの速い園
児が多く参
加している
鬼ごっこに
対して、見
守りで追い
きれなかっ
た。

園庭での
自由遊び
におい
て、鬼
ごっこを
する際は
全体とし
て（鬼
ごっこに
参加しな
い子ども
も）固定
遊具を使
用しない
よう伝
え、見守
りの際一
目で危険
な遊び方
をしてい
ないか班
別出来る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児を
含め、園
庭全体を
２名で見
守ってい
たが、参
加人数が
多い縄跳
びをする
子ども達
からの声
掛けや遊
び方に対
応する際
に視野か
らはずれ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で、昼食
の準備を
してい
た。

今回は
ジャン
グルジ
ムに絡
む怪我
であっ
たが、
結果的
にジャ
ングル
ジム等
の危険
が伴う
ような
遊具で
遊ぶに
は今回
は人員
が不足
してい
たとい
うこと
が考え
られ
る。

人員が十分
にとれる時
のみジャン
グルジムを
用いること
とし、その
際はジャン
グルジムに
付きっ切り
で見守るこ
ととする。

8428

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

23 3 3 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯Ａ
｜Ａ歯牙
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

子どもは
興味に合
わせて急
な動きを
すること
があるこ
との予測
が十分で
はなかっ
た

職員一人
一人のリ
スクを予
測する力
を養う

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

二部屋で
過ごす中
で、隣室
で刺激に
なりやす
い場面が
あったこ
とが考え
られる。

広い空間
で他児の
動きが刺
激となる
こともあ
るため、
保育室の
空間の仕
切り方を
配慮す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夕方は疲
れが出て
くる時間
帯なの
で、リ
ラックス
して好き
な遊びを
しながら
過ごせる
環境設定
が必要

夕方の子
どもの一
日の疲れ
による動
きやバラ
ンスを崩
すことを
予測し、
より少人
数で落ち
着いて遊
べる遊具
の設定や
環境づく
りを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う友
達と一緒に3
歳児室で木
製線路に電
車を走らせ
て遊んでい
た。しばら
くして友達
が立ち上が
り隣の部屋
に歩いて
行った。そ
の様子を見
てすぐに立
ち上がり、
電車を左手
に握りなが
ら他児のい
る方向へ歩
いて移動し
た。その
際、身体の
バランスを
崩して転
び、うつぶ
せで倒れて
事故が起き
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら1メー
トル50セ
ンチ程離
れたとこ
ろで他児
と一緒に
遊びなが
ら、対象
児含め保
育室全体
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3人で23
名の3歳
児の保育
をしてい
たが、隣
室にいた
ため該当
園児の動
きには目
を向けて
いなかっ
た。必要
に応じ互
いに声を
掛け合い
保育して
いた。

落ち着
いて過
ごせる
よう分
かれて
過ごす
中で、
隣室へ
の注意
が薄く
なりが
ちで
あった

常に全体に
注意を向
け、一人ひ
とりの動き
を把握し事
故を未然に
防ぐことが
できるよう
対応する

8429

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

34 16 18 3 3 6歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨外
果部裂離
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

外遊びに
ついての
マニュア
ル等は作
成してい
たが、危
険個所や
使ってよ
い遊具に
ついての
職員同士
の共有が
できてい
なかっ
た。

外遊びに
ついての
マニュア
ルを遵守
し、職員
間で共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

３歳児ク
ラスの職
員がてん
ぐぽっく
りを出し
遊んでい
たが、遊
び終わっ
た後も出
しっぱな
しでい
た。

てんぐ
ぽっくり
の保管場
所を決
め、使用
する際は
保育士が
出し、使
用後は所
定の場所
に戻すこ
とを徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス別
の活動と
違い、合
同になる
時間帯が
あったた
め、どこ
で誰がど
のような
遊びをし
ているか
職員間で
の情報共
有が不足
してい
た。

合同保育
に限ら
ず、戸外
活動での
職員配置
について
は、必ず
事前に遊
びの内容
や立ち位
置を確認
し、職員
間で情報
を共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木の回りに
ある縁石付
近でてんぐ
ぽっくりを
使用し遊ん
でいたが、
バランスを
崩してんぐ
ぽっくりか
ら飛び降り
た際に、縁
石に踵をぶ
つけるよう
に着地し
た。その時
は保育士に
痛みを訴え
ることな
く、その後
室内で劇遊
びのムササ
ビ役で跳ん
だり跳ねた
りしてい
る。劇遊び
の終了後、
足が痛いこ
とを訴えた
が腫れや発
赤はなく保
冷剤で数分
間冷やした
のちに普段
通り遊ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士は、別
の場所で
その他の
園児と遊
んでい
た。該当
園児が足
の痛みを
訴えたこ
とで、い
つどのよ
うにして
足が痛く
なったの
か聞き取
りし、複
数の職員
で視診を
行い看護
師にみせ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

看護師が
触診し左
踵部内側
の痛みを
確認した
が、腫れ
や発赤は
なく保冷
剤で冷や
し様子を
見るよう
に伝え
る。

どのタ
イミン
グで該
当園児
がてん
ぐぽっ
くりで
遊び怪
我をし
たのか
を把握
してい
なかっ
た。

遊びの内容
や遊び方に
危険がない
か、全体を
見る職員を
必ず決めて
から遊ぶ。
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0
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童

そ
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8430

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 26 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

グランド
の広さと
年齢を考
慮する
と、さら
に人数を
増やした
配置をと
ることが
できると
よかっ
た。

１クラス
のみでは
職員配置
に余裕を
持てない
ため、5
歳児クラ
スにもさ
らに配置
できるよ
うに活動
時間等を
工夫す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

グランド
を使用す
る際は、
保育者が
活動前に
目視で異
物や危険
な物が放
置されて
いないか
を確認
し、大き
な石等も
目立つも
のは撤去
してい
た。しか
し、今回
のような
小さな石
までは撤
去してい
なかっ
た。

引き続き
子どもが
遊びに入
る前に、
保育者が
遊ぶ範囲
を目視と
実踏で確
認し、危
険物を除
去する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広いグラ
ンドのた
め、子ど
もの年齢
が高くな
るほど活
動範囲が
広がる。
そのた
め、保育
者が個々
の子ども
の様子を
把握しに
くい状態
になって
いた。

必ず複数
の保育者
がいるの
で、それ
ぞれの役
割分担を
明確に
し、全体
を見る保
育者を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒前は
特に変
わった様
子もな
く、いつ
も通りで
あった。
転倒後も
鬼ごっこ
に参加す
るなど、
子どもに
通常の動
きがみら
れたこと
で受傷の
程度の判
断が遅れ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
場面を見
守ること
はできて
いたが、
保育者が
手を伸ば
せば届く
ほどの位
置にはい
なかった
ため転倒
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で他の
複数の子
どもの見
守り中
だった。

本児が以前
にも同じよ
うな痛みを
訴えたこと
があった
が、その際
は本児の機
能面の問題
ではなく気
持ち面での
影響が大き
かったよう
に保育者側
からは見受
けられた
（本児は特
段の通院を
していな
い）。この
ため今回の
事案発生時
も、保育者
側に前回の
状況と同じ
ように気持
ちの問題で
はないかと
いう思い込
みが強く
なった。

先入観をも
たずに冷静
に状況判断
する。転倒
等のあとに
痛みを訴え
た場合、ど
のような状
況であって
も、機能面
の問題がな
い事を確認
するために
活動を切り
上げ、すぐ
に保護者に
連絡し受診
をする。

8431

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

29 0 0 0 10 9 10 0 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

散歩に行
く際は、
手をつな
いで歩い
ており、
走ること
がないよ
う、伝え
ていた
が、当
日、走り
始めた
際、止め
ることが
できな
かった。

散歩マッ
プに、公
園までの
経路の状
況（歩道
の幅、段
差の有
無、信号
切り替え
の長短、
危険個
所）を追
記し、児
童が走る
ことのな
いよう、
職員間で
確認を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

3.未実施
実施頻度
()回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

２クラス
以上の合
同で散歩
に行くこ
とをや
め、ス
タッフが
常に側に
つけるよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

散歩時に
歩いてい
た歩道
は、排水
溝の段差
があり、
道幅も狭
かった。

今後も散
歩で使用
する道路
であるた
め、段差
や狭い歩
道の安全
な歩き方
を伝えて
いく。ま
た、狭い
道路を通
る際、先
頭を歩く
職員は、
全体の歩
く様子を
確認し、
歩くペー
スを高慮
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
りの様子
であっ
た。当
日、異年
齢との手
をつない
での歩行
をしてお
り、歩調
や、歩幅
にばらつ
きがあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の列
の中間地
点で、一
緒に歩
き、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭を歩
く職員
は、全体
の確認を
してお
り、当児
童の様子
を十分に
把握して
いなかっ
た。

異年齢と
手を繋い
で歩行し
ており、
歩調や歩
幅にばら
つきが
あった。
児童の列
の中間地
点で歩行
する職員
は、道路
の段差に
ついて気
を付ける
よう児童
に声をか
けていな
かった。
先頭を引
率スタッ
フの歩行
速度がや
や早かっ
た。

手をつないで歩
く際には月齢や
体格などを考慮
する。先頭を引
率する保育者
は、常に子ども
の歩行状況を見
守り無理のない
速さで歩く。段
差等がある場合
は声がけで注意
を促し、子ども
自身が意識して
歩けるようにす
る。全スタッフ
の散歩移動時の
危険予測の意識
を高めるため、
振り返りを2回
実施した。全て
の公園において
道路状況により
発生する事故の
可能性を想定
し、危険個所を
マップに記載す
る。安全な歩行
ができるよう交
通ルールも合わ
せ、子どもたち
に安全教育を行
う。

8432

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

亀裂骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

日頃か
ら、ケガ
などに対
するヒヤ
リハット
を職員全
員で共通
認識し、
事故防止
に勤め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
（１)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

三輪車で
の遊び方
の再確認
を行い、
不適切な
遊び方を
していた
際には、
すぐに注
意しやめ
させる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三輪車の
乗り方の
約束の徹
底が出来
ていな
かった
（勢いよ
く漕いで
いた）

遊び方の
約束ごと
の徹底を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り、普段
と変わら
ない様子
で過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１人はお
迎えの園
児がいた
為保護者
へ引き渡
している
数分目を
離してし
まった。
もう一人
は全体を
見守って
はいたが
対象児か
らは離れ
た場所に
いた為、
事故を防
ぐことが
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は室内に
て過ごし
ていた

降園する園
児を保護者
に引き渡す
際も、園庭
全体の様子
を把握でき
るよう留意
する

8433

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 1 1 5歳
2.女
児

保育者一人
しかいな
かった為、
もっと多く
の目で見る
べきだっ
た。正しい
遊び方の
ルール約束
を伝えてい
なかった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

ハザード
マップを
作り予測
される事
故などを
明確にし
ていた
が、丁寧
な周知が
できてい
なかっ
た。遊び
の前に職
員間で声
かけをし
あう等注
意喚起を
するべき
だった。

ハザード
マップの見
直しを行う
とともに、
異年齢が園
庭を使う際
の遊び方の
マニュアル
の作成を
行ってい
く。事故・
怪我が起
こった時、
ヒヤリハッ
トがあった
時に情報の
共有を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

芝山の広
さに対し
子供の人
数が多
かった。

芝山だけ
でなく、
複数の人
数が遊べ
る環境を
つくる。
遊具を使
わない遊
びの提供
もしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他学年が
水遊びを
している
時間の為
遊べる空
間が少な
かった。

全体が見
渡せる場
所で位置
での見守
り、他の
職員の連
携をと
る。また
自分の足
元など死
角ができ
ることも
把握して
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数児童
をひとり
で見てい
た状況で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数児童
をひとり
で見てい
た状況で
あった。

芝山の
広さに
対し子
供の人
数が多
かっ
た。普
段から
遊んで
いる場
所の為
注意が
足りな
かっ
た。

遊ぶ前に子
供に遊び方
のルールを
指導できる
ようにす
る。危険を
予測し子ど
もの動きを
把握する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8434

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 19 13 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

保育場面
の研修や
マニュア
ルがない
ため、見
守り方等
の整備が
されてい
ない。

今後、事
故防止マ
ニュアル
の作成を
検討する

1.定期的
に実施

実施頻度
(298)回/
年

3.未実施
実施頻度
()回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(298)回/
年

基準は満
たしてい
るが、物
品の配
置・ス
ペースを
考慮して
いなかっ
た

新型コロ
ナウイル
ス感染症
対応もあ
り、現在
はペー
パータオ
ルを使用
し、タオ
ル掛けの
設置は撤
去する。
歩行ス
ペースの
確保をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

実際はタ
オルがた
くさん掛
かってお
り、足元
が子ども
からは見
えにくい
状態で
あった。

子どもの
目線を考
慮し、つ
まづきや
すい物は
取り除
き、環境
整備をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バケツに
入ってい
た色水を
水道にす
て、両手
でバケツ
の取っ手
を持って
いた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

園児の側
にいた
が、転倒
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスで
過ごして
いたた
め、気が
付かな
かった。

職員一
人だけ
が見
守って
いる環
境・職
員配置
が短い
時間
だった
があっ
た。ま
た、園
児の身
体面を
考慮し
ていな
かっ
た。

子どもに
よってバケ
ツを持たす
ことを見極
め、大人は
側で見守る

8435

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 14 13 14 4 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘外果
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

幼児クラ
スは隣接
する学校
校庭をお
借りして
遊ぶこと
が多い。
校庭での
保育士の
つき方や
約束事は
毎年幼児
担当で確
認をして
いる。

マニュア
ル、職員
の配置等
について
は現在の
ものを再
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２００)
回/年

地面の凹
凸の確認
不足（霜
が溶けた
際につい
た足跡が
乾燥して
固まるこ
とで凸凹
ができ
る）。乾
燥してい
ると滑り
やすい状
況にな
る。

地面の凹
凸がある
場合には
平らにな
らすか、
その場所
は避けて
遊ぶ。乾
燥してい
る場合に
は水をま
く等の配
慮をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒の際
に手が出
ないこと
で大きな
事故につ
ながる。

日頃から
四つん這
いの動き
などを遊
びに取り
入れる
等、身体
の使い方
を身につ
けられる
ような活
動を取り
入れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

氷鬼に夢
中にな
り、思い
切り走っ
ていた際
に手が出
ず、肘が
曲がった
状態で転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と一
緒に氷鬼を
しており、
鬼から他の
園児と一緒
に逃げてい
た。走って
逃げていた
為、転倒し
た瞬間は担
当職員は見
えておらず
振り返ると
本児が転倒
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒した
本児の近
くで他の
子どもと
ドッヂ
ボールを
していた
保育士が
転倒の瞬
間を見て
いた。

人員配
置とし
ては十
分で
あっ
た。

スペースも
広く、職員
配置として
は十分で
あったと考
える。

8436

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

5 2 2 2歳
1.男
児

内反膝
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母足趾
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

子どもの
状況とケ
ガのリス
クについ
て職員の
危険予知
能力の向
上が必要

危険予知
トレーニ
ングの継
続と強化

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(54)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

動物の形
状をした
ウレタン
製のクッ
ションを
遊具とし
て提供し
た。ウレ
タン製
クッショ
ンは非常
に柔らか
く、よく
沈み、抵
抗力がな
かった。

発達年齢
に合った
玩具選び
と遊ばせ
方を、実
施する前
によく検
討する。
予定して
いない遊
びは実施
しない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児数が
少人数で
目は行き
届いてい
た。玩具
の素材が
柔らかい
ため骨折
の可能性
に結びつ
かなかっ
た

玩具に対
する危険
度を考
え、遊ば
せ方を職
員間で周
知する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は夢
中で遊ん
でおり、
受傷した
タイミン
グに気付
くことが
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室内に
は職員3名
が3カ所に
点在おり担
当職員は決
めていな
かった。職
員3名が取
り囲む範囲
内で園児達
はクッショ
ンに跨りな
がら移動し
ていた。職
員の目が届
かない所に
移動するこ
とがないよ
う見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助職員
1名はガ
ラス越し
の隣の部
屋を掃除
していた
ため、本
児の様子
を見てい
なかった

玩具の
使い
方、遊
びの
ルール
につい
て、職
員間で
確認を
しない
まま提
供して
いた

見守り時は
担当児を決
め、注意し
て観察す
る。玩具の
使い方を職
員間で周知
した上で子
ども達へ遊
び方の指導
を行う

8437

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

23 4 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

（右）第
一中手骨
基部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

・特にな
し

重大なヒ
ヤリハッ
トと事故
報告書を
確認し、
全員で認
識を深め
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

事故当日
までの1
週間、晴
天のため
園庭の砂
地は乾い
ていた。
外遊び遊
具や落
葉・ゴミ
で滑った
形跡は無
かった。
おままご
とや外遊
び遊具で
地面が削
られた
り、土が
盛ったり
していた
可能性は
ある。

ある程度
の凸凹地
面は身体
教育上必
要だと考
えられる
が、転倒
事故が予
想される
時は、早
めに気づ
いて地面
を均して
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1階フロアの
3クラスが分
散して園庭
で遊んでい
た。16時以
降お迎えで
人数は少し
ずつ減って
いたもの
の、3歳児ク
ラス22名、4
歳児クラス
15名、5歳児
クラス19名
の計56名が
最多人数で
ある。計算
上、園庭の
面積が●●
●㎡のた
め、園児一
人当たりの
最小面積は
●●㎡。保
育室よりも
一人当たり
の㎡は広く
確保できて
いる状態で
あった。

あえて園
庭で走る
環境を設
定して、
走りたい
欲求を満
たしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故当時、
身体可動域
に制限がか
かるような
ジャンパー
は着用して
おらず、薄
手の長袖
シャツとズ
ボンだっ
た。外靴は
履きなれた
物だった
が、これま
でにも何度
か転倒して
膝に傷を
負ったこと
はあった。
体操教室に
通ってお
り、走ると
いった得意
な動きに対
しては活発
になりやす
い。情緒面
は安定して
いる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児は転
倒する前
（午前中）
から狭い保
育室で走り
回ってお
り、担任が
何度も声掛
けしてい
た。事故当
時、園庭に
は6名の職
員（内担任
4名）が
立って見
守ってお
り、当該児
の近くで様
子を見てい
たためすぐ
に受傷時対
応できた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

タイヤ遊
び、マッ
ト、おま
まごと、
といった
別の遊び
をしてい
た園児を
見守って
いた。

特にな
し

園庭だけで
なく室内
（ホール）
でも今以上
に運動遊び
をして運動
量を増や
し、走る以
外の楽しみ
を見出せる
ように導
く。転び方
の練習をす
る。（指間
を狭め手の
ひら全体を
使い、手と
腕の支持基
底面を広く
使うような
形で受け身
をとれるよ
うに）職員
全員で走り
がちな園児
の状況を共
有してい
く。

8438

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 4 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第三中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

テーブル
や椅子な
どは片付
け、危険
物のない
環境を整
えていた

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前中に
誕生日会
があり、
活動の中
で体を動
かすこと
がなく、
活動量が
少なかっ
た。

少しの時
間でも体
を動かす
活動を取
り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

読み聞か
せの絵本
の内容が
難しく集
中できな
ていな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

消毒や掃除
をしながら
離れたとこ
ろから対象
児を見守っ
ていた。走
り出したた
め口頭で注
意をする
と、一度は
座ったが再
び走り出し
転倒してし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

そばで様
子を見て
いたが、
介助につ
く児をみ
ていたた
め、止め
られな
かった。

対象児
自身の
多動性

対象児の特
性を踏ま
え、口頭で
の注意だけ
ではなく、
そばについ
て対応す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8439

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 10 10 2 2 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下肢脛
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

危険のな
いよう、
周辺の環
境を整備
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
の動線を
把握し、
密集しな
いように
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
たが、お
やつ前手
洗いに行
こうと
走ってし
まい、
立ってい
た友達の
足に躓き
転倒して
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もの対応
をしてお
り当該児
が転倒し
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配児担
当職員
で、担当
児の対応
をしてお
り当該児
の動きを
見ていな
かった。

活動の
切り替
えの時
間帯に
担任が
席を外
してお
り、子
ども達
がそれ
ぞれに
移動し
た為見
守りが
行き届
かず事
故が起
きた。

担任が席を
外す際は、
子ども達が
着席し落ち
着いている
状態にした
所で、代わ
る職員に申
し送りを行
い見守りの
徹底に心掛
ける。離席
する必要性
についても
再考しタイ
ミングを考
える。

8440

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

事故発生時
の聴きとり
（担任、看
護師、園児
等）を正確
に、漏れの
無いように
行うことが
大切であっ
た。事故に
より担任が
ショックを
受けていた
為、園児と
の供述に違
いが出来て
いた事に気
が付かず、
保護者不信
感を抱かれ
てしまっ
た。事故発
生時の保護
者対応につ
いての研修
を行ってい
なかった。

事故再発防
止の為、事
故時の正確
な状況を把
握し改善し
ていく。担
任、園児双
方からに正
確な聞き取
りを行い原
因解明に努
めていく。
保護者対応
マニュアル
を作成し、
定期的に研
修を行うと
ともに事例
別の保護者
対応研修も
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

跳び箱が
窓に向
かって跳
ぶ設定で
あり眩し
かったこ
とや、着
地用の
マットを
2枚重ね
に変更し
ての練習
が2回目
だったこ
とで着地
等が不安
定であっ
たなどが
推測され
る。

向きや助
走距離、
採光等を
考え設定
する。一
人ひとり
の状況を
把握し、
跳び箱の
段数や
マットの
高さなど
も確認す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は、
普段の練
習と同じ
環境で
あったが
前回の練
習より一
週間空い
ていたた
め感覚を
取り戻せ
るよう補
助したり
段階を踏
んで練習
を行うべ
きだっ
た。

期間があ
いている
時は感覚
を取り戻
せるよう
補助を行
い様子を
見ながら
徐々に普
段の練習
に戻して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
に問題は
なく取り
組んでい
た。1回
目跳んだ
際お尻が
跳び箱に
あたり
「跳べな
かった」
と思い次
は「もっ
と高く跳
ぼう」と
思ってい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳箱の脇に
担任が付き
マンツーマ
ンで見守り
援助をして
いた。１回
目跳んだ
際、お尻が
跳び箱に着
き完全な跳
び方ではな
かった為
「もう少し
高く跳んで
みようね」
といつも通
りの声を掛
けを行い、
子どもの態
勢が崩れた
際すぐに手
が出せる至
近距離で援
助してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

取り組み
には担任
のみで対
応してい
た。

担任一
人で跳
び箱活
動をし
てい
た。活
動予定
など事
務所と
共有で
きてい
なかっ
た。

サポートす
る為の職員
配置を行っ
ていく。ま
た、危険が
伴う活動前
は担任から
開始の声掛
けを事務所
にする。週
案で一日の
保育内容を
あげ、職員
間で共有し
ていく。

8441

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 13 12 16 4 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

中足骨骨
折（左）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

保護者が
迎えに来
る時間帯
で、保護
者対応を
しながら
の保育で
あった。

遊びの
ルール
（コンテ
ナ使用
時）の再
確認、職
員の立ち
位置、体
制につい
て見直し
と予防策
を講じて
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3・4・5
歳クラス
の職員、
園児と玩
具（コン
テナな
ど）使用
時のルー
ルや遊具
の遊び方
や注意事
項を園庭
で園児の
前で説明
をした。
0～２歳
児クラス
の職員に
も報告し
共有をし
た。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

少人数で
静かに遊
んでいて
も、目を
離さず見
守りなが
ら保育を
する。園
庭全体を
把握する
職員を決
め、職員
間で声を
かけてあ
う。暗く
なりはじ
めたら、
室内保育
に移行す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で遊
び始めは
5歳児の
グループ
と一緒に
いなかっ
た。５歳
児クラス
に姉がい
て最終的
に一緒に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
花壇の近
くにいて
保護者対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児が複
数人で遊ん
でいた時
は、コンテ
ナを2ケー
ス重ねて
シートをの
せ遊びかけ
ていたので
職員が注意
をした。そ
の後少人数
になってか
らは、園庭
の真ん中で
静かに遊ん
でいたこと
もあり,け
がをした時
は気付かな
かった。
(本児の泣
き声で気づ
いた）

園庭遊
び全体
を把握
する職
員がい
なかっ
た。職
員が園
児と遊
びこん
でしま
い周囲
の状況
を把握
してい
なかっ
た。

園庭遊びを
する前に職
員の立ち位
置を決め、
声を掛け合
う。特にお
迎えの保護
者対応など
の時も、園
児から目を
離さない。
園庭遊び全
体を把握す
る職員を決
めておく。

8442

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

15 3 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

滑り台で
遊ぶ際は
必ず見守
る保育者
を配置す
るように
する。見
守る保育
者が配置
できない
時は遊具
の制限を
したり、
他の散歩
先を選
ぶ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１／日)
回/年

滑る面が
コンク
リートで
固いが、
遊具の性
質から、
柔らかい
素材にす
るのは難
しい。

クッショ
ン性のな
い遊具と
いうこと
を事前に
子ども達
に伝えて
おく。遊
ぶ前に、
考えられ
る怪我や
危険を子
どもたち
にも伝え
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

別々に個
別対応し
なくては
いけない
状況が２
か所でお
き、３名
保育士の
うち２名
が個別対
応をして
いた。

個別の対
応があっ
たとして
も、滑り
台全体を
見渡せる
ように視
界を工夫
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に追
いかけっ
こをして
いた。保
育者が一
度は声掛
けしたも
のの、
滑ってく
る子のこ
とは目に
入ってい
ない様子
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人はケ
ガの手当
て、もう
一人は子
どもと話
しをして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台で
他の子と
遊んでい
た

ほぼ全
員が滑
り台に
いて、
一般の
方もい
たので
少し混
んでい
た。状
況をみ
て遊び
方を考
え、
しっか
りと伝
える必
要が
あっ
た。

クラス担任
が揃ってい
ない時は危
険のある遊
具では遊ば
ないように
する。常に
危険がある
ため誰が見
ているかを
はっきり
し、離れる
ときは声を
出して他の
職員に伝え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8443

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

3 5 5 0 0 0 0 0 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上唇小帯
裂傷。左
上乳中切
歯陥入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

バランス
を崩して
のケガ。

今回の怪
我につい
ての情報
と、保護
が行われ
ている場
所でも怪
我をする
可能性が
あること
を会議に
て周知。
引き続き
子どもの
動きを注
視してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

コンク
リート外
壁角部分
に子ども
がけがを
しないよ
う保護材
で覆って
いた。今
回の事故
を職員全
員と共有
し、この
付近での
子どもの
遊びを注
視してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し 無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

該当園児
は集団か
ら離れた
場所で道
路の車を
眺めてい
たため、
職員はや
や離れた
場所にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児童
の様子を
視認して
いたが、
同じクラ
スの他児
童の対応
も行って
いた。

職員は
本児の
様子を
視界に
とらえ
てお
り、状
況把握
は行っ
てい
た。

状況把握は
行ってい
た。保護は
しているが
それでも怪
我をする可
能性がある
ことを再周
知し、見守
りの場所の
工夫、遊ば
せ方の見直
しを行って
いく。

8444

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 3 2 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

両上A歯
外傷性亜
脱臼両上
A歯外傷
性歯根破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

今年度受
講した研
修を活か
し転倒が
減る、転
倒した際
に手が出
るように
様々な運
動遊びを
取り入れ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

無し

「安全点
検のポイ
ント屋
外・屋内
編」を再
確認し、
引き続き
定期的に
安全点検
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の立
ち位置等
「遊びの
約束」を
再確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

複数の友
だちと鬼
ごっこを
してい
て、夕方
というこ
ともあり
日中より
気持ちが
高まって
いる様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

固定遊具
のそばに
立ち、他
の子ども
を見てい
て、対象
児が右側
で転倒す
る様子が
見えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で自
由遊びを
していた
ためそれ
ぞれの場
所に配置
し全体を
見渡しな
がら保育
してい
た。

全職員に事
故の経緯等
を周知し
「遊びの約
束」を再確
認するとと
もに、園児
の様子を把
握しながら
保育してい
く。

8445

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

5 2 2 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の亜脱
臼・舌の
裂傷・顎
の擦過傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

丸太遊び
はいつも
保育士と
手をつな
いで遊ん
でいて大
好きな遊
びだっ
た。

バランス
を崩すこ
とも想定
し見守る
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

要因が考
えられな
いため改
善策の記
載なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日は公
園利用者
が多く混
雑してい
たので人
の少ない
場所で遊
ぶ。

公園が混
んでいる
ときの安
全な遊び
場所の確
保を確実
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は保
育士と手
をつない
で遊んで
いた遊具
だが当日
は、一人
でのぼっ
てしまっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象遊具
の反対側
で対象児
ともう一
人の園児
を見てい
た。対象
児が足を
滑らせる
瞬間に手
を伸ばし
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象遊具
付近の平
均台で遊
んでいた
他児の援
助をして
いたた
め。

もう一人
の児童が
高さのあ
る遊具に
上ってい
たため同
時に援助
するのが
難しかっ
た。しっ
かりと子
どもの動
きを確認
してはい
たが実際
は確認で
きていな
かった。

子どもの動
きが把握で
きない場合
は遊具を使
用しない。
常に子ども
のいる場所
を確認し共
有する。

8446

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

9 3 1 6歳
1.男
児

配慮が必要
な児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第5中
手骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

引き続き
研修を受
講するな
どして、
危機管理
意識を高
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

定期点検
は実施し
ている
が、日常
の保育の
中でも危
険箇所が
ないか常
に注意を
払ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
例は、環
境面の配
慮より人
的面の配
慮が必要
と考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は配
慮が必要
な児で、
朝から機
嫌が悪く
特定の児
に対し攻
撃的だっ
た。夕保
育中は落
ち着いて
他児と遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児は落
ち着いて
遊んでい
た為、当
番保育士
は少し離
れた場所
から本児
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員B
は、玩具
の消毒を
しなが
ら、本児
を見守っ
ていた。

夕保育
に入る
際に、
担任か
ら朝か
らの様
子を当
番保育
士に引
き継ぎ
をする
べき
だっ
た。

本児が落ち
着いて遊ん
でいても、1
日の状況を
把握しなが
ら、何か
あった時に
すぐに静止
できる距離
で見守って
いく。

8447

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 2 2 5歳
2.女
児

入所1か月
で保育所に
慣れていな
い状況。泣
きながらの
登所が多
い。昼頃か
ら好きな遊
びができて
いる。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨骨
端剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(８)回/年

1.基
準以
上配
置

特記無し

事故が
あった場
合は速や
かに職員
間で情報
共有し再
発防止に
努めてい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

終日天気
は安定し
ていた
が、気温
が下がっ
てくる時
間帯であ
り地面も
湿って来
たことで
ぬかるむ
状態に
なってい
た。

夕方の寒
暖差で地
面の状況
が変わる
ので、砂
入れなど
をして園
庭整備等
を行いっ
ている。
ぬかるみ
で滑りや
すくなっ
たところ
は職員で
共有して
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつ
後、夕方
保育前の
時間に園
庭であそ
び、その
後の入室
時の時間
帯だっ
た。

特記無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入室する
為、ブラ
ンコから
降り部屋
へ戻る際
のできご
とだっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当は、
本児から
離れては
いたが、
入室を促
し目線は
本児のほ
うに向い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

入室して
くる児童
を見守っ
ていた。

本児を
含め児
童に地
面のぬ
かるみ
につい
て声か
けでき
ていな
かっ
た。

個々の動き
を把握し、
地面などの
変化につい
て具体的に
声かけして
いく。子ど
もたちの様
子と環境の
状況に合わ
せて、入室
の際の流れ
てを配慮し
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8448

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

3 1 1 2歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10～12)
回/年

1.基
準以
上配
置

事故に結
びつく行
為を行う
前に、保
育担当者
が児を落
ち着か
せ、これ
から行う
事につい
て話をす
るべき
だった。

前の行動
から次の
行動に移
る際に
は、一度
落ちつい
た環境で
子ども達
にこれか
ら行う行
為につい
ての注意
点などを
説明す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年・使
用する前
に確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

70㎝とい
う、対象
児には高
すぎた設
定の巧技
台

日頃の状
況を見
て、対象
に合わせ
た高さを
想定でき
る知識

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

使い方等
の説明を
せず、室
内活動か
ら流れで
巧技台の
使用を始
めてし
まった。

前の行動
から次の
行動に移
る際に
は、一度
落ち着い
た環境で
子ども達
にこれか
ら行う行
為につい
ての注意
点などを
説明す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばにつ
いていた
が、すぐ
に受け止
められる
ように構
えてはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で同クラ
スの他児
の保育に
携わって
いた。

室内活
動から
移動直
後であ
り、他
の児の
動きも
把握す
るため
に本児
の動き
だけに
注視す
る事が
できな
かった

ジャンプす
る児の行動
に合わせ
て、万が一
を考えてす
ぐに助けに
入ることが
できるよう
身構えてお
く

8449

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 1 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

予期せぬ
転倒で
あった
が、担当
職員は園
庭全体を
見ていて
直ぐに対
応ができ
たため。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし

園庭に段
差も凸凹
もない状
態で、園
庭の状態
が転倒の
直接的な
要因では
ないと考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

通常通
り、園児
20名対し
て職員１
名の配置
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を
走ってい
た時に転
倒

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見渡せ
る位置に
立ち、全
体を見
守ってい
たところ
転倒する
児の姿が
見え直ぐ
に駆け寄
り、すぐ
に看護師
を呼び確
認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園全体を
見渡せる
位置に立
ち、全体
を見守っ
ていた。

特にな
し

職員は園庭
全体を見守
り適切な対
応をとって
いたと考え
られる。

8450

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

21 0 0 0 0 13 8 0 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

常に子ど
もの行動
を把握
し、保育
同士声を
掛け合う

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

常に子ど
もと一緒
に遊ぶ中
で、危険
や破損に
気付き共
有する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が柵
の側にい
た時に、
見通しを
もって見
ていな
かった
り、離れ
るよう声
を掛けな
かった

公園では
固定遊具
などの使
い方を改
めて話
す。保育
士同士が
連携を
取って声
を掛け合
う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

休み明け
でクラス
全体が落
ち着きが
なかった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
にいたた
め、見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
に付いて
いて、止
める事が
出来な
かった

本児が
柵の側
で遊ん
でいる
時に、
離れる
ように
声をか
けてい
なかっ
た。本
児が柵
に手を
かけた
タイミ
ングで
注意し
ていれ
ば防げ
たかも
しれな
い

公園での遊
び方につい
て、子ども
によく話を
する。保育
士も固定遊
具以外の物
に子どもが
近づくのを
見たら、直
ぐに離れる
ように声を
かける。

8451

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1 6歳
1.男
児

発達障害に
対し、心理
相談を受け
就学時相談
の対象であ
る

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第五指
基節骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

配慮が必
要な園児
がいるク
ラスにお
いても一
律のルー
ルで室内
遊びを設
定してお
り、要配
慮児に特
化した
ルール設
定は行っ
ていな
かった。

週案を園
長・主任確
認する際、
園児の性格
や傾向を考
慮した遊び
であるかを
事前に確認
する。園
長・主任の
巡回頻度を
増やし、要
配慮児にも
適した遊び
かどうかを
確認する。
また、配慮
児童に関す
るケース会
議を行い、
定期的に発
達状況や児
童の特性に
応じた適切
な遊び方を
考える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特記事項
なし

ハード面
に問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動する
空間を広
く設定し
大きく動
けるよう
にしてい
た。故に
子どもは
ゲームに
熱中し自
身の気持
ちと運動
機能のバ
ランスの
取れない
状況と
なった。

児童がヒート
アップしている
場合は、手を床
につかず腕を胸
の前で交差させ
て下肢だけを
使って前に進む
など、ルールを
追加することで
動作の難易度を
上げ、ゲーム自
体のスピード感
を下げることを
検討する。それ
により、子ども
たち一人ひとり
が過度な興奮状
態にならず冷静
に状況を理解・
判断しながら
ゲームに参加で
きる。ゲームに
夢中になりルー
ルを守れていな
い児童がいた場
合は声を掛ける
だけでなく一度
ゲームを中断
し、再度ルール
を周知する、状
況に合わせて変
更する等工夫す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ADHD傾向
があり、
ゲームで
多動・多
弁が目立
つ児童で
ある。こ
の日はと
くに変
わった様
子はな
く、保育
者の話を
聞きゲー
ムに意欲
的に参加
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室の
真ん中
(全体を
見渡せる
場所)に
立ち、少
し離れた
所で対象
児を見て
いた。
ルールを
守ってい
ない子に
対し、名
前を呼ん
で声を掛
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内遊び
だった
為、担当
職員が一
人でみて
いた。

対人数
は満た
してい
るが、
余剰人
員が居
なかっ
た為、
一人の
保育士
が子ど
も全体
を見る
という
ことを
行わな
ければ
ならな
かっ
た。

児童の見守りは
原則一人の保育
士で行うため、
状況に応じて
ゲームに参加す
る人数を半数程
度に減らすな
ど、ゲーム中の
子どもの見守り
を強化する工夫
を行う。待機中
の子どもたちを
見守る人員が必
要となり、余剰
人員のいない当
園では課題が残
るため、会社と
して人員の確保
に向け採用も同
時に進めて行
く。定期的に園
長主任が巡回を
行い、安全に集
団遊びが行われ
ているか確認す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8452

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨挫傷→
小指中節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

勢いのあ
る滑りを
していた
が注意を
促さな
かった。
本児の受
傷に気付
くことが
できな
かった。
夕方、5
歳児クラ
スは築山
での遊び
はしない
という
ルールが
あった
が、伝
達、共有
がされて
なかっ
た。

築山（滑
り台）で
の遊び方
を職員で
見直し、
再検討す
る必要が
ある。各
クラス間
での伝達
や共有す
べきこと
を再確認
すべきで
ある。

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

築山や滑
り台にお
ける人数
制限や使
用の制限
など各々
のクラス
ではある
ものの共
有がされ
ていな
かった。
マット等
ものを
持って登
ることに
ついても
明確な
ルールが
園全体で
なかっ
た。

築山、滑
り台での
ルールを
早急に検
討し、決
定する必
要性があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
の保育士
が配置さ
れていた
ことで、
5歳児ク
ラスでの
ルールが
徹底され
ていな
かった。
勢いのあ
る滑り方
ではあっ
たもの
の、注意
は促さず
見守って
いた。

保育士間
の伝達不
足の改
善。使用
条件の共
有徹底。
築山、滑
り台での
ルールの
検討、決
定。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時から
普段と変わ
りなく過ご
していた。5
歳児クラス
では夕方は
築山での遊
びはしな
い、マット
を使用して
滑り台遊び
はしないと
いうルール
は園児も理
解していた
が、担任で
はなく他ク
ラスの保育
士が配置さ
れていたこ
と、声かけ
もなかった
ことで遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

日中の遊
び方、状
況が普段
と変わり
なかった
こと。対
象児から
痛みなど
の訴えも
なく、ケ
ガが発生
している
ことも知
らなかっ
たため、
普段通り
の遊びと
の認識で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
途中でお
迎えで
あったた
め、他の
職員は関
わってい
ない。

5歳児クラ
スでのルー
ルは園児も
理解してい
たが、担任
不在であっ
たことで遊
んでしまっ
たのではな
いか。ケガ
直後は痛み
も自制内で
あったとの
予測から、
遊びが優先
されていた
ため伝えな
かったので
はないか。
担任ではな
かったこと
で伝えるの
をためらっ
たのではな
いか。

職員間の情
報共有と伝
達。遊具の
使用条件の
早急な検
討、決定と
周知への徹
底。他の保
育士と児と
の信頼関係
を築く声か
けをする。

8453

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2 5歳
2.女
児

園児Ｂは支
援を要する
園児であ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折（亀裂
骨折）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

生活や遊
びの中で
使用す
る、事故
に繋がり
やすい教
材につい
て取り扱
いマニュ
アルを作
成し、定
期的に確
認するこ
とで職員
の意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

年齢に応
じた教
材・教具
の見直し
を定期的
（月に1
回程度）
に行い、
子どもの
成長や理
解に合わ
せた安全
な教材選
定を行
う。活動
計画を立
てる時
に、人員
や環境構
成を含め
た安全配
慮の視点
を必ず入
れる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ハサミな
どの事故
につなが
りやすい
ものを扱
う時に、
職員がそ
の場所か
ら離れる
際は必ず
ハサミを
片づけて
から離席
する。ハ
サミ等の
事故につ
ながる要
因のある
道具の扱
いについ
て、職員
共通のも
のとなる
よう確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怪我をし
た園児
は、友達
と切り紙
をして遊
び、糊付
けを済ま
せ、とな
りの席の
友達とお
しゃべり
をし、次
の活動が
準備され
るのを
待ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ保育
室にいた
職員は、
次の活動
のため、
子どもに
背中を向
けて、教
材準備を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は園庭で
子どもの
遊びを見
守ってい
た。園児
Ｂが入室
すること
に気付い
たが、他
児の水遊
びの対応
をしてお
り、追い
かけるの
が1.2分
後となっ
た。

教材準備等は
活動開始前に
行い、子ども
の活動に保育
者の目が集中
できるように
する。子ども
に背中を向け
て作業をしな
い等、常に全
体が見渡せる
場所で子ども
の見守りがで
きるようにす
る。職員の連
携意識を高
め、咄嗟の時
に声の掛け合
いや助け合い
ができるよ
う、日頃から
指導・周知す
る。

8454

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

20 2 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘過剰
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(11)回/年

2.基
準配
置

園から近
くの場所
であった
ので、保
育士１
名、保育
アシスタ
ント１名
で散歩に
出てい
た。

散歩に行
くとき
は、保育
士２名、
保育アシ
スタント
１名で出
かける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

木の根が
多く、つ
まづきや
すい場所
であっ
た。

園外の
為、設備
改善は難
しいの
で、マー
カー（小
さいコー
ン）等で
危険個所
を見える
化する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

虫を探す
ことに集
中し、足
元への注
意が薄く
なってい
た。

足元への
注意を促
す声掛け
を行い、
職員間で
の危険個
所の共通
理解をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児とと
もにしゃ
がんで輪
になり虫
を見てい
たのをや
めて、移
動しよう
と思って
走り出し
た際に木
の根に躓
いて転倒
し、両手
を地面に
ついた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ていた
が、特に
トラブル
の起きや
すい場所
の近くに
おり、本
児のすぐ
そばには
いなかっ
た為、見
守りが充
分ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が集
まってい
たベンチ
で子ども
たちと関
わってい
た。

危険箇
所の認
識があ
まく、
職員間
での共
有が充
分では
なかっ
た。

一緒に散歩
に出かける
職員が散歩
先での危険
性を再認識
し、見守り
をさらに強
化する。ま
た、子ども
達とも安全
な遊び方を
繰り返し確
認する。

8455

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 6 8 13 10 14 7 5 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯のぐ
らつき

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士が
本児の特
性を理解
はしてい
たが、事
故につな
がること
まで予想
はしてい
なかっ
た。

走ってい
る子ども
にも注視
するよう
に保育士
間で共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒と他
の遊具と
の距離も
十分にあ
り、周り
に他の園
児もいな
かったた
め、特に
改善策は
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に出
る前に気
をつけて
遊ぶよう
に話をし
てから遊
び始めた
が、よそ
見をしな
がら突然
走り出し
ぶつかっ
てしまっ
た。

遊ぶ時は
周りの人
や、遊具
などに気
をつけて
遊ぶよう
に子ども
たちに知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は戸
外では一
人で遊ぶ
ことが多
い。また
保育士と
関わって
遊ぶこと
も好きで
ある。当
日は特に
変わった
様子は無
く、一人
で走って
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が
走って遊
んでいる
ことは把
握してい
たが、滑
り台で遊
んでいた
園児がふ
ざけてお
り心配
だったの
で滑り台
について
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児がな
にをして
いるかは
把握して
いなかっ
たが、園
舎側の園
庭で子ど
もたちを
見守って
いた。

職員配
置は２
名で足
りてい
たが、
突然走
り出し
たため
止めら
れな
かっ
た。

事故につい
てや、子ど
もの特性に
ついて保育
士間で共有
し話合いの
時間を持ち
改善策を考
えていく。

8456

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折（亀裂
骨折）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故予防
研修を最
近行って
いなかっ
た為、気
持ちに緩
みがあっ
た。

今年度中
に色んな
場面の事
故が起き
たと仮定
し、職員
全員がす
ぐに動け
るように
マニュア
ルを読み
合わせし
たり、事
故研修を
増やし意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

職員間で
危険な箇
所などの
情報共有
ができて
いなかっ
た。

各職員が
普段から
園舎など
危険が無
いか、破
損してい
ないかを
確認し、
職員同士
が声を掛
け合う。
不備破損
がある場
合は速や
かに園長
へ報告す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱へ
の恐怖心
があり、
苦手意識
があっ
た。

個々の運
動能力を
十分に見
極め、安
全第一の
援助をし
ていく。
一段から
進めてい
くなど。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱の
練習中
も、その
後の活
動、ダン
ス、給
食、午後
の遊びで
もいつも
の様子と
変わら
ず、痛が
る様子は
みられ
ず、本児
からも痛
みなどの
訴えは無
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱に
跳び乗る
際、ス
ピードは
出ていな
くゆっく
り跳び
乗ってい
た。手を
ひねった
り痛めた
様子はわ
からな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

マットの
前で本児
をみてい
たが、ひ
ねったり
痛めた様
子はわか
らなかっ
た。

他児へ
の座り
方を注
意し、
一瞬目
を外し
た時が
ある。

サブが実際に
やってみせ、
手のつく場
所、手の置き
方など注意事
項をリーダー
が説明する。
他児への声掛
けは、練習し
ていない時に
行い、必ずど
ちらかは目を
離さずに見守
る。子どもの
変化にすぐ気
づけるよう担
任同士声を掛
け合う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8457

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

9 16 12 1歳
2.女
児

特に無し
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

０歳児６
人を一人
で見てい
た。０歳
児の発達
を捉える
ことがで
きず、職
員の適切
な配置が
できてい
なかっ
た。児の
動きに
合った保
育者の適
宜な動き
が取れて
いなかっ
た。事故
予防に関
する研修
が行われ
ていな
かった。

食べ終えた児が
保育者一人で見
切れない人数に
なった場合、お
やつを食べてい
る児と保育者の
バランスを考え
保育をする。他
クラスの状況を
把握し、各クラ
ス十分な職員配
置ができるよう
見直す。０歳児
の発達を理解
し、子どもたち
の動きを見守る
ことができる位
置に身動きがで
きるように座
る。病院受診が
必要な怪我が起
きた場合、何が
原因だったか、
どうすればよ
かったかを関
わった職員で話
し合い、職員会
議などで共有
し、改善してい
く。事故事例の
情報を基に、保
育内容、安全確
認、事故対策の
呼びかけを行い
改善していく。
点検表などを使
用し、振り返り
園で共有し改善
していく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

玩具の種
類が少な
く幼い。
玩具が毎
日同じで
バリエー
ションが
ない。子
どもが一
か所にあ
る玩具棚
に集中し
てしまっ
ていた。

玩具の種
類を見直
し、発達
に合った
玩具や玩
具の種類
を増や
し、遊び
が深まる
ようにす
る。二つ
ある玩具
棚を離
し、分散
して遊べ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発達に合った玩
具が十分に用意
されていないた
め、子どもが集
中できずに動き
回るようになっ
ていた。玩具が
毎日同じだった
ため、子どもた
ちは遊びに満足
をしていなかっ
た。好きな遊び
をしていても、
玩具が少なく、
玩具の取り合い
などもあり、不
満な気持ちを持
つ子もいた。環
境について保育
者間で話し合
い、環境構成の
変化をしている
最中だったが、
備品などが揃わ
ず、環境整備に
時間がかかって
いた。

発達に合っ
た玩具の見
直しをし種
類を増や
す。遊びの
場が分散さ
れるよう玩
具棚の位置
を離す。保
育者との安
定した関わ
りの中で生
活できるよ
う保育者の
適切な配置
をする。お
やつ、あそ
びの生活の
流れを見直
し、適切な
保育者の配
置をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

穏やかな様
子で日中は
散歩で歩く
ことを楽し
んでいた。
保育者に
抱っこを求
め、それに
応えてもら
うと満足し
たように笑
みを見せて
いた。給食
は、自分で
スプーンを
もって食べ
進め、完食
した。昼寝
も進んで布
団に入り、
保育者にト
ントンされ
て安心して
入眠してい
た。寝起き
の機嫌も良
く、おやつ
も完食をし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

A保育士はA児が
向こう側を向い
て座って遊んで
いることに気が
ついていた。Ｂ
児が遊びたい玩
具や落ち着く場
所を見つけるた
めに友だちの間
を前を向いて歩
き、次第に後ろ
向きに歩いてＡ
児に近づいてい
たことに気がつ
いていた。Ａ児
Ｂ児と離れた場
所で見ていたた
め、倒れそうに
なったときに手
を差し伸べるこ
とができなかっ
た。Ｂ児が振り
向き前を向いて
歩きだそうとし
た時、すぐに手
が出せない場所
にいたため、Ｂ
児の転倒を防ぐ
事ができなかっ
た。事故が起き
た時、Ａ保育士
はＢ保育士が
マットが敷いて
ある場所に来た
ため、入れ替わ
るように部屋の
隅で事務作業を
していた看護師
の下にＡ児を連
れていく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ中だった
ため、B保育士と
C保育士は、おや
つの介助にあ
たっていた。事
故が起きたこと
を知ったＢ保育
士は、おやつの
対応が終わり、
保育室の中に入
る準備をしてい
たため、そのま
ま対応していた
児を連れて保育
室の中に入っ
た。Ｃ保育士
も、おやつ対応
が終わるころ
だったため、片
付けを速やかに
始めた。看護師
はAから怪我をし
た報告を受け、
保育室から離れ
た場所で、A児の
口の中を確認す
る。看護師はＡ
児の口の周りに
ついた血を
ティッシュで拭
き取り、口周り
や前歯、前歯の
裏などを視診、
触診をする。状
況を主任に報告
をする。

おやつが
終わり、
子どもた
ちが順番
に保育室
に入るの
に全体の
園児人数
に対する
保育者の
配置バラ
ンスが悪
かった。
おやつ提
供の人数
調整のバ
ランスが
悪かっ
た。0歳児
の発達を
捉えきれ
ていな
かったた
め、大丈
夫だろう
という思
い込みが
あった。

生活の切り替
えの場面で
は、子どもた
ちの全体の動
きに合った職
員配置をす
る。一人一人
の心身の状態
を保育者同士
で話し、どの
ような関わり
が望ましいか
打ち合わせを
随時行ってい
く。保育者自
身、予測でき
ない動きも想
定し、事故が
起きそうな箇
所に保育士を
配置し保育を
する。ささい
なことでも、
報告をし、必
要であれば職
員の応援要請
をする。

8458

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母子第
一関節剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

事故発生
の状況を
全職員に
周知し、
子どもの
様子を
しっかり
と見てい
くことを
再確認す
る

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

サッカー
をするた
めのス
ペースが
十分に取
れるよう
にする。
園庭にあ
る可動式
の遊具の
使い方、
置き場所
を再度確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最後の一
回という
子どもの
要望を受
け遊びを
継続した
が、室内
と園庭に
分かれる
状況を
作ってし
まった。

最後ま
で、子ど
もから目
を離さ
ず、2か
所になる
場合は他
クラスの
保育士と
連携し保
育をすす
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数人で
サッカー
をしてい
た。激し
く動きま
わること
もなく、
いつもと
変わらな
い様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭から
室内へ入
る準備を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はすでに
室内に
入ってい
た。

保育士が見
ていない状
況を作らな
いよう、職
員間の連携
を密に取り
合う。

8459

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

7 3 2 1歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

今後同じ
重大事故
につなが
らないよ
うに各職
員にも現
場を見て
もらい、
改善策を
確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

なし

手作りお
もちゃが
重大事故
につなが
らないよ
うに、子
どもたち
に提供す
るときは
必ず点検
する。落
ち着いて
遊べるよ
うにその
日、その
時の状況
の中で提
供遊具、
玩具を選
択する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長椅子を
ベッドに見
立てて遊ん
でいる中
で、他児が
布団を掛け
るように布
で覆った段
ボールを対
象児の上か
けながら覆
いかぶさっ
た。本児は
前にずり落
ちるような
形になり、
長椅子から
ずり落ちケ
ガに繋がっ
た。他児が
覆いかぶさ
ることが予
測できず止
められな
かった。遊
びを複数設
定していた
ことで、子
どもの予期
せぬ動きを
止めること
ができな
かった。

物を持って
歩き回って
いた場合
は、ケガに
つながるの
で静かに遊
べる環境を
設定する。
ベンチは壁
や押し入れ
など可動し
にくい場所
に設置す
る。安定し
て座れる場
所を設定す
る。夕保育
は園児も疲
れが出る時
間帯なの
で、静かに
横になれる
布団も子ど
もの様子に
合わせて設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

順番を待
つときに
使ってい
た手作り
のベンチ
で見立て
遊び
（ベッド
に見立て
て寝る）
をしてい
る子がい
て、それ
を本児は
真似をし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

座ってハ
ンモック
に乗って
いる子を
（右手で
5㎝くら
いの揺れ
幅で）揺
らしなが
ら、長椅
子にいる
子と長い
ものを
持って歩
いてる子
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1人は、
おままご
とコー
ナーで遊
んでいる
子を見な
がらおも
ちゃ消毒
をしてい
た。もう
1人は、
おむつ交
換に誘っ
ていた。

覆いかぶ
さった子が
長いものを
持って歩い
ていたの
で、職員は
声を掛けて
注意し、動
きを見てい
た。長いも
のを持って
歩いてた子
がそれを、
本児に掛け
に行ったの
は見ていた
が、覆いか
ぶさる行動
をとるとは
予測できな
かった。本
児が長椅子
にうつ伏せ
になり始め
て、見立て
遊びに代
わってきて
いたのに、
ハンモック
遊びをつづ
けていた。

玩具等の遊び方
を子どもたちに
知らせるが、守
れないときは違
う遊びに誘う。
ハンモック遊び
を設定する際に
は、保育士がそ
こに付きっ切り
になるので、起
こりうる様々な
状況を予測し、
提供遊具、玩具
の選択を行う。
ベンチをベッド
に見立てて遊び
始めた時は、遊
びに飽きてきて
いると考え、ハ
ンモック遊びを
止めて、遊びを
見直す。夕保育
の職員には、個
別に子どもの予
想される動きに
ついて配慮する
ことを知らせ、
落ち着いて遊べ
る遊びをするよ
う適切に指示を
する。

8460

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 2 1 3歳
1.男
児

●月より入
園。自閉症
の認定をう
けている。
入園当初は
全く午睡を
しなかった
が、家庭と
連携し当該
児が身体を
休められる
環境を考え
ながら対応
している

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
が十分だ
が、当該
児におい
ては担当
職員1人
が背負い
こみ過ぎ
ていた

1人で無
理な時は
ヘルプを
求められ
る、周り
の職員が
サポート
する、し
やすい状
況を作る

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(1回/日）

1.定期的
に実施

実施頻度
（1回/
日）

午睡時、
コットを
使用して
いるが、
当該児は
コットの
上に立っ
たり飛び
跳ねたり
して危険
なため布
団を使用
してい
た。他児
の睡眠の
邪魔にな
らないよ
うに壁際
に布団を
敷いてい
たことも
要因と
なった

コットは
危険なの
で、引き
続き布団
を使用す
るが壁か
ら少し離
して布団
を敷くな
ど場所を
変える。

7.その
他

なかなか
寝付けず
に動き
回ったり
大きな声
を出した
り動いた
りするの
を、静か
に過ごせ
る遊びに
促せな
かった。

寝付けな
い時は布
団の上に
立たない
ように、
絵本や静
かに遊べ
る玩具で
危険行動
に繋がら
ないよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当該児は登
園時から活
気あり。落
ち着きがな
い状況だっ
たが体調不
良な点はな
し。午前主
活動の時間
に、活動の
切り替える
タイミング
が当該児の
タイミング
が合わず機
嫌を損ね
ひっくり
返ったり、
床に頭を打
ち付けよう
としたり
（職員が防
ぐ）して癇
癪を起こす
ことが度々
あった。発
生時は布団
に促すが、
動きが活発
で歌ったり
ごろごろ転
がったり全
く寝る気配
がなく、突
然立ち上
がったりし
ていた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

配慮が必要
な児の為1対
1でつき、午
睡時間中当
該児のみ寝
付けず、嫌
な事がある
と癇癪を起
し床に自ら
頭をぶつけ
たり、自分
の腕をかん
だりつねっ
たりするの
でその行為
を止めた
り、立ち上
がらないよ
うにするよ
うに、気持
ちが落ち着
くように促
したりトン
トンとした
りしていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児9名
の午睡の
見守りを
しなが
ら、当該
児と担当
職員を見
ていたが
動きを止
めるのに
手をのば
して間に
合う距離
ではな
かった。

入園当初
は全く午
睡しな
かった。
保護者と
相談しな
がら本児
が入眠し
やすい環
境を整え
てきた。
情緒面が
不安定で
寝つけな
い時は布
団の周り
を暫く歩
き回って
から寝る
ことも
あったた
め、事故
当日も当
該児の動
きを少し
見守って
しまっ
た。

落ち着きの
ない日は場
所を他児の
睡眠を邪魔
しない位置
で尚且つ壁
から離し、
寝付けない
時は布団の
上に立たな
いように、
絵本や静か
に遊べる玩
具で危険行
動に繋がら
ないように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8461

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 11 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕橈
骨・尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

要因が考
えられな
かったた
め改善策
の記載な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

要因が考
えられな
かったた
め改善策
の記載な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1日通し
て雨天
だったた
め、午後
はホール
で身体を
動かすこ
とにし
た。しか
しその時
点で前回
の骨折が
まだ完治
していな
いこと
や、行動
に注意が
必要なこ
とがわ
かってい
れば、体
を動かす
活動は参
加を見合
わせてい
たと思わ
れる。

保護者か
らの報告
がなかっ
たとはい
え、保育
園側から
の確認は
必要だっ
た。今後
は怪我や
病気のあ
とは、治
療や治癒
の経過を
完治まで
追うこと
を必須と
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の登園
時には、
母より
「変わり
ありませ
ん。元気
です」と
伝えら
れ、日中
の様子も
普段と何
も変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホール
で、子ど
も１１人
の動きを
見られる
ように、
全体が見
える位置
に立って
いた。

担当者
以外は
不在で
あった

ホールに
は担当者
しかいな
かった。

前回の
骨折が
まだ完
治して
いない
こと
や、行
動に注
意が必
要なこ
とがわ
かって
いれ
ば、体
を動か
す活動
は参加
を見合
わせて
いたと
思われ
る。

保護者から
の報告がな
かったとは
いえ、保育
園側からの
確認は必要
だった。今
後は怪我や
病気のあと
は、治療や
治癒の経過
を完治まで
追うことを
必須とす
る。

8462

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

10 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

保育者間
の声の掛
け合い
や、カー
トから離
れないな
どルール
化されて
いたが、
徹底でき
ていな
かった

今回の事
故振り返
りをス
タッフ間
で共有す
るととも
に、改め
てルール
の徹底を
行う。
カートに
子どもが
乗ったら
必ず大人
が一人つ
く、目を
離さな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1歳児が
カートに
乗ると胸
の位置に
カートの
持ち手が
（ふち）
があり、
足を上げ
ると足が
届く高
さ。

カートの
高さは変
えられな
い為、使
用する際
は十分に
目を離さ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

こだわり
が強い年
齢であ
り、カー
トに乗る
乗らな
い、歩く
歩かない
等、散歩
の道中で
こだわり
が始まる
と、危険
がある中
でその場
で立ち止
まり対応
する必要
がある。

カートに子
どもが乗っ
ている時
は、必ず保
育者は離れ
ず見守るこ
とを徹底す
る。手つな
ぎで歩く際
は、保育者
1人に対し
子どもは2
名（成長発
達に合わせ
て人数を調
整する）
カートを複
数台使用す
る際は、1
人は見守
り、子ども
の急な変化
に対応でき
るようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●月入園
でまだ落
ち着かな
い様子あ
り。待つ
ことや思
いが通ら
ない時は
激しく泣
くことが
増えてい
る。以前
からカー
トから一
人で降り
ようと足
を掛ける
姿が時折
見られて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

散歩中に
歩きたく
ない等の
こだわり
を見せる
姿が激し
くなり、
嫌々の姿
を見せる
子に目が
いきがち
であっ
た。保育
者が複数
いたこと
もあり、
声を掛け
ずにカー
トから離
れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

歩くこと
を嫌が
り、急に
手を離し
てしまっ
た他児の
対応。気
持ちの切
り替えの
為に話を
してい
た。別の
職員は、
他児と手
を繋いで
待ってい
た。

保育者
間の声
掛けが
足りな
かっ
た。
カート
から保
育者が
離れて
しまっ
た。

保育者間で
具体的な声
の掛け合い
をする。
「離れるの
でこちらを
見てくださ
い」等保育
者1人はサ
ポート要因
として危険
があるとき
に対応が取
れるように
する。

8463

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 5 11 8 1 1 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下肢第
二指基節
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

幼児受け
入れ時、
保育室に
保育士1
名であっ
た。

幼児受け
入れ時、
保育室に
保育士2
名で対応
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日朝
夕)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

床面の点
検は徹底
的に行っ
ているた
め、問題
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

保育士２
名で朝の
受け入れ
を行う。
また、１
名で対応
する場合
は、状況
を確認し
て、１名
で対応で
きるかど
うか、保
育士間で
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面で
の不良な
し、下肢
を打撲し
た等の外
傷もな
し。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の朝
の受け入
れ、検
温、朝の
お茶の対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

楽譜のコ
ピーをす
るため、
事務所に
いた。

なし

保育者同士の
意思疎通がで
きておらず、
互いの行動を
把握していな
かったため、
保育状況に応
じて対応でき
るよう互いに
声かけをし、
確認して行動
する。冷却か
ら受診まで判
断に時間がか
かっている
為、早急な対
応を行うよう
にする。

8464

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 3 4 1 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘外顆
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
直後、担
任から直
ぐに連絡
が入り、
園長、看
護師が対
応。近隣
の整形外
科が木曜
日で休診
の為、嘱
託医に連
絡し指示
を仰いだ
結果迅速
な対応が
とれた。

引き続き
嘱託医と
常に連携
が取れる
様にして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

遊戯室内
での活動
は遊具等
は出さ
ず、広く
使用でき
るように
してい
た。室内
の床は
クッショ
ン性のあ
るフロー
リング加
工が施さ
れてお
り、清
掃、消毒
は午後行
う為、滑
るような
こともな
かった。

引き続き
遊戯室の
安全確認
を行い使
用してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

それほど
強い衝撃
で接触し
たわけで
はない
が、バラ
ンスを崩
し転倒し
た。

体幹を鍛
えたり、
バランス
感覚を養
えるよう
な遊びを
保育に取
り入れ体
づくりを
行ってい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段と変
わらない
様子だ
が、発表
会前日で
あったこ
とから、
いつもよ
り若干活
発であっ
たように
感じる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

逃げる本
児の左後
方から、
他児が接
近、接触
した。全
体を保育
士が見
守ってい
たが、転
倒する本
児に手を
差しのべ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一名
の担当保
育士は保
育室で給
食の準備
をはじめ
るところ
だった。

発表会
前日で
あった
為、気
持ちが
高まっ
ていた
子ども
が多
かった
ように
感じ
る。

子どもの様
子を見て、
ハンカチ落
としやだる
まさんが転
んだ等落ち
着いて遊べ
る集団遊び
に変更する
等配慮が必
要だった。

8465

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

25 8 17 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首外
果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

職員の立
ち位置等
都度検討
して保育
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

安全面で
は問題な
い。

氷鬼をし
ていて近
くの児童
がよろけ
た際に接
触したの
で、ハー
ド面につ
いて問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが好き
な遊びと
して普段
から楽し
んでい
た。

周囲をよ
く見て遊
び方を考
えること
を確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

意欲的に
氷鬼に参
加してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
が見渡せ
る位置で
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自クラス
（４歳児
クラス）
の子ども
の動きを
見てい
た。

登園2日
目で本
児の行
動が予
測でき
なかっ
た。

鬼ごっこを
行う際、園
児全員を見
守ることが
できる人員
配置（クラ
ス担任が常
に２名いる
状態）で行
う。
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死亡
0
歳
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8466

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

職員の立
ち位置な
ど都度検
討し保育
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭はフ
ラットで
あり、安
全面では
問題な
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

体操する
など準備
運動を行
い、活動
を始めて
いる。引
き続き遊
ぶ前に
は、準備
運動を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
い様子で
あった。
家庭から
も特に連
絡はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
共に準備
運動を行
い、その
場から動
きなが
ら、走り
出す対象
児や他の
園児を見
守った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

準備運動
やフープ
の場所を
見渡すこ
とができ
る場所か
ら、園児
たちを見
守ってい
た。

遊び始める
際には、周
囲の様子に
も意識を向
けられるよ
うに声掛け
をしてい
く。

8467

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

17 5 5 2歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上唇裂傷
/4週間後
歯の神経
の損傷が
見られた

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちのス
ピードに
合わせて
無理なく
歩いてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

子どもた
ちのス
ピードに
合わせて
無理なく
歩いてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩行のス
ピードが
合ってい
なかった
のではな
いか。

子どもた
ちのス
ピードに
合わせて
無理なく
歩いてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手をつな
いで歩く
際、保育
者との間
にいた他
児がつま
づいたこ
とで、本
児が転倒
してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2人1組の
ペアを2
組手をつ
ないで歩
いてい
た。対象
児をみて
いたが転
倒する
際、すぐ
に手が出
ない状況
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
と手をつ
ないで歩
いてい
た。

少し坂
道に
なって
いた為
つまづ
きやす
くなっ
てい
た。

事前に「坂
があるよ」
や段差があ
る時には声
を掛け注意
できるよう
にする。

8468

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

14 1 1 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上乳前
歯亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

その活動
を行う時
に、子ど
もの人数
に対して
体を動か
すスペー
スが適切
かどうか
を考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

常に子ど
もたちが
見え場所
に立つよ
うにする

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内で
走ってい
た。

声を掛け
たり見守
りするだ
けでな
く、落ち
着いて
座って遊
べるよう
な遊びに
誘い掛け
る。ま
た、危険
な行動や
激しい遊
び方が見
られた際
はすぐに
声を掛
け、事
故、怪我
を防いで
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児を含
めた3名
でマグ
フォーマ
を使い、
戦いごっ
こをして
いた。本
児がひと
りでに走
りだし、
何もない
ところで
滑り転
倒。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は本
児と離れ
た所で5
名と制作
を行って
いた。事
故前にも
事前に約
束事を確
認したり
走らない
よう声を
掛けてい
たが、事
故の瞬間
は本児の
様子を見
ていな
かった。
※ビデオ
カメラに
て事故状
況を確
認。

他の場
所にい
てその
場にい
なかっ
た

職員は１
名体制で
あった。

床のす
り減り
や乾燥
によ
り、転
倒した
場所の
床が少
し滑り
やすく
なって
いた。

昼や夕方の
清掃の際等
に床の滑り
やすさも確
認し、安全
点検を怠ら
ない。又、
滑りやすい
箇所があれ
ば、床に
テープで×
を貼り、注
意できるよ
うにする。

8469

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 3 3 2歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第三指
末節骨骨
幹部骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

園児の発
達を考慮
した上で
の起こり
える事故
を想定し
た安全管
理ができ
ていな
かった。

発達によ
る行動パ
ターンを
再度確認
し、個々
に応じた
安全指導
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

次の活動前
に排泄を済
ませておく
ため、テラ
ス遊びと並
行して合同
保育室内の
トイレを使
用してい
た。構造
上、園児の
往来を想定
していな
かった扉
（指挟み防
止カバーな
し）を開閉
し、園児の
往来をさせ
ていた。

該当箇所
の扉は施
錠し、園
児の往来
をさせな
いことと
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士3
名のう
ち、扉付
近に1名
いたもの
の、扉開
閉の安全
のために
しっかり
ついてい
たわけで
はなかっ
た。

扉の開閉
が伴う際
は必ず職
員が付
き、その
都度必ず
施錠す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排泄誘導
の順番待
ちをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くに職
員がおり
対象児が
視界に
入っては
いたが、
動きを見
ているに
は至らな
かった。
トラブル
も少な
く、落ち
着いて遊
べている
状況から
安心し、
それが油
断につな
がった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄に
入ってい
る際は普
段は担任
がドア側
に立って
いたが、
フォロー
の職員が
ドア付近
にいたた
め、担任
がドアか
ら離れて
遊びに誘
いかけて
いた。

保育内
容や動
線、環
境など
慢性的
に過ご
して疑
問視す
ること
がな
かっ
た。

職員同士、
日々のミー
ティングで
危険箇所や
保育の流れ
を共有して
いく。

8470

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

20 3 1 5歳
1.男
児

無
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置はお互
いの位置を確認
しながらできて
いた。公園内の
危険物チェック
は、到着時にマ
ニュアル通り
行った。事故発
生後の対応にお
いて、特定保育
者のみの判断で
対応を行ってい
たため、看護師
や他保育者の見
解を合わせて判
断することが重
要であった。早
期に、怪我の対
応に繋がったと
考えられえる。
また視診や触診
をする際、子ど
もへの聞き取り
の仕方で「大丈
夫?」と聞いてい
たため子どもの
返答も「大丈
夫」と応答的な
ものになってい
た。その後の判
断材料として有
効なものを引き
出すための声掛
け、視診、触診
方法についての
理解やスキルが
不足していたよ
うにも考えられ
る。

触診の
際、子ど
もが患部
を動かせ
るか否
か、本児
自身に
行っても
らい確認
する。声
掛けの際
に患部に
触れなが
ら「ここ
はど
う？」と
触れなが
ら確認す
る。他職
員と話し
合い、見
直し点や
共有事項
を具体的
に確認す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(都度)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(都度)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ぶつかる
ことを事
前に子ど
もが予測
して行う
ことがで
きればリ
スクは減
らせたと
考えられ
る。

日々の活
動や遊び
を行う前
に子ども
と遊び方
や起こり
うる危険
について
の話をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びを行
う前に子
どもと走
る際の注
意喚起を
行い怪我
発生のリ
スクを軽
減するこ
ともでき
たと考え
られる。

起こりう
る重大事
故につな
がる行動
を子ども
と事前に
確認した
り、遊び
の途中
に、危険
を察した
ら、行動
を止めて
落ち着か
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

後方から
追ってく
る子ども
を見なが
ら走って
おり、前
方を確認
していな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

後方から
走ってき
ていたた
めにぶつ
かること
を防ぐこ
とができ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
る職員が
いたが本
事故は確
認してい
ない。

事故発
生後の
子ども
へのア
プロー
チや判
断をよ
り的確
に行う
ことが
できて
いな
かっ
た。

職員間で怪
我をした際
の子どもへ
の聞き取り
方法を確
認、共有す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8471

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 7 9 4 4 2歳
2.女
児

1,2歳児ｸﾗｽ
合同で一時
保育室にて
遊ぶ｡部屋
を柵で3ｺｰ
ﾅｰに区切り
それぞれの
ｺｰﾅｰに保育
士が分かれ
て過ごす｡

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第1中
足骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は十分で
あったが
目の前の
児童に気
を取られ
当該児童
の転倒す
る瞬間を
見逃して
しまっ
た。

子ども、
保育士の
人数、用
意する玩
具に合わ
せて、全
体が見や
すい環境
設定を行
う。ま
た、保育
士一人ひ
とりが常
に全体を
見るよう
意識して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

床が固い
為、マッ
トなどを
敷いてい
るが、全
てではな
い。

何もない
所でも転
倒するこ
とを予測
し、マッ
トなどを
必要に応
じて敷く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゆったり
と過ごす
時間では
あった
が、中に
は走り出
してしま
う児童も
おり、ぶ
つかって
しまうこ
ともあ
る。

仕切られ
た空間を
走ること
は危険と
いうこと
を保育者
が意識
し、子ど
もたちの
動きが激
しくなら
ないよう
な遊びや
環境を設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童は
柵を通り抜
けソフトブ
ロックの
コーナーへ
移動してき
たところ転
倒する。自
ら転倒した
のか、他児
とぶつかっ
たのかは不
明。ソフト
ブロックの
コーナーに
は2名の保
育士がいた
が、それぞ
れ別の児童
を見てい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

それぞれ
のコー
ナーには
保育士が
ついてい
たが、そ
れぞれ全
体を見て
いなかっ
た。当該
児童が転
倒した
コーナー
の保育士
は移動し
てきたこ
とに気付
いていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

コーナー
は自由に
行き来が
できるた
め、当該
児童の出
入りまで
の動きを
見ていな
かった。

子ども
に背を
向けな
いよう
意識は
してい
たもの
の、高
く積み
上げた
ソフト
ブロッ
クを支
えるた
め当該
児童の
動きを
見落と
した。

要因、分析
を職員全員
で確認し、
危険予測を
しっかりと
たて、子ど
もの動きに
合わせた死
角をつくら
ない配置に
していく。

8472

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 0 0 0 0 11 8 0 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

職員配置
は基準を
満たして
いたが
もっと余
裕を持て
るように
する。

園庭での
遊び方の
再度見直
し、どん
な遊び方
が正しい
のか子ど
も達の人
数はどう
なのか検
討をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特に不備
があった
わけでは
ないが園
庭が斜面
というと
ころでバ
ランスが
取りにく
い。

段差や滑
りやすい
ところが
あった際
はすぐに
修繕を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

斜面のあ
る園庭で
の鬼ごっ
こは危険
である。

鬼ごっこ
をする際
は園庭の
人数が少
ない時
に、フ
ラットな
場所で行
うなど場
所を決め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
元気に過
ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

それぞれ
の持ち場
で目の前
の園児を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1名は見
晴らし台
から全体
を見てい
た。もう
1名は加
配児が砂
場で遊ん
でいたた
め砂場を
みてい
た。

職員は
いたが
配置に
偏りが
あっ
た。

戸外遊び中,
全体が見え
るように職
員配置を見
直してい
く。

8473

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 2 3 1 2 2 4歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯のエナ
メル質の
欠け

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
研修は
行ってい
るが、園
として危
ない箇所
のチェッ
クや子ど
もの予想
される危
険行動の
分析等を
していな
かった。

園内のヒ
ヤリハッ
ト地図を
作成し危
険個所を
職員で共
有し改善
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(240)回/
年

保育室内
の机や
ロッカー
の配置
（子ども
が走って
しまう環
境）

部屋の出
入り口ま
での道線
に机や視
野を妨げ
る壁が
あったの
で部屋を
区切った
り机を配
置したり
して走ら
ない環境
に変更す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児が降
園するの
を見送ろ
うとして
出入り口
まで走っ
ていたこ
とが原因

室内では
走らない
よう注意
喚起を徹
底する。
走ってい
る子ども
にはその
都度声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方の降園
までの自由
遊びの時間
は、いつも
他児と一緒
におままご
とやブロッ
クをして遊
んですご
す。怪我当
日もいつも
と変りなく
おままごと
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

壁側の
ロッカー
前付近で
机上あそ
びをして
いる子ど
もたちの
見守りを
していて
対象児の
動きは把
握してい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児が降
園すると
き、いつ
も該当児
がお見送
りに来る
ので該当
児がおま
まごと
コーナー
から来る
のを出入
り口から
見守って
いた。

２人の
職員の
立ち位
置や把
握する
子ども
の担当
を決め
ていな
かっ
た。

夕方の自由
遊びの時間
は、職員が
一人降園対
応をするの
でもう一人
の職員が立
ち位置を考
えて全体を
みるように
する。

8474

令和
6年3
月4
日

1.認可
7.小規模
保育事業

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 2 9 8 7 7 3歳
2.女
児

朝のおやつ
が終わり､ﾄ
ｲﾚの順番を
待っていた

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

末節骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士が
排泄して
いる児童
の方につ
いていた
為、トイ
レ待ちの
本児と距
離があっ
た。

保育士の
立ち位
置、子ど
もの1人
ひとりの
動きを把
握する。
チーム全
体で見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

ドアには
角の面を
取った構
造で、安
全には考
慮してい
たが、子
どもの指
が入る空
間があっ
た。

トイレの
ドアだけ
ではな
く、全て
のドアに
空間が出
来ないよ
うに、指
はさみ防
止を設
置。子ど
もが廊下
に出てい
る時間に
は、職員
トイレを
考慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2歳児8名
保育A手
洗い終わ
り玄関で
靴下など
支度Ｂト
イレいた
Ｃトイレ
待ちをし
ていた。

担当保育
から離れ
る時は声
を掛け
て、相手
からの返
事を待っ
て行動す
る。声に
出して伝
えるな
ど、声掛
けを習慣
づける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレ待
ちをす
る、おし
りを乗せ
る台に
乗って
ぴょん
ぴょん跳
ねてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玄関に保育
士1人。子
どもトイレ
に保育士1
人。玄関に
に保育士
が、子ども
トイレにい
た保育士に
「トイレに
行ってきま
す」と声を
掛けトイレ
に入る。ト
イレ対応し
ていた保育
士は本時と
扉が近い事
は見ていた
が、指が近
くにある事
は見えてい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
行く他の
子どもを
見てい
た。

子ども
が、ト
イレを
待機す
る場所
が職員
トイレ
と近
かっ
た。

トイレ待ち
をする場所
の変更。移
動中も全員
を把握出来
るように、
誘導方法に
ついて配慮
する。

8475

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

8 0 0 1 2 0 5 2 2 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年
重大事故
が発生し
た場合は
その都度

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルの職員
への周知
を徹底
し、事故
防止に努
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

定期点
検、使用
前の安全
確認を今
後も継続
して行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
故を職員
間で共有
し、状況
に応じた
対応が取
れるよう
職員へ指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は鬼
ごっこを
している
子を見
守ってい
た。園児
達も走り
回るの
で、見守
りの職員
との距離
はまちま
ちであっ
た。転倒
した園児
との距離
は５ｍ弱
で、転倒
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２，３歳
児がすべ
り台のあ
る遊具で
遊んでい
た為、そ
ちらの見
守りや補
助をして
いた為。

特にな
し

職員不足の
ために事故
が発生する
ことのない
よう、適切
な人員配置
に努めてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8476

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 2 5 3 3 5 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

事故の現
場である
木が茂み
に囲まれ
ており、
角度に
よって様
子が見え
づらく
なってい
る。

木に同時
に登れる
人数につ
いては、
子どもた
ちと共に
再度検討
を行い、
安全に遊
ぶことの
出来る方
法を身に
つけてい
けるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

事故の現
場である
木が茂み
に囲まれ
ており、
角度に
よって様
子が見え
づらく
なってい
る。

担当の職
員が近く
で見守る
ようにす
るのはも
ちろんの
こと、園
庭で保育
をする他
の職員と
も常に声
を掛け合
い、死角
にならぬ
ように意
識をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

すでに他
児二名は
木に登っ
ており、
該当児が
登るには
狭いと感
じられる
状態で
あった。

木に同時
に登れる
人数につ
いては、
子どもた
ちと共に
再度検討
を行い、
安全に遊
ぶことの
出来る方
法を身に
つけてい
けるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
木登り遊
びは行っ
ており、
対象児は
この遊び
方に慣れ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

現場の近
くで他児
と関わっ
ていた
が、事故
発生時は
用具を取
るために
その場か
ら離れて
いた。現
場の近く
にいた他
クラスの
職員が離
れたこと
に気づき
向かって
いる最中
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別クラスの
担任がお
り、事故が
発生する直
前までは該
当児も視界
に入れるよ
うにしてい
た。しか
し、担当ク
ラスの子ど
もと移動を
共にした際
にその場を
離れ、該当
児も視界か
ら外れてし
まった。

声掛け
が少な
く、事
故現場
の近く
に職員
がいな
い時間
が出来
てし
まっ
た。

園庭の要注意
箇所につい
て、改めて職
員が確認を行
うようにし、
危険予測の共
有を園全体で
行えるように
していく。そ
れを基に現場
でのクラス単
位を超えた注
意の呼びか
け、移動する
際のスタッフ
間での声掛け
を徹底してい
く。

8477

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 3 2 5歳
1.男
児

天気が良く
空気が乾燥
していた｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

土が乾い
ていたた
め、勢い
よく走り
こむこと
で滑って
しまった

水をまく
など土を
湿らせる

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

小石の多
い場だっ
たので、
つまづく
などの可
能性が
あった。

危険がな
いか都
度、点検
を丁寧に
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土が乾燥
し、滑り
やすかっ
た。

水を撒
き、滑り
にくいよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
の中で草
花を見よ
うと走り
出した時
に転倒す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員配置
の位置か
ら対象児
と他児数
名を見て
いたが、
手を差し
伸べられ
るような
距離では
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児以
外を見て
いたた
め、対象
児のこと
は見てい
なかっ
た。

砂利等
で滑り
やすい
という
ことを
把握し
ていれ
ば、事
前に子
どもた
ちに滑
りやす
いこと
を伝え
られ
た。

砂利等で足
元が滑りや
すいことを5
歳児には理
解できるの
で、子ども
たちに事前
に伝える。

8478

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

109 5 18 19 22 23 22 0 21 21 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

無し

どの年齢
の職員も
記憶に留
めておく
よう繰り
返し研修
に参加し
たり、重
大事故が
起こる前
にヒヤリ
ハットを
出し合
い、意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特に無し

設備の問
題は無い
と考え
る。改善
点無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動場所
を広く
とってい
たが、そ
の分参加
人数が多
くなって
しまっ
た。

人数の分
散させ
る。また
児童にも
遊び方の
再確認を
するとと
もに十分
に走れる
環境を常
に確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に無し

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童同士
での鬼
ごっこで
は危険と
判断した
ため、対
象を保育
士対児童
にし、目
標をわか
りやすい
ようにし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
達の活動
に参加し
たり見守
りをして
いた。

本児も
一緒に
転倒し
た児も
体が大
きく、
転倒し
た際重
みが右
腕にか
かって
しまっ
たので
はない
かと考
えられ
る。

人数の分散
させる。ま
た児童にも
遊び方の再
確認をする
とともに十
分に走れる
環境を常に
確保する。

8479

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(6～7)回/
年

2.基
準配
置

特になし

園内の事
故報告で
改善策も
含め全体
周知をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

土の園庭
の凹凸部
分につま
づいてい
ての転倒

●月園庭
の改修メ
ンテナン
ス

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の凹
凸部分に
躓いたた
め

園庭の改
修メンテ
ナンス

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びも終
わりに近
づいてい
たので、
友達が
走ってい
くのに気
づいて急
いだため

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士B
が当該児
がピロ
ティ方面
に向かっ
て走って
くるのを
目視して
いる

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士A
はクラス
に戻るた
めの集合
場所に集
まるよう
に、全体
に声掛け
をしてい
た。全体
目視はで
きていた
ので転ん
だ時の様
子を発見
してい
る。

園庭の
凹凸は
砂に埋
もれて
見た目
には目
立たな
いが、
走って
いた当
該児に
とって
は小さ
な凹凸
が転倒
の原因
となっ
た

園庭の改修
メンテナン
ス

8480

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

17 3 3 4歳
2.女
児

おしろい花
の種を集め
た後､次の
場所に移動
しようと立
ち上がり方
向転換をし
た時に､友
達の足につ
まずいて転
倒｡転倒し
た場所は､
ｸｯｼｮﾝ材が
敷き詰めて
ある通路
だった｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脚らせん
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(6.～7)回
/年

1.基
準以
上配
置

当該児が
立ち上が
ろうとし
て、他児
の足につ
まずいて
転倒し
た。転倒
した場所
もクッ
ション材
が弾き詰
められた
通路で、
職員も傍
にいたが
転倒を予
期するこ
とは難し
かった。

事故報告
書（保育
園の様
式）使用
して申し
送りで職
員周知を
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2年ごと)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

クッショ
ン材を使
用した場
所での転
倒

クッショ
ン材を使
用した通
路で立ち
上がった
折の転倒
の為、改
善策は特
にありま
せん。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おしろい
花を観察
し花をつ
んで遊ん
でいる保
育中、周
りにいる
子どもた
ちも密集
していた
わけでは
なく、骨
折事故が
おこるこ
とを予期
すること
は難し
かった。

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おしろい
花をつん
で場所移
動をしよ
うと立ち
上がり向
きを変え
た時

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士B
がおしろ
い花を子
どもと一
緒につん
でいた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

要フォ
ロー児の
動きに合
わせて動
いていた

落ち着
いてお
しろい
花つみ
を楽し
んでい
る子ど
もたち
の傍に
いた保
育士
が、当
該児が
立ち上
がろう
として
転倒を
するこ
とを予
期する
ことは
できな
かっ
た。

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8481

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 0 0 0 9 8 3 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶし下の
骨にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

職員ひと
りひとり
が、同じ
対処がで
きるよう
にDVD研
修にして
良かった
と考えら
れます。

定期的に
視聴して
いくこと
で、事故
防止を心
がけてい
きます。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)/年

点検
チェック
で気づい
たことを
職員で把
握して注
意してい
くことが
必要と考
えられま
す。

また、点
検チェッ
クで改善
したこと
も昼礼で
全体把握
していき
ます。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭遊び
の前、子
ども達に
注意する
点を確認
していく
事が必要
とも考え
られま
す。

実際に起
きた事故
について
子ども達
にも伝え
て、注意
換気して
いきま
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にいつ
もと変
わった様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

人数も10
名以下と
なり、鉄
棒やジャ
ングルジ
ム等の使
用もな
し。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は保
護者対応
の為、そ
の場を離
れてい
た。１名
は4歳児
を主にみ
ていた。

午前中
のお散
歩先
で、50
～60㎝
の高さ
からの
ジャン
プを数
回楽し
んだ。

少し体をほ
ぐしておく
という意味
から、今後
遊びの前の
準備運動や
体操等が必
要であると
考える。

8482

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 1 6歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
の研修等
を実施し
ている。

研修等の
実施があ
り、改善
点なし。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

施設、遊
具、玩具
は適切に
点検して
いる。
（園庭は
人工芝が
敷き詰め
られてお
り、濡れ
ている状
態ではな
かっ
た。）

施設・遊
具・玩具
の破損に
よる怪我
ではない
ので、改
善点な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の広
さは、10
名が鬼
ごっこを
するのに
は適当で
あり、人
工芝を敷
いてい
る。

今後も継
続して環
境を整え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よ
く、他児
と一緒に
鬼ごっこ
に参加し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
る園児全
員が見渡
せるよう
に位置
し、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に
は、保育
士1名で
あった
為、他の
職員は対
象児の動
きは見て
いない。

本児が
園庭で
時々同
様の動
きをす
ること
があ
り、特
に制止
するこ
となく
見守っ
てい
た。鬼
ごっこ
をしな
がらで
あった
為、本
児が動
きに集
中出来
ていな
かっ
た。

鬼ごっこに
集中できる
ような方法
を考える。
鬼ごっこの
仕方を子ど
も達と考え
ていく。

8483

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2 5歳
1.男
児

医師･保護
者による
と､当該児
は､鎖骨の
骨折は2～3
回目とのこ
とであっ
た｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

コロナ禍
の影響も
あり、職
員配置が
ギリギリ
の日が多
く、なか
なか外部
の研修に
出せない
状況があ
る。

過去の研
修報告等
を再度確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/日

園庭の構
造上、全
てを見渡
せない場
合があ
る。

職員と子
どもの位
置を再度
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をするに
は充分な
広さがな
く、鬼
ごっこで
遊ぶ子
と、鬼
ごっこに
参加せず
砂で遊ぶ
子の動線
が入り混
じてい
た。

園庭での
「鬼ごっ
こ」（設
定保育以
外）の禁
止

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
には参加
せず、立
ち止まっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
多い場所
に移動し
全体を見
ていた
が、すべ
り台付近
に及び裏
側に子ど
もが多く
いた為、
事故の瞬
間を見る
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すべり台
下を中心
に見てい
た。

事故の
起きた
場所よ
りもす
べり台
の方が
より危
険であ
ると判
断した
ため、
そちら
に目が
行って
いた。

可能であれ
ば、保育補
助等の配置
を行う。

8484

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38 1 3 6 9 9 10 12 10 5歳
2.女
児

登園後､朝の
支度を子ども
達が行ってい
るが､右手で
引き出しをし
まう際に左手
小指も一緒に
しまってし
まった｡左手
の小指に赤み
があり､ｱｲｼﾝ
ｸﾞを行って様
子を見たが｢
痛くない｣と
午前の活動
(園庭での異
年齢)に参加
をした｡本人
からのその後
も痛みの申告
はなかった
が､念のため
に整形外科を
受診すること
にした｡

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（｢
分類でい
えば､骨
折かな｣
という判
断でし
た｡）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(24)回/年

1.基
準以
上配
置

子ども達
に、引き
出しのし
まい方に
ついて、
4，5歳の
クラスは
改めて見
本を見せ
ながら、
お話をす
る機会が
なかっ
た。朝の
支度は、
3～4歳児
中心に職
員が見守
る体制に
なってい
た。

年齢に関
係なく、
職員の見
守り体制
を行う。
朝の支度
方法につ
いても、
確認と指
導をその
都度、
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

5歳児に
は、無理
のない引
き出しの
作りで、
角は丸角
になって
いる。手
をきちん
と取っ手
に添えら
れれば、
問題はな
い。押す
際に空い
ている手
を添えな
いように
声を掛け
る。

引き出し
の不具合
がない
か、安全
点検を行
う

7.その
他

登園した
順に朝の
支度を
行ってい
た。

朝の支度
を（引き
出しのし
まい方）
一緒に見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者確
認の際も
「体調
は、変わ
らないで
す」との
報告を受
けてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

幼児クラ
スの合同
の時間の
ため全体
の子ども
達の動き
が見守れ
るような
立ち位置
にいた
（2名）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋の仕
切りの部
分を開放
して、乳
幼児の活
動の様子
は、分か
る状態で
あった
が、登園
している
乳児の子
ども達を
見守って
いた。

職員の
配置人
数につ
いて問
題はな
かった
が、個
人的な
見守り
は行わ
なかっ
た。

子ども達の
得意不得意
を共有理解
し、見守り
の配慮を行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
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歳
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歳
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歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8485

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 3 3歳
2.女
児

土曜日保育
の日は鼻水
が多く出て
いたが、当
日は鼻水に
加えて咳も
見られた。
事故前に園
庭で活動し
ていたが、
転倒する姿
があった。

8.その他
1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顔面打
撲・顔面
挫滅創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

3ヶ月に1回、安
全チェックリス
トと危険箇所記
入シートを各ク
ラスに配布し、
担任がチェック
している。クラ
ス会議の中で園
舎の危険箇所を
担任同士、日常
の保育の中で
個々の気付いた
事を確認し合っ
ているが、業務
が多忙で時間が
取れず、実際に
担任が複数人の
目で確かめなが
らシートに記入
するという事が
できていなかっ
た。今回事故の
原因となった便
器当たり止めの
ゴムが取れてい
た事は、風景化
してしまってい
た事と、担任の
危険予測ができ
ていなかった可
能性があると考
えられる。

安全な保
育環境を
整える事
は、保育
を行う上
で基本中
の基本で
ある。そ
の事を職
員全員に
改めて意
識付けを
行い、月
に1回程
度、必ず
担任同士
で実際に
目で見
て、手で
触れて保
育環境の
安全性を
確認する
事を徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(296)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(296)回/
年

園舎の老朽化に
伴い、園の設備
の劣化が著し
い。その為に、
今回原因となっ
た便器当たり止
めのゴムキャッ
プが取れてし
まっていたと考
えられる。ま
た、2歳児クラス
のトイレは毎日
使用していた
が、便器当たり
止めのキャップ
がいつから取れ
ていたのか把握
できていなかっ
た。ゴムキャッ
プが取れている
事が風景化して
おり、危険な事
に気付かずに過
ごしていたと考
えられる。

事故当日、園内
のトイレを点検
し、便器当たり
止めのゴム
キャップが取れ
ている物に関し
ては、幼児椅子
のゴム製脚
キャップの予備
を取りつけ、同
じ事故が起こら
ないように対処
した。また、老
朽化に伴う園内
の劣化している
部分が多い為、
各クラス担任が
再度危険箇所を
点検して修繕す
ると共に、主任
と看護師で再点
検する事でダブ
ルチェックを行
い、安全に保育
が出来る環境を
整えている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレに
いる子ど
もの様子
が保育室
から見え
る範囲で
はあった
が、トイ
レの環境
が危険で
あるとい
う認識が
なかった
為に、ト
イレに保
育士が必
ず付き添
うという
事は考え
ていな
かった。

今回本児
が使用し
た便器の
もう片方
の便器の
水洗レ
バーは、
老朽化の
為、大人
でなけれ
ば押す事
が難しい
為、便器
当たり止
めが修理
された後
も子ども
がトイレ
で１人に
なる事が
無いよう
に必ず職
員が付き
添う事と
した。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

鼻水と咳
が見られ
ていた。
また、園
庭活動
時、2回
ほど転倒
している
姿があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もの制作
をしなが
らトイレ
の方を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任2人
は園庭で
他の子ど
もを見て
いた。

人員配
置は適
度で
あった
と考え
てい
る。

トイレが老
朽化してい
る為、子ど
もがトイレ
を使用する
際は、必ず
職員が付く
ようにす
る。また、
園舎の老朽
化をふま
え、日常の
保育の中で
危険予測を
し事故を防
止できるよ
うに職員の
意識付けを
していく。

8486

令和
6年3
月4
日

1.認可
7.小規模
保育事業

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

8 2 2 3歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

現地は斜
度もなく
どんぐり
によって
滑りやす
い場所と
の認知は
あった
が、雨上
がりで落
ち葉がふ
かふかし
た状態
で、転ん
でも怪我
に至るま
での予測
はできな
かった。

マニュアル
を再検討す
る（タイム
リーなヒヤ
リハットの
活用、慣れ
と大丈夫か
らの脱却、
危険箇所や
自然環境下
における活
動場所の情
報収集と共
有による活
動場所の選
定、状況に
応じた保育
士の立ち位
置、活動や
目的に応じ
た職員配置
や協力支
援、予測し
ながらの保
育の実施等
をマニュア
ルに追記
し、周知徹
底する。）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/毎
日

野外での
転倒は、
大きなケ
ガになる
事があ
る。

野外での
遊びは、
転倒等危
険性が常
にあり、
通常の保
育活動と
異なるこ
とを再確
認し、現
地の状況
を把握
し、その
情報を園
全体で共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園活動
中、子ど
もの行動
を予測す
ることは
難しく、
また子ど
も自身で
の潜んで
いる危険
性を察知
すること
は難し
い。

園外活動
を通し
て、転び
やすい、
つまずき
やすい、
足が埋ま
りやす
い。滑り
やすい等
の現地特
有の危険
性を子ど
も達に認
識させて
いく。坂
であった
り、蛾が
いたり、
車があっ
たり日頃
より注意
喚起し園
外活動に
あたる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

坂道を駆
け上がり
保育士声
掛けによ
り引き返
し転倒す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落ち葉が
積もった
坂の上り
下りを５
名の子ど
も達が楽
しんでい
るのを、
危険がな
い様見
守ってい
た。本児
は、この
保育士の
前を通過
し6～7ｍ
ほど坂道
を駆け上
がり戻り
途中で転
倒する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

坂道の上
り下りに
興味を持
たなかっ
た、他３
名の見守
りを行っ
ていた。

転倒し
た子ど
もの行
動予測
はして
いたも
のの、
坂を
走って
下った
為転倒
時の負
荷がか
かり骨
折に
至って
しまっ
た。

坂道途中や
上部に保育
士がおら
ず、全体や
子どもたち
の行動を考
慮したバラ
ンスの良い
立ち位置、
見守り位置
を常に意識
する。本ク
ラスには、
こだわり等
が見られる
児童もおり
目的、活動
に応じた職
員配置や園
長等の支援
を求めるこ
と。

8487

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 10 12 12 6 6 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

唇と歯茎
の炎症、
右上前歯
のぐらつ
き

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士の
立ち位置
が重なっ
ていな
かった
か。

保育士の
お互いの
立ち位
置、状況
の把握す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭内の
狭く袋小
路の場所
であっ
た。スト
ライダー
のハンド
ルが曲
がってい
たことも
うまく曲
がれな
かった要
因の一つ
と考え
る。

乗り物の
遊具点検
の定期的
実施。園
庭内の袋
小路の場
所には乗
り物で立
ち入りが
できない
ようにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児や保
護者の出
入りが多
く、職
員、園児
共に落ち
着かない
時間帯で
あった。

保護者対
応を行う
職員と、
保育に入
る職員間
の声掛け
や連携を
とってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園から
降園まで
園児はい
つもどお
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は他
児に関
わってい
たため、
対応が難
しかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

そばにい
た保育士
が転倒を
目撃した
が、手を
出せる距
離ではな
く、間に
合わな
かった。

特にな
し

保護者対応
を行う職員
と、保育に
入る職員間
の声掛けや
連携をとっ
ていく。

8488

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 0 0 0 10 11 10 6 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折（ひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

慣れ親し
んでいる
遊具では
あったの
で、気が
緩んでし
まったこ
とも考え
られる。

子どもの
とっさの
行動に対
応できる
よう、職
員一人ひ
とりが
「～かも
しれな
い」とい
う意識を
もつよう
にしてい
きたい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

鉄棒や地
面が水滴
でぬれて
いること
はなかっ
たが、手
を離して
しまうこ
とを想定
せずに、
油断して
しまっ
た。

その都
度、遊具
の使い
方、また
危険を回
避できる
ように子
どもたち
に伝えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の時間
帯、受け
入れもあ
るので、
気持ちが
そちらに
取られて
しまった
ことも考
えられ
る。

職員間で
話し合
い、しっ
かりと役
割分担を
行ってい
く。ま
た、排せ
つの付き
添いな
ど、急に
その場を
離れると
きなどの
対応も再
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りを
していた
が、転落
すること
を予測で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の固定
遊具で遊
ぶ子ども
の見守り
をしてい
た。職員
が登園し
てくる園
児の対応
に気を取
られ、意
識が薄
かった。

園庭で
遊ぶ際
は、大
型の遊
具（複
合遊具
や鉄
棒、う
んてい
など）
での約
束事な
どを子
どもた
ちに話
をして
いた
が、
もっ
と、具
体的に
注意喚
起をす
るべき
であっ
た。

状況に応じ
て、固定遊
具などに職
員がつけな
かった場合
など、職員
間で声を掛
け合った
り、場合に
よっては遊
びを中断す
ることも考
える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8489

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 8 11 8 7 7 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(都度)回/
年

1.基
準以
上配
置

ゴール
テープを
フェンス
に結び、
担任1人
で張って
いたこと

ゴール
テープは
フェンス
に結ばず
職員2人
で持ち、
絡まない
ように片
側で引っ
張る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

ゴール
テープを
フェンス
に結び、
担任1人
で張って
いたこと

ゴール
テープは
フェンス
に結ばず
職員2人
で持ち、
絡まない
ように片
側で引っ
張る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゴール
テープを
フェンス
に結び、
担任1人
で張って
いたこと

ゴール
テープは
フェンス
に結ばず
職員2人
で持ち、
絡まない
ように片
側で引っ
張る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

翌日が運
動会とい
うことも
有り、よ
り真剣
に、意気
込んで活
動に取り
組んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ゴール
テープを
持ち、
ゴールで
待機して
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

待機児童
を見守っ
たり、
コース上
の見守り
をしつ
つ、担当
者や対象
児の動き
を見てい
たが、至
近距離で
はない

ゴール
テープ
をフェ
ンスに
結び、
担任1人
で張っ
ていた
こと

ゴールテー
プはフェン
スに結ばず
職員2人で持
ち、絡まな
いように片
側で引っ張
る

8490

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

3 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

竹馬が得
意な子で
あったた
め、他の
子より高
く設定し
ていた。
竹馬の高
さに関す
るルール
が決めら
れていな
かった。

竹馬の下
からの高
さを決
め、それ
以上は上
げないと
するルー
ルを作
り、職員
会議等で
周知徹底
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

特記事項
なし

施設や遊
具等の不
具合はな
く、また
当該事故
との関係
性はない
ため、
ハード面
での改善
策はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

保育の状
況との関
係性はな
いため、
環境面で
の改善策
はなし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一旦竹馬
をしま
い、集合
しようと
声をかけ
たが、す
ぐに集合
せず、竹
馬を続け
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
が年長ク
ラス全体
を見てい
たため、
対象児か
らは離れ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園長及び
主任が近
くにいた
が、別な
作業をし
ていた

特記事
項なし

クラス全体
の見守りで
あり、個別
に手を差し
伸べる等の
動きは難し
いため、人
的面での改
善策はなし

8491

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 23 17 20 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

遊具につ
いていた
職員から
離れたと
ころで、
子どもが
遊具に飛
び乗って
しまっ
た。

遊具に職
員がつい
てから遊
び始めら
れるよう
に約束を
してから
遊ぶ。

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

固定遊具
の使い方
が不適切
だった。

適切な使
い方を子
どもにも
知らせ、
落ち着い
て取り組
めるよう
に声掛け
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒につ
いていた
が、離れ
ていたと
ころだっ
たので、
間にあわ
なかっ
た。

所定の位
置に職員
がついて
から遊び
始めるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１人で自
分の好き
な遊びを
してい
た。階段
を上った
り下りた
りして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子の
対応をし
ていて、
対象児の
動きを見
ていな
かった。
場所を離
れる時に
他の職員
に言葉掛
けがな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
自分の周
りの子ど
もの対応
に追わ
れ、対象
児の動き
に気付か
なかっ
た。

職員間
の連携
がうま
くとれ
ていな
かっ
た。言
葉に出
して状
況を伝
え合う
事が足
りな
かっ
た。

固定遊具か
ら職員が離
れる時には
子どもに今
は使えない
事を伝え
る。

8492

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

28 0 0 0 14 0 14 0 2 2 6歳
2.女
児

元気に松林
を走ってい
た

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

●月●日
捻挫、●
月●日別
の病院に
再受診し
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

本児が自
分で足を
捻った
為、改善
策は特に
なし

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

松林にて
遊んでい
る際、自
分で足を
捻った

遊び始め
る前に準
備運動を
し、体を
ほぐして
から遊ぶ
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

松林で遊
んでいる
際、他児
と遊んで
いて自分
で足をひ
ねった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

松林や子
ども全体
を見渡せ
る位置
で、子ど
もの遊び
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

松林や子
ども全体
を見渡せ
る位置
で、子ど
もの遊び
を見守っ
ていた。

子ども
が足を
捻った
際、す
ぐに気
付け
ず、本
児も気
にせず
遊び続
けてお
り、公
園を出
る際に
痛みを
訴えに
来た。

保育士が見て
ないところで
転んだり、痛
みを忘れて夢
中で遊ぶ事も
ある為、保育
士が異変に気
づいた時は、
子どもに必ず
声を掛ける
が、幼児の場
合は子どもか
らも言いに来
てもらうよう
に伝える。ま
た、痛いとこ
ろや怪我をし
たところはな
いか、子ども
全体に問うよ
うにする。

8493

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 4 7 0
保
護
者

11 10 2歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

初めての
行事の形
式。

待機時間
帯の短
縮、待機
時間時の
過ごし方
の工夫。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

あそび慣
れていな
い部屋を
使用し
た。

普段から
活用し、
特に行事
前には場
慣れして
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者に
任せてし
まった。

待機時間
プログラ
ムを実
施。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
時間を楽
しみ、両
親がい
る、他保
護者がい
るという
事で多少
の興奮状
態であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じ室内
には、１
１名の職
員がおり
撮影・誘
導全体を
見る等の
役割は
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ室内
には、11
名中１１
名の職員
がおり撮
影・誘
導・全体
を見る等
の役割は
あった。

保護者
の元に
戻した
後と考
えられ
る、全
体が進
行の方
に気持
ちが
行って
いた。

待機の親子
の過ごし方
を入れる。
集まってわ
らべうたあ
そび等。

8494

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 7 6 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
体の使い
方につい
ての把握
不足

研修の際
に個々の
子どもに
結び付
け、リス
クを把握
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

跳び箱、
マットの
ずれにつ
いて、一
人一人跳
んだあと
の確認に
不足部分
があった

一人一人
が跳んだ
あとの、
跳び箱、
マットの
ずれにつ
いて確認
を行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員は飛
び箱横に
ついてい
たが、事
故への予
測が出来
ていな
かった

子ども一
人一人に
ついて、
起こり得
るリスク
を想定し
て見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育参観
日であ
り、少し
興奮した
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
すぐ横で
対象児が
跳ぶ様子
を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

音響担
当、他の
競技箇所
の介助職
員は至近
距離にお
り、対象
児の動き
を見てい
た。

運動を
行う前
の事前
運動の
不足
と、子
どもの
力量に
合わせ
た跳び
箱の段
数の提
供が出
来てい
なかっ
た

跳び箱を跳
ぶ段数につ
いて、個々
の子どもの
力の入れ具
合や勢いな
どを見極め
介助する。
参観当日の
子どもの精
神状態に考
慮し、動き
を予測した
うえで介助
する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8495

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 0 0 0 0 12 13 3 3 5歳
2.女
児

視力矯正の
ため､眼鏡
を使用して
いる｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

本児は砂場の周
辺を歩いてい
た。普段から室
内・戸外ともに
弾むように歩い
てまわる姿があ
る為、いつもの
様子として見て
いた。子どもの
視野の広さか
ら、地面の凹凸
に気づく事が難
しい可能性、ま
た歩き方の特徴
から地面の接着
部位が少なく、
形状を把握しに
くい可能性が
あった。研修に
て、全身の怪我
の調べ方を学ん
でいたため実践
したが、ポイン
トで痛がる箇所
がなかった。

いつもと同じ姿
と見ていたた
め、結果を想定
出来ていなかっ
た。本児に限ら
ず誰にでも起こ
りうる事とし
て、園全体で危
機管理の意識を
高めていく。靴
があっているか
確認。（底の厚
さはどの位のも
のが本児にとっ
て適切か療育セ
ンターのスタッ
フとも確認す
る。）改めて子
どもの視野の広
さについて学
び、確認する機
会を保育研修の
中で作る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

地面は土
である
が、直径
3cm位の
石がいく
つかあっ
た。地面
が少し傾
斜してい
た。

公園内の
地面の形
状につい
ては改善
すること
が難しい
ため、子
どもの状
況、発達
に合わせ
て遊ぶ場
を考えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アップダ
ウンのあ
る散歩道
だったた
め、足が
もつれや
すかった
可能性あ
り。

子どもの
発達状況
に合わせ
た、公園
先、遊ぶ
場の確認
を再度行
う。お散
歩マップ
（危険ヶ
所なども
記入いて
いるも
の）の更
新をし、
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

どこかへ
移動する
等の目的
ではな
く、砂場
の周り、
周辺をい
つもと同
じように
リズムに
乗って歩
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

少し離れ
た場所で
正面から
本児の動
きを見て
いた。転
んだ瞬
間、手の
つき方な
ど踏まえ
て全身を
確認し
た。（服
をめくり
傷の有
無。１か
所ずつ圧
迫しなが
ら怪我の
場所、手
を握れる
かの確
認。）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り台に
１名、ど
んぐり拾
いに１
名。滑り
台につい
ていた保
育者は本
児が歩い
ていた方
向に向
かって
立ってい
た為、転
んだ所を
見てい
た。どん
ぐり拾い
について
いた保育
者は他の
配慮児を
みてい
た。

散歩に
同行し
た職員
は、担
任１
名、非
常勤１
名、派
遣１
名。当
クラス
に入る
ことが
多い職
員であ
る。

配置的には
問題はな
く、普段
入っている
職員であっ
た。また、
どこに付く
かはその日
の子どもの
様子に合わ
せて声をか
けあってい
た。お互い
に顔を見合
わせること
が出来る範
囲、位置で
遊ぶように
していた。

8496

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 1 6 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷

4.上肢
(腕・
手・手
指）

火傷
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

アイロン
使用後の
コンセン
トが抜け
ているか
の確認不
足。危険
なものを
使用して
いるとい
う意識の
低さが事
故をもた
らした。

保育室内
でアイロ
ンを用い
ることを
中止す
る。棚の
上のもの
を整理
し、危険
物がない
かを再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

設備等の
安全確認
は日々
行ってい
るが、保
育中に棚
の上に重
い物を置
くなど、
危機管理
能力が低
かったこ
とが考え
られる。

職員研修
を用いて
保育室内
で考えら
れる危険
なもの、
要因を全
職員で出
し合い、
安全な保
育環境づ
くりを
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お迎え対
応のた
め、アイ
ロンの電
源を切
り、ノー
トをノー
トかごか
ら取り出
そうとし
ていた。

保育室に
は担任保
育士1名
のみ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分のア
イロン
ビーズの
作品を片
付けるた
め、お道
具箱の引
き出しを
開けた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お迎え対
応のた
め、アイ
ロンの電
源を切
り、ノー
トをノー
トかごか
ら取り出
そうとし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
は担任保
育士1名
のみ

保育室
に担任
が1名と
いう状
況でア
イロン
を使用
し、使
用後も
棚の上
に置い
たまま
にして
しまっ
た。

保育室に担
任が1名とい
う状況では
いつも以上
に安全に留
意し、少し
でも危険と
思われるも
のを持ち込
まず、使用
もしない。

8497

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 0 0 2 2 0 1 0 4 4 2歳
1.男
児

お預かり園
児が少なく
なり、3歳
児クラスで
2歳児2名・
3歳児2名・
5歳児1名が
過す。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

打撲・前
歯の欠損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

子ども達
が過す場
所を明確
にしてい
なかっ
た。転倒
した場所
が油分が
あり滑り
やすく
なってい
た。

異年齢児
が過す空
間を明確
にし、保
育士の目
が行き届
くように
する。午
前午後の
安全
チェック
で、床が
滑りやす
いところ
は念入り
に拭き滑
らない事
を確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

フローリ
ングの床
が滑りや
すくなっ
ていた
為。

床が滑り
やすい箇
所は、中
性洗剤を
使用し拭
き掃除を
行う。全
クラスの
安全点検
で床の滑
りやすい
箇所がな
いかを確
認し、滑
りやすい
箇所は念
入りに拭
くように
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3歳児ク
ラスにご
み箱が
あった
が、本児
が鼻水を
拭き取っ
たティッ
シュを隣
りの2歳
児クラス
のゴミ箱
へ捨てに
行ったこ
とで、保
育士から
一瞬目が
離れてし
まった
為。

異年齢児
が戸惑わ
ずに過ご
せるよう
空間を
パーテー
ション等
で仕切
る。怪我
に至った
原因を振
り返り、
職員間で
子どもを
安全に見
守る為の
環境設定
を共有し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
見守って
いたが、
一瞬目が
離れてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鼻水をか
んだ
ティッ
シュを2
歳児のゴ
ミ箱まで
捨てに
行った
為、保育
士から3
ｍ程離れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの清掃
や片付け
を行って
いた。

子ども
の行動
から怪
我が起
きるか
もしれ
ないと
危険を
予知
し、子
どもを
見守る
事が出
来てい
なかっ
た為。

異年齢児が
過す空間で
は、子ども
の発達や姿
に合わせた
保育士の援
助や言葉掛
けを行い、
行動範囲を
知らせ、目
を離さな
い。

8498

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

19 6 5 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

当該児が
周囲が気
になり集
中が途切
れた様子
があっ
た。

階段を降
りる際
は、保育
士の人数
に対して
子どもの
人数を更
に少なく
して対応
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

階段の縁
は滑り止
め材でカ
バーされ
ていた
が、固い
部分にぶ
つけた。

階段の縁
にクッ
ション材
を取り付
ける等、
環境面の
見直し・
安全対策
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

階段を降
りる際に
スピード
に個人差
もあり、
周囲の他
児が気に
なりやす
い状況
だった。

個々の降
りるス
ピードを
把握し、
さらに少
人数ずつ
で階段を
降りる様
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に出
る事を楽
しみにし
て笑顔も
見られて
落ち着い
ていた。
階段を四
つん這い
で降りる
のも意欲
的に行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3人の子
どもが階
段を降り
ている
際、前方
向に回り
手を広げ
て落下防
止の体勢
を取って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は先
に行った
4人の子
ども達の
先導を行
い、子ど
も達を安
全に座ら
せてい
た。もう
一人は最
後に来る
子ども3
人が安全
に降りら
れるよう
見守りを
行ってい
た。

前方向
にいた
のでバ
ランス
を崩し
た上半
身を支
える事
が出来
ない状
況だっ
た。

今後は子ど
もの機嫌や
様子に応じ
て抱っこで
降ろす等対
応を変え、
保育士が前
後で安全を
見守れるよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8499

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

17 3 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上AB外
傷性歯牙
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

夕方の時
間帯は、
気持ちは
高揚して
いるのに
疲れから
体の動き
がついて
いかない
といった
アンバラ
ンスが起
こること
を想定し
ておく必
要があっ
た。

16：00以
降の活動
は、室内
で机上遊
びや興味
のある玩
具、絵本
の読み聞
かせ等で
落ち着い
て過ごせ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

なし

遊具や玩
具を使っ
た遊びで
の事故で
はなかっ
たため、
記載な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

疲れから
か、興奮
気味で活
発に走っ
ていた。
夕方の時
間帯に加
え短時間
のお迎え
が始ま
り、お迎
えが近い
ことで気
持ちが高
揚したと
推測す
る。

疲れてく
る時間の
ため怪我
のリスク
が高い時
間帯の園
庭遊びを
避けて室
内での過
ごし方を
検討して
過ごす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に体調
面、精神
面の不調
の様子は
なく元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児も
含め、一
緒に鬼
ごっこを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人はお
迎えの保
護者対
応。一人
は他の遊
びの園児
と関わっ
ており見
ていな
かった。

保育者
は3人体
制で
あった
が、一
人はお
迎えの
保護者
対応。
一人は
違う遊
びの対
応で、
鬼ごっ
この配
慮が十
分でな
かっ
た。

1人の保育者
は、全体を
見て子ども
の動きを確
認しながら
配慮してい
くようにす
る。

8500

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

5 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
の研修等
を実施し
ている。

研修等の
実施があ
り、改善
点なし。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

施設、遊
具、玩具
は適切に
点検して
いる。

施設・遊
具・玩具
の破損に
よる怪我
ではない
ので、改
善点な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

それぞれ
のコー
ナーで園
児が遊
び、床
（フロー
リング）
に何も落
ちていな
い場所
で、自分
の足に
引っ掛
かっての
転倒だっ
た。

今後も継
続して保
育環境を
整えてい
きます。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よ
く、他児
とままご
とをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園した
園児がお
り、保育
室に5人
の園児に
なったと
ころで穏
やかに自
分の好き
な遊びを
していた
ため、全
体が見え
る場所で
子どもの
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に
は、保育
士1名で
あった
為、他の
職員は対
象児の動
きは見て
いない。

バラン
スを崩
し易い
園児
だった
ので、
保育者
は本児
を含め
た全体
の様子
を見て
いた
が、個
別で声
を掛け
る事は
なかっ
た。

既に歩行が
しっかりし
ている年齢
であるが、
バランスを
崩し易い園
児である事
を考え、本
児に声掛け
する等の配
慮をする。

8501

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

11.一時
預かり事
業

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

7 3 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯牙破損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

一時預か
りの児童
であった
ため、歩
行につい
ての確認
が足りな
かった可
能性が考
えられ
る。

マニュア
ルを活用
して毎月
のミー
ティング
で研修を
行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

散歩時に
は手をつ
なぐこと
にしてい
るが、そ
のためつ
まずいた
際には手
が出せな
かった

お散歩
マップ等
により、
危険箇所
の確認を
して戸外
活動に出
かける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

入り口に
はスロー
プなどが
なく、必
ず段差を
またぐ必
要があ
る。

段差の前
では一旦
立ち止ま
り、つな
いでいる
手を離し
ひとりひ
とりゆっ
くりと登
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

少しせっ
かちな所
はある
が、保育
士の話を
よく聞く
園児で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
担当保育
士の間に
別の園児
が手を繋
いでい
た。対象
児が躓き
転倒した
際は、担
当保育士
の両手は
ふさがっ
ていた
為、手を
差し伸べ
られな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児列
の後ろを
歩いてい
た保育士
も園児と
手を繋い
でいた
為、両手
がふさ
がってい
たので、
転倒の際
に手を差
し伸べら
れなかっ
た。

保育士1
人で4名
を引率
してい
た。段
差を越
えるこ
とを、
子供達
に伝え
る際に
一呼吸
おき
もっと
注意す
べき
だっ
た。対
象児が
オープ
ンバイ
トで前
歯に衝
撃が伝
わりや
すかっ
た。

段差を越え
る際は一呼
吸おいて園
児がしっか
りと気を向
けられるよ
うにする。
散歩ルート
を再確認
し、配慮が
必要な危険
個所を職員
で共有す
る。手を繋
ぐペアの組
み方や一人
で担当する
人数の再確
認。

8502

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに沿っ
て事故発
生後すぐ
に園長に
報告して
いる。看
護師も確
認した。

事故後本
児の様子
を確認
し、病院
受診の必
要はない
と判断し
たが、念
のため受
診をする
べきで
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用前
後)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今回に関
しては
ハード面
に原因は
なかった
が、安全
面をより
高めるた
め保育士
間で共有
できるよ
うにす
る。

遊具の点
検をした
際は、声
に出し保
育者間で
共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

痛みを訴
えたのは
一時的で
あり、そ
の後は遊
びや給食
など日常
通り過ご
せていた
ので受診
は見送っ
た。

事故後本
児の様子
を確認
し、病院
受診の必
要はない
と判断し
たが、念
のため受
診をする
べきで
あった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ハードル
と平均台
を選べる
ようにし
たとこ
ろ、本児
が平均台
をやりた
いと選ん
だ。その
直前に
行ってい
た劇遊び
を行って
いたこと
もあり、
平均台を
劇中の橋
に見立て
て遊ぼう
としてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

平均台を
実施する
際は1人
ずつ行
い、保育
者が1対
１でつく
ことに
なってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう1名
の保育者
はハード
ルについ
ていた。
互いに全
員が視野
に入るよ
うに配置
してい
た。ただ
ハードル
の援助が
必要な園
児もいた
ため至近
距離には
いなかっ
た。

本児は
通常、
巧技台
は一人
でス
ムーズ
に上る
ことが
できて
いた。
平均台
につい
てはや
や自信
がない
ことも
あるの
で、保
育者は
平均台
のとこ
ろで
待って
いた
が、こ
の時は
巧技台
に上る
際に急
にバラ
ンスを
崩し転
倒して
しまっ

通常できる
ことでも転
倒する場合
があること
を加味し、
巧技台のそ
ばにいるよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8503

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

13 3 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

A1歯牙打
撲による
根尖性歯
周炎

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

起こりう
る事故の
可能性の
認識や、
怪我の予
測が出来
ていな
かった。
園児の行
動の予測
の甘さが
事故に繋
がってし
まったと
考えられ
る。

事故防止
マニュア
ルを全職
員が周知
し、職員
の危機管
理能力の
向上に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特にあり
ません。

特にあり
ません。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの気持
ちが興奮
気味で走
る子も多
くなって
いた。

園児同士
がぶつか
る状態を
つくらな
いよう、
遊ばせ方
や職員の
動きを再
確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

周囲の子
どもたち
も気持ち
が高ぶっ
ていた
為、対象
児も活動
的であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
他の園児
も見守り
ながら全
体を見回
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児らの
動きを見
ていた
為、対象
児の近く
にはいな
かった。

「ス
ロープ
を走っ
たら危
ない」
という
認識は
ありつ
つも、
予想以
上に数
名が活
発に動
いた
為、注
意の声
も不足
してい
た。

園児がぶつ
かる可能性
があること
を想定しつ
つ遊ばせ方
も見直し、
職員の位置
を確認して
いく。

8504

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12～14)
回/年

2.基
準配
置

職員は必
要なポイ
ントに
立ってい
たが、そ
れぞれが
子どもと
関わり全
体を見切
れていな
かった。

全体を見
守る職員
を一人配
置する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

本児が転
倒した場
所は、本
来は花壇
であり、
遊ぶ場所
ではな
かった。

花壇には
コンク
リート部
分があっ
たため、
危険のあ
る場所で
あった。
本来遊ぶ
場所では
ないとこ
ろでは入
念な危険
予知を行
い、見守
れる範囲
内で遊ぶ
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

花壇が低
かったた
め安全だ
と思い、
職員は本
児の側に
はいな
かった。

今までも
安全な場
所として
遊んでい
たため、
安全
チェック
で危険箇
所だとい
うことを
見落とし
ていた。
今まで安
全だと
思ってい
た場所で
も様々な
危険を想
定し、
チェック
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園内の
丸形花壇
が５つ並
んでいる
ところ
を、跳ん
だり走っ
たりして
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が花
壇で跳ん
でいるこ
とは知っ
ていた。
転んだ瞬
間は見て
おらず、
転んだ後
にうずく
まる本児
に声をか
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具につ
いていた
り、遊び
の中に入
りながら
見守った
り、トラ
ブルの対
応を行っ
たりして
おり、本
児のこと
は見てい
なかっ
た。

2人の保
育士が
それぞ
れ個別
対応を
してい
たた
め、全
体から
目が離
れてい
た。

個別対応を
行う際に
は、周囲の
保育士に声
をかける。

8505

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

片付けの
時間のた
め声をか
けたが走
ることを
やめられ
ずにい
た。走っ
ている本
児への対
応が足り
なかった

皆で行動
する時の
声掛け、
働きかけ
を考え、
全員で取
り組める
よう働き
かけてい
く。それ
でも違う
行動をす
る場合も
想定して
全体への
目配りを
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

特段なし

園児が安
全に活動
できるよ
う園庭の
整備を今
後も実施
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
もおら
ず、片付
けの時間
になって
いたた
め、園庭
が広く、
走りたく
なった可
能性があ
る

事前に次
の指示を
出してお
き、片付
けしてい
ない子、
終わった
子の行動
が混在し
ないよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

片付けに
参加せ
ず、友だ
ちと走っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もたちと
一緒に片
付けをし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は入室し
ており、
1クラス
のみの活
動であっ
た

一斉の
声掛け
で次の
内容を
を理解
し、行
動する
ことが
難しい

声掛けが伝
わっていな
いと感じら
れる場合
は、本人に
直接伝え、
理解できた
かを確認す
る。

8506

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 5 7 4 3 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

当該児の
発達に
合った高
跳び縄の
高さでは
なかっ
た。

低い位置
から徐々
に高さを
上げ、子
どもの特
性をつか
み、当該
児には更
に低く高
さを調整
する。
ウォーミ
ングアッ
プをしっ
かり行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児の
運動機能
を十分把
握してい
なかっ
た。

遊び始め
る前に
ウォーミ
ングアッ
プをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

縄跳び・
高跳びは
体が重く
動きが鈍
いので、
足が高く
上がりに
くかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児の
番になり
縄の高さ
を10㎝程
下げたが
適切な高
さではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の動き
を見守っ
ていたた
め、転ん
だ瞬間は
見ていな
かった。
転んだ後
にかけ寄
り確認し
た。

子ども
の要望
に囚わ
れた。

子どもが
“○○した
い”と言っ
ても、その
前に必ず
ウォーミン
グアップを
する。

8507

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 0 0 25 20 25 0 13 7 5歳
1.男
児

皮膚が弱く
アレルギー
体質。発生
時の天候は
晴れ、夕方
の時間帯で
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頸
部不全骨
折・右上
腕骨小頭
不全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１、２)
回/年

2.基
準配
置

なし

危機管理
や保育中
の事故に
ついて予
見できる
よう園内
で研修を
行い、全
職員の意
識を高め
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし

園庭や保
育施設内
の安全点
検は継続
し、事故
につなが
るものが
ないかど
うか十分
気を付け
点検して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平坦な地
面での転
倒であっ
たが、タ
イヤをま
たいで移
動しバラ
ンスを崩
した

園庭遊び
を始める
前に園庭
のコン
ディショ
ンを確認
し、危険
がある場
合は改善
してから
遊びを始
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で担
任とごっ
こ遊びの
相談後、
遊びに使
用する落
ち葉を拾
いに行っ
た際、気
持ちが急
いて平坦
な場所
だったが
足を滑ら
せ転倒す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児と話
をした
後、他児
の様子を
確認する
ためその
場から離
れ、見通
しの良い
場所に移
動し、全
体の動き
を把握し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
担任の
み、その
他の職員
は室内で
保育して
いた。

夕方
だった
ので体
が冷
え、動
きが緩
慢に
なって
いた

園庭で遊ぶ
前は十分な
準備体操を
行い体を温
めること
と、１６：
３０には室
内に入るこ
とを全職員
で確認
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8508

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 10 11 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸骨骨折
（ひび）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故発生
の状況
（時間や
生活場面
など）を
分析し、
事故が起
きやすい
状況への
意識を高
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

数年前に
伐採され
た樹木の
切株が
残ってい
る。以前
からある
ものでは
あるが、
サイズが
小さいの
で目に入
りずら
い。

切株の除
去を実施
予定（抜
けなけれ
ば、地面
より低い
位置で切
り、埋め
直す）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

生活場面
が切り替
わるタイ
ミング
は、保育
士の動き
も多くな
るが、よ
り注意し
て子ども
を見守
り、保育
士同士の
連携を図
ること。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

もともと
活発に活
動する子
だが、当
日はいつ
も通りの
様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

隣のクラ
ス（3歳
児）の、
入室への
タイミン
グであ
り、3歳
児を含
め、全体
把握に努
めてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具の片
づけや入
室の促し
をしなが
ら、該当
の児童を
近い距離
にて視野
に入れて
いた。

特にな
し

配置や役割
分担に問題
はなかった
が、引き続
き、クラス
間の連携を
図りなが
ら、児童を
見守ってい
く。

8509

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

44 2 2 5歳
1.男
児

発生後事務所
に連れてく
る。病院と保
護者に連絡、
12：35病院に
移送レントゲ
ンを撮り右鎖
骨骨折と診断
サポーターを
つけて治療母
も一緒に診断
を聞く●月●
日再受診受診
後園に連れて
帰り、保育を
継続祖母が早
目のお迎えを
してくれる

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

活動的で
あり、防
ぎようの
ない怪我
もある。
なので、
怪我がお
こった後
の対処を
いかに早
くするか
が大事な
のだと職
員間で周
知してい
る

遊ぶ時の
約束ごと
を子ども
たちと再
確認する

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

些細な状
況から大
きな怪我
へと結び
つく転び
方など、
運動神経
面で発達
できてい
ない

保育の中
で今まで
以上に体
育的遊び
の重要性
を感じる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児に
ちょっか
いをだし
たりする
ことが、
多い。ト
ラブルに
はならな
いが、ふ
ざけ合う
ことが多
い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボールを
していた
ので、至
近で見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のとこ
ろで遊ん
でいる子
を見てい
た

子ども
達が遊
びの中
で一瞬
でも集
中する
場面が
あった
ら、配
慮が必
要

遊ぶ時の約
束ごとを再
確認する

8510

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 1 23 26 3 3 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

第5指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭遊び
のリスク
について
の把握不
足

研修の際
に、園庭
遊びで起
こり得る
リスクを
把握する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

フェンス
付近で走
る等、勢
いがつく
ような遊
びを行っ
ていた

大型遊具
やフェン
ス付近で
走る等の
動きを伴
う遊びを
しない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員が子
どもに対
し、フェ
ンス付近
で遊ばな
いよう働
きかけを
しなかっ
た

走る等の
動きを伴
う遊びは
大型遊具
やフェン
ス付近で
行わない
よう、職
員間で再
度共有
し、子ど
も達にも
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当諸君
は、対象
児が他児
と行って
いたしっ
ぽとり
ゲームの
様子を見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は、園庭
で他児と
関わった
り、他児
の遊びに
ついてい
た

子ども
達の遊
びの状
況から
リスク
を把握
するこ
とと、
リスク
を回避
するた
めの子
どもへ
の声掛
けが出
来な
かっ

職員全員が
リスクを承
知出来るよ
う周知を徹
底し、子ど
もへの事前
の働きかけ
を行ってい
く。

8511

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

14 8 2 4 4 4 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

園外活動
の時の注
意事項を
職員間で
確認し共
有する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(日祝日、
年末年始
６日を除
く全日)

3.未実施
実施頻度
()回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎週金曜
日)

特になし

同じ公園
でも変化
があった
場合や危
険個所が
みられた
時は速や
かに状況
を把握し
職員間で
共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

合同保育
での状況
確認を事
前にしっ
かり行
い、環境
下での園
児の動き
職員の動
き等を把
握してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこを
している
途中で夢
中になっ
て走り、
ベンチが
ある事に
目が入ら
ず右足を
ベンチに
ぶつけて
転んだ。
その際に
左腕が下
敷きにな
るように
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任の保
育士が全
体を把握
しながら
見ている
時に、近
くに走っ
てきた本
児が転ん
でしま
う。近く
にいる保
育士に応
援を要請
し2人で
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員は
それぞれの
クラスの子
どもの動き
や遊具の安
全確認を
行っていた
ので見てい
なかった
が、怪我を
したことで
担当者に一
人呼ばれ、
２人で患部
の確認を行
う。それ以
外の職員２
人はその他
の子どもを
集めて人数
確認をし待
機した。

普段と
違う公
園や鬼
ごっこ
をして
気分も
高揚し
ていた
事に併
せ、身
のこな
しも十
分でな
い事へ
の配慮
や注意
の喚起
に欠け
てい
た。

園外活動の
危険個所の
確認は事前
に行い、年
齢に合わせ
て子どもへ
の注意喚起
も行う。
又、保育士
間の連携を
行い迅速な
行動が取れ
るように平
時より確認
しておく。

8512

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 3 9 14 0 0 0 0 9 9 2歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母指基
節骨骨端
線離開骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

特に無し

職員に対
して情報
提供した
りヒヤリ
ハットを
出し合っ
たりし、
共有を図
るととも
に意識を
もって保
育できる
よう改め
て周知し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特に無し

設備の問
題は無い
と考え
る。改善
点無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早朝保育
の時間帯
での事故
であった
ため、人
の出入り
が多かっ
た。

登園時の
受入れが
多い時間
帯は、落
ち着いて
遊べる環
境を準備
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒する
直前まで
保育士の
膝に座っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

登園して
いた子ど
もの受け
入れ・検
温を行っ
ていた。

早朝保
育の時
間帯の
ため、
落ち着
いて保
育に従
事でき
る職員
が少な
かっ
た。

登園時の受
入れが多い
時間帯は、
落ち着いて
遊べる環境
を準備す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
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上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8513

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 11 12 11 9 7 6 5歳
1.男
児

既往症な
し。発育や
発達状況は
問題なし。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

日頃から職員が
危険予測をしな
がら保育が出来
る様、職員全員
で園内研修や過
去の事故報告、
ヒヤリハット等
から学んでい
る。今年度も具
体的な事例を挙
げて危険予測を
する園内研修を2
回行っている。
事故当日は園舎
建て替えの工事
に伴い園庭が狭
くなっており、
通常の園庭では
なかった。園庭
が狭くなってい
る事は事前に全
職員に周知はし
ていたが、園庭
の変化に伴う安
全な遊びの確認
と提供ができて
いなかった。

今後も定期
的に危険予
測の園内研
修を行うと
共に、それ
ぞれの職員
が経験した
事故やヒヤ
リハットを
全職員で共
有し、知識
を得ていく
事を続けて
いく。●月
中は、工事
に伴い園庭
の広さが変
化する事が
予想される
為、随時職
員全体に周
知すると共
に、提供す
る遊びの安
全性も確認
していく事
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(296)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(296)回/
年

事故当
時、園舎
の建て替
えに伴う
工事の
為、園庭
が通常よ
りも狭く
なってい
た。園庭
の環境が
変わった
ばかりで
あった
為、園庭
が狭く
なってい
る状況で
の危険に
対する職
員の認識
が甘かっ
た。

今後、園舎
の建て替え
に伴い、園
庭をはじ
め、園舎等
の保育環境
が変わる事
が予定され
ている。ま
た、工事の
スケジュー
ルに従い、
保育環境が
日々変わる
事も予想さ
れる。職員
がこの事を
踏まえて
日々の保育
を安全に行
えるよう、
随時環境の
変化を全職
員に周知
し、安全に
できる遊び
の提供を考
え、確認し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新型コロナ
ウイルスの
影響で自主
的に家庭保
育をしてい
る家庭が
あった為、
人数は少な
めではあっ
たが、通常
より狭く
なっている
園庭で3ク
ラスが過ご
していた。
その中で男
性職員が子
どもと遊び
込む中で、
勢いよく
走っていた
のは危険が
伴いやすい
と考える。

思い切り
走る活動
をする場
合は、子
どもが多
くいる狭
い園庭で
はなく、
広いス
ペースで
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と他
児数名と
一緒にか
けっこ遊
びをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一人
の担任と
他クラス
の職員が
近くで担
当児の保
育をしな
がら、本
児がか
けっこ遊
びをする
のを見て
いた。

子どもと遊
び込む事は
必要な事で
あるが、今
回は子ども
の不意な動
きに対応で
きず、子ど
もを避けた
り受け止め
る事ができ
なかった為
怪我に繋
がったと考
える。全職
員で保育環
境と安全に
遊びを提供
する事の関
係を考え確
認していく
と共に、保
育中の危険
予測力をつ
けていく必
要がある。

子どもが急に
心変わりする
事や、不意に
大人が予測し
ないような行
動をする可能
性がある事を
今回の経験か
ら学び、常に
危険予測をし
ながら保育に
当たる様、意
識付けをす
る。また、全
職員が、今回
の事故を踏ま
えて保育環境
と安全に遊び
を提供する事
の関係を常に
考えて確認
し、保育に当
たるように周
知し、意識付
けを行ってい
く。

8514

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 8 10 . 4 3 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

一人の職
員が保育
室にいた
ほとんど
の子供と
片づけを
始めてい
たにも関
わらず、
その他の
3人の職
員がそれ
ぞれ1～2
人の子供
と遊びに
集中して
いた為、
片付けに
参加して
いた子供
全員に目
が行き届
かなかっ
たことが
原審と考
えられ
る。

職員全員
が常に全
体を意識
して保育
を進め
る。活動
内容と人
数に応じ
た配置が
保てるよ
う声をか
けあう。
保育者が
活動内
容、場所
を分けて
遊ばせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

部屋面積
に対する
子供の人
数は満た
してい
る。た
だ、面積
の余裕は
あまりな
かった。
床が滑り
やすかっ
たのか、
床暖房が
ついてい
て、床が
乾燥して
いた可能
性があ
る。

子供の人
数と活動
内容を考
える。適
宜ぬれ雑
巾で床を
拭いた
り、足裏
を拭いた
りするこ
とで滑る
可能性を
低くす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の切
り替え時
のため、
まだ活動
をしてい
た子供や
本児がい
るところ
と別の箇
所を片づ
けている
職員がい
て、子供
に視線が
行ってい
なかった
ことが考
えられ
る。

活動の流
れを作
り、まだ
遊びたい
子供と次
の活動
（片づけ
を）する
子などを
分ける。
保育者の
中で全体
を見守る
人が常に
いるよ
う、互い
に気を配
り連携を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内を走
り回った
りするこ
となく、
玩具や新
聞紙の上
を歩くこ
ともな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

比較的傍
にいた
が、転倒
するとこ
ろは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の
為、他職
員3名も
割合近く
にいた
が、転倒
したとこ
ろは見て
いなかっ
た。

職員が
自分の
近くに
いる子
供を見
てい
て、全
体を見
る職員
がいな
かっ
た。

自分の傍に
いる子供の
ほかに、全
体も見よう
とする意識
が必要のた
めスキルを
磨く。

8515

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 1 0 6歳
1.男
児

園庭にて友
達とサッ
カーを行っ
ている際
に、友達の
蹴ったボー
ルが右手に
当たり負
傷。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

保育士
が、保育
中の危険
を予測
し、事前
に回避で
きなかっ
た。

子どもの
行動を予
測し、危
機回避で
きるよ
う、定期
的に職員
間で情報
共有を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

特になし

ある程度
の広さが
ある園庭
なため
ハード面
での改善
策は見当
たらない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事等も
あり、職
員が分散
していた
ために園
庭には一
人だっ
た。

できる限
り職員が
一人にな
らないよ
うな配置
をしてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
に友達と
サッカー
を楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
を見守っ
ていたた
め、児一
人のみを
見ること
は難し
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はその場
にいな
かった

保育士
が思っ
ていた
以上に
ボール
を蹴る
力がつ
いてき
ていた
ために
制止す
るタイ
ミング
が遅れ
てし
まった

ボールの扱
い方や力加
減等も子ど
も達に周知
すると共に
職員も遊び
方を把握し
見守ってい
く。

8516

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 3 4 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

活動時間の
配慮…週
末、夕方の
疲れている
と考えられ
る時間帯の
活動。ま
た、長期休
み明けの活
動により、
体力が落ち
ていたこと
が考えられ
る。
活動内容…
3名が順番
に跳び箱を
跳んでいた
ため、イン
ターバルが
短く体力が
落ちていた
ことが考え
られる。

子どもの
心身の状
態を考え
る。跳び
箱を午前
中の主活
動に取り
入れる。
余裕を
もったイ
ンターバ
ルを入れ
る。休息
と活動の
バランス
を考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

跳び箱・
ロイター
板・マッ
トの安全
点検後使
用。破損
等の不具
合なし。

使用する
玩具や遊
具の定期
点検と、
使用前の
安全点検
を引き続
き徹底し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

5歳児保育
室スペース
に跳び箱を
１つ設置す
る。半径3
メートル以
上棚や他児
が接触しな
い環境で、
3名の園児
が遊ぶ。他
4名は、4歳
児保育室ス
ペースで製
作とコマ回
しのコー
ナーを作り
遊ぶ。子ど
も一人一人
が自分で選
んだ遊びに
熱中して楽
しんでし
た。

引き続
き、安全
を確保し
た環境設
定と子ど
もたちが
落ち着い
て遊び込
めるコー
ナーづく
りを工夫
して作っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新型コロ
ナウィル
ス感染に
罹患し12
日間園を
休み、復
帰後4日
目の事
故。復帰
後、対象
児はいつ
も通り活
発に過ご
しており
長距離の
お散歩に
も参加し
特に変
わった様
子はな
かった。
事故当日
も、活発
に過ごし
変わった
様子は見
られな
かった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱を
跳ぶ対象
児の補助
について
いた。ロ
イター板
でジャン
プをする
対象児の
胸とお尻
に職員の
手を添え
て、対象
児の体の
安定を図
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

製作とコ
マ回し
コーナー
にいた4
名の園児
を一人の
職員が見
守ってい
た。

長期休み
後だった
ので、対
象児の筋
力が落ち
ていたこ
とが考え
られる。
短いイン
ターバル
で繰り返
し跳んで
いたので
体力低下
をしてい
たことが
考えられ
る。跳び
箱を跳び
超える補
助方法を
体操教室
講師から
指導を受
け実践し
ている
が、跳び
越えた後
の補助方
法を知ら
なかっ
た。

長期休み後
は、子どもの
体力等を考慮
した保育を設
定する。近距
離のお散歩。
運動遊びは午
前中の主活動
に取り入れ
る。運動遊び
に余裕を持っ
たインターバ
ルを取り入
れ、動と静の
バランスを考
える。跳び箱
を飛び越え
マットに着地
するまでの補
助方法を体操
教室講師に確
認して取り入
れる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8517

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 3 3 4歳
2.女
児

園庭にて複
数クラスで
遊んでいる
中、双方
走っていた
子ども同士
がぶつか
り、転倒し
て左上腕部
に痛みを訴
える。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外上顆骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

遊び方の
確認が不
足してい
た。

遊びのス
ペースの
確認。テ
ラスで遊
ばないと
いう約束
の徹底。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特になし

テラスに
コーンと
ポールを
設置し、
目で見て
遊ぶ空間
がわかる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

テラスは
遊ぶス
ペースに
なってい
ないが、
テラスを
走ってい
る園児が
いた

園児への
遊び方の
再周知、
職員間で
の園庭で
の遊び方
の再確
認。目で
見て分か
るように
絵や文
字、色で
目立つよ
うな表示
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒にお
花をつ
み、他児
が走って
いったた
め、追い
かけるよ
うに後ろ
を走って
いく。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の職員
と遊びの
体制を確
認してい
た。対象
児を話題
にしてい
たことも
あり転ん
だことに
すぐに気
が付き、
声をかけ
体の状態
を見る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と遊びの
体制を確
認。個別
配慮児に
つく職員
と、全体
把握の職
員とその
他で分け
ていた。

特にな
し

遊びの内容
に応じて子
どもたちと
約束を確認
する。遊び
の内容（ス
ペースや周
囲との状況
など）様子
を見て声掛
けをする。

8518

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 0 0 0 0 25 28 26 26 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈尺骨
骨折（保
護者と同
行職員が
医師より
説明を聞
く）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ル、保育
士の配置
について
再確認を
行う。ク
ラス担任
間での保
育中の役
割分担、
安全確認
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

アスレ
チックの
ネット部
分での遊
び方（座
る、寝転
ぶなどの
姿もある
が、ひっ
かかる、
他児の動
きに巻き
込まれる
可能性も
ある）

アスレチッ
クのネット
部分の遊び
方、怪我の
可能性につ
いて話し合
い、職員で
共有し状況
に応じて対
応する。子
どもにも分
かりやす
く、怪我に
つながる可
能性ある遊
び方につい
て伝え、安
全について
の意識を高
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
見守る
中、鬼
ごっこを
してい
た。全体
を見てい
た保育士
が他児の
対応をし
ている
際、把握
できてい
ない所が
できてし
まった。

個別の対
応を行う
際等は、
他の保育
士と連携
して、全
体の把握
に漏れが
ないよう
にする。
遊びの様
子によ
り、把握
しきれな
い時は遊
びを制限
すること
も検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に鬼
ごっこを
楽しんで
いた。鬼
に追いか
けられ、
逃げてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

アスレ
チック付
近での鬼
ごっこの
様子も把
握してい
たが、遊
具の陰に
なり見え
ない場所
もあっ
た。他児
の対応を
してお
り、転倒
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

個別支援
の必要な
児の対
応、他の
遊びの見
守りを担
当してい
た。

戸外で
の遊び
の開放
感や5歳
児クラ
スだけ
で思い
切り身
体を動
かして
遊ぶ楽
しさを
感じて
いた。

子どもの遊
びや、動き
を把握し、
様子にあわ
せた見守り
と、危険に
ついての想
定、子ども
への声掛け
などを適切
に行う。様
子や見守り
について職
員間の連携
を見直す。

8519

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 5 10 9 11 12 10 0 14 14 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折
（上腕）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

遊具の遊
び方、
ルール、
範囲等、
マニュア
ルを園全
体で会議
にて確
認、共有
した後、
幼児組、
乳児組分
かれ再度
確認す
る。その
後、子ど
もにわか
りやすい
ように伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(246)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(246)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(246)回/
年

特になし

遊具や玩
具、遊び
の環境に
ついて再
度確認し
あい、危
機管理の
意識を園
全体とし
て捉えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三輪車で
遊ぶ子と
追いか
けっこを
している
子とが、
園庭で混
在してい
たので、
環境を整
え安全に
過ごせる
よう配慮
すべきで
あった。

乗ってい
ない三輪
車や玩具
は片付
け、園庭
の使い方
を整理し
ていく。
三輪車が
乗れる範
囲と追い
かけっこ
の範囲は
分けて過
ごせるよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
鬼ごっこ
をしてお
り、鬼役
で友だち
を追いか
けたり、
探したり
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
三輪車に
足をか
け、乗ろ
うとする
瞬間を見
たが、転
倒する時
に声かけ
や、体を
支える事
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で保
護者対応
をした
り、他児
の様子を
見守った
り、子ど
も同士の
トラブル
に対応し
ていた
為、転倒
時に対応
できな
かった。

特にな
し

役割分担を
確認し、連
携を図る。
子どもの行
動や様子か
ら目を離さ
ず、転落等
ないよう配
慮する。

8520

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

36 18 18 3 3 5歳
2.女
児

普段は4歳
児ｸﾗｽでの
保育だが､
この日は5
歳児ｸﾗｽと
合同で園外
保育をして
いた｡

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝剝
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(月2～3)
回/年

2.基
準配
置

本児が怪我
をした際、
痛めた右足
を押さえて
いたが、ベ
ンチで安静
した際に
は、落ち着
いた様子で
両足も地面
につき歩い
ていた。帰
園中も、右
足を気にし
ていたが、
痛めていな
い左足をひ
きずった
り、普段通
りに歩いた
事で、骨折
を疑わず打
撲と予測し
てしまっ
た。

怪我をした
時点で、持
参した無線
に連絡を入
れ、園長先
生の判断を
仰ぐべきで
あった。報
告と連絡、
相談を怠ら
ないように
する。足の
ひねりは打
撲ではなく
骨折のリス
クが高い事
再認識し、
安易に判断
せず、病院
を早めに受
診をする
事。普段と
は変わりな
い様子で
あっても、
我慢をする
子もいるの
で、個々の
既往歴や動
きを常に把
握する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

木のある
ところで
は木の根
が出てい
る。木の
根が出て
いる事で
段差があ
り、転び
やすい環
境であ
る。

木のある
ところで
は木の根
が出てい
たり、段
差ができ
てしまう
ことがあ
り、転倒
したり、
怪我をし
てしまう
ことがあ
るという
ことを子
どもたち
にも伝
え、注意
喚起を促
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人遊びの
子はそれぞ
れ落ち着い
て遊んでい
た為、目視
で確認する
程度であっ
た。広場付
近…全体の
動きを見る
保育者がい
たが、他園
の子も入れ
交じってい
た。
遊歩道付近
…それぞれ
の遊びの中
で、かくれ
んぼに保育
者が参加し
ていた。隠
れた際には
全体の動き
を見る事に
も意識して
いたが小集
団遊びが広
がっていた
為、範囲が
広すぎてし
まった。

公園内の広場の
遊歩道は、木の
根で盛り上がっ
ている箇所もあ
る為、遊ぶ際に
注意事項として
話をしておく。
公園内の危険箇
所を把握し安全
の為、遊び場も
職員が見れる範
囲内にしておく
事が必要であ
る。
一人遊び…常に
動きを見守り、
目が離れない場
所で遊べるよう
にする。
広場付近…他園
の子がいる場合
は、遊びの範囲
をあらかじめ決
めておき接触事
故を防ぐ。又は
場所の変更をす
る。
遊歩道付近…集
団遊びは安全面
を考えて平地の
場所で行う事。
根っこがある箇
所が多い所を把
握し、危険な箇
所に入らないよ
うにする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達同士
の集団遊
びに日頃
参加しな
い本児が
この日は
友達に誘
われ参加
してい
た。普段
慣れない
場所で鬼
ごっこを
し、鬼か
ら逃げよ
うとした
際、木の
根っこが
多い所に
入ってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

Ａ保育士
…本児が
マラソン
ごっこに
参加後、
友達と鬼
ごっこに
参加して
いる際、
遊歩道付
近を走る
姿は見た
が、動き
までは把
握出来て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

Ｂ保育士
→加配児
が4歳児
にいる
為、その
子の好む
遊びに付
き添いな
がら、鬼
ごっこに
参加して
いた。
C保育士
→広場周
辺で全体
な様子を
見ていた
が、転倒
した箇所
から少し
離れた場
所にいた
為、気づ
けなかっ
た。

異年齢
児合同
保育の
為、人
数が多
い事と
遊ぶ範
囲が広
かった
為、全
体の動
きが見
きれな
かっ
た。

2クラス合同で
の園外は、細
心注意を払い
全体の様子や
個々の遊びの
様子を見なが
ら場所や遊ぶ
範囲を決めて
おく。木の
根っこ等転び
やすい場所に
は注意を払
い、事前にそ
の場所には行
かないように
話をしてお
く。集団遊び
に参加する児
の中には、普
段から遊び慣
れていない児
も混じる事が
ある為、予期
せぬ怪我にも
繋がる場合も
ある為、職員
で周知し怪我
を未然に防ぐ
ようにする。

8521

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

22 11 11 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

担任は同
行してい
なかっ
た。

担任から
の子ども
の様子に
ついての
引継ぎが
不十分で
あった可
能性が考
えられる
ので、
個々の
姿、集団
での姿、
関わりに
ついてよ
り密な連
携をと
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１００回
/年

園外保育
先の安全
点検につ
いては不
十分で
あった面
がある。

今回事例
を踏ま
え、わず
かな段差
等も意識
して確
認、共有
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人的面で
の記述の
通り

人的面、
その他の
記述の通
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児に特
にトラブ
ル等な
く、楽し
げな姿が
見られて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の転
倒後のケ
ア、その
複数確認
等で、視
線が離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員が
いなかっ
たため、
故に見て
いない。

基準通
りの配
置で、
トラブ
ル時の
対応に
は不十
分さが
あっ
た。

距離のある
園外保育で
もあり、余
裕を持った
配置で同行
すべきで
あった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8522

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 12 18 19 6 6 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士の
立ち位置
が園庭が
見渡せる
立ち位置
ではな
かった

保育士の
お互いの
立ち位
置、状況
の把握す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭にい
る保育士
が隅々ま
で見回せ
ていな
かった。

保育に入
る職員間
の声掛け
や連携を
とってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園から
降園まで
園児はい
つもどお
りの様子
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は固
定遊具に
ついてい
た、ケン
カの対応
が遅れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士が
けんかを
目撃した
が、手を
出せる距
離ではな
く間に合
わなかっ
た。

特にな
し

特になし

8523

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 2 2 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の例
は根本改
善策はな
いが今後
も定期的
にマニュ
アルを読
み返し、
改正を加
える.

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

大ホール
の床面な
どに剝が
れや突起
などの異
常がない
か使用前
に確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

障害物な
ど活動に
適した環
境になっ
てるか確
認、活動
中も全体
を見渡し
環境の変
化に気付
ける様に
注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
の為、
箸ってい
て足がも
つれた様
子。振り
返りぎわ
に転倒し
た為、や
や横向き
に倒れ肘
を打って
しまった
との本児
と周囲に
いた子ど
もの談。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一緒に鬼
ごっこを
していた
が、大
ホールの
対角線の
位置で鬼
から逃げ
ていた為
発生時は
見えてお
らず、本
児と周囲
の子の訴
えで気付
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
内でおや
つが食べ
終わって
いない子
の対応と
おやつの
片付け清
掃を行っ
ていた。

特にな
し

保育士も安
全に配慮
し、全体を
見渡しなが
ら共に遊び
に入り保育
を行う。

8524

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 0 0 0 6 11 6 0 3 2 5歳
1.男
児

普段から転
びやすく、
怪我をする
ことが多
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

遅番担当
保育士
が、園児
の対応を
してお
り、全体
を見る役
割が欠け
てしまっ
た

保育士間
で連携を
とり、各
役割が欠
けること
のないよ
うに、目
視、声掛
けをする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

滑り台が
高く勾配
が急であ
り、身体
づかいに
課題のあ
る児には
リスクが
ある

固定遊具
は換えら
れない
為、遊具
の遊び方
について
幼児組園
児と再確
認した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外か
ら、室内
への切り
替えの時
間帯で、
園児の落
ち着かな
い姿も
あった

落ち着か
ない姿が
ある時
は、一度
集合させ
て、次の
活動につ
いて予告
をする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

片付け開
始とな
り、戸外
あそびが
終了とな
ること
で、行動
と気持ち
が慌てて
しまった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

喧嘩の仲
裁対応
中。対象
児らの滑
り台への
動きは視
界に入る
が、途中
で落下す
る予測が
つかな
かったこ
とや、距
離があっ
た為、落
下時に身
体を支え
に行けな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児と片
付け、送
迎保護者
への声掛
け対応
中。落下
の予測は
つかな
かった

各対応
中、対
象児ら
の行動
を気に
掛けて
はいた
が、落
下の予
測に至
らな
かった

各対応中
も、全体把
握が欠けな
いように職
員間で連携
していくよ
うにする

8525

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 3 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事
故発生状
況を職員
間におい
て周知を
行い、今
後同様の
事故が発
生しなよ
う注意喚
起を行
う。

クラスで
は、園外
保育前で
落ち着き
のない様
子の子ど
もがいる
ため。静
かに話を
聞くよう
注意する
必要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

床には何
も落ちて
いない状
態で整理
整頓され
た保育室
であって
も、床が
滑りやす
くなって
いないか
など、常
に確認を
行う。

周りに玩
具や物が
無い状態
にあって
も、怪我
に繋がる
ことがあ
るという
事を子ど
もたちと
話し合
い、一緒
に考えな
がら保育
を進めて
行く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けも
終わり、
床には何
も物がな
い状況。
周りの子
どもたち
も落ち着
きがな
く、動い
ている状
況だっ
た。

保育室と
いう限ら
れた空間
において
走ったり
飛び跳ね
たりする
ことによ
り、どう
いう危険
性がある
かを子ど
もたちと
話し合
い、一緒
に考えて
生活を送
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

その日は
楽しみに
していた
園外保育
というこ
ともあ
り、気分
が浮かれ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片付けも
終わり、
テーブル
を動かす
職員と、
椅子をか
たづける
よう言葉
掛けして
いた職員
にわかれ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

出ている
椅子をか
たづける
よう言葉
掛けして
いたた
め。

園外保
育出発
前で片
付けも
終わる
頃、園
外保育
準備も
あり動
き回っ
ている
状況
だっ
た。

園外保育で
も時間に余
裕をもって
落ち着いて
過ごせるよ
うに子ども
たちに声を
かける。

8526

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

28 9 8 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折→左
第5趾基
節骨骨端
線損傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

広い視野
で保育
し、危険
を予知し
て動くよ
うに職員
に周知し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

十分な間
隔を取っ
て遊具を
配置して
保育す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

交錯しな
いような
競技の設
定にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会
ごっこの
障害物走
で、一番
に走って
競技を進
めてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のサ
ポートを
してい
て、本児
が後ろか
ら走って
きたこと
に気づか
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで見
ていた
が、あっ
という間
のこと
で、対象
児もすぐ
走り出し
たので、
外傷に気
づかな
かった。

保育補助の
保育士に加
え、全体を
把握する保
育士を配置
し、場面に
応じた声掛
けをする。

8527

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

88 29 20 39 0 11 10 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕焼
骨、およ
び尺骨骨
折→左尺
骨骨幹部
若木骨折
左前腕骨
骨折左橈
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット事
例は毎朝
の朝礼で
タイム
リーに全
職員に周
知し、共
通認識の
もと再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

リレーの
際の走る
距離を十
分に取
り、折り
返しコー
ナーの位
置の間
隔、チー
ム同士の
距離間を
しっかり
保つ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの気持
ちの高揚
を落ち着
けてから
参加させ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会
ごっこと
いう行事
の中での
事故であ
り、子ど
もたちの
気持ちが
盛り上
がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
リレーで
走ってい
る際、一
部始終を
見守って
いたが、
急な転倒
に瞬時に
手を差し
伸べる余
地がな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児を並
ばせた
り、一緒
に応援し
たりしな
がらリ
レーの様
子を見
守ってい
たが、距
離的に離
れていた
ため転倒
を防ぐに
至らな
かった。

行事参加の
際は、対象
児の心の状
態、身体の
動きをしっ
かりと捉え
ながら落ち
着きを促す
働きかけを
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8528

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

転びにく
い体づく
りやバラ
ンスを崩
したと
き、咄嗟
に手を前
に出し体
を支えら
れるよう
運動遊び
を取り入
れてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

滑りやす
い床とい
うわけで
はなかっ
たので、
今後も掃
除を行
い、滑り
にくい床
にしてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周囲には
つまづき
そうなも
の、ぶつ
かりそう
なものが
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から動
き回って
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯場を
走り回っ
ていた。
ボールが
飛んでき
た時は手
は差し伸
べる距離
ではな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ボールが
飛んでき
た瞬間は
見ていた
が、転ぶ
とは思わ
なかった
ので助け
られな
かった。

あらゆる想
定をしなが
ら子どもの
動きを見
る。職員の
位置確認。

8529

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

雲梯付近
に職員配
置をしな
がら園児
の様子を
みるべき
だった。

危険個所
をきちん
と予想し
ておき、
どの遊
具・位置
につくか
判断して
おくべき
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

公園の遊
具には慣
れていな
かった。
下見の遊
具確認が
子どもを
想定して
できてい
なかっ
た。

下見に
は、慣れ
ていない
遊具なの
で、その
意味を含
め子ども
の動きを
想定して
遊具確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段の子
どもの様
子から、
公園に
行ったと
きに子ど
も一人ひ
とりの様
子を予想
すべき
だった。

慣れてい
ない遊具
なので、
その意味
を含め子
どもの動
きを予想
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

バス遠足
で公園に
行き、嬉
しい気分
で雲梯に
チャレン
ジしてみ
たくなっ
た様子。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

チャレン
ジしよう
とした姿
を離れて
いたとこ
ろで見た
ので、近
寄ろうと
したとこ
ろ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1名、ブ
ランコに
ついてい
た。もう
1名、す
べり台位
置から離
れ、遊具
近くに歩
いてきた
ところ。

遊具に
着く職
員配置
により
限りが
あるな
ら、遊
具の制
限、子
どもに
待って
もらう
ことも
必要。

子どもが一
人でできる
限度を考
え、介助が
必要な場合
があるなら
時間的に遊
具の制限を
する。

8530

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 0 0 0 0 3 4 0 2 1 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
遠位骨端
線離開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

法被をき
て踊るの
がこの日
が初めて
で本児も
喜んでい
た。踊り
終了後保
育者のの
声掛けで
本児がす
ぐに法被
を脱いで
いた。他
児はその
後の声掛
けで脱ぎ
始める。

膝丈まで
の法被を
着るのは
この日が
初めて
だったの
で、脱い
だりする
時の注意
点もあら
かじめ伝
えておけ
ばよかっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

点検後の
不備が
あった場
合は速や
かに報告
するよう
徹底す
る。

点検後の
報告や、
不備が
あった点
は早期に
修繕す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内での
遊戯練習
時にも安
全対策を
心がけ
る。

職員も活
動の前に
子ども達
に安全指
導をしっ
かり行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

なし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は、
他の園児
が法被を
脱ぐ場面
を見守っ
ていた。
近くにい
たが、止
めること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

この日は
園児が５
歳児の遊
戯を保育
室で見て
いたが、
本児の転
倒を止め
ることが
出来な
かった。

なし

園児の様々
な動きを想
定して声掛
けをしてい
く。

8531

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 5 6 2 1 4歳
1.男
児

●月●日A
医院を受診
し、骨折と
の診断。B
病院を受診
するように
とのこと。
●月●日B
病院を受診
し、全治6
週間の骨折
との診断。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第３中
足骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

定期的な
研修を継
続し、安
全への意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

可動遊具
の位置
等、園内
危険個所
を職員全
員で再確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具の設
置個所等
の点検を
強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず登
園。本児
も元気に
遊んでい
たが、途
中４歳児
と合流
し、４歳
児の行動
にひっぱ
られたの
か行動に
勢いがつ
き、遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

可動遊具
から少し
離れ（２
～３メー
トルくら
い）全体
が見える
ようにし
てみてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

可動遊具
の近くに
いて援助
してい
た。事故
時は対象
児が落下
する瞬間
もあっと
いう間で
手が差し
伸べられ
なかっ
た。

特にな
し

保育士は、
より一層全
体に動的な
遊びをして
いる園児に
配慮するよ
うにする。

8532

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修が未
実施で
あった。

園児の心
理状況と
活動の設
定につい
て、事故
予防に関
する園内
研修を実
施する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

古い園舎
のため、
遊戯室の
床面の状
態につい
て注意が
必要であ
る。

遊戯室の
床面の状
況につい
て（滑り
やすい・
ささく
れ)を、
チェック
項目に追
加する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

翌日が運
動会であ
り、クラ
ス全体の
気持ちが
いつもよ
り高揚し
ていた。

行事前の
園児の心
理状況も
把握し活
動を行う
際には十
分配慮し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
行ってい
た遊び
で、本児
の周辺に
は障害物
や他児は
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任が鬼
役をして
全体を
しっかり
確認して
おり、目
の前で起
きた出来
事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該クラ
スは、配
置基準
上、1名
配置で
あったた
め。

日頃楽し
んでいる
活動で発
散させた
い気持ち
が強かっ
た。行事
前で担任
も気持ち
が落ち着
かない面
もあっ
た。

計画的保育
を行い、気
持ちの面で
余裕を持ち
園児の様子
を十分に把
握してい
く。

8533

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 2 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

定期的に事
故防止マ
ニュアルの
確認や事故
事例につい
て職員間で
共有し、対
策を検討す
る。また、
子どもの
個々の活動
や行動の特
性を把握
し、職員間
で共有して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

日頃から
利用して
いる施設
や遊具の
点検は確
実に行
い、安全
上危険が
ある箇所
があれ
ば、改善
策を講じ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

突発的な
行動によ
るケガを
防止する
ため、適
宜園児が
落ち着け
るタイミ
ングをと
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

気持ちが
高まり落
ち着かな
い状態で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ステージ
上は危険
であるこ
とを繰り
返し伝え
ていた
が、突発
的な行動
に対し即
時対応で
きずに対
応が遅れ
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ステージ
上は危険
であるこ
とを繰り
返し伝え
ていた
が、突発
的な行動
に対し即
時対応で
きずに対
応が遅れ
てしまっ
た。

園児の状態
と危険の可
能性を判断
しながら、
園児に指示
を出すよう
にする。担
当保育士同
士で連携し
ながら、ク
ラス全体に
目が届くよ
うにする。

8534

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 0 5 0 5 5 0 5 5 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第３
中足骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

節分の行
事に向け
鬼退治の
遊びをし
ていたた
め、興奮
した様子
が見られ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
職員の背
中側から
不意に足
に飛びつ
くという
行動予測
ができて
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びの様
子は見て
いたが離
れていた
ため対応
ができな
かった。

周囲の
刺激に
興奮し
やすい
という
特性に
対する
理解が
不足し
てい
た。

職員間で特
性を共有し
支援方法を
徹底する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8535

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 6歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

危険予測
が不十分
だった。

様々なリ
スクがあ
ることを
意識す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

跳び箱や
マットに
ほつれや
傷みがな
く、手を
つく位置
をテープ
で示して
いた。

設備面で
の安全対
策を施し
ていたた
め、改善
策なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室中
央に跳び
箱・マッ
トを置
き、児童
にとって
も周りに
ゆとりが
あり跳び
やすかっ
た。

児童が跳
びやすさ
を感じて
いる分、
傍らにつ
いていた
職員は転
落防止を
意識して
いた。手
の付き方
等も危険
意識をも
つように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

以前から
跳び箱を
跳んでい
て自信を
もってい
た。繰り
返し練習
していた
ことから
当日ラン
クアップ
をしたい
と言って
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱の
傍らにつ
いてい
た。本児
の手が
滑ったと
きは一瞬
で支える
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大縄跳び
をしてい
る児童の
近くにい
た。

本児が
楽しん
で跳び
箱を繰
り返し
てい
た。意
欲を大
切にし
てい
た。

体を休めな
がら取り組
めるよう休
憩を促す。

8536

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 9 8 4 3 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の亜脱
臼・歯肉
切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ・
ハット事
例の振り
返りを積
極的に保
育に活か
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊びの内
容や子ど
も達の状
態によ
り、不要
な遊具を
片付けた
り床に散
在するこ
とが無い
よう一か
所にまと
め、ケガ
につなが
らないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
特性によ
る行動を
予測し、
職員間で
声をかけ
あい子ど
もから目
を離さな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前10時
頃から遊
戯室で自
由遊びを
楽しむ。
本児は、
保育士や
他児５～
６人と一
緒に、ソ
フト積み
木（ウレ
タン製）
を並べて
お家ごっ
こをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で対
象児も含
めて一緒
に遊んで
いたが、
他の園児
に目をと
られた一
瞬に起き
た事故
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室内に
離れて存在
し、それぞ
れが子ども
達と遊んだ
り動きを見
守ったりし
ていた。対
象児は落ち
着いて遊ん
でいたこ
と、近くに
担当保育士
がいたこと
で特に注意
を払ってい
なかった。

子どもの特
性を把握し
たうえで、
クラス保育
士の誰か一
人が必ず目
を離さない
ようにす
る。

8537

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 0 5 7 4 4 4 8 8 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット事
例はクラ
ス会議で
検討され
ている
が、以上
児クラス
が集合し
た時や延
長保育時
間の事故
対策が弱
い

事故の分
析につい
て具体的
な事故事
例からど
のような
事故が想
定される
かを研修
に入れ
る。複数
クラスの
保育時の
職員の配
置と子ど
もの遊び
の見取り
方を研修
に入れる

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)/週

点検等が
マンネリ
になりが
ち

月末に園
長または
主任の点
検を加え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの設
定がボ
リューム
がありす
ぎて職員
が対応で
きない可
能性があ
る

遊びの設
定を職員
人数に合
わせたボ
リューム
に変更

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝登園して
すぐ運動遊
びのアスレ
チックコー
ナーに来て
遊び始め
る。他児が
軽々と行っ
ているのを
見て自分も
できると思
いチャレン
ジ。ハード
ルに足が
引っかかり
転倒した際
慌ててすぐ
立ち上がろ
うとして絡
み合った腕
を無理に起
こそうとし
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の担
任ではな
いため、
どの程度
の運動能
力か把握
しきれず
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

連絡帳出
しやカバ
ンの整理
などに手
が取られ
ていた

遊びの
設定が
職員人
数や個
別配慮
の必要
性など
を考え
た遊び
の設定
になっ
ていな
い

朝の受け入
れ時間は子
ども人数に
合わせ職員
が多くいる
と考えず目
配りをする
目配りでき
ない環境を
つくらない

8538

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

7 1 1 6歳
2.女
児

上記女児以
外に4名受
傷（合計5
名が受傷）
園児１：男
児（5歳
児）右唇打
撲、園児
２：男児
（5歳児）
左眼下頬打
撲、園児
３：女児
（5歳児）
右側頭部切
創、園児
４：女児
（5歳児）
右頭部打撲

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨
折・前歯
3本の打
撲

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事故
を踏まえ、
園バス対応
マニュアル
の見直しを
検討すると
ともに、職
員ミーティ
ングで運転
時における
注意事項を
随時確認す
るほか、出
庫前には天
候や路面状
況に応じ、
その都度注
意しなけれ
ばならない
ことを確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

業者によ
る点検

実施頻度
(1)回/年

大型玩具
の点検

実施頻度
(1)回/月

相手方の
車両が赤
信号での
侵入の
為、回避
は難し
い。

車内安全
装置
（シート
ベルト）
は備えて
ある。車
両の整備
不良によ
る衝突事
故を起こ
さぬよ
う、引き
続き徹底
した車両
点検を行
う。

7.その
他

問題なし

万一の衝
突時に、
物品が車
内に飛散
し園児等
が負傷し
ないよ
う、車内
に持ち込
む物品は
カバンな
どに収納
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バス乗車
中、座席
にしっか
り座って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

添乗員の
動き、対
応も問題
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

状況の把
握に主任
保育士と
副園長が
現場に向
かった。
その後、
園へ指示
し、該当
園児の家
庭へと連
絡を入れ
るなどマ
ニュアル
に沿って
行った。

特にな
し

適正な人員
を配置し車
両を運行し
ている。本
事故の発生
原因から、
改善策は見
当たらな
い。

8539

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2 5歳
1.男
児

虫歯の歯
だった。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A外
傷による
歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

定期的に
園内外で
研修を受
けたり、
報告をし
合ったり
していた
が、実
践・意識
に結びつ
いていな
かった。

紙面・資
料だけの
研修では
なく、実
際に保育
の現場を
見ながら
検証する
等の機会
を増や
し、意識
向上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

保育中の安
全確認・確
保ができて
いなかっ
た。保育室
内にテーブ
ルが７台
あったが、
全て同じ向
きに並べて
あったた
め、遊びの
スペース作
りが不十分
であった。
不要な場所
に椅子が置
いてあっ
た。

子どもの遊
びによっ
て、コー
ナーやテー
ブル・椅子
等も変動す
るため、保
育中におい
てもこまめ
な点検をす
る。保育室
内のテーブ
ルを遊びに
合わせて向
きや配置等
を工夫す
る。不要な
椅子は所定
の位置に片
付ける。動
線を確保す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びが盛
り上が
り、１つ
のテーブ
ルに人数
が増えて
いる状況
での環境
の工夫が
不十分で
あった。

遊びの様
子を見
て、ス
ペースを
広げての
びのび遊
んだり、
人数を分
散させた
りして楽
しめるよ
うな、遊
びの展開
や提案を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

目の前の
もの（一
緒に遊ん
でいる児
と玩具）
に夢中
で、周り
（前に
座ってい
た児）に
まで気が
向いてい
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援児と
関わって
おり、対
象児は視
野に入っ
ていたも
のの、転
倒を予測
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
にいて、
対象児は
視野に
入ってい
たもの
の、子ど
もたち全
体が見え
るところ
にはいな
かった。

見えな
い部分
への意
識が足
りな
かっ
た。ス
ペース
の狭い
ところ
で椅子
を使わ
ずに膝
立ちし
ている
児がい
ること
に気付
いてい
なかっ
た。

支援児に1人つ
く場合、もう1
人の職員が必
ず子ども全員
を見守れる位
置にいるよう
にする。見え
ない部分にも
意識を向けて
こまめに目を
配る。椅子に
正しく座って
いない児がい
た時にすぐに
椅子に座るよ
う促す。保育
者は子どもた
ち全体の動き
を把握し、危
険予測をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8540

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 1 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
内側上顆
粒骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故防止
チエック
リストを
使いセル
フチェッ
クを行っ
たりヒヤ
リハット
を使い事
故後の分
析を行い
事故防止
に努めて
いる。

春から、遊
びの前の
ホールの使
い方や安全
教育を行っ
てきてい
る。転び方
の練習や体
力づくりプ
ログラムを
通して、転
んでも怪我
をしない園
児の体づく
りを行って
いる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年
毎週

施設の点
検及び、
遊具の点
検は定期
的に実施
してい
た。適切
な人員配
置で保育
を行って
いた。ヒ
ヤリハッ
ト報告を
もとに分
析する。

引き続
き、施設
と遊具点
検は定期
的に行い
安全管理
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッチ
ボールで
特に本児
や他児が
落ち着か
ないで
困った様
子はな
かった。
積極的に
自分で
ボール
取って、
攻撃に参
加しよう
としてい
た。

活動前
に、安全
教育や準
備体操を
行う。
ボールを
キャッチ
する時
は、両足
をしっっ
かり開い
て体を安
定させる
よう指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールの
内野で、
前から自
分の横を
通り過ぎ
たボール
を、振り
返って取
ろうとし
てバラン
スを崩
し、左腕
を下に少
し体を
捻った状
態で床に
転んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任1人
は、全体
が見渡せ
る位置で
ドッチ
ボールに
参加して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

加配職員
は、加配
園児の近
くで一緒
に参加し
ていた。

ヒヤリ
ハット
報告を
もと
に、要
因の分
析を行
い防止
に努め
る。

クラス全体
の安全な見
守りを行う
為に人員を
増やす。

8541

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 7 6 1 1 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
（1～2）
回/年

2.基
準配
置

特になし

事故防止検
討委員会に
よる事故発
生時間や曜
日などの統
計を見る
と、他の曜
日と比べ2番
目に火曜日
が多くなっ
ている。今
回の事故発
生も火曜日
だったこと
から、週の
初めから
徐々に体を
動かし子ど
もの様子を
見ながら大
きな動きを
取り入れた
遊びを展開
するよう改
善する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度/
毎日

特になし

ハード面
について
は、毎日
であった
り定期的
に点検し
ている
が、さら
に遊ぶ直
前にも危
険がない
か入念に
チェック
し、遊び
始めるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

縄跳びやお
うちごっこ
鬼ごっこな
ど複数の遊
びに分かれ
て好きな遊
びをしてい
た。危険が
ないように
遊びごとに
大まかに場
所を決めて
遊んでい
た。今後も
危険がない
よう同様に
工夫をしつ
つ、さらに
危険がない
か入念に予
測をしつつ
遊びを進め
ていくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をするた
め、鬼が
数を数え
終わり逃
げ出そう
としたと
ころで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
も鬼ごっ
この仲間
に入り、
対象児の
1～2メー
トル離れ
た所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員は一
人で見
守ってい
た。

特にな
し

職員の人数
配置は4.5歳
児13人に対
し職員1人で
基準通りだ
が、職員に
余裕がある
時は職員を2
人体制にす
る。

8542

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2 6歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨顆上骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

広い視野
で保育
し、危険
を予知し
て動くよ
うに職員
に周知し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具の置
き方や使
い方につ
いて職員
で確認し
合う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ソフト積
み木の遊
び方や置
き方につ
いて配慮
を促した
り見守っ
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ソフト積
み木を並
べて、そ
の上を
渡って遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育準備
のため遊
戯室の隣
にある職
員室に
いってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ソフト積
み木で遊
び始めた
時は、そ
の場所に
いて、安
全を確認
したの
ち、離れ
た場所の
コマ回し
のところ
を対応し
ていた。

その場を離
れる時は、
職員同士声
を掛け合っ
て、園児を
見守ること
を再確認し
た。

8543

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

47 0 0 0 9 17 21 0 3 3 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

本児が運
動能力も
あったた
め、安心
してし
まったと
ころがあ
る。

ヒヤリ
ハット等
の事例を
使い、今
迄以上に
研修に力
を入れて
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ホールの
床がフ
ローリン
グのため
転落した
ときの衝
撃が強
かったの
ではない
か

危険と感
じた場合
はマット
を敷くな
どの措置
をとる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の自由
遊び中
で、まだ
しっかり
と体が動
かない時
間帯にあ
まり朝に
は使用し
ない大型
ブロック
を使用し
てしまっ
たからで
はないか

朝の時間
帯は、落
ち着いて
遊べるも
のを用意
し、落ち
着いて遊
べる環境
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
に自由遊
びで使う
遊具だっ
たので、
本児もい
つもより
活発に動
いていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
離れたと
ころにい
た為、気
付いた時
には間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児以外
の園児の
様子を見
ていた
為、気付
かなかっ
た。

ブロッ
クに
上って
いる際
に、保
育士が
すぐに
注意を
促さな
かっ
た。

ブロックに
上がってい
たりした場
合は、保育
士がそばに
ついたり注
意を促す。

8544

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

34 2 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

指針にあ
るチェッ
クリスト
を定期的
に活用し
て事故防
止に努め
る。外部
の研修に
参加し、
職員会議
で報告す
ることで
共通理解
して事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

安全点検
で、危険
な箇所や
修繕が必
要な物等
があった
ときに
は、早急
に解決策
を考え、
対処す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が他
児が鉄棒を
している様
子を見てい
たので、保
育士が鉄棒
で遊ぶので
あれば補助
をすると声
を掛けた
が、本児は
無言で首を
傾けた為、
鉄棒をしな
いと思って
しまい、他
の子の補助
や砂場で砂
を投げてい
る子の所に
行こうとし
た。そのた
め、対象児
から目を離
してしまい
対象児の
とった行動
への補助が
できなかっ
た。

鉄棒は、
個人差が
あり、落
ちたとき
は事故に
つながる
ことを十
分に把握
し、その
場から離
れるとき
は、他の
保育士に
変わって
その場を
見てもら
うよう配
慮すべき
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●月に入
り、鉄棒
に興味を
示すよう
になり、
当日も鉄
棒してい
る友達の
側で様子
を見てい
た。保育
士の鉄棒
遊びの補
助の申し
出に、本
児は無言
で首を傾
けたため
鉄棒をし
ないと思
い本児か
ら目を離
した間
に、自分
で前回り
をして鉄
棒から落
ちた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児が鉄
棒をしてい
る友達の様
子を見てい
たので、補
助をしよう
と思い声を
掛けたが無
言で首を傾
げたので、
したくない
と思い誘わ
なかった。
他児の様子
を見ようと
横を見る
と、砂場で
砂を投げて
いる子が見
えた。鉄棒
から離れら
れないと思
いながら、
砂場の方へ
２歩位動き
砂を投げて
いる子に声
を掛けたた
め、対象児
が落ちると
ころを咄嗟
に助けるこ
とができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、鉄棒
から５
メートル
程離れて
いる総合
遊具で遊
ぶ子ども
達を見て
いた。

園庭で
遊ぶと
きに
は、職
員がど
の位置
で子ど
も達と
遊びを
見守る
のか、
事前に
話し合
いを
行って
いたの
だが、
鉄棒、
砂場、
総合遊
具等を
見守る
保育士
の立ち
位置が
不十分
であっ
た。

一人一人の
保育士が広
く見渡せる
よう、園庭
の固定遊具
の位置と保
育士の配置
場所を検討
し、職員で
周知する。
鉄棒での予
測される危
険な行動に
ついて把握
し、職員間
で対処法を
話し合い共
通理解をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8545

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 0 0 0 5 4 5 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
つけ根の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

事故防止
年齢別チ
エックリ
ストを活
用し職員
全員再確
認後、ヒ
ヤリハッ
トマップ
の見直し
を行い改
善した結
果を検証
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２５)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２５)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

安全点検
項目の見
直しを行
う。実際
に確認を
行いなが
ら、項目
の内容変
更等行っ
た。

6.食事
(おや
つ)中

部屋の出
入り口の
扉の桟が
出っ張っ
ていて躓
きやす
い。

躓きやす
いことを
子ども知
らせ、注
意を促
す。出入
り口付近
に物を置
かない
等、物の
配置を改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋の出
入り口付
近にある
机で遊ん
でいたた
め、遊ん
でいたラ
キューブ
ロックが
廊下まで
飛んで
行った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の食
事の援助
を行って
いたた
め、本児
の動きや
転ぶ瞬
間、見る
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人担任
のクラス
のため、
他の職員
は他クラ
スにて保
育中で
あった。

異年齢保育
は、年齢に
よって子ど
も達の動き
が違うた
め、クラス
全体の状況
を把握し、
子ども達を
見る位置や
背を向けた
りしないよ
うに気をつ
けて保育を
行う。

8546

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

33 5 5 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内上顆骨
折、右肘
頭骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

運動会の
練習の
為、道具
を運ぶこ
とに職員
の多くが
子ども達
から離れ
た為。

子どもの
小さな変
化にすぐ
対応でき
るよう担
任一人は
必ず子ど
ものそば
にいるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

本件は園
外で発生
した事故
であるた
め要因・
改善策は
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
練習の
為、道具
を運ぶこ
とに職員
の多くが
子ども達
から離れ
た為。

子どもの
小さな変
化にすぐ
対応でき
るよう担
任一人は
必ず子ど
ものそば
にいるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は普
段と変わ
らず座っ
て水分補
給を摂っ
ている子
ども達の
前を歩い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達は
水分補給
中、壁側で
座っている
状態だった
為、子ども
の様子を見
ながら運動
会の練習が
できるよう
準備してい
たので対象
児が接触・
転倒の際、
見ていたが
近くにはい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動会の
練習の準
備に専念
していた
為、見て
いなかっ
た。

子ども
達に
座って
いるよ
う指示
はして
いた
が、立
ち歩く
ことも
想定し
た担任
の位置
に配慮
が足り
なかっ
た。

子どもの小
さな変化に
すぐ対応で
きるよう担
任一人は必
ず子どもの
そばにいる
ようにす
る。

8547

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 14 20 4 4 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

職員全員
でマニュ
アルの再
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(数)回/年

地面には
安全マッ
トが敷い
てある
が、もう
少しクッ
ション性
のある物
を敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の正
しい遊び
方をその
都度知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ヒーロー
ごっこを
していた
際、ロー
プ坂の上
段より
ジャンプ
しようと
し、バラ
ンスを崩
し落下し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児と少
し離れた
ところで
違う遊び
をしてい
る子ども
と一緒に
遊んでい
たため、
本児の危
険な行動
に気付く
のが遅く
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭が広
く、遊ぶ
場所が離
れていた
ので、本
児の姿が
見えてい
なかっ
た。

園庭で遊ぶ
時の保育士
の位置につ
いて確認を
し、全体が
把握できる
ようにす
る。

8548

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

日頃から
ドッヂ
ボールを
している
時間で
あった。

動的な活
動だった
ので職員
配置に配
慮が必要
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

寒冷期で
あり室温
が低く、
身体の動
きが鈍く
なってい
た。

活動前に
室温調節
をしてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外野に転
がってき
たボール
を皆で取
りに行く
傾向が
あった。

取り合い
が激しく
なる時
は、保育
士が止め
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

外野にい
た本児が
ボールを
取ろうと
滑り込
み、勢い
余って床
に小指を
打ちつけ
たと思わ
れるが、
担任には
痛いこと
を言わな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッヂボー
ルの審判を
していた
が、本児が
小指を痛め
る場面に気
づかなかっ
た。本児の
痛いという
訴えもな
かったので
当日は、気
づかなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

休憩中で
あり遊戯
室にはい
なかっ
た。

翌日朝
に内出
血と腫
れが
あった
が当日
は痛が
らな
かった
ので、
異常を
確認し
ていな
かっ
た。

床面に打ち
つけて骨折
するという
事例を共有
し、ドッヂ
ボールを行
う。

8549

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 3 2 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

裂創
（顔）挫
創（顔）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

安全に関
する危機
管理意識
が不足し
ていた。

災害報告
や、ヒヤ
リハット
を再確認
し、職員
一人一人
の危機管
理能力を
養う場を
改めて設
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

机の周囲
に走りだ
したくな
るような
空間が
あった。

机の配置
を部屋の
中央から
隅へ移動
する。不
要な時は
机を片づ
ける。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

あそびは
じめの時
間帯に加
え、次々
と子ども
が登園し
てくる時
間帯でも
あったこ
とも要因
の一つと
考えられ
る。

子どもの
様子か
ら、必要
な援助が
すぐでき
るように
してい
く。咄嗟
の時にす
ぐに怪我
を防ぐ事
ができる
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

うきうき
した様子
で机の周
囲を走っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走り出し
た事に気
づいた
が、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者以
外の２人
のうち一
人はおむ
つ交換を
し、もう
一人は対
象児の動
きを見な
がらまま
ごとコー
ナで他児
と遊んで
いた。

対象児
の傍に
担当保
育士が
いたた
め、ま
まごと
コー
ナーに
いた保
育士は
声かけ
を遠慮
してし
まっ
た。

見守るにと
どまらず、
危険を予測
し素早く必
要な援助が
できるよう
にする。保
育にあたる
全ての者同
士、声を出
し合える関
係性を構築
する。

8550

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の見
守り位置
の確認。
（特に死
角位置に
は配置を
必須）ど
んな場合
でも早急
に受診判
断をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約48)回/
年

屋外の土
壌の状態
を確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
体力増進
の為の活
動を取り
入れる。
友達との
集団遊び
時の注意
事項等を
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て、追い
かけられ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の場所
で鬼ごっ
こ全体の
見守りを
していた
が、対象
児の位置
は死角
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で、鬼
ごっこに
参加して
いない園
児の見守
りをして
いた。

職員の
活動へ
の参加
方法
（見守
り方
法、立
ち位置
等）。
死角が
ある立
ち位
置。

事故の内容
を職員間で
共有し、活
動への参加
方法（見守
り方法、立
ち位置等）
を確認し直
し、園児の
動きを見て
いなかった
状況を減ら
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8551

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

6 2 2 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首脛
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

所内研修
を行って
いたが
ショル
ダーバッ
クが原因
で転倒に
繋がると
は思って
いなかっ
た。本児
が歩いて
いたた
め、危険
はないか
と思って
しまっ
た。

ショル
ダーバッ
クのよう
な長い紐
が付いた
物は置か
ないよう
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

ハード面
について
は事故発
生要因/
改善策は
ないと考
えられ
る。

安全点検
を行って
いて、特
に問題は
ない。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

所持品を
始末する
ロッカー
側を空け
る配置
だったた
め、子ど
もの通路
がやや狭
かったか
もしれな
い。

子どもの
通路が十
分に確保
できるよ
うな棚の
配置にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
遊んでい
る時、友
だちの玩
具を取ろ
うとして
歩いて追
いかけて
いたとこ
ろ、本児
が肩から
掛けてい
たショル
ダーバッ
クが床に
つき、そ
れに躓い
て転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児がト
ラブルを
起こし、
泣いてい
たためそ
ちらに対
応してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トラブル
を起こし
たもう一
人の子へ
の対応を
し、再度
トラブル
が起きな
いように
見守って
いた。

他児へ
のトラ
ブルへ
の対応
をして
いたた
め、本
児の見
守りが
不十分
であっ
たかも
しれな
い。

トラブルが
起きて対応
するときも
複数保育士
であらゆる
方向から見
守る。

8552

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

特記なし 特記なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

ハード面
について
は事故発
生要因/
改善策は
ないと考
えられ
る。

安全点検
を行って
いて、特
に問題は
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が内
ばきを脱
いだの
は、不慣
れさも
あったの
ではと推
察する。

靴下姿で
動く危険
について
改めて子
どもに伝
える、ま
た保育士
も認識す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼の襲来
に対し、
怖がって
動揺して
いた。豆
まきをし
ながら逃
げ回って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

豆まきの
様子を子
どもから
近い距離
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼に扮し
ていたた
め面をか
ぶってい
た。

節分の
恒例の
行事で
あった
が、保
育士の
鬼の襲
来の度
合いが
強すぎ
たと省
察す
る。

日本古来の
伝統の節分
の行事を大
切にしつ
つ、鬼を怖
がる子ども
たちに対す
る加減の仕
方について
見直し、危
険を伴わな
いようにす
る。

8553

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

59 25 15 19 6 6 3歳
1.男
児

左右上A歯
は以前より
神経の損失
が見られて
おり、歯科
通院してい
た。よく転
ぶ姿が見ら
れていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左右上A
歯打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

散歩での
活動内容
や配置、
危険箇所
の確認が
十分では
なかっ
た。

事故発生
の原因分
析、事故
防止マ
ニュアル
に基づく
内容及
び、危機
管理の再
確認を職
員会議で
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

散歩中、
屋外施設
での利用
にあた
り、児も
職員も危
険となる
場所の把
握が十分
ではな
かった。

散歩場所
の危険箇
所の確認
を事前に
行い、把
握する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

施設外で
の活動
だった
が、時前
に危険箇
所の確認
を行わな
かった。

散歩など
施設外で
遊ぶ場合
は、活動
前に職員
が危険箇
所がない
か安全確
認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園のコ
ンクリー
ト部分を
走ってい
て転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児や
その他の
子どもた
ちの様子
を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各職員、
固定遊具
や遊び場
につき、
安全を見
守ってい
た

転倒し
やすい
児で
あった
が、見
守り
中、特
別に注
意をし
ていな
かっ
た。

担当職員を
決め、転倒
しやすい児
の動きに留
意する。

8554

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 2 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

下顎乳側
切歯1本
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
生活動線
上に布団
を敷かれ
ていたこ
と。パ
ジャマの
ズボンが
長いの
に、着替
えさせた
り折り曲
げてあげ
られてい
なかった
こと。布
団の傍で
絵本を選
んだ事。

子どもの生
活動線状に
布団を敷か
ない。布団
の上で遊ん
だり、活動
をしない、
遊ばない。
パジャマが
大きい時
は、保護者
に伝え縫い
上げしても
らったり、
折り曲げて
足、手がき
ちんと出て
いる事を確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友達４
名と、午
睡前に読
む絵本を
選んだあ
と、一人
だけでそ
の場から
離れて
いった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児４名
と絵本を
選んだあ
と、他の
園児と話
している
時に、対
象児が移
動してい
き、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児や
担当職員
と離れた
ところ
（ままご
とコー
ナー・着
脱コー
ナー）で
他の子ど
も達と関
わってい
た。

対象者
から目
を離し
た。

色んな危険
を想定し
て、常日頃
より子ども
達を見て、
声かけして
いく。

8555

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 6歳
1.男
児

乳糖不耐症
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

歩いてい
る子の側
にいな
かったこ
と

ソフト積
み木の上
を歩く場
合は、保
育者は側
にいるよ
うにする
が、要ら
れない場
合は遊び
方を変更
するなど
工夫する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ソフト積
み木の上
を歩いて
いた際、
ソフト積
み木の上
に置いて
あったブ
ロックを
よけよう
としてバ
ランスを
崩してし
まった

玩具等に
問題はな
いが、使
用する玩
具によっ
ては歩く
際の転落
を想定
し、マッ
トを使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2種類の
玩具を
使ったこ
と

2種類以
上の玩具
を使用す
る際は仕
切りを使
い場所を
区切る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ソフト積
み木を並
べた上を
渡るよう
に歩いて
いた際、
ソフト積
み木に置
いてあっ
た別の玩
具をよけ
て、次の
ソフト積
み木へ足
を置こう
とした

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ソフト積み
木とブロッ
クの2種類
の玩具で遊
んでいるこ
とを把握
し、危険が
ないよう見
見守ってい
たが、すぐ
近くにはい
なかったた
め、本児が
バランスを
崩したとき
に対応が間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任が一
人のた
め、他の
保育士は
遊戯室に
いなかっ
た

ソフト
積み木
はバラ
ンスを
崩しや
すいこ
とを予
想して
いな
かった

ソフト積み
木の上を歩
く際は、保
育士が側に
付くように
する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8556

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

26 16 11 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

戸外で見
守りをす
る保育士
の数が少
なかっ
た。

戸外遊びの
時は、クラ
ス担任以外
にも主任保
育士や園長
が遊びを見
守るように
する。けが
をした部分
や痛がって
いる部分以
外にも身体
全体を確認
する。園内
研修をし事
故の再発防
止に努める

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

3.未実施 －

遊具や玩
具の事故
でないた
め。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

石などに
つまずい
て転倒し
たことも
考えられ
る。

園庭に石
や枝など
つまずき
やすい物
が落ちて
ないか、
遊具でつ
まずきや
すい所は
ないか、
毎日確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
活動的に
遊んでい
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒する
ところを
見てい
て、汚れ
たところ
を水道で
洗った
り、怪我
の状態を
確認す
る。すぐ
に園長に
報告し、
保護者に
連絡す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我の
あった場
所から離
れた場所
にいた
為。

戸外で
見守り
をする
保育士
の数が
少な
かっ
た。

戸外遊びの
時は、クラ
ス担任以外
にも主任保
育士や園長
が遊びを見
守るように
する。

8557

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 0 2 2 1 0 0 0 3 3 1歳
1.男
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肩上腕
骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保育士1
名戸外保
育士2名
室内

基準配置で
あった。事
故予防のた
めの園内マ
ニュアルを
作成し定期
的に自主研
修を行うよ
うにする。
またヒヤリ
ハット報告
書を作成共
有し、未然
に事故防止
につなげて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

乳幼児に
対して窓
の位置が
高い為、
逆に外の
様子が気
になる

設備変更
はできな
いので抱
きかかえ
るなど安
全な状態
で外を見
せる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が戸
外遊びの
子どもの
様子を見
たがって
活動的に
なってい
た。

本児の欲
求を満た
す為に窓
枠にはの
せず抱き
上げて安
全に室外
の様子を
見せる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内窓枠
桟に保育
士に支え
られて立
ち戸外の
様子を見
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故直前
まで本児
を支えて
いたが近
くに寄っ
て来た子
どもの方
に気をと
られ手を
離し本児
に背を向
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡後に
使用した
掃除機を
片付けて
いた。

窓枠に
乗せた
ことが
大きな
判断ミ
スで
あっ
た。

本児とその
他の乳幼児
の動きと保
育士の配置
を連携させ
近くで見守
り死角を作
らないよう
にする。

8558

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

44 3 7 9 10 10 5 12 12 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕尺
骨橈骨ね
じれ骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

職員会議
にて全職
員に周
知。特に
延長保育
の時間帯
において
は、保護
者対応で
保育士が
抜ける場
合でも、
無理のな
い保育体
制を整え
てから抜
けること
とした。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

乳児室は
広いた
め、高月
齢の子は
走り回っ
てしまう
傾向があ
るため、
気分が高
揚してし
まう

室内を
パーテー
ションで
区切った
り、コー
ナー遊び
を設定
し、個々
の合った
遊びを設
定し、落
ち着いて
遊べる環
境を整え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
行動を予
測し、夕
方は特に
個々が落
ち着いて
玩具を多
く出し、
ゆったり
と遊べる
環境を整
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具を取
り上げら
れそうに
なり、抵
抗し玩具
を離そう
としな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児か
ら離れて
いたた
め、止め
に入れな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体調が悪
い子やぐ
ずってい
る子もい
たため、
それぞれ
の職員が
膝の上に
他の子を
抱えてい
た。

玩具を
取り上
げた1歳
児は、
他の子
の玩具
を次々
に取っ
ていっ
てしま
う傾向
があ
る。
又、当
該児も
諦めず
抵抗す
る傾向
がある

毎日の中
で、子ども
の様子を申
し送りし、
クラス担当
者全員が共
有し保育を
見直してい
く。又、ヒ
ヤリハット
もその都度
クラス会議
で共有し、
職員会議で
共有してい
く

8559

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 3 3 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘、左
上腕骨２
か所骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

園独自の
事故防止
マニュア
ルがない

園独自の
事故防止
マニュア
ルを作成
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
と一緒に
遊具の片
付けをし
てい為、
とっさの
出来事に
対応でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児と一
緒に遊具
を片付け
ていた

遊戯室で
の遊びに
ついては
園庭と同
じように
監視や見
守りを重
視してい
るが、片
付けの時
は、園児
と一緒に
片付けて
いたので
見守りが
できてい
なかっ
た。

活動の最中
はもちろ
ん、それ以
外の時間も
園児の行動
を見守り、
園児にも気
を付けて行
動するよう
話をする。

8560

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 1 5 2 19 14 15 11 11 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折右肘・
右肩打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

鉄棒の下
にマット
が薄いも
のであっ
た。

安全マッ
トの厚い
ものを設
置する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏のお昼寝
が終わり、
運動会練習
も入ってき
て保育環境
の変化が見
られて２週
間が経ち、
慣れてきた
ところで
あった。本
児もできる
事が増えて
きて、挑戦
したい気持
ちも芽生え
始めてきた
ところでも
あった。

できるよ
うになっ
たと過信
せず、鉄
棒等での
安全指導
を行いつ
つ、見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒での
前回りが
できるよ
うになっ
たこと
で、やり
たい気持
ちも強く
なり、鉄
棒遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒の隣に
ある雲梯の
場所で雲梯
で遊ぶ子を
見守りつ
つ、鉄棒で
遊ぶ対象児
も見守って
いたが、ま
た別の園児
に声をかけ
られたた
め、そちら
に目を向け
たため、落
下の瞬間に
手を差し伸
べることが
できなかっ
た。

なし

園庭で、
他の保育
士はな
く、担任
一人で見
守ってお
り、別の
園児の対
応してい
た。

鉄棒の握
り方の確
認は以前
話して
あった
が、この
日は見過
ごしてし
まった。
園児に対
しても注
意喚起す
る必要が
あった。
コロナ禍
で、クラ
ス別で園
庭遊びを
するた
め、１人
担任の場
合は見守
るにあた
り十分で
なかっ
た。

園庭にある固定
遊具や園内での
危険個所や危険
性があることを
職員全員で再確
認し、見守り方
のポイントや固
定遊具の扱い方
等園児にも指導
するように話し
合い、保育士の
安全保育に対す
る意識を高めて
保育にあたるよ
うにする。園庭
遊びの際には複
数で点在して見
守るようにし、
午後からは未満
児クラスの先生
の応援も借りる
ようにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8561

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 1 8 6 17 9 15 12 12 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

雲梯の下
には、５
センチの
マットを
引いては
あった。

現在の
マットの
上にもう
１枚引い
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会練
習も入
り、活動
的になっ
てきて、
本児もで
きる事が
増えてき
て、やり
たい気持
ちも芽生
え始めて
きたとこ
ろでも
あった。

雲梯等で
は、手を
放す場面
がある
為、持ち
方の指導
を個人的
に行い、
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯に興
味を持ち
始め、で
きるよう
になった
ことで、
やりたい
気持ちも
強くな
り、雲梯
遊びを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯とア
スレチッ
クの間で
全体を見
渡しなが
ら、雲梯
で遊ぶ対
象児を含
む数人の
子を見
守ってい
た時、別
の園児に
声をかけ
られそち
らに対応
していた
ため、落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任保育
士２名で
見守って
おり、も
う一人の
担任は、
別の園児
の登園受
け入れを
してお
り、園児
玄関付近
にいた。

雲梯の握り
方の確認は
話してあっ
たが、十分
ではなかっ
たと思われ
る。園児に
対しても、
注意喚起す
る必要が
あった。コ
ロナ禍でク
ラス別で園
庭遊びをす
るが、年少
組は２人担
任で見守っ
ていたが、
登園時と重
なり登園児
の対応に１
人がかかっ
てしまい、
一人では十
分に見守る
ことができ
なかった。

固定遊具からの落下
事故が相次ぎ、再発
防止のために再々
度、職員全員で確
認。園庭にある固定
遊具や園内での危険
個所や危険性がある
ことや適正な見守り
方や見守る位置や固
定遊具の扱い方等、
園児にも指導するよ
うに話し合い、保育
士の安全保育に対す
る意識を高めて保育
にあたるようにす
る。登園時間には、
２クラスで園庭に出
て保育士の見守りの
人数を増やし、危険
個所から離れる際
は、別の保育士に必
ず声をかけるように
する。雲梯等を行う
際にどうしても見守
りができない時は使
用しないようにす
る。マットが有って
も、落ち方や拍子が
悪いと大きなケガに
繋がるので、禍信ぜ
ず、安全な遊び方を
教え込んでいく。

8562

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 0 3 1 3 4 3 9 9 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

アコー
ディオン
カーテン
が奥まで
入りきっ
ておらず
(奥に物
は入って
いて)、
いつもよ
り前に出
ている状
態であっ
た。

アコーディ
オンカーテ
ンをきちん
と入れてお
き、突起し
ていない状
態にしてお
く。アコー
ディオン
カーテンの
下から階段
の床面がコ
ンクリート
であるた
め、転倒防
止対策とし
て、マット
を敷くなど
安全面を強
化する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ハードな
遊びはし
ていな
い。

引き続
き、降園
前なの
で、落ち
着いて遊
べる遊び
を選択す
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別、変
わった様
子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室内
で玄関に
近い場所
から、奥
も見渡せ
る位置で
年中児が
絵本を見
ているの
を見守っ
ていた。

なし

遊戯室の
玄関に近
い場所か
ら、他の
保育士は
おらず、
１人で見
ていた。

１人の保
育士だけ
で見てお
り、別の
子と関
わってい
たため、
見守りが
十分でな
かった。
激しく動
き回った
り、走り
回る遊び
をしてい
たわけで
はなく、
単独の衝
突だった
ようなの
で、気づ
き付きに
くかっ
た。

園児数が少
なくても遊
戯室では、
複数の職員
で見守るよ
うにする。
遊戯室は広
いため、見
守りと園児
の送り出し
の体制がと
れるように
する。

8563

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 0 4 3 6 2 9 7 7 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨
折・左手
挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

園児の転
倒による
事故であ
るが、室
内活動で
の注意事
項につい
ての指導
を再度実
施。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
での改善
は特に必
要はない
と考えま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

寝ころん
で遊んで
いる子が
いたこと
から、室
内では子
どもの動
きの障害
物となり
得た。

寝ころん
で遊ぶ子
どもたち
の位置。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
移動しよ
うとした
時、友達
の足につ
まずき転
んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにいた
保育士は転
倒した事実
は把握して
いたが、対
象児が泣く
こともな
く、他の職
員の所へ向
かっていく
のを把握。
他の保育士
からの確認
で、対象児
が転んだこ
とを報告。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
訴えに
よって、
転倒した
ことを知
る。

活動の際、
寝転がって
遊ぶことの
無いよう指
導を実施。
広がって遊
ぶことがで
きるよう、
環境を改
善。

8564

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

13 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

保育士は
すぐ傍で
鉄棒に挑
戦し、下
りる直前
鉄棒から
手を離し
落下。下
にはゴム
マットは
敷いてあ
る。

今後も子
ども達の
遊ぶ所の
確認を
しっかり
行い、危
険な場所
がないか
みてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

保育士
は、すぐ
傍で鉄棒
に挑戦
し、下り
る直前鉄
棒から手
を離し落
下。下に
は、ゴム
マットは
敷いてあ
る。

今後も子
ども達の
遊ぶ所の
確認を
しっかり
行い、危
険な場所
がないか
みてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達は
日頃より、
自分達の好
きな遊びに
挑戦した
り、楽しん
だりしてい
る。鉄棒か
ら下りる直
前に鉄棒か
ら手を離
し、落下。
指の曲げを
確認した
が、第２関
節が曲げれ
たので、様
子を見た。

遊び方につい
て、子ども達と
話し合ったり一
人ひとりの遊び
をよく把握し、
適切な言葉が
け、援助をして
いく。また、遊
びの環境を整え
ていくことに努
力したりし、遊
び方の工夫をし
ていく。今回擦
り傷もあり、怪
我後も様子を見
たのだが、発見
が遅くなった。
他の症状も疑
い、今後も見て
いくよう意識し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であり、
鉄棒に緒
戦してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

鉄棒に挑
戦する姿
を、直近
で見守っ
ていた
が、一瞬
のことで
手を差し
伸べるこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と遊
びなが
ら、本児
が保育士
と鉄棒で
遊んでい
たことは
知ってい
た。

傍で鉄
棒挑戦
する姿
を見
守って
いた
が、一
瞬のこ
とであ
り、手
を差し
伸べる
ことが
できな
かっ
た。

今回のように
傍にいても防
ぎきれない事
故はあるが、
瞬時に対応で
きるよう意識
を持って、ま
たそうした保
育士の立ち位
置を再確認し
ていく援助し
ていく。今
回、擦り傷も
あり、怪我後
も様子を見た
のだが、発見
が遅くなっ
た。他の症状
も疑い、今後
も見ていくよ
う意識してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8565

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

職員会議
などを活
用し、事
故予防・
事故後対
応などに
ついて定
期的に研
修や話し
合いを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
①(1)回/
年、②
（１）回/
週

2.不定期
に実施

実施頻度
玩具使用
時

遊具の下
には、安
全マット
も敷いて
あった。
引き続
き、安全
点検など
に努めて
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

「そろそろ
ご飯食べま
せんか」と
声をかけて
いた時だっ
た。ハング
リングジム
の輪の中に
いたが、降
りようとし
て輪から抜
けてぶら下
がり、揺れ
て降りよう
としたが着
地に失敗し
たのではな
いか。

全園児に向
けて固定遊
具の使い方
について
「しっかり
とつかま
る」「飛び
降りない」
「輪の中に
いる時は、
そのまま輪
の中をく
ぐっていっ
て降りる」
等、遊び方
を定期的に
知らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近ハン
グリング
ジムで遊
ぶ姿がよ
く見られ
ていた。
本人はハ
ングリン
グジムを
得意に
思ってい
たのでは
ないか。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

「給食」
と声をか
けていた
ので、部
屋に入っ
てくるこ
ども達と
一緒に園
庭から戻
り、玄関
にたどり
着きまだ
残ってい
る園児の
確認のた
め振り向
いた時対
象児は落
ちた後
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児担
任は玄関
付近、4
歳児担任
は園庭の
中央辺り
で給食を
食べよう
と準備を
してい
た。対象
児が落ち
たのに気
づき4歳
児の担任
がすぐに
駆けつけ
た。

職員が
近くで
見守っ
ていな
かった
からで
はない
か。

遊具を使用
していると
きは、職員
が最後まで
確認して部
屋に戻るよ
うにする。

8566

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

走り込ん
だ場所が
狭い所で
あり上手
く受け身
をして転
べなかっ
たと考え
る。

走る場所
の確認を
しっかり
行い、危
険な場所
はないか
見てい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

走り込ん
だ場所が
狭い所で
あり上手
く受け身
をして転
べなかっ
たと考え
る。

走る場所
の確認を
しっかり
行い、危
険な場所
はないか
見てい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
の走る範
囲を決め
ておら
ず、広範
囲で遊び
動きも更
に活発に
なって
いったと
考える。

行動の限
度を考え
ていくこ
とや、活
動におい
て、遊び
等の環境
を整えて
いくこと
に努力
し、遊び
方の工夫
を考えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であり、
鬼に捕ま
らないよ
うに視界
の届かな
い所に夢
中に逃げ
ようとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転んだ所
は見てお
らず、そ
の後本児
が泣いた
り、痛み
を訴える
ことはな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一緒に鬼
ごっこに
参加しな
がら全体
を見てい
たが、対
象児が転
んだ所は
死角にな
り見えな
かった。

鬼ごっ
この走
る範囲
を決め
ておら
ず、広
範囲で
遊び動
きも更
に活発
になっ
ていっ
たと思
われ
る。保
育士も
全体を
把握し
きれ
ず、転
んだこ
とにも
気づく
ことが
出来な
かっ
た。

行動の限度
を考えてい
くことや、
活動におい
て、遊び等
の環境を整
えていくこ
とに努力
し、遊び方
の工夫を考
えていくよ
うな指導心
を掛けた
い。骨折が
発生するこ
とを油断し
ないように
保育中も危
機管理を意
識する。

8567

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘打撲
傷、左上
腕骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

1.基
準以
上配
置

対象児の
していた
遊びに対
して、ど
のような
危険が考
えられる
か、どの
ような提
供の仕方
をすると
良いかが
話し合え
ていな
かった。

危険を予
測し、安
全に遊べ
る提供の
仕方や場
所を考え
実施す
る。ま
た、職員
全員が把
握してい
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

テラスに
座って下
駄を脱ご
うとした
が、バラ
ンスを崩
しやすい
ため危険
であっ
た。

下駄の着
脱にはベ
ンチ等を
用意す
る。また
安全な場
所に配置
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
近くでの
見守り、
補助が不
十分だっ
た。

バランス
を崩し転
倒しやす
いことを
把握し、
必ず保育
士が側に
つく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人で下
駄をはい
て遊び、
保育士に
その姿を
見せてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守ってい
たが、転
倒時支え
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う場所
で遊んで
いる子た
ちに片付
けの時間
であるこ
とを知ら
せてい
た。

運動会
の練習
を予定
してお
り、時
間と心
のゆと
りが持
ててい
なかっ
た。

活動時間に
ゆとりを持
ち、落ち着
いて過ごし
たり、接し
たりする。

8568

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右眉上部
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
に関して
は問題と
思われ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎週末

水道の角
の部分に
クッショ
ン材をは
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特に環境
に問題は
ないと思
われる。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

数日前よ
り風邪気
味で、鼻
水が多
く、く
しゃみも
よく出て
いた。自
ら鼻をか
むことも
頻繁で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せる位
置にいた
が、保護
者の迎え
もあり保
護者に話
しかけら
れた時と
同時で
あった。
ゴンとい
う音を聞
いて本児
のところ
に駆けつ
ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トラブル
を起こし
た子を落
ち着かせ
るために
廊下に出
ていて、
見ていな
かった。

常にこども
の顔が見え
るように立
ち位置を考
える、保護
者対応時
は、もう一
人の保育士
とも連携が
取れるよう
になど、職
員全員で再
確認する。

8569

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 0 0 15 17 0 0 5 5 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

近くに保
育士がい
たが手を
持つなど
の対応を
しなかっ
た。

近くにい
て危ない
時には補
助対応で
きるよう
にしてお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

成長発達
に合った
あそびの
提供と補
助

近くにい
て危ない
時には補
助対応で
きるよう
にしてお
lく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒には
必ず一人
は補助保
育士を置
く事にす
る。

近くにい
て危ない
時には補
助対応で
きるよう
にしてお
lく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りで変
わった様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

落ちる瞬
間すぐに
補助が出
来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

落ちる瞬
間すぐに
補助が出
来なかっ
た。

鉄棒前
回りを
一人で
挑戦す
るには
経験不
足も要
因の一
つ。

鉄棒には必
ず一人は補
助保育士を
置く事にす
る。

8570

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故報告
を職員間
で共有
し、危険
箇所を把
握してい
く

降園時は
猫除けの
為シート
が被せて
あるの
で、足を
取られや
すいこと
を園児に
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

降園時の
お迎えを
待つ間の
事故で、
砂場の
シートの
張り方や
お迎えを
待つ方法
を考え
る。

降園時、
子どもの
所在をき
ちんと確
認し危険
を伴うこ
とについ
ては注意
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見てい
たため、
園児が躓
いたこと
に気づか
ず、転倒
している
ところを
発見し対
応する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
のトラブ
ルの対応
をしてい
た。

特にな
し

担任2人の位
置を考えな
がら、見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8571

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

8 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
側顆骨折
(左）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

本児の上
に他児が
被さった
時点で止
めるべき
だった。

行動の予
測をしな
がら、危
険な行動
について
はとめ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
定期点検
年2回

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ﾏｯﾄの上
で、走った
りジャンプ
したりして
遊んでいた
が、本児が
うつ伏せ寝
の状態で寝
転がってい
たため、身
体の上に被
さってのっ
てしまっ
た。

危険な行
為につい
ては、す
ぐにとめ
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

少人数
だったの
で、活動
しやすく
普段より
子どもた
ちの気持
ちも高揚
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
て見てい
たが、少
し他児の
行動に目
を離した
瞬間にお
きてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きをみて
いた。

一緒に行
動した子
ども達の
中で、支
援が必要
な子もい
てどうし
てもその
子の行動
を追いが
ちになっ
てしまう
ところが
あった。

危険な行為
について
は、きちん
と注意して
いく。子ど
もの姿を見
ながら職員
同士声を掛
けていく。

8572

令和
6年3
月4
日

1.認可
7.小規模
保育事業

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

10 2 4 4 4 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

子どもの
行動の予
測ができ
なかった

高さのあ
る所に上
る行為に
ついて、
職員同士
で共通意
識を持つ

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

いつも行
きなれて
いる公園
で安心し
て遊べる
と思って
いた

遊びだす
前には安
全確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
行動の予
測が出来
なかった
ことで落
ちてし
まった。

高さのあ
る所に登
る行為に
ついて職
員同士で
共通意識
を持ち、
落ちるか
もしれな
いと行動
の予測を
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

担任と追
いかけっ
こをして
いたが、
つかまり
たくなく
て夢中に
なって逃
げようと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任が子
どもたち
を追いか
けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が他
の遊具で
遊んでい
たためそ
ちら側を
見てい
た。

高さの
あると
ころか
ら降り
ようと
した時
点で、
行動の
予測が
できな
かっ
た。

「落ちるか
も」を予測
しながら行
動し、でき
るだけ怪我
を防げるよ
うにしてい
く。

8573

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

改善点は
ありませ
ん。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

床が滑り
やすい。

床の滑り
やすい箇
所には防
滑剤を塗
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

突発的な
転倒だっ
たので、
保育士が
対応でき
なかっ
た。

保育士は
全体の様
子、子ど
もの動き
を把握す
る。危険
な場面が
あれば素
早く対応
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
落ち着き
がない、
乱暴、突
発的な行
動をする
等は全く
無い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体把握
できるよ
うに子ど
もたちの
見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当が１
人であっ
たため、
他の職員
はその場
にはいな
かった。

子ども
達に
は、上
履きを
脱いだ
時の転
倒等の
危険性
が十分
確認さ
れてい
なかっ
た。

床が滑りや
すいので、
子どもたち
に上履きを
脱いだ時の
転倒等の危
険性を伝
え、十分気
をつけるよ
う注意喚起
する。

8574

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 13 12 3 3 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足甲骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
としては
基準以上
の配置で
あり改善
策は見当
たらな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

特になし

危険箇所
はなく改
善する点
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いもむし
の動きを
年中年長
児一緒に
行ってい
た。

子どもの
発達を踏
まえた上
で一つ一
つの動き
を年中年
長児、別
で行うの
か一緒に
行うのか
検討して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

しゃがん
だまま年
中児とつ
ながって
進んでい
た時に、
前にいた
年中児に
ぶつかり
体勢をく
ずして転
んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1名で全体
を見てい
た。対象児
が体勢を崩
し転んだの
は見ていた
が離れたと
ころにいた
ため、未然
に防ぐこと
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名はピ
アノを弾
き、1名
は配慮が
必要な子
どもにつ
いてい
た。

特にな
し

子どもの動
きを予測
し、異変を
感じたら、
すぐに駆け
付けられる
ところに保
育士がいる
ようにす
る。

8575

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

足に靴の
サイズが
あってい
たか、靴
のマジッ
クテープ
がしっか
り止まっ
ていた
か。

靴のサイズ
や履き方を
確認してい
く。園庭の
小石や段差
等不安材料
がないよう
整備してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

身体の重
心がず
れ、バラ
ンスを崩
した。

色々な運
動に取り
組み、体
の柔軟性
を育む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に高揚
感があっ
たわけで
なく、普
段通りの
様子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で遊
んでいる
全体の様
子を見て
いたた
め、転ん
だ瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
全体の様
子を見て
いたた
め、転ん
だ瞬間は
見ていな
かった。

特にな
し

特になし

8576

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 7 12 1 1 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

転倒によ
る大怪我
が発生す
る可能性
を十分に
周知する
必要が
あった。

全職員を
対象に、
事故を予
測した見
守りを行
うよう指
導した。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

小石や、
雑草によ
る地面の
凹凸があ
る。

足を取ら
れる可能
性のある
ものを取
り除く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

下り坂で
は、早さ
を調整し
て走るよ
う注意を
促す。

運動を取
り入れた
活動を十
分に取り
入れ、経
験を重ね
るととも
に、筋力
の上昇を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走り回っ
て遊ぶこ
とを好む
ため、普
段通りに
園庭全体
の見守り
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
から、遊
びを見て
ほしいと
言われ、
視線をそ
ちらに向
けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
1名で保
育中

こまめ
に注意
を促す
声をか
けが必
要で
あっ
た。

危険が予測
される場合
は、こまめ
に声掛けを
行う。

8577

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

13 4 4 2歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第２指
中節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

木製遊具
上で子ど
もがバラ
ンスを崩
して転倒
すること
を予想し
た、保育
士の動き
が足り
なった。

ロープネッ
ト上に複数
名子どもが
乗る場合
は、保育士
もロープ
ネット上に
乗る。事故
発生時のよ
うに子ども
がバランス
を崩して転
倒した場
合、すぐに
支え立ち上
がらせるこ
とを全職員
で共通理解
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

木製遊具
のロープ
ネット上
で、他児
と一緒に
遊んでい
た。尚、
普段から
遊び慣れ
ている遊
具であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

木製遊具横
で、ロープ
ネット上の
子どもたち
を見守って
いた。本児
がバランス
を崩し転び
他児が覆い
かぶさるよ
うになった
ことは見て
いたが、事
故発生の要
因である手
を踏んだ瞬
間は、他児
の体に隠れ
て見ること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
に広が
り、近く
にいる子
どもや保
護者の様
子をそれ
ぞれ見て
いた。

特にな
し。

特になし。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8578

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 18 16 2 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肩骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は近
くにいた
が急いで
部屋に入
ろうとし
ていた為
足元を見
ずに移動
した。

職員は余
裕をもっ
て声掛け
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

移動式舞
台の置き
場所。

移動式舞
台の置き
場所の検
討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし
園庭の安
全環境の
見直し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入室の際
慌ててい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
部屋前に
いた。
（園庭に
隣接して
いる）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近距離に
いたがク
ラス活動
をしてい
た。

クラス
の前に
いたが
転んだ
瞬間は
見てい
ない。
（視野
には
入って
いな
い）

時間に余裕
を持った活
動。個々へ
の声掛け。

8579

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右目下の
裂傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

事故当日
は子ども
の特性を
理解した
対応が不
十分で
あった。

配慮の必
要な子に
ついて
は、その
状況をき
ちんと把
握し、職
員間で共
有し、意
識をしな
がら見
守ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(200)回/
年

室内とそ
の前の
ホールと
分かれて
活動して
いたが、
互いの職
員は見え
にくい位
置にい
た。

室内での
職員配置
を確認
し、トラ
ブル時に
はすぐに
対応でき
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブロック
遊びが集
中したた
め、そこ
に向かう
子どもの
人数も多
かった。

ブロック
だけでな
く、遊び
が分散さ
れるよう
な環境設
定を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児に
ついては
いつも通
りの様子
であった
が、相手
について
は対象児
とのそれ
以前のト
ラブルに
より納得
がいって
おらず、
気持ちは
不安定で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブロック遊
びを同じ空
間で見守り
ながら子ど
も達と遊ん
でいた。怪
我発生以前
のトラブル
についても
把握してい
て、間に入
り互いの話
を確認する
などの対応
をしてい
た。その際
に子ども同
士が納得
し、解決し
たように感
じていた。
相手の子の
すっきりし
ない思いに
気づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋の前
のホール
で、別の
遊びをす
る子と一
緒に遊ん
でいた。

相手の
思いが
何らか
のきっ
かけで
再燃
し、突
発的に
噛まれ
てし
まっ
た。

配慮の必要
な子につい
ては、その
状況をきち
んと把握
し、職員間
で共有した
上で、見守
ることがで
きるよう職
員を配置し
ておく。

8580

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

8 4 4 1歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中足
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回以
上/年

1.基
準以
上配
置

特になし

今回は保
育士単独
の転倒の
ため、マ
ニュアル
等の改善
は行わな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

何もない
ところで
の転倒の
ため、室
内環境に
おける改
善は特に
行わな
い。

6.食事
(おや
つ)中

特になし

保育士の
配置や見
守りも十
分だった
ため、環
境面の改
善は特に
行わな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士に
静かに抱
かれてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

1人を目
で追いな
がら本児
を抱っこ
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ中
で見てい
なかっ
た。サー
クルの中
の看護師
も背を向
けていて
見ていな
かった。

特にな
し

子どもを抱
いている時
は特に注意
して歩く。
滑りやすい
靴下をはか
ないなど足
元に注意す
る。

8581

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 1 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾中
足骨骨
折、右第
２趾中足
骨折、右
第３趾中
足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

４歳児ク
ラスの担
任１名が
遊戯室に
て運動会
の体操の
練習を指
導してい
た。

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会に
向けて園
児の意欲
を促す必
要性を感
じてい
た。

運動会の
練習の体
操は難易
度の高い
動きは無
く改善の
必要はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の登園
時、機嫌
が悪く母
親から離
れずら
かった
が、その
後いつも
通りの行
動ができ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児は室内
での朝の支
度など通常
通り行動を
していた。
体操の練習
時も変わら
ず参加でき
ていた。本
児に対して
も特別に気
をかけず、
全体的な指
導を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

なし

他児と
同じよ
うな運
動行為
をしよ
うと、
あせり
の気持
ちが出
ていた
のでは
ない
か。

登園時機嫌
が悪いとき
は、より丁
寧に声をか
け、些細な
変化を見逃
さず落ち着
けるよう工
夫する。

8582

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 11 19 13 3 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

玩具の片
付けを一
斉に行う
と、保育
士の目が
行き届か
なくな
り、トラ
ブルが多
発する。

片付け時
間をずら
し、保育
士の目が
行き届く
ようにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約60)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240）回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(240)回/
年

保育環境
の見直し
（玩具
コーナー
の配置）

絵本コー
ナーの横に
ままごと遊
びコーナー
があったた
め、遊びの
動線を考慮
した配置に
した。（静
と動の遊び
が混在して
いた）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一斉に片
付けをす
ると、気
持ちが高
揚しトラ
ブルが発
生しやす
い。

死角を作
らないよ
う、玩具
の配置に
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絨毯の上
に座って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片付けを手
伝うため、
本児から少
し離れた場
所にいた。
トラブルに
気が付き、
対応しよう
としたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トイレに
付き添
う・別の
トラブル
の対応・
登園児の
受け入れ

朝の職
員ミー
ティン
グ中は
担任が
不在の
場合も
あり、
個々の
把握が
しにく
い。

ミーティン
グ終了後に
片付けを行
う。

8583

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

50 0 0 0 18 14 18 0 8 8 5歳
1.男
児

既往歴なし
発育・発達
状況問題な
し（活発）

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

園外活動
における
ハザード
マップが
不十分で
あった。

園外保育
の引率保
育士全員
で反省会
を実施。
また、園
外活動の
ハザード
マップを
つくるた
め、職員
会議で検
討した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

今回は園
外活動の
ため、下
見の機会
に危険個
所がない
か、年齢
や発達に
合った遊
具か、よ
く話し合
い備える
ことが不
足してい
た。

遠足の下
見の際
に、遊具
及び付近
に危険な
物がない
か点検を
し、危険
につなが
る遊び方
に対し指
導するよ
う、引率
者全員に
周知す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遠足とい
うことで
普段より
も浮かれ
気分で、
不慣れな
遊具で遊
ぶには、
子どもた
ちとの約
束事が不
十分で
あった。

園外活動先
での過ごし
方は、園
児・職員共
に慣れてい
ないため、
予想される
姿を事前に
よく話し合
い、引率者
全員で共有
すること、
約束事を園
児にきちん
と知らせる
こと、が重
要である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊んで良
い遊具に
制限をし
ながら、
子どもた
ちの遊ぶ
様子を見
守ってい
たが、事
故の状況
は見逃し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当と同
じように
遊具で遊
ぶ子ども
たちを見
守る職員
があと２
名、トイ
レで見守
る職員１
名、お弁
当を食べ
ている子
どもを見
守る職員
４名。

弁当を食べ
終える時間
に差があ
り、トイ
レ・遊具と
行動範囲が
広がり職員
の目が行き
届かない時
間だったた
め、職員の
立ち位置に
配慮が足ら
なかった。
危険を感じ
たり立ち位
置を迷った
りした職員
は声をあげ
るべきだっ
た。現地出
発するまで
の過ごし方
の見通しが
出来ていな
かったこと
が大きな要
因である。

弁当を食べ
る場所を遊
具やトイレ
の近くにし
目や声が行
き届くよう
にする、ト
イレに行く
子以外は同
じ場所で過
ごせる工夫
をする、等
の改善策を
あげる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8584

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 2 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の見
守り位置
について
十分な話
し合いが
されてい
なかっ
た。

危険が予
測される
場所につ
いて話し
合い、配
置を工夫
して対応
できるよ
う職員全
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ジャング
ルジムの
高さと子
どもの年
齢があっ
ていた
か。また
落下した
場合の対
策が取れ
ていた
か。

周りに危
険なもの
がないか
再度点検
を行う。
人工芝を
敷くなど
の対策を
とる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
近くでの
見守りが
不十分
だった。

しっかり
と見届け
が必要な
場面に保
育士がい
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と遊
具で遊ぶ
ことを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守ってい
たが、落
下する場
面で受け
止めるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う場所
で遊んで
いる子た
ちを見
守ってい
た。

職員同
士の連
携が不
十分で
あった
かもし
れな
い。

お互いに声
を掛けあ
い、それぞ
れの場所で
遊ぶ子ども
たちの把握
に努める。

8585

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 0 0 0 17 16 15 19 15 5歳
1.男
児

発生前日が
雨の為、遊
具が濡れて
いた

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折、左橈
骨骨折、
左尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

危ない場
所の把握
はその都
度安全会
議で行っ
ている
が、その
子に合わ
せた対応
が必要な
ので、場
面を予測
して対応
できるよ
う職員の
危機管理
能力の向
上を図る
必要があ
る。

危険予知
シート、
ヒヤリ
ハットを
使い、職
員の危機
管理能力
の向上を
図る

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時に
毎)回/年

今回の事
故におい
てはハー
ド面での
問題は無
いと思わ
れる。

安全マッ
トの上に
砂が上
がってし
まったこ
とに気が
付いた
ら、こま
めに掃除
をするよ
うに職員
に周知し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

待ってい
るように
言葉で促
すだけで
なく、そ
の場に座
らせて待
たせるな
ど、その
子に合わ
せた対応
を行う必
要があ
る。

遊具は職
員がつい
ている時
のみ遊べ
るように
看板を掛
けて、園
児に説明
し、視覚
でもわか
るように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が鉄
棒で遊ぼう
としたとこ
ろ鉄棒が濡
れていたた
め、担当職
員が本児に
雑巾を取っ
て来るから
待っている
ように話を
しその場を
離れた。本
児は待つこ
とができず
１番低い鉄
棒で前回り
をし、鉄棒
に飛び乗っ
た際に手を
滑らせ落
下。安全
マットに左
手を付いた
が骨折して
しまった。
隣の遊具に
職員がつい
ていたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の固定遊
具には職
員がつい
ていた。
すぐ横の
登り棒に
ついてい
た職員が
駆け寄
り、本児
を職員室
に連れて
きた。

本児が
鉄棒に
自信が
あった
ため、
濡れて
いても
大丈夫
と過信
してし
まっ
た。ま
た普段
も保育
士の話
を聞き
流して
しまう
事が
あっ
た。

園児を園庭
に出す前
に、職員が
遊具のふき
取りを済ま
せる。十分
な職員配置
が出来ない
時は、園庭
に出ること
を見合わせ
る。

8586

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

14 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

左第2趾
挫創左第
２趾靭帯
損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

危険予知
能力が低
い

危険予知
トレーニ
ングをす
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日２)
回/年

保育室が
狭い

必要面積
は満たし
ているの
で施設の
改善は検
討してい
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上履きを
履いてい
なかっ
た。支度
をするた
め気ぜわ
しく動い
ていた。

上履きを
履くこと
を徹底さ
せる。室
内では走
らない。
落ち着い
て行動出
来るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
える位置
で、子ど
もたちが
朝の支度
が出来る
ように声
掛けをし
ながら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
いるクラ
スは１人
担任。隣
りのクラ
スの職員
は気付か
なかっ
た。

上履き
を履い
ていな
い子が
いるこ
とを見
落とし
てし
まっ
た。日
常的な
朝の支
度の中
で危険
を察知
するア
ンテナ
が低
かっ
た。

どこにでも
危険は潜ん
でいること
を再認識し
て注意して
みる。

8587

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

30 5 5 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

滑り台の
上と下に
しか職員
が付いて
いなかっ
た。

滑り台中
間付近に
も職員を
つけるべ
きだっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

思いのほ
か滑りが
よかっ
た。

滑り台中
間付近に
も職員を
つけるべ
きだっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台と
玩具の両
方で遊ん
でいたた
め、反応
が遅れ
た。

どちらか
一つの遊
具、玩具
で遊ぶ。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児と共
に順番で
滑る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホール滑
り台の上
と下に職
員が一人
ずつ付
く。声を
掛けなが
ら順番に
滑らせ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り終え
た子ども
が、次に
滑り降り
てくる子
どもと接
触しない
よう声を
掛けてい
た。

対象児
が途中
で体制
を変え
ること
が予測
できな
かっ
た。

遊ぶ前に滑
り方や遊び
方をしっか
り伝える。
滑り台中間
付近にも職
員をつける
べきだっ
た。

8588

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 19 15 16 4 4 6歳
1.男
児

月曜日から
雨や曇りで
外遊びが制
限され、体
を十分動か
すことがで
きていな
かった。今
朝は晴れ
て、嬉しい
気持ちが先
にたってい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

対象児が
年長だっ
たので、
職員の危
険要素の
認識が甘
く、遊び
を止める
まで至ら
なかっ
た。

園庭での
遊び方を
職員で確
認し、子
どもたち
への説
明、注意
を周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(350)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
ぶ人数が
増え、鬼
ごっこで
逃げるス
ペースが
限られて
きてい
た。

園庭での
状況を確
認し、安
全な遊び
方を園児
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
健康状態
は良かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
他児が鬼
ごっこを
している
姿を見
守ってい
た。築山
へ走り登
る姿を見
て注意の
声かけを
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
姿は見て
いたが、
他児の遊
びの対応
をしてい
た。

早番から
普通保育
に移った
時間帯で
友だちが
増え気持
ちが高揚
し、鬼
ごっこで
捕まりた
くない気
持ちが大
きくなっ
た対象児
の危険度
を予測で
きなかっ
た。

事故事例を
振り返り、
危険を予測
する。園児
に、園庭で
の遊び方を
伝えてから
遊ぶ。鬼
ごっこを始
める前には
築山へは行
かないこと
を伝える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8589

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 20 22 22 5 5 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭の見
渡せる場
所に設置
されてお
り監視は
していた
が、手の
届く範囲
ではな
かった。

全体を把
握し、バ
ランスの
よい配置
がとれる
よう行動
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

遊具に問
題はな
かったよ
うだが、
降り方に
問題が
あったの
では。

遊具の使
用方法・
遊び方を
指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

数人で楽
しく遊ん
でおり、
本児の気
の緩みも
あったの
ではない
か。

遊びの中
にも危険
はあるこ
との促し
が必要で
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
集団で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た所にい
た担当職
員が、す
ぐに駆け
付け手首
の具合を
確認す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見てお
り、本児
の動きは
見ていな
かった。

起きな
いだろ
うとい
う油断
があっ
たので
はない
か。

集団での活
動中、注意
深く監視す
るよう心掛
ける。

8590

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

6 2 2 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下口唇裂
傷外傷性
歯牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
に関して
は問題な
しと思わ
れる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

面積値も
規定以上
あり、問
題なしと
思われ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

床におも
ちゃが置
いてあっ
た。

床におも
ちゃが散
らからな
いよう、
使ってい
ないおも
ちゃは片
づける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お気に入
りのおも
ちゃを使
えたこと
が嬉し
く、おも
ちゃを
持って走
り始め
る。日頃
からおも
ちゃを踏
んで遊ぶ
ことがあ
り、その
日も走り
ながらお
もちゃを
踏もうと
し転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児に声
をかけ、
走るとこ
ろを止め
に行こう
としたと
ころで
あった。
転倒の
際、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とお
もちゃで
あそんで
いた

日頃より
座って遊ぶ
よう声かけ
や習慣づけ
をする。走
り始めた
ら、すぐに
保育士が対
応する。

8591

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

19 5 5 1歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

亀裂骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(350)回/
年

飛び降り
る台を低
くし30㎝
ほどにす
る。飛び
降りる所
にマット
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体を動か
して遊び
たい子ど
もたちの
欲求を満
たす為に
設定した
が、1歳
児には適
切でな
かった。

1歳児の
身体能
力、個々
の身体能
力を見極
め、保育
環境を設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は良
く、友だ
ちと台か
ら飛び降
りること
が楽しく
繰り返し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

台から飛
び降りる
ことを側
で見守っ
ていた。
怪我やト
ラブルな
く繰り返
していた
ことで、
援助を必
要とした
他児がい
たのでそ
の場から
目を離し
対応をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の所で
遊んでい
た園児た
ちと、給
食の準備
をしてい
る園児た
ちの保育
をしてい
た。

園児た
ちが飛
び降り
ること
を怪我
やトラ
ブルな
く楽し
んでい
たの
で、少
しの間
なら他
への対
応がで
きると
思い込
んだ。

子どもの動
きを見て安
全にできて
いるか観察
をし、少し
でも危険が
あれば修正
する。常に
何か起こる
可能性があ
ることを前
提にその場
を離れな
い。その場
を離れなけ
ればならな
いことが起
きたら、他
の職員に声
をかけ対応
する。

8592

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2 4歳
2.女
児

平常どおり
の健康状態
で登園

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手指骨
折（ヒ
ビ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

イスの上
に立つこ
との想定
が十分で
はなかっ
た

イスの上
に立たな
いよう伝
えていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

本児のイ
スに異常
はなく床
が滑るこ
ともな
かった

イスの上
には立た
ないイス
の座り方
を再確認
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

イスの上
に立とう
としたた
め

イスの上
には立た
ないよう
に危険が
あること
伝えてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は良
好

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が遊
んでいる
様子を見
守ってい
たが想定
外にイス
の上に立
ち上がろ
うとしバ
ランスを
崩して落
下、すぐ
に駆けつ
け対応す
る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士が本児
の対応す
る様子を
見てその
場へ駆け
つける

イスの
使い
方、正
しい座
り方を
再度確
認する

保育者同士
で連携をと
り、見守り
声掛けを強
化していく

8593

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 1 1 5 3 4 7 0 5 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

低い固定
遊具でも
バランス
を崩して
落下する
ことの想
定が十分
ではな
かった

低い固定
遊具でも
バランス
を崩して
落下する
ことがあ
るので近
くで見守
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

固定遊具
には異常
はなく手
のつき方
などに問
題があっ
た

固定遊具
の登り方
を再度伝
えていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
に登りバ
ランスを
崩したた
め

固定遊具
の登り方
次第では
バランス
を崩すこ
とを伝え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は良
好

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつもど
おりに固
定遊具に
登ってい
たので様
子を見て
いたらバ
ランスを
崩して落
下したた
め本児の
ところへ
行き対応

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士が本児
の対応す
る様子を
見てその
場へ駆け
つける

固定遊
具のす
ぐ隣に
保育者
か配置
されて
いな
かった

保育者同士
で連携を取
り見守りを
強化する

8594

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 1 1 5歳
2.女
児

平常どおり
の健康状態
で登園

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

前歯2本
にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

紙飛行機
を飛ばし
て掴み損
ねる想定
が十分で
なかった

紙飛行機
の飛ばし
方を伝え
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

保育室の
床は滑る
要因はな
かったが
紙飛行機
を掴みそ
こねた

転ぶとき
には手を
つくこと
を伝える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中にな
り、転ぶ
際手をつ
くことな
く顔から
転んだ

転んだと
きには手
をつくよ
うに伝え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は良
好

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

紙飛行機
を追いか
けていた
が掴みそ
こねると
は思わず
そのまま
顔から転
倒

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士が本児
の対応す
る様子を
見てその
場へ駆け
つける

紙飛行
機で遊
ぶ際は
掴み損
ねたり
するこ
とも想
定して
いく

保育者がク
ラス全体へ
の見守りを
配慮する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8595

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故検証、
マニュア
ルを再度
確認す
る。再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

毎日遊ぶ
前の遊具
等の安全
点検と危
険な箇所
を見つけ
たらその
都度改善
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ベンチか
らのジャ
ンプ等の
危険を伴
う遊びが
日常的に
行われて
いた可能
性があ
る。

ベンチを
他の場所
へ移動し
た。衝撃
が和らぐ
ように転
んだ場所
に砂を増
量した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が一
人で階段
下にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見てい
た。

職員の立ち
位置に気を
付け、1人1
人の子ども
の動きを見
守る。危険
な所は側で
見守るよう
にする。

8596

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上前歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

狭い園庭
でのボー
ル遊びの
楽しみ方
について
気になっ
ていた
が、年度
初めの確
認以降、
話し合う
場を設け
ていな
かった。

ボール遊
びを初め
とした園
庭での安
全な楽し
み方につ
いて会議
にて考
え、周知
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭が狭
く鉄棒と
の境がな
い中、ど
のような
状態で
ボールを
使って遊
んでいた
のか。

園庭と鉄
棒の境が
ないた
め、ボー
ル遊びを
する場所
をわかり
やすく知
らせた
り、保育
士が境に
立ったり
して立ち
位置を変
え対策を
してい
く。ま
た、広さ
を十分に
確保でき
る状態で
楽しむ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

十分に見
守れる立
ち位置で
はあった
が、本当
にその場
所は適し
ていたの
か。

夢中に
なってし
まうと危
険を伴う
こともあ
る。全体
の遊びの
危険を予
測したう
えで遊び
を提供し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
サッカー
をして楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭を見
渡せる場
所で、他
児のドッ
ジボール
を見守っ
たり、対
象児達が
している
サッカー
を見守っ
たりして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は、給食
準備のた
めそれぞ
れの部屋
に入り活
動をして
いた。

5歳児の
み戸外
に出て
おり、
いつも
と変わ
らない
遊びを
してい
た。鉄
棒の方
にボー
ルが行
くとき
は追わ
ないよ
うにし
ている
姿を見
ていた
ため、
安心し
てい
た。

常に絶対的
な安全はな
い。「いつ
も通り」が
特に危険で
あることを
念頭に置き
保育をして
いく。

8597

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 6 7 3 2 2 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節不全骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

なし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

なし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

寒さで手
が冷たく
なってい
た。また
体も冷え
て硬く
なってい
た。ブラ
ンコに乗
り慣れて
いなかっ
た。

気温や遊
びの様子
を見なが
ら、体を
温める活
動も取り
入れてい
く。ブラ
ンコの乗
り方を確
認しなが
ら、降り
るところ
まで見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に高揚
感があっ
たわけで
なく、普
段通りの
様子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブランコ
のそばで
乗ってい
る様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
全体の様
子を見て
いたた
め、降り
ようとし
たところ
は見てい
なかっ
た。

年末年
始の休
み明け
で登園
人数が
少な
く、担
任以外
が保育
にあ
たって
いた。

異年齢保育
の中では特
にクラスの
中での経験
やその子の
発達や特徴
を職員間で
確認する。
いつも以上
に気を付け
て見守って
いく。

8598

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

81 3 11 15 15 18 19 0 14 14 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

過去にも絨
毯やござを
巻いたり広
げたりする
時にタイミ
ングが合わ
ずに少し手
が巻き込ま
れる等の
ケースが起
きていた。
ヒヤリハッ
トとして報
告されてい
たが、その
ようなケー
スが新たに
入った職員
たちに引き
継がれてい
なかったり
し、活かさ
れていな
い。

過去のヒ
ヤリハッ
トケース
を活か
し、以前
からいる
職員が引
き継ぎ、
注意喚起
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

ござに傷
みはな
く、つま
づきで事
故に繋
がっては
いないた
め、ござ
を広げる
時の方
法、活動
の順番を
改善して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ロールタイ
プのござを
２人で転が
して広げて
いた。転が
す場合は、
スピードが
一定ではな
いためタイ
ミングが合
いづらい。
転がして広
げるタイプ
のござだっ
たため、２
人で広げる
と１人で転
ぶ時よりも
勢いがつい
てしまった
のではない
かと考えら
れる。

ござを広
げる場合
はござ１
枚に対
し、園児
１人で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ロールタ
イプの午
睡用のご
ざを２人
で転がし
て広げて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

グループ
ごとフッ
素洗口後
のコップ
の片付け
をし、ト
イレに行
く園児と
ござを広
げる園児
の見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人担任
のため他
の職員は
その場に
いなかっ
た。

２つの活動
を同時進行
せずに、職
員の目が十
分届く状況
下で園児が
ござを広げ
るようにす
る。職員が
ござを広げ
る。

8599

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 11 11 17 12 11 23 19 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

転倒等の
際に視診
のみ行っ
ていた
が、触診
をしては
いなかっ
た

どのよう
な場合で
も、外傷
を疑う際
は視診と
全身の触
診を行う
ことを徹
底する

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(52)回/年

事後検証
ができる
ように監
視カメラ
を設置
（●月●
日取付工
事）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士の接触
の可能性
を低減さ
せるため
に室内と
室外の入
れ替わり
を一斉に
行わない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒の瞬
間には、
ちょうど
誰の目も
本児を捉
えること
ができて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見回
す職員、遊
具等ほかの
遊びにいた
子どもの見
守りをして
いた職員、
他の子ども
に個別対応
していた職
員等がいた
が、転倒の
瞬間には
ちょうど誰
の目も本児
を捉えるこ
とができて
いなかっ
た。

全体把握担
当者をお
き、そのた
めの人員確
保として雑
務担当をフ
リー職員に
依頼
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8600

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 13 25 4 4 5歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小指・基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育士と
向かい
合って
ボール遊
びをして
いたが、
慌てて
ボールを
取りに行
き、指に
当たって
しまっ
た。

ボールの
受け取り
方の再確
認をす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

使用した
ボール
は、空気
が多く
入ってい
て、硬
かった。

遊びの内
容に適し
たボール
を使用
し、空気
の入れす
ぎに気を
つける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が楽
しくな
り、テン
ションが
上がり、
ふざける
姿も見ら
れた。

楽しさに
は共感す
るもの
の、ふざ
けると怪
我につな
がること
を知らせ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びが楽
しくな
り、テン
ションが
上がって
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児と
向かい
合って
ボール遊
びをして
いたが、
楽しそう
な本児に
共感し、
保育士も
一緒に楽
しんでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他3名は
園庭にい
たが、別
の遊びの
様子を見
守ったり
参加して
いたの
で、見て
いなかっ
た。

保育士
が一緒
に楽し
むこと
で、本
児のテ
ンショ
ンをさ
らに高
くして
しまっ
た。

どんな遊び
も怪我につ
ながるとい
う意識をも
つ。

8601

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 2 2 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折・
右尺骨肘
頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

事前に鉄
棒の握り
方（親指
を下か
ら）を子
どもに確
認するこ
とを職員
が把握で
きていな
かった。

運動器具
を使った
安全な遊
び方を職
員が共通
理解をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

鉄棒に挑
戦したい
子が増え
ていたの
で、2台
鉄棒を用
意したこ
とで、鉄
棒の補助
位置が遠
くなっ
た。

移動鉄棒
を設置し
たときの
適切な補
助の場所
を確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ひとりひ
とりの運
動遊びへ
の興味や
経験の理
解が不十
分だっ
た。

活動の中
で個々の
経験を把
握してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達の様
子をみて
足掛け回
りに挑戦
したいと
思い初め
て行って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

隣の鉄棒
にいる子
の補助を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころで跳
び箱の補
助につい
ていた。

移動鉄
棒一台
に一人
の補助
が必要
だっ
た。

運動器具を
使った遊び
に興味が出
てきている
ので子ども
がどういっ
た遊びに挑
戦するか予
想し補助が
必要であ
る。

8602

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

4 0 1 2 0 0 1 0 2 2 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

園児が少
なく気の
ゆるみが
でた。砂
場の砂の
減少に伴
い危険が
ある事を
職員に職
員会議に
て報告、
砂が入る
まで砂場
の中に保
育士が入
り園児の
安全を守
る確認が
守られな
かった。

事例検証
後、再発
防止に向
けたとり
くみ。年
齢別安全
マニュア
ルの作
成。リス
クマネジ
メントの
研修。

1.定期的
に実施

実施頻度
(40)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(40)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

砂場の砂
の減少に
より深い
穴になっ
てしまっ
た。

砂場の砂
を定期的
に補充す
る。すぐ
に補充出
来ない時
があるの
であらか
じめ予備
をおいて
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該園児
を保育し
ていた職
員は、ぐ
ずってい
た園児に
どう対応
すべきか
困ってい
た。

砂場の砂
を定期的
に補充す
る。すぐ
に補充出
来ない時
があるの
であらか
じめ予備
をおいて
おく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育士と
砂場まわ
りで砂遊
びや虫探
しをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当を決
めていな
かった
が、そば
で一緒に
過ごして
いた。し
かしもう
一人、園
庭に降り
る踊り場
にてぐず
る園児の
対応に他
の職員に
声掛けせ
ずその場
を離れて
行ってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児2名
を見てい
た職員は
当該児童
に背中を
向けてい
たため、
当該児童
と一緒に
いた職員
の動きを
気にかけ
ていな
かったの
で、移動
した職員
の動きに
気づか
ず、当該
児童に目
配りしな
かった

園児が
少なく
気のゆ
るみが
でた。
砂場の
砂の減
少に伴
い危険
がある
事を、
職員に
職員会
議にて
報告、
砂が入
るまで
砂場の
中に保
育士が
入り園
児の安
全を守
る確認
が守ら
れな
かっ
た。

事例検証
後、再発防
止に向けた
とりくみ。
年齢別安全
マニュアル
の作成。リ
スクマネジ
メントの研
修。

8603

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 21 21 2 2 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首亀
裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

子どもの
人数に対
する必要
職員数は
配置でき
ていた。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

施設や遊
具、玩具
の不備で
起きた事
故ではな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
の戸外遊
び中だか
ら起きた
事故とは
言えな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親が迎
えに来た
ことに気
付き、
シャベル
を手に
持ったま
ま走って
行こうと
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の保護
者の対応
をしてい
て、対象
児が転ん
だことに
気付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
について
いたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

どんな時も
全体に目を
配りこども
達の様子を
把握するよ
う努める。
手に物を
持ったまま
走ると危険
であること
を子ども達
に伝える。

8604

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 22 25 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットを
活用し、
日常の保
育の中の
危険を職
員全員で
共有して
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具・施
設は定期
的に点検
を行って
おり、不
備はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
運動能力
が育って
いない

日常的に
戸外での
活動を増
やし、運
動能力を
高めてい
けるよう
に配慮し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士は
片付けの
声掛けを
行ったい
た。本児
は太鼓橋
にぶら下
がってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
の子ども
へ声掛け
を行って
おり、ブ
ランコ付
近にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
園庭全体
に散ら
ばってい
たが、太
鼓橋付近
にはいな
かった。

保育士
の見守
り、片
付けの
役割分
担が
はっき
りして
いな
かっ
た。

片付け時は
子どもの見
守りと片付
けの援助を
行う保育士
に分かれ役
割を明確に
する。

8605

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 1 1 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
末節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員研修
(危機管
理)の実
施から時
間が経っ
ており、
意識に欠
けてい
た。

大型積み
木を使っ
て遊ぶ際
は保育士
が側に付
き、危険
がないよ
うに見
守った
り、安全
な運び方
を共通理
解する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

大型積み
木大サイ
ズ（120
×30×
15）中サ
イズ（60
×30×
30）小サ
イズ（30
×30×
30）単位
はｃｍ素
材は木製

保育士が
大型の積
み木遊び
のそばに
付けない
時は積み
木の使用
を控え
る、また
は小さい
サイズを
限定して
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の受け
入れ時と
重なった
ため園児
の動きが
多かっ
た。

ケガの発
生を受け
大型積み
木の使用
を職員会
議で協議
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達との
トラブル
もなく遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

積み木で
遊んでい
るところ
は目視確
認をして
いたが、
すぐそば
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室前
のテラス
に職員は
いたが保
育室の方
は見てい
なかっ
た。

大型積
み木の
遊びの
そばに
は保育
士が付
いてい
なかっ
た。

大型積み木
を出す際は
担任が付く
か他の保育
士の応援を
依頼する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8606

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

57 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

特になし

転倒から
の骨折を
想定し、
全身
チェック
する訓練
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）/
年

特になし

初めの転
倒の原因
となった
地面のへ
こみを平
らにし
た。

7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室に
戻った
後、いつ
も通り元
気な様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応で見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関内の
他児を見
ていたた
め、事故
の瞬間は
見ていな
かった。

本児は
口数が
少なく
状況等
言葉で
説明す
ること
が苦手
なの
で、全
身を
もっと
よく見
て触れ
るべき
であっ
た。

けがの程度
に関わら
ず、全身を
見て触れて
確認をす
る。

8607

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 1 1 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
複雑骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

特になし

園児に対
し、縄跳
びをもっ
たまま走
らないと
注意喚起
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

園庭での
自由遊び
は遊びご
とに範囲
を決めて
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が多
数出てい
る時間に
縄跳びを
自由に使
用してい
た。

園児が多
数出てい
る時間に
は縄跳び
を使用し
ない、ま
たは範囲
を決め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

縄跳びを
したまま
場所を移
動しよう
と、走り
とびをし
かけた時
に転倒。
縄跳びを
持ってい
たので、
手がつけ
ず、肘を
ついてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士も
一緒に縄
跳びをし
ていた。
本児が転
ぶ姿を目
撃し、す
ぐに向か
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の様
子を見
守った
り、子ど
も達と遊
んでい
た。

特にな
し

できる範
囲、多数の
保育士を配
置する。

8608

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 2 2 3歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(常時)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員配置
基準に問
題はな
く、マ
ニュアル
に沿って
対応して
いるた
め、改善
策はなし

1.定期的
に実施

実施頻度
(14)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(14)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

芝生の園
庭で、周
りに危険
物もな
く、広い
場所での
事故のた
め、改善
策はな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担任は部
屋に入る
準備をす
る子ども
の対応を
してお
り、当該
園児の様
子に目を
向けてい
なかっ
た。

目が行き
届かない
まだ遊ん
でいる子
について
は、他職
員に声を
かけ連携
をとっ
て、子ど
もたちの
状況を把
握する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
登園し、
体調不良
もなく、
戸外遊び
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内へ入
る時間と
なり、玄
関付近で
部屋へ入
る準備を
していた
子達への
対応をし
ていたた
め、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
他クラス
の保育士
が１人い
たが、自
分のクラ
スの園児
と遊んで
いたため
対象児の
動きは見
ていな
かった

本児の
クラス
は部屋
へ入る
時間
で、部
屋へ入
ろうと
する子
ども
と、ま
だ遊ん
でいる
子ども
がいる
状況で
部屋へ
入る子
どもの
方に担
任は対
応して
いた
為、本
児らか
ら目を
離して
しまっ
た。

目が行き届
かないまだ
遊んでいる
子について
は、他職員
に声をかけ
連携をとっ
て、子ども
たちの状況
を把握す
る。

8609

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

79 31 48 6 6 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

（右手首
骨折）右
橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児と
追いか
けっこを
し転倒す
る。ひざ
に擦り傷
があり手
当てをし
たが、テ
ラスにて
横になり
痛がる様
子が見ら
れた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と別
の遊びを
していた
が、転倒
した本児
の様子を
離れた場
所で見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びの援
助、登園
後の身支
度の援助
などそれ
ぞれが分
かれて対
応してい
た

遊びが
混在し
てお
り、各
遊びの
間を
通って
追いか
けっこ
が展開
され
て、走
るス
ペース
の確保
がされ
ていな
かった

遊び方や場
所を確認し
あい、でき
る限り混在
しないよう
な遊び方を
すすめてい
く
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8610

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 11 14 2 2 6歳
1.男
児

なし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

（右腕骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年
（１）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/日

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
後、おや
つの支度
をする
際、保育
室前の雨
どいに腕
をぶつ
け、おや
つ時には
痛みを泣
きながら
保育士に
訴えた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつ準
備をおこ
ないなが
ら、子ど
もたちの
おやつ準
備を見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外から
保育室へ
と子ども
たちを誘
導しなが
ら声かけ
をしてい
た

手足が
長く、
動きに
よって
は様々
なとこ
ろに体
をぶつ
けがち
である
（保護
者談）
個人の
タオル
等かけ
るもの
が雨樋
近くに
配置さ
れてい
るた
め、ぶ
つかっ
たと考
えられ
る

本児の動き
を確認する
とともに、
配置場所を
改める

8611

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

56 28 28 6 6 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

予想でき
ない行動
に対して
も臨機応
変に対応
できるよ
う遊具に
つく保育
士同士声
を掛け
合ってい
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

公園の遊
具が年齢
に合って
いるか発
達に応じ
た遊び方
かを再度
検証して
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
園外に出
て普段よ
り気持ち
が高ぶっ
ていつも
と違う行
動をとる
ことも予
想してお
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具につ
かまり自
分で何度
も繰り返
し楽しん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具につ
き、一人
一人危険
のないよ
う遊具か
ら降りる
ときは抱
きかかえ
たり、補
助したり
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の遊具や
全体での
見守りの
役割にわ
かれてつ
いてい
た。

保育士が役
割分担をし
て安全に留
意しながら
遊具につく
配置を再確
認する

8612

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 42 23 4 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右モンテ
ジア脱臼
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

なし

利用人数
に関わら
ず、各固
定遊具に
1名ずつ
職員を配
置、見守
りの保育
士の位置
の変更。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

園庭の定
期的な整
備（石拾
い、水た
まり等の
おうと
つ）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

身体の向
きを変え
る時にバ
ランスを
崩した

子ども達
には、遊
具の安全
な遊び方
を知ら
せ、すべ
り台につ
いては着
地時は重
心が前に
なるた
め、慌て
て走り出
す、向き
を変える
と足を取
られ転倒
しやすい
ことを知
らせた。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遠足（園
外保育）
の後で、
気持ちが
高揚して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
２～５
メートル
の距離に
保育士は
おり、隣
り合わせ
るのぼり
棒とすべ
り台を一
緒に見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員２
名は、他
の遊び
（ドッジ
ボール）
対応、個
別対応を
してお
り、全体
を見てい
たもう1
名の職員
も対象児
は視野に
入ってい
なかっ
た。

気分が
高揚し
たまま
戸外で
遊び始
めた

行事のあっ
た時など、
保育士は高
揚する子ど
もの心情を
理解し、事
前に落ち着
いて行動で
きるよう声
を掛け、見
守りを通常
より意識し
て行う。

8613

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

21 2 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

保育士は
2人態勢
でいたが
一人は一
部の児に
かかわっ
ており、
一人は近
くの児に
しか目を
向けてお
らず、全
体の動き
を見てい
なかっ
た。

保育士は
全体が見
える位置
で常に子
どもの動
きを把握
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊びの人
数が多
かったこ
と、走る
際の子ど
も同士の
距離が近
すぎた。

保育士
は、子ど
も同士が
密になら
ない（近
づきすぎ
ない）よ
うに、一
緒に走る
際は安全
な方向に
誘導しな
がら遊び
を進め
る。

7.その
他

長靴を履
いてい
た。

長靴を履
いている
時は、園
庭で遊ば
ないこと
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長靴が足
にフィッ
トしてお
らず、足
元が不安
定であっ
た。登園
時に母親
は、本児
の意向で
長靴を履
かせるこ
とがあっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鬼から逃
げなが
ら、本児
の1.5ｍ
前を走っ
ており、
後ろを振
り返った
瞬間に事
故が発生
したた
め、衝突
を止める
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼役がし
たいと
言ってぐ
ずってい
た他児に
関わって
いたた
め、事故
の瞬間は
見ていな
かった。

年少児
という
年齢で
鬼ごっ
こをす
るには
人数が
多すぎ
て不適
正で
あっ
た。

一斉に走り
出す鬼あそ
びは少人数
で行う。

8614

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

8 3 5 0 0 0 0 0 2 2 2歳
1.男
児

無
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下腿骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

無

保育士2
名が転倒
の瞬間を
見ておら
ず、子ど
も全体の
動きを把
握する事

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

砂場の横
におも
ちゃ入れ
のコンテ
ナが置い
てあり、
そこに当
たりバラ
ンスを崩
して転ん
だのが原
因かと思
われが転
倒の瞬間
は見てお
らず定か
ではない

保育士2
名が転倒
の瞬間を
見ておら
ず、子ど
も全体の
動きを把
握する事

7.その
他

砂場の横
に、移動
したおも
ちゃ入れ
用のコン
テナ。

子どもた
ちが遊ぶ
遊具以外
の物は、
遊ぶ周辺
に設置し
ない。
(今回は
コンテ
ナ)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気で活動
していた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭にい
たのは保
育士2名
と子ども
8名、保
育士1名
は転倒の
直前まで
本児と砂
場で遊ん
でいた
が、転倒
時は背を
向けて他
の子と遊
んでおり
転倒の瞬
間は見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
た所で、
他の子と
遊んでい
た。

遊びの
周辺に
置かれ
たコン
テナが
転倒の
際のバ
ランス
を崩し
た原因
と予測

特に0.1歳児
の動きを考
慮し、遊び
場の周辺に
直接関わり
のない物を
置かない
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8615

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 7 26 3 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

異年齢で
過ごす時
間帯の安
全確保の
ため、そ
れぞれの
クラスの
子どもの
状況を把
握してい
る職員を
基準以上
配置して
いる。

それぞれ
のクラス
の子ども
の状況を
把握して
いる保育
士と補助
員を基準
以上に配
置してい
くととも
に、個々
の体調等
考慮し安
全に十分
留意す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具（鉄
棒）の状
態に不備
はなかっ
たもの
の、落下
してし
まった場
合のクッ
ション材
の硬さに
ついては
検討の余
地があ
る。

鉄棒使用
時は屋外
用クッ
ション材
の上に、
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具や園
庭の使い
方につい
て、危険
な使い
方、遊び
方などの
分析、共
有を、補
助員を含
めて定期
的に行う
ことが必
要であ
る。

職員会議
やクラス
打ち合わ
せなど
で、毎月
ヒヤリ
ハット事
例を議題
に落とし
込み、情
報共有を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の落ち着
いた様子
で、鉄棒
遊びをし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒の至
近にいて
対象児を
含め5名
を見てい
たもの
の、対象
児から一
瞬目を離
して他児
を見たた
め、対象
児が落下
する瞬間
に間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、鬼
ごっこ、
砂場遊び
に対応し
ており、
瞬間は見
ていな
かった。

3連の鉄
棒には5
名の児
童がい
た。そ
の他児
童も園
庭を
走って
いた。

鉄棒を使用
する際は、
高・中・低
各1人ずつ取
り組むよう
促す。

8616

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

102 0 0 25 34 43 0 7 7 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折（外
側上顆）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(２９４)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２９４)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
片付けに
気を取ら
れ、子ど
もの行動
に目が行
き届かな
かったた
め

保育士は
片付けば
かりに気
を取られ
ることな
く、周り
の子ども
の行動に
も目を向
け、片付
けしてな
い子に片
付けに
誘った
り、次の
行動を知
らせたり
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児と
しては、
片付けが
終わり自
由な時間
で園庭を
走り回り
楽しんで
いたため

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具の片
づけをし
ていて対
象児から
離れたと
ころにい
たため

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自分のク
ラスの子
とかか
わってい
たが、
走ってい
る対象児
に気づき
声をかけ
に行こう
としたと
ころで被
災し、間
に合わな
かった。

保育士
と一緒
に片付
けして
いる子
ばかり
でな
く、自
由に動
き回っ
ている
子もい
たため

片付けする
保育士ばか
りでなくと
子どもを見
る担当の保
育士をつく
り、子ども
が落ち着い
て次の行動
がとれるよ
うにする。

8617

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

53 4 4 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

園内で起
こった事
故やヒヤ
リハット
を共有す
ること
で、事故
防止につ
いて全体
で検討す
ることを
普段から
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

敷いてあ
るマット
は幅が狭
く劣化し
ているた
め運動用
マットで
対応し、
その後幅
の広いも
のに買い
換える。
(本児は
マットの
敷いてあ
る外へ落
ち怪我を
してい
る）

登り棒につ
いては棒付
近にマット
を2枚敷き、
転落した時
の衝撃を和
らげること
ができるよ
うにする。
しかし、
マットが敷
いてあるこ
とで逆に飛
び降りよう
とする子ど
もも一部い
た。マット
は安全にた
めに敷いて
あるもの
で、飛んで
もよいもの
ではないこ
とも併せて
伝えてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子ども達
にはそれ
ぞれの遊
具につい
て正しい
遊び方を
知らせ、
正しい遊
び方での
楽しさが
伝わるよ
うにす
る。ま
た、子ど
も自身で
も安全に
気を付け
て遊ぶ意
識を持つ
ことがで
きるよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中は
交通安全
教室があ
り、普段
よりも集
中して話
を聞く時
間が長
かった。
そのため
普段より
も遊びの
時間が待
ち遠しく
感じてお
り、活発
になって
いた。友
達と繰り
返し登り
棒を楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

リレーを
しようと
している
子どもた
ちを見て
いた。そ
のため、
手の付き
方まで
は、確認
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

環境準備
をしてい
たり（交
通安全教
室があり
事前に環
境準備が
できな
かったた
め)、そ
れぞれの
固定遊具
付近で見
守ってい
たりして
いた。

特にな
し

保育中、保
育者の立ち
位置に配慮
し、子ども
の行動や異
変にすぐに
気付き対応
ができるよ
うにする。
また、他ク
ラスの子ど
もにも同
様、職員全
体で目を配
り、対応が
できるよう
にする。

8618

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 3 7 3 3 2歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
頸部外側
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

引継ぎの
時間とい
うよりも
保育士が
一人多く
なり、お
互いに担
任が戻っ
たから、
フォロー
の保育士
がいるか
らと依存
し責任あ
る保育下
である意
識が低く
なってし
まってい
た

人数はい
ても引継
ぎ内容に
よっては
子どもに
目が行き
届かなく
なるの
で、保育
から目を
離さなく
ても簡潔
に引継ぎ
ができる
ように意
識の改善
と方法を
変更する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

太鼓橋の
下のマッ
トの固さ
や厚み、
マットま
での距離
はどう
だったか

マットの
固さが適
切だった
か業者や
商品の検
討し、
マットの
変更を検
討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋と
いう登
る、下り
る、ぶら
下がると
いう遊具
である
が、子ど
もが乗っ
ているに
も関わら
ず、すぐ
近くで見
ている保
育士がい
なかっ
た。

遊具に
乗ってい
る園児が
いる時は
目を離さ
ない。そ
の場を離
れる時
は、担任
同士で声
の掛け合
いをす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

機嫌よく
楽しそう
に遊んで
いた。挑
戦したい
気持ちが
芽生え、
いつもは
あまり
やったこ
とのない
太鼓橋に
乗ってみ
たいとい
う気持ち
になった
と思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

出席確認
作業の確
認をして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もうひとりの担
任は太鼓橋と
ジャングルジム
の間にいたが、
泣いている子を
抱っこをし、気
持ちの切り替え
の為に話かけて
いたため当該園
児から背を向け
ていた。クラス
フォローの保育
士は当該園児か
ら少し離れた所
におり、他の園
児が遊んでいる
のを見ていた。
担任が園庭に
戻って来たの
で、片付けに
なったと声をか
けながらジャン
グルジムから他
児が下りてくる
のを見守ってい
た。

泣いて
いる園
児だけ
に気を
とら
れ、そ
ばにい
た保育
士も、
その他
の園児
の動き
の把握
ができ
ていな
かっ
た。

遊具を利用
している時
は、子ども
の動きの想
定をし、子
どもから目
を離さな
い。他の保
育士がいる
からいいと
いう意識を
持たず、子
どもを守る
という共通
認識を持
つ。

8619

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 0 0 0 0 37 36 9 9 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
橈骨）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

1人に関
わって視
線をはず
す時は、
待っても
らうよう
にする

順番を待
ち、保育
士が見て
る状態で
行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

鉄棒下に
敷いてい
るマット
の下の土
が削れて
いないか
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人に関
わって視
線をはず
す時は、
待っても
らうよう
にする

園児に遊
ぶ時の約
束を確認
するとと
もに、保
育士は今
まで以上
に子ども
の状態を
よく見て
保育を
行ってい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り変わら
ない様子
であった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近距離
にはいた
が、他児
の鉄棒の
介助をし
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の立ち位
置で子ど
もの様子
を見守っ
たり、一
緒に遊ん
だりして
いた

介助が必要
であれば、
１人ずつ行
う。1人に関
わって視線
をはずす時
は、待って
もらうよう
にする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8620

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 15 10 16 6 3 5歳
2.女
児

今年●月に
同じ部位を
骨折してい
る

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故報
告、ヒヤ
リハット
報告を毎
回行い、
事故防止
につなげ
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

特になし

施設設備
が原因で
はないた
め、改善
策はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒下の
マットが
気温の低
さから硬
化してい
る

遊具の安
全点検の
際に遊具
下のマッ
トの状態
について
も確認す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に
ボールや
縄跳び、
鉄棒など
で活発に
あそんで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒に他
の職員が
ついてい
たので、
離れたと
ころで対
象児の様
子は見て
いたが落
下した瞬
間は見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
隣にいた
が、他児
に話しか
けられ視
線を離し
た瞬間に
対象児が
落下した

日差しが
なく気温
が下がっ
た時間帯
で、体の
動きが鈍
くなって
いた。鉄
棒を多く
の園児が
使ってい
て、十分
なスペー
スがな
かった。
他クラス
の園児や
保護者が
多くいて
職員の注
意も散漫
になって
いた

気温が下
がってきた
時間の固定
遊具の使用
を中止す
る。鉄棒を
使う園児の
人数を制限
する。園庭
に多く園児
や保護者の
いる時間帯
のあそび方
について確
認する

8621

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 3 4 1 4 3 3 2歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

亀裂骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

記入なし

降園後挨
拶をした
らすぐに
帰るよう
に指導し
た

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

記入なし

園舎外壁
塗装中
で、歩く
場所が狭
かった

7.その
他

ぶっかっ
た園児
が、走っ
ていなけ
れば事故
は起きな
かった

園舎外壁
塗装中
で、歩く
場所が狭
かった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親と一
緒に降園
する途中

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

挨拶をし
て降園す
る時間な
ので、対
象児を見
る事が困
難であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

上記の職
員と同様
である

対象児
にぶっ
かった
園児も
すぐに
降園す
べき
だった

園児、保護
者にも降園
後はすみや
かに降園す
る事を掲示
等で啓発す
る

8622

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 5歳
1.男
児

令和●年●
月●日お休
み中に家庭
にて右腕を
骨折。約１
か月後から
登園。医者
より本事故
は●月の骨
折の再発の
可能性もあ
るが、●月
の骨折とは
別の部位の
骨折の可能
性もあると
伝えられ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

朝の視診
問診を
しっかり
行わず、
右腕が少
し曲がっ
ているこ
とに気が
付かな
かった。
防犯カメ
ラにて検
証

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園の
際、右腕
が少し曲
がってい
る様子を
防犯カメ
ラで気づ
いた。
(●月●
日に骨折
してお
り、完治
してから
もやや右
腕が曲げ
て過ごし
ているよ
うに感じ
た。)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雑巾がけ
のスター
ト地点と
反対側の
全体が見
える場所
に待機
し、号令
をかけて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士補
助は子ど
もたちの
近くに待
機してい
た。

遊戯室
で雑巾
がけを
行って
いた。
少し止
まりな
がら一
往復行
い、終
了後に
保育補
助に声
を掛
け、担
任保育
士に
「痛い
からや
めてお
く」と
伝えに
来た。
過去に
骨折し
ていた
ことか
ら負担
がかか
り痛め
たと予
想され
る。

朝の視診問
診をしっか
り行わず、
右腕が少し
曲がってい
ることに気
が付かな
かった。防
犯カメラに
て検証

8623

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

27 1 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨
折、外果
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

外遊びを
する時の
子どもの
動きにば
らつきが
あり、衝
突、転倒
等にすぐ
に対応で
きない。

遊ぶ前、
遊ぶ途中
でも全体
に目を向
けるとと
もに声を
掛け注意
を促す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

同じ方
向、間隔
を空けて
走るよう
にする。

動きの流
れを決
め、柵な
ども活用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ボールや
三輪車で
遊ぶス
ペースは
分けてい
たが、今
後は走る
為のス
ペースを
作る。再
度、園庭
で遊ぶ時
の注意事
項を園児
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
かけっこ
で負けな
いようト
ラック内
を元気よ
く走って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トラック
の外で遊
んでいる
子がト
ラック内
で走って
いる子に
ぶつから
ないよう
両方の様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の職員は
いなかっ
た。

担任1人
のみし
かおら
ず、直
ぐに手
を差し
伸べる
ことが
できな
かっ
た。

他に職員を
配置し、直
ぐに対応で
きるように
する。

8624

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

45 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

基準配置
は満たし
ている
が、見守
りができ
る職員が
いると良
かった。

休憩時間
である
が、でき
るだけ見
守りの職
員配置が
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

総合遊具
は高さが
あるが、
子どもの
発達には
必要な遊
具であ
る。

戸外遊び
中、総合
遊具で遊
ぶ時には
必ず保育
士が見守
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
に正しい
使い方を
伝えては
いたが、
遊ぶ前に
は毎回伝
えていな
かった。

遊具の使
い方を子
ども達に
周知でき
るよう
に、遊ぶ
前に確認
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
給食後戸
外で自由
遊び中、
友達と一
緒に総合
遊具で遊
んでいた
が、前の
子が滑り
台の途中
で止まっ
て滑って
くれな
かったた
め、滑り
台の途中
で飛び降
りてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

総合遊具
の所では
ない場所
で子ども
と関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊具
の所では
ない場所
で子ども
と関わっ
ていた。

総合遊
具のと
ころで
保育士
が見
守って
いた
ら、個
別に声
を掛け
ること
はでき
てい
た。

戸外遊び中
は、総合遊
具で遊ぶ時
には必ず保
育士が見守
るようにす
る。
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8625

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

31 3 2 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折
（ひび）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

担当職員
が、外傷
もなく腕
や足を動
かしても
痛みを訴
えなかっ
たことか
ら、骨折
や怪我は
ないと判
断してし
まった。

怪我には
痛みがで
にくいも
のもあり
判断が難
しいこと
を認識し
直し、念
を入れた
対応を取
るように
する。ま
た、「一
般的な症
状」につ
いても認
識を深め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年毎日

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一緒に遊
んでいた
他児が、
自分もタ
イヤに乗
りたくて
当該児を
どかせよ
うと押し
てしまう
ことを未
然に防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

固定遊具
の使い方
や約束事
を子ども
に再度伝
え確認
し、安全
に使える
ようにす
る。固定
遊具を使
う際には
保育者は
そばにつ
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はタ
イヤに乗
り遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

長時間保
育児の全
体の様子
に目を配
りながら
担当年齢
の子ども
と遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

長時間保
育児の全
体の様子
に目を配
りなが
ら、担当
年齢の子
どもと遊
んでい
た。

タイヤ
に乗っ
ている
ことは
認識し
ていた
が、
「気を
つけて
ね」と
声を掛
けただ
けでそ
ばにつ
くこと
はしな
かっ
た。

固定遊具を
使用してい
る際は必ず
子どものそ
ばにつき、
安全確認を
する。

8626

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 6 4 2 2 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の亜脱
臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４８)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
特性や性
格から適
切な声か
けが不足
してい
た。

子どもの
特性や性
格を把握
し、適切
な声かけ
や遊び方
を知らせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

一人一人
の子ども
の性格や
遊びの内
容から危
険の予測
が足りな
かった。

危険につ
ながる行
為を予測
し、保育
士が声を
かける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の広
さや人数
に対して
遊びの場
が十分に
分けられ
ていな
かった。

園庭の広
さや人数
に対して
安全に遊
べるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

腹部から
後方へ垂
らしてい
た縄跳び
の紐を後
ろから急
に引っ張
られたた
め、手を
つかずに
転んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の動
きは、４
メートル
離れた場
所で別の
遊びをし
ながら見
ていた
が、距離
が離れて
いたた
め、被災
の瞬間に
は傍へ行
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は園庭に
いなかっ
た。

声をか
けられ
ている
という
ことに
気がつ
いてい
なかっ
た。

子ども達一
人一人の遊
びの様子や
立ち位置を
把握し、複
数の保育士
で声をかけ
合ってみて
いく。

8627

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

9 2 2 4歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

積み木を
舞台に見
立てたこ
とから、
そこに立
ちたいと
いう気持
ちが生
じ、急ぎ
足になっ
たのでは
ないかと
考えられ
る。ま
た、楽器
遊びに慣
れていな
かった。

両手が塞
がった状
態で歩く
距離が短
くなるよ
うに、楽
器を置く
場所と積
み木の舞
台の距離
を考えて
積み木を
設置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積み木の
舞台に乗
りたくて
慌ててし
まったか
もしれな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援児担当
保育士が積
み木を用意
し、楽器遊
びをしてい
た園児につ
いていた。
本児が保育
士のすぐ後
ろで転んだ
音と泣き声
で気付き、
すぐに声を
かけたが本
児は泣き止
み、また遊
び始めたの
で大丈夫
だったと判
断した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任保育士
は子どもの
遊びの様子
を見ながら
他児の受け
入れをして
いた。転ん
だ瞬間は見
ておらず、
泣いた声で
本児の様子
を見たが、
支援担当保
育士がかか
わり泣き止
んだため支
援児担当に
任せてい
た。

患部を
確認せ
ずに帰
りま
で、異
変に気
付かず
放置し
てし
まっ
た。

転んだこと
をいつもの
事と捉え
ず、その時
の状況や子
どもの様子
をしっかり
確認するよ
うにする。

8628

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 20 15 21 6 6 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

保育者は
滑り台付
近にいた
が、降り
る所の状
態の把握
ができて
いなかっ
た。

子どもの
遊びの様
子をしっ
かり周知
すると共
に、危険
な場面を
見かけた
時は、職
員が必ず
傍に付く
ことを確
認。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５５)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５３)回/
年

滑り台付
近や降り
口に人工
芝が敷い
てある
が、全面
には敷い
ていな
かった。

滑り台全
面に人工
芝を敷
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

揉めるこ
ともなく
遊んでい
るので、
安全だと
思い込ん
でしまっ
た。

遊具の正
しい遊び
方を改め
て確認
し、事故
を未然に
防げるよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

痛がる様
子はな
く、自分
で起きて
その場に
座り込ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

滑り台付
近につい
ていて、
降りる方
の園児の
様子まで
は把握し
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
場につい
ていて、
滑り台で
遊ぶ園児
の様子ま
では把握
していな
かった。

子ども
たちに
遊具の
使い方
を定期
的に確
認して
いな
かっ
た。

子どもたち
に遊具の使
い方を定期
的に確認し
たり、危険
な場面を見
かけたらそ
の都度声を
かけ、職員
も周知でき
るよう職員
会や朝の打
ち合わせで
報告したり
するように
した。

8629

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

48 4 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

半年に一
度、また
は災害共
済にかか
るような
怪我が発
生した際
には、マ
ニュアル
の読み合
わせを行
うなど職
員で事故
防止につ
いて確認
する機会
を持つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

特にな
し。

特にな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友人と遊
んでいる
中での事
故であっ
た。自分
の行動で
危険を伴
うことが
あるとい
うこと
を、十分
理解でき
ていな
かったこ
とが考え
られる。

クラス内
で、遊び
方や約束
事につい
て再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気も良
く友達と
遊んでい
る中での
事故

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
がドッジ
ボールを
子どもと
一緒に遊
んでいる
傍にある
ジャング
ルジムよ
り飛び降
りたこと
による事
故であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転んだ付
近に保育
士は２人
おり、年
長児とい
う年齢で
もあり、
担当保育
士と一緒
に転んだ
子に対応
しつつ他
の子の
フォロー
に入れる
状態で
あった。

特にな
し。

高さのある
遊具で遊ん
でいる園児
がいる場合
には、なる
べく近くに
保育士がつ
くよう事故
防止に留意
する。
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1
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8630

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 4 4 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
冠歯根破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(週1回)

1.基
準以
上配
置

事故防止
チェック
やヒヤリ
ハットに
ついての
報告は定
期的に
行ってい
たが、子
どもの姿
に照らし
合わせた
具体的な
活用がで
きていな
かった。

事故防止
チェック
リストが
具体的に
活用され
るように
項目内容
等見直し
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(月1回)

1.定期的
に実施

週1回
1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

園庭と玄
関ホール
に段差
(0.5ミ
リ）があ
り、玄関
ホールの
タイルの
上に砂が
あったこ
とで滑っ
たことが
原因と考
える。

段差の所
には人工
芝を引
き、段差
をなくし
た。玄関
前のタイ
ルの上に
は、土や
砂がない
ように遊
ぶ前には
履き下ろ
しをして
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活発に
なってき
た本児の
コンビ
カーの乗
り方に対
して、ス
ピード具
合、カー
ブする時
などのハ
ンドル操
作を知ら
せていな
かった。

子どもた
ちの発達
などから
戸外遊び
での姿を
予測し
て、職員
間で遊び
方や危険
個所を共
通にして
丁寧に知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

コンビ
カーが好
きで勢い
をつけて
走らせて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
ではあっ
たが、
あっとい
う間の事
で助ける
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ボール遊
びを他の
園児とし
ていたの
で、助け
ることが
出来な
かった。

本児の
運動面
の発達
はゆっ
くりで
あった
が、運
動会を
終えて
活発に
遊ぶ姿
見られ
るよう
になっ
てきた
ことを
職員間
で共通
理解し
ていな
かっ
た。

個々の遊び
の様子等か
ら戸外遊び
での危険か
所を話し合
い、保育士
の立ち位置
や個々の関
わりなど見
直し、常に
子どもの発
達に応じた
関わりが出
来るよう職
員間で周知
していく。

8631

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 1 1 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕挫
傷、右手
関節部挫
傷、右撓
骨骨幹部
骨折、右
尺骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(130)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
に対する
意識が薄
い

今後も
日々細や
かなヒヤ
リハット
の共有を
事故予防
として続
けていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(48)回/年

２階テラ
スがコン
クリート
である

施設の安
全点検は
年1回で
はある
が、
日々、職
員全体で
気を付け
ていき安
全に過ご
せるよう
にする

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

登園後の
準備や保
育室の
様々な場
所で遊び
が展開さ
れている
状況で
あった

グルーガ
ン等はク
ラスが落
ち着いた
状況の時
に使用す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
は普段と
変わらな
い様子
だった
が、母親
が忘れ物
を届けに
来たこと
で甘えた
い気持ち
が見受け
られた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室の
奥の方で
グルーガ
ンを使っ
た制作活
動をして
いる子た
ちについ
ていた
為、対象
児とテラ
スにいる
子に対し
てしっか
り目を向
けられて
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

そのクラ
スには、
担任以外
の職員は
いなかっ
た

テラス
にいる
子に対
しての
声掛け
はして
いた
が、配
慮が足
りな
かった

制作を行う
場所、保育
者の立ち位
置等を考え
る

8632

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 1 1 6歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(130)回/
年

2.基
準配
置

早延長保
育士への
ヒヤリ
ハットの
周知不足

早延長保
育士への
周知徹底
と、今後
も日々細
やかなヒ
ヤリハッ
トの情報
共有を事
故予防と
して続け
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(48)回/年

一階テラ
スがコン
クリート
で階段が
ある

施設の安
全点検は
年1回で
はある
が、
日々、職
員全体で
気を付け
ていき安
全に過ご
せるよう
にする

7.その
他

サッカー
ゴールの
設置場所
がテラス
付近に
あった

サッカー
ゴールの
位置を反
対側に移
動させた

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず友
達とサッ
カーをし
て遊んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れた所
で他児と
大縄跳び
をしなが
ら、全体
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当年齢
児につい
ていた

延長保
育士が
担当年
齢児以
外に目
が向い
ていな
い

延長保育
中、担当年
齢児だけで
なく戸外に
いるときは
職員みんな
で安全に遊
べるよう気
を付けて全
体を見るよ
うにしてい
く

8633

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 1 9 23 9 9 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A外
傷による
歯冠・歯
根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
行動に対
する危険
予測がで
きていな
かった。

子どもの
行動の先
にある危
険を予測
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

使用して
いない玩
具を片付
けていな
かった。

使用して
いない玩
具は片付
けるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の遊
びコー
ナーが交
差してい
た。

一度にた
くさんの
遊びを出
さず、子
どもの興
味に応じ
て遊び
コーナー
を変えて
いく。
（ボール
コーナー
とフラ
フープ
コーナー
を交互に
設定す
る）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
でボール
蹴りをし
ており、
蹴った
ボールを
追いかけ
ることに
夢中に
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
離れたと
ころで他
児と
キャッチ
ボールを
していた
ときに、
本児が
ボールを
蹴りなが
ら走って
いるのを
見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

フラフー
プ、バス
ケット、
砂場の各
コーナー
に保育士
がいた
が、コー
ナーで遊
んでいる
他児を見
ており、
本児の様
子を見て
いなかっ
た。

本児は
日頃か
ら多動
で突発
的な動
きの多
い子ど
もで
あった
にもか
かわら
ず、行
動把握
や危険
予測が
できて
おら
ず、本
児への
働きか
けがで
きてい
なかっ
た。

突発的に激
しい動きを
する子とい
う認識を持
ち、保育士
間で連携を
取って本児
の行動を常
に把握し合
い、見落と
しのないよ
うにし、必
要に応じて
働きかけを
する。

8634

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 5 15 7 19 0 0 0 7 6 3歳
1.男
児

昨年度、疾
病により長
期入院して
おり、発達
に遅れがあ
る。発達援
助のため保
育所を利用
している。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

ひとり一
人の特性
や今まで
の経験を
考慮して
見ていな
かった。

マニュア
ルにもひ
とり一人
の特性や
今までの
経験を考
慮して、
事故につ
ながる跳
ぶ、登
る、跳び
降りる等
の活動
は、注意
してみて
いくとい
う記載を
含める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎朝

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
担任保育
士が遅い
勤務だっ
たため担
任保育士
以外の職
員が見て
いた。対
象児の特
性や今ま
での経験
等をきち
んと把握
していな
かった。

定期的に
気を付け
て見てい
きたい人
の情報を
職員間で
共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含め3歳
児を見て
いたが、
他児の行
動が荒っ
ぽかった
為離れた
ところか
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭トイレ
工事中だっ
たため園児
がその周辺
に行ってし
まい、その
対応に職員
2名が行っ
ていた。遊
具の近くに
2名職員が
付き、残り
の職員で0
歳児の保育
と全体の把
握を行って
いた。

子ども
の人数
に対し
ての職
員配置
だけで
はな
く、全
体の環
境等も
含めて
考慮し
なけれ
ばいけ
なかっ
た。

人数だけで
はなく、環
境、活動内
容等によ
り、職員配
置を考慮し
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8635

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 0 0 0 29 29 0 0 5 5 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕上腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

園内での
危険個所
について
を第3者
評価を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

畑の囲い
として使
用してい
たタイヤ
が年々劣
化してい
たにもか
かわら
ず、子ど
も達にタ
イヤの上
には乗ら
ないこと
を伝えつ
つ、その
ままの状
態になっ
ていた。

畑の囲い
として利
用してい
たタイヤ
を全て排
除した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもに
危険な遊
び方の周
知の徹底
ができて
いなかっ
た。

なぜ危険
であるか
を子ども
達に伝
え、安全
な遊び方
が身につ
くよう常
日頃から
繰り返し
クラス全
体で確認
してい
く。ま
た、子ど
もにとっ
て危険な
ものであ
りかつ必
要のない
ものは撤
去してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児の遊
び方を真
似て自分
もやって
みようと
思った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士1名が
保育室に
必要な物
を取りに
行ってお
り、もう
一人の保
育士は砂
場で遊ん
でいた
が、本児
の姿は視
界に入っ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当クラ
スの子ど
も達に関
わってお
り、本児
の様子は
視界に
入ってい
なかっ
た。

園児が
保育士
に伝え
たけが
の状況
と、家
庭で保
護者に
伝えた
内容が
異なっ
てい
た。保
育士が
全体を
見れて
いな
かった
ため、
危険な
遊び方
をして
いるこ
とに気
づけず
状況把
握がで
きてい
なかっ
た。

どのクラス
の保育士も
視野を広げ
て事故防止
に努める。
また、必ず
他保育士に
伝えてか
ら、その場
から離れ、
保育士間で
連携を図り
ながら、全
体が見れる
ようにす
る。

8636

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 6歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左甲側面
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

特になし

保育室に
戻る際に
「歩いて
戻りま
す。」と
ルールを
子どもた
ちに再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

階段とテ
ラスをつ
なぐ扉を
閉めてお
き、体の
動きを一
旦止めら
れるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走らない
ように常
に声かけ
をして注
意喚起を
おこな
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内活動
が終わ
り、戸外
で自由遊
びができ
ると開放
感を持っ
て嬉しく
なり、テ
ラスを
走ったこ
と

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に1
階におり
て、走ら
ないよう
に本児に
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外での
自由遊び
を行って
いる時間
帯なの
で、戸外
の子ども
たちの安
全見守り
を行って
いた

特にな
し

保育士が常
に列の先頭
を歩く事
で、スピー
ドをあげず
にテラスを
歩いて保育
室に戻れる
ようにす
る。

8637

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

53 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

園内で起
こった事
故やヒヤ
リハット
を共有す
ること
で、事故
防止につ
いて全体
で検討す
ることを
普段から
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４)回/年

敷いてあ
るマット
は幅が狭
く劣化し
ているた
め、運動
用マット
で対応
し、その
後幅の広
いものに
買い換え
る。

登り棒につ
いては棒付
近にマット
を2枚敷
き、転落し
た時の衝撃
を和らげる
ようにす
る。しか
し、マット
が敷いてあ
ることで逆
に飛び降り
ようとする
子どもも一
部いた。
マットは安
全にために
敷いてある
もので、飛
んでもよい
ものではな
いことも併
せて伝えて
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
にはそれ
ぞれの遊
具につい
て正しい
遊び方を
知らせ、
正しい遊
び方での
楽しさが
伝わるよ
うにす
る。ま
た、子ど
も自身で
も安全に
気を付け
て遊ぶ意
識を持つ
ことがで
きるよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中は
交通安全
教室があ
り、普段
よりも集
中して話
を聞く時
間が長
かった。
そのため
普段より
も遊びの
時間が待
ち遠しく
感じてお
り、活発
になって
いた。友
達と繰り
返し登り
棒を楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

リレーを
しようと
している
子どもた
ちを見て
いた。そ
のため、
手の付き
方まで
は、確認
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

環境準備
をしてい
たり（交
通安全教
室があり
事前に環
境準備が
できな
かったた
め)、そ
れぞれの
固定遊具
付近で見
守ってい
たりして
いた。

保育中、保
育者の立ち
位置に配慮
し、子ども
の行動や異
変にすぐに
気付き対応
ができるよ
うにする。
また、他ク
ラスの子ど
もにも同
様、職員全
体で目を配
り、対応が
できるよう
にする。

8638

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 3 3 0 4 3 3 4 3 1歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

単G

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

階段で子
どもが足
を滑らせ
てしまっ
たのでは
ないかと
思われ
る。

階段のス
テップ台
に滑り止
めを付け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

足が滑
り、滑り
台の階段
を踏み外
したので
はない
か。転倒
防止の為
子どもの
後ろにい
たが、前
へ倒れた
為補助で
きなかっ
た。

転倒防止
は後ろだ
けでなく
前もあり
えるこ
と、滑ら
ないよう
に滑り止
めを付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、活発
に滑り台
に上り繰
り返し遊
んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
後ろに付
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の各
箇所で他
の園児の
保育をし
ていた。
補助職員
が、滑り
台の反対
側で、他
の子ども
が逆から
上らない
ように見
ていた。

特にな
し

特になし

8639

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 0 0 0 0 36 36 0 4 4 4歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

常にけが
を未然に
防ぐ努力
はしてい
るが、ス
コップが
転がって
いること
が重大事
故につな
がるとい
う意識は
あまりな
かった。

スコップ
が地面に
転がって
いるだけ
でも骨折
につなが
ることも
あること
を園内研
修を通し
て職員間
で共通認
識をも
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

使い終
わった砂
場遊び用
のスコッ
プが砂場
周辺に転
がってい
た。

使い終
わったら
その都度
片づける
ように
し、片づ
け忘れて
いるもの
は職員が
気づいた
ときにそ
の都度片
付けてい
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興奮して
いたり、
危険な行
動をした
りするこ
とはな
く、砂場
付近を歩
いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特に危険
な行動は
していな
かったた
め、他の
園児とか
かわって
いおり、
本児を注
意して見
てはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場付近
を歩いて
いること
は把握し
ていた
が、特に
注意して
は見てい
なかっ
た。

特にな
し

危険な動き
をしていな
くても怪我
につながる
こともある
ことを常に
意識し、職
員間の連携
をとりなが
ら、全体に
目を配れる
ようにして
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8640

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 2 4 0 4 3 2 5 3 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

鬼ごっこ
をしてい
る子と他
の遊びを
している
子と同じ
場所にい
たから。

遊びの内
容によ
り、場所
の確保を
する。俊
敏性を身
に付ける
遊びをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をしてい
る子と他
の遊びを
している
子と同じ
場所にい
たから。

遊びの内
容によ
り、場所
の確保を
する。俊
敏性を身
に付ける
遊びをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの動き
で活動の
移動中で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
ぶつかっ
た子と鬼
ごっこを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の別
の場所で
他児の保
育をして
いた。

特にな
し

特になし

8641

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 20 41 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

園内で事
例検討は
行ってい
たが、事
故が起き
てしまっ
た。

全職員に
事故報告
はしてい
るが、短
時間の職
員に対し
ても、短
い時間で
園内研修
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

転落した
時に左腕
が体に挟
まれてし
まい、骨
折となっ
た。

これから
も施設、
遊具、玩
具等に不
備がない
ように点
検を行
い、〇〇
を敷くな
どの対策
を引き続
き行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

寒い時期
は手が冷
たく思う
ように動
かないこ
とが考え
られる。

これから
も季節を
感じられ
る遊びや
子供の発
達にあっ
た遊びを
提供して
いく。寒
い時期に
体育遊具
で遊ぶ場
合は、準
備運動な
ど体を柔
軟にして
から遊ぶ
ように促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は、
〇〇や〇
〇で遊ぶ
ことが多
いが、事
故当日
は、〇〇
で友達と
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

〇〇の所
で、子ど
も達が縄
跳びを〇
〇にひっ
かけて、
ブランコ
のように
して遊ん
でいたの
を補助し
ていたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は鬼
ごっこ、
一人は泣
いている
子の対応
をしてい
たため、
見ていな
かった。

泣いて
いる子
への対
応を一
人の職
員がし
ていた
め、園
庭で遊
んでい
る子ど
もを見
るのが
手薄に
なっ
た。

職員室に声
を掛ける
等、連携を
取り、安全
に配慮して
いく。

8642

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 3 2 4歳
1.男
児

骨形成不全
症で骨折し
やすい。つ
ま先が極度
に外側を向
いており、
動く際に体
のバランス
が取りにく
い。事故の
２日前に自
宅にて転倒
し、右腕に
ひびが入り
固定中

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育室内
での職員
の立ち位
置を明確
にしてい
なかっ
た。

職員の立
ち位置を
確認し、
本児の傍
に職員が
必ず付い
て転倒を
未然に防
ぐ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

障害物の
ないス
ペースで
あって
も、本児
の動きか
ら転倒の
可能性を
察知する
必要が
あった。

保育士は
常時本児
の傍に付
き、本児
の動きの
把握と素
早い対
応、活動
の際の援
助をす
る。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

数日前に
自宅にて
転倒し、
右腕にひ
びが入り
固定中

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
座って遊
んでいた
為、少し
離れて他
児の対応
をしなが
ら見守っ
ていた。
本児が動
き出した
為、援助
しようと
傍へ向
かったが
その前に
転倒し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の対
応をしな
がら、本
児の様子
を見守っ
ていた。

動き出
した際
にすぐ
に職員1
名が対
応に向
かった
が、本
児から
少し距
離が
あった
ため、
間に合
わな
かっ
た。

右腕を骨折
して固定し
ていること
でいつもと
体の状態が
違うため、
いつも以上
に注意深く
本児の様子
を見る必要
があった。
また、すぐ
に対応でき
るように、
常時傍に付
くべきだっ
た。

8643

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

25 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

保育中の
シュミ
レーショ
ン訓練を
より意識
的に行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

薄いクッ
ション
マットと
はいえ、
狭い空間
に敷かな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動内
容、時間
帯を再検
討。保育
士の立ち
位置を全
体がみえ
るところ
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に走っ
ていたわ
けではな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス全
体を気に
しつつも
身体測定
を実施し
ていたた
め、対象
児の動き
に注視し
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラス全
体の子ど
もの状況
を気にか
けつつ保
育してい
たが、躓
いた際
とっさに
は間に合
わなかっ
た。

特にな
し

活動内容、
時間帯を再
検討。保育
士の立ち位
置を全体が
みえるとこ
ろにする。

8644

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 0 0 0 15 19 4 0 3 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨
折、靱帯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
になる
と、日中
の疲れや
保育士が
変わるこ
とから落
ち着かな
い様子が
見受けら
れる。

延長保育
に入る前
に、子ど
もたちに
遊び方や
過ごし方
の話を再
度した
り、延長
保育士に
も普段と
変わった
様子の子
がいれば
様子を伝
え情報共
有してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

延長保育
時に一人
で遊んで
いた本児
が少し駆
け足をし
てゆっく
りと止ま
ろうとし
た時にカ
クンとな
り、勢い
はないま
まに転ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

延長保育担
当者が一部
始終見てい
たため近寄
り、大丈夫
か聞くとじ
わじわと涙
がでて痛み
を訴えた。
事務室へ行
くため立っ
たが、痛み
から足が動
かなかっ
た。延長保
育担当者が
おんぶしよ
うか聞くと
恥ずかしい
と言ったた
め、支えな
がらけんけ
んで事務室
まで移動し
た。

年中担当
職員は１
名で、同
じ時間帯
に戸外に
出ていた
年長・年
少担当職
員が、年
中担当職
員が事務
室に本児
を移動さ
せる間、
年中児も
一緒に遊
びの様子
を見守っ
ていた。
遅番保育
士は事務
室から戸
外遊びの
延長児を
見守って
いた。

年中担当職
員は１名
で、同じ時
間帯に戸外
に出ていた
年長・年少
担当職員
が、年中担
当職員が事
務室に本児
を移動させ
る間、年中
児も一緒に
遊びの様子
を見守って
いた。遅番
保育士は事
務室から戸
外遊びの延
長児を見
守ってい
た。

なし
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8645

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 2 1 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
随時

2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題は
なく、マ
ニュアル
に沿って
対応して
いる為改
善策はな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

毎月、安
全点検表
を用いて
危険個所
確認をし
ているこ
とと、芝
の地面の
状態にお
いても凹
凸がな
く、周り
に危険な
遊具・玩
具等ない
状態の箇
所で転倒
した為。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段から
戦隊ヒー
ローの遊
びのイ
メージ
で、自分
からジャ
ンプして
床や芝上
などに転
げて見せ
る姿が
あった
為、危険
であるこ
とを繰り
返し伝え
ていた。

不意な転
倒では
あった
が、普段
の本児の
動きの欲
求が満足
できるよ
うな安全
な環境を
考えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に出
てすぐ
に、他児
と一緒に
追いか
けっこを
し園庭を
走ってい
た際に、
凹凸のな
い芝生の
上で転倒
する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児がお
もらしを
し、担当
保育士は
着替えの
対応をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

連絡を受
けた代わ
りの保育
士がブラ
ンコの補
助をしな
がら、本
児を含め
た園児を
見守って
いたが、
本児の転
倒を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

戸外に
出る前
の準備
運動が
十分で
はな
かっ
た。

気温の低下
と共に、体
の関節など
が固まりや
すくなって
いるため、
戸外へ出る
まえは準備
運動などを
して体を動
かしてから
外で遊ぶこ
とを職員間
で再確認し
た。

8646

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

31 2 2 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題は
なく、マ
ニュアル
に沿って
対応して
いるた
め、改善
策はな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

日陰で
あったた
め、少し
地面が
湿ってい
た。

地面の状
態を把握
し、乾い
ている場
所で遊び
を展開す
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

使用した
玩具は片
づけてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
達と一緒
に氷鬼を
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の様
子を見な
がら、他
児と転が
しドッジ
をしてい
た。その
ため、本
児が転ん
だことに
気付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒付近
から離れ
た砂場で
他児と遊
んでいた
ため、気
付かな
かった。

特にな
し

遊びながら
も全体に目
を向け、子
どもの変化
に気付ける
ようにす
る。

8647

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

16 6 6 4 2 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
前額部挫
傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

担任が公
園から園
にすぐに
連絡せず
その場で
自分で判
断してし
まい、園
長への報
告が帰園
してから
になった
ことが要
因。

職員会議
で怪我の
程度に関
係なく、
怪我をし
た時は園
長に真っ
先に報告
するよう
徹底する
指示を出
した。保
護者宛て
に怪我を
した時の
対応につ
いて手紙
を配布。

2.不定期
に実施

実施頻度
毎週

2.不定期
に実施

実施頻度
毎日

2.不定期
に実施

実施頻度
毎週

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手を繋い
でいた友
だちが境
界ブロッ
クの上に
乗って歩
いてい
た。

ゆるやか
な下り道
ではあっ
たが道が
でこぼこ
している
ので、手
を離して
歩くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遠足で朝
から機嫌
も体調も
良かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団の先
頭を歩い
ていた。
担任は後
ろ向きに
歩き、境
界ブロッ
クに乗っ
て遊ぶ数
名に気づ
き、すぐ
に降りる
よう声を
掛けた。
友だちと
本児が一
緒に転倒
する様子
を見た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団の最
後尾を歩
き、担任
と同じく
注意して
おり、転
倒する瞬
間も見
た。

特にな
し

特になし

8648

令和
6年3
月4
日

1.認可
7.小規模
保育事業

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 2 5 3 2 2歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

予想され
る子ども
の行動を
より細か
く計画す
る必要が
ある。

転落の可
能性があ
る遊具を
利用する
時は必ず
付き添
う。出来
れば使用
を控え
る。

3.未実施
実施頻度
()回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

母親の姿
を発見し
て急いで
降りよう
とした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

急がない
ように言
葉掛けを
したが届
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていた。

特記事
項なし

可能な限り
同伴して遊
具を使う。

8649

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

14 1 1 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右指骨骨
折（第4
指）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

危機管理
の認識の
甘さが
あった。

室内での
過ごし方
について
再確認す
る。安全
マニュア
ルを再確
認し危機
管理意識
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設、整
備等に不
備はな
かった。

施設、整
備等に不
備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
自分の体
を手をつ
いて上手
く支えら
れなかっ
た。

室内での
過ごし方
について
再度考え
る。怪我
から自分
の身を守
れるよう
に、運動
遊びを取
り入れる
などして
身体面の
発達を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の午
睡準備を
援助しな
がら対象
児、友達
の動きを
制止して
いた。結
果的に2
人の動き
を制する
ことがで
きず、怪
我を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者一
人で保育
をしてい
た為、担
当者以外
の職員は
対象児の
動きを見
ていな
かった。

対象児
は友達
といつ
もじゃ
れ合い
のよう
な戦い
ごっこ
をして
いた
が、制
止して
も行動
をやめ
ないこ
とが常
習的に
なって
いた。

子ども達の
危機管理意
識を高め、
保育士の指
示を守れる
ようにす
る。

8650

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 1 4 1 4 2 3 3 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

具体的な
事例によ
り検討す
ることが
今後必要
である。

今回のケ
ガについ
て職員会
議で話し
合いをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭の広
さ、カー
ブの角度
の調整

カーブの
角度につ
いて職員
で話し合
い緩やか
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

カーブで
曲がった
際、並走
して走っ
ていた保
育士の右
足と衝
突、反動
で転倒。

保育士も
カーブの
ことを考
え、並走
する際に
は注意を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士に
負けない
ようにと
張り切っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにお
り、一緒
になって
走り込ん
でしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに本
児に駆け
寄り、対
応をし
た。

職員の
人数的
には問
題な
かっ
た。

今後もこれ
までのよう
に一人では
なく二人以
上で見守っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8651

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

130 0 0 0 39 44 47 8 8 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

鉄棒で遊
んでいる
時には、
必ず保育
士が傍に
付き、落
下しない
ように援
助する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

低中高の
3連の鉄
棒である
ため、年
齢児、身
長に合わ
せ安全に
使用でき
るような
配慮、見
守りが必
要。

鉄棒の下
には安全
マットが
敷いてあ
るが、さ
らに厚手
のマット
を敷くよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児は鉄棒
の遊びの
経験が少
なく、常
に見てい
ないとい
けない状
況であっ
たが、担
任が他児
と違う遊
びをして
いて担任
以外が傍
で援助し
ていたが
連携不足
で児に適
切な対応
ができな
かった。

児の遊び
の様子を
共有し、
どの職員
でも対応
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
友だちと
誘い合っ
て遊び出
し、順番
を守って
傍にいた
保育士の
援助の
下、前回
りをして
遊んでい
た．

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒で対
象児とも
う一人の
児童を見
ていた
が、対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
が、頭は
守れたが
腕をつい
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児以外
の児童の
対応をし
ていたた
め、対象
児が落下
した時に
間に合わ
なかっ
た。

鉄棒に
対して
不慣れ
なた
め、鉄
棒に上
がった
際にバ
ランス
を崩し
てし
まっ
た。

必ず保育士
が手を添え
るなどの援
助の下で経
験を重ねて
慣れていく
ようにす
る。

8652

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 1 8 2 2 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員への
周知、遊
び方の園
児への指
導等

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

・特にな
し

継続して
点検を実
施する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭全体
に子ども
が広がっ
て遊んで
いたた
め、時折
保育士の
視界に
入ってい
ないこと
があっ
た。

子どもの
動きを把
握できる
ような立
ち位置及
び動きを
とる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が乳
児用滑り
台に上り
始めた時
本児の後
ろに立っ
ていた0
歳児に対
して登っ
てこない
ように抵
抗するか
のごとく
左右に腰
を振って
いた。保
育士が目
を離した
時に階段
で足を踏
み外して
転落。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が滑
り台階段
に上る姿
を近くで
見守って
いたが、
近くにい
た0歳児
の方へ目
を移した
際の転落
だったた
め、本児
の体を支
えること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

乳児用滑
り台と反
対側にあ
るジャン
グルジム
やブラン
コの方で
遊んでい
た子ども
を見守っ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

本児が
階段を
上って
いると
きに目
が離れ
てし
まった
為。

子どもが階
段を上って
いる間は必
ず側につ
き、見守っ
ていく。

8653

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

33
３

3 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足靭帯
損傷、剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

定期的に
マニュア
ルの確認
をする

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

特になし

施設や設
備（遊具
等）に大
きな不備
や問題は
見られな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

環境等に
は不備や
問題は見
られな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
他児と一
緒に遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が遊
んではい
けない

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
近くに保
育士がい
たので他
児の遊ん
でいる様
子を見て
おり、対
象児の姿
をあまり
意識して
いなかっ
た。

特にな
し

集中力が低
くなりがち
な午後から
の活動内容
や時間の見
直しをす
る。再度、
園内外の危
険個所の確
認と話し合
いをし、改
善する。

8654

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 17 15 12 3 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折、左第
１中足骨
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

くすの木
の根が隆
起してお
り、足元
が引っか
かりやす
い状態で
あった。

隆起した
辺りを立
ち入り禁
止にした
り、隆起
箇所に人
工芝等を
敷いて躓
き防止策
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特に無し

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

約2か月
前に左足
を骨折
し、今月
に完治し
たが、ギ
プスをし
てしばら
く歩いて
いなかっ
たため、
歩行が不
安定で
あった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

母親から
の要望
で、リハ
ビリを兼
ねて歩く
経験をし
て欲しい
とのこと
であった
ため、保
育補助が
手を繋い
で歩いて
いた。一
方に本
児、もう
一方に別
の3歳児
が手を繋
いでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の遊び
の対応を
してい
た。

骨折を
する
と、受
傷箇所
を固定
するこ
とによ
るバラ
ンスの
取りづ
らさが
あった
り、完
治後も
以前の
ような
動きが
できる
までに
時間が
かるこ
とを認
識する
必要が
あっ
た。

完治直後
は、さらな
る配慮（特
に段差や地
面の凹凸）
が必要とな
ることを職
員で周知し
て、誰もが
すぐに対応
できるよう
にする。

8655

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 1 1 4歳
1.男
児

なし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下髄挫
傷、右足
関節捻
挫、右下
髄骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

なし なし
6.食事
(おや
つ)中

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
落ち着い
ている子

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

気にはし
ていた
が、他児
と関わっ
ていた

なし
他の職員
はいな
かった

片付け
の際に
子とも
たちへ
の声掛
けが足
りな
かっ
た。職
員の立
ち位置
が全体
を見渡
せずに
いた。

子どもたち
には他事を
しないよう
予め声を掛
けたり、歩
いて行動す
るよう声を
掛ける。保
育士は他児
と関わって
いる中でも
まわりに気
を配るよう
にする。

296 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8656

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 16 12 14 6 5 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

本児はバ
ランスが
悪く、よ
く転ぶ。

鉄棒で遊
んでいる
子には、
必ず職員
がそばに
つき目を
離さな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

鉄棒の下
に必ず
マットを
敷く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鉄棒で前
回りがで
きるよう
になり、
嬉しくて
午前中か
らも何度
も行って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒を何
度もして
いたので
そばには
いたが、
他児の鉄
棒を見て
いたため
落下する
瞬間を見
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
子どもの
保育をし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

何度も
鉄棒を
してい
たの
で、握
力がお
ちてい
た可能
性があ
る。

鉄棒をする
時は、鉄棒
から手を離
さないこと
を知らせ
る。

8657

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

136 32 54 50 11 11 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
幹部骨折
右尺骨骨
幹部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

防ぎよう
がなかっ
たと思わ
れるため
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

園庭の広
さは十分
であるた
め特にな
し

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

保育士の
立ち位置
を工夫す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子ども達
で鬼ごっ
こを進め
ているこ
とが出来
ており、
保育士は
一緒にい
なかった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の遊
びを見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見て
いた

特にな
し

保育士が連
携を取りな
がら全体を
見る

8658

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

154 52 52 50 11 11 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
しはく離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

全体が見
られる職
員配置を
工夫する

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

縄跳びに
適切な場
所を提供
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
異変に保
育士が気
づけるよ
うに気を
配ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

コンク
リートの
狭いス
ペースで
一人用の
縄跳びを
跳んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と一
緒に縄跳
びで遊ん
でいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転んだ瞬
間は他の
遊びを見
ていた

特にな
し

安全な場所
で遊ぶよう
指導する全
体を全保育
士で見る

8659

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 0 0 0 20 19 17 5 5 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

ベビージム
遊具の側面
に手足をか
けやすい穴
が開いてお
り、よじ登
りたくなる
環境が日常
的にあっ
た。また、
遊びの延長
線上によじ
登った途中
から跳んで
降りていた
こともあ
り、今回の
怪我に繋
がったと考
えられる

よじ登りた
くなる箇所
において
は、”危
険”表示を
絵で分かり
やすく知ら
せていく。
また、ベ
ビージム遊
具から跳び
降りる行為
において
は、再度子
ども達に危
険であるこ
とを伝えて
いき、全職
員への周知
のもと再発
防止に努め
ていく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

周りにい
る職員
も、その
姿を見て
も黙認し
ていた
（ベビー
ジムの高
さが低
かったた
め、危険
性を認識
していな
かった）

遊びへの興
味・関心に
応じて跳び
箱やカラー
ボックス、
マットなど
を使い、子
ども達のや
りたいこ
と、楽しみ
たいことを
安全に構成
していく。
また、危険
性を子ども
達にも十分
伝え、園全
体で声を掛
け合い約束
を守ってい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と遊
んでいる
中でいつ
もより気
持ちが高
揚してお
り慌てた
こともあ
り、いつ
もは飛び
降りない
場所を飛
び降りて
しまった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２箇所の
ベビージ
ム遊具を
行きして
見ていた
が、対象
児がよじ
登り、移
動しよう
としてい
る時にす
ぐ声をか
けられな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児が園
庭全体で
遊んでお
り、５人
の職員が
それぞれ
の遊びや
固定遊具
について
いた。対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

遊具の
階段か
ら飛び
降りな
いこと
を子ど
もと確
認をし
たり、
遊び方
を徹底
するこ
とが必
要で
あっ
た。

遊び方を含
めて、子ど
も達に確認
するととも
に、一人一
人の子ども
の様子を常
に把握し、
保育士の連
携を図って
いく

8660

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

園外保育
活動で
の、積雪
のある場
所でのそ
り滑りつ
いて、具
体的な安
全策が盛
り込まれ
ていな
かったた
め、事前
職員研修
内容にも
含まれて
いなかっ
た。

今回の事
故を受け
て、●年
●月よ
り、年間
で限られ
た機会で
ある雪あ
そびでの
そり滑り
について
は、新た
に具体的
な安全対
策を盛り
込む。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

毎年、そ
り遊びの
園外保育
活動が行
われてい
る場所で
はある
が、事故
発生年度
は積雪が
多く、こ
れだけ積
雪のある
状況下で
の当該地
でのそり
遊びは、
毎年引率
をしてい
る園長も
初めての
経験で
あった。

現地の状
況は、そ
の時点で
の降雪の
状況に
よっても
異なるこ
とから、
現地に到
着次第、
職員は講
師から、
安全に遊
ぶことが
出来る場
所の確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雪上での
そり滑り
は、普段
経験して
きた草場
でのそり
滑りより
も、ス
ピードが
出る。

そり滑り
のコース
の設置に
ついて
は、緩斜
面から急
斜面まで
の段階別
コースを
3～4コー
ス作り、
それぞれ
の子ども
に合わせ
てそり滑
りを楽し
めるよう
にする。
また、保
育の導入
として出
来るだけ
緩斜面か
ら始める
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
そり遊び
に気が進
まないよ
うで、あ
まり動か
ずに周り
を見てい
る状況
だった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

担当職員
は、もう
一人の園
児と対象
児の二人
をみてい
た。そり
の真ん中
に対象
児、その
後ろに担
当職員と
いう形
で、至近
距離で接
してはい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は、そり
滑りコー
スの上手
と下手に
それぞれ
おり、担
当者・対
象児の動
きしっか
り見てい
た。

特にな
し

特になし

8661

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

8 2 1 2歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

3.基
準以
下

特になし

保育士の
人数、配
置人員の
見直しを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

時間外保
育中のた
め、日中
の子ども
の様子な
どを職員
が把握で
きていな
かった。

時間外保
育への移
行時に子
どもの様
子など
しっかり
と伝達し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台が
好きであ
る。トラ
ブルと
なった子
とは日ご
ろからよ
くかかわ
りトラブ
ルがあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
にいた
が、押さ
れたとき
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台の
ところに
一人職員
がついて
いたた
め、他児
を見てい
た。

特にな
し

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
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歳
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歳
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歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8662

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

40 4 4 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折
（右腕）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

午後の戸
外遊びは
子ども達
も開放感
があり活
発に遊
ぶ。

子ども達
の遊びの
様子を把
握し、職
員の担当
場所、死
角になる
箇所の見
守りを徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特記事項
はありま
せん

子どもの
動きを事
前に察知
し、声を
掛け安全
な遊びへ
と導く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
はありま
せん

戸外遊び
の際は、
全体に目
を配りつ
つ危険は
ないか注
意深く見
守るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

縄跳び
（前回し
とび）を
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

縄跳びで
遊んでい
る数人の
子ども達
の近くで
回数を数
えたり、
声を掛け
たりして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で、
各場所に
分かれて
子どもた
ちを見
守ってい
た。

特記事
項はあ
りませ
ん

職員の配置
は問題がな
かったと思
うが、対象
児に声掛け
が行えると
良かった。

8663

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 5 5 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指亀
裂骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

怪我をし
た際に、
怪我の症
状を確認
し、その
後の症状
確認を
怠った。

怪我をし
た際は、
どんなに
小さな怪
我でもそ
の後の状
態をこま
めに確認
し、早期
対応を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ禍
でクラス
毎、時間
差で園庭
に出てい
るため、
職員対園
児でドッ
チボール
を行って
いた。

遊んでい
る際の出
来事で、
ルールは
伝えてい
るもの
の、環境
面では特
に改善策
はなし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールの
ボールを
避けよう
として手
を上げた
際にボー
ルが当
たった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
ボールを
避けよう
と手をあ
げた際の
一瞬の出
来事だっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
ボールを
避けよう
と手をあ
げた際の
一瞬の出
来事だっ
た。

ボール
が手に
あたっ
た際、
冷やす
等の対
応をし
なかっ
た。

ボールが手
にあたった
際、患部を
冷やす等怪
我の手当て
を素早く行
う。

8664

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

14 1 1 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手上腕
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

滑り台に
職員を配
置してい
なかった

滑り台を
使用して
いる時
は、保育
士がつ
き、安全
配慮をす
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

遊具のあ
そび方が
間違って
いた

反対から
登らない
よう決め
ている
が、危険
な行為は
その都度
制止す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
主活動
(鬼ごっ
こ)に応
じないの
で、他児
との関わ
り、主活
動の運営
を優先に
し本児か
ら目を離
した

固定遊具
はやらず
に遊べる
環境を設
定するべ
きであっ
た

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

いつも通
りあそび
が点々と
してい
た。鼻づ
まりで寝
不足で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
主活動
(鬼ごっ
こ)をす
るため
に、子ど
も達と共
に片付け
をし、園
庭集めて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たが、ク
ラスの子
ども達と
それぞれ
関わって
いた

本児が
滑り台
を反対
から
登って
いるこ
とに気
付いた
保育士
がいな
かった

クラスの主
活動(鬼ごっ
こ)に応じな
い本児の姿
に対し、滑
り台をやっ
ている傍に
ついてもら
えるよう、
パート保育
士や副園長
に相談する

8665

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 7 8 2 1 4歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

保育士の
人数、配
置人員の
見直しを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも
使ってい
るベンチ
のため、
気を付け
て降りよ
うとしな
かった。

ベンチの
上には
立ったり
しないこ
とを伝え
ていく。
低い場所
からでも
気を付け
て降りる
よう伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
落ち着き
のない行
動をする
ことがあ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

紙芝居を
見終わっ
たところ
で、他児
が動き始
めていた
ため、気
を付けて
降りるよ
う声をか
けること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が動
き始めて
いたの
で、ほか
の子の対
応をして
いた。

特にな
し

特になし

8666

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 14 14 2 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小児肘
内障・左
上腕骨顆
上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

常に話し
合い、報
連相を大
切にし、
必要な保
育士の調
整を行う
等、常に
正しい保
育体制が
取れてい
るか確認
し合う

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

室内の
コーナー
設定はよ
かったの
か、遊び
の空間は
確保され
ていたの
か見直し
が必要
だったの
ではない
か

遊びの
コー
ナー、環
境の見直
しをする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大好きな
実習生と
関わりた
い気持ち
を受け止
めるが、
体に巻き
付くなど
のスキン
シップは
控えるよ
うにする
べきだっ
た

室内にふ
さわしい
遊びを提
供する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちや
実習生と
楽しく過
ごしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちと実習
生の様子
を視野に
入れなが
ら、他児
の室内遊
びの様子
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々の担
当クラス
で保育し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

実習生
と子ど
もとの
関わり
をもう
少し丁
寧に見
守るべ
きだっ
たので
はない
かと考
える

実習生と予
想される子
どもの姿を
考え、保育
士が落ち着
いた遊びを
提供するべ
きだった

8667

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 7 13 17 21 12 12 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

０．１歳
児以外の
登園した
児童は全
員、園庭
に出てお
り、基準
の職員配
置でも全
員を見守
ることは
難しかっ
たと思わ
れる。

時間を区
切って交
代で園庭
に出るよ
うにする
などの工
夫をし
て、基準
職員数で
も見守り
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

本児が転
倒したエ
リアには
吸衝マッ
トが敷い
てあり、
靴などが
引っ掛か
りやす
かった可
能性があ
る。

吸衝マッ
トエリア
は走らな
いよう、
明確に園
児に話を
して、注
意喚起す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

０．１歳
児以外の
登園した
児童は全
員園庭に
出ており
混み合っ
ていて、
子ども達
が動き回
るには狭
いと思わ
れる。

園児数に
対して園
庭が狭い
ので、時
間を区
切って交
代で園庭
に出るよ
うにする
などの工
夫が必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園直後
で元気な
様子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児がす
ぐ横で転
倒した
が、すぐ
に対応し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭に出
ていた他
の児童を
見てい
た。

手狭な
園庭
で、走
り回る
ことは
危険で
あるこ
とを小
まめに
声がけ
する必
要が
あっ
た。

日頃から、
安全な園庭
での過ごし
方を子ども
達にも理解
できるよう
にレク
チャーする
機会を設け
る。

298 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8668

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 18 16 7 3 5歳
1.男
児

左尺骨骨折
歴有り

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折（弯
曲）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭で活
動させる
前に園舎
内で体を
ほぐす体
操等を実
施できな
かったた
め

コロナ禍
のため、
屋外活動
前の準備
運動を
行ってい
なかっ
た。今後
は実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

本児がか
け上った
遊具の傾
斜部分が
駆け登り
やすい構
造になっ
ており、
活発な園
児が制止
を振り
切って駆
けあがる
ことが多
く油断で
きない。

園庭で遊
ぶ際の注
意事項を
しっかり
園児達に
お話し
し、危険
な行為を
しないよ
うきちん
と説明す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

危険な行
為に対す
る声がけ
は実施し
ていた
が、本児
の耳には
届いてい
なかっ
た。

園庭へ出
る前に、
子ども達
を十分に
落ち着か
せてから
誘導する
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

延長保育
時間にな
る前から
園庭に出
て遊びた
がってお
り、元気
を持て余
している
ようで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が遊
具を駆け
上がると
ころを３
メートル
ほど離れ
たところ
から見て
いたが、
その場で
は特に変
わった様
子はな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ていた他
の児童を
見てい
た。

本児が
遊具を
駆け上
がった
際、特
段骨折
するよ
うなト
ラブル
は見ら
れな
かった
模様。
その場
では本
児も遊
びを続
けてお
り、そ
の場で
は事故
と捉え
られな

園庭へ出る
前に、子ど
も達を十分
に落ち着か
せてから誘
導するよう
にする。

8669

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 14 20 16 5 4 5歳
1.男
児

日常的に個
別対応が必
要な場面が
多く見受け
られる

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手橈骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

登園した
児童のう
ち、年
長・年中
クラスが
園庭に出
て、基準
の職員配
置で見
守ってい
たが、本
児の個別
対応にま
では至ら
なかっ
た。

時間を区
切って交
代で園庭
に出るよ
うにする
などの工
夫をした
が、個別
対応が必
要な児童
について
は増配置
が必要。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

本児が転
落・転倒
箇所は５
０㎝程度
の段差が
あり、プ
ランター
で通り抜
けできな
いように
していた
が、児童
がすり抜
けること
のできる
隙間が
あった。

段差のあ
る箇所に
フェンス
を設置
し、通り
抜けでき
ないよう
にする。
（事故発
生翌日に
設置済
み）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登園直後
で児童全
体が落ち
着かず、
本児の特
徴に合わ
せた声が
けが弱
かったと
考えられ
る。

登園直後
でも、遊
びに入る
前に基本
ルール等
を児童に
声がけす
ることを
必須とす
るように
見直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園直後
で元気な
様子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

離れたと
ころで別
の担当園
児のトラ
ブル対応
をしてい
たため、
本児の動
きをみて
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当が別
件対応す
るため、
他の職員
が本児の
動きを見
守ってい
た。事故
箇所にさ
しかかっ
た時、声
がけをし
たが本児
の動きを
止められ
なかっ
た。

別件対
応で担
当以外
の職員
が見守
る際の
動きに
ついて
のマ
ニュア
ルが具
体的で
はな
かっ
た。

マニュアル
の一部見直
し。

8670

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 12 14 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの中
で子ども
がすると
思われ
る、あら
ゆる動き
を予測す
ることが
できてい
なかっ
た。

あらゆる
子どもの
動きを予
測し対応
策を考え
た。また
遊びに対
してどん
なことに
気をつけ
て遊んだ
らよいか
を子ども
達と話し
合った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
体を動か
して遊ぶ
ことが好
きで、友
達と一緒
ににだる
まさんが
ころんだ
の遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びの中
で保育士
が鬼役を
しながら
子ども達
の見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配担当
保育士は
加配児と
一緒にだ
るまさん
がころん
だとは違
う遊びを
楽しんで
いた。

遊びの
中で気
持ちが
高ぶっ
てしま
い、い
つも以
上に動
きに勢
いがつ
いてし
まい、
転倒に
つな
がって
しまっ
たと思
われ
る。

当該児は気
持ちが行動
に表れやす
いので、様
子を把握し
て落ち着い
て遊びに取
り組めるよ
う声をかけ
るようにし
た。

8671

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 1 1 3歳
1.男
児

担任は、延
長保育時差
勤務のため
不在。担任
ではない保
育士が保
育。診断名
はないが外
国籍の児で
あり、日頃
より配慮を
必要とした
動きがあ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

本児の特
性は、全
職員周知
していた
が、担任
ではない
保育士の
保育中
は、本児
の気持ち
や動きを
落ち着か
せにくく
なること
が要因で
ある。

担任の時
差勤務
は、勤務
上必要な
ため、ト
イレに行
くなど切
り替え時
には本児
の動きに
気をつけ
ることを
再度職員
間で共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に動き
は多い。
クラスの
友達がト
イレに行
こうとし
たタイミ
ングで本
児も動い
たが、調
子に乗り
やすく、
くるっと
回ってし
まったた
めバラン
スを崩し
て転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室を
ドアでつ
ながった
トイレな
ので、近
くにはい
たが、不
意に起
こった動
きであっ
たので、
声かけや
止めるこ
とは難し
い状況で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレでつ
ながった隣
の保育室に
保育士はい
たが、その
クラスの保
育中のため
状況把握は
難しい。戸
外遊び時
は、年少児
2クラスに
フリー保育
士一人が入
る体制にし
ていたが、
室内遊び時
のため保育
士は一人体
制であっ
た。

特にな
し

特になし

8672

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 2 2 3歳
1.男
児

本児は個別
支援が必要
と判断され
ている。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

年度末の
保育準備
期間で
あった。
普段２ク
ラスに分
かれてい
る子ども
が登園人
数が少な
いため同
年齢での
合同保育
を行って
いた。

子ども一
人一人の
特性や配
慮する点
について
伝達して
いたが、
特に個別
支援の必
要な児に
関しては
担任保育
士が普段
意識して
いる行動
について
具体的な
伝達を行
い、安全
に保育に
取り組め
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

多動傾向
があり、
普段から
棚や机に
登ろうと
する姿が
ある。

危険な行
いをする
前に声を
かけ、事
故を事前
に防げる
ようにし
ていく。
危険な行
動をした
時にはす
ぐに声を
かけるな
ど行動を
止め、危
険である
ことをそ
の都度知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

様子は変
わりな
かった
が、普段
目にする
と登ろう
とする棚
に登るこ
とがな
く、落ち
着いて過
ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人は本
児が食べ
終わった
食器を配
膳に使用
している
ロッカー
の上で片
付けてい
た。一人
はおやつ
後の清掃
で雑巾が
けを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
以外は保
育室にい
なかっ
た。

保育士
が２名
いた
が、各
自が行
動しな
がら子
どもを
見る意
識が低
かっ
た。

保育士は片
付けなどの
作業をしな
がらも常に
子どもの動
きを観察
し、危険な
行動に素早
く反応でき
るようにす
る。また、
保育士間で
声を掛け合
い、互いの
動きを確認
し、連携し
た保育を行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8673

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

保育士が
足が離れ
鉄棒から
落下する
危険を予
知できて
いなかっ
た。

「こうも
り」を鉄
棒でやる
ときは、
保育士が
鉄棒にか
かってい
る足を押
さえてい
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１７)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

こうもり
を鉄棒を
やる際
に、身体
をゆらさ
ないこと
が徹底さ
れていな
かった。

鉄棒で遊
ぶ時の約
束を子ど
も、保育
士全員が
周知し、
守れるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒はあ
まり得意
ではな
く、普段
は自分か
らあまり
やろうと
しなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
近くにい
たが、
とっさに
手が出る
距離にい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちと
別の遊び
をしてい
たので、
落下の瞬
間は見て
いなかっ
た。

鉄棒に
保育士
は付い
ていた
が、
とっさ
に手が
出る距
離には
いな
かった

鉄棒に保育
士がつく際
には、何か
あったとき
に手が出る
距離につく
ことを職員
間で周知徹
底する。

8674

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

13 3 3 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故対応
につい
て、事例
をもとに
危険予知
の幅を広
げられる
ように職
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由に取
り組める
状況。

他の子
も、同時
に雲梯で
遊べる状
況であっ
たことを
一人ずつ
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯の足
場に乗
り、一段
目にぶら
下がって
から下に
降りるこ
とを繰り
返してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の傍
について
いたた
め、対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者が
対象児を
職員室に
運ぶた
め、雲梯
で遊ぶ他
児に対応
した。

なし

繰り返し楽
しんでいた
ものの、足
がひっかか
るという事
態を予測で
きなかった
が、丁寧に
関われるよ
う一人ずつ
取り組む。

8675

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

7 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕・
右大腿骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

些細な衝
撃でも、
対象児は
骨折をす
る恐れが
ある

入所以
来、対象
児の病気
の特性を
考慮し
て、常に
保育士が
離れない
ようにし
ている

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)/年

園庭に石
は落ちて
いなかっ
た。石等
が原因で
はない

今まで以
上に園庭
の整備を
心がける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の園児
が遊んで
いない時
間を選ん
で、遊ぶ
子どもも
7名と人
数を絞っ
ていたが
防げな
かった

凧揚げの
エリアを
個別に設
定する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

他児とぶ
つからな
いように
気をつけ
ていた
が、想定
外の方面
からぶつ
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう1名
の保育士
は、他の
子どもに
声を掛け
られ対応
していた

衝突し
てきた
子ども
が、自
分の周
囲の状
況に気
付けな
かった

凧揚げを見
守る職員の
増員

8676

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

47 3 3 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭には
グレーチ
ングの転
倒怪我防
止の人工
芝は敷い
てあり、
安全に走
れる状況
であった
が、人工
芝と土の
段差や園
庭自体に
凸凹が生
じている
場所が数
か所あっ
た。

人工芝と
の段差や
園庭の凸
凹を見つ
けたら速
やかに整
備してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士で誘い
合ってひ
たすら追
いかける
遊びで
あった。
ルール的
要素があ
ると静の
時間がで
き、追い
かける際
も加速し
過ぎな
かった。

子ども同
士の遊び
であって
も様子を
見守り、
状況に合
わせて声
をかけて
いった
り、自分
自身でも
衝突した
り、転倒
したりし
ないよう
に気を付
けながら
走るよう
に知らせ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも鬼
ごっこを
している
数人の子
どもたち
同士で誘
い合い本
児も「泥
棒と警
察」に参
加した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育
士は園庭
で他の子
どもたち
と羽根つ
きをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長担任
保育士
は、遠く
離れたと
ころで、
他の子ど
もたちと
関わって
遊んでい
た。園庭
で園児の
遊びを見
守ってい
た幼児主
査はトイ
レにいく
園児の補
助を行っ
ていた。

園庭には3
人の保育士
がいたが、
トイレに行
く園児の補
助のため一
時園庭から
いなくなっ
た時間があ
り園庭での
全体の遊び
の様子を見
る存在の人
が欠けてし
まった。常
に全体を見
ながら危険
な行動に声
掛けをして
いく必要が
あるため、
保育士の人
員が足りな
い時には適
切に声を掛
け合い体制
を整えてい
く。

園庭での戸外遊
び時には、保育
士の配置に余裕
を持ち、もし緊
急で継続できな
い場合には声を
掛け合い、残っ
ている保育士が
園全体をに気を
配り子どもの遊
びの様子を把握
していく。常に
全体を見ながら
危険な行動に声
掛けをしていく
必要があるた
め、保育士の人
員が足りない時
にはほかの保育
士の手を借りる
などし体制を整
え常に安全に留
意していくよう
にする。

8677

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

17 3 3 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾基
郎骨々折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

両手に玩
具を持っ
た子ども
に対して
保育士が
配慮する
ように全
職員に周
知した

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

床の段差
や滑りや
すような
状況では
なかった
ため、改
善策はな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
両手に車
を持ち、
床に走ら
せていた
ことに対
しての保
育士の危
機意識が
足りな
かった

子どもに
両手に玩
具を持っ
て遊ぶこ
とは危険
につなが
ることを
知らせる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

迎えがく
るまで、
好きな車
の玩具で
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内の遊
びのコー
ナーごと
に保育士
がいた
が、部屋
の中央の
床で本児
が車を四
つん這い
で動かし
ていたの
で少し離
れた状態
であった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2か所の
遊びコー
ナーで他
児と遊ん
でいたた
め、見れ
ない状況
であった

特にな
し

配置人数も
達してお
り、人的に
防げない状
況であった
ので改善策
はない

8678

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

12 2 1 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

外果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(園開所日
数)回/年

滑り台の
下にマッ
トが敷い
てなかっ
た。

落下する
かもしれ
ない場所
にマット
を敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

３人で滑
り台の踊
り場にい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
踊り場に
いた一人
がすべり
面から体
を乗り出
していた
ため危険
と思い、
近づいて
下から声
をかける
が改善す
る様子が
なかった
ため階段
より登っ
ていっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の保育
者がその
場に向
かったの
で他児と
の遊びを
続けた。

特にな
し

滑り台の踊
り場にいる
のは一人ず
つとする
ルールを職
員・子ども
ともに徹底
する。落下
の危険があ
る場合は、
子どもの動
きに対応で
きるよう
に、遊具等
の下から声
をかける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8679

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 15 17 4 4 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 頭部挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

寒くなっ
てきて、
体の動き
が鈍く
なってい
る。子ど
もたちが
ルールは
わかって
いても守
れない。

遊びを始
める前に
みんなで
体を温め
る活動を
入れる。
遊びを始
める前
に、ルー
ルを子ど
もたちと
確認。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

コンク
リートの
角は保護
されてい
るが、側
面は保護
シートが
ない。芝
生の生え
ている所
が少し段
差になっ
てしまっ
ている。

園庭の
走っては
いけない
所が視覚
でわかる
ようにラ
インを引
く。コン
クリート
側面を保
護する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児が
出てきて
園庭真ん
中でクラ
ス遊びを
始めた。
自由遊び
をしてい
たのは年
中児だけ
だった
が、子ど
もの数が
増えたこ
とで保育
士の視界
が行き届
かなく
なった。

今一度、
職員の立
ち位置の
確認、見
届けの仕
方につい
て共通理
解を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数人の友
だちと園
庭の真ん
中にて
ボール遊
びをして
いた。本
児はケガ
をした時
は別の遊
びをする
ところ
だったと
話すが、
一緒に遊
んでいた
友達は
ボールを
追いかけ
ていって
転んだと
話す。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

4歳児が
自由遊び
をしてい
たため、
遊びの場
所や内容
が様々
だった。
本児の遊
びは把握
していた
が、本児
の怪我の
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大縄跳び
の縄回し
をしてい
たため、
全体を見
れていな
かった。
5歳児の
担任はク
ラス遊び
について
いた。5
歳児と出
てきたフ
リー担当
は、支援
児につい
ていた。

いつ
も、全
体を見
る担当
とそれ
ぞれの
遊びに
つく担
当と分
かれて
いる
が、も
う少し
立ち位
置や見
届け方
を考え
るべき
だっ
た。

戸外遊びで
は保育士の
人数に応じ
て遊びを工
夫する。保
育士同士の
連携し合っ
て全体の把
握をする。

8680

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 3 12 4 4 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

子どもの
人数に対
する必要
職員数は
配置でき
ていた。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(６)回/年

段ボール
製のハウ
スのカウ
ンターの
部分に乗
り、足を
滑らせて
落ちた。

カウン
ターの用
途はまま
ごとのた
めの台で
あること
を伝え、
本来の遊
びがこど
もたちに
とって楽
しいもの
にしてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きに合
わせ、死
角がない
ように遊
びを見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室の
段ボール
製のハウ
スの中に
入り、カ
ウンター
の部分に
乗ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ながら近
くの子ど
もと遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ながら近
くの子ど
もと遊ん
でいた。

保育士
は本児
がカウ
ンター
に乗っ
ている
のを把
握して
いた
が、高
さ的に
大丈夫
と思
い、離
れたと
ころか
ら見
守って
いた。

大丈夫と思
いこまず、
常に危機感
を持って子
どもを見守
るよう努め
る。

8681

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 4 4 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士の
補助の仕
方

安全に運
動遊びが
行えるよ
う、保育
士の補助
の仕方を
確認し周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(240)回/
年

慣れてい
る跳び箱
で段数を
上げてい
く必要が
あった。

使用する
跳び箱に
慣れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児２４
人と担任
保育士１
人、主査
保育士１
人、副園
長１人、
加配保育
士１人で
跳び箱を
してい
た。

跳び箱を
跳ぶ際の
手の付き
方、目線
の置き方
などの声
掛けをし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
と違う初
めて使う
跳び箱で
何度か跳
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
傍につ
き、跳ぶ
際の補助
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱の
傍につ
き、跳ぶ
際の補助
をしてい
た。加配
保育士は
対象児に
ついてい
た。

本児が
バラン
スを崩
し際
に、補
助がで
きな
かっ
た。

着地前に補
助できるよ
うに、傍で
つく保育士
は態勢をと
り補助して
いく。

8682

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

44 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

職員が見
守る中の
事故で、
対応も適
切であっ
たと思わ
れる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５)回/週

特にな
し。

障害物の
ない園庭
の真ん中
で自分で
転んだ事
による事
故であっ
たため、
防ぎよう
がなかっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気も良
く友達と
誘い合っ
てのドッ
ジボール
でチーム
分け後、
場所を移
動する際
の事故で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
もドッジ
ボールの
見守りを
している
中の出来
事。怪我
をした場
面も見て
おり、手
が体の下
敷きにな
るような
変な転び
方であっ
たと報告
があっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転んだ付
近に保育
士は3人
おり、担
当保育士
が転んだ
子に対応
した時も
他の子の
フォロー
にすぐに
入れる状
態であっ
た。

特にな
し。

特になし。

8683

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 9 12 20 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨
折・右手
部挫傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

今後も研
修の中
で、いろ
いろなパ
ターンを
想定し、
事故予防
に努めて
いけるよ
うにする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

跳び箱の
設定や置
き方、
マットの
場所につ
いても確
認して
あったた
め改善策
はない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自分でで
きるよう
になった
ことが嬉
しくて、
何度も繰
り返して
いるうち
により活
動的に
なった

器具遊び
は危険が
伴うこと
を伝え常
に落ち着
いて取り
組むよう
に声掛け
をする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

補助なし
で跳び箱
ができる
ように
なったこ
とが嬉し
く、いつ
もより気
分が高
まってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

跳び箱が
園庭に設
定されて
いたため
に保育士
が近くに
つく前に
遊び始め
ており、
離れた場
所から様
子を見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が遊
んでいる
ところを
見守った
り、一緒
に遊んだ
りしてい
た

転んだ
時にす
ぐに補
助でき
る位置
に保育
士がい
なかっ
た

跳び箱はで
きるように
なっても危
険が伴う遊
びなので、
保育士が近
くにつける
状態になる
までは遊び
始めないよ
うにマット
を被せて子
どもたちに
も知らせて
おく

8684

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育士は
子どもの
様子を気
にかけ安
全に留意
しながら
見守るこ
とを再確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭の整
備は定期
的におこ
なってい
る。遊び
方を検証
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

逃げる事
に夢中に
なり、足
元への注
意が十分
でなかっ
た。

子どもの
様子を見
守り、声
をかけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
活発に友
だちと追
いかけっ
こを楽し
んでいる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場付近
で子ども
の様子を
見守って
いた

戸外遊び前
には遊具の
配置場所や
園庭整備の
安全確認を
してから遊
ぶ
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8685

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

3 3 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

外の時間
は職員を
遊具付近
に配置及
び、ミー
ティング
を通じて
周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４６)回/
年

特になし
注意喚起
標識設
置。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

中へ誘導す
る職員、下
駄箱で補助
する職員、
教室内で対
応する職員
に分かれて
おり、外で
子どもを監
視する目が
不足してい
た瞬間が
あった。ま
た入所間も
ない子ども
のため、
とっさの行
動が予測で
きない場面
もあった。

子どもの
室内へ順
番に誘導
する体制
をとって
いたが、
下駄箱付
近で子ど
もを集
め、その
後一斉に
室内へ誘
導するこ
とによ
り、危険
箇所（遊
具付近
等）の監
視体制を
厚くす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台の
階段から
ジャンプ
して降り
ようとし
て、着地
に失敗
し、足を
ひねっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭対応
の職員
は、他の
子どもへ
対応する
ため、す
べり台か
ら少し離
れていた
ため、
ジャンプ
する瞬間
を見た
が、子ど
もの素早
い動きに
対応でき
ず、止め
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は、
教室内で
戻ってき
た子ども
の対応を
してい
た。もう
一人は、
下駄箱付
近で、教
室に入る
子どもの
対応をし
ており、
ジャンプ
する瞬間
は見てお
らず、対
応できな
かった。

教室に
戻る時
間、園
庭での
子ども
の監視
体制が
不十分
になっ
てい
た。

子どもの室
内へ順番に
誘導する体
制をとって
いたが、下
駄箱付近で
子どもを集
め、その後
一斉に室内
へ誘導する
ことによ
り、危険箇
所（遊具付
近等）の監
視体制を厚
くする。

8686

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

143 3 22 21 30 31 36 11 11 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外上顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

活発に遊
ぶ児であ
るが、行
動を注視
できる職
員の配置
が適切で
なかっ
た。

リスクの
高い箇所
には、児
の行動が
注視しや
すい職員
配置を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

なし

施設、整
備面につ
き改善策
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場の縁
の上に砂
が残って
いたた
め、滑り
やすかっ
た。

砂場の縁
に砂が
のってい
ないかを
適宜観察
し、必要
時に砂を
はらう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも友
達の刺激
を受けや
すく、活
発に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

普段と変
わらず遊
びを始め
た為、目
を離して
しまう時
間があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもを
みる担当
場所や、
おおよそ
の範囲な
ど職員間
の連携は
あった
が、全て
のカバー
まで至っ
ていな
かった。

児の行
動を把
握し、
見守り
ができ
ていな
かっ
た。

行動予測を
行い、危険
な行動を起
こす前に声
をかけ、安
全に遊ぶ。

8687

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 5 5 6歳
1.男
児

自閉症スペ
クトラム

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

複数の職
員で確認
したが、
本児の気
持ちの崩
れに重き
を置いて
いたた
め、怪我
の度合い
を想定で
きていな
かった.

憶測では
なく、
様々な結
果を予測
して、複
数の職員
で全身の
観察・視
診を入念
に行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

入場門の
固定用と
して、１
０Ｌのポ
リタンク
を使用し
たが、可
動可能な
状態で
あった。

入場門に
紐でくく
り確実に
固定す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

待機時間
中の出来
事であ
り、配慮
不足で
あった。

目を離す
ことなく
見守りだ
けで良し
とするの
ではな
く、気持
ちが安定
する玩具
を持ち込
んだり、
待ち時間
を少なく
するプロ
グラムに
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児の様
子に興味
をもち、
同じよう
に遊びた
くなっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
もう一人
の児童を
見ていた
が、対象
児が倒れ
た時手を
差し伸べ
ても届か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転倒し擦り
傷のあった
部位の確認
しかできて
おらず
（抱っこで
競技に参加
したのも）
転倒した痛
みで気持ち
が崩れてし
まったとい
う職員の思
い込みで鎖
骨骨折して
いることに
気付くこと
ができな
かった。

危険予
知が十
分でな
かっ
た。

転倒した時
の状況を詳
しく聞き取
り、あらゆ
る可能性を
考慮する。
担任・看護
師と連携し
受傷後の状
況を再確認
する。

8688

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

マット遊
び時、
マット上
でしか遊
ばせない
ルールを
周知して
いなかっ
た。

マット遊
びのルー
ルを職
員・子ど
もたちに
周知徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
その都度

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気分の高
揚などな
く、いつ
も通りに
遊びを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マット上
で前転を
する子ど
もの補助
中だっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

サーキッ
ト遊びの
平均台遊
びを補助
をしなが
ら全体を
見守って
いた。

何回か
経験し
ている
ので安
全と思
い込
み、見
ていて
も注意
しな
かっ
た。

幼児の特性
で突発的な
行動をする
ことを理解
し、危険な
遊び方や
ルールが守
れていない
現場を発見
したら、す
ぐに声かけ
し危険を回
避させる。

8689

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2 6歳
1.男
児

アレルギー
疾患や持病
等なし

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外側靱帯
損傷右足
関節腓骨
剥離骨折
の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

なし（職
員の配置
等十分
で、瞬時
に対応で
きた）

なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

幼児でリ
レーに一
生懸命に
なり、勢
い余って
バランス
が取れな
かった。
また、幼
児の身体
的特徴に
よりバラ
ンスがと
りにく
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

そばで見
ており、
児が転倒
し泣き出
したの
で、すぐ
に駆け
寄った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
て、児が
転倒し泣
き出した
ので、す
ぐに駆け
寄る。

リレー
に夢中
で勢い
余って
バラン
スを崩
した。

家庭と園と
で連携しな
がら、普段
から身体づ
くりに努め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8690

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(通年)回/
年

2.基
準配
置

今後もヒ
ヤリハッ
トや園児
の怪我の
情報共有
を図り、
危機管理
意識を
もって園
児の遊び
の様子に
応じた職
員の立ち
位置や見
守りを強
化してい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２～１
５)回/年

クッショ
ン材の役
割ができ
るよう芝
生の上に
設置して
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一段目な
ので自分
で飛び降
りてみよ
うとした
り、足元
を見てい
なかった
り、バラ
ンスをく
ずしたの
かもしれ
ない。

総合遊具
の安全な
遊び方に
ついて、
今後も引
き続き子
ども達に
わかりや
すく伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

総合遊具
が出来る
ようにな
り、最近
自ら喜ん
でこの遊
具で遊ん
でいたこ
ともあ
り、当日
も友達と
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

もう一人
の担任が
ついてい
ることを
確認しな
がら、他
の遊具で
遊んでい
た他児の
動きを見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

総合遊具
に担任の
１人はつ
いていた
が、その
時同じ遊
具で遊ぶ
他児の動
きを見て
いたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

遊ぶ園児の
様子を全体
的に見てい
くように一
層気を付け
る。

8691

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

14 4 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

事故防止
に関する
研修に積
極的に参
加する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

児の気分
が高揚し
ていつも
より動き
が激し
かった。

園児一人
一人の様
子を捉
え、特に
固定遊具
で遊んで
いる時に
はケガに
つながる
動きがな
いか近く
で見守
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の遊
ぶ遊具の
横で、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具の反
対側や、
園庭の他
の遊びの
子どもた
ちと遊ん
だり、見
守りをし
たりして
いた。

園庭での活
動の時に
は、一人で
も多くの保
育士が出て
児の動きを
見守るよう
にする。

8692

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 1 1 4歳
1.男
児

鶏卵アレル
ギー

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

児が泣い
ていた
が、職員
室に引率
せず安静
をはから
なかっ
た。児の
特性ばか
り（思い
込み）で
十分な観
察をしな
かった。

マニュア
ルを再度
確認し、
職員室で
観察・安
静をはか
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

マットを
敷いてい
たら、
マットに
引っ掛か
り転ぶ。

マットを
除去し、
みざらに
交換。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

なし なし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつも通
りの状態
で登園。
尿が我慢
できなく
なり慌て
て走って
トイレに
行った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

朝の登園
児の受け
入れ中
で、排せ
つは自立
していた
ので保育
士は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の時間
帯で忙し
く、各々
が他の保
育にあた
り見てい
なかっ
た。

児が便
秘がち
なた
め、い
つも通
りに便
秘でお
なかが
痛くて
泣いて
いると
思い込
み、受
傷から
２時間
経って
いた。

思い込みで
見ると観察
ができない
ため、思い
込みで判断
せず職員室
に引率し、
安静にしな
がら観察を
十分に行い
判断する。

8693

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

18 4 4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

子ども同
士が手を
つなぎ、
通行人に
手を振り
ながら歩
いてい
た。

通行人と
すれ違う
時は一時
停止して
気を付け
る。子ど
も同士で
手をつな
ぐ場合
も、必ず
保育者が
片側をつ
なぐよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

園外保育
時におけ
る下見報
告書を、
学区内の
散歩では
使用して
いなかっ
た。下見
のみ実施
してい
る。

学区内外
に関わら
ず、園外
保育下見
報告書を
作成す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

散歩の通
路上の側
溝が深い
ところが
あり、注
意が十分
でなかっ
た。

危険個所
を職員間
で共通理
解し、予
防策を考
えておく
ことが必
要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
て行動で
き真っす
ぐに歩け
ていたの
で、仲の
良い友達
と手をつ
ないで歩
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
落下する
瞬間、す
ぐ後ろの
列にいた
が、他児
と手をつ
ないでい
たため間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭を歩い
ていた職員
は、先頭の
子どもと手
を繋ぎ前方
の確認と子
どもの歩く
様子を見て
いた。後方
を歩いてい
た職員一人
は、他児と
手をつなぎ
後方の子ど
もを見てい
た。もう一
人は避難者
に子どもを
乗せて歩い
ていた。

通行人
とすれ
違うた
め、手
を振り
ながら
側溝側
に寄っ
てし
まった
ことで
落ち
た。

すれ違いな
どの時は、
一時停止す
るなどして
安全に気を
付ける。

8694

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 1 1 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

３・４歳
児の合同
保育時
は、発達
を考慮し
低年齢で
ある３歳
児クラス
を使用し
ていた
が、この
日は４歳
児クラス
を使用し
た。

合同保育
時、低年
齢児の発
達にみ
あったク
ラスの使
用を優先
し、遊び
慣れた環
境で保育
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

安全に遊
ぶことが
できる保
育室の環
境づくり
への配慮
が不十分
であっ
た。

定期的な
安全点検
の中で保
育環境も
見直し、
安全に遊
ぶことが
できるよ
う見直し
や改善を
する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

落ち着か
ない環境
の中で遊
ぶことへ
のリスク
管理不足

合同保育
時、低年
齢児の発
達に見
合ったク
ラスを使
用し、遊
びなれた
環境で保
育を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

棚の下な
ど普段遊
びなれて
いない環
境の中
で、興味
がわくも
のが多く
気持ちが
高ぶって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつもよ
り活発に
遊んでい
たもの
の、編み
物を教え
てほしい
と言って
きた児を
優先して
目を外し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が児に声
をかけて
いたの
で、見て
いるもの
と過信し
てしま
い、他の
子どもと
かかわっ
ていた。

園児の
行動予
測と職
員間の
連携不
足

遊びなれな
い環境で保
育を実施す
る場合は、
危険個所の
そばに保育
士を配置し
随時中止し
て見守った
り、棚下の
スペースを
段ボールな
どで閉めて
おいたりす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8695

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 4 9 4 3 1歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじの
骨折と肘
内障

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
（３）回/
年

2.基
準配
置

ソフト面
での改善
策は、な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

2.不定期
に実施

随時

ハード面
での改善
策は、な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面で
の改善策
は、な
し。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

機嫌が悪
くグズグ
ズ言って
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

保育士が跳
び箱（２
段）に座っ
てぐずって
いる本児を
抱っこして
いる時、後
ろから他児
が不意打ち
に飛びつい
てきた。そ
の拍子に抱
かれていた
本児がマッ
トの上に落
ちる。その
後、時々泣
いて機嫌が
悪かった
が、通常の
機嫌の悪さ
と同様に感
じてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付け前
だったの
で、他児
に片付け
を促して
いた。

背後か
ら不意
打ちに
衝突し
てくる
園児の
行動
が、予
測でき
なかっ
た。

周囲の園児
の行動を予
測したり、
全員の園児
の行動に気
を配る。

8696

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

41 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨近
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルなども
あり職員
配置も基
準配置し
ていた
為、特に
なし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

毎月の施
設・遊具
等の今後
も継続し
て行う
為、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員配置
場所が跳
び箱の着
地点から
離れてお
り、落下
に間に合
わなかっ
た

職員を子
どもの動
きに反応
できる距
離に配置
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

障害走の
順番を待
ち、意欲
的に参加
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横につ
き、子ど
もの様子
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

障害走の
為、各教
育用遊具
（鉄棒・
跳び箱・
平均台）
に保育者
がつき、
それぞれ
見守って
いた

運動遊びの
危険性や、
教育用遊具
の使い方や
つき方など
を再認識す
るととも
に、安全に
遊べるよう
に今後も配
慮していく

8697

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75 5 12 16 7 21 14 17 15 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

遊具の正
しい使い
方につい
て、指
導、確認

事故予防
について
職員研修
を行い、
共通理解
を深める
ととも
に、遊具
の正しい
使い方を
子どもた
ちと一緒
に再度確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/使
用時

点検時以
外でも、
職員間で
気づいた
ことは情
報共有し
ている。
今後も徹
底を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外での
安全確認
を保育士
間で連携
し、徹底
する。子
どもの発
達に応じ
た遊具の
使い方を
職員で研
究協議す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登り棒の
下で、本
児を含め
周辺の遊
具で遊ぶ
数人の活
動を見て
いたが、
保育室へ
入る時間
となり他
児に片付
けを促す
ため目を
離した直
後、本児
は再び登
り棒に登
り落下し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援を要
する児童
の対応を
してお
り、見て
いなかっ
た。

遊具の安全
な使用方法
を子どもに
伝え、その
都度、声掛
けをする。

8698

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

30 18 18 3歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

園内とい
うこと
で、保護
者も安全
であると
いう意識
がある。

事故原因
を全職員
で共有
し、保護
者と帰園
時であっ
ても走り
回るなど
危険なこ
となど声
かけを全
体です
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

保護者と
一緒に登
降園する
時など
は、子ど
も達も走
らないな
どの中を
聞かず制
止出来な
い姿があ
る。

ホールと
通路が一
緒になっ
ているの
で、登降
園には職
員が立ち
声かけを
してい
く。

7.その
他

園内とい
うこと
で、保護
者も安全
であると
いう意識
がある。

保護者に
も安全に
対する意
識を高め
ていく声
かけをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

送迎時４
歳児の部
屋を出て
ホールを
走って
ホール入
口に向
かってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２階の保
育室を出
て帰る準
備をして
保護者監
理下の状
況であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２階の保
育室を出
て帰る準
備をして
保護者監
理下の状
況であっ
た。

園内と
いうこ
とで、
保護者
も安全
である
という
意識が
ある。

送迎時など
日頃から
ホールを走
らない様声
をかけてい
たが、再度
児童・保護
者にも声を
かけホール
を走らない
様声をかけ
ていくよう
にする。

8699

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

3 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

職員がト
イレの入
口にはい
たが、ト
イレの中
までつい
て行って
いなかっ
た。

オムツ交
換する職
員やトイ
レ介助す
る職員と
分ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

トイレ掃
除のあと
だったの
で水分が
残ってい
て滑りや
すくなっ
ていたの
かもしれ
ない。

トイレ掃
除のあと
は床の水
分をしっ
かり拭き
取り安全
を確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもで
あれば職
員の内、
１人はト
イレ介助
に入るが
一緒につ
いていな
かった。

園児がト
イレに行
くときは
必ず職員
が付き添
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分から
すすんで
トイレに
行った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守って
いたがそ
ばについ
てはいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

オムツ交
換や着替
えを手
伝ってい
た。

職員が
かたま
ること
なく、
安全に
子ども
たちを
見守れ
る位置
にいる
こと。

オムツ交換
する職員や
トイレ介助
する職員と
分ける。

8700

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 8 3 1 2 1 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
近位端骨
折・右肘
関節捻
挫・右肋
間筋挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員間で
今回発生
した事故
について
情報提供
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

おやつを
食べる部
屋に荷物
を移動さ
せてお
き、片付
けの際に
別の部屋
に行かな
くてすむ
ように
し、子ど
も達の行
動を見守
れるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつを
食べた
後、コッ
プを片付
けに自分
の教室に
行った際
に他児と
保育室の
ロッカー
の上に登
り、飛び
下り滑っ
て腕を
打った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつを
食べてい
る子ども
達への声
かけや片
づけをし
ていたた
め、違う
保育室へ
コップを
片づけに
行った児
への見守
りがな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつを
食べてい
る子ども
達への声
かけや片
づけをし
ていたた
め、違う
保育室へ
コップを
片づけに
行った児
への見守
りがな
かった。

事故の可能
性を考え、
子ども達の
動きを見守
る。移動や
片付けのタ
イミングを
工夫し子ど
も達の行動
を見届ける
ようにして
いく。

8701

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

11 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第４趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

保護者か
ら状況を
聞いた時
に自分で
判断して
しまい、
すぐに職
員室に連
絡が行わ
れなかっ
た。

保護者か
ら連絡を
うけた時
にはけが
の状況に
合わせ職
員室に連
絡するよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭の少
しのでこ
ぼこが
あったり
する。

つまずい
たりする
ようなと
こがない
か再度確
認してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

こけてい
なくても
ひっか
かったり
してけが
すること
があるこ
とも想定
しておく
ようにす
る。

こけてい
なくても
ひっか
かったり
してけが
すること
があるこ
とも想定
しておく
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で自
由遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で子
ども達の
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

周りの子
ども達の
様子を見
ていた。

こけて
いなく
ても
ひっか
かった
りして
けがす
ること
がある
ことも
想定し
ておく
ように
する。

こけていな
くてもひっ
かかったり
してけがす
ることがあ
ることも想
定しておく
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8702

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 16 18 17 8 5 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員間で
今回発生
した事故
について
情報提供
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同じ場所
で同時に
遊び、予
定よりも
人数が多
くなった
時には、
子ども達
の遊ばせ
方を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で氷
鬼をして
走ってい
て転倒し
左足をひ
ねる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

氷鬼以外
に、かく
れんぼや
砂遊びな
ど各々で
遊びを楽
しんでい
た為、そ
れぞれの
動きを順
に見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

氷鬼以外
の遊びを
楽しむ子
どもたち
と関わっ
ていた
為、対象
児の遊び
への見守
りが少な
かった。

事故の可能
性を考えて
子ども達の
動きを見守
る。ケガを
した場合に
時間の経過
により症状
等が表れる
こともある
ため、ケガ
をした部位
の変化にも
注視してい
く。

8703

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 4 1 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剥離
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員間で
今回発生
した事故
について
情報提供
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慌てて逃
げるため
に、禁止
している
土管から
の飛び降
りをして
しまっ
た。

土管から
飛び降り
ないよう
に子ども
達に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

逃げるの
に一生懸
命だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士は
全体を見
るために
端の方か
ら見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士は
一緒に
ゲームを
してい
た。

２時か
ら３時
の間休
憩なし
でドッ
ジやバ
ナナ氷
おにな
ど遊び
が続い
ていた
ので疲
れが出
ていた
と思わ
れる。

休憩も取り
入れ、子ど
もの様子を
みながら遊
びを進めて
いく。

8704

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

30 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

事故が発
生する可
能性につ
いて職員
間で共有
する子ど
もたちへ
の安全に
関する職
員の意識
向上を図
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

日常の子
どもたち
の動きへ
の留意

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動内容
に合わ
せ、事前
に準備体
操をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
に登所・
特に変
わったこ
とはな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

とび箱の
側に付
き、一人
一人の子
どもに声
を掛け、
跳ぶ様子
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当保育
士の後ろ
で、とび
箱を跳び
終わった
子どもに
対し声を
掛け様子
を見守っ
ていた。
担当保育
士とは反
対側で、
跳び終
わった子
どもの側
で声を掛
け見守っ
ていた。

移動遊具
（とび箱）
を使用する
際の注意点
や、立ち位
置等職員間
で共有する

8705

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

11 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(毎朝)回/
年

2.基
準配
置

助走に勢
いがあ
り、子ど
もの身体
を受け止
められな
かった

補助する
立ち位置
を確認し
てから始
める。
(跳び箱
の横に立
ち、手を
伸ばせば
子どもの
胸の辺り
に届く位
置)

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

跳び箱、
ロイター
板、マッ
トの点検

跳び箱、
ロイター
板、マッ
トの備品
を正しく
設置し、
周囲も確
認し十分
なスペー
スを確保
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

勢いよく
跳びすぎ
跳び箱の
手を突く
位置を超
えてし
まった

助走の勢
いに負け
て転落し
ないよ
う、子ど
も自身の
体重を支
える腕の
力、腕を
軸にして
重心移動
が出来る
よう段階
を踏んで
進める

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

跳び箱が
跳べる自
信から他
児に見せ
る為、張
り切って
いた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

勢いが有
り跳び箱
を超えて
しまい、
身体を支
えたが肩
から落下
した

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

泣き声に
気付き状
況確認
し、他児
を座らせ
落ち着か
せる。

跳ぶ前
には健
康状態
を把握
し、環
境を整
える

子どもの様
子や状況を
確認し、跳
ぶ前には必
ず危ない使
い方など
ルールを決
め説明して
から始める

8706

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

事故が発
生する可
能性につ
いて職員
間で共有
する子ど
もたちへ
の安全に
関する職
員の意識
向上を図
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

日常の子
どもたち
の動きへ
の留意

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全確認
と子ども
たちへの
見守りの
強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
に登所・
特に変
わったこ
とはな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

おやつ後
の清掃等
をしなが
ら子ども
たちに帰
りの準備
の促しを
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故が起
こった
時、本児
の近くに
いたため
状況を確
認し、職
員室に報
告した

安全確認と
子どもたち
への見守り
の強化

8707

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

4 3 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第２趾
末節骨骨
折左第２
趾挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1.2)回/
年

2.基
準配
置

事故マ
ニュアル
を、全職
員に周知
する事と
事故予防
に関する
研修を通
して全職
員におけ
る事故予
防の意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(通期)回/
年

建付けの
問題もあ
り、保護
テープを
貼るなど
の対策が
出来ない
為、声掛
けでの改
善策とし
ている。

7.その
他

慌てず
に、周り
をよく見
て歩くこ
とを再度
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

骨折をし
ていた
が、園で
は走った
りいつも
どうりの
姿であっ
た。降園
して自宅
の風呂に
入ってい
た際に疼
痛を本児
が母に伝
えた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

目撃した
保育士は
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見ていな
かった。

延長保育の
時間帯でも
あり、人の
出入りも多
いため落ち
着いた環境
で過ごせる
よう声掛け
していく。
慌てずにト
イレに行く
ことがない
ように、適
宜園児たち
にはトイレ
誘導をして
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8708

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

47 18 18 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
しの剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

子ども達
が遊んで
いるとこ
ろを見
守っては
いるが、
職員の立
ち位置を
見直す必
要があっ
た。

事故原因
を職員全
員で共有
し、子ど
もたちの
食後の過
ごし方や
遊び方な
ど見直し
ていくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊ぶコー
ナーの配
置（物
的・人
的）の仕
方。

遊ぶコー
ナーの配
置（物
的・人
的）の見
直し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

給食後の
自由遊び
で、友だ
ちとポル
カの動き
をして遊
んでい
た。転ん
だ時に違
和感が
あったも
のの担任
には伝え
ることが
なかっ
た。

給食後は
落ち着い
て遊ぶよ
うに子ど
もたちに
も伝えて
いく。ま
た、転ん
だり何か
起こった
時には、
子どもた
ちが自己
発信でき
るような
保育をし
ていくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食を食
べた後、
片づけを
して好き
な遊びを
見つけて
遊ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

食べ終
わった後
に遊んで
いる子ど
もたちを
見守り、
一緒にブ
ロックや
カルタで
遊ぶ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食を食
べている
子どもと
終わった
子どもを
わかれて
子どもを
見ている
状況。

本児が
バラン
スを崩
したが
痛がる
様子が
なかっ
たが、
注意深
く子ど
もの様
子を見
守るこ
とを
しっか
りと
行って
いく。

給食後とい
うこともあ
り、落ち着
いて遊べる
ように環境
の設置や配
置を十分に
行うように
する。

8709

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

33 6 5 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第4指
中節骨々
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員間で
今回発生
した事故
について
情報提供
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動を実
施する際
には、園
児に注意
点を伝
え、準備
体操も行
う。普段
の保育の
中から跳
び箱に慣
れていく
ようにす
る。一人
ずつ動き
を確認
し、事故
の危険性
について
意識を
持ってお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向けて、
対象児は
意欲的に
取り組ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マットと跳
び箱の境目
辺りの位置
で、跳び箱
をとび越え
る姿を右側
から危険の
ないように
見守ってい
たが、対象
児がとび越
える際、と
び越える瞬
間の姿勢や
着地の際の
危険がない
ように見
守っていた
為、対象児
の手の動き
を注視して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

跳び箱と
鉄棒を続
けて順番
に練習し
ていた
為、跳び
箱以外の
所にいた
職員は、
跳び箱に
取り組む
対象児の
動きを見
ていな
かった。

特にな
し

事故の可能
性を考え、
子ども達の
動きを見守
る。

8710

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 5 6 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ダイナ
ミックな
動きにな
ることが
予想でき
たにも関
わらず、
事前に靴
下を脱が
せ忘れて
いた

必ず靴下
を脱がせ
てから活
動する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

動物（ト
ラ）にな
りきって
遊んでい
たため、
気持ちも
高揚し、
動きもダ
イナミッ
クであっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

約５０㎝
の高さか
らのジャ
ンプで床
にマット
を敷いて
おり、
マットが
動かない
よう立っ
て押さえ
ていた。
着地時す
ぐに助け
られる状
態ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が並
んでいる
列につい
たり、配
慮を必要
とする子
どもと一
緒に活動
してい
た。

本人の
運動能
力を把
握して
いたの
に、そ
れに
合った
補助は
してい
なかっ
た。
（一回
目の
ジャン
プの着
地も不
安定
だっ
た）

不安定な着
地でもすぐ
に手をだせ
るように心
構えや体制
を整えてお
く。

8711

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

21 3 3 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯上2
本外傷性
歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３～６)
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

天候が雨
で湿度が
高く廊下
が湿気て
いたと思
われ,廊
下全体に
は滑り止
めマット
を敷いて
いたが、
部屋の入
口まで敷
けてな
く、その
確認が不
十分だっ
た。

安全確認
をし、そ
の都度丁
寧な対策
をとる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当児童
が廊下に
設定をし
たトラン
ポリン遊
びから室
内遊びへ
の移行時
に、早く
行きたい
気持ちが
強かった
ように思
われる
が、室内
と廊下の
段差・
ゆっくり
移動する
などの安
全面の言
葉がけが
なかっ
た。

子どもの
行動を予
測しなが
ら言葉が
けをす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

トランポ
リン遊び
を楽しん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
の様子を
見守れる
場所にい
たが、止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内と室
外に分か
れて遊び
をみてい
た。

遊びに
入る前
に遊び
のルー
ルを全
体に伝
えてい
るが、
その場
の該当
児童の
状況に
応じた
言葉が
けがな
かっ
た。

児童の状況
を把握し、
安全に気を
付ける言葉
がけをす
る。

8712

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

職員が安
全管理に
関するマ
ニュアル
を確認で
きていな
かった。

全職員で
安全に関
わるマ
ニュアル
を定期的
に見直
し、事故
予防に関
する研修
を定期的
に行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

見守りが
ない状況
で当該児
童がうん
ていに
登ってい
た。

子どもた
ちがうん
ていで遊
んではい
けない時
には登ら
ないなど
の貼り紙
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
が集中で
きずに遊
びだして
いた。

狙いを
持った活
動を行
い、遊び
始める前
に約束を
するなど
遊び方を
工夫して
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鉄棒をす
るために
並んでい
たが、並
んでいる
列の隣に
あった、
うんてい
に登って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もの鉄棒
の練習に
付き添っ
ていたた
め、当該
児童の動
きを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人担任
であるた
め、担任
以外に当
該児童の
動きを見
ていた職
員はいな
かった

鉄棒を
してい
る間、
当該児
童から
目を離
してい
た。

集団活動中
に、抜けて
いる子ども
がいないか
など常に人
数確認しな
がら、危険
な行動を予
測して指摘
できるよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8713

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

9 1 1 6歳
1.男
児

前日夜、自宅
にてベッドか
ら落下し右上
腕部外側に打
撲と裂傷を受
傷してきてお
り、登園時に
保護者からそ
の旨の引き継
ぎがあり、当
該児童も少し
元気のない様
子だった。負
傷した腕を気
にしている様
子が覗えた

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内で走
る行為を
取り入れ
た集団遊
びをおこ
なってし
まった

室内とい
う環境に
適した集
団遊びを
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前日の家
庭でのケ
ガがあっ
たもの
の、対象
児が熱望
して始め
た遊び
だったの
で、いつ
も通り元
気な様子
で遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りな
がら、速
く走らな
いように
などと声
かけをし
つつ見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の
際、保育
士は１名
だった

前日に
家庭で
負傷し
てきて
いる状
況で
あった
が、本
児が熱
望した
ので、
遊びを
してし
まった

子どもの希
望を受け止
めることも
よりも事故
の防止を考
えて今後は
あそびの内
容を配慮す
る

8714

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

粉砕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机の下に
椅子を直
して机の
横で着替
えていた
が、椅子
がまっす
ぐ入って
いなかっ
たため、
体が当
たった際
に椅子が
倒れそう
になった
のを止め
ようとし
て、ケガ
をしたと
考えられ
る。

着替えを
含め席か
ら立った
際には、
正しく椅
子を直す
よう、習
慣をつけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と同
様、自席
にて服を
脱ぎたた
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の動
きを観察
しつつ、
シャワー
を先にす
る児童数
人を出入
り口付近
で誘導し
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一人担任
であるた
め、担任
以外に当
該児童の
動きを見
ていた職
員はいな
かった

特にな
し

1人担任で全
体を見渡す
場所にいた
ため、特に
問題はない
と思われ
る。

8715

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 6 2 2 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年
以上

2.基
準配
置

マニュア
ルを行動
化できて
いなかっ
た

マニュア
ルの内
容、発生
時に各々
が行動が
きるよう
に実施研
修を充実
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年
以上

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り回る
園児もい
て落ち着
きのない
状態で
あったた
め、トラ
ブルがお
こりやす
い環境で
あったと
考えられ
る。

園児たち
が落ち着
けるよう
に、走っ
ている子
どもに
は、一緒
に遊んだ
り座って
落着いて
遊べるよ
う働きか
けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康観察
表と口頭
で保護者
と健康等
に変わり
がないこ
とを確認
する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもを見
ながら保育
室のことや
保育の準
備、連絡帳
の確認など
を２人の職
員が同時に
行ってい
た。走り
回っている
園児に対し
口頭で制止
を行った。
ぶつかった
のは本児が
泣いて気が
付く。その
時両手を後
ろについて
膝を立てた
状態でい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

上記と同
様の動き
をしてお
り、子ど
もの見守
りを分担
すること
なく、本
児が泣い
て気が付
く。

室内で
子ども
が走り
まわる
など落
ち着き
のない
状態を
すぐに
止めさ
せるこ
とがで
きな
かっ
た。ま
た、2人
いる職
員間
で、安
全管理
の分担
がス
ムーズ
でな
かっ
た。

2人同時に業
務を行うの
ではなく、
お互いが声
をかけなが
ら意志を
もって見守
りを実施す
る。

8716

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 22 25 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降所時間
に近くな
り、児童
全体の気
持ちが浮
足立つ姿
が見られ
たので、
遊びを止
めて話す
機会をつ
くった
が、その
後の姿は
変わらな
かった

児童の姿
が改善さ
れない時
は、気持
ちを落ち
着かせる
時間を設
定する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達と走
りながら
気持ちは
高揚した
状態だっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

4歳児担
任が所庭
全体を見
渡し、ぶ
つかった
瞬間を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降所時間
に近いの
で保護者
の対応を
行ってい
た

職員間
の連携
をとり
ながら
所庭の
遊びを
見守っ
ていた
が、保
護者対
応にあ
たる職
員もい
たため
遊びに
応じた
保育士
の配置
場所、
人数が
不足し
ていた

保育士の配
置場所を考
慮した遊び
の種類や遊
び方を決め
るなど、職
員間の連携
を密にとる
ようにする

8717

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが砂場
で遊んだ
後の穴が
そのまま
になって
いた。

今後も砂
場は足元
が悪いの
で、落ち
着いて行
動をする
ように伝
えると共
に、大き
な穴につ
いては片
付けの際
に埋め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とくに変
わりなく
元気に過
ごしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

砂場に
シートを
かけて玩
具を片付
けなが
ら、くぼ
みがある
ので気を
つけるよ
うに声を
かけてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

竹馬に取
り組む子
どもの補
助や、他
の子ども
たちと片
付けなど
を行って
いた。

担当職
員はく
ぼみが
あるこ
とを子
どもた
ちに伝
えてい
たが、
埋めて
事故が
起こら
ないよ
うにす
るなど
の配慮
に至ら
なかっ
た。

危ない部分
があると気
付いた時点
ですぐに対
応する。日
ごろから事
故防止の意
識を高く持
つよう努め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8718

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 10 13 2 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ上
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(5～6)回/
年

1.基
準以
上配
置

活動時、
配置して
いた職員
２名のう
ち１名は
園児につ
き、もう
１名は全
体の見守
りについ
ていた
が、降園
時間でも
あり保護
者の対応
も行って
いたため
全体を見
守れない
時間が
あった。

可能であ
れば職員
数を増や
すなどの
対応を行
い、必ず
１名は全
体の見守
りに当た
れるよう
に配置し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

限られた
スペース
の中で、
異年齢活
動で鬼
ごっこの
ように体
を動かす
保育を行
う場合の
配慮がよ
り必要で
あった。

スペース
を確保す
るため、
１度に活
動する人
数を分
け、グ
ループを
決めるな
どの対策
を取って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常の１
クラスの
人数より
多い人数
となり、
また異年
齢での活
動である
為、こど
も達の動
きに合わ
せた活動
内容を適
切に行う
必要が
あった。

大型遊具
などがな
い分、活
動スペー
スが広が
る為、走
るスピー
ドが通常
より速
まったり
動きが大
きくなる
などのこ
とが予測
されたの
で、活動
内容によ
りコーン
を使用し
場所を分
けて活動
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も問
題なく活
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児と一
緒に遊び
にはいり
ながら他
児も見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が全
員見渡せ
る場所に
ついてい
た。

園児の
見守り
を行っ
ていた
が、保
護者に
申し送
り等が
あり、
子ども
たちの
動きを
察知し
づらい
部分が
あっ
た。

その日の申
し送りの内
容や配置の
人員、子ど
もの人数に
応じて立ち
位置なども
考慮してい
く。

8719

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

18 3 1 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保育計画
を立てる
際に事故
の可能性
を考える
べきだっ
た。

安全マ
ニュアル
の再確認
/保育計
画を立て
る際に、
事故の起
こる可能
性はない
かよく検
討するこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

施設外の
公園で発
生した事
故のた
め、ハー
ド面での
要因はな
い。

引き続き
子どもた
ちの様子
をしっか
りと見守
り、事前
に危険な
ものはな
いかを確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落ち葉拾
いを行う
目的で公
園に行っ
たが、子
どもたち
の年齢を
考えると
少し早い
計画だっ
た。公園
へも下見
に行くべ
きだっ
た。

今後事故
の起こっ
た台の近
くに職員
が必ず立
ち、登ろ
うとする
園児を制
止する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
落ち着い
た性格
で、保育
室内で走
り回った
りする様
子はな
かった。
事故当日
も登園時
普段と変
わった様
子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せるよ
うに、広
場の中心
に立って
いた。対
象女児が
台の近く
になって
いること
は確認し
ていたが
事故の瞬
間は見ら
れていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象女児
の近くに
立ってい
たが、ほ
かの園児
の様子を
見ていた
ため事故
の瞬間は
見れてい
なかっ
た。

子ども
たちが
公園内
の様々
な場所
に行っ
たた
め、見
守る目
が足り
ていな
かっ
た。

公園内で遊
ぶエリアを
決め、事故
に繋がる可
能性のある
場所やもの
には近寄ら
ないように
工夫をする
必要があ
る。

8720

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 14 14 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
を話し合
い、外遊
びも複数
で見守る
ようにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

側溝蓋の
上が雨上
がりで滑
りやすい
のではな
いかとい
う危機意
識が薄
かった

危険箇所
の環境整
備

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水たまり
の残る園
庭で、範
囲の指定
なく鬼
ごっこを
した為

園庭の環
境整備を
する。遊
びに適し
た環境整
備を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこ中
に側溝蓋
の上で
滑って転
倒

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊び全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

散歩の引
率と室内
遊びの見
守り

複数人
数での
見守り
が連携
不足
で、で
きてい
なかっ
た。

鬼ごっこを
する時は、
範囲をきめ
る。複数人
数での園庭
見守りと、
職員の立ち
位置の確認
を行う。

8721

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

19 4 3 2歳
1.男
児

特にありま
せん。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎両側
乳中切歯
外傷性歯
牙破折・
脱臼下口
唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

子どもを
よく見る
ように気
を付けて
いたが目
を離し
た。

想定外の
事が起き
ても慌て
ないよう
に日頃か
ら訓練を
行い保育
室を点検
する。ケ
ガの発生
後は会議
を行い、
他クラス
は事故報
告書を回
覧して情
報を皆で
共有す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

転んだ所
に絵本棚
があっ
た。絵本
棚につい
ては、安
全に配慮
して面取
りをした
ものを購
入し、
コーナー
に設置し
ているの
で場所も
適切だっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

躓くな
ど、転ぶ
ような物
は何も無
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなし。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転んだ瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の受け
入れや排
泄介助を
してい
た。

慌ただ
しい時
間なの
で子ど
もの見
守りが
不十分
で、転
んだ瞬
間を見
れてい
なかっ
た。

予期せぬ事
から怪我に
繋がるた
め、子ども
の様子をよ
く観察し声
掛けなどを
行って、落
ち着いて保
育をするよ
う心掛け
る。

8722

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

16 4 3 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

捻挫→後
に骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
()回/年

1.基
準以
上配
置

布団での
遊びの１
つとし
て、１歳
児が行う
には危険
な行為
だったと
思われ
る。

１歳児の
遊びとし
て適切
だったの
か再度確
認をし、
職員内で
話し合い
を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

布団での
遊びの１
つとし
て、１歳
児が行う
には危険
な行為
だったと
思われ
る。

事前にど
んな遊び
をするの
か確認を
行い、保
育士全員
でお互い
に意見を
出し合
い、少し
でも危険
だと思わ
れる行為
はやめる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内遊び
を楽しん
でいた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の前
にいて、
尻もちを
つかせる
遊びを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

長く敷い
た布団に
対して等
間隔で保
育士を配
置し、子
どもを見
守ってい
た。

補助に
園児を
支える
保育士
をつけ
ていな
かっ
た。

園児を支え
る保育士が
もう一人補
助に入る。
遊びの内容
に対して職
員配置につ
いて考え
る。

8723

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 14 8 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

亜脱臼
（前歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各グルー
プ間は十
分スペー
スを確保
してお
り、密集
状態では
なかっ
た。

引き続き
自由遊び
時には活
動可能な
十分なス
ペース確
保をここ
ろがける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

立ち上
がって移
動しよう
とする際
に一緒に
ブロック
をしてい
る園児の
足に引っ
かかり転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

上記各グ
ループを
全体的に
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子供
と遊んで
いた

特にな
し

そばに保育
士がおり、
密集した状
態でもな
かったた
め、特にな
いと思われ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8724

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 2 2 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨遠
位部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

適宜な事
故予防研
修が必
要。

全職員で
定期的に
マニュア
ルの見直
しをす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの内
容と人
数、場所
（広さ）
のバラン
スが悪
かった。

鬼ごっこ
の人数に
合わせ
て、使う
場所を大
きくす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりなく
元気に過
ごす

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児を見
つつ対象
児を見て
いたが、
目を離す
事もあっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と同じよ
うに対象
児から目
を離す事
があっ
た。

遊びの
内容と
見守り
のバラ
ンスが
悪かっ
た。

職員の連携
と遊びの内
容を理解
し、職員が
必要であれ
ば人を足
す。

8725

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

6 3 3 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

前額部挫
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

事故防止
の為に職
員間でマ
ニュアル
を再度見
直し、周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
()回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
()回/年

保育室全
体を見直
し、危険
と思われ
るところ
は、安全
ガードを
し、空間
を仕切っ
ていたも
のは、取
り除く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

久しぶり
の登園
で、環境
構成が以
前とは、
違ってい
た。

しっかり
と遊びを
見守る。
保育士間
での声の
掛け合い
などを大
切にして
おく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
の登園で
保育室の
環境も変
化してお
り、探索
活動が多
く見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りな
がら他の
子の対応
をしてい
た為、転
倒した時
に手を差
し伸べる
事が出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつを
給食室に
取りに
行った
り、トイ
レで排泄
介助を
行ってい
た。

久しぶ
りの登
園にて
保育室
の環境
を見直
し、配
置を変
えてお
り、転
倒した
場所に
棚が配
置され
てい
た。

空間を区切
る目的にて
棚を配置し
てあった
が、今回の
事例後、配
置を考え直
した。

8726

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内には
机、椅
子、おも
ちゃの棚
や、遊び
のコー
ナーが多
くあった
ため、子
どもの動
線が狭く
なってい
た。その
ため、急
いで移動
しようと
した当該
児童の足
が友達の
足に引っ
かかり転
倒した。

遊べるお
もちゃの
種類を決
めたり、
おもちゃ
コーナー
や机の場
所等、余
裕をもっ
て配置し
たりする
など、子
どもが通
りやすい
動線を考
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所してお
り、午前
中の活動
にも意欲
的に取り
組んでい
た。午後
からは、
ブロック
で友達と
一緒に遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室全
体を見渡
せる場所
に座り、
子どもと
一緒に遊
びながら
全体を見
守ってい
たが、離
れたとこ
ろで遊ん
でいた当
該児童が
転倒した
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人担任
であるた
め、室内
で他に当
該児童を
見ていた
職員はい
なかっ
た。

特にな
し

1人担任で全
体を見渡す
場所にいた
ため、特に
問題はない
と思われ
る。

8727

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

16 1 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
手肘）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慣れた場
所や遊具
とはい
え、高さ
もあり落
下の危険
性はあ
る。子ど
もへの過
信や慣れ
が危機管
理を薄く
させた。

安全管理
の視点で
の保育の
見直しを
行う。遊
具の使用
時は側で
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と話
しながら
ジャング
ル滑り台
を登って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

所庭の西
側寄りに
いて、子
ども達の
遊びの様
子を全体
的に見
守ってい
た。その
ため落下
時に間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は所庭に
出ていな
かった。

担任が
１名で
子ども
達の遊
びを全
体的に
見守っ
ていた
為、遊
具の側
に常に
いるこ
とがで
きず、
落下時
に間に
合わな

遊具で遊ぶ
ときは側で
見守る。そ
れができな
い時は所庭
に複数の職
員がいる時
に遊具を使
用する。

8728

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 15 5 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離性骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

手洗い場
前と机上
遊び用の
机で他の
場所より
通り道が
狭くな
り、走っ
てバラン
スを崩し
た際、よ
けきれな
かった。

机の配置
を変更
し、動線
としての
スペース
を確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常同様
給食を食
べ、食べ
終わった
子たちと
一緒にブ
ロックで
遊んでい
たが、立
ち上がっ
て室内を
一周走り
始めた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じ保育
室で子ど
もたちと
遊びなが
ら、その
場にいる
子たちを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食をま
だ食べて
いる園児
の対応を
行ってい
た。

担当職
員が走
らない
ように
声掛け
するの
が遅れ
た。

室内では走
らないよう
全体で約束
し、走り始
めたら即座
に声を掛け
走らないよ
うに注意喚
起する。

8729

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

33 4 3 4歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつ後で
机、椅子を
掃除するた
め子ども達
は床でお茶
を飲む事に
なり本児が
床に手をつ
いてしまう
状況が出来
てしまっ
た。水筒は
固くて重い
危険物とい
う認識をも
ち注意して
取り扱うい
う指導を子
ども達に徹
底出来てな
かった。

部屋で水筒
からお茶を
飲む際は、
出来るだけ
机に座った
状態で飲む
ようにす
る。水筒を
持ち運びす
る時は水筒
の紐を首か
ら下げて移
動する習慣
がつくよう
再度子ども
達に指導を
行う。水筒
を扱う活動
の際は保育
者も十分に
注意して見
守るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から機
嫌良くい
つもと変
わらない
様子。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレか
ら戻り、
水筒でお
茶を飲ん
でいる子
どもを4
名の内1
名の保育
者が前か
ら見守っ
ていた。
内２名は
おやつ後
の片付
け、内1
名はトイ
レの見守
りをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
2メート
ルほど離
れた場所
から事故
現場を見
ていた。

特にな
し

そばで見守
る職員がい
たため、人
的環境に問
題はないと
思われる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8730

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 3 3 2歳
1.男
児

生まれつき
関節が柔ら
かく歩行に
少しだが支
障をきたす
ため、A病
院に定期的
に通院して
いる。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があっ
たため、
特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別な様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
てはいた
が、転ん
だ時に体
を支えた
りするこ
とはでき
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
たところ
で、他の
子ども達
を見てい
たが、転
ぶところ
は目に
入った。

特にな
し

そばで見守
る職員がい
たため、人
的環境に問
題はないと
思われる。

8731

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

5 3 3 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

雨上がり
など園庭
が凹凸し
ている所
があっ
た。

定期的な
整地の必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があっ
たため、
特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

連休明け
というこ
ともあ
り、横を
向いて
走ってい
て気持ち
が高ぶっ
ている様
子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
がすべり
台で遊ん
でいるの
を側で見
守ってい
たため、
対象児の
近くにい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と遊んで
いたため
見ていな
かった。

広い園
庭の
中、保
育士の
目が十
分行き
届いて
いな
かっ
た。

担当の保育
士が注意し
て見守る。
担任間で子
ども一人ひ
とりの遊び
の様子、注
意点を周知
し合う。

8732

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 35 35 35 8 7 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肩あた
りの骨
折・すり
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
の中の出
来事で、
各々好き
な遊びに
集中して
いたた
め、周囲
に気づけ
なかっ
た。

鬼ごっこ
など走る
遊びには
場所、範
囲を定め
るなど、
ぶつかり
合うこと
のない
様、ルー
ル作りを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前を見な
いで移動
すること
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活動の変
わりめで
全体誘導
を行って
いたので
本児の様
子はみて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びを継
続してい
る子の対
応や自分
のクラス
児童の誘
導を行っ
ていた。

全園児
が園庭
に出て
自由に
遊びは
じめ
た。

職員の全体
配置を決め
て、走って
いる子には
特に目をく
ばり、気を
つけるよう
言葉がけを
していく。

8733

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保育
所

1
8.夕方(16
時頃～夕食
提供前頃）

2.施設敷地
内(室外・
園庭・校庭
等）

7.異年齢構
成

28 6 13 9 2 1 5歳
1.男
児

1.屋外活動
中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹部・
臀部）

右肩鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あり

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)回
/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
あり、研修
実施、配置
基準を満た
しているた
め、特にな
し

1.定期的に
実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具の
安全点検は
定期的に
行っている
ため、特に
なし

1.集団活
動中・見
守りあり

長時間の時
のルールが
統一されて
いない。

職員間で長
時間の時の
ルールを再
度確認し、
子ども達に
も伝える。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

何事に対し
てもせっか
ちになるこ
とが多い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

テラスに座
りに行こう
とする姿を
確認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場辺りに
残っていた
子どもをテ
ラスへ誘導
していた。

早く座り
たい場所
があり、
いそいで
しまって
いた姿を
みて、声
かけがで
きていな
かった。

方向転換する
子とぶつかる
など予期せぬ
動きを子ども
たちはするの
で、そのこと
を想定しなが
ら見守る必要
がある。テラ
スへ座りに行
く際は、クラ
ス単位で動く
ようにし、子
どもたちには
前を向いて歩
くなど声掛け
を必ず行う。

8734

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 20 20 25 3 2 6歳
1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

対象児を含
むドッジ
ボールの様
子は園庭に
配置してい
た各職員は
把握してい
たが、本児
が転倒した
瞬間を見て
いた職員は
いなかっ
た。そのた
め、入室後
の本児の異
変が、転倒
による痛み
からくるも
のであるこ
とに結びつ
かず、骨折
に気づくこ
とが遅れて
しまった。

様子がお
かしい時
は、発
熱、腹痛
を疑うだ
けでな
く、身体
に直接触
れて痛み
などがな
いか確認
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特記事項
なし

担任の確
認だけで
なく、他
クラスの
職員によ
る点検を
すること
で、見落
としに気
づいてい
けるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

基準を下回
る職員配置
はしておら
ず、園内で
周知してい
る園庭の配
置に従い、
全体の様子
を把握でき
るようにし
ていたが、
職員が途中
で入れ替
わっていた
事と、危険
察知の視点
で見る事、
またその後
の確認の仕
方が十分で
なかったた
め、ケガの
発見が遅れ
てしまっ
た。

時差出勤
で職員が
入れ替わ
る時は、
その時の
児童の様
子を丁寧
に引継
ぐ。ま
た、児童
の様子が
通常と違
う時に
は、身体
を直接触
り、発
熱、痛み
等がない
か丁寧に
確認を行
うことを
全職員に
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で
ドッジ
ボールを
している
時は、い
つもどお
り元気で
最後まで
参加して
いたが、
入室後元
気がなく
涙目に
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッジ
ボールに
参加して
いること
は、把握
していた
が、転倒
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た他の職
員も対象
児がドッ
ジボール
に参加し
ているこ
とは把握
していた
が、固定
遊具につ
いて見守
りをする
等それぞ
れの持ち
場で安全
確認をし
ながら、
全体の動
きも見て
いた。

ドッジ
ボールを
している
児童をそ
れぞれの
持ち場か
ら職員は
見ていた
が、ボー
ルを複数
名で拾い
に行く時
などは転
倒や接触
の危険が
あるの
で、遠く
からの見
守りで
あっても
そのよう
な状況が
起きそう
な時に
は、注目
して見る
等見守り
方の視点
が欠けて
いた。

安全確認の
方法をや危
険を事前に
察知する視
点を全職員
で確認す
る。

8735

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 4 4 3歳
2.女
児

特記事項な
し

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折(左
足母指第
一末節
骨)

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

特に該当
するもの
はない。

2歳児の
職員配置
の基準を
満たして
おり、対
数的な問
題はな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度
()回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特に該当
するもの
はない。

上記の理
由によ
り、該当
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段は午
睡後に布
団のシー
ツ外しは
ないが、
受傷した
日は布団
のシーツ
外しをし
ていたた
め、十分
なスペー
スが確保
できてい
なかっ
た。

午睡後は
起きた子
の布団か
らシーツ
を外し布
団を速や
かに片づ
け、安全
に遊ぶこ
とができ
るスペー
スを十分
に確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から落
ち着いて行
動できる子
で歩行も
しっかりし
ているが、
他児が遊ん
でいた電子
レンジが気
になりそこ
へ行こうと
した時に左
足を痛めた
ようだが、
保育士はそ
の状況を見
ていなかっ
た。その後
本児は変わ
りなく過ご
していた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつも落ち
着いて行動
できる子の
ため、自由
遊び中骨折
に至るよう
な怪我をす
る予測がで
きなかっ
た。担当保
育士は他児
2名のトイ
レ引率から
帰ってきた
ところで、
よく見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くにいた
保育士は本
児の傍で
シーツを外
していた
が、左足を
痛めた時に
転倒や痛が
る様子がな
かったた
め、受傷し
たことに気
づかなかっ
た。保育士1
名は他児1名
のトイレ引
率に行って
いたため見
ていなかっ
た。他保育
士は本児に
背を向けた
かたちで他
児2名に本の
読み聞かせ
をしていた
ため見てい
なかった。

シーツ
外しの
日だっ
たた
め、い
つもよ
り子ど
もから
目が離
れてい
た。

午睡後の布
団のシーツ
外しは保育
士が起きた
子どもの所
から順次布
団を外し、
また保育士
同士で声か
けを行い、
どの子ども
にも保育士
の目が届く
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8736

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

12 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯２本
破損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

実施頻度
()回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体のバラ
ンスをと
りにくい
遊具だっ
たのでバ
ランスを
崩し顔面
を打ち付
けた。

子どもが
安全に遊
べる遊具
であるの
かを複数
保育士で
確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

戸外に出
ると楽し
くなりは
しゃいで
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

観ていた
がうごき
をとめら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もを見て
いた

特にな
し

そばで見守
る職員がい
たため、人
的環境に問
題はないと
思われる。

8737

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 3 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、配置
基準を満
たしてい
るため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

特になし

施設。遊
具・玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があっ
たため、
特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯を
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
を視野に
入れなが
ら、他児
とボール
遊びをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台で
遊んでい
る子ども
の見守
り。

雲梯で
遊ぶ当
該児童
のそば
に保育
士がい
なかっ
た。

雲梯に保育
士配置。い
つも遊んで
る遊具で
あっても、
どんな危険
があるかを
考え子ども
を見守る。
また、保育
士の数で見
切れない場
合は遊ぶ場
所を限定す
る。

8738

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 2 2 5歳
1.男
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

保育・教
育を行う
にあたっ
て、園児
たちへの
声掛けや
立ち位置
など、移
行期の順
序が上手
くできて
いなかっ
た。

保育・教
育を行う
にあたっ
ての研修
を行い、
職員に周
知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(96)回/年

普段、使
用しない
固定遊具
付近で水
遊びを
行ってい
た。

安全に遊
ばせるた
めの声掛
け、立ち
位置な
ど、再確
認し、実
行してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育場面
の移行期
に、保育
教諭と園
児との距
離ができ
てしまっ
ていた。

園児が移
動する際
に予測さ
れる行動
や事故か
ら、保育
教諭の立
ち位置を
決め事前
の園児へ
の声かけ
を意識し
て実行す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バス登園
時から、
良好で、
元気に水
遊びを楽
しむ様子
があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

水遊びを
終了し、
他の園児
を、誘導
中であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

移動して
いく園児
たちを見
守りつ
つ、残り
の園児、
本児を見
守ってい
た。

保育場
面の移
行期の
保育教
諭の立
ち位置
が、留
意でき
ていな
かっ
た。

保育場面、
また移行期
でも、保育
教諭の立ち
位置を明確
にしておく
とともに、
声の掛け合
いを行い、
園児をしっ
かりと見守
る。

8739

令和
6年3
月4
日

1.認可
4.地方裁
量型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 0 0 3 20 18 30 0 5 4 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員配置
につい
て、人数
だけでな
く場所や
クラス担
任なども
考慮する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

側溝には
蓋・グ
レーチン
グ等の転
倒予防対
策は取ら
れていな
かった

排水の妨
げになら
ないよう
な蓋を設
置するこ
との提案

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

バスの運
行や行事
リハーサ
ルの準備
でいつも
と違う人
員配置
だった

各担当場
所の園児
の動きを
よく確認
し、危険
な場所で
遊んでい
る場合は
声をかけ
て遊ぶ場
所を変え
ることも
必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ園庭
にはいた
が、別の
５歳児と
サッカー
をしてい
たため当
該園児が
転倒した
ことには
気が付か
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員が近
くにいた
が、年少
クラスの
子どもと
遊んでい
たため当
該児の動
きをずっ
と見てい
たわけで
はなかっ
た

特にな
し

いろいろな
遊びを展開
する子ども
たちの様子
をよく把握
し、危険が
ないかを確
認したうえ
での見守り
を行う

8740

令和
6年3
月4
日

1.認可
4.地方裁
量型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

71 0 0 3 20 18 30 0 5 4 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員配置
につい
て、人数
だけでな
く場所や
クラス担
任なども
考慮する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

柵には触
らないよ
うには
言ってい
るが固定
等は行っ
ていない

改めて柵
には触ら
ないよう
に園児に
周知。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

行事のリ
ハーサル
終了後で
ほっとし
た気持ち
から気が
緩んでい
ることが
あったか
もしれな
い

各担当場
所の園児
の動きを
よく確認
し、危険
な場所で
遊んでい
る場合は
声をこと
も必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ室内
にはいた
が、別の
作業をし
ており当
該園児が
転倒した
ことには
転倒時の
物音で気
が付いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食当番
の準備を
していた
り、別の
園児と遊
んでいた

特にな
し

いろいろな
遊びを展開
する子ども
たちの様子
をよく把握
し、危険が
ないかを確
認したうえ
での見守り
を行う

8741

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 6 5 7 4 4 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

擦過傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

トラブルが
起きたとき
に保育士が
離れた場所
にいたた
め、2歳児
が『取らな
いで』を意
味する
「やーめー
てー」とい
う言葉に保
育士が気付
かず、危険
な行動を止
めることが
できなかっ
た。

職員間で声
をかけ合
い、連携を
とりながら
死角がない
ように職員
の配置も工
夫する。ま
た、トラブ
ルが起きた
ときにはす
ぐに保育士
が仲介に入
り、危険な
行動を未然
に防いでい
くようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

一つの遊
具・玩具
に集中し
てしまわ
ないよう
に十分な
数を用意
したり、
選んで遊
ぶことが
できるよ
うな遊び
の種類の
工夫をし
たりす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

3歳児が
1，2歳児
と合流す
る時間を
従来より
遅くし、
夕方の一
部屋に集
まる人数
を減らす
ことで、
落ち着い
た雰囲気
の中で遊
ぶことが
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いろいろ
な人や物
に興味を
持ち始
め、関わ
ろうとし
ている。
友達が遊
んでいて
楽しそう
にしてい
ると、近
づいたり
使ってい
る物を
触ったり
してい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と関
わってい
たため本
児の動き
を見るこ
とができ
ていな
かった。
また、離
れたとこ
ろにいた
ためトラ
ブルが起
こったと
きにすく
に止めに
入ること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1～3歳児
が合同に
なったば
かりで全
体に目が
行き届い
ていな
かった。
また、職
員間の声
掛けも十
分ではな
かった。

よく他
児を噛
んでし
まう子
ども、
よく噛
まれて
しまう
子ども
に目が
向いて
いたた
め、ト
ラブル
への気
付きが
遅く
なった
と考え
られ
る。

職員間で言
葉を掛け合
い、誰がど
こを見るの
か、子ども
が何をして
いるのかな
ど、その都
度情報の共
有をしてい
く。

8742

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

10 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左前歯陥
没

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
活用を徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

足を使っ
た運動あ
そびを多
く取り入
れてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

フローリ
ングの面
にマット
を敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気な様
子で登園
する。検
温３６．
７度

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

歩いて移
動してい
た時に転
倒する
が、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同保育室
の各コー
ナ－で見
守りをし
ていた。

今後は、両
手に玩具を
持った状況
で歩かない
よう一緒に
座って遊ぶ
ようにす
る。

311 / 333 ページ



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8743

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 8 8 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

転んだ時
に咄嗟に
うまく手
をつくこ
とができ
なかっ
た。

転んだ時
の適切な
手のつき
方が身に
付くよう
意識して
運動遊び
に取り組
む。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

不要物が
落ちてい
ないか確
認するこ
と。子ど
もの導線
からぶつ
かりそう
な物やつ
まづきそ
うな物が
ないか点
検するこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
時間帯は
子ども達
の活動も
様々であ
るため、
担任およ
び周囲の
職員全員
で子ども
達を見守
る体制を
とる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの
準備をし
（靴を履
き帽子を
かぶる）
階段を降
り園庭へ
出る。そ
の後遊び
始めよう
と駆け出
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭でそ
れぞれ遊
び始める
クラスの
児童を全
体的に見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で遊
んでいる
子ども達
を全体的
に見てい
たため、
児の様子
に気づき
声をかけ
た。

夕方の外遊
びの時間帯
は他クラス
の児の活動
も把握し、
危険のない
よう環境を
整える。

8744

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

12 1 1 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

集団での活
動が苦手な
子ども（A
児）がいる
為、平時は
2名の保育
士で13人の
3歳児を保
育してい
る。この日
A児が屋上
に行くこと
を頑なに拒
みA児と保
育士一人が
残り、もう
一人の保育
士が12名の
3歳児を屋
上で保育し
た。

「事務職
員に屋上
に上がっ
て保育補
助をして
もらう方
が良かっ
た」と思
われるの
で今後は
そのよう
に改善し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

特になし

屋上は少
しだけ
クッショ
ン性の有
る塗料で
塗装して
おり、特
にハード
面で問題
があると
は思えな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ禍で
も体操教室
や外遊びを
充実させる
よう努力し
たが、変異
株が子ども
にも感染す
ると言われ
た今年の
夏、マスク
を付けた子
どもを長時
間戸外で遊
ばせる事が
出来ず、運
動能力が落
ちていると
考えられ
る。

運動能力
が落ちて
いると考
えられる
ので、子
どもの状
態に合わ
せて体を
動かす活
動を多く
取り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝元気に
登園し、
いつも通
り屋上で
もボール
をバウン
ドさせて
取る遊び
をしてい
たが、
ボールを
置いて友
達の傍に
行こうと
してたま
たまバラ
ンスをく
ずして転
倒してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全園児が
見渡せる
屋上の入
り口付近
で、ボー
ルをバウ
ンドさせ
て取る遊
びをして
いる子ど
もを見
守ってい
た。

障害の
認定は
受けて
いない
が配慮
の必要
な子ど
もが1
人、屋
上に上
がるの
を嫌
がった
ので、
保育室
で個別
対応を
してい
た。

屋上に保
育士一人
の為、他
の職員な
し

特にな
し

保育経験の
ある職員が
担当してい
たが、休み
明けで有る
ことを十分
に考えて砂
遊び等の外
遊びをす
る。（本園
では休み明
けは子ども
が休日の疲
れから注意
散漫になる
為、散歩は
控えている
が、園内で
の外遊びは
禁止してい
なかった）

8745

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 12 12 11 3 3 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

再発防止
に向けて
職員間で
検討し、
共通確認
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

タイヤを
３～４列
に配置し
ており、
幅が広く
なるた
め、危険
な場面で
すぐに援
助できな
い。自由
に遊ぶと
きは、2
列の配置
にしすぐ
に援助で
きるよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

安全のた
めにタイ
ヤを高く
積まない
ようにし
ており、
本児が使
用してい
る時は、
すべて１
段で平坦
だったた
め、タイ
ヤ近くで
登園児の
受け入れ
をしてい
た。

子どもた
ちにもタ
イヤの使
い方を知
らせてい
き、１段
でも油断
せず見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

タイヤの
上で、繰
り返し
ジャンプ
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで見
守りをし
ていた
が、１段
で跳んで
いたた
め、大丈
夫だろう
と思い、
近くで登
園児の受
け入れを
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子た
ちの見守
りをしな
がら、別
の登園児
の受け入
れをして
いた。

タイヤ一段
でも今回の
ような事故
につながる
ので、保育
士が側に付
き安全確認
を行う。

8746

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 0 0 5 19 23 17 0 7 7 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

コロナ禍
にあり子
供の活動
量が減少
している
のではな
いかと思
われる。

戸外遊びや
園外保育で
日ごろから
体を動かす
遊びを行っ
ていく。ま
た活動的な
遊びを行う
ときは、事
前に柔軟性
を高めてお
くよう配慮
するととも
に、遊んで
いる子供の
動きに十分
注意を払
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

業者によ
る園庭整
備も行わ
れてお
り、園庭
地面には
特に凸凹
等、転倒
の要因と
なるもの
は見つか
らなかっ
た。

週１回保
育所職員
が行って
いる園庭
整備を今
後も継続
して行
い、子供
が安全に
遊べるよ
うに十分
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面が乾
いていた
ので、子
供が足を
滑らせな
いよう水
を撒いて
から遊び
を始め
た。

今後も、
滑りにく
くするた
めに地面
が乾いて
いるとき
は、より
こまめに
水を撒
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は良好で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団遊び
が行われ
ているす
ぐそばに
おり、子
供たちの
動きを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
た場所に
いたた
め、事故
が起きた
ときは目
を離して
いた。

職員間
の連携
を深
め、保
育士自
身の見
守りの
範囲を
広げて
いくこ
とが求
められ
る。

職員間の連
携を深め、
保育士自身
の見守りの
範囲を広げ
ていくため
に、職員間
での声の掛
け合いを増
やしてい
く。

8747

令和
6年3
月4
日

1.認可
4.地方裁
量型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

3 4 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置は問題
なく行う
ことがで
きていて
も、不意
な子ども
の動きは
見逃さな
いように
職員間で
周知、徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

転倒の
きっかけ
になるよ
うな石な
どがない
か、遊び
前に環境
を確認す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

行事と通
常保育の
気持ちの
切り替え
ができる
ように、
子どもた
ちにきち
んと説明
するなど
の関わり
を持つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもよ
り遅い時
間に登園
し、その
日初めて
体を動か
し始めた
ところ
だった。
自由遊び
時間で
サッカー
が始まる
前に仲の
いい年長
児同士、
数人で
ボールを
蹴って遊
んでいた
ところで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士たち
はサッカー
を始めよう
と準備に動
いており、
その横で数
人の子ども
たちがボー
ルを蹴って
遊んでい
た。年長児
ばかりで
ボールに慣
れた子ども
たちだった
ため、保育
士は少し離
れたところ
から見守り
ながら、他
の園児に声
をかけるな
どして過ご
していた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別の保育
士ととも
にサッ
カーの準
備をし始
めていた
ところ
で、ボー
ルを蹴り
あってい
る子ども
たちの近
くにい
て、視界
の中には
入ってい
た。

体を動
かし始
めたと
ころ
で、
サッ
カーを
するに
あたっ
ての体
と心の
準備が
整って
いな
かっ
た。

勝手に子ど
もたちが動
き出すので
はなく、先
生も交えて
会話をした
り体操をす
るなど、次
の動きに向
けた準備を
整える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8748

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 25 20 5 5 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

保育・教
育を行う
にあたっ
て、園児
たちへの
声掛けや
立ち位置
など、移
行期の順
序が上手
くできて
いなかっ
た。

保育・教
育を行う
にあたっ
ての研修
を行い、
職員に周
知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(96)回/年

ボール使
用時の園
庭の使い
方を伝え
たが、周
知できて
いなかっ
た。

安全に遊
ばせるた
めの声掛
け、立ち
位置な
ど、再確
認し、実
行してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育場面
中、保育
教諭と園
児との距
離ができ
てしまっ
ていた。

園児が移
動する際
に予測さ
れる行動
や事故か
ら、保育
教諭の立
ち位置を
決め事前
の園児へ
の声かけ
を意識し
て実行す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら、友達
や保育教
諭と会話
や遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で
４・５歳
児の園児
を５人の
保育教諭
で分かれ
て、見
守って
いった。
他児と
ボール遊
びをしな
がら、全
体の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と
ボール遊
びや長縄
で遊びな
がら、全
体の様子
を見てい
た。

保育場
面の移
行期の
保育教
諭の立
ち位置
が、留
意でき
ていな
かっ
た。

保育場面、
また移行期
でも、保育
教諭の立ち
位置を明確
にしておく
とともに、
声の掛け合
いを行い、
園児をしっ
かりと見守
る。

8749

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 1 1 6歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足腓骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルの周知
徹底と、
日頃より
事故予防
につい
て、職員
間で話し
合う機会
をもち、
危険個所
等の情報
共有に心
がける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

設備面に
は問題点
や不備は
見られな
い。

今後も、
安全点検
を行い、
不備があ
れば、即
対応す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
危険が生
じやすい
場所につ
いて職員
間で話し
合い、子
どもにも
注意を促
すように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

足元を見
て歩いて
いなかっ
た。日頃
よりよく
転ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は対象児
より離れ
た処から
様子を見
ていた
が、対象
児が階段
を突然ふ
みはずし
たため、
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のクラス
で保育を
行ってい
る。

保育者は全
児の動きに
気を配り、
危険を早め
に察知し、
子ども達に
知らせてい
く必要があ
る。

8750

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 1 2 0 4 2 3 5 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事
例は、毎
月ある職
員会のヒ
ヤリハッ
ト報告時
に、もう
一度事故
報告し、
今後の改
善点をみ
んなで話
し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊戯室の
広さか
ら、ト
ラックを
使っての
かけっこ
は、4歳
児以上が
2人ずつ
で走るこ
とに決め
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めてト
ラックを走
る3歳児に
対して、担
任が子ども
たちと一緒
にゆっくり
トラックを
走ってみる
ことを事前
にすべき
だった。今
後初めての
ことは、保
育士と一緒
に経験して
から、実施
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はりきっ
てかけっ
こに参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は全
体を見な
がら、保
育を行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

テープ貼
りをしな
がら、保
育の様子
も見てい
た。

職員全員が
本児のケガ
について共
通理解を行
い、保育所
での生活が
問題なく過
ごせるよう
に対応をし
ている。

8751

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

特に遊具
を使用す
る時には
必ず補助
するよう
な位置に
いて安全
により配
慮する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(24)回/年

落下予防
でゴム
マットを
敷いてあ
るが、そ
れだけで
事故を防
げない。
人的な見
守りと合
わせると
こが必須

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故のリ
スクを常
に考え、
何かあっ
た時にす
ぐ補助で
きる位置
に保育者
がいなけ
ればなら
ないとい
うこと

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特には
しゃいで
いた様子
ではな
い。鉄棒
からの着
地の時に
保育者が
側にいれ
ば防ぐと
こが出来
たと思
う。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ようとは
していた
が、結果
的に防ぐ
ことが出
来なかっ
た。遊具
を使用す
る時の見
方や援助
について
職員で話
あって
いった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他には気
づいてい
ない状況
であった

遊具を使用
する時の保
育者の位置
や見方につ
いて再確認
していく。

8752

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨端線
損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

特になし
(職員の
配置等に
ついては
問題はな
かったと
思われ
る)

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

特になし
（施設や
設備が要
因となる
けがでは
なかった
ため）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

相手が衣
類が汚れ
ていたた
め着替え
て廊下に
ある洗濯
物入れに
入れて
走って
戻ってき
たために
部屋の入
り口付近
にいた本
児と勢い
よくぶつ
かった。

日頃から
保育室や
廊下は走
らないよ
う子ども
に伝え、
その都度
職員が見
守り、声
をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

身体計測
中だった
ため、対
象児とは
離れた場
所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
のできご
とだった
ため、担
当職員以
外は見て
いなかっ
た。

身体計
測中
だった
ため、
相手の
園児は
急いで
活動に
戻ろう
とした
と考え
られ
る。

日頃から保
育室や廊下
は走らない
よう子ども
に伝え、そ
の都度職員
が見守り、
声をかけ
る。

8753

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

久しぶり
に出かけ
る所は、
予め下見
をする。
またそこ
の最近の
状況など
確認して
から出か
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１2)回/
年

出かける
場所の環
境につい
て、子ど
もたちが
通るのに
大丈夫
か、また
施設なら
使用して
も大丈夫
かを確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

久しぶり
に歩く所
（斜面な
ど）は、
予め保育
士がその
場所を確
認してか
ら通らせ
るべき
だった。

子どもが
活動する
際には、
その場に
おけるあ
らゆるこ
とを想定
しておく
ことが必
要と思
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園外での
保育で、
他の子ど
もたちと
同じよう
にやりた
い気持ち
で登って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もも含
め、子ど
もたちが
登ってい
くのを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもよ
り先を歩
き、子ど
もが通る
場所が安
全かどう
か確かめ
ながら子
どもたち
の様子を
見守って
いた。

そのような
活動を行う
時は、保育
士２人でお
互いに子ど
もの様子を
しっかり見
守れる位置
にいるべき
だった。
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死亡
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1
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歳
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歳
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歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8754

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

本児を含
め、普段
の体作
り・体幹
強化に努
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ステップ
部分に傾
斜があ
り、砂が
上がると
滑りやす
い為検討
した結
果、この
ステップ
は撤去し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

体を動か
してあそ
ぶ際に
は、これ
まで通り
しっかり
広い場所
で遊ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変化
なし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特に変わ
りなし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特に変わ
りなし

特にな
し

子どもの発
達に合った
動きや咄嗟
に体が動く
などを身に
つけること
が出来るよ
う、保育士
の質の向上
を目指して
研鑽を積
む。

8755

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 3 9 4 4 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故予防
チェック
リストを
作成す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

リズム運
動は十分
な広さの
中で安全
に取り組
むように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
でリズム
運動をし
たために
子ども同
士がぶつ
かりやす
かった。

リズム運
動は十分
な広さの
中で安全
に取り組
むように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走って床
に伏せる
リズム運
動をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3名の保
育者が交
替でリズ
ム運動を
しながら
子どもを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育者1
名が子ど
もを背に
してピア
ノを弾い
ていた。

子ども同士
がぶつから
ないよう、
保育者が間
に入り調整
するように
する。

8756

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
の人数は
十分だっ
たが、子
どもの動
きを予想
しきれて
いなかっ
た。

様々な体
の動きを
経験でき
る運動遊
びを繰り
返し行う
ことで、
バランス
を崩した
時に手を
つくこと
ができる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(260)回/
年

施設が古
いため、
床材が硬
く怪我に
つながり
やすい。

子ども達
が安全に
過ごせる
ように、
園内の怪
我が起こ
りやすい
場所を再
確認し、
職員間で
共通理解
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動面に
おいて、
本児は不
器用さが
見られる
ため声か
けが必要
だった。

いろいろ
な活動に
おいて、
子どもた
ち一人一
人の個人
差やその
日の体調
などを考
慮し、
ドッジ
ボールを
コートの
広さを変
更するな
ど安全面
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールに
喜んで参
加してお
り、保育
者が転が
したボー
ルをよけ
ようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

３歳児が
よけやす
いよう
に、ゆっ
くりボー
ルを転が
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員３人
の立ち位
置に配慮
し、距離
を保ちな
がらコー
トの外で
動いてい
た。

特にな
し

活動内容や
個人差に応
じて、職員
同士連携し
ながら、立
ち位置、声
かけなどに
配慮する。

8757

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭の地
面の硬さ
について
安全点検
項目に
入ってい
なかった

園庭の安
全点検表
におい
て、土
（地面）
の硬さ等
の項目を
新たに加
える等、
安全点検
表の項目
の見直し
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが全員
一緒に室
内へと移
動してい
たため、
密になっ
ていた

子どもた
ちには歩
いて移動
するよう
引き続き
指導す
る。子ど
もたちが
密になら
ないよう
数名に分
かれて移
動するよ
う声かけ
をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
歩いて移
動してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ち全体を
見てはい
たが、本
児が転倒
する瞬間
はみてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児から
の話しか
けに応え
ており、
本児が転
倒する瞬
間はみて
いなかっ
た

子どもたち
には歩いて
移動するよ
う引き続き
指導すると
ともに担任
間で連携
し、子ども
たち一人一
人の様子を
今まで以上
に注意して
見るように
する

8758

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

35 2 11 2 7 7 6 8 7 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

降所後
は、玄関
と門扉の
間や駐車
場で遊ぶ
ことな
く、速や
かに降所
するよ
う、保護
者向けの
玄関掲示
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(10)回/年

玄関先が
やや暗い
ため、照
明の数や
照度を増
やすこと
を検討す
る。

7.その
他

玄関を出
るまで
は、事務
室を中心
に、危険
のないよ
う、でき
るだけ見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に気に
なる様子
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降所後の
ため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降所後の
ため。

遊んでいる
子どもを見
かけた際に
は、危険で
あることを
知らせ、速
やかな降所
を促す。

8759

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

37 2 2 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
剥離骨折
（主）左
肘打撲傷
左肘筋肉
痛

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

1.基
準以
上配
置

感染症予
防や駐車
場の混雑
を避ける
ため、ま
た安全面
からも夕
方降園後
は園庭で
遊ばずに
帰ること
になって
いたが、
徹底でき
ていな
かった。

各クラス
で子ども
たちに周
知すると
ともに、
保護者に
は文章を
掲示し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(260)回/
年

特になし

遊具の安
全な使い
方につい
て、職員
間で共通
理解をは
かる。

7.その
他

特になし

保育中で
はない
が、降園
後の園児
の安全面
を考え保
護者に繰
り返し呼
びかけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達と降
園が一緒
になり、
雲梯で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

怪我の当
日はその
まま帰宅
されたた
め、翌日
の朝、母
親から聞
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後の
ため

降園
後、遊
んでい
る子ど
もを見
かけた
時に
は、遊
ばない
よう声
掛けを
するこ
とが徹
底でき
ていな
かっ
た。

職員に今回
の怪我と合
わせて再度
周知し、共
通認識をは
かる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8760

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

運動会前の
時期で、運
動会の時に
跳び箱を跳
ぶことに
なってお
り、最近跳
べる異様に
なって嬉し
くなってい
た本児が、
給食後も園
庭のタイヤ
跳びをしよ
うとした時
だった。気
持ちの高ぶ
りもあった
か、手を
しっかりつ
かない状態
で跳んでし
まったと思
われる。

職員配置は
基準以上に
していた
が、給食後
に友だちと
園庭に飛び
出していっ
た直後に発
生してお
り、職員が
そばについ
ていなかっ
た。年長児
であり、自
主的な行動
もする年齢
であるが、
子どもたち
は予測でき
ない行動を
とることが
あるので、
心身の状況
は常に把握
しておく事
が大切であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭で
は、園児
が転ぶこ
とも予想
できるの
で、浜砂
を敷いて
いる。ま
た事故の
起きたタ
イや周辺
は特に砂
を柔らか
くしてい
るので、
転倒防止
に対して
の配慮は
してい
る。

今後も予
想外の転
倒を予測
して常に
園庭の砂
を敷いて
おく。遊
具周辺の
砂は特に
柔らかく
してお
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

運動会で
取り組む
予定の跳
び箱が最
近跳べる
ようにな
り、その
嬉しさか
ら気持ち
の高ぶり
があった
と思われ
る。

5才児で
あり、自
主的な行
動もする
が、予想
できない
行動をと
る事もあ
るので、
園児の心
身の状態
は常に把
握してお
くことが
大切であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に登園
し、いつ
もと変わ
らない様
子で友達
と元気に
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食後の
片づけを
しなが
ら、園庭
に遊びに
行った子
どもたち
の様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちの
様子を見
ながら、
給食の片
づけをし
ていた。

運動会に
向けて取
り組んで
いた跳び
箱が飛べ
るように
なって、
本児が喜
んでいた
事を担任
は知って
おり、自
主的にタ
イヤ跳び
に向かお
うとした
本児の姿
を評価し
ていた
が、気持
ちの高ぶ
りを察し
て、少し
落ち着か
せてから
向かうよ
うな手立
ては不足
してい
た。

5才児であ
り、さらに
高みを目指
して自主的
に取り組も
うとするよ
うになる
が、予想で
きない行動
に発展する
事もあるの
で、園児の
心身の状態
は常に把握
し、落ち着
いて向かう
ような手立
ても必要な
時がある。

8761

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

8 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右外踝骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

けがをし
た子ども
への対応
について
研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約280)回
/年

園庭が転
びやすく
なってい
ないか定
期的に点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の保
育士の人
数の確
保、すぐ
に対応で
きる距離
に配置。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方子ど
も8名で
園庭で
ドッジ
ボールを
している
ときに転
倒。対応
した後再
び遊びに
いき、痛
みを訴え
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら2～3ｍ
離れたと
ころで見
守り、泣
いている
対象児の
対応をす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の担当ク
ラスの子
どもの近
くに立ち
全体を見
守る。

事故が起き
た後、また
遊びに行く
と言う対象
児を止め、
別の遊びや
室内への移
動をして様
子を見る。

8762

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足中指
骨折の疑
い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

危機管理
マニュア
ルを再度
整備、事
故防止に
ついての
研修等に
も積極的
に参加
し、園内
研修等も
実施しな
がら職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

一度に移
動すると
混雑する
ので、複
数担任で
もあるの
で少人数
づつで移
動する。
また、年
長児でも
あるの
で、活動
前後で
しっかり
と話をし
混雑させ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室で
の活動後
の解放感
もあり園
児の気分
も高揚し
ているの
で、十分
気を付け
保育者同
士声を掛
け合いな
がら、十
分注意し
子どもか
ら目を離
さないよ
うに配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
良好

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室か
ら屋上ま
でのス
ペースは
園児の様
子が見え
るため、
保育者は
片付けを
しながら
園児の様
子を見て
いる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
の活動で
あったた
め、遊戯
室の掃除
をしてい
た。
（モップ
がけ）

複数担任で
あるから、
一人は全体
を見守るよ
うに、お互
いに声を掛
け合いなが
ら保育をす
る。

8763

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 3 3 4歳
2.女
児

先天性欠歯
（下顎右乳
中切歯、下
顎左乳中切
歯）

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎左乳
中切歯歯
根破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

定期的
に、園、
職員全体
で、保育
活動にお
ける安全
確保につ
いての認
識を共有
する。定
期的に、
起こり得
る怪我や
事故につ
いて積極
的にヒヤ
リハット
報告を行
い、職員
の安全管
理意識を
高める

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

引き続
き、施
設、設備
等の危険
個所、破
損、劣化
等の点検
を行う。
点検箇所
の確認方
法や管理
方法につ
いて職員
間で共通
化してい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3クラス
が入り組
んで複数
の遊びを
展開して
いたこ
と。園庭
が東西に
長く、一
方向、ま
たは双方
向に走り
やすい環
境であっ
たこと

クラス間で
遊びの状況
を共有する
こと、職員
間で声を掛
け合い、時
間やスペー
スを分けて
園庭を使用
すること。
3歳以上児
は、3歳未
満児が同時
に園庭に出
ている時間
帯には、鬼
ごっこやリ
レー、サッ
カーなどの
激しい運動
は控えるこ
と

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は良
好で、心
情面もい
つも通り
の様子で
あった。
園庭で
は、鉄棒
をしたり
ままごと
遊びの様
子を眺め
たりして
いた。事
故発生前
には、近
くにいる
担任保育
士Bに
「寒い」
と言って
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育士
Bは、本児
も含め、数
名の子ども
とままごと
遊びに加
わったり、
本児の鉄棒
遊びの見守
りと補助を
していた。
本児が、
「寒い」と
訴えた際
に、「走っ
たら体が温
まるよ」と
声かけ、一
緒にかけっ
こを始めた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任保育士
Aは、子ど
も1名とと
もに個別の
関わりのた
め職員室で
主任保育士
と話をして
いた。フ
リー保育士
Cは、複合
遊具で遊ん
でいる子ど
もの見守り
と補助をし
ていた。他
クラスの担
任保育士は
自クラスの
子どもと関
わっていた

本児と担任
保育士Bが
かけっこを
始めた場所
が鉄棒付近
で、同じ場
所で年長児
が鬼ごっこ
をしてい
た。場の状
況をみて、
かけっこに
適したス
ペースで遊
ぶべきで
あった。担
任保育士
は、自クラ
スの子ども
の動きには
目を配って
いたが、他
クラスの子
どもの動き
については
配慮不足で
あった

クラス間で
遊びの状況
を共有する
こと、職員
間で声を掛
け合い、時
間やスペー
スを分けて
園庭を使用
する。3歳以
上児は、3歳
未満児が同
時に園庭に
出ている時
間帯には、
鬼ごっこや
リレー、
サッカーな
どの激しい
運動は控え
る

8764

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

前額部挫
創創傷感
染症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

定期的な
マニュア
ルの確
認、研修
の実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４６)回/
年

窓に目印
になるも
の（色付
きテープ
やシール
など）を
貼り、ガ
ラス窓が
あること
を意識で
きるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

座る場所
の指示が
明確では
なかっ
た。

ガラス窓
側には座
らないよ
うに約束
を伝え、
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ガラス窓
付近の壁
に向かっ
て行き、
その付近
に座ろう
としてい
たらつま
ずいてぶ
つかって
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室の
真ん中あ
たりに
立ってク
ラス全体
の子ども
たちに声
をかけて
いた。躓
いた所を
見たが、
止められ
なかっ
た。

一人担
任のた
め、他
の職員
はいな
かっ
た。

他の職員
はいな
かったの
で、何も
できな
かった。

子ども
が走っ
て移動
するこ
とを予
測しき
れな
かっ
た。

保育士は子
どもがどう
行動するの
かさらに深
く考える習
慣をつけて
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8765

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 11 10 12 4 4 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具で遊
ぶ際、職
員が注意
すべきポ
イントを
押さえら
れていな
かった。

遊具の予
想される
危険性を
職員間で
共有し、
遊ばせる
際には、
職員間で
連携をと
り、職員
配置。事
故防止の
ための
チェック
リストの
再確認と
再認識。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの環
境設定が
不十分な
まま、外
遊びを始
めてい
た。検診
役や職員
配置が決
まってお
らず、職
員同士の
連携がと
れていな
かった。

年齢に
合った遊
びの環境
を整えた
上で遊ば
せるよう
にする。
声かけ連
携をと
り、職員
の役割・
配置を決
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に、鉄
棒で遊ん
でいる状
態であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は、保護
者対応を
した後、
鉄棒横の
砂場付近
にいた
が、本児
の動きを
見ておら
ず、落下
の際対応
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の職員
が、離れ
た場所で
担当クラ
スの園児
を中心に
見てお
り、フ
リーの1
名は、外
遊びのた
めの準備
をしてい
た。

全体を
見て危
険がな
いか判
断する
職員が
いな
かっ
た。３
歳児の
発達・
能力に
対する
見極め
が不十
分で、
遊具の
傍に職
員がつ
いてい
なかっ
た。

必ず職員１
名が全体を
見て危険が
ないか判断
する。各年
齢の発達や
能力を考え
て、遊具で
遊ぶ際は必
ず傍につい
て見守るよ
うにする。

8766

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

94 11 16 17 16 16 18 0 14 13 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

2.死
亡

6.その
他

低酸素脳
症

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
について
は基準に
則て配置
してい
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

遊具の設置
は平成20年
に業者に依
頼して設置
したもので
あり、その
後、同業者
に追加で今
回の事故の
原因となっ
た囲障を設
置しても
らってい
る。遊具の
損傷の有無
等の確認の
ため点検
シートを活
用していた
が、囲障の
設置自体に
不備がある
との認識は
なかった。

大型遊具
につき撤
去予定

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故当時、
0歳児クラ
スの泣く声
が気になっ
て、０歳児
クラスに
入ったり、
２歳児クラ
スのおむつ
を替え(便)
たり、園庭
から離れて
いた。固定
遊具で遊ん
でいたか
ら、少しの
時間なら保
育士２人で
も大丈夫で
あると思
い、危機意
識につき認
識不足の点
があった。

上記状況に
て保育士が
一時的に持
ち場を離れ
る場合は、
他の応援職
員を呼ぶこ
ととする。
また、でき
ない場合
は、残って
いる保育士
に声掛け
し、通常以
上に安全に
注意して児
の行動を見
守ることと
する。ま
た、遊び方
を変える等
の工夫を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

実際に事
故が起
こった場
所は、地
面に足も
ついて、
安全であ
るという
思い込み
があっ
た。大型
遊具の内
部で該当
児は遊ん
でいた
が、内部
の園児の
様子を詳
細に見守
るまでに
は至って
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具の辺
りに集
まって遊
んでいた
のを確認
して安全
と思い、
０歳児の
部屋に
入ってし
まった。
その後、
排泄
（便）の
失敗が
あった児
がいたた
め、続け
て子ども
一人を連
れてその
場所を離
れた。

一人の
先生が
一時的
に離れ
ていた
際に事
故が起
きた。

一時的に保
育士1名が現
場を離れざ
るを得ない
場合は、応
援職員を呼
ぶ、遊びの
仕方を変え
る等の工夫
を行う。

8767

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 2 3 2 4 5 5 5歳
1.男
児

特になし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸骨骨折
前胸部打
撲傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
過ごし降
園した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室に
て当番保
育中で
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
当番保育
中であっ
た

特にな
し

特になし

8768

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

40 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

夕方の園庭
遊びはボー
ル、フー
プ、集団遊
びと子ども
の自発的な
鬼遊びが並
行して展開
されるため
移動する方
向がまちま
ちで衝突が
起きやす
い。またお
迎えの保護
者が来るこ
ともあり、
その対応な
どで子ども
の活動を見
ることがで
きない場合
も考えられ
る。

夕方の園庭
遊びは、他
のクラスと
話をして1
クラスのみ
の使用とす
る。遊びの
設定を子ど
もに知ら
せ、必ず全
体を観察す
る役割の保
育士を配置
する。クラ
スで保育者
が確保でき
ない場合
は、事務所
などから出
るか遊びを
変更する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園前で
お迎えを
待ちなが
ら、自分
で選択し
た遊びを
している
ため、解
放感を感
じながら
遊んでい
た。お迎
えの保護
者が来る
こともあ
り、園児
の目がそ
ちらに向
き不注意
になるこ
とがあ
る。

送迎の際
保護者に
園庭の端
や事務所
前の道を
通って頂
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児の遊
びを見な
がら、か
けっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭の中
央付近
で、鬼遊
びやフー
プを使用
している
子どもと
関わって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

主の保育
士から離
れた位置
で、園庭
の端で遊
んでいる
園児と関
わりなが
ら、全体
を見てい
た。

2名の担
任保育
士で見
ていた
が、選
択遊び
が多岐
にわた
り、全
体を見
ながら
事前に
衝突防
止の声
掛けを
行うこ
とが難
しかっ
た。

遊んでいた
園庭は鉄棒
などの遊具
が端に設置
され、活動
空間を広く
してある。
そのため、
かけっこな
どは方向や
目標を決め
て園児に知
らせておく
ことで衝突
防止に繋げ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8769

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 3 3歳
2.女
児

骨形成不全
症の診断あ
り（行動制
限は特にな
かった）

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手部圧
挫傷左第
４中手骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ままごと
あそびの
コーナー
用マット
を２枚敷
き遊んで
いたが、
ままごと
遊具を並
べていた
ため、遊
びの場所
が狭く
なってい
た。

遊びの場
のスペー
スを広く
とる。興
味のある
遊びを他
の場所に
も設定
し、子ど
も達が分
散して遊
べるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マットの
上に座
り、まま
ごと遊び
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は、保育
室の廊下
側に位置
してお
り、保育
をしつつ
全体を見
守ってい
た。テラ
ス側に
座ってい
る本児が
視界に
入ってい
た。踏ま
れたのを
見てすぐ
に対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は支
援の必要
な子ども
を中心に
保育し、
もう一人
は他の子
ども達の
保育をし
ていた。

本児や
他児の
成長が
進むに
つれ、
活発に
行動す
るよう
になっ
てきて
いる中
で、骨
折の危
険性が
増す可
能性が
あるこ
とを今
まで以
上に考
えて保
育をす
る必要
があっ
た。

子どもの状
態等を踏ま
え危険な動
きや怪我が
起こりそう
な事を予測
し、職員の
連携を密に
する。また
当該園児の
保護者とよ
り一層連絡
を密にし、
必要な安全
管理に努め
る。

8770

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭で自
由遊びの
見守り
は、保育
士がどの
位置にど
の方向に
向いてい
ればよい
かを全職
員共通理
解するた
め園内研
修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

対象年齢
も3～5歳
児が使う
雲梯であ
るが、思
わぬ落ち
方をする
こともあ
るのです
ぐに対応
できる位
置に見守
りの体制
が必要。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

運動場に
設置され
ていたの
で、靴の
裏に真砂
土の小石
がついて
いて階段
を滑った
ことも考
えられ
る。

遊具付近
に足の泥
を取る
マットを
敷いた
り、遊具
下のマッ
トをこま
めに掃除
をしたり
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
雲梯がで
きなかっ
たが、最
近ぶら下
がれるよ
うになっ
たことを
喜んで繰
り返し練
習をして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の遊具
で遊ぶ子
どもの見
守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂山で遊
んでいる
子どもの
見守りを
行ってい
た。

全体の子ど
もを見守れ
る位置に立
ち、保育士
が子どもた
ちに背を向
けない。ま
た、雲梯
は、今の時
期に必ず子
どもたちが
挑戦するの
で、保育士
はそばにい
ること。

8771

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75 20 27 28 4 4 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

子どもの
発達段階
と危険予
測につい
ての認
識。

子どもの
運動発達
について
再確認。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒の高
さが園児
の身長に
あってい
なかっ
た。

挑戦する
際は、保
育士が補
助をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同年齢の
男児数名
と鉄棒付
近にお
り、鉄棒
にぶら下
がり、逆
上がりの
ような体
勢をとっ
ていた。
年齢、運
動発達の
未熟さ。

遊具の安
全な遊び
方を再度
確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年齢以上
のことに
挑戦して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

至近距離
ではあっ
たが、た
またま対
象児を見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭のそ
れぞれの
配置につ
いてい
た。

固定遊
具から
の落下
の危険
を認識
し、安
全に活
動でき
るよう
に見守
りをす
る。

挑戦意欲は
認めつつ、
見守り補助
の下で挑戦
するように
する。

8772

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左モンテ
ジア骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本当に転
んだだけ
でも骨が
折れる事
があると
いう事
を、職員
で共有す
るととも
に、保護
者にも伝
えていく
努力をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子もな
く、普段
通りで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ながら、
本児が転
んだとこ
ろも見て
いたが、
骨折をす
るような
転び方で
はないと
思った
が、念の
為、副主
任保育士
に見ても
らった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が少
し痛がっ
ていたの
で、骨折
も視野に
入れて添
え木の代
わりにな
るもので
固定し、
腕を吊っ
て応急処
置をし
た。

特になし

8773

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 3 3 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足背部
打撲傷左
第5中足
骨骨折両
足痛

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１４)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもの
混雑が予
想される
時間帯と
場所に、
不要なカ
バン掛け
があるこ
とに対
し、職員
の危機管
理意識が
薄かっ
た。

全職員対
象に、保
育の日常
における
危機管理
に対する
意識を高
める取組
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

カバン掛
けが倒れ
る際、脚
が折れて
いること
から、カ
バンかけ
を立てた
時に脚の
ロックが
きちんと
かかって
いない状
態だった
のではな
いかと推
測する。

カバン掛
け使用の
際は脚の
ロックを
きちんと
確認する
ように職
員に周知
するとと
もに、す
べてのカ
バン掛け
を再点検
し、必要
であれば
買い替え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午睡前に
使ったカ
バン掛け
を片付け
忘れ、廊
下に置い
たままに
なってい
た。

子どもの
移動する
動線を考
慮し、不
要なもの
は使用後
すぐに片
付ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡から
機嫌よく
起き廊下
に出て上
靴を履い
ていたと
ころ、他
児のぶつ
かったカ
バン掛け
が本児の
左足の上
に倒れて
きた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
で、午睡
前に使っ
たカバン
掛けが廊
下に置い
たままに
なってい
たことに
気付き、
もう一つ
のカバン
掛けをた
たんでい
た。本児
の足にカ
バン掛け
が倒れた
のを見て
すぐに対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の保
育や支援
を要する
子どもへ
の対応、
また午睡
後の布団
の片付
け、おや
つの準備
等を行っ
ていた。

片付け
忘れて
いたカ
バン掛
けの危
険性に
気付く
のが遅
れた。
午睡後
子ども
が移動
し始め
た時点
で気づ
き片付
けてい
たが間
に合わ
なかっ
た。

全職員が安
全意識を高
め、危険を
予測し対応
できるよう
にする。ま
た気付いた
ことは職員
間で共通理
解し連携を
密にとるよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8774

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

2 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

普段より、
子ども達が
遊ぶときは
職員の配置
に留意して
いる。各ク
ラスでヒヤ
リハット発
生時には、
記録をつけ
職員間で回
覧し起こり
やすい事故
を意識して
いる。ま
た、全保育
所でも把握
し、話し合
うことはで
きている。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約２６
０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

引き続き
安全点検
を行い、
ヒヤリ
ハット研
修をする
ことで職
員間で起
こりやす
い事故を
未然に防
ぐための
共通認識
を図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの
ルールや
内容につ
いて子ど
も達と確
認した
り、遊び
の振り返
りをした
りして職
員だけで
なくクラ
ス全体で
気をつけ
て過ごす
ことがで
きるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
していた
ため、転
倒するか
もしれな
いという
予測をし
て声かけ
をするべ
きであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員の配
置は、適
正だった
と思われ
るが、本
児の行動
から目を
離すこと
はあっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数の遊
びが展開
していた
ため、職
員は各所
に配慮し
てはいた
が、本児
の転倒し
た場面は
見ていな
かった。

子ども達の
人数、遊び
の内容、場
所などを工
夫してい
く。

8775

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 13 13 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

安全柵の
高さは50
センチ

遊具・園
庭器具は
用途外の
使い方を
しないよ
うに子ど
も達に周
知する

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

より安全
に見守る
ために、
配置基準
の改善

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

落下の瞬間
は見ていな
かったが、
安全柵の近
くにいるこ
とは認識し
ていた。通
常の遊びの
範囲内であ
れば安全柵
にもたれか
かったり、
安全柵の近
くにいると
きには見守
りの範囲と
して妥当な
ため、特段
の注意を
払っていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

至近距離
で見てい
たわけで
はなかっ
たが、遠
くから他
児と一緒
に安全確
認を行っ
ていた。

特になし

8776

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

29 22 16 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨肘
頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

付き添い
の職員が
全体を
しっかり
見渡し、
危険を察
知できる
よう、職
員間で再
度確認を
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

渡り棒の
下にクッ
ション性
のあるゴ
ムチップ
を張って
いるが、
定期的に
点検を行
い、けが
防止への
有効性を
保ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の意
識を高
め、引き
続き見守
りをしっ
かりと実
施してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊び中
に園児が
広く散ら
ばってい
る中で、
全体を見
渡してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び中
は、担当
職員２名
に業務を
任せ、施
設内にて
各自の業
務を遂行
してい
た。

外遊びの範
囲が広い場
合は、他の
職員の応援
を仰ぎ人員
を増やす。

8777

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 3 6 6 3 1 4歳
1.男
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
転子部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

送り迎え
時におけ
る職員の
配置につ
いて、全
職員と話
し合い再
度繰り返
さないよ
うに徹底
した

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

施設回り
の危険箇
所につい
ての点検
を日々の
生活の中
でも行っ
ていき、
その都
度、ス
タッフ同
士で共有
する

7.その
他

送り迎え
の混雑時
に起こっ
たことも
ふまえ、
落ち着い
た行動を
とるよう
に子ども
や保護者
に促す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童を保
護者に受
け渡した
後、他の
保護者と
応対して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保護
者と応対
してい
た。

子どもから
目を離さな
いこと、子
どもが見え
ないところ
にいないか
どうかを確
認し合うな
ど、スタッ
フ間でのや
りとりを丁
寧にする

8778

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 16 21 4 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～２)回
/年

2.基
準配
置

多数の遊具
の中、担任
１名は保護
者とのお迎
え対応をし
ており、残
りの職員で
全体を見守
らなければ
ならない状
況であっ
た。その
為、対象児
の傍につい
てはいた
が、他園児
に目を移し
てしまった
タイミング
で事故がお
きてしまっ
た。

使用する
遊具を多
数にせ
ず、遊具
をしぼ
る。危険
を伴う遊
具には、
必ず直ぐ
に手が出
せる至近
距離で１
名つく。
基準以上
の職員配
置を検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

衝撃が、
より軽減
できる保
護マット
を導入す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

比較的運
動能力が
低い対象
児だった
為、傍に
ついて見
守っては
いたが、
普段から
鉄棒にぶ
ら下がっ
たりの経
験はあっ
たので、
援助を伴
う見守り
ではな
かった。

日頃から鉄
棒の握り方
やぶら下が
り方の指導
はしている
が、今一度
正しくでき
ているかの
確認と、で
きていない
園児につい
ては手が外
れても直ぐ
に対処でき
る場所で、
見守り援助
をしてい
く。基準以
上の職員配
置を検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後から
のおやつ
後、普段
は帰りの
会をした
後保育室
で過ごす
が、この
日はおや
つ後久し
ぶりに遊
戯室で遊
んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が、
朝から他児
に手を出す
事が多かっ
た為、数人
で鉄棒で遊
んでいる際
には、至近
距離でみ
守っていた
が、その内
対象児が一
人で鉄棒に
残ってぶら
下がってい
たので、安
心して多人
数の遊具の
方へ目を向
けてしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎え対
応や他園
児の見守
りをして
いた。

多数の遊
具の中、
担任１名
は保護者
とのお迎
え対応を
してお
り、残り
の職員で
全体を見
守らなけ
ればなら
ない状況
であっ
た。その
為、対象
児の傍に
ついては
いたが、
他園児に
目を移し
てしまっ
たタイミ
ングで事
故がおき
てしまっ
た。

使用する遊
具を多数に
せず、遊具
をしぼる。
危険を伴う
遊具には、
必ず直ぐに
手が出せる
至近距離で
１名つく。
基準以上の
職員配置を
検討する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8779

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

38 2 2 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

コーナー
での転倒
による骨
折も想定
している
が、直後
の児から
の痛み等
の訴えや
その後の
様子に変
化がな
かったの
で、対応
が遅れた
面があ
る。

転倒など
が生じた
場合は、
その後の
経過に注
意する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度)
回/年

コーナー
の曲率が
大きくと
りにく
い。

かけっこ
のコー
ナーにつ
いてなる
べく曲率
を大きく
とるよう
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コーナー
での転倒
は予想し
ており、
すぐに対
応できる
ように
コーナー
地点に保
育士を配
置してい
た。

児の全力
走行中の
転倒であ
り、予防
は困難と
考える
が、その
後の処置
と保護者
への連絡
を密にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

張り切っ
て、運動
会の練習
に参加し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

かけっこ
のスター
トの合図
をおこ
なってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コーナー
部分で見
守ってい
た

スター
ト地
点、
コー
ナー地
点の各
保育士
はか
けっこ
中の子
どもの
動きを
注視し
ていた
が、転
倒は防
止でき
なかっ
た。

転倒は生じ
るものとし
て、職員全
員の対応力
をより強化
する。

8780

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員会議
において
事故予防
対策を行
う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
の要因は
考えられ
ないので
特に改善
点はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

代替の職
員が担当
していた
ので子ど
もたちも
いつもよ
り落ち着
かない様
子(保育
士に甘え
たり、
立って遊
ぶ等)が
あった。

代替保育
士が入る
場合の注
意点（子
どもの様
子や対応
につい
て）の意
識を高め
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

代替保育
士に甘え
る様子が
ある

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

当該園児
を含む2
名の園児
をかわり
ばんこに
おんぶし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

休憩時間
中であっ
た

保育室から
離れる場合
の職員同士
の意識(状況
把握、コ
ミュニケー
ション)を高
める

8781

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし
7.その
他

遊戯室ス
テージの
カーテン
が開いて
いた。

カーテン
が開いて
いること
で、上が
りやすく
なってい
たので、
常に閉め
ておくよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から興
奮気味で
午睡をし
ておら
ず、気持
ちが高
ぶってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室を
行ったり
来たりし
ながら、
対象児に
声をかけ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児への
対応をし
ていた。

特にな
し

朝からの子
どもの状態
を把握し、
行動を予測
し危険な行
為に繋がら
ないかを常
に意識し保
育する。ま
た職員間で
連携を図
り、声をか
けあうよう
にする。

8782

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 21 20 20 6 6 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

砂場に遊
んだ後の
穴が数カ
所あっ
た。

遊んだ
後、必要
のない穴
は埋めて
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場の穴
に足を取
られ、転
ぶことは
あまりな
かった

砂場での
遊び方を
子どもた
ちと再確
認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
時、本児
は数名の
友達と砂
場で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当番保育
士は各配
置場所近
くで子ど
もたちと
関わって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

居残り当
番の正規
保育士は
全体の様
子を把握
しなが
ら、降所
する子ど
もや保護
者に対応
してい
た。

事故発
生時、
本児は
数名の
友達と
砂場で
遊んで
いた
際、砂
場を移
動して
いた。

子ども達に
砂場での遊
び方を伝え
るととも
に、砂場の
状況を把握
し、危険個
所があれば
改善する。

8783

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 16 4 6 3 2 5歳
1.男
児

天候は晴れ
で、園庭は
湿っていな
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘内側
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

再度、事
故防止マ
ニュアル
の確認を
行うよう
全職員に
周知

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭には
所々に芝
生やク
ローバー
等の草が
生えてい
る。当
日、草は
湿ってい
なかった
が、カー
ブを曲が
る際にそ
こで滑っ
たとも考
えられ
る。

園庭の芝
生や草の
状況につ
いても、
安全点検
時には確
認をする
よう、安
全点検簿
の項目に
追加す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
見ている
所で起
こった
が、他児
との接触
があった
わけでも
なく、一
人で転倒
したので
その時は
どうする
事もでき
なかっ
た。

子ども達
の間でか
けっこを
して遊ぶ
姿がよく
みられ、
この日も
走って保
育室の方
に向かっ
てきた
が、その
時にあわ
てなくて
も良いこ
とやカー
ブになっ
ている所
は気を付
けるよう
に言葉か
けをして
おけば良
かったよ
うに思わ
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会でか
けっこを経
験してから
は、走るの
が早くなり
自信もつい
てきたよう
で、よくか
けっこをし
ている姿を
見かける。
ただ、か
けっこでは
直線を走っ
ていたの
で、カーブ
を曲がるこ
とには慣れ
ていなかっ
たと思われ
る。スピー
ドにのった
まま右カー
ブにさしか
かり、足が
もつれたよ
うな形で転
倒した。そ
の時右肘が
体の下敷き
になってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けを終え、
走りながら靴箱
の方に向かって
帰ってくる子ど
もたちをテラス
付近で待ってい
た時、間近で対
象児が転倒する
のを見たがどう
する事も出来な
かった。対象児
は転倒しても泣
くことも無く自
分で立ち上がり
「血は出てない
から大丈夫」と
担当職員に伝え
に来たので、外
傷や痛い所が無
いか等を確認し
た。特に異常も
見られず、他の
子どもたちと一
緒に変わりなく
保育室に戻って
行った。（転倒
した時に近くに
子どもはおら
ず、接触をして
の転倒ではな
い。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
含む５名
以外の子
どもたち
は、園庭
遊びを終
えてすで
に保育室
に戻って
いたの
で、職員
２名も一
緒に部屋
に戻って
いた為、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

かけっ
こをす
るとき
は直線
コース
を走っ
てお
り、
カーブ
を走り
慣れて
いない
ことも
原因か
と思わ
れる。

遊びの中で
いろいろな
コースを走
る体験をし
たり、カー
ブを曲がる
時の体の使
い方等を伝
えるように
したい。
（体幹を鍛
える遊びを
取り入れる
等、工夫を
する。）

8784

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 15 18 25 6 6 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具から
ジャンプ
して降り
ようとし
たとき、
着地に失
敗し、肘
を打ち付
けた

安全に遊
べるよう
遊具の下
にマット
を敷く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
で逃げて
いると
き、遊具
からジャ
ンプした

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で鬼
ごっこの
様子を見
守ってい
たが、対
象児との
距離があ
り、対応
が間に合
わなかっ
た

2．担
当者・
対象児
の動き
を見て
いな
かった

園庭で他
児と一緒
に別の遊
びをして
いたた
め、見て
いなかっ
た

鬼につ
かまら
ないよ
う、少
し慌て
ていた

鬼ごっこの
時は、遊具
には上がら
ないよう約
束をし、周
知する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8785

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

25 6 6 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
策につい
て、保育
室、園庭
において
具体的に
記載が必
要と思わ
れる。

様々な
ケースに
対応でき
るよう
に、全職
員での研
修を積ん
でいく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

転んだ時
のクッ
ションと
なるシー
トの上で
転んだ
が、やや
劣化して
いる。

砂をこま
めに清掃
したり、
クッショ
ンシート
張替えの
検討を諮
る。三角
アスレ
チック遊
具の下に
ゴムチッ
プを施工
すること
になっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

玩具を
持って
走ってい
たため、
手がつけ
なかっ
た。

園庭で
は、3人
から6人
の保育士
で保育す
ることが
多いが、
各遊具に
分かれて
子どもを
しっかり
見守る。
玩具を
もって
走ってい
る子には
その都度
声を掛け
て手に何
も持たな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きが活
発な園児
で、砂場
あそびを
した後、
輪っか型
の玩具を
使って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

三角アス
レチック
遊具に
上ってい
る園児を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り台や
砂場など
他の園庭
遊具のそ
ばで探索
活動の見
守りをし
ていた。

４時を
過ぎる
と数人
の担任
とフ
リーの
入れ替
わりが
あるの
で、フ
リーの
職員も
他のク
ラスの
担任も
子ども
の特性
をより
一層理
解した
上で保
育す
る。

フリーの職
員も他のク
ラスの担任
も子どもの
特性をより
一層理解し
た上で、保
育する。転
んで怪我を
した子には
落ち着いた
場所で他の
職員も確認
できるよう
にする。

8786

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

常に子ど
もの活動
を見守
り、行動
を予測す
るように
意識を
持ってお
く。危険
だと思っ
た時に、
すぐ対応
できるよ
うにして
おく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

四つ這い
になり遊
んでいて
本児がバ
ランスを
崩したこ
とによる
怪我であ
り、ハー
ド面での
改善策は
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分のブ
ロックを
走らせる
ことに夢
中になり
周りが見
えていな
かったよ
うであ
る。

玩具を乗
り物に見
立てて床
を走らせ
る場合
は、ス
ピードを
出しすぎ
ないよう
に声をか
ける。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びに夢
中にな
り、いつ
もより活
発になっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と制
作しなが
ら子ども
たちの姿
を全体的
に見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育教材
を取りに
保育室か
ら離れて
いた。

保育教
材は事
前に準
備して
おき、
保育中
は保育
室を離
れない
ように
する。

安全に遊べ
るように遊
びの場を整
えるととも
に、子ども
が遊んでい
る状況を把
握し、危険
な遊び方を
していない
か確認を十
分に行うよ
うにする。

8787

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 30 30 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
事項は、
知識や経
験により
各々習得
している
と過信し
ているこ
とが考え
られる。

研修やマ
ニュアル
が事故発
生後の対
応を中心
にしてい
る感があ
るため、
予防部分
を強化し
たものに
見直す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

コンビ
ネーショ
ン遊具か
ら移動し
ようとす
る際、位
置によっ
ては他児
の姿が確
認しづら
いことも
考えられ
る。

遊具の設
置位置と
死角の再
確認をす
る。子ど
もの活動
範囲の偏
りによる
芝生の劣
化部分を
こまめに
確認し、
必要に応
じて養生
等を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コンビネー
ション遊具
の近くは走
らない・飛
び降りない
等、安全に
遊ぶための
約束をした
上で戸外活
動を行って
いる。当時
は階段周辺
で遊んでい
る子どもが
いなかった
ため、飛び
降りても大
丈夫と本児
も衝突した
相手も判断
したと考え
られる。

子ども達
と一緒
に、いろ
いろな場
面を想定
し、どの
ような状
況が起こ
りうるか
考える機
会を設
け、危機
回避能力
の向上を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
サッカー
や集団遊
びなど園
庭で走り
回って遊
ぶことを
好むが、
当時は、
あまり使
うことの
ないコン
ビネー
ション遊
具で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
と遊びな
がら、園
庭の全体
に目を
配ってい
た。事故
当時は、
午前中の
活動で収
穫したさ
つま芋を
並べる子
ども達に
対応して
おり、事
故が起
こった瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
が見渡せ
る場所に
位置取り
し遊びを
見守って
いたが、
子どもが
集中して
いる場所
の安全確
保のため
事故を見
ていな
かった。

年長児
で、コン
ビネー
ション遊
具使用者
が少な
かったこ
ともあ
り、普段
安全に遊
べていた
ことか
ら、子ど
もが集中
し活動が
激しい部
分に注意
が向きが
ちである
などの油
断がな
かった
か、反省
する必要
が有る。

園庭活動中
の保育者の
立ち位置等
を再確認す
る。活動内
容によって
更に対応保
育者数を増
やし、見守
り強化をす
る。

8788

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 1 1 4 6 9 6 6 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕手首
骨折（右
橈骨遠位
端骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

行事（祖
父母参観
日（消防
訓練））

ヒヤリ
ハット・
アクシデ
ント報告
を用いた
研修によ
り職員の
安全意識
向上を図
ります。

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

今回の事
故に関し
ては特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事（祖
父母参観
（消防訓
練））で
はあった
が、対象
児の祖父
母の参加
はなかっ
た。

行事の中
でも園児
一人ひと
りの行動
を把握し
ます。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

行事の中
で消防車
見学を行
い、楽し
んで参加
していた
が、興味
が冷め、
活動に飽
き始めて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当クラス
の園児、祖
父母の様子
を見守りな
がら安全な
状況なのか
確認してい
たが、視界
外の為、対
象児の転倒
の場面を見
ていなかっ
た。至近距
離にいたの
で、転倒時
の物音や対
象児の泣き
声にすぐに
気づき対応
を行った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児、祖
父母の様
子を見守
り、全体
の様子を
把握し危
険が無い
よう見
守ってい
た。

消防車
見学の
終わり
時間頃
のた
め、対
象児と
同年齢
の数名
が飽き
て鬼
ごっこ
をしよ
うとし
てい
た。

園児が興奮
し他の活動
に移行した
り、保育の
予想外の活
動になった
時には園児
を落ち着か
せるように
します。

8789

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

59 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右撓骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

特になし

園庭全体
の子ども
の動きに
目を向
け、危険
を予測し
たときに
は声をか
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

鉄棒の下
にマット
を敷いて
いるが、
衝撃が
もっと柔
らかくな
る物を検
討してい
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

年長児で
活動範囲
も広く人
数も多い
ので、見
守りのも
う1人保
育士を増
やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発によ
く動き、
あちらこ
ちらに興
味を示し
ている。
鉄棒に座
る動き
は、今ま
でも行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
て、鉄棒
をしてい
ることは
知ってい
て気を付
けていた
が、集団
遊びに参
加してお
り特に声
はかけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
で他児の
見守りを
してい
た。

保育士
達は、
本児
が、今
迄何度
も同様
の遊び
を行っ
ていた
ため、
「大丈
夫だろ
う」と
いう気
持ちが
あっ
た。

鉄棒をして
いる時は子
どもには必
ず側につ
く。鉄棒の
時間を決め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8790

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75 20 15 19 21 6 6 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭にい
る保育士
全員が、
全体を見
ることが
できてい
なかっ
た。

クラス関
係なく全
体に目を
向け、危
険を予測
し行動、
声掛けを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

子どもの
遊び方を
想定して
物の設置
を考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
の導線を
考慮して
の物の設
置の不足

子ども達が
過ごす場に
おいては、
子どもの遊
び方を想定
して物の設
置を行い、
実際にその
付近での遊
び方等を保
育士が個々
に確認・理
解し、危険
があれば設
置場所を変
更する。ま
た、それぞ
れの場所で
実際に遊ぶ
子供たちの
様子を都度
確認し、危
険が予測さ
れる場合は
声を掛けを
行い事故防
止に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通
り、変わ
りなく元
気に園庭
遊びを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
友達との
かかわり
を近くで
見て確認
していた
が、特に
声をかけ
ることは
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当クラ
スの園児
を中心
に、遊具
等で遊ぶ
様子を見
守ってい
た。

砂場横
でごっ
こ遊び
をして
いる対
象児達
への声
かけの
不足

その場にい
る保育士全
員が、あら
ゆる箇所に
目を向け、
クラス関係
なく危険を
予測して都
度声掛けを
行う。

8791

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 3 13 4 4 1歳
2.女
児

畳の部屋であ
るが、４０セ
ンチほどのカ
ラーボックス
をおき、マッ
トも敷いてい
た。カラー
ボックスから
の飛び降りを
したがった本
児が、着地し
た際の、保育
士の支えが十
分でなく、転
倒してしま
い、未然に防
ぐことができ
なかった。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨折
亀裂骨折
（ひび）
1ヶ所右
橈骨亀裂
骨折（ひ
び）1ヶ
所

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
発達段階
を把握し
づらい状
況だっ
た。

園内研修
により、
リスク管
理、日頃
の遊びの
中での危
機意識の
高揚を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

飛び降り
るという
遊びが、
２歳に
なってい
る子ども
もいた
が、本児
にとっ
て、適切
な遊びで
はなかっ
たかもし
れない。

カラー
ボックス
から、飛
び降りる
という遊
び方が、
１歳児に
とって
は、子ど
もによっ
て無理な
場合もあ
ると考え
られるの
で、年齢
に応じた
適切な安
全な遊び
方の、再
考が必
要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児に
とって適
した遊び
ではない
のではと
いう職員
間での判
断や連携
がとれて
いなかっ
た。

１歳児で
あったの
で、しっ
かりと両
脇を支え
て下に降
ろすべき
だった。
または、
他のトン
ネルくぐ
りなどの
違う遊び
に誘うべ
きであっ
たかもし
れない。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児が、
カラー
ボックス
より、飛
び降りて
いるのを
みて、自
分もした
いとカ
ラーボッ
クスの上
に上がっ
たので、
支えてす
れば大丈
夫だと
思った。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

カラー
ボックス
の横につ
き、対象
児に対し
ては、マ
ンツーマ
ンで接し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人は、
他児のお
むつを替
えてお
り、３人
で見守り
をしてい
たが、対
象児の動
きは、担
当者しか
みていな
かった。

落ち着
いた気
持ち
で、
じっく
りと関
わって
いれば
動きへ
の対応
もでき
たので
はない
かと思
う。

全体を見守
り、気にな
る箇所に、
職員がつか
なければな
らないの
で、危険予
知訓練等を
行い、子ど
もの動きに
絶えず目を
向けること
を周知徹底
する。

8792

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

40 6 6 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

衣服の
フードが
枝にひっ
かかると
いう発想
がなかっ
た。

柵の外に出て飛
んだので、柵か
らは出ない事、
どうして出ては
いけないかを子
どもたちと話し
合った。また、
滑り台付近に
あった立ち木の
枝を切った。子
どもたちの服装
についても、
フードつきの衣
類を着用してい
るときには気を
付ける等、事故
発生の原因を職
員に周知して、
それぞれが意識
できるようにし
ていった。どん
なことも事故に
つながるという
危機意識をもつ
ことを話し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

立ち木の
枝が伸び
ていた。

立ち木の
手入れを
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつの
時間を知
らされ、
一緒にい
た友だち
が先に飛
び降りた
ので、同
じように
飛び降り
た。いつ
も通りで
特に周り
に何があ
るかとい
うことは
気にして
いなかっ
たと思
う。

子どもた
ちがどう
いう行動
をとるか
見極めて
声掛けを
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いい天気
だったの
で、普段
どおりの
様子で、
園庭に出
て見晴ら
しのいい
石垣のと
ころに上
がり遊ん
でいた。
園庭で遊
んでいた
のは5人
くらいに
なってい
た。他の
子ども達
はおやつ
の準備を
始めてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は、休憩
中だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じクラス
の加配保育
士３名と年
長児のもう
ひとクラス
の職員が計
７名が連携
をとりなが
ら休憩を
とってい
た。事故発
生時は、室
内には４
名、園庭に
は2名の保育
士がいた
が、一人は
おやつの声
をかけてか
ら室内には
いるために
後ろをむい
ていた。も
う一人は、
片づけをす
るため倉庫
に向かって
いた。その
時に飛び降
りた。

年長児
という
ことも
あり、
本児に
とって
は飛び
降りれ
る高さ
だった
ので、
声をか
けたま
ま見届
けない
で片付
けに
行って
しまっ
た。

職員同士が
お互いに声
掛けあい子
どもから目
を離さない
ようにす
る。年長児
だから大丈
夫という過
信をしない
で見届けを
する。

8793

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ル等が浸
透してい
ない。事
故予防に
関する研
修を実施
している
が周知が
徹底して
いない。

ヒヤリ
ハットや
事故事例
等を分析
している
が、さら
に職員間
で十分に
改善策を
話し合
い、園児
の状況を
把握し予
測ができ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

長縄跳び
に取り組
んで２度
目であっ
た。

運動能力
が良い対
象児なの
で心配し
ていな
かったが
回す速度
を一人一
人のリズ
ムに合わ
せて遅く
したり早
くしたり
し跳びや
すいよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１回目に
長縄跳び
の特徴や
注意点に
ついて説
明をして
いたが、
２回目の
取り組み
であった
ので、確
認がおろ
そかに
なった。

取り組み
の時注意
点の確認
を行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長縄跳び
が２度目
で慣れて
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

長縄を回
しながら
至近で対
象児をみ
ていた。
転倒は瞬
間的で
フォロー
は出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スはﾌﾞﾗﾝ
ｺ滑り台
等に興
じ、長縄
跳び付近
にはいな
かった。

長縄跳
びの順
番待ち
の園児
が１３
人ほど
いた。

友達が待っ
ているから
といって慌
てなくても
いいよ、落
ち着いてと
いう声掛け
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8794

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 2 2 5歳
1.男
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

乳中切歯
（右上）
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

標準的な
実施方法
の「プー
ル遊び」
の内容に
ついて、
保育士の
配慮欄の
検討・見
直しを行
い、全職
員が周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(不定期)
回/年

定期的に
各クラス
の玩具点
検をし、
全体で周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最後尾の
子どもが
シャワー
スペース
に到着す
るまで目
を離さな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前にいる
友だちを
追い抜こ
うとした
拍子に躓
き、木製
の一本橋
の脚部分
に口元を
ぶつけ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任保育
士はシャ
ワース
ペースで
先頭の子
どもたち
に水着を
脱ぐよう
に声をか
けてい
た。列の
ほうを見
たときに
は本児が
抜こうと
して転ぶ
瞬間だっ
たため、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配保育
士はプー
ルの片づ
けをして
いて見て
いなかっ
た。

加配保育士
は子供たち
の列の最後
尾につき、
プールから
シャワース
ペースまで
その様子を
見守り、危
険な様子が
見られたら
声をかけ
る。

8795

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 5 5 8 3 3 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨亀
裂骨折
（ひび）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルの研修
不足

園独自の
事故防
止・応急
処置等の
研修が必
要

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

施設遊具
等の使い
方に要因
があると
思われ
る。

子どもた
ちに、安
全な遊び
方を周知
徹底し、
都度、声
掛けをす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

混合で遊
んでいる
ときに
は、さら
なる注意
が必要

遊具・施
設・職員
配置の基
準ではな
く、児の
遊び方・
職員の見
守り方へ
の注意喚
起が必要

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会が
近く、活
動的な気
持ちが高
まってい
た様子。
また、家
庭でも最
近はテン
ションが
高かった
という報
告があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
テラスに
て、室内
（まだ昼
食中の子
どもがい
た）・園
庭の子ど
もたちの
活動に気
を配って
いた。本
児の行動
への注意
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

昼食後、自
由遊びの時
間、幼児ク
ラスの子ど
もたちが園
庭にでてお
り、園庭・
室内と別れ
て、子ども
たちを見
守ってい
た。本児と
離れた場所
にいたた
め、注意を
することが
できなかっ
た。

普段通
りの遊
び方で
あった
ため、
本児に
注意喚
起の声
をかけ
ること
がな
かっ
た。

職員全員
が、状況・
児の状態な
ど的確に判
断をし、対
応をしてい
くことを話
し合い徹底
する。

8796

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 2 4 0 0 4歳
1.男
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足指骨
折（閉鎖
性）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

保護者に
引き渡し
た後だっ
たので、
保育士の
見守りが
なかっ
た。

引き渡し
た後に
は、速や
かに降所
をお願い
する。お
知らせ、
声掛けな
どをし、
また保育
士と話し
ている場
合なども
あるの
で、どう
するか
を、検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

友だちが
山から飛
び降りて
いたの
で、真似
をしたと
思われ
る。

なし。そ
れほど高
い山では
ないこと
と子ども
たちは普
段楽しく
遊んでい
るので、
撤去は考
えていな
い

7.その
他

保育者の
見守りが
なかっ
た。

保護者と
共にすぐ
に降所す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

山の上か
ら姉や大
きいクラ
スの友達
が南海か
飛び降り
ていたの
を見て、
やってみ
たいと
思ったよ
うだ。そ
れで、山
の上か
ら、飛び
降り、そ
の時に勢
いがつき
すぎたよ
うで、前
のめりに
なり、足
の指を負
傷する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

迎えに来
ていない
子どもを
保育室の
中で保育
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

短時間の
園児の降
園時間
で,居残
り時間に
入る前に
起こった
事。すで
に保護者
に引き渡
した児童
のみが園
庭にいた
ため、園
庭を気に
する保育
者はいな
かった。

保護者
へ受け
渡した
後で
あった
ため、
見守り
がな
かっ
た。

園庭の中に
いる間は保
育者の見守
りも必要。
危険なこと
をしてい
る、と思わ
れた時は保
護者への注
意喚起をし
ていく。

8797

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 2 1 3歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

なし

安全点検
を引き続
き遂行し
ながら、
園児が安
全に遊び
生活がで
きるよう
に、職員
が連携し
ながら保
育をして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

園庭の安
全確認を
改めて行
い、職員
みんなで
確認し
合った。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

給食後の
運動は控
え、午睡
に向けて
保育室で
ゆったり
と過ご
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
時には、
園児の確
認できる
位置には
いたが、
一瞬の出
来事だっ
たため事
故を防ぐ
ことはで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳児ク
ラスには
もう一人
保育士が
いたが、
保育室で
他の園児
の見守り
をしてい
た。

なし

日頃から安
全面には十
分配慮し、
職員間で確
認し合いな
がら事故防
止に努め
る。

8798

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 2 3 6 5 4 3 7 7 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第4指
（手）骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

緊急の職
員会議を
開き今回
の件につ
いて全職
員で検証
し、再発
防止の対
策を考え
る。ヒヤ
リハット
を共有
し、対応
策を確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

日頃から
施設、遊
具、玩具
に危険が
ないかを
確認す
る。
チェック
シートを
作成し確
認をす
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

遊具を置く
倉庫の変更
を行う（玩
具以外は置
かない）。
玩具が取り
出しやすい
ように置き
方を変更す
る。子ども
の行動に対
して危険が
ないか常に
保育士が見
守りを行う
ことを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に自
分の好き
な遊びを
してお
り、遊び
たい遊具
を取りに
倉庫に入
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

倉庫付近
に保育者
はいた
が、ブラ
ンコや滑
り台等の
固定遊具
で遊ぶ子
どもの動
きを見て
いた為、
倉庫の中
に入った
対象児の
動きは見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
高所遊具
等危険と
思われる
場所に配
置し、他
児の対応
をしてい
た。

倉庫内
での遊
具の置
き場所
が適正
ではな
かった
と考え
る。

遊具は取り
出しやすい
場所に置き
場所を変え
る。子ども
の動きを予
想し、一人
一人の動き
を見ていく
ようにす
る。
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0
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1
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歳
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歳
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5
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以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8799

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 12 8 15 5 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

転倒時、
手をつい
ていない
事を目撃
した保育
士がいた
が、状況
の共有が
できな
かった。

怪我の程
度に関わ
らず、目
撃した事
象はすぐ
に報告し
共有でき
る体制の
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

園庭の段
差

目視では
分かりづ
らい場合
も、子ど
もたちが
同じよう
な場所で
つまづく
などがあ
れば、土
をならす
など改善
する。

7.その
他

園庭の段
差を確認
し躓きが
ないよう
にならし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児付
近にも保
育士がい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
の様子を
安全に見
守つつ対
象児の動
きも見て
いた。

追いか
け遊び
の際に
夢中に
なりす
ぎて周
りが見
えなく
なって
しまう
事。

園庭の不具
合などにす
ぐ気づき、
対応ができ
る事。

8800

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 5 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯根破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

なし

マニュア
ルや職員
配置には
問題はな
い。コロ
ナ禍によ
り応急処
置などの
研修が実
施できて
はいな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
声掛けし
ながら子
どもの活
動の確認
をする

職員が安
全確認を
しなが
ら、走っ
ている子
どもへの
声掛けを
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
通りであ
る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走ってい
る子ども
から少し
離れた場
所にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
のクラス
の子ども
の遊びに
入った
り、見て
いた。

なし

走っている
子どもへの
声掛けをす
ると共に子
どもの動き
を予測しな
がら様々な
想定をしな
がら配慮す
る。

8801

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 20 15 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

外傷によ
る、上唇
小帯裂
創、口内
炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

園内研修
を適時行
い、何か
あったと
きにはき
ちんと対
応ができ
るように
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

日頃から
危険な箇
所がない
かを点検
時以外に
も意識を
して確認
をするよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
園児の行
動をすべ
て監視す
ることは
困難なた
め、日頃
から保育
園での過
ごし方に
ついての
話をする
などして
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに過ご
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険なこ
とがない
よう、声
を掛けな
がら見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危険なこ
とがない
よう、声
を掛けな
がら見
守ってい
た。

これまで通
りしっかり
見守ってい
く。子供が
遊びに夢中
になりすぎ
ているとき
は一旦落ち
着かせるよ
うな声掛け
をする。

8802

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

21 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性の
歯の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員会議
で見守り
体制につ
いて話し
合い、周
知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし

児童同士
の衝突で
あったた
め、ハー
ド面の改
善策とし
ては特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
動きをよ
く見て、
危ない場
面が見ら
れた場合
はその都
度指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

パジャマ
に着替え
て布団の
ところへ
行こうと
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

午睡前の
着替えを
見守りな
がら対象
児から離
れたとこ
ろで時々
対象児の
様子を見
ていたた
め間に合
わず危険
回避が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

掃除の後
片付けを
していた
ため見て
いなかっ
た。

特にな
し

子どもの動
きをよく見
て、危ない
場面が見ら
れた場合は
その都度指
導する。

8803

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 12 13 14 12 11 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首の
剥離骨
折、靭帯
損傷

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

危険な遊
びをして
いないか
目を配る

職員全員
が全体に
目を配る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ベンチと
マットの
位置関係

戸外の遊
具の配置
を見直す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想がつ
かない行
動をとっ
た

遊具の遊
び方等を
子どもた
ちと話し
合い、約
束ごとを
決める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わった
様子はな
い

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつも通
り全体を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

いつも通
り全体を
見ていた

マット
の上に
飛んで
いたの
で、け
がをす
る想定
がな
かった

職員全員が
全体に目を
配る

8804

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

29 15 14 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母親基
節骨骨線
損傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関して
報告、改
善はして
いたがさ
らに検討
が必要で
あった。

報告だけ
でなく、
事例や過
去の事例
の見直し
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

活動に参
加する人
数に対し
て活動の
場の面積
が適して
いなかっ
た。

密になり
にくよう
に、活動
人数に応
じて活動
の場をそ
の都度見
直し対応
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近距離か
ら蹴った
ボールが
本児は避
けたつも
りが避け
きれず偶
然手に当
たった。

サッカー
をする際
のコート
の面積の
見直し、
ルールや
遊び方を
再度伝え
キーパー
がボール
を蹴る際
他児は
コート半
面離れる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃より
活発に体
を動かし
て遊ぶの
を好み巡
回サッ
カー教室
を通して
サッカー
への関心
が高まり
サッカー
を好んで
遊んでい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

視界に
入ってい
たものの
すぐにか
ばえる位
置にいな
かった。
経過観察
をし、腫
れ、痛み
もある為
担任が母
親へ連絡
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐさま
看護師へ
状況を伝
え冷やし
ながら経
過観察を
行う。

１つの
園庭で
複数の
活動
（遊
び）を
してい
た。

活動（遊
び）の内容
について見
直しを行い
見守りがし
やすいよう
に改善して
いく。

8805

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

39 1 10 7 7 8 6 11 11 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

研修につ
いては引
き続き積
極的な参
加をして
いく。ま
た、早急
にマニュ
アルを作
成するよ
うにした
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

落下した
ところが
硬くなっ
てしまっ
ている土
面であっ
た。

ゴムチッ
プ舗装を
行うよう
にした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

昼食後の
集団活動
中であっ
たが、特
に環境面
で問題は
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の方
法で遊ん
でいたの
で特に問
題はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

少人数で
あったた
め、担当
保育士は
至近距離
でこども
の動きを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
こどもの
保育を
行ってい
た。

至近距離で
見ていたた
め、細かな
事故報告が
できた。特
に今回問題
点は見当た
らない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8806

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

12 1 1 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルを周知
徹底す
る。予想
される危
険を察知
し、職員
配置を決
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

今後も安
全点検を
徹底し、
危険な箇
所等があ
れば至急
改善す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動内容
を振り返
り、疲れ
が出た
り、注意
力が落ち
る状況
だったか
を反省
し、活動
計画の改
善を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところで
対象児を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スはまだ
園庭に出
ていな
かったの
で、ほか
の職員は
園庭には
不在。

散歩後
すぐの
園庭遊
びだっ
たた
め、休
憩を取
らせて
体力、
集中力
の回復
を図っ
た方が
良かっ
た。

子どもの特
性を知り、
ケガや事故
に合わない
ように細心
の注意を払
う。

8807

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 10 13 14 12 11 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

危険な遊
びをして
いないか
目を配る

職員全員
が全体に
目を配る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

三輪車の
走行場所
を決めて
いなかっ
た

夕方の遊
具の使い
方、遊具
の使用台
数を見直
す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予想がつ
かない行
動をとっ
た

三輪車の
乗り方、
スピード
の出し方
等を話し
合う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わった
様子はな
い

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつも通
り全体を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

いつも通
り全体を
見ていた

目の届
かない
ところ
で遊ん
でいた

職員全員が
全体に目を
配る

8808

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

10 2 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

額挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3～4)回/
年

2.基
準配
置

公園に着
いてから
の活動内
容や注意
事項を保
育士間や
子どもと
共有する
ことが不
足してい
た。

散歩のね
らいや注
意事項を
事前に保
育士間や
子どもと
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(49)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

石畳のた
め凸凹し
ている。

目的地に
着いたら
子どもた
ちに走る
と滑りや
すいこと
を知らせ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常あそ
び慣れた
所ではな
かった。

園外に出
るときに
は、注意
事項を子
どもと共
有する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

公園に着
いて興奮
して保育
士の手を
振り切っ
て走った
ので注意
の声が聞
こえず、
足元の安
全にも注
意がいか
なかった
と思われ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

公園に着
いて本児
が手を放
して走り
始めたの
で、注意
するよう
声をかけ
たが間に
合わな
かった。
他の子ど
もたちを
集めて落
ち着かせ
座って待
機させ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児に注
意する声
が聞こえ
たので振
り向く
と、滑っ
て倒れて
いたの
で、抱き
起して応
急処置を
した。保
育所にケ
ガをした
ことを電
話連絡
し、応援
の要請を
した。

本児は
気持ち
が興奮
すると
注意の
声が耳
に入ら
なくな
るの
で、特
に注意
して個
別の配
慮をす
る必要
があっ
た。

目的地に着
いたらまず
は落ち着か
せて、危な
い所や石畳
の上は走る
と滑りやす
いことを知
らせるよう
にする。

8809

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 7 9 16 6 6 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(37)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

W35㎝×H25
㎝×D25㎝
の中が空洞
の軽い段
ボール箱
で、強度を
高めるため
角などを
テープで補
強していた
が、崩れて
も大きなケ
ガにはなら
ないとう固
定観念があ
り、今まで
継続してい
た遊びだっ
たので、こ
の時も特に
気にはかけ
なかった。

安全な玩
具（遊
具）だと
思って
も、想定
外のこと
が起きる
可能性が
あること
を共通理
解し、安
全確認を
こまめに
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

その時間
に園庭で
遊んでい
た園児数
に対し、
職員配置
人数が十
分足りて
いたこと
が、か
えって職
員個々の
安全意識
のゆるみ
を生じさ
せた。ま
た発達面
から３歳
児の方に
職員が
偏ってい
た。

職員が十分
足りている
場合でも、
一人ひとり
が常に危機
意識を持っ
て活動を見
守ることを
再徹底。ま
た、園庭が
かなり広い
ため、でき
るだけ職員
の見守り場
所が偏ら
ず、お互い
の視界がカ
バーできる
場所にいる
ようにする
ことを再確
認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他園児と
楽しく遊
んでお
り、積ん
だ段ボー
ルが崩れ
てきた後
も、特に
痛みなど
訴えるこ
となく遊
びを継続
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が遊
んでいた様
子を写真に
収めながら
楽しさを共
有し、他の
場所で遊ん
でいる園児
の様子を見
にその場を
離れた後に
積んだ段
ボールが崩
れたが、対
象児から痛
みなどの訴
えがなかっ
たため、そ
のまま遊び
を継続し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で遊んで
いる園児
の様子を
見てい
た。

担当職
員の大
きなケ
ガには
ならな
いとう
固定観
念と、
対象児
にあと
で話を
聞くと
「はず
かしく
て言え
なかっ
た」と
いうこ
とで、
職員に
すぐに
伝え
ず、そ
のまま
１日を
過ごし
たこと
で、ケ
ガがよ
り悪化
した。

対象児に
は、何か
あったとき
には遠慮せ
ずに職員に
知らせるよ
う伝え、職
員にはこの
点を意識し
ながら対象
児と接する
よう共通理
解を図っ
た。

8810

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

20 19 1 4 4 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルはあ
り、年１
回の園内
研修も実
施してい
る。職員
配置も十
分配置し
ていた。
ソフト面
では、不
備はない
と考えら
れる。

遠足計画
時（職員
会）に、
マニュア
ル再確認
の必要性
がある。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

設備等に
関して
は、市町
村管轄で
行ってい
ると思わ
れるた
め、要因
はないと
判断す
る。

使用する
側が、年
齢に応じ
た遊具な
のかを確
認する事
を怠って
いたの
で、今後
は、使用
前点検と
いう確認
時間をス
ケジュー
ルに組み
込み、実
施してい
く事とす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯遊び
の前に遊
具の選定
及び見守
る範囲を
保育士同
士で事前
に決めて
いない点
が、怪我
に繋がる
結果と
なった
事。

遊戯遊び
の前に遊
具の選定
及び見守
る範囲を
保育士同
士で事前
に決めて
から、保
育活動に
入る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園外とい
う事もあ
り、朝か
ら楽しみ
にしてい
る様子
が、表情
から受け
取れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別方向を
見ている
状態

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は、
トイレ介
助中。３
名で他の
園児を見
守る状
態。

遊戯遊
びの前
に遊具
の選定
及び見
守る範
囲を保
育士同
士で事
前に決
めてい
ない点
が、怪
我に繋
がる結
果と
なった
事。

遊戯遊びの
前に遊具の
選定及び見
守る範囲を
保育士同士
で事前に決
めてから、
保育活動に
入る。トイ
レ介助中の
時は、保育
士同士でお
互い伝達し
合い、活動
を控える等
も臨機応変
に対応して
いく事も大
事である。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8811

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 8 8 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(15)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具等の
点検は月
に3回は
点検を
行ってい
るが、
マーチン
グ用のポ
イントで
あるとい
うこと
で、コー
スよりも
外側にあ
ることに
誰も意識
しないで
いた。

マーチン
グ用のポ
イント、
コースの
ポイント
の検討を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(37)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

マーチン
グ用のポ
イント
が、砂で
少し盛り
上がって
いたこと
と、コー
スより少
し外側に
あった。

少しでも
平らにな
るように
すること
と、ポイ
ントを内
側に入れ
てコース
作りをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が
コースを
間違えた
ことに対
して慌て
たことに
加え、
マーチン
グ用のポ
イントを
踏んでし
まい足首
を捻って
しまっ
た。

ゴールの
位置を明
確に知ら
せてお
き、取り
組む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

初めてア
ンカーと
して走
り、アン
カーであ
ることを
意識して
おらず、
ゴールへ
向かわず
バトンの
受け渡し
した場所
からコー
ス内に
入ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動会の
取り組み
のリレー
を行って
いたの
で、少し
離れたと
ころから
の見守り
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コースの
周りに付
き、走る
様子を見
守ってい
た。

コース
内にい
た職員
がポイ
ントを
意識し
た言葉
掛けを
してい
ればよ
かっ
た。

安全なコー
ス作りとポ
イントを意
識しコース
に着くよう
にする。

8812

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 3 1 3 2 2 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１以上)
回/年

2.基
準配
置

引き続き
上記を徹
底し、事
故防止に
ついて再
度確認を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

ほふく室
(畳）と1
歳児保育
室を仕切
る木製の
柵があ
る。身体
の大きい
幼児であ
れば腰か
けること
は想定さ
れる。ま
た故意で
なくと
も、触
る、寄り
かかる行
為も日常
的に見受
けられ
る。

現時点で
の柵の撤
去は難し
いので、
職員によ
る見守
り、子ど
もへの声
掛けを徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢保
育の為、
片付け作
業中に
様々な動
き(玩具
片付け、
片付けに
興味を示
さない幼
児、幼児
の手洗い
補助）が
あり、低
年齢児に
注意が向
いてい
た。

片付けを
完了して
次の活動
に移行す
る

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園後、
室内活動
中は壁に
よりか
かったり
体育座り
をして疲
れた様子
（母親
談、昨夜
就寝時間
が遅かっ
た）。玩
具の片付
け作業
中、全体
を見るよ
うな様子
で柵に寄
りかかり
片付け作
業には加
わらな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

柵から離
れている
場所で柵
が右側に
ある状態
で、他児
と片付け
作業をし
ていた。
低年齢児
の手洗い
(手洗い
場を正面
にすると
柵に対し
て背を向
ける形に
なる）補
助の為、
転倒に気
づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

概ね片付
けも終了
し、子ど
もたちの
様子も落
ち着いて
いたので
その後に
予定して
いた、未
満児用お
やつの準
備の為、
職員に
「おやつ
の準備へ
行ってき
ます」と
声をかけ
調理室へ
向かい、
現場を離
れてい
た。

異年齢
児保育
の中
で、対
象児は
普段か
らクラ
スでも
リー
ダー的
存在
で、ま
た休日
保育利
用も多
い為、
保育者
も安心
感を持
ち低年
齢児に
意識が
向いた
ことも
考えら
れる。

柵のある部
屋を使用す
る際は、片
付け作業時
に職員が柵
側で保育室
全体の様子
を見守りな
がら、子ど
も達と作業
を進める。

8813

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

12 1 1 4歳
1.男
児

3歳児クラ
ス１２名出
席しており
そのうち１
人は療育へ
行ってい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

活動開始
時、可能
なとき
は、ほか
の職員の
協力をも
らう

マニュアル
作成し職員
周知してい
く。ハザー
ドマップの
活用、ヒヤ
リハット報
告会を定期
的に行う。
（職員会議
の時など）
職員の協力
体制を整え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

つまずき
やすい土
壌ではな
かった
か、石な
どつまず
きの原因
となるも
のがおち
ていな
かったか
の確認が
必要だっ
た。

園庭で
は、思い
切り走ら
ずグラウ
ンドで走
るように
する。石
ころ拾い
をする。
園庭内で
の遊び方
について
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
気持ちが
落ち着い
ていたか
確認する
必要が
あった。

かけださ
ないよう
に声掛け
し気持ち
を落ち着
かせてか
ら誘導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園庭での
遊びをと
ても楽し
みにして
いた。靴
を履いた
ら一番に
外に出て
遊具のと
ころに行
きたかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

声掛けし
てから自
身の靴を
とりに
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ほかのク
ラスの職
員が先に
園庭にで
ており対
象児が園
舎から出
てきたと
ころを目
撃してい
た。

職員が靴を
取りに行
く、トイレ
にいくなど
園児から離
れる際は他
のスタッフ
の協力をも
らう。靴を
履いたら
ウッドデッ
キに座って
みんなをま
ち約束事を
確認してか
ら遊ぶなど
の決まりを
作る。

8814

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

14 6 8 3 3 6歳
1.男
児

体格が良
く、気持ち
が高ぶると
活動量が増
える傾向に
ある。療育
を受けてい
る。（発達
障害に関る
診断はされ
ていな
い。）既往
歴・持病・
アレルギー
性鼻炎

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨部
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故未然
防止にお
ける事故
想定をす
る意識が
不足して
いた。

事故の検
証を行
い、職員
との協議
の上マ
ニュアル
に園外活
動におけ
る事故未
然防止の
ための
「事故想
定表」を
作成し、
活動実施
時の事故
想定力を
高めて、
心構えを
向上させ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

公園の遊
具につい
て、行き
慣れた場
所でも
あったた
め、事故
想定が不
足してい
た。4歳
児が回転
遊具の椅
子に座
り、本児
が支柱に
つかまり
立って遊
んでい
た。座る
場所が4
か所にし
かなかっ
たため本
児は立っ
ていたと
思われ
る。

園外活動
における
事故未然
防止のた
めの「事
故想定
表」を作
成し、活
動実施時
の事故想
定をしや
すくす
る。遊具
等の遊び
方やルー
ル等を事
前に把握
し、共有
するよう
にする。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

遊具の遊
び方や
ルールを
丁寧に指
導してい
なかった
ことや、
引率者数
に問題は
なかった
が、見守
り体制で
の連携声
掛けが不
十分で
あったと
思われ
る。

遊具の遊
び方や
ルールを
守った遊
びの指導
を丁寧に
おこなう
ようにす
る。見守
り体制の
連携を強
化するよ
うに見直
しを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日常の保育
の中でも、
興味のある
ことに気持
ちが高まる
と夢中にな
る行動が多
く、配慮し
た支援を行
うことが必
要な本児で
ある。事故
当日まで
も、本児の
気持ちの高
ぶりからコ
ントロール
ができない
場面もあっ
た。保育士
の注意等も
一時は聞け
るが継続す
ることが難
しく、注意
散漫になっ
ていたよう
に感じる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

回転遊具で遊ん
でいた子ども
が、別の場所で
遊びたいと移動
することとなっ
た。その中に配
慮が必要な子が
いたため保育士A
は見守りの為、
一緒に移動し
た。（別の場所
は岩でゴツゴツ
としているた
め。）残った本
児は、離れた場
所からの見守り
となったが、事
故の様子は見て
いなかった。事
故後の本児から
の聴き取りで、
回転遊具で立っ
て支柱をつかん
で遊んでいて袖
が絡まったこと
を知る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士Bは下段の
場所の滑り台等
で遊ぶ子どもを
見守っていた
中、上段のフェ
ンス際で座り込
んでいる本児に
気づき声掛けを
したが、泣きな
がら返答がなく
背を向けたた
め、本児が落ち
着いてから再び
声掛けしようと
判断して、様子
を窺いながら他
児の見守りを続
けた。保育士C
は、回転遊具の
近くにあるブラ
ンコで遊ぶ子ど
もを見守ったい
た。他児とのト
ラブルか保育士A
から怒られたの
かと思い、原因
を知るため保育
士Aに報告し尋ね
た。本児の普段
の姿から、よく
ある姿と判断し
てしまった。

本児の普段か
らの姿から、
少々の危険行
動や落ち込む
姿があっても
「大丈夫」と
いう思い込み
から声掛けす
るタイミング
に遅れが生じ
た。また、そ
の思い込みか
ら事故（骨
折）の発見の
遅れが生じ
た。遊具の遊
び方に対する
危険予知力が
不足してい
た。見守り体
制で、注意を
払う視点（ど
の子に重点を
置くべきか
等）が軽視し
ていた。保育
士同士の声掛
けや、連携が
不足してい
た。

事故防止委
員会で協議
し、危険予
知力の向上
や事故想定
表作成によ
り事前の事
故想定力を
高めて、未
然防止に努
める。見守
り体制や
様々な状況
での連携の
在り方を見
直し強化を
図る。

8815

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

77 8 14 14 12 10 19 18 12 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

痛みがあ
り右肩の
稼働状況
の確認も
している
が、帰園
後、看護
師等にも
確認を取
り、当日
中に病院
受診をす
ることが
望まし
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遠足時で
あった。

園外活動
で普段行
かない場
所である
ため、職
員の配置
分担や限
界設定を
事前に確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外活動
で普段行
かない場
所である
ため、職
員の配置
分担や限
界設定を
事前に確
認する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

何回も草
そりを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ながら、
安全に配
慮できる
よう言葉
かけをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

草そり場
フィール
ド全体を
４～５人
の職員で
見守って
いた。

子どもたち
に順番や交
代を促し、
安全に行え
るよう一層
配慮する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8816

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

10 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

引き続き
適切に配
置を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

足を滑ら
せにくい
工夫をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

回転して
目を回し
てしまう
ことを、
想定して
いなかっ
た。

回転して
遊ばない
ように、
声掛けを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

帰りの会
に向けて
身支度を
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

帰りの会
の準備を
しなが
ら、園児
に声をか
けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレ等
の介助を
してい
た。

身支度
をしな
がら
も、遊
ぶ時間
があっ
た。

遊んでいる
子に対し
て、声掛け
を行ってい
く。

8817

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

29 5 24 4 4 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折
疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

園外活動
の際は加
配を行っ
ている。

園外活動
では、職
員の加配
を行う対
応を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

公園への
経路の見
回りを行
い、経路
を決めて
いる。園
外活動に
行った際
には活動
報告を記
録する。

経路や公
園内の見
回りを行
う。園外
活動に
行った際
には活動
報告を記
録する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児童は
ブランコ
で遊んで
おり、そ
の後、囲
いに座ろ
うとして
いた。

遊具、柵
や囲いを
本来の使
い方で使
用してい
ない際
は、声掛
けを行う
など、注
意を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
の園外活
動を楽し
みにして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任２名
は、本児
とは離れ
たところ
におり、
公園内の
見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任以外
の職員
が、本児
の近くに
おり、公
園内の見
守りを
行ってお
り、本児
が転落し
たことに
気づい
た。

本児童
はブラ
ンコの
囲いに
座ろう
として
いた。

遊具、柵や
囲いを本来
の使い方で
使用してい
ない際は、
声掛けを行
うなど、注
意を行う。

8818

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

86 8 10 9 13 16 12 18 12 11 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

遊具など
の不備が
原因では
ないが、
遊び方に
も要因が
あるので
はない
か。

各遊具に
必ず職員
一人は注
意してみ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

施設、設
備等に問
題はない
が、遊具
の配置に
も要因が
あるので
はない
か。

死角にな
りやすい
場所は、
子供の動
きに注意
して保育
にあた
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活発に激
しく動き
回る年齢
で、飛び
降りるよ
うな勢い
で登り棒
から降り
ていた。

危険な遊
びの指導
や、登り
棒の降り
方の指
導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
通り、熱
等もなく
とても元
気な状態

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員はす
ぐ近くに
はいた
が、他の
園児に目
がいって
いて事故
後に気が
ついた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
に他の職
員がいた
が、それ
ぞれの園
児を見て
いたり、
登園児の
受け入れ
をしてい
た為事故
を見落と
してし
まった。

職員が
すぐ近
くにい
たが、
どのよ
うな遊
びをし
ていた
か気づ
かな
かった
ことも
要因で
はない
か。

もっと園庭
全体を見わ
たし、危険
な遊びをし
てないか、
事故が起こ
りそうな場
所を中心に
気を付けて
保育にあた
る。

8819

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

職員体制
等はしっ
かり行っ
ていた
が、今回
コンク
リート上
での怪我
が生じた
ので今後
コンク
リート上
は危険個
所と認識
し子ども
達に声掛
けをして
いきま
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

雨で水溜
まりが出
来滑る場
所に修繕
としてコ
ンクリー
トを張り
水の流れ
を良くし
転倒を防
いでいた
が遊ぶ場
所として
は危険個
所として
認識しま
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コンク
リートの
地面の上
に木材の
家造りを
行ったこ
とが要因
と考えら
れます。
鋼管パイ
プのポー
ルにぶら
下がるこ
とも危険
と判断致
します。

コンク
リート地
面の上で
は家造り
は行わな
い。鋼管
パイプの
ポールに
ぶら下が
らないこ
とをルー
ルとして
決めた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に日常
の姿と変
わりなく
いつも通
りに遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭でい
つも通り
子ども達
の動きを
観察して
いたが、
対象児が
ジャンプ
する一瞬
の出来事
であり止
めること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちの
動きを観
察してい
た。

コンク
リート
地面の
上での
遊びに
関して
は特に
注意し
ておく
必要が
ある。

コンクリー
ト地面上で
は如何なる
状況であれ
危険がある
ということ
を認識園庭
での土の上
の状況と同
じと考えな
いように予
測する。

8820

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

59 3 9 12 10 13 12 9 9 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第５指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

行事中の
園児への
配慮(平
常保育よ
り園児が
はりきっ
て行動す
るため)

リズム室
内での保
育士の位
置や園児
への配慮
を確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

廊下は木
製であ
り、建築
以降ワッ
クスなど
の処理は
施してい
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

毎月行う
通常の行
事であ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

誕生者で
あった
為、気分
が高揚し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士1
名が誕生
者10名を
誘導して
いた。転
んですぐ
手を差し
伸べた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで見
える位置
にはいた
が、他の
園児を見
ていたた
め当該園
児を見
守っては
いなかっ
た。

保育士
１名が
誕生者
１０名
を誘導
してい
たが、
並びな
がら歩
きだし
た。

きちんと並
び揃ってか
ら歩き出
す。列の後
方に保育士
を配置す
る。

8821

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 1 1 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

定期的に
マニュア
ルの読み
合わせを
行い確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

園庭整
備、整地
をこまめ
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭整
備、整地
をこまめ
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
おうち
ごっこ
中、手を
つないで
歩いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で全
体の見守
りをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で全
体の見守
りをして
いた。本
児の泣き
声に気づ
き声をか
ける。

今まで以上
に子供の動
きに目を配
る。

8822

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨の関
節側が骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

当日は、園
児11名に対
し担任1名の
保育士を配
置。5段が跳
べるように
なった本
児。マニュ
アルや園内
研修におい
て、遊具に
ついての保
育士の立ち
位置につい
ても確認を
していた
が、当日は
子どもの思
いを優先に
してしま
い、保育者1
名に対して3
台の遊具を
出してい
た。

跳び箱が2
台と鉄棒も
出ていたの
で、跳び箱
一台にし、
低い段から
進めていき
子ども達の
様子を見な
がら段を重
ねていく方
法をとるよ
うにする。
再度、職員
全員でマ
ニュアルな
ど、園内研
修で取り組
んできたこ
とを確認し
実践する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

保育室、
屋上、園
庭などに
おいて
は、安全
チェック
シートが
あった
が、プレ
イルーム
において
は、隣の
4歳児保
育室の
チェック
シートと
一緒にし
てチェッ
クしてい
た。

再度、プ
レイルー
ムのみの
安全
チェック
シートを
作り、一
人ひとり
の危機意
識を高め
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児は11
人だった
が、配慮
すべき遊
具の数が
多いので
はと考え
られる。
保育者の
他の遊具
で遊ぶ子
ども達へ
の気配り
等もあ
り、万一
鉄棒や跳
び箱4段
で遊ぶ子
どもの何
かあると
対応が出
来るか

運動遊び
をする場
合は、配
慮すべき
遊具（跳
び箱5
段）ひと
つに絞
り、短時
間で楽し
む

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児なり
に出来な
かったこ
とが出来
るように
なり、張
り切って
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

積極的に
取り組む
本児の援
助にあ
たってい
た。しっ
かりと跳
んでいた
ので滑り
込むよう
に着地を
した時に
は、驚い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

事前に
運動遊
びに入
る前に
子ども
達と共
に起こ
りうる
ケガな
どにつ
いて話
し合
う。保
育者に
対して
「分
かって
いるだ
ろう」
の過信
があっ
た。

事前に跳び
箱などで起
こりうる事
故などを子
ども達や保
育者間で確
認する。跳
び箱は、一
台のみ置き
段階を経て
一段ずつ重
ねていくよ
うにする。
保育者間の
危機意識を
高くもち、
注意を払う
ことを再確
認する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
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歳
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歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8823

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 5 5 3 3 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾中
足骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

園児10名に
対し1名の保
育士を配
置。休憩時
間を設けつ
つ遊びを楽
しんでいた
が、4歳児ク
ラスのもつ
大縄跳びの
記録を目指
し、挑戦す
る本児の姿
がみられた
ので本児の
思いを優先
にしてし
まった。回
数多く跳ん
でいた本児
の体力や足
などにかか
る負荷につ
いて配慮す
べきだっ
た。また、
マニュアル
はあるもの
の発達に応
じた配慮が
足りなかっ
た。

子どもの思
いを受け止
めつつ危な
いことなど
を明確化
（運動靴を
履くなど）
し伝えてい
く。「今日
は、こんな
に跳べたか
らこれで終
わりにしよ
うね。今度
挑戦しよう
ね」などと
声をかけ、
適度なタイ
ミングを図
り終了す
る。また、
職員等と子
どもの発達
について再
度確認をし
ていき、実
践してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

保育室、
屋上、園
庭などに
おいて
は、安全
チェック
シートが
あった
が、プレ
イルーム
において
は、隣の
4歳児保
育室の
チェック
シートと
一緒にし
てチェッ
クしてい
た。

再度、プ
レイルー
ムのみの
安全
チェック
シートを
作り、一
人ひとり
の危機意
識を高め
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

数人の子
ども達が
大繩跳び
を楽しん
でいたの
で、順番
が回って
くること
が早かっ
た事で、
益々張り
切り対象
児自身と
保育者も
体（足）
の異変に
気付かな
かった。

休憩時間
を確保し
つつ安全
に遊ぶこ
とを伝え
ゆったり
と楽しめ
るように
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4歳児の
大縄跳び
の記録を
超えるこ
とに本児
も張り
切ってい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児が
大縄跳び
をしてい
る際の縄
を回して
いる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各コー
ナーの専
属とな
り、他の
子ども達
の遊びを
援助して
いた。

子ども
の思い
を優先
にして
しま
い、普
段の対
象児の
遊びが
静的遊
びを好
むこと
から体
力的な
ことも
含め運
動遊び
の安全
面につ
いて認
識不足
があっ
た。

子ども達と
共に予測さ
れる事故等
について話
し合う。職
員全体で危
機意識を高
くもち、注
意を払うこ
とを再確認
する。ま
た、専門の
先生（体育
講師）から
の講座や園
内研修を計
画し、日頃
の保育に活
かしてい
く。

8824

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 11 7 12 10 9 6 2 4歳
1.男
児

通常通り、園
庭自由あそび
をしていた時
のことで、職
員の数も十分
ではあった
が、担任が来
客対応中で見
守りが十分
だったとは言
えない。その
旨保護者にも
伝え、謝罪。
翌日、傷の状
態を確認する
ため受診し、
さらに、5日
後に抜糸。痂
皮形成してい
るので、それ
が剥離すれば
完治となる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 頭部外傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

普段なら
園児に直
接声をか
けて防げ
ている事
だが、来
客もあっ
て見落と
しがあっ
た。

来客対応
に入る職
員は、必
ず他の職
員を代わ
りに見守
りに入る
よう声を
かけ、人
員確保し
てから来
客対応す
ること。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ベンチそ
のものは
後部にあ
るフェン
スに紐で
結んで倒
れないよ
うに対策
していた
が、地面
に多少の
傾きがあ
り、グラ
グラして
いた。そ
の上、背
もたれに
座った園
児がバラ
ンスを崩
して事故
につな
がったと
思われ
る。

当日はベ
ンチの足
にぐらつ
きがない
ように、
スポンジ
マットを
入れて傾
きを調
整。園児
(特に年
長児)に
も、危険
な座り方
をしない
ように、
その日の
うちに事
故防止の
ための共
有をし
た。その
後、ベン
チは撤去
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
自由あそ
びの際に
は職員が
一か所に
とどまら
ず、離れ
てまんべ
んなく見
守りに徹
するよう
にはして
いるが、
この日は
いつもと
は違う
「来客」
があっ
た。結
果、見守
りが徹底
できな
かった。

担当職員
が見守り
に困難さ
がある時
には他の
職員(園
長含む)
に応援を
頼む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ベンチ近
辺で虫探
しをした
あと、何
気なくベ
ンチの座
面に立
ち、背も
たれの上
に座った
ら、バラ
ンスを崩
して後方
に倒れ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児を全
体的に見
ながらの
来客対応
をしてい
たが、当
該園児の
動きまで
視野には
入ってお
らず、危
険回避の
ための声
かけが難
しかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該園児
の担任も
同じ園庭
に立って
いたの
で、年少
クラスの
園児の動
きに注意
を払って
おり、危
険回避の
ための声
かけまで
には至ら
なかっ
た。

他の職
員は、
年少ク
ラスの
園児の
安全確
保を優
先しな
ければ
なら
ず、年
長児の
動きま
で配慮
するこ
とが難
しい状
況だっ
た。

これ以上の
職員の人員
確保が難し
いので、常
に危険がな
いかを各自
で気を付け
て見守るこ
とに徹す
る。園庭で
は職員は接
近せず、各
自の持ち場
で、まんべ
んなく見
て、危険を
予測し、園
児に声をか
けられるよ
うに意識す
る。

8825

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

80 25 31 24 8 8 5歳
2.女
児

障がい児支
援保育対象
児１対１の
対応。癇癪
を起こす状
況を避け
る・注意を
ひきつける
等の配慮を
行ってい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯牙打
撲・上口
唇裂傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

－

マニュア
ルには事
故の原因
が園児同
士でも園
児本人の
不注意で
あっても
言及しな
いとある
ので見直
しすべき
か指導を
仰ぐ。こ
れまで同
様配置基
準の徹
底・マ
ニュアル
の読み合
わせで共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

改善点な
しこれま
で同様点
検を欠か
さず行
う。不備
があれば
瞬時に対
応する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

改善点な
し。これ
まで同様
活動の前
後の慌た
だしい時
間は園児
の様子を
確認しな
がら自分
の持ち場
を守り役
割りを遂
行する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

５歳児が
練習がで
きるよう
に舞台上
に和太鼓
が２台置
かれてい
る。触っ
て良い時
間ではな
いことを
知らせる
ために×
印がある
が本児に
はその
ルールの
遂行は難
しいので
片付けて
おくべき
だった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

おやつ後の
顔拭きがま
だなので太
鼓をたたく
のを止めさ
せ誘うが、
嫌がった為
手を繋いで
舞台から保
育教諭は後
ろむきにな
り降ろし部
屋へ移動さ
せようとす
る。他の保
育教諭から
後ろに園児
がいること
を聞いて安
全確保のた
めに足を上
げた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児を
担当して
いる加配
保育士が
後ろを見
ていな
かったの
で声をか
けて安全
を知らせ
た。

－

後ろ向きは
危険なので
行動を改善
する。事前
に次にすべ
きこと伝え
手をつない
で部屋まで
移動すべき
であった。

8826

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

26 3 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(0)回/月

2.基
準配
置

遊具の片
づけの際
中は子ど
もの活動
を見る

遊び方の
見直しが
必要。遊
び方の
ルールを
定める

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

ソフトブ
ロックの
片づけの
最中、ブ
ロックの
上に登っ
ていた。

片づけの
時は遊ば
ないよう
に声かけ
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ソフトブ
ロックの
片づけの
最中、ブ
ロックの
上に乗っ
た。

片づけの
時は遊ば
ないよう
に声かけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃、使
用してい
る遊具で
あるが、
片付けの
合図をし
たが、本
児は未だ
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具を片
付けてい
る最中で
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた所
で子ども
全員をみ
ていた

他の職
員は子
ども達
全体を
見てい
た

他の職員は
近くで子ど
もを見守り
声掛けを行
う
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死亡
0
歳
1
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歳
3
歳
4
歳
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以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8827

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 2 8 4 10 14 9 2 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折
の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

－

園内研修
では実際
園で起き
た具体的
な事例等
をあげ
て、予防
策や危険
予測につ
いて話し
合い危機
管理の意
識を高め
られるよ
うにした
い。安全
管理につ
いての研
修の回数
を増や
し、定期
的に見直
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

園庭の固定
遊具が年齢
に合ってい
るものなの
かを改めて
見直し、今
回の事故か
ら危険だと
いうことで
判断したの
で、そこに
登ろうとす
る園児（特
に年少児）
がいれば、
必ず職員が
そばにつく
ことを徹底
する。遊具
の劣化や破
損による危
険箇所がな
いか毎日の
安全点検で
ケガへのリ
スクを抑え
るようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

子どもの
成長に
伴って行
動範囲が
広がるな
か、安全
に見守れ
る範囲を
考える。
場合に
よって
は、固定
遊具の使
用を制限
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体的に
できるこ
とが増
え、固定
遊具に積
極的に登
ろうとす
る姿が見
られた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の固定
遊具に他
児がい
て、そこ
について
いた為、
本児の側
につくこ
とができ
なかった
が、本児
の動きを
見守り
「危ない
よ」と声
をかけて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記と同
じく、他
の固定遊
具に他児
がいて、
そこにつ
いていた
為、本児
の側につ
くことが
できな
かった
が、本児
の動きを
見守って
いた。

－

固定遊具に
保育士が必
ず配置する
ようにす
る。見守り
だけでは支
えてあげら
れないの
で、配置が
難しい状況
であれば、
固定遊具の
使用を制限
する。職員
同士の連
携、声の掛
け合いの徹
底。

8828

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

29 5 5 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

睡眠、食
事、水遊
びに関す
る事故防
止マニュ
アルはあ
るが、全
体的な事
故予防マ
ニュアル
は作成さ
れていな
い

全体的な
事故予防
マニュア
ルを皆で
検討して
作成し、
職員に周
知する

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(580)回/
年

玩具の点
検は日に
2回に
行ってい
たが、要
因となっ
た牛乳
パック台
が、子ど
もが立つ
位置に
よっては
多少滑り
やすく
なってい
ることに
気付いて
いなかっ
た

台の下に
滑り止め
を敷き、
滑らない
ようにす
るまた他
玩具に対
しても、
これまで
以上に危
険がない
か点検
し、必要
があれば
改善する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

台の高さ
はさほど
ないもの
の、運動
があまり
得意では
ない本児
が、他児
がジャン
プしてい
るのを見
て、「や
りたい」
と思って
挑戦した
と思われ
る

個々の運動
能力を十分
に見極め、
不安な様子
があればす
ぐ近くで見
守ったり、
必要であれ
ば手を添え
る等、安全
第一の援助
をするまた
子どもの挑
戦したい気
持ちも大切
にしたいこ
とから、さ
らに低い台
を用意して
徐々に高く
するなど、
発達相応の
高さの遊具
を使用する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
園し、活
動してい
る。食欲
もいつも
と変わり
なく、15
時頃検温
36.4度。
特に変
わった様
子は見ら
れない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで他
児を含め
て本児の
ことも見
ていた
が、ジャ
ンプする
その瞬間
は見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同保育室
の各コー
ナーで見
守りをし
ていた。
1人はお
迎え対応
もしてい
た

保育士1
人がお
迎え対
応をし
ていた
ため、
残り保
育士4人
で28人
を見て
いる状
況4人で
保育室
全体を
見渡せ
ていな
かった
本児が
台の上
に立っ
ている
段階で
ジャン
プする
ことを
想定す
べき
だった

保育室全体
を見渡せる
職員配置を
するまたお
迎え対応で
園児から目
が離れる場
合は、必
ず、保育室
にいる他職
員全員に聞
こえるよう
な声で伝え
る

8829

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

11 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸腰椎圧
迫骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

お迎え時間
で、保育士
が保護者対
応等を行っ
ており見守
りが不十分
であった。
また、怪我
をした場所
は避難経路
であり遊ぶ
場所ではな
かった。

保育士同
士が声を
掛け合い
安全に留
意し保育
を行う
事。遊ぶ
場所では
ないとこ
ろに園児
が行かな
いよう園
児にも丁
寧に伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（290）回
/年

－

避難経路
の階段で
ありその
場では遊
ばないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者対
応の為、
園児への
見守りが
不十分に
なってい
た。

避難経路
の階段な
ので、そ
の近辺に
保育士を
配置し安
全を見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊ぶ場所
ではな
い、避難
経路であ
る階段に
座り遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者対
応中で対
象児から
目を離し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の園児
のトラブ
ルに対応
しており
見ていな
かった。

降所時
間で、
保護者
対応も
しなが
らの保
育であ
り、職
員間の
連携が
必要だ
が連携
不足が
あっ
た。

安全に遊ぶ
ため全職
員・園児で
遊ぶ場所、
危険につい
て確認し再
発防止に努
める。

8830

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 31 21 6歳
1.男
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

不明

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

保育士配
置基準の
見直し希
望、利用
定員の減
少希望

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

保育士配
置基準の
見直し希
望、利用
定員の減
少希望

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

利用定員
の減少と
保育士配
置基準の
見直し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気で登
園してい
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

日課とし
て遊戯室
でリズム
運動を一
緒にして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2階にあ
る大ホー
ルで普段
と同じよ
うにピア
ノに合わ
せたリズ
ム運動を
楽しくし
ていた。

利用定
員を減
少、保
育士配
置基準
の見直
し

利用定員を
減少、保育
士配置基準
の見直し

8831

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

27 31 21 4歳
1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

不明

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

保育士配
置基準の
見直し希
望、利用
定員の減
少希望

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300）回/
年

保育士配
置基準の
見直し希
望、利用
定員の減
少希望

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

利用定員
の減少と
保育士配
置基準の
見直し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気で登
園してい
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児の行
動も把握
しながら
他の園児
のお迎え
の対応

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えの
対応もし
ながら園
児たちと
共に遊ん
でいた
（保育す
る）

利用定
員を減
少、保
育士配
置基準
の見直
し

利用定員を
減少、保育
士配置基準
の見直し

8832

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕ヒビ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

予想され
る子ども
の行動に
ついて把
握し、気
を配って
見守る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

当園外施
設の為、
改善策な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の見
守る配置

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しそう
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
動きを見
ていたが
すぐに助
けられる
距離では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

周りの子
どもに目
を配りな
がら写真
を撮った
り、見
守ってい
た。

上り降りする
際気をつける
との声かけ、
子どもの動き
やその時の子
どものテン
ションから考
えられる注意
を予想する。
危険だと思う
場所に職員の
立ち位置の確
認。
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死亡
0
歳
1
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2
歳
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歳
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歳
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歳
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8833

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

3 1 1 6歳
1.男
児

当日の朝、
母親の不注
意で車のド
アに側頭部
をぶつけた
為、様子を
見るようお
願いされて
いた。一日
通して変
わった様子
はなく、本
人も「全然
大丈夫」と
いい元気
だった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 頭部外傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

－

園庭遊び
及び遊具
での危険
な箇所を
探した
り、遊び
方、使い
方を職員
同士で話
し合う機
会を設け
てもよい
と思う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

危険な箇
所を見落
としてい
た。

遊具を固
定してい
る金具の
為、動か
す事が出
来ないの
で飛び出
ないよう
覆いかぶ
せるなど
の対策が
必要だと
思う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い空間
と足場が
悪いと
いった環
境が重
なったと
思う。

子どもの
遊びの姿
を見なが
ら、危険
な動きま
たは遊び
方をを見
かけた際
は、声を
掛ける。
遊ぶ前
に、遊具
の安全性
や周りに
怪我に繋
がる物が
ないか確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怖がる様
子もな
く、両手
両足を使
い、壁を
よじ登っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落下し転
倒する様
子も分か
るが、遊
具の外側
で遊びを
見守って
いたので
手が届か
ず受け止
める事が
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊び
と園庭遊
びの二つ
に分かれ
ていたの
で、他の
職員はク
ラス部屋
にいた。

本児か
ら距離
がある
場所で
見守っ
ていた
ので、
支える
事が出
来な
かっ
た。

子どもの
やってみた
いという気
持ちも大事
にしたいの
で、環境面
が整ってい
ない場所で
は、落下、
転倒しない
よう支える
などの配慮
が必要であ
る。

8834

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

34 20 14 4 4 5歳
2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特にソフ
ト面での
不備は考
えられな
い。コロ
ナ渦によ
り、子ど
もの運動
発達の低
下が要因
と考えら
れる。

子どもの
運動発達
を促す遊
びや環境
つくりの
研修を多
く取り入
れる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

特にハー
ド面の不
備は考え
られな
い。コロ
ナ渦によ
り、子ど
もの運動
発達の低
下が要因
と考えら
れる。

管理人も
いらっ
しゃって
しっかり
と管理さ
れてお
り、年齢
相応の遊
具を設置
してい
て、遊具
の下も砂
場になっ
ていて万
が一転落
しても衝
撃が吸収
されるよ
うになっ
ているの
で、ハー
ド面での
問題点は
思い当た
らない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ渦
により戸
外遊び等
で身体発
達を促す
保育があ
まりでき
ていな
かった。

コロナ渦
により園
外保育の
機会が減
り、子ど
もたちの
身体能力
もやや低
下してい
るので感
染予防に
気をつけ
ながら戸
外遊びを
多く取り
入れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園内では
２か所（駐
車場側と
プール側）
の遊具遊び
場がある
が、そのう
ちのプール
側遊具エリ
アで遊んで
いた。プー
ル側エリア
には、幼児
用アスレ
チック遊具
とブラン
コ、ターザ
ンロープが
ある。本児
は幼児用ア
スレチック
遊具で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

幼児用ア
スレチッ
クが見渡
せる場所
に立ち、
全体を見
守ってい
た。本児
の遊ぶ姿
は見てい
たが、落
下時にす
ぐ手が伸
ばせる場
所にたっ
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員は、
ターザン
ロープ、
ブラン
コ、幼児
用アスレ
チック遊
具にそれ
ぞれ一人
ずつ付
き、もう
一人は水
分補充を
しながら
全体を見
守ってい
た。

特に人
的面の
不備は
考えら
れな
い。コ
ロナ渦
によ
り、子
どもの
運動発
達の低
下が要
因と考
えられ
る。

今回も担任
２人＋フ
リー保育士
２名が引率
していて、
各遊具に一
人ずつ、な
おかつ死角
がないよう
な箇所で見
守ってい
た。今後も
園外保育の
際は引率の
職員は基準
より多く配
置してい
く。

8835

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2 6歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

園児と共
に活動す
る中で、
目を反ら
した一瞬
の事故
だった。

活動にお
ける保育
士の全体
把握と、
園児自身
の安全管
理意識を
高めるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（290）回
/年

今回の
ケースに
遊具の要
因はみら
れない。

－

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの環
境構成と
して、ご
ざをコー
ナー作り
に使用。
そのござ
に上がる
為に上履
きの着脱
があり、
その際靴
下のまま
走り転倒
へ繋がっ
た。

遊びコー
ナーの作
り方を工
夫し、上
履きの着
脱なしで
遊べるよ
うにす
る。ま
た、子ど
も達自身
への安全
管理意識
を高める
投げかけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゴザに上
がる為に
上履きを
脱いで、
履かない
まま遊具
の片付け
に走って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児と一
緒に室内
を片付け
ながら、
次の活動
の為の
テーブル
セッティ
ングをし
ていた。
同じ室内
での活動
だった
が、当該
園児の方
向を向い
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室内に
て園児と
一緒に片
付け。他
児への対
応をして
いた為、
当該園児
のケガの
瞬間は見
ていな
かった。

上履き
を履い
ていな
い事に
気づい
ていな
かっ
た。そ
の為注
意の促
しが足
りな
かっ
た。

クラス全体
の把握（上
履きの有
無）が出来
ていなかっ
た。共に活
動しながら
も、俯瞰で
園児を見守
れるように
する。複数
担任による
役割分担を
今一度確認
する。

8836

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 3 12 4 4 1歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに沿っ
た研修不
足

マニュア
ルの読み
合わせ等
を行い、
事故予防
に対する
知識を深
める

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

遊具の手
すりの高
さが低
かったた
め

手すり位
置の部分
に網を取
り付け、
高さを出
した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方、初
めての合
同保育で
もあり、
職員間の
連携不足

遊ぶ前だけ
ではなく、
毎朝の遊具
の安全点検
を行い、園
庭等に出る
前には立ち
位置、声か
けの確認を
する。職務
会等におい
て、振り返
りをし、声
かけや立ち
位置の再確
認をする。
安全のため
に大型遊具
の下にマッ
ト等を敷く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具手す
り部分で
立ち止ま
り、前傾
姿勢に
なった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具の手
すり近く
にいた職
員が他の
子のおむ
つ替えの
ため室内
に戻った

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

立ち位置
を変えず
に目の前
の子ども
達の見守
りをつづ
けた

初めて
の夕方
の合同
保育で
子ども
達の動
きが予
測でき
なかっ
た

持ち場を離
れる際に、
残った職員
で、持ち場
を離れた職
員がいた場
所の子ども
達の安全確
認をし見守
る。

8837

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 3 4 1 5 2 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

お迎え対
応時の職
員配置を
考える。
マニュア
ルの周
知、徹底
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

遊具の危
険性、扱
い方を職
員で共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の人
数に合っ
た遊びの
場所、遊
びを考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

５歳児が
鉄棒をし
ている様
子をみて
いて、真
似をして
みたとみ
られる

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒の近
く（少し
前の方）
で見てい
たが他に
走る子が
いたので
そこに目
を向け、
再び鉄棒
の方を見
た時には
対象児が
落ちる瞬
間で間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎え対
応でその
場を離れ
ていた。

遊具側での
活動は職員
配置の人数
が必要にな
るので、職
員数が少な
い場合は広
場側で遊ぶ
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8838

令和
6年3
月4
日

1.認可
7.小規模
保育事業

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 4 6 6 6 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の見
守りの配
置が固
まってお
り、十分
な見守
り、声か
けができ
ていな
かった事

すぐに子
ども達に
対応でき
るよう配
置場所を
決め見守
りの強化
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

転倒事故
の為、床
の滑りや
床の硬さ
なども要
因となる
事が予測
できる。

床の滑り
には定期
的にワッ
クスをか
け滑りを
強化する
事や、ス
ポンジ
マットや
クッショ
ンを使用
し安全強
化を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び終
わった玩
具が片付
けられる
ことなく
放置され
ていたた
め、それ
に足を滑
らせて転
倒してし
まった。

遊び終
わった玩
具を片付
けてから
次の遊び
に移行す
る事を教
える事、
保育者は
常に環境
整備を行
い安全に
子ども達
が活動す
る事がで
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気に入っ
た場所で
遊んでい
たが、忘
れた玩具
を取りに
行こうと
思いつき
急に走り
だしたこ
と

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園時の
受け入れ
を行って
いた事、
いつも安
全に遊ん
でいる事
や他の職
員も見て
いるため
少し離れ
ても心配
ないと思
い込んで
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守りなが
らも、い
つも安全
に遊んで
いるため
他の気に
なる子を
見ていた
際に発生
した。

職員の
見守り
の配置
が固
まって
おり、
十分な
見守
り、声
かけが
できて
いな
かった
事

すぐに子ど
も達に対応
できるよう
配置場所を
決め見守り
の強化を行
う。

8839

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 2 8 4 10 14 9 11 8 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小児肘
内障

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

－

園内研修
では実際
園で起き
た具体的
な事例等
をあげ
て、予防
策や危険
予測、事
故後の適
切な対応
を共通理
解し危機
管理の意
識を高め
られるよ
うにした
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

固定遊具
の安全
チェッ
ク、転倒
につなが
るものは
ないかを
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

最近は夕
方の子ど
もたちの
様子に落
ち着かな
い状況が
見られた
ことか
ら、園庭
に出る前
にお約束
事を再確
認して遊
ぶなどの
工夫を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友だち
同士、追
いかけっ
こなどを
して活発
に遊ぶ姿
があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の場所
に立ち全
体を見
守ったり
お迎えに
来た保護
者対応を
する動き
ではあっ
たが、本
児の衝突
の瞬間は
見ていな
かった。
他職員か
ら衝突の
報告を受
け、冷や
して様子
を見る処
置を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別のトラブ
ルに対応し
ていた際、
近くで大き
な声で泣い
た本児に気
付き、本児
と他児が転
倒した状態
を発見す
る。二人に
話を聞き、
衝突したこ
とが分かっ
た。本児が
左腕を押さ
えて泣いて
いたので、
担当保育士
を呼び状況
を説明し
た。

－

トラブル対応
時は出来るだ
け子どもに背
を向けず、い
つでも全体が
見渡せる状態
でいること。
園児の体にケ
ガがないか詳
しく視診を行
う。（今回は
本児が左腕を
押さえていた
ので、腕の曲
げ伸ばし、上
がり下がり、
手の開き具合
を見る必要が
あった。）

8840

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 1 1 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(292)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(292)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(48)回/年

ロッカー
の上に玩
具箱を置
いていた

施設の安
全チェッ
ク内容の
再確認。
ロッカー
の上に置
いて危険
な物を見
つけた時
には、そ
の都度下
ろしてい
く。ロッ
カーの上
には落下
して危険
な物を置
かないよ
う全職員
へ周知。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

食後の時
間で、担
当職員は
全体的に
部屋の様
子を見
守ってい
たが、掃
除中で対
象児を注
視してみ
ていな
かった。

部屋全体
の危険確
認を丁寧
に行う。
掃除をし
ていて
も、子ど
も達一人
ひとりに
目配りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
ロッカー
の上の玩
具を取っ
て良いか
保育士に
尋ね、
「いい
よ、待っ
ててね」
と伝え、
保育士が
取ろうと
したが、
「いい
よ」の言
葉でOKと
思い、先
に取って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体的に
は見てい
たが、対
象児を注
視して見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし

スイミ
ングの
際に
は、
コーチ
がいつ
もと違
うこと
で、子
ども達
のテン
ション
が高
く、ふ
ざける
ことが
多かっ
た。
プール
サイド
からは
保育士
が目線
を送っ
ていた
が、ふ
ざけて
しまっ
てい
た。

一人ひとり
の子ども達
の動きを
しっかりと
みる。スイ
ミングで
は、子ども
が落ち着か
ない時に
は、必ずそ
ばまで行っ
て子どもへ
行動を促し
ていく。

8841

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 11 11 4 2 5歳
1.男
児

ギプス固定
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

事故報告
書を記入
し、職員
で共有し
ている。

走る際は
前を見る
などの注
意事項を
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

－

園庭に危
険物がな
いか、普
段から確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周りに歩
いている
お友達が
いる中
で、蛇行
して走
り、前か
ら歩いて
くる職員
を咄嗟に
避けた
が、避け
た先に友
達がいる
ことに気
が付かず
衝突し
た。

走る時に
は周りを
見ながら
進むよう
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ること
に夢中に
なり周り
が上手く
見えてい
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くには
いたが他
児への対
応をする
為支える
事ができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応や衝突
した場所
とは離れ
ていた為
支える事
が出来な
かった。

－

遊びを始め
る前に、走
る時は周り
を見て進む
などの約束
事を確認す
る。

8842

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

7 3 1 3 2 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

傾斜を駆
け下りる
ときとコ
ンクリー
ト面の危
険性を伝
えていな
かった。

危険性を
職員、児
童に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

小高い丘
から駆け
下りた先
がコンク
リート面
だった。
斜面は芝
が生えて
おり、平
地ではな
かった。

児童が走
る際は、
保育士が
配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小高い丘
を勢いよ
く駆け下
りたため

公園での
危険個所
について
改めて職
員間に周
知。見守
りと声掛
けの強
化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
駆け回っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
他児童が
遊んでい
るところ
を見てい
たが、対
象児が転
んだ時に
は間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
様子を見
ていて、
気がつい
た時は対
象児は転
倒してい
た。

危険が
あると
考えら
れる場
所なの
に職員
がその
場にい
なかっ
た。
（少し
離れた
場所に
いた）

危険個所
（転落、転
倒の可能性
がある）所
に人を配置
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8843

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

10 1 0 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
()回/年

2.基
準配
置

ブランコ
を使用で
きるよう
にしてい
なかった
ため、本
児が無理
な遊び方
をした。

座面を梁
に括り付
けている
のは、ブ
ランコの
周囲に保
護柵がな
く、園児
のケガを
心配した
ためだ
が、保護
柵を設置
するなど
して、遊
具として
本来の形
で使用さ
せたい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

無し 無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し 無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降園を前
に、本児
を含め、
園児たち
はわくわ
くしなが
ら遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任のス
タッフ
は、至近
距離には
いたが全
体を見渡
す位置に
立ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児から
近い距離
にいた
が、他の
グループ
の園児を
見守って
いた。

ブランコ
があった
場所には
人工芝が
敷いてあ
り、ブラ
ンコの高
さもあま
り高くは
なかった
ので、担
任の保育
スタッフ
は本児が
ケガをす
るとは考
えられな
かったと
いう油断
があっ
た。

今回の事故
を教訓にし
て、さらに
園児の行動
に注意を払
いたい。

8844

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

10.事業
所内保育
事業（認
可）

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

9 1 1 3 1 3 3 2 4歳
1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/２
年

2.基
準配
置

子ども9
人の遊ぶ
範囲を限
定せず、
6種類の
遊具で広
域で遊ば
せていた
ため。

保育士の
目の届く
範囲で、
遊具を限
定して遊
ばせる。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具では
なかった
ので危険
性を確認
できてい
なかっ
た。

遊具に限
らず、公
園内の設
置物全体
の点検を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
がそれぞ
れ遊びた
い場所
(遊具)で
遊ばせて
しまった
ため。

その時の
子ども達
の状態や
保育士の
人数に応
じて遊具
を制限す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前回りが
出来るよ
うにな
り、保育
士に見て
貰いた
がってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコ
を勢いよ
く漕いで
いる他の
児童に気
を取られ
ていたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分が担
当してい
た子ども
を見てい
たため。

公園で
の遊び
方を徹
底して
いな
かっ
た。

遊具でない
物で遊ばな
いなど、事
前に園児に
危険な事を
しないよう
伝えてい
く。

8845

令和
6年3
月4
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 0 1 1 1 4 4 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(24)回/年

1.基
準以
上配
置

改善点な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

使用の都
度

1.定期的
に実施

使用の都
度

カーテン
の裾が床
に触れる
長さで
あったた
め、カー
テンを踏
みながら
転倒した
可能性も
考えられ
る。

仕切りの
カーテン
の裾上げ
縫いを
し、床に
つかない
サイズへ
改善し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段はカー
テンを暖簾
のように引
き上げて入
室していた
が、覗いた
り隠れたり
するあそび
を発見して
気分が高ま
り、頭で
カーテンを
押しながら
前方が見え
ない状態で
入室してし
まったと考
えられる。

全員入眠
中の時間
帯のみ、
仕切り
カーテン
を使用す
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
過ごして
いたが、
カーテン
を利用し
ての遊び
にテン
ションが
高まり、
いつもと
違う行動
を起こし
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

午睡室内
（幼児
室)で他
の子の着
替えの見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は、
調理室に
ておやつ
の配膳準
備、他の
1名は室
外の清掃
作業中。

対象児
の行動
から起
こりう
る危険
を予測
するこ
とがで
きな
かっ
た。

事故発生翌
日に現場検
証を行い、
事故につい
ての詳細を
全職員で共
有した。ま
た、再発防
止のための
意見交換を
行い再発防
止に努め
る。

8846

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 ー

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 17 14 2 1 5歳
2.女
児

診断等はな
いが、発達
面で支援が
必要なため
個別に見守
りを行って
いる。

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

正規保育
士と保育
補助を配
置してお
り、加配
対象とし
て常に至
近距離で
見守りを
行ってい
るため。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

事故がど
こで起
こったが
不明であ
る。

施設設備
に危険な
場所がな
いか職員
全員で点
検を行っ
た。

7.その
他

普段から
怪我をし
た場合
は、思い
込みがな
いよう、
本児と話
をし納得
できるよ
うに説明
している
が、帰宅
前に痛
がって泣
いた際
に、本児
から理由
を聞きと
れなかっ
た。

子どもが
痛みを訴
えて来た
ときは原
因や理由
を聞き、
注意深く
確認して
おく。ま
た、配慮
が必要な
児童につ
いて職員
全体で共
有してい
るが、再
度話し合
いを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所して
から長時
間保育に
至るま
で、泣い
たり、ト
ラブルに
なった
り、痛み
を訴えて
くること
はなく、
普段と変
わりなく
過ごし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児は集
団から外
れたり、
いつまで
もテラス
にいて部
屋に入っ
てこない
こともあ
るので、
全体の子
どもを見
守りつ
つ、対象
児から離
れたとこ
ろからで
も常に意
識して本
児の行動
を把握し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

日中は支援
の必要なこ
どもと一緒
に保育補助
が本児の様
子を至近距
離で見守っ
ていた。集
団から外れ
やすいこと
を職員全体
で共有して
おり、長時
間の時も全
体を見守り
ながらも意
識的に行動
確認を行っ
ていた。

痛がっ
た時に
保護者
と確認
し保冷
剤で冷
やして
帰宅し
ても
らった
が、
「なぜ
痛く
なった
のか」
や「指
が曲げ
られる
かどう
か」等
の確認
をしな
かっ
た。

子どもが普
段と違う姿
であった
り、怪我の
可能性があ
る場合は、
注意深く原
因を確認す
る。保護者
に対して説
明できるよ
うな確認を
必ず行う。

8847

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 1 4 3 6 10 6 0 6 6 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

・職員同
士の連携
不足。

・土曜保
育の職員
配置の見
直し。
・職員同
士の立ち
位置や声
掛け等の
連携の取
り方の確
認。
・園内の
危険個所
の再確認
と周知。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用の都
度)回/年

子ども達
が、土曜
日という
事もあり
気持ちが
高揚しい
つもと違
う行動を
してし
まった。

・子ども
達と階段
の上り下
りの仕方
を再確認
する。
・土曜日
保育の引
継ぎの仕
方を確認
し周知す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
変わらず
に階段を
上ってい
たが本児
とその周
りの子の
気持ちの
変化に気
付けな
かった。

・当たり
前に行っ
ているこ
とであっ
ても、子
ども達と
定期的に
確認し周
知する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

階段を
上ってい
る際に気
持ちが高
揚してし
まい、一
段抜かし
て上って
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

３人の保
育士が先
頭、階段
の踊り
場、最後
尾に分か
れて子ど
も達の様
子を見な
がら対応
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団で一
斉に階段
を上って
いたた
め、一人
ひとりの
動きを見
られな
かった。

・本児
と周り
の数人
の気持
ちが高
揚して
いた。
・階段
を抜か
して上
るとは
予想で
きな
かっ
た。

・子ども達と
階段の上り下
りの仕方を再
確認する。
・以前よりも
職員間で立ち
位置に気を配
り、連携を強
化した。
・土曜日保育
を行うにあ
たって子ども
達について情
報の共有（一
人一人の性
格、その週の
様子など）を
して保育にあ
たる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8848

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

49 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

今まで事
故や怪我
もなかっ
たことか
ら危険箇
所という
認識がな
かった。

危険箇所
としての
認識を持
ち、同じ
ようなこ
とが起こ
らないよ
うに努め
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
2 )回/月

1.定期的
に実施

実施頻度( 
2 )回/月

1.定期的
に実施

実施頻度( 
2 )回/月

高さがあ
るので複
数人が
登ってい
るとより
危険であ
る。

登って遊
ぶ場合に
は、人数
の制限や
すぐそば
での見守
りが必要
である。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の見
守りが適
切ではな
かった。

職員が見
守り出来
る範囲で
遊ばせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りオブ
ジェに
登ってい
たが、足
を滑らせ
て落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろで別の
園児達を
見ていた
ため落下
した時は
見ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
よりも近
くにいた
が、対象
児が落下
するとこ
ろは見て
いない。

対象物
が園庭
の端の
見えに
くい場
所にあ
るこ
と。職
員が園
児の見
えてい
ない位
置での
見守り
を行っ
てい
た。

対象物は使
用しない。
職員は園児
がしっかり
と見える位
置で見守り
を行う。ま
た、見守り
できる範囲
で遊ばせ
る。

8849

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 2 10 12 16 17 9 9 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

遊具の安全
な使い方を
再度職員で
周知し、事
故への認識
や危険に対
する知識を
共有すると
共に子ども
の行動を予
測して注意
深く見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日・
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日・
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今後も点
検を継続
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭が狭
小のた
め、園庭
活動時間
をクラス
毎に重な
らないよ
う時間配
分を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は離
れたうん
ていの側
で他児を
見守って
おり、本
児が転倒
した際は
すぐに駆
け寄るこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
た職員が
本児の泣
き声で転
倒に気付
き、対応
した。

固定遊具に
は必ず職員
が付くよう
職員同士で
声をかけあ
い、鉄棒付
近に入らな
いように赤
線で目印を
つける。

8850

令和
6年3
月4
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

21 　 　 　 　 　 　 　 3 3 4歳
1.男
児

先天性内反
足（左脚）
※日常生活
において問
題なし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脚部脛
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

安全に対
する意識
を高く持
ち、リス
ク回避の
ための検
討会議を
頻繁に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

日常的に
使用して
いる●●
公園につ
いて、利
用前には
慣例的に
安全点検
を行って
いるが、
きちんと
業務化が
されてお
らず、安
全点検
チェック
リストが
未作成。

●●公園
の環境や
遊具の安
全点検
チェック
リストを
作成す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
遊びをし
ている園
児は、広
場を自由
に走り
回って遊
んでい
た。

広場で遊
ぶ際の使
用方法や
子どもの
人数を再
考する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
に変わっ
た様子な
し。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児が
各々に好
きな遊び
を楽しむ
時間で
あったこ
とから、
本児から
４～５ｍ
程の距離
で本児や
他児を含
め、全体
的に動き
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内で
ポイント
毎に保育
士を配置
し安全確
認の上で
見守って
いる。

本児の
動きを
事前に
予測
し、危
険を回
避でき
なかっ
た。

鬼ごっこ等
の接触の危
険がある遊
びは、保育
士主導の下
で行う。そ
の際は、子
ども達にも
しっかりと
遊びのルー
ルを伝え
る。

8851

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

10 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度　
２回以上/
年

3.基
準配
置

保育園内
で事故・
けがの起
こりやす
い場所、
時間など
過去の事
故報告、
データー
の報告に
ついて、
研修の実
施。自園
のヒヤリ
ハット報
告の閲覧
実施後の
検討会実
施。

1.定期的
に実施

業者によ
る実施頻
度　１回/
年　
保育士に
よる実施
頻度　朝
夕/毎日

1.定期的
に実施

業者によ
る実施頻
度　３回/
年　
保育士に
よる実施
頻度　朝
夕/毎日
主任保育
士による
実施頻度　
１回/月

1.定期的
に実施

保育士に
よる実施
頻度　朝
夕/毎日
主任保育
士による
実施頻度　
随時/毎日　
保育士に
よる実施
頻度　４
回以上/１
年

子どもた
ちの見え
る、手に
触れるこ
とが出来
る場所に
ある事
や、止水
栓の場所
の確認の
為に、止
水栓の蓋
の上のカ
バーを外
してい
た。その
後、カ
バーをし
ていな
かった。

子どもた
ちの目に
触れたり
触ること
が出来た
りしない
ように、
止水栓の
蓋の上に
カバーを
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

何にでも
興味関心
を持った
物に対し
て、見た
り触れた
りし確認
したい年
齢であっ
た。

子どもの
年齢発達
的な興味
を理解
し、安全
面から危
険と予測
できる物
には、目
に触れる
ことが出
来ないよ
うに、カ
バーをし
ておく。
また、保
育士は連
携を持ち
子ども達
に手を伸
ばしたら
届くよう
な位置に
居ながら
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌の悪
さがあっ
た。次の
活動への
切り替え
がしにく
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の機
嫌が落ち
着くまで
見守りな
がら、他
児の部屋
に入る為
に靴を脱
いだり靴
箱に入れ
たりの援
助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

テラスに
て、他児
の靴を入
れる援助
や、手洗
いの援助
をしてい
た。

本児に
対して
保育士
は、手
を伸ば
したら
届く位
置では
なかっ
た。ま
た、止
水栓を
職員や
業者が
確認す
る必要
があ
り、以
前に蓋
の上に
カバー
がされ
ていた
が、確
認後カ
バーが
されて
いな
かっ
た。

子どもの目線
から考え、危
険に繋がるこ
とはないか、
常に安全の目
線を持って環
境整備に努め
る。活動前に
は保育環境を
目視したり実
際に活動の場
所に行き確認
したりする。
保育士が声を
掛け合いなが
ら、適切な位
置で子どもた
ちに援助をし
ていく。靴箱
の位置を乳児
園庭の近くに
移動し、子ど
もたちの動線
が室内に入る
際に最短にな
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 玩具の安全点検うち保育教

諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き

8852

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 10 10 12 5 5 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度　
２回以上/
年

4.基
準配
置

職員同士
で情報共
有を行
い、子ど
もが安全
に遊べる
よう、子
どもの行
動を注意
深く見
守ってい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日・1)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
毎日・3 )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

今後も点
検を継続
してい
く。

4.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員間で
十分連携
をとり、
築山から
降りる際
はスピー
ドが出る
こともあ
ることを
共有し、
そのよう
な場面を
見たとき
は声をか
けるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
る時、築
山から駆
け下り
た。バラ
ンスを崩
し、足首
をひねっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
を一緒に
していた
職員が本
児の泣き
声に気づ
き、すぐ
に駆け寄
ることが
できた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児と
は少し離
れたとこ
ろで他児
の様子を
見守って
いたた
め、駆け
下りてバ
ランスを
崩したと
きはすぐ
駆け寄る
ことがで
きなかっ
た。

子どもが活
動している
時の保育者
の立ち位置
や連携の取
り方につい
て、園全体
で話し会う
とともに遊
具などの使
い方によっ
ては事故に
つながるこ
とを意識し
て見守るよ
うにする。

8853

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 4 10 10 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

下唇裂傷　
　右前歯
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

翌日職員会
にて状況・
原因を明確
にし、延長
保育時の見
守りの意識
について再
確認すると
共に、安全
改善策とし
て職員の立
ち位置や動
きについて
見直し、当
日より実施
する。職員
で話し合
い、再度延
長保育につ
いての対策
会議を行
い、けがが
起きた際の
状況から改
善できるこ
とはないか
考えること
とした。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

登園日毎
日
実施頻度(　
６　)回/
年

定期的な
点検を確
実に行う
と共に、
遊びの様
子から常
に安全対
策を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの盛り
上がりか
ら、ウレタ
ン積み木で
作ったアス
レチックに
並ぶ子ども
の列の後ろ
を回り込む
ルートを走
る鬼ごっこ
に発展し
た。人との
接触はな
かったが、
混みあった
ところを人
や物を避け
るように進
んでいた。

遊びの盛り上が
りで子どもたち
なりに考えて、
遊びの場はより
遠く、広くへ発
展していく。
様々な方向に進
むものと心得、
見守りを欠かさ
ない意識で必要
があれば注意喚
起の声をかけ
る。平均台を置
く場所について
も、子どものあ
そびの様子を考
慮しながら安全
に使えるよう見
守ると共に、周
辺での遊び方を
子どもたちとも
再確認し、危険
がないよう遊べ
る方法について
一緒に学んでい
けるようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じクラ
スの子ど
もたちと
列になっ
て鬼ごっ
こを楽し
む姿が
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
転ぶ姿は
遠くから
確認した
ので、距
離があ
り、間に
合わな
かったが
かけ寄っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３名で当
番にあ
たってい
たが、１
名は対象
児のグ
ループが
鬼ごっこ
をしてい
る姿はと
らえてい
たが、転
倒した瞬
間は、1
名は他児
のトラブ
ルの仲裁
に入り、
もう1名
は違う遊
びの見守
りを行
い、視線
は別方向
だった。

担当職員が遊
びこんでしま
わないよう、
見守りを最優
先に行うこと
の意識確認を
行う。また、
見守りの目が
欠ける時に
は、事務室な
どの他職員に
応援要請を
し、常に3人の
見守り体制が
欠けないよう
にする。担任
でない職員が
当番にあたる
時の、配慮が
必要な子ども
への対応につ
いて、トラブ
ルが起きた際
の対応がス
ムーズにいく
ように情報を
共有する。

8854

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 4 4 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

5.基
準配
置

担任の職
員配置と
子ども全
体をみら
れるよう
に改善す
る。

2.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

2.定期的
に実施

毎月１回
職員が実
施
年２回業
者が実施

2.定期的
に実施

実施頻度(　
１２)回/
年

玩具や遊
具の点検
は気を付
けて行う
が、施設
内の点検
では見落
としが
あったの
ではない
か

5.個人
活動
中・見
守りあ
り

おやつ後
で子ども
達が開放
的な気持
ちになっ
ている中
で、担任
が排泄の
介助を
行ってい
た

活動と活
動の合間
の過ごし
方や職員
配置につ
いて担任
同士で話
し合う

2.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつ後
というこ
ともあ
り、少し
興奮気味
に、他児
と遊んで
いた。

3.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

排泄の介
助をしな
がら、排
泄を終え
た子ども
たちを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2歳児が
同じ部屋
で過ごし
ているた
め、１歳
児クラス
の保育士
が1歳児
の子ども
と共に近
くで見
守ってい
た。

活動と
活動の
合間の
時間帯
で、子
ども達
が手持
ち無沙
汰に
なって
いた。

クラス会議
を行い、子
どもの姿や
関わり、配
慮する点な
ど、情報共
有する。午
睡の間の隙
間時間に普
段から気軽
に話し合い
ができるよ
うにしてお
く。

8855

令和
6年3
月4
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

左右に大き
く箒を動か
したことで
体のバラン
スを崩し転
倒した。箒
を両手で
しっかり
握ってお
り、転倒し
た時に咄嗟
に手を出す
ことができ
ず、肩を打
ち付けてし
まった。保
育士は少し
離れていた
ので、すぐ
に声をかけ
ることがで
きなかっ
た。

箒の使い
方には慣
れていた
が、勢い
よく箒を
動かすと
体のバラ
ンスを崩
し怪我に
繋がるこ
とを子ど
も達に伝
えるとと
もに、一
緒に箒で
掃きなが
ら箒の正
しい持ち
方、適切
な感覚で
箒を動か
すことを
子ども達
と確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　１　
）回/週

通路であ
る石畳の
部分が多
く、地面
の境から
砂が上が
りやす
い。

滑りやす
いので職
員も小ま
めに掃き
掃除をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
だけに掃
除を任せ
ていた。

保育士も
そばで一
緒に掃除
しながら
箒の正し
い使い方
を伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

真面目な
性格で一
生懸命に
掃除をし
ようとし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭玩具
の片付け
場所付近
にいて、
対象児を
捉えてい
たがすぐ
には手を
出すこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

最後に年
長児が
残ってい
たので園
庭には他
の職員は
いなかっ
た。

年長児
18名を
保育士
１名で
担当し
ていた
が、別
の場所
の片付
けを
行って
いた。

フリー保育
士が補助に
入る。
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